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はじめにはじめにはじめにはじめに

このマニュアルでは、Oracle Database の情報を管理するために使用される Structured Query 
Language（SQL）について説明します。Oracle SQL は、ANSI（米国規格協会）および ISO

（国際標準化機構）の SQL:1999 規格にさらに多くの内容を盛り込んでいます。

ここでは、次の項目について説明します。

� 対象読者

� ドキュメントのアクセシビリティについて

� 関連ドキュメント

� 表記規則

� サポートおよびサービス
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対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、すべての Oracle SQL ユーザーを対象としています。

ドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについてドキュメントのアクセシビリティについて
オラクル社は、障害のあるお客様にもオラクル社の製品、サービスおよびサポート・ドキュメ
ントを簡単にご利用いただけることを目標としています。オラクル社のドキュメントには、
ユーザーが障害支援技術を使用して情報を利用できる機能が組み込まれています。HTML 形式
のドキュメントで用意されており、障害のあるお客様が簡単にアクセスできるようにマーク
アップされています。標準規格は改善されつつあります。オラクル社はドキュメントをすべて
のお客様がご利用できるように、市場をリードする他の技術ベンダーと積極的に連携して技術
的な問題に対応しています。オラクル社のアクセシビリティについての詳細情報は、Oracle 
Accessibility Program の Web サイト http://www.oracle.com/accessibility/ を参照してくださ
い。

ドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについてドキュメント内のサンプル・コードのアクセシビリティについて

スクリーン・リーダーは、ドキュメント内のサンプル・コードを正確に読めない場合がありま
す。コード表記規則では閉じ括弧だけを行に記述する必要があります。しかし JAWS は括弧だ
けの行を読まない場合があります。

外部外部外部外部 Web サイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについてサイトのドキュメントのアクセシビリティについて

このドキュメントにはオラクル社およびその関連会社が所有または管理しない Web サイトへの
リンクが含まれている場合があります。オラクル社およびその関連会社は、それらの Web サイ
トのアクセシビリティに関しての評価や言及は行っておりません。

Oracle サポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへのサポート・サービスへの TTY アクセスアクセスアクセスアクセス

アメリカ国内では、Oracle サポート・サービスへ 24 時間年中無休でテキスト電話（TTY）アク
セスが提供されています。TTY サポートについては、(800)446-2398 にお電話ください。アメリ
カ国外からの場合は、+1-407-458-2479 にお電話ください。

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
詳細は、次の Oracle ドキュメントを参照してください。

� PL/SQL、Oracle SQL に対する手続き型言語の拡張の詳細は、『Oracle Database PL/SQL
言語リファレンス』を参照してください。

� Oracle の組込み SQL の詳細は、『Pro*C/C++ プログラマーズ・ガイド』、『Oracle 
SQL*Module for Ada Programmer's Guide』および『Pro*COBOL プログラマーズ・ガイ
ド』を参照してください。

このマニュアルに記載されている例の多くは、「基本インストール」オプションを選択した場合
に Oracle Database とともにデフォルトでインストールされるサンプル・スキーマを使用して
います。これらのスキーマがどのように作成されているかと、その使用方法については、

『Oracle Database サンプル・スキーマ』を参照してください。
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表記規則表記規則表記規則表記規則
このマニュアルでは次の表記規則を使用します。

サポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービスサポートおよびサービス
次の各項に、各サービスに接続するための URL を記載します。

Oracle サポート・サービスサポート・サービスサポート・サービスサポート・サービス

オラクル製品サポートの購入方法、および Oracle サポート・サービスへの連絡方法の詳細は、
次の URL を参照してください。

http://www.oracle.com/lang/jp/support/index.html

製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル製品マニュアル

製品のマニュアルは、次の URL にあります。

http://www.oracle.com/technology/global/jp/documentation/index.html

研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング研修およびトレーニング

研修に関する情報とスケジュールは、次の URL で入手できます。

http://education.oracle.com/pls/web_prod-plq-dad/db_pages.getpage?page_id=3

その他の情報その他の情報その他の情報その他の情報

オラクル製品やサービスに関するその他の情報については、次の URL から参照してください。

http://www.oracle.com/lang/jp/index.html
http://www.oracle.com/technology/global/jp/index.html

規則規則規則規則 意味意味意味意味

太字太字太字太字 太字は、操作に関連する Graphical User Interface 要素、または本文中で定

義されている用語および用語集に記載されている用語を示します。

イタリック体 イタリックは、ユーザーが特定の値を指定するプレースホルダ変数を示し
ます。

固定幅フォント 固定幅フォントは、段落内のコマンド、URL、サンプル内のコード、画面

に表示されるテキスト、または入力するテキストを示します。

注意注意注意注意 : ドキュメント内に記載されている URL や参照ドキュメントには、
Oracle Corporation が提供する英語の情報も含まれています。日本語版の
情報については、前述の URL を参照してください。
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このリリースの新機能このリリースの新機能このリリースの新機能このリリースの新機能

ここでは、Oracle Database 11g の新機能について説明し、追加情報の参照先を示します。

以前のリリースの Oracle Database の新機能については、該当するリリースのマニュアルを参
照してください。
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このマニュアルでのこのマニュアルでのこのマニュアルでのこのマニュアルでの Oracle Database 11g リリースリリースリリースリリース 1 の新機能の新機能の新機能の新機能

このリリースでの構成の変更このリリースでの構成の変更このリリースでの構成の変更このリリースでの構成の変更

多くの SQL 文は、ほぼ PL/SQL 要素のみで構成されています。これらの文はこのマニュアルで
も取り上げられていますが、構文とセマンティクスの大部分は『Oracle Database PL/SQL 言語
リファレンス』に移行されました。次の表に、このマニュアルに記載されている簡略化された
SQL 構文とセマンティクス、および『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』に記載され
ている完全な構文とセマンティクスへのリンクを示します。

このリリースの新機能このリリースの新機能このリリースの新機能このリリースの新機能

今回のリリースでは、次の SQL 文が追加または拡張されています。

� ALTER DATABASE（10-9 ページ）には、次の拡張が行われています。

– managed_standby_recovery 句（10-22 ページ）が大幅に簡略化されました。ほとんど
のリカバリ処理がデータベースで自動的に行われるようになったため、数多くの副次
句が非推奨になりました。

– supplemental_db_logging（10-31 ページ）には、PL/SQL コールのサプリメンタル・
ロギングを使用可能または使用禁止にするための構文が新しく追加されています。

– standby_database_clauses（10-33 ページ）には、物理スタンバイ・データベースをス
ナップショット・スタンバイ・データベースに変換したり、スナップショット・スタ
ンバイ・データベースを物理スタンバイ・データベースに変換するための構文が新し
く追加されています。

– managed_standby_recovery 句（10-22 ページ）には、論理スタンバイで提供される
ローリング・アップグレード機能を使用したり、プライマリ・データベースや物理ス
タンバイを元の構成に戻すための KEEP IDENTITY構文が新しく追加されています。

� ALTER DISKGROUP（10-46 ページ）には、次の拡張が行われています。

– check_diskgroup_clause（10-53 ページ）の、自動ストレージ管理環境におけるディス
ク・グループ、ディスクおよびファイルの一貫性をチェックするための構文が簡略化
されました。

– diskgroup_availability 句（10-57 ページ）には、ディスク・グループをマウントする
ためのオプションが新しく追加されています。

簡略化された簡略化された簡略化された簡略化された SQL の項の項の項の項 完全な構文とセマンティクス完全な構文とセマンティクス完全な構文とセマンティクス完全な構文とセマンティクス

CREATE FUNCTION（14-48 ページ） CREATE FUNCTION

CREATE PACKAGE（15-39 ページ） CREATE PACKAGE

CREATE PACKAGE BODY（15-41 ページ） CREATE PACKAGE BODY

CREATE PROCEDURE（15-45 ページ） CREATE PROCEDURE

CREATE TRIGGER（16-85 ページ） CREATE TRIGGER

CREATE TYPE（17-3 ページ） CREATE TYPE

CREATE TYPE BODY（17-5 ページ） CREATE TYPE BODY

ALTER FUNCTION（10-63 ページ） ALTER FUNCTION

ALTER PACKAGE（11-27 ページ） ALTER PACKAGE

ALTER PROCEDURE（11-28 ページ） ALTER PROCEDURE

ALTER TRIGGER（13-2 ページ） ALTER TRIGGER

ALTER TYPE（13-4 ページ） ALTER TYPE
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– 修復するディスクをオフラインにし、後でオンラインに戻すための
disk_offline_clause 句（10-52 ページ）および disk_online_clause 句（10-52 ページ）
が新しく追加されています。

� ALTER INDEX（10-64 ページ）には、次の拡張が行われています。

– ユーザー管理記憶表のドメイン索引をシステム管理記憶表に移行するための MIGRATE
パラメータが新しく追加されています。

– 索引をオプティマイザで参照できないように変更するための INVISIBLEパラメータ
が新しく追加されています。

– 「PARAMETERS 句」（10-74 ページ）でドメイン索引と同様に XMLIndex 索引も再作
成することができるようになりました。

� ALTER SYSTEM（11-52 ページ）には、次の拡張が行われています。

– Oracle Real Application Clusters（Oracle RAC）環境で別のインスタンスのセッショ
ンを停止するための構文が新しく追加されています。

– 移行用に自動ストレージ管理クラスタを作成し、すべてのノードが同じソフトウェ
ア・バージョンに移行された後、通常の操作に戻すための rolling_migration_clauses

（11-59 ページ）が新しく追加されています。

� ALTER TABLE（12-2 ページ）には、次の拡張が行われています。

– DEFAULT値を指定した場合の add_column_clause（12-39 ページ）の動作が拡張され、
パフォーマンスが向上しています。

– READ ONLY | READ WRITE（12-37 ページ）の構文によって、表のメンテナンス中
に DDL または DML によって変更されないように表を読取り専用モードにした後で、
読取り / 書込みモードにすることができます。

– add_table_partition 句（12-58 ページ）の構文が拡張され、システム・パーティション
を追加することができるようになりました。

– flashback_archive_clause（12-37 ページ）を使用して、表の履歴追跡を使用可能また
は使用禁止にすることができます。

– add_column_clause（12-39 ページ）を使用して、表に仮想列を追加することができる
ようになりました。

– XMLSchema を追加または削除するために、XMLType表を変更する構文が新しく追加
されています。

– レンジ・パーティション表を期間パーティション表に変換するための
alter_interval_partitioning 句（12-53 ページ）が新しく追加されています。

– データベースで、表におけるパーティションの様々なメンテナンス操作を参照パー
ティション表の子表に対してカスケードするための dependent_tables_clause（12-68
ページ）が新しく追加されています。

� ALTER TABLESPACE（12-82 ページ）に、一時表領域または個々の一時ファイルに使用さ
れている領域を縮小するための構文が新しく追加されています。

� ASSOCIATE STATISTICS（13-21 ページ）の構文を使用して、システム管理されたドメイ
ン索引で収集された統計情報の記憶域がデータベースによって管理されるように指定する
ことができます。

� AUDIT（13-25 ページ）に、データ・マイニング・モデルでの様々なアクティビティを監
査するための構文が新しく追加されています。

� CALL（13-37 ページ）では、ルーチンに引数が必要な場合に、コールされているルーチン
に対する引数に位置表記法、名前表記法および混合表記法を使用することができるように
なりました。

� COMMENT（13-41 ページ）に、データ・マイニング・モデルに関する説明コメントを指
定するための MINING MODEL句が新しく追加されています。
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� CREATE DISKGROUP（14-40 ページ）および ALTER DISKGROUP（10-46 ページ）に、
ディスク・グループの様々な属性を設定するための構文が新しく追加されています。

� 表の変更履歴を追跡できるフラッシュバック・データ・アーカイブを作成、変更および削
除するための CREATE FLASHBACK ARCHIVE 文（14-45 ページ）、ALTER FLASHBACK 
ARCHIVE 文（10-60 ページ）および DROP FLASHBACK ARCHIVE 文（17-41 ページ）が
新しく追加されています。

� CREATE INDEX（14-50 ページ）には、次の拡張が行われています。

– ローカル・パーティション・ドメイン索引を作成するための
local_domain_index_clause（14-66 ページ）が新しく追加されています。

– index_attributes（14-60 ページ）が変更され、オプティマイザで参照できない索引を
作成できるようになりました。

– XML データ用の XMLIndex 索引を作成するための XMLIndex_clause（14-66 ページ）
が新しく追加されています。

� CREATE INDEXTYPE（14-73 ページ）および ALTER INDEXTYPE（10-82 ページ）を使用
して、サブジェクト索引タイプに基づいて作成されたドメイン索引をレンジ・パーティ
ションにすることができ、このドメイン索引の記憶表およびパーティションのメンテナン
ス操作がデータベースによって管理されるよう指定することができます。

� CREATE PFILE（15-43 ページ）に、現行のシステム全体のパラメータ設定からパラメー
タ・ファイルを作成するための構文が新しく追加されています。

� CREATE RESTORE POINT（15-53 ページ）に、指定された日時または過去の SCN に対す
るリストア・ポイントを作成して、フラッシュバック・データベースを保持するための構
文が新しく追加されています。

� CREATE SPFILE（15-68 ページ）に、現行のシステム全体のパラメータ設定からシステム・
パラメータ・ファイルを作成するための構文が新しく追加されています。

� CREATE TABLE（16-6 ページ）には、次の拡張が行われています。

– flashback_archive_clause（16-56 ページ）を使用して、変更履歴の追跡が使用可能な
表を作成することができます。

– system_partitioning 句（16-52 ページ）を使用して、BY SYSTEM表をパーティション
化することができます。

– 仮想列を作成するための virtual_column_definition（16-27 ページ）が新しく追加され
ています。

– XML データをバイナリ形式の XML 書式で格納するための XML 記憶域用の構文が新
しく追加されています。

– 別のパーティション表への参照ごとに表をパーティション化するための
reference_partitioning 句（16-48 ページ）が新しく追加されています。

– LOB_parameters（16-38 ページ）に、より高速かつ効率的で、LOB の圧縮、暗号化、
複製などの新機能を使用できる LOB 用の記憶域を新しく指定するための
SECUREFILEパラメータが新しく追加されています。

– SecureFile 記憶域を使用した LOB に対するサーバー側の LOB 圧縮を使用可能または
使用禁止にするための LOB_compression_clause（16-40 ページ）が新しく追加されて
います。

– 重複データを単一の共有リポジトリ内で結合して、記憶域の消費を削減し、SecureFile
記憶域を使用した LOB の記憶域管理を簡略化するための LOB_deduplicate_clause

（16-39 ページ）が新しく追加されています。

– LOB_parameters（16-38 ページ）に、SecureFile 記憶域を使用した LOB の LOB 列の
暗号化を使用可能または使用禁止にするための ENCRYPT句および DECRYPT句が新し
く追加されています。
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� CREATE TABLESPACE（16-71 ページ）に、storage_clause（8-43 ページ）に新しく追加さ
れた ENCRYPTキーワードとともに使用して表領域全体を暗号化するための構文が新しく
追加されています。

� DROP DISKGROUP（17-39 ページ）に、自動ストレージ管理インスタンスによってマウン
トされなくなったディスク・グループを削除するための FORCEキーワードが新しく追加さ
れています。

� GRANT（18-31 ページ）に、権限受領者がデータ・マイニング・モデルを使用して作業す
ることができる様々なシステム権限およびオブジェクト権限が新しく追加されています。

� LOCK TABLE（18-69 ページ）に、表に対する DML ロックを取得するまでに文が待機する
大秒数を指定するための構文が新しく追加されています。

� MERGE（18-72 ページ）では、ドメイン索引が含まれる表での操作がサポートされるよう
になりました。

� SELECT（19-4 ページ）に、行を列に変換するための PIVOT構文が新しく追加されていま
す。また、列を行に変換するデータを問い合せるための UNPIVOT操作も新しく追加され
ています。

次の SQL 組込みファンクションが追加または拡張されています。

� キューブまたはディメンションのデータを抽出し、2 次元形式のリレーショナル表に戻すた
めの組込みファンクション CUBE_TABLE（5-47 ページ）が新しく追加されています。

� INSERTXMLAFTER（5-82 ページ）では、属性ノードでないターゲット・ノードの直後に
任意の種類の 1 つ以上のノードを追加できます。

� REGEXP_INSTR（5-144 ページ）および REGEXP_SUBSTR（5-149 ページ）に、正規表現の
特定のサブストリングを評価対象とするためのオプションの subexprパラメータが追加
されています。

� ソース文字列内で指定されている正規表現パターンの繰返し回数をカウントするための組
込みファンクション REGEXP_COUNT（5-143 ページ）が新しく追加されています。

� PREDICTION（5-125 ページ）、PREDICTION_COST（5-128 ページ）および
PREDICTION_SET（5-133 ページ）が拡張されています。格納されているコスト・マト
リックスを使用するか（使用可能な場合のみ）、コスト・マトリックスを表内で指定するか
を指定する構文が新しく追加されています。

� 予測に対する確度の下限および上限を戻す組込みファンクション PREDICTION_BOUNDS
（5-127 ページ）が新しく追加されています。

� XML データを SQL スカラー・データ型にキャストして、XQuery 式が空でない XQuery
シーケンスを戻すかどうかをそれぞれ確認するためのファンクション XMLCAST（5-229
ページ）および XMLEXISTS（5-237 ページ）が新しく追加されています。

� 対応する XMLDiff および XMLPatch C API への SQL インタフェースを提供するファンク
ション XMLDIFF（5-233 ページ）および XMLPATCH（5-239 ページ）が新しく追加され
ています。これらのファンクションを使用すると、2 つの XMLType 文書を比較し、diff
ファイルを使用して XMLType 文書を修正できます。

その他の追加された変更は次のとおりです。

� 以前のリリースでは、第 6 章「式」の式の書式に変数式変数式変数式変数式がありました。この書式の名前は、
ドキュメント・セットの他のマニュアルに合わせてプレースホルダ式プレースホルダ式プレースホルダ式プレースホルダ式に変更されています。
6-13 ページの「プレースホルダ式」を参照してください。

� 以前のリリースでは、TABLEおよび CLUSTERの区切られた構文のブランチを持つ単一文と
して TRUNCATE文がありました。このコマンドは、他のトップレベル SQL 文に合わせて
TRUNCATE CLUSTER（19-56 ページ）および TRUNCATE TABLE（19-58 ページ）に分割
されています。実際の構文またはセマンティクスは、変更されていません。

� RESULT_CACHE_MODE初期化パラメータの設定を上書きするためのヒント
「RESULT_CACHE ヒント」（2-93 ページ）および「NO_RESULT_CACHE ヒント」（2-87
ページ）が新しく追加されています。
xxvii



� 「ファンクション式」（6-10 ページ）では、式として使用されるユーザー定義ファンクショ
ンに対する引数に位置表記法、名前表記法および混合表記法を使用することができるよう
になりました。

� ALTER TABLE（12-2 ページ）および ALTER INDEX（10-64 ページ）の
index_partition_description構文を使用して、ドメイン索引のパーティションに対
してパラメータを指定することができるようになりました。

� Oracle Multimedia でサポートされるオブジェクト型が新しく追加されています。2-35 ペー
ジの「ORDDicom」を参照してください。
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概要概要概要概要

Structured Query Language（SQL）とは、プログラムおよびユーザーが、Oracle Database の
データにアクセスするために使用する一連の文です。アプリケーション・プログラムや Oracle
のツール製品を使用すると、SQL を直接使用せずにデータベースにアクセスできます。ただ
し、アプリケーションがユーザーの要求を実行するときには、必ず SQL を使用します。この章
では、ほとんどのデータベース・システムで使用される SQL の背景について説明します。

この章では、次の内容を説明します。

� SQL の歴史

� SQL 規格

� 新の機能拡張

� Enterprise Manager の使用方法

� 字句規則

� ツール製品のサポート
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SQL の歴史
SQL の歴史の歴史の歴史の歴史
1970 年 6 月に ACM（Association of Computer Machinery）が刊行した「Communications of 
the ACM」誌で、E. F. Codd 博士の論文「大型共用データ・バンク用のデータのリレーショナ
ル・モデル」が発表されました。Codd 博士のモデルは、現在ではリレーショナル・データ
ベース管理システム（RDBMS）の完成したモデルとして認められています。Structured 
English Query Language（SEQUEL）は、IBM 社が Codd 博士のモデルを使用するために開発
したものです。この SEQUEL が後の SQL です。1979 年、Relational Software, Inc.（現在のオ
ラクル社）は、商業的に利用可能な 初の SQL の処理系を導入しました。今日、SQL は標準の
RDBMS 言語として認められています。

SQL 規格規格規格規格 
オラクル社は、業界標準に準拠するよう努力し、SQL 標準化委員会にも積極的に参加していま
す。業界で認知されている委員会には、ANSI（米国規格協会）、および IEC（国際電気標準会
議）が電気・電子部門を担当している ISO（国際標準化機構）があります。ANSI と ISO/IEC
はともに、SQL をリレーショナル・データベースの標準言語として認めています。新しい SQL
規格がこの両機関から同時に発表された場合、その規格の名前は、各機関の規則に従って付け
られますが、技術的な詳細は同じです。

2003 年 7 月に採用された 新の SQL 規格を SQL:2003 といいます。SQL 規格の 1 つである Part 
14: SQL/XML (ISO/IEC 9075-14) は 2006 年に改訂されており、SQL/XML:2006 と呼ばれます。
SQL/XML を除いて、この規格の正式名称は、次のとおりです。

� ANSI/ISO/IEC 9075:2003、『Database Language SQL』、Part 1「SQL/Framework」、Part 2
「SQL/Foundation」、Part 3「SQL/CLI」、Part 4「SQL/PSM」、Part 9「SQL/MED」、Part 

10「SQL/OLB」、Part 11「SQL/Schemata」、Part 13「SQL/JRT」

� ISO/IEC 9075:2003、『Database Language SQL』、Part 1「SQL/Framework」、Part 2
「SQL/Foundation」、Part 3「SQL/CLI」、Part 4「SQL/PSM」、Part 9「SQL/MED」、Part 

10「SQL/OLB」、Part 11「SQL/Schemata」、Part 13「SQL/JRT」

改訂された Part14 の正式名称は、次のとおりです。

� ANSI/ISO/IEC 9075-14:2006、『Database Language SQL』、Part 14「SQL/XML」

� ISO/IEC 9075-14:2006、『Database Language SQL』、Part 14「SQL/XML」

SQL の特長の特長の特長の特長 
SQL は、アプリケーション・プログラマ、データベース管理者、マネージャ、エンド・ユー
ザーなど、あらゆる分野のユーザーに利益をもたらします。技術的ないい方をすると、SQL は
データ副言語です。SQL の目的は、Oracle Database のようなリレーショナル・データベースと
のインタフェースを提供することであり、すべての SQL 文はデータベースに対する命令です。
この点において、SQL は、C や BASIC のような汎用プログラミング言語と異なります。SQL
には、次のような特長があります。

� 個々の単位としてではなく、グループとして一連のデータを処理します。

� データへの自動的なナビゲーション・アクセス（経路設定）を実行します。

� SQL で使用する文は、それぞれが複雑、強力で、スタンドアロン型の文です。これまで、
SQL にはフロー制御文は含まれていませんでしたが、 近認められた SQL のオプション部
分 ISO/IEC 9075-5 : 1996 にはフロー制御文が含まれています。フロー制御文は、永続保存
モジュール（PSM）としてよく知られており、SQL の拡張機能である Oracle の PL/SQL
は、PSM に似ています。

参照参照参照参照 : SQL:2003 規格への Oracle Database の規格準拠については、付録
B「Oracle と標準 SQL」を参照してください。
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新の機能拡張
SQL では、データを論理的なレベルで処理できます。処理系について考えることは、データの
細部を操作する場合のみで済みます。たとえば、表から一連の行を検索するには、行をフィル
タ処理するための条件を定義します。この条件を満たすすべての行が 1 つの手順で検索され、
ユーザー、別の SQL 文またはアプリケーションに 1 つの単位として渡されます。行単位で処理
する必要がなく、行の物理的な格納方法や検索方法を気にする必要もありません。SQL 文を実
行すると、Oracle Database の問合せオプティマイザオプティマイザオプティマイザオプティマイザが働きます。この機能によって、指定した
データに も速くアクセスする方法が決定されます。Oracle には、オプティマイザの性能を向
上させる方法も用意されています。

SQL 文を使用して、次の処理を行うことができます。

� データの問合せ

� 表の中の行の挿入、更新、削除

� オブジェクトの作成、置換、変更、削除

� データベースとデータベース・オブジェクトへのアクセス制御

� データベースの一貫性と整合性の保証

SQL では、前述のすべてのタスクを 1 つの一貫性のある言語に統一しました。

すべてのリレーショナル・データベースに共通の言語すべてのリレーショナル・データベースに共通の言語すべてのリレーショナル・データベースに共通の言語すべてのリレーショナル・データベースに共通の言語
すべての主なリレーショナル・データベース管理システムは、SQL をサポートしているため、
SQL で得た技術的な知識を他のデータベースでも生かすことができます。さらに、SQL で記述
されたプログラムは移植性に優れているため、わずかな変更のみで他のデータベースに移行で
きます。

新の機能拡張新の機能拡張新の機能拡張新の機能拡張
Oracle Database の SQL エンジンは、すべての Oracle Database アプリケーションの基礎となっ
ています。Oracle SQL は、データベース・アプリケーションの多様化するニーズを満たし、先
端の計算アーキテクチャ、API およびネットワーク・プロトコルをサポートするために発展し
続けています。

SQL では、従来の構造化データに加え、より複雑なデータの格納、取出しおよび処理を実行で
きます。

� オブジェクト型、コレクション型および REF 型は、複雑な構造化データをサポートします。
ネストした表コレクション型に、標準準拠の多くの MULTISET 演算子がサポートされてい
ます。

� ラージ・オブジェクト（LOB）は、構造化されていない文字データおよびバイナリ・デー
タの両方をサポートします。1 つの LOB の 大サイズは、データベースのブロック・サイ
ズに応じて 8 ～ 128TB になります。

� XMLTypeデータ型は、半構造化 XML データをサポートします。

標準ベース機能のネイティブ・サポートに、次のものが含まれています。

� 正規表現のネイティブ・サポート。これによって、データベース内の自由形式のテキスト
をパターン検索したり、操作することができます。

� IEEE754 標準に準拠したネイティブ浮動小数点データ型。これによって、XML および Java
標準で一般的な浮動小数点の処理のパフォーマンスが向上し、数値データに必要な記憶域
が減少します。

� 組込みの SQL 集計ファンクションおよび分析ファンクション。これらを使用すると、デー
タ・ウェアハウスおよびデータ・マート内のデータに簡単にアクセスし、操作できます。

Oracle SQL は、多目的でスケーラブルかつ高パフォーマンスのデータベース・アプリケーショ
ンの開発を総合的にサポートするために、継続して機能が拡張されています。
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Enterprise Manager の使用方法
Enterprise Manager の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法 
SQL 構文を使用して実行できる操作の多くは、Enterprise Manager を使用するとさらに簡単に
実行できます。詳細は、Oracle Enterprise Manager のドキュメント・セット、『Oracle 
Database 2 日でデータベース管理者』または Oracle Database の「2 日で」シリーズのいずれか
のマニュアルを参照してください。

字句規則字句規則字句規則字句規則
SQL 文の記述に関する次の字句規則は、Oracle Database の SQL 実装に対してのみ適用されま
すが、他のすべての SQL 実装にも一般的に適用されます。

SQL 文では、文の定義の中で空白が入る可能性がある任意の位置に、1 つ以上のタブ、改行文
字、空白またはコメントを記述できます。したがって、Oracle Database は、次の 2 つの文を同
一と解釈します。

SELECT last_name,salary*12,MONTHS_BETWEEN(hire_date, SYSDATE) 
   FROM employees
   WHERE department_id = 30
   ORDER BY last_name;

SELECT last_name,
   salary * 12,
        MONTHS_BETWEEN( hire_date, SYSDATE )
FROM employees
ORDER BY last_name;

予約語、キーワード、識別子およびパラメータは、大文字と小文字を区別せずに記述できます。
ただし、テキスト・リテラルと引用符で囲んだ名前では、大文字と小文字は区別されます。
テキスト・リテラルの構文の詳細は、2-44 ページの「テキスト・リテラル」を参照してくださ
い。

ツール製品のサポートツール製品のサポートツール製品のサポートツール製品のサポート 
Oracle には、SQL 開発プロセスを容易にする多くのユーティリティが提供されています。

� Oracle SQL Developer は、データベース・オブジェクトの参照、作成、編集および削除、
PL/SQL コードの編集およびデバッグ、SQL 文およびスクリプトの実行、データの操作お
よびエクスポート、レポートの作成および表示を行うためのグラフィカル・ツールです。
SQL Developer を使用すると、標準の Oracle Database 認証を使用して Oracle Database の
任意のターゲット・スキーマに接続することができます。接続後に、データベース内のオ
ブジェクトに対する操作を行うことができます。また、MySQL、Microsoft SQL Server、
Microsoft Access など、サード・パーティ（Oracle 以外）のデータベースのスキーマに接
続して、このデータベースのメタデータを表示し、Oracle にこのデータベースを移行する
こともできます。

� SQL*Plus は、対話形式のバッチ問合せツールです。すべての Oracle Database サーバーま
たはクライアントの使用環境にインストールされています。このツールには、コマンドラ
イン・ユーザー・インタフェースおよび iSQL*Plus という Web ベースのユーザー・インタ
フェースが備わっています。

� Oracle JDeveloper は、マルチプラットフォームの統合開発環境であり、Java、Web サービ
スおよび SQL の開発のすべての工程をサポートします。この環境では、SQL 文の実行およ
びチューニング用のグラフィカル・インタフェースと、ビジュアル・スキーマ・ダイアグ
ラマ（データベース・モデラー）を使用できます。また、PL/SQL アプリケーションの編
集、コンパイルおよびデバッグもサポートします。

注意注意注意注意 : SQL 文は、プログラミング環境によって終了方法が異なります。
このドキュメント・セットでは、SQL*Plus のデフォルト文字（セミコロン

（;））が使用されています。
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� Oracle Application Express は、データベース関連の Web アプリケーションの開発およびデ
プロイ用のホストされた環境です。Oracle Application Express のコンポーネントである
SQL Workshop を使用すると、Web ブラウザからデータベース・オブジェクトを表示およ
び管理できます。SQL Workshop では、SQL コマンド・プロセッサおよび SQL スクリプ
ト・リポジトリに素早くアクセスできます。

Oracle Call Interface および Oracle プリコンパイラを使用すると、標準 SQL 文をプロシー
ジャ・プログラミング言語に埋め込むことができます。

� Oracle Call Interface（OCI）を使用すると、C プログラムに SQL 文を埋め込むことができ
ます。

� Oracle プリコンパイラである Pro*C/C++ および Pro*COBOL によって、埋込み SQL 文が解
析され、それぞれ C/C++ コンパイラと COBOL コンパイラが処理できる文に変換されま
す。

ほとんどの Oracle ツール製品は、Oracle SQL のすべての機能もサポートしています。このマ
ニュアルでは、SQL のすべての機能について説明しています。ご使用の Oracle のツール製品で
サポートしていない機能がある場合は、『SQL*Plus ユーザーズ・ガイドおよびリファレンス』
など、その Oracle のツール製品について記述しているマニュアルで、制限事項を確認してくだ
さい。

参照参照参照参照 : これらの製品の詳細は、『SQL*Plus ユーザーズ・ガイドおよびリ
ファレンス』および『Oracle Database Application Express ユーザーズ・
ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 各製品で使用可能な埋込み SQL 文の詳細は、『Oracle C++ Call 
Interface プログラマーズ・ガイド』、『Pro*COBOL プログラマーズ・ガイ
ド』および『Oracle Call Interface プログラマーズ・ガイド』を参照してく
ださい。
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Oracle SQL の基本
2

Oracle SQL の基本要素の基本要素の基本要素の基本要素

この章では、Oracle SQL の基本要素に関する参照情報を説明します。これらの要素は、SQL 文
の も単純な構成ブロックです。したがって、第 10 章～第 19 章で説明されている文を使用す
る前に、この章で説明する概念を理解しておく必要があります。

この章では、次の内容を説明します。

� データ型

� データ型の比較規則

� リテラル

� 書式モデル

� NULL

� コメント

� データベース・オブジェクト

� スキーマ・オブジェクト名および修飾子

� スキーマ・オブジェクトの構文および SQL 文の構成要素
要素 2-1
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データ型データ型データ型データ型 
Oracle Database が処理する値は、それぞれデータ型データ型データ型データ型を持ちます。値のデータ型は、固定された
プロパティの集合をその値に対応付けます。このプロパティに応じて、Oracle は、あるデータ
型の値を別のデータ型の値と区別して扱います。たとえば、NUMBERデータ型の値は加算でき
ますが、RAWデータ型の値は加算できません。

表またはクラスタを作成する場合、各列にデータ型を指定する必要があります。プロシージャ
またはストアド・ファンクションを作成する場合は、その各引数にデータ型を指定する必要が
あります。データ型によって、各列が含むことができる値のドメイン、または各引数が持つこ
とができる値のドメインが決まります。たとえば、DATE列は、2 月 29 日（うるう年を除く）、
2 または 'SHOE' という値を格納できません。列に入る値は、その列のデータ型を受け継ぎま
す。たとえば、DATE列に '01-JAN-98'を挿入すると、Oracle はそれが有効な日付に変換さ
れることを確認してから、文字列 '01-JAN-98'を DATE値として扱います。

Oracle Database には、多くの組込みデータ型、およびデータ型として使用できるいくつかの
ユーザー定義型のカテゴリがあります。Oracle のデータ型の構文については、次の構文図で示
します。この項は、次の 4 つの項にわかれています。

� Oracle の組込みデータ型

� ANSI、DB2、SQL/DS のデータ型

� ユーザー定義型

� Oracle が提供する型

� データ型の比較規則

� データ変換

データ型はスカラーまたは非スカラーです。スカラー型は、アトム値を持ちますが、非スカ
ラー型（コレクションともいう）は一連の値を持ちます。ラージ・オブジェクト（LOB）は、
スカラー型の特別な形で、バイナリまたは文字データのラージ・スカラー値を表しています。
LOB はサイズが大きいため、他のスカラー型には影響しないいくつかの制限事項があります。
これらの制限事項については、関連する SQL 構文を参照してください。

Oracle プリコンパイラによって、埋込み SQL プログラムで他のデータ型が区別されます。この
ようなデータ型は、外部データ型外部データ型外部データ型外部データ型と呼ばれ、ホスト変数に対応付けられています。組込みデー
タ型およびユーザー定義型を外部データ型と混同しないでください。Oracle による外部データ
型と組込み型またはユーザー定義データ型の間の変換など、外部データ型の詳細は、

『Pro*COBOL プログラマーズ・ガイド』および『Pro*C/C++ プログラマーズ・ガイド』を参照
してください。

datatypes::=

参照参照参照参照 : 「LOB 列の制限事項 :」（2-25 ページ）

Oracle_built_in_datatypes

ANSI_supported_datatypes

user_defined_types

Oracle_supplied_types
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Oracle_built_in_datatypes::=

Oracle 組込みデータ型の詳細は、2-7 ページの「Oracle の組込みデータ型」を参照してくださ
い。

character_datatypes::=

number_datatypes::=

character_datatypes

number_datatypes

long_and_raw_datatypes

datetime_datatypes

large_object_datatypes

rowid_datatypes

CHAR
( size

BYTE

CHAR
)

VARCHAR2 ( size

BYTE

CHAR
)

NCHAR
( size )

NVARCHAR2 ( size )

NUMBER
( precision

, scale
)

FLOAT
( precision )

BINARY_FLOAT

BINARY_DOUBLE
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long_and_raw_datatypes::=

datetime_datatypes::=

large_object_datatypes::=

rowid_datatypes::=

次に、ANSI がサポートしているデータ型について示します。また、2-27 ページの「ANSI、
DB2、SQL/DS のデータ型」に、ANSI がサポートしているデータ型を Oracle 組込みデータ型
にマップする方法を示します。

LONG

LONG RAW

RAW ( size )

DATE

TIMESTAMP
( fractional_seconds_precision ) WITH

LOCAL
TIME ZONE

INTERVAL YEAR
( year_precision )

TO MONTH

INTERVAL DAY
( day_precision )

TO SECOND
( fractional_seconds_precision )

BLOB

CLOB

NCLOB

BFILE

ROWID

UROWID
( size )
2-4 Oracle Database SQL 言語リファレンス



データ型
ANSI_supported_datatypes::=

Oracle_supplied_types::=

expression_filter_typeの詳細は、2-36 ページの「Expression Filter 型」を参照してくだ
さい。次に、Oracle が提供するその他の型を示します。

any_types::=

任意型の詳細は、2-31 ページの「任意型」を参照してください。

CHARACTER
VARYING

( size )

CHAR

NCHAR
VARYING ( size )

VARCHAR ( size )

NATIONAL
CHARACTER

CHAR

VARYING
( size )

NUMERIC

DECIMAL

DEC

( precision
, scale

)

INTEGER

INT

SMALLINT

FLOAT
( size )

DOUBLE PRECISION

REAL

any_types

XML_types

spatial_types

media_types

expression_filter_type

SYS.AnyData

SYS.AnyType

SYS.AnyDataSet
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XML_types::=

XML 型の詳細は、2-32 ページの「XML 型」を参照してください。

spatial_types::=

空間型の詳細は、2-33 ページの「空間型」を参照してください。

media_types::=

still_image_object_types::=

メディア型の詳細は、2-34 ページの「メディア型」を参照してください。

XMLType

URIType

SDO_Geometry

SDO_Topo_Geometry

SDO_GeoRaster

ORDAudio

ORDImage

ORDVideo

ORDDoc

ORDDicom

still_image_object_types

SI_StillImage

SI_AverageColor

SI_PositionalColor

SI_ColorHistogram

SI_Texture

SI_FeatureList

SI_Color
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Oracle の組込みデータ型の組込みデータ型の組込みデータ型の組込みデータ型
次の表に Oracle 組込みデータ型の概要を示します。構文要素については、前の項の構文を参照
してください。データ型のコードは、Oracle Database が内部的に使用します。DUMPファンク
ションによって、列またはオブジェクト属性のデータ型コードが戻されます。

表表表表 2-1 組込みデータ型の概要組込みデータ型の概要組込みデータ型の概要組込みデータ型の概要

コードコードコードコード データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明

1 VARCHAR2(size [BYTE | CHAR]) 大長が sizeバイトまたは size 文字の可変長文字列。 大サイズ

は 4000、 小サイズは 1 です。VARCHAR2には、sizeを指定する

必要があります。

BYTEは、列がバイト長セマンティクスを持つことを示します。

CHARは、列がキャラクタ・セマンティクスを持つことを示します。

1 NVARCHAR2(size) 大長が size文字の可変長 Unicode 文字列。バイト数は、

AL16UTF16エンコードの場合は sizeの 2 倍まで、UTF8エンコー

ドの場合は sizeの 3 倍までです。 大サイズは、各国語キャラク

タ・セット定義（上限 4000 バイト）によって決定されます。

NVARCHAR2には、sizeを指定する必要があります。

2 NUMBER [ (p [, s]) ] 精度 p、位取り sを持つ数。精度 pには 1 ～ 38 の値を指定できま

す。位取り sには -84 ～ 127 の値を指定できます。精度と位取りは

ともに 10 進数です。NUMBERの値は 1 ～ 22 バイトである必要があ

ります。

2 FLOAT [(p)] 精度 pを持つ NUMBERデータ型のサブタイプ。FLOATの値は、内

部的に NUMBERと表されます。精度 pの値は、1 ～ 126 の範囲の 2
進数で指定します。FLOATの値は 1 ～ 22 バイトである必要があり

ます。

8 LONG 大 2GB（231 から 1 を引いたバイト数）の可変長文字データ。下

位互換性のために提供されています。

12 DATE 紀元前 4712 年 1 月 1 日～紀元 9999 年 12 月 31 日までの日付を指定

します。デフォルトの書式は、NLS_DATE_FORMATパラメータに

よって明示的に決まるか、または NLS_TERRITORYパラメータに

よって暗黙的に決まります。サイズは 7 バイトに固定されていま

す。このデータ型には、YEAR、MONTH、DAY、HOUR、MINUTEお

よび SECONDの日時フィールドがあります。秒の小数部とタイム

ゾーンはありません。

21 BINARY_FLOAT 32 ビットの浮動小数点数。このデータ型には、長さを示すバイトを

含め、5 バイトが必要です。

22 BINARY_DOUBLE 64 ビットの浮動小数点数。このデータ型には、長さを示すバイトを

含め、9 バイトが必要です。

180 TIMESTAMP [(fractional_
seconds_precision)]

日付の年、月、日および時刻の時、分、秒の値。
fractional_seconds_precisionは、SECOND日時フィールド

の小数部の桁数です。fractional_seconds_precisionの有効

範囲は、0 ～ 9 です。デフォルトは 6 です。デフォルトの書式は、

NLS_DATE_FORMATパラメータによって明示的に決まるか、または

NLS_TERRITORYパラメータによって暗黙的に決まります。サイズ

は、精度によって 7 ～ 11 バイトの長さで変化します。このデータ

型には、YEAR、MONTH、DAY、HOUR、MINUTEおよび SECONDの

日時フィールドがあります。秒の小数部はありますが、タイムゾー
ンはありません。
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181 TIMESTAMP  [(fractional_
seconds)] WITH TIME ZONE

タイムゾーンによる時差などのすべての TIMESTAMPの値。

fractional_seconds_precisionは、SECOND日時フィールド

の小数部の桁数です。有効範囲は 0 ～ 9 です。デフォルトは 6 で

す。デフォルトの書式は、NLS_DATE_FORMATパラメータによって

明示的に決まるか、または NLS_TERRITORYパラメータによって暗

黙的に決まります。サイズは 13 バイトに固定されています。この

データ型には、YEAR、MONTH、DAY、HOUR、MINUTE、SECOND、
TIMEZONE_HOURおよび TIMEZONE_MINUTEの日時フィールドが

あります。秒の小数部と明示的なタイムゾーンがあります。

231 TIMESTAMP  [(fractional_
seconds)] WITH LOCAL TIME ZONE

TIMESTAMP WITH TIME ZONEのすべての値。ただし、次に示す例

外があります。

� データベースへの格納時、データがデータベースのタイムゾー
ンに正規化されている場合。

� データの検索時、ユーザーがセッションのタイムゾーンでデー
タを検索する場合。

デフォルトの書式は、NLS_DATE_FORMATパラメータによって明示

的に決まるか、または NLS_TERRITORYパラメータによって暗黙的

に決まります。サイズは、精度によって 7 ～ 11 バイトの長さで変

化します。

182 INTERVAL YEAR  [(year_
precision)] TO MONTH

年および月で期間を格納。year_precisionは、YEAR日時フィー

ルドの桁数です。有効範囲は 0 ～ 9 です。デフォルトは 2 です。

サイズは 5 バイトに固定されています。

183 INTERVAL DAY [(day_precision)] 
TO SECOND [(fractional_seconds)]

日、時、分および秒で期間を格納。

� day_precisionは、DAY日時フィールドの 大桁数です。

有効範囲は 0 ～ 9 です。デフォルトは 2 です。

� fractional_seconds_precisionは、SECONDフィールド

の小数部の桁数です。有効範囲は 0 ～ 9 です。デフォルトは

6 です。

サイズは 11 バイトに固定されています。

23 RAW(size) 長さ sizeバイトのバイナリ・データ。 大サイズは 2000 バイト

です。RAW値には、sizeを指定する必要があります。

24 LONG RAW 大 2GB の可変長バイナリ・データ。

69 ROWID 表の行のアドレスを一意に表す BASE64 文字列。主に、ROWID疑似

列によって戻される値のためのデータ型です。

208 UROWID [(size)] 索引構成表の行の論理アドレスを表す BASE64 文字列。オプション

の sizeは、UROWID型の列のサイズです。 大サイズおよびデ

フォルトは 4000 バイトです。

96 CHAR [(size [BYTE | CHAR])] 長さ sizeバイトまたは文字の固定長文字データ。 大サイズは

2000 です。デフォルトおよび 小サイズは 1 です。

BYTEおよび CHARは、VARCHAR2と同じセマンティクスを持ちま

す。

96 NCHAR[(size)] 長さ size文字の固定長文字データ。バイト数は、AL16UTF16エ

ンコードの場合は sizeの 2 倍まで、UTF8エンコードの場合は

sizeの 3 倍までです。 大サイズは、各国語キャラクタ・セット

定義（上限 2000 バイト）によって決定されます。デフォルトおよ

び 小サイズは 1 です。

表表表表 2-1 組込みデータ型の概要組込みデータ型の概要組込みデータ型の概要組込みデータ型の概要（続き）（続き）（続き）（続き）

コードコードコードコード データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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次の項では、Oracle Database に格納される Oracle データ型について説明します。これらの
データ型をリテラルとして指定する方法については、2-44 ページの「リテラル」を参照してく
ださい。

文字データ型文字データ型文字データ型文字データ型

文字データ型を使用すると、単語や自由形式のテキストなど、データベース・キャラクタ・
セットまたは各国語キャラクタ・セットの文字（英数字）を格納できます。文字データ型は、
他のデータ型より制限が少ないため、プロパティも少なくなります。たとえば、文字データ型
の列は、すべての英数字の値を格納できますが、NUMBER型の列が格納できるのは数値のみで
す。

文字データは、7 ビット ASCII や EBCDIC など、データベース作成時に指定されたキャラク
タ・セットの 1 つに対応しているバイト値で文字列に格納されます。Oracle Database は、シン
グルバイトのキャラクタ・セットとマルチバイトのキャラクタ・セットの両方をサポートしま
す。

次のデータ型が、文字データに対して使用されます。

� CHAR データ型

� NCHAR データ型

� NVARCHAR2 データ型

� VARCHAR2 データ型

文字データ型をリテラルとして指定する方法については、2-44 ページの「テキスト・リテラル」
を参照してください。

CHAR データ型データ型データ型データ型 
CHARデータ型は、固定長の文字列を指定します。Oracle では、CHAR列に格納される値がすべ
て sizeで指定した長さを持つように調整されます。列の長さより短い値を挿入すると、列の
長さにあわせるため、その値の後に空白が埋め込まれます。列に対して長すぎる値を挿入しよ
うとすると、Oracle はエラーを戻します。

CHAR列のデフォルトの長さは 1 バイトで、この許容 大値は 2000 バイトです。CHAR(10)列
には、1 バイトの文字列を挿入できますが、この文字列は 10 バイトまで空白埋めされてから格
納されます。

112 CLOB シングルバイト・キャラクタまたはマルチバイト・キャラクタを含
むキャラクタ・ラージ・オブジェクト。固定幅および可変幅のキャ
ラクタ・セットがサポートされます。両方のキャラクタ・セットで
データベース・キャラクタ・セットを使用します。 大サイズは、
4GB から 1 を引いたバイト数にデータベース・ブロック・サイズを

掛けた値です。

112 NCLOB Unicode キャラクタを含むキャラクタ・ラージ・オブジェクト。固

定幅および可変幅のキャラクタ・セットがサポートされます。両方
のキャラクタ・セットでデータベース各国語キャラクタ・セットを
使用します。 大サイズは、4GB から 1 を引いたバイト数にデータ

ベース・ブロック・サイズを掛けた値です。各国語キャラクタ・
セットのデータを格納します。

113 BLOB バイナリ・ラージ・オブジェクト。 大サイズは、4GB から 1 を引

いたバイト数にデータベース・ブロック・サイズを掛けた値です。

114 BFILE データベース外に保存された大きなバイナリ・ファイルへロケータ
を格納。データベース・サーバー上に存在する外部 LOB へのバイ

ト・ストリーム I/O アクセスを可能にします。 大サイズは 4GB
です。

表表表表 2-1 組込みデータ型の概要組込みデータ型の概要組込みデータ型の概要組込みデータ型の概要（続き）（続き）（続き）（続き）

コードコードコードコード データ型データ型データ型データ型 説明説明説明説明
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CHAR列を持つ表を作成する場合、デフォルトでは列の長さはバイト単位になります。BYTE修
飾子は、デフォルトと同じです。CHAR修飾子（たとえば、CHAR(10 CHAR)）を使用すると、列
の長さは文字単位になります。技術的ないい方をすると、文字は、データベース・キャラク
タ・セットのコード・ポイントです。サイズは、データベース・キャラクタ・セットによって
異なりますが、1 バイトから 4 バイトです。BYTEおよび CHAR修飾子は、
NLS_LENGTH_SEMANTICSパラメータ（デフォルトはバイト・セマンティクス）で指定したセ
マンティクスを上書きします。パフォーマンス上の理由から、長さセマンティクスの設定には
NLS_LENGTH_SEMANTICSパラメータを使用し、このパラメータを上書きする必要があるとき
にのみ BYTEおよび CHAR修飾子を使用することをお薦めします。

異なるキャラクタ・セットを持つデータベース間で適切にデータを変換するには、CHARデータ
が正しい書式の文字列で構成されていることを確認してください。

NCHAR データ型データ型データ型データ型 
NCHARデータ型は Unicode のみのデータ型です。NCHAR列を持つ表を作成する場合、列の長
さを文字単位で指定します。使用する各国語キャラクタ・セットは、データベースを作成する
ときに指定します。

列の 大長は、各国語キャラクタ・セットの定義によって決まります。NCHAR文字データ型の
幅指定は、文字数を示します。許容 大列サイズは 2000 バイトです。

列の長さより短い値を挿入すると、列の長さにあわせるため、その値の後に空白が埋め込まれ
ます。CHAR値を NCHAR列に挿入することや、NCHAR値を CHAR列に挿入することはできませ
ん。

次の例では、表 pm.product_descriptionsの translated_description列と各国語
キャラクタ・セットの文字列を比較します。

SELECT translated_description FROM product_descriptions
   WHERE translated_name = N'LCD Monitor 11/PM';

NVARCHAR2 データ型データ型データ型データ型 
NVARCHAR2データ型は Unicode のみのデータ型です。NVARCHAR2列を持つ表を作成する場
合、保持できる 大の文字数を指定します。Oracle では、列の 大長を超えないかぎり、各値
を指定されたとおりに正確に列に格納します。

列の 大長は、各国語キャラクタ・セットの定義によって決まります。NVARCHAR2文字データ
型の幅指定は、文字数を示します。許容 大列サイズは 4000 バイトです。

VARCHAR2 データ型データ型データ型データ型 
VARCHAR2データ型は、可変長の文字列を指定します。VARCHAR2列を作成する場合、保持で
きるデータの 大バイト数または 大文字数を指定します。Oracle では、列の 大長を超えな
いかぎり、各値を指定されたとおりに正確に列に格納します。 大長を超える値を挿入しよう
とすると、Oracle はエラーを戻します。

参照参照参照参照 : キャラクタ・セット・サポートの詳細は、『Oracle Database グ
ローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。比較セマ
ンティクスについては、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照して
ください。

参照参照参照参照 : Unicode データ型のサポートについては、『Oracle Database グ
ローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : Unicode データ型のサポートについては、『Oracle Database グ
ローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。
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VARCHAR2列には 大長を指定する必要があります。保存される文字列の実際の長さは
0（ゼロ）にできますが、 大長は 1 バイト以上にする必要があります。CHAR修飾子（たとえ
ば、VARCHAR2(10 CHAR)）を使用すると、バイトではなく、文字で 大長を指定できます。技
術的ないい方をすると、文字は、データベース・キャラクタ・セットのコード・ポイントです。
BYTE修飾子（たとえば、VARCHAR2(10 BYTE)）を使用すると、明示的にバイトで 大長を指
定できます。列定義または属性定義に明示的な修飾子が含まれていないときにその列または属
性を持つデータベース・オブジェクトを作成した場合、長さセマンティクスは、そのオブジェ
クトを作成するセッションの NLS_LENGTH_SEMANTICSパラメータの値によって決定されま
す。文字での 大長と関係なく、VARCHAR2データの長さは 4000 バイト以下になります。
Oracle は、非空白埋め比較セマンティクスを使用して VARCHAR2値を比較します。

異なるキャラクタ・セットを持つデータベース間で適切にデータを変換するには、VARCHAR2
データが正しい書式の文字列で構成されていることを確認してください。キャラクタ・セッ
ト・サポートの詳細は、『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照
してください。

VARCHAR データ型データ型データ型データ型 
VARCHARデータ型は、使用しないでください。かわりに VARCHAR2データ型を使用してくだ
さい。現在、VARCHARデータ型は VARCHAR2データ型と同じ意味で使用されていますが、
VARCHARデータ型は、異なる比較セマンティクスで比較される別の可変長文字列のデータ型に
変更される予定です。

数値データ型数値データ型数値データ型数値データ型

Oracle Database の数値データ型は、正と負の固定小数点数と浮動小数点数、0（ゼロ）、無限
大、および操作の未定義の結果である値（非数値、つまり NAN）を格納します。数値データ型
をリテラルとして指定する方法については、2-46 ページの「数値リテラル」を参照してくださ
い。

NUMBER データ型データ型データ型データ型 
NUMBERデータ型は、0（ゼロ）と、絶対値が 1.0 × 10-130 以上 1.0 × 10126 未満の範囲にある正
と負の固定小数点数を格納します。1.0 × 10126 以上の絶対値を持つ算術式を指定した場合、
Oracle はエラーを戻します。NUMBERの各値は 1 ～ 22 バイトである必要があります。

次の書式で固定小数点数を指定できます。

NUMBER(p,s)

それぞれの意味は、次のとおりです。

� pは精度（precision）、つまり 大有効桁数（10 進）です。 上位有効桁は も左側のゼロ
以外の桁で、 下位有効桁は も右側の桁です。Oracle は、100 進数で 20 桁までの精度で
数値の移植性を保証します。これは小数点の位置によって 39 桁（10 進）または 40 桁

（10 進）になります。

� sは位取り（scale）、つまり小数点から 下位有効桁までの桁数です。位取りの有効範囲は
-84 ～ 127 です。

– 位取りが正の場合は、小数点の右側にある桁数で 下位有効桁を含んだ桁数になりま
す。

– 位取りが負の場合、小数点の左側にある桁数です。この場合は 下位有効桁を含みま
せん。位取りが負の場合、実際のデータは整数部分の右から指定された桁数のみ丸め
られるため、 下位有効桁は小数点の左側になります。たとえば、（10,-2）と指定する
と 100 の位まで丸められます。

参照参照参照参照 : 比較セマンティクスについては、2-36 ページの「データ型の比較
規則」を参照してください。
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e表記を使用する場合、位取りは通常、精度よりも大きくなります。位取りが精度より大きい
場合、精度は小数点の右側にある 大有効桁数を示します。たとえば、NUMBER（4,5）として
定義された列は、小数点の後の 初の桁が 0（ゼロ）である必要があり、小数点以下 5 桁を超
える値はすべて丸められます。

入力に対する特別な整合性チェックとして、固定小数点数列の位取りと精度を指定することを
お薦めします。位取りと精度を指定しても、すべての値が固定長に強制されるわけではありま
せん。値が精度の有効範囲を超えると、Oracle はエラーを戻します。値が位取りの有効範囲を
超えると、Oracle はその値を丸めます。

次の書式で整数を指定できます。

NUMBER(p)

これは、精度が pで、位取りが 0 の固定小数点数です（NUMBER(p,0)と同じです）。

次の書式で浮動小数点を指定できます。

NUMBER 

精度および位取りを指定しない場合、 大の範囲および精度を Oracle の数値に指定したことに
なります。

表 2-2 に、異なる精度および位取りを使用した Oracle のデータの格納方法を示します。

参照参照参照参照 : 「浮動小数点数」（2-13 ページ）

表表表表 2-2 精度および位取りの格納精度および位取りの格納精度および位取りの格納精度および位取りの格納

実際のデータ実際のデータ実際のデータ実際のデータ 指定する精度と位取り指定する精度と位取り指定する精度と位取り指定する精度と位取り 格納されるデータ格納されるデータ格納されるデータ格納されるデータ

123.89 NUMBER 123.89

123.89 NUMBER(3) 124

123.89 NUMBER(3.2) 精度を超える

123.89 NUMBER(4,2) 精度を超える

123.89 NUMBER(5.2) 123.89

123.89 NUMBER(6,1) 123.9

123.89 NUMBER(6,-2) 100

.01234 NUMBER(4,5) .01234

.00012 NUMBER(4,5) .00012

.000127 NUMBER(4,5) .00013

.0000012 NUMBER(2,7) .0000012

.00000123 NUMBER(2,7) .0000012

1.2e-4 NUMBER(2,5) 0.00012

1.2e-5 NUMBER(2,5) 0.00001
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FLOAT データ型データ型データ型データ型
FLOATデータ型は、NUMBERのサブタイプです。このデータ型は、精度とともに指定するか、
または精度なしで指定でき、その定義は NUMBERの場合と同じであり、1 ～ 126 の範囲で指定
します。位取りは指定できませんが、データから解釈されます。FLOATの各値は 1 ～ 22 バイ
トである必要があります。

2 進精度から 10 進精度に変換するには、nに 0.30103 を乗算します。10 進精度から 2 進精度に
変換するには、10 進精度に 3.32193 を乗算します。2 進精度の 126 桁は、10 進精度の 38 桁とほ
ぼ等しくなります。

NUMBERと FLOATの違いは、例を使用して説明します。次の例では、同じ値が NUMBER列と
FLOAT列に挿入されます。

CREATE TABLE test (col1 NUMBER(5,2), col2 FLOAT(5));

INSERT INTO test VALUES (1.23, 1.23);
INSERT INTO test VALUES (7.89, 7.89);
INSERT INTO test VALUES (12.79, 12.79);
INSERT INTO test VALUES (123.45, 123.45);

SELECT * FROM test;
      COL1       COL2
---------- ----------
      1.23        1.2
      7.89        7.9
     12.79         13
    123.45        120

この例では、戻される FLOATの値は、5 桁（2 進）を超えることはできません。5 桁（2 進）で
表すことができる 10 進数の 大値は 31 です。 後の行には、31 を超える 10 進値が含まれて
います。このため、FLOATの値は、その有効桁数が 5 桁（2 進）を超えないように切り捨てら
れる必要があります。したがって、123.45 は、2 桁の有効桁数（10 進）のみを持ち、4 桁

（2 進）しか必要のない 120 に丸められます。

ANSI の FLOATデータを変換する際、Oracle Database は、Oracle の FLOATデータ型を内部的
に使用します。Oracle の FLOATは使用可能ですが、BINARY_FLOATおよび BINARY_DOUBLE
データ型の方がより堅牢であるため、これらのデータ型を使用することをお薦めします。詳細
は、2-13 ページの「浮動小数点数」を参照してください。

浮動小数点数浮動小数点数浮動小数点数浮動小数点数 
浮動小数点数は、 初の桁から 後の桁までの任意の位置に小数点を置くことも、小数点を省
略することもできます。指数は、数字の後に増加する桁数を表すときに、オプションで使用さ
れます（たとえば、1.777 e-20）。小数点以下の桁数に制限はないため、浮動小数点数に対して位
取りは指定できません。

2 進浮動小数点数と NUMBERでは、Oracle Database による内部的な値の格納方法が異なりま
す。NUMBERの場合、値は 10 進精度を使用して格納されます。NUMBERでサポートされる範囲
内および精度内のすべてのリテラルは、NUMBERとして正確に格納されます。これは、リテラ
ルが 10 進精度（0 ～ 9）を使用して表されるためです。2 進浮動小数点数は、2 進精度（0 およ
び 1）を使用して格納されます。このような格納スキームでは、10 進精度を使用したすべての
値を正確に表すことができません。値を 10 進精度から 2 進精度に変換するときに発生するエ
ラーは、その値を 2 進精度から 10 進精度に戻すときには発生しない場合が多くあります。リテ
ラル 0.1 はその一例です。

Oracle Database では、浮動小数点数専用の 2 種類の数値データ型を提供しています。

BINARY_FLOAT  32 ビットの単精度浮動小数点数データ型です。このデータ型の各値には、長さ
を示すバイトを含め、5 バイトが必要です。
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BINARY_DOUBLE  64 ビットの倍精度浮動小数点数データ型です。このデータ型の各値には、長
さを示すバイトを含め、9 バイトが必要です。

NUMBER列では、浮動小数点数は 10 進精度を持ちます。BINARY_FLOAT列または
BINARY_DOUBLE列では、浮動小数点数は 2 進精度を持ちます。2 進浮動小数点数では、特殊
な値である無限大および NaN（非数値）がサポートされます。

2-14 ページの表 2-3 に示す制限内で、浮動小数点数を指定できます。浮動小数点数を指定する
書式については、2-46 ページの「数値リテラル」を参照してください。

IEEE754 への規格準拠への規格準拠への規格準拠への規格準拠 Oracle の浮動小数点データ型の実装は、2 進浮動小数点算術の規格で
ある電気電子学会（IEEE）754-1985（IEEE754）規格に準拠しています。浮動小数点データ型は
次の点で IEEE754 に準拠しています。

� SQL ファンクション SQRTは平方根を実装します。5-167 ページの「SQRT」を参照してく
ださい。

� SQL ファンクション REMAINDERは余りを実装します。5-155 ページの「REMAINDER」を
参照してください。

� 算術演算子が準拠しています。4-3 ページの「算術演算子」を参照してください。

� 比較演算子が準拠しています。ただし、NaNと比較する場合は除きます。Oracle は、NaN
が他のすべての値より大きいとみなし、NaNと NaNは等しいと評価します。7-7 ページの

「浮動小数点条件」を参照してください。

� 変換演算子が準拠しています。5-5 ページの「変換ファンクション」を参照してください。

� デフォルトの丸めモードがサポートされています。

� デフォルトの例外処理モードがサポートされています。

� 特殊な値である INF、-INFおよび NaNがサポートされています。7-7 ページの「浮動小数
点条件」を参照してください。

� BINARY_FLOATおよび BINARY_DOUBLEの値を整数値の BINARY_FLOATおよび
BINARY_DOUBLEに丸める方法として、SQL ファンクション ROUND、TRUNC、CEILおよ
び FLOORが提供されています。

� BINARY_FLOATおよび BINARY_DOUBLEを 10 進値に、10 進値を BINARY_FLOATおよび
BINARY_DOUBLEに丸める方法として、SQL ファンクション TO_CHAR、TO_NUMBER、
TO_NCHAR、TO_BINARY_FLOAT、TO_BINARY_DOUBLEおよび CASTが提供されていま
す。

浮動小数点データ型は次の点では IEEE754 に準拠していません。

� -0 は +0 に強制変換されます。

� NaNとの比較はサポートされていません。

� すべての NaN値は、BINARY_FLOAT_NANまたは BINARY_DOUBLE_NANのいずれかに強制
変換されます。

� デフォルト以外の丸めモードはサポートされていません。

� デフォルト以外の例外処理モードはサポートされていません。

表表表表 2-3 浮動小数点数の制限浮動小数点数の制限浮動小数点数の制限浮動小数点数の制限

値値値値 BINARY_FLOAT BINARY_DOUBLE

正の 大有限値 3.40282E+38F 1.79769313486231E+308

正の 小有限値 1.17549E-38F 2.22507485850720E-308
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数値の優先順位数値の優先順位数値の優先順位数値の優先順位 
数値データ型をサポートする操作で、操作の引数が様々なデータ型を持つ場合、Oracle が使用
するデータ型は、数値の優先順位数値の優先順位数値の優先順位数値の優先順位によって判断されます。数値の優先順位が も高いデータ型
は BINARY_DOUBLEであり、その次が BINARY_FLOAT、 後が NUMBERとなります。した
がって、複数の数値に対する操作では、次のようになります。

� オペランドのいずれかが BINARY_DOUBLEの場合、Oracle は操作の実行前に、すべてのオ
ペランドを暗黙的に BINARY_DOUBLEに変換しようとします。

� オペランドに BINARY_DOUBLEはないが、いずれかが BINARY_FLOATの場合、Oracle は操
作の実行前に、すべてのオペランドを暗黙的に BINARY_FLOATに変換しようとします。

� それ以外の場合は、Oracle は操作の実行前に、すべてのオペランドを NUMBERに変換しよ
うとします。

暗黙的な変換が必要な場合に変換に失敗すると、操作は実行されません。暗黙的な変換の詳細
は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換のマトリックス」を参照してください。

他のデータ型のコンテキストでは、数値データ型の優先順位は、日時データ型と期間データ型
よりも低く、文字データ型とその他のすべてのデータ型よりも高くなります。

LONG データ型データ型データ型データ型 
LONG列を持つ表は作成しないでください。かわりに、LOB 列（CLOB、NCLOBまたは BLOB）
を使用してください。LONG列は、下位互換性のためにサポートされています。

LONG列には、2GB（231）から 1 を引いたバイト数までの可変長の文字列を格納できます。
LONG列には、多くの点で VARCHAR2列と同じ特長があります。LONG列を使用すると、長いテ
キスト文字列を格納できます。LONG値の長さは、ご使用のコンピュータで利用できるメモリー
によって制限される場合もあります。LONGリテラルは、2-44 ページの「テキスト・リテラル」
の説明のような形式になります。

既存の LONG列も LOB 列に変換することをお薦めします。LOB 列は、LONG列ほど制限は多く
ありません。LOB 機能はリリースごとに拡張されていますが、LONG機能は 近のリリースで
は変更されていません。LONG列から LOB 列への変換については、12-2 ページの「ALTER 
TABLE」の「modify_col_properties」および 5-206 ページの「TO_LOB」を参照してくだ
さい。

SQL 文の中の次の場所で LONG列を参照できます。

� SELECT構文のリスト

� UPDATE文の SET句

� INSERT文の VALUES句

LONG値を使用する場合には、次の制限があります。

� 表には複数の LONG列を含めることはできません。

� LONG属性を持つオブジェクトは作成できません。

� LONG列は、WHERE句または整合性制約では指定できません（NULLおよび NOT NULL制約
は除く）。

� LONG列に索引を付けることはできません。

� LONGデータは正規表現では指定できません。

� ストアド・ファンクションは LONG値を戻すことはできません。

� LONGデータ型を使用して、PL/SQL プログラム・ユニットの変数または引数を宣言できま
す。ただし、そのプログラムは、SQL からコールできません。

� 単一の SQL 文に指定する、すべての LONG列、更新された表、ロックされた表は、同一
データベース上にある必要があります。
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� LONG列および LONG RAW列は、分散型の SQL 文で使用できません。また、レプリケートで
きません。

� LONGと LOB の両方の列を持つ表では、1 つの SQL 文で両方に 4000 バイトより大きいデー
タをバインドすることはできません。ただし、いずれか片方にバインドすることは可能で
す。

また、LONG列は SQL 文の次のような部分では使用できません。

� GROUP BY句、ORDER BY句、CONNECT BY句または SELECT文にある DISTINCT演算子

� SELECT文の一意演算子

� CREATE CLUSTER文の列リスト

� CREATE MATERIALIZED VIEW文の CLUSTER句

� SQL 組込みファンクション、式または条件

� GROUP BY句を含む問合せの SELECT構文のリスト

� UNION、INTERSECTまたは MINUS集合演算子によって結合されている副問合せまたは問
合せの SELECT構文のリスト

� CREATE TABLE ...AS SELECT文の SELECT構文のリスト

� ALTER TABLE ...MOVE文

� INSERT文の副問合せの SELECT構文のリスト

トリガーでは、LONGデータ型は次のように使用されます。

� トリガー内の SQL 文で、データを LONG列に挿入できます。

� LONG列のデータを CHARや VARCHAR2などの制約があるデータ型に変換できる場合は、ト
リガー内の SQL 文で LONG列を参照できます。

� トリガー内の変数は、LONGデータ型を使用して宣言できません。

� :NEWと :OLDは LONG列で使用できません。

Oracle Call Interface を使用して、データベースから LONG値の一部を検索できます。

日時および期間データ型日時および期間データ型日時および期間データ型日時および期間データ型 
日時データ型には、DATE、TIMESTAMP、TIMESTAMP WITH TIME ZONEおよび TIMESTAMP 
WITH LOCAL TIME ZONEがあります。日時データ型の値は、「日時日時日時日時」とも呼ばれます。期間
データ型には、INTERVAL YEAR TO MONTHおよび INTERVAL DAY TO SECONDがあります。期
間データ型の値は、「期間期間期間期間」とも呼ばれます。日時値と期間値をリテラルとして表す方法の詳細
は、2-48 ページの「日時リテラル」および 2-51 ページの「期間リテラル」を参照してくださ
い。

日時および期間はいずれもフィールドで構成されます。これらのフィールドの値は、データ型
の値によって決まります。表 2-4 に、日時フィールド、および日時と期間の有効な値を示しま
す。

日時データの DML 操作で正しい結果を得るには、組込み SQL ファンクション DBTIMEZONE
および SESSIONTIMEZONEで問い合せることによって、データベースおよびセッションのタイ
ムゾーンを確認します。タイムゾーンを手動で設定していない場合、Oracle Database は、オペ
レーティング・システムのタイムゾーンをデフォルトで使用します。オペレーティング・シス
テムのタイムゾーンが Oracle で有効でない場合は、Oracle は、協定世界時（UTC）（以前のグ
リニッジ標準時）をデフォルトの値として使用します。

参照参照参照参照 : 『Oracle Call Interface プログラマーズ・ガイド』
2-16 Oracle Database SQL 言語リファレンス



データ型
DATE データ型データ型データ型データ型 
DATEデータ型は、日付および時刻の情報を格納するために使用します。日付および時刻の情報
は、文字データ型および数値データ型で表現できますが、DATEデータ型には特別に対応付けら
れているプロパティがあります。各 DATE値には、世紀、年、月、日、時、分および秒の情報
が格納されます。

DATE値をリテラルに指定するか、文字値や数値を TO_DATEファンクションによって日付値に
変換できます。これらの方法での DATE値の表し方の例は 2-48 ページの「日時リテラル」を参
照してください。

ユリウス日の使用方法ユリウス日の使用方法ユリウス日の使用方法ユリウス日の使用方法  ユリウス日は、紀元前 4712 年 1 月 1 日から経過した日数です。ユリウ
ス日によって共通の基準で日付を算定できます。日付ファンクション TO_DATEと TO_CHARで
日付書式モデル「J」を使用して、Oracle の DATE値とユリウス日の間で変換を行うことができ
ます。

表表表表 2-4 日時フィールド、および日時と期間の値日時フィールド、および日時と期間の値日時フィールド、および日時と期間の値日時フィールド、および日時と期間の値

日時フィールド日時フィールド日時フィールド日時フィールド 日時に有効な値日時に有効な値日時に有効な値日時に有効な値 期間に有効な値期間に有効な値期間に有効な値期間に有効な値

YEAR -4712 ～ 9999（0 を除きます） 正または負のすべての整数

MONTH 01 ～ 12 0 ～ 11

DAY 01 ～ 31（現在の NLS カレンダ・パラメータに従った

MONTHおよび YEARの値の範囲内）

正または負のすべての整数

HOUR 00 ～ 23 0 ～ 23

MINUTE 00 ～ 59 0 ～ 59

SECOND 00 ～ 59.9(n)（「9(n)」は秒の小数部の精度。DATEには

適用されません）

00 ～ 59.9(n)（「9(n)」は秒の小

数部の期間の精度）

TIMEZONE_HOUR -12 ～ 14（この範囲は夏時間の変更を保存します。

DATEまたは TIMESTAMPには適用されません。

適用なし

TIMEZONE_MINUTE

（表の後の注意を参照）

00 ～ 59（DATEまたは TIMESTAMPには適用されませ

ん）

適用なし

TIMEZONE_REGION V$TIMEZONE_NAMESデータ・ディクショナリ・

ビュー内の TZNAME列を問い合せます。DATEまたは

TIMESTAMPには適用されません。すべてのタイムゾー

ン地域のリストは、『Oracle Database グローバリゼー

ション・サポート・ガイド』を参照してください。

適用なし

TIMEZONE_ABBR V$TIMEZONE_NAMESデータ・ディクショナリ・

ビュー内の TZABBREV列を問い合せます。DATEまた

は TIMESTAMPには適用されません。

適用なし

注意注意注意注意 : TIMEZONE_HOURおよび TIMEZONE_MINUTEは同時に指定され、
+|- hh:mm の形式（-12:59 から +14:00 までの値を使用）で 1 つの要素と
して解釈されます。API にタイムゾーン値を指定する方法の詳細は、

『Oracle Data Provider for .NET 開発者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Database では、ユリウス日の計算に天文学方式を使用して
います。この方式では、紀元前 4713 年は -4712 として計算されます。これ
に対し、歴史学方式では、紀元前 4713 年は -4713 として計算されます。
Oracle のユリウス日を、歴史学方式で計算した値と比較する場合には、紀
元前の日付に 365 日の違いがあることに注意してください。詳細は、
http://aa.usno.navy.mil/faq/docs/millennium.phpを参照し
てください。
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デフォルトの日付値は次のように決まります。

� 年は現在の年で、SYSDATEで戻されます。

� 月は現在の月で、SYSDATEで戻されます。

� 日は 01、つまり月の 初の日になります。

� 時、分、秒はすべて 0 です。

これらのデフォルト値は、次の例（5 月に発行）のように、日付が指定されていない場合に日
付値を要求する問合せで使用されます。

SELECT TO_DATE('2005', 'YYYY') FROM DUAL;

TO_DATE('
---------
01-MAY-05

例例例例 次の文では、1997 年 1 月 1 日をユリウス日で戻します。

SELECT TO_CHAR(TO_DATE('01-01-1997', 'MM-DD-YYYY'),'J')
    FROM DUAL;

TO_CHAR
--------
2450450

TIMESTAMP データ型データ型データ型データ型 
TIMESTAMPデータ型は、DATEデータ型の拡張機能です。DATEデータ型の年、月および日に
加えて、時、分および秒の値を格納します。このデータ型は、正確な時刻の値の格納に有効で
す。TIMESTAMPデータ型は、次のように指定します。

TIMESTAMP [(fractional_seconds_precision)] 

fractional_seconds_precisionには、オプションで、Oracle が格納する桁数を、
SECOND日時フィールドの小数部まで指定します。このデータ型の列を作成する場合、0 ～ 9 の
値を指定できます。デフォルト値は 6 です。

TIMESTAMP WITH TIME ZONE データ型データ型データ型データ型 
TIMESTAMP WITH TIME ZONEは、タイムゾーン地域名タイムゾーン地域名タイムゾーン地域名タイムゾーン地域名またはタイムゾーン・オフセットタイムゾーン・オフセットタイムゾーン・オフセットタイムゾーン・オフセットを値に
含む TIMESTAMPの変形です。タイムゾーン・オフセットは、ローカルの時刻と UTC（時およ
び分）との差異です。このデータ型は複数の地域にまたがる日時情報の収集および評価に有効
です。

TIMESTAMP WITH TIME ZONEデータ型は、次のように指定します。

TIMESTAMP [(fractional_seconds_precision)] WITH TIME ZONE

fractional_seconds_precisionには、オプションで、Oracle が格納する桁数を、
SECOND日時フィールドの小数部まで指定します。このデータ型の列を作成する場合、0 ～ 9 の
値を指定できます。デフォルト値は 6 です。

参照参照参照参照 : DUAL表については、「DUAL 表からの選択」を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : 文字データの TIMESTAMPデータへの変換については、5-210 ペー
ジの「TO_TIMESTAMP」を参照してください。
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TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE データ型データ型データ型データ型 
TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEは、タイムゾーン・オフセットタイムゾーン・オフセットタイムゾーン・オフセットタイムゾーン・オフセットを値に含む TIMESTAMP
のもう 1 つの変形です。これは、TIMESTAMP WITH TIME ZONEとは異なり、データベースに格
納されるデータはデータベース・タイムゾーンに対して正規化され、タイムゾーン・オフセッ
トは列データの一部として格納されません。ユーザーがデータを検索すると、Oracle はユー
ザーのローカル・セッション・タイムゾーンのデータを戻します。タイムゾーン・オフセット
は、ローカルの時刻と UTC（時および分）との差異です。このデータ型は、2 層アプリケー
ションでクライアント・システムのタイムゾーンの日時情報を表示する場合に有効です。

TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEデータ型は、次のように指定します。

TIMESTAMP [(fractional_seconds_precision)] WITH LOCAL TIME ZONE

fractional_seconds_precisionには、オプションで、Oracle が格納する桁数を、
SECOND日時フィールドの小数部まで指定します。このデータ型の列を作成する場合、0 ～ 9 の
値を指定できます。デフォルト値は 6 です。

INTERVAL YEAR TO MONTH データ型データ型データ型データ型 
INTERVAL YEAR TO MONTHは、YEARおよび MONTH日時フィールドを使用して期間を格納しま
す。このデータ型は、年および月の値のみが重要な場合に、2 つの日時の値の正確な違いを表
す場合に有効です。

INTERVAL YEAR TO MONTHは、次のように指定します。

INTERVAL YEAR [(year_precision)] TO MONTH

year_precisionは、YEAR日時フィールドの桁数です。year_precisionのデフォルト値
は 2 です。

期間値をリテラルとして指定すると、高い柔軟性が得られます。期間値をリテラルとして指定
する方法の詳細は、2-51 ページの「期間リテラル」を参照してください。期間の使用例は、
2-22 ページの「日時および期間の例」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� Oracle のタイムゾーン・データの詳細は、『Oracle Database グローバ
リゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

� 夏時間のサポートについては、2-22 ページの「夏時間のサポート」お
よび 2-65 ページの表 2-17「FX 書式モデル修飾子による文字データと
書式モデルの一致」を参照してください。

� 文字データの TIMESTAMP WITH TIME ZONEデータへの変換は、5-211
ページの「TO_TIMESTAMP_TZ」を参照してください。

� ERROR_ON_OVERLAP_TIMEセッション・パラメータについては、
11-41 ページの「ALTER SESSION」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� Oracle のタイムゾーン・データの詳細は、『Oracle Database グローバ
リゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

� データ型の使用例は、『Oracle Database アドバンスト・アプリケー
ション開発者ガイド』を参照してください。文字データの
TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEデータへの変換は、5-25 ページ
の「CAST」を参照してください。
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INTERVAL DAY TO SECOND データ型データ型データ型データ型 
INTERVAL DAY TO SECONDは、日付、時、分および秒で期間を格納します。このデータ型は、
2 つの日時の値の正確な違いを表す場合に有効です。

このデータ型は、次のように指定します。

INTERVAL DAY [(day_precision)] 
   TO SECOND [(fractional_seconds_precision)]

それぞれの意味は、次のとおりです。

� day_precisionは、DAY日時フィールドの桁数です。有効範囲は 0 ～ 9 です。デフォルト
は 2 です。

� fractional_seconds_precisionは、SECOND日時フィールドの小数部の桁数です。
有効範囲は 0 ～ 9 です。デフォルトは 6 です。

期間値をリテラルとして指定すると、高い柔軟性が得られます。期間値をリテラルとして指定
する方法の詳細は、2-51 ページの「期間リテラル」を参照してください。期間の使用例は、
2-22 ページの「日時および期間の例」を参照してください。

日時および期間の演算日時および期間の演算日時および期間の演算日時および期間の演算 
日付（DATE）、タイムスタンプ（TIMESTAMP、TIMESTAMP WITH TIME ZONEおよび
TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE）および期間（INTERVAL DAY TO SECONDおよび
INTERVAL YEAR TO MONTH）データに対して、様々な演算処理を実行できます。Oracle は、次
の規則に基づいて結果を計算します。

� 日付およびタイムスタンプ値の演算処理では NUMBER定数を使用できますが、期間値では
使用できません。Oracle は、タイムスタンプ値を内部的に日付値に変換し、日時の演算で
使用される NUMBER定数と期間式を日数として解析します。たとえば、SYSDATE+ 1 は明
日です。SYSDATE -7 は 1 週間前です。SYSDATE + (10/1440) は 10 分後です。SYSDATEか
ら employeesサンプル表の hire_date列を引くと、各従業員が雇用されてから経過し
た日数が戻ります。日付値またはタイムスタンプ値の乗算や除算はできません。

� Oracle は、BINARY_FLOATオペランドおよび BINARY_DOUBLEオペランドを暗黙的に
NUMBERに変換します。

� 各 DATE値には時刻コンポーネントが含まれるため、多くの場合、日付操作の結果には小
数部が含まれます。この小数部は、日を単位として表されています。たとえば、1.5 日は
36 時間です。小数部は、DATEデータの一般的な操作を行う Oracle 組込みファンクション
によっても戻されます。たとえば、MONTHS_BETWEENファンクションは、2 つの日付の間
の月数を戻します。結果の小数部は、月（1 か月は 31 日）を単位として表されます。

� 1 つのオペランドが DATE値または数値であり、タイムゾーンおよび小数部コンポーネント
のいずれも含まない場合、次のようになります。

– Oracle は、他方のオペランドを暗黙的に DATEデータに変換します。ただし、数値と
期間を掛けて期間を戻す乗算を行う場合は除きます。

– 他方のオペランドがタイムゾーン値を持つ場合、Oracle は戻り値でセッション・タイ
ムゾーンを使用します。

– 他方のオペランドが小数部の値を持つ場合、その小数部の値は失われます。

� DATEデータ型専用に設計された組込みファンクションにタイムスタンプ値、期間値または
数値を渡すと、Oracle は DATE値以外の値を暗黙的に DATE値に変換します。DATEへの暗
黙的な変換を実行するファンクションの詳細は、5-5 ページの「日時ファンクション」を参
照してください。
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� 期間の計算が日時の値を戻す場合、その結果は実際の日時の値である必要があります。
実際の日時の値でない場合、データベースはエラーを戻します。たとえば、次の 2 つの文
はエラーを戻します。

SELECT TO_DATE('31-AUG-2004','DD-MON-YYYY') + TO_YMINTERVAL('0-1') FROM DUAL;

SELECT TO_DATE('29-FEB-2004','DD-MON-YYYY') + TO_YMINTERVAL('1-0') FROM DUAL;

初の文は、1 か月 31 日の月に 1 か月が追加され、9 月 31 日となります。これは有効な日
付ではないため、この文は失敗します。2 つ目の文は、4 年に 1 度のみ存在する日付に 1 年
を追加する計算は無効であるため、失敗します。ただし、2 月 29 日に 4 年を追加する計算
は有効であるため、次の文は成功します。

SELECT TO_DATE('29-FEB-2004', 'DD-MON-YYYY') + TO_YMINTERVAL('4-0') FROM DUAL;
 
TO_DATE('
---------
29-FEB-08

� Oracle は、すべてのタイムスタンプの演算を UTC 時間で実行します。TIMESTAMP WITH 
LOCAL TIME ZONEでは、Oracle は、日時の値をデータベース・タイムゾーンから UTC に
変換し、演算を実行した後にデータベース・タイムゾーンに変換しなおします。
TIMESTAMP WITH TIME ZONEでは、日時の値は常に UTC であるため、変換は必要ありま
せん。

表 2-5 に、日時の演算処理のマトリックスを示します。ダッシュはサポートされていない処理
を表します。

表表表表 2-5 日時の演算のマトリックス日時の演算のマトリックス日時の演算のマトリックス日時の演算のマトリックス

オペランドおよび演算子オペランドおよび演算子オペランドおよび演算子オペランドおよび演算子 DATE TIMESTAMP INTERVAL 数値数値数値数値

DATE

+ — — DATE DATE

- NUMBER INTERVAL DATE DATE

* — — — —

/ — — — —

TIMESTAMP

+ — — TIMESTAMP DATE

- INTERVAL INTERVAL TIMESTAMP DATE

* — — — —

/ — — — —

INTERVAL

+ DATE TIMESTAMP INTERVAL —

- — — INTERVAL —

* — — — INTERVAL

/ — — — INTERVAL

数値数値数値数値

+ DATE DATE — 指定なし

- — — — 指定なし

* — — INTERVAL 指定なし

/ — — — 指定なし
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例例例例 期間値の式を開始時間に追加できます。order_date列を持つサンプル表 oe.ordersに
ついて考えます。次の文は、order_date列の値に 30 日を加算します。

SELECT order_id, order_date + INTERVAL '30' DAY FROM orders
   ORDER BY order_id, "Due Date";

夏時間のサポート夏時間のサポート夏時間のサポート夏時間のサポート 
Oracle Database は、指定したタイムゾーン地域に、夏時間が適用されているかを自動的に判断
し、それに応じてローカル時刻の値を戻します。日時の値は、境界境界境界境界を除いたすべての指定した
地域において、夏時間が適用されているかを Oracle が判断するために有効です。夏時間の開始
または終了時に、境界が発生します。たとえば、米国の太平洋地域では、夏時間の開始時、時
刻は午前 2 時から午前 3 時に変更されます。午前 2 時と午前 3 時の間の 1 時間は存在しません。
夏時間の終了時、時刻は午前 2 時から午前 1 時に変更されます。午前 1 時と午前 2 時の間の
1 時間は繰り返されます。

このような境界を解決するために、Oracle は TZRおよび TZD書式要素を使用します。詳細は、
表 2-17 を参照してください。TZRは、日時の入力文字列でタイムゾーン地域を表します。たと
えば、Australia/North、UTC、Singaporeなどです。TZDは、夏時間情報を含むタイム
ゾーン地域の略称書式です。たとえば、米国 / 太平洋標準時は PST、米国 / 太平洋夏時間は
PDTなどです。TZRおよび TZD書式要素の値を表示するには、V$TIMEZONE_NAMES動的パ
フォーマンス・ビューの TZNAMEおよび TZABBREV列に問合せを実行してください。

両方のファイルに含まれるすべてのタイムゾーン地域名のリストは、『Oracle Database グロー
バリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

日時および期間の例日時および期間の例日時および期間の例日時および期間の例
次の例では、日時および期間データ型の指定方法を示します。

CREATE TABLE time_table (
   start_time      TIMESTAMP,
   duration_1      INTERVAL DAY (6) TO SECOND (5),
   duration_2      INTERVAL YEAR TO MONTH);

start_time列は、TIMESTAMP型です。TIMESTAMPの暗黙的な小数部の精度は 6 です。

duration_1列は、INTERVAL DAY TO SECOND型です。DAYフィールドの 大桁数は 6 です。
また、小数部の 大桁数は 5 です（その他のすべての日時フィールドの 大桁数は 2 です）。

duration_2列は、INTERVAL YEAR TO MONTH型です。各フィールド（YEARおよび MONTH）
の値の 大桁数は 2 です。

注意注意注意注意 : 夏時間機能には、タイムゾーン地域名が必要です。地域名は、2 つ
のタイムゾーン・ファイルに格納されます。デフォルトのタイムゾーン・
ファイルは、パフォーマンスを 大にするために一般的なタイムゾーンの
みの小さなファイルです。タイムゾーンがデフォルトのファイルに存在し
ない場合は、環境変数 ORA_TZFILEを使用して完全な（大きい）ファイ
ルへのパスを指定するまで、夏時間はサポートされません。

参照参照参照参照 :

� 書式要素の詳細は、2-57 ページの「日時書式モデル」を参照してくだ
さい。また、11-46 ページの「ERROR_ON_OVERLAP_TIME」セッ
ション・パラメータの説明も参照してください。

� Oracle のタイムゾーン・データの詳細は、『Oracle Database グローバ
リゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

� 動的パフォーマンス・ビューの詳細は、『Oracle Database リファレン
ス』を参照してください。
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期間データ型には書式モデルはありません。そのため、これらの表示を調整するには、
EXTRACTなどの文字ファンクションを結合させて要素を連結させる必要があります。たとえ
ば、次の例では、hr.employeesと oe.orders表にそれぞれ問合せを行い、期間出力の書式
を "yy-mm" から "yy years mm months" に、および "dd-hh" から "dddd days hh hours" に変更しま
す。

SELECT last_name, EXTRACT(YEAR FROM (SYSDATE - hire_date) YEAR TO MONTH )
   || ' years '
   || EXTRACT(MONTH FROM (SYSDATE - hire_date) YEAR TO MONTH )
   || ' months'  "Interval"
FROM employees ;

LAST_NAME                 Interval
------------------------- --------------------
King                      17 years 11 months
Kochhar                   15 years 8 months
De Haan                   12 years 4 months
Hunold                    15 years 4 months
Ernst                     14 years 0 months
Austin                    7 years 11 months
Pataballa                 7 years 3 months
Lorentz                   6 years 3 months
Greenberg                 10 years 9 months
. . .

SELECT order_id,
   EXTRACT(DAY FROM (SYSDATE - order_date) DAY TO SECOND )
   || ' days '
   || EXTRACT(HOUR FROM (SYSDATE - order_date) DAY TO SECOND )
   || ' hours' "Interval"
FROM orders;

  ORDER_ID Interval
---------- --------------------
      2458 2095 days 18 hours
      2397 2000 days 17 hours
      2454 2048 days 16 hours
      2354 1762 days 16 hours
      2358 1950 days 15 hours
      2381 1823 days 13 hours
      2440 2080 days 12 hours
      2357 2680 days 11 hours
      2394 1917 days 10 hours
      2435 2078 days 10 hours
. . .

RAW データ型とデータ型とデータ型とデータ型と LONG RAW データ型データ型データ型データ型 
RAWデータ型と LONG RAWデータ型には、異なるシステム間でデータを移動する際に Oracle 
Database によって明示的に変換されないデータが格納されます。これらのデータ型は、バイナ
リ・データまたはバイト列に使用されます。たとえば、LONG RAWは、図形、音声、文書、ま
たはバイナリ・データの配列の格納に使用できますが、解析方法は用途によって異なります。

LONG RAW列をバイナリ LOB（BLOB）へ変換することをお薦めします。LOB 列は、LONG列ほ
ど制限は多くありません。詳細は、5-206 ページの「TO_LOB」を参照してください。

RAWは、VARCHAR2と同様に可変長データ型ですが、Oracle Net（ユーザー・セッションとイ
ンスタンスを接続します）および Oracle のインポート / エクスポート・ユーティリティは、
RAWまたは LONG RAWデータの転送時に文字変換を行いません。これに対し、Oracle Net およ
び Oracle のインポート / エクスポート・ユーティリティは、CHAR、VARCHAR2および LONG
データをデータベース・キャラクタ・セットからユーザー・セッションのキャラクタ・セット
に自動的に変換します。2 つのキャラクタ・セットが異なる場合は、ALTER SESSION文の
NLS_LANGUAGEパラメータでユーザー・セッションのキャラクタ・セットを設定できます。
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RAWデータまたは LONG RAWデータと CHARデータ間で、データを自動的に変換するときに、
バイナリ・データは 16 進数で表されます。1 つの 16 進文字で 4 ビットの RAWデータを表しま
す。たとえば、ビット列が 11001011 で表示される 1 バイトの RAWデータは、CBとして表示ま
たは入力されます。

ラージ・オブジェクト（ラージ・オブジェクト（ラージ・オブジェクト（ラージ・オブジェクト（LOB）・データ型）・データ型）・データ型）・データ型

組込み LOB データ型の BLOB、CLOB、NCLOB（内部ファイルに格納）および BFILE（外部
ファイルに格納）には、構造化されていない大きいデータ（text、image、video、spatial data
など）を格納できます。BLOB、CLOBおよび NCLOBデータの 大サイズは、232 から 1 を引い
たバイト数に LOB 記憶域の CHUNKパラメータの値を掛けた値です。データベースの表領域が
標準のブロック・サイズで、LOB 列を作成したときに LOB 記憶域の CHUNKパラメータのデ
フォルト値を使用した場合には、前述の値は 232 バイトから 1 を引いた値にデータベース・ブ
ロック・サイズを掛けた値に等しくなります。BFILEデータの 大サイズは、264 バイトから 1
を引いた値ですが、この 大サイズはオペレーティング・システムによって制限される場合が
あります。

表を作成するときに、LOB 列または LOB オブジェクト属性に、オプションで表に指定したも
のとは異なる表領域および記憶特性を指定できます。

LOB 列の作成時に行の記憶域を使用可能にしている場合、CLOB、NCLOBおよび BLOBの値は、
約 4000 バイトを上限としてインラインに格納されます。4000 バイトを超える LOB は、常に外
部ファイルに格納されます。詳細は、16-38 ページの「ENABLE STORAGE IN ROW」を参照
してください。

LOB 列には、内部の LOB 値（データベース内）または外部の LOB 値（データベース外）を参
照できる LOB ロケータが含まれています。表から LOB を選択すると、実際には LOB のロケー
タが戻され、LOB 値全体は戻されません。LOB に対する DBMS_LOBパッケージと Oracle Call 
Interface（OCI）の操作は、これらのロケータを介して行われます。

LOB は、LONG型および LONG RAW型と似ていますが、次の点で異なります。

� LOB は、オブジェクト型（ユーザー定義のデータ型）の属性に指定できます。

� LOB ロケータは、表の列に格納されます。実際の LOB 値は、表の列に格納される場合と格
納されない場合があります。BLOB、NCLOBおよび CLOBの値は、別々の表領域に格納され
ます。BFILEデータは、サーバー上の外部ファイルに格納されます。

� LOB 列にアクセスしたときに戻されるのはロケータです。

� LOB の 大サイズは、232 から 1 を引いたバイト数にデータベース・ブロック・サイズを掛
けた値です。BFILEデータの 大サイズは、264 バイトから 1 を引いた値ですが、この
大サイズはオペレーティング・システムによって制限される場合があります。

� LOB では、効果的かつランダムなピース単位のデータ・アクセスおよび操作が可能です。

� 1 つの表内に 2 つ以上の LOB 列を定義できます。

� NCLOBの例外を除いて、1 つのオブジェクトに 1 つ以上の LOB 属性を定義できます。

� LOB バインド変数を宣言できます。

� LOB 列と LOB 属性を選択できます。

� 1 つ以上の LOB 列または 1 つ以上の LOB 属性を持つオブジェクトが含まれている新しい行
を挿入したり、既存の行を更新できます。更新操作では、内部 LOB 値を NULL、つまり空
に設定したり、LOB 全体をデータに置き換えられます。BFILEは、NULLに設定したり、
別のファイルを指すように設定できます。

� LOB 行と列の交差部または LOB 属性を、別の LOB 行と列の交差部または LOB 属性を使用
して更新できます。

� LOB 列または LOB 属性が含まれている行を削除できます（これによって LOB 値も削除さ
れます）。BFILE の場合、実際のオペレーティング・システム・ファイルは削除されませ
ん。
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INSERT文または UPDATE文を発行するだけで、インライン LOB 列（データベースに格納され
ている LOB 列）または LOB 属性（データベースに格納されているオブジェクト型列の属性）
の行にアクセスして移入することができます。

LOB 列の制限事項列の制限事項列の制限事項列の制限事項 : LOB 列には、多数のルールおよび制限事項があります。詳細は、『Oracle 
Database SecureFiles およびラージ・オブジェクト開発者ガイド』を参照してください。

BFILE データ型データ型データ型データ型 
BFILEデータ型を使用すると、Oracle Database 外のファイル・システムに格納されているバ
イナリ・ファイル LOB にアクセスできます。BFILE列または属性には、サーバーのファイル・
システム上のバイナリ・ファイルに対するポインタとして機能する、BFILEロケータが格納さ
れます。ロケータには、ディレクトリ名とファイル名が保持されます。

BFILENAMEファンクションを使用すると、実表のデータに影響を与えずに BFILEのファイル
名およびパスを変更できます。この組込み SQL ファンクションの詳細は、5-21 ページの

「BFILENAME」を参照してください。

バイナリ・ファイル LOB は、トランザクションには関係なく、リカバリができません。ファイ
ルの統合性と耐久性を提供しているのは基本にあるオペレーティング・システムです。BFILE
データの 大サイズは、264 バイトから 1 を引いた値ですが、この 大サイズはオペレーティン
グ・システムによって制限される場合があります。

データベース管理者は、外部ファイルが存在し、Oracle のプロセスがファイルに対するオペ
レーティング・システムの読取り権限を持っていることを確認する必要があります。

BFILEデータ型を使用すると、サイズが大きいバイナリ・ファイルの読取り専用のサポートが
有効になります。この場合、ファイルを修正またはレプリケートすることはできません。
Oracle では、ファイル・データにアクセスするための API が提供されています。ファイル・
データにアクセスするために使用する主なインタフェースは、DBMS_LOBパッケージと Oracle 
Call Interface（OCI）です。

BLOB データ型データ型データ型データ型 
BLOBデータ型は、構造化されていないバイナリ・ラージ・オブジェクトを格納するために使用
します。BLOBオブジェクトは、キャラクタ・セットのセマンティクスを持たないビットスト
リームとして考えることができます。BLOBオブジェクトには、4GB から 1 を引いたバイト数
に LOB 記憶域の CHUNKパラメータの値を掛けた値のサイズまでのバイナリ・データを格納で
きます。データベースの表領域が標準のブロック・サイズで、LOB 列を作成したときに LOB
記憶域の CHUNKパラメータのデフォルト値を使用した場合には、前述の値は 4GB から 1 を引
いた値にデータベース・ブロック・サイズを掛けた値に等しくなります。

BLOBオブジェクトでは、トランザクションが完全にサポートされます。SQL、DBMS_LOBパッ
ケージまたは Oracle Call Interface（OCI）を介して行った変更は、すべてトランザクションに
反映されます。BLOB値の操作は、コミットおよびロールバックできます。ただし、1 つのトラ
ンザクションの PL/SQL または OCI 変数を BLOBロケータに保存し、そのロケータを別のトラ
ンザクションまたはセッションで使用することはできません。

参照参照参照参照 :

� これらのインタフェースおよび LOB の詳細は、『Oracle Database 
PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』お
よび『Oracle Call Interface プログラマーズ・ガイド』を参照してくだ
さい。

� LONG列から LOB 列への変換については、12-2 ページの「ALTER 
TABLE」の modify_col_propertiesおよび 5-206 ページの

「TO_LOB」を参照してください。

参照参照参照参照 : LOB の詳細は、『Oracle Database SecureFiles およびラージ・オブ
ジェクト開発者ガイド』および『Oracle Call Interface プログラマーズ・ガ
イド』を参照してください。また、14-38 ページの「CREATE 
DIRECTORY」も参照してください。
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CLOB データ型データ型データ型データ型
CLOBデータ型は、シングルバイトおよびマルチバイト・キャラクタ・データを格納するために
使用します。固定幅および可変幅のキャラクタ・セットがサポートされます。両方のキャラク
タ・セットでデータベース・キャラクタ・セットを使用します。CLOBオブジェクトには、4GB
から 1 を引いたバイト数に LOB 記憶域の CHUNKパラメータの値を掛けた値のサイズまでの文
字データを格納できます。データベースの表領域が標準のブロック・サイズで、LOB 列を作成
したときに LOB 記憶域の CHUNKパラメータのデフォルト値を使用した場合には、前述の値は
4GB から 1 を引いた値にデータベース・ブロック・サイズを掛けた値に等しくなります。

CLOBオブジェクトでは、トランザクションが完全にサポートされます。SQL、DBMS_LOBパッ
ケージまたは Oracle Call Interface（OCI）を介して行った変更は、すべてトランザクションに
反映されます。CLOB値の操作は、コミットおよびロールバックできます。ただし、1 つのトラ
ンザクションの PL/SQL または OCI 変数を CLOBロケータに保存し、そのロケータを別のトラ
ンザクションまたはセッションで使用することはできません。

NCLOB データ型データ型データ型データ型
NCLOBデータ型は、Unicode データを格納するために使用します。固定幅および可変幅のキャ
ラクタ・セットがサポートされます。両方のキャラクタ・セットで各国語キャラクタ・セット
を使用します。NCLOBオブジェクトには、4GB から 1 を引いたバイト数に LOB 記憶域の
CHUNKパラメータの値を掛けた値のサイズまでの文字テキスト・データを格納できます。デー
タベースの表領域が標準のブロック・サイズで、LOB 列を作成したときに LOB 記憶域の
CHUNKパラメータのデフォルト値を使用した場合には、前述の値は 4GB から 1 を引いた値に
データベース・ブロック・サイズを掛けた値に等しくなります。

NCLOBオブジェクトでは、トランザクションが完全にサポートされます。SQL、DBMS_LOB
パッケージまたは OCI を介して行った変更は、すべてトランザクションに反映されます。
NCLOB値の操作は、コミットおよびロールバックできます。ただし、1 つのトランザクション
の PL/SQL または OCI 変数を NCLOBロケータに保存し、そのロケータを別のトランザクショ
ンまたはセッションで使用することはできません。

ROWID データ型データ型データ型データ型 
データベース内の各行にはアドレスがあります。次の項では、Oracle Database における行のア
ドレスの 2 つの書式について説明します。

ROWID データ型データ型データ型データ型 
Oracle Database 固有のヒープ構成表内の行は、ROWID という行のアドレスを持ちます。疑似
列 ROWIDを問い合せることによって、ROWID の行のアドレスを調べることができます。この
疑似列の値は、各行のアドレスを表す文字列で、文字列のデータ型は ROWIDです。また、
ROWIDデータ型を持つ実際の列を含む表やクラスタを作成することもできます。Oracle 
Database では、このような列の値が有効な ROWID であることは保証されません。ROWID疑似
列の詳細は、第 3 章「疑似列」を参照してください。

参照参照参照参照 : Unicode データ型のサポートについては、『Oracle Database グ
ローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle8 以降、Oracle SQL では、パーティション表、索引、およ
び表領域関連のデータ・ブロック・アドレスを明確かつ効果的にサポート
するために、ROWID の拡張形式が採用されています。バージョン 7 の
データベースを使用しており、これをアップグレードする場合は、DBMS_
ROWIDパッケージを使用してデータ内の ROWID を拡張形式に移行しま
す。DBMS_ROWIDについては、『Oracle Database PL/SQL パッケージ・プ
ロシージャおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。Oracle7
からのアップグレードについては、『Oracle Database アップグレード・ガ
イド』を参照してください。
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ROWID には、次の情報が含まれています。

� 行を含むデータ・ファイルのデータ・ブロックデータ・ブロックデータ・ブロックデータ・ブロック。この文字列の長さは、オペレーティン
グ・システムによって異なります。

� データ・ブロック内の行行行行。

� 行を含むデータベース・ファイルデータベース・ファイルデータベース・ファイルデータベース・ファイル。 初のデータ・ファイルは 1 になります。この文字列
の長さは、オペレーティング・システムによって異なります。

� すべてのデータベース・セグメントに割り当てられる識別番号であるデータ・オブジェクデータ・オブジェクデータ・オブジェクデータ・オブジェク
ト番号ト番号ト番号ト番号。データ・オブジェクト番号は、データ・ディクショナリ・ビューの
USER_OBJECTS、DBA_OBJECTSおよび ALL_OBJECTSから取り出すことができます。同
じセグメントを共有するオブジェクト（たとえば、同じクラスタ内のクラスタ化された表
など）には、同じオブジェクト番号が付けられます。

ROWID は、BASE 64 の値で格納され、文字 A ～ Z、a ～ z、0 ～ 9、プラス記号（+）およびス
ラッシュ（/）を含めることができます。ROWID は、直接は使用できません。ROWID の内容
を解析するには、提供されているパッケージ DBMS_ROWIDを使用します。パッケージ・ファン
クションを使用すると、前述の 4 つの ROWID の要素に関する情報を抽出して利用できます。

UROWID データ型データ型データ型データ型 
物理アドレスまたは永続アドレス以外のアドレス、または Oracle Database が生成したもので
はないアドレスがある行を持つ表もあります。たとえば、索引構成表の行のアドレスは索引
リーフに格納され、移動できます。外部キー表の ROWID（たとえば、ゲートウェイを介して
アクセスされる DB2）は、標準の Oracle ROWID ではありません。

Oracle では、ユニバーサル ROWID（UROWID）を使用して索引構成表および外部キー表のア
ドレスを格納します。索引構成表には、論理 UROWID があり、外部キー表には外部キー
UROWID があります。いずれのタイプの UROWID も、（ヒープ構成表の物理 ROWID のよう
に）ROWID疑似列に格納されます。

Oracle は、表の主キーに基づいて論理 ROWID を作成します。論理 ROWID は、主キーが変更
されないかぎり、変更されません。索引構成表の ROWID疑似列は UROWIDデータ型です。この
疑似列には、ヒープ構成表の ROWID疑似列と同様に（SELECT ... ROWID文を使用して）アクセ
スできます。索引構成表の ROWIDを格納する場合、表に UROWID型の列を定義し、この列に
ROWID疑似列の値を取り込みます。

ANSI、、、、DB2、、、、SQL/DS のデータ型のデータ型のデータ型のデータ型 
表とクラスタを作成する SQL 文では、ANSI データ型、および IBM 社の製品 SQL/DS と DB2
のデータ型も使用できます。Oracle では、Oracle Database のデータ型の名前と異なる ANSI ま
たは IBM のデータ型の名前を認識します。データ型を Oracle の同等のデータ型に変換して、
Oracle のデータ型を列のデータ型の名前として記録し、次の表に示す変換に基づいて、Oracle
のデータ型で列データを格納します。

参照参照参照参照 : DBMS_ROWIDパッケージで使用できるファンクション、およびこ
のファンクションの使用方法については、『Oracle Database PL/SQL パッ
ケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : ヒープ構成表には物理 ROWID があります。データ型が UROWID
の列をヒープ構成表に指定しないことをお薦めします。
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注意注意注意注意 :
a. NUMERICデータ型および DECIMALデータ型では、固定小数点数のみを指定できます。

これらのデータ型では、位取り sのデフォルトは 0 です。

b. FLOATデータ型は、2 進精度 b を持つ浮動小数点数です。このデータ型のデフォルト
の精度は、126 桁の 2 進精度（38 桁の 10 進精度）です。

c. DOUBLE PRECISIONデータ型は 126 桁の 2 進精度を持つ浮動小数点数です。

d. REALデータ型は 63 桁の 2 進精度（18 桁の 10 進精度）を持つ浮動小数点数です。

次の SQL/DS と DB2 のデータ型には、対応する Oracle データ型がありません。次のデータ型
を持つ列は定義しないでください。

� GRAPHIC

� LONG VARGRAPHIC

� VARGRAPHIC

� TIME

データ型が TIMEであるデータは、Oracle の日時データとしても表現できます。

表表表表 2-6 Oracle データ型に変換されるデータ型に変換されるデータ型に変換されるデータ型に変換される ANSI データ型データ型データ型データ型

ANSI SQL データ型データ型データ型データ型 Oracle データ型データ型データ型データ型

CHARACTER(n) 

CHAR(n) 

CHAR(n) 

CHARACTER VARYING(n) 

CHAR VARYING(n) 

VARCHAR2(n) 

NATIONAL CHARACTER(n) 

NATIONAL CHAR(n) 

NCHAR(n) 

NCHAR(n) 

NATIONAL CHARACTER VARYING(n) 

NATIONAL CHAR VARYING(n) 

NCHAR VARYING(n) 

NVARCHAR2(n) 

NUMERIC[(p,s)] 

DECIMAL[(p,s)]（注意注意注意注意 a）

NUMBER(p,s) 

INTEGER 

INT 

SMALLINT 

NUMBER(38) 

FLOAT（注意注意注意注意 b）

DOUBLE PRECISION（注意注意注意注意 c）

REAL（注意注意注意注意 d）

FLOAT(126) 

FLOAT(126)

FLOAT(63)

参照参照参照参照 : このマニュアルのデータ型の説明を参照してください。
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注意注意注意注意 :
a. DECIMALデータ型では、固定小数点数のみを指定できます。このデータ型では、sの

デフォルトは 0 です。

b. FLOATデータ型は bの 2 進精度を持つ浮動小数点数です。このデータ型のデフォルト
精度は 126 桁の 2 進精度（38 桁の 10 進精度）です。

ユーザー定義型ユーザー定義型ユーザー定義型ユーザー定義型 
ユーザー定義のデータ型は、Oracle 組込みデータ型とその他のユーザー定義のデータ型を、ア
プリケーション内のデータの構造と動作をモデル化するオブジェクト型の構築ブロックとして
使用します。次の項で、ユーザー定義型の様々なカテゴリを説明します。

オブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型 
オブジェクト型とは、実社会エンティティ（たとえば、発注書など）を抽象化し、アプリケー
ション・プログラムで処理できるようにしたものです。1 つのオブジェクト型は、次の 3 種類
のコンポーネントを持つスキーマ・オブジェクトです。

� 名前名前名前名前 - スキーマ内でオブジェクト型を一意に識別するためのものです。

� 属性属性属性属性 - 組込み型またはその他のユーザー定義型です。属性は、実社会エンティティの構造
をモデル化します。

� メソッドメソッドメソッドメソッド - PL/SQL で記述され、データベースに格納されるファンクションまたはプロ
シージャ、あるいは C や Java などの言語で記述され、外部に格納されるファンクションま
たはプロシージャのことです。メソッドは、アプリケーションが実社会エンティティに対
して実行できる操作を実装します。

表表表表 2-7 Oracle データ型に変換されるデータ型に変換されるデータ型に変換されるデータ型に変換される SQL/DS とととと DB2 のデータ型のデータ型のデータ型のデータ型

SQL/DS とととと DB2 データ型データ型データ型データ型 Oracle データ型データ型データ型データ型

CHARACTER(n) CHAR(n)

VARCHAR(n) VARCHAR(n)

LONG VARCHAR LONG

DECIMAL(p,s) (a) NUMBER(p,s)

INTEGER

SMALLINT

NUMBER(38)

FLOAT (b) NUMBER

参照参照参照参照 :

� Oracle 組込みデータ型の詳細は、『Oracle Database 概要』を参照して
ください。

� ユーザー定義型の作成方法については、17-3 ページの「CREATE 
TYPE」および 17-5 ページの「CREATE TYPE BODY」を参照してく
ださい。

� ユーザー定義型の使用方法については、『Oracle Database オブジェク
ト・リレーショナル開発者ガイド』を参照してください。
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REF データ型データ型データ型データ型 
オブジェクト識別子オブジェクト識別子オブジェクト識別子オブジェクト識別子（キーワード OIDで表される）を使用することによって、オブジェクトを
一意に識別し、他のオブジェクトまたはリレーショナル表からそのオブジェクトを参照できま
す。REFと呼ばれるデータ型のカテゴリが、そのような参照を表します。REFデータ型は、オ
ブジェクト識別子のコンテナです。REF値は、オブジェクトへのポインタとなります。

REF値が、存在しないオブジェクトを指している場合、その REFは DANGLING（参照先がな
い）状態であるといいます。DANGLING 状態の REFは、NULL である REFと異なります。
REFが DANGLING 状態であるかどうかを確認するには、条件 IS [NOT] DANGLINGを使用し
ます。たとえば、列型が customer_typ（属性 cust_emailを持つ）を指している REFであ
る customer_ref列があるとします。この customer_ref 列を含むオブジェクト・ビュー
oc_orders（サンプル・スキーマ oe内）は、次のように指定します。

SELECT o.customer_ref.cust_email
   FROM oc_orders o 
   WHERE o.customer_ref IS NOT DANGLING;

VARRAY 
配列とは、順序付けられたデータ要素の集合です。ある特定の配列のすべての要素は、同じ
データ型です。各要素には索引索引索引索引があります。索引は、各要素の配列内での位置に対応する番号
です。

配列内の要素数は、その配列のサイズを表します。Oracle の配列は可変サイズであるため、
VARRAY と呼ばれます。VARRAY を宣言する場合は、 大サイズを指定する必要があります。

VARRAY 宣言時に領域は割り当てられません。VARRAY では、次のような型を定義します。

� リレーショナル表の列のデータ型

� オブジェクト型属性

� PL/SQL の変数、パラメータ、またはファンクションの戻り型

通常、Oracle は、1 つの配列オブジェクトをインライン形式でその行の他のデータと同じ表領
域に、またはアウトライン形式で LOB に格納します。この形式は配列オブジェクトのサイズに
よって決まります。ただし、VARRAY に個別の記憶特性を指定する場合、Oracle はこれをサイ
ズに関係なくアウトライン形式で格納します。VARRAY の格納方法の詳細は、16-41 ページの

「CREATE TABLE」の「varray_col_properties」を参照してください。

ネストした表ネストした表ネストした表ネストした表 
ネストした表は、順序付けられていない要素の集合を表現します。その要素は、組込み型また
はユーザー定義型です。ネストした表は、単一列の表として表示できます。ネストした表がオ
ブジェクト型の場合、オブジェクト型のそれぞれの属性を表す複数列の表としても表示できま
す。

ネストした表の定義では、領域は割り当てられません。ネストした表では、次のものを宣言す
るための型を定義します。

� リレーショナル表の列のデータ型

� オブジェクト型属性

� PL/SQL の変数、パラメータ、またはファンクションの戻り型

ネストした表が、リレーショナル表内の列型として使用される場合、またはオブジェクト表の
基礎となるオブジェクト型の属性として使用される場合、Oracle は、ネストした表のすべての
データを単一表に格納し、その単一表を、ネストした表を囲むリレーショナル表またはオブ
ジェクト表に対応付けます。
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Oracle が提供する型が提供する型が提供する型が提供する型 
Oracle は、組込み型または ANSI がサポートする型が不十分な場合に、新しい型を定義するた
めの SQL に基づくインタフェースを提供します。これらの型の動作は、C/C++、Java または
PL/SQL で実装されます。Oracle Database は、入出力、異機種間でのクライアント側の新しい
データ型へのアクセス、およびアプリケーションとデータベース間のデータ転送のための 適
化で必要な下位レベルのインフラストラクチャ・サービスを自動的に提供します。

これらのインタフェースは、ユーザー定義（またはオブジェクト）型の作成に使用できます。
また、Oracle が有効なデータ型を作成するときに使用します。このようなデータ型のいくつか
はサーバーで提供され、横方向の幅広いアプリケーション領域（任意型など）および縦方向の
固有アプリケーション領域（空間型など）の両方に役立ちます。

Oracle が提供する型については、次の項で説明します。また、それらの型の実装および使用に
関するドキュメントの参照先も示します。

� 任意型

� XML 型

� 空間型

� メディア型

任意型任意型任意型任意型 
任意型は、実際の型が不明なプロシージャ・パラメータおよび表の列の柔軟性が高いモデリン
グを提供します。これらのデータ型によって、型の記述、データ・インスタンスおよびその他
の SQL 型の一連のデータ・インスタンスを動的にカプセル化し、アクセスできます。これらの
型を構成およびアクセスするには、OCI および PL/SQL インタフェースを使用します。

ANYTYPE
この型には、任意の名前のある SQL 型または名前のない一時型の型の記述を含めることができ
ます。

ANYDATA
この型には、指定した型のインスタンスをデータおよび型の記述とともに含めることができま
す。ANYDATAは、表の列のデータ型として使用できます。また、このデータ型によって、単一
列に異機種間の値を格納できます。ユーザー定義型と同様に、SQL 組込み型の値も格納できま
す。

ANYDATASET
この型には、指定した型の記述およびその型の一連のデータ・インスタンスを含めることがで
きます。ANYDATASETは、柔軟性が必要なプロシージャ・パラメータのデータ型として使用で
きます。ユーザー定義型と同様に、SQL 組込み型のデータ・インスタンスの値も格納できま
す。

参照参照参照参照 : ANYTYPE、ANYDATAおよび ANYDATASET型の詳細は、『Oracle 
Database PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレン
ス』を参照してください。
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XML 型型型型 
eXtensible Markup Language（XML）は、World Wide Web Consortium（W3C）によって開発
された、構造化されたデータおよび構造化されていないデータを Web で表示するための標準書
式です。Universal Resource Identifiers（URI）は、Web ページなどの Web 上のリソースを識
別します。Oracle では、データベース自体に格納されるデータにアクセスするために
DBUriRef型と呼ばれる URI のクラスと同様に、XML および URI データを処理するための型
が用意されています。また、データベースから外部 URI および内部 URI の両方に格納およびア
クセスする型セットを利用できます。

XMLType
Oracle が提供するこの型は、データベースでの XML データの格納および問合せに使用します。
XMLTypeは、XPath 式を使用した XML データへのアクセス、抽出および問合せに使用するメ
ンバー・ファンクションを持ちます。XPath は、XML 文書をトラバースするために W3C に
よって開発された別の規格です。Oracle の XMLTypeファンクションは、W3C の多数の XPath
式をサポートします。また、Oracle は、既存のリレーショナルまたはオブジェクト・リレー
ショナル・データから XMLType値を作成するための SQL ファンクションおよび PL/SQL パッ
ケージのセットを提供します。

XMLTypeはシステム定義型であるため、ファンクションの引数として、あるいは表または
ビューの列のデータ型として使用できます。また、XMLTypeの表およびビューも作成できま
す。表に XMLType列を作成する際は、XML データを CLOB列に（内部的には CLOBとして格
納されるバイナリ XML として）格納するか、またはオブジェクトと関連付けて格納するかを
選択できます。

また、スキーマを登録し（DBMS_XMLSCHEMAパッケージを使用）、登録したスキーマに適合す
る表または列を作成できます。この場合、XML データは、デフォルトでは基礎となるオブジェ
クト・リレーショナル列に格納されますが、スキーマ・ベースのデータであっても、CLOB列ま
たはバイナリ XML 列に格納するように指定できます。

XMLType列の問合せおよび DML は、格納メカニズムとは関係なく、同様に動作します。

URI データ型データ型データ型データ型
Oracle は、継承階層で関連する URI 型のファミリ（URIType、DBUriType、XDBUriTypeお
よび HTTPUriType）を提供します。URITypeはオブジェクト型であり、その他は URIType
のサブタイプです。URITypeはスーパータイプであるため、この型の列を作成し、
DBUriTypeまたは HTTPUriType型のインスタンスをこの列に格納できます。

HTTPUriType HTTPUriTypeを使用すると、外部の Web ページまたはファイルの URL を格
納できます。Oracle は、Hypertext Transfer Protocol（HTTP）を使用して、これらのファイル
にアクセスします。

XDBUriType XDBUriTypeを使用すると、表の任意の URIType列に埋込み可能な URI とし
て、ドキュメントを XML データベース階層に展開できます。XDBUriTypeは、URL で構成さ
れています。URL は、参照先の XML 文書の階層名と、XPath 構文を表すオプションのフラグ
メントで構成されています。フラグメントと URL 部分は、シャープ記号（#）で区切ります。
次に、XDBUriTypeの例を示します。

/home/oe/doc1.xml
/home/oe/doc1.xml#/orders/order_item

DBUriType DBUriTypeを使用すると、データベース内のデータを参照する DBUriRef値を
格納できます。この場合、データベースの内部または外部に格納されたデータを参照し、常に
データにアクセスできます。

参照参照参照参照 : XMLType 列の使用方法については、『Oracle XML DB 開発者ガイ
ド』を参照してください。
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DBUriRef値は、データベース内のデータを参照するために、XPath のような表現を使用しま
す。データベースを XML ツリーに想定すると、表、行および列が XML 文書の要素です。たと
えば、サンプルの人材のユーザー hrは次のように XML ツリーで表します。

<HR> 
  <EMPLOYEES> 
    <ROW> 
      <EMPLOYEE_ID>205</EMPLOYEE_ID> 
      <LAST_NAME>Higgins</LAST_NAME> 
      <SALARY>12000</SALARY> 
      .. <!-- other columns --> 
    </ROW> 
    ... <!-- other rows --> 
  </EMPLOYEES> 
  <!-- other tables..--> 
</HR> 
<!-- other user schemas on which you have some privilege on..--> 

DBUriRefは、この仮想 XML 文書の XPath 式です。したがって、従業員番号 205 の従業員の
SALARY値を EMPLOYEES表で参照するには、DBUriRefを次のように記述します。

/HR/EMPLOYEES/ROW[EMPLOYEE_ID=205]/SALARY 

このモデルを使用すると、CLOB列またはその他の列に格納されたデータを参照し、それらの
データを外部の URL として外部の世界へ公開できます。

URIFactory パッケージパッケージパッケージパッケージ
Oracle は、URITypeの様々なサブタイプのインスタンスを作成し、戻すことができる
URIFactoryパッケージも提供します。このパッケージは、URL 文字列を分析し、URL の種
類（HTTP、DBUriなど）を識別し、サブタイプのインスタンスを作成します。DBUriインス
タンスを作成する場合は、URL の先頭に接頭辞 /oradbを付ける必要があります。たとえば、
URIFactory.getURI('/oradb/HR/EMPLOYEES')によって DBUriTypeインスタンスが作
成され、URIFactory.getUri('/sys/schema')によって XDBUriTypeインスタンスが作
成されます。

空間型空間型空間型空間型 
Oracle Spatial は、位置情報アプリケーション、地理情報システム（GIS）・アプリケーションお
よびジオイメージング・アプリケーションのユーザーが、空間データ管理をより簡単かつ自然
に行えるように設計されています。一度空間データを Oracle Database に格納すると、その
データの操作や取得を簡単に行うことができ、データベースに格納された他のすべてのデータ
と関連付けることもできます。次のデータ型は、Oracle Spatial をインストールしている場合に
のみ使用できます。

SDO_GEOMETRY
空間オブジェクトのジオメトリの記述は、ユーザー定義の表の単一行およびオブジェクト型
SDO_GEOMETRYの単一列に格納されます。SDO_GEOMETRY型の列を含むすべての表は、表に
対して一意の主キーを定義する別の列を持つ必要があります。このような表は、ジオメトリ表
と呼ばれる場合があります。

参照参照参照参照 :

� オブジェクト型および型の継承については、『Oracle Database オブ
ジェクト・リレーショナル開発者ガイド』を参照してください。

� 提供される型およびその実装については、『Oracle XML DB 開発者ガ
イド』を参照してください。

� Oracle Advanced Queuing での XMLTypeの使用については、『Oracle 
Streams アドバンスト・キューイング・ユーザーズ・ガイド』を参照
してください。
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SDO_GEOMETRYオブジェクト型の定義は、次のとおりです。

CREATE TYPE SDO_GEOMETRY AS OBJECT (
   sgo_gtype        NUMBER, 
   sdo_srid         NUMBER,
   sdo_point        SDO_POINT_TYPE,
   sdo_elem_info    SDO_ELEM_INFO_ARRAY,
   sdo_ordinates    SDO_ORDINATE_ARRAY)
/

SDO_TOPO_GEOMETRY 
この型はトポロジ・ジオメトリを記述します。この記述は、ユーザー定義の表の単一行および
オブジェクト型 SDO_GEOMETRYの単一列に格納されます。

SDO_TOPO_GEOMETRYオブジェクト型の定義は、次のとおりです。

CREATE TYPE SDO_TOPO_GEOMETRY AS OBJECT (
   tg_type          NUMBER, 
   tg_id            NUMBER,
   tg_layer_id      NUMBER,
   topology_id      NUMBER)
/

SDO_GEORASTER
GeoRaster オブジェクト・リレーショナル・モデルでは、ラスター・グリッドまたはイメージ・
オブジェクトは、ユーザー定義の表の単一行およびオブジェクト型 SDO_GEORASTERの単一列
に格納されます。このような表は、GeoRaster 表と呼ばれます。

SDO_GEORASTERオブジェクト型の定義は、次のとおりです。

CREATE TYPE SDO_GEORASTER AS OBJECT (
   rasterType      NUMBER,
   spatialExtent   SDO_GEOMETRY,
   rasterDataTable VARCHAR2(32),
   rasterID        NUMBER,
   metadata        XMLType)
/

メディア型メディア型メディア型メディア型 
Oracle Multimedia は、マルチメディア・データを記述するために、Java または C++ クラスに
類似したオブジェクト型を使用します。これらのオブジェクト型のインスタンスは、メタデー
タおよびメディア・データを含む属性とメソッドで構成されます。Multimedia のデータ型は、
ORDSYSスキーマで作成されます。パブリック・シノニムがすべてのデータ型に対して存在す
るため、スキーマ名を指定せずにアクセスできます。

ORDAudio 
ORDAudioオブジェクト型は、オーディオ・データの格納および管理をサポートします。

ORDImage 
ORDImageオブジェクト型は、イメージ・データの格納および管理をサポートします。

参照参照参照参照 : 空間データ型の完全な実装および使用のガイドラインは、『Oracle 
Spatial 開発者ガイド』、『Oracle Spatial トポロジおよびネットワーク・
データ・モデル開発者ガイド』および『Oracle Spatial GeoRaster 開発者ガ
イド』を参照してください。

参照参照参照参照 : これらの型の実装および使用のガイドラインは、『Oracle 
Multimedia リファレンス』を参照してください。
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ORDVideo 
ORDVideoオブジェクト型は、ビデオ・データの格納および管理をサポートします。

ORDDoc 
ORDDocオブジェクト型は、オーディオ、イメージ、ビデオ・データなどすべての種類のメ
ディア・データの格納および管理をサポートします。この型は、すべてのメディアを単一列に
格納する場合に使用します。

ORDDicom 
ORDDicomオブジェクト型は、医用画像の規格として広く認知されている形式である Digital 
Imaging and Communications in Medicine （DICOM）の格納および管理をサポートします。

次のデータ型は、ISO-IEC 13249-5 Still Image 規格（一般に SQL/MM StillImage と呼ばれる）
に準拠しています。

SI_StillImage 
SI_StillImageオブジェクト型は、高さ、幅、フォーマットなどの固有のイメージ特性を持
つデジタル・イメージを表します。

SI_Color 
SI_Colorオブジェクト型は、色の値をカプセル化します。

SI_AverageColor 
SI_AverageColorオブジェクト型は、イメージの平均の色によってそのイメージを特徴付け
ます。

SI_ColorHistogram 
SI_ColorHistogramオブジェクト型は、RAW イメージのサンプルによって表示される色の
相対頻度によって、イメージを特徴付けます。

SI_PositionalColor 
イメージを n× m個の四角形に分割すると考えた場合、SI_PositionalColorオブジェクト
型は、その四角形の も重要な n× m個の色によってイメージを特徴付けます。

SI_Texture 
SI_Textureオブジェクト型は、繰り返し出現している項目のサイズ（粗さ）、輝度の変化

（コントラスト）および主な方向（方向性）によってイメージを特徴付けます。

SI_FeatureList 
SI_FeatureListオブジェクト型は、前述したオブジェクト型（SI_AverageColor、
SI_ColorHistogram、SI_PositionalColorおよび SI_Texture）が表すイメージの特徴
のうち 大 4 つの特徴を含むリストです。各特徴は、重み付けされます。

ORDImageSignature 
ORDImageSignatureは非推奨になったため、コードに使用されることはありません。現存す
るこのオブジェクト型は、引き続き従来どおり機能します。
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Expression Filter 型型型型
Oracle Expression Filter を使用すると、アプリケーション開発者は、ユーザーの目的のデータ
を表す条件式を管理および評価できます。Expression Filter には、次のデータ型が含まれます。

Expression
Expression Filter は、Expressionと呼ばれる仮想データ型を使用して、条件式をデータベー
ス表のデータとして管理および評価します。Expression Filter では、VARCHAR2列に属性セッ
トを割り当てることで、この列から Expressionデータ型の列を作成します。この割当てに
よって、列に格納された式の妥当性を確認するデータ制約が有効になります。

Expressionデータ型で EVALUATE演算子を使用して条件を定義すると、列に格納された式を
データに対して評価できます。Enterprise Edition を使用している場合は、Expressionデータ
型の列に Expression Filter 索引を定義して、EVALUATE演算子によって問合せを処理すること
もできます。

データ型の比較規則データ型の比較規則データ型の比較規則データ型の比較規則 
ここでは、Oracle Database が各データ型の値を比較する方法について説明します。

数値数値数値数値 
大きい値は小さい値よりも大きいとみなされます。すべての負の数は、0（ゼロ）およびすべて
の正の数より小さいとみなされます。したがって、-1 は 100 より小さく、-100 は -1 より小さい
とみなされます。

浮動小数点値 NaN（非数値）は、その他の数値よりも大きく、NaN とは等しいとみなされま
す。

日付値日付値日付値日付値 
後の日付は前の日付よりも大きいとみなされます。たとえば、29-MAR-2005（2005 年 3 月 29
日）に相当する日付は 05-JAN-2006（2006 年 1 月 5 日）に相当する日付よりも小さく、
05-JAN-2006 1:35pm（2006 年 1 月 5 日午後 1 時 35 分）に相当する日付は 05-JAN-2005 10:09am

（2005 年 1 月 5 日午前 10 時 9 分）に相当する日付よりも大きいとみなされます。

文字値文字値文字値文字値 
文字値は、2 つのメジャーに基づいて比較されます。

� バイナリ・ソートまたは言語ソート

� 空白埋め比較セマンティクスまたは非空白埋め比較セマンティクス

次の項で、2 つのメジャーについて説明します。

バイナリ比較または言語比較バイナリ比較または言語比較バイナリ比較または言語比較バイナリ比較または言語比較

デフォルトのバイナリ比較では、Oracle は、データベース・キャラクタ・セット内の文字の数
値コードを連結した値に従って文字列を比較します。第 1 の文字の数値が第 2 の文字の数値よ
りも大きい場合、第 1 の文字は第 2 の文字よりも大きいとみなされます。Oracle は、空白はど
の文字よりも小さいとみなします。これは、ほぼすべてのキャラクタ・セットでいえることで
す。

参照参照参照参照 : Expression Filter の詳細は、『Oracle Database ルール・マネージャ
および式フィルタ開発者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 比較セマンティクスの詳細は、2-15 ページの「数値の優先順位」
および 2-13 ページの「浮動小数点数」を参照してください。
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次に、一般的なキャラクタ・セットを示します。

� 7 ビット ASCII（情報交換用米国標準コード）

� EBCDIC コード（拡張 2 進化 10 進コード）

� ISO 8859/1（国際標準化機構）

� JEUC 日本語拡張 UNIX

数値コードのバイナリ順序と、比較する文字の言語順序が一致していない場合は、言語比較が
有効です。NLS_SORTパラメータに BINARY以外の設定があり、NLS_COMPパラメータが
LINGUISTICに設定されている場合は言語比較が使用されます。言語ソートでは、すべての
SQL のソートおよび比較が NLS_SORTによって指定された言語規則に基づいて行われます。

空白埋め比較セマンティクスおよび非空白埋め比較セマンティクス空白埋め比較セマンティクスおよび非空白埋め比較セマンティクス空白埋め比較セマンティクスおよび非空白埋め比較セマンティクス空白埋め比較セマンティクスおよび非空白埋め比較セマンティクス

空白埋め比較セマンティクスでは、2 つの値の長さが異なる場合、Oracle はまず短い方の値の
後に空白を追加して、2 つの値が同じ長さになるようにします。次に、その 2 つの値を、

初に異なる文字まで 1 文字ずつ比較します。 初に異なる文字の位置で、大きい方の文字を持
つ値の方が大きいとみなされます。2 つの値に異なる文字がない場合、その 2 つの値は等しい
とみなされます。この規則では、2 つの値の後続空白数のみが異なる場合、その 2 つの値は等
しいとみなされます。Oracle では、比較する両方の値が、CHARデータ型、NCHARデータ型、
テキスト・リテラルのいずれかの式の場合、または USERファンクションの戻り値の場合のみ
空白埋め比較セマンティクスを使用します。

非空白埋め比較セマンティクスでは、Oracle は、2 つの値を、 初に異なる文字まで 1 文字ず
つ比較します。 初に異なる文字の位置で、大きい方の文字を持つ値の方が大きいとみなされ
ます。長さが異なる 2 つの値を短い方の値の 後まで比較して、すべて同じ文字だった場合、
長い方の値が大きいとみなされます。同じ長さの 2 つの値に異なる文字がない場合、その 2 つ
の値は等しいとみなされます。Oracle では、比較する片方または両方の値が VARCHAR2データ
型または NVARCHAR2データ型の場合、非空白埋め比較セマンティクスを使用します。

これらの異なる比較セマンティクスを使用して 2 つの文字値を比較した場合、その結果が異な
ることもあります。次の表に、それぞれの比較セマンティクスを使用して 5 組の文字を比較し
た結果を示します。通常、空白埋め比較と非空白埋め比較の結果は同じです。表に示されてい
る 後の比較では、空白埋め比較と非空白埋め比較の違いが明確になっています。

ASCII と EBCDIC のキャラクタ・セットの一部を表 2-8 と表 2-9 に示します。大文字と小文字
は同じではありません。キャラクタ・セットの照合順番は、特定の言語の言語順序と一致しな
い場合があります。

参照参照参照参照 : 言語ソートについては、『Oracle Database グローバリゼーション・
サポート・ガイド』を参照してください。

空白埋め比較空白埋め比較空白埋め比較空白埋め比較 非空白埋め比較非空白埋め比較非空白埋め比較非空白埋め比較

'ac' > 'ab' 'ac' > 'ab'

'ab' > 'a ' 'ab' > 'a '

'ab' > 'a' 'ab' > 'a' 

'ab' = 'ab' 'ab' = 'ab'

'a    ' = 'a' 'a    ' > 'a' 
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表表表表 2-8 ASCII キャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セット

記号記号記号記号 10 進値進値進値進値 記号記号記号記号 10 進値進値進値進値

空白 32 ; 59

! 33 < 60

" 34 = 61

# 35 > 62

$ 36 ? 63

% 37 @ 64

& 38 A-Z 65-90

' 39 [ 91

( 40 \ 92

) 41 ] 93

* 42 ^ 94

+ 43 _ 95

, 44 ' 96

- 45 a-z 97-122

. 46 { 123

/ 47 | 124

0-9 48-57 } 125

: 58 ~ 126

表表表表 2-9 EBCDIC キャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セットキャラクタ・セット

記号記号記号記号 10 進値進値進値進値 記号記号記号記号 10 進値進値進値進値

空白 64 % 108

¢ 74 _ 109

. 75 > 110

< 76 ? 111

( 77 : 122

+ 78 # 123

| 79 @ 124

& 80 ' 125

! 90 = 126

$ 91 " 127

* 92 a-i 129-137

) 93 j-r 145-153

; 94 s-z 162-169

? 95 A-I 193-201

- 96 J-R 209-217

/ 97 S-Z 226-233
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オブジェクト値オブジェクト値オブジェクト値オブジェクト値 
オブジェクト値は、MAPと ORDERの 2 つの比較ファンクションのいずれかを使用して比較され
ます。どちらのファンクションでもオブジェクト型インスタンスは比較されますが、両者は別
のものです。これらのファンクションは、他のオブジェクト型と比較するオブジェクト型の一
部として指定される必要があります。

VARRAY とネストした表とネストした表とネストした表とネストした表 
ネストした表の比較の詳細は、7-4 ページの「比較条件」を参照してください。

データ型の優先順位データ型の優先順位データ型の優先順位データ型の優先順位
Oracle では、データ型の優先順位によって、暗黙的にデータ型を変換するかどうかを判断しま
す（次の項を参照）。Oracle データ型の優先順位は、次のとおりです。

� 日時および期間データ型

� BINARY_DOUBLE

� BINARY_FLOAT

� NUMBER

� 文字データ型

� その他のすべての組込みデータ型

データ変換データ変換データ変換データ変換 
一般に、式には異なるデータ型の値を含めることができません。たとえば、式では 10 に 5 を掛
けた値に 'JAMES' を加えることはできません。ただし、Oracle では値をあるデータ型から別の
データ型へ変換する場合の、暗黙的な変換と明示的な変換をサポートしています。

暗黙的なデータ変換と明示的なデータ変換暗黙的なデータ変換と明示的なデータ変換暗黙的なデータ変換と明示的なデータ変換暗黙的なデータ変換と明示的なデータ変換 
次の理由から、暗黙的な変換または自動変換ではなく、明示的な変換を指定することをお薦め
します。

� 明示的なデータ型変換ファンクションを使用すると、SQL 文がわかりやすくなります。

� 暗黙的なデータ型変換（特に列値のデータ型が定数に変換される場合）は、パフォーマン
スに悪影響を及ぼす可能性があります。

� 暗黙的な変換はその変換が行われるコンテキストに依存し、どんな場合でも同様に機能す
るとはかぎりません。たとえば、日時値から VARCHAR2型へ値を暗黙的に変換すると、
NLS_DATE_FORMATパラメータに指定されている値によっては、予期しない年が戻される
場合があります。

� 暗黙的な変換のアルゴリズムは、ソフトウェア・リリースや Oracle 製品の変更によって変
更されることがあります。明示的な変換を指定しておくと、その動作は将来的にも確実に
なります。

暗黙的なデータ変換暗黙的なデータ変換暗黙的なデータ変換暗黙的なデータ変換 
あるデータ型から別のデータ型への変換が意味を持つ場合、Oracle Database は値を自動的に変
換します。文字データ型への暗黙的な変換はこれらのルールに従います。

表 2-10 に、Oracle の暗黙的な変換のマトリックスについて示します。この表は、変換の方向ま
たは変換されるコンテキストにかかわらず、すべての可能な変換を示します。詳細は、表の後
の説明を参照してください。

参照参照参照参照 : MAPメソッドと ORDERメソッド、およびこれらのメソッドが戻す
値の詳細は、17-3 ページの「CREATE TYPE」を参照してください。
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次に示す規則に従って、Oracle Database は、暗黙的なデータ型変換を実行する方向を確立しま
す。

� INSERTおよび UPDATE操作中に、Oracle は変更する列のデータ型に値を変換します。

� SELECT FROM操作中に、Oracle は列からターゲット変数の型にデータを変換します。

� 数値を操作する際、Oracle は、通常、 大容量を確保するために精度および位取りを調整
します。この場合、このような操作によって変換された数値データ型は、基礎となる表に
含まれる数値データ型と異なることがあります。

� 数値と文字値を比較する場合、Oracle は文字データを数値に変換します。

� 文字値または NUMBERの値と浮動小数点数の値の間では、変換が正確に行われない場合が
あります。これは、文字型および NUMBERでは 10 進精度で数値が示されるのに対し、浮動
小数点数では 2 進精度が使用されているためです。

� CLOB値を VARCHAR2などの文字データ型に変換する場合、または BLOBを RAWデータに変
換する場合、変換するデータがターゲットのデータ型より大きいと、データベースはエ
ラーを戻します。

� BINARY_FLOATから BINARY_DOUBLEへの変換は正確に行われます。

� BINARY_DOUBLEの値が BINARY_FLOATでサポートされている精度のビット数よりも多い
ビット数を使用している場合、BINARY_DOUBLEから BINARY_FLOATへの変換は正確に
行われません。

� DATEの値と文字の値を比較する場合、Oracle は文字データを DATEに変換します。

表表表表 2-10 暗黙的な型変換のマトリックス暗黙的な型変換のマトリックス暗黙的な型変換のマトリックス暗黙的な型変換のマトリックス
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CHAR -- X X X X X X X X X X -- X X X

VARCHAR2 X -- X X X X X X X X X X X -- X

NCHAR X X -- X X X X X X X X X X -- X

NVARCHAR2 X X X -- X X X X X X X X X -- X

DATE X X X X -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

DATETIME/ 
INTERVAL

X X X X -- -- -- -- -- X -- -- -- -- --

NUMBER X X X X -- -- -- X X -- -- -- -- -- --

BINARY_FLOAT X X X X -- -- X -- X -- -- -- -- -- --

BINARY_
DOUBLE

X X X X -- -- X X -- -- -- -- -- -- --

LONG X X X X -- X1 -- -- -- -- X -- X -- X

RAW X X X X -- -- -- -- -- X -- -- -- X --

ROWID -- X X X -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- --

CLOB X X X X -- -- -- -- -- X -- -- -- -- X

BLOB -- -- -- -- -- -- -- -- -- -- X -- -- -- --

NCLOB X X X X -- -- -- -- -- X -- -- X -- --

注意注意注意注意 1: LONGを INTERVALに直接変換することはできませんが、TO_CHAR(interval) を使用して LONGを VARCHAR2に変換

し、その VARCHAR2の値を INTERVALに変換できます。
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データ型の比較規則
� SQL ファンクションまたは演算子に不当なデータ型の引数を指定して使用する場合、
Oracle はその引数を正当なデータ型に変換します。

� 代入を実行する場合、Oracle は等号（=）の右側の値を左側の代入ターゲットのデータ型に
変換します。

� 連結中に、Oracle は非文字データ型を CHARまたは NCHARに変換します。

� 文字データ型と非文字データ型に対する演算処理および比較中に、Oracle はすべての文字
データ型を数値、日付または ROWID のいずれかの適切なデータ型に変換します。
CHAR/VARCHAR2と NCHAR/NVARCHAR2の演算処理では、Oracle は NUMBERに変換しま
す。

� CHARと VARCHAR2、NCHARと NVARCHAR2の比較では、異なるキャラクタ・セットが必要
な場合があります。このような場合のデフォルトの変換の方向は、データベース・キャラ
クタ・セットから各国語キャラクタ・セットです。表 2-11 に、異なるキャラクタ・タイプ
間での暗黙的な変換の方向を示します。

� ほとんどの SQL 文字ファンクションは、CLOBをパラメータとして指定できます。また、
Oracle は CLOBと文字型間で暗黙的な変換を実行します。このため、CLOBを使用できな
いファンクションは、暗黙的な変換を使用して CLOBを受け入れます。このような場合、
Oracle はファンクションが起動される前に CLOBを CHARまたは VARCHAR2に変換しま
す。CLOBが 4000 バイトより大きい場合、Oracle は 初の 4000 バイトのみを CHARに変
換します。

コレクションなどのユーザー定義型は暗黙的に変換できないため、CAST ... MULTISETを使用
して明示的に変換する必要があります。

暗黙的なデータ変換の例暗黙的なデータ変換の例暗黙的なデータ変換の例暗黙的なデータ変換の例

テキスト・リテラルの例テキスト・リテラルの例テキスト・リテラルの例テキスト・リテラルの例 テキスト・リテラル '10' は CHARデータ型です。次の文のように数
式で使用すると暗黙的に NUMBERデータ型に変換されます。

SELECT salary + '10'
   FROM employees;

文字値および数値の例文字値および数値の例文字値および数値の例文字値および数値の例 条件で文字値と NUMBER型の値を比較する場合、NUMBER型の値は文
字値に変換されず、文字値が暗黙的に NUMBER型の値に変換されます。次の文では、'200' が暗
黙的に 200 に変換されます。

SELECT last_name
    FROM employees 
    WHERE employee_id = '200';

日付の例日付の例日付の例日付の例 次の文では、Oracle がデフォルトの日付書式 'DD-MON-YY' を使用して、
'03-MAR-97' を DATE値に暗黙的に変換します。

SELECT last_name
    FROM employees 
    WHERE hire_date = '03-MAR-97';

表表表表 2-11 異なるキャラクタ・タイプの変換方向異なるキャラクタ・タイプの変換方向異なるキャラクタ・タイプの変換方向異なるキャラクタ・タイプの変換方向

CHAR へへへへ VARCHAR2 へへへへ NCHAR へへへへ NVARCHAR2 へへへへ

CHAR からからからから -- VARCHAR2 NCHAR NVARCHAR2

VARCHAR2 からからからから VARCHAR2 -- NVARCHAR2 NVARCHAR2

NCHAR からからからから NCHAR NCHAR -- NVARCHAR2

NVARCHAR2 からからからから NVARCHAR2 NVARCHAR2 NVARCHAR2 --
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データ型の比較規則
明示的なデータ変換明示的なデータ変換明示的なデータ変換明示的なデータ変換 
SQL 変換ファンクションを使用すると、データ型の変換を明示的に指定できます。表 2-12 に、
値をあるデータ型から別のデータ型に明示的に変換する SQL ファンクションを示します。

Oracle が暗黙的なデータ型変換を行うことができる場合には、LONGおよび LONG RAWの値を
指定できません。たとえば、ファンクションや演算子を含む式では、LONGと LONG RAWの値を
使用できません。LONGデータ型および LONG RAWデータ型の制限については、2-15 ページの

「LONG データ型」を参照してください。

表表表表 2-12 明示的な型の変換明示的な型の変換明示的な型の変換明示的な型の変換

C
H

A
R
、、 、、

VA
R

C
H

A
R

2 、、 、、
N

C
H

A
R
、、 、、

N
VA

R
C

H
A

R
2

N
U

M
B

E
R
へへ へへ

D
at

et
im

e/
In

te
rv

al
へへ へへ

R
A

W
へへ へへ

R
O

W
ID

へへ へへ

L
O

N
G
、、 、、

L
O

N
G

 R
A

W

C
L

O
B
、、 、、

N
C

L
O

B
、、 、、

B
L

O
B

B
IN

A
R

Y
_F

L
O

A
T
へへ へへ

B
IN

A
R

Y
_D

O
U

B
L

E
へへ へへ

CHAR、、、、
VARCHAR2、、、、
NCHAR、、、、
NVARCHAR2
からからからから

TO_CHAR
（文字）

TO_NCHAR
（文字）

TO_
NUMBER

TO_DATE

TO_
TIMESTAMP

TO_
TIMESTAMP_
TZ

TO_
YMINTERVAL

TO_
DSINTERVAL

HEXTORAW CHARTO
=ROWID

-- TO_CLOB

TO_
NCLOB

TO_
BINARY_
FLOAT

TO_
BINARY_
DOUBLE

NUMBER
からからからから

TO_CHAR
（数値）

TO_NCHAR
（数値）

-- TO_DATE

NUMTOYM- 
INTERVAL

NUMTODS- 
INTERVAL

-- -- -- -- TO_
BINARY_
FLOAT

TO_
BINARY_
DOUBLE

Datetime 
Interval からからからから

TO_CHAR
（日付）

TO_NCHAR
（日時）

-- -- -- -- -- -- -- --

RAW からからからから RAWTOHEX

RAWTONHEX

-- -- -- -- -- TO_BLOB -- --

ROWID からからからから ROWIDTO
CHAR

-- -- -- -- -- -- -- --

LONG/
LONG RAW
からからからから

-- -- -- -- -- -- TO_LOB -- --

CLOB、、、、
NCLOB、、、、
BLOB からからからから

TO_CHAR

TO_NCHAR

-- -- -- -- -- TO_CLOB

TO_
NCLOB

-- --
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データ型の比較規則
データ変換のセキュリティ上の考慮事項データ変換のセキュリティ上の考慮事項データ変換のセキュリティ上の考慮事項データ変換のセキュリティ上の考慮事項
暗黙的な変換、または書式モデルを指定しない明示的な変換のいずれかによって日時値がテキ
ストに変換される場合、書式モデルはグローバリゼーション・セッション・パラメータの 1 つ
によって定義されます。ソースのデータ型に応じて、パラメータ名は NLS_DATE_FORMAT、
NLS_TIMESTAMP_FORMATまたは NLS_TIMESTAMP_TZ_FORMATです。これらのパラメータの
値は、クライアント環境で、または ALTER SESSION文で指定できます。

書式モデルがセッション・パラメータに依存している場合、明示的な書式モデルが指定されて
いない変換が動的 SQL 文のテキストに連結される日時値に適用されると、データベースのセ
キュリティに悪影響を及ぼす可能性があります。動的 SQL 文は、実行のためにデータベースに
渡される前にそのテキストがフラグメントから連結される文です。動的 SQL は、組込み
PL/SQL パッケージ DBMS_SQLまたは PL/SQL 文 EXECUTE IMMEDIATEに関連付けられる場
合が多いですが、動的に構成された SQL テキストを引数として渡すことができる場所はこれら
のみではありません。次に例を示します。

EXECUTE IMMEDIATE
'SELECT name FROM employee WHERE hiredate > ''' || start_date || '''';

start_dateのデータ型は DATEです。

前述の例では、start_dateの値はセッション・パラメータ NLS_DATE_FORMATで指定され
た書式モデルを使用してテキストに変換されます。結果は、連結されて SQL テキストになりま
す。日時書式モデルは、単純に二重引用符で囲んだリテラル・テキストで構成できます。した
がって、セッションのグローバリゼーション・パラメータを明示的に設定できるすべてのユー
ザーが、前述の変換で生成されるテキストを決定できます。SQL 文が PL/SQL プロシージャに
よって実行される場合、そのプロシージャはセッション・パラメータによる SQL インジェク
ションに対して脆弱になります。セッション自体より強い権限である定義者の権限でプロシー
ジャが実行されると、ユーザーは機密データに不正にアクセスすることができます。

CLOB、、、、
NCLOB、、、、
BLOB からからからから

TO_CHAR

TO_NCHAR

-- -- -- -- -- TO_CLOB

TO_
NCLOB

-- --

BINARY_
FLOAT からからからから

TO_CHAR
（文字）

TO_NCHAR
（文字）

TO_
NUMBER

-- -- -- -- -- TO_
BINARY_
FLOAT

TO_
BINARY_
DOUBLE

BINARY_
DOUBLE
からからからから

TO_CHAR
（文字）

TO_NCHAR
（文字）

TO_
NUMBER

-- -- -- -- -- TO_
BINARY_
FLOAT

TO_
BINARY_
DOUBLE

参照参照参照参照 : すべての明示的な変換ファンクションの詳細は、5-5 ページの
「変換ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : 他の例およびこのセキュリティ・リスクを回避する場合の推奨事
項については、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照して
ください。

表表表表 2-12 明示的な型の変換明示的な型の変換明示的な型の変換明示的な型の変換（続き）（続き）（続き）（続き）
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リテラル
数値の暗黙的および明示的な変換でも、変換結果がセッション・パラメータ
NLS_NUMERIC_CHARACTERSに依存する場合があるため、類似した問題が発生する可能性があ
ります。このパラメータは、小数点区切り文字および桁区切り文字を定義します。小数点区切
りを一重引用符または二重引用符と定義すると、SQL インジェクションが発生する可能性があ
ります。

リテラルリテラルリテラルリテラル
リテラルリテラルリテラルリテラルと定数値定数値定数値定数値という用語の意味は同じで、固定データ値のことです。たとえば、'JACK'、
'BLUE ISLAND' および '101' はすべて文字リテラルです。文字リテラルは、一重引用符で囲み
ます。一重引用符を付けることで、Oracle は文字リテラルとスキーマ・オブジェクト名を区別
します。

この項では、次の内容を説明します。

� テキスト・リテラル

� 数値リテラル

� 日時リテラル

� 期間リテラル

多くの SQL 文とファンクションでは、文字リテラルと数値リテラルを指定する必要がありま
す。式と条件の一部として、リテラルを指定できます。文字リテラルは 'text' の表記法を、各
国文字リテラルは N'text'の表記法を、数値リテラルはリテラルのコンテキストに応じて
integerまたは numberの表記法を使用して指定できます。これらの表記法の構文について
は、次の項で説明します。

Datetime（日時）または Interval（期間）のデータ型をリテラルとして指定する場合は、デー
タ型に含まれているオプションの精度を考慮する必要があります。Datetime（日時）および
Interval（期間）のデータ型をリテラルとして指定する場合の例は、2-2 ページの「データ型」
の関連する項を参照してください。

テキスト・リテラルテキスト・リテラルテキスト・リテラルテキスト・リテラル
このマニュアルの他の箇所で、式、条件、SQL ファンクションおよび SQL 文の各構文に示され
ている 'string'に値を指定するときには、必ずこのテキスト・リテラルの表記法を使用して
ください。このマニュアルでは、テキスト・リテラルテキスト・リテラルテキスト・リテラルテキスト・リテラル、文字リテラル文字リテラル文字リテラル文字リテラルおよび文字列文字列文字列文字列は同じ用語
として使用しています。テキスト、文字、文字列リテラルは必ず一重引用符で囲まれています。
構文に charが使用されている場合、テキスト・リテラルを指定するか、または文字データに
変換する他の式（たとえば、hr.employees表の last_name列）を指定します。構文に
charがある場合、一重引用符で囲む必要はありません。

テキスト・リテラルまたは文字列の構文は次のとおりです。

注意注意注意注意 : このセキュリティ・リスクは、データベースまたは OCI 日時ファ
ンクションによってテキストに変換された日時値から SQL テキストを構
成する中間層アプリケーションにも該当します。セッションのグローバリ
ゼーション・パラメータがユーザー・プリファレンスから取得される場
合、それらのアプリケーションは脆弱になります。

参照参照参照参照 :

� セッションのグローバリゼーション・パラメータの詳細は、『Oracle 
Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してくだ
さい。

� 書式モデルの詳細は、2-54 ページの「書式モデル」を参照してくださ
い。
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リテラル
string::=

ここで、Nまたは nは、各国語キャラクタ・セット（NCHARまたは NVARCHAR2データ）を使
用してリテラルを指定します。デフォルトでは、この表記法を使用して入力したテキストは、
サーバーで使用するときにデータベースのキャラクタ・セットによって各国語キャラクタ・
セットに変換されます。テキスト・リテラルをデータベースのキャラクタ・セットに変換して
いるときにデータの消失を避けるためには、環境変数 ORA_NCHAR_LITERAL_REPLACEに
TRUEを設定してください。このように設定することで、n'を透過的に内部で置き換え、SQL
の処理中にテキスト・リテラルを保持します。

構文の上の方のブランチでは、次のようになります。

� cは、データベース・キャラクタ・セットの任意の要素です。リテラル内の一重引用符（'）
の前には、エスケープ文字を付ける必要があります。リテラル内で一重引用符を表すには、
一重引用符を 2 つ使用します。

� ' ' は、テキスト・リテラルの始まりと終わりを示す 2 つの一重引用符です。

構文の下の方のブランチでは、次のようになります。

� Qまたは qは、代替引用メカニズムが使用されることを示します。このメカニズムを使用す
ると、様々なデリミタをテキスト文字列に使用できます。

� 一番外側の ' 'は、開始の quote_delimiterの前と、終了の quote_delimiterの後に
付ける 2 つの一重引用符です。

� cは、データベース・キャラクタ・セットの任意の要素です。cで構成されるテキスト・リ
テラル内に引用符（"）を含めることができます。また、一重引用符が直後に付かない
quote_delimiterも含めることができます。

� quote_delimiterは、空白、タブおよび改行文字を除く、任意のシングルバイト文字ま
たはマルチバイト文字です。quote_delimiterには一重引用符も使用できます。ただ
し、quote_delimiterがテキスト・リテラル自体に使用されている場合は、一重引用符
を直後に付けないようにしてください。

開始の quote_delimiterが [、{、<または (のいずれかである場合、終了の
quote_delimiterも対応する ]、}、>または )である必要があります。それ以外の場合
は常に、開始および終了の quote_delimiterは同じ文字である必要があります。

テキスト・リテラルは、次のように CHARデータ型と VARCHAR2データ型の両方のプロパティ
を持ちます。

� 式と条件の中のテキスト・リテラルは、Oracle によって CHARデータ型として扱われ、空
白埋め比較セマンティクスで比較されます。

� テキスト・リテラルの 大長は 4000 バイトです。

有効なテキスト・リテラルの例を次に示します。

'Hello'
'ORACLE.dbs'
'Jackie''s raincoat'
'09-MAR-98'
N'nchar literal'

参照参照参照参照 : N 付き引用符で表されたリテラルの詳細は、『Oracle Database グ
ローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

N

n ’ c ’

Q

q
’ quote_delimiter c quote_delimiter ’
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リテラル
代替引用メカニズムを使用した場合の、有効なテキスト・リテラルの例を次に示します。

q'!name LIKE '%DBMS_%%'!'
q'<'So,' she said, 'It's finished.'>'
q'{SELECT * FROM employees WHERE last_name = 'Smith';}'
nq'Ô ü1234 Ô'
q'"name like '['"'

数値リテラル数値リテラル数値リテラル数値リテラル
固定小数点数および浮動小数点数を指定するには、数値リテラルの表記法を使用します。

整数リテラル整数リテラル整数リテラル整数リテラル 
このマニュアルの他の箇所で、式、条件、SQL ファンクションおよび SQL 文に示されている
integer（整数）に値を指定するときには、必ずこの表記法を使用してください。

integer（整数）の構文は次のとおりです。

integer::=

digitは、0、1、2、3、4、5、6、7、8、9 のいずれかです。

整数は 大 38 桁の精度を記憶できます。

有効な integer（整数）の例を次に示します。

7
+255

NUMBER および浮動小数点リテラルおよび浮動小数点リテラルおよび浮動小数点リテラルおよび浮動小数点リテラル
このマニュアルの他の箇所で、式、条件、SQL ファンクションおよび SQL 文に示されている
numberまたは n（数）に値を指定するときには、必ずこれらの表記法を使用してください。

number（数）の構文は次のとおりです。

number::=

参照参照参照参照 : 「空白埋め比較セマンティクスおよび非空白埋め比較セマンティク
ス」（2-37 ページ）

+

–
digit

+

– digit
. digit

. digit

e

+

–
digit

f

d
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リテラル
それぞれの意味は、次のとおりです。

� + または - は、正の値または負の値を示します。符号を指定しない場合、デフォルトは正の
値です。

� digitは、0、1、2、3、4、5、6、7、8、9 のいずれかです。

� e または E は、数が科学表記法で指定されることを示します。E の後の数字が指数を示しま
す。指数は -130 ～ 125 の範囲で指定します。

� f または F は、数が BINARY_FLOAT型の 32 ビットの 2 進浮動小数点数であることを示しま
す。

� d または D は、数が BINARY_DOUBLE型の 64 ビットの 2 進浮動小数点数であることを示し
ます。

f（F）および d（D）を省略すると、数は NUMBER型になります。

接尾辞 f（F）および d（D）は、浮動小数点数リテラルでのみサポートされます。文字列
では NUMBERに変換されるため、サポートされません。たとえば、Oracle が NUMBERを想
定している場合に、文字列 '9'を使用すると、文字列は数字の 9 に変換されます。ただ
し、文字列 '9f'を使用すると、変換は行われず、エラーが戻されます。

NUMBER型の数値は、 大 38 桁の精度を記憶できます。NUMBER、BINARY_FLOATまたは
BINARY_DOUBLEで提供される精度以上の精度がリテラルに必要な場合、値は切り捨てられま
す。リテラルの範囲が NUMBER、BINARY_FLOATまたは BINARY_DOUBLEでサポートされる範
囲を超える場合、エラーが発生します。

初期化パラメータ NLS_NUMERIC_CHARACTERSを使用してピリオド（.）以外の小数点文字を
設定している場合は、'text'の表記法で数値リテラルを指定する必要があります。この場合、
Oracle は自動的にテキスト・リテラルを数値に変換します。

たとえば、NLS_NUMERIC_CHARACTERSパラメータでカンマを小数点文字に設定している場
合、数値 5.123 は次のように指定します。

'5,123'

有効な NUMBERリテラルの例を次に示します。

25
+6.34
0.5
25e-03
-1

有効な浮動小数点数リテラルの例を次に示します。

25f
+6.34F
0.5d
-1D

値を数値リテラルとして表現できない場合は、次の浮動小数点リテラルを使用することもでき
ます。

注意注意注意注意 : この表記法は、浮動小数点数リテラルでは使用できません。

参照参照参照参照 : 11-41 ページの「ALTER SESSION」および『Oracle Database リ
ファレンス』を参照してください。
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日時リテラル日時リテラル日時リテラル日時リテラル 
Oracle Database は、DATE、TIMESTAMP、TIMESTAMP WITH TIME ZONEおよび TIMESTAMP 
WITH LOCAL TIME ZONEの 4 つの日時データ型をサポートしています。

日付リテラル日付リテラル日付リテラル日付リテラル DATE値を文字列リテラルに指定するか、文字値や数値を TO_DATEファンク
ションによって日付値に変換できます。Oracle Database が文字列リテラルのかわりに
TO_DATE式を受け入れるのは、DATEリテラルの場合だけです。

DATE値をリテラルに指定する場合は、グレゴリオ暦を使用する必要があります。次の例に示す
ように、ANSI のリテラルを指定できます。

DATE '1998-12-25'

ANSI の日付リテラルには、時刻部分を含めず、書式 'YYYY-MM-DD' で指定する必要がありま
す。また、次のように、Oracle の日付値を指定できます。

TO_DATE('98-DEC-25 17:30','YY-MON-DD HH24:MI')

Oracle の DATE値のデフォルトの日付書式は、初期化パラメータ NLS_DATE_FORMATで指定し
ます。この例は、日付としての 2 桁の数、月の名前の省略形、年の下 2 桁および 24 時間表記の
時刻を含む日付書式です。

デフォルト日付書式の文字値が日付式で使用されると、Oracle は自動的にそれらを日付値に変
換します。

日付値を指定する場合に時刻コンポーネントを指定しないと、デフォルト時刻の真夜中（24 時
間表記では 00:00:00、12 時間表記では 12:00:00）が採用されます。日付値を指定する場合に日
付を指定しないと、デフォルト日付である現在の月の 初の日が採用されます。

Oracle の DATE列には、常に、日付フィールドと時刻フィールドが含まれます。したがって、
DATE列を問い合せる場合は、問合せで時刻フィールドを指定するか、または DATE列の時刻
フィールドが真夜中に設定されていることを確認する必要があります。そうでない場合、
Oracle は、正しい結果を戻さない場合があります。時刻フィールドを真夜中に設定するには、
TRUNC日付ファンクションを使用します。また、問合せに、等価性や非等価性の条件のかわり
に大 / 小条件を含めることもできます。

次の例では、数値列 row_numおよび DATE列 datecolを持つ表 my_tableがあると想定しま
す。

INSERT INTO my_table VALUES (1, SYSDATE);
INSERT INTO my_table VALUES (2, TRUNC(SYSDATE));

SELECT * FROM my_table;

リテラルリテラルリテラルリテラル 意味意味意味意味 例例例例

binary_float_nan IS NAN条件が true で

ある BINARY_FLOAT
型の値

SELECT COUNT(*) 
FROM employees 
WHERE TO_BINARY_FLOAT(commission_pct)
!= BINARY_FLOAT_NAN;

binary_float_
infinity

単精度の正の無限大 SELECT COUNT(*) 
FROM employees 
WHERE salary < BINARY_FLOAT_INFINITY;

binary_double_nan IS NAN条件が true で

ある BINARY_DOUBLE
型の値

SELECT COUNT(*) 
FROM employees 
WHERE TO_BINARY_FLOAT(commission_pct)
!= BINARY_FLOAT_NAN;

binary_double_
infinity

倍精度の正の無限大 SELECT COUNT(*) 
FROM employees 
WHERE salary < BINARY_FLOAT_INFINITY;
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   ROW_NUM DATECOL
---------- ---------
         1 03-OCT-02
         2 03-OCT-02

SELECT * FROM my_table
   WHERE datecol = TO_DATE('03-OCT-02','DD-MON-YY');

   ROW_NUM DATECOL
---------- ---------
         2 03-OCT-02

SELECT * FROM my_table
   WHERE datecol > TO_DATE('02-OCT-02', 'DD-MON-YY');

   ROW_NUM DATECOL
---------- ---------
         1 03-OCT-02
         2 03-OCT-02

DATE列の時刻フィールドが真夜中に設定されている場合は、前述の例に示すように、DATE列
に対して問い合せるか、DATEリテラルを使用して問い合せることができます。

SELECT * FROM my_table WHERE datecol = DATE '2002-10-03';

ただし、DATE列が真夜中以外の値を含む場合、正しい結果を得るためには、問合せで時刻
フィールドを排除する必要があります。次に例を示します。

SELECT * FROM my_table WHERE TRUNC(datecol) = DATE '2002-10-03';

Oracle は、問合せの各行に TRUNCファンクションを適用します。これによって、データの時刻
フィールドが真夜中である場合、パフォーマンスが向上します。時刻フィールドを真夜中に設
定するには、挿入および更新時に次のいずれかの操作を行います。

� TO_DATEファンクションを使用して、時刻フィールドをマスクします。

INSERT INTO my_table VALUES 
   (3, TO_DATE('3-OCT-2002','DD-MON-YYYY'));

� DATEリテラルを使用します。

INSERT INTO my_table VALUES (4, '03-OCT-02');

� TRUNCファンクションを使用します。

INSERT INTO my_table VALUES (5, TRUNC(SYSDATE));

日付ファンクション SYSDATEは、現在のシステムの日付および時刻を戻します。
CURRENT_DATEファンクションは、現在のセッションの日付を戻します。SYSDATE、TO_*日
時ファンクションおよびデフォルト日付書式の詳細は、5-5 ページの「日時ファンクション」を
参照してください。

TIMESTAMP リテラルリテラルリテラルリテラル TIMESTAMPデータ型は、年、月、日、時、分、秒、および秒の小数
部の値を格納します。TIMESTAMPをリテラルに指定する場合、
fractional_seconds_precision値には 大 9 桁を指定できます。次に例を示します。

TIMESTAMP '1997-01-31 09:26:50.124'

TIMESTAMP WITH TIME ZONE リテラルリテラルリテラルリテラル TIMESTAMP WITH TIME ZONEデータ型は、タイ
ムゾーン地域名またはタイムゾーン・オフセットを含む TIMESTAMPの変形です。TIMESTAMP 
WITH TIME ZONEをリテラルに指定する場合、fractional_seconds_precision値には
大 9 桁を指定できます。次に例を示します。

TIMESTAMP '1997-01-31 09:26:56.66 +02:00'
Oracle SQL の基本要素 2-49



リテラル
2 つの TIMESTAMP WITH TIME ZONE値が UTC で同じ時刻を表す場合は、データに格納された
TIME ZONEオフセットにかかわらず、同一であるとみなされます。次に例を示します。

TIMESTAMP '1999-04-15 8:00:00 -8:00'

前述の例文は次の例文と同じです。

TIMESTAMP '1999-04-15 11:00:00 -5:00'

太平洋標準時の午前 8 時は、東部標準時の午前 11 時と同じです。

UTC オフセットを TZR（タイムゾーン地域）書式要素に置換できます。次の例では、前述の例
と同じ値を持ちます。

TIMESTAMP '1999-04-15 8:00:00 US/Pacific'

夏時間に切り替えられる境界のあいまいさを排除するには、TZRおよび対応する TZD書式要素
の両方を使用します。次の例では、前述の例が確実に夏時間の値を戻します。

TIMESTAMP '1999-10-29 01:30:00 US/Pacific PDT'

タイムゾーン・オフセットは日時式を使用して表記することもできます。

SELECT TIMESTAMP '1999-10-29 01:30:00' AT TIME ZONE 'US/Pacific' FROM DUAL;

ERROR_ON_OVERLAP_TIMEセッション・パラメータを TRUEに設定しておくと、TZD書式要
素を追加しなかったために日時値があいまいな場合、Oracle はエラーを戻します。パラメータ
を FALSEに設定しておくと、Oracle はあいまいな日時を、指定した地域の標準時刻として解析
します。

TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE リテラルリテラルリテラルリテラル TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE
データ型は、TIMESTAMP WITH TIME ZONEとは異なり、データベースに格納されるデータは
データベースのタイムゾーンに正規化されます。タイムゾーン・オフセットは、列データの一
部として格納されません。TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEにはリテラルはありませ
ん。他の有効な日時リテラルを使用してこのデータ型の値を示してください。次の表には、
TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE列に値を挿入するときに使用できる一部の書式と、問
合せによって戻される対応する値を示します。

指定した値に時刻コンポーネントがない場合（明示的または暗黙的に）、デフォルトの午前 0 時
の値が戻されます。

参照参照参照参照 : 詳細は、6-8 ページの「日時式」を参照してください。

INSERT 文の中で指定する値文の中で指定する値文の中で指定する値文の中で指定する値 問合せによって戻される値問合せによって戻される値問合せによって戻される値問合せによって戻される値

'19-FEB-2004' 19-FEB-2004.00.00.000000 AM

SYSTIMESTAMP 19-FEB-04 02.54.36.497659 PM

TO_TIMESTAMP('19-FEB-2004', 'DD-MON-YYYY')); 19-FEB-04 12.00.00.000000 AM

SYSDATE 19-FEB-04 02.55.29.000000 PM

TO_DATE('19-FEB-2004', 'DD-MON-YYYY')); 19-FEB-04 12.00.00.000000 AM

TIMESTAMP'2004-02-19 8:00:00 US/Pacific'); 19-FEB-04 08.00.00.000000 AM
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期間リテラル期間リテラル期間リテラル期間リテラル
期間リテラルは期間を指定します。年および月、または日付、時間、分および秒の違いを指定
できます。Oracle Database は、YEAR TO MONTHおよび DAY TO SECONDの 2 種類の期間リテラ
ルをサポートします。各リテラルは先行フィールドを含み、後続フィールドを含むこともあり
ます。先行フィールドは、計測する日付または時刻の基本単位を定義します。後続フィールド
は、考慮する基本単位の 小増分値を定義します。たとえば、YEAR TO MONTH期間では、 も
近い月に対する年との期間が考慮されます。DAY TO MINUTE期間では、 も近い分に対する日
との期間が考慮されます。

数値形式の日付データがある場合、NUMTOYMINTERVALまたは NUMTODSINTERVAL変換ファ
ンクションを使用して、数値データを期間値へ変換できます。

期間リテラルは、主に分析ファンクションとともに使用します。

INTERVAL YEAR TO MONTH
次の構文を使用して、YEAR TO MONTH期間リテラルを指定します。

interval_year_to_month::=

それぞれの意味は、次のとおりです。

� 'integer [-integer]'には、リテラルの先行フィールドおよびオプションの後続
フィールドの整数値を指定します。先行フィールドが YEARで、後続フィールドが MONTH
の場合、MONTH フィールドの整数値の範囲は 0 ～ 11 です。

� precisionは、先行フィールドの桁数です。先行フィールド精度の有効範囲は 0 ～ 9 で、
デフォルトは 2 です。

先行フィールドの制限事項先行フィールドの制限事項先行フィールドの制限事項先行フィールドの制限事項 : 後続フィールドを指定する場合は、その桁数を先行フィールドの
桁数より少なく設定する必要があります。たとえば、INTERVAL '0-1' MONTH TO YEARは無効
です。

次の INTERVAL YEAR TO MONTHリテラルは、interval が 123 年 2 か月であることを示していま
す。

INTERVAL '123-2' YEAR(3) TO MONTH

参照参照参照参照 : 5-10 ページの「分析ファンクション」、5-113 ページの
「NUMTODSINTERVAL」、5-114 ページの「NUMTOYMINTERVAL」およ
び『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してくださ
い。

INTERVAL ’ integer
– integer

’

YEAR

MONTH

( precision )
TO

YEAR

MONTH
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このリテラルの他の書式の例を次に示します。省略バージョンも含みます。

ある INTERVAL YEAR TO MONTHリテラルを別のリテラルに加算または減算して、新しい
INTERVAL YEAR TO MONTHリテラルを作成できます。次に例を示します。

INTERVAL '5-3' YEAR TO MONTH + INTERVAL'20' MONTH = 
INTERVAL '6-11' YEAR TO MONTH

INTERVAL DAY TO SECOND
次の構文を使用して、DAY TO SECOND期間リテラルを指定します。

interval_day_to_second::=

期間リテラルの書式期間リテラルの書式期間リテラルの書式期間リテラルの書式 説明説明説明説明

INTERVAL  '123-2' YEAR(3) TO 
MONTH

123 年 2 か月の interval を示します。先行フィールド精

度がデフォルトの 2 桁より大きい場合、その精度を指

定してください。

INTERVAL '123' YEAR（3） 123 年 0 か月の interval を示します。

INTERVAL '300' MONTH（3） 300 か月の interval を示します。

INTERVAL '4' YEAR INTERVAL '4-0' YEAR TO MONTHへマップし、4 年

を示します。

INTERVAL '50' MONTH INTERVAL '4-2' YEAR TO MONTHへマップし、50
か月（4 年 2 か月）を示します。

INTERVAL '123' YEAR デフォルト精度は 2 ですが、123 が 3 桁のため、エラー

を戻します。

INTERVAL ’

integer

integer time_expr

time_expr

’

DAY

HOUR

MINUTE

( leading_precision )

SECOND
( leading_precision

, fractional_seconds_precision
)

TO

DAY

HOUR

MINUTE

SECOND
( fractional_seconds_precision )
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それぞれの意味は、次のとおりです。

� integerは日数を指定します。ここで指定した値の桁数が先行精度で指定した桁数より大
きい場合、Oracle はエラーを戻します。

� time_exprには、HH[:MI[:SS[.n]]]、MI[:SS[.n]]または SS[.n]書式で時間を指
定します（ここで、nは秒の小数部を指定します）。nの桁数が、
fractional_seconds_precisionで指定した数より多い場合、nは
fractional_seconds_precision値で指定した数に丸められます。先行フィールドが
DAYの場合にのみ、1 桁の整数および 1 つの空白の後に time_exprを指定できます。

� leading_precisionは、先行フィールドの桁数です。有効範囲は 0 ～ 9 です。デフォル
トは 2 です。

� fractional_seconds_precisionは、SECOND日時フィールドの小数部の桁数です。
有効範囲は 1 ～ 9 です。デフォルトは 6 です。

先行フィールドの制限事項先行フィールドの制限事項先行フィールドの制限事項先行フィールドの制限事項 : 後続フィールドを指定する場合は、その桁数を先行フィールドの
桁数より少なく設定する必要があります。たとえば、INTERVAL MINUTE TO DAYは無効です。
このため、SECONDが先行フィールドの場合、期間リテラルは後続フィールドを持つことがで
きません。

後続フィールドの有効範囲は次のとおりです。

� HOUR: 0 ～ 23

� MINUTE: 0 ～ 59

� SECOND: 0 ～ 59.999999999

様々な INTERVAL DAY TO SECONDリテラルの書式の例を次に示します。省略バージョンも含み
ます。

期間リテラルの書式期間リテラルの書式期間リテラルの書式期間リテラルの書式 説明説明説明説明

INTERVAL  '4 5:12:10.222'  DAY TO 
SECOND(3)

4 日 5 時間 12 分 10.222 秒を示します。

INTERVAL '4 5:12' DAY TO MINUTE 4 日 5 時間 12 分を示します。

INTERVAL '400 5' DAY(3) TO HOUR 400 日 5 時間を示します。

INTERVAL '400' DAY(3) 400 日を示します。

INTERVAL '11:12:10.2222222' HOUR TO 
SECOND(7)

11 時間 12 分 10.2222222 秒を示します。

INTERVAL '11:20' HOUR TO MINUTE 11 時間 20 分を示します。

INTERVAL '10' HOUR 10 時間を示します。

INTERVAL '10:22' MINUTE TO SECOND 10 分 22 秒を示します。

INTERVAL '10' MINUTE 10 分を示します。

INTERVAL '4' DAY 4 日を示します。

INTERVAL '25' HOUR 25 時間を示します。

INTERVAL '40' MINUTE 40 分を示します。

INTERVAL '120' HOUR(3) 120 時間を示します。

INTERVAL '30.12345' SECOND(2,4) 30.1235 秒を示します。精度は 4 のため、秒の小

数部 '12345' は '1235' に丸められます。
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DAY TO SECOND期間リテラルを別の DAY TO SECOND期間リテラルに加算または減算できます。
次に例を示します。

INTERVAL'20' DAY - INTERVAL'240' HOUR = INTERVAL'10-0' DAY TO SECOND

書式モデル書式モデル書式モデル書式モデル
書式モデル書式モデル書式モデル書式モデルは、文字列に格納される日時データや数値データの書式を記述する文字リテラルで
す。書式モデルによってデータベース内に格納された値の内部表現は変更されません。文字列
を日付または数値に変換する場合、書式モデルによって、Oracle Database による文字列の変換
方法が決まります。SQL 文では、書式モデルを TO_CHARファンクションや TO_DATEファンク
ションの引数として使用して、次の書式を指定できます。

� Oracle がデータベースから値を戻す場合に使用する書式

� Oracle がデータベースに格納するために指定した値の書式

次に例を示します。

� '17:45:29' の日時書式モデルは、'HH24:MI:SS' です。

� '11-Nov-1999' の日時書式モデルは、'DD-Mon-YYYY' です。

� '$2,304.25' の数値書式モデルは、'$9,999.99' です。

日時および数値書式モデルの要素のリストは、2-55 ページの表 2-13「数値書式要素」および
2-58 ページの表 2-15「日時書式要素」を参照してください。

いくつかの書式の値は、初期化パラメータの値によって決まります。これらの書式要素によっ
て戻される文字は、初期化パラメータ NLS_TERRITORYを使用して暗黙的に指定することもで
きます。デフォルト日付書式をセッションごとに変更するには、ALTER SESSION文を使用し
ます。

この項の後半では、次の書式モデルの使用方法について説明します。

� 数値書式モデル

� 日時書式モデル

� 書式モデルの修飾子

数値書式モデル数値書式モデル数値書式モデル数値書式モデル
次のファンクションで数値書式モデルを使用できます。

� NUMBER、BINARY_FLOATまたは BINARY_DOUBLEデータ型の値を VARCHAR2データ型の
値に変換する TO_CHARファンクション

� CHARデータ型または VARCHAR2データ型の値を NUMBERデータ型の値に変換する
TO_NUMBERファンクション

� CHARおよび VARCHAR2式を BINARY_FLOATまたは BINARY_DOUBLEの値に変換する
TO_BINARY_FLOATファンクションおよび TO_BINARY_DOUBLEファンクション

参照参照参照参照 :

� これらのパラメータの値の変更については、11-41 ページの「ALTER 
SESSION」を参照してください。書式モデルの使用例は、2-64 ページ
の「書式モデルの例」を参照してください。

� 5-200 ページの「TO_CHAR（日時）」、5-201 ページの「TO_CHAR
（数値）」および 5-203 ページの「TO_DATE」を参照してください。

� これらのパラメータの詳細は、『Oracle Database リファレンス』およ
び『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を
参照してください。
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すべての数値書式モデルでは、数値が指定された有効桁数に丸められます。小数点左の有効桁
数が書式で指定された桁数より多い場合、シャープ記号（#）が値のかわりに戻されます。
通常、このイベントは、TO_CHARファンクションを制限的な数値書式文字列で使用して、丸め
処理が行われた場合に発生します。

� 正の NUMBERの値が非常に大きく、指定の書式で表せない場合、無限大記号（~）が値のか
わりに戻されます。同様に、負の NUMBERの値が非常に小さく、指定の書式で表せない場
合、負の無限大記号（-~）が戻されます。

� BINARY_FLOATまたは BINARY_DOUBLEの値が CHARまたは NCHARに変換される場合、
無限大または NaN（非数値）のいずれかが入力されると、Oracle は常に値のかわりに
シャープ記号を戻します。ただし、書式モデルを省略すると、Oracle は Infまたは Nan
を文字列として戻します。

数値書式要素数値書式要素数値書式要素数値書式要素 
数値書式モデルは、1 つ以上の数値書式要素で構成されます。次の表に、数値書式モデルの要
素とその例を示します。

数値書式モデルに書式要素 MI、Sまたは PRが指定されないかぎり、負の戻り値の先頭には自
動的に負の符号が付けられ、正の戻り値の先頭には空白が付けられます。

表表表表 2-13 数値書式要素数値書式要素数値書式要素数値書式要素

要素要素要素要素 例例例例 説明説明説明説明

,（カンマ） 9,999 指定した位置にカンマを戻します。1 つの数値書式モデルに複数のカンマを指定できま

す。

制限事項制限事項制限事項制限事項 : 

� 数値書式モデルは、カンマ要素で始めることはできません。

� 数値書式モデルでは、カンマを小数点文字やピリオドの右側に指定できません。

. （ピリオド） 99.99 指定した位置に小数点（ピリオド（.））を戻します。

制限事項制限事項制限事項制限事項 : 1 つの数値書式モデルには 1 つのピリオドのみ指定できます。

$ $9999 値の前にドル記号を付けて戻します。

0 0999

9990

先行 0（ゼロ）を戻します。

後続 0（ゼロ）を戻します。

9 9999 正の値の場合は先頭に空白を埋め込み、負の値の場合は先頭に負の符号を埋め込んで、
指定の桁数にしてから値を戻します。固定小数点数の整数部分の場合、先行 0（ゼロ）

に対して空白を戻します。ただし、値 0（ゼロ）に対しては 0（ゼロ）を戻します。

B B9999 整数部が 0（ゼロ）の場合、書式モデル内の 0（ゼロ）にかかわらず、固定小数点数の整

数部に対して空白を戻します。

C C999 指定した位置に ISO 通貨記号（NLS_ISO_CURRENCYパラメータの現在の値）を戻しま

す。

D 99D99 指定した位置に小数点文字（NLS_NUMERIC_CHARACTERパラメータの現在の値）を戻

します。デフォルトはピリオド（.）です。

制限事項制限事項制限事項制限事項 : 1 つの数値書式モデルには 1 つの小数点文字のみ指定できます。

EEEE 9.9EEEE 科学表記法で値を戻します。

G 9G999 指定した位置に桁区切り（NLS_NUMERIC_CHARACTERパラメータの現在の値）を戻し

ます。1 つの数値書式モデルに複数の桁区切りを指定できます。

制限事項制限事項制限事項制限事項 : 数値書式モデルにおいて、桁区切りは小数点文字やピリオドの右側に指定で

きません。
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L L999 指定した位置にローカル通貨記号（NLS_CURRENCYパラメータの現在の値）を戻しま

す。

MI 9999MI 負の値の後に負の符号（-）を戻します。

正の値の後に空白を戻します。

制限事項制限事項制限事項制限事項 : 書式要素 MI は、数値書式モデルの 後の位置にのみ指定できます。

PR 9999PR 山カッコ <> の中に負の値を戻します。

正の値の前後に空白を付けて戻します。

制限事項制限事項制限事項制限事項 : 書式要素 PR は、数値書式モデルの 後の位置にのみ指定できます。

RN

rn

RN

rn

大文字のローマ数字で値を戻します。

小文字のローマ数字で値を戻します。

値は 1 ～ 3999 の整数となります。

S S9999

9999S

負の値の前に負の符号（-）を戻します。

正の値の前に正の符号（+）を戻します。

負の値の後に負の符号（-）を戻します。

正の値の後に正の符号（+）を戻します。

制限事項制限事項制限事項制限事項 : 書式要素 S は、数値書式モデルの 初または 後の位置にのみ指定できます。

TM TM テキストの 小値です。できるだけ少ない文字数を 10 進数で戻します。この要素は、大

文字と小文字を区別しません。

デフォルトは TM9 です。デフォルトでは、戻り値が 64 文字を超えないかぎり、固定表

記法で文字数を戻します。戻り値が 64 文字を超える場合、Oracle Database は自動的に

科学表記法で文字数を戻します。

制限事項制限事項制限事項制限事項 : 

� この要素の前に他の要素を指定することはできません。

� この要素の後には、1 つの 9、E または e のみを指定できます。ただし、これらを組

み合せて指定することはできません。次の文は、エラーを戻します。

SELECT TO_CHAR(1234, 'TM9e') FROM DUAL; 

U U9999 指定した位置にユーロ（または他の）第 2 通貨記号（NLS_DUAL_CURRENCYパラメータ

の現在の値によって決定される）を戻します。

V 999V99 値を 10 の n 乗にして戻します（必要に応じて数値を丸めます）。ここで、nは Vの後の

9 の数です。

X XXXX

xxxx

指定の桁数の 16 進数値を戻します。指定した値が整数でない場合、Oracle Database は

その値を整数に丸めます。

制限事項制限事項制限事項制限事項 : 

� この要素は、正の値または 0（ゼロ）のみを受け入れます。負の値の場合、エラー

を戻します。

� この要素の前には、0（先行 0（ゼロ）を戻す）または FM のみを指定できます。そ

の他の要素の場合、エラーを戻します。0（ゼロ）または FM を X と同時に指定し

ないと、戻り値の前に常に空白が 1 つ追加されます。

表表表表 2-13 数値書式要素数値書式要素数値書式要素数値書式要素（続き）（続き）（続き）（続き）

要素要素要素要素 例例例例 説明説明説明説明
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表 2-14 に、異なる numberと 'fmt'に対して次の問合せを行った場合の結果を示します。

SELECT TO_CHAR(number, 'fmt')
   FROM DUAL;

日時書式モデル日時書式モデル日時書式モデル日時書式モデル
次のファンクションで日時書式モデルを使用できます。

� デフォルト書式以外の書式の文字値を日時値に変換する TO_*日時ファンクション（TO* 日
時ファンクションは、TO_DATE、TO_TIMESTAMPおよび TO_TIMESTAMP_TZです。）

� デフォルト書式以外の書式の日時値を文字値に変換する（たとえば、アプリケーションか
ら日付を出力する）TO_CHARファンクション

日時書式モデルの合計長は 大 22 文字です。

デフォルト日時書式は、NLS セッション・パラメータ NLS_DATE_FORMAT、
NLS_TIMESTAMP_FORMATおよび NLS_TIMESTAMP_TZ_FORMATで明示的に指定することも、
NLS セッション・パラメータ NLS_TERRITORYで暗黙的に指定することもできます。デフォル
ト日時書式をセッションごとに変更するには、ALTER SESSION文を使用します。

表表表表 2-14 数値変換の結果数値変換の結果数値変換の結果数値変換の結果

number 'fmt' 結果結果結果結果

-1234567890 9999999999S '1234567890-'

          0 99.99 '   .00'

         +0.1 99.99 '   .10'

         -0.2 99.99 '  -.20'

          0 90.99 '  0.00'

         +0.1 90.99 '  0.10'

         -0.2 90.99 ' -0.20'

          0 9999 '    0'

          1 9999 '    1'

          0 B9999 '     '

          1 B9999 '    1'

          0 B90.99 '     '

       +123.456 999.999 ' 123.456'

       -123.456 999.999 '-123.456'

       +123.456 FM999.009 '123.456'

       +123.456 9.9EEEE ' 1.2E+02'

         +1E+123 9.9EEEE ' 1.0E+123'

       +123.456 FM9.9EEEE ' 1.2E+02'

       +123.45 FM999.009 '123.45'

       +123.0 FM999.009 '123.00'

       +123.45 L999.99 '          $123.45'

       +123.45 FML999.99 '$123.45'

+1234567890 9999999999S '1234567890+'
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日時書式要素日時書式要素日時書式要素日時書式要素 
日時書式モデルは、2-58 ページの表 2-15「日時書式要素」に示す、1 つ以上の日時書式要素で
構成されます。

� 入力書式モデルの場合、同じ書式項目は 2 回指定できません。また、類似した情報を表す
書式項目を組み合せることもできません。たとえば、'SYYYY' と 'BC' を同一の書式文字列
内で使用することはできません。

� 2 番目の列は、書式要素が TO_*日付ファンクションで使用可能かどうかを示します。
TO_CHARでは、すべての書式要素が使用できます。

� 日時書式要素 FF、TZD、TZH、TZMおよび TZRは、タイムスタンプおよび期間書式モデル
では使用できますが、元の DATE書式モデルでは使用できません。

� 多くの場合、日時書式要素は一定の長さになるまで空白または先行 0（ゼロ）が埋め込まれ
ます。詳細は、2-63 ページの「FM」を参照してください。

日付書式要素における大文字日付書式要素における大文字日付書式要素における大文字日付書式要素における大文字   戻される日付値では、その大文字と小文字は対応する書式要素
の表記に従います。たとえば、日付書式モデル「DAY」は「MONDAY」、「Day」は

「Monday」、「day」は「monday」を生成します。

日時書式モデルにおける句読点と文字リテラル日時書式モデルにおける句読点と文字リテラル日時書式モデルにおける句読点と文字リテラル日時書式モデルにおける句読点と文字リテラル   日付書式モデルでは、次の文字を指定できま
す。

� ハイフン、スラッシュ、カンマ、ピリオド、コロンなどの句読点

� 文字リテラル（二重引用符で囲みます）

これらの文字は、戻り値の中で書式モデルに指定された位置と同じ位置に現れます。

参照参照参照参照 : NLS パラメータの詳細は、11-41 ページの「ALTER SESSION」お
よび『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参
照してください。

表表表表 2-15 日時書式要素日時書式要素日時書式要素日時書式要素

要素要素要素要素

TO_* 日時ファン日時ファン日時ファン日時ファン
クションで指定クションで指定クションで指定クションで指定
できるかできるかできるかできるか 説明説明説明説明

-
/
,
.
;
:
"text"

はい 結果に取り込まれる句読点とテキスト。

AD
A.D.

はい ピリオド付き / なしで西暦を示します。

AM
A.M.

はい ピリオド付き / なしで午前を示します。

BC
B.C.

はい ピリオド付き / なしで紀元前を示します。

CC
SCC

世紀。

� 4 桁で表した年の下 2 桁が 01 ～ 99（01 および 99 を含む）の場合、世紀はその年の

上 2 桁より 1 つ大きくなります。

� 4 桁で表した年の下 2 桁が 00 の場合、世紀はその年の上 2 桁と同一になります。

たとえば、2002 は 21 を戻し、2000 は 20 を戻します。
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D はい 曜日（1 ～ 7）。

DAY はい 曜日。

DD はい 月における日（1 ～ 31）。

DDD はい 年における日（1 ～ 366）。

DL はい Oracle Database の DATE書式の拡張である長い日付書式の値（NLS_DATE_FORMATパ

ラメータの現在の値によって決定される）を戻します。日付コンポーネント（曜日、
月番号など）は、NLS_TERRITORYおよび NLS_LANGUAGEパラメータに応じて表示

されます。たとえば、AMERICAN_AMERICAロケールでは、これは書式 'fmDay, 
Month dd, yyyy'を指定することと同じです。GERMAN_GERMANYロケールでは、書

式 'fmDay, dd. Month yyyy' を指定することと同じです。

制限事項制限事項制限事項制限事項 : この書式は TS要素とのみ指定できます。その場合は空白で区切ります。

DS はい 短い日付書式の値を戻します。日付コンポーネント（曜日、月番号など）は、
NLS_TERRITORYおよび NLS_LANGUAGEパラメータに応じて表示されます。たとえ

ば、AMERICAN_AMERICAロケールでは、これは書式 'MM/DD/RRRR' を指定すること

と同じです。ENGLISH_UNITED_KINGDOMロケールでは、書式 'DD/MM/RRRR' を指定

することと同じです。

制限事項制限事項制限事項制限事項 : この書式は TS要素とのみ指定できます。その場合は空白で区切ります。

DY はい 曜日の省略形。

E はい 時代名の略称（日本、台湾、タイ）。

EE はい 時代名の完全名称（日本、台湾、タイ）。

FF [1..9] はい 小数部。基数は出力されません。基数文字の追加には、X 書式要素を使用します。戻

される日時の値の小数部の桁数を指定するには、FF の後に、1 ～ 9 の数字を使用しま

す。数字を指定しない場合は、日時データ型に指定された精度またはデータ型のデ
フォルトの精度が使用されます。タイムスタンプ書式および期間書式では有効ですが、
DATE書式では有効ではありません。

例例例例 : 'HH:MI:SS.FF'

SELECT TO_CHAR(SYSTIMESTAMP, 'SS.FF3') from dual;

FM はい 前後に空白を付けずに値を戻します。

参照参照参照参照 : この書式モデル修飾子の詳細は、このマニュアルを参照してください。

FX はい 文字データと書式モデルが完全に一致する必要があります。

参照参照参照参照 : この書式モデル修飾子の詳細は、『Oracle Database SQL 言語リファレンス』を

参照してください。

HH
HH12

はい 時間（1 ～ 12）。

HH24 はい 時間（0 ～ 23）。

IW ISO 規格に基づく、年における週（1 ～ 52 または 1 ～ 53）。

IYY
IY
I

それぞれ ISO 年の下 3 桁、2 桁、1 桁。

IYYY ISO 規格に基づく 4 桁の年。

J はい ユリウス日。紀元前 4712 年 1 月 1 日から経過した日数。「J」を付けて指定する数値

は、整数にしてください。

表表表表 2-15 日時書式要素日時書式要素日時書式要素日時書式要素（続き）（続き）（続き）（続き）

要素要素要素要素

TO_* 日時ファン日時ファン日時ファン日時ファン
クションで指定クションで指定クションで指定クションで指定
できるかできるかできるかできるか 説明説明説明説明
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MI はい 分（0 ～ 59）。

MM はい 月（01~12、1 月 = 01）。

MON はい 月の名前の省略形。

MONTH はい 月の名前。

PM
P.M.

はい ピリオド付き / なしで午後を示します。

Q 年の四半期（1、2、3、4。1 月～ 3 月 =1）。

RM はい ローマ数字で表した月（I ～ XII。1 月 =I）。

RR はい 2 桁のみを使用して、21 世紀に 20 世紀の日付を格納できます。

参照参照参照参照 : RR日時書式要素の詳細は、『Oracle Database SQL 言語リファレンス』を参照し

てください。

RRRR はい 年を丸めます。4 桁または 2 桁で入力できます。2 桁の場合、RR の場合と同様の結果

が戻ります。年を 4 桁で入力すると、この処理は行われません。

SS はい 秒（0 ～ 59）。

SSSSS はい 午前 0 時から経過した秒（0 ～ 86399）。

TS はい 短い時刻書式の値を戻します。時刻コンポーネント（時、分など）は、
NLS_TERRITORYおよび NLS_LANGUAGE初期化パラメータに応じて表示されます。

制限事項制限事項制限事項制限事項 : この書式は DL要素または DS要素とのみ指定できます。その場合は空白で

区切ります。

TZD はい 夏時間の情報。TZD の値は、夏時間の情報を持つタイムゾーン文字列の省略形です。

TZR で指定した地域と対応している必要があります。タイムスタンプ書式および期間

書式では有効ですが、DATE書式では有効ではありません。

例例例例 : PST（米国 / 太平洋標準時）、PDT（米国 / 太平洋夏時間）

TZH はい タイムゾーンの時間（TZM書式要素を参照）。タイムスタンプ書式および期間書式では

有効ですが、DATE書式では有効ではありません。

例例例例 : 'HH:MI:SS.FFTZH:TZM'

TZM はい タイムゾーンの分（TZH書式要素を参照）。タイムスタンプ書式および期間書式では有

効ですが、DATE書式では有効ではありません。

例例例例 : 'HH:MI:SS.FFTZH:TZM'

TZR はい タイムゾーン地域の情報。値は、データベースでサポートされるタイムゾーン地域で
ある必要があります。タイムスタンプ書式および期間書式では有効ですが、DATE書式

では有効ではありません。

例例例例 : US/Pacific

WW 年における週（1 ～ 53）。第 1 週はその年の 1 月 1 日で始まり、1 月 7 日で終了しま

す。

W 月における週（1 ～ 5）。第 1 週はその月の 1 日で始まり、7 日で終了します。

X はい ローカル基数文字。

例例例例 : 'HH:MI:SSXFF'

Y,YYY はい 指定した位置にカンマを付けた年。

表表表表 2-15 日時書式要素日時書式要素日時書式要素日時書式要素（続き）（続き）（続き）（続き）

要素要素要素要素

TO_* 日時ファン日時ファン日時ファン日時ファン
クションで指定クションで指定クションで指定クションで指定
できるかできるかできるかできるか 説明説明説明説明
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Oracle Database は、一定の柔軟性によって文字列を日付に変換します。たとえば、TO_DATE
ファンクションの使用時、句読点文字を含む書式モデルと、句読点文字がないか、一部を使用
した入力文字列は同じになり、入力文字列の各数値要素に 大許容桁数が含まれます（たとえ
ば、'MM' に 2 桁の '05'、'YYYY' に 4 桁の '2007'）。次の文は、エラーを戻しません。

SELECT TO_CHAR (TO_DATE('0297','MM/YY'), 'MM/YY') FROM DUAL;

TO_CH
-----
02/07
 
次の書式文字列はエラーを戻しませんが、FX（厳密な書式一致）書式修飾子では、式および書
式文字列が完全に一致する必要があります。

SELECT TO_CHAR(TO_DATE('0207', 'fxmm/yy'), 'mm/yy') FROM DUAL;
SELECT TO_CHAR(TO_DATE('0207', 'fxmm/yy'), 'mm/yy') FROM DUAL
                       *
ERROR at line 1:
ORA-01861: literal does not match format string

日時書式要素およびグローバリゼーション・サポート日時書式要素およびグローバリゼーション・サポート日時書式要素およびグローバリゼーション・サポート日時書式要素およびグローバリゼーション・サポート 
いくつかの日時書式要素の機能は、Oracle Database を使用している国および言語に依存しま
す。たとえば、次の日時書式要素は、フルスペルで値が戻されます。

� MONTH

� MON

� DAY

� DY

� BC、AD、B.C. または A.D.

� AM、PM、A.M. または P.M.

これらの値を戻す言語は、初期化パラメータ NLS_DATE_LANGUAGEによって明示的に指定す
ることも、初期化パラメータ NLS_LANGUAGEによって暗黙的に指定することもできます。
日時書式要素 YEARと SYEARによって戻される値は常に英語です。

日時書式要素 Dは、曜日の数（1 ～ 7）を戻します。この数が 1 である曜日は、初期化パラメー
タ NLS_TERRITORYによって暗黙的に指定されます。

YEAR
SYEAR

フルスペルで表した年。Sを指定すると紀元前の日付の先頭に負の符号（-）が付けら

れます。

YYYY
SYYYY

はい 4 桁で表した年。Sを指定すると紀元前の日付の先頭に負の符号（-）が付けられます。

YYY
YY
Y

はい それぞれ年の下 3 桁、2 桁、1 桁。

参照参照参照参照 : 詳細は、2-63 ページの「書式モデルの修飾子」および 2-66 ページ
の「文字列から日付への変換に関する規則」を参照してください。

参照参照参照参照 : グローバリゼーション・サポートの初期化パラメータの詳細は、
『Oracle Database リファレンス』および『Oracle Database グローバリ
ゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

表表表表 2-15 日時書式要素日時書式要素日時書式要素日時書式要素（続き）（続き）（続き）（続き）

要素要素要素要素

TO_* 日時ファン日時ファン日時ファン日時ファン
クションで指定クションで指定クションで指定クションで指定
できるかできるかできるかできるか 説明説明説明説明
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ISO 標準日付書式要素標準日付書式要素標準日付書式要素標準日付書式要素 
Oracle は、ISO 規格に従った日時書式要素 IYYY、IYY、IY、I および IW によって戻される値
を計算します。これらの値と日時書式要素 YYYY、YYY、YY、Y および WW によって戻される
値の相違点については、『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』の「グ
ローバリゼーション・サポート」の章を参照してください。

RR 日時書式要素日時書式要素日時書式要素日時書式要素
RR日時書式要素は、YY日時書式要素に似ていますが、20 世紀以外の日付値を格納する場合の
柔軟性が優れています。RR日時書式要素によって、現在が 21 世紀でも、年の下 2 桁を指定す
るだけで、20 世紀の日付を格納できます。

YY日時書式要素で TO_DATEファンクションを使用した場合、日付値は常に現在の年と同じ上
2 桁で戻されます。そのかわりに RR日時書式要素を使用した場合、年に指定した 2 桁の数と現
在の年の下 2 桁の数によって戻り値の世紀が変化します。

したがって、次のようになります。

� 指定された 2 桁の年が 00 ～ 49 の場合

– 現在の年の下 2 桁が 00 ～ 49 であれば、戻される年は、現在の年と同じ上 2 桁を持ち
ます。

– 現在の年の下 2 桁が 50 ～ 99 であれば、戻される年の上 2 桁は、現在の年の上 2 桁よ
り 1 多くなります。

� 指定された 2 桁の年が 50 ～ 99 の場合

– 現在の年の下 2 桁が 00 ～ 49 であれば、戻される年の上 2 桁は、現在の年の上 2 桁よ
り 1 少なくなります。

– 現在の年の下 2 桁が 50 ～ 99 であれば、戻される年は、現在の年と同じ上 2 桁を持ち
ます。

次に、RR 日時書式要素の特長を具体的に説明します。

RR 日時書式の例日時書式の例日時書式の例日時書式の例  

次の問合せが、1950 年～ 1999 年の間に発行されるとします。

SELECT TO_CHAR(TO_DATE('27-OCT-98', 'DD-MON-RR') ,'YYYY') "Year"
   FROM DUAL;

Year
----
1998

SELECT TO_CHAR(TO_DATE('27-OCT-17', 'DD-MON-RR') ,'YYYY') "Year"
   FROM DUAL; 

Year
----
2017

次の問合せが、2000 年～ 2049 年の間に発行されるとします。

SELECT TO_CHAR(TO_DATE('27-OCT-98', 'DD-MON-RR') ,'YYYY') "Year"
   FROM DUAL; 

Year
----
1998 

SELECT TO_CHAR(TO_DATE('27-OCT-17', 'DD-MON-RR') ,'YYYY') "Year"
   FROM DUAL; 
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Year
----
2017

発行される年（2000 年の前後）にかかわらず、問合せが同じ値を戻していることに注目してく
ださい。RR 日時書式要素によって、年の上 2 桁が異なっても同じ値を戻す SQL 文を記述でき
ます。

日時書式要素の接尾辞日時書式要素の接尾辞日時書式要素の接尾辞日時書式要素の接尾辞 
表 2-16 に、日時書式要素に付加できる接尾辞を示します。

日時書式要素の接尾辞の注意事項日時書式要素の接尾辞の注意事項日時書式要素の接尾辞の注意事項日時書式要素の接尾辞の注意事項 :
� これらの接尾辞を 1 つでも日時書式要素に付加した場合、戻り値は常に英語です。

� 日時の接尾辞は出力書式設定にのみ有効です。データベースに日付を挿入するためには使
用できません。

書式モデルの修飾子書式モデルの修飾子書式モデルの修飾子書式モデルの修飾子
TO_CHARファンクションの書式モデルで修飾子 FMと FXを使用して、空白の埋め方および書
式検査を制御できます。

修飾子は書式モデルに複数指定できます。この場合、後の修飾子は前の修飾子の効果を逆にし
ます。第 1 の修飾子は、それに後続するモデル部分に対して有効になり、第 2 の修飾子が指定
されると、その後のモデル部分で無効になります。第 3 の修飾子が指定されると、その後のモ
デル部分で再び有効になります。以降、同様に続きます。

FM Fill mode（埋込みモード）です。書式要素が固定幅になるまで後続空白文字と先行 0（ゼ
ロ）が埋め込まれます。幅は、関連する書式モデルの 大要素の表示幅と等しくなります。

� 数値要素には、その要素に指定できる 大値の幅まで先行 0（ゼロ）が埋め込まれます。た
とえば、YYYY要素は 4 桁（9999 の長さ）まで、HH24は 2 桁（23 の長さ）まで、DDDは 3
桁（366 の長さ）まで埋め込まれます。

� 文字要素 MONTH、MON、DAYおよび DYには、NLS_DATE_LANGUAGEパラメータおよび
NLS_CALENDARパラメータの値によって指定される有効な名前の中で、それぞれ 長のフ
ルスペルの月名、 長の省略形の月名、 長のフルスペルの曜日または 長の省略形の曜
日の幅まで、後続空白が埋め込まれます。たとえば、NLS_DATE_LANGUAGEが AMERICAN
で NLS_CALENDARが GREGORIAN（デフォルト）の場合、MONTHの 大要素は
SEPTEMBERであるため、MONTH書式要素のすべての値は表示文字が 9 文字になるまで埋
め込まれます。NLS_DATE_LANGUAGEパラメータおよび NLS_CALENDARパラメータの値
は、TO_CHARおよび TO_*日時ファンクションの 3 番目の引数で指定されるか、または現
行セッションの NLS 環境から取得されます。

� 文字要素 RM には、長さ 4（viii の長さ）まで後続空白が埋め込まれます。

� その他の文字要素とフルスペルで表した数（SP、SPTHおよび THSP接尾辞）には埋め込ま
れません。

FM修飾子を使用すると、TO_CHARファンクションの戻り値で前述の埋込みは行われなくなり
ます。

表表表表 2-16 日付書式要素の接尾辞日付書式要素の接尾辞日付書式要素の接尾辞日付書式要素の接尾辞

接尾辞接尾辞接尾辞接尾辞 意味意味意味意味 要素の例要素の例要素の例要素の例 値の例値の例値の例値の例

TH 序数 DDTH 4TH

SP フルスペルで表した数 DDSP FOUR

SPTH または
THSP

フルスペルで表した序数 DDSPTH FOURTH
Oracle SQL の基本要素 2-63



書式モデル
FX  Format exact（厳密な書式一致）です。この修飾子は、TO_DATEファンクションの文字
引数と日時書式モデルに対して、厳密な一致を指定します。

� 文字引数における句読点と引用符で囲まれたテキストは、書式モデルの対応する部分と
（大／小文字の違いを除いて）厳密に一致する必要があります。

� 文字引数には余分な空白を含めることはできません。FXを指定していない場合、Oracle は
余分な空白を無視します。

� 文字引数における数値データの桁数は、書式モデルの対応する要素と同じ桁数である必要
があります。FXを指定していない場合、文字引数における数値によっては先行 0（ゼロ）
が省略されます。

FXが使用可能になっているとき、FM修飾子を指定して、この先行 0（ゼロ）のチェックを
使用禁止にできます。

文字引数の位置がこれらの条件に違反する場合、Oracle はエラー・メッセージを戻します。

書式モデルの例書式モデルの例書式モデルの例書式モデルの例
次の文は、日付書式モデルを使用して文字式を戻します。

SELECT TO_CHAR(SYSDATE, 'fmDDTH')||' of '||TO_CHAR
   (SYSDATE, 'fmMonth')||', '||TO_CHAR(SYSDATE, 'YYYY') "Ides" 
    FROM DUAL; 

Ides 
------------------ 
3RD of April, 1998

この文は FM修飾子も使用していることに注目してください。FMを指定しないと、月は、次の
ように空白を埋め込んで 9 文字にして戻されます。

SELECT TO_CHAR(SYSDATE, 'DDTH')||' of '||
   TO_CHAR(SYSDATE, 'Month')||', '||
   TO_CHAR(SYSDATE, 'YYYY') "Ides"
   FROM DUAL; 

Ides 
----------------------- 
03RD of April    , 1998 

次の文は、2 つの連続した一重引用符を含む日付書式モデルを使用することによって、戻り値
に一重引用符を含めます。

SELECT TO_CHAR(SYSDATE, 'fmDay')||'''s Special' "Menu"
   FROM DUAL; 

Menu 
----------------- 
Tuesday's Special 

書式モデル内の文字リテラルにおいても、同じ目的で一重引用符を 2 つ連続して使用できます。

表 2-17 に、char値と 'fmt' の様々な組合せに対し、次の文が FXを使用した一致条件を満たし
ているかどうかを示します（tableという名前の表には DATEデータ型の列 date_columnが
あります）。

UPDATE table 
  SET date_column = TO_DATE(char, 'fmt');
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戻り値の書式例戻り値の書式例戻り値の書式例戻り値の書式例 書式モデルを使用して、データベースから値を戻す場合に Oracle が使用する
書式を指定できます。

次の文は、部門 80 の従業員の給与を選択し、TO_CHARファンクションを使用して、その給与
を数値書式モデル '$99,990.99' で指定した書式の文字値に変換します。

SELECT last_name employee, TO_CHAR(salary, '$99,990.99')
   FROM employees
   WHERE department_id = 80;

Oracle はこの書式モデルによって、ドル記号を先頭に付け、3 桁ごとにカンマで区切り、小数
点以下 2 桁を持つ給与を戻します。

次の文は、部門 20 の各従業員の入社した日付を選択し、TO_CHARファンクションを使用して、
その日付を日付書式モデル 'fmMonth DD, YYYY' で指定した書式の文字列に変換します。

SELECT last_name employee, 
    TO_CHAR(hire_date,'fmMonth DD, YYYY') hiredate
    FROM employees
    WHERE department_id = 20;

Oracle はこの書式モデルによって、2 桁の日、世紀も含めた 4 桁の年で示された入社日付（fm
で指定）を空白で埋めないで戻します。

正しい書式モデルの付与例正しい書式モデルの付与例正しい書式モデルの付与例正しい書式モデルの付与例 列の値を挿入または更新する場合、指定する値のデータ型は列の
データ型と一致している必要があります。書式モデルを使用して、あるデータ型の値を列が必
要とする別のデータ型の値に変換する書式を指定できます。

たとえば、DATE列に挿入する値は、DATEデータ型の値か、またはデフォルト日付書式の文字
列値である必要があります（Oracle は、暗黙的にデフォルト日付書式の文字列を DATEデータ
型に変換します）。値が別の書式で与えられる場合、TO_DATEファンクションを使用して値を
DATEデータ型に変換する必要があります。また、文字列の書式を指定する場合にも、書式モデ
ルを使用する必要があります。

次の文は、TO_DATEファンクションを使用して Hunoldの入社日を更新します。文字列 '1998 
05 20' を DATE値に変換するために、書式マスク 'YYYY MM DD' を指定します。

UPDATE employees 
  SET hire_date = TO_DATE('1998 05 20','YYYY MM DD') 
  WHERE last_name = 'Hunold'; 

表表表表 2-17 FX 書式モデル修飾子による文字データと書式モデルの一致書式モデル修飾子による文字データと書式モデルの一致書式モデル修飾子による文字データと書式モデルの一致書式モデル修飾子による文字データと書式モデルの一致

char 'fmt' 一致とエラー一致とエラー一致とエラー一致とエラー

'15/JAN/1998' 'DD-MON-YYYY' 一致

' 15! JAN % /1998' 'DD-MON-YYYY' エラー

'15/JAN/1998' 'FXDD-MON-YYYY' エラー

'15-JAN-1998' 'FXDD-MON-YYYY' 一致

'1-JAN-1998' 'FXDD-MON-YYYY' エラー

'01-JAN-1998' 'FXDD-MON-YYYY' 一致

'1-JAN-1998' 'FXFMDD-MON-YYYY' 一致

参照参照参照参照 : fm書式要素の説明については、2-63 ページの「書式モデルの修飾
子」を参照してください。
Oracle SQL の基本要素 2-65



書式モデル
文字列から日付への変換に関する規則文字列から日付への変換に関する規則文字列から日付への変換に関する規則文字列から日付への変換に関する規則 
次の追加の書式化規則は、文字列値を日付値に変換する場合に適用されます（ただし、書式モ
デルで修飾子 FMと FXを使用して書式検査を制御した場合は適用できません）。

� 先行 0（ゼロ）を含む数値書式要素の桁がすべて指定されている場合は、日付文字列から書
式文字列に含まれる句読点を省略できます。たとえば、MM、DD、YY などの 2 桁の書式
要素については、2 のかわりに 02 を指定した場合です。

� 日付文字列から、書式文字列の 後にある時刻フィールドを省略できます。

� 日時書式要素と日付文字列内の対応する文字の一致に失敗した場合、表 2-18 に示すとおり、
元の書式要素のかわりに、別の書式要素の適用が試みられます。

XML 書式モデル書式モデル書式モデル書式モデル 
SYS_XMLGENファンクションは、XML 文書を含む XMLType型のインスタンスを戻します。
Oracle では、SYS_XMLGENファンクションの結果をフォーマットする XMLFormatオブジェク
トを提供します。

表 2-19 に、XMLFormatオブジェクトの属性を示します。表に示すように、ファンクションは
この型を実装します。

表表表表 2-18 Oracle の書式一致の書式一致の書式一致の書式一致

元の書式要素元の書式要素元の書式要素元の書式要素 元の書式要素のかわりに試行する書式要素元の書式要素のかわりに試行する書式要素元の書式要素のかわりに試行する書式要素元の書式要素のかわりに試行する書式要素

'MM' 'MON'および 'MONTH'

'MON 'MONTH'

'MONTH' 'MON'

'YY' 'YYYY'

'RR' 'RRRR'

参照参照参照参照 :

� SYS_XMLGENファンクションの詳細は、5-193 ページの
「SYS_XMLGEN」を参照してください。

� XMLFormatオブジェクトの実装およびその使用の詳細は、『Oracle 
XML Developer's Kit プログラマーズ・ガイド』を参照してください。

表表表表 2-19 XMLFormat オブジェクトの属性オブジェクトの属性オブジェクトの属性オブジェクトの属性

属性属性属性属性 データ型データ型データ型データ型 用途用途用途用途

enclTag VARCHAR2(100) SYS_XMLGENファンクションの結果の囲みタグ名です。ファンクション

への入力が列名である場合、デフォルトはその列名です。それ以外の場
合、デフォルトは ROWです。schemaTypeを USE_GIVEN_SCHEMAに設

定すると、この属性によって XML Schema の要素名を指定することもで

きます。

schemaType VARCHAR2(100) 出力された文書のスキーマ生成の型です。有効な値は、'NO_SCHEMA' およ

び 'USE_GIVEN_SCHEMA' です。デフォルトは、'NO_SCHEMA' です。

schemaName VARCHAR2(4000) schemaTypeの値が 'USE_GIVEN_SCHEMA' のときに、Oracle が使用する

ターゲット・スキーマの名前です。schemaNameを指定すると、囲みタ

グが要素名として使用されます。

targetNameSpace VARCHAR2(4000) スキーマが指定されている場合（つまり、schemaTypeが

GEN_SCHEMA_*または USE_GIVEN_SCHEMAの場合）のターゲット・

ネームスペースです。
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XMLFormatオブジェクトを実装するファンクションは、次のとおりです。

STATIC FUNCTION createFormat(
     enclTag IN varchar2 := 'ROWSET',
     schemaType IN varchar2 := 'NO_SCHEMA',
     schemaName IN varchar2 := null,
     targetNameSpace IN varchar2 := null,
     dburlPrefix IN varchar2 := null, 
     processingIns IN varchar2 := null) RETURN XMLGenFormatType
       deterministic parallel_enable,
  MEMBER PROCEDURE genSchema (spec IN varchar2),
  MEMBER PROCEDURE setSchemaName(schemaName IN varchar2),
  MEMBER PROCEDURE setTargetNameSpace(targetNameSpace IN varchar2),
  MEMBER PROCEDURE setEnclosingElementName(enclTag IN varchar2), 
  MEMBER PROCEDURE setDbUrlPrefix(prefix IN varchar2),
  MEMBER PROCEDURE setProcessingIns(pi IN varchar2),
  CONSTRUCTOR FUNCTION XMLGenFormatType (
     enclTag IN varchar2 := 'ROWSET',
     schemaType IN varchar2 := 'NO_SCHEMA',
     schemaName IN varchar2 := null,
     targetNameSpace IN varchar2 := null,
     dbUrlPrefix IN varchar2 := null, 
     processingIns IN varchar2 := null) RETURN SELF AS RESULT
      deterministic parallel_enable,
  STATIC function createFormat2(
      enclTag in varchar2 := 'ROWSET',
      flags in raw) return sys.xmlgenformattype 
      deterministic parallel_enable
);

NULL 
行のある列の値がない場合、その列は NULL である、または NULL を含むといいます。NOT 
NULL整合性制約または PRIMARY KEY整合性制約によって制限されていない列の場合は、どの
データ型の列でも NULL を含むことができます。実際のデータ値が不定または値に意味がない
場合に、NULL を使用してください。

Oracle Database は、長さが 0（ゼロ）の文字値を NULL として処理します。ただし、NULL は
値 0（ゼロ）と同じではないため、0（ゼロ）の数値を表すために NULL 値を使用しないでくだ
さい。

NULL を含む算術式は、必ず NULL に評価されます。たとえば、NULL に 10 を加算しても結
果は NULL です。実際、オペランドに NULL を指定した場合、（連結演算子を除く）すべての
演算子は NULL を戻します。

dburl VARCHAR2(2000) WITH_SCHEMAが指定されている場合に使用するデータベースの URL で

す。この属性が指定されていない場合、Oracle はその型への URL を相対

URL 参照として宣言します。

processingIns VARCHAR2(4000) ファンクションの出力の 上位に、要素の前に追加されるユーザーの処理
命令です。

注意注意注意注意 : 現在、Oracle Database は、長さが 0（ゼロ）の文字値を NULL と
して処理します。ただし、この処理は Oracle の今後のバージョンでも継
続されるとはかぎらないため、空の文字列を NULL として処理しないこと
をお薦めします。

表表表表 2-19 XMLFormat オブジェクトの属性オブジェクトの属性オブジェクトの属性オブジェクトの属性（続き）（続き）（続き）（続き）

属性属性属性属性 データ型データ型データ型データ型 用途用途用途用途
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SQL ファンクションでのファンクションでのファンクションでのファンクションでの NULL 
ほとんどのスカラー・ファンクションでは、引数として NULL を指定すると NULL が戻されま
す。NVLファンクションを使用した場合、NULL が発生したときに値を戻すことができます。
たとえば、式 NVL(commission_pct,0)は、commission_pctが NULL の場合は 0（ゼロ）
を戻し、commission_pctが NULL でなければその値を戻します。

集計ファンクションによる NULL の処理の詳細は、5-8 ページの「集計ファンクション」を参
照してください。

比較条件での比較条件での比較条件での比較条件での NULL 
NULL を検査するには、比較条件 IS NULLおよび IS NOT NULLのみを使用します。NULL を
他の条件で使用して、その結果が NULL の値に依存する場合、結果は UNKNOWNになります。
NULL はデータの欠落を表すため、任意の値や別の NULL との関係で等号や不等号は成り立ち
ません。ただし、Oracle は DECODEファンクションを評価するときに 2 つの NULL を等しい値
とみなします。構文および追加情報については、5-53 ページの「DECODE」を参照してくださ
い。

コンポジット・キーの場合、2 つの NULL は等しいと判断されます。NULL を含む 2 つのコン
ポジット・キーは、そのキーの NULL 以外のコンポーネントのすべてが等しい場合、同一であ
ると判断されます。

条件での条件での条件での条件での NULL 
UNKNOWNとして評価される条件は、FALSEと評価される場合とほとんど同じ働きをします。
たとえば、UNKNOWNと評価される条件を WHERE句に持つ SELECT文からは、行が戻されませ
ん。ただし、UNKNOWNと評価される条件は FALSE条件とは異なり、UNKNOWN条件をさらに評
価しても UNKNOWNと評価されます。したがって、NOT FALSEは TRUEと評価されますが、
NOT UNKNOWNは UNKNOWNと評価されます。

表 2-20 は、条件に NULL を含む評価の例です。SELECT文の WHERE句で UNKNOWNと評価さ
れる条件が使用された場合、その問合せに対して行は戻されません。

NULL を含む論理条件の結果を示した真理値表は、7-8 ページの表 7-5、7-8 ページの表 7-6、お
よび 7-9 ページの表 7-7 を参照してください。

表表表表 2-20 NULL を含む条件を含む条件を含む条件を含む条件

条件条件条件条件 a の値の値の値の値 評価評価評価評価

a IS NULL 10 FALSE

a IS NOT NULL 10 TRUE

a IS NULL NULL TRUE

a IS NOT NULL NULL FALSE

a = NULL 10 UNKNOWN

a != NULL 10 UNKNOWN

a = NULL NULL UNKNOWN

a != NULL NULL UNKNOWN

a = 10 NULL UNKNOWN

a != 10 NULL UNKNOWN
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コメントコメントコメントコメント 
次の 2 種類のコメントを作成できます。

� SQL 文中のコメントは、SQL 文を実行するアプリケーション・コードの一部として格納さ
れます。

� 個別のスキーマ・オブジェクトまたは非スキーマ・オブジェクトに付けたコメントは、オ
ブジェクト自体のメタデータとともにデータ・ディクショナリに格納されます。

SQL 文中のコメント文中のコメント文中のコメント文中のコメント 
コメントは、アプリケーションを読みやすく、メンテナンスしやすくします。たとえば、文に
はアプリケーションでのその文の目的を記述したコメントを含めることができます。SQL 文中
のコメントは文の実行には影響しませんが、ヒントは例外です。この特殊なコメント形式を使
用する場合の詳細は、2-70 ページの「ヒントの使用方法」を参照してください。

コメントは、文中のキーワード、パラメータまたは句読点の間に入れることができます。次の
いずれかの方法を使用します。

� スラッシュとアスタリスク（/*）を使用してコメントを開始します。コメントのテキスト
を続けます。このテキストは複数行にまたがってもかまいません。アスタリスクとスラッ
シュ（*/）を使用してコメントを終了します。開始文字と終了文字は、空白や改行によっ
てテキストから切り離す必要はありません。

� --（ハイフン 2 個）を使用してコメントを開始します。コメントのテキストを続けます。
このテキストは複数行にまたがることはできません。改行によってコメントを終了します。

SQL の入力に使用するツール製品には、追加の制限事項があるものもあります。たとえば、
SQL*Plus を使用している場合、デフォルトでは複数行のコメント内に空白行を入れることはで
きません。詳細は、データベースのインタフェースとして使用するツール製品のドキュメント
を参照してください。

SQL 文の中に両方のスタイルのコメントが複数あってもかまいません。コメントのテキストに
は、使用しているデータベース・キャラクタ・セットの印字可能文字を含めることができます。

例例例例 次の文には多くのコメントが含まれています。

SELECT last_name, salary + NVL(commission_pct, 0), 
   job_id, e.department_id
/* Select all employees whose compensation is
greater than that of Pataballa.*/
  FROM employees e, departments d
       /*The DEPARTMENTS table is used to get the department name.*/
  WHERE e.department_id = d.department_id
    AND salary + NVL(commission_pct,0) >   /* Subquery:       */
   (SELECT salary + NVL(commission_pct,0)
                 /* total compensation is salar + commission_pct */
      FROM employees 
      WHERE last_name = 'Pataballa');

SELECT last_name,                    -- select the name
    salary + NVL(commission_pct, 0),-- total compensation
    job_id,                         -- job
    e.department_id                 -- and department
  FROM employees e,                 -- of all employees
       departments d
  WHERE e.department_id = d.department_id
    AND salary + NVL(commission_pct, 0) >  -- whose compensation 
                                           -- is greater than
      (SELECT salary + NVL(commission_pct,0)  -- the compensation
    FROM employees 
    WHERE last_name = 'Pataballa')        -- of Pataballa.
;

Oracle SQL の基本要素 2-69



コメント
スキーマ・オブジェクトおよび非スキーマ・オブジェクトに関するコメントスキーマ・オブジェクトおよび非スキーマ・オブジェクトに関するコメントスキーマ・オブジェクトおよび非スキーマ・オブジェクトに関するコメントスキーマ・オブジェクトおよび非スキーマ・オブジェクトに関するコメント 
COMMENTコマンドを使用して、スキーマ・オブジェクト（表、ビュー、マテリアライズド・
ビュー、演算子、索引タイプ、マイニング・モデル）にコメントを付けることができます。
表スキーマ・オブジェクトの一部である列にもコメントを作成できます。スキーマ・オブジェ
クトおよび非スキーマ・オブジェクトに付けたコメントは、データ・ディクショナリに格納さ
れます。このコメントの形式の詳細は、13-41 ページの「COMMENT」を参照してください。

ヒントの使用方法ヒントの使用方法ヒントの使用方法ヒントの使用方法 
Oracle Database のオプティマイザに指示（ヒントヒントヒントヒント）を与えるために、SQL 文中でコメントを使
用できます。オプティマイザは、オプティマイザの動作を阻止する条件が存在しないかぎり、
これらのヒントを使用して文の実行計画を選択します。

文ブロックには、ヒントを含むコメントは 1 つのみ指定できます。このコメントは、SELECT、
UPDATE、INSERT、MERGEまたは DELETEのいずれかのキーワードの後でのみ指定できます。
INSERT文では次の 2 つのヒントのみを使用します。APPENDヒントは常に INSERTキーワー
ドの後で指定し、PARALLELヒントは INSERTキーワードの後で指定できます。

次の構文図は、Oracle が文ブロック内でサポートする両方のスタイルのコメントに含まれるヒ
ントの構文です。ヒント構文は、文ブロックを開始する INSERT、UPDATE、DELETE、SELECT
または MERGEのいずれかのキーワードの直後でのみ指定できます。

hint::=

それぞれの意味は、次のとおりです。

� +（プラス記号）は、コメントをヒントのリストとして、Oracle に解析させます。プラス記
号は、コメント・デリミタの直後に置く必要があります。空白を入れてはいけません。

� hintは、この項で説明するヒントの 1 つです。プラス記号とヒントの間の空白は入れても
入れなくてもかまいません。コメントに複数のヒントが含まれている場合は、1 つ以上の
空白で区切る必要があります。

� stringは、ヒントに含めることができるその他のコメント・テキストです。

--+構文では、コメント全体を単一行で指定する必要があります。

Oracle Database は、次の状況ではヒントを無視し、エラーを戻しません。

� ヒントにスペルの誤りまたは構文エラーがある場合。ただし、データベースは、同一コメ
ント内に正しく指定された他のヒントがある場合はそれを採用します。

� ヒントを含むコメントが、DELETE、INSERT、MERGE、SELECTまたは UPDATEのいずれ
かのキーワードの後で指定していない場合。

注意注意注意注意 : ヒントを使用する場合は注意が必要です。ヒントは、関連する表
の統計情報を収集し、ヒントを使用せずに EXPLAIN PLAN文を使用して
オプティマイザ計画を評価した後で使用してください。今回のリリース以
降では、データベースの条件の変更と問合せのパフォーマンス強化によっ
て、コード内のヒントがパフォーマンスに重大な影響を与えることに注意
してください。

/*+ hint
string

*/

– – + hint
string
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� ヒントの組合せが互いに競合している場合。ただし、データベースは、同一コメント内に
他のヒントがあればそれを採用します。

� データベース環境が、Forms バージョン 3 トリガー、Oracle Forms 4.5、Oracle Reports 2.5
など、PL/SQL バージョン 1 を使用している場合。

多くのヒントは、特定の表や索引に適用することも、ビュー内の表や、索引の一部である列に
よりグローバルに適用することもできます。このようなグローバル・ヒントグローバル・ヒントグローバル・ヒントグローバル・ヒントは、構文要素
tablespecおよび indexspecによって定義します。

tablespec::=

アクセスする表は、文で示されるとおり正確に指定する必要があります。文が表の別名を使用
している場合は、ヒントでも表名を使用せずに別名を使用します。ただし、文でスキーマ名を
指定している場合でも、ヒント内ではスキーマ名を表名に含めないでください。

indexspec::=

ヒントの仕様で tablespecの後に indexspecを指定する場合、表名と索引名をカンマで区
切ることができます。ただし、このカンマは必須ではありません。indexspecを複数指定する
場合もカンマで区切ることができます（必須ではありません）。

ヒントでの問合せブロックの指定ヒントでの問合せブロックの指定ヒントでの問合せブロックの指定ヒントでの問合せブロックの指定 
多くのヒントでオプションの問合せブロック名を指定して、ヒントが適用される問合せブロッ
クを指定できます。この構文によって、インライン・ビューに適用されるヒントを外部問合せ
内で指定できます。

問合せブロックの引数の構文は、@queryblockの形式になります。ここで queryblockは問
合せ内で問合せブロック指定する識別子です。queryblock識別子は、システムで生成される
かまたはユーザーによって指定されます。ヒントが適用される問合せブロック内でヒントを指
定する場合は、@queryblock構文を指定しません。

� システム生成の識別子は、問合せに対する EXPLAIN PLAN文を使用して取得できます。
変換前の問合せブロック名は、NO_QUERY_TRANSFORMATIONヒントを使用している問合
せに対して EXPLAIN PLANを実行することで調べることができます。2-87 ページの

「NO_QUERY_TRANSFORMATION ヒント」を参照してください。

� ユーザー指定の名前は QB_NAMEヒントで指定できます。2-93 ページの「QB_NAME ヒン
ト」を参照してください。

参照参照参照参照 : 次の内容の詳細は、『Oracle Database パフォーマンス・チューニ
ング・ガイド』を参照してください。

� グローバル・ヒントを使用するタイミングとその解析方法

� EXPLAIN PLANを使用して、オプティマイザが問合せを実行する方法
の確認

� ビュー内の表へのヒントの参照

view .
table

index

(
table .

column )
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表 2-21 に、機能のカテゴリに分類したヒントと、各ヒントの構文とセマンティクスの参照先を
示します。表の後には、ヒントをアルファベット順に説明します。

参照参照参照参照 : 次の内容の詳細は、『Oracle Database パフォーマンス・チューニ
ング・ガイド』を参照してください。

�  ヒントを使用した SQL 文の 適化と、tablespecおよび
indexspec構文の使用方法の詳細。

� ヒントでの問合せブロックの指定。

� ヒントのカテゴリ分類の説明と、それを使用するタイミング。

表表表表 2-21 機能のカテゴリに分類したヒント機能のカテゴリに分類したヒント機能のカテゴリに分類したヒント機能のカテゴリに分類したヒント

ヒントヒントヒントヒント 構文とセマンティクスの参照先構文とセマンティクスの参照先構文とセマンティクスの参照先構文とセマンティクスの参照先

適化目標と方法適化目標と方法適化目標と方法適化目標と方法 ALL_ROWS ヒント（2-74 ページ）

FIRST_ROWS ヒント（2-77 ページ）

アクセス・パスのヒントアクセス・パスのヒントアクセス・パスのヒントアクセス・パスのヒント CLUSTER ヒント（2-75 ページ）

-- FULL ヒント（2-77 ページ）

-- HASH ヒント（2-77 ページ）

-- INDEX ヒント（2-78 ページ）

NO_INDEX ヒント（2-84 ページ）

-- INDEX_ASC ヒント（2-78 ページ）

INDEX_DESC ヒント（2-79 ページ）

-- INDEX_COMBINE ヒント（2-79 ページ）

-- INDEX_JOIN ヒント（2-80 ページ）

-- INDEX_FFS ヒント（2-79 ページ）

-- INDEX_SS ヒント（2-80 ページ）

-- INDEX_SS_ASC ヒント（2-80 ページ）

-- INDEX_SS_DESC ヒント（2-81 ページ）

-- NATIVE_FULL_OUTER_JOIN（2-82 ページ）

NO_NATIVE_FULL_OUTER_JOIN（2-85 ページ）

-- NO_INDEX_FFS ヒント（2-84 ページ）

-- NO_INDEX_SS ヒント（2-85 ページ）

結合順序のヒント結合順序のヒント結合順序のヒント結合順序のヒント ORDERED ヒント（2-90 ページ）

-- LEADING ヒント（2-81 ページ）

結合操作のヒント結合操作のヒント結合操作のヒント結合操作のヒント USE_HASH ヒント（2-96 ページ）

NO_USE_HASH ヒント（2-88 ページ）

-- USE_MERGE ヒント（2-96 ページ）

NO_USE_MERGE ヒント（2-88 ページ）

-- USE_NL ヒント（2-96 ページ）

USE_NL_WITH_INDEX ヒント（2-97 ページ）

NO_USE_NL ヒント（2-89 ページ）
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パラレル実行のヒントパラレル実行のヒントパラレル実行のヒントパラレル実行のヒント PARALLEL ヒント（2-90 ページ）

NO_PARALLEL ヒント（2-86 ページ）

-- PARALLEL_INDEX ヒント（2-91 ページ）

NO_PARALLEL_INDEX ヒント（2-86 ページ）

-- PQ_DISTRIBUTE ヒント（2-91 ページ）

問合せ変換のヒント問合せ変換のヒント問合せ変換のヒント問合せ変換のヒント FACT ヒント（2-76 ページ）

NO_FACT ヒント（2-84 ページ）

-- MERGE ヒント（2-82 ページ）

NO_MERGE ヒント（2-85 ページ）

-- NO_EXPAND ヒント（2-83 ページ）

USE_CONCAT ヒント（2-95 ページ）

-- REWRITE ヒント（2-94 ページ）

NO_REWRITE ヒント（2-87 ページ）

-- UNNEST ヒント（2-95 ページ）

NO_UNNEST ヒント（2-88 ページ）

-- STAR_TRANSFORMATION ヒント（2-94 ページ）

NO_STAR_TRANSFORMATION ヒント（2-88 ページ）

-- NO_QUERY_TRANSFORMATION ヒント（2-87 ページ）

XML のヒントのヒントのヒントのヒント NO_XMLINDEX_REWRITE ヒント（2-89 ページ） 

-- NO_XML_QUERY_REWRITE ヒント（2-89 ページ）

その他のヒントその他のヒントその他のヒントその他のヒント APPEND ヒント（2-74 ページ）

NOAPPEND ヒント（2-83 ページ）

-- CACHE ヒント（2-75 ページ）

NOCACHE ヒント（2-83 ページ）

-- CURSOR_SHARING_EXACT ヒント（2-75 ページ）

-- DRIVING_SITE ヒント（2-75 ページ）

-- DYNAMIC_SAMPLING ヒント（2-76 ページ）

-- MODEL_MIN_ANALYSIS ヒント（2-82 ページ）

-- MONITOR ヒント（2-82 ページ）

-- NO_MONITOR ヒント（2-85 ページ）

-- OPT_PARAM ヒント（2-89 ページ）

-- PUSH_PRED ヒント（2-92 ページ）

NO_PUSH_PRED ヒント（2-86 ページ）

-- PUSH_SUBQ ヒント（2-93 ページ）

NO_PUSH_SUBQ ヒント（2-87 ページ）

表表表表 2-21 機能のカテゴリに分類したヒント機能のカテゴリに分類したヒント機能のカテゴリに分類したヒント機能のカテゴリに分類したヒント（続き）（続き）（続き）（続き）

ヒントヒントヒントヒント 構文とセマンティクスの参照先構文とセマンティクスの参照先構文とセマンティクスの参照先構文とセマンティクスの参照先
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ヒントのリスト（アルファベット順）ヒントのリスト（アルファベット順）ヒントのリスト（アルファベット順）ヒントのリスト（アルファベット順）
この項では、すべてのヒントの構文とセマンティクスをアルファベット順に説明します。

ALL_ROWS ヒントヒントヒントヒント 

ALL_ROWSヒントは、文ブロックが 高のスループットになるよう（リソースの消費が 小に
なるよう）、オプティマイザに 適化の指示をします。たとえば、オプティマイザは問合せの
適化アプローチを使用して、この文を 高のスループットに 適化します。

SELECT /*+ ALL_ROWS */ employee_id, last_name, salary, job_id
  FROM employees
  WHERE employee_id = 7566;

ALL_ROWSまたは FIRST_ROWSヒントのいずれかを SQL 文で指定する場合に、この文でアク
セスする表の統計情報がデータ・ディクショナリにないと、オプティマイザは該当する表に割
り当てられている記憶域など、デフォルトの統計値を使用して欠落している統計値を推定し、
実行計画を選択します。このような推定値は、DBMS_STATSパッケージで収集した値ほど正確
でない場合があるため、統計情報の収集には DBMS_STATSパッケージを使用する必要がありま
す。

アクセス・パスまたは結合操作のヒントを ALL_ROWSまたは FIRST_ROWSヒントとともに指
定する場合、オプティマイザでは、ヒントで指定されたアクセス・パスまたは結合操作が優先
されます。

APPEND ヒントヒントヒントヒント 

APPENDヒントは、ダイレクト・パス・インサート文を使用するようオプティマイザに指示し
ます。

� 従来型の INSERTはシリアル・モードでのデフォルトです。シリアル・モードでは、ダイ
レクト・パスは APPENDヒントを指定する場合にのみ使用できます。

� ダイレクト・パス・インサートはパラレル・モードでのデフォルトです。 パラレル・モー
ドでは、従来型 INSERT は NOAPPENDヒントを指定する場合にのみ使用できます。

INSERTをパラレルにするかどうかの決定は、APPENDヒントとは関係ありません。

ダイレクト・パス・インサートの場合、データは現在表に割り当てられている既存の空き領域
を使用せず、表の 後に追加されます。その結果、ダイレクト・パス・インサートは、従来型
INSERTよりも高速に処理されます。

-- PX_JOIN_FILTER ヒント（2-93 ページ）

NO_PX_JOIN_FILTER ヒント（2-87 ページ）

-- QB_NAME ヒント（2-93 ページ）

-- RESULT_CACHE ヒント（2-93 ページ）

NO_RESULT_CACHE ヒント（2-87 ページ）

参照参照参照参照 : NOAPPEND ヒントの詳細は、2-83 ページの「NOAPPEND ヒン
ト」を参照してください。ダイレクト・パス・インサートの詳細は、

『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。

表表表表 2-21 機能のカテゴリに分類したヒント機能のカテゴリに分類したヒント機能のカテゴリに分類したヒント機能のカテゴリに分類したヒント（続き）（続き）（続き）（続き）

ヒントヒントヒントヒント 構文とセマンティクスの参照先構文とセマンティクスの参照先構文とセマンティクスの参照先構文とセマンティクスの参照先

/*+ ALL_ROWS */

/*+ APPEND */
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CACHE ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

CACHEヒントは、全表スキャンの実行時に、この表に対して取り出されたブロックを、バッ
ファ・キャッシュ内の LRU リストの 高使用頻度側に入れるようオプティマイザに指定しま
す。このヒントは、小規模な参照表で有効です。

次の例では、CACHEヒントが表のデフォルト・キャッシュ仕様を上書きします。

SELECT /*+ FULL (hr_emp) CACHE(hr_emp) */ last_name
  FROM employees hr_emp;

CACHEおよび NOCACHEヒントは、V$SYSSTATデータ・ディクショナリ・ビューで示すよう
に、システム統計情報 table scans (long tables)および table scans (short 
tables)に影響を与えます。

CLUSTER ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

CLUSTERヒントは、クラスタ・スキャンを使用して、指定した表にアクセスするようオプティ
マイザに指示します。このヒントは、クラスタ化された表にのみ適用されます。

CURSOR_SHARING_EXACT ヒントヒントヒントヒント 

Oracle では、置換しても安全な場合には、SQL 文内のリテラルをバインド変数に置き換えるこ
とができます。この置換処理は、CURSOR_SHARING初期化パラメータを使用して制御します。
CURSOR_SHARING_EXACTヒントは、この動作を行わないようオプティマイザに指示します。
このヒントを指定すると、Oracle は、リテラルのバインド変数への置換を試行せずに SQL 文を
実行します。

DRIVING_SITE ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

DRIVING_SITEヒントは、データベースによって選択されたサイトとは異なるサイトで問合せ
を実行するようオプティマイザに指示します。このヒントは、分散化された問合せの 適化を
使用している場合に有効です。

次に例を示します。

SELECT /*+ DRIVING_SITE(departments) */ * 
  FROM employees, departments@rsite 
  WHERE employees.department_id = departments.department_id;

/*+ CACHE (
@ queryblock

tablespec ) */

/*+ CLUSTER (
@ queryblock

tablespec ) */

/*+ CURSOR_SHARING_EXACT */

/*+ DRIVING_SITE (
@ queryblock

tablespec ) */
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この問合せがヒントなしで実行されている場合、departmentsからの行がローカル・サイト
に送信され、そこで結合が実行されます。このヒントを使用している場合、employeesからの
行がリモート・サイトに送信され、そこで問合せが実行されて結果セットがローカル・サイト
に戻されます。

DYNAMIC_SAMPLING ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

DYNAMIC_SAMPLINGヒントは、動的なサンプリングを制御する方法をオプティマイザに指示
し、より正確な述語の選択性と表および索引に対する統計情報を調べることでサーバーのパ
フォーマンスを改善します。

DYNAMIC_SAMPLINGの値は、0 ～ 10 の範囲で設定できます。このレベルが高いほど、コンパ
イラは多くのリソースを動的なサンプリングに費やし、その適用範囲も広がります。
tablespecを指定しない場合、サンプリングのデフォルトは、カーソルのレベルになります。

integerの値は 0～ 10となり、サンプリングの度合いを示します。

カーディナリティ統計情報が表にすでに存在する場合、オプティマイザはその情報を使用しま
す。存在しない場合、オプティマイザは動的なサンプリングによってカーディナリティ統計情
報を推定します。

tablespecを指定しており、カーディナリティ統計情報がすでに存在している場合は、次のよ
うになります。

� 単一表述語（1 つの表のみを評価する WHERE句）がない場合、オプティマイザは既存の統
計情報を信頼し、このヒントを無視します。たとえば、employeesが分析される場合、次
の問合せは動的なサンプリングにはなりません。

SELECT /*+ dynamic_sampling(e 1) */ count(*) 
  FROM employees e;

� 単一表述語がある場合、オプティマイザは既存のカーディナリティ統計情報を使用し、こ
の既存の統計情報を使用して述語の選択性を推定します。

動的なサンプリングを特定の表に適用するには、次の形式のヒントを使用します。

SELECT /*+ dynamic_sampling(employees 1) */ * 
  FROM employees 
  WHERE ...

FACT ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

FACTヒントは、スター型変換のコンテキストで使用されます。このヒントは、tablespec内
で指定されている表をファクト表とみなす必要があることをオプティマイザに指示します。

参照参照参照参照 : 動的なサンプリングおよび設定可能なサンプリング・レベルの詳
細は、『Oracle Database パフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照
してください。

/*+ DYNAMIC_SAMPLING (
@ queryblock tablespec

integer ) */

/*+ FACT (
@ queryblock

tablespec ) */
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FIRST_ROWS ヒントヒントヒントヒント 

FIRST_ROWSヒントは、 初の n行を も効率的に戻す計画を選択し、個々の SQL 文を 適
化して応答時間を速くするよう Oracle に指示します。integerには、戻される行数を指定し
ます。

たとえば、オプティマイザは問合せの 適化アプローチを使用して、次の文を 善の応答時間
に 適化します。

SELECT /*+ FIRST_ROWS(10) */ employee_id, last_name, salary, job_id
  FROM employees
  WHERE department_id = 20;

この例では、各部門に多数の従業員がいます。ユーザーは、部門 20 の 初の 10 人の従業員を
迅速に表示する必要があります。

オプティマイザは、DELETEおよび UPDATEの文ブロック、およびソートまたはグループ化な
どのブロッキング操作を含む SELECT文ブロックではこのヒントを無視します。Oracle 
Database では 初の行を戻す前に、この文でアクセスされるすべての行を取り出す必要がある
ため、このような文は 善の応答時間に 適化することができません。このヒントをこのよう
な文で指定する場合は、データベースを 善のスループットに 適化します。

FULL ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

FULLヒントは、指定した表に対して全表スキャンを実行するようオプティマイザに指示しま
す。次に例を示します。

SELECT /*+ FULL(e) */ employee_id, last_name
  FROM hr.employees e 
  WHERE last_name LIKE :b1;

Oracle Database は、WHERE句内の条件によって使用可能になる last_name列に索引がある場
合でも、employees表に対して全表スキャンを実行し、この文を実行します。

employees表は、FROM句の中に別名 eを持つため、ヒントは表名ではなく別名で表を参照す
る必要があります。スキーマ名が FROM句の中で指定されている場合でも、ヒントではスキー
マ名を指定しないでください。

HASH ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

HASHヒントは、ハッシュ・スキャンを使用して、指定した表にアクセスするようオプティマイ
ザに指示します。このヒントは、テーブル・クラスタ内に格納されている表にのみ適用されま
す。

参照参照参照参照 : FIRST_ROWSヒントと統計情報の詳細は、2-74 ページの
「ALL_ROWS ヒント」を参照してください。

/*+ FIRST_ROWS ( integer ) */

/*+ FULL (
@ queryblock

tablespec ) */

/*+ HASH (
@ queryblock

tablespec ) */
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INDEX ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::=、2-71 ページ
の indexspec::= を参照）

INDEXヒントは、指定した表について索引スキャンを使用するようオプティマイザに指示しま
す。ファンクション索引、ドメイン索引、B ツリー索引、ビットマップ索引およびビットマッ
プ結合索引について、INDEXヒントを使用できます。

ヒントの動作は、indexspecの仕様によって異なります。

� INDEXヒントが使用可能な単一の索引を指定すると、データベースはこの索引でスキャン
を実行します。オプティマイザは、全表スキャンおよび表上の別の索引のスキャンを考慮
しません。

� 複数の索引の組合せに対するヒントの場合、INDEXではなく INDEX_COMBINEヒントの使
用をお薦めします。これは、後者のほうがより多目的なヒントであるためです。INDEXヒ
ントが使用可能な索引のリストを指定すると、オプティマイザは、リスト内の各索引での
スキャンのコストを検討し、 低のコストで索引スキャンを実行します。アクセス・パス
のコストが 低となる場合、データベースは、このリストから複数の索引をスキャンする
ように選択し、結果をマージすることもあります。データベースは、全表スキャンおよび
ヒント内でリスト化されていない索引でのスキャンを検討しません。

� INDEXヒントが索引を指定しない場合、オプティマイザは、表にある使用可能な各索引で
のスキャンのコストを検討し、 低のコストで索引スキャンを実行します。アクセス・パ
スのコストが 低となる場合、データベースは複数の索引をスキャンするように選択し、
結果をマージすることもあります。オプティマイザは全表スキャンを検討しません。

次に例を示します。

SELECT /*+ INDEX (employees emp_department_ix)*/ 
       employee_id, department_id 
  FROM employees 
  WHERE department_id > 50;

INDEX_ASC ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::=、2-71 ページ
の indexspec::= を参照）

INDEX_ASCヒントは、指定した表について索引スキャンを使用するようオプティマイザに指示
します。文で索引レンジ・スキャンを使用する場合、Oracle Database は索引付きの値の昇順で
索引エントリをスキャンします。各パラメータは、2-78 ページの「INDEX ヒント」と同じ目的
で使用されます。

レンジ・スキャンのデフォルトの動作は、索引付きの値の昇順で索引エントリをスキャンしま
す。降順索引の場合は、降順でスキャンします。このヒントは索引のデフォルトの順序を変更
しないため、INDEXヒントにないものは指定しません。ただし、デフォルトの動作を変更する
必要がある場合は、INDEX_ASCヒントを使用して昇順レンジ・スキャンを明示的に指定できま
す。

/*+ INDEX (
@ queryblock

tablespec
indexspec

) */

/*+ INDEX_ASC (
@ queryblock

tablespec
indexspec

) */
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INDEX_COMBINE ヒントヒントヒントヒント

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::=、2-71 ページ
の indexspec::= を参照）

INDEX_COMBINEヒントは、表へのビットマップ・アクセス・パスを使用するようオプティマ
イザに指示します。indexspecが INDEX_COMBINEヒントから省略されている場合、オプ
ティマイザは、表のスキャンにかかるコスト効率が 大になる索引のブールの組合せを使用し
ます。indexspecを指定すると、オプティマイザは、指定した索引のブールのいくつかの組合
せの使用を試行します。各パラメータは、2-78 ページの「INDEX ヒント」と同じ目的で使用さ
れます。次に例を示します。

SELECT /*+ INDEX_COMBINE(e emp_manager_ix emp_department_ix) */ *
  FROM employees e
  WHERE manager_id = 108
     OR department_id = 110;

INDEX_DESC ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::=、2-71 ページ
の indexspec::= を参照）

INDEX_DESCヒントは、指定した表に降順索引スキャンを使用するようオプティマイザに指示
します。文で索引レンジ・スキャンを使用しており、索引が昇順の場合、Oracle は索引付きの
値の降順で索引エントリをスキャンします。パーティション索引では、結果は各パーティショ
ン内で降順になります。降順索引の場合、このヒントは降順を効果的に取り消すため、索引エ
ントリは昇順でスキャンされます。各パラメータは、2-78 ページの「INDEX ヒント」と同じ目
的で使用されます。次に例を示します。

SELECT /*+ INDEX_DESC(e emp_name_ix) */ *
  FROM employees e;

INDEX_FFS ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::=、2-71 ページ
の indexspec::= を参照）

INDEX_FFSヒントは、全表スキャンではなく高速全索引スキャンを実行するようオプティマイ
ザに指示します。

各パラメータは、2-78 ページの「INDEX ヒント」と同じ目的で使用されます。次に例を示しま
す。

SELECT /*+ INDEX_FFS(e emp_name_ix) */ first_name
  FROM employees e;

参照参照参照参照 : 全体スキャンの詳細は、『Oracle Database パフォーマンス・
チューニング・ガイド』を参照してください。

/*+ INDEX_COMBINE (
@ queryblock

tablespec
indexspec

) */

/*+ INDEX_DESC (
@ queryblock

tablespec
indexspec

) */

/*+ INDEX_FFS (
@ queryblock

tablespec
indexspec

) */
Oracle SQL の基本要素 2-79



コメント
INDEX_JOIN ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::=、2-71 ページ
の indexspec::= を参照）

INDEX_JOINヒントは、アクセス・パスとして索引結合を使用するようオプティマイザに指示
します。ヒントが正しく機能するためには、問合せの解決に必要なすべての列を含む索引が
小限の数だけ存在している必要があります。

各パラメータは、2-78 ページの「INDEX ヒント」と同じ目的で使用されます。たとえば、次の
問合せは、索引結合を使用して manager_idおよび department_id列にアクセスします。
これらの列はどちらも、employees表内で索引付けされています。

SELECT /*+ INDEX_JOIN(e emp_manager_ix emp_department_ix) */ department_id
  FROM employees e
  WHERE manager_id < 110
    AND department_id < 50;

INDEX_SS ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::=、2-71 ページ
の indexspec::= を参照）

INDEX_SSヒントは、指定した表について索引スキップ・スキャンを実行するようオプティマ
イザに指示します。文で索引レンジ・スキャンを使用する場合、Oracle は索引付きの値の昇順
で索引エントリをスキャンします。パーティション索引では、結果は各パーティション内で昇
順になります。

各パラメータは、2-78 ページの「INDEX ヒント」と同じ目的で使用されます。次に例を示しま
す。

SELECT /*+ INDEX_SS(e emp_name_ix) */ last_name
  FROM employees e
  WHERE first_name = 'Steven';

INDEX_SS_ASC ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::=、2-71 ページ
の indexspec::= を参照）

INDEX_SS_ASCヒントは、指定した表について索引スキップ・スキャンを実行するようオプ
ティマイザに指示します。文で索引レンジ・スキャンを使用する場合、Oracle Database は索引
付きの値の昇順で索引エントリをスキャンします。パーティション索引では、結果は各パー
ティション内で昇順になります。各パラメータは、2-78 ページの「INDEX ヒント」と同じ目的
で使用されます。

参照参照参照参照 : 索引スキップ・スキャンの詳細は、『Oracle Database パフォーマ
ンス・チューニング・ガイド』を参照してください。

/*+ INDEX_JOIN (
@ queryblock

tablespec
indexspec

) */

/*+ INDEX_SS (
@ queryblock

tablespec
indexspec

) */

/*+ INDEX_SS_ASC (
@ queryblock

tablespec
indexspec

) */
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レンジ・スキャンのデフォルトの動作は、索引付きの値の昇順で索引エントリをスキャンしま
す。降順索引の場合は、降順でスキャンします。このヒントは索引のデフォルトの順序を変更
しないため、INDEX_SSヒントにないものは指定しません。ただし、デフォルトの動作を変更
する必要がある場合は、INDEX_SS_ASCヒントを使用して昇順レンジ・スキャンを明示的に指
定できます。

INDEX_SS_DESC ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::=、2-71 ページ
の indexspec::= を参照）

INDEX_SS_DESCヒントは、指定した表について索引スキップ・スキャンを実行するようオプ
ティマイザに指示します。文で索引レンジ・スキャンを使用しており、索引が昇順の場合、
Oracle は索引付きの値の降順で索引エントリをスキャンします。パーティション索引では、結
果は各パーティション内で降順になります。降順索引の場合、このヒントは降順を効果的に取
り消すため、索引エントリは昇順でスキャンされます。

各パラメータは、2-78 ページの「INDEX ヒント」と同じ目的で使用されます。次に例を示しま
す。

SELECT /*+ INDEX_SS_DESC(e emp_name_ix) */ last_name
  FROM employees e
  WHERE first_name = 'Steven';

LEADING ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

LEADINGヒントは、実行計画において、指定した一連の表を接頭辞として使用するようオプ
ティマイザに指示します。このヒントは、ORDEREDヒントより多目的なヒントです。次に例を
示します。

SELECT /*+ LEADING(e j) */ *
    FROM employees e, departments d, job_history j
    WHERE e.department_id = d.department_id
      AND e.hire_date = j.start_date;

図形結合の依存性により、指定の表を指定の順序の 初に結合できない場合、LEADINGヒント
は無視されます。2 つ以上の競合する LEADINGヒントを指定すると、指定したすべてのヒント
が無視されます。ORDEREDヒントを指定すると、このヒントがすべての LEADINGヒントに優
先します。

参照参照参照参照 : 索引スキップ・スキャンの詳細は、『Oracle Database パフォーマ
ンス・チューニング・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 索引スキップ・スキャンの詳細は、『Oracle Database パフォーマ
ンス・チューニング・ガイド』を参照してください。

/*+ INDEX_SS_DESC (
@ queryblock

tablespec
indexspec

) */

/*+ LEADING (
@ queryblock

tablespec ) */
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MERGE ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

MERGEヒントを使用すると、問合せ内のビューをマージできます。

ビューの問合せブロックに GROUP BY句、または SELECTリスト内の DISTINCT演算子が含
まれている場合、複雑なビューのマージが可能であれば、オプティマイザはビューをアクセス
文のみにマージできます。複雑なマージは、副問合せに相関関係がない場合、IN副問合せをア
クセス文にマージする際に使用することもできます。

次に例を示します。

SELECT /*+ MERGE(v) */ e1.last_name, e1.salary, v.avg_salary
   FROM employees e1,
   (SELECT department_id, avg(salary) avg_salary 
      FROM employees e2
      GROUP BY department_id) v 
   WHERE e1.department_id = v.department_id AND e1.salary > v.avg_salary;

引数なしで MERGEヒントを使用する場合、ビューの問合せブロック内に配置する必要がありま
す。ビュー名を引数として MERGEヒントを使用する場合、周囲の問合せに挿入する必要があり
ます。

MODEL_MIN_ANALYSIS ヒントヒントヒントヒント 

MODEL_MIN_ANALYSISヒントは、スプレッドシート・ルールのコンパイル時間の 適化（主
に、詳細な依存グラフ分析）を省略するようオプティマイザに指示します。スプレッドシート
のアクセス構造に選択的に移入するためのフィルタの作成や制限されたルールのプルーニング
など、他のスプレッドシートの 適化は、引き続きオプティマイザによって使用されます。

スプレッドシート・ルールの数が数百を超えると、スプレッドシート分析に長い時間がかかる
ことがあるため、このヒントによってコンパイル時間を減らします。

MONITOR ヒントヒントヒントヒント 

MONITORヒントは、文の実行時間が長くない場合でも、問合せのリアルタイムの SQL 監視を
強制します。このヒントは、パラメータ CONTROL_MANAGEMENT_PACK_ACCESSが
DIAGNOSTIC+TUNINGに設定されている場合にのみ有効です。

NATIVE_FULL_OUTER_JOIN 

NATIVE_FULL_OUTER_JOINヒントは、ネイティブ完全外部結合を使用するようオプティマイ
ザに指示します。ネイティブ完全外部結合は、ハッシュ結合に基づくネイティブ実行メソッド
です。

参照参照参照参照 : リアルタイムの SQL 監視の詳細は、『Oracle Database パフォーマ
ンス・チューニング・ガイド』を参照してください。

/*+ MERGE

(

@ queryblock

@ queryblock
tablespec

)

*/

/*+ MODEL_MIN_ANALYSIS */

/*+ MONITOR */

/*+ NATIVE_FULL_OUTER_JOIN */
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NOAPPEND ヒントヒントヒントヒント 

NOAPPENDヒントは、INSERT文が有効な間、パラレル・モードを無効にして従来型の
INSERTを使用するようにオプティマイザに指示します。従来型の INSERTはシリアル・モー
ドでのデフォルトです。また、ダイレクト・パス・インサートはパラレル・モードでのデフォ
ルトです。

NOCACHE ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

NOCACHEヒントは、全表スキャンの実行時に、この表に対して取り出されたブロックを、バッ
ファ・キャッシュ内の LRU リストの 低使用頻度側に入れるようオプティマイザに指定しま
す。これは、バッファ・キャッシュ内のブロックの通常動作です。次に例を示します。

SELECT /*+ FULL(hr_emp) NOCACHE(hr_emp) */ last_name
  FROM employees hr_emp;

CACHEおよび NOCACHEヒントは、V$SYSSTATビューで示すように、システム統計情報
table scans（long tables）および table scans（short tables）に影響を与えます。

NO_EXPAND ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」を参照）

NO_EXPANDヒントは、OR条件を持つ問合せ用の OR拡張、または WHERE句内にある INリス
トを検討しないようオプティマイザに指示します。通常、オプティマイザは、OR 拡張を使用
しない場合よりもコストが低減できると判断すると、OR拡張の使用を検討します。次に例を示
します。

SELECT /*+ NO_EXPAND */ *
  FROM employees e, departments d
  WHERE e.manager_id = 108
     OR d.department_id = 110;

参照参照参照参照 :

� 「NO_NATIVE_FULL_OUTER_JOIN」（2-85 ページ）

� ネイティブ完全外部結合の詳細は、『Oracle Database パフォーマン
ス・チューニング・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 表のサイズによって異なる表の自動キャッシングの詳細は、
『Oracle Database パフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してく
ださい。

参照参照参照参照 : 2-95 ページの「USE_CONCAT ヒント」を参照してください（こ
のヒントの反対の機能です）。

/*+ NOAPPEND */

/*+ NOCACHE (
@ queryblock

tablespec ) */

/*+ NO_EXPAND
( @ queryblock )

*/
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NO_FACT ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

NO_FACTヒントは、スター型変換のコンテキストで使用されます。このヒントは、問合せ対象
の表をファクト表とみなす必要がないことをオプティマイザに指示します。

NO_INDEX ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::=、2-71 ページ
の indexspec::= を参照）

NO_INDEXヒントは、指定した表について 1 つ以上の索引を使用しないようオプティマイザに
指示します。次に例を示します。

SELECT /*+ NO_INDEX(employees emp_empid) */ employee_id 
  FROM employees 
  WHERE employee_id > 200; 

各パラメータは 2-78 ページの「INDEX ヒント」と同じ目的で使用されますが、次の変更が加
えられています。

� このヒントが使用可能な単一の索引を指定すると、オプティマイザはこの索引でのスキャ
ンを検討しません。その他の指定されていない索引については、スキャンを検討します。

� このヒントが使用可能な索引のリストを指定すると、オプティマイザは指定された索引で
のスキャンを検討しません。リスト内に指定されていないその他の索引については、ス
キャンを検討します。

� このヒントが索引を指定しない場合、オプティマイザは表のいずれの索引でのスキャンを
考慮しません。この動作は、表について使用可能なすべての索引のリストを指定する
NO_INDEXヒントと同様になります。

NO_INDEXヒントは、ファンクション索引、B ツリー索引、ビットマップ索引、クラスタ索引
およびドメイン索引に適用されます。NO_INDEXヒントと索引ヒント（INDEX、INDEX_ASC、
INDEX_DESC、INDEX_COMBINEまたは INDEX_FFS）の両方が同じ索引を指定する場合、
データベースは、NO_INDEXヒントと、指定した索引の索引ヒントの両方を無視し、これらの
索引を文の実行中に使用することを検討します。

NO_INDEX_FFS ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::=、2-71 ページ
の indexspec::= を参照）

NO_INDEX_FFSヒントは、指定された表の指定された索引の高速全索引スキャンを除外するよ
うオプティマイザに指示します。各パラメータは、2-78 ページの「INDEX ヒント」と同じ目的
で使用されます。次に例を示します。

SELECT /*+ NO_INDEX_FFS(items item_order_ix) */ order_id
  FROM order_items items;

/*+ NO_FACT (
@ queryblock

tablespec ) */

/*+ NO_INDEX (
@ queryblock

tablespec
indexspec

) */

/*+ NO_INDEX_FFS (
@ queryblock

tablespec
indexspec

) */
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NO_INDEX_SS ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::=、2-71 ページ
の indexspec::= を参照）

NO_INDEX_SSヒントは、指定された表の指定された索引のスキップ・スキャンを除外するよ
うオプティマイザに指示します。各パラメータは、2-78 ページの「INDEX ヒント」と同じ目的
で使用されます。

NO_MERGE ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

NO_MERGEヒントは、外部問合せとインライン・ビュー問合せを結合して単一の問合せにしな
いようオプティマイザに指示します。

このヒントを使用すると、ビューへのアクセス方法に強い影響を与えることができます。たと
えば、次の文は、ビュー seattle_deptがマージされないようにします。

SELECT /*+NO_MERGE(seattle_dept)*/ e1.last_name, seattle_dept.department_name 
  FROM employees e1, 
    (SELECT location_id, department_id, department_name 
       FROM departments 
       WHERE location_id = 1700) seattle_dept 
  WHERE e1.department_id = seattle_dept.department_id;

ビューの問合せブロック内で NO_MERGEヒントを使用する場合は、引数なしで指定します。
また、周囲の問合せで NO_MERGEを指定する場合には、ビュー名を引数として指定します。

NO_MONITOR ヒントヒントヒントヒント 

NO_MONITORヒントは、問合せの実行時間が長い場合でも、問合せの SQL のリアルタイム監視
を無効にします。

NO_NATIVE_FULL_OUTER_JOIN 

NO_NATIVE_FULL_OUTER_JOINヒントは、指定された各表を結合する場合にネイティブ実行
メソッドを除外するようオプティマイザに指示します。かわりに、完全外部結合は、左側外部
結合とアンチ結合の論理和として実行されます。

参照参照参照参照 : 索引スキップ・スキャンの詳細は、『Oracle Database パフォーマ
ンス・チューニング・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 「NATIVE_FULL_OUTER_JOIN」（2-82 ページ）

/*+ NO_INDEX_SS (
@ queryblock

tablespec
indexspec

) */

/*+ NO_MERGE

(

@ queryblock

@ queryblock
tablespec

)

*/

/*+ NO_MONITOR */

/*+ NO_NATIVE_FULL_OUTER_JOIN */
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NO_PARALLEL ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

NO_PARALLELヒントは、表を作成するか変更した DDL 内の PARALLELパラメータを上書き
します。次に例を示します。

SELECT /*+ NO_PARALLEL(hr_emp) */ last_name
  FROM employees hr_emp;

NOPARALLEL ヒントヒントヒントヒント
NOPARALLELヒントは現在非推奨になっています。NO_PARALLELヒントをかわりに使用しま
す。

NO_PARALLEL_INDEX ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::=、2-71 ページ
の indexspec::= を参照）

NO_PARALLEL_INDEXヒントは、索引を作成するか変更した DDL 内の PARALLELパラメータ
を上書きし、パラレル索引スキャン操作を防止します。

NOPARALLEL_INDEX ヒントヒントヒントヒント
NOPARALLEL_INDEXヒントは現在非推奨になっています。NO_PARALLEL_INDEXヒントをか
わりに使用します。

NO_PUSH_PRED ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

NO_PUSH_PREDヒントは、結合述語をビューにプッシュしないようオプティマイザに指示しま
す。次に例を示します。

SELECT /*+ NO_MERGE(v) NO_PUSH_PRED(v) */ *
    FROM employees e,
         (SELECT manager_id
            FROM employees
         ) v
  WHERE e.manager_id = v.manager_id(+)
    AND e.employee_id = 100;

/*+ NO_PARALLEL (
@ queryblock

tablespec ) */

/*+ NO_PARALLEL_INDEX (
@ queryblock

tablespec
indexspec

) */

/*+ NO_PUSH_PRED

(

@ queryblock

@ queryblock
tablespec

)

*/
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NO_PUSH_SUBQ ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」を参照）

NO_PUSH_SUBQヒントは、実行計画における 後の手順として、マージされていない副問合せ
を評価するようオプティマイザに指示します。これにより、副問合せのコストが比較的高い場
合や、副問合せによって行数が大幅に減少しない場合に、パフォーマンスが向上する場合があ
ります。

NO_PX_JOIN_FILTER ヒントヒントヒントヒント 

このヒントは、オプティマイザがパラレル結合のビットマップ・フィルタ処理を使用するのを
防ぎます。

NO_QUERY_TRANSFORMATION ヒントヒントヒントヒント 

NO_QUERY_TRANSFORMATIONヒントは、すべての問合せ変換をスキップするようオプティマ
イザに指示します。この中には、OR拡張、ビュー・マージ、副問合せのネスト解除、スター型
変換、マテリアライズド・ビュー・リライトなどが含まれますが、これのみに限定されません。
次に例を示します。

SELECT /*+ NO_QUERY_TRANSFORMATION */ employee_id, last_name
  FROM (SELECT *
        FROM employees e) v
  WHERE v.last_name = 'Smith';

NO_RESULT_CACHE ヒントヒントヒントヒント

RESULT_CACHE_MODE初期化パラメータが FORCEに設定されていると、オプティマイザは、
問合せ結果を結果キャッシュにキャッシュします。この場合、NO_RESULT_CACHEヒントによ
り、このような現行の問合せのキャッシュが無効になります。

問合せが OCI クライアントから実行され、OCI クライアントの結果キャッシュが有効になって
いる場合、NO_RESULT_CACHEヒントにより現行の問合せキャッシュが無効になります。

NO_REWRITE ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」を参照）

NO_REWRITEヒントは、パラメータ QUERY_REWRITE_ENABLEDの設定を上書きして、問合せ
ブロック用のクエリー・リライトを無効にするようオプティマイザに指示します。次に例を示
します。

SELECT /*+ NO_REWRITE */ sum(s.amount_sold) AS dollars
  FROM sales s, times t
  WHERE s.time_id = t.time_id
  GROUP BY t.calendar_month_desc;

/*+ NO_PUSH_SUBQ
( @ queryblock )

*/

/*+ NO_PX_JOIN_FILTER ( tablespec ) */

/*+ NO_QUERY_TRANSFORMATION */

/*+ NO_RESULT_CACHE */

/*+ NO_REWRITE
( @ queryblock )

*/
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NOREWRITE ヒントヒントヒントヒント
NOREWRITEヒントは現在非推奨になっています。NO_REWRITEヒントをかわりに使用します。

NO_STAR_TRANSFORMATION ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」を参照）

NO_STAR_TRANSFORMATIONヒントは、問合せのスター型問合せ変換を実行しないようオプ
ティマイザに指示します。

NO_UNNEST ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」を参照）

NO_UNNESTヒントを使用するとネスト解除をオフに切り替えます。

NO_USE_HASH ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

NO_USE_HASHヒントは、指定された表を内部表として使用して、指定された各表を別の行の
ソースに結合する際にハッシュ結合を除外するようオプティマイザに指示します。次に例を示
します。

SELECT /*+ NO_USE_HASH(e d) */ *
  FROM employees e, departments d
  WHERE e.department_id = d.department_id;

NO_USE_MERGE ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

NO_USE_MERGEヒントは、指定された表を内部表として使用して、指定された各表を別の行の
ソースに結合する際にソート / マージ結合を除外するようオプティマイザに指示します。次に
例を示します。

SELECT /*+ NO_USE_MERGE(e d) */ *
   FROM employees e, departments d
   WHERE e.department_id = d.department_id
   ORDER BY d.department_id;

/*+ NO_STAR_TRANSFORMATION
( @ queryblock )

*/

/*+ NO_UNNEST
( @ queryblock )

*/

/*+ NO_USE_HASH (
@ queryblock

tablespec ) */

/*+ NO_USE_MERGE (
@ queryblock

tablespec ) */
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NO_USE_NL ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

NO_USE_NLヒントは、指定された表を内部表として使用して、指定された各表を別の行のソー
スに結合する際に、ネストしたループ結合を除外するようオプティマイザに指示します。次に
例を示します。

SELECT /*+ NO_USE_NL(l h) */ *
  FROM orders h, order_items l
  WHERE l.order_id = h.order_id
    AND l.order_id > 3500;

このヒントを指定すると、指定された表についてハッシュ結合とソート / マージ結合のみが検
討されます。ただし、ネストしたループのみを使用して表を結合する場合もあります。この場
合、オプティマイザは、それらの表に関するヒントを無視します。

NO_XMLINDEX_REWRITE ヒントヒントヒントヒント 

NO_XMLINDEX_REWRITEヒントは、現行の問合せに XMLIndex 索引を使用しないようにオプ
ティマイザに指示します。次に例を示します。

SELECT /*+NO_XMLINDEX_REWRITE*/ count(*) 
  FROM table WHERE existsNode(OBJECT_VALUE, '/*') = 1;

NO_XML_QUERY_REWRITE ヒントヒントヒントヒント

NO_XML_QUERY_REWRITEヒントは、SQL 文の XPath 式のリライトを禁止するようオプティマ
イザに指示します。このヒントは、XPath 式のリライトを禁止することで、現行の問合せでの
XMLIndex 索引の使用も禁止します。次に例を示します。

SELECT /*+NO_XML_QUERY_REWRITE*/ XMLQUERY('<A/>')
    FROM dual;

OPT_PARAM ヒントヒントヒントヒント 

OPT_PARAMヒントを使用すると、現行の問合せ中にのみ初期化パラメータを設定できます。
このヒントは、パラメータ OPTIMIZER_DYNAMIC_SAMPLING、
OPTIMIZER_INDEX_CACHING、OPTIMIZER_INDEX_COST_ADJ、
OPTIMIZER_SECURE_VIEW_MERGINGおよび STAR_TRANSFORMATION_ENABLEDに対しての
み有効です。たとえば、次のヒントは、ヒントを追加した文のパラメータ
STAR_TRANSFORMATION_ENABLEDを TRUEに設定します。

SELECT /*+ OPT_PARAM('star_transformation_enabled' 'true') */ * FROM ... ;

参照参照参照参照 : XMLIndex の使用を無効にするもう 1 つの方法については、2-89
ページの「NO_XML_QUERY_REWRITE ヒント」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「NO_XMLINDEX_REWRITE ヒント」（2-89 ページ）

/*+ NO_USE_NL (
@ queryblock

tablespec ) */

/*+ NO_XMLINDEX_REWRITE */

/*+ NO_XML_QUERY_REWRITE */

/*+ OPT_PARAM ( parameter_name
,

parameter_value ) */
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文字列のパラメータ値は、一重引用符で囲まれます。数値のパラメータ値は、一重引用符で囲
まずに指定されます。

ORDERED ヒントヒントヒントヒント 

ORDEREDヒントは、FROM句に現れる順序で表を結合するよう Oracle に指示します。
ORDEREDヒントより多目的な LEADINGヒントを使用することをお薦めします。

結合を要求する SQL 文から ORDEREDヒントを削除すると、オプティマイザが表の結合順序を
選択します。各表から選択した行数をオプティマイザが把握していないと考えられる場合、
ORDEREDヒントを使用して結合順序を指定することがあります。この情報を使用すると、オプ
ティマイザによる選択よりも効率良く内部表と外部表を選択できます。

次の問合せは、ORDEREDヒントの使用例です。

SELECT  /*+ORDERED */ o.order_id, c.customer_id, l.unit_price * l.quantity
  FROM customers c, order_items l, orders o
  WHERE c.cust_last_name = :b1
    AND o.customer_id = c.customer_id
    AND o.order_id = l.order_id;

PARALLEL ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

PARALLELヒントは、指定された数の同時サーバーをパラレル操作に使用するようオプティマ
イザに指示します。このヒントは、文の SELECT、INSERT、MERGE、UPDATEおよび DELETE
部分と表のスキャン部分に適用されます。

パラレル制限に違反すると、ヒントは無視されます。

integer値は、指定された表の並列度を指定します。DEFAULTを指定するか、いかなる値も
指定しない場合、問合せコーディネータはデフォルトの並列度を決定するために初期化パラ
メータの設定を検証する必要があります。次の例では、PARALLELヒントが、employees表
定義内で指定された並列度を上書きします。

SELECT /*+ FULL(hr_emp) PARALLEL(hr_emp, 5) */ last_name
  FROM employees hr_emp;

次の例では、PARALLELヒントが、employees表定義内で指定された並列度を上書きし、初
期化パラメータが決定したデフォルトの並列度を使用するようオプティマイザに指示します。

SELECT /*+ FULL(hr_emp) PARALLEL(hr_emp, DEFAULT) */ last_name
  FROM employees hr_emp;

Oracle は、一時表に関するパラレル・ヒントを無視します。パラレル実行の詳細は、16-6 ペー
ジの「CREATE TABLE」および『Oracle Database 概要』を参照してください。

注意注意注意注意 : ソート操作またはグループ操作も実行する場合、使用可能なサー
バー数は PARALLELヒントの値の 2 倍となります。

/*+ ORDERED */

/*+ PARALLEL (
@ queryblock

tablespec

integer

DEFAULT
) */
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PARALLEL_INDEX ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::=、2-71 ページ
の indexspec::= を参照）

PARALLEL_INDEXヒントは、パーティション索引について索引レンジ・スキャン、全体スキャ
ンおよび高速全体スキャンをパラレル化するために、指定された数の同時サーバーを使用する
ようオプティマイザに指示します。

integer値は、指定された索引の並列度を示します。DEFAULTを指定するか、いかなる値も
指定しない場合、問合せコーディネータはデフォルトの並列度を決定するために初期化パラ
メータの設定を検証する必要があります。たとえば、次のヒントは、3 つのパラレル実行プロ
セスが使用されることを示します。

SELECT /*+ PARALLEL_INDEX(table1, index1, 3) */

PQ_DISTRIBUTE ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

PQ_DISTRIBUTEヒントは、結合表の行を、プロデューサおよびコンシューマ問合せサーバー
に分散させる方法をオプティマイザに指示します。この分散処理により、パラレル結合操作の
パフォーマンスが向上します。

� outer_distributionは、外部表への分散処理です。

� inner_distributionは、内部表への分散処理です。

分散の値は、HASH、BROADCAST、PARTITIONおよび NONEです。表 2-22 で説明するとおり、
6 つの組合せの表分散のみが有効です。

表表表表 2-22 分散ヒントの組合せ分散ヒントの組合せ分散ヒントの組合せ分散ヒントの組合せ

分散分散分散分散 説明説明説明説明

HASH、HASH 各表の行は、結合キーにハッシュ関数を使用して、コンシューマ問合
せサーバーにマップされます。マッピングが完了すると、各問合せ
サーバーは、結果として生成されるパーティションの組で結合を実行
します。この分散は、表のサイズがほぼ等しく、結合操作がハッシュ
結合またはソート / マージ結合で実施される場合にお薦めします。

BROADCAST、NONE 外部表のすべての行が各問合せサーバーにブロードキャストされます。
内部表の行は、ランダムにパーティション化されます。この分散は、
外部表のサイズが内部表よりもきわめて小さい場合にお薦めします。
一般的に、内部表のサイズに問合せサーバーの数を乗じた数値が外部
表のサイズよりも大きい場合、この分散を使用します。

NONE、BROADCAST 内部表のすべての行が各コンシューマ問合せサーバーにブロードキャ
ストされます。外部表の行は、ランダムにパーティション化されます。
この分散は、内部表のサイズが外部表よりもきわめて小さい場合にお
薦めします。一般的に、内部表のサイズに問合せサーバーの数を乗じ
た数値が外部表のサイズより小さい場合、この分散を使用します。

/*+ PARALLEL_INDEX (
@ queryblock

tablespec
indexspec

integer

DEFAULT
) */

/*+ PQ_DISTRIBUTE (
@ queryblock

tablespec outer_distribution inner_distribution ) */
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たとえば、rと sという 2 つの表がハッシュ結合によって結合されている場合、次の問合せに
は、ハッシュ分散を使用するためのヒントが含まれます。

SELECT /*+ORDERED PQ_DISTRIBUTE(s HASH, HASH) USE_HASH (s)*/ column_list
  FROM r,s
  WHERE r.c=s.c;

外部表 rをブロードキャストするための問合せは、次のとおりです。

SELECT /*+ORDERED PQ_DISTRIBUTE(s BROADCAST, NONE) USE_HASH (s) */ column_list
  FROM r,s
  WHERE r.c=s.c;

PUSH_PRED ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

PUSH_PREDヒントは、結合述語をビューにプッシュするようオプティマイザに指示します。
次に例を示します。

SELECT /*+ NO_MERGE(v) PUSH_PRED(v) */ *
    FROM employees e,
         (SELECT manager_id
            FROM employees
         ) v
  WHERE e.manager_id = v.manager_id(+)
    AND e.employee_id = 100;

PARTITION、NONE 外部表の行は、内部表のパーティション化を使用してマップされます。
内部表は、結合キーでパーティション化されている必要があります。
この分散は、外部表のパーティションの数が問合せサーバーの数と等
しいかほぼ等しい（たとえば、パーティション数が 14 で問合せサー

バー数が 15）場合にお薦めします。

注意注意注意注意 : オプティマイザは、内部表がパーティション化されていないか、

パーティション化キーと等価結合関係にない場合、このヒントを無視
します。

NONE、PARTITION 内部表の行は、外部表のパーティション化を使用してマップされます。
外部表は、結合キーでパーティション化されている必要があります。
この分散は、外部表のパーティションの数が問合せサーバーの数と等
しいかほぼ等しい（たとえば、パーティション数が 14 で問合せサー

バー数が 15）場合にお薦めします。

注意注意注意注意 : オプティマイザは、外部表がパーティション化されていないか、

パーティション化キーと等価結合関係にない場合、このヒントを無視
します。

NONE、NONE 各問合せサーバーは、各表から抽出した一致パーティションの組で結
合操作を実行します。両方の表は、結合キーに基づいて同一レベルで
パーティション化されている必要があります。

参照参照参照参照 : Oracle での結合操作のパラレル化の詳細は、『Oracle Database 概
要』を参照してください。

表表表表 2-22 分散ヒントの組合せ分散ヒントの組合せ分散ヒントの組合せ分散ヒントの組合せ（続き）（続き）（続き）（続き）

分散分散分散分散 説明説明説明説明

/*+ PUSH_PRED

(

@ queryblock

@ queryblock
tablespec

)

*/
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PUSH_SUBQ ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」を参照）

PUSH_SUBQヒントは、実行計画の初期段階で実行可能な手順で、マージされていない副問合せ
を評価するようオプティマイザに指示します。通常、マージされていない副問合せは、実行計
画の 終手順で実行されます。副問合せのコストが比較的低く、副問合せによって行数が大幅
に減少する場合、副問合せの早期評価によってパフォーマンスが向上する可能性があります。

このヒントは、副問合せがリモート表か、マージ結合によって結合されている表に適用される
場合には効果がありません。

PX_JOIN_FILTER ヒントヒントヒントヒント 

このヒントは、パラレル結合のビットマップ・フィルタ処理の使用をオプティマイザに強制し
ます。

QB_NAME ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」を参照）

QB_NAMEヒントを使用すると、問合せブロックの名前を定義できます。この名前は外部問合せ
内のヒントまたはインライン・ビュー内のヒントで使用でき、名前が付けられた問合せブロッ
クにある表で実行する問合せに影響をおよぼします。

2 つ以上の問合せブロックが同じ名前の場合、または同じ問合せブロックが異なる名前でヒン
トが 2 回行われている場合、オプティマイザは、その問合せブロックを参照するすべての名前
とヒントを無視します。このヒントを使用して名前が付けられていない問合せブロックには、
システムが生成する一意の名前が付けられます。この名前は計画表に表示できます。また、問
合せブロック内のヒントや問合せブロック・ヒントでも使用できます。次に例を示します。

SELECT /*+ QB_NAME(qb) FULL(@qb e) */ employee_id, last_name
  FROM employees e
  WHERE last_name = 'Smith';

RESULT_CACHE ヒントヒントヒントヒント

RESULT_CACHEヒントは、メモリー内の現行の問合せまたは問合せのフラグメントの結果を
キャッシュし、今後の問合せまたは問合せのフラグメントの実行時にキャッシュした結果を使
用するようデータベースに指示します。このヒントは、トップレベル問合せ、
subquery_factoring_clauseまたは FROM句のインライン・ビューで認識されます。
キャッシュ結果は、共有プールの結果のキャッシュ・メモリー部分に保存されます。

作成に使用されたデータベース・オブジェクトが正常に修正されると、キャッシュ結果は自動
的に無効化されます。このヒントは、RESULT_CACHE_MODE初期化パラメータの設定よりも優
先されます。

問合せが結果キャッシュに使用できるのは、問合せで必要とされるすべてのファンクション
（たとえば、組込みファンクション、ユーザー定義ファンクションまたは仮想列）が決定的であ
る場合にかぎられます。

/*+ PUSH_SUBQ
( @ queryblock )

*/

/*+ PX_JOIN_FILTER ( tablespec ) */

/*+ QB_NAME ( queryblock ) */

/*+ RESULT_CACHE */
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問合せが OCI クライアントから実行され、OCI クライアントの結果キャッシュが有効になって
いる場合、RESULT_CACHEヒントにより現行の問合せのクライアントのキャッシュが有効にな
ります。

REWRITE ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」を参照）

REWRITEヒントは、可能な場合、コストを考慮することなく、マテリアライズド・ビューに関
する問合せをリライトするようオプティマイザに指示します。REWRITEヒントは、ビュー・リ
ストとともに、またはビュー・リストなしで使用します。ビュー・リストとともに REWRITE
を使用し、リストに適切なマテリアライズド・ビューが含まれている場合、Oracle はコストを
考慮せずにそのビューを使用します。

Oracle では、リスト外のビューを検討しません。ビュー・リストを指定しない場合、Oracle は
適切なマテリアライズド・ビューを検索し、 終計画のコストを考慮することなく常にその
ビューを使用します。

STAR_TRANSFORMATION ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」を参照）

STAR_TRANSFORMATIONヒントは、変換を行う際に 適な計画を使用するようオプティマイザ
に指示します。このヒントを使用しない場合、オプティマイザは、変換された問合せ用の 適
な計画のかわりに、変換なしで生成された 適な計画を使用するという、問合せの 適化に関
する決定を行う場合があります。次に例を示します。

SELECT /*+ STAR_TRANSFORMATION */  *
  FROM sales s, times t, products p, channels c
  WHERE s.time_id = t.time_id
    AND s.prod_id = p.product_id
    AND s.channel_id = c.channel_id
    AND p.product_status = 'obsolete';

参照参照参照参照 : このヒントの使用方法については、『Oracle Database パフォーマ
ンス・チューニング・ガイド』を参照してください。RESULT_CACHE_
MODE初期化パラメータについては、『Oracle Database リファレンス』を
参照してください。OCI の結果のキャッシュの詳細および使用のガイドラ
インは、『Oracle Call Interface プログラマーズ・ガイド』を参照してくだ
さい。

参照参照参照参照 :

� マテリアライズド・ビューの詳細は、『Oracle Database 概要』および
『Oracle Database アドバンスト・レプリケーション』を参照してくだ
さい。

� マテリアライズド・ビューで REWRITEを使用する場合の詳細は、
『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してくださ
い。

/*+ REWRITE
(

@ queryblock
view )

*/

/*+ STAR_TRANSFORMATION
( @ queryblock )

*/
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ヒントが指定された場合でも、変換が実行される保証はありません。オプティマイザは、妥当
と考えられる場合にかぎって副問合せを生成します。副問合せが生成されない場合には、変換
された問合せが存在しないため、ヒントに関係なく、未変換の問合せに関する 適な計画が使
用されます。

UNNEST ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」を参照）

UNNESTヒントは、副問合せの本体のネストを解除し、その副問合せを含む問合せブロック本
体にマージするようオプティマイザに指示します。これによって、アクセス・パスおよび結合
の評価時に、オプティマイザが副問合せと問合せブロックを総合して考慮できるようになりま
す。

副問合せのネストを解除する前に、オプティマイザは、文が有効かどうかをまず検討します。
文は、経験則に基づくテストと問合せ 適化テストに合格する必要があります。UNNESTヒン
トは、副問合せブロックの有効性のみをチェックするようオプティマイザに指示します。副問
合せブロックが有効な場合、経験則またはコストをチェックすることなく副問合せのネストを
解除できます。

USE_CONCAT ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」を参照）

USE_CONCATヒントは、問合せの WHERE句内で組み合わされた OR条件を、集合演算子
UNION ALLを使用して複合問合せに変換するようオプティマイザに指示します。このヒントを
使用しない場合、この変換は、連結を使用した問合せのコストが、使用しない場合よりも低い
場合にのみ実行されます。USE_CONCATヒントは、コストより優先します。次に例を示しま
す。

SELECT /*+ USE_CONCAT */ *
  FROM employees e
  WHERE manager_id = 108
     OR department_id = 110;

参照参照参照参照 :

� スター型変換の詳細は、『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガ
イド』を参照してください。

� STAR_TRANSFORMATION_ENABLED初期化パラメータの詳細は、
『Oracle Database リファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� ネスト化された副問合せのネスト解除、および副問合せブロックが有
効となる条件については、19-45 ページの「コレクションのネスト解
除例 :」を参照してください。

� 副問合せのネスト解除の詳細は、『Oracle Database パフォーマンス・
チューニング・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : OR拡張の詳細については、このヒントの反対の機能である 2-83
ページの「NO_EXPAND ヒント」、および『Oracle Database パフォーマ
ンス・チューニング・ガイド』を参照してください。

/*+ UNNEST
( @ queryblock )

*/

/*+ USE_CONCAT
( @ queryblock )

*/
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USE_HASH ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

USE_HASHヒントは、指定された各表を、ハッシュ結合を使用して別の行のソースに結合する
ようオプティマイザに指示します。次に例を示します。

SELECT /*+ USE_HASH(l h) */ *
  FROM orders h, order_items l
  WHERE l.order_id = h.order_id
    AND l.order_id > 3500;

USE_MERGE ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

USE_MERGEヒントは、指定された各表を、ソート / マージ結合を使用して別の行のソースに
結合するようオプティマイザに指示します。次に例を示します。

SELECT /*+ USE_MERGE(employees departments) */ * 
  FROM employees, departments 
  WHERE employees.department_id = departments.department_id; 

LEADINGおよび ORDEREDヒントとともに、USE_NLおよび USE_MERGEヒントを使用するこ
とをお薦めします。オプティマイザは、参照表を結合の内部表にする必要がある場合に、これ
らのヒントを使用します。参照表が外部表の場合、ヒントは無視されます。

USE_NL ヒントヒントヒントヒント 
USE_NLヒントは、指定された表を内部表として使用し、指定された各表をネストしたループ
結合とともに別の行のソースに結合するようオプティマイザに指示します。

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::= を参照）

USE_NLヒントは、指定された表を内部表として使用し、指定された各表をネストしたループ
結合とともに別の行のソースに結合するようオプティマイザに指示します。

LEADINGおよび ORDEREDヒントとともに、USE_NLおよび USE_MERGEヒントを使用するこ
とをお薦めします。オプティマイザは、参照表を結合の内部表にする必要がある場合に、これ
らのヒントを使用します。参照表が外部表の場合、ヒントは無視されます。

次の例では、ネストしたループがヒントによって強制される場合、全表スキャンを介して
ordersがアクセスされ、各行にフィルタ条件 l.order_id = h.order_idが適用されます。
フィルタ条件を満たす各行については、索引 order_idを介して order_itemsがアクセスさ
れます。

SELECT /*+ USE_NL(l h) */ h.customer_id, l.unit_price * l.quantity
  FROM orders h ,order_items l
  WHERE l.order_id = h.order_id;

INDEXヒントを問合せに追加すると、ordersの全表スキャンを回避し、より大規模なシステ
ムで使用される実行計画と同様の実行計画を生成できる場合があります。ただし、ここでは特
に効果的ではない場合があります。

/*+ USE_HASH (
@ queryblock

tablespec ) */

/*+ USE_MERGE (
@ queryblock

tablespec ) */

/*+ USE_NL (
@ queryblock

tablespec ) */
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USE_NL_WITH_INDEX ヒントヒントヒントヒント 

（2-71 ページの「ヒントでの問合せブロックの指定」、2-71 ページの tablespec::=、2-71 ページ
の indexspec::= を参照）

USE_NL_WITH_INDEXヒントは、指定された表を内部表として使用し、指定された表をネスト
したループ結合とともに別の行のソースに結合するようオプティマイザに指示します。次に例
を示します。

SELECT /*+ USE_NL_WITH_INDEX(l item_product_ix) */ *
  FROM orders h, order_items l
  WHERE l.order_id = h.order_id
    AND l.order_id > 3500;

次の条件が適用されます。

� 索引を指定しない場合、オプティマイザは、1 つ以上の結合述語とともに、索引キーとして
一部の索引を使用できる必要があります。

� 索引を指定する場合、オプティマイザは、1 つ以上の結合述語とともに、索引キーとしてそ
の索引を使用できる必要があります。

データベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクト
次の項で説明するとおり、Oracle Database は、特定のスキーマに対応付けられたオブジェクト
と、特定のスキーマに対応付けられていないオブジェクトを認識します。

スキーマ・オブジェクトスキーマ・オブジェクトスキーマ・オブジェクトスキーマ・オブジェクト 
スキーマスキーマスキーマスキーマは、論理的なデータの構造（スキーマ・オブジェクト）の集まりです。スキーマは、
データベース・ユーザーによって所有され、そのユーザーと同じ名前を持ちます。各ユーザー
は、1 つのスキーマを所有します。スキーマ・オブジェクトは、SQL を使用して作成および操
作できます。スキーマ・オブジェクトには次のタイプのオブジェクトがあります。

クラスタ
制約
データベース・リンク
データベース・トリガー
ディメンション
外部プロシージャ・ライブラリ
索引構成表
索引
索引タイプ
Java クラス、Java リソース、Java ソース
マテリアライズド・ビュー
マテリアライズド・ビュー・ログ
マイニング・モデル
オブジェクト表
オブジェクト型
オブジェクト・ビュー
演算子
パッケージ
順序
ストアド・ファンクション、ストアド・プロシージャ
シノニム
表
ビュー

/*+ USE_NL_WITH_INDEX (
@ queryblock

tablespec
indexspec

) */
Oracle SQL の基本要素 2-97



スキーマ・オブジェクト名および修飾子
非スキーマ・オブジェクト非スキーマ・オブジェクト非スキーマ・オブジェクト非スキーマ・オブジェクト 
次のタイプのオブジェクトもデータベースに格納され、SQL で作成および操作されますが、ス
キーマには含まれません。

コンテキスト
ディレクトリ
プロファイル
リストア・ポイント
ロール
ロールバック・セグメント
表領域
ユーザー

各タイプのオブジェクトは、このマニュアルの第 10 章～第 19 章のデータベース・オブジェク
トを作成する文の項で説明されています。これらの文は、キーワード CREATEで始まります。
たとえば、クラスタの定義については、14-2 ページの「CREATE CLUSTER」を参照してくだ
さい。

ほとんどのデータベース・オブジェクトでは、作成時に名前を指定する必要があります。名前
は、この後の項に示す規則に従って付けてください。

スキーマ・オブジェクト名および修飾子スキーマ・オブジェクト名および修飾子スキーマ・オブジェクト名および修飾子スキーマ・オブジェクト名および修飾子 
スキーマ・オブジェクトの中には、名前を付けることができる、または名前を付ける必要のあ
る部分で構成されるものもあります。たとえば、表やビューの中の列、索引と表のパーティ
ションおよびサブパーティション、表に対する整合性制約、パッケージ内に格納されるオブ
ジェクト（プロシージャおよびストアド・ファンクションを含む）などです。この項では、次
の内容について説明します。

� スキーマ・オブジェクトとスキーマ・オブジェクトの位置修飾子のネーミング規則

� スキーマ・オブジェクトと修飾子のネーミングのガイドライン

スキーマ・オブジェクトのネーミング規則スキーマ・オブジェクトのネーミング規則スキーマ・オブジェクトのネーミング規則スキーマ・オブジェクトのネーミング規則 
すべてのデータベース・オブジェクトには、名前があります。SQL 文では、引用識別子引用識別子引用識別子引用識別子または
非引用識別子非引用識別子非引用識別子非引用識別子を使用して、オブジェクトの名前を表します。

� 引用識別子は、二重引用符（"）で囲みます。引用識別子を使用してスキーマ・オブジェク
トを指定した場合、そのオブジェクトを参照するときは、必ず二重引用符を使用します。

� 非引用識別子の前後に句読点は付けません。

データベース・オブジェクトを指定する場合、引用識別子または非引用識別子を使用できます。
データベース名、グローバル・データベース名およびデータベース・リンク名では大 / 小文字
は区別されませんが、大文字として保存されます。このような名前を引用識別子として指定す
る場合、引用符は特に警告もなく無視されます。ユーザー名とパスワードのネーミング規則の
詳細は、17-7 ページの「CREATE USER」を参照してください。

参照参照参照参照 : データベース・オブジェクトの概要については、『Oracle Database
概要』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle では、暗黙的に生成されるスキーマ・オブジェクトとサブ
オブジェクトには「SYS_」で始まるシステム生成名を使用し、Oracle が
提供する一部のオブジェクトには、「ORA_」で始まる名前を使用します。
名前解決での競合を避けるため、これらの接頭辞は明示的に指定するス
キーマ・オブジェクト名やサブオブジェクト名では使用しないでくださ
い。
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特に指定がないかぎり、次の規則は、引用識別子と非引用識別子の両方に適用されます。

1. 名前は、1 ～ 30 バイトの長さで指定する必要があります。ただし、次の 2 つは例外です。

� データベースの名前は、8 バイトまでに制限されています。

� データベース・リンクの名前は、128 バイトまで指定できます。

識別子にピリオドで区切られた複数の部分が含まれる場合、各属性の長さは 大 30 バイト
にできます。ピリオドによる各セパレータおよび周囲の二重引用符は 1 バイトとしてカウ
ントします。たとえば、次のように列を識別するとします。

"schema"."table"."column"

スキーマ名、表名、列名の長さはそれぞれ 30 バイトです。各引用符やピリオドはシングル
バイト文字のため、この例での識別子の総バイト長は、 大 98 バイトになります。

2. 非引用識別子に Oracle Database の予約語は使用できません。引用識別子には、予約語を使
用できますが、お薦めしません。

名前は、データベース・オブジェクトにアクセスするために使用する Oracle 製品固有のそ
の他の予約語によって、さらに制限されることもあります。

3. Oracle の SQL 言語には、特別な意味を持つ文字が含まれています。これらの文字には、
データ型、スキーマ名、ファンクション名、ダミーのシステム表 DUALおよびキーワード

（DIMENSION、SEGMENT、ALLOCATE、DISABLEなど、SQL 文中の大文字の単語）が含ま
れます。これらの文字は予約語ではありません。ただし、Oracle は固有の方法でこれらの
文字を内部的に使用します。したがって、これらの文字をオブジェクトおよびオブジェク
トの部分の名前として使用した場合、使用している SQL 文が読みにくくなり、予期しない
結果になることがあります。

特に、SYS_または ORA_で始まる文字をスキーマ・オブジェクト名として使用しないでく
ださい。また、SQL 組込みファンクションの名前を、スキーマ・オブジェクトまたはユー
ザー定義ファンクションの名前として使用しないでください。

4. 異なるプラットフォームおよびオペレーティング・システム間では、ASCII 文字を使用す
ることで 適な互換性を得ることができます。データベース名、グローバル・データベー
ス名、データベース・リンク名には ASCII 文字を使用してください。

5. 非引用識別子は、データベース・キャラクタ・セットのアルファベット文字で開始する必
要があります。引用識別子の開始文字には、任意の文字を使用できます。

注意注意注意注意 : 予約語 ROWIDは、この規則の例外です。引用識別子または非引用
識別子のいずれであっても、大文字の ROWIDを列名として使用すること
はできません。ただし、列名ではない引用識別子には大文字を使用できま
す。また列名を含む引用識別子には、1 つ以上の小文字（たとえば、
"Rowid" や "rowid"）を使用できます。

参照参照参照参照 :

� Oracle Database の予約語のすべてのリストは、付録 D「Oracle 
Database 予約語」を参照してください。

� 製品の予約語のリストについては、『Oracle Database PL/SQL 言語リ
ファレンス』などの各製品のマニュアルを参照してください。

参照参照参照参照 : 2-2 ページの「データ型」、5-2 ページの「SQL ファンクション」
および 9-14 ページの「DUAL 表からの選択」を参照してください。
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6. 非引用識別子には、データベース・キャラクタ・セットの英数字、アンダースコア（_）、
ドル記号（$）およびシャープ記号（#）のみ含めることができます。データベース・リン
クの名前には、ピリオド（.）とアットマーク（@）を含めることもできます。非引用識別
子では、$ と # はできるだけ使用しないでください。

引用識別子には、すべての文字、句読点および空白を使用できます。ただし、引用識別子
と非引用識別子のいずれにも、二重引用符または NULL 文字（たとえば \0）は使用でき
ません。

7. ネームスペース内では、2 つのオブジェクトに同じ名前を付けることはできません。

次のスキーマ・オブジェクトは、1 つのネームスペースを共有します。

� 表

� ビュー

� 順序

� プライベート・シノニム

� スタンドアロン・プロシージャ

� スタンドアロン・ストアド・ファンクション

� パッケージ

� マテリアライズド・ビュー

� ユーザー定義型

次の各スキーマ・オブジェクトは、固有のネームスペースを持ちます。

� 索引

� 制約

� クラスタ

� データベース・トリガー

� プライベート・データベース・リンク

� ディメンション

表およびビューが同じネームスペースにあるため、同じスキーマの表およびビューが同じ
名前を持つことはできません。ただし、表と索引は異なるネームスペースに存在します。
このため、同じスキーマ内の表と索引には、同じ名前を付けることができます。

データベース内の各スキーマには、その中のオブジェクトのために固有のネームスペース
があります。たとえば、異なるスキーマ内の 2 つの表は異なるネームスペースに存在し、
同じ名前を付けることができます。

次の各非スキーマ・オブジェクトは、固有のネームスペースを持ちます。

� ユーザー・ロール

� パブリック・シノニム

� パブリック・データベース・リンク

� 表領域

� プロファイル

� パラメータ・ファイル（PFILE）およびサーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）

これらのネームスペース内のオブジェクトはスキーマに含まれないため、これらのネーム
スペースはデータベース全体で使用されます。
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8. 非引用識別子は、大 / 小文字が区別されず、すべて大文字として解析されます。引用識別
子は、大 / 小文字が区別されます。

名前を二重引用符で囲むことによって、同じネームスペース内の異なるオブジェクトに対
して次の名前を指定できます。

employees
"employees"
"Employees"
"EMPLOYEES"

ただし、Oracle は次の名前を同じ名前として解析するため、同じネームスペース内の異な
るオブジェクトには、次の名前を使用できません。

employees
EMPLOYEES
"EMPLOYEES"

9. Oracle が識別子を大文字で格納または比較する場合、識別子の各文字の大文字形式は、
データベース・キャラクタ・セットの大文字化規則を適用することによって決定されます。
セッション設定 NLS_SORTによって決定される言語固有の規則は考慮されません。この動
作は、ファンクション NLS_UPPERではなく、SQL ファンクション UPPERを識別子に適用
することに対応しています。

データベース・キャラクタ・セットの大文字化規則によって、特定の自然言語としては不
適切な結果となる場合があります。たとえば、データベース・キャラクタ・セットの大文
字化規則に従うと、ドイツ語で使用される小文字のシャープ s（ß）に大文字形式はありま
せん。この文字は識別子が大文字に変換されるときに変更されませんが、ドイツ語で予期
される大文字形式は 2 文字連続の大文字 S（SS）です。同様に、小文字 i の大文字形式は、
データベース・キャラクタ・セットの大文字化規則に従うと大文字 I ですが、トルコ語お
よびアゼルバイジャン語で予期される大文字形式は、上に点が付いた大文字 I です。

データベース・キャラクタ・セットの大文字化規則では、識別子はセッションのすべての
言語構成で同様に解釈されます。識別子が特定の自然言語で正しく表示されるようにする
場合は、引用符で囲んで小文字形式を保持するか、またはその識別子を使用するときは常
に言語的に正しい大文字形式を使用することができます。

10. 同じ表やビューでは、複数の列に同じ名前を付けることはできません。ただし、異なる表
やビューでは、複数の列に同じ名前を付けることができます。

11. 引数の数およびデータ型が異なる場合、同じパッケージに含まれるプロシージャやファン
クションに同じ名前を付けることができます。異なる引数を持ち、同じ名前のプロシー
ジャやファンクションを同じパッケージ内に複数作成することを、オーバーロードといい
ます。

スキーマ・オブジェクトのネーミング例 
次に、有効なスキーマ・オブジェクト名の例を示します。

last_name
horse
hr.hire_date
"EVEN THIS & THAT!"
a_very_long_and_valid_name

これらのすべての例は、2-98 ページの「スキーマ・オブジェクトのネーミング規則」に示す規
則に従っています。次の例は、30 文字を超えているため、無効となります。

a_very_very_long_and_valid_name

列別名、表別名、ユーザー名およびパスワードは、オブジェクトまたはオブジェクトの部分で
はありませんが、特に指定がないかぎり、同様にこれらのネーミング規則に従う必要がありま
す。
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スキーマ・オブジェクトのネーミングのガイドラインスキーマ・オブジェクトのネーミングのガイドラインスキーマ・オブジェクトのネーミングのガイドラインスキーマ・オブジェクトのネーミングのガイドライン 
オブジェクトとその部分に名前を付ける場合に有効なガイドラインを次に示します。

� わかりやすい名前（またはよく知られている省略形）を使用します。

� 一貫したネーミング規則を使用します。

� 複数の表にまたがる同一のエンティティや属性を記述するためには、同一の名前を使用し
ます。

オブジェクトに名前を付ける場合は、短くて簡単な名前とわかりやすい名前のバランスを考え
てください。迷ったときには、わかりやすい名前にしてください。これは、データベース内の
オブジェクトは、多くの人々が長期間にわたって使用する可能性があるためです。
payment_due_dateのかわりに pmddという名前を使用すると、10 年後の担当者は表の列の
理解に苦労することになります。

一貫したネーミング規則を使用すると、アプリケーション上の各表の働きが理解しやすくなり
ます。そのような規則の例として、FINANCEアプリケーションに属している表の名前をすべて
fin_で始めるような場合が考えられます。

同一のエンティティや属性に対しては、複数の表にまたがっていても同じ名前を使用してくだ
さい。たとえば、employeesサンプル表と departmentsサンプル表の部門番号列には、ど
ちらにも department_idという名前を付けます。

スキーマ・オブジェクトの構文およびスキーマ・オブジェクトの構文およびスキーマ・オブジェクトの構文およびスキーマ・オブジェクトの構文および SQL 文の構成要素文の構成要素文の構成要素文の構成要素
SQL 文のコンテキストでスキーマ・オブジェクトとそれらの部分を参照する方法について説明
します。次の項目について説明します。

� オブジェクトを参照するための一般的な構文

� Oracle がオブジェクトへの参照を変換する方法

� 自分のスキーマ以外のスキーマ内のオブジェクトを参照する方法

� リモート・データベース内のオブジェクトを参照する方法

� 表と索引のパーティションおよびサブパーティションを参照する方法

次に、オブジェクトやそれらの部分を参照するための一般的な構文を示します。

database_object_or_part::=

それぞれの意味は、次のとおりです。

� objectは、オブジェクトの名前です。

� schemaは、オブジェクトを含むスキーマです。この修飾子を指定することによって、自
分のスキーマ以外のスキーマ内のオブジェクトを参照できます。その場合には、自分のス
キーマ以外のスキーマ内のオブジェクトを参照するための権限が必要です。この修飾子を
指定しないと、自分自身のスキーマ内のオブジェクトを参照するものとみなされます。

スキーマ・オブジェクトのみが schemaで修飾できます。スキーマ・オブジェクトについ
ては、2-100 ページの規則 7 を参照してください。規則 7 に示す非スキーマ・オブジェクト
はスキーマ・オブジェクトではないため、schemaでは修飾できません。ただし、パブ
リック・シノニムは例外で、「PUBLIC」で修飾できます。この場合、引用符が必要です。

� partは、オブジェクトの部分です。この識別子によって、スキーマ・オブジェクトの部分
（たとえば、表の列またはパーティション）を参照できます。なお、すべてのタイプのオブ
ジェクトが部分を持っているとはかぎりません。

schema .
object

. part @ dblink
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� dblinkは、Oracle Database の分散オプションを使用している場合にのみ適用されます。
オブジェクトを含むデータベースの名前です。この修飾子 dblinkを指定することによっ
て、ローカル・データベース以外のデータベース内のオブジェクトを参照できます。この
dblinkを指定しないと、自分自身のローカル・データベース内のオブジェクトを参照す
るものとみなされます。なお、すべての SQL 文でリモート・データベースのオブジェクト
にアクセスできるとはかぎりません。

オブジェクトを参照する際のコンポーネントを区切っているピリオドの前後には、空白を入れ
ることができます。ただし、通常は入れません。

Oracle Database によるスキーマ・オブジェクト参照の変換方法によるスキーマ・オブジェクト参照の変換方法によるスキーマ・オブジェクト参照の変換方法によるスキーマ・オブジェクト参照の変換方法
SQL 文内のオブジェクトが参照される場合、Oracle はその SQL 文のコンテキストを検討して、
該当するネームスペース内でそのオブジェクトの位置を確認します。そのオブジェクトの位置
を確認してから、そのオブジェクトに対して文が指定する操作を実行します。指定した名前の
オブジェクトが適切なネームスペース内に存在しない場合、Oracle はエラーを戻します。

次の例で、Oracle が SQL 文内のオブジェクト参照を変換する方法について説明します。名前
departmentsで識別される表にデータ行を追加する次の文を考えます。

INSERT INTO departments VALUES (
   280, 'ENTERTAINMENT_CLERK', 206, 1700);

文のコンテキストに基づいて、Oracle は、departmentsが次のようなオブジェクトであると
判断します。

� 自分のスキーマ内の表

� 自分のスキーマ内のビュー

� 表またはビューに対するプライベート・シノニム

� パブリック・シノニム

Oracle は、文を発行したユーザーのスキーマ外のネームスペースを考慮する前に、そのユー
ザーのスキーマ内のネームスペースからオブジェクト参照を変換しようとします。この例では、
Oracle は次の方法で名前 departmentsを変換しようとします。

1. Oracle は、 初に、表、ビューおよびプライベート・シノニムを含む文を発行したユー
ザーのスキーマ内のネームスペースで、オブジェクトの位置を確認しようとします。オブ
ジェクトがプライベート・シノニムの場合、Oracle はそのシノニムが表すオブジェクトの
位置を確認します。このオブジェクトは、ユーザー自身のスキーマ、他のスキーマ、また
は他のデータベースにあることもあります。このオブジェクトが別のシノニムである場合
もあります。その場合、Oracle はそのシノニムが表すオブジェクトの位置を確認します。

2. オブジェクトがネームスペース内に存在する場合、Oracle はそのオブジェクトに対して文
を実行しようとします。この例では、Oracle はデータ行を departmentsに追加しようと
します。オブジェクトがその処理にとって正しい型でない場合、Oracle はエラーを戻しま
す。この場合、departmentsは、表またはビュー、あるいは表またはビューとなるプラ
イベート・シノニムである必要があります。departmentsが順序である場合、Oracle は
エラーを戻します。

3. 前述の処理で検索されたネームスペースにオブジェクトが存在しない場合、Oracle はパブ
リック・シノニムを含むネームスペースを検索します。オブジェクトがそのネームスペー
スに存在する場合、Oracle はそのオブジェクトに対して文を実行しようとします。オブ
ジェクトがその処理にとって正しい型でない場合、Oracle はエラーを戻します。この例で
は、departmentsが順序のパブリック・シノニムである場合、Oracle はエラーを戻しま
す。

パブリック・シノニムに、依存表またはユーザー定義型がある場合は、依存オブジェクトと同
じスキーマに、シノニムと同じ名前でオブジェクトを作成することはできません。

シノニムに、依存表またはユーザー定義型がない場合は、依存オブジェクトと同じスキーマに、
依存オブジェクトと同じ名前で、オブジェクトを作成できます。すべての依存オブジェクトが
無効になり、次のアクセス時に妥当性チェックが再実行されます。
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他のスキーマ内のオブジェクトの参照他のスキーマ内のオブジェクトの参照他のスキーマ内のオブジェクトの参照他のスキーマ内のオブジェクトの参照 
自分が所有するスキーマ以外のスキーマ内のオブジェクトを参照するには、次のように、オブ
ジェクト名の前にスキーマ名を付けます。

schema.object

たとえば、次の文は、サンプル・スキーマ hr内の employees表を削除します。

DROP TABLE hr.employees;

リモート・データベース内のオブジェクトの参照リモート・データベース内のオブジェクトの参照リモート・データベース内のオブジェクトの参照リモート・データベース内のオブジェクトの参照 
ローカル・データベース以外のデータベース内のオブジェクトを参照するには、オブジェクト
名の後に、そのデータベースへのデータベース・リンクの名前を続けます。データベース・リ
ンクはスキーマ・オブジェクトであり、これによって Oracle がリモート・データベースに接続
され、そこにあるオブジェクトにアクセスします。この項では、次の項目について説明します。

� データベース・リンクを作成する方法

� SQL 文でデータベース・リンクを使用する方法

データベース・リンクの作成データベース・リンクの作成データベース・リンクの作成データベース・リンクの作成 
14-28 ページの「CREATE DATABASE LINK」を使用して、データベース・リンクを作成しま
す。この文では、データベース・リンクに関する次の情報を指定できます。

� データベース・リンク名

� リモート・データベースにアクセスするためのデータベース接続文字列

� リモート・データベースに接続するためのユーザー名およびパスワード

これらの情報はデータ・ディクショナリに格納されます。

データベース・リンク名データベース・リンク名データベース・リンク名データベース・リンク名  データベース・リンクを作成するとき、データベース・リンク名を指
定する必要があります。データベース・リンク名は、他のオブジェクト型の名前とは異なりま
す。データベース・リンク名は 128 バイト以内の長さで指定し、ピリオド（.）とアットマーク

（@）を使用できます。

データベース・リンクに付ける名前は、データベース・リンクが参照するデータベースの名前、
およびデータベース名の階層内のそのデータベースの位置に一致している必要があります。
次に、データベース・リンク名の書式を示します。

dblink::=

それぞれの意味は、次のとおりです。

� databaseには、データベース・リンクが接続するリモート・データベースのグローバル
名の名前の部分を指定します。このグローバル名は、リモート・データベースのデータ・
ディクショナリに格納されます。この名前は、GLOBAL_NAMEデータ・ディクショナリ・
ビューで確認できます。

� domainには、データベース・リンクが接続するリモート・データベースのグローバル名
のドメイン部分を指定します。データベース・リンクの名前に domainを指定しないと、
Oracle は、現在、データ・ディクショナリに存在しているローカル・データベースのドメ
インに、データベース・リンク名を付加します。

参照参照参照参照 : PL/SQL の識別子名の解決については、『Oracle Database PL/SQL
言語リファレンス』を参照してください。

database
. domain @ connect_descriptor
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� connect_descriptorによって、データベース・リンクをさらに修飾できます。接続修
飾子を使用する場合、同じデータベースに複数のデータベース・リンクを作成できます。
たとえば、接続修飾子を使用して、同じデータベースにアクセスする Oracle Real 
Application Clusters の異なるインスタンスに、複数のデータベース・リンクを作成できま
す。

database.domainの組合せは、サービス名サービス名サービス名サービス名と呼ばれることもあります。

ユーザー名およびパスワードユーザー名およびパスワードユーザー名およびパスワードユーザー名およびパスワード  リモート・データベースに接続するために、ユーザー名およびパ
スワードを使用します。データベース・リンクでは、ユーザー名およびパスワードはオプショ
ンです。

データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列データベース接続文字列  データベース接続文字列は、Oracle Net がリモート・データベースに
アクセスするために使用する仕様です。データベース接続文字列の記述方法については、使用
しているネットワーク・プロトコル用の Oracle Net のドキュメントを参照してください。デー
タベース・リンク用のデータベース文字列はオプションです。

データベース・リンクの参照データベース・リンクの参照データベース・リンクの参照データベース・リンクの参照 
データベース・リンクは、分散オプションを指定して Oracle を使用している場合にのみ利用で
きます。データベース・リンクを含む SQL 文の発行時に、次のいずれかの方法でデータベー
ス・リンク名を指定します。

� データ・ディクショナリ内に格納される、database、domain、およびオプションの
connect_descriptorコンポーネントを含む完全なデータベース・リンク名を指定しま
す。

� databaseおよびオプションの connect_descriptorコンポーネントを含むが、domain
コンポーネントを含まない、部分的なデータベース・リンク名を指定します。

Oracle は、リモート・データベースに接続する前に次のタスクを実行します。

1. 文中に指定されているデータベース・リンク名が部分指定の場合、Oracle は、データ・
ディクショナリ内に格納されているグローバル・データベース名に見られるとおり、その
リンク名にローカル・データベースのドメイン名を付加します。現在のグローバル・デー
タベース名は、GLOBAL_NAMEデータ・ディクショナリ・ビューで見ることができます。

2. Oracle は、 初に、文を発行したユーザーのスキーマ内で、文の中のデータベース・リン
クと同じ名前を持つプライベート・データベース・リンクを検索します。必要に応じて、
同じ名前を持つパブリック・データベース・リンクを検索します。

� Oracle は、必ず 初に一致したデータベース・リンク（プライベートまたはパブリッ
ク）のユーザー名およびパスワードを採用します。 初に一致したデータベース・リ
ンクに対応付けられているユーザー名およびパスワードがあると、Oracle はそれを使
用します。対応付けられているユーザー名およびパスワードがない場合、Oracle は、
現在のユーザー名およびパスワードを使用します。

� 初に一致したデータベース・リンクに対応付けられているデータベース文字列が存
在する場合、Oracle は、そのデータベース文字列を使用します。データベース文字列
がない場合、Oracle は一致する次の（パブリック）データベース・リンクを検索しま
す。一致するデータベース・リンクが存在しない場合、または一致するリンクに対応
付けられているデータベース文字列が存在しない場合、Oracle はエラーを戻します。

3. Oracle は、リモート・データベースにアクセスするためにデータベース文字列を使用しま
す。リモート・データベースにアクセスした後で、GLOBAL_NAMESパラメータの値が
trueの場合は、Oracle は、データベース・リンク名の database.domain部分がリモー
ト・データベースの完全なグローバル名に一致しているかどうかを確認します。この条件
が満たされている場合、Oracle は手順 2 で選択したユーザー名とパスワードを使用して接
続を続行します。それ以外の場合、Oracle はエラーを戻します。

参照参照参照参照 : 『Oracle Database Net Services 管理者ガイド』
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4. データベース文字列、ユーザー名およびパスワードを使用した接続が成功した場合、
Oracle は、リモート・データベース上の指定されたオブジェクトにアクセスしようとしま
す。このとき、この項の前半で説明した、オブジェクト参照を変換するための規則、およ
び他のスキーマ内のオブジェクトを参照するための規則が使用されます。

リモート・データベースの完全なグローバル名が、データベース・リンクの
database.domain部分と一致する必要があるという要件を無効にするには、初期化パラメー
タ GLOBAL_NAMESか、ALTER SYSTEMまたは ALTER SESSION文の GLOBAL_NAMESパラメー
タに FALSEを設定します。

パーティション表と索引の参照パーティション表と索引の参照パーティション表と索引の参照パーティション表と索引の参照 
表および索引はパーティション化できます。パーティション化されたスキーマ・オブジェクト
は、パーティションパーティションパーティションパーティションと呼ばれる多数の部分で構成され、各パーティションのすべての論理属性
は同じです。たとえば、表のパーティションはすべて同じ列定義と制約定義を共有し、索引の
パーティションはすべて同じ索引列を共有します。

拡張パーティションおよび拡張サブパーティション名を使用した場合、1 つのパーティション
またはサブパーティションのみ、パーティション・レベルおよびサブパーティション・レベル
の操作（あるパーティションまたはサブパーティションからのすべての行の削除など）ができ
ます。拡張された名前がない場合、そのような操作には述語（WHERE句）を指定する必要があ
ります。レンジおよびリスト・パーティション表では、パーティション・レベル操作を述語で
表そうとすると（特にレンジ・パーティション・キーで複数の列を使用しているときは）、非常
に複雑になる可能性があります。ハッシュ・パーティションおよびサブパーティションの場合、
述語の使用はより難しくなります。これは、これらのパーティションおよびサブパーティショ
ンが、システムが定義するハッシュ・ファンクションに基づいているためです。

拡張パーティション名を使用した場合、パーティションを表のように使用できます。この方法
のメリットは、これらのビューに対する権限を他のユーザーやロールに付与する（または取り
消す）ことによって、パーティション・レベルのアクセス制御機構を構築できることです。こ
のメリットは、レンジ・パーティション表に も有効です。パーティションを表として使用す
るには、単一のパーティションからデータを選択してビューを作成し、そのビューを表として
使用します。

構文構文構文構文 構文に partition_extended_name要素または subpartition_extended_name要
素が指定されている SQL 文には、拡張パーティション表名および拡張サブパーティション表名
を指定できます。

partition_extended_name::=

subpartition_extended_name::=

参照参照参照参照 : リモート・データベースの名前の変換の詳細は、『Oracle Database
管理者ガイド』を参照してください。

PARTITION partition

PARTITION FOR ( partition_key_value

,

)

SUBPARTITION subpartition

SUBPARTITION FOR ( subpartition_key_value

,

)
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DML 文 INSERT、UPDATE、DELETE、および ANALYZE文では、パーティション名またはサブ
パーティション名をカッコで囲む必要があります。細かな違いですが、
partition_extension_clauseに影響します。

partition_extension_clause::=

partition_extended_name、subpartition_extended_nameおよび
partition_extension_clauseでは、PARTITION FOR句および SUBPARTITION FOR句を
使用すると、名前がなくてもパーティションを参照できます。これらの句は、すべてのタイプ
のパーティション化に有効であり、特に時間隔パーティションで役立ちます。データが表に挿
入されると、必要に応じて時間隔パーティションが自動的に作成されます。

それぞれの partition_valueには、パーティション化キー列ごとに 1 つの値を指定します。
複数列のパーティション化キーには、パーティション化キーごとに 1 つの値を指定します。
コンポジット・パーティションには、パーティション化キーごとに 1 つの値を指定し、続いて
サブパーティション化キーごとに 1 つの値を指定します。すべてのパーティション化キーの値
は、カンマで区切られます。時間隔パーティションには、1 つの partition_valueのみを指
定できます。この値は、有効な NUMBERまたは日時値にする必要があります。SQL 文は、指定
した値を含むパーティションまたはサブパーティションで動作します。

拡張表名の制限事項拡張表名の制限事項拡張表名の制限事項拡張表名の制限事項 : 現在、拡張パーティション表名および拡張サブパーティション表名を使
用するときには、次の制限があります。

� リモート表は使用できません。拡張パーティション表名または拡張サブパーティション表
名には、データベース・リンク（dblink）、または dblink を使用して表に変換するシノニ
ムを含めることはできません。リモート・パーティションおよびリモート・サブパーティ
ションを使用するには、拡張表名の構文を使用してリモート・サイトにビューを作成し、
そのリモート・ビューを参照します。

� シノニムは使用できません。拡張パーティションまたは拡張サブパーティションは、実表
を使用して指定する必要があります。シノニム、ビューまたはその他のオブジェクトは使
用できません。

� PARTITION FOR句および SUBPARTITION FOR句は、ビューでの DDL 操作に対しては無効
になります。

例例例例 次の文の salesは、パーティション sales_q1_2000を持つパーティション表です。
単一パーティション sales_q1_2000のビューを作成でき、それを表のように使用できます。
この例では、パーティションから行が削除されます。

CREATE VIEW Q1_2000_sales AS
   SELECT * FROM sales PARTITION (SALES_Q1_2000);

DELETE FROM Q1_2000_sales WHERE amount_sold < 0; 

参照参照参照参照 : 時間隔パーティションの詳細は、16-45 ページの「CREATE 
TABLE」の「INTERVAL 句」を参照してください。

PARTITION

( partition )

FOR ( partition_key_value

,

)

SUBPARTITION

( subpartition )

FOR ( subpartition_key_value

,

)
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オブジェクト型の属性とメソッドの参照オブジェクト型の属性とメソッドの参照オブジェクト型の属性とメソッドの参照オブジェクト型の属性とメソッドの参照
SQL 文のオブジェクト型の属性とメソッドを参照するには、参照を表の別名で完全に修飾する
必要があります。次の例では、cust_address_typ型、および cust_address_typに基づ
く cust_address列を持つ表 customersを含むサンプル・スキーマ oeについて考えます。

CREATE TYPE cust_address_typ
  OID '82A4AF6A4CD1656DE034080020E0EE3D'
  AS OBJECT
    ( street_address     VARCHAR2(40)
    , postal_code        VARCHAR2(10)
    , city               VARCHAR2(30)
    , state_province     VARCHAR2(10)
    , country_id         CHAR(2)
    );
/
CREATE TABLE customers
    ( customer_id        NUMBER(6)     
    , cust_first_name    VARCHAR2(20) CONSTRAINT cust_fname_nn NOT NULL
    , cust_last_name     VARCHAR2(20) CONSTRAINT cust_lname_nn NOT NULL
    , cust_address       cust_address_typ
.
.
.

次に示すとおり、SQL 文では、postal_code属性への参照は表別名を使用して完全に修飾す
る必要があります。

SELECT c.cust_address.postal_code FROM customers c;

UPDATE customers c SET c.cust_address.postal_code = 'GU13 BE5' 
   WHERE c.cust_address.city = 'Fleet';

引数を取らないメンバー・メソッドを参照する場合は、空のカッコを付ける必要があります。
たとえば、サンプル・スキーマ oeには、メンバー・ファンクション getCatalogNameを含む
catalog_typに基づくオブジェクト表 categories_tabが含まれます。SQL 文でこのメ
ソッドをコールするには、次の例のように、空のカッコを付ける必要があります。

SELECT TREAT(VALUE(c) AS catalog_typ).getCatalogName() "Catalog Type"
   FROM categories_tab c
   WHERE category_id = 90;

Catalog Type
------------------------------------
online catalog
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疑似列疑似列疑似列疑似列

疑似列疑似列疑似列疑似列は表の列のように使用できますが、実際に表に格納されているわけではありません。
疑似列から値を選択できますが、疑似列に対して値の挿入、更新、削除はできません。疑似列
は、引数を指定しないファンクションとも似ています（詳細は第 5 章「ファンクション」を参
照してください）。ただし、引数を指定しないファンクションは、通常、結果セット内の各行に
対して同じ値を戻しますが、疑似列では各行に対して異なる値を戻します。

この章では、次の内容を説明します。

� 階層問合せ疑似列

� 順序疑似列

� バージョン問合せ疑似列

� COLUMN_VALUE 疑似列

� OBJECT_ID 疑似列

� OBJECT_VALUE 疑似列

� ORA_ROWSCN 疑似列

� ROWID 疑似列

� ROWNUM 疑似列

� XMLDATA 疑似列
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階層問合せ疑似列
階層問合せ疑似列階層問合せ疑似列階層問合せ疑似列階層問合せ疑似列 
階層問合せ疑似列は、階層問合せでのみ有効です。階層問合せ疑似列には、次のものがありま
す。

� CONNECT_BY_ISCYCLE 疑似列

� CONNECT_BY_ISLEAF 疑似列

� LEVEL 疑似列

問合せの中で階層型の関連を定義するには、CONNECT BY句を使用する必要があります。

CONNECT_BY_ISCYCLE 疑似列疑似列疑似列疑似列 
CONNECT_BY_ISCYCLE疑似列は、現在の行に自身の祖先でもある子がある場合に 1 を戻しま
す。それ以外の場合は、0（ゼロ）を戻します。

CONNECT BY句の NOCYCLEパラメータを指定した場合のみ、CONNECT_BY_ISCYCLEを指定で
きます。NOCYCLEによって、Oracle は問合せの結果を戻すことができます。このパラメータを
指定しないと、データ内の CONNECT BYループのため、問合せは失敗します。

CONNECT_BY_ISLEAF 疑似列疑似列疑似列疑似列 
CONNECT_BY_ISLEAF疑似列は、現在の行が CONNECT BY条件によって定義されるツリーの
リーフである場合に 1 を戻します。それ以外の場合は、0（ゼロ）を戻します。この情報は、特
定の行をさらに展開して階層の詳細を表示できるかどうかを示します。

CONNECT_BY_ISLEAF の例の例の例の例 次の例は、hr.employees表の 初の 3 レベルです。各行が
リーフ行か（IsLeaf列が 1）、子である行を持つか（IsLeaf列が 0）を示しています。

SELECT last_name "Employee", CONNECT_BY_ISLEAF "IsLeaf",
   LEVEL, SYS_CONNECT_BY_PATH(last_name, '/') "Path"
   FROM employees
   WHERE LEVEL <= 3 AND department_id = 80
   START WITH employee_id = 100
   CONNECT BY PRIOR employee_id = manager_id AND LEVEL <= 4;

Employee                      IsLeaf      LEVEL Path
------------------------- ---------- ---------- -------------------------
Abel                               1          3 /King/Zlotkey/Abel
Ande                               1          3 /King/Errazuriz/Ande
Banda                              1          3 /King/Errazuriz/Banda
Bates                              1          3 /King/Cambrault/Bates
Bernstein                          1          3 /King/Russell/Bernstein
Bloom                              1          3 /King/Cambrault/Bloom
Cambrault                          0          2 /King/Cambrault
Cambrault                          1          3 /King/Russell/Cambrault
Doran                              1          3 /King/Partners/Doran
Errazuriz                          0          2 /King/Errazuriz
Fox                                1          3 /King/Cambrault/Fox
. . . 

参照参照参照参照 : NOCYCLEパラメータの詳細は、9-3 ページの「階層問合せ」を参
照してください。CONNECT_BY_ISCYCLE疑似列を使用する例について
は、9-5 ページの「階層問合せの例」を参照してください。

参照参照参照参照 : 9-3 ページの「階層問合せ」および 5-184 ページの
「SYS_CONNECT_BY_PATH」を参照してください。
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LEVEL 疑似列疑似列疑似列疑似列 
階層問合せによって戻される各行について、LEVEL疑似列は、ルート行に 1 を戻し、ルートの
子には 2 を戻します（以降同様に続きます）。ルート行ルート行ルート行ルート行は逆ツリー構造の 上位行です。子であ子であ子であ子であ
る行る行る行る行は任意の非ルート行です。親である行親である行親である行親である行は子を持つ任意の行です。リーフ行リーフ行リーフ行リーフ行は子を持たない
任意の行です。図 3-1 に、逆ツリーのノードとそれらの LEVEL値を示します。

図図図図 3-1 階層ツリー階層ツリー階層ツリー階層ツリー

順序疑似列順序疑似列順序疑似列順序疑似列 
順序順序順序順序は、一意の連続値を生成できるスキーマ・オブジェクトです。これらの値は、主キーや一
意のキーによく使用されます。次の疑似列を使用した SQL 文で、順序値を参照できます。

� CURRVAL: 順序の現在の値を戻します。

� NEXTVAL: 順序を増加させて次の値を戻します。

CURRVALと NEXTVALは、順序の名前で修飾する必要があります。

sequence.CURRVAL
sequence.NEXTVAL

別のユーザーのスキーマ内での順序の現在の値または次の値を参照するには、その順序に対す
る SELECTオブジェクト権限または SELECT ANY SEQUENCEシステム権限のどちらかが必要で
す。さらに、その順序は、次に示すとおり、順序を含むスキーマで修飾する必要があります。

schema.sequence.CURRVAL
schema.sequence.NEXTVAL

リモート・データベース上の順序の値を参照するには、次のように、データベース・リンクの
完全な名前または部分的な名前で順序を修飾する必要があります。

schema.sequence.CURRVAL@dblink
schema.sequence.NEXTVAL@dblink

順序には、待機またはロックすることなく多数のユーザーが同時にアクセスできます。

参照参照参照参照 : 階層問合せの概要については、9-3 ページの「階層問合せ」を参照
してください。LEVEL疑似列の使用に関する制限事項については、7-22
ページの「IN 条件」を参照してください。

参照参照参照参照 : データベース・リンクの参照方法の詳細は、2-104 ページの「リ
モート・データベース内のオブジェクトの参照」を参照してください。

Level 1 

Level 2 

Level 3

Level 4
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順序値の使用場所順序値の使用場所順序値の使用場所順序値の使用場所 
次の場所で CURRVALと NEXTVALを使用できます。

� 副問合せ、マテリアライズド・ビューまたはビューに含まれていない SELECT文の
SELECT 構文のリスト

� INSERT文内の副問合せの SELECT 構文のリスト

� INSERT文の VALUES句

� UPDATE文の SET句

順序値の制限事項順序値の制限事項順序値の制限事項順序値の制限事項 : 次の構造体では、CURRVALおよび NEXTVALは使用できません。

� DELETE文、SELECT文または UPDATE文内の副問合せ

� ビューの問合せ、またはマテリアライズド・ビューの問合せ

� DISTINCT演算子を持つ SELECT文

� GROUP BY句または ORDER BY句を持つ SELECT文

� 集合演算子 UNION、INTERSECTまたは MINUSによって別の SELECT文と結合されている
SELECT文

� SELECT文の WHERE句

� CREATE TABLE文または ALTER TABLE文の列の DEFAULT値

� CHECK制約の条件

CURRVALまたは NEXTVALを使用する単一の SQL 文では、参照された LONG列、更新された
表、ロックされた表がすべて同じデータベース上にある必要があります。

順序値の使用方法順序値の使用方法順序値の使用方法順序値の使用方法 
順序を作成するときに、初期値と増分値を定義できます。NEXTVALの 初の参照によって、順
序の初期値が戻されます。その後の参照によって、定義された NEXTVAL増分値で順序が増加
され、その新しい値が戻されます。CURRVALを参照すると、NEXTVALへの 後の参照で戻さ
れた値である、順序の現在の値が常に戻されます。

セッションの順序に対して CURRVALを使用する前に、まず NEXTVALで順序を初期化してくだ
さい。順序の詳細は、15-64 ページの「CREATE SEQUENCE」を参照してください。

NEXTVALへの参照が含まれる単一の SQL 文の中では、Oracle は、次の各行につき 1 回順序を
増加させます。

� SELECT文の外部問合せブロックによって戻される行。このような問合せブロックは、次
の場所に指定できます。

– トップレベルの SELECT文

– INSERT ... SELECT文（単一表または複数表）。マルチテーブル・インサートの場合、
NEXTVALへの参照が VALUES句内に存在する必要があり、マルチテーブル・インサー
トの複数のブランチで NEXTVALが参照される場合でも、副問合せによって戻される
行ごとに、順序が 1 回更新されます。

– CREATE TABLE ...AS SELECT文

– CREATE MATERIALIZED VIEW ...AS SELECT文

� UPDATE文で更新される行

� VALUES句が含まれる INSERT文
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順序疑似列
� INSERT ... [ALL | FIRST] 文（マルチテーブル・インサート）。マルチテーブル・インサー
トは、単一の SQL 文とみなされます。このため、順序の NEXTVALへの参照では、文の
SELECT部分からの各入力レコードに対して順序が 1 回のみ増加されます。INSERT ... 
[ALL | FIRST ] 文のいずれかの部分で NEXTVALが複数回指定されている場合は、指定さ
れたレコードが挿入される回数に関係なく、値はすべての挿入ブランチに対して同じにな
ります。

� MERGE文でマージされる行。NEXTVALへの参照は、merge_insert_clauseまたは
merge_update_clauseあるいはその両方に指定できます。NEXTVALUE値は、更新操作
または挿入操作に順序番号が使用されない場合でも、行が更新されるか挿入されるたびに
増加されます。NEXTVALがこれらの場所のいずれかで複数回指定されている場合、順序は
各行に対して 1 回増加され、その行の NEXTVALが検出されるたびにすべて同じ値を戻し
ます。

� マルチテーブル INSERT ALL文の入力行。NEXTVALは、各行に対する
insert_into_clauseマップの回数に関係なく、副問合せによって戻される各行に対し
て 1 回のみ増加されます。

これらの場所のいずれかが、NEXTVALを複数回参照している場合、Oracle は 1 回のみ順序を増
加させ、NEXTVALが検出されるたびにすべて同じ値を戻します。

これらの場所のいずれかが、CURRVALと NEXTVALの両方を参照している場合、Oracle は
CURRVALと NEXTVALの両方について順序を増加させ同じ値を戻します。

順序の次の値の検索例順序の次の値の検索例順序の次の値の検索例順序の次の値の検索例 次の例では、サンプル・スキーマ hrの従業員順序の次の値を検索し
ます。

SELECT employees_seq.nextval 
    FROM DUAL;

表への順序値の挿入例表への順序値の挿入例表への順序値の挿入例表への順序値の挿入例 次の例では、従業員順序を増加させ、サンプル表 hr.employeesに
挿入される新しい従業員のためにその値を使用します。

INSERT INTO employees
   VALUES (employees_seq.nextval, 'John', 'Doe', 'jdoe', 
   '555-1212', TO_DATE(SYSDATE), 'PU_CLERK', 2500, null, null,
   30);

順序の現在の値の再利用例順序の現在の値の再利用例順序の現在の値の再利用例順序の現在の値の再利用例 次の例では、次の注文番号を使用して新しい注文をマスター注文
表に追加します。その後、この番号を使用して関連する注文をディテール注文表に追加します。

INSERT INTO orders (order_id, order_date, customer_id)
   VALUES (orders_seq.nextval, TO_DATE(SYSDATE), 106);

INSERT INTO order_items (order_id, line_item_id, product_id)
   VALUES (orders_seq.currval, 1, 2359);

INSERT INTO order_items (order_id, line_item_id, product_id)
   VALUES (orders_seq.currval, 2, 3290);

INSERT INTO order_items (order_id, line_item_id, product_id)
   VALUES (orders_seq.currval, 3, 2381);
疑似列 3-5



バージョン問合せ疑似列
バージョン問合せ疑似列バージョン問合せ疑似列バージョン問合せ疑似列バージョン問合せ疑似列 
バージョン問合せ疑似列は、Oracle フラッシュバック問合せの一形態である Oracle Flashback 
Version Query でのみ有効です。バージョン問合せ疑似列には、次のものがあります。

� VERSIONS_STARTTIME: 問合せによって戻された行の 初のバージョンのタイムスタンプ
を戻します。

� VERSIONS_STARTSCN: 問合せによって戻された行の 初のバージョンの SCN を戻します。

� VERSIONS_ENDTIME: 問合せによって戻された行の 後のバージョンのタイムスタンプを
戻します。

� VERSIONS_ENDSCN: 問合せによって戻された行の 後のバージョンの SCN を戻します。

� VERSIONS_XID: 各行のそれぞれのバージョンについて、その行バージョンを作成したト
ランザクションのトランザクション ID（RAW番号）を戻します。

� VERSIONS_OPERATION: 各行のそれぞれのバージョンについて、その行バージョンを発生
させた操作を表す単一の文字を戻します。戻される値は、I（挿入操作）、U（更新操作）ま
たは D（削除操作）です。

COLUMN_VALUE 疑似列疑似列疑似列疑似列 
COLUMNS句を指定せずに XMLTable構造体を参照する場合、または TABLEファンクションを
使用して表の型をネストしたスカラーを参照する場合、データベースは単一列を持つ仮想表を
戻します。この疑似列の名前は、COLUMN_VALUEです。

XMLTableのコンテキストでは、戻り値のデータ型は XMLTypeです。たとえば、次の 2 つの
文は同等で、どちらの出力も戻される列の名前として COLUMN_VALUEを示します。

SELECT * FROM XMLTABLE('<a>123</a>');

COLUMN_VALUE
---------------------------------------
<a>123</a>

SELECT COLUMN_VALUE FROM (XMLTable('<a>123</a>'));

COLUMN_VALUE
----------------------------------------
<a>123</a>

TABLEファンクションのコンテキストでは、戻り値はコレクション要素のデータ型になりま
す。次の文では、2 つのレベルにネストした表を作成します。このコンテキストでの
COLUMN_VALUEの使用方法は、16-62 ページの「マルチレベル・コレクションの例 :」を参照し
てください。

CREATE TYPE phone AS TABLE OF NUMBER;   
/
CREATE TYPE phone_list AS TABLE OF phone;
/
次の文では COLUMN_VALUEを使用して phone型から選択します。

SELECT t.COLUMN_VALUE from table(phone(1,2,3)) t;

COLUMN_VALUE
------------
          1
          2
          3

参照参照参照参照 : バージョン問合せの詳細は、19-15 ページの
「flashback_query_clause」を参照してください。
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ネストした型では、SELECT 構文のリストと TABLEファンクションの両方で COLUMN_VALUE
疑似列を使用できます。

SELECT t.COLUMN_VALUE FROM 
   TABLE(phone_list(phone(1,2,3))) p, TABLE(p.COLUMN_VALUE) t;
COLUMN_VALUE
------------
           1
           2
           3

次の例に示すように、キーワード COLUMN_VALUEは、列または属性名を持たない内部のネス
トした表のスカラー値に対して Oracle Database が生成する名前です。このコンテキストでは、
COLUMN_VALUEは疑似列ではなく、実際の列の名前です。

CREATE TABLE my_customers (
   cust_id       NUMBER,
   name          VARCHAR2(25),
   phone_numbers phone_list,
   credit_limit  NUMBER)
   NESTED TABLE phone_numbers STORE AS outer_ntab
   (NESTED TABLE COLUMN_VALUE STORE AS inner_ntab);

OBJECT_ID 疑似列疑似列疑似列疑似列 
OBJECT_ID疑似列は、オブジェクト表またはビューの列のオブジェクト識別子を戻します。
Oracle はこの疑似列をオブジェクト表の主キーとして使用します。OBJECT_IDは、ビューの
INSTEAD OFトリガーや、オブジェクト表の置換可能行の ID の識別に便利です。

OBJECT_VALUE 疑似列疑似列疑似列疑似列 
OBJECT_VALUE疑似列は、オブジェクト表、XMLType表、オブジェクト・ビューまたは
XMLTypeビューの列のシステム生成名を戻します。この疑似列は、オブジェクト表の置換可能
行の値の識別や、WITH OBJECT IDENTIFIER句を使用したオブジェクト・ビューの作成に便
利です。

参照参照参照参照 :

� このファンクションの詳細は、5-245 ページの「XMLTABLE」を参照
してください。

� TABLEファンクションの詳細は、18-56 ページの
「table_collection_expression::=」を参照してください。

� ALTER TABLEの例は、12-80 ページの「ネストした表の例 :」を参照し
てください。

注意注意注意注意 : 以前のリリースでは、この疑似列は SYS_NC_OID$と呼ばれてい
ました。下位互換性を保つため、この名称は引き続きサポートされます。
ただし、より直感的な名前である OBJECT_IDを使用することをお薦めし
ます。

参照参照参照参照 : この疑似列の使用例については、『Oracle Database オブジェクト・
リレーショナル開発者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : 以前のリリースでは、この疑似列は SYS_NC_ROWINFO$と呼ばれ
ていました。下位互換性を保つため、この名称は引き続きサポートされま
す。ただし、より直感的な名前である OBJECT_VALUEを使用することを
お薦めします。
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ORA_ROWSCN 疑似列疑似列疑似列疑似列 
ORA_ROWSCNは、各行について、その行に対する 新の変更のシステム変更番号（SCN）の上
限（近似値）を戻します。この疑似列は、行が 後に更新されたおよその時期を判別するのに
便利です。Oracle は行が存在するブロックをコミットしたトランザクションによって SCN を
追跡するため、この値は正確でない場合があります。行レベル依存の追跡を行う表を作成する
と、SCN のより正確な概数を取得できます。行レベル依存の追跡の詳細は、16-54 ページの

「NOROWDEPENDENCIES | ROWDEPENDENCIES」を参照してください。

この疑似列は、ビューへの問合せでは使用できません。ただし、この疑似列を使用して、
ビューの作成時に基礎となる表を参照することは可能です。また、UPDATE文または DELETE
文の WHERE句でこの疑似列を使用することもできます。

ORA_ROWSCNは、フラッシュバック問合せではサポートされません。かわりに、フラッシュ
バック問合せ専用に提供されているバージョン問合せ疑似列を使用してください。フラッシュ
バック問合せの詳細は、19-15 ページの「flashback_query_clause」を参照してください。バー
ジョン問合せ疑似列の詳細は、3-6 ページの「バージョン問合せ疑似列」を参照してください。

ORA_ROWSCN の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : この疑似列は、外部表ではサポートされません。

例例例例 次の 初の文では、ORA_ROWSCN疑似列を使用して、employees表に対する 後の操作
のシステム変更番号を取得します。2 番目の文では、この疑似列を SCN_TO_TIMESTAMPファ
ンクションとともに使用して、操作のタイムスタンプを判別します。

SELECT ORA_ROWSCN, last_name FROM employees WHERE employee_id = 188;

SELECT SCN_TO_TIMESTAMP(ORA_ROWSCN), last_name FROM employees
   WHERE employee_id = 188;

ROWID 疑似列疑似列疑似列疑似列 
ROWID疑似列は、データベース内の各行について、行のアドレスを戻します。Oracle Database
の ROWID 値には、行を検索するために必要な次の情報が含まれています。

� オブジェクトのデータ・オブジェクト番号。

� 行が存在するデータ・ファイルのデータ・ブロック。

� データ・ブロック内での行の位置（ 初の行は 0）。

� 行が存在するデータ・ファイル（ 初のファイルは 1）。ファイル番号は表領域に対して相
対的です。

ほとんどの場合、ROWID 値ではデータベース内の行は一意に識別されます。ただし、同じク
ラスタに格納されている異なる表の行は、同じ ROWID を持つことができます。

ROWID疑似列の値は ROWIDまたは UROWIDデータ型を持ちます。詳細は、2-26 ページの
「ROWID データ型」および 2-27 ページの「UROWID データ型」を参照してください。

ROWID 値には、次の重要な用途があります。

� 単一の行に も速くアクセスする方法です。

� 表の行が格納されている様子を示すことができます。

� 表の行に対する一意の識別子です。

参照参照参照参照 :

� この疑似列の使用方法の詳細は、16-58 ページの「object_table」およ
び 17-16 ページの「object_view_clause」を参照してください。

� この疑似列の使用例については、『Oracle Database オブジェクト・リ
レーショナル開発者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :  「SCN_TO_TIMESTAMP」（5-162 ページ）
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ROWNUM 疑似列
表の主キーとして ROWIDを使用しないでください。たとえば、インポート・ユーティリティと
エクスポート・ユーティリティで行を削除してから再挿入する場合、ROWID が変わる場合が
あります。行を削除した場合、Oracle は、後から新しく挿入される行にその ROWID を再度割
り当てる可能性があります。

問合せの SELECT句と WHERE句で ROWID疑似列を使用できますが、これらの疑似列の値が実
際にデータベースに格納されるわけではありません。ROWID疑似列の値に対して挿入、更新お
よび削除はできません。

例例例例 次の文は、部門 20 の従業員のデータを含むすべての行のアドレスを選択します。

SELECT ROWID, last_name  
   FROM employees
   WHERE department_id = 20;

ROWNUM 疑似列疑似列疑似列疑似列 

ROWNUM疑似列は、問合せによって戻される各行について、表や結合処理された行の集合から
Oracle が行を選択する順序を示す番号を戻します。つまり、選択される 初の行の ROWNUMは
1、2 番目の行の ROWNUM は 2 です（以降同様に続きます）。

次の例のように、ROWNUMを使用して問合せによって戻される行数を制限できます。

SELECT * FROM employees WHERE ROWNUM < 11;

同じ問合せで ROWNUMに ORDER BY句が続く場合、ORDER BY句によって行が再び順序付けら
れます。結果は、行がアクセスされる方法によって異なります。たとえば、ORDER BY句の指
定によって Oracle が索引を使用してデータにアクセスする場合、索引なしの場合とは異なる順
序で行が取り出されることがあります。このため、次の文では、前述の例と同じ行が戻される
とはかぎりません。

SELECT * FROM employees WHERE ROWNUM < 11 ORDER BY last_name;

ORDER BY句を副問合せに埋め込んで ROWNUM条件をトップレベル問合せに置いた場合、行の
順序付けの後で ROWNUM条件を強制的に適用させることができます。たとえば、次の問合せは、
小さい順に 10 個の従業員番号を持つ従業員を戻します。これは、上位上位上位上位 N 番のレポート番のレポート番のレポート番のレポートと呼ば
れることがあります。

SELECT * FROM
   (SELECT * FROM employees ORDER BY employee_id)
   WHERE ROWNUM < 11;

前述の例では、ROWNUM値はトップレベルの SELECT文の値です。これらの値は、副問合せ内
の employee_idによって行が順序付けられた後で生成されます。

比較条件「ROWNUM値＞正の整数」は、常に偽となるため注意してください。たとえば、次の
問合せでは行は戻されません。

SELECT * FROM employees
    WHERE ROWNUM > 1;

初にフェッチされる行の ROWNUMには 1 が割り当てられるため、条件は偽と判断されます。
2 番目にフェッチされる予定だった行は 初の行になるため、この ROWNUMにも 1 が割り当て
られ、条件も偽と判断されます。このように、後続するすべての行が条件を満たさないため、
行は戻されません。

注意注意注意注意 : ROW_NUMBER組込み SQL ファンクションは、問合せの結果の順序
付けを強力にサポートします。詳細は、5-158 ページの

「ROW_NUMBER」を参照してください。
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XMLDATA 疑似列
また、次の例のように、ROWNUMを使用して表の各行に一意の値を割り当てることもできます。

UPDATE my_table
    SET column1 = ROWNUM;

行に一意の番号を割り当てる別の方法については、5-158 ページの「ROW_NUMBER」を参照
してください。

XMLDATA 疑似列疑似列疑似列疑似列 
Oracle は、XMLSchema 情報および STORAGE 句の指定方法に基づいて、XMLTypeデータを
LOB またはオブジェクト・リレーショナル列に格納します。XMLDATA疑似列を使用すると、
基礎となる LOB またはオブジェクト・リレーショナル列にアクセスし、追加の STORAGE 句
のパラメータ、制約、索引などを指定できます。

例例例例 次の文は、この疑似列の使用方法を示しています。XMLTypeの簡単な表を作成するとしま
す。

CREATE TABLE xml_lob_tab of XMLTYPE;

デフォルト記憶域は、CLOB列にあります。基礎となる LOB 列の記憶特性を変更する場合は、
次の文を使用できます。

ALTER TABLE xml_lob_tab MODIFY LOB (XMLDATA)
   (STORAGE (BUFFER_POOL DEFAULT) CACHE);

E-8 ページの「SQL 文での XML の使用方法」で作成した xwarehouses表のような XML 
Schema ベースの表を作成したとします。その後、次の文に示すように、XMLDATA列を使用し
て、基礎となる列のプロパティを設定できます。

ALTER TABLE xwarehouses ADD (UNIQUE(XMLDATA."WarehouseId"));

注意注意注意注意 : 問合せで ROWNUMを使用した場合、ビューの 適化に影響するこ
とがあります。詳細は、『Oracle Database 概要』を参照してください。
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演算子演算子演算子演算子

演算子演算子演算子演算子は、データ項目を操作し、結果を戻すために使用します。構文では、演算子はオペラン
ドの前後または 2 つのオペランドの間で使用します。

この章では、次の内容を説明します。

� SQL 演算子

� 算術演算子

� 連結演算子

� 階層問合せ演算子

� 集合演算子

� MULTISET 演算子

� ユーザー定義演算子

この章では、非論理（非ブール）演算子について説明します。これらの演算子は、問合せまた
は副問合せ内で WHEREまたは HAVING句の条件として、単独では使用できません。条件として
使用できる論理演算子の詳細は、第 7 章「条件」を参照してください。
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SQL 演算子
SQL 演算子演算子演算子演算子
演算子は、オペランドオペランドオペランドオペランドまたは引数引数引数引数と呼ばれる個々のデータ項目を操作します。演算子は、特殊
文字またはキーワードで表します。たとえば、乗算演算子は、アスタリスク（*）で表します。

Oracle Text がインストールされている場合は、Oracle Text 問合せで、この製品に含まれる
SCORE演算子を使用できます。また、CONTAINS、CATSEARCH、MATCHESなどの組込み Text
演算子を使用して条件を作成することもできます。Oracle Text 要素の詳細は、『Oracle Text リ
ファレンス』を参照してください。

Oracle Expression Filter を使用している場合、この製品に含まれる組込み EVALUATE演算子を
使用して条件を作成できます。詳細は、『Oracle Database ルール・マネージャおよび式フィル
タ開発者ガイド』を参照してください。

単項演算子およびバイナリ演算子単項演算子およびバイナリ演算子単項演算子およびバイナリ演算子単項演算子およびバイナリ演算子 
一般に、演算子には次の 2 つのクラスがあります。

� 単項単項単項単項 : 単項演算子は、1 つのみのオペランドについて操作します。単項演算子の書式は次の
とおりです。

operator operand

� バイナリバイナリバイナリバイナリ : バイナリ演算子は、2 つのオペランドについて操作します。バイナリ演算子の書
式は次のとおりです。

operand1 operator operand2

この他、特別な書式を持ち、3 つ以上のオペランドについて操作可能な演算子もあります。
演算子のオペランドに NULL が指定された場合、結果は常に NULL になります。この規則に従
わない唯一の演算子が連結演算子（||）です。

注意注意注意注意 : NLS_COMPと NLS_SORTの設定を組み合せた値によって、文字を
ソートおよび比較するルールが決まります。ご使用のデータベースの
NLS_COMPに LINGUISTICが設定されている場合、この章のエンティ
ティはすべて NLS_SORTパラメータによって指定されるルールに従って解
釈されます。NLS_COMPが LINGUISTICに設定されていない場合、ファ
ンクションは NLS_SORTの設定に関係なく解釈されます。NLS_SORTは、
明示的に設定できます。明示的に設定されていない場合は、
NLS_LANGUAGEから導出されます。これらの設定の詳細は、『Oracle 
Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してくださ
い。
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算術演算子
演算子の優先順位演算子の優先順位演算子の優先順位演算子の優先順位 
優先順位優先順位優先順位優先順位とは、同じ式の中の異なる演算子を Oracle Database が評価する順序を意味します。
複数の演算子を含む式を評価するとき、Oracle は優先順位の高い演算子を評価した後で、優先
順位の低い演算子を評価します。優先順位の等しい演算子は、式の中で左から右に評価されま
す。

表 4-1 に、SQL 演算子を優先順位の高い方から順に示します。同じ行にリストされている演算
子の優先順位は同じです。

優先順位の例優先順位の例優先順位の例優先順位の例 次の式では、乗算は加算よりも優先順位が高いため、2 と 3 を掛けた結果に
1 が加算されます。

1+2*3 

式の中でカッコを使用して演算子の優先順位を上書きできます。Oracle は、カッコの内側の式
を評価した後で、外側の式を評価します。

SQL では、集合演算子（UNION、UNION ALL、INTERSECTおよび MINUS）もサポートされま
す。集合演算子によって結合されるのは、問合せによって戻される行の集まりで、個々のデー
タ項目ではありません。集合演算子の優先順位はすべて同じです。

算術演算子算術演算子算術演算子算術演算子 
1 つまたは 2 つの引数を持つ算術演算子を使用することによって、数値を否定（正負を反転）、
加算、減算、乗算および除算できます。これらの演算子の中には、日時および時間隔の演算に
使用されるものもあります。演算子の引数は、数値データ型、または数値データ型に暗黙的に
変換可能な任意のデータ型に解決される必要があります。

単項算術演算子は、引数の数値データ型と同じデータ型を戻します。バイナリ算術演算子の場
合、Oracle は、数値の優先順位が も高い引数を判断し、残りの引数をそのデータ型に暗黙的
に変換して、そのデータ型を戻します。表 4-2 に、算術演算子を示します。

表表表表 4-1 SQL 演算子の優先順位演算子の優先順位演算子の優先順位演算子の優先順位

演算子演算子演算子演算子 操作操作操作操作

+、-（単項演算子）、PRIOR、CONNECT_BY_
ROOT

同一、否定、階層内の位置

*、/ 乗算、除算

+、-（バイナリ演算子）、|| 加算、減算、連結

SQL 条件は、SQL 演算子の後で評価されます。 7-3 ページの「条件の優先順位」を参照してく

ださい。

参照参照参照参照 : 階層問合せのみで使用する PRIOR演算子については、4-5 ページ
の「階層問合せ演算子」および 9-3 ページの「階層問合せ」を参照してく
ださい。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。数値の優先順位の詳細は、2-15 ペー
ジの「数値の優先順位」を参照してください。また、2-20 ページの「日時
および期間の演算」を参照してください。
演算子 4-3



連結演算子
二重否定や負の数の減算を表現する場合に、算術式で、連続した負の符号（--）は使用しないで
ください。文字 -- は、SQL 文ではコメントの開始を示す場合に使用します。連続した負の符号
は、空白またはカッコで区切ってください。SQL 文中のコメントの詳細は、2-69 ページの「コ
メント」を参照してください。

連結演算子連結演算子連結演算子連結演算子
連結演算子は、文字列および CLOBデータを操作する場合に使用します。表 4-3 に、連結演算
子を示します。

2 つの文字列を連結した結果は別の文字列になります。両方の文字列が CHARデータ型の場合、
結果は CHARデータ型の文字列になり、その 大文字数は 2000 です。どちらかの文字列が
VARCHAR2データ型の場合、結果は VARCHAR2データ型の文字列になり、 大文字数は 4000
です。どちらかの引数が CLOBデータ型の場合、結果は、一時 CLOBになります。データ型が
文字列型か CLOB型かにかかわらず、後続空白は連結後も文字列に残ります。

多くのプラットフォームでは、連結演算子は、表 4-3 に示すとおり 2 本の実線垂直バーで表さ
れます。ただし、IBM 社のプラットフォームの中には、この演算子として破線垂直バーを使用
するものもあります。異なるキャラクタ・セットを持つシステム間（たとえば ASCII と
EBCDIC 間）で SQL スクリプト・ファイルを移動する場合、垂直バーが、移動先の Oracle 
Database 環境で必要な垂直バーに変換されない場合があります。オペレーティング・システム
またはネットワーク・ユーティリティによる変換の制御が困難または不可能である場合に備え
て、Oracle では、垂直バー演算子にかわるものとして CONCAT文字ファンクションが提供され
ています。異なるキャラクタ・セットを持つ環境間でアプリケーションを移動する場合は、こ
の文字ファンクションを使用することをお薦めします。

Oracle は、長さが 0（ゼロ）の文字列を NULL として処理しますが、長さが 0（ゼロ）の文字
列を別のオペランドと連結すると、その結果は常にもう一方のオペランドになります。結果が
NULL になるのは、2 つの NULL 文字列を連結したときのみです。ただし、この処理は Oracle 
Database の今後のバージョンでも継続されるとはかぎりません。NULL になる可能性がある式
を連結する場合は、NVLファンクションを使用して、その式を長さが 0（ゼロ）の文字列に明
示的に変換してください。

表表表表 4-2 算術演算子算術演算子算術演算子算術演算子

演算子演算子演算子演算子 用途用途用途用途 例例例例

+ - 式の正負を示す場合、これらは単項演算
子です。

SELECT * FROM order_items
 WHERE quantity = -1
 ORDER BY order_id, 
    line_item_id, product_id;
SELECT * FROM employees
  WHERE -salary < 0
  ORDER BY employee_id;

+ - 加算、減算を行う場合、これらはバイナ
リ演算子です。

SELECT hire_date 
  FROM employees
  WHERE SYSDATE - hire_date
  > 365 ORDER BY hire_date;

* / 乗算、除算を行います。これらはバイナ
リ演算子です。

UPDATE employees
  SET salary = salary * 1.1;

表表表表 4-3 連結演算子連結演算子連結演算子連結演算子

演算子演算子演算子演算子 用途用途用途用途 例例例例

|| 文字列および CLOBデータを連結し

ます。

SELECT 'Name is ' || last_name
   FROM employees
   ORDER BY last_name;
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階層問合せ演算子
連結の例連結の例連結の例連結の例 次の例では、CHAR列および VARCHAR2列を持つ表を作成し、後続空白のある値と
ない値を挿入してから、これらの値を選択し、連結します。なお、CHAR列および VARCHAR2
列では、ともに後続空白が保存されます。

CREATE TABLE tab1 (col1 VARCHAR2(6), col2 CHAR(6),
        col3 VARCHAR2(6), col4 CHAR(6) );

INSERT INTO tab1 (col1,  col2,     col3,     col4)
        VALUES   ('abc', 'def   ', 'ghi   ', 'jkl');

SELECT col1||col2||col3||col4 "Concatenation"
        FROM tab1;

Concatenation
------------------------
abcdef   ghi   jkl

階層問合せ演算子階層問合せ演算子階層問合せ演算子階層問合せ演算子
PRIORおよび CONNECT_BY_ROOTの 2 つの演算子は、階層問合せでのみ有効です。

PRIOR 
階層問合せでは、CONNECT BY condition内の 1 つの式を PRIOR演算子で修飾する必要があ
ります。CONNECT BY conditionが複合条件の場合、1 つの条件のみに PRIOR演算子が必要
です（複数の PRIOR条件を使用することもできます）。PRIORは、階層問合せ内でカレント行
の親である行の直後にある式を評価します。

PRIORは、等価演算子を使用して列の値を比較する場合によく使用されます（PRIORキーワー
ドは演算子のどちら側でもかまいません）。PRIORを指定すると、列の親である行の値が使用
されます。等号（=）以外の演算子は、理論上は CONNECT BY句に指定できます。ただし、こ
れらの他の演算子の組合せによっては、作成される条件は無限ループを発生させる場合があり
ます。この場合、実行時にループが検出され、エラーが戻されます。この変数の詳細および例
については、9-3 ページの「階層問合せ」を参照してください。

CONNECT_BY_ROOT 
CONNECT_BY_ROOTは、階層問合せでのみ有効な単項演算子です。この演算子を使用して列を
修飾すると、ルート行のデータを使用して列の値が戻されます。この演算子は、階層問合せの
CONNECT BY [PRIOR] 条件の機能を拡張します。

CONNECT_BY_ROOT に関する制限事項に関する制限事項に関する制限事項に関する制限事項 この演算子は、START WITH条件または CONNECT 
BY条件内で指定できません。

参照参照参照参照 :

� CHARデータ型と VARCHAR2データ型の違いの詳細は、2-9 ページの
「文字データ型」を参照してください。

� 5-37 ページの CONCAT ファンクションおよび 5-115 ページの NVL
ファンクションを参照してください。

� CLOBの詳細は、『Oracle Database SecureFiles およびラージ・オブ
ジェクト開発者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 「CONNECT_BY_ROOT の例」（9-6 ページ）
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集合演算子
集合演算子集合演算子集合演算子集合演算子 
集合演算子は、2 つのコンポーネントの問合せ結果を 1 つの結果にまとめます。集合演算子を
含む問合せを複合問合せと呼びます。表 4-4 に、SQL の集合演算子を示します。これらの演算
子の例や制限事項などの詳細は、9-7 ページの「UNION [ALL]、INTERSECT および MINUS
演算子」を参照してください。

MULTISET 演算子演算子演算子演算子 
MULTISET 演算子は、2 つのネストした表の結果を 1 つのネストした表にまとめます。

MULTISET 演算子に関する例では、次のように 2 つのネストした表を作成し、データをロード
する必要があります。

まず、customers_demoという名前で、oe.customers表のコピーを作成します。

CREATE TABLE customers_demo AS
  SELECT * FROM customers;

次に、cust_address_tab_typという表型を作成します。この型はネストした表の列を作成
する際に使用します。

CREATE TYPE cust_address_tab_typ AS
  TABLE OF cust_address_typ
/

次に、customers_demo表に、ネストした表の列を 2 つ作成します。

ALTER TABLE customers_demo
  ADD (cust_address_ntab cust_address_tab_typ,
       cust_address2_ntab cust_address_tab_typ)
    NESTED TABLE cust_address_ntab STORE AS cust_address_ntab_store
    NESTED TABLE cust_address2_ntab STORE AS cust_address2_ntab_store;

後に、oe.customers表の cust_address列のデータを使用して、2 つの新しいネストし
た表の列にデータをロードします。

UPDATE CUSTOMERS_DEMO cd
  SET cust_address_ntab = 
    CAST(MULTISET(SELECT cust_address
                    FROM customers c
                    WHERE c.customer_id =
                          cd.customer_id) as cust_address_tab_typ);

UPDATE CUSTOMERS_DEMO cd
  SET cust_address2_ntab = 
    CAST(MULTISET(SELECT cust_address
                    FROM customers c
                    WHERE c.customer_id =
                          cd.customer_id) as cust_address_tab_typ);

表表表表 4-4 集合演算子集合演算子集合演算子集合演算子

演算子演算子演算子演算子 戻る結果戻る結果戻る結果戻る結果

UNION 各問合せによって戻るすべての行（重複行は含まない）

UNION ALL 各問合せによって戻るすべての行（重複行を含む）

INTERSECT 両方の問合せによって戻るすべての行（重複行は含まない）

MINUS 初の問合せによって戻る行で、2 番目の問合せでは戻されない行（重複

行は含まない）
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MULTISET EXCEPT 
MULTISET EXCEPTは、引数として 2 つのネストした表を取り、1 つ目のネストした表に存在
し、2 つ目のネストした表に存在しない要素を持つネストした表を戻します。入力する 2 つの
ネストした表は同じ型である必要があり、戻されるネストした表も同じ型です。

� ALLキーワードは、nested_table2に存在せず、nested_table1に存在するすべての
要素を戻します。たとえば、ある特定の要素が nested_table1で m回、
nested_table2で n回出現すると想定します。結果には、この要素は、m>nの場合は
(m-n)回、m<=nの場合は 0（ゼロ）回出現します。ALLはデフォルトです。

� DISTINCTキーワードは、出現回数にかかわらず、nested_table1と nested_table2
の両方に存在するすべての要素を排除します。

� ネストした表の要素型は比較可能なものである必要があります。スカラー型以外の型の比
較の可能性は、7-4 ページの「比較条件」を参照してください。

例例例例

次の例では、2 つのネストした表を比較し、1 つ目のネストした表に存在し、2 つ目のネストし
た表に存在しない要素を持つネストした表を戻します。

SELECT customer_id, cust_address_ntab
  MULTISET EXCEPT DISTINCT cust_address2_ntab multiset_except
  FROM customers_demo;

CUSTOMER_ID MULTISET_EXCEPT(STREET_ADDRESS, POSTAL_CODE, CITY, STATE_PROVINCE, COUNTRY_ID)
----------- --------------------------------------------------------------------------------
        101 CUST_ADDRESS_TAB_TYP()
        102 CUST_ADDRESS_TAB_TYP()
        103 CUST_ADDRESS_TAB_TYP()
        104 CUST_ADDRESS_TAB_TYP()
        105 CUST_ADDRESS_TAB_TYP()
. . .

この例では、表 customers_demoと、データを含むネストした表の列が 2 つ必要です。この
表およびネストした表の列を作成する方法については、4-6 ページの「MULTISET 演算子」を
参照してください。

MULTISET INTERSECT 
MULTISET INTERSECTは、引数として 2 つのネストした表を取り、入力する 2 つのネストし
た表に共通する値を持つネストした表を戻します。入力する 2 つのネストした表は同じ型であ
る必要があり、戻されるネストした表も同じ型です。

� ALLキーワードは、入力する 2 つのネストした表に存在するすべての共通要素を戻します
（重複する共通の値や、重複する共通の NULLも含まれます）。たとえば、ある特定の値が
nested_table1で m回、nested_table2で n回出現する場合、結果には、この要素が
min(m,n)回出現します。ALLはデフォルトです。

nested_table1 MULTISET EXCEPT

ALL

DISTINCT
nested_table2

nested_table1 MULTISET INTERSECT

ALL

DISTINCT
nested_table2
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� DISTINCTキーワードは、戻されるネストした表から重複を排除します（重複する NULLが
存在する場合、これも排除されます）。

� ネストした表の要素型は比較可能なものである必要があります。スカラー型以外の型の比
較の可能性は、7-4 ページの「比較条件」を参照してください。

例例例例

次の例では、2 つのネストした表を比較し、入力する両方のネストした表に存在する要素を持
つネストした表を戻します。

SELECT customer_id, cust_address_ntab
  MULTISET INTERSECT DISTINCT cust_address2_ntab multiset_intersect
  FROM customers_demo
  ORDER BY customer_id;

CUSTOMER_ID MULTISET_INTERSECT(STREET_ADDRESS, POSTAL_CODE, CITY, STATE_PROVINCE, COUNTRY_ID
----------- -----------------------------------------------------------------------------------
        101 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('514 W Superior St', '46901', 'Kokomo', 'IN', 'US'))
        102 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('2515 Bloyd Ave', '46218', 'Indianapolis', 'IN', 'US'))
        103 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('8768 N State Rd 37', '47404', 'Bloomington', 'IN', 'US'))
        104 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('6445 Bay Harbor Ln', '46254', 'Indianapolis', 'IN', 'US'))
        105 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('4019 W 3Rd St', '47404', 'Bloomington', 'IN', 'US'))
.
.
.

この例では、表 customers_demoと、データを含むネストした表の列が 2 つ必要です。この
表およびネストした表の列を作成する方法については、4-6 ページの「MULTISET 演算子」を
参照してください。

MULTISET UNION 
MULTISET UNIONは、引数として 2 つのネストした表を取り、入力する 2 つのネストした表に
存在する値を持つネストした表を戻します。入力する 2 つのネストした表は同じ型である必要
があり、戻されるネストした表も同じ型です。

� ALLキーワードは、入力する 2 つのネストした表に存在するすべての要素を戻します（重
複する値や、重複する NULLも含まれます）。これはデフォルトです。

� DISTINCTキーワードは、戻されるネストした表から重複を排除します（重複する NULLが
存在する場合、これも排除されます）。

� ネストした表の要素型は比較可能なものである必要があります。スカラー型以外の型の比
較の可能性は、7-4 ページの「比較条件」を参照してください。

例例例例

次の例では、2 つのネストした表を比較し、入力する両方のネストした表に存在する要素を持
つネストした表を戻します。

SELECT customer_id, cust_address_ntab
  MULTISET UNION cust_address2_ntab multiset_union
  FROM customers_demo
  ORDER BY customer_id;

CUSTOMER_ID MULTISET_UNION(STREET_ADDRESS, POSTAL_CODE, CITY, STATE_PROVINCE, COUNTRY_ID)
----------- -------------------------------------------------------------------------------
        101 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('514 W Superior St', '46901', 'Kokomo', 'IN', 'US'),
                                 CUST_ADDRESS_TYP('514 W Superior St', '46901', 'Kokomo', 'IN', 'US'))

nested_table1 MULTISET UNION

ALL

DISTINCT
nested_table2
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        102 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('2515 Bloyd Ave', '46218', 'Indianapolis', 'IN', 'US'), 
                                 CUST_ADDRESS_TYP('2515 Bloyd Ave', '46218', 'Indianapolis', 'IN','US'))
        103 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('8768 N State Rd 37', '47404', 'Bloomington', 'IN', 'US'), 
                                 CUST_ADDRESS_TYP('8768 N State Rd 37', '47404', 'Bloomington', 'IN', 'US'))
        104 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('6445 Bay Harbor Ln', '46254', 'Indianapolis', 'IN', 'US'), 
                                 CUST_ADDRESS_TYP('6445 Bay Harbor Ln', '46254', 'Indianapolis', 'IN', 'US'))
        105 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('4019 W 3Rd St', '47404', 'Bloomington', 'IN', 'US'), 
                                 CUST_ADDRESS_TYP('4019 W 3Rd St', '47404', 'Bloomington', 'IN', 'US'))
.
.
.

この例では、表 customers_demoと、データを含むネストした表の列が 2 つ必要です。この
表およびネストした表の列を作成する方法については、4-6 ページの「MULTISET 演算子」を
参照してください。

ユーザー定義演算子ユーザー定義演算子ユーザー定義演算子ユーザー定義演算子 
ユーザー定義演算子は、組込み演算子のように、一連のオペランドを入力として受け取り、結
果を戻します。ユーザー定義演算子は、ユーザーが CREATE OPERATOR文で作成し、ユーザー
定義の名前で識別されます。これらは、表、ビュー、型およびスタンドアロン・ファンクショ
ンと同じネームスペースに存在します。

新規の演算子を定義すると、他の組込み演算子のように SQL 文で使用できます。たとえば、
SELECT文の SELECT 構文のリスト、WHERE句の条件、ORDER BY句および GROUP BY句で
ユーザー定義演算子を使用できます。ただし、これはユーザー定義オブジェクトであるため、
演算子に対する EXECUTE権限が必要です。

参照参照参照参照 : 演算子の作成例は、15-32 ページの「CREATE OPERATOR」を、
ユーザー定義演算子の詳細は、『Oracle Database データ・カートリッジ開
発者ガイド』を参照してください。
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5

ファンクションファンクションファンクションファンクション

ファンクションファンクションファンクションファンクションは、データ項目を操作し、結果を戻すという点で演算子に似ていますが、ファ
ンクションと演算子は引数を指定する書式が異なります。次の書式によって、ファンクション
では 0（ゼロ）以上の引数を操作できます。

function(argument, argument, ...) 

引数を指定しないファンクションは疑似列に似ています（第 3 章「疑似列」を参照）。ただし、
疑似列は、通常、結果セット内の各行に対して異なる値を戻しますが、引数を指定しないファ
ンクションは、各行に対して同じ値を戻します。

この章では、次の内容を説明します。

� SQL ファンクション

� ユーザー定義ファンクション
ョン 5-1
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SQL ファンクションファンクションファンクションファンクション 
SQL ファンクションは、Oracle Database に組み込まれており、適切な SQL 文で使用できます。
SQL ファンクションと、PL/SQL で記述されたユーザー定義ファンクションを混同しないでく
ださい。

SQL ファンクションが戻す値のデータ型以外のデータ型の引数で SQL ファンクションをコール
すると、Oracle は SQL ファンクションを実行する前に、その引数を必要なデータ型に変換しま
す。

SQL ファンクションの構文図では、データ型とともに引数が示されています。SQL 構文にパラ
メータ functionが指定されている場合は、この項で説明するファンクションの 1 つに置き換
えます。ファンクションは、引数のデータ型および戻り値によってグループ化されています。

次に、ファンクションのカテゴリを表す構文を示します。

function::=

注意注意注意注意 : NLS_COMPと NLS_SORTの設定を組み合せた値によって、文字を
ソートおよび比較するルールが決まります。ご使用のデータベースの
NLS_COMPに LINGUISTICが設定されている場合、この章のエンティ
ティはすべて NLS_SORTパラメータによって指定されるルールに従って解
釈されます。NLS_COMPが LINGUISTICに設定されていない場合、ファ
ンクションは NLS_SORTの設定に関係なく解釈されます。NLS_SORTは、
明示的に設定できます。明示的に設定されていない場合は、
NLS_LANGUAGEから導出されます。これらの設定の詳細は、『Oracle 
Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : LOB 列に SQL ファンクションを適用すると、Oracle Database は、
SQL および PL/SQL の処理中に一時 LOB を作成します。ご使用のアプリ
ケーションの一時 LOB を格納するために、十分な一時表領域が割り当て
られていることを確認してください。

参照参照参照参照 :

� ユーザー・ファンクションの詳細は、5-249 ページの「ユーザー定義
ファンクション」を参照してください。データ型の暗黙的な変換の詳
細は、2-39 ページの「データ変換」を参照してください。

� Oracle Text で使用するファンクションの詳細は、『Oracle Text リファ
レンス』を参照してください。

� Oracle Data Mining で使用するファンクションの詳細は、『Oracle 
Data Mining アプリケーション開発者ガイド』を参照してください。

single_row_function

aggregate_function

analytic_function

object_reference_function

model_function

user_defined_function
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single_row_function::=

次の項に、前述の図のユーザー定義ファンクション以外の各グループにおける組込み SQL ファ
ンクションを示します。すべての組込み SQL ファンクションを、アルファベット順に説明しま
す。

単一行ファンクション単一行ファンクション単一行ファンクション単一行ファンクション 
単一行ファンクションは、問合せ対象の表またはビューの各行に対して 1 つの結果行を戻しま
す。これらのファンクションは、SELECT 構文のリスト、WHERE句、START WITH句、
CONNECT BY句および HAVING句に指定できます。

数値ファンクション数値ファンクション数値ファンクション数値ファンクション
数値ファンクションは入力として数値を受け取り、結果として数値を戻します。数値ファンク
ションのほとんどは、38 桁（10 進）の NUMBER値を戻します。超越関数（COS、COSH、EXP、
LN、LOG、SIN、SINH、SQRT、TANおよび TANH）は、36 桁（10 進）の値を戻します。超越
関数の ACOS、ASIN、ATAN、ATAN2は、30 桁（10 進）の値を戻します。数値ファンクション
を次に示します。

ABS
ACOS
ASIN
ATAN
ATAN2
BITAND
CEIL
COS
COSH
EXP
FLOOR
LN
LOG
MOD
NANVL
POWER
REMAINDER
ROUND（数値）
SIGN
SIN
SINH
SQRT
TAN

参照参照参照参照 : 5-249 ページの「ユーザー定義ファンクション」および 14-48 ペー
ジの「CREATE FUNCTION」を参照してください。

numeric_function

character_function

data_mining_function

datetime_function

conversion_function

collection_function

XML_function

miscellaneous_single_row_function
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TANH
TRUNC（数値）
WIDTH_BUCKET

文字値を戻す文字ファンクション文字値を戻す文字ファンクション文字値を戻す文字ファンクション文字値を戻す文字ファンクション 
文字値を戻す文字ファンクションは、特に指定がないかぎり、次のデータ型の値を戻します。

� 入力引数が CHARまたは VARCHAR2の場合、戻される値は VARCHAR2になります。

� 入力引数が NCHARまたは NVARCHAR2の場合、戻される値は NVARCHAR2になります。

ファンクションによって戻される値の長さは、戻されるデータ型の 大長によって制限されま
す。

� CHARまたは VARCHAR2型の値を戻すファンクションの戻り値の長さが制限を超えた場合、
Oracle Database は戻り値から制限を超えた部分を切り捨てて、エラー・メッセージを表示
せずにその結果を戻します。

� CLOB型の値を戻すファンクションの戻り値の長さが制限を超えた場合、Oracle はエラーを
表示し、データを戻しません。

文字値を戻す文字ファンクションを次に示します。

CHR
CONCAT
INITCAP
LOWER
LPAD
LTRIM
NLS_INITCAP
NLS_LOWER
NLSSORT
NLS_UPPER
REGEXP_REPLACE
REGEXP_SUBSTR
REPLACE
RPAD
RTRIM
SOUNDEX
SUBSTR
TRANSLATE
TREAT
TRIM
UPPER

NLS 文字ファンクション文字ファンクション文字ファンクション文字ファンクション 
NLS 文字ファンクションは、キャラクタ・セットの情報を戻します。NLS 文字ファンクション
を次に示します。

NLS_CHARSET_DECL_LEN
NLS_CHARSET_ID
NLS_CHARSET_NAME

数値を戻す文字ファンクション数値を戻す文字ファンクション数値を戻す文字ファンクション数値を戻す文字ファンクション 
数値を戻す文字ファンクションの引数には、すべての文字データ型を指定できます。

数値を戻す文字ファンクションを次に示します。

ASCII
INSTR
LENGTH
REGEXP_INSTR
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日時ファンクション日時ファンクション日時ファンクション日時ファンクション
日時ファンクションは、日付（DATE）、タイムスタンプ（TIMESTAMP、TIMESTAMP WITH 
TIME ZONE、TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE）および期間（INTERVAL DAY TO SECOND、
INTERVAL YEAR TO MONTH）の値を操作します。

一部の日付ファンクションは、Oracle の DATEデータ型（ADD_MONTHS、CURRENT_DATE、
LAST_DAY、NEW_TIMEおよび NEXT_DAY）用に設計されています。これらのファンクション
の引数にタイムスタンプ値を指定すると、Oracle Database は入力された型を DATE値に内部的
に変換し、DATE値を戻します。ただし、MONTHS_BETWEENファンクションは数値を戻し、
ROUNDおよび TRUNCファンクションはタイムスタンプ値または期間値を受け入れません。

その他の日時ファンクションは、3 種類のすべてのデータ型（日付、タイムスタンプ、期間）
を受け入れ、それらのいずれかのデータ型の値を戻すように設計されています。

SYSDATE、SYSTIMESTAMP、CURRENT_TIMESTAMPなどの、現在のシステム日時情報を戻す
日時ファンクションはすべて、SQL 文で参照される回数に関係なく、SQL 文ごとに 1 回評価さ
れます。

日時ファンクションを次に示します。

ADD_MONTHS
CURRENT_DATE
CURRENT_TIMESTAMP
DBTIMEZONE
EXTRACT（日時）
FROM_TZ
LAST_DAY
LOCALTIMESTAMP
MONTHS_BETWEEN
NEW_TIME
NEXT_DAY
NUMTODSINTERVAL
NUMTOYMINTERVAL
ROUND（日付）
SESSIONTIMEZONE
SYS_EXTRACT_UTC
SYSDATE
SYSTIMESTAMP
TO_CHAR（日時）
TO_TIMESTAMP
TO_TIMESTAMP_TZ
TO_DSINTERVAL
TO_YMINTERVAL
TRUNC（日付）
TZ_OFFSET

一般的な比較ファンクション一般的な比較ファンクション一般的な比較ファンクション一般的な比較ファンクション 
一般的な比較ファンクションは、値の集合から 大値または 小値（あるいはその両方）を決
定します。一般的な比較ファンクションを次に示します。

GREATEST
LEAST

変換ファンクション変換ファンクション変換ファンクション変換ファンクション
変換ファンクションは、あるデータ型から他のデータ型に値を変換します。一般に、ファンク
ション名は datatype TO datatypeの書式で指定されます。 初のデータ型は入力データ型
です。2 番目のデータ型は出力データ型です。SQL 変換ファンクションを次に示します。

ASCIISTR
BIN_TO_NUM
CAST
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CHARTOROWID
COMPOSE
CONVERT
DECOMPOSE
HEXTORAW
NUMTODSINTERVAL
NUMTOYMINTERVAL
RAWTOHEX
RAWTONHEX
ROWIDTOCHAR
ROWIDTONCHAR
SCN_TO_TIMESTAMP
TIMESTAMP_TO_SCN
TO_BINARY_DOUBLE
TO_BINARY_FLOAT
TO_CHAR（文字）
TO_CHAR（日時）
TO_CHAR（数値）
TO_CLOB
TO_DATE
TO_DSINTERVAL
TO_LOB
TO_MULTI_BYTE
TO_NCHAR（文字）
TO_NCHAR（日時）
TO_NCHAR（数値）
TO_NCLOB
TO_NUMBER
TO_DSINTERVAL
TO_SINGLE_BYTE
TO_TIMESTAMP
TO_TIMESTAMP_TZ
TO_YMINTERVAL
TO_YMINTERVAL
TRANSLATE ... USING
UNISTR

ラージ・オブジェクト・ファンクションラージ・オブジェクト・ファンクションラージ・オブジェクト・ファンクションラージ・オブジェクト・ファンクション 
ラージ・オブジェクト・ファンクションは、LOB を操作します。ラージ・オブジェクト・ファ
ンクションを次に示します。

BFILENAME
EMPTY_BLOB、EMPTY_CLOB

収集ファンクション収集ファンクション収集ファンクション収集ファンクション 
収集ファンクションは、ネストした表および VARRAY を操作します。SQL 収集ファンクショ
ンを次に示します。

CARDINALITY
COLLECT
POWERMULTISET
POWERMULTISET_BY_CARDINALITY
SET

階層ファンクション階層ファンクション階層ファンクション階層ファンクション 
階層ファンクションは、階層パス情報を結果セットに適用します。

SYS_CONNECT_BY_PATH
5-6 Oracle Database SQL 言語リファレンス



SQL ファンクション
データ・マイニング・ファンクションデータ・マイニング・ファンクションデータ・マイニング・ファンクションデータ・マイニング・ファンクション
データ・マイニング・ファンクションは、DBMS_DATA_MININGパッケージまたは Oracle Data 
Mining Java API を使用して作成したモデルを操作します。SQL データ・マイニング・ファン
クションを次に示します。

CLUSTER_ID
CLUSTER_PROBABILITY
CLUSTER_SET
FEATURE_ID
FEATURE_SET
FEATURE_VALUE
PREDICTION
PREDICTION_BOUNDS
PREDICTION_COST
PREDICTION_DETAILS
PREDICTION_PROBABILITY
PREDICTION_SET

XML ファンクションファンクションファンクションファンクション 
XML ファンクションは、XML 文書またはフラグメントを操作または戻します。出力の書式設
定など、これらのファンクションを使用した XML データの選択および問合せの詳細は、

『Oracle XML DB 開発者ガイド』を参照してください。SQL XML ファンクションを次に示しま
す。

APPENDCHILDXML
DELETEXML
DEPTH
EXTRACT（XML）
EXISTSNODE
EXTRACTVALUE
INSERTCHILDXML
INSERTXMLBEFORE
PATH
SYS_DBURIGEN
SYS_XMLAGG
SYS_XMLGEN
UPDATEXML
XMLAGG
XMLCAST
XMLCDATA
XMLCOLATTVAL
XMLCOMMENT
XMLCONCAT
XMLDIFF
XMLELEMENT
XMLEXISTS
XMLFOREST
XMLPARSE
XMLPATCH
XMLPI
XMLQUERY
XMLROOT
XMLSEQUENCE
XMLSERIALIZE
XMLTABLE
XMLTRANSFORM
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エンコーディング・ファンクションおよびデコーディング・ファンクエンコーディング・ファンクションおよびデコーディング・ファンクエンコーディング・ファンクションおよびデコーディング・ファンクエンコーディング・ファンクションおよびデコーディング・ファンク
ションションションション
エンコーディング・ファンクションおよびデコーディング・ファンクションでは、データベー
ス内のデータを調査およびデコードできます。

DECODE
DUMP
ORA_HASH
VSIZE

NULL 関連ファンクション関連ファンクション関連ファンクション関連ファンクション 
NULL関連ファンクションは、NULL 処理を簡単にします。NULL関連ファンクションを次に示
します。

COALESCE
LNNVL
NULLIF
NVL
NVL2

環境ファンクションおよび識別子ファンクション環境ファンクションおよび識別子ファンクション環境ファンクションおよび識別子ファンクション環境ファンクションおよび識別子ファンクション 
環境ファンクションおよび識別子ファンクションは、インスタンスとセッションの情報を提供
します。これらのファンクションを次に示します。

SYS_CONTEXT
SYS_GUID
SYS_TYPEID
UID
USER
USERENV

集計ファンクション集計ファンクション集計ファンクション集計ファンクション
集計ファンクションは、単一行に基づく結果行を戻すのではなく、行のグループに基づく単一
結果行を戻します。集計ファンクションは、SELECT 構文のリスト、ORDER BYおよび HAVING
句に指定できます。集計ファンクションは、通常、SELECT文の GROUP BY句で使用され、こ
の句の中で問合せ対象の表またはビューの行がグループ化されます。GROUP BY句を含む問合
せでは、SELECT 構文のリストの要素は、集計ファンクション、GROUP BY式、定数またはこれ
らのいずれかを含む式になります。Oracle は、集計ファンクションを行の各グループに適用し、
各グループに単一の結果行を戻します。

GROUP BY句を指定しないと、SELECT 構文のリスト内の集計ファンクションは、問合せ対象の
表またはビューのすべての行に適用されます。HAVING句で集計ファンクションを使用して、
グループを出力しないこともできます。このとき、出力は、問合せ対象の表またはビューの各
行の値ではなく、集計ファンクションの結果に基づきます。

単一の引数を指定する多くの集計ファンクションには、次の句があります。

� DISTINCT句を指定すると、集計ファンクションは引数式の重複行を排除した値のみを考
慮します。

� ALL句を指定すると、集計ファンクションは重複行を含むすべての値を考慮します。

たとえば、1、1、1、3 の平均値は DISTINCTでは 2 となり、ALLでは 1.5 となります。どの句
も指定しない場合、デフォルトで ALLが使用されます。

参照参照参照参照 : 問合せおよび副問合せにおける GROUP BY句および HAVING句の
詳細は、19-34 ページの「GROUP BY 句の使用例 :」および 19-25 ページの

「HAVING 句」を参照してください。
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集計ファンクションには、分析ファンクションの構文の一部である windowing_clauseを使
用できるものがあります。この句の詳細は、5-12 ページの「windowing_clause」を参照してく
ださい。この項の 後に示す集計ファンクションのリストでは、windowing_clauseを使用
できるファンクションにアスタリスク（*）が付いています。

COUNT(*)、GROUPINGおよび GROUPING_IDを除くすべての集計ファンクションは、NULL を
無視します。集計ファンクションに対する引数に NVLファンクションを使用して、NULL をあ
る値で置き換えることができます。COUNTおよび REGR_COUNTは NULL を戻しません。数字
または 0（ゼロ）を戻します。その他の集計ファンクションでは、データ・セットに行がない
場合、または集計ファンクションに対する引数として NULL を持つ行のみがある場合は NULL
を戻します。

集計ファンクション MIN、MAX、SUM、AVG、COUNT、VARIANCEおよび STDDEVの後に、
KEEPキーワードを指定すると、FIRSTまたは LASTファンクションと組み合せて使用するこ
とができ、与えられたソート指定に対して、FIRSTまたは LASTとしてランク付けされた一連
の行の一連の値を操作できます。詳細は、5-71 ページの「FIRST」を参照してください。

集計ファンクションはネストできます。たとえば、次の例では、サンプル・スキーマ hrのす
べての部門における 高額の給与の平均を計算します。

SELECT AVG(MAX(salary)) FROM employees GROUP BY department_id;

AVG(MAX(SALARY))
----------------
           10925

この計算では、GROUP BY句（department_id）で定義されているグループごとの内部集計
（MAX（salary））を評価し、その結果をもう一度集計しています。

集計ファンクションを次に示します。

AVG
COLLECT
CORR
CORR_*
COUNT
COVAR_POP
COVAR_SAMP
CUME_DIST
DENSE_RANK
FIRST
GROUP_ID
GROUPING
GROUPING_ID
LAST
MAX
MEDIAN
MIN
PERCENTILE_CONT
PERCENTILE_DISC
PERCENT_RANK
RANK
REGR_（線形回帰）ファンクション
STATS_BINOMIAL_TEST
STATS_CROSSTAB
STATS_F_TEST
STATS_KS_TEST
STATS_MODE
STATS_MW_TEST
STATS_ONE_WAY_ANOVA
STATS_T_TEST_*
STATS_WSR_TEST
STDDEV
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STDDEV_POP
STDDEV_SAMP
SUM
SYS_XMLAGG
VAR_POP
VAR_SAMP
VARIANCE
XMLAGG

分析ファンクション分析ファンクション分析ファンクション分析ファンクション
分析ファンクションは、行のグループに基づいて集計値を計算します。各グループに対して複
数の行を戻す点で、集計ファンクションと異なります。行のグループをウィンドウウィンドウウィンドウウィンドウといい、
analytic_clauseで定義されます。各行に対して、行のスライディング・ウィンドウが定義
されます。このウィンドウによって、カレント行の計算に使用される行の範囲が決定されます。
ウィンドウの大きさは、行の物理数値または時間などのロジカル・インターバルに基づきます。

分析ファンクションは、問合せで 後に実行される演算（ 後の ORDER BY句を除く）の集合
です。すべての結合およびすべての WHERE、GROUP BYおよび HAVING句は、分析ファンク
ションが処理される前に実行されます。そのため、分析ファンクションは、SELECT 構文のリ
ストまたは ORDER BY句のみに指定できます。

通常、分析ファンクションは、累積集計、移動集計、センター集計およびレポート集計の実行
に使用されます。

analytic_function::=

analytic_clause::=

query_partition_clause::=

order_by_clause::=

analytic_function (
arguments

) OVER ( analytic_clause )

query_partition_clause order_by_clause
windowing_clause

PARTITION BY

expr

,

( expr

,

)

ORDER
SIBLINGS

BY

expr

position

c_alias

ASC

DESC

NULLS FIRST

NULLS LAST

,
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windowing_clause::=

次に、この構文のセマンティクスを示します。

analytic_function 
分析ファンクションの名前を指定します（セマンティクスの説明の後に示す分析ファンクショ
ンのリストを参照）。

引数引数引数引数

分析ファンクションには引数を 0 ～ 3 個指定します。引数には、任意の数値データ型、または
暗黙的に数値データ型に変換可能な数値以外のデータ型を指定できます。Oracle は、数値の優
先順位が も高い引数を判断し、残りの引数をそのデータ型に暗黙的に変換します。個々の
ファンクションに特に指定がないかぎり、戻り型もその引数のデータ型となります。

analytic_clause
OVER analytic_clause句は、ファンクションが問合せ結果セットを操作することを示しま
す。この句は、FROM、WHERE、GROUP BYおよび HAVING句の後に計算されます。SELECT 構
文のリストのこの句または ORDER BY句に分析ファンクションを指定できます。分析ファンク
ションに基づいて、問合せの結果をフィルタするには、これらのファンクションを親問合せ内
でネストした後、ネストされた副問合せの結果をフィルタします。

analytic_clause の注意事項の注意事項の注意事項の注意事項 : analytic_clauseには、次の注意事項があります。

� analytic_clauseのどの部分にも、分析ファンクションを指定して分析ファンクション
をネストできません。ただし、副問合せで分析ファンクションを指定して、別の分析ファ
ンクションを計算することはできます。

� OVER analytic_clauseには、組込み分析ファンクションと同様に、ユーザー定義の分
析ファンクションを指定できます。14-48 ページの「CREATE FUNCTION」を参照してく
ださい。

query_partition_clause
PARTITION BY句を使用すると、1 つ以上の value_exprに基づいて、問合せ結果セットをグ
ループに分割できます。この句を省略すると、ファンクションは問合せ結果セットのすべての
行を単一のグループとして扱います。

分析ファンクションで query_partition_clauseを使用するには、構文の上位ブランチ
（カッコなし）を使用します。この句をモデルの問合せ（model_column_clauses内）また
はパーティション化された外部結合（outer_join_clause内）で使用するには、構文の下位
ブランチ（カッコ付き）を使用します。

参照参照参照参照 : 数値の優先順位の詳細は、2-15 ページの「数値の優先順位」を参
照してください。暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な
型変換のマトリックス」を参照してください。

ROWS

RANGE

BETWEEN

UNBOUNDED PRECEDING

CURRENT ROW

value_expr
PRECEDING

FOLLOWING

AND

UNBOUNDED FOLLOWING

CURRENT ROW

value_expr
PRECEDING

FOLLOWING

UNBOUNDED PRECEDING

CURRENT ROW

value_expr PRECEDING
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同じまたは異なる PARTITION BYキーで、同じ問合せに複数の分析ファンクションを指定でき
ます。

問い合せているオブジェクトにパラレル属性があり、query_partition_clauseで分析ファ
ンクションを指定する場合は、ファンクションの計算もパラレル化されます。

有効な値の value_exprは、定数、列、非分析ファンクション、ファンクション式、またはこ
れらのいずれかを含む式です。

order_by_clause
order_by_clauseを使用すると、パーティション内でのデータの順序付け方法を指定できま
す。PERCENTILE_CONTおよび（単一キーのみを適用する）PERCENTILE_DISC以外の分析
ファンクションでは、各キーが value_exprで定義され、順序付けシーケンスで修飾された複
数キーのパーティションの値を順序付けできます。

各ファンクションには、複数の順序式を指定できます。これは、2 番目の式が 初の式にある
同一値との間の関連性を変換できるため、値をランク付けするファンクションを使用する場合
に特に有効です。

order_by_clauseの結果が複数行の個々の値である場合、ファンクションは各行の同じ値を
戻します。この動作の詳細は、5-182 ページの「SUM」の分析例を参照してください。

ORDER BY 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : ORDER BY句には次の制限事項があります。

� order_by_clauseを分析ファンクションで使用する場合、式（expr）が必要です。
SIBLINGSキーワードは無効です（これは、階層問合せでのみ有効です）。位置

（position）および列別名（c_alias）も無効です。それ以外で使用する場合、この
order_by_clauseは、問合せまたは副問合せ全体を順序付ける場合に使用するものと同
じです。

� RANGEキーワードを使用する分析ファンクションでは、次の 2 つのウィンドウのいずれか
を指定する場合に、ORDER BY句で複数のソート・キーを使用できます。

– RANGE BETWEEN UNBOUNDED PRECEDING AND CURRENT ROW。この短縮形は、RANGE 
UNBOUNDED PRECEDINGです。

– RANGE BETWEEN CURRENT ROW AND UNBOUNDED FOLLOWING。

この 2 つ以外のウィンドウ境界では、分析ファンクションの ORDER BY句でソート・キー
を 1 つしか持てません。この制限事項は、ROWキーワードで指定したウィンドウ境界には
適用されません。

ASC | DESC 順序付けシーケンス（昇順または降順）を指定します。デフォルトは ASCです。

NULLS FIRST | NULLS LAST NULL 値を含む戻された行が順序の 初にくるか、 後にくる
かを指定します。

NULLS LASTは昇順のデフォルトで、NULLS FIRSTは降順のデフォルトです。

分析ファンクションは、常に、ファンクションの order_by_clauseで指定された順序で行を
操作します。ただし、ファンクションの order_by_clauseは結果の順序を保証しません。
終結果の順序を保証するには、問合せの order_by_clauseを使用してください。

windowing_clause 
一部の分析ファンクションでは、windowing_clauseを使用できます。7-16 ページに示す分
析ファンクションのリストでは、windowing_clauseを使用できるファンクションにアスタ
リスク（*）が付いています。

参照参照参照参照 : この句の詳細は、19-29 ページの「SELECT」の
「order_by_clause」を参照してください。
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ROWS | RANGE これらのキーワードは、各行に対して、ファンクションの結果の計算に使用
されるウィンドウ（行の物理集合または論理集合）を定義します。ファンクションは、ウィン
ドウのすべての行に適用されます。ウィンドウは、問合せ結果セット内またはパーティション
の上から下まで移動します。

� ROWSは、物理単位（行）でウィンドウを指定します。

� RANGEは、論理オフセットとしてウィンドウを指定します。

order_by_clauseを指定しないと、この句を指定できません。RANGE句で定義したウィンド
ウ境界には、order_by_clauseで指定できる式が 1 つのみのものもあります。詳細は、5-12
ページの「ORDER BY 句の制限事項 :」を参照してください。

分析ファンクションが論理オフセットで戻す値は、常に決定的なものです。ただし、分析ファ
ンクションが物理オフセットで戻す値は、順序式の結果が一意の順序にならないかぎり、非決
定的な結果を生成することがあります。order_by_clauseに複数の列を指定して、結果の順
序を一意にする必要があります。

BETWEEN ...AND BETWEEN ... AND句を使用すると、ウィンドウにスタート・ポイントおよ
びエンド・ポイントを指定できます。 初の式（ANDの前）はスタート・ポイントを定義し、
2 番目の式（ANDの後）はエンド・ポイントを定義します。

BETWEENを省略してエンド・ポイントを 1 つのみ指定すると、Oracle はそれをスタート・ポイ
ントとみなし、デフォルトでカレント行をエンド・ポイントに指定します。

UNBOUNDED PRECEDING UNBOUNDED PRECEDINGを指定すると、パーティションの 初
の行で、ウィンドウが開始します。これはスタート・ポイントの指定で、エンド・ポイントの
指定としては使用できません。

UNBOUNDED FOLLOWING UNBOUNDED FOLLOWINGを指定すると、パーティションの 後
の行で、ウィンドウが終了します。これはエンド・ポイントの指定で、スタート・ポイントの
指定としては使用できません。

CURRENT ROW スタート・ポイントとして、ウィンドウがカレント行または値（それぞれ
ROWまたは RANGEを指定したかどうかに基づく）で開始することを指定します。この場合、
value_expr PRECEDINGをエンド・ポイントにできません。

エンド・ポイントとして、ウィンドウがカレント行または値（それぞれ ROWまたは RANGEを
明示的に指定したかどうかに基づく）で終了することを指定します。この場合、value_expr 
FOLLOWINGをスタート・ポイントにできません。

value_expr PRECEDING またはまたはまたはまたは value_expr FOLLOWING RANGEまたは ROWに対して、
次のことがいえます。

� value_expr FOLLOWINGがスタート・ポイントの場合、エンド・ポイントは
value_expr FOLLOWINGである必要があります。

� value_expr PRECEDINGがエンド・ポイントの場合、スタート・ポイントは
value_expr PRECEDINGである必要があります。

数値形式の時間間隔で定義されている論理ウィンドウを定義する場合、変換ファンクションを
使用する必要があります。

参照参照参照参照 : 数値時間から間隔への変換の詳細は、5-114 ページの
「NUMTOYMINTERVAL」および 5-113 ページの
「NUMTODSINTERVAL」を参照してください。
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ROWSを指定した場合、次のことがいえます。

� value_exprは物理オフセットになります。これは定数または式であり、正数値に評価す
る必要があります。

� value_exprがスタート・ポイントの一部の場合、エンド・ポイントの前にある行に評価
する必要があります。

RANGEを指定した場合、次のことがいえます。

� value_exprは論理オフセットになります。これは、正数値または期間リテラルに評価す
る定数または式である必要があります。期間リテラルの詳細は、2-44 ページの「リテラル」
を参照してください。

� order_by_clauseには、式を 1 つのみ指定できます。

� value_exprが数値に対して評価を行う場合、ORDER BY exprは数値データ型または
DATEデータ型である必要があります。

� value_exprが間隔値に対して評価を行う場合、ORDER BY exprは DATEデータ型である
必要があります。

windowing_clauseを完全に省略した場合、デフォルトで RANGE BETWEEN UNBOUNDED 
PRECEDING AND CURRENT ROWになります。

分析ファンクションは、通常、データ・ウェアハウス環境で使用されます。次に示す分析ファ
ンクションのリストでは、windowing_clauseを含む完全な構文を使用できるファンクショ
ンには、アスタリスク（*）が付いています。

AVG *
CORR *
COVAR_POP *
COVAR_SAMP *
COUNT *
CUME_DIST
DENSE_RANK
FIRST
FIRST_VALUE *
LAG
LAST
LAST_VALUE *
LEAD
MAX *
MIN *
NTILE
PERCENT_RANK
PERCENTILE_CONT
PERCENTILE_DISC
RANK
RATIO_TO_REPORT
REGR_（線形回帰）ファンクション *
ROW_NUMBER
STDDEV *
STDDEV_POP *
STDDEV_SAMP *
SUM *
VAR_POP *
VAR_SAMP *
VARIANCE *

参照参照参照参照 : これらのファンクションおよびその使用方法の詳細は、『Oracle 
Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。
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ABS
オブジェクト参照ファンクションオブジェクト参照ファンクションオブジェクト参照ファンクションオブジェクト参照ファンクション 
オブジェクト参照ファンクションは、指定されたオブジェクト型のオブジェクトへの参照とな
る REF 値を操作します。オブジェクト参照ファンクションを次に示します。

DEREF
MAKE_REF
REF
REFTOHEX
VALUE

モデル・ファンクションモデル・ファンクションモデル・ファンクションモデル・ファンクション 
モデル・ファンクションは、SELECT文の model_clauseでのみ使用できます。新しいモデ
ル・ファンクションを次に示します。

CV
ITERATION_NUMBER
PRESENTNNV
PRESENTV
PREVIOUS

SQL ファンクションのリスト（アルファベット順）ファンクションのリスト（アルファベット順）ファンクションのリスト（アルファベット順）ファンクションのリスト（アルファベット順）
この項では、SQL ファンクションをアルファベット順に示し、説明します。

ABS 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

ABSは、nの絶対値を戻します。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。また、引数の数値データ型と同じデータ型を戻しま
す。

例例例例

次の例では、-15 の絶対値を戻します。

SELECT ABS(-15) "Absolute" FROM DUAL;

  Absolute
----------
        15

参照参照参照参照 : REFデータ型の詳細は、『Oracle Database オブジェクト・リレー
ショナル開発者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

ABS ( n )
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ACOS
ACOS 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

ACOSは、nのアーク・コサインを戻します。引数 nは -1 ～ 1 の範囲で、ファンクションに
よって戻される値は 0 ～ π（ラジアン）の範囲です。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。引数が BINARY_FLOATの場合、このファンクショ
ンは BINARY_DOUBLEを戻します。それ以外の場合、引数と同じ数値データ型を戻します。

例例例例

次の例では、.3 のアーク・コサインを戻します。

SELECT ACOS(.3)"Arc_Cosine" FROM DUAL;

Arc_Cosine
----------
1.26610367

ADD_MONTHS 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

ADD_MONTHSは、日付 dateに月数 integerを加えて戻します。月は、セッション・パラ
メータ NLS_CALENDARによって定義されます。引数 date には、日時値、または暗黙的に
DATEに変換可能な任意の値を指定できます。引数 integerには、整数、または暗黙的に整数
に変換可能な任意の値を指定できます。戻り型は、dateのデータ型に関係なく常に DATEで
す。dateが月の 終日の場合、または結果の月の日数が dateの日付コンポーネントよりも少
ない場合、戻される値は結果の月の 終日となります。それ以外の場合、結果には dateと同
じ日付コンポーネントが含まれます。

例例例例

次の例では、サンプル表 employeesの hire_date後の月を戻します。

SELECT TO_CHAR(
     ADD_MONTHS(hire_date,1),
     'DD-MON-YYYY') "Next month"
     FROM employees 
     WHERE last_name = 'Baer';

Next Month
-----------
07-JUL-1994

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

ACOS ( n )

ADD_MONTHS ( date , integer )
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ASCIISTR
APPENDCHILDXML 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

APPENDCHILDXMLは、ユーザー指定の値を、XPath 式で指定したノードの子としてターゲット
XML に追加します。

� XMLType_instanceは、XMLTypeのインスタンスです。

� XPath_stringは、1 つ以上の子ノードが追加されるノードを 1 つ以上指定する XPath 式
です。先頭にスラッシュを付けて絶対 XPath_stringを指定したり、先頭のスラッシュ
を省略して相対 XPath_stringを指定できます。先頭のスラッシュを省略した場合、相
対パスのコンテキストは、デフォルトでルート・ノードに設定されます。

� value_exprは、XMLTypeの 1 つ以上のノードを指定します。これは文字列に変換する必
要があります。

� オプションの namespace_stringは、XPath_stringのネームスペース情報を提供しま
す。このパラメータは、VARCHAR2型である必要があります。

例例例例
次の例では、/Buildingノードの値が「Rented」の場合に、/Ownerノードを
oe.warehouses表の warehouse_specの /Warehouse/Buildingノードに追加します。

UPDATE warehouses SET warehouse_spec =
   APPENDCHILDXML(warehouse_spec,
   'Warehouse/Building',
   XMLType('<Owner>Grandco</Owner>'))
   WHERE EXTRACTVALUE(warehouse_spec, '/Warehouse/Building') = 'Rented';
 
SELECT warehouse_id, warehouse_name,
   EXTRACTVALUE(warehouse_spec, '/Warehouse/Building/Owner') "Prop.Owner"
   FROM warehouses
   WHERE EXISTSNODE(warehouse_spec, '/Warehouse/Building/Owner') = 1;

WAREHOUSE_ID WAREHOUSE_NAME  Prop.Owner
------------ --------------- ----------
           2 San Francisco   Grandco
           3 New Jersey      Grandco

ASCIISTR 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

ASCIISTRは、任意のキャラクタ・セットの文字列、または文字列に変換する式を引数として
取り、データベース・キャラクタ・セットの ASCII 文字列を戻します。ASCII 文字以外は、
\xxxxという書式に変換されます。xxxxは、UTF-16 のコード単位です。

参照参照参照参照 : このファンクションの詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を
参照してください。

APPENDCHILDXML ( XMLType_instance , XPath_string , value_expr
, namespace_string

)

ASCIISTR ( char )
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ASCII
例例例例

次の例では、テキスト文字列「ABÄCDE」を ASCII 文字列で戻します。

SELECT ASCIISTR('ABÄCDE') FROM DUAL;

ASCIISTR('
----------
AB\00C4CDE

ASCII 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

ASCIIは、charの 初の文字の、データベース・キャラクタ・セットでの 10 進表記を戻しま
す。

charのデータ型は、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2です。戻り値のデータ型
は NUMBERです。データベース・キャラクタ・セットが 7 ビットの ASCII の場合、このファン
クションは ASCII 値を戻します。データベース・キャラクタ・セットが EBCDIC コードの場
合、このファンクションは EBCDIC 値を戻します。このファンクションと一致する EBCDIC 文
字ファンクションは存在しません。

このファンクションは、CLOBデータを直接的にサポートしていません。ただし、暗黙的なデー
タ変換を使用して CLOBを引数として渡すことはできます。

例例例例

次の例では、姓が文字「L」で始まり、ASCII 表記が 76 の従業員を戻します。

SELECT last_name FROM employees
   WHERE ASCII(SUBSTR(last_name, 1, 1,)) = 76;
 
LAST_NAME
-------------------------
Ladwig
Landry
Lee
Livingston

参照参照参照参照 : Unicode キャラクタ・セットおよびキャラクタ・セマンティクス
の詳細は、『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』
を参照してください。

参照参照参照参照 :  詳細は、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照してくださ
い。

ASCII ( char )
5-18 Oracle Database SQL 言語リファレンス



ATAN
ASIN 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

ASINは、nのアーク・サインを戻します。引数 nは -1 ～ 1 の範囲で、ファンクションによっ
て戻される値は -π/2 ～ π/2（ラジアン）の範囲です。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。引数が BINARY_FLOATの場合、このファンクショ
ンは BINARY_DOUBLEを戻します。それ以外の場合、引数と同じ数値データ型を戻します。

例例例例

次の例では、.3 のアーク・サインを戻します。

SELECT ASIN(.3) "Arc_Sine" FROM DUAL;

 Arc_Sine
----------
.304692654

ATAN 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

ATANは、nのアーク・タンジェントを戻します。引数 nの範囲に制限はなく、ファンクション
によって戻される値は -π/2 ～ π/2（ラジアン）の範囲です。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。引数が BINARY_FLOATの場合、このファンクショ
ンは BINARY_DOUBLEを戻します。それ以外の場合、引数と同じ数値データ型を戻します。

例例例例

次の例では、.3 のアーク・タンジェントを戻します。

SELECT ATAN(.3) "Arc_Tangent" FROM DUAL;

Arc_Tangent
----------
.291456794

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

参照参照参照参照 : ATAN2ファンクションの詳細は、5-20 ページの「ATAN2」を参照
してください。暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型
変換のマトリックス」を参照してください。

ASIN ( n )

ATAN ( n )
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ATAN2
ATAN2 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

ATAN2は、n1および n2のアーク・タンジェントを戻します。引数 n1の範囲に制限はなく、
n1と n2の符号により、ファンクションによって戻される値は -π～ π（ラジアン）の範囲で
す。ATAN2(n1,n2) と、ATAN(n1/n2) は同じです。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。いずれかの引数が BINARY_FLOATまたは
BINARY_DOUBLEの場合、このファンクションは BINARY_DOUBLEを戻します。それ以外の場
合、NUMBERを戻します。

例例例例

次の例では、.3 および .2 のアーク・タンジェントを戻します。

SELECT ATAN2(.3, .2) "Arc_Tangent2" FROM DUAL;
 
Arc_Tangent2
------------
  .982793723

AVG 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

AVGは、exprの平均値を戻します。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。また、引数の数値データ型と同じデータ型を戻しま
す。

DISTINCTを指定する場合は、analytic_clauseの query_partition_clauseのみ指定
できます。order_by_clauseおよび windowing_clauseは指定できません。

参照参照参照参照 : ATANファンクションの詳細は、5-19 ページの「ATAN」を参照し
てください。暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変
換のマトリックス」を参照してください。

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

参照参照参照参照 : exprの書式の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してくださ
い。5-8 ページの「集計ファンクション」も参照してください。

ATAN2 ( n1 , n2 )

AVG (

DISTINCT

ALL
expr )

OVER ( analytic_clause )
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BFILENAME
集計の例集計の例集計の例集計の例

次の例では、hr.employees表にあるすべての従業員の平均給与を計算します。

SELECT AVG(salary) "Average" FROM employees;

       Average
--------------
    6461.68224

分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、employees表の各従業員について、ある期間内に雇用された従業員の平均給与を
所属別に計算します。

SELECT manager_id, last_name, hire_date, salary,
   AVG(salary) OVER (PARTITION BY manager_id ORDER BY hire_date 
   ROWS BETWEEN 1 PRECEDING AND 1 FOLLOWING) AS c_mavg
   FROM employees
   ORDER BY manager_id, last_name, hire_date, salary, AVG(salary);

MANAGER_ID LAST_NAME                 HIRE_DATE     SALARY     C_MAVG
---------- ------------------------- --------- ---------- ----------
       100 Kochhar                   21-SEP-89      17000      17000
       100 De Haan                   13-JAN-93      17000      15000
       100 Raphaely                  07-DEC-94      11000 11966.6667
       100 Kaufling                  01-MAY-95       7900 10633.3333
       100 Hartstein                 17-FEB-96      13000 9633.33333
       100 Weiss                     18-JUL-96       8000 11666.6667
       100 Russell                   01-OCT-96      14000 11833.3333
       100 Partners                  05-JAN-97      13500 13166.6667
. . .

BFILENAME 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

BFILENAMEは、サーバーのファイル・システムの物理 LOB バイナリ・ファイルに対応付けら
れている BFILEロケータを戻します。

� 'directory' は、実際にファイルが存在するサーバーのファイル・システム上のフルパス
名に対する別名となるデータベース・オブジェクトです。

� 'filename' は、サーバーのファイル・システムにあるファイルの名前です。

SQL 文、PL/SQL 文、DBMS_LOBパッケージまたは OCI の操作で、これらを BFILENAMEへの
引数として使用するには、まずディレクトリ・オブジェクトを作成し、BFILE値を物理ファイ
ルと対応付ける必要があります。

次の 2 つの方法で、このファンクションを使用できます。

� DML 文で BFILE列を初期化する場合 

� プログラム・インタフェースで、BFILEロケータに値を割り当てることによって BFILE
データにアクセスする場合 

BFILENAME ( ’ directory ’ , ’ filename ’ )
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BIN_TO_NUM
ディレクトリの引数の大 / 小文字は区別されます。データ・ディクショナリ内に存在する名前
と同じ名前でディレクトリ・オブジェクト名を指定しているかを確認する必要があります。
たとえば、CREATE DIRECTORY文で、大 / 小文字を組み合せた識別子を引用符で囲んで使用し
て Adminディレクトリ・オブジェクトを作成すると、BFILENAMEファンクションを使用する
場合、ディレクトリ・オブジェクトを 'Admin'として指定する必要があります。filename 引
数は、ご使用のオペレーティング・システムの大 / 小文字および記号の表記規則に従って指定
する必要があります。

例例例例
次の例では、サンプル表 pm.print_mediaに行を挿入します。BFILENAMEを使用して、
$ORACLE_HOME/demo/schema/product_mediaディレクトリにある、サーバーのファイ
ル・システムのバイナリ・ファイルを識別します。次の例では、PM スキーマでのディレクト
リのデータベース・オブジェクト media_dirの作成方法を示します。

CREATE DIRECTORY media_dir AS '/demo/schema/product_media';

INSERT INTO print_media (product_id, ad_id, ad_graphic)
   VALUES (3000, 31001, 
      BFILENAME('MEDIA_DIR', 'modem_comp_ad.gif'));

BIN_TO_NUM 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

BIN_TO_NUMは、ビット・ベクトルを同等の数値に変換します。このファンクションの各引数
は、ビット・ベクトルのビットを表します。このファンクションは、引数として、任意の数値
データ型、または暗黙的に NUMBERに変換可能な数値以外のデータ型を取ります。各 exprは、
0 または 1 に評価される必要があります。このファンクションは Oracle の NUMBER値を戻しま
す。

BIN_TO_NUMは、データ・ウェアハウスのアプリケーションで、グルーピング・セットを使用
して、マテリアライズド・ビューから対象グループを検索する場合に有効です。

参照参照参照参照 :

� LOB の詳細および BFILEデータの検出例については、『Oracle 
Database SecureFiles およびラージ・オブジェクト開発者ガイド』お
よび『Oracle Call Interface プログラマーズ・ガイド』を参照してくだ
さい。

� 「CREATE DIRECTORY」（14-38 ページ）

参照参照参照参照 :

� GROUPING SETS構文の詳細は、19-24 ページの「group_by_clause」
を参照してください。

� 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換のマト
リックス」を参照してください。

� データ集計の詳細は、『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイ
ド』を参照してください。

BIN_TO_NUM ( expr

,

)
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BITAND
例例例例

次の例では、バイナリの値を数値に変換します。

SELECT BIN_TO_NUM(1,0,1,0) FROM DUAL; 

BIN_TO_NUM(1,0,1,0)
-------------------
                 10

次の例では、3 つの値を 1 つのバイナリの値に変換し、BIN_TO_NUMを使用してこのバイナリ
を数値に変換します。この例では、PL/SQL 宣言を使用して元の値を指定します。これらの値
は、通常は実際のデータ・ソースから導出されます。

SELECT order_status FROM orders WHERE order_id = 2441;

ORDER_STATUS
------------
           5
DECLARE
  warehouse NUMBER := 1;
  ground    NUMBER := 1;
  insured   NUMBER := 1;
  result    NUMBER;
BEGIN
  SELECT BIN_TO_NUM(warehouse, ground, insured) INTO result FROM DUAL;
  UPDATE orders SET order_status = result WHERE order_id = 2441;
end;
/
PL/SQL procedure successfully completed.

SELECT order_status FROM orders WHERE order_id = 2441;

ORDER_STATUS
------------
           7
この逆の（1 つの列値から複数の値を抽出する）プロセスの詳細は、5-23 ページの「BITAND」
の例を参照してください。

BITAND 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

BITANDファンクションは、その入力と出力をビットのベクトルとして扱います。出力は、入
力のビット単位 ANDになります。

expr1および expr2の型は NUMBERであり、結果は NUMBER型になります。BITANDのいず
れかの引数が NULLの場合、結果は NULLになります。

引数は、-(2(n-1)) .. ((2(n-1))-1) の範囲にする必要があります。引数をこの範囲外にすると、結果は
未定義になります。

結果は、いくつかのステップで計算されます。まず、それぞれの引数 A が値
SIGN(A)*FLOOR(ABS(A))に置き換えられます。この変換では、各引数の小数点以下が切り
捨てられます。次に、整数値となったそれぞれの引数 A が、n ビットの 2 の補数のバイナリ整
数値に変換されます。ビット単位 AND演算を使用して、2 つのビット値が組み合せられます。
後に、生成された n ビットの 2 の補数値が NUMBERに変換されます。

BITAND ( expr1 , expr2 )
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BITAND
BITAND ファンクションの注意事項ファンクションの注意事項ファンクションの注意事項ファンクションの注意事項

� BITANDの現行の実装では、n = 128 が定義されています。

� PL/SQL は、入力と結果の型がすべて BINARY_INTEGERで、n = 32 の BITANDのオーバー
ロードをサポートしています。

例例例例

次の例では、数値 6（バイナリ 1,1,0）と数値 3（バイナリ 0,1,1）に AND演算を実行します。

SELECT BITAND(6,3) FROM DUAL;

BITAND(6,3)
-----------
          2

これは、6 と 3 のバイナリの値を示す次の例と同じです。BITANDファンクションは、バイナリ
の値の有効桁のみで演算を実行します。

SELECT BITAND(
   BIN_TO_NUM(1,1,0),
   BIN_TO_NUM(0,1,1)) "Binary"
FROM DUAL;
 
    Binary
----------
         2

単一の列値における複数の値のエンコードの詳細は、5-22 ページの「BIN_TO_NUM」の例を
参照してください。

次の例では、サンプル表 oe.ordersの order_status列で複数の選択項目を 1 つの数値内の
個別のビットとしてエンコードします。たとえば、まだ倉庫にある発注は、バイナリの値 001

（10 進値 1）で表されます。陸上輸送で発送される発注は、バイナリの値 010（10 進値 2）で表
されます。保険がかけられた荷物は、バイナリの値 100（10 進値 4）で表されます。この例で
は、DECODEファンクションを使用して、order_status値の 3 つのビットのそれぞれに 2 つ
の値（ビットがオンの場合の値とビットがオフの場合の値）が示されています。

SELECT order_id, customer_id, order_status,
  DECODE(BITAND(order_status, 1), 1, 'Warehouse', 'PostOffice')
      "Location",
  DECODE(BITAND(order_status, 2), 2, 'Ground', 'Air') "Method",
  DECODE(BITAND(order_status, 4), 4, 'Insured', 'Certified') "Receipt"
  FROM orders
  WHERE sales_rep_id = 160
  ORDER BY order_id;

  ORDER_ID CUSTOMER_ID ORDER_STATUS Location   Method Receipt
---------- ----------- ------------ ---------- ------ ---------
      2455         145            7 Warehouse  Ground Insured
      2416         104            6 PostOffice Ground Insured
      2419         107            3 Warehouse  Ground Certified
      2420         108            2 PostOffice Ground Certified
      2423         145            3 Warehouse  Ground Certified
      2441         106            5 Warehouse  Air    Insured

Location列では、まず BITANDによって order_statusと 1（バイナリ 001）が比較されま
す。比較されるのは重要なビット値のみです。したがって、右端のビットが 1 であるバイナリ
の値（奇数）は正と評価され、1 が戻されます。偶数の場合は 0（ゼロ）が戻されます。
DECODEファンクションでは、BITANDによって戻された値と 1 が比較されます。両方とも
1 の場合、場所は Warehouse（倉庫）になります。これらの値が異なる場合、場所は
PostOffice（郵便局）になります。
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Method列と Receipt列は、同様に計算されます。Methodでは、BITANDによって
order_statusと 2（バイナリ 010）に AND演算が実行されます。Receiptでは、BITANDに
よって order_statusと 4（バイナリ 100）に AND演算が実行されます。

CARDINALITY 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

CARDINALITYは、ネストした表内の要素数を戻します。戻り型は、NUMBERです。ネストし
た表が空であるか NULL の集合である場合、CARDINALITYは NULLを戻します。

例例例例

次の例では、pm.print_mediaサンプル表のネストした表の列 ad_textdocs_ntab内の要
素数を示します。

SELECT product_id, CARDINALITY(ad_textdocs_ntab) Cardinality
   FROM print_media
   ORDER BY product_id, cardinality;

PRODUCT_ID CARDINALITY
---------- -----------
      2056           3
      2268           3
      3060           3
      3106           3

CAST 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

CASTは、ある組込みデータ型またはコレクション型の値を、別の組込みデータ型またはコレク
ション型の値に変換します。

CASTを使用すると、ある組込みデータ型またはコレクション型の値を、別の組込みデータ型ま
たはコレクション型に変換できます。名前のないオペランド（日付や副問合せの結果セットな
ど）または名前付きのコレクション（VARRAY やネストした表など）を型互換の名前付きコレ
クションにキャストできます。type_nameは、組込みデータ型またはコレクション型の名前で
ある必要があり、オペランドは、組込みデータ型であるか、またはその値がコレクション値で
ある必要があります。

オペランドでは、exprは組込みデータ型、コレクション型または ANYDATA型のインスタンス
のいずれかです。exprが ANYDATA型のインスタンスである場合、CASTは ANYDATAインス
タンスの値を抽出し、その値がキャスト対象の型と一致する場合はその値を戻し、一致しない
場合は NULL を戻します。MULTISETは、副問合せの結果セットを取り、コレクション値を戻
すように Oracle Database に通知します。表 5-1 に、どの組込みデータ型が、どの組込みデータ
型にキャストできるかを示します（CASTは、LONG型、LONG RAW型、または Oracle が提供す
る型をサポートしていません）。

CARDINALITY ( nested_table )

CAST (
expr

MULTISET ( subquery )
AS type_name )
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CASTは、LOB データ型のいずれも直接的にサポートしていません。CASTを使用して、CLOB
値を文字データ型に変換するか、BLOB値を RAWデータ型に変換すると、データベースは暗黙
的に LOB 値を文字または RAW データに変換し、結果値を明示的にターゲットのデータ型に
キャストします。結果値がターゲットの型より大きい場合、エラーが戻されます。

CAST ... MULTISETを使用してコレクション値を取得すると、CASTファンクションに渡される
問合せ内の SELECT 構文のリストのアイテムは、ターゲットのコレクション要素型に対応する
属性型に変換されます。

注注注注 1: Datetime/Interval には、DATE、TIMESTAMP、TIMESTAMP WITH TIMEZONE、
INTERVAL DAY TO SECONDおよび INTERVAL YEAR TO MONTHが含まれます。

注注注注 2: UROWIDが索引構成表の ROWIDの値を含んでいる場合、UROWIDを ROWIDにキャストす
ることはできません。

名前付きコレクション型を別の名前付きコレクション型にキャストするには、両方のコレク
ションの要素が同じ型である必要があります。

副問合せの結果セットが複数行に評価される可能性がある場合は、MULTISETキーワードを指
定する必要があります。副問合せの結果である行は、それらの行がキャストされたコレクショ
ン値の要素を形成します。MULTISETキーワードを省略すると、副問合せはスカラー副問合せ
として処理されます。

組込みデータ型の例組込みデータ型の例組込みデータ型の例組込みデータ型の例

次の例では、CASTファンクションをスカラー・データ型とともに使用します。

SELECT CAST('22-OCT-1997' AS TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE) 
   FROM dual;

SELECT product_id, 
   CAST(ad_sourcetext AS VARCHAR2(30)) Text
   FROM print_media
   ORDER BY product_id, text;

表表表表 5-1 組込みデータ型のキャスト組込みデータ型のキャスト組込みデータ型のキャスト組込みデータ型のキャスト

BINARY_
FLOAT、、、、
BINARY_
DOUBLE
からからからから

CHAR、、、、
VARCHAR2
からからからから

NUMBER
からからからから

DATETIME/
INTERVAL
から（注から（注から（注から（注 1）））） RAW からからからから

ROWID、、、、
UROWID
から（注から（注から（注から（注 2））））

NCHAR、、、、
NVARCHAR2
からからからから

BINARY_FLOAT、、、、
BINARY_DOUBLE へへへへ

X X X -- -- -- X

CHAR、、、、
VARCHAR2 へへへへ 

X X X X X X --

NUMBER へへへへ X X X -- -- -- X

DATE、、、、
TIMESTAMP、、、、
INTERVAL へへへへ 

-- X -- X -- -- --

RAW へへへへ -- X -- -- X -- --

ROWID、、、、
UROWID へへへへ 

-- X -- -- -- Xa --

NCHAR、、、、
NVARCHAR2 へへへへ 

X -- X X X X X

参照参照参照参照 : Oracle Database で暗黙的にコレクション型データを文字データに
変換する方法については、2-39 ページの「暗黙的なデータ変換」および
2-43 ページの「データ変換のセキュリティ上の考慮事項」を参照してくだ
さい。
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コレクションの例コレクションの例コレクションの例コレクションの例

後に続く CASTの例は、サンプルの注文入力スキーマ oeで使用されている
cust_address_typに基づいています。

CREATE TYPE address_book_t AS TABLE OF cust_address_typ;
/
CREATE TYPE address_array_t AS VARRAY(3) OF cust_address_typ;
/
CREATE TABLE cust_address (
   custno            NUMBER, 
   street_address    VARCHAR2(40), 
   postal_code       VARCHAR2(10), 
   city              VARCHAR2(30),
   state_province    VARCHAR2(10), 
   country_id        CHAR(2));

CREATE TABLE cust_short (custno NUMBER, name VARCHAR2(31));

CREATE TABLE states (state_id NUMBER, addresses address_array_t);

次の例では、副問合せをキャストします。

SELECT s.custno, s.name,
   CAST(MULTISET(SELECT ca.street_address,   
                        ca.postal_code, 
                        ca.city, 
                        ca.state_province, 
                        ca.country_id
                 FROM cust_address ca
                 WHERE s.custno = ca.custno)
   AS address_book_t)
FROM cust_short s
ORDER BY s.custno, s.name;

CASTでは、VARRAY 型の列をネストした表に変換します。

SELECT CAST(s.addresses AS address_book_t)
   FROM states s 
   WHERE s.state_id = 111; 

次の例では、この後に示す例で使用するオブジェクトを作成します。

CREATE TABLE projects 
   (employee_id NUMBER, project_name VARCHAR2(10));

CREATE TABLE emps_short 
   (employee_id NUMBER, last_name VARCHAR2(10));

CREATE TYPE project_table_typ AS TABLE OF VARCHAR2(10);
   /
次の MULTISET式の例は、前述のオブジェクトを使用します。

SELECT e.last_name,
   CAST(MULTISET(SELECT p.project_name
   FROM projects p 
   WHERE p.employee_id = e.employee_id
   ORDER BY p.project_name)
   AS project_table_typ)
FROM emps_short e
ORDER BY e.last_name;
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CEIL 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

CEILは、n以上の も小さい整数を戻します。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。また、引数の数値データ型と同じデータ型を戻しま
す。

例例例例

次の例では、指定した注文の合計以上である 小の整数を戻します。

SELECT order_total, CEIL(order_total) FROM orders
   WHERE order_id = 2434;

ORDER_TOTAL CEIL(ORDER_TOTAL)
----------- -----------------
   268651.8            268652

CHARTOROWID 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

CHARTOROWIDは、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2データ型の値を ROWIDデー
タ型に変換します。

このファンクションは、CLOBデータを直接的にサポートしていません。ただし、暗黙的なデー
タ変換を使用して CLOBを引数として渡すことはできます。

例例例例

次の例では、文字表記の ROWID を ROWID に変換します。（実際の ROWID は、各データ
ベース・インスタンスによって異なります。）

SELECT last_name FROM employees
   WHERE ROWID = CHARTOROWID('AAAFd1AAFAAAABSAA/');
 
LAST_NAME
-------------------------
Greene

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

参照参照参照参照 :  詳細は、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照してくださ
い。

CEIL ( n )

CHARTOROWID ( char )
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CHR 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

CHRは、データベース・キャラクタ・セットまたは各国語キャラクタ・セット（USING 
NCHAR_CSを指定している場合）の中の nに等しい 2 進数を持つ文字を、VARCHAR2値として
戻します。

シングルバイト・キャラクタ・セットの場合、Oracle Database は、n > 256 に対して n mod 
256に等しい 2 進数を戻します。マルチバイト・キャラクタ・セットの場合、nは 1 つのコー
ドポイント全体として解決される必要があります。無効なコードポイントは検証されないため、
無効なコードポイントを指定した場合の結果は、予測不能です。

このファンクションは、引数として、NUMBER値、または暗黙的に NUMBER型に変換可能な任
意の値を取り、文字を戻します。

例例例例

次の例は、データベース・キャラクタ・セットが WE8ISO8859P1 と定義されている ASCII ベー
スのマシンで実行されています。

SELECT CHR(67)||CHR(65)||CHR(84) "Dog" FROM DUAL;

Dog
---
CAT

キャラクタ・セットが WE8EBCDIC1047 の EBCDIC ベースのマシンでも同じ結果を戻すには、
前述の例を次のように修正する必要があります。

SELECT CHR(195)||CHR(193)||CHR(227) "Dog" 
   FROM DUAL; 

Dog 
--- 
CAT 

マルチバイト・キャラクタ・セットの場合、このように連結しても異なる結果となります。
たとえば、a1a2（a1は 1 つ目のバイト、a2は 2 つ目のバイト）という 16 進数の値を持つマ
ルチバイト文字の場合、nに対して「a1a2」に等しい 2 進数または 41378 を指定する必要があ
ります。

SELECT CHR(41378) FROM DUAL;

注意注意注意注意 : （オプションの USING NCHAR_CS句の有無にかかわらず）CHR
ファンクションを使用すると、ASCII および EBCDIC ベースのマシン・
アーキテクチャ間で移植不可能なコードが戻されます。

参照参照参照参照 : 5-104 ページの「NCHR」を参照してください。暗黙的な変換の詳
細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換のマトリックス」を参照して
ください。

CHR ( n
USING NCHAR_CS

)
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次の例のように、a2 に等しい 2 進数と連結された a1 に等しい 2 進数を指定することはできま
せん。

SELECT CHR(161)||CHR(162) FROM DUAL;

ただし、次の例のように、マルチバイト文字を連結するマルチバイトのコードポイント全体を
連結することは可能です。この例では、a1a2と a1a3の 16 進数を持つマルチバイト文字を連
結しています。

SELECT CHR(41378)||CHR(41379) FROM DUAL;

次の例では、各国語キャラクタ・セットが UTF16 であると仮定します。

SELECT CHR (196 USING NCHAR_CS) FROM DUAL; 

CH 
-- 
Ä 

CLUSTER_ID 

構文構文構文構文

mining_attribute_clause::=

用途用途用途用途

このファンクションは、DBMS_DATA_MININGパッケージまたは Oracle Data Mining Java API
を使用して作成したモデルのクラスタリングで使用するためのものです。このファンクション
は、mining_attribute_clauseで指定した一連の予測子のうち、 も確率の高い予測クラ
スタのクラスタ識別子を戻します。戻り値は、Oracle の NUMBERです。

mining_attribute_clauseは、PREDICTIONファンクションと同様に動作します。詳細
は、5-126 ページの「mining_attribute_clause」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� Oracle Data Mining の詳細は、『Oracle Data Mining 概要』を参照して
ください。

� コードで使用可能なデモ・プログラムの詳細は、『Oracle Data Mining
管理者ガイド』を参照してください。

� SQL データ・マイニング・ファンクションを使用したリアルタイム・
スコアリングの詳細は、『Oracle Data Mining アプリケーション開発
者ガイド』を参照してください。

� 「PREDICTION」（5-125 ページ）

CLUSTER_ID (
schema .

model mining_attribute_clause )

USING

*

schema .
table . *

expr
AS alias

,
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例例例例

次の例では、指定したデータセットの顧客がグループ化されたクラスタを示します。

この例と前提条件のデータ・マイニング操作（dm_sh_clus_sampleモデルおよび
dm_sh_sample_apply_preparedビューの作成など）は、デモ・ファイル
$ORACLE_HOME/rdbms/demo/dmkmdemo.sqlで確認できます。データ・マイニングのデモ・
ファイルの一般情報は、『Oracle Data Mining 管理者ガイド』を参照してください。次に、この
ファンクションの構文の使用例を示します。

SELECT CLUSTER_ID(km_sh_clus_sample USING *) AS clus, COUNT(*) AS cnt 
  FROM km_sh_sample_apply_prepared
GROUP BY CLUSTER_ID(km_sh_clus_sample USING *)
ORDER BY cnt DESC;

      CLUS        CNT
---------- ----------
         2        580
        10        199
         6        185
         8        115
        12         98
        16         82
        19         81
        15         68
        18         65
        14         27
 
10 rows selected.

CLUSTER_PROBABILITY 

構文構文構文構文

mining_attribute_clause::=

用途用途用途用途

このファンクションは、DBMS_DATA_MININGパッケージまたは Oracle Data Mining Java API
を使用して作成したモデルのクラスタリングで使用するためのものです。このファンクション
は、指定したモデルに関連付けられたクラスタにある入力行のメンバーシップの確信度のメ
ジャーを戻します。

� cluster_idには、モデル内のクラスタの識別子を指定します。このファンクションでは、
指定したクラスタの確率を戻します。この句を指定しない場合、 適な予測クラスタに関
連付けられた確率が戻ります。cluster_idと CLUSTER_IDファンクションの組合せの
ない形式を使用して、クラスタ ID と確率の 適な予測の組を取得できます。

CLUSTER_PROBABILITY (
schema .

model
, cluster_id

mining_attribute_clause )

USING

*

schema .
table . *

expr
AS alias

,
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� mining_attribute_clauseは、PREDICTIONファンクションと同様に動作します。
詳細は、5-126 ページの「mining_attribute_clause」を参照してください。

例例例例
次の例では、可能性に基づいて、クラスタ 2 で も代表的な顧客を 10 人決定します。

この例と前提条件のデータ・マイニング操作（dm_sh_clus_sampleモデルおよび
dm_sh_sample_apply_preparedビューの作成など）は、デモ・ファイル
$ORACLE_HOME/rdbms/demo/dmkmdemo.sqlで確認できます。データ・マイニングのデモ・
ファイルの一般情報は、『Oracle Data Mining 管理者ガイド』を参照してください。次に、この
ファンクションの構文の使用例を示します。

SELECT *
  FROM (SELECT cust_id, CLUSTER_PROBABILITY(km_sh_clus_sample, 2 USING *) prob
          FROM km_sh_sample_apply_prepared
        ORDER BY prob DESC)
 WHERE ROWNUM < 11;

   CUST_ID   PROB
---------- ------
    100052  .9993
    100962  .9993
    101208  .9993
    100281  .9993
    100012  .9993
    101009  .9992
    100173  .9992
    101176  .9991
    100672  .9991
    101420  .9991
 
10 rows selected.

CLUSTER_SET 

構文構文構文構文

参照参照参照参照 :

� Oracle Data Mining の詳細は、『Oracle Data Mining 概要』を参照して
ください。

� コードで使用可能なデモ・プログラムの詳細は、『Oracle Data Mining
管理者ガイド』を参照してください。

� SQL データ・マイニング・ファンクションを使用したリアルタイム・
スコアリングの詳細は、『Oracle Data Mining アプリケーション開発
者ガイド』を参照してください。

� 関連するデータ・マイニング・ファンクションの詳細は、5-30 ページ
の「CLUSTER_ID」および 5-125 ページの「PREDICTION」を参照し
てください。

CLUSTER_SET (
schema .

model
, topN

, cutoff

mining_attribute_clause )
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mining_attribute_clause::=

用途用途用途用途

このファンクションは、DBMS_DATA_MININGパッケージまたは Oracle Data Mining Java API
を使用して作成したモデルのクラスタリングで使用するためのものです。このファンクション
は、指定した行が属している可能性のあるクラスタを含むオブジェクトの VARRAY を戻しま
す。VARRAY の各オブジェクトは、クラスタ ID とクラスタ確率を含むスカラー値の組です。
オブジェクト・フィールドには、CLUSTER_IDと PROBABILITYの名前が付き、両方とも
Oracle の NUMBERになります。

� オプションの topN引数には、正の整数を指定します。指定すると、予測クラスタの集合
は、上位 Nの確率値のいずれか持つ予測クラスタに制限されます。topNを指定しないか、
NULLに設定すると、すべてのクラスタはコレクションに戻されます。複数のクラスタが
N番目の値に一致しても、N個の値のみが戻されます。

� オプションの cutoff引数には、正の整数を指定し、戻されるクラスタを指定したカット
オフ以上の確率を持つクラスタに制限します。NULLを topNに指定し、必要なカットオフ
値を cutoffに指定すると、cutoffのみをフィルタ処理できます。

topNと cutoffをともに指定すると、戻されるクラスタを上位 Nの中で、しきい値を超える
確率を持つクラスタに制限できます。

mining_attribute_clauseは、PREDICTIONファンクションと同様に動作します。詳細
は、5-126 ページの「mining_attribute_clause」を参照してください。

例例例例

次の例では、20% を超える可能性で顧客 101362 が属する各クラスタで、 も関連性の高い属性
（確信度が 55% を超える）を示します。

この例と前提条件のデータ・マイニング操作（dm_sh_clus_sampleモデル、ビューおよび型
の作成など）は、デモ・ファイル $ORACLE_HOME/rdbms/demo/dmkmdemo.sqlで確認でき
ます。データ・マイニングのデモ・ファイルの一般情報は、『Oracle Data Mining 管理者ガイ
ド』を参照してください。次に、このファンクションの構文の使用例を示します。

WITH
clus_tab AS (
SELECT id,
       A.attribute_name aname,
       A.conditional_operator op,
       NVL(A.attribute_str_value,

参照参照参照参照 :

� Oracle Data Mining の詳細は、『Oracle Data Mining 概要』を参照して
ください。

� コードで使用可能なデモ・プログラムの詳細は、『Oracle Data Mining
管理者ガイド』を参照してください。

� SQL データ・マイニング・ファンクションを使用したリアルタイム・
スコアリングの詳細は、『Oracle Data Mining アプリケーション開発
者ガイド』を参照してください。

USING

*

schema .
table . *

expr
AS alias

,

ファンクション 5-33



CLUSTER_SET
         ROUND(DECODE(A.attribute_name, N.col,
                      A.attribute_num_value * N.scale + N.shift,
                      A.attribute_num_value),4)) val,
       A.attribute_support support,
       A.attribute_confidence confidence
  FROM TABLE(DBMS_DATA_MINING.GET_MODEL_DETAILS_KM('km_sh_clus_sample')) T,
       TABLE(T.rule.antecedent) A,
       km_sh_sample_norm N
 WHERE A.attribute_name = N.col (+) AND A.attribute_confidence > 0.55
),
clust AS (
SELECT id,
       CAST(COLLECT(Cattr(aname, op, TO_CHAR(val), support, confidence))
         AS Cattrs) cl_attrs
  FROM clus_tab
GROUP BY id
),
custclus AS (
SELECT T.cust_id, S.cluster_id, S.probability
  FROM (SELECT cust_id, CLUSTER_SET(km_sh_clus_sample, NULL, 0.2 USING *) pset
          FROM km_sh_sample_apply_prepared
         WHERE cust_id = 101362) T,
       TABLE(T.pset) S
)
SELECT A.probability prob, A.cluster_id cl_id,
       B.attr, B.op, B.val, B.supp, B.conf
  FROM custclus A,
       (SELECT T.id, C.*
          FROM clust T,
               TABLE(T.cl_attrs) C) B
 WHERE A.cluster_id = B.id
ORDER BY prob DESC, cl_id ASC, conf DESC, attr ASC, val ASC;

   PROB      CL_ID ATTR            OP  VAL                   SUPP    CONF
------- ---------- --------------- --- --------------- ---------- -------
  .7873          8 HOUSEHOLD_SIZE  IN  9+                     126   .7500
  .7873          8 CUST_MARITAL_ST IN  Divorc.                118   .6000
                   ATUS
 
  .7873          8 CUST_MARITAL_ST IN  NeverM                 118   .6000
                   ATUS
 
  .7873          8 CUST_MARITAL_ST IN  Separ.                 118   .6000
                   ATUS
 
  .7873          8 CUST_MARITAL_ST IN  Widowed                118   .6000
                   ATUS
 
  .2016          6 AGE             >=  17                     152   .6667
  .2016          6 AGE             <=  31.6                   152   .6667
  .2016          6 CUST_MARITAL_ST IN  NeverM                 168   .6667
                   ATUS
  
8 rows selected.
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COALESCE
COALESCE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

COALESCEは、式のリストの 初の NULL でない exprを戻します。2 つ以上の式を指定する
必要があります。すべての exprが NULL と評価された場合、このファンクションは NULL を
戻します。

Oracle Database では、短絡評価短絡評価短絡評価短絡評価を使用します。データベースは、NULLかどうかを判断する前
に expr値のすべてを評価するのではなく、各 expr値を評価して、NULLかどうかを判断しま
す。

すべての exprが数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変換可能な数値以外のデータ
型である場合、Oracle Database は、数値の優先順位が も高い引数を判断し、残りの引数をそ
のデータ型に暗黙的に変換して、そのデータ型を戻します。

このファンクションは NVLファンクションを一般化したファンクションです。

COALESCEは、CASE式の変形として使用できます。次に例を示します。

COALESCE (expr1, expr2)

これは、次の CASE 式と同じです。

CASE WHEN expr1 IS NOT NULL THEN expr1 ELSE expr2 END

次の例も同様です。

COALESCE (expr1, expr2, ..., exprn), for n>=3

これは、次の CASE 式と同じです。

CASE WHEN expr1 IS NOT NULL THEN expr1 
   ELSE COALESCE (expr2, ..., exprn) END

例例例例

次の例では、サンプル表 oe.product_informationを使用して、製品のクリアランス・
セールを企画します。製品の表示価格から 10% 値引きします。表示価格がない場合は、 小価
格はセール価格となります。 小価格がない場合、セール価格は「5」となります。

SELECT product_id, list_price, min_price,
   COALESCE(0.9*list_price, min_price, 5) "Sale"
   FROM product_information
   WHERE supplier_id = 102050
   ORDER BY product_id, list_price, min_price, "Sale";

PRODUCT_ID LIST_PRICE  MIN_PRICE       Sale
---------- ---------- ---------- ----------
      1769         48                  43.2
      1770                    73         73

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。数値の優先順位の詳細は、2-15 ペー
ジの「数値の優先順位」を参照してください。

参照参照参照参照 : 5-115 ページの「NVL」および 6-5 ページの「CASE 式」を参照し
てください。

COALESCE ( expr

,

)
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      2378        305        247      274.5
      2382        850        731        765
      3355                                5

COLLECT 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
COLLECTは、任意の型の列を引数に取り、選択された行から、入力された型のネストした表を
作成する集計ファンクションです。このファンクションから正確な結果を取得するには、この
ファンクションを CASTファンクション内で使用する必要があります。

column自体がコレクションである場合、COLLECTの出力はコレクションのネストした表にな
ります。columnがユーザー定義型である場合は、オプションの DISTINCT、UNIQUEおよび
ORDER BY句を使用できるように、columnに MAPまたは ORDERメソッドが定義されている必
要があります。

例例例例

次の例では、oe.customersサンプル表の電話番号の VARRAY 列からネストした表を作成し
ます。

CREATE TYPE phone_book_t AS TABLE OF phone_list_typ;
/
SELECT CAST(COLLECT(phone_numbers) AS phone_book_t) Phone_Book 
   FROM customers
   ORDER BY phone_book;

COMPOSE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

COMPOSEは、引数として任意のデータ型の文字列または文字列に変換する式を取り、入力され
たものと同じキャラクタ・セットで Unicode 文字列を戻します。charのデータ型は、CHAR、
VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBです。たとえば、o ウムラウト・コー
ドポイントは、ウムラウト・コードポイントによって修飾された oコードポイントとして戻さ
れます。

COMPOSEは、NFC 正規形の文字列を戻します。より排他的な設定の場合は、まず CANONICAL
設定を使用して DECOMPOSEを呼び出し、次に COMPOSEを呼び出すことができます。この組合
せによって、NFKC 正規形の文字列が戻されます。

暗黙的な変換を使用して、CLOBおよび NCLOBの値がサポートされます。charが文字の LOB
値の場合、COMPOSE演算の前に VARCHAR値に変換されます。特定の開発環境で、LOB 値のサ
イズが VARCHARのサポートする長さを超える場合、この演算は失敗します。

参照参照参照参照 : 「CAST」（5-25 ページ）

COLLECT (

DISTINCT

UNIQUE
column

ORDER BY expr
)

COMPOSE ( char )
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CONCAT
例例例例
次の例は、o ウムラウトのコードポイントを戻します。

SELECT COMPOSE ( 'o' || UNISTR('\0308') ) FROM DUAL; 

CO 
-- 
ö 

CONCAT 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

CONCATは、char2に連結されている char1を戻します。char1および char2は、CHAR、
VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータ型です。char1と同じキャラク
タ・セットの文字列が戻されます。そのデータ型は、引数のデータ型によって決まります。

2 つの異なるデータ型を連結すると、可逆式変換となるデータ型が戻されます。したがって、
引数の 1 つが LOB の場合、戻り値は LOB となります。引数の 1 つが各国語データ型の場合は、
戻り値は各国語データ型となります。たとえば、次のようになります。

� CONCAT(CLOB, NCLOB) は NCLOBを戻します。

� CONCAT(NCLOB, NCHAR) は NCLOBを戻します。

� CONCAT(NCLOB, CHAR) は NCLOBを戻します。

� CONCAT(NCHAR, CLOB) は NCLOBを戻します。

このファンクションは、連結演算子（||）と同等です。

例例例例

次の例では、ネストを使用して 3 つの文字列を連結します。

SELECT CONCAT(CONCAT(last_name, '''s job category is '),
      job_id) "Job" 
   FROM employees 
   WHERE employee_id = 152
   ORDER BY "Job";
 
Job
------------------------------------------------------
Hall's job category is SA_REP

参照参照参照参照 :

� Unicode キャラクタ・セットおよびキャラクタ・セマンティクスの詳
細は、『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』
を参照してください。

� 「DECOMPOSE」（5-54 ページ）

参照参照参照参照 : 「UNISTR」（5-219 ページ）

参照参照参照参照 : CONCAT演算子の詳細は、4-4 ページの「連結演算子」を参照して
ください。

CONCAT ( char1 , char2 )
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CONVERT 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

CONVERTは、文字列を、あるキャラクタ・セットから別のキャラクタ・セットに変換します。

� 引数 charは変換する値です。char は、CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOB
または NCLOBデータ型です。

� 引数 dest_char_setは、charが変換されるキャラクタ・セットの名前です。

� 引数 source_char_setは、charをデータベースに格納しているキャラクタ・セットの
名前です。デフォルト値はデータベース・キャラクタ・セットです。

CHARと VARCHAR2の戻り値は、VARCHAR2です。NCHARと NVARCHAR2の戻り値は、
NVARCHAR2です。CLOBの戻り値は CLOB、NCLOBの戻り値は NCLOBです。

変換先キャラクタ・セットと変換元キャラクタ・セットの引数として、リテラルまたはキャラ
クタ・セットの名前を含んでいる列を指定できます。

完全に文字を変換するには、変換先キャラクタ・セットが変換元キャラクタ・セットで定義さ
れているすべての文字を表現できる必要があります。文字が変換先キャラクタ・セットに存在
しないと、置換文字が使用されます。置換文字は、キャラクタ・セット定義の一部として定義
できます。

例例例例

次の例では、Latin-1 文字列を ASCII に変換するキャラクタ・セットの変換を示します。これ
は、同じ文字列を WE8ISO8859P1 データベースから US7ASCII データベースへインポートした
場合と同じ結果が得られます。

SELECT CONVERT('Ä Ê Í Õ Ø A B C D E ', 'US7ASCII', 'WE8ISO8859P1') 
   FROM DUAL; 

CONVERT('ÄÊÍÕØABCDE' 
--------------------- 
A E I ? ? A B C D E ? 

注意注意注意注意 : Oracle Database の現行のリリースでは、CONVERTファンクショ
ンを使用しないことをお薦めします。CONVERTの戻り値は文字データ型
であるため、そのデータ型に応じてデータベース・キャラクタ・セットま
たは各国語キャラクタ・セットのいずれかになります。この 2 つのキャラ
クタ・セットのどちらでもない dest_char_setは、サポートされませ
ん。char引数と source_char_setの要件は同じです。このため、ファ
ンクションの実用的な用途は、誤ったキャラクタ・セットで格納されてい
るデータの修正にかぎられます。

データベース・キャラクタ・セットと各国語キャラクタ・セットのどちら
でもない値は、RAWまたは BLOBとして処理して格納する必要がありま
す。PL/SQL パッケージ UTL_RAWおよび UTL_I18Nのプロシージャ（た
とえば、UTL_RAW.CONVERT）では、このような値の限定的な処理が可能
です。パッケージ UTL_FILE、UTL_TCP、UTL_HTTPおよび UTL_SMTP
内で RAW引数を受け入れるプロシージャを使用すると、処理されたデータ
を出力できます。

CONVERT ( char , dest_char_set
, source_char_set

)
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CORR
一般的なキャラクタ・セットを次に示します。

� US7ASCII: US7 ビット ASCII キャラクタ・セット

� WE8ISO8859P1: ISO 8859-1 西ヨーロッパ 8 ビット・キャラクタ・セット

� EE8MSWIN1250: Microsoft Windows 西ヨーロッパ・コード・ページ 1250

� WE8MSWIN1252: Microsoft Windows 西ヨーロッパ・コード・ページ 1252

� WE8EBCDIC1047: IBM 西ヨーロッパ EBCDIC コード・ページ 1047

� JA16SJISTILDE: MS コード・ページ 932 と互換性のある日本語 Shift-JIS キャラクタ・セット

� ZHT16MSWIN950: Microsoft Windows 繁体字中国語コード・ページ 950

� UTF8: Unicode 3.0 ユニバーサル・キャラクタ・セット CESU-8 エンコード形式

� AL32UTF8: Unicode 5.0 ユニバーサル・キャラクタ・セット UTF-8 エンコード形式

次のように V$NLS_VALID_VALUESビューを問い合せて、有効なキャラクタ・セットのリスト
を取得できます。

SELECT * FROM V$NLS_VALID_VALUES WHERE parameter = 'CHARACTERSET'

CORR 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

CORRは、数値の組の集合に対する相関係数を戻します。これは、集計ファンクションまたは分
析ファンクションとして使用できます。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。Oracle は、数値の優先順位が も高い引数を判断し、
残りの引数をそのデータ型に暗黙的に変換して、そのデータ型を戻します。

Oracle Database は、expr1または expr2が NULL である組を排除した後、このファンクショ
ンを (expr1, expr2) の集合に適用します。その後、Oracle は次の計算を行います。

COVAR_POP(expr1, expr2) / (STDDEV_POP(expr1) * STDDEV_POP(expr2))

ファンクションは、NUMBER型の値を戻します。ファンクションが空の集合に適用されると、
NULL を戻します。

参照参照参照参照 : サポートされているキャラクタ・セットの詳細は、『Oracle 
Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してくださ
い。V$NLS_VALID_VALUESビューの詳細は、『Oracle Database リファレ
ンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。数値の優先順位の詳細は、2-15 ペー
ジの「数値の優先順位」を参照してください。

CORR ( expr1 , expr2 )
OVER ( analytic_clause )
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CORR
集計の例集計の例集計の例集計の例

次の例では、oe.product_informationサンプル表の重さクラスごとの製品の表示価格と
小価格の相関係数を計算します。

SELECT weight_class, CORR(list_price, min_price) "Correlation"
   FROM product_information
   GROUP BY weight_class
   ORDER BY weight_class, "Correlation";

WEIGHT_CLASS Correlation
------------ -----------
           1  .999149795
           2  .999022941
           3  .998484472
           4  .999359909
           5  .999536087

分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、会社での勤務年数と給与の相関を従業の役職別に示します。結果セットでは、
指定した業務の従業員ごとに同じ相関を示します。

SELECT employee_id, job_id, 
   TO_CHAR((SYSDATE - hire_date) YEAR TO MONTH ) "Yrs-Mns",     salary, 
   CORR(SYSDATE-hire_date, salary)
   OVER(PARTITION BY job_id) AS "Correlation"
FROM employees
WHERE department_id in (50, 80)
ORDER BY job_id, employee_id;

EMPLOYEE_ID JOB_ID     Yrs-Mns     SALARY Correlation
----------- ---------- ------- ---------- -----------
        145 SA_MAN     +08-07       14000  .912385598
        146 SA_MAN     +08-04       13500  .912385598
        147 SA_MAN     +08-02       12000  .912385598
        148 SA_MAN     +05-07       11000  .912385598
        149 SA_MAN     +05-03       10500  .912385598
        150 SA_REP     +08-03       10000   .80436755
        151 SA_REP     +08-02        9500   .80436755
        152 SA_REP     +07-09        9000   .80436755
        153 SA_REP     +07-01        8000   .80436755
        154 SA_REP     +06-05        7500   .80436755
        155 SA_REP     +05-06        7000   .80436755
...

注意注意注意注意 : CORRファンクションは、ピアソンの相関係数を計算します。この
計算を行うには、数式を引数として指定する必要があります。Oracle は、
ノンパラメトリックまたは順位相関をサポートするための CORR_S（スピ
アマンのロー係数）および CORR_K（ケンドールのタウ b 係数）も提供し
ます。

参照参照参照参照 : exprの書式の詳細は、5-8 ページの「集計ファンクション」およ
び 6-2 ページの「SQL 式」を参照してください。5-41 ページの「CORR_*」
と 5-42 ページの「CORR_S」も参照してください。
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CORR_*
CORR_* 

CORR_* ファンクションを次に示します。

� CORR_S

� CORR_K

構文構文構文構文

correlation::=

用途用途用途用途

CORRファンクション（5-39 ページの「CORR」を参照）は、ピアソンの相関係数を計算し、入
力として数式を必要とします。CORR_* ファンクションは、ノンパラメトリックまたは順位相関
をサポートします。これらのファンクションを使用すると、式間の相関を順序尺度化して求め
ることができます（値の順序付けが可能な場合）。相関係数は -1 ～ 1 の範囲の値となります。
1 は完全な正相関、-1 は完全な逆相関（一方の変数が減少すると他方の変数が増加する）、およ
び 0（ゼロ）に近い値は無相関を表します。

これらのファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型
に変換可能な数値以外のデータ型を取ります。Oracle Database は、数値の優先順位が も高い
引数を判断し、残りの引数をそのデータ型に暗黙的に変換して、計算を実行して NUMBERを戻
します。

expr1および expr2は、分析対象の 2 つの変数です。3 つ目の引数は VARCHAR2型の戻り値
です。3 つ目の引数を指定しない場合、デフォルトで COEFFICIENTが戻り値になります。
戻り値の意味を次の表に示します。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。数値の優先順位の詳細は、2-15 ペー
ジの「数値の優先順位」を参照してください。

表表表表 5-2 CORR_* の戻り値の戻り値の戻り値の戻り値

戻り値戻り値戻り値戻り値 意味意味意味意味

COEFFICIENT 相関の係数

ONE_SIDED_SIG 相関の正の片側有意

ONE_SIDED_SIG_POS ONE_SIDED_SIGに同じ

ONE_SIDED_SIG_NEG 相関の負の片側有意

TWO_SIDED_SIG 相関の両側有意

CORR_K

CORR_S
( expr1 , expr2

,

COEFFICIENT

ONE_SIDED_SIG

ONE_SIDED_SIG_POS

ONE_SIDED_SIG_NEG

TWO_SIDED_SIG
)
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CORR_S
CORR_S 

CORR_Sは、スピアマンの順位相関係数（ロー）を計算します。入力式は、観測値の組 (xi, yi)
の集合である必要があります。このファンクションは、 初に各値を順位に置き換えます。
各 xi の値は、標本内の他のすべての xi 中での順位に置き換えられ、各 yi の値は、他のすべて
の yi 中での順位に置き換えられます。したがって、各 xi および各 yi は 1 ～ nの値となります。
ここで nは、値の組の合計数です。同順位の場合は、値がわずかに異なっていた場合に付けら
れる順位の平均が割り当てられます。その後このファンクションは、順位の線形相関係数を計
算します。

CORR_S の例の例の例の例 次の例では、スピアマンのロー相関係数を使用して、salaryと
commission_pct、salaryと employee_idの 2 つの異なる比較ごとに相関係数を導出しま
す。

SELECT COUNT(*) count,
       CORR_S(salary, commission_pct) commission,
       CORR_S(salary, employee_id) empid
FROM employees;
 
     COUNT COMMISSION      EMPID
---------- ---------- ----------
       107 .735837022 -.04482358

CORR_K 

CORR_Kは、ケンドールの順位相関係数（タウ b）を計算します。CORR_Sと同様に、入力式は
観測値の組 (xi, yi) の集合です。係数を計算するために、このファンクションは一致した組と一
致しない組の数をカウントします。x と y の値がいずれも大きい観測値の組は一致しています。
x の値が大きく y の値が小さい観測値の組は一致していません。

タウ b での有意性は、タウ b によって示される相関が偶然の結果である確率です（0 ～ 1 の
値）。この値が小さい場合、タウ b が正の値であれば有意な相関が存在します（タウ b が負の値
の場合は逆相関）。

CORR_K の例の例の例の例 次の例では、ケンドールのタウ b 相関係数を使用して、従業員の給与と歩合の
割合（パーセント）間に相関があるかどうかを判断します。

SELECT CORR_K(salary, commission_pct, 'COEFFICIENT') coefficient,
       CORR_K(salary, commission_pct, 'TWO_SIDED_SIG') two_sided_p_value
  FROM hr.employees;

COEFFICIENT TWO_SIDED_P_VALUE
----------- -----------------
 .603079768        3.4702E-07

COS 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

COSは、n（ラジアンで表された角度）のコサインを戻します。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。引数が BINARY_FLOATの場合、このファンクショ
ンは BINARY_DOUBLEを戻します。それ以外の場合、引数と同じ数値データ型を戻します。

COS ( n )
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COUNT
例例例例
次の例では、180 度のコサインを戻します。

SELECT COS(180 * 3.14159265359/180)
   "Cosine of 180 degrees" FROM DUAL;

Cosine of 180 degrees
---------------------
                   -1

COSH 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
COSHは、nの双曲線コサインを戻します。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。引数が BINARY_FLOATの場合、このファンクショ
ンは BINARY_DOUBLEを戻します。それ以外の場合、引数と同じ数値データ型を戻します。

例例例例

次の例では、0 の双曲線コサインを戻します。

SELECT COSH(0) "Hyperbolic cosine of 0" FROM DUAL;
 
Hyperbolic cosine of 0
----------------------
                     1 

COUNT 

構文構文構文構文

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

COSH ( n )

COUNT (

*

DISTINCT

ALL
expr

)
OVER ( analytic_clause )
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COUNT
用途用途用途用途

COUNTは、問合せによって戻された行の数を戻します。これは、集計ファンクションまたは分
析ファンクションとして使用できます。

DISTINCTを指定する場合は、analytic_clauseの query_partition_clauseのみ指定
できます。order_by_clauseおよび windowing_clauseは指定できません。

exprを指定すると、COUNTは exprが NULL でない行数を戻します。exprのすべての行を
数えるか、または異なる値のみを数えることができます。

アスタリスク（*）を指定すると、このファンクションは重複値および NULL 値を含むすべて
の行を戻します。COUNTは NULL を戻しません。

集計の例集計の例集計の例集計の例

次の例では、COUNTを集計ファンクションとして使用します。

SELECT COUNT(*) "Total" FROM employees;

     Total
----------
       107

SELECT COUNT(*) "Allstars" FROM employees
   WHERE commission_pct > 0;

 Allstars
---------
       35

SELECT COUNT(commission_pct) "Count" FROM employees;

     Count
----------
        35

SELECT COUNT(DISTINCT manager_id) "Managers" FROM employees;

  Managers
----------
        18

分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、employees表の各従業員について、その従業員の給与より 50 ドル少ない金額か
ら 150 ドル多い金額の範囲の給与を得ている従業員の数を計算します。

SELECT last_name, salary,
   COUNT(*) OVER (ORDER BY salary RANGE BETWEEN 50 PRECEDING
      AND 150 FOLLOWING) AS mov_count FROM employees
   ORDER BY last_name, salary, COUNT(*);

LAST_NAME                     SALARY  MOV_COUNT
------------------------- ---------- ----------
Olson                           2100          3
Markle                          2200          2
Philtanker                      2200          2
Landry                          2400          8
Gee                             2400          8
Colmenares                      2500         10
Marlow                          2500         10
Patel                           2500         10
. . .

参照参照参照参照 : exprの書式の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してくださ
い。5-8 ページの「集計ファンクション」も参照してください。
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COVAR_POP
COVAR_POP 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
COVAR_POPは、数値の組の集合に対する母集団共分散を戻します。これは、集計ファンクショ
ンまたは分析ファンクションとして使用できます。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。Oracle は、数値の優先順位が も高い引数を判断し、
残りの引数をそのデータ型に暗黙的に変換して、そのデータ型を戻します。

Oracle Database は、expr1または expr2が NULL であるすべての組を排除した後、このファ
ンクションを (expr1, expr2) の組の集合に適用します。その後、Oracle は次の計算を行いま
す。

(SUM(expr1 * expr2) - SUM(expr2) * SUM(expr1) / n) / n

ここで、nは (expr1, expr2) の組の数です（ただし、expr1および expr2の両方が NULL で
はない場合です）。

ファンクションは、NUMBER型の値を戻します。ファンクションが空の集合に適用されると、
NULL を戻します。

集計の例集計の例集計の例集計の例
次の例では、サンプル表 hr.employeesを使用して、勤務時間（SYSDATE - hire_date）と
給与の母集団共分散と標本共分散を計算します。

SELECT job_id, 
   COVAR_POP(SYSDATE-hire_date, salary) AS covar_pop,
   COVAR_SAMP(SYSDATE-hire_date, salary) AS covar_samp
   FROM employees
   WHERE department_id in (50, 80)
   GROUP BY job_id
   ORDER BY job_id, covar_pop, covar_samp;

JOB_ID       COVAR_POP  COVAR_SAMP
---------- ----------- -----------
SA_MAN         660700     825875
SA_REP     579988.466  600702.34
SH_CLERK     212432.5 223613.158
ST_CLERK    176577.25 185870.789
ST_MAN         436092     545115

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。数値の優先順位の詳細は、2-15 ペー
ジの「数値の優先順位」を参照してください。

参照参照参照参照 : exprの書式の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してくださ
い。5-8 ページの「集計ファンクション」も参照してください。

COVAR_POP ( expr1 , expr2 )
OVER ( analytic_clause )
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COVAR_SAMP
分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、デモ・スキーマ oeの製品の表示価格および 小価格の累積標本共分散を計算し
ます。

SELECT product_id, supplier_id,
   COVAR_POP(list_price, min_price) 
      OVER (ORDER BY product_id, supplier_id)
         AS CUM_COVP,
   COVAR_SAMP(list_price, min_price)
      OVER (ORDER BY product_id, supplier_id)
        AS CUM_COVS 
   FROM product_information p
   WHERE category_id = 29
   ORDER BY product_id, supplier_id;

PRODUCT_ID SUPPLIER_ID   CUM_COVP   CUM_COVS
---------- ----------- ---------- ----------
      1774      103088          0
      1775      103087    1473.25     2946.5
      1794      103096 1702.77778 2554.16667
      1825      103093    1926.25 2568.33333
      2004      103086     1591.4    1989.25
      2005      103086     1512.5       1815
      2416      103088 1475.97959 1721.97619
. . .

COVAR_SAMP 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

COVAR_SAMPは、数値の組の集合の標本共分散を戻します。これは、集計ファンクションまた
は分析ファンクションとして使用できます。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。Oracle は、数値の優先順位が も高い引数を判断し、
残りの引数をそのデータ型に暗黙的に変換して、そのデータ型を戻します。

Oracle Database は、expr1または expr2が NULL であるすべての組を排除した後、このファ
ンクションを (expr1, expr2) の組の集合に適用します。その後、Oracle は次の計算を行いま
す。

(SUM(expr1 * expr2) - SUM(expr1) * SUM(expr2) / n) / (n-1)

ここで、nは (expr1, expr2) の組の数です（ただし、expr1および expr2の両方が NULL で
はない場合です）。

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。数値の優先順位の詳細は、2-15 ペー
ジの「数値の優先順位」を参照してください。

COVAR_SAMP ( expr1 , expr2 )
OVER ( analytic_clause )
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CUBE_TABLE
ファンクションは、NUMBER型の値を戻します。ファンクションが空の集合に適用されると、
NULL を戻します。

集計の例集計の例集計の例集計の例
5-45 ページの「COVAR_POP」の集計の例を参照してください。

分析の例分析の例分析の例分析の例

5-45 ページの「COVAR_POP」の分析の例を参照してください。

CUBE_TABLE

構文構文構文構文

用途用途用途用途

CUBE_TABLEは、キューブまたはディメンションのデータを抽出し、SQL ベースのアプリケー
ションで使用可能な 2 次元形式のリレーショナル表に戻します。

このファンクションは、1 つの VARCHAR2引数を取ります。オプションの HIERARCHY 句を使
用すると、ディメンション階層を指定できます。キューブでは複数の HIERARCHY 句（ディメ
ンションごとに 1 つ）を使用できます。

次の様々なタイプの表を生成できます。

� キューブ表には、各ディメンションのキー列およびキューブ内の各メジャーと計算された
メジャーの列が含まれています。キューブ表を作成するには、キューブを指定します。
キューブの HIERARCHY 句は、使用することも使用しないこともできます。複数の階層の
あるディメンションの場合は、この句によって戻り値を指定された階層内のディメンショ
ン・メンバーとレベルに制限します。HIERARCHY 句を使用しない場合は、すべてのディ
メンション・メンバーとすべてのレベルが含められます。

� ディメンション表には、キー列、および各レベルと各属性の列が含まれています。この表
には、すべてのディメンション・メンバーとすべてのレベルが含められます。ディメン
ション表を作成するには、ディメンションの HIERARCHY 句を使用しないで使用しないで使用しないで使用しないでディメンショ
ンを指定します。

� 階層表には、ディメンション表のすべての列に加えて、親メンバーの列と各ソース・レベ
ルの列が含まれています。指定された階層に含まれないディメンション・メンバーとレベ
ルはすべて、表から除外されます。階層表を作成する場合は、ディメンションの
HIERARCHY 句を使用して使用して使用して使用してディメンションを指定します。

参照参照参照参照 : exprの書式の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してくださ
い。5-8 ページの「集計ファンクション」も参照してください。

CUBE_TABLE

( ’

schema . cube

HIERARCHY

HRR
dimension hierarchy

schema . dimension

HIERARCHY

HRR

dimension
hierarchy ’ )
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CUME_DIST
CUBE_TABLEは表ファンクションであり、SELECT文のコンテキストで常に次の構文で使用さ
れます。

SELECT ... FROM TABLE(CUBE_TABLE('arg'));

例例例例

次の SELECT文は、GLOBALスキーマの CHANNELのディメンション表を生成します。

SELECT * FROM TABLE(CUBE_TABLE('global.channel'));
 
DIM_KEY  LEVEL_NAME      LONG_DESCRIP SHORT_DESCRI TOTAL_CHANNEL_ID CHANNEL_ID
-------- --------------- ------------ ------------ ---------------- ----------
1        TOTAL_CHANNEL   All Channels All Channels                1
2        CHANNEL         Direct Sales Direct Sales                1          2
3        CHANNEL         Catalog      Catalog                     1          3
4        CHANNEL         Internet     Internet                    1          4

次の文は、UNITS_CUBEのキューブ表を生成します。この文は、表を MARKET_ROLLUP階層お
よび CALENDAR階層に制限します。

SELECT * FROM TABLE(CUBE_TABLE(
   'global.units_cube HIERARCHY customer market_rollup HIERARCHY time calendar'));
 
     SALES      UNITS       COST TIME     CUSTOMER PRODUCT  CHANNEL
---------- ---------- ---------- -------- -------- -------- --------
 134109248     330425  124918967 2        7        1        1
32275009.5      77425   30255208 10       7        1        1
10768750.7      25780 10058324.5 36       7        1        1
 109261.64        278  101798.32 36       5        1        1
  22371.47         53   20887.54 36       36       1        1
      .
      .
      .

CUME_DIST 

集計の構文集計の構文集計の構文集計の構文

cume_dist_aggregate::=

参照参照参照参照 : ディメンション・オブジェクトの詳細および CUBE_TABLEで生成
される表の詳細は、『Oracle OLAP ユーザーズ・ガイド』を参照してくだ
さい。

CUME_DIST ( expr

,

) WITHIN GROUP

( ORDER BY expr

DESC

ASC
NULLS

FIRST

LAST

,

)
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CUME_DIST
分析の構文分析の構文分析の構文分析の構文

cume_dist_analytic::=

用途用途用途用途

CUME_DISTは、値のグループにある値の累積分布値を計算します。CUME_DISTが戻す値の範
囲は、0 より大きく 1 以下です。連結値は、常に同じ累積分布値に対して評価を行います。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。Oracle Database は、数値の優先順位が も高い引数
を判断し、残りの引数をそのデータ型に暗黙的に変換して、計算を実行して NUMBERを戻しま
す。

� 集計ファンクションとしての CUME_DISTは、ファンクションの引数および対応するソー
ト指定によって識別される不確定な行 rに対して、集計グループ内の行の中での行 rの関
連する位置を計算します。Oracle は、不確定な行 rを集計される行のグループに挿入する
ように計算します。このファンクションの引数は、各集計グループ内の 1 つの不確定行を
識別します。このため、すべての引数は、集計グループ内で定数式と評価される必要があ
ります。定数引数式および集計の ORDER BY句の式の位置は、一致します。このため、引
数の数は同じであり、その型は互換性がある必要があります。

� 分析ファンクションとしての CUME_DISTは、値のグループにある特定の値の相対位置を
計算します。行 rについて、昇順で順序付けられているとします。rの CUME_DISTは、
rの値以下の値の行数を、評価される行の数（問合せ結果セットまたはパーティション）
で割った数です。

集計の例集計の例集計の例集計の例

次の例では、サンプル表 oe.employeesの従業員の中から、給与が 15,500 ドルであり、歩合
が 5% の不確定な従業員の累積分布を計算します。

SELECT CUME_DIST(15500, .05) WITHIN GROUP
   (ORDER BY salary, commission_pct) "Cume-Dist of 15500" 
   FROM employees;

Cume-Dist of 15500
------------------
        .972222222

分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、購買部門の各従業員の給与のパーセンタイルを計算します。たとえば、事務員の
40% が、Himuro の給与以下の給与を得ていることがわかります。

SELECT job_id, last_name, salary, CUME_DIST() 
   OVER (PARTITION BY job_id ORDER BY salary) AS cume_dist
   FROM employees
   WHERE job_id LIKE 'PU%'
   ORDER BY job_id, last_name, salary, cume_dist;

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。数値の優先順位の詳細は、2-15 ペー
ジの「数値の優先順位」を参照してください。

CUME_DIST ( ) OVER (
query_partition_clause

order_by_clause )
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CURRENT_DATE
JOB_ID     LAST_NAME                     SALARY  CUME_DIST
---------- ------------------------- ---------- ----------
PU_CLERK   Baida                           2900         .8
PU_CLERK   Colmenares                      2500         .2
PU_CLERK   Himuro                          2600         .4
PU_CLERK   Khoo                            3100          1
PU_CLERK   Tobias                          2800         .6
PU_MAN     Raphaely                       11000          1

CURRENT_DATE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

CURRENT_DATEは、セッション・タイムゾーンの現在の日付を DATEデータ型のグレゴリオ暦
の値で戻します。

例例例例

次の例では、CURRENT_DATEがセッション・タイムゾーンによって異なることを示します。

ALTER SESSION SET TIME_ZONE = '-5:0';
ALTER SESSION SET NLS_DATE_FORMAT = 'DD-MON-YYYY HH24:MI:SS';
SELECT SESSIONTIMEZONE, CURRENT_DATE FROM DUAL;

SESSIONTIMEZONE CURRENT_DATE
--------------- --------------------
-05:00          29-MAY-2000 13:14:03

ALTER SESSION SET TIME_ZONE = '-8:0';
SELECT SESSIONTIMEZONE, CURRENT_DATE FROM DUAL;

SESSIONTIMEZONE CURRENT_DATE
--------------- --------------------
-08:00          29-MAY-2000 10:14:33

CURRENT_TIMESTAMP

構文構文構文構文

用途用途用途用途

CURRENT_TIMESTAMPは、セッション・タイムゾーンの現在の日付および時刻を TIMESTAMP 
WITH TIME ZONEデータ型の値で戻します。タイムゾーン・オフセットは、SQL セッションの
現在のローカル時刻を反映します。精度の指定を省略した場合のデフォルトは 6 です。この
ファンクションと LOCALTIMESTAMPとの違いは、CURRENT_TIMESTAMPは、TIMESTAMP 
WITH TIME ZONEの値を戻し、LOCALTIMESTAMPは TIMESTAMPの値を戻す点です。

オプションの引数では、precisionは、戻される時刻の値の小数秒の精度を指定します。

参照参照参照参照 : 「LOCALTIMESTAMP」（5-94 ページ）

CURRENT_DATE

CURRENT_TIMESTAMP
( precision )
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CV
例例例例

次の例では、CURRENT_TIMESTAMPがセッション・タイムゾーンによって異なることを示しま
す。

ALTER SESSION SET TIME_ZONE = '-5:0';
ALTER SESSION SET NLS_DATE_FORMAT = 'DD-MON-YYYY HH24:MI:SS';
SELECT SESSIONTIMEZONE, CURRENT_TIMESTAMP FROM DUAL;

SESSIONTIMEZONE CURRENT_TIMESTAMP
--------------- ---------------------------------------------------
-05:00          04-APR-00 01.17.56.917550 PM -05:00

ALTER SESSION SET TIME_ZONE = '-8:0';
SELECT SESSIONTIMEZONE, CURRENT_TIMESTAMP FROM DUAL;

SESSIONTIMEZONE CURRENT_TIMESTAMP
--------------- ----------------------------------------------------
-08:00          04-APR-00 10.18.21.366065 AM -08:00

CURRENT_TIMESTAMPで書式マスクを使用する場合は、ファンクションが戻す値と書式マスク
を一致させてください。たとえば、次の表の場合を考えます。

CREATE TABLE current_test (col1 TIMESTAMP WITH TIME ZONE);

ファンクションが戻す型の TIME ZONEの部分がマスクに含まれていないため、次の文は正常に
実行されません。

INSERT INTO current_test VALUES
  (TO_TIMESTAMP_TZ(CURRENT_TIMESTAMP, 'DD-MON-RR HH.MI.SSXFF PM'));

次の文では、CURRENT_TIMESTAMPの戻り値の型と一致する正しい書式マスクが使用されてい
ます。

INSERT INTO current_test VALUES (TO_TIMESTAMP_TZ
    (CURRENT_TIMESTAMP, 'DD-MON-RR HH.MI.SSXFF PM TZH:TZM'));

CV

構文構文構文構文

用途用途用途用途

CVファンクションは、SELECT文の model_clauseでのみ、かつモデル・ルールの右側での
み使用できます。戻り値は、ルールの左側から右側に送られたディメンション列またはパー
ティション列の現在の値です。このファンクションを model_clauseで使用するとディメン
ション列に対する相対索引を作成できます。戻り型は、ディメンション列のデータ型です。
引数を指定しない場合、セル参照内のファンクションの相対位置に対応付けられたディメン
ション列がデフォルトで使用されます。

CVファンクションは、セル参照外でも使用できます。その場合は、dimension_columnが必
要です。

参照参照参照参照 : 構文およびセマンティクスの詳細は、19-25 ページの
「model_clause」および 6-11 ページの「モデル式」を参照してください。

CV (
dimension_column

)
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DATAOBJ_TO_PARTITION
例例例例

次の例では、ディメンション列（マウス・パッドまたはスタンダード・マウス）の 1999 年およ
び 2000 年の現在の値が表す製品の売上の合計を、その製品の 2001 年の売上に割り当てます。

SELECT country, prod, year, s
  FROM sales_view_ref
  MODEL
    PARTITION BY (country)
    DIMENSION BY (prod, year)
    MEASURES (sale s)
    IGNORE NAV
    UNIQUE DIMENSION
    RULES UPSERT SEQUENTIAL ORDER
    (
      s[FOR prod IN ('Mouse Pad', 'Standard Mouse'), 2001] =
        s[CV( ), 1999] + s[CV( ), 2000]
    )
  ORDER BY country, prod, year;

COUNTRY       PROD                                         YEAR           S
----------    -----------------------------------      --------   ---------
France        Mouse Pad                                    1998     2509.42
France        Mouse Pad                                    1999     3678.69
France        Mouse Pad                                    2000     3000.72
France        Mouse Pad                                    2001     6679.41
France        Standard Mouse                               1998     2390.83
France        Standard Mouse                               1999     2280.45
France        Standard Mouse                               2000     1274.31
France        Standard Mouse                               2001     3554.76
Germany       Mouse Pad                                    1998     5827.87
Germany       Mouse Pad                                    1999     8346.44
Germany       Mouse Pad                                    2000     7375.46
Germany       Mouse Pad                                    2001     15721.9
Germany       Standard Mouse                               1998     7116.11
Germany       Standard Mouse                               1999     6263.14
Germany       Standard Mouse                               2000     2637.31
Germany       Standard Mouse                               2001     8900.45
 
16 rows selected.

この例では、ビュー sales_view_refが必要です。このビューを作成する方法については、
19-36 ページの「MODEL 句の例 :」を参照してください。

DATAOBJ_TO_PARTITION

構文構文構文構文

用途用途用途用途

DATAOBJ_TO_PARTITIONは、ドメイン索引データの格納に使用するシステム・パーティショ
ン表でデータ・メンテナンスまたは問合せ操作を実行するデータ・カートリッジ開発者にのみ
役立ちます。DML 操作や問合せ操作は、ドメイン索引の実表での対応する操作によってトリ
ガーされます。

このファンクションは、引数として実表の名前と実表のパーティションのパーティション ID を
取ります。これらはともに、適切な ODCIIndex メソッドによってファンクションに渡されま
す。ファンクションは、対応するシステムパーティション表のパーティション ID を戻します。

DATAOBJ_TO_PARTITION ( table , partition_id )
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DECODE
この ID は、システム・パーティション表の該当パーティションで操作（DML または問合せ）
を実行する際に使用できます。

DBTIMEZONE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
DBTIMEZONEファンクションは、データベース・タイムゾーンの値を戻します。戻り型は、タ
イムゾーン・オフセット（'[+|-]TZH:TZM'という書式の文字列型）またはタイムゾーン地域
名です。これは、 近の CREATE DATABASEまたは ALTER DATABASE文でユーザーが指定し
たデータベース・タイムゾーンの値によって異なります。

例例例例

次の例では、データベース・タイムゾーンが UTC タイムゾーンに設定されていると想定しま
す。

SELECT DBTIMEZONE FROM DUAL;

DBTIME
------
+00:00

DECODE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

DECODEファンクションは、exprと各 searchの値を 1 つずつ比較します。exprが search
と等しい場合、Oracle Database は対応する resultを戻します。一致する値が見つからない場
合は、defaultを戻します。defaultが省略されている場合は、NULL を戻します。

引数は、任意の数値型（NUMBER、BINARY_FLOAT、BINARY_DOUBLE）または文字列型です。

� exprおよび searchが文字データである場合、Oracle は、非空白埋め比較セマンティクス
を使用してそれらを比較します。expr、searchおよび resultのデータ型は、CHAR、
VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2です。戻される文字列は、VARCHAR2データ型で、
初の resultパラメータと同じキャラクタ・セットの文字列です。

� 初の search-resultの組が数値である場合、Oracle はすべての search-resultの式
と 初の exprを比較して、数値の優先順位が も高い引数を判断し、残りの引数をその
データ型に暗黙的に変換して、そのデータ型を戻します。

search、resultおよび defaultの値は、式から導出できます。Oracle Database では、短絡短絡短絡短絡
評価評価評価評価を使用します。データベースは、search値のいずれかと exprを比較する前にすべての
search 値を評価するのではなく、各 search 値と exprを比較する前にのみ、各 search値を評
価します。その結果、exprと等しい searchが見つかると、Oracle はその後の searchを評
価しません。

参照参照参照参照 : このファンクションの使用の詳細および例は、『Oracle Database
データ・カートリッジ開発者ガイド』を参照してください。

DBTIMEZONE

DECODE ( expr , search , result

,
, default

)
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DECOMPOSE
比較する前に、Oracle は exprと各 search値を、 初の search値のデータ型に自動的に変
換します。Oracle は、戻り値を 初の resultと同じデータ型に自動的に変換します。 初の
resultのデータ型が CHARの場合、または 初の resultが NULL の場合、Oracle は戻り値
を VARCHAR2データ型の値に変換します。

DECODEファンクションでは、Oracle は 2 つの NULL を同等とみなします。exprが NULL の
場合、Oracle は 初の search値の resultも NULL として戻します。

DECODEファンクションのコンポーネントの 大数は、expr、search、result、default
を含めて 255 です。

例例例例

この例では、warehouse_idの値をデコードします。warehouse_idが 1 の場合
「Southlake」を、warehouse_idが 2 の場合は「San Francisco」を戻します。
warehouse_idが 1、2、3、4 のいずれでもない場合、ファンクションは「Non domestic」
を戻します。

SELECT product_id,
       DECODE (warehouse_id, 1, 'Southlake', 
                             2, 'San Francisco', 
                             3, 'New Jersey', 
                             4, 'Seattle',
                                'Non domestic') "Location" 
       FROM inventories
       WHERE product_id < 1775
       ORDER BY product_id, "Location";

DECOMPOSE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

DECOMPOSEは、Unicode キャラクタに対してのみ有効です。DECOMPOSEは、任意のデータ型
の文字列を引数として取り、入力と同じキャラクタ・セットで分解された Unicode の文字列を
戻します。たとえば、o ウムラウト・コードポイントは、ウムラウト・コードポイントが続く

「o」コードポイントとして戻されます。

� stringは、CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータ型です。

� CANONICALを使用すると標準的な分解が行われ、（たとえば、COMPOSEファンクションを
使用して）元の文字列への再構成が可能になります。これはデフォルトであり、NFD 正規
形の文字列が戻されます。

参照参照参照参照 :

� 比較セマンティクスについては、2-36 ページの「データ型の比較規
則」を参照してください。

� データ型変換については、2-39 ページの「データ変換」を参照してく
ださい。

� 浮動小数点の比較セマンティクスについては、2-13 ページの「浮動小
数点数」を参照してください。

� 暗黙的な変換のデメリットについては、2-39 ページの「暗黙的なデー
タ変換と明示的なデータ変換」を参照してください。

DECOMPOSE ( string

CANONICAL

COMPATIBILITY
)
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DELETEXML
� COMPATIBILITYを使用すると互換モードで分解が行われます。このモードでは、再構成
はできません。このモードは、半角および全角のカタカナ文字を分解する場合など、外的
な書式またはスタイル情報なしに再構成を行うことが望ましくない場合に有効です。この
モードでは、NFKD 正規形の文字列が戻されます。

暗黙的な変換を使用して、CLOBおよび NCLOBの値がサポートされます。charが文字の LOB
値の場合、COMPOSE演算の前に VARCHAR値に変換されます。特定の開発環境で、LOB 値のサ
イズが VARCHARのサポートする長さを超える場合、この演算は失敗します。

例例例例

次の例では、文字列「Châteaux」をその要素のコードポイントに分解します。

SELECT DECOMPOSE ('Châteaux') FROM DUAL; 

DECOMPOSE
---------
Cha^teaux

DELETEXML 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

DELETEXMLは、ターゲット XML の XPath 式で一致する単一または複数のノードを削除しま
す。

� XMLType_instanceは、XMLTypeのインスタンスです。

� XPath_stringは、削除するノードを 1 つ以上指定する XPath 式です。先頭にスラッシュ
を付けて絶対 XPath_stringを指定したり、先頭のスラッシュを省略して相対
XPath_stringを指定できます。先頭のスラッシュを省略した場合、相対パスのコンテキ
ストは、デフォルトでルート・ノードに設定されます。XPath_stringで指定したノード
の子ノードも削除されます。

� オプションの namespace_stringは、XPath_stringのネームスペース情報を提供しま
す。このパラメータは、VARCHAR2型である必要があります。

参照参照参照参照 :

� Unicode キャラクタ・セットおよびキャラクタ・セマンティクスの詳
細は、『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』
を参照してください。

� 「COMPOSE」（5-36 ページ）

注意注意注意注意 : この例の結果は、ご使用のオペレーティング・システムのキャラ
クタ・セットによって異なる場合があります。

参照参照参照参照 : このファンクションの詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を
参照してください。

DELETEXML ( XMLType_instance , XPath_string
, namespace_string

)
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DENSE_RANK
例例例例

次の例では、5-17 ページの「APPENDCHILDXML」の例で変更したウェアハウスの 1 つの
warehouse_specから /Ownerノードを削除します。

UPDATE warehouses SET warehouse_spec =
   DELETEXML(warehouse_spec, 
   '/Warehouse/Building/Owner')
   WHERE warehouse_id = 2;

SELECT warehouse_id, warehouse_spec FROM warehouses
   WHERE warehouse_id in (2,3);

        ID WAREHOUSE_SPEC
---------- -----------------------------------
         2 <?xml version="1.0"?>
           <Warehouse>
             <Building>Rented</Building>
             <Area>50000</Area>
             <Docks>1</Docks>
             <DockType>Side load</DockType>
             <WaterAccess>Y</WaterAccess>
             <RailAccess>N</RailAccess>
             <Parking>Lot</Parking>
             <VClearance>12 ft</VClearance>
           </Warehouse>
 
         3 <?xml version="1.0"?>
           <Warehouse>
             <Building>Rented
               <Owner>Grandco</Owner>
               <Owner>ThirdOwner</Owner>
               <Owner>LesserCo</Owner>
             </Building>
             <Area>85700</Area>
             <DockType/>
             <WaterAccess>N</WaterAccess>
             <RailAccess>N</RailAccess>
             <Parking>Street</Parking>
             <VClearance>11.5 ft</VClearance>
           </Warehouse>

DENSE_RANK 

集計の構文集計の構文集計の構文集計の構文

dense_rank_aggregate::=

DENSE_RANK ( expr

,

) WITHIN GROUP

( ORDER BY expr

DESC

ASC
NULLS

FIRST

LAST

,

)
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DENSE_RANK
分析の構文分析の構文分析の構文分析の構文

dense_rank_analytic::=

用途用途用途用途

DENSE_RANKは、順序付けされた行のグループ内の行のランクを計算し、そのランクを
NUMBERとして戻します。ランクは 1 から始まる連続した整数です。ランクの 大値は、問合
せが戻す一意の数値です。ランクの値は、連続した整数です。ランク付け基準と同じ値を持つ
行は、同じランクになります。このファンクションは、上位 N 番および下位 N 番のレポートに
有効です。

このファンクションは、引数に任意の数値データ型を受け入れ、NUMBERを戻します。

� 集計ファンクションとして使用する DENSE_RANKは、ファンクションの引数によって識別
される不確定な行の稠密ランクを、与えられたソート指定で計算します。ファンクション
の引数は、各集計グループの単一行を識別するため、すべての引数は各集計グループ内で
定数式に評価される必要があります。定数引数式および集計の order_by_clauseの式の
位置は、一致します。このため、引数の数は同じであり、型は互換性がある必要がありま
す。

� 分析ファンクションとして使用する DENSE_RANKは、他の行について、問合せで戻される
各行のランクを計算します。この計算は、order_by_clauseにある value_exprsの値
に基づいて行われます。

集計の例集計の例集計の例集計の例

次の例では、サンプル表 oe.employeesから、給与が 15,500 ドルであり、歩合が 5% の仮想
の従業員のランクを計算します。

SELECT DENSE_RANK(15500, .05) WITHIN GROUP 
   (ORDER BY salary DESC, commission_pct) "Dense Rank" 
   FROM employees;

         Dense Rank
-------------------
                  3

分析の例分析の例分析の例分析の例

次の文は、人事部門または購買部門で働くすべての従業員の部門名、従業員名および給与を選
択します。その後、この 2 つの部門それぞれについて、一意の各給与に対するランクを計算し
ます。同じ給与は同じランクになります。この例と、5-138 ページの「RANK」の例を比較して
ください。

SELECT d.department_name, e.last_name, e.salary, DENSE_RANK() 
   OVER (PARTITION BY e.department_id ORDER BY e.salary) AS drank
   FROM employees e, departments d
   WHERE e.department_id = d.department_id
   AND d.department_id IN ('30', '40')
   ORDER BY e.last_name, e.salary, d.department_name, drank;

DEPARTMENT_NAME                LAST_NAME                     SALARY      DRANK
c------------------------------ ------------------------- ---------- ----------
Purchasing                     Baida                           2900          4
Purchasing                     Colmenares                      2500          1
Purchasing                     Himuro                          2600          2

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

DENSE_RANK ( ) OVER (
query_partition_clause

order_by_clause )
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DEPTH
Purchasing                     Khoo                            3100          5
Human Resources                Mavris                          6500          1
Purchasing                     Raphaely                       11000          6
Purchasing                     Tobias                          2800          3

DEPTH 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

DEPTHは、UNDER_PATHおよび EQUALS_PATH条件でのみ使用される補助ファンクションで
す。このファンクションは、同じ相関変数を持つ UNDER_PATH条件によって指定されるパスの
レベル数を戻します。

correlation_integerは任意の NUMBER整数です。文に複数の一次条件が含まれている場
合に、この補助ファンクションをその一次条件と関連付けるために使用します。1 未満の値は
1 として扱われます。

例例例例

EQUALS_PATHおよび UNDER_PATH条件は、2 つの補助ファンクション DEPTHおよび PATHを
取ることができます。次に、その 2 つの補助ファンクションの使用方法を示します。この例で
は、XML Schema である warehouses.xsd（E-8 ページの「SQL 文での XML の使用方法」で
作成）が存在することを前提としています。

SELECT PATH(1), DEPTH(2)
   FROM RESOURCE_VIEW
   WHERE UNDER_PATH(res, '/sys/schemas/OE', 1)=1
     AND UNDER_PATH(res, '/sys/schemas/OE', 2)=1;

PATH(1)                                 DEPTH(2)
--------------------------------        --------
/www.example.com                         1

/www.example.com/xwarehouses.xsd         2

DEREF 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

DEREFは、引数 exprのオブジェクト参照を戻します。この場合、exprはオブジェクトに
REFを戻す必要があります。問合せでこのファンクションを使用しない場合、次の例で示すと
おり、かわりに REFのオブジェクト ID を戻します。

参照参照参照参照 : 7-19 ページの「EQUALS_PATH 条件」および 7-19 ページの
「UNDER_PATH 条件」を参照してください。関連するファンクションに
ついては、5-117 ページの「PATH」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「MAKE_REF」（5-97 ページ）

DEPTH ( correlation_integer )

DEREF ( expr )
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DUMP
例例例例

サンプル・スキーマ oeには、cust_address_typというオブジェクト型が含まれます。
8-22 ページの「REF 制約の例」では、類似する型 cust_address_typ_new、およびその型へ
の REFである 1 つの列を含む表を作成します。次の例では、その列に挿入を行う方法、および
DEREFを使用して列から情報を抽出する方法を示します。

INSERT INTO address_table VALUES
   ('1 First', 'G45 EU8', 'Paris', 'CA', 'US');

INSERT INTO customer_addresses
  SELECT 999, REF(a) FROM address_table a;

SELECT address FROM customer_addresses
   ORDER BY address;

ADDRESS
--------------------------------------------------------------------------------
000022020876B2245DBE325C5FE03400400B40DCB176B2245DBE305C5FE03400400B40DCB1

SELECT DEREF(address) FROM customer_addresses;

DEREF(ADDRESS)(STREET_ADDRESS, POSTAL_CODE, CITY, STATE_PROVINCE, COUNTRY_ID)
--------------------------------------------------------------------------------
CUST_ADDRESS_TYP('1 First', 'G45 EU8', 'Paris', 'CA', 'US')

DUMP 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

DUMPは、exprのデータ型コード、長さ（バイト単位）および内部表現を含む VARCHAR2値を
戻します。戻される結果は、常にデータベース・キャラクタ・セットの文字です。各コードに
対応するデータ型については、2-7 ページの表 2-1「組込みデータ型の概要」を参照してくださ
い。

引数 return_fmtには戻り値の書式として、次の値のいずれかを指定します。

� 8 は、結果を 8 進表記で戻します。

� 10 は、結果を 10 進表記で戻します。

� 16 は、結果を 16 進表記で戻します。

� 17 は、各バイトがコンパイラのキャラクタ・セット内の出力可能な文字（通常は ASCII ま
たは EBCDIC）として解釈される場合にのみ、文字として出力された各バイトを戻します。
一部の ASCII 制御文字は、^X 形式で出力される場合もあります。それ以外の場合、文字
は 16 進表記で出力されます。NLS パラメータはすべて無視されます。return_fmt 17 を
指定した DUMPの場合、特定の出力書式には依存しないでください。

デフォルトでは、戻り値にキャラクタ・セット情報が含まれません。exprのキャラクタ・セッ
ト名を取り出すには、前述の書式のいずれかの値に 1000 を加えます。たとえば、return_fmt
に 1008 を指定すると、8 進表記で結果が戻り、さらに exprのキャラクタ・セット名が得られ
ます。

DUMP ( expr
, return_fmt

, start_position
, length

)
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引数 start_positionと lengthを組み合せて、内部表現の戻す部分を指定します。デフォ
ルトでは、10 進表記で全体の内部表現が戻されます。

exprが NULL の場合は NULLを戻します。

このファンクションは、CLOBデータを直接的にサポートしていません。ただし、暗黙的なデー
タ変換を使用して CLOBを引数として渡すことはできます。

例例例例
次の例では、文字列式および列からダンプ情報を抽出する方法を示します。

SELECT DUMP('abc', 1016)
   FROM DUAL;

DUMP('ABC',1016)                          
------------------------------------------ 
Typ=96 Len=3 CharacterSet=WE8DEC: 61,62,63 

SELECT DUMP(last_name, 8, 3, 2) "OCTAL"
   FROM employees
   WHERE last_name = 'Hunold'
   ORDER BY employee_id;

OCTAL
-------------------------------------------------------------------
Typ=1 Len=6: 156,157

SELECT DUMP(last_name, 10, 3, 2) "ASCII"
   FROM employees
   WHERE last_name = 'Hunold'
   ORDER BY employee_id;

ASCII
--------------------------------------------------------------------
Typ=1 Len=6: 110,111

EMPTY_BLOB、、、、EMPTY_CLOB 

構文構文構文構文

empty_LOB::=

用途用途用途用途

EMPTY_BLOBおよび EMPTY_CLOBは、LOB 変数を初期化したり、INSERTまたは UPDATE文
で LOB 列または属性を EMPTYに初期化できる空の LOB ロケータを戻します。EMPTYとは、
LOB は初期化されていても、データが移入されていない状態をいいます。

参照参照参照参照 :  詳細は、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照してくださ
い。

EMPTY_BLOB

EMPTY_CLOB
( )
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LOB ロケータの制限ロケータの制限ロケータの制限ロケータの制限 このファンクションから戻されるロケータは、DBMS_LOBパッケージま
たは OCI へのパラメータとして使用することはできません。

例例例例

次の例では、サンプル表 pm.print_mediaの ad_photo列を EMPTYに初期化します。

UPDATE print_media SET ad_photo = EMPTY_BLOB();

EXISTSNODE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

EXISTSNODEは、指定されたパスを使用して XML 文書をトラバースした後にノードが存在す
るかを判断します。XML 文書、およびパスを指定する XPath 文字列 VARCHAR2を含む
XMLTypeインスタンスを引数として指定します。オプションの namespace_stringは、接頭
辞のデフォルト・マッピングまたはネームスペース・マッピング（Oracle Database が XPath 式
を評価する場合に使用）を指定する VARCHAR2値に解決される必要があります。

namespace_string引数のデフォルトは、ルート要素の名前空間になります。
Xpath_stringのサブ要素を参照する場合は、namespace_stringを指定する必要がありま
す。また、これらの引数の両方に who 接頭辞を指定する必要があります。

戻り値は、NUMBERです。

� ドキュメントに XPath トラバースを適用した後にノードが存在しない場合は、0（ゼロ）が
戻ります。

� ノードが存在する場合は、1 が戻ります。

例例例例

次の例では、サンプル表 oe.warehousesの warehouse_spec列の XML パスに
/Warehouse/Dockノードが存在するかを判断します。

SELECT warehouse_id, warehouse_name
   FROM warehouses
   WHERE EXISTSNODE(warehouse_spec, '/Warehouse/Docks') = 1
   ORDER BY warehouse_id, warehouse_name;

WAREHOUSE_ID WAREHOUSE_NAME
------------ -----------------------------------
           1 Southlake, Texas
           2 San Francisco
           4 Seattle, Washington

注意注意注意注意 : 空の LOB と、NULL の LOB は、同じではありません。また、空
の CLOBと、長さが 0（ゼロ）の文字列を含む LOB は、同じではありませ
ん。詳細は、『Oracle Database SecureFiles およびラージ・オブジェクト開
発者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : namespace_stringの指定例および who 接頭辞の使用例につい
ては、E-8 ページの「SQL 文での XML の使用方法」を参照してください。

EXISTSNODE ( XMLType_instance , XPath_string
, namespace_string

)
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EXP
EXP 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

EXPは、eを n乗した値（e = 2.71828183 ...）を戻します。このファンクションは、引数と同じ
型の値を戻します。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。引数が BINARY_FLOATの場合、このファンクショ
ンは BINARY_DOUBLEを戻します。それ以外の場合、引数と同じ数値データ型を戻します。

例例例例

次の例では、eを 4 乗した値を戻します。

SELECT EXP(4) "e to the 4th power" FROM DUAL;

e to the 4th power
------------------
          54.59815 

EXTRACT（日時）（日時）（日時）（日時） 

構文構文構文構文

extract_datetime::=

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

EXP ( n )

EXTRACT (

YEAR

MONTH

DAY

HOUR

MINUTE

SECOND

TIMEZONE_HOUR

TIMEZONE_MINUTE

TIMEZONE_REGION

TIMEZONE_ABBR

FROM expr )
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EXTRACT（日時）
用途用途用途用途

EXTRACTは、日時式または期間式から、指定された日時フィールドの値を抽出して戻します。
exprには、要求されたフィールドと互換性のある日時または期間データ型に評価される任意の
式を指定できます。

� YEARまたは MONTHが要求された場合、exprはデータ型 DATE、TIMESTAMP、TIMESTAMP 
WITH TIME ZONE、TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEまたは INTERVAL YEAR TO 
MONTHの式に評価される必要があります。

� DAYが要求された場合、exprはデータ型 DATE、TIMESTAMP、TIMESTAMP WITH TIME 
ZONE、TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEまたは INTERVAL DAY TO SECONDの式に評
価される必要があります。

� HOUR、MINUTEまたは SECONDが要求された場合、exprはデータ型 TIMESTAMP、
TIMESTAMP WITH TIME ZONE、TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEまたは INTERVAL 
DAY TO SECONDの式に評価される必要があります。DATEは、Oracle Database によって時
刻フィールドを持たない ANSI DATEデータ型として処理されるため、ここでは有効ではあ
りません。

� TIMEZONE_HOUR、TIMEZONE_MINUTE、TIMEZONE_ABBR、TIMEZONE_REGIONまたは
TIMEZONE_OFFSETが要求された場合、exprはデータ型 TIMESTAMP WITH TIME ZONE
または TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEの式に評価される必要があります。

EXTRACTは、exprを ANSI 日時データ型として解釈します。たとえば、EXTRACTは DATEを
レガシー Oracle DATEではなく、時刻要素を持たない ANSI DATEとして処理します。したがっ
て、DATE値からは、YEAR、MONTHおよび DAYのみを抽出できます。同様に、TIMESTAMP 
WITH TIME ZONEデータ型からは、TIMEZONE_HOURおよび TIMEZONE_MINUTEのみを抽出で
きます。

TIMEZONE_REGIONを抽出する場合、戻り値は、適切なタイムゾーン名を含む文字列です。
また、TIMEZONE_ABBR（略称）を抽出する場合、戻り値は、適切な略称を含む文字列です。
その他の値を抽出する場合、戻り値はグレゴリオ暦での日時値を表す整数です。タイムゾーン
値を持つ日時から抽出する場合、戻り値は UTC です。有効なタイムゾーン名およびそれに対す
る略称を表示するには、V$TIMEZONE_NAMES動的パフォーマンス・ビューに問合せを実行し
てください。

このファンクションは、次に示す 初の例のように、非常に大規模な表の日時フィールド値を
操作する場合に特に有効です。

日時フィールドと日時または期間値の式を組み合せると、あいまいな結果になる場合がありま
す。この場合、Oracle Database は、UNKNOWNを戻します（詳細は、次の例を参照してくださ
い）。

注意注意注意注意 : 夏時間機能には、タイムゾーン地域名が必要です。地域名は、2 つ
のタイムゾーン・ファイルに格納されます。デフォルトのタイムゾーン・
ファイルは、パフォーマンスを 大にするために一般的なタイムゾーンの
みの小さなファイルです。タイムゾーンがデフォルトのファイルに存在し
ない場合は、環境変数 ORA_TZFILEを使用して完全な（大きい）ファイ
ルへのパスを指定するまで、夏時間はサポートされません。

参照参照参照参照 :

� 両方のファイルに含まれるすべてのタイムゾーン地域名のリストは、
『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照
してください。

� datetime_value_exprおよび interval_value_exprの詳細は、
2-20 ページの「日時および期間の演算」を参照してください。

� 動的パフォーマンス・ビューの詳細は、『Oracle Database リファレン
ス』を参照してください。
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EXTRACT（日時）
例例例例

次の例では、oe.orders表から、各月の注文数を戻します。

SELECT EXTRACT(month FROM order_date) "Month",
  COUNT(order_date) "No. of Orders"
  FROM orders
  GROUP BY EXTRACT(month FROM order_date)
  ORDER BY "No. of Orders" DESC;

     Month No. of Orders
---------- -------------
        11            15
         7            14
         6            14
         3            11
         5            10
         9             9
         2             9
         8             7
        10             6
         1             5
        12             4
         4             1
 
12 rows selected.

次の例では、1998 年を戻します。

SELECT EXTRACT(YEAR FROM DATE '1998-03-07') FROM DUAL;

EXTRACT(YEARFROMDATE'1998-03-07')
---------------------------------
                             1998

次の例では、サンプル表 hr.employeesから、1998 以降に雇用されたすべての従業員を選択
します。

SELECT last_name, employee_id, hire_date
   FROM employees
   WHERE EXTRACT(YEAR FROM
   TO_DATE(hire_date, 'DD-MON-RR')) > 1998
   ORDER BY hire_date;

LAST_NAME                 EMPLOYEE_ID HIRE_DATE
------------------------- ----------- ---------
Landry                            127 14-JAN-99
Lorentz                           107 07-FEB-99
Cabrio                            187 07-FEB-99
. . .

次の例では、結果があいまいになるため、Oracle は UNKNOWNを戻します。

SELECT EXTRACT(TIMEZONE_REGION 
      FROM TIMESTAMP '1999-01-01 10:00:00 -08:00')
   FROM DUAL;

EXTRACT(TIMEZONE_REGIONFROMTIMESTAMP'1999-01-0110:00:00-08:00')
----------------------------------------------------------------
UNKNOWN

タイムゾーン数値オフセットが式に指定され、その数値オフセットが複数のタイムゾーン地域
をマップする場合、結果があいまいになります。
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EXTRACTVALUE
EXTRACT（（（（XML）））） 

構文構文構文構文

extract_xml::=

用途用途用途用途

EXTRACT（XML）は、EXISTSNODEファンクションに似ています。VARCHAR2の XPath 文字
列を適用し、XML のフラグメントを含む XMLTypeインスタンスを戻します。先頭にスラッ
シュを付けて絶対 XPath_stringを指定したり、先頭のスラッシュを省略して相対
XPath_stringを指定できます。先頭のスラッシュを省略した場合、相対パスのコンテキスト
は、デフォルトでルート・ノードに設定されます。処理している XML でネームスペース接頭
辞が使用される場合、オプションの namespace_stringが必要です。この引数は、接頭辞の
デフォルト・マッピングまたはネームスペース・マッピング（Oracle Database が XPath 式を評
価する場合に使用）を指定する VARCHAR2値に解決される必要があります。

例例例例

次の例では、サンプル表 oe.warehousesの warehouse_spec列の XML パスの
/Warehouse/Dockノードの値を抽出します。

SELECT warehouse_name, EXTRACT(warehouse_spec, '/Warehouse/Docks')
   "Number of Docks"
   FROM warehouses
   WHERE warehouse_spec IS NOT NULL
   ORDER BY warehouse_name, "Number of Docks";

WAREHOUSE_NAME            Number of Docks
------------------------- -------------------------
New Jersey
San Francisco             <Docks>1</Docks>
Seattle, Washington       <Docks>3</Docks>
Southlake, Texas          <Docks>2</Docks>

この例と、XML のフラグメントのスカラー値を戻す、5-65 ページの「EXTRACTVALUE」の例
を比較してみてください。

EXTRACTVALUE

構文構文構文構文

EXTRACTVALUEは、引数として XMLTypeインスタンスと XPath 式を取り、結果として得られ
るノードのスカラー値を戻します。結果はシングルノードであり、テキスト・ノード、属性ま
たは要素のいずれかである必要があります。結果が要素である場合、その要素はシングル・テ
キスト・ノードを子ノードとして持つ必要があり、このファンクションが戻す値は、その子
ノードの値になります。先頭にスラッシュを付けて絶対 XPath_stringを指定したり、先頭
のスラッシュを省略して相対 XPath_stringを指定できます。先頭のスラッシュを省略した
場合、相対パスのコンテキストは、デフォルトでルート・ノードに設定されます。

EXTRACT ( XMLType_instance , XPath_string
, namespace_string

)

EXTRACTVALUE ( XMLType_instance , XPath_string
, namespace_string

)
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指定された XPath が複数の子ノードを持つノードを指す場合、または指されたノードが非テキ
スト・ノードの子を持つ場合は、エラーが戻されます。オプションの namespace_stringは、
接頭辞のデフォルト・マッピングまたはネームスペース・マッピング（Oracle が XPath 式を評
価する場合に使用）を指定する VARCHAR2値に解決される必要があります。

XML Schema に基づくドキュメントで戻り値の型が推測できる場合は、適切な型のスカラー値
が戻ります。その他の場合は、VARCHAR2型の結果が戻ります。XML Schema に基づかないド
キュメントの場合、戻り値は常に VARCHAR2です。

例例例例

次の例では、入力として、5-65 ページの「EXTRACT（XML）」の例と同じ引数を取ります。
このファンクションは、EXTRACTファンクションとは異なり、XML のフラグメントを戻すの
ではなく、XML のフラグメントのスカラー値を戻します。

SELECT warehouse_name, 
   EXTRACTVALUE(e.warehouse_spec, '/Warehouse/Docks')
   "Docks"
   FROM warehouses e 
   WHERE warehouse_spec IS NOT NULL;

WAREHOUSE_NAME       Docks
-------------------- ------------
Southlake, Texas     2
San Francisco        1
New Jersey
Seattle, Washington  3

FEATURE_ID 

構文構文構文構文

mining_attribute_clause:=

用途用途用途用途

このファンクションは、DBMS_DATA_MININGパッケージまたは Oracle Data Mining Java API
を使用して作成した特徴抽出モデルで使用するためのものです。このファンクションは、行内
で も高い数値を持つ特徴の識別子を Oracle の NUMBERで戻します。

mining_attribute_clauseは、PREDICTIONファンクションと同様に動作します。詳細
は、5-126 ページの「mining_attribute_clause」を参照してください。

FEATURE_ID (
schema .

model mining_attribute_clause )

USING

*

schema .
table . *

expr
AS alias

,
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FEATURE_SET
例例例例
次の例では、データセット内の特徴と、それに対応する顧客の件数を示します。

この例と前提条件のデータ・マイニング操作（nmf_sh_sampleモデルおよび
nmf_sh_sample_apply_preparedビューの作成など）は、デモ・ファイル
$ORACLE_HOME/rdbms/demo/dmnmdemo.sqlで確認できます。データ・マイニングのデモ・
ファイルの一般情報は、『Oracle Data Mining 管理者ガイド』を参照してください。次に、この
ファンクションの構文の使用例を示します。

SELECT FEATURE_ID(nmf_sh_sample USING *) AS feat, COUNT(*) AS cnt
  FROM nmf_sh_sample_apply_prepared
GROUP BY FEATURE_ID(nmf_sh_sample USING *)
ORDER BY cnt DESC;

      FEAT        CNT
---------- ----------
         7       1443
         2         49
         3          6
         1          1
         6          1

FEATURE_SET 

構文構文構文構文

mining_attribute_clause:=

参照参照参照参照 :

� Oracle Data Mining の詳細は、『Oracle Data Mining 概要』を参照して
ください。

� コードで使用可能なデモ・プログラムの詳細は、『Oracle Data Mining
管理者ガイド』を参照してください。

� SQL データ・マイニング・ファンクションを使用したリアルタイム・
スコアリングの詳細は、『Oracle Data Mining アプリケーション開発
者ガイド』を参照してください。

FEATURE_SET (
schema .

model
, topN

, cutoff

mining_attribute_clause )

USING

*

schema .
table . *

expr
AS alias

,
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用途用途用途用途

このファンクションは、DBMS_DATA_MININGパッケージまたは Oracle Data Mining Java API
を使用して作成した特徴抽出モデルで使用するためのものです。このファンクションは、有効
な特徴を含むオブジェクトの VARRAY を戻します。VARRAY の各オブジェクトは、特徴 ID と
特徴値を含むスカラー値の組です。オブジェクト・フィールドには、FEATURE_IDと VALUE
の名前が付き、両方とも Oracle の NUMBERになります。

オプションの topN引数は、特徴セットを上位 Nの値のいずれかを持つ特徴セットに制限する
正の整数です。N番目の値に同順位がある場合でも、N個の値のみが戻されます。この引数を
指定しない場合、このファンクションはすべての特徴を戻します。

オプションの cutoff引数は、戻される特徴を、指定したカットオフ以上の特徴値を持つ特徴
のみに制限します。cutoffのみをフィルタ処理するには、NULLを topNに指定し、必要な
カットオフ値を cutoffに指定します。

mining_attribute_clauseは、PREDICTIONファンクションと同様に動作します。詳細
は、5-126 ページの「mining_attribute_clause」を参照してください。

例例例例

次の例では、指定した顧客レコードに対応する上位の特徴を示し（一致する品質を基準）、各特
徴に上位の属性を決定します（0.25 を超える係数を基準）。

この例と前提条件のデータ・マイニング操作（モデル、ビューおよび型の作成など）は、デ
モ・ファイル $ORACLE_HOME/rdbms/demo/dmkmdemo.sqlで確認できます。データ・マイ
ニングのデモ・ファイルの一般情報は、『Oracle Data Mining 管理者ガイド』を参照してくださ
い。次に、このファンクションの構文の使用例を示します。

WITH
feat_tab AS (
SELECT F.feature_id fid,
       A.attribute_name attr,
       TO_CHAR(A.attribute_value) val,
       A.coefficient coeff
  FROM TABLE(DBMS_DATA_MINING.GET_MODEL_DETAILS_NMF('nmf_sh_sample')) F,
       TABLE(F.attribute_set) A
 WHERE A.coefficient > 0.25
),
feat AS (
SELECT fid,
       CAST(COLLECT(Featattr(attr, val, coeff))
         AS Featattrs) f_attrs
  FROM feat_tab
GROUP BY fid
),
cust_10_features AS (
SELECT T.cust_id, S.feature_id, S.value
  FROM (SELECT cust_id, FEATURE_SET(nmf_sh_sample, 10 USING *) pset
          FROM nmf_sh_sample_apply_prepared
         WHERE cust_id = 100002) T,

参照参照参照参照 :

� Oracle Data Mining の詳細は、『Oracle Data Mining 概要』を参照して
ください。

� コードで使用可能なデモ・プログラムの詳細は、『Oracle Data Mining
管理者ガイド』を参照してください。

� SQL データ・マイニング・ファンクションを使用したリアルタイム・
スコアリングの詳細は、『Oracle Data Mining アプリケーション開発
者ガイド』を参照してください。
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       TABLE(T.pset) S
)
SELECT A.value, A.feature_id fid,
       B.attr, B.val, B.coeff
  FROM cust_10_features A,
       (SELECT T.fid, F.*
          FROM feat T,
               TABLE(T.f_attrs) F) B
 WHERE A.feature_id = B.fid
ORDER BY A.value DESC, A.feature_id ASC, coeff DESC, attr ASC, val ASC;

   VALUE  FID ATTR                      VAL                    COEFF
-------- ---- ------------------------- -------------------- -------
  6.8409    7 YRS_RESIDENCE                                   1.3879
  6.8409    7 BOOKKEEPING_APPLICATION                          .4388
  6.8409    7 CUST_GENDER               M                      .2956
  6.8409    7 COUNTRY_NAME              United States of Ame   .2848
                                        rica
 
  6.4975    3 YRS_RESIDENCE                                   1.2668
  6.4975    3 BOOKKEEPING_APPLICATION                          .3465
  6.4975    3 COUNTRY_NAME              United States of Ame   .2927
                                        rica
 
  6.4886    2 YRS_RESIDENCE                                   1.3285
  6.4886    2 CUST_GENDER               M                      .2819
  6.4886    2 PRINTER_SUPPLIES                                 .2704
  6.3953    4 YRS_RESIDENCE                                   1.2931
  5.9640    6 YRS_RESIDENCE                                   1.1585
  5.9640    6 HOME_THEATER_PACKAGE                             .2576
  5.2424    5 YRS_RESIDENCE                                   1.0067
  2.4714    8 YRS_RESIDENCE                                    .3297
  2.3559    1 YRS_RESIDENCE                                    .2768
  2.3559    1 FLAT_PANEL_MONITOR                               .2593
 
17 rows selected.

FEATURE_VALUE 

構文構文構文構文

mining_attribute_clause:=

FEATURE_VALUE (
schema .

model
, feature_id

mining_attribute_clause )

USING

*

schema .
table . *

expr
AS alias

,
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FEATURE_VALUE
用途用途用途用途

このファンクションは、DBMS_DATA_MININGパッケージまたは Oracle Data Mining Java API
を使用して作成した特徴抽出モデルで使用するためのものです。このファンクションは、指定
した特徴の値を戻します。feature_id引数を指定しない場合、このファンクションは も高
い特徴値を戻します。この形式と FEATURE_IDファンクションを組み合せて使用すると、特徴
と値の 大の組合せを取得できます。

mining_attribute_clauseは、PREDICTIONファンクションと同様に動作します。詳細
は、5-126 ページの「mining_attribute_clause」を参照してください。

例例例例

次の例では、特徴 3 に対応する顧客を、一致する品質の順序で示します。

この例と前提条件のデータ・マイニング操作（モデルおよびビューの作成など）は、デモ・
ファイル $ORACLE_HOME/rdbms/demo/dmkmdemo.sqlで確認できます。データ・マイニン
グのデモ・ファイルの一般情報は、『Oracle Data Mining 管理者ガイド』を参照してください。
次に、このファンクションの構文の使用例を示します。

SELECT *
  FROM (SELECT cust_id, FEATURE_VALUE(nmf_sh_sample, 3 USING *) match_quality
          FROM nmf_sh_sample_apply_prepared
        ORDER BY match_quality DESC)
 WHERE ROWNUM < 11;

   CUST_ID MATCH_QUALITY
---------- -------------
    100210    19.4101627
    100962    15.2482251
    101151    14.5685197
    101499    14.4186292
    100363    14.4037396
    100372    14.3335148
    100982    14.1716545
    101039    14.1079914
    100759    14.0913761
    100953    14.0799737
 
10 rows selected.

参照参照参照参照 :

� Oracle Data Mining の詳細は、『Oracle Data Mining 概要』を参照して
ください。

� コードで使用可能なデモ・プログラムの詳細は、『Oracle Data Mining
管理者ガイド』を参照してください。

� SQL データ・マイニング・ファンクションを使用したリアルタイム・
スコアリングの詳細は、『Oracle Data Mining アプリケーション開発
者ガイド』を参照してください。
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FIRST 

構文構文構文構文

first::=

用途用途用途用途

FIRSTファンクションと LASTファンクションは類似しています。両方のファンクションとも、
与えられたソート指定に対して、FIRSTまたは LASTとしてランク付けされた一連の行の一連
の値を操作する集計ファンクションおよび分析ファンクションです。1 つの行のみが FIRSTま
たは LASTとしてランク付けされている場合、集計は、1 つの要素のみを持つセットを操作しま
す。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。また、引数の数値データ型と同じデータ型を戻しま
す。

ソートされたグループの 初または 後の行の値が必要であり、その値がソート・キーでない
場合、FIRSTおよび LASTファンクションは、自己結合またはビューの必要性を排除し、パ
フォーマンスを向上させます。

� aggregate_functionは、MIN、MAX、SUM、AVG、COUNT、VARIANCEまたは STDDEV
ファンクションのいずれかです。FIRSTまたは LASTのいずれかにランク付けされた行の
値を操作します。1 つの行のみが FIRSTまたは LASTとしてランク付けされている場合、
集計は、単一（集計ではない）のセットを操作します。

� KEEPキーワードはセマンティクスを明確にするためのものです。これは
aggregate_functionを修飾し、戻される aggregate_functionの値が FIRSTまた
は LASTのみであることを示します。

� DENSE_RANK FIRSTまたは DENSE_RANK LASTは、 小（FIRST）または 大（LAST）
稠密ランク（「オリンピック・ランク」）を持つ行のみを集計することを示します。

OVER句を指定すると、FIRSTおよび LASTファンクションを分析ファンクションとして使用
できます。OVER句のうち、query_partitioning_clauseの部分のみがこれらのファンク
ションで有効です。

参照参照参照参照 : ORDER BY句および OVER句の構文、セマンティクスおよび制限事
項の詳細は、5-10 ページの「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 :  暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。5-87 ページの「LAST」も参照して
ください。

aggregate_function KEEP

( DENSE_RANK FIRST ORDER BY expr

DESC

ASC
NULLS

FIRST

LAST

,

)

OVER query_partition_clause
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FIRST_VALUE
集計の例集計の例集計の例集計の例

次の例では、サンプル表 hr.employeesの各部門で、歩合が 低である従業員の中での 低
給与、および歩合が 高の従業員の中での 高給与を戻します。

SELECT department_id,
MIN(salary) KEEP (DENSE_RANK FIRST ORDER BY commission_pct) "Worst",
MAX(salary) KEEP (DENSE_RANK LAST ORDER BY commission_pct) "Best"
   FROM employees
   GROUP BY department_id
   ORDER BY department_id, "Worst", "Best";

DEPARTMENT_ID      Worst       Best
------------- ---------- ----------
           10       4400       4400
           20       6000      13000
           30       2500      11000
           40       6500       6500
           50       2100       8200
           60       4200       9000
           70      10000      10000
           80       6100      14000
           90      17000      24000
          100       6900      12000
          110       8300      12000
                    7000       7000

分析の例分析の例分析の例分析の例
次の例では、前述の例と同じ計算をしますが、当該部門の各従業員の結果を戻します。

SELECT last_name, department_id, salary,
   MIN(salary) KEEP (DENSE_RANK FIRST ORDER BY commission_pct)
      OVER (PARTITION BY department_id) "Worst",
   MAX(salary) KEEP (DENSE_RANK LAST ORDER BY commission_pct)
      OVER (PARTITION BY department_id) "Best"
    FROM employees
    ORDER BY department_id, salary;

LAST_NAME           DEPARTMENT_ID     SALARY      Worst       Best
------------------- ------------- ---------- ---------- ----------
Whalen                         10       4400       4400       4400
Fay                            20       6000       6000      13000
Hartstein                      20      13000       6000      13000
. . .
Gietz                         110       8300       8300      12000
Higgins                       110      12000       8300      12000
Grant                                   7000       7000       7000

FIRST_VALUE 

構文構文構文構文

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクス、制限事項および exprの書式の詳細は、
5-10 ページの「分析ファンクション」を参照してください。

FIRST_VALUE ( expr
IGNORE NULLS

) OVER ( analytic_clause )
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用途用途用途用途

FIRST_VALUEは分析ファンクションです。これは、順序付けられた値の集合にある 初の値
を戻します。集合内の 初の値が NULL の場合、IGNORE NULLSを指定していないかぎり、
ファンクションは NULLを戻します。この設定は、データの稠密化に役立ちます。IGNORE 
NULLSを指定すると、FIRST_VALUEは集合内の 初の NULL ではない値を戻します。すべて
の値が NULL の場合は NULLを戻します。データの稠密化の例は、19-43 ページの「パーティ
ション化された外部結合の使用例 :」を参照してください。

exprには、FIRST_VALUEまたは他の分析ファンクションを使用して分析ファンクションをネ
ストできません。ただし、他の組込みファンクション式を exprで使用できます。exprの書式
の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してください。

例例例例

次の例では、部門 90 の各従業員について、その部門で給与が一番少ない従業員の名前を選択し
ます。

SELECT department_id, last_name, salary, FIRST_VALUE(last_name)
  OVER (ORDER BY salary ASC ROWS UNBOUNDED PRECEDING) AS lowest_sal
  FROM (SELECT * FROM employees WHERE department_id = 90
    ORDER BY employee_id)
  ORDER BY department_id, last_name, salary, lowest_sal;

DEPARTMENT_ID LAST_NAME                     SALARY LOWEST_SAL
------------- ------------------------- ---------- -------------------------
           90 De Haan                        17000 Kochhar
           90 King                           24000 Kochhar
           90 Kochhar                        17000 Kochhar

例では、FIRST_VALUEファンクションの非決定的な性質が示されています。Kochhar と
De Haan の給与は同じであるため、Kochhar の次の行に De Haan があります。Kochhar が 初
に表示されているのは、副問合せが戻す行が employee_idで順序付けられているためです。
ただし、副問合せが戻す行が employee_idで降順に順序付けられている場合は、次の例に示
すとおり、ファンクションは異なる値を戻します。

SELECT department_id, last_name, salary, FIRST_VALUE(last_name)
  OVER (ORDER BY salary ASC ROWS UNBOUNDED PRECEDING) as fv
    FROM (SELECT * FROM employees WHERE department_id = 90
      ORDER by employee_id DESC)
  ORDER BY department_id, last_name, salary, fv;

DEPARTMENT_ID LAST_NAME                     SALARY FV
------------- ------------------------- ---------- -------------------------
           90 De Haan                        17000 De Haan
           90 King                           24000 De Haan
           90 Kochhar                        17000 De Haan

次の例では、一意キーで順序付けることによって、FIRST_VALUEファンクションを決定的に
する方法を示します。

SELECT department_id, last_name, salary, hire_date, 
   FIRST_VALUE(last_name) OVER
   (ORDER BY salary ASC, hire_date ROWS UNBOUNDED PRECEDING) AS fv
   FROM (SELECT * FROM employees 
   WHERE department_id = 90 ORDER BY employee_id DESC)
   ORDER BY department_id, last_name, salary, hire_date;

DEPARTMENT_ID LAST_NAME           SALARY HIRE_DATE FV
------------- --------------- ---------- --------- -------------------------
           90 De Haan              17000 13-JAN-93 Kochhar
           90 King                 24000 17-JUN-87 Kochhar
           90 Kochhar              17000 21-SEP-89 Kochhar
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FLOOR
FLOOR 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

FLOORは n以下の 大整数を戻します。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。また、引数の数値データ型と同じデータ型を戻しま
す。

例例例例

次の例では、15.7 以下である 大の整数を戻します。

SELECT FLOOR(15.7) "Floor" FROM DUAL;

     Floor
----------
        15

FROM_TZ 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

FROM_TZファンクションは、タイムスタンプ値およびタイムゾーンを TIMESTAMP WITH TIME 
ZONE値に変換します。time_zone_valueは、'TZH:TZM'書式の文字列、またはオプション
の TZD書式を持つ TZR書式で文字列を戻す文字式です。

例例例例

次の例では、タイムスタンプ値を TIMESTAMP WITH TIME ZONEに戻します。

SELECT FROM_TZ(TIMESTAMP '2000-03-28 08:00:00', '3:00') 
   FROM DUAL;

FROM_TZ(TIMESTAMP'2000-03-2808:00:00','3:00')
---------------------------------------------------------------
28-MAR-00 08.00.00 AM +03:00

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

FLOOR ( n )

FROM_TZ ( timestamp_value , time_zone_value )
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GREATEST 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

GREATESTは、1 つ以上の式のリストの 大値を戻します。Oracle Database は、 初の expr
を使用して戻り型を判断します。 初の exprが数値である場合、Oracle は、数値の優先順位
が も高い引数を判断し、比較の前に残りの引数をそのデータ型に暗黙的に変換して、その
データ型を戻します。 初の exprが数値ではない場合、比較の前に、2 番目以降の各 exprが
初の exprのデータ型に暗黙的に変換されます。

Oracle Database は、非空白埋め比較セマンティクスを使用して各 exprを比較します。比較で
は、デフォルトの場合はバイナリが使用され、NLS_COMPパラメータが LINGUISTICに設定さ
れ、NLS_SORTパラメータに BINARY以外の設定がある場合は言語が使用されます。文字の比
較は、データベース・キャラクタ・セットの文字の数値コードに基づいて行われます。また、
文字ごとではなく、一連のバイトとして扱われる文字列全体で行われます。このファンクショ
ンによって戻される値が文字データの場合、そのデータ型は、 初の exprが文字データ型の
場合は VARCHAR2、 初の exprが各国語キャラクタ・データ型の場合は NVARCHAR2になり
ます。

例例例例

次の文では、 大値を持つ文字列を検索します。

SELECT GREATEST ('HARRY', 'HARRIOT', 'HAROLD')
   "Greatest" FROM DUAL;
 
Greatest
--------
HARRY

GROUP_ID 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

GROUP_IDは、GROUP BY指定の結果から、重複するグループを識別します。このファンク
ションは、問合せ結果から重複グループを除外する場合に有効です。このファンクションは、
重複グループを一意に識別するために、Oracle の NUMBER値を戻します。このファンクション
は、1 つの GROUP BY句を含む SELECT文のみに適用できます。

特定のグループ化で n個の重複が存在する場合、GROUP_IDは 0 ～ n-1 の範囲の数値を戻しま
す。

参照参照参照参照 :

� 文字の比較の詳細は、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照し
てください。

� 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換のマト
リックス」を参照してください。2 進浮動小数点の比較セマンティク
スの詳細は、2-13 ページの「浮動小数点数」を参照してください。

GREATEST ( expr

,

)

GROUP_ID ( )
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GROUPING
例例例例

次の例では、サンプル表 sh.countriesおよび sh.salesの問合せの結果、重複する
co.country_regionグループ化に値 1を割り当てます。

SELECT co.country_region, co.country_subregion,
   SUM(s.amount_sold) "Revenue",
   GROUP_ID() g
FROM sales s, customers c, countries co
WHERE s.cust_id = c.cust_id AND
   c.country_id = co.country_id AND
   s.time_id = '1-JAN-00' AND
   co.country_region IN ('Americas', 'Europe')
GROUP BY co.country_region,
   ROLLUP (co.country_region, co.country_subregion)
ORDER BY co.country_region, co.country_subregion, "Revenue", g;

COUNTRY_REGION       COUNTRY_SUBREGION                 Revenue          G
-------------------- ------------------------------ ---------- ----------
Americas             Northern America                    944.6          0
Americas                                                 944.6          0
Americas                                                 944.6          1
Europe               Western Europe                     566.39          0
Europe                                                  566.39          0
Europe                                                  566.39          1

GROUP_IDが 1 より小さい行のみを戻すには、文の 後に次の HAVING句を追加します。

HAVING GROUP_ID() < 1

GROUPING 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

GROUPINGは、通常のグループ化された行と超集合行を区別します。ROLLUPや CUBEなどの
GROUP BYの拡張機能は、すべての値の集合が NULL で表される超集合行を生成します。
GROUPINGファンクションを使用すると、通常の行に含まれる NULL と超集合行ですべての値
の集合を表す NULL を区別できます。

GROUPINGファンクションの exprは、GROUP BY句の式のいずれかと一致する必要がありま
す。行の exprの値がすべての値の集合を表す NULL の場合、このファンクションは 1 の値を
戻します。それ以外の場合は、0（ゼロ）を戻します。GROUPINGファンクションは、Oracle
の NUMBER値を戻します。これらの用語の詳細は、19-24 ページの「SELECT」の

「group_by_clause」を参照してください。

例例例例

次の例では、サンプル表 hr.departmentsおよび hr.employeesで、GROUPINGファンク
ションが 1（表の通常の行ではなく超集合行）を戻す場合、それ以外の場合に表示される
NULL のかわりに、文字列「All Jobs」が「JOB」列に表示されます。

SELECT 
   DECODE(GROUPING(department_name), 1, 'All Departments', department_name) AS 
department,
   DECODE(GROUPING(job_id), 1, 'All Jobs', job_id) AS job,
   COUNT(*) "Total Empl", 
   AVG(salary) * 12 "Average Sal"
FROM employees e, departments d

GROUPING ( expr )
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GROUPING_ID
WHERE d.department_id = e.department_id
GROUP BY ROLLUP (department_name, job_id)
ORDER BY department, job, "Total Empl", "Average Sal";

DEPARTMENT                     JOB        Total Empl Average Sal
------------------------------ ---------- ---------- -----------
Accounting                     AC_ACCOUNT          1       99600
Accounting                     AC_MGR              1      144000
Accounting                     All Jobs            2      121800
Administration                 AD_ASST             1       52800
Administration                 All Jobs            1       52800
All Departments                All Jobs          106  77479.2453
Executive                      AD_PRES             1      288000
Executive                      AD_VP               2      204000
Executive                      All Jobs            3      232000
Finance                        All Jobs            6      103200
Finance                        FI_ACCOUNT          5       95040
. . .

GROUPING_ID 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

GROUPING_IDは、行に関連する GROUPINGビット・ベクトルに対応する数値を戻します。
GROUPING_IDは、ROLLUPや CUBEなど、GROUP BYの拡張機能および GROUPINGファンク
ションを含む SELECT文にのみ適用できます。多くの GROUP BY式を含む問合せでは、多くの
GROUPINGファンクションを必要とする特定の行の GROUP BYレベルを指定するため、非常に
複雑な SQL になります。GROUPING_IDは、このような場合に有効です。

GROUPING_IDは、複数の GROUPINGファンクションの結果をビット・ベクトル（1 と 0 を組
み合せた文字列）に連結したものと同じです。GROUPING_IDを使用すると、複数の
GROUPINGファンクションを使用する必要がなくなり、行のフィルタ条件の表記が簡単になり
ます。GROUPING_IDを使用すると、要求する行が単一の条件（GROUPING_ID = n）によって
識別されるため、行のフィルタ処理が簡単になります。このファンクションは、1 つの表に複
数のレベルの集計を格納する場合に、特に有効です。

例例例例

次の例では、サンプル表 sh.salesの問合せからグループ化 ID を抽出する方法を示します。

SELECT channel_id, promo_id, sum(amount_sold) s_sales,
   GROUPING(channel_id) gc,
   GROUPING(promo_id) gp,
   GROUPING_ID(channel_id, promo_id) gcp,
   GROUPING_ID(promo_id, channel_id) gpc
   FROM sales
   WHERE promo_id > 496
   GROUP BY CUBE(channel_id, promo_id)
   ORDER BY channel_id, promo_id, s_sales, gc;
 
CHANNEL_ID   PROMO_ID    S_SALES         GC         GP        GCP        GPC
---------- ---------- ---------- ---------- ---------- ---------- ----------
         2        999 25797563.2          0          0          0          0
         2            25797563.2          0          1          1          2
         3        999 55336945.1          0          0          0          0

GROUPING_ID ( expr

,

)
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         3            55336945.1          0          1          1          2
         4        999 13370012.5          0          0          0          0
         4            13370012.5          0          1          1          2
                  999 94504520.8          1          0          2          1
                      94504520.8          1          1          3          3

HEXTORAW 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

HEXTORAWは、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2キャラクタ・セットで 16 進数
を含む charを RAW 値に変換します。

このファンクションは、CLOBデータを直接的にサポートしていません。ただし、暗黙的なデー
タ変換を使用して CLOBを引数として渡すことはできます。

例例例例

次の例では、RAW 列を含む簡単な表を作成し、RAWに変換された 16 進数値を挿入します。

CREATE TABLE test (raw_col RAW(10));

INSERT INTO test VALUES (HEXTORAW('7D'));

INITCAP 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

INITCAPは、各単語の 初の文字を大文字、残りの文字を小文字にして charを戻します。
単語は空白または英数字以外の文字で区切ります。

charは、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2データ型です。戻り値は、charと同
じデータ型です。データベースは、基礎となるキャラクタ・セットに対して定義したバイナ
リ・マッピングに基づいて先頭文字の形式を設定します。大文字と小文字の区別については、
5-108 ページの「NLS_INITCAP」を参照してください。

このファンクションは、CLOBデータを直接的にサポートしていません。ただし、暗黙的なデー
タ変換を使用して CLOBを引数として渡すことはできます。

参照参照参照参照 :  詳細は、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : 2-23 ページの「RAW データ型と LONG RAW データ型」および
5-141 ページの「RAWTOHEX」を参照してください。

参照参照参照参照 :  詳細は、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照してくださ
い。

HEXTORAW ( char )

INITCAP ( char )
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例例例例

次の例では、文字列にある各単語を大文字で始めます。

SELECT INITCAP('the soap') "Capitals" FROM DUAL; 

Capitals
---------
The Soap

INSERTCHILDXML 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

INSERTCHILDXMLは、ユーザー指定の値を、XPath 式で指定したノードのターゲット XML に
挿入します。このファンクションと 5-82 ページの「INSERTXMLBEFORE」を比較してくださ
い。

� XMLType_instanceは、XMLTypeのインスタンスです。

� XPath_stringは、1 つ以上の子ノードが挿入されるノードを 1 つ以上示す XPath 式です。
先頭にスラッシュを付けて絶対 XPath_stringを指定したり、先頭のスラッシュを省略
して相対 XPath_stringを指定できます。先頭のスラッシュを省略した場合、相対パス
のコンテキストは、デフォルトでルート・ノードに設定されます。

� child_exprは、挿入する要素または属性のノードを 1 つ以上指定します。

� value_exprは、挿入されるノードを 1 つ以上指定する XMLTypeのフラグメントです。
これは文字列に変換する必要があります。

� オプションの namespace_stringは、XPath_stringのネームスペース情報を提供しま
す。このパラメータは、VARCHAR2型である必要があります。

例例例例

次の例では、2 番目の /Ownerノードを、5-17 ページの「APPENDCHILDXML」の例で更新し
たウェアハウスの 1 つの warehouse_specに追加します。

UPDATE warehouses SET warehouse_spec =
   INSERTCHILDXML(warehouse_spec,
   '/Warehouse/Building', 'Owner',
   XMLType('<Owner>LesserCo</Owner>'))
   WHERE warehouse_id = 3;

SELECT warehouse_spec FROM warehouses
   WHERE warehouse_id = 3;

WAREHOUSE_SPEC
----------------------------------------------------------------------------
<?xml version="1.0"?>
<Warehouse>
  <Building>Rented

参照参照参照参照 : このファンクションの詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を
参照してください。

INSERTCHILDXML

( XMLType_instance , XPath_string , child_expr , value_expr
, namespace_string

)
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    <Owner>Grandco</Owner>
    <Owner>LesserCo</Owner>
  </Building>
  <Area>85700</Area>
  <DockType/>
  <WaterAccess>N</WaterAccess>
  <RailAccess>N</RailAccess>
  <Parking>Street</Parking>
  <VClearance>11.5 ft</VClearance>
</Warehouse>

INSERTCHILDXMLAFTER 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

INSERTXMLCHILDAFTERは、1 つ以上のコレクション要素をターゲット親要素の子として挿入
します。各ターゲットは、指定された既存のコレクション要素の直後に挿入されます。挿入の
対象となる既存の XML 文書は、スキーマベースまたは非スキーマベースにすることができま
す。

� XMLType_instanceは、挿入の対象となる XML データを識別します。

� XPath_stringは、対象データ内の親要素の位置を特定します。子データは、それぞれの
親要素の下に挿入されます。

� child_exprは、挿入される子データの前に配置される既存の子の位置を指定する相対
XPath 1.0 式です。この式は、親 XPath によって示された要素の子要素を指定する必要があ
ります。また、条件を含むこともできます。

� value_exprは、挿入する XMLType子要素データです。この引数の各トップレベル要素の
ノードは、child_expr によって示された要素と同じデータ型である必要があります。

� オプションの namespace_stringは、親要素、既存の子要素および挿入される子要素
XML データの名前空間を指定します。

このファンクション、その使用方法および例の詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を参
照してください。

例例例例

次の例は、INSERTCHILDXMLの例と似ていますが、この例では、INSERTCHILDXMLの例で追
加された /Ownerノードの後に、3 番目の /Ownerノードが追加されています。問合せの出力
は読み取りやすいように整えられています。

UPDATE warehouses SET warehouse_spec =
   INSERTCHILDXMLAFTER(warehouse_spec,
   '/Warehouse/Building','Owner[2]',
   XMLType('<Owner>ThirdOwner</Owner>'))
   WHERE warehouse_id = 3;

SELECT warehouse_name, EXTRACT(warehouse_spec, 
   '/Warehouse/Building/Owner') "Owners"
   FROM warehouses
   WHERE warehouse_id = 3;

INSERTCHILDXMLAFTER

( XMLType_instance , XPath_string , child_expr , value_expr
, namespace_string

)
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WAREHOUSE_NAME                      Owners
----------------------------------- ------------------------------
New Jersey                          <Owner>LesserCo</Owner>
                                    <Owner>GrandCo</Owner>
                                    <Owner>ThirdOwner</Owner>

INSERTCHILDXMLBEFORE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
INSERTXMLCHILDBEFOREは、1 つ以上のコレクション要素をターゲット親要素の子として挿
入します。各ターゲットは、指定された既存のコレクション要素の直前に挿入されます。挿入
の対象となる既存の XML 文書は、スキーマベースまたは非スキーマベースにすることができ
ます。

� XMLType_instanceは、挿入の対象となる XML データを識別します。

� XPath_stringは、対象データ内の親要素の位置を特定します。子データは、それぞれの
親要素の下に挿入されます。

� child_exprは、挿入される子データの後に配置される既存の子の位置を指定する相対
XPath 1.0 式です。この式は、親 XPath によって示された要素の子要素を指定する必要があ
ります。また、条件を含むこともできます。

� value_exprは、挿入する XMLType 子要素データです。この引数の各トップレベル要素
のノードは、child_expr によって示された要素と同じデータ型である必要があります。

� オプションの namespace_stringは、親要素、既存の子要素および挿入される子要素
XML データの名前空間を指定します。

このファンクション、その使用方法および例の詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を参
照してください。

例例例例

次の例は、INSERTCHILDXMLの例と似ていますが、この例では、INSERTCHILDXMLの例で追
加された /Ownerノードの前に、3 番目の /Ownerノードが追加されています。問合せの出力
は読み取りやすいように整えられています。

UPDATE warehouses SET warehouse_spec =
   INSERTCHILDXMLBEFORE(warehouse_spec,
   '/Warehouse/Building','Owner[2]',
   XMLType('<Owner>ThirdOwner</Owner>'))
   WHERE warehouse_id = 3;

SELECT warehouse_name, EXTRACT(warehouse_spec, 
   '/Warehouse/Building/Owner') "Owners"
   FROM warehouses
   WHERE warehouse_id = 3;

WAREHOUSE_NAME                      Owners
----------------------------------- ------------------------------
New Jersey                          <Owner>LesserCo</Owner>
                                    <Owner>ThirdOwner</Owner>
                                    <Owner>GrandCo</Owner>

INSERTCHILDXMLBEFORE

( XMLType_instance , XPath_string , child_expr , value_expr
, namespace_string

)
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INSERTXMLAFTER 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

INSERTXMLAFTERは、属性のノードではないターゲット・ノードの直後に任意の種類の 1 つ以
上のノードを挿入します。挿入の対象となる XML 文書は、スキーマベースまたは非スキーマ
ベースにすることができます。このファンクションは insertXMLbefore と似ていますが、ター
ゲット・ノードの前ではなく後に挿入します。

� XMLType_instanceは、挿入のターゲット・ノードを指定します。

� XPath_stringは、属性のノードを除く任意の 0 個以上のノードの位置をターゲット・
ノード内で指定する XPath 1.0 式です。XML データは、これらの各ノードの直後に挿入さ
れます。つまり、指定された各ノードは、value_exprで指定されたノードの前に配置さ
れる兄弟ノードとなります。

� value_exprは、挿入される XML データです。任意の種類の 1 つ以上のノードを指定でき
ます。ノードの順序は挿入後も保持されます。

� namespace_stringは、ターゲット・ノードのネームスペースです。

このファンクション、その使用方法および例の詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を参
照してください。

例例例例

次の例は、INSERTCHILDXMLの例と似ていますが、この例では、INSERTCHILDXMLの例で追
加された /Ownerノードの後に、3 番目の /Ownerノードが追加されています。問合せの出力
は読み取りやすいように整えられています。

UPDATE warehouses SET warehouse_spec =
   INSERTXMLAFTER(warehouse_spec,
   '/Warehouse/Building/Owner[1]',
   XMLType('<Owner>SecondOwner</Owner>'))
   WHERE warehouse_id = 3;

SELECT warehouse_name, EXTRACT(warehouse_spec, 
   '/Warehouse/Building/Owner') "Owners"
   FROM warehouses
   WHERE warehouse_id = 3;

INSERTXMLBEFORE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

INSERTXMLBEFOREは、ユーザー指定の値を、XPath 式で指定したノードの前のターゲット
XML に挿入します。 このファンクションは INSERTXMLAFTER と似ていますが、ターゲット・
ノードの後ではなく前に挿入します。このファンクションと 5-79 ページの

「INSERTCHILDXML」を比較してください。

INSERTXMLAFTER ( XMLType_instance , XPath_string , value_expr
, namespace_string

)

INSERTXMLBEFORE ( XMLType_instance , XPath_string , value_expr
, namespace_string

)
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INSTR
� XMLType_instanceは、XMLTypeのインスタンスです。

� XPath_stringは、1 つ以上の子ノードが挿入されるノードを 1 つ以上示す XPath 式です。
先頭にスラッシュを付けて絶対 XPath_stringを指定したり、先頭のスラッシュを省略
して相対 XPath_stringを指定できます。先頭のスラッシュを省略した場合、相対パス
のコンテキストは、デフォルトでルート・ノードに設定されます。

� value_exprは、挿入される 1 つ以上のノードと親ノード内での位置を定義する XMLType
のフラグメントです。これは文字列に変換する必要があります。

� オプションの namespace_stringは、XPath_stringのネームスペース情報を提供しま
す。このパラメータは、VARCHAR2型である必要があります。

例例例例

次の例は、5-79 ページの「INSERTCHILDXML」の例と似ていますが、この例では、
「INSERTCHILDXML」の例で追加した /Ownerノードの前に、3 番目の /Ownerノードを追加
します。問合せの出力は読み取りやすいように整えられています。

UPDATE warehouses SET warehouse_spec =
   INSERTXMLBEFORE(warehouse_spec,
   '/Warehouse/Building/Owner[2]',
   XMLType('<Owner>ThirdOwner</Owner>'))
   WHERE warehouse_id = 3;

SELECT warehouse_name, EXTRACT(warehouse_spec, 
   '/Warehouse/Building/Owner') "Owners"
   FROM warehouses
   WHERE warehouse_id = 3;

Name         Owners
------------ --------------------------------------------------------------------
New Jersey <Owner>Grandco</Owner>
           <Owner>ThirdOwner</Owner>
           <Owner>LesserCo</Owner>

INSTR 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

INSTRファンクションは、stringの substringを検索します。このファンクションは、
初に現れた文字 stringの位置を示す整数を戻します。INSTRは、入力キャラクタ・セットに
よって定義された文字を使用して、文字列を算出します。INSTRBは、文字のかわりにバイト
を使用します。INSTRCは、完全な Unicode キャラクタを使用します。INSTR2は、UCS2
コードポイントを使用します。INSTR4は、UCS4 コードポイントを使用します。

参照参照参照参照 : このファンクションの詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を
参照してください。

INSTR

INSTRB

INSTRC

INSTR2

INSTR4

( string , substring
, position

, occurrence

)
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� positionは、Oracle Database が検索を開始する文字 stringの位置を示す 0（ゼロ）以
外の整数です。positionが負の場合、Oracle は stringの終わりから逆方向にカウント
し、結果位置から逆方向に検索します。

� occurrenceは、検索する stringが現れたことを示す整数です。occurrenceの値は正
である必要があります。occurrenceが 1 より大きい場合、データベースでは、 初に出
現する stringの 2 番目の文字以降で 2 番目の出現を検索します。

stringおよび substringは、CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは
NCLOBデータ型です。戻り値のデータ型は NUMBERです。

positionおよび occurrenceは、NUMBERデータ型か、または暗黙的に NUMBERに変換可能
な任意のデータ型で、整数に変換されるものである必要があります。positionおよび
occurrenceのデフォルト値は 1 です。この場合、Oracle は stringの 初の文字から検索を
開始します。検索対象は substringが 初に現れる位置です。戻り値は、positionの値に
かかわらず、stringの先頭に関係し、文字で表されます。検索が失敗した（stringの
position番目の文字の後に substringが occurrence回現れない）場合、戻り値は 0 とな
ります。

例例例例

次の例では、文字列 CORPORATE FLOORで文字列 ORの検索を 3 番目の文字から開始します。
文字列 CORPORATE FLOORで 2 回目に現れる「OR」の開始位置を戻します。

SELECT INSTR('CORPORATE FLOOR','OR', 3, 2)
  "Instring" FROM DUAL;
 
  Instring
----------
        14

次の例では、 後の文字から、 後から 3 番目の文字まで、つまり FLOORの 初の Oまで逆方
向にカウントします。次に、2 回目に現れる「OR」を逆方向に検索し、2 回目に現れるこの文
字列が、検索文字列の 2 番目の文字で始まることを認識します。

SELECT INSTR('CORPORATE FLOOR','OR', -3, 2)
"Reversed Instring"
     FROM DUAL;
 
Reversed Instring
-----------------
               2

次の例では、データベース・キャラクタ・セットがダブルバイトの場合を想定しています。

SELECT INSTRB('CORPORATE FLOOR','OR',5,2) "Instring in bytes"
   FROM DUAL;

Instring in bytes
-----------------
               27

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。
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ITERATION_NUMBER
ITERATION_NUMBER 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

ITERATION_NUMBERファンクションは、SELECT文の model_clauseにのみ指定でき、
model_rules_clauseに ITERATE(number)が指定されている場合にのみ使用できます。
このファンクションは、モデル・ルールに従って完了した反復を示す整数を戻します。 初の
反復では 0（ゼロ）を戻します。2 回目以降の各反復では、iteration_numberに 1 を足した
整数を戻します。

例例例例

次の例では、1998 年および 1999 年のマウス・パッドの売上を、それぞれ 2001 年および 2002
年のマウス・パッドの売上に割り当てます。

SELECT country, prod, year, s
  FROM sales_view_ref
  MODEL
    PARTITION BY (country)
    DIMENSION BY (prod, year)
    MEASURES (sale s)
    IGNORE NAV
    UNIQUE DIMENSION
    RULES UPSERT SEQUENTIAL ORDER ITERATE(2)
      (
        s['Mouse Pad', 2001 + ITERATION_NUMBER] =
          s['Mouse Pad', 1998 + ITERATION_NUMBER]
      )
  ORDER BY country, prod, year;

COUNTRY       PROD                                         YEAR           S
----------    -----------------------------------      --------   ---------
France        Mouse Pad                                    1998     2509.42
France        Mouse Pad                                    1999     3678.69
France        Mouse Pad                                    2000     3000.72
France        Mouse Pad                                    2001     2509.42
France        Mouse Pad                                    2002     3678.69
France        Standard Mouse                               1998     2390.83
France        Standard Mouse                               1999     2280.45
France        Standard Mouse                               2000     1274.31
France        Standard Mouse                               2001     2164.54
Germany       Mouse Pad                                    1998     5827.87
Germany       Mouse Pad                                    1999     8346.44
Germany       Mouse Pad                                    2000     7375.46
Germany       Mouse Pad                                    2001     5827.87
Germany       Mouse Pad                                    2002     8346.44
Germany       Standard Mouse                               1998     7116.11
Germany       Standard Mouse                               1999     6263.14
Germany       Standard Mouse                               2000     2637.31
Germany       Standard Mouse                               2001     6456.13
 
18 rows selected.

この例では、ビュー sales_view_refが必要です。このビューを作成する方法については、
19-36 ページの「MODEL 句の例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : 構文およびセマンティクスの詳細は、19-25 ページの
「model_clause」および 6-11 ページの「モデル式」を参照してください。

ITERATION_NUMBER
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LAG
LAG 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

LAGは分析ファンクションです。これは、自己結合せずに、表の 1 つ以上の行へ同時アクセス
を行います。問合せから戻される一連の行およびカーソル位置を指定すると、LAGは、その位
置より前にある指定された物理オフセットにある行へアクセスします。

offsetを指定しない場合、デフォルト値は 1 です。オフセットがウィンドウの有効範囲を超
えた場合、オプションの default値が戻されます。defaultを指定しない場合、デフォルト
は NULL です。

value_exprには、LAGまたは他の分析ファンクションを使用して分析ファンクションをネス
トできません。ただし、他の組込みファンクション式を value_exprで使用できます。

例例例例

次の例では、employees表の各販売員について、その販売員の直前に雇用された従業員の給与
を示します。

SELECT last_name, hire_date, salary,
   LAG(salary, 1, 0) OVER (ORDER BY hire_date) AS prev_sal
   FROM employees
   WHERE job_id = 'PU_CLERK'
   ORDER BY last_name, hire_date, salary, prev_sal;
   
LAST_NAME                 HIRE_DATE     SALARY   PREV_SAL
------------------------- --------- ---------- ----------
Baida                     24-DEC-97       2900       2800
Colmenares                10-AUG-99       2500       2600
Himuro                    15-NOV-98       2600       2900
Khoo                      18-MAY-95       3100          0
Tobias                    24-JUL-97       2800       3100

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクス、制限事項および value_exprの書式の詳
細は、5-10 ページの「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : exprの書式の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してくださ
い。5-90 ページの「LEAD」も参照してください。

LAG ( value_expr
, offset , default

)

OVER (
query_partition_clause

order_by_clause )
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LAST_DAY
LAST 

構文構文構文構文

last::=

用途用途用途用途

FIRSTファンクションと LASTファンクションは類似しています。両方のファンクションとも、
与えられたソート指定に対して、FIRSTまたは LASTとしてランク付けされた一連の行の一連
の値を操作する集計ファンクションおよび分析ファンクションです。1 つの行のみが FIRSTま
たは LASTとしてランク付けされている場合、集計は、1 つの要素のみを持つセットを操作しま
す。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。また、引数の数値データ型と同じデータ型を戻しま
す。

このファンクションの詳細および使用例は、5-71 ページの「FIRST」を参照してください。

LAST_DAY 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

LAST_DAYは、dateを含む月の 終日の日付を戻します。月の 終日は、セッション・パラ
メータ NLS_CALENDARによって定義されます。戻り型は、dateのデータ型に関係なく常に
DATEです。

参照参照参照参照 : query_partitioning_clauseの構文、セマンティクスおよび
制限事項の詳細は、5-10 ページの「分析ファンクション」を参照してくだ
さい。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

aggregate_function KEEP

( DENSE_RANK LAST ORDER BY expr

DESC

ASC
NULLS

FIRST

LAST

,

)

OVER query_partition_clause

LAST_DAY ( date )
ファンクション 5-87



LAST_VALUE
例例例例

次の文は、現在の月の残りの日数を確認します。

SELECT SYSDATE,
   LAST_DAY(SYSDATE) "Last",
   LAST_DAY(SYSDATE) - SYSDATE "Days Left"
   FROM DUAL;
 
SYSDATE   Last       Days Left
--------- --------- ----------
30-MAY-01 31-MAY-01          1

次の例では、各従業員の雇用開始日に 5か月を加えて、評価日付を戻します。

SELECT last_name, hire_date, TO_CHAR(
   ADD_MONTHS(LAST_DAY(hire_date), 5)) "Eval Date"
   FROM employees;

LAST_NAME                 HIRE_DATE Eval Date
------------------------- --------- ---------
King                      17-JUN-87 30-NOV-87
Kochhar                   21-SEP-89 28-FEB-90
De Haan                   13-JAN-93 30-JUN-93
Hunold                    03-JAN-90 30-JUN-90
Ernst                     21-MAY-91 31-OCT-91
Austin                    25-JUN-97 30-NOV-97
Pataballa                 05-FEB-98 31-JUL-98
Lorentz                   07-FEB-99 31-JUL-99
. . .

LAST_VALUE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

LAST_VALUEは分析ファンクションです。これは、順序付けられた値の集合にある 後の値を
戻します。集合内の 後の値が NULL の場合、IGNORE NULLSを指定していないかぎり、ファ
ンクションは NULLを戻します。この設定は、データの稠密化に役立ちます。IGNORE NULLS
を指定すると、LAST_VALUEは集合内の 初の NULL ではない値を戻します。すべての値が
NULL の場合は NULLを戻します。データの稠密化の例は、19-43 ページの「パーティション化
された外部結合の使用例 :」を参照してください。

exprには、LAST_VALUEまたは他の分析ファンクションを使用して分析ファンクションをネ
ストできません。ただし、他の組込みファンクション式を exprで使用できます。exprの書式
の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してください。

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクス、制限事項、および exprの書式の詳細は、
5-10 ページの「分析ファンクション」を参照してください。

LAST_VALUE ( expr
IGNORE NULLS

) OVER ( analytic_clause )
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LAST_VALUE
analytic_clauseの windowing_clauseを省略した場合、デフォルトで RANGE BETWEEN 
UNBOUNDED PRECEDING AND CURRENT ROWになります。ウィンドウの 後の値はウィンドウ
の下部にあり、修復されないため、このデフォルトは予期しない値を戻す場合があります。変
更は、現行の行の変更として保持されます。正しい結果を得るには、windowing_clauseを
RANGE BETWEEN UNBOUNDED PRECEDING AND UNBOUNDED FOLLOWINGとして指定します。
または、windowing_clauseを RANGE BETWEEN CURRENT ROW AND UNBOUNDED FOLLOWING
として指定することもできます。

例例例例

次の例では、給与が一番高い従業員の雇用開始日を各行に戻します。

SELECT last_name, salary, hire_date, LAST_VALUE(hire_date) OVER
   (ORDER BY salary 
   ROWS BETWEEN UNBOUNDED PRECEDING AND UNBOUNDED FOLLOWING) AS lv
FROM (SELECT * FROM employees WHERE department_id = 90
   ORDER BY hire_date)
ORDER BY last_name, salary, hire_date, lv;

LAST_NAME           SALARY HIRE_DATE LV
--------------- ---------- --------- ---------
De Haan              17000 13-JAN-93 17-JUN-87
King                 24000 17-JUN-87 17-JUN-87
Kochhar              17000 21-SEP-89 17-JUN-87

この例では、LAST_VALUEファンクションの非決定的な性質を示しています。Kochhar と
De Haan の給与は同じであるため、Kochhar の次の行に De Haan があります。Kochhar が 初
に表示されているのは、副問合せの行が hire_dateで順序付けられているためです。ただし、
行が hire_dateで降順に順序付けられている場合は、次の例に示すとおり、ファンクション
は異なる値を戻します。

SELECT last_name, salary, hire_date, LAST_VALUE(hire_date) OVER
   (ORDER BY salary 
   ROWS BETWEEN UNBOUNDED PRECEDING AND UNBOUNDED FOLLOWING) AS lv
FROM (SELECT * FROM employees WHERE department_id = 90 
   ORDER BY hire_date DESC)
ORDER BY last_name, salary, hire_datea, lv;

LAST_NAME           SALARY HIRE_DATE LV
--------------- ---------- --------- ---------
De Haan              17000 13-JAN-93 17-JUN-87
King                 24000 17-JUN-87 17-JUN-87
Kochhar              17000 21-SEP-89 17-JUN-87

次の 2 つの例では、一意キーで順序付けることによって、LAST_VALUEファンクションを決定
的にする方法を示しています。salaryおよび hire_dateでファンクション内を順序付ける
と、副問合せの順序付けにかかわらず、同じ結果が戻されます。

SELECT last_name, salary, hire_date, LAST_VALUE(hire_date) OVER
(ORDER BY salary, hire_date 
  ROWS BETWEEN UNBOUNDED PRECEDING AND UNBOUNDED FOLLOWING) AS lv
FROM (SELECT * FROM employees WHERE department_id = 90 
   ORDER BY hire_date)
ORDER BY last_name, salary, hire_date, lv;

LAST_NAME           SALARY HIRE_DATE LV
--------------- ---------- --------- ---------
De Haan              17000 13-JAN-93 17-JUN-87
King                 24000 17-JUN-87 17-JUN-87
Kochhar              17000 21-SEP-89 17-JUN-87

SELECT last_name, salary, hire_date, LAST_VALUE(hire_date) OVER
   (ORDER BY salary, hire_date
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LEAD
   ROWS BETWEEN UNBOUNDED PRECEDING AND UNBOUNDED FOLLOWING) AS lv
FROM (SELECT * FROM employees WHERE department_id = 90 
   ORDER BY hire_date DESC)
ORDER BY last_name, salary, hire_date, lv;

LAST_NAME           SALARY HIRE_DATE LV
--------------- ---------- --------- ---------
De Haan              17000 13-JAN-93 17-JUN-87
King                 24000 17-JUN-87 17-JUN-87
Kochhar              17000 21-SEP-89 17-JUN-87

LEAD 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

LEADは分析ファンクションです。これは、自己結合せずに、表の 1 つ以上の行へ同時アクセス
を行います。問合せから戻される一連の行およびカーソル位置を指定すると、LEADは、その位
置より後にある指定された物理オフセットの行へアクセスします。

offsetを指定しない場合、デフォルト値は 1 です。オフセットが表の有効範囲を超えた場合、
オプションの default値が戻されます。defaultを指定しない場合、デフォルト値は NULL
です。

value_exprには、LEADまたは他の分析ファンクションを使用して分析ファンクションをネ
ストできません。ただし、他の組込みファンクション式を value_exprで使用できます。

例例例例

次の例では、employees表の各従業員について、その従業員の直後に雇用された従業員の雇用
開始日を示します。

SELECT last_name, hire_date, 
   LEAD(hire_date, 1) OVER (ORDER BY hire_date) AS "NextHired" 
   FROM employees WHERE department_id = 30
   ORDER BY last_name, hire_date, "NextHired";

LAST_NAME                 HIRE_DATE NextHired
------------------------- --------- ---------
Baida                     24-DEC-97 15-NOV-98
Colmenares                10-AUG-99
Himuro                    15-NOV-98 10-AUG-99
Khoo                      18-MAY-95 24-JUL-97
Raphaely                  07-DEC-94 18-MAY-95
Tobias                    24-JUL-97 24-DEC-97

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクス、制限事項、および value_exprの書式の
詳細は、5-10 ページの「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : exprの書式の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してくださ
い。5-86 ページの「LAG」も参照してください。

LEAD ( value_expr
, offset , default

)

OVER (
query_partition_clause

order_by_clause )
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LENGTH
LEAST 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

LEASTは、リストされた expr内の 小値を戻します。比較の前に、2 番目以降のすべての
exprは 初の exprのデータ型に暗黙的に変換されます。Oracle Database は、非空白埋め比
較セマンティクスを使用して exprを比較します。このファンクションによって戻される値が
文字データの場合、そのデータ型は常に VARCHAR2になります。

例例例例

次の文では、 小値を持つ文字列を検索します。

SELECT LEAST('HARRY','HARRIOT','HAROLD') "LEAST"
     FROM DUAL;
 
LEAST 
------
HAROLD 

LENGTH 

構文構文構文構文

length::=

用途用途用途用途

LENGTHの各ファンクションは、charの長さを戻します。LENGTHは、入力キャラクタ・セッ
トによって定義された文字を使用して、長さを算出します。LENGTHBは、文字のかわりにバイ
トを使用します。LENGTHCは、完全な Unicode キャラクタを使用します。LENGTH2は、UCS2
コードポイントを使用します。LENGTH4は、UCS4 コードポイントを使用します。

charは、CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータ型です。戻り
値のデータ型は NUMBERです。charのデータ型が CHARの場合、その長さにはすべての後続空
白が含まれます。charが NULL の場合、このファンクションは NULL を戻します。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。2 進浮動小数点の比較セマンティク
スの詳細は、2-13 ページの「浮動小数点数」を参照してください。2-36
ページの「データ型の比較規則」も参照してください。

LEAST ( expr

,

)

LENGTH

LENGTHB

LENGTHC

LENGTH2

LENGTH4

( char )
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LN
LENGTHB の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 LENGTHBファンクションは、シングルバイトの LOB でのみサポート
されます。このファンクションは、マルチバイトのキャラクタ・セットの CLOBと NCLOBでは
使用できません。

例例例例

次の例では、シングルバイトおよびマルチバイトのデータベース・キャラクタ・セットを使用
する LENGTHファンクションを使用します。

SELECT LENGTH('CANDIDE') "Length in characters"
   FROM DUAL;

Length in characters
--------------------
                   7

次の例では、データベース・キャラクタ・セットがダブルバイトの場合を想定しています。

SELECT LENGTHB ('CANDIDE') "Length in bytes"
   FROM DUAL;
 
Length in bytes
---------------
             14

LN 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
LNは、nの自然対数を戻します（nは正の数）。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。引数が BINARY_FLOATの場合、このファンクショ
ンは BINARY_DOUBLEを戻します。それ以外の場合、引数と同じ数値データ型を戻します。

例例例例

次の例では、95 の自然対数を戻します。

SELECT LN(95) "Natural log of 95" FROM DUAL;

Natural log of 95
-----------------
       4.55387689

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

LN ( n )
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LNNVL
LNNVL 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

LNNVLは、条件のオペランドの 1 つまたは両方が NULL の可能性がある場合にその条件を簡単
に評価する方法を提供します。このファンクションは、問合せの WHERE句でのみ使用できま
す。このファンクションは、引数として条件を取り、その条件が FALSEまたは UNKNOWNの場
合は TRUEを戻し、TRUEの場合は FALSEを戻します。LNNVLは、スカラー式を指定できる場
所であればどこでも指定でき、有効ではないが、発生する可能性がある NULL を評価するため
に IS [NOT] NULL、ANDまたは OR条件が必要であるようなコンテキストでも指定できます。

Oracle Database は、LNNVLファンクションをこの方法で内部的に使用して、NOT IN条件を
NOT EXISTS条件として書き換える場合があります。この場合、EXPLAIN PLANからの出力に
よって、この操作が PLAN TABLE に出力されます。conditionでは、どのようなスカラー値
でも評価できますが、AND、ORまたは BETWEENを含む複合条件は指定できません。

a = 2 および b=NULL の場合の LNNVLからの戻り値を次の表に示します。

例例例例

歩合を受け取らない従業員を含めて、歩合率が 20% 未満の従業員数を調べるとします。次の問
合せは、20% 未満の歩合を実際に受け取る従業員のみを戻します。

SELECT COUNT(*) FROM employees WHERE commission_pct < .2;

  COUNT(*)
----------
        11

歩合を受け取らない 72 人の従業員も含めるには、LNNVLファンクションを次のように使用し
て、この問合せを書き換えます。

SELECT COUNT(*) FROM employees WHERE LNNVL(commission_pct >= .2);

  COUNT(*)
----------
        83

条件条件条件条件 条件の真偽条件の真偽条件の真偽条件の真偽 LNNVL の戻り値の戻り値の戻り値の戻り値

a = 1 FALSE TRUE 

a = 2 TRUE FALSE 

a IS NULL FALSE TRUE 

b = 1 UNKNOWN TRUE 

b IS NULL TRUE FALSE 

a = b UNKNOWN TRUE 

LNNVL ( condition )
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LOCALTIMESTAMP
LOCALTIMESTAMP 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

LOCALTIMESTAMPは、セッションのタイムゾーンの現在の日付および時刻を TIMESTAMPデー
タ型の値で戻します。これに対して、CURRENT_TIMESTAMPは、TIMESTAMP WITH TIME 
ZONE値を戻します。

オプションの引数 timestamp_precisionには、戻される時刻値の秒の小数部の精度を指定
します。

例例例例

次の例では、LOCALTIMESTAMPと CURRENT_TIMESTAMPの相違を示します。

ALTER SESSION SET TIME_ZONE = '-5:00';
SELECT CURRENT_TIMESTAMP, LOCALTIMESTAMP FROM DUAL;

CURRENT_TIMESTAMP                    LOCALTIMESTAMP
-------------------------------------------------------------------
04-APR-00 01.27.18.999220 PM -05:00  04-APR-00 01.27.19 PM

ALTER SESSION SET TIME_ZONE = '-8:00';
SELECT CURRENT_TIMESTAMP, LOCALTIMESTAMP FROM DUAL;

CURRENT_TIMESTAMP                    LOCALTIMESTAMP
-----------------------------------  ------------------------------
04-APR-00 10.27.45.132474 AM -08:00  04-APR-00 10.27.451 AM

LOCALTIMESTAMPで書式マスクを使用する場合は、ファンクションが戻す値と書式マスクを一
致させてください。たとえば、次の表の場合を考えます。

CREATE TABLE local_test (col1 TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE);

ファンクションが戻す型の TIME ZONEの部分がマスクに含まれていないため、次の文は正常に
実行されません。

INSERT INTO local_test VALUES 
   (TO_TIMESTAMP(LOCALTIMESTAMP, 'DD-MON-RR HH.MI.SSXFF'));

次の文では、LOCALTIMESTAMPの戻り値の型と一致する正しい書式マスクが使用されていま
す。

INSERT INTO local_test VALUES
   (TO_TIMESTAMP(LOCALTIMESTAMP, 'DD-MON-RR HH.MI.SSXFF PM'));

参照参照参照参照 : 「CURRENT_TIMESTAMP」（5-50 ページ）

LOCALTIMESTAMP
( timestamp_precision )
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LOWER
LOG 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

LOGは、n2を底とする n1の対数を戻します。底 n1は 0（ゼロ）または 1 以外の任意の正の値
で、n2は任意の正の値です。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。いずれかの引数が BINARY_FLOATまたは
BINARY_DOUBLEの場合、このファンクションは BINARY_DOUBLEを戻します。それ以外の場
合、NUMBERを戻します。

例例例例
次の例では、100 の対数を戻します。

SELECT LOG(10,100) "Log base 10 of 100" FROM DUAL;

Log base 10 of 100
------------------
                 2 

LOWER 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

LOWERは、すべての文字を小文字にして charを戻します。charは、CHAR、VARCHAR2、
NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータ型です。戻り値は、charと同じデータ型で
す。データベースは、基礎となるキャラクタ・セットに対して定義したバイナリ・マッピング
に基づいて文字の形式を設定します。小文字の区別については、5-109 ページの

「NLS_LOWER」を参照してください。

例例例例

次の例では、文字列を小文字にして戻します。

SELECT LOWER('MR. SCOTT MCMILLAN') "Lowercase"
   FROM DUAL;

Lowercase
--------------------
mr. scott mcmillan 

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

LOG ( n2 , n1 )

LOWER ( char )
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LPAD
LPAD

構文構文構文構文

用途用途用途用途

LPADは、expr1の左側に expr2に指定した文字を連続的に埋め込んで n桁にして戻します。
このファンクションは、問合せの出力の書式設定に役立ちます。

expr1および expr2は、CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデー
タ型です。戻される文字列は、expr1が文字データ型の場合は VARCHAR2データ型、expr1
が各国語キャラクタ・データ型の場合は NVARCHAR2データ型、expr1が LOB データ型の場合
は LOB データ型になります。expr1と同じキャラクタ・セットの文字列が戻されます。引数 n
は、NUMBER型の整数か、または NUMBER型の整数に暗黙的に変換可能な値である必要があり
ます。

expr2を指定しない場合、デフォルトで空白 1 個が指定されます。expr1が nより長い場合、
このファンクションは nに収まる expr1の一部を戻します。

引数 nは、戻り値が画面に表示される場合の全体の長さです。多くのキャラクタ・セットでは、
これは戻り値の文字数でもあります。ただし、マルチバイトのキャラクタ・セットでは、表示
される文字列の長さが文字列の文字数と異なる場合もあります。

例例例例

次の例では、文字列の左側にアスタリスクとピリオド（*.）を埋め込みます。

SELECT LPAD('Page 1',15,'*.') "LPAD example"
   FROM DUAL;

LPAD example
---------------
*.*.*.*.*Page 1

LTRIM 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

LTRIMは、charの左端から、setに指定されたすべての文字を削除します。setを指定しな
い場合、デフォルトで空白 1 個が指定されます。charが文字リテラルの場合、一重引用符で囲
む必要があります。Oracle Database は charの先頭文字からスキャンし始め、setに指定され
た文字をすべて削除します。setに指定された文字以外の文字が見つかった時点で結果を戻し
ます。

charおよび setは、CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータ型
です。戻される文字列は、charが文字データ型の場合は VARCHAR2データ型、charが各国語
キャラクタデータ型の場合は NVARCHAR2データ型、charが LOB データ型の場合は LOB デー
タ型になります。

参照参照参照参照 : 「RTRIM」（5-161 ページ）

LPAD ( expr1 , n
, expr2

)

LTRIM ( char
, set

)
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MAKE_REF
例例例例

次の例では、oe.products表内の製品名のグループから、冗長な 初の語を削除します。

SELECT product_name, LTRIM(product_name, 'Monitor ') "Short Name"
   FROM products
   WHERE product_name LIKE 'Monitor%';

PRODUCT_NAME         Short Name
-------------------- ---------------
Monitor 17/HR        17/HR
Monitor 17/HR/F      17/HR/F
Monitor 17/SD        17/SD
Monitor 19/SD        19/SD
Monitor 19/SD/M      19/SD/M
Monitor 21/D         21/D
Monitor 21/HR        21/HR
Monitor 21/HR/M      21/HR/M
Monitor 21/SD        21/SD
Monitor Hinge - HD   Hinge - HD
Monitor Hinge - STD  Hinge - STD

MAKE_REF 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

MAKE_REFは、オブジェクト識別子が主キーに基づいている、オブジェクト・ビューの行また
はオブジェクト表の行に対する REFを作成します。このファンクションは、オブジェクト・
ビューを作成する場合などに有効です。

例例例例

サンプル・スキーマ oeには、inventory_typに基づくオブジェクト・ビュー
oc_inventoriesが格納されています。オブジェクト識別子は product_idです。次の例で
は、3003 という product_idを含むオブジェクト・ビュー oc_inventoriesにある行への
REFを作成します。

SELECT MAKE_REF (oc_inventories, 3003) FROM DUAL;

MAKE_REF(OC_INVENTORIES,3003)
------------------------------------------------------------------
00004A038A0046857C14617141109EE03408002082543600000014260100010001
00290090606002A00078401FE0000000B03C21F040000000000000000000000000
0000000000

参照参照参照参照 : オブジェクト・ビューの詳細は、『Oracle Database オブジェクト・
リレーショナル開発者ガイド』を参照してください。5-58 ページの

「DEREF」も参照してください。

MAKE_REF (
table

view
, key

,

)
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MAX
MAX 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
MAXは exprの 大値を戻します。これは、集計ファンクションまたは分析ファンクションと
して使用できます。

集計の例集計の例集計の例集計の例

次の例では、hr.employees表の 高給与を検索します。

SELECT MAX(salary) "Maximum" FROM employees;
 
   Maximum
----------
      24000

分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、各従業員について、その従業員と所属が同じ従業員のうち、一番高い給与を計算
します。

SELECT manager_id, last_name, salary, 
   MAX(salary) OVER (PARTITION BY manager_id) AS mgr_max
   FROM employees
   ORDER BY manager_id, last_name, salary, mgr_max;

MANAGER_ID LAST_NAME                     SALARY    MGR_MAX
---------- ------------------------- ---------- ----------
       100 Cambrault                      11000      17000
       100 De Haan                        17000      17000
       100 Errazuriz                      12000      17000
       100 Fripp                           8200      17000
       100 Hartstein                      13000      17000
       100 Kaufling                        7900      17000
       100 Kochhar                        17000      17000
. . .

この問合せを述語のある親問合せで囲むと、各部門で給与の一番高い従業員がわかります。

SELECT manager_id, last_name, salary
   FROM (SELECT manager_id, last_name, salary, 
      MAX(salary) OVER (PARTITION BY manager_id) AS rmax_sal
      FROM employees) WHERE salary = rmax_sal
   ORDER BY manager_id, last_name, salary;

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : exprの書式の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してくださ
い。2 進浮動小数点の比較セマンティクスの詳細は、2-13 ページの「浮動
小数点数」を参照してください。5-8 ページの「集計ファンクション」も
参照してください。

MAX (

DISTINCT

ALL
expr )

OVER ( analytic_clause )
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MEDIAN
MANAGER_ID LAST_NAME                     SALARY
---------- ------------------------- ----------
       100 De Haan                        17000
       100 Kochhar                        17000
       101 Greenberg                      12000
       101 Higgins                        12000
       102 Hunold                          9000
       103 Ernst                           6000
       108 Faviet                          9000
       114 Khoo                            3100
       120 Nayer                           3200
       120 Taylor                          3200
       121 Sarchand                        4200
       122 Chung                           3800
       123 Bell                            4000
       124 Rajs                            3500
       145 Tucker                         10000
       146 King                           10000
       147 Vishney                        10500
       148 Ozer                           11500
       149 Abel                           11000
       201 Fay                             6000
       205 Gietz                           8300
           King                           24000
 
22 rows selected.

MEDIAN 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

MEDIANは、連続分散モデルを想定する逆分散関数です。このファンクションは、数値または
日時値を取り、その中央値、または値のソート後に中央値となる補間された値を戻します。
計算では、NULL は無視されます。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。exprのみを指定した場合、このファンクションは引
数の数値データ型と同じデータ型を戻します。OVER句を指定した場合、Oracle Database は、
数値の優先順位が も高い引数を判断し、残りの引数をそのデータ型に暗黙的に変換して、そ
のデータ型を戻します。

MEDIANの結果の計算では、まず行が順序付けされます。グループ内の行数として Nが使用さ
れ、対象の行番号（RN）が RN = (1 + (0.5× (N-1)) という式で計算されます。集計ファンク
ションの 終結果は、行番号が CRN = CEILING(RN) および FRN = FLOOR(RN) の行の値間の直
線補間によって計算されます。

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。数値の優先順位の詳細は、2-15 ペー
ジの「数値の優先順位」を参照してください。

MEDIAN ( expr )
OVER ( query_partition_clause )
ファンクション 5-99



MEDIAN
終結果は次のとおりです。

   if (CRN = FRN = RN) then
      (value of expression from row at RN)
   else
      (CRN - RN) * (value of expression for row at FRN) +
      (RN - FRN) * (value of expression for row at CRN)

MEDIANは、分析ファンクションとして使用できます。その場合、OVER句には、
query_partition_clauseのみを指定できます。各行に対して、各パーティション内の一連
の値の中央値に該当する値が戻されます。

このファンクションと次のファンクションを比較してください。

� PERCENTILE_CONT（5-119 ページ）: 指定したパーセンタイルに一致するように補間され
た値が戻されます。MEDIANは、パーセンタイル値がデフォルトで 0.5 に指定される特別な
PERCENTILE_CONTです。

� PERCENTILE_DISC（5-121 ページ）: 指定したパーセンタイルに一致する値を補間なしで
検索する場合に役立ちます。

集計の例集計の例集計の例集計の例

次の問合せは、hr.employees表内の各従業員の給与の中央値を戻します。

SELECT department_id, MEDIAN(salary)
   FROM employees
   GROUP BY department_id
   ORDER BY department_id, median(salary);

DEPARTMENT_ID MEDIAN(SALARY)
------------- --------------
           10           4400
           20           9500
           30           2850
           40           6500
           50           3100
           60           4800
           70          10000
           80           8900
           90          17000
          100           8000
          110          10150
                        7000

分析の例分析の例分析の例分析の例

次の問合せは、hr.employees表内の部門のサブセットのマネージャごとに給与の中央値を戻
します。

SELECT manager_id, employee_id, salary,
   MEDIAN(salary) OVER (PARTITION BY manager_id) "Median by Mgr"
   FROM employees
   WHERE department_id > 60
   ORDER BY manager_id, employee_id, salary, "Median by Mgr";

MANAGER_ID EMPLOYEE_ID     SALARY Median by Mgr
---------- ----------- ---------- -------------
       100         101      17000         13500
       100         102      17000         13500
       100         145      14000         13500
       100         146      13500         13500
       100         147      12000         13500
       100         148      11000         13500
       100         149      10500         13500
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MIN
       101         108      12000         12000
       101         204      10000         12000
       101         205      12000         12000
       108         109       9000          7800
       108         110       8200          7800
       108         111       7700          7800
       108         112       7800          7800
       108         113       6900          7800
       145         150      10000          8500
       145         151       9500          8500
       145         152       9000          8500
. . .

MIN 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
MINは、exprの 小値を戻します。これは、集計ファンクションまたは分析ファンクション
として使用できます。

集計の例集計の例集計の例集計の例

次の例では、hr.employees表の 初の雇用開始日を戻します。

SELECT MIN(hire_date) "Earliest" FROM employees;
 
Earliest
---------
17-JUN-87

分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、各従業員について、その従業員が雇用された日以前に雇用された従業員を検索し
ます。その従業員と所属が同じ従業員のサブセットを決定し、そのサブセット内で一番低い給
与を戻します。

SELECT manager_id, last_name, hire_date, salary,
   MIN(salary) OVER(PARTITION BY manager_id ORDER BY hire_date
   RANGE UNBOUNDED PRECEDING) AS p_cmin
   FROM employees
   ORDER BY manager_id, last_name, hire_date, salary, p_cmin;

MANAGER_ID LAST_NAME                 HIRE_DATE     SALARY     P_CMIN
---------- ------------------------- --------- ---------- ----------
       100 Cambrault                 15-OCT-99      11000       6500
       100 De Haan                   13-JAN-93      17000      17000

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : exprの書式の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してくださ
い。2 進浮動小数点の比較セマンティクスの詳細は、2-13 ページの「浮動
小数点数」を参照してください。5-8 ページの「集計ファンクション」も
参照してください。

MIN (

DISTINCT

ALL
expr )

OVER ( analytic_clause )
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MOD
       100 Errazuriz                 10-MAR-97      12000       7900
       100 Fripp                     10-APR-97       8200       7900
       100 Hartstein                 17-FEB-96      13000       7900
       100 Kaufling                  01-MAY-95       7900       7900
       100 Kochhar                   21-SEP-89      17000      17000
       100 Mourgos                   16-NOV-99       5800       5800
       100 Partners                  05-JAN-97      13500       7900
       100 Raphaely                  07-DEC-94      11000      11000
       100 Russell                   01-OCT-96      14000       7900
. . .

MOD 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

MODは n2を n1で割った余りを戻します。n1が 0 の場合は、n2を戻します。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。Oracle は、数値の優先順位が も高い引数を判断し、
残りの引数をそのデータ型に暗黙的に変換して、そのデータ型を戻します。

例例例例

次の例では、11 を 4 で割ったときの余りを戻します。

SELECT MOD(11,4) "Modulus" FROM DUAL;

   Modulus
----------
         3

このファンクションは、mが負の場合には古典数学のモジュール・ファンクションとは異なる
動作をします。古典数学のモジュール・ファンクションは、次の公式を用いた MODファンク
ションで表すことができます。

m - n * FLOOR(m/n)

次の表に、MODファンクションと古典数学のモジュール・ファンクションの相違を示します。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。数値の優先順位の詳細は、2-15 ペー
ジの「数値の優先順位」を参照してください。

m n MOD(m,n)
古典数学のモジュール・ファン古典数学のモジュール・ファン古典数学のモジュール・ファン古典数学のモジュール・ファン
クションクションクションクション

11 4 3 3

11 -4 3 -1

-11 4 -3 1

-11 -4 -3 -3

参照参照参照参照 : 5-74 ページの「FLOOR」および 5-155 ページの「REMAINDER」
を参照してください。REMAINDERは MODと似ていますが、FLOORではな
く ROUNDを式に使用します。

MOD ( n2 , n1 )
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NANVL
MONTHS_BETWEEN 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

MONTHS_BETWEENは、日付 date1と date2の間の月数を戻します。月および月の 終日は、
パラメータ NLS_CALENDARによって定義されます。date1が date2より後の日付の場合、
結果は正の値になります。date1が date2より前の日付の場合、結果は負の値になります。
date1および date2が、月の同じ日または月の 終日の場合、結果は常に整数になります。
それ以外の場合、Oracle Database は結果の小数部を 1 か月 31 日として計算し、date1と
date2の差を割り出します。

例例例例

次の例では、2 つの日付間の月数を計算します。

SELECT MONTHS_BETWEEN 
   (TO_DATE('02-02-1995','MM-DD-YYYY'),
    TO_DATE('01-01-1995','MM-DD-YYYY') ) "Months"
    FROM DUAL;

    Months
----------
1.03225806

NANVL 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

NANVLファンクションは、BINARY_FLOAT型または BINARY_DOUBLE型の浮動小数点数のみ
に有効です。このファンクションは、入力値 n2が NaN（非数値）の場合は代替値 n1を戻すよ
うに Oracle Database に指示します。n2が NaN でないでないでないでない場合、Oracle は n2を戻します。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。Oracle は、数値の優先順位が も高い引数を判断し、
残りの引数をそのデータ型に暗黙的に変換して、そのデータ型を戻します。

例例例例

5-196 ページの「TO_BINARY_DOUBLE」で作成した float_point_demoを使用して、表に
2 つ目のエントリを挿入します。

Insert INTO float_point_demo
  VALUES (0,'NaN','NaN');

SELECT * FROM float_point_demo;

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。2 進浮動小数点の比較セマンティク
スの詳細は、2-13 ページの「浮動小数点数」を参照してください。数値の
優先順位詳細は、2-15 ページの「数値の優先順位」を参照してください。

MONTHS_BETWEEN ( date1 , date2 )

NANVL ( n2 , n1 )
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NCHR
   DEC_NUM BIN_DOUBLE  BIN_FLOAT
---------- ---------- ----------
   1234.56 1.235E+003 1.235E+003
         0        Nan        Nan

次の例では、数値の場合は bin_floatを戻します。数値以外の場合は、0（ゼロ）を戻しま
す。

SELECT bin_float, NANVL(bin_float,0)
  FROM float_point_demo;

 BIN_FLOAT NANVL(BIN_FLOAT,0)
---------- ------------------
1.235E+003         1.235E+003
       Nan                  0

NCHR 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

NCHRは、各国語キャラクタ・セットの numberと同等のバイナリを持つ文字を戻します。
戻り値は常に NVARCHAR2です。このファンクションは、CHRファンクションに USING 
NCHAR_CS句を指定して使用した場合と同じ結果を戻します。

このファンクションは、引数として、NUMBER値、または暗黙的に NUMBER型に変換可能な任
意の値を取り、文字を戻します。

例例例例
次の例では、NCHAR 文字 187 を戻します。

SELECT NCHR(187) FROM DUAL;

NC
--
> 

SELECT CHR(187 USING NCHAR_CS) FROM DUAL;

CH
--
> 

参照参照参照参照 : 「CHR」（5-29 ページ）

NCHR ( number )
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NEW_TIME
NEW_TIME 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

NEW_TIMEは、タイムゾーン timezone1の日時が dateの時点のタイムゾーン timezone2
の日時を戻します。このファンクションを使用する前に、24 時間で表示されるように、
NLS_DATE_FORMATパラメータを設定する必要があります。戻り型は、dateのデータ型に関
係なく常に DATEです。

引数 timezone1および timezone2には、次のテキスト文字列のいずれかを指定できます。

� AST、ADT: 大西洋標準時および大西洋夏時間

� BST、BDT: ベーリング標準時およびベーリング夏時間

� CST、CDT: 中央標準時および中央夏時間

� EST、EDT: 東部標準時および東部夏時間

� GMT: グリニッジ標準時

� HST、HDT: アラスカ - ハワイ標準時およびアラスカ - ハワイ夏時間 

� MST、MDT: 山岳部標準時および東部夏時間

� NST: ニューファンドランド標準時

� PST、PDT: 太平洋標準時および太平洋夏時間

� YST、YDT: ユーコン標準時およびユーコン夏時間

例例例例

次の例では、指定された太平洋標準時と同等の大西洋標準時を戻します。

ALTER SESSION SET NLS_DATE_FORMAT =
   'DD-MON-YYYY HH24:MI:SS';

SELECT NEW_TIME(TO_DATE(
   '11-10-99 01:23:45', 'MM-DD-YY HH24:MI:SS'),
   'AST', 'PST') "New Date and Time" FROM DUAL;

New Date and Time
--------------------
09-NOV-1999 21:23:45

注意注意注意注意 : このファンクションが入力として取ることのできるタイムゾーン
の数には制限があります。FROM_TZファンクションと日時式を組み合せ
ることによって、より多くのタイムゾーンにアクセスできます。5-74 ペー
ジの「FROM_TZ」および 6-8 ページの「日時式」の例を参照してくださ
い。

NEW_TIME ( date , timezone1 , timezone2 )
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NEXT_DAY
NEXT_DAY 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

NEXT_DAYは、charで指定した曜日で、日付 dateより後の 初の日付を戻します。戻り型
は、dateのデータ型に関係なく常に DATEです。引数 charは、セッションの日付言語での曜
日である必要があります（フルネームでも省略形でも可）。必要 小限の文字数は、省略形の文
字数です。有効な省略形の後に続けて文字が入力されていても、それらの文字は無視されます。
戻り値は、引数 dateと同じ時、分および秒のコンポーネントを持っています。

例例例例

次の例では、2001 年 2 月 2 日以降の 初の火曜日の日付を戻します。

SELECT NEXT_DAY('02-FEB-2001','TUESDAY') "NEXT DAY"
     FROM DUAL;

NEXT DAY
-----------
06-FEB-2001

NLS_CHARSET_DECL_LEN 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

NLS_CHARSET_DECL_LENは、NCHAR列の宣言の長さを（文字数で）戻します。byte_count
引数は、列の幅です。char_set_id引数は、列のキャラクタ・セット ID です。

例例例例

次の例では、マルチバイト・キャラクタ・セットを使用している場合に、列の幅が 200 バイト
である文字の数を戻します。

SELECT NLS_CHARSET_DECL_LEN
  (200, nls_charset_id('ja16eucfixed')) 
   FROM DUAL; 

NLS_CHARSET_DECL_LEN(200,NLS_CHARSET_ID('JA16EUCFIXED'))
--------------------------------------------------------
                                                     100

NEXT_DAY ( date , char )

NLS_CHARSET_DECL_LEN ( byte_count , ’ char_set_id ’ )
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NLS_CHARSET_NAME
NLS_CHARSET_ID 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

NLS_CHARSET_IDは、キャラクタ・セット名 stringに対応するキャラクタ・セットの ID 番
号を戻します。引数 stringは、実行時の VARCHAR2値です。string値 'CHAR_CS' は、サー
バーのデータベース・キャラクタ・セットの ID 番号を戻します。string値 'NCHAR_CS' は、
サーバーの各国語キャラクタ・セットの ID 番号を戻します。

無効なキャラクタ・セット名を指定すると、NULL が戻されます。

例例例例

次の例では、キャラクタ・セットの ID を戻します。

SELECT NLS_CHARSET_ID('ja16euc') 
  FROM DUAL; 

NLS_CHARSET_ID('JA16EUC')
------------------------- 
                      830

NLS_CHARSET_NAME 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

NLS_CHARSET_NAMEは、ID 番号 numberに対応するキャラクタ・セット名を戻します。キャ
ラクタ・セット名は、データベース・キャラクタ・セットの VARCHAR2値として戻されます。

numberが有効なキャラクタ・セット ID として認識されない場合は、このファンクションは
NULL を戻します。

例例例例

次の例では、キャラクタ・セットの ID 番号 2 に対応するキャラクタ・セットを戻します。

SELECT NLS_CHARSET_NAME(2)
  FROM DUAL;

NLS_CH 
------ 
WE8DEC

参照参照参照参照 : キャラクタ・セット名のリストについては、『Oracle Database グ
ローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : キャラクタ・セット ID のリストについては、『Oracle Database グ
ローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

NLS_CHARSET_ID ( string )

NLS_CHARSET_NAME ( number )
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NLS_INITCAP 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

NLS_INITCAPは、各単語の 初の文字を大文字、残りの文字を小文字にして charを戻しま
す。単語は空白または英数字以外の文字で区切ります。

charおよび 'nlsparam'は、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2データ型です。
戻される文字列は、VARCHAR2データ型であり、charと同じキャラクタ・セットです。

'nlsparam'の値は次の書式で指定します。

'NLS_SORT = sort'

sortは、言語ソート基準または BINARYのいずれかです。言語ソート基準は、大文字と小文
字の変換のために特別な言語要件を処理します。これらの要件によって、charと異なる長さの
値が戻される場合があります。'nlsparam'を省略すると、このファンクションはセッション
に対してデフォルトのソート基準を使用します。

このファンクションは、CLOBデータを直接的にサポートしていません。ただし、暗黙的なデー
タ変換を使用して CLOBを引数として渡すことはできます。

例例例例

次に、ファンクションによって言語ソート基準がどのように異なる値を戻すかを示します。

SELECT NLS_INITCAP
('ijsland') "InitCap" FROM DUAL;

InitCap
-------
Ijsland

SELECT NLS_INITCAP
   ('ijsland', 'NLS_SORT = XDutch') "InitCap"
   FROM DUAL;

InitCap
-------
IJsland

参照参照参照参照 :  詳細は、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : ソート基準の詳細は、『Oracle Database グローバリゼーション・
サポート・ガイド』を参照してください。

NLS_INITCAP ( char
, ’ nlsparam ’

)
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NLS_LOWER 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

NLS_LOWERは、すべての文字を小文字にして charを戻します。

charおよび 'nlsparam'は、CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOB
データ型です。戻される文字列は、charが文字データ型の場合は VARCHAR2データ型になり、
charが LOB データ型の場合は LOB になります。charと同じキャラクタ・セットの文字列が
戻されます。

'nlsparam'の書式および用途は、NLS_INITCAPファンクションと同じです。

例例例例

次の例では、XGerman 言語ソート順序を使用する文字列 'citta'' を戻します。

SELECT NLS_LOWER
   ('CITTA''', 'NLS_SORT = XGerman') "Lowercase"
   FROM DUAL;

Lowerc
------
citta'

NLSSORT 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

NLSSORTは、charのソートに使用される文字列のバイトを戻します。

charおよび 'nlsparam'は、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2データ型です。
戻される文字列は RAWデータ型です。

'nlsparam'の値は次の書式で指定します。

'NLS_SORT = sort'

sortは、言語ソート基準または BINARYのいずれかです。'nlsparam'を省略すると、この
ファンクションはセッションに対してデフォルトのソート基準を使用します。BINARYを指定
すると、このファンクションは charを戻します。

'nlsparam'を指定した場合、言語ソート名に接尾辞 _aiを追加してアクセント記号の有無を
区別しないソートを行うか、または _ciを追加して大 / 小文字を区別しないソートを行うこと
ができます。アクセント記号の有無および大 / 小文字を区別しないソートの詳細は、『Oracle 
Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

このファンクションは、CLOBデータを直接的にサポートしていません。ただし、暗黙的なデー
タ変換を使用して CLOBを引数として渡すことはできます。

NLS_LOWER ( char
, ’ nlsparam ’

)

NLSSORT ( char
, ’ nlsparam ’

)
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例例例例
このファンクションを使用すると、文字列の 2 進値を基にしたソートおよび比較ではなく、言
語ソート基準を基にしたソートおよび比較を指定できます。次の例では、2 つの値を含むテス
ト表を作成し、戻される値が NLSSORTファンクションによってどのように順序付けられるか
を示します。

CREATE TABLE test (name VARCHAR2(15));
INSERT INTO test VALUES ('Gaardiner');
INSERT INTO test VALUES ('Gaberd');
INSERT INTO test VALUES ('Gaasten');

SELECT * FROM test ORDER BY name;

NAME
---------------
Gaardiner
Gaasten
Gaberd

SELECT * FROM test ORDER BY NLSSORT(name, 'NLS_SORT = XDanish');

NAME
---------------
Gaberd
Gaardiner
Gaasten

次の例では、比較操作での NLSSORTファンクションの使用方法を示します。

SELECT * FROM test WHERE name > 'Gaberd'
  ORDER BY name;

no rows selected

SELECT * FROM test WHERE NLSSORT(name, 'NLS_SORT = XDanish') > 
   NLSSORT('Gaberd', 'NLS_SORT = XDanish')
   ORDER BY name;

NAME
---------------
Gaardiner
Gaasten

同一の言語ソート基準を使用する比較操作で頻繁に NLSSORTを使用する場合、NLS_COMPパ
ラメータ（データベース用か現行のセッション用のいずれか）に LINGUISTICを設定し、セッ
ションの NLS_SORTパラメータに必要なソート基準を設定するとより効率的です。これによっ
て、現行のセッション中のすべてのソート操作および比較操作において、デフォルトでその
ソート基準が使用されるようになります。

ALTER SESSION SET NLS_COMP = 'LINGUISTIC';
ALTER SESSION SET NLS_SORT = 'XDanish';

SELECT * FROM test WHERE name > 'Gaberd'
  ORDER BY name;

NAME
---------------
Gaardiner
Gaasten

参照参照参照参照 :  詳細は、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照してくださ
い。
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NTILE
NLS_UPPER 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
NLS_UPPERは、すべての文字を大文字にして charを戻します。

charおよび 'nlsparam'は、CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOB
データ型です。戻される文字列は、charが文字データ型の場合は VARCHAR2データ型になり、
charが LOB データ型の場合は LOB になります。charと同じキャラクタ・セットの文字列が
戻されます。

'nlsparam'の書式および用途は、NLS_INITCAPファンクションと同じです。

例例例例

次の例では、すべての文字を大文字に変換して文字列を戻します。

SELECT NLS_UPPER ('große') "Uppercase"
     FROM DUAL;

Upper
-----
GROßE

SELECT NLS_UPPER ('große', 'NLS_SORT = XGerman') "Uppercase" 
   FROM DUAL;

Upperc
------
GROSSE

NTILE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

NTILEは分析ファンクションです。これは、順序付けられたデータセットを exprに指定した
数のバケットに分割し、適切なバケット番号を各行に割り当てます。バケットには 1 ～ expr
の番号が付けられます。expr値は、パーティションごとに、正の定数に変換される必要があり
ます。Oracle Database では exprは整数とみなされるため、この値が整数ではない定数の場合
は整数に切り捨てられます。戻り値は、NUMBERです。

参照参照参照参照 : ソート基準の詳細は、『Oracle Database グローバリゼーション・
サポート・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 「NLS_INITCAP」（5-108 ページ）

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクス、制限事項、および exprの書式の詳細は、
5-10 ページの「分析ファンクション」を参照してください。

NLS_UPPER ( char
, ’ nlsparam ’

)

NTILE ( expr ) OVER (
query_partition_clause

order_by_clause )
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バケット内の行数は、 大で 1 異なります。残りの値（バケットで割った行数の余り）は、バ
ケット 1 から順に、1 行ずつ分割されます。

exprが行数より大きい場合、行数と等しい数のバケットに行が入れられ、余りのバケットは空
になります。

exprには、NTILEまたは他の分析ファンクションを使用して分析ファンクションをネストで
きません。ただし、他の組込みファンクション式を exprで使用できます。

例例例例

次の例では、部門 100 の oe.employees表の salary列の値を 4 つのバケットに分割します。
この部門の salary列には 6 つの値が存在するため、2 つの余分な値（6 を 4 で割った余り）
は、バケット 1 および 2 に割り当てられます。そのため、バケット 1 および 2 は、バケット 3
または 4 より値が 1 つ多くなります。

SELECT last_name, salary, NTILE(4) OVER (ORDER BY salary DESC) 
   AS quartile FROM employees
   WHERE department_id = 100
   ORDER BY last_name, salary, quartile;

LAST_NAME                     SALARY   QUARTILE
------------------------- ---------- ----------
Chen                            8200          2
Faviet                          9000          1
Greenberg                      12000          1
Popp                            6900          4
Sciarra                         7700          3
Urman                           7800          2

NULLIF 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

NULLIFは、expr1と expr2を比較します。同じである場合は、NULL を戻します。異なる場
合は、expr1を戻します。expr1には、リテラル NULLを指定できません。

両方の引数が数値データ型である場合、Oracle Database は、数値の優先順位が高い方の引数を
判断し、残りの引数をそのデータ型に暗黙的に変換して、そのデータ型を戻します。2 つの引
数が数値ではない場合、それらのデータ型が同じである必要があります。データ型が異なる場
合、Oracle はエラーを戻します。

NULLIFファンクションは、次の CASE式と論理的に同じです。

CASE WHEN expr1 = expr 2 THEN NULL ELSE expr1 END

参照参照参照参照 : exprの書式の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してくださ
い。暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換のマト
リックス」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「CASE 式」（6-5 ページ）

NULLIF ( expr1 , expr2 )
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NUMTODSINTERVAL
例例例例

次の例では、サンプル・スキーマ hrから、雇用後に職種が変更した従業員を検索します。
これは、employees表の現行の job_idが job_history表の job_idと異なるかどうかに
よって識別されます。

SELECT e.last_name, NULLIF(e.job_id, j.job_id) "Old Job ID"
   FROM employees e, job_history j
   WHERE e.employee_id = j.employee_id
   ORDER BY last_name, "Old Job ID";

LAST_NAME                 Old Job ID
------------------------- ----------
De Haan                   AD_VP
Hartstein                 MK_MAN
Kaufling                  ST_MAN
Kochhar                   AD_VP
Kochhar                   AD_VP
Raphaely                  PU_MAN
Taylor                    SA_REP
Taylor
Whalen                    AD_ASST
Whalen

NUMTODSINTERVAL 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

NUMTODSINTERVALは、nを INTERVAL DAY TO SECONDリテラルに変換します。引数 nには、
任意の NUMBER値か、または NUMBER値に暗黙的に変換可能な式を指定できます。引数
interval_unitのデータ型は、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2です。
interval_unitの値には nの単位を指定します。この値は次の文字列値のいずれかである必
要があります。

� 'DAY'

� 'HOUR'

� 'MINUTE'

� 'SECOND'

interval_unitでは、大 / 小文字は区別されません。カッコ内の先行値および後続値は無視
されます。デフォルトでは、戻り値の精度は 9 です。

例例例例

次の例では、COUNT分析ファンクションに NUMTODSINTERVALを使用し、各従業員について、
雇用開始日から過去 100 日以内に同じマネージャの部下として配属された従業員の人数を計算
します。分析ファンクションの構文の詳細は、5-10 ページの「分析ファンクション」を参照し
てください。

SELECT manager_id, last_name, hire_date, 
   COUNT(*) OVER (PARTITION BY manager_id ORDER BY hire_date 
   RANGE NUMTODSINTERVAL(100, 'day') PRECEDING) AS t_count 
   FROM employees;

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

NUMTODSINTERVAL ( n , ’ interval_unit ’ )
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MANAGER_ID LAST_NAME                 HIRE_DATE    T_COUNT
---------- ------------------------- --------- ----------
       100 Kochhar                   21-SEP-89          1
       100 De Haan                   13-JAN-93          1
       100 Raphaely                  07-DEC-94          1
       100 Kaufling                  01-MAY-95          1
       100 Hartstein                 17-FEB-96          1
. . .
       149 Grant                     24-MAY-99          1
       149 Johnson                   04-JAN-00          1
       201 Goyal                     17-AUG-97          1
       205 Gietz                     07-JUN-94          1
           King                      17-JUN-87          1

NUMTOYMINTERVAL 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

NUMTOYMINTERVALは、数値 nを INTERVAL YEAR TO MONTHリテラルに変換します。引数 n
には、任意の NUMBER値か、または NUMBER値に暗黙的に変換可能な式を指定できます。引数
interval_unitのデータ型は、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2です。
interval_unitの値には nの単位を指定します。この値は次の文字列値のいずれかである必
要があります。

� 'YEAR'

� 'MONTH'

interval_unitでは、大 / 小文字は区別されません。カッコ内の先行値および後続値は無視
されます。デフォルトでは、戻り値の精度は 9 です。

例例例例

次の例では、SUM分析ファンクションに NUMTOYMINTERVALを使用し、各従業員について、
その従業員の雇用日から過去 1 年の間に雇用された従業員の給与の合計を計算します。分析
ファンクションの構文の詳細は、5-10 ページの「分析ファンクション」を参照してください。

SELECT last_name, hire_date, salary, SUM(salary) 
   OVER (ORDER BY hire_date 
   RANGE NUMTOYMINTERVAL(1,'year') PRECEDING) AS t_sal 
   FROM employees
   ORDER BY last_name, hire_date;

LAST_NAME                 HIRE_DATE     SALARY      T_SAL
------------------------- --------- ---------- ----------
King                      17-JUN-87      24000      24000
Whalen                    17-SEP-87       4400      28400
Kochhar                   21-SEP-89      17000      17000
. . .
Markle                    08-MAR-00       2200     112400
Ande                      24-MAR-00       6400     106500
Banda                     21-APR-00       6200     109400
Kumar                     21-APR-00       6100     109400

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

NUMTOYMINTERVAL ( n , ’ interval_unit ’ )
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NVL2
NVL 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

NVLを使用すると、NULL（空白として戻される）を文字列に置換して問合せの結果に含める
ことができます。expr1が NULL の場合、NVLは expr2を戻します。expr1が NULL でな
い場合、NVLは expr1を戻します。

引数 expr1および expr2は、任意のデータ型を持つことができます。2 つの引数のデータ型
が異なる場合、一方のデータ型が他方のデータ型に暗黙的に変換されます。暗黙的に変換でき
ない場合、データベースはエラーを戻します。暗黙的な変換は、次のように実行されます。

� expr1が文字データの場合、Oracle Database は 2 つの引数を比較する前に expr2を expr1
のデータ型に変換し、expr1のキャラクタ・セットで VARCHAR2を戻します。

� expr1が数値である場合、Oracle は数値の優先順位が も高い引数を判断し、その引数の
データ型に他方の引数を暗黙的に変換して、そのデータ型を戻します。

例例例例

次の例では、従業員が歩合を受け取らない場合、従業員名および従業員の歩合
「Not Applicable」を表示します。

SELECT last_name, NVL(TO_CHAR(commission_pct), 'Not Applicable')
   "COMMISSION" FROM employees
   WHERE last_name LIKE 'B%'
   ORDER BY last_name;
 
LAST_NAME                 COMMISSION
------------------------- ----------------------------------------
Baer                      Not Applicable
Baida                     Not Applicable
Banda                     .1
Bates                     .15
Bell                      Not Applicable
Bernstein                 .25
Bissot                    Not Applicable
Bloom                     .2
Bull                      Not Applicable

NVL2 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

NVL2を使用すると、指定された式が NULL かどうかに基づく問合せによって戻される値を判
断できます。expr1が NULL でない場合、NVL2は expr2を戻します。expr1が NULL の場
合、NVL2は expr3を戻します。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。数値の優先順位の詳細は、2-15 ペー
ジの「数値の優先順位」を参照してください。

NVL ( expr1 , expr2 )

NVL2 ( expr1 , expr2 , expr3 )
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ORA_HASH
引数 expr1は、任意のデータ型を持つことができます。引数 expr2および expr3は、LONG
以外の任意のデータ型を持つことができます。

expr2と expr3のデータ型が異なる場合、次のようになります。

� expr2が文字データの場合、Oracle Database は、expr3が NULL の定数ではないかぎり、
2 つの引数を比較する前に expr3を expr2のデータ型に変換します。expr3が NULL 定
数の場合は、データ型の変換は行われません。Oracle は、expr2のキャラクタ・セットで
VARCHAR2を戻します。

� expr2が数値である場合、Oracle は、数値の優先順位が も高い引数を判断し、その引数
のデータ型に他方の引数を暗黙的に変換して、そのデータ型を戻します。

例例例例

次の例では、employeesの commission_pct列が NULL かどうかによって、従業員の収入
が給与と歩合か、または給与のみかを示します。

SELECT last_name, salary, NVL2(commission_pct, 
   salary + (salary * commission_pct), salary) income
   FROM employees WHERE last_name like 'B%'
   ORDER BY last_name;

LAST_NAME                     SALARY     INCOME
------------------------- ---------- ----------
Baer                           10000      10000
Baida                           2900       2900
Banda                           6200       6882
Bates                           7300       8468
Bell                            4000       4000
Bernstein                       9500      11970
Bissot                          3300       3300
Bloom                          10000      12100
Bull                            4100       4100

ORA_HASH 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

ORA_HASHファンクションは、指定された式のハッシュ値を計算します。このファンクション
は、データのサブセットの分析や、ランダムな標本の生成などの操作に有効です。

� expr引数には、Oracle Database でハッシュ値を計算するデータを指定します。exprに指
定できるデータの長さの制限はありません。このデータは通常、列名です。exprは、
LONG型または LOB 型にはできません。また、ネストした表型でない場合は、ユーザー定
義オブジェクト型にできません。ネストした表型のハッシュ値は、コレクション内の要素
の順序に依存しません。その他のデータ型はすべて、exprでサポートされています。

� オプションの max_bucket引数には、ハッシュ・ファンクションから戻される 大バケッ
ト値を指定します。0（ゼロ）～ 4294967295 の任意の値を指定できます。デフォルトは
4294967295 です。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。数値の優先順位の詳細は、2-15 ペー
ジの「数値の優先順位」を参照してください。

ORA_HASH ( expr
, max_bucket

, seed_value

)
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PATH
� オプションの seed_value引数を指定すると、同じデータ・セットに対して様々な結果を
生成できます。Oracle は、ハッシュ・ファンクションを exprと seed_valueの組合せに
適用します。0（ゼロ）～ 4294967295 の任意の値を指定できます。デフォルトは 0（ゼロ）
です。

戻り値は NUMBERです。

例例例例

次の例では、sh.sales表内の顧客 ID と製品 ID の各組合せに対してハッシュ値を作成し、
そのハッシュ値を 大 100 個のバケットに分割して、 初のバケット（バケット 0（ゼロ））で
amount_sold値の合計を戻します。3 つ目の引数（5）には、ハッシュ・ファンクションの
シード値を指定しています。このシード値を変更すると、同じ問合せで異なるハッシュ結果を
得ることができます。

SELECT SUM(amount_sold) FROM sales
   WHERE ORA_HASH(CONCAT(cust_id, prod_id), 99, 5) = 0;

SUM(AMOUNT_SOLD)
----------------
       989431.14

PATH

構文構文構文構文

用途用途用途用途

PATHは、UNDER_PATHおよび EQUALS_PATH条件でのみ使用される補助ファンクションです。
一次条件で指定されたリソースへの相対パスを戻します。

correlation_integerは NUMBER型の任意の整数で、この補助ファンクションをその一次
条件と関連付けるために使用します。1 未満の値は 1 として扱われます。

例例例例

EQUALS_PATH条件および UNDER_PATH条件でこの補助ファンクションを使用する例は、5-58
ページの関連ファンクション「DEPTH」を参照してください。

参照参照参照参照 : 7-19 ページの「EQUALS_PATH 条件」および 7-19 ページの
「UNDER_PATH 条件」を参照してください。

PATH ( correlation_integer )
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PERCENT_RANK 

集計の構文集計の構文集計の構文集計の構文

percent_rank_aggregate::=

分析の構文分析の構文分析の構文分析の構文

percent_rank_analytic::=

用途用途用途用途

PERCENT_RANKは、CUME_DIST（累積分布）ファンクションと似ています。PERCENT_RANK
が戻す値の範囲は、0 ～ 1（0 および 1 を含む）です。すべての集合の 初の行の
PERCENT_RANKは 0（ゼロ）になります。戻り値は NUMBERです。

� 集計ファンクションとしての PERCENT_RANKは、ファンクションの引数および対応する
ソート指定によって識別される不確定な行 rを計算し、行 rのランクから 1 を引いて、集
計グループ内の行の数で割ります。不確定な行 rを Oracle Database が集計する行のグ
ループに挿入するように計算します。

このファンクションの引数は、各集計グループ内の 1 つの不確定行を識別します。このた
め、すべての引数は、集計グループ内で定数式と評価される必要があります。定数引数式
および集計の ORDER BY句の式の位置は、一致します。このため、引数の数は同じであり、
その型は互換性がある必要があります。

� 分析ファンクションとしての PERCENT_RANKは、行 rに対して、rのランクから 1 引いた
数を評価される行数（問合せ結果セット全体またはパーティション）より 1 少ない数で割
ります。

集計の例集計の例集計の例集計の例

次の例では、サンプル表 hr.employeesから、給与が 15,500 ドルであり、歩合が 5% である
不確定な従業員のパーセント・ランクを計算します。

SELECT PERCENT_RANK(15000, .05) WITHIN GROUP
   (ORDER BY salary, commission_pct) "Percent-Rank" 
   FROM employees;

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

PERCENT_RANK ( expr

,

) WITHIN GROUP

( ORDER BY expr

DESC

ASC
NULLS

FIRST

LAST

,

)

PERCENT_RANK ( ) OVER (
query_partition_clause

order_by_clause )
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PERCENTILE_CONT
Percent-Rank
------------
  .971962617

分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、従業員ごとに、部門内での給与のパーセント・ランクを計算します。

SELECT department_id, last_name, salary, 
   PERCENT_RANK() 
      OVER (PARTITION BY department_id ORDER BY salary DESC) AS pr
   FROM employees
   ORDER BY pr, salary;

DEPARTMENT_ID LAST_NAME                     SALARY         PR
------------- ------------------------- ---------- ----------
           10 Whalen                          4400          0
           40 Marvis                          6500          0
. . .
           80 Vishney                        10500 .176470588
           50 Everett                         3900 .181818182
           30 Khoo                            3100         .2
. . .
           80 Johnson                         6200 .941176471
           50 Markle                          2200 .954545455
           50 Philtanker                      2200 .954545455
           50 Olson                           2100          1
. . .

PERCENTILE_CONT 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

PERCENTILE_CONTは、連続分散モデルを想定する逆分散関数です。このファンクションは、
パーセンタイル値およびソート指定を用い、そのソート指定に従ってそのパーセンタイル値に
該当する補間された値を戻します。計算では、NULL は無視されます。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。また、引数の数値データ型と同じデータ型を戻しま
す。

初の exprは、パーセンタイル値であるため、0 ～ 1 の数値で評価します。この exprは、
各集計グループ内の定数である必要があります。ORDER BY句には、Oracle が補間を実行でき
る型である数値または日時値の単一式を指定します。

参照参照参照参照 : OVER句の構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10
ページの「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

PERCENTILE_CONT ( expr ) WITHIN GROUP ( ORDER BY expr

DESC

ASC
)

OVER ( query_partition_clause )
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PERCENTILE_CONTの結果は、順序付けされた後の値間の直線補間によって計算されます。
集計グループで、パーセンタイル値（P）および行数（N）を使用すると、ソート指定に従って
行を順序付けた後の行数を計算できます。この行数（RN）は、計算式 RN = (1+ (P*(N-1))
に従って計算されます。集計ファンクションの 終結果は、行番号が CRN = CEILING(RN)
および FRN = FLOOR(RN)の行の値間の直線補間によって計算されます。

終結果は次のとおりです。

  If (CRN = FRN = RN) then the result is
    (value of expression from row at RN)
  Otherwise the result is
    (CRN - RN) * (value of expression for row at FRN) +
    (RN - FRN) * (value of expression for row at CRN)

PERCENTILE_CONTファンクションは、分析ファンクションとしても使用できます。その場
合、OVER句には、query_partitioning_clauseのみを指定できます。各行に対して、
各パーティション内の一連の値から、指定されたパーセンタイルに該当する値を戻します。

MEDIANファンクションは、パーセンタイル値がデフォルトで 0.5 に指定される特別な
PERCENTILE_CONTです。詳細は、5-99 ページの「MEDIAN」を参照してください。

集計の例集計の例集計の例集計の例

次の例では、各部門の給与の中央値を計算します。

SELECT department_id,
   PERCENTILE_CONT(0.5) WITHIN GROUP (ORDER BY salary DESC) 
      "Median cont",
   PERCENTILE_DISC(0.5) WITHIN GROUP (ORDER BY salary DESC) 
      "Median disc"
   FROM employees GROUP BY department_id
   ORDER BY department_id, "Median cont", "Median disc;

DEPARTMENT_ID Median cont Median disc
------------- ----------- -----------
           10        4400        4400
           20        9500       13000
           30        2850        2900
           40        6500        6500
           50        3100        3100
           60        4800        4800
           70       10000       10000
           80        8900        9000
           90       17000       17000
          100        8000        8200
          110       10150       12000
                     7000        7000

PERCENTILE_CONTおよび PERCENTILE_DISCは、異なる結果を戻す場合があります。
PERCENTILE_CONTは、直線補間後の結果を計算します。PERCENTILE_DISCは、集計された
一連の値から値のみを戻します。この例に示すように、パーセンタイル値が 0.5 の場合、
PERCENTILE_CONTは、偶数の要素を持つグループの中間の 2 つの値の平均を戻します。それ
に対して、PERCENTILE_DISCは、中間の 2 つの値の 初の値を戻します。奇数の要素を持つ
集計グループでは、どちらのファンクションも中間の要素の値を戻します。

分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、0.5 のパーセンタイル（Percent_Rank）に対応する部門 60 の中央値は 4800 で
す。部門 30 の給与にパーセンタイル 0.5 がないため、2900（パーセンタイル 0.4）～ 2800

（パーセンタイル 0.6）の範囲で 2850 に評価される中央値が補間される必要があります。

SELECT last_name, salary, department_id,
   PERCENTILE_CONT(0.5) WITHIN GROUP (ORDER BY salary DESC) 
      OVER (PARTITION BY department_id) "Percentile_Cont",
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PERCENTILE_DISC
   PERCENT_RANK() 
      OVER (PARTITION BY department_id ORDER BY salary DESC) "Percent_Rank"
FROM employees WHERE department_id IN (30, 60)
ORDER BY last_name, salary, department_id, "Percentile_Cont", "Percent_Rank";

LAST_NAME                     SALARY DEPARTMENT_ID Percentile_Cont Percent_Rank
------------------------- ---------- ------------- --------------- ------------
Austin                          4800            60            4800           .5
Baida                           2900            30            2850           .4
Colmenares                      2500            30            2850            1
Ernst                           6000            60            4800          .25
Himuro                          2600            30            2850           .8
Hunold                          9000            60            4800            0
Khoo                            3100            30            2850           .2
Lorentz                         4200            60            4800            1
Pataballa                       4800            60            4800           .5
Raphaely                       11000            30            2850            0
Tobias                          2800            30            2850           .6

PERCENTILE_DISC 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

PERCENTILE_DISCは、不連続分散モデルを想定する逆分散関数です。このファンクションで
は、パーセンタイル値およびソート指定を指定し、そのセットから要素を戻します。計算では、
NULL は無視されます。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。また、引数の数値データ型と同じデータ型を戻しま
す。

初の exprは、パーセンタイル値であるため、0 ～ 1 の数値で評価します。この expr は、
各集計グループ内の定数である必要があります。ORDER BY句には、ソート可能な型の単一式
を指定します。

指定されたパーセンタイル値 Pに対して、PERCENTILE_DISCは、ORDER BY句の式の値を
ソートし、P以上である（同じソート指定に従う） 小 CUME_DIST値を持つ値を戻します。

集計の例集計の例集計の例集計の例

5-119 ページの「PERCENTILE_CONT」の例を参照してください。

参照参照参照参照 : OVER句の構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10
ページの「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

PERCENTILE_DISC ( expr ) WITHIN GROUP ( ORDER BY expr

DESC

ASC
)

OVER ( query_partition_clause )
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分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、サンプル表 hr.employeesの各従業員の給与の中央値不連続パーセンタイルを
計算します。

SELECT last_name, salary, department_id,
   PERCENTILE_DISC(0.5) WITHIN GROUP (ORDER BY salary DESC)
      OVER (PARTITION BY department_id) "Percentile_Disc",
   CUME_DIST() OVER (PARTITION BY department_id 
      ORDER BY salary DESC) "Cume_Dist"
FROM employees where department_id in (30, 60)
ORDER BY last_name, salary, department_id, "Percentile_Disc", "Cume_Dist";

LAST_NAME                     SALARY DEPARTMENT_ID Percentile_Disc  Cume_Dist
------------------------- ---------- ------------- --------------- ----------
Austin                          4800            60            4800         .8
Baida                           2900            30            2900         .5
Colmenares                      2500            30            2900          1
Ernst                           6000            60            4800         .4
Himuro                          2600            30            2900 .833333333
Hunold                          9000            60            4800         .2
Khoo                            3100            30            2900 .333333333
Lorentz                         4200            60            4800          1
Pataballa                       4800            60            4800         .8
Raphaely                       11000            30            2900 .166666667
Tobias                          2800            30            2900 .666666667

部門 30 の中央値の値は 2900 です。この値の対応するパーセンタイル（Cume_Dist）は、0.5
以上の 小値です。部門 60 の中央値の値は 4800 です。この値の対応するパーセンタイルは、
0.5 以上の 小値です。

POWER 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

POWERは、n2を n1乗した値を戻します。底 n2および指数 n1は任意の数です。ただし、
n2が負の場合、n1は整数である必要があります。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。いずれかの引数が BINARY_FLOATまたは
BINARY_DOUBLEの場合、このファンクションは BINARY_DOUBLEを戻します。それ以外の場
合、NUMBERを戻します。

例例例例

次の例では、3 の 2 乗を戻します。

SELECT POWER(3,2) "Raised" FROM DUAL;

    Raised
----------
         9

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

POWER ( n2 , n1 )
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POWERMULTISET 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

POWERMULTISETは、入力としてネストした表を取り、入力されたネストした表のすべての空
でないサブセットを含む、ネストした表のネストした表（サブ多重集合という）を戻します。

� exprには、ネストした表に評価される任意の式を指定できます。

� exprが NULL である場合、Oracle Database は NULLを戻します。

� exprがネストした表である場合、Oracle はエラーを戻します。

� ネストした表の要素の型は、比較可能な型である必要があります。スカラー型以外の型の
比較の可能性は、7-4 ページの「比較条件」を参照してください。

例例例例
まず、cust_address_tab_typeデータ型のネストした表であるデータ型を作成します。

CREATE TYPE cust_address_tab_tab_typ
  AS TABLE OF cust_address_tab_typ;

次に、POWERMULTISETファンクションを使用して、customers_demo表から、ネストした
表の列 cust_address_ntabを選択します。

SELECT CAST(POWERMULTISET(cust_address_ntab)
         AS cust_address_tab_tab_typ)
  FROM customers_demo;

CAST(POWERMULTISET(CUST_ADDRESS_NTAB) AS CUST_ADDRESS_TAB_TAB_TYP)
  (STREET_ADDRESS, POSTAL_CODE, CITY, STATE_PROVINCE, COUNTRY_ID)
------------------------------------------------------------------
CUST_ADDRESS_TAB_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP
  ('514 W Superior St', '46901', 'Kokomo', 'IN', 'US')))
CUST_ADDRESS_TAB_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP
  ('2515 Bloyd Ave', '46218', 'Indianapolis', 'IN', 'US')))
CUST_ADDRESS_TAB_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP
  ('8768 N State Rd 37', '47404', 'Bloomington', 'IN', 'US')))
CUST_ADDRESS_TAB_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP
  ('6445 Bay Harbor Ln', '46254', 'Indianapolis', 'IN', 'US')))
. . .

前述の例では、customers_demo表、およびデータを含むネストした表の列が必要です。この
表およびネストした表の列を作成する方法については、4-6 ページの「MULTISET 演算子」を
参照してください。

注意注意注意注意 : このファンクションは、PL/SQL ではサポートされていません。

POWERMULTISET ( expr )
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POWERMULTISET_BY_CARDINALITY 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

POWERMULTISET_BY_CARDINALITYは、入力としてネストした表およびカーディナリティを
取り、指定されたカーディナリティを持つネストした表のすべての空でないサブセットを含む、
ネストした表のネストした表（サブ多重集合という）を戻します。

� exprには、ネストした表に評価される任意の式を指定できます。

� cardinalityには、任意の整数を指定できます。

� exprが NULL である場合、Oracle Database は NULLを戻します。

� exprがネストした表である場合、Oracle はエラーを戻します。

� ネストした表の要素の型は、比較可能な型である必要があります。スカラー型以外の型の
比較の可能性は、7-4 ページの「比較条件」を参照してください。

例例例例

まず、ネストした表のすべての行内の要素を複製し、ネストした表の行のカーディナリティを
2 に増やします。

UPDATE customers_demo
  SET cust_address_ntab = cust_address_ntab MULTISET UNION cust_address_ntab;

次に、POWERMULTISET_BY_CARDINALITYファンクションを使用して、customers_demo表
から、ネストした表の列 cust_address_ntabを選択します。

SELECT CAST(POWERMULTISET_BY_CARDINALITY(cust_address_ntab, 2)
         AS cust_address_tab_tab_typ)
  FROM customers_demo;

CAST(POWERMULTISET_BY_CARDINALITY(CUST_ADDRESS_NTAB,2) AS CUST_ADDRESS_TAB_TAB_TYP)
  (STREET_ADDRESS, POSTAL_CODE, CITY, STATE_PROVINCE, COUNTRY_ID)
----------------------------------------------------------------------------------------
CUST_ADDRESS_TAB_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TAB_TYP
  (CUST_ADDRESS_TYP('514 W Superior St', '46901', 'Kokomo', 'IN', 'US'), 
   CUST_ADDRESS_TYP('514 W Superior St', '46901', 'Kokomo', 'IN', 'US')))
CUST_ADDRESS_TAB_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TAB_TYP
  (CUST_ADDRESS_TYP('2515 Bloyd Ave', '46218', 'Indianapolis', 'IN', 'US'), 
   CUST_ADDRESS_TYP('2515 Bloyd Ave', '46218', 'Indianapolis', 'IN', 'US')))
CUST_ADDRESS_TAB_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TAB_TYP
  (CUST_ADDRESS_TYP('8768 N State Rd 37', '47404', 'Bloomington', 'IN', 'US'), 
   CUST_ADDRESS_TYP('8768 N State Rd 37', '47404', 'Bloomington', 'IN', 'US')))
. . .

前述の例では、customers_demo表、およびデータを含むネストした表の列が必要です。この
表およびネストした表の列を作成する方法については、4-6 ページの「MULTISET 演算子」を
参照してください。

注意注意注意注意 : このファンクションは、PL/SQL ではサポートされていません。

POWERMULTISET_BY_CARDINALITY ( expr , cardinality )
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PREDICTION
PREDICTION 

構文構文構文構文

cost_matrix_clause::=

mining_attribute_clause::=

用途用途用途用途

このファンクションは、DBMS_DATA_MININGパッケージまたは Oracle Data Mining Java API
で作成したモデルで使用するためのものです。このファンクションは、モデルの 適な予測を
戻します。戻されるデータ型は、モデルの作成中に使用するターゲット値の型によって異なり
ます。回帰モデルの場合、このファンクションは期待値を戻します。

cost_matrix_clause COST句は、すべての分類モデルに対して有効です。

� モデルに関連付けられたコスト・マトリックスを考慮して、スコアリングを実行する必要
があることを示すには、COST MODELを指定します。このようなスコアリングのコスト・
マトリックスが存在しない場合は、エラーが戻されます。

� コスト・マトリックスが存在するかどうかわからない場合は、COST MODEL AUTOを指定し
ます。このとき、格納されたコスト・マトリックスが存在する場合は、このマトリックス
を使用して 低のコスト予測が戻されます。格納されたコスト・マトリックスが存在しな
い場合は、 も高い確率の予測が戻されます。

� 表内コスト・マトリックスを指定するには、VALUES句（cost_matrix_clauseの下の方
のブランチ）を使用します。表内コスト・マトリックスは、モデルがスコアリングのコス
ト・マトリックスに関連付けられているかどうかにかかわらず使用できます。

cost_matrix_clause句を指定しない場合、 適な予測は も高い確率を持つターゲット・
クラスになります。2 つ以上のクラスが も高い確率にある場合、そのうちの 1 つのクラスが
選択されます。

PREDICTION (
schema .

model
cost_matrix_clause

mining_attribute_clause )

COST

MODEL
AUTO

( class_value

,

) VALUES ( ( cost_value

,

)

,

)

USING

*

schema .
table . *

expr
AS alias

,
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mining_attribute_clause これは、モデルの作成時に提供された予測子をマップします。
USING *を指定すると、基礎となる入力（表、ビューなど）から取り出すことができる列と式
にすべての予測子がマップされます。

� モデルで使用される予測子より多くの予測子を mining_attribute_clauseで指定する
と、余分な式が自動的に無視されます。

� 作成中に使用される予測子より少ない予測子を指定すると、指定した予測子のサブセット
で操作が処理され、ベストエフォート・ベースで情報が戻されます。この句で指定した予
測子の数に関係なく、すべての型のモデルで結果が戻されます。

� 作成中に使用される予測子と同じ名前で異なるデータ型の予測子を指定すると、データ
ベースは暗黙的に変換して、元のビルドと同じ型の予測子の値を生成します。

例例例例

次の例では、提携カードを使用している可能性のある顧客の平均年齢を性別ごとに戻します。
PREDICTIONファンクションでは、cust_marital_status、educationおよび
household_sizeの予測子のみを考慮します。

この例と前提条件のデータ・マイニング操作（ビューの作成など）は、デモ・ファイル
$ORACLE_HOME/rdbms/demo/dmdtdemo.sqlで確認できます。データ・マイニングのデモ・
ファイルの一般情報は、『Oracle Data Mining 管理者ガイド』を参照してください。次に、この
ファンクションの構文の使用例を示します。

SELECT cust_gender, COUNT(*) AS cnt, ROUND(AVG(age)) AS avg_age
   FROM mining_data_apply_v
   WHERE PREDICTION(DT_SH_Clas_sample COST MODEL
      USING cust_marital_status, education, household_size) = 1
   GROUP BY cust_gender
   ORDER BY cust_gender;

C        CNT    AVG_AGE
- ---------- ----------
F        170         38
M        685         42

参照参照参照参照 :

� Oracle Data Mining の詳細は、『Oracle Data Mining 概要』を参照して
ください。

� コードで使用可能なデモ・プログラムの詳細は、『Oracle Data Mining
管理者ガイド』を参照してください。

� SQL データ・マイニング・ファンクションを使用したリアルタイム・
スコアリングの詳細は、『Oracle Data Mining アプリケーション開発
者ガイド』を参照してください。

� DBMS_DATA_MININGパッケージの詳細は、『Oracle Database 
PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を
参照してください。
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PREDICTION_BOUNDS

構文構文構文構文

mining_attribute_clause::=

用途用途用途用途
PREDICTION_BOUNDSファンクションは、汎用化された線形モデルにのみ使用します。この
ファンクションは、LOWERと UPPERの 2 つの NUMBERフィールドを持つオブジェクトを戻し
ます。回帰マイニング・ファンクションの場合は、予測の値に限度が適用されます。分類マイ
ニング・ファンクションの場合は、確率値に限度が適用されます。リッジ回帰を使用して GLM
が構築されたか、または構築中に共分散マトリックスに異常があると認識された場合は、両方
のフィールドに NULLが戻されます。

� confidence_levelには、(0,1) の範囲の数値を指定します。この句を省略した場合、
デフォルト値は 0.95 になります。

� class_value引数は、分類モデルに対して有効ですが、回帰モデルには有効ではありま
せん。デフォルトでは、 も高い確率の予測の限度が戻されます。class_value引数を
使用すると、ターゲット値に固有の限度値を除外できます。

confidence_levelに NULLを指定すると、デフォルトで confidence_levelを残し
たまま class_valueを指定できます。

� PREDICTION_BOUNDSに対する mining_attribute_clauseの動作は、PREDICTIONの
場合と同じです。詳細は、5-126 ページの「mining_attribute_clause」を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 :

� Oracle Data Mining および汎用化された線形モデルの詳細は、『Oracle 
Data Mining 概要』を参照してください。

� コードで使用可能なデモ・プログラムの詳細は、『Oracle Data Mining
管理者ガイド』を参照してください。

� SQL データ・マイニング・ファンクションを使用したリアルタイム・
スコアリングの詳細は、『Oracle Data Mining アプリケーション開発
者ガイド』を参照してください。

� DBMS_DATA_MININGパッケージの詳細は、『Oracle Database 
PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を
参照してください。

PREDICTION_BOUNDS

(
schema .

model
, confidence_level

, class_value

mining_attribute_clause )

USING

*

schema .
table . *

expr
AS alias

,
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例例例例

次の例では、98% の確度で年齢が 25 ～ 45 才と予測される顧客の分布を戻します。

この例と前提条件のデータ・マイニング操作は、デモ・ファイル
$ORACLE_HOME/rdbms/demo/dmglcdem.sqlで確認できます。次に、このファンクション
の構文の使用例を示します。データ・マイニングのデモ・ファイルの一般情報は、『Oracle 
Data Mining 管理者ガイド』を参照してください。

SELECT count(cust_id) cust_count, cust_marital_status
  FROM (SELECT cust_id, cust_marital_status
    FROM mining_data_apply_v
    WHERE PREDICTION_BOUNDS(glmr_sh_regr_sample,0.98 USING *).LOWER > 24 AND
          PREDICTION_BOUNDS(glmr_sh_regr_sample,0.98 USING *).UPPER < 46)
    GROUP BY cust_marital_status;
 
    CUST_COUNT CUST_MARITAL_STATUS
-------------- --------------------
            46 NeverM
             7 Mabsent
             5 Separ.
            35 Divorc.
            72 Married

PREDICTION_COST 

構文構文構文構文

cost_matrix_clause::=

mining_attribute_clause::=

PREDICTION_COST (
schema .

model
, class

cost_matrix_clause mining_attribute_clause )

COST

MODEL
AUTO

( class_value

,

) VALUES ( ( cost_value

,

)

,

)

USING

*

schema .
table . *

expr
AS alias

,
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用途用途用途用途

このファンクションは、DBMS_DATA_MININGパッケージまたは Oracle Data Mining Java API
で作成した任意の分類モデルで使用するためのものです。また、指定した予測のコストのメ
ジャーを Oracle の NUMBERとして戻します。

オプションの classパラメータを指定すると、このファンクションは指定したクラスのコスト
を戻します。classパラメータを指定しない場合、 適な予測に関連付けられたコストが戻さ
れます。この形式と PREDICTIONファンクションを組み合せて使用すると、予測値とコストの
適な組合せを取得できます。

COST句は、すべての分類モデルに対して有効です。

� モデルに関連付けられたコスト・マトリックスを考慮して、スコアリングを実行する必要
があることを示すには、COST MODELを指定します。このようなスコアリングのコスト・
マトリックスが存在しない場合は、エラーが戻されます。

� コスト・マトリックスが存在するかどうかわからない場合は、COST MODEL AUTOを指定し
ます。このとき、格納されたコスト・マトリックスを使用してコストが戻されます。格納
されたコスト・マトリックスが存在しない場合は、単位コスト・マトリックス（対角線上
は 0 の値、それ以外の場所は 1 の値）が適用されます。これは、1 から指定されたクラス
の確率を引いた値と同じです。

� 表内コスト・マトリックスを指定するには、VALUES句（cost_matrix_clauseの下の方
のブランチ）を使用します。表内コスト・マトリックスは、モデルがスコアリングのコス
ト・マトリックスに関連付けられているかどうかにかかわらず使用できます。

mining_attribute_clauseは、PREDICTIONファンクションと同様に動作します。詳細
は、5-126 ページの「mining_attribute_clause」を参照してください。

例例例例

次の例では、イタリア在住で、提携カードの使用を薦める上で もコストが低い顧客を 10 人検
索します。

この例と前提条件のデータ・マイニング操作は、デモ・ファイル
$ORACLE_HOME/rdbms/demo/dmdtdemo.sqlで確認できます。データ・マイニングのデモ・
ファイルの一般情報は、『Oracle Data Mining 管理者ガイド』を参照してください。次に、この
ファンクションの構文の使用例を示します。

WITH
cust_italy AS (
SELECT cust_id
  FROM mining_data_apply_v
 WHERE country_name = 'Italy'
ORDER BY PREDICTION_COST(DT_SH_Clas_sample, 1 COST MODEL USING *) ASC, 1
)
SELECT cust_id
  FROM cust_italy
 WHERE rownum < 11;

参照参照参照参照 :

� Oracle Data Mining の概要およびコストの詳細は、『Oracle Data 
Mining 概要』を参照してください。

� コードで使用可能なデモ・プログラムの詳細は、『Oracle Data Mining
管理者ガイド』を参照してください。

� SQL データ・マイニング・ファンクションを使用したリアルタイム・
スコアリングの詳細は、『Oracle Data Mining アプリケーション開発
者ガイド』を参照してください。

� DBMS_DATA_MININGパッケージの詳細は、『Oracle Database 
PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を
参照してください。
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   CUST_ID
----------
    100081
    100179
    100185
    100324
    100344
    100554
    100662
    100733
    101250
    101306
 
10 rows selected.

PREDICTION_DETAILS 

構文構文構文構文

mining_attribute_clause::=

用途用途用途用途

このファンクションは、DBMS_DATA_MININGパッケージまたは Oracle Data Mining Java API
で作成した決定ツリー・モデルと単一機能の Adaptive Bayes Network（ABN）モデルで使用す
るためのものです。このファンクションは、入力行のスコアリングに関連するモデル固有の情
報を含む XML 文字列を戻します。今回のリリースでは、戻り値は次の書式になります。

<Node id= "integer"/>

ここで、integerはデータ・マイニングのツリー・ノードの識別子です。出力の形式は、変更
される可能性があります。今後のリリースでは、追加の予測情報を提供するように拡張される
可能性があります。

mining_attribute_clauseは、PREDICTIONファンクションと同様に動作します。詳細
は、5-126 ページの「mining_attribute_clause」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� Oracle Data Mining の詳細は、『Oracle Data Mining 概要』を参照して
ください。

� コードで使用可能なデモ・プログラムの詳細は、『Oracle Data Mining
管理者ガイド』を参照してください。

� SQL データ・マイニング・ファンクションを使用したリアルタイム・
スコアリングの詳細は、『Oracle Data Mining アプリケーション開発
者ガイド』を参照してください。

PREDICTION_DETAILS (
schema .

model mining_attribute_clause )

USING

*

schema .
table . *

expr
AS alias

,
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例例例例

次の例では、DT_SH_Clas_sample決定ツリー・モデルの関連する予測子である
mining_data_apply_vビューから、すべての属性を使用します。テクニカル・サポートで働
く 25 才未満の顧客の場合、DT_SH_Clas_sampleモデルを持つレコードのスコアリングの結
果からツリー・ノードが戻されます。

この例と前提条件のデータ・マイニング操作（ビューの作成など）は、デモ・ファイル
$ORACLE_HOME/rdbms/demo/dmdtdemo.sqlで確認できます。データ・マイニングのデモ・
ファイルの一般情報は、『Oracle Data Mining 管理者ガイド』を参照してください。次に、この
ファンクションの構文の使用例を示します。

SELECT cust_id, education,
   PREDICTION_DETAILS(DT_SH_Clas_sample using *) treenode
   FROM mining_data_apply_v
   WHERE occupation = 'TechSup' AND age < 25
   ORDER BY cust_id;

   CUST_ID EDUCATION             TREENODE
---------- --------------------- -------------------------
    100234 < Bach.               <Node id="21"/>
    100320 < Bach.               <Node id="21"/>
    100349 < Bach.               <Node id="21"/>
    100419 < Bach.               <Node id="21"/>
    100583 < Bach.               <Node id="13"/>
    100657 HS-grad               <Node id="21"/>
    101171 < Bach.               <Node id="21"/>
    101225 < Bach.               <Node id="21"/>
    101338 < Bach.               <Node id="21"/>
 
9 rows selected.

PREDICTION_PROBABILITY 

構文構文構文構文

mining_attribute_clause::=

用途用途用途用途

このファンクションは、DBMS_DATA_MININGパッケージまたは Oracle Data Mining Java API
で作成した分類モデルで使用するためのものです。このファンクションは、他の型のモデルに
対しては無効です。また、指定した予測の確率を Oracle の NUMBERとして戻します。

オプションの classパラメータを指定すると、このファンクションは指定したクラスの確率を
戻します。これは、指定したターゲット・クラス値の選択に関連付けられた確率と同じです。

PREDICTION_PROBABILITY (
schema .

model
, class

mining_attribute_clause )

USING

*

schema .
table . *

expr
AS alias

,
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classパラメータを指定しない場合、 適な予測に関連付けられた確率が戻されます。この形
式と PREDICTIONファンクションを組み合せて使用すると、予測値と確率の 適な組合せを取
得できます。

mining_attribute_clauseは、PREDICTIONファンクションと同様に動作します。詳細
は、5-126 ページの「mining_attribute_clause」を参照してください。

例例例例
次の例では、提携カードを使用している可能性が も高いイタリア在住の顧客を 10 人戻しま
す。

この例と前提条件のデータ・マイニング操作（ビューの作成など）は、デモ・ファイル
$ORACLE_HOME/rdbms/demo/dmdtdemo.sqlで確認できます。データ・マイニングのデモ・
ファイルの一般情報は、『Oracle Data Mining 管理者ガイド』を参照してください。次に、この
ファンクションの構文の使用例を示します。

SELECT cust_id FROM (
   SELECT cust_id
   FROM mining_data_apply_v
   WHERE country_name = 'Italy'
   ORDER BY PREDICTION_PROBABILITY(DT_SH_Clas_sample, 1 USING *)
      DESC, cust_id)
   WHERE rownum < 11;
 
   CUST_ID
----------
    100081
    100179
    100185
    100324
    100344
    100554
    100662
    100733
    101250
    101306
 
10 rows selected.

参照参照参照参照 :

� Oracle Data Mining の詳細は、『Oracle Data Mining 概要』を参照して
ください。

� コードで使用可能なデモ・プログラムの詳細は、『Oracle Data Mining
管理者ガイド』を参照してください。

� SQL データ・マイニング・ファンクションを使用したリアルタイム・
スコアリングの詳細は、『Oracle Data Mining アプリケーション開発
者ガイド』を参照してください。
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PREDICTION_SET 

構文構文構文構文

cost_matrix_clause::=

mining_attribute_clause::=

用途用途用途用途

このファンクションは、DBMS_DATA_MININGパッケージまたは Oracle Data Mining Java API
を使用して作成した分類モデルで使用するためのものです。このファンクションは、他の型の
モデルに対しては無効です。このファンクションは、複数クラスの分類の使用例で、すべての
クラスを含むオブジェクトの VARRAY を戻します。オブジェクト・フィールドには、
PREDICTION、PROBABILITYおよび COSTの名前が付きます。PREDICTIONフィールドの
データ型は、モデルの作成中に使用するターゲット値の型によって異なります。他の 2 つの
フィールドは、両方とも Oracle の NUMBERになります。要素は 適な予測から 低の予測の順
序で戻されます。

� bestNには、戻されるターゲット・クラスを も高い確率（コスト・マトリックス句が指
定されている場合は、 も低いコスト）の Nに制限するために、正の整数を指定します。
複数のクラスが N 番目の値にあっても、N個の値のみが戻されます。cutoffのみでフィ
ルタ処理するには、このパラメータに NULLを指定します。

� cutoffには、戻されるターゲット・クラスを、指定したカットオフ値以上（コスト・マ
トリックス句が指定されている場合は、指定したコスト以下）の確率を持つターゲット・
クラスに制限するために、NUMBER値を指定します。bestNに NULLを指定すると、
cutoffのみでフィルタ処理できます。

bestNと cutoffの両方に値を指定すると、戻される予測は、bestNで、かつ確率（また
は cost_matrix_clause指定時のコスト）がしきい値を超えるもののみに制限されま
す。

PREDICTION_SET (
schema .

model
, bestN

, cutoff

cost_matrix_clause
mining_attribute_clause )

COST

MODEL
AUTO

( class_value

,

) VALUES ( ( cost_value

,

)

,

)

USING

*

schema .
table . *

expr
AS alias

,
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cost_matrix_clause句は、すべての分類モデルに対して有効です。この句を指定すると、
bestNと cutoffの両方は、予測の確率ではなく予測コストに関して処理されます。bestNの
値は、結果を Nの 適（ 低）コストを持つターゲット・クラスに制限し、cutoffは、ター
ゲット・クラスを、指定したカットオフ以下のコストを持つターゲット・クラスに制限します。

この句を指定すると、コレクションの各オブジェクトは、予測値を含むスカラー値（データ型
はモデルの作成時に使用されるターゲット値の型によって異なる）、予測確率および予測コスト

（両方とも Oracle の NUMBER）になります。

この句を指定しない場合、VARRAY の各オブジェクトは、予測値と予測確率を含むスカラーの
組になります。戻されるデータ型は、前述の説明と同様です。

� モデルに関連付けられたコスト・マトリックスを考慮して、スコアリングを実行する必要
があることを示すには、COST MODELを指定します。このようなコスト・マトリックスが
存在しない場合は、エラーが戻されます。

� コスト・マトリックスが存在するかどうかわからない場合は、COST MODEL AUTOを指定し
ます。この場合、次のようになります。

– 格納されたコスト・マトリックスが存在する場合、結果は COST MODELの場合と同じ
になります。

– 格納されたコスト・マトリックスが存在しない場合は、結果は
cost_matrix_clauseを使用しない場合とほとんど同じになります。ただし、コレ
クションのオブジェクトが 3 つあり、コスト値が単位コスト・マトリックス（対角線
上は 0 の値、それ以外の場所は 1 の値）に基づいて計算されている場合は除きます。
これは、1 から指定されたクラスの確率を引いた値と同じです。格納されたコスト・
マトリックスが存在しない場合は、cutoff パラメータは無視されます。

� 表内コスト・マトリックスを指定するには、VALUES句（cost_matrix_clauseの下の方
のブランチ）を使用します。表内コスト・マトリックスは、モデルがスコアリングのコス
ト・マトリックスに関連付けられているかどうかにかかわらず使用できます。

mining_attribute_clauseは、PREDICTIONファンクションと同様に動作します。詳細
は、5-126 ページの「mining_attribute_clause」を参照してください。

例例例例

次の例では、提携カードの使用および不使用の可能性とコストを、10 人の顧客それぞれで示し
ます。この例はバイナリ・ターゲットを持ちますが、このような問合せは「Low」、「Med」、

「High」などの複数クラスの分類でも有効です。

この例と前提条件のデータ・マイニング操作は、デモ・ファイル
$ORACLE_HOME/rdbms/demo/dmdtdemo.sqlで確認できます。データ・マイニングのデモ・
ファイルの一般情報は、『Oracle Data Mining 管理者ガイド』を参照してください。次に、この
ファンクションの構文の使用例を示します。

SELECT T.cust_id, S.prediction, S.probability, S.cost
  FROM (SELECT cust_id,
               PREDICTION_SET(dt_sh_clas_sample COST MODEL USING *) pset
          FROM mining_data_apply_v

参照参照参照参照 :

� Oracle Data Mining の詳細は、『Oracle Data Mining 概要』を参照して
ください。

� コードで使用可能なデモ・プログラムの詳細は、『Oracle Data Mining
管理者ガイド』を参照してください。

� SQL データ・マイニング・ファンクションを使用したリアルタイム・
スコアリングの詳細は、『Oracle Data Mining アプリケーション開発
者ガイド』を参照してください。

� DBMS_DATA_MININGパッケージの詳細は、『Oracle Database 
PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を
参照してください。
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         WHERE cust_id < 100011) T,
       TABLE(T.pset) S
ORDER BY cust_id, S.prediction;

   CUST_ID PREDICTION PROBABILITY  COST
---------- ---------- ----------- -----
    100001          0      .96682   .27
    100001          1      .03318   .97
    100002          0      .74038  2.08
    100002          1      .25962   .74
    100003          0      .90909   .73
    100003          1      .09091   .91
    100004          0      .90909   .73
    100004          1      .09091   .91
    100005          0      .27236  5.82
    100005          1      .72764   .27
    100006          0     1.00000   .00
    100006          1      .00000  1.00
    100007          0      .90909   .73
    100007          1      .09091   .91
    100008          0      .90909   .73
    100008          1      .09091   .91
    100009          0      .27236  5.82
    100009          1      .72764   .27
    100010          0      .80808  1.54
    100010          1      .19192   .81
 
20 rows selected.

PRESENTNNV

構文構文構文構文

用途用途用途用途

PRESENTNNVファンクションは、SELECT文の model_clauseでのみ、およびモデル・ルー
ルの右側でのみ使用できます。このファンクションは、cell_referenceが model_clause
の実行前に存在し、PRESENTNNVの評価時に NULL ではない場合に expr1を戻します。それ
以外の場合は expr2を戻します。このファンクションは、NVL2とは異なります。NVL2は、
model_clauseの実行前の状態のデータを評価するのではなく、実行時のデータを評価しま
す。

例例例例

次の例では、2002 年のマウス・パッドの売上を含む行が存在し、その売上値が NULL ではない
場合、その売上値を変更しません。その行が存在し、売上値が NULL の場合、その売上値を
10 に設定します。その行が存在しない場合、売上値を 10 に設定して行を作成します。

SELECT country, prod, year, s
  FROM sales_view_ref
  MODEL
    PARTITION BY (country)

参照参照参照参照 :

� 構文およびセマンティクスの詳細は、19-25 ページの「model_clause」
および 6-11 ページの「モデル式」を参照してください。

� 比較については、5-115 ページの「NVL2」を参照してください。

PRESENTNNV ( cell_reference , expr1 , expr2 )
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    DIMENSION BY (prod, year)
    MEASURES (sale s)
    IGNORE NAV
    UNIQUE DIMENSION
    RULES UPSERT SEQUENTIAL ORDER
    ( s['Mouse Pad', 2002] = 
        PRESENTNNV(s['Mouse Pad', 2002], s['Mouse Pad', 2002], 10)
    )
  ORDER BY country, prod, year;

COUNTRY       PROD                                         YEAR           S
----------    -----------------------------------      --------   ---------
France        Mouse Pad                                    1998     2509.42
France        Mouse Pad                                    1999     3678.69
France        Mouse Pad                                    2000     3000.72
France        Mouse Pad                                    2001     3269.09
France        Mouse Pad                                    2002          10
France        Standard Mouse                               1998     2390.83
France        Standard Mouse                               1999     2280.45
France        Standard Mouse                               2000     1274.31
France        Standard Mouse                               2001     2164.54
Germany       Mouse Pad                                    1998     5827.87
Germany       Mouse Pad                                    1999     8346.44
Germany       Mouse Pad                                    2000     7375.46
Germany       Mouse Pad                                    2001     9535.08
Germany       Mouse Pad                                    2002          10
Germany       Standard Mouse                               1998     7116.11
Germany       Standard Mouse                               1999     6263.14
Germany       Standard Mouse                               2000     2637.31
Germany       Standard Mouse                               2001     6456.13

18 rows selected.

この例では、ビュー sales_view_refが必要です。このビューを作成する方法については、
19-31 ページの「例」を参照してください。

PRESENTV

構文構文構文構文

用途用途用途用途

PRESENTVファンクションは、SELECT文の model_clauseでのみ、およびモデル・ルールの
右側でのみ使用できます。このファンクションは、cell_referenceが存在する場合、
model_clauseを実行する前に expr1を戻します。それ以外の場合は expr2を戻します。

例例例例
次の例では、2000 年のマウス・パッドの売上を含む行が存在する場合、2001 年のマウス・パッ
ドの売上を 2000 年のマウス・パッドの売上値に設定します。その行が存在しない場合、2001
年のマウス・パッドの売上値を 0（ゼロ）に設定して行を作成します。

SELECT country, prod, year, s
  FROM sales_view_ref
  MODEL

参照参照参照参照 : 構文およびセマンティクスの詳細は、19-25 ページの
「model_clause」および 6-11 ページの「モデル式」を参照してください。

PRESENTV ( cell_reference , expr1 , expr2 )
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    PARTITION BY (country)
    DIMENSION BY (prod, year)
    MEASURES (sale s)
    IGNORE NAV
    UNIQUE DIMENSION
    RULES UPSERT SEQUENTIAL ORDER
    (
      s['Mouse Pad', 2001] =
        PRESENTV(s['Mouse Pad', 2000], s['Mouse Pad', 2000], 0)
    )
  ORDER BY country, prod, year;

COUNTRY       PROD                                         YEAR           S
----------    -----------------------------------      --------   ---------
France        Mouse Pad                                    1998     2509.42
France        Mouse Pad                                    1999     3678.69
France        Mouse Pad                                    2000     3000.72
France        Mouse Pad                                    2001     3000.72
France        Standard Mouse                               1998     2390.83
France        Standard Mouse                               1999     2280.45
France        Standard Mouse                               2000     1274.31
France        Standard Mouse                               2001     2164.54
Germany       Mouse Pad                                    1998     5827.87
Germany       Mouse Pad                                    1999     8346.44
Germany       Mouse Pad                                    2000     7375.46
Germany       Mouse Pad                                    2001     7375.46
Germany       Standard Mouse                               1998     7116.11
Germany       Standard Mouse                               1999     6263.14
Germany       Standard Mouse                               2000     2637.31
Germany       Standard Mouse                               2001     6456.13

16 rows selected.

この例では、ビュー sales_view_refが必要です。このビューを作成する方法については、
19-36 ページの「MODEL 句の例 :」を参照してください。

PREVIOUS

構文構文構文構文

用途用途用途用途

PREVIOUSファンクションは、SELECT文の model_clauseでのみ、および
model_rules_clauseの ITERATE ... [ UNTIL ]句でのみ使用できます。このファンクション
は、各反復の 初に cell_referenceの値を戻します。

例例例例
次の例では、反復の 初と 後にある cur_valの値の差が 1 未満になるまで、 大 1000 回
ルールを繰り返します。

SELECT dim_col, cur_val, num_of_iterations
  FROM (SELECT 1 AS dim_col, 10 AS cur_val FROM dual)
  MODEL
    DIMENSION BY (dim_col)

参照参照参照参照 : 構文およびセマンティクスの詳細は、19-25 ページの
「model_clause」および 6-11 ページの「モデル式」を参照してください。

PREVIOUS ( cell_reference )
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    MEASURES (cur_val, 0 num_of_iterations)
    IGNORE NAV
    UNIQUE DIMENSION
    RULES ITERATE (1000) UNTIL (PREVIOUS(cur_val[1]) - cur_val[1] < 1)
    (
      cur_val[1] = cur_val[1]/2,
      num_of_iterations[1] = num_of_iterations[1] + 1
    );

   DIM_COL    CUR_VAL NUM_OF_ITERATIONS
---------- ---------- -----------------
         1       .625                 4

RANK 

集計の構文集計の構文集計の構文集計の構文

rank_aggregate::=

分析の構文分析の構文分析の構文分析の構文

rank_analytic::=

用途用途用途用途

RANKは、一連の値における値のランクを計算します。戻り型は、NUMBERです。

ランク付け基準と同じ値を持つ行は、同じランクになります。Oracle Database は連結行の数を
連結ランクに追加して、次のランクを計算します。そのため、ランクは連続した数値でない場
合があります。このファンクションは、上位 N 番および下位 N 番のレポートに有効です。

� 集計ファンクションとして使用する RANKは、ファンクションの引数として識別される不
確定な行のランクを、指定されたソート指定に従って計算します。ファンクションの引数
は、各集計グループの単一行を識別するため、すべての引数は各集計グループ内で定数式
に評価される必要があります。定数引数式および集計の ORDER BY句の式の位置は、一致
します。このため、引数の数は同じであり、その型は互換性がある必要があります。

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。数値の優先順位の詳細は、2-15 ペー
ジの「数値の優先順位」を参照してください。

RANK ( expr

,

) WITHIN GROUP

( ORDER BY expr

DESC

ASC
NULLS

FIRST

LAST

,

)

RANK ( ) OVER (
query_partition_clause

order_by_clause )
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� 分析ファンクションとして使用する RANKは、ある問合せが戻す他の行について、その問
合せが戻す各行のランクを計算します。この計算は、order_by_clauseにある
value_exprsの値に基づいて行われます。

集計の例集計の例集計の例集計の例

次の例では、サンプル表 hr.employeesから、給与が 15,500 ドルであり、歩合が 5% である
不確定な従業員のランクを計算します。

SELECT RANK(15500, .05) WITHIN GROUP
   (ORDER BY salary, commission_pct) "Rank"
   FROM employees;

      Rank
----------
       105

同様に、次の問合せは、従業員の給与から給与が 15,500 ドルのランクを戻します。

SELECT RANK(15500) WITHIN GROUP 
   (ORDER BY salary DESC) "Rank of 15500" 
   FROM employees;

Rank of 15500
--------------
             4

分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、サンプル・スキーマ hrの部門 80 の従業員を、その給与および歩合に基づいてラ
ンク付けします。給与が同じ場合は同じランクになるため、連続しないランクになります。
この例と、5-56 ページの「DENSE_RANK」の例を比較してください。

SELECT department_id, last_name, salary, commission_pct,
   RANK() OVER (PARTITION BY department_id
   ORDER BY salary DESC, commission_pct) "Rank"
FROM employees WHERE department_id = 80
ORDER BY department_id, last_name, salary, commission_pct, "Rank";

DEPARTMENT_ID LAST_NAME                     SALARY COMMISSION_PCT       Rank
------------- ------------------------- ---------- -------------- ----------
           80 Abel                           11000             .3          5
           80 Ande                            6400             .1         31
           80 Banda                           6200             .1         32
           80 Bates                           7300            .15         26
           80 Bernstein                       9500            .25         14
           80 Bloom                          10000             .2          9
           80 Cambrault                       7500             .2         23
           80 Cambrault                      11000             .3          5
           80 Doran                           7500             .3         24
           80 Errazuriz                      12000             .3          3
           80 Fox                             9600             .2         12
           80 Greene                          9500            .15         13
           80 Hall                            9000            .25         16
           80 Hutton                          8800            .25         18
           80 Johnson                         6200             .1         32
           80 King                           10000            .35         11
           80 Kumar                           6100             .1         34
           80 Lee                             6800             .1         30
           80 Livingston                      8400             .2         20
           80 Marvins                         7200             .1         27
           80 McEwen                          9000            .35         17
           80 Olsen                           8000             .2         21
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           80 Ozer                           11500            .25          4
           80 Partners                       13500             .3          2
           80 Russell                        14000             .4          1
           80 Sewall                          7000            .25         29
           80 Smith                           7400            .15         25
           80 Smith                           8000             .3         22
           80 Sully                           9500            .35         15
           80 Taylor                          8600             .2         19
           80 Tucker                         10000             .3         10
           80 Tuvault                         7000            .15         28
           80 Vishney                        10500            .25          8
           80 Zlotkey                        10500             .2          7

RATIO_TO_REPORT 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
RATIO_TO_REPORTは分析ファンクションです。このファンクションは、ある値の集合の合計
に対する、その値の比率を計算します。exprが NULL の場合は、値も NULL になります。

値の集合は、query_partition_clauseによって決まります。この句を省略すると、比率
は、問合せによって戻されるすべての行で計算されます。

exprには、RATIO_TO_REPORTまたは他の分析ファンクションを使用して分析ファンクショ
ンをネストできません。ただし、他の組込みファンクション式を exprで使用できます。expr
の書式の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してください。

例例例例

次の例では、すべての事務員の給与の合計に対する各事務員の給与の割合の値を計算します。

SELECT last_name, salary, RATIO_TO_REPORT(salary) OVER () AS rr
   FROM employees
   WHERE job_id = 'PU_CLERK'
   ORDER BY last_name, salary, rr;

LAST_NAME                     SALARY         RR
------------------------- ---------- ----------
Baida                           2900 .208633094
Colmenares                      2500 .179856115
Himuro                          2600  .18705036
Khoo                            3100 .223021583
Tobias                          2800 .201438849

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクス、制限事項、および exprの書式の詳細は、
5-10 ページの「分析ファンクション」を参照してください。

RATIO_TO_REPORT ( expr ) OVER (
query_partition_clause

)
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RAWTOHEX 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

RAWTOHEXは、rawを 16 進表記で表した文字値に変換します。

SQL 組込みファンクションとして使用される場合、RAWTOHEXは、LONG、LONG RAW、CLOB、
BLOBまたは BFILE以外のすべてのスカラー・データ型の引数を取ります。このファンクショ
ンは、rawの値を構成するバイトの 16 進表記で VARCHAR2値を戻します。各バイトは、2 桁の
16 進数で表されます。

例例例例
次の例は、RAW列の値に等しい 16 進を戻します。

SELECT RAWTOHEX(raw_column) "Graphics"
   FROM graphics;

Graphics
--------
7D  

RAWTONHEX

構文構文構文構文

用途用途用途用途

RAWTONHEXは、rawを 16 進表記で表した文字値に変換します。RAWTONHEX (raw) は、
TO_NCHAR(RAWTOHEX(raw)) と同じです。戻り値は、常に各国語キャラクタ・セットです。

例例例例

次の例は、RAW列の値に等しい 16 進を戻します。

SELECT RAWTONHEX(raw_column),
   DUMP ( RAWTONHEX (raw_column) ) "DUMP" 
   FROM graphics; 

RAWTONHEX(RA)           DUMP 
----------------------- ------------------------------ 
7D                      Typ=1 Len=4: 0,55,0,68 

注意注意注意注意 : RAWTOHEXは、PL/SQL 組込みファンクションとして使用される
場合は異なる動作をします。詳細は、『Oracle Database アドバンスト・ア
プリケーション開発者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 2-23 ページの「RAW データ型と LONG RAW データ型」および
5-78 ページの「HEXTORAW」を参照してください。

RAWTOHEX ( raw )

RAWTONHEX ( raw )
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REF 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

REFは、引数としてオブジェクト表またはオブジェクト・ビューの行に関連付けられた相関変
数（表別名）を取ります。変数または行にバインドされたオブジェクト・インスタンスについ
ての REF値が戻ります。

例例例例

サンプル・スキーマ oeには、次のように定義された cust_address_typという型が含まれ
ます。

 Attribute                                 Type
 ----------------------------- ----------------
 STREET_ADDRESS                    VARCHAR2(40)
 POSTAL_CODE                       VARCHAR2(10)
 CITY                              VARCHAR2(30)
 STATE_PROVINCE                    VARCHAR2(10)
 COUNTRY_ID                             CHAR(2)

次の例では、サンプル型 oe.cust_address_typに基づく表（addresses 表）を作成した後、
その表に行を挿入し、その表からその型のオブジェクト・インスタンスの REF値を取り出しま
す。

CREATE TABLE addresses OF cust_address_typ;

INSERT INTO addresses VALUES (
   '123 First Street', '4GF H1J', 'Our Town', 'Ourcounty', 'US');

SELECT REF(e) FROM addresses e;

REF(E)
-----------------------------------------------------------------------------------
00002802097CD1261E51925B60E0340800208254367CD1261E51905B60E034080020825436010101820000

REFTOHEX 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

REFTOHEXは、引数 exprを 16 進で表した文字値に変換します。exprは、REFを戻す必要が
あります。

参照参照参照参照 : REFの詳細は、『Oracle Database オブジェクト・リレーショナル
開発者ガイド』を参照してください。

REF ( correlation_variable )

REFTOHEX ( expr )
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例例例例

サンプル・スキーマ oeには warehouse_typが含まれています。次の例では、その型を基に、
ある列の REF値をそれに等しい 16 進を含む文字値に変換する方法を示します。

CREATE TABLE warehouse_table OF warehouse_typ
   (PRIMARY KEY (warehouse_id));

CREATE TABLE location_table
   (location_number NUMBER, building REF warehouse_typ 
   SCOPE IS warehouse_table);

INSERT INTO warehouse_table VALUES (1, 'Downtown', 99);

INSERT INTO location_table SELECT 10, REF(w) FROM warehouse_table w;

SELECT REFTOHEX(building) FROM location_table;

REFTOHEX(BUILDING)
--------------------------------------------------------------------------
0000220208859B5E9255C31760E034080020825436859B5E9255C21760E034080020825436

REGEXP_COUNT

構文構文構文構文

用途用途用途用途

REGEXP_COUNTは、ソース文字列でパターンが発生した回数を戻すことによって、
REGEXP_INSTRファンクションの機能を補完します。このファンクションは、入力キャラク
タ・セットによって定義された文字を使用して、文字列を評価します。また、patternの発生
回数を示す整数を戻します。一致する値が見つからない場合は 0（ゼロ）を戻します。

� source_charは、検索値として使用される文字式です。これは通常は文字列であり、
CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータ型です。

� patternは正規表現です。これは通常はテキスト・リテラルであり、CHAR、VARCHAR2、
NCHARまたは NVARCHAR2データ型です。 大 512 バイトを指定できます。patternの
データ型が source_charのデータ型と異なる場合、Oracle Database は patternを
source_charのデータ型に変換します。

REGEXP_COUNTは、pattern内の部分正規表現のカッコを無視します。たとえば、パ
ターン '(123(45))'は、'12345'と同じです。patternで指定できる演算子のリスト
は、付録 C「Oracle の正規表現のサポート」を参照してください。

� positionは、Oracle が検索を開始する文字 source_charの位置を示す正の整数です。
デフォルトは 1 で、source_charの 初の文字から検索が開始されます。1 番目の
patternの出現が検出されると、その後に続く文字以降の 2 番目の出現が検索されます。

� match_paramは、ファンクションのデフォルトの検索動作を変更するためのテキスト・
リテラルです。match_paramには次の値を 1 つ以上指定できます。

– 'i': 大 / 小文字を区別せずに検索します。

– 'c': 大 / 小文字を区別して検索します。

– 'n': 任意の文字に一致する文字であるピリオド（.）を、改行文字の一致に使用しま
す。このパラメータを指定しない場合、ピリオドは改行文字には一致しません。

REGEXP_COUNT ( source_char , pattern
, position

, match_param

)
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– 'm': ソース文字列を複数行として処理します。Oracle は、キャレット（^）およびド
ル記号（$）を、それぞれ、ソース文字列全体の開始または終了としてのみではなく、
ソース文字列内の任意の場所にある任意の行の開始または終了としても解釈します。
このパラメータを指定しない場合、Oracle はソース文字列を単一行として処理します。

– 'x'は空白文字を無視します。デフォルトでは、空白文字は空白文字として一致しま
す。

複数の矛盾する値を指定すると、 後の値が使用されます。たとえば、'ic'を指定する
と、大 / 小文字を区別する検索が行われます。前述以外の文字を指定すると、エラーが戻
されます。

match_paramを指定しない場合、次のようになります。

– 大 / 小文字を区別するかどうかのデフォルトは、NLS_SORTパラメータの値によって
決まります。

– ピリオド（.）は改行文字に一致しません。

– ソース文字列は単一行として処理されます。

例例例例

次の例では、pattern 内の部分正規表現のカッコが無視されることを示します。

SELECT REGEXP_COUNT('123123123123123', '(12)3', 1, 'i') REGEXP_COUNT
   FROM DUAL;
 
REGEXP_COUNT
------------
           5

次の例では、ファンクションは 3 番目の文字でソース文字列の評価を開始するため、pattern の
初の出現はスキップされます。

SELECT REGEXP_COUNT('123123123123', '123', 3, 'i') COUNT FROM DUAL; 

     COUNT
----------
         3

REGEXP_INSTR 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
REGEXP_INSTRは、正規表現パターンで文字列を検索できるように INSTRの機能を拡張した
ものです。このファンクションは、入力キャラクタ・セットによって定義された文字を使用し
て、文字列を評価します。また、return_option引数の値に基づいて、一致したサブストリ
ングの開始位置または終了位置を示す整数を戻します。一致する値が見つからない場合は
0（ゼロ）を戻します。

REGEXP_INSTR ( source_char , pattern

, position
, occurrence

, return_opt
, match_param

, subexpr

)

5-144 Oracle Database SQL 言語リファレンス
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このファンクションは、POSIX 正規表現規格および Unicode Regular Expression Guidelines に
準拠しています。詳細は、付録 C「Oracle の正規表現のサポート」を参照してください。

� source_charは、検索値として使用される文字式です。これは通常は文字列であり、
CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータ型です。

� patternは正規表現です。これは通常はテキスト・リテラルであり、CHAR、VARCHAR2、
NCHARまたは NVARCHAR2データ型です。 大 512 バイトを指定できます。patternの
データ型が source_charのデータ型と異なる場合、Oracle Database は patternを
source_charのデータ型に変換します。patternで指定できる演算子のリストは、付録
C「Oracle の正規表現のサポート」を参照してください。

� positionは、Oracle が検索を開始する文字 source_charの位置を示す正の整数です。
デフォルトは 1 で、source_charの 初の文字から検索が開始されます。

� occurrenceは、source_charに出現する patternのうちのどれを検索するかを示す
正の整数です。デフォルトは 1 で、 初に出現する patternが検索されます。
occurrenceが 1 より大きい場合、1 番目の patternが検出された後に続く 1 文字目か
ら、2 番目（以降）の出現を検索します。この動作は、 初の出現の 2 番目の文字から
2 番目の出現を検索する INSTRファンクションとは異なります。

� return_optionには、出現した文字と関連して戻すものを指定できます。

– 0（ゼロ）を指定すると、出現した文字の 初の文字の位置が戻されます。これはデ
フォルトです。

– 1 を指定すると、出現した文字の次の文字の位置が戻されます。

� match_parameterは、ファンクションのデフォルトの検索動作を変更するためのテキス
ト・リテラルです。このパラメータの動作は、REGEXP_COUNTのこのファンクションの動
作と同じです。詳細は、5-143 ページの「REGEXP_COUNT」を参照してください。

� 部分正規表現のある patternの場合、subexprは、ファンクションのターゲットとなる
pattern内の部分正規表現を示す 0 から 9 までの整数になります。subexprは、カッコ
で囲まれた pattern のフラグメントです。部分正規表現はネストできます。部分正規表現
は、その左側のカッコが pattern に出現する順に番号付けされます。たとえば、次の正規
表現を考えます。

0123(((abc)(de)f)ghi)45(678)

この正規表現には、abcdefghi、abcdef、abc、de、678 の順に 5 つの部分正規表現がありま
す。

subexprが 0（ゼロ）の場合、patternに一致するサブストリング全体の位置が戻されま
す。subexprが 0（ゼロ）より大きい場合、一致したサブストリング内の部分正規表現番
号 subexprに対応するサブストリング・フラグメントの位置が戻されます。patternに
subexprの部分正規表現が 1 つもない場合、このファンクションは 0（ゼロ）を戻しま
す。NULL の subexpr値は、NULLを戻します。subexprのデフォルト値は 0（ゼロ）で
す。

参照参照参照参照 :

� 5-83 ページの「INSTR」および 5-149 ページの「REGEXP_SUBSTR」
を参照してください。

� 5-147 ページの「REGEXP_REPLACE」および 7-17 ページの
「REGEXP_LIKE 条件」を参照してください。
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例例例例

次の例では、文字列を調べて、空白以外の文字を検索します。Oracle は、文字列の 初の文字
から検索を開始し、空白以外の文字が 6 つ目に出現する開始位置（デフォルト）を戻します。

SELECT
  REGEXP_INSTR('500 Oracle Parkway, Redwood Shores, CA',
               '[^ ]+', 1, 6) "REGEXP_INSTR"
  FROM DUAL;

REGEXP_INSTR
------------
          37

次の例では、文字列を調べて、大 / 小文字を区別せずに s、rまたは pで始まり、任意の 6 つ
のアルファベット文字が続く単語を検索します。Oracle は、文字列の 3 つ目の文字から検索を
開始し、大文字か小文字の s、rまたは pで始まる 7 文字の単語が 2 つ目に出現した後の文字
の、文字列内の位置を戻します。

SELECT
  REGEXP_INSTR('500 Oracle Parkway, Redwood Shores, CA',
               '[s|r|p][[:alpha:]]{6}', 3, 2, 1, 'i') "REGEXP_INSTR"
  FROM DUAL;

REGEXP_INSTR
------------
          28

次の例では、subexpr引数を使用して pattern内の特定の部分正規表現を検索します。 初
の文は、 初の部分正規表現にある 初の文字のソース文字列（123）の位置を戻します。

SELECT REGEXP_INSTR('1234567890', '(123)(4(56)(78))', 1, 1, 0, 'i', 1) 
"REGEXP_INSTR" FROM DUAL;

REGEXP_INSTR
-------------------
1

次の文は、2 番目の部分正規表現にある 初の文字のソース文字列（45678）の位置を戻しま
す。

SELECT REGEXP_INSTR('1234567890', '(123)(4(56)(78))', 1, 1, 0, 'i', 2) 
"REGEXP_INSTR" FROM DUAL;

REGEXP_INSTR
-------------------
4

次の文は、4 番目の部分正規表現にある 初の文字のソース文字列（78）の位置を戻します。

SELECT REGEXP_INSTR('1234567890', '(123)(4(56)(78))', 1, 1, 0, 'i', 4) 
"REGEXP_INSTR" FROM DUAL;

REGEXP_INSTR
-------------------
7
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REGEXP_REPLACE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

REGEXP_REPLACEは、正規表現パターンで文字列を検索できるように REPLACEの機能を拡張
したものです。デフォルトでは、このファンクションは、正規表現パターンに一致するすべて
の文字を replace_stringに置き換えて source_charを戻します。source_charと同じ
キャラクタ・セットの文字列が戻されます。このファンクションは、1 つ目の引数が LOB では
ない場合は VARCHAR2を戻し、1 つ目の引数が LOB の場合は CLOBを戻します。

このファンクションは、POSIX 正規表現規格および Unicode Regular Expression Guidelines に
準拠しています。詳細は、付録 C「Oracle の正規表現のサポート」を参照してください。

� source_charは、検索値として使用される文字式です。これは通常は文字列であり、
CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータ型です。

� patternは正規表現です。これは通常はテキスト・リテラルであり、CHAR、VARCHAR2、
NCHARまたは NVARCHAR2データ型です。 大 512 バイトを指定できます。patternの
データ型が source_charのデータ型と異なる場合、Oracle Database は patternを
source_charのデータ型に変換します。patternで指定できる演算子のリストは、付録
C「Oracle の正規表現のサポート」を参照してください。

� replace_stringは、CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOB
データ型です。replace_stringが CLOBまたは NCLOBの場合、replace_stringは
32KB に切り捨てられます。replace_stringには、 大 500 個の部分正規表現への後方
参照を \nという書式で指定できます。nは、1 ～ 9 の数値です。replace_string内で
nがバックスラッシュ文字に評価される場合、その前にエスケープ文字（\\）を付ける必
要があります。後方参照表現の詳細は、「Oracle の正規表現のサポート」の C-2 ページの
表 C-1 に示す説明を参照してください。

� positionは、Oracle が検索を開始する文字 source_charの位置を示す正の整数です。
デフォルトは 1 で、source_charの 初の文字から検索が開始されます。

� occurrenceは、置換操作の対象となる文字を示す、負ではない整数です。

– 0（ゼロ）を指定すると、一致したすべての文字が置換されます。

– 正の整数 nを指定すると、n番目に一致した文字が置換されます。

occurrenceが 1 より大きい場合、1 番目の patternが検出された後に続く 1 文字目か
ら、2 番目（以降）の出現を検索します。この動作は、 初の出現の 2 番目の文字から 2
番目の出現を検索する INSTRファンクションとは異なります。

� match_parameterは、ファンクションのデフォルトの検索動作を変更するためのテキス
ト・リテラルです。このパラメータの動作は、REGEXP_COUNTのこのファンクションの動
作と同じです。詳細は、5-143 ページの「REGEXP_COUNT」を参照してください。

REGEXP_REPLACE ( source_char , pattern

, replace_string
, position

, occurrence
, match_param

)
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例例例例
次の例では、phone_numberを調べて、xxx.xxx.xxxxというパターンを検索します。その
後、このパターンを (xxx) xxx-xxxxという書式に変更します。

SELECT
  REGEXP_REPLACE(phone_number,
                 '([[:digit:]]{3})\.([[:digit:]]{3})\.([[:digit:]]{4})',
                 '(\1) \2-\3') "REGEXP_REPLACE"
  FROM employees
  ORDER BY "REGEXP_REPLACE";

REGEXP_REPLACE
--------------------------------------------------------------------------------
(515) 123-4444
(515) 123-4567
(515) 123-4568
(515) 123-4569
(515) 123-5555
. . .

次の例では、country_nameを調べます。文字列内の NULL でない各文字の後に空白を挿入
します。

SELECT
  REGEXP_REPLACE(country_name, '(.)', '\1 ') "REGEXP_REPLACE"
  FROM countries;

REGEXP_REPLACE
--------------------------------------------------------------------------------
A r g e n t i n a
A u s t r a l i a
B e l g i u m
B r a z i l
C a n a d a
. . .

次の例では、文字列を調べて、2 つ以上の空白を検索します。検索された 2 つ以上の空白を、
それぞれ 1 つの空白に置換します。

SELECT
  REGEXP_REPLACE('500   Oracle     Parkway,    Redwood  Shores, CA',
                 '( ){2,}', ' ') "REGEXP_REPLACE"
  FROM DUAL;

REGEXP_REPLACE
--------------------------------------
500 Oracle Parkway, Redwood Shores, CA

参照参照参照参照 :

� 「REPLACE」（5-155 ページ）

� 5-144 ページの「REGEXP_INSTR」、5-149 ページの
「REGEXP_SUBSTR」および 7-17 ページの「REGEXP_LIKE 条件」を
参照してください。
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REGEXP_SUBSTR 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

REGEXP_SUBSTRは、正規表現パターンで文字列を検索できるように SUBSTRの機能を拡張し
たものです。REGEXP_INSTRと似ていますが、REGEXP_INSTRはサブストリングの位置では
なくサブストリング自体を戻します。このファンクションは、一致文字列の内容のみが必要で、
ソース文字列内での位置は必要ない場合に有効です。このファンクションは、文字列を
VARCHAR2または CLOBデータとして、source_charと同じキャラクタ・セットで戻します。

このファンクションは、POSIX 正規表現規格および Unicode Regular Expression Guidelines に
準拠しています。詳細は、付録 C「Oracle の正規表現のサポート」を参照してください。

� source_charは、検索値として使用される文字式です。これは通常は文字列であり、
CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータ型です。

� patternは正規表現です。これは通常はテキスト・リテラルであり、CHAR、VARCHAR2、
NCHARまたは NVARCHAR2データ型です。 大 512 バイトを指定できます。patternの
データ型が source_charのデータ型と異なる場合、Oracle Database は patternを
source_charのデータ型に変換します。patternで指定できる演算子のリストは、付録
C「Oracle の正規表現のサポート」を参照してください。

� positionは、Oracle が検索を開始する文字 source_charの位置を示す正の整数です。
デフォルトは 1 で、source_charの 初の文字から検索が開始されます。

� occurrenceは、source_charに出現する patternのうちのどれを検索するかを示す正
の整数です。デフォルトは 1 で、 初に出現する patternが検索されます。

occurrenceが 1 より大きい場合、1 番目の patternが検出された後に続く 1 文字目か
ら、2 番目（以降）の出現を検索します。この動作は、 初の出現の 2 番目の文字から
2 番目の出現を検索する SUBSTRファンクションとは異なります。

� match_parameterは、ファンクションのデフォルトの検索動作を変更するためのテキス
ト・リテラルです。このパラメータの動作は、REGEXP_COUNTのこのファンクションの動
作と同じです。詳細は、5-143 ページの「REGEXP_COUNT」を参照してください。

� 部分正規表現のある patternの場合、subexprは、ファンクションによって戻される
pattern内の部分正規表現を示す 0 から 9 までの負でない整数になります。このパラメー
タは、REGEXP_INSTRファンクションの場合と同じセマンティクスを持ちます。詳細は、
5-144 ページの「REGEXP_INSTR」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 5-181 ページの「SUBSTR」および 5-144 ページの「REGEXP_INSTR」
を参照してください。

� 5-147 ページの「REGEXP_REPLACE」および 7-17 ページの
「REGEXP_LIKE 条件」を参照してください。

REGEXP_SUBSTR ( source_char , pattern

, position
, occurrence

, match_param
subexpr

)
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例例例例

次の例では、文字列を調べて、カンマで区切られた 初のサブストリングを検索します。
Oracle Database は、後にカンマが付いているカンマでない 1 つ以上の文字の前にあるカンマを
検索します。該当するサブストリングが、前後のカンマを含めて戻されます。

SELECT
  REGEXP_SUBSTR('500 Oracle Parkway, Redwood Shores, CA',
                ',[^,]+,') "REGEXPR_SUBSTR"
  FROM DUAL;

REGEXPR_SUBSTR
-----------------
, Redwood Shores,

次の例では、文字列を調べて、1 つ以上の英数字を含むサブストリング、および任意でピリオ
ド（.）が続く http://を検索します。Oracle は、http://と、スラッシュ（/）または文字
列の末尾のいずれかとの間で、3 ～ 4 つのこのサブストリングを検索します。

SELECT
  REGEXP_SUBSTR('http://www.example.com/products',
                'http://([[:alnum:]]+\.?){3,4}/?') "REGEXP_SUBSTR"
  FROM DUAL;

REGEXP_SUBSTR
----------------------
http://www.example.com/

次の 2 つの例では、subexpr引数を使用して pattern内の特定の部分正規表現を戻します。
初の文は、pattern内の 初の部分正規表現を戻します。

SELECT REGEXP_SUBSTR('1234567890', '(123)(4(56)(78))', 1, 1, 'i', 1) 
"REGEXP_SUBSTR" FROM DUAL;

REGEXP_SUBSTR
-------------------
123

次の文は、pattern内の 4 番目の部分正規表現を戻します。

SELECT REGEXP_SUBSTR('1234567890', '(123)(4(56)(78))', 1, 1, 'i', 4) 
"REGEXP_SUBSTR" FROM DUAL;

REGEXP_SUBSTR
-------------------
78

REGR_（線形回帰）ファンクション（線形回帰）ファンクション（線形回帰）ファンクション（線形回帰）ファンクション 
線形回帰ファンクションは次のとおりです。

� REGR_SLOPE

� REGR_INTERCEPT

� REGR_COUNT

� REGR_R2

� REGR_AVGX

� REGR_AVGY

� REGR_SXX

� REGR_SYY

� REGR_SXY
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REGR_（線形回帰）ファンクション
構文構文構文構文

linear_regr::=

用途用途用途用途
線形回帰ファンクションは、微分 小 2 乗法で求めた回帰直線を数値の組の集合に対応付けま
す。これは、集計ファンクションまたは分析ファンクションとして使用できます。

これらのファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型
に変換可能な数値以外のデータ型を取ります。Oracle は、数値の優先順位が も高い引数を判
断し、残りの引数をそのデータ型に暗黙的に変換して、そのデータ型を戻します。

Oracle は、expr1または expr2が NULL であるすべての組を排除した後、このファンクショ
ンを (expr1 , expr2) の集合に適用します。Oracle は、データでの引渡し中、同時にすべての
回帰ファンクションを計算します。

expr1は、従属変数の値（y値）として解析されます。expr2は、独立変数の値（x値）とし
て解析されます。

� REGR_SLOPEは、直線の傾きを戻します。戻り値は数値データ型で、NULL になる場合も
あります。NULL (expr1, expr2) の組を排除した後、このファンクションは次の計算を
行います。

COVAR_POP(expr1, expr2) / VAR_POP(expr2)

� REGR_INTERCEPTは、回帰ファンクションの y 切片を戻します。戻り値は数値データ型
で、NULL になる場合もあります。NULL (expr1, expr2) の組を排除した後、このファ
ンクションは次の計算を行います。

AVG(expr1) - REGR_SLOPE(expr1, expr2) * AVG(expr2)

� REGR_COUNTは整数を戻します。この整数は、回帰ファンクションに適応させるために使
用される NULL でない数値の組です。

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : exprの書式の詳細は、5-8 ページの「集計ファンクション」およ
び 6-2 ページの「SQL 式」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。数値の優先順位の詳細は、2-15 ペー
ジの「数値の優先順位」を参照してください。

REGR_SLOPE

REGR_INTERCEPT

REGR_COUNT

REGR_R2

REGR_AVGX

REGR_AVGY

REGR_SXX

REGR_SYY

REGR_SXY

( expr1 , expr2 )
OVER ( analytic_clause )
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� REGR_R2は、回帰に対する決定係数（R の 2 乗または適合度とも呼ぶ）を戻します。戻り
値は数値データ型で、NULL になる場合もあります。VAR_POP (expr1) および VAR_POP 
(expr2) は、NULL の組が排除された後に評価されます。戻り値は次のとおりです。

                     NULL if VAR_POP(expr2)  = 0

                        1 if VAR_POP(expr1)  = 0 and 
                             VAR_POP(expr2) != 0

POWER(CORR(expr1,expr),2) if VAR_POP(expr1)  > 0 and
                             VAR_POP(expr2  != 0

これ以外のすべての回帰ファンクションの戻り値は数値データ型で、NULL になる場合もあり
ます。

� REGR_AVGXは、回帰直線の独立変数（expr2）の平均を求めます。NULL (expr1、
expr2) の組を排除した後、このファンクションは次の計算を行います。

AVG(expr2)

� REGR_AVGYは、回帰直線の従属変数（expr1）の平均を求めます。NULL (expr1、
expr2) の組を排除した後、このファンクションは次の計算を行います。

AVG(expr1)

REGR_SXY、REGR_SXX、REGR_SYYは補助ファンクションです。これらは、様々な診断統計の
計算に使用されます。

� NULL (expr1、expr2) の組を排除した後、REGR_SXXは次の計算を行います。

REGR_COUNT(expr1, expr2) * VAR_POP(expr2)

� NULL (expr1、expr2) の組を排除した後、REGR_SYYは次の計算を行います。

REGR_COUNT(expr1, expr2) * VAR_POP(expr1)

� NULL (expr1、expr2) の組を排除した後、REGR_SXYは次の計算を行います。

REGR_COUNT(expr1, expr2) * COVAR_POP(expr1, expr2)

次の例は、サンプル表 sh.salesおよび sh.productsに基づいています。

一般的な線形回帰の例一般的な線形回帰の例一般的な線形回帰の例一般的な線形回帰の例

次の例では、分析書式で使用される様々な線形回帰ファンクションを比較します。これらの
ファンクションの分析書式は、モデル別で従業員ごとに予測される給与の検索などの計算で、
回帰統計を使用する場合に有効です。次の個々の線形回帰ファンクションについての項では、
これらのファンクションの集計書式の例を示します。

SELECT job_id, employee_id ID, salary,
REGR_SLOPE(SYSDATE-hire_date, salary)
   OVER (PARTITION BY job_id) slope,
REGR_INTERCEPT(SYSDATE-hire_date, salary)
   OVER (PARTITION BY job_id) intcpt,
REGR_R2(SYSDATE-hire_date, salary)
   OVER (PARTITION BY job_id) rsqr,
REGR_COUNT(SYSDATE-hire_date, salary)
   OVER (PARTITION BY job_id) count,
REGR_AVGX(SYSDATE-hire_date, salary)
   OVER (PARTITION BY job_id) avgx,
REGR_AVGY(SYSDATE-hire_date, salary)
   OVER (PARTITION BY job_id) avgy
   FROM employees
   WHERE department_id in (50, 80)
   ORDER BY job_id, employee_id;
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REGR_（線形回帰）ファンクション
JOB_ID        ID     SALARY SLOPE    INTCPT  RSQR  COUNT       AVGX      AVGY
---------- ----- ---------- ----- --------- ----- ------ ---------- ---------
SA_MAN       145      14000  .355 -1707.035  .832      5  12200.000  2626.589
SA_MAN       146      13500  .355 -1707.035  .832      5  12200.000  2626.589
SA_MAN       147      12000  .355 -1707.035  .832      5  12200.000  2626.589
SA_MAN       148      11000  .355 -1707.035  .832      5  12200.000  2626.589
SA_MAN       149      10500  .355 -1707.035  .832      5  12200.000  2626.589
SA_REP       150      10000  .257   404.763  .647     29   8396.552  2561.244
SA_REP       151       9500  .257   404.763  .647     29   8396.552  2561.244
SA_REP       152       9000  .257   404.763  .647     29   8396.552  2561.244
SA_REP       153       8000  .257   404.763  .647     29   8396.552  2561.244
SA_REP       154       7500  .257   404.763  .647     29   8396.552  2561.244
SA_REP       155       7000  .257   404.763  .647     29   8396.552  2561.244
SA_REP       156      10000  .257   404.763  .647     29   8396.552  2561.244
...

REGR_SLOPE およびおよびおよびおよび REGR_INTERCEPT の例の例の例の例

次の例では、サンプル表 hr.employeesを使用して、勤務時間（SYSDATE - hire_date）と
給与に関する線形回帰モデルの傾きと回帰を計算します。結果は job_id別にグループ化され
ます。

SELECT job_id,
REGR_SLOPE(SYSDATE-hire_date, salary) slope,
REGR_INTERCEPT(SYSDATE-hire_date, salary) intercept
   FROM employees
   WHERE department_id in (50,80)
   GROUP BY job_id
   ORDER BY job_id;

JOB_ID     SLOPE    INTERCEPT
---------- ----- ------------
SA_MAN      .355 -1707.030762
SA_REP      .257   404.767151
SH_CLERK    .745   159.015293
ST_CLERK    .904   134.409050
ST_MAN      .479  -570.077291

REGR_COUNT の例の例の例の例

次の例では、サンプル表 hr.employeesを使用して、勤務時間（SYSDATE - hire_date）と
給与について、job_id別の数を計算します。結果は job_id別にグループ化されます。

SELECT job_id,
REGR_COUNT(SYSDATE-hire_date, salary) count
   FROM employees
   WHERE department_id in (30, 50)
   GROUP BY job_id
   ORDER BY job_id, count;

JOB_ID          COUNT
---------- ----------
PU_CLERK            5
PU_MAN              1
SH_CLERK           20
ST_CLERK           20
ST_MAN              5
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REGR_（線形回帰）ファンクション
REGR_R2 の例の例の例の例

次の例では、サンプル表 hr.employeesを使用して、勤務時間（SYSDATE - hire_date）と
給与の線形回帰に対する決定係数を計算します。

SELECT job_id,
REGR_R2(SYSDATE-hire_date, salary) Regr_R2
   FROM employees
   WHERE department_id in (80, 50)
   GROUP by job_id
  ORDER BY job_id, Regr_R2;

JOB_ID        REGR_R2
---------- ----------
SA_MAN      .83244748
SA_REP     .647007156
SH_CLERK   .879799698
ST_CLERK   .742808493
ST_MAN      .69418508

REGR_AVGY およびおよびおよびおよび REGR_AVGX の例の例の例の例

次の例では、サンプル表 hr.employeesを使用して、勤務時間（SYSDATE - hire_date）と
給与の平均値を計算します。結果は job_id別にグループ化されます。

SELECT job_id,
REGR_AVGY(SYSDATE-hire_date, salary) avgy,
REGR_AVGX(SYSDATE-hire_date, salary) avgx
   FROM employees
   WHERE department_id in (30,50)
   GROUP BY job_id
   ORDER BY job_id, avgy, avgx;

JOB_ID           AVGY       AVGX
---------- ---------- ----------
PU_CLERK    2950.3778       2780
PU_MAN      4026.5778      11000
SH_CLERK    2773.0778       3215
ST_CLERK    2872.7278       2785
ST_MAN      3140.1778       7280

REGR_SXY、、、、REGR_SXX およびおよびおよびおよび REGR_SYY の例の例の例の例

次の例では、サンプル表 hr.employeesを使用して、勤務時間（SYSDATE - hire_date）と
給与の線形回帰について、3 種類の診断統計を計算します。

SELECT job_id,
REGR_SXY(SYSDATE-hire_date, salary) regr_sxy,
REGR_SXX(SYSDATE-hire_date, salary) regr_sxx,
REGR_SYY(SYSDATE-hire_date, salary) regr_syy
   FROM employees
   WHERE department_id in (80, 50)
   GROUP BY job_id
   ORDER BY job_id;
 
JOB_ID       REGR_SXY    REGR_SXX   REGR_SYY
---------- ---------- ----------- ----------
SA_MAN        3303500   9300000.0    1409642
SA_REP     16819665.5  65489655.2 6676562.55
SH_CLERK      4248650   5705500.0    3596039
ST_CLERK      3531545   3905500.0 4299084.55
ST_MAN        2180460   4548000.0  1505915.2
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REPLACE
REMAINDER 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

REMAINDERは n2を n1で割った余りを戻します。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。Oracle は、数値の優先順位が も高い引数を判断し、
残りの引数をそのデータ型に暗黙的に変換して、そのデータ型を戻します。

MODファンクションは REMAINDERと似ていますが、MODの式では FLOORを使用します。これ
に対して REMAINDERでは ROUND を使用します。詳細は、5-102 ページの「MOD」を参照し
てください。

� n1が 0（ゼロ）であるか、または n2が無限大の場合、Oracle が戻すものは次のようになり
ます。

– 両方の引数が NUMBER型の場合はエラー 

– 両方の引数が BINARY_FLOATまたは BINARY_DOUBLEの場合は NaN

� n1が 0 ではない場合、余りは n2 - (n1*N) となります。Nは、n2/n1に も近い整数です。
n2/n1が x.5と等しい場合、Nは も近い偶数の整数です。

� n2が浮動小数点数で、余りが 0（ゼロ）の場合、余りの符号は n2の符合になります。
NUMBER値の場合、0 の余りには符号は付きません。

例例例例

次の例では、5-197 ページの「例」で作成された float_point_demo表を使用して、2 つの浮
動小数点数を割り、算出された余りを戻します。

SELECT bin_float, bin_double, REMAINDER(bin_float, bin_double)
  FROM float_point_demo;

 BIN_FLOAT BIN_DOUBLE REMAINDER(BIN_FLOAT,BIN_DOUBLE)
---------- ---------- -------------------------------
1.235E+003 1.235E+003                      5.859E-005

REPLACE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

REPLACEは、replacement_stringですべての search_stringを変換して charを戻しま
す。replacement_stringを指定しない場合または NULL の場合、すべての
search_stringが削除されます。search_stringが NULL の場合、charが戻されます。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。数値の優先順位の詳細は、2-15 ペー
ジの「数値の優先順位」を参照してください。

REMAINDER ( n2 , n1 )

REPLACE ( char , search_string
, replacement_string

)
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ROUND（数値）
charと同様に、search_stringおよび replacement_stringは、CHAR、VARCHAR2、
NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータ型です。charと同じキャラクタ・セットの
文字列が戻されます。このファンクションは、1 つ目の引数が LOB ではない場合は VARCHAR2
を戻し、1 つ目の引数が LOB の場合は CLOBを戻します。

REPLACEは、TRANSLATEファンクションに関連する機能を提供します。TRANSLATEは、単
一文字を 1 対 1 で置き換えます。REPLACEファンクションでは、1 つの文字列の置換および複
数の文字列の削除を実行できます。

例例例例

次の例では、Jを BLに置換します。

SELECT REPLACE('JACK and JUE','J','BL') "Changes"
     FROM DUAL;

Changes
--------------
BLACK and BLUE

ROUND（数値）（数値）（数値）（数値） 

構文構文構文構文

round_number::=

用途用途用途用途
ROUNDは、nを小数点以下 integer桁に丸めた値を戻します。integerを指定しない場合、
nは小数点以下が丸められます。integerが負の場合、nは小数点の左側に丸められます。

nには、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変換可能な数値以外のデータ型
を指定できます。integerを指定しない場合、このファンクションは、nの数値データ型と同
じデータ型で値 ROUND(n, 0) を戻します。integerを指定すると、このファンクションは
NUMBERを戻します。

ROUNDは、次の規則を使用して実行されます。

1. nが 0 の場合、ROUNDは integerに関係なく常に 0 を戻します。

2. nが負の場合、ROUND(n, integer) は、-ROUND(-n, integer) を戻します。

3. nが正の場合は、次のとおりです。

ROUND(n, integer) = FLOOR(n * POWER(10, integer) + 0.5) * POWER(10, -integer)

NUMBER値に適用された ROUNDが、浮動小数点で表現された同じ値に適用された ROUNDと少
し異なる場合があります。この結果の相違は、NUMBERと浮動小数点値の内部表現の違いから
発生します。相違が発生した場合、その相違は丸められた桁で 1 になります。

参照参照参照参照 : 「TRANSLATE」（5-213 ページ）

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。Oracle Database による
BINARY_FLOATおよび BINARY_DOUBLE値の処理方法の詳細は、2-13
ページの「浮動小数点数」を参照してください。

ROUND ( n
, integer

)
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ROUND（日付）
例例例例

次の例では、数値を小数点以下 1 桁に丸めます。

SELECT ROUND(15.193,1) "Round" FROM DUAL;

     Round
----------
      15.2

次の例では、数値の小数点の左 1 桁を丸めます。

SELECT ROUND(15.193,-1) "Round" FROM DUAL;

     Round
----------
        20 

ROUND（日付）（日付）（日付）（日付） 

構文構文構文構文

round_date::=

用途用途用途用途

ROUNDは、dateを書式モデル fmtで指定した単位に丸めた結果を戻します。このファンク
ションは、NLS_CALENDARセッション・パラメータの影響を受けません。このファンクション
はグレゴリオ暦の規則に従って動作します。戻される値は、dateに異なる日時データ型を指定
した場合でも、常に DATEデータ型です。fmtを省略すると、dateは も近い日に丸められま
す。date式は、DATE値に変換される必要があります。

例例例例

次の例では、次の年の も近い日に丸めます。

SELECT ROUND (TO_DATE ('27-OCT-00'),'YEAR')
   "New Year" FROM DUAL;
 
New Year
---------
01-JAN-01

参照参照参照参照 : fmtで使用できる書式モデルについては、5-248 ページの
「ROUND および TRUNC 日付ファンクション」を参照してください。

ROUND ( date
, fmt

)
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ROW_NUMBER
ROW_NUMBER 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
ROW_NUMBERは分析ファンクションです。このファンクションは、order_by_clauseに指定
された行の、1 から始まる順序シーケンスで、このファンクションが適用される各行（パー
ティションの各行、または問合せが戻す各行）に一意の数値を割り当てます。

指定された範囲の ROW_NUMBER値を取得する問合せ内に、ROW_NUMBERを使用した副問合せ
をネストすることで、内側の問合せの結果から正確な行のサブセットを得ることができます。
この方法でこのファンクションを使用すると、上位 N 番、下位 N 番および内部 N 番のレポー
トを実行できます。一貫した結果を戻すには、問合せで決定的なソート順序を使用する必要が
あります。

exprには、ROW_NUMBERまたは他の分析ファンクションを使用して分析ファンクションをネ
ストできません。ただし、他の組込みファンクション式を exprで使用できます。exprの書式
の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してください。

例例例例
次の例では、hr.employees表で各部門の も支給額の高い上位 3 人の従業員を検索します。
従業員が 3 人未満の部門については、3 行未満の行が戻されます。

SELECT department_id, first_name, last_name, salary
FROM
(
  SELECT
    department_id, first_name, last_name, salary,
    ROW_NUMBER() OVER (PARTITION BY department_id ORDER BY salary desc) rn
  FROM employees
)
WHERE rn <= 3
ORDER BY department_id, salary DESC, last_name;

次の例は、sh.sales表の結合問合せです。1999 年の売上高が上位 5 つの製品について 2000
年の売上高を検索し、2000 年と 1999 年の差を比較します。各販売チャネルにおいて売上高上
位の 10 製品が計算されます。

SELECT sales_2000.channel_desc, sales_2000.prod_name,
       sales_2000.amt amt_2000,  top_5_prods_1999_year.amt amt_1999,
       sales_2000.amt  - top_5_prods_1999_year.amt amt_diff
FROM
/* The first subquery finds the 5 top-selling products per channel in year 1999. */
  (SELECT channel_desc, prod_name, amt
   FROM
   (
     SELECT channel_desc, prod_name, sum(amount_sold) amt,
       ROW_NUMBER () OVER (PARTITION BY channel_desc
                           ORDER BY SUM(amount_sold) DESC) rn
     FROM sales, times, channels, products
     WHERE sales.time_id = times.time_id
       AND times.calendar_year = 1999
       AND channels.channel_id = sales.channel_id
       AND products.prod_id = sales.prod_id

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

ROW_NUMBER ( ) OVER (
query_partition_clause

order_by_clause )
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ROWIDTOCHAR
     GROUP BY channel_desc, prod_name
   )
   WHERE rn <= 5
  ) top_5_prods_1999_year,
/* The next subquery finds sales per product and per channel in 2000. */
  (SELECT channel_desc, prod_name, sum(amount_sold) amt
     FROM sales, times, channels, products
     WHERE sales.time_id = times.time_id
       AND times.calendar_year = 2000
       AND channels.channel_id = sales.channel_id
       AND products.prod_id = sales.prod_id
     GROUP BY channel_desc, prod_name
  ) sales_2000
WHERE sales_2000.channel_desc = top_5_prods_1999_year.channel_desc
  AND sales_2000.prod_name = top_5_prods_1999_year.prod_name
ORDER BY sales_2000.channel_desc, sales_2000.prod_name
;
CHANNEL_DESC    PROD_NAME                                          AMT_2000   AMT_1999   AMT_DIFF
--------------- --------------==-------------------------------- ---------- ---------- ----------
Direct Sales     17" LCD w/built-in HDTV Tuner                     628855.7 1163645.78 -534790.08
Direct Sales     Envoy 256MB - 40GB                               502938.54  843377.88 -340439.34
Direct Sales     Envoy Ambassador                                2259566.96 1770349.25  489217.71
Direct Sales     Home Theatre Package with DVD-Audio/Video Play  1235674.15 1260791.44  -25117.29
Direct Sales     Mini DV Camcorder with 3.5" Swivel LCD           775851.87 1326302.51 -550450.64
Internet         17" LCD w/built-in HDTV Tuner                     31707.48   160974.7 -129267.22
Internet         8.3 Minitower Speaker                            404090.32  155235.25  248855.07
Internet         Envoy 256MB - 40GB                                28293.87  154072.02 -125778.15
Internet         Home Theatre Package with DVD-Audio/Video Play   155405.54  153175.04     2230.5
Internet         Mini DV Camcorder with 3.5" Swivel LCD            39726.23  189921.97 -150195.74
Partners         17" LCD w/built-in HDTV Tuner                    269973.97  325504.75  -55530.78
Partners         Envoy Ambassador                                1213063.59  614857.93  598205.66
Partners         Home Theatre Package with DVD-Audio/Video Play   700266.58  520166.26  180100.32
Partners         Mini DV Camcorder with 3.5" Swivel LCD           404265.85  520544.11 -116278.26
Partners         Unix/Windows 1-user pack                         374002.51  340123.02   33879.49

15 rows selected.

ROWIDTOCHAR 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

ROWIDTOCHARは、ROWID の値を VARCHAR2データ型に変換します。この変換の結果は常に
18 文字です。

例例例例

次の例では、employees表の ROWID 値を文字値に変換します。（結果はサンプル・データ
ベースのビルドごとに異なります。）

SELECT ROWID FROM employees 
   WHERE ROWIDTOCHAR(ROWID) LIKE '%JAAB%'
   ORDER BY ROWID;

ROWID
------------------
AAAFfIAAFAAAABSAAb

ROWIDTOCHAR ( rowid )
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ROWIDTONCHAR 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

ROWIDTONCHARは、ROWID 値を NVARCHAR2データ型に変換します。この変換の結果は、常
に、各国語キャラクタ・セットの文字で、18 文字です。

例例例例

次の例では、ROWID 値を NVARCHAR2文字列に変換します。

SELECT LENGTHB( ROWIDTONCHAR(ROWID) ) Length, ROWIDTONCHAR(ROWID) 
   FROM employees
   ORDER BY length; 

    LENGTH ROWIDTONCHAR(ROWID
---------- ------------------
        36 AAAL52AAFAAAABSABD
        36 AAAL52AAFAAAABSABV
. . .

RPAD 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

RPADは、expr1の右に expr2で指定した文字を必要に応じて連続的に埋め込み、長さ nにし
て戻します。このファンクションは、問合せの出力の書式設定に役立ちます。

expr1および expr2は、CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデー
タ型です。戻される文字列は、expr1が文字データ型の場合は VARCHAR2データ型、expr1
が各国語キャラクタ・データ型の場合は NVARCHAR2データ型、expr1が LOB データ型の場合
は LOB データ型になります。expr1と同じキャラクタ・セットの文字列が戻されます。引数 n
は、NUMBER型の整数か、または NUMBER型の整数に暗黙的に変換可能な値である必要があり
ます。

expr1は NULL 以外である必要があります。expr2を指定しない場合、デフォルトで空白
1 個が指定されます。expr1が nより長い場合、このファンクションは nに収まる expr1の
一部を戻します。

引数 nは、戻り値が画面に表示される場合の全体の長さです。多くのキャラクタ・セットでは、
これは戻り値の文字数でもあります。ただし、マルチバイトのキャラクタ・セットでは、表示
される文字列の長さが文字列の文字数と異なる場合もあります。

例例例例

次の例では、空白にアスタリスクを埋め込んで、給与額の単純なチャートを作成します。

SELECT last_name, RPAD(' ', salary/1000/1, '*') "Salary"
   FROM employees
   WHERE department_id = 80
   ORDER BY last_name, "Salary";

ROWIDTONCHAR ( rowid )

RPAD ( expr1 , n
, expr2

)
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RTRIM
LAST_NAME                 Salary
------------------------- ---------------
Abel                       **********
Ande                       *****
Banda                      *****
Bates                      ******
Bernstein                  ********
Bloom                      *********
Cambrault                  **********
Cambrault                  ******
Doran                      ******
Errazuriz                  ***********
Fox                        ********
Greene                     ********
Hall                       ********
Hutton                     *******
Johnson                    *****
King                       *********
. . .

RTRIM 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

RTRIMは、charの右端から、setに指定されたすべての文字を削除します。このファンク
ションは、問合せの出力の書式設定に役立ちます。

setを指定しない場合、デフォルトで空白 1 個が指定されます。charが文字リテラルの場合、
一重引用符で囲む必要があります。RTRIMは LTRIMと同様の働きをします。

charおよび setは、CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータ型
です。戻される文字列は、charが文字データ型の場合は VARCHAR2データ型、charが各国語
キャラクタデータ型の場合は NVARCHAR2データ型、charが LOB データ型の場合は LOB デー
タ型になります。

例例例例

次の例では、文字列の右端にあるすべてのピリオド、スラッシュおよび等号を文字列から削除
します。

SELECT RTRIM('BROWNING: ./=./=./=./=./=.=','/=.') "RTRIM example" FROM DUAL;
 
RTRIM exam
----------
BROWNING:

参照参照参照参照 : 「LTRIM」（5-96 ページ）

RTRIM ( char
, set

)
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SCN_TO_TIMESTAMP
SCN_TO_TIMESTAMP  

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SCN_TO_TIMESTAMPは、引数として、システム変更番号（SCN）と評価される数値を取り、
その SCN に関連付けられた概数のタイムスタンプを戻します。戻り値のデータ型は
TIMESTAMPです。このファンクションは、SCN に関連付けられたタイムスタンプを調べる場
合に有効です。たとえば、このファンクションを ORA_ROWSCN疑似列とともに使用して、行へ
の 新の変更にタイムスタンプを関連付けることができます。

例例例例

次の例では、ORA_ROWSCN疑似列を使用して行への 新の変更のシステム変更番号を判断し、
SCN_TO_TIMESTAMPを使用してその SCN をタイムスタンプに変換します。

SELECT SCN_TO_TIMESTAMP(ORA_ROWSCN) FROM employees
   WHERE employee_id = 188;

このような問合せを使用して、Oracle フラッシュバック問合せで使用するためにシステム変更
番号をタイムスタンプに変換することもできます。

SELECT salary FROM employees WHERE employee_id = 188;
    SALARY
----------
      3800

UPDATE employees SET salary = salary*10 WHERE employee_id = 188;
COMMIT;

SELECT salary FROM employees WHERE employee_id = 188;
    SALARY
----------
     38000

SELECT SCN_TO_TIMESTAMP(ORA_ROWSCN) FROM employees
   WHERE employee_id = 188;
SCN_TO_TIMESTAMP(ORA_ROWSCN)
---------------------------------------------------------------------------
28-AUG-03 01.58.01.000000000 PM

注意注意注意注意 :

� 結果値の通常の精度は 3 秒です。

� SCN と SCN 生成時のタイムスタンプの関連は、一定期間データベー
スで記憶されます。この期間は、 大で自動調整された UNDO 保存
期間（データベースが自動 UNDO 管理モードで実行されている場合）
およびデータベース内のすべてのフラッシュバック・アーカイブの保
存時間となりますが、120 時間以上になります。関連が不要となるま
での経過時間には、データベースが開かれているときの時間のみが加
算されます。SCN_TO_TIMESTAMPの引数に対して指定された SCN
が古すぎる場合は、エラーが戻されます。

参照参照参照参照 :  3-8 ページの「ORA_ROWSCN 疑似列」および 5-196 ページの
「TIMESTAMP_TO_SCN」を参照してください。

SCN_TO_TIMESTAMP ( number )
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SET
FLASHBACK TABLE employees TO TIMESTAMP
   TO_TIMESTAMP('28-AUG-03 01.00.00.000000000 PM');

SELECT salary FROM employees WHERE employee_id = 188;  
    SALARY
----------
      3800

SESSIONTIMEZONE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SESSIONTIMEZONEは、現行のセッションのタイムゾーンを戻します。戻り型は、タイムゾー
ン・オフセット（'[+|]TZH:TZM'という書式の文字列型）またはタイムゾーン地域名です。
これは、 近の ALTER SESSION文でユーザーが指定したセッション・タイムゾーンの値に
よって異なります。

例例例例

次の例では、現行のセッションのタイムゾーンを戻します。

SELECT SESSIONTIMEZONE FROM DUAL;

SESSION
-------
-08:00

SET 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SETは、重複を排除することによってネストした表を単一の集合に変換します。このファンク
ションは、各要素が一意であるネストした表を戻します。戻されるネストした表のデータ型は、
入力されたネストした表と同じです。

ネストした表の要素の型は、比較可能な型である必要があります。スカラー型以外の型の比較
の可能性は、7-4 ページの「比較条件」を参照してください。

注意注意注意注意 : 環境変数 ORA_SDTZを使用して、デフォルトのクライアント・
セッションのタイムゾーンを設定できます。この変数の詳細は、『Oracle 
Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してくださ
い。

SESSIONTIMEZONE

SET ( nested_table )
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SIGN
例例例例

次の例では、customers_demo表から、ネストした表列 cust_address_ntabの一意の要素
を選択します。

SELECT customer_id, SET(cust_address_ntab) address
  FROM customers_demo
  ORDER BY customer_id;

CUSTOMER_ID ADDRESS(STREET_ADDRESS, POSTAL_CODE, CITY, STATE_PROVINCE, COUNTRY_ID)
----------- ------------------------------------------------------------------------
        101 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('514 W Superior St', '46901', 'Kokomo', 'IN', 'US'))
        102 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('2515 Bloyd Ave', '46218', 'Indianapolis', 'IN', 'US'))
        103 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('8768 N State Rd 37', '47404', 'Bloomington', 'IN', 'US'))
        104 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('6445 Bay Harbor Ln', '46254', 'Indianapolis', 'IN', 'US'))
        105 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('4019 W 3Rd St', '47404', 'Bloomington', 'IN', 'US'))
. . .

この例では、表 customers_demoと、データを含むネストした表の列が 1 つ必要です。この
表およびネストした表の列を作成する方法については、4-2 ページの「MULTISET 演算子」を
参照してください。

SIGN 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SIGNは、nの符号を戻します。このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、ま
たは暗黙的に NUMBERに変換可能な数値以外のデータ型を取り、NUMBERを戻します。

NUMBER型の値の場合、符号は次のとおりです。

� n<0（ゼロ）の場合、-1

� n=0 の場合、0（ゼロ）

� n>0 の場合、1

浮動小数点数（BINARY_FLOATおよび BINARY_DOUBLE）の場合、このファンクションは数値
の符号ビットを戻します。符号ビットは次のとおりです。

� n<0（ゼロ）の場合、-1

� n>=0 または n=NaNの場合、+1

例例例例

次の例では、ファンクションの引数（-15）が 0 より小さいことを示します。

SELECT SIGN(-15) "Sign" FROM DUAL;

      Sign
----------
        -1

SIGN ( n )
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SINH
SIN 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SINは、n（ラジアンで表された角度）のサインを戻します。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。引数が BINARY_FLOATの場合、このファンクショ
ンは BINARY_DOUBLEを戻します。それ以外の場合、引数と同じ数値データ型を戻します。

例例例例

次の例では、30 度のサインを戻します。

SELECT SIN(30 * 3.14159265359/180)
 "Sine of 30 degrees" FROM DUAL;

Sine of 30 degrees
------------------
                .5

SINH 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SINHは、nの双曲線サインを戻します。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。引数が BINARY_FLOATの場合、このファンクショ
ンは BINARY_DOUBLEを戻します。それ以外の場合、引数と同じ数値データ型を戻します。

例例例例

次の例では、1 の双曲線サインを戻します。

SELECT SINH(1) "Hyperbolic sine of 1" FROM DUAL;

Hyperbolic sine of 1
--------------------
          1.17520119

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

SIN ( n )

SINH ( n )
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SOUNDEX
SOUNDEX 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SOUNDEXは、charと同じ音声表現を持つ文字列を戻します。このファンクションによって、
綴りが異なっても発音が類似した英単語を比較できます。

音声表現については、『The Art of Computer Programming, Volume 3: Sorting and Searching』
（Donald E. Knuth 著）で次のように定義されています。

1. 文字列の 初の文字を残し、a、e、h、i、o、u、w、y の文字が出てきた場合にはすべて削
除します。

2. 残った 2 文字目以降の文字に対し、次のように数値を割り当てます。

b, f, p, v = 1
c, g, j, k, q, s, x, z = 2
d, t = 3
l = 4
m, n = 5
r = 6

3. 元の名前（1 つ目の定義を行う前）で、同じ数値を持つ 2 つ以上の文字が並んでいるか、
または h と w の間の文字以外と並んでいる場合は、 初の文字以外のすべての文字を削除
します。

4. 初の 4 バイトを 0（ゼロ）で埋めて戻します。

charは、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2データ型です。戻り値は、charと同
じデータ型です。

このファンクションは、CLOBデータを直接的にサポートしていません。ただし、暗黙的なデー
タ変換を使用して CLOBを引数として渡すことはできます。

例例例例

次の例では、「Smyth」と同じ音声表現を持つ従業員を戻します。

SELECT last_name, first_name
     FROM hr.employees
     WHERE SOUNDEX(last_name)
         = SOUNDEX('SMYTHE')
     ORDER BY last_name, first_name;

LAST_NAME  FIRST_NAME
---------- ----------
Smith      Lindsey
Smith      William

参照参照参照参照 :  詳細は、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照してくださ
い。

SOUNDEX ( char )
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STATS_BINOMIAL_TEST
SQRT 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SQRTは、nの平方根を戻します。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。また、引数の数値データ型と同じデータ型を戻しま
す。

� nが NUMBERになる場合、値 nは負にはなりません。SQRTは実数を戻します。

� nが浮動小数点数（BINARY_FLOATまたは BINARY_DOUBLE）になる場合、結果は次のと
おりです。

– n >= 0 の場合、結果は正

– n = -0 の場合、結果は -0

– n < 0 の場合、結果は NaN 

例例例例

次の例では、26 の平方根を戻します。

SELECT SQRT(26) "Square root" FROM DUAL;

Square root
-----------
5.09901951 

STATS_BINOMIAL_TEST 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

STATS_BINOMIAL_TESTは、有効な値が 2 つのみである二値変数に使用する直接確立法です。
このファンクションは、標本の割合と指定された割合との差をテストします。このテストでは
通常、小さいサイズの標本が使用されます。

このファンクションは 4 つの引数を取ります。expr1はテスト対象の標本、expr2は割合を求
める値、pはテストの基準となる割合です。4 つ目の引数は VARCHAR2型の戻り値です。4 つ目
の引数を指定しない場合、デフォルトで TWO_SIDED_PROBが戻り値になります。表 5-3 に、
戻り値の意味を示します。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

SQRT ( n )

STATS_BINOMIAL_TEST ( expr1 , expr2 , p

,

TWO_SIDED_PROB

EXACT_PROB

ONE_SIDED_PROB_OR_MORE

ONE_SIDED_PROB_OR_LESS
)
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STATS_CROSSTAB
EXACT_PROBでは、p と一致する割合が戻される確率が戻されます。標本における割合が、
50% と大幅に異なるか（有意差があるか）どうかをテストする場合、通常、pを 0.50 に設定し
ます。割合が異なるかどうかのみをテストする場合、戻り値に TWO_SIDED_PROBを使用しま
す。割合が expr2の値より大きいかどうかをテストする場合、戻り値に
ONE_SIDED_PROB_OR_MOREを使用します。割合が expr2より小さいかどうかをテストする
場合、戻り値に ONE_SIDED_PROB_OR_LESSを使用します。

STATS_BINOMIAL_TEST の例の例の例の例 次の例では、母集団の 69% が男性であるという仮定に基づい
て観測された男性数が、実際の男性数と正確に同一となる確率を判断します。

SELECT AVG(DECODE(cust_gender, 'M', 1, 0)) real_proportion,
       STATS_BINOMIAL_TEST
         (cust_gender, 'M', 0.68, 'EXACT_PROB') exact,
       STATS_BINOMIAL_TEST
         (cust_gender, 'M', 0.68, 'ONE_SIDED_PROB_OR_LESS') prob_or_less
  FROM sh.customers;

STATS_CROSSTAB 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

クロス集計は、2 つの名義変数の分析に使用する方法です。STATS_CROSSTABファンクション
は、2 つの式と VARCHAR2型の戻り値の 3 つの引数を取ります。expr1および expr2は、分
析対象の 2 つの変数です。このファンクションは、3 つ目の引数に従って 1 つの数値を戻しま
す。3 つ目の引数を指定しない場合、デフォルトで CHISQ_SIGが戻り値になります。表 5-4
に、戻り値の意味を示します。

表表表表 5-3 STATS_BINOMIAL_TEST の戻り値の戻り値の戻り値の戻り値

戻り値戻り値戻り値戻り値 意味意味意味意味

TWO_SIDED_PROB 指定された母集団の割合 pが、観測された割合より外側にな

る確率

EXACT_PROB 指定された母集団の割合 pが、観測された割合と正確に同じ

値になる確率

ONE_SIDED_PROB_OR_MORE 指定された母集団の割合 pが、観測された割合以上になる確

率

ONE_SIDED_PROB_OR_LESS 指定された母集団の割合 pが、観測された割合以下になる確

率

STATS_CROSSTAB ( expr1 , expr2

,

CHISQ_OBS

CHISQ_SIG

CHISQ_DF

PHI_COEFFICIENT

CRAMERS_V

CONT_COEFFICIENT

COHENS_K
)
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STATS_F_TEST
STATS_CROSSTAB の例の例の例の例 次の例では、性別と収入水準の関連の強さを判断します。

SELECT STATS_CROSSTAB
         (cust_gender, cust_income_level, 'CHISQ_OBS') chi_squared,
       STATS_CROSSTAB
         (cust_gender, cust_income_level, 'CHISQ_SIG') p_value,
       STATS_CROSSTAB
         (cust_gender, cust_income_level, 'PHI_COEFFICIENT') phi_coefficient
  FROM sh.customers;

CHI_SQUARED    P_VALUE PHI_COEFFICIENT
----------- ---------- ---------------
 251.690705 1.2364E-47      .067367056

STATS_F_TEST 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
STATS_F_TESTは、2 つの分散に有意差があるかどうかをテストします。f の観測値は、他方
の分散に対する一方の分散の比率です。この値が 1 と大きく異なる場合は、通常、有意差があ
ることを示しています。

このファンクションは 3 つの引数を取ります。expr1はグループ変数または独立変数で、
expr2は値の標本です。このファンクションは、3 つ目の引数に従って 1 つの数値を戻します。
3 つ目の引数を指定しない場合、デフォルトで TWO_SIDED_SIGが戻り値になります。表 5-5
に、戻り値の意味を示します。

表表表表 5-4 STATS_CROSSTAB の戻り値の戻り値の戻り値の戻り値

戻り値戻り値戻り値戻り値 意味意味意味意味

CHISQ_OBS カイ 2 乗の観測値

CHISQ_SIG カイ 2 乗の観測値の有意性

CHISQ_DF カイ 2 乗の自由度

PHI_COEFFICIENT ファイ係数

CRAMERS_V クラメールの V 統計

CONT_COEFFICIENT 一致係数

COHENS_K コーエンのカッパ

STATS_F_TEST ( expr1 , expr2

,

STATISTIC

DF_NUM

DF_DEN

ONE_SIDED_SIG

, expr3

TWO_SIDED_SIG
)
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STATS_KS_TEST
片側有意は常に上側確率に関連します。 後の引数 expr3は、expr1 で指定した 2 つのグルー
プのうち、大きい値または分子（棄却域が上側確率の値）のグループを示します。

f の観測値は、2 つ目のグループの分散に対する 1 つ目のグループの分散の比率です。f の観測
値の有意性は、2 つの分散が偶然に異なる確率で、0（ゼロ）～ 1 の数値です。この有意性の値
が小さい場合、2 つの分散に有意差があることを示しています。各分散の自由度は、標本にお
ける観測数から 1 を引いた値です。

STATS_F_TEST の例の例の例の例 次の例では、男性と女性のクレジット利用限度額に有意差があるかどう
かを判断します。p_value が 0（ゼロ）に近くなく、f_statistic が 1 に近いという結果は、男性
と女性のクレジット利用限度額の差が有意でないことを示しています。

SELECT VARIANCE(DECODE(cust_gender, 'M', cust_credit_limit, null)) var_men,
       VARIANCE(DECODE(cust_gender, 'F', cust_credit_limit, null)) var_women,
       STATS_F_TEST(cust_gender, cust_credit_limit, 'STATISTIC', 'F') f_statistic,
       STATS_F_TEST(cust_gender, cust_credit_limit) two_sided_p_value
  FROM sh.customers;

   VAR_MEN  VAR_WOMEN F_STATISTIC TWO_SIDED_P_VALUE
---------- ---------- ----------- -----------------
12879896.7   13046865  1.01296348        .311928071

STATS_KS_TEST 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

STATS_KS_TESTは、2 つの標本を比較して、それらが同じ母集団に属しているか、または同
じ分布を持つ母集団に属しているかをテストする Kolmogorov-Smirnov ファンクションです。
このファンクションでは、標本の母集団が正規分布に従うとは仮定されません。

このファンクションは、2 つの式と VARCHAR2型の戻り値の 3 つの引数を取ります。expr1に
は、データを 2 つのサンプルに分類する値を指定します。expr2には、各サンプルの値を指定
します。expr1に、行を 1 つのみか 3 つ以上のサンプルに分類する値を指定すると、エラーが
発生します。このファンクションは、3 つ目の引数に従って 1 つの値を戻します。3 つ目の引数
を指定しない場合、デフォルトで SIGが戻り値になります。表 5-6 に、戻り値の意味を示しま
す。

表表表表 5-5 STATS_F_TEST の戻り値の戻り値の戻り値の戻り値

戻り値戻り値戻り値戻り値 意味意味意味意味

STATISTIC f の観測値

DF_NUM 分子の自由度

DF_DEN 分母の自由度

ONE_SIDED_SIG f の片側有意

TWO_SIDED_SIG f の両側有意

STATS_KS_TEST ( expr1 , expr2

,
STATISTIC

SIG
)
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STATS_MODE
STATS_KS_TEST の例の例の例の例 次の例では、Kolmogorov-Smirnov 検定を使用して、男性と女性に対
する売上の分布が偶然であるかどうかを判断します。

SELECT stats_ks_test(cust_gender, amount_sold, 'STATISTIC') ks_statistic,
       stats_ks_test(cust_gender, amount_sold) p_value
  FROM sh.customers c, sh.sales s
  WHERE c.cust_id = s.cust_id;

KS_STATISTIC    P_VALUE
------------ ----------
  .003841396 .004080006

STATS_MODE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

STATS_MODEは、引数として値の集合を取り、 も出現頻度の高い値を戻します。複数の 頻
値が存在する場合、Oracle Database は 1 つの 頻値を選択し、その値のみを戻します。

複数の 頻値（存在する場合）を取得する場合は、次の不確定な問合せに示すとおり、他の
ファンクションの組合せを使用する必要があります。

SELECT x FROM (SELECT x, COUNT(x) AS cnt1
   FROM t GROUP BY x)
   WHERE cnt1 =
      (SELECT MAX(cnt2) FROM (SELECT COUNT(x) AS cnt2 FROM t GROUP BY x));

例例例例

次の例では、hr.employees表の部門ごとの給与の 頻値を戻します。

SELECT department_id, STATS_MODE(salary) FROM employees
   GROUP BY department_id
   ORDER BY department_id, stats_mode(salary);

DEPARTMENT_ID STATS_MODE(SALARY)
------------- ------------------
           10               4400
           20               6000
           30               2500
           40               6500
           50               2500
           60               4800
           70              10000
           80               9500
           90              17000
          100               6900
          110               8300
                            7000

表表表表 5-6 STATS_KS_TEST の戻り値の戻り値の戻り値の戻り値

戻り値戻り値戻り値戻り値 意味意味意味意味

STATISTIC D の観測値

SIG D の有意性

STATS_MODE ( expr )
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STATS_MW_TEST
複数の 頻値が存在し、そのすべての 頻値を取得する必要がある場合は、次の例に示すとお
り、他のファンクションの組合せを使用します。

SELECT commission_pct FROM
   (SELECT commission_pct, COUNT(commission_pct) AS cnt1 FROM employees
      GROUP BY commission_pct)
   WHERE cnt1 = 
      (SELECT MAX (cnt2) FROM
         (SELECT COUNT(commission_pct) AS cnt2
         FROM employees GROUP BY commission_pct))
   ORDER BY commission_pct;

COMMISSION_PCT
--------------
            .2
            .3

STATS_MW_TEST 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

Mann-Whitney 検定では、2 つの独立した標本を比較して、2 つの母集団が同じ分布ファンク
ションを持つという帰無仮説を、2 つの分布ファンクションは異なるという対立仮説に対して
テストします。

STATS_MW_TESTでは、STATS_T_TEST_* ファンクションとは異なり、標本間の差が正規分布
するとは仮定されません。このファンクションは、3 つの引数と VARCHAR2型の戻り値を取り
ます。expr1には、データをグループに分類する値を指定します。expr2には、各グループの
値を指定します。このファンクションは、3 つ目の引数に従って 1 つの値を戻します。3 つ目の
引数を指定しない場合、デフォルトで TWO_SIDED_SIGが戻り値になります。表 7-7 に、戻り
値の意味を示します。

Z または U の観測値の有意性は、2 つの分散が偶然に異なる確率で、0（ゼロ）～ 1 の数値で
す。この有意性の値が小さい場合、2 つの分散に有意差があることを示しています。各分散の
自由度は、標本における観測数から 1 を引いた値です。

表表表表 5-7 STATS_MW_TEST の戻り値の戻り値の戻り値の戻り値

戻り値戻り値戻り値戻り値 意味意味意味意味

STATISTIC Z の観測値

U_STATISTIC U の観測値

ONE_SIDED_SIG Z の片側有意

TWO_SIDED_SIG Z の両側有意

STATS_MW_TEST ( expr1 , expr2

,

STATISTIC

U_STATISTIC

ONE_SIDED_SIG , expr3

TWO_SIDED_SIG
)
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STATS_ONE_WAY_ANOVA
片側有意は常に上側確率に関連します。 後の引数 expr3は、expr1 で指定した 2 つのグルー
プのうち、大きい値（棄却域が上側確率の値）のグループを示します。

STATS_MW_TESTは、値の順位の合計における差を確認して、標本が同じ分布からのものであ
る確率を計算します。標本が同じ分布に属している場合、各標本の合計値は近くなります。

STATS_MW_TEST の例の例の例の例 次の例では、Mann-Whitney 検定を使用して、男性と女性に対する
売上の分布が偶然であるかどうかを判断します。

SELECT STATS_MW_TEST
         (cust_gender, amount_sold, 'STATISTIC') z_statistic,
       STATS_MW_TEST
         (cust_gender, amount_sold, 'ONE_SIDED_SIG', 'F') one_sided_p_value
  FROM sh.customers c, sh.sales s
  WHERE c.cust_id = s.cust_id;

Z_STATISTIC ONE_SIDED_P_VALUE
----------- -----------------
 -1.4011509        .080584471

STATS_ONE_WAY_ANOVA 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

STATS_ONE_WAY_ANOVAファンクションによる一元配置分散分析では、分散の 2 つの異なる推
定値を比較して、（複数のグループまたは変数の）平均値の差をテストして統計学的有意差を求
めます。1 つ目の推定値は、各グループまたはカテゴリ内の分散に基づきます。これは、群内群内群内群内
平均平方平均平方平均平方平均平方または平均平方誤差平均平方誤差平均平方誤差平均平方誤差と呼ばれます。2 つ目の推定値は、グループの平均値の分散に基
づきます。これは、群間平均平方群間平均平方群間平均平方群間平均平方と呼ばれます。グループの平均値に有意差がある場合、その
群間平均平方は期待値より大きくなり、群内平均平方に一致しません。グループの平均平方が
一貫している場合、2 つの分散の推定値はほぼ同じになります。

STATS_ONE_WAY_ANOVAは、2 つの式と VARCHAR2型の戻り値の 3 つの引数を取ります。
expr1には、データをグループの集合に分割する独立変数またはグループ変数を指定します。
expr2には、グループの各構成要素に対応する値を含む従属変数（数式）を指定します。この
ファンクションは、3 つ目の引数に従って 1 つの数値を戻します。3 つ目の引数を指定しない場
合、デフォルトで SIGが戻り値になります。表 5-8 に、戻り値の意味を示します。

STATS_ONE_WAY_ANOVA ( expr1 , expr2

,

SUM_SQUARES_BETWEEN

SUM_SQUARES_WITHIN

DF_BETWEEN

DF_WITHIN

MEAN_SQUARES_BETWEEN

MEAN_SQUARES_WITHIN

F_RATIO

SIG
)
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STATS_T_TEST_*
一元配置分散分析の有意性は群間平均平方と群内平均平方の比率に対する f 検定の片側有意を
求めることによって判断されます。f 検定では片側有意を使用する必要があります。これは、群
間平均平方は、群内平均平方以上のみになるためです。そのため、STATS_ONE_WAY_ANOVAが
戻す有意性は、グループ間の差が偶然である確率で、0（ゼロ）～ 1 の数値です。この数値が小
さいほど、グループ間の有意差が大きくなります。f 検定の実行の詳細は、5-169 ページの

「STATS_F_TEST」を参照してください。

STATS_ONE_WAY_ANOVA の例の例の例の例 次の例では、収入水準内での売上平均の差と、収入水準間
での売上平均の差の有意性を判断します。p_values が 0（ゼロ）に近いという結果は、男性と
女性の両方に対して、様々な収入水準の人々に販売された商品の金額には有意差があることを
示しています。

SELECT cust_gender,
       STATS_ONE_WAY_ANOVA(cust_income_level, amount_sold, 'F_RATIO') f_ratio,
       STATS_ONE_WAY_ANOVA(cust_income_level, amount_sold, 'SIG') p_value
  FROM sh.customers c, sh.sales s
  WHERE c.cust_id = s.cust_id
  GROUP BY cust_gender
  ORDER BY cust_gender;

C    F_RATIO    P_VALUE
- ---------- ----------
F 5.59536943 4.7840E-09
M  9.2865001 6.7139E-17

STATS_T_TEST_* 

t 検定ファンクションを次に示します。

� STATS_T_TEST_ONE: 1 標本 t 検定

� STATS_T_TEST_PAIRED: 対応のある 2 標本 t 検定（クロス t 検定とも呼ばれる）

� STATS_T_TEST_INDEP: 同じ分散（併合分散）を持つ独立した 2 つのグループの t 検定

� STATS_T_TEST_INDEPU: 異なる分散（非併合分散）を持つ独立した 2 つのグループの
t 検定

表表表表 5-8 STATS_ONE_WAY_ANOVA の戻り値の戻り値の戻り値の戻り値

戻り値戻り値戻り値戻り値 意味意味意味意味

SUM_SQUARES_BETEEN グループ間平方和

SUM_SQUARES_WITHIN グループ内平方和

DF_BETWEEN グループ間の自由度

DF_WITHIN グループ内の自由度

MEAN_SQUARES_BETWEEN グループ間平均平方

MEAN_SQUARES_WITHIN グループ内平均平方

F_RATIO 群内平方和に対する群間平方和の比率（MSB（グループ間平均平方）

/MSW（グループ内平均平方））

SIG 有意性
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STATS_T_TEST_*
構文構文構文構文

stats_t_test::=

用途用途用途用途

t 検定では、平均値の差の有意性を測定します。この検定を使用して、2 つのグループの平均値
の比較、または 1 つのグループの平均値と定数の比較を行えます。1 標本および 2 標本
STATS_T_TEST_* ファンクションは、2 つの式と VARCHAR2型の戻り値の 3 つの引数を取りま
す。このファンクションは、3 つ目の引数に従って 1 つの数値を戻します。3 つ目の引数を指定
しない場合、デフォルトで TWO_SIDED_SIGが戻り値になります。表 5-9 に、戻り値の意味を
示します。

2 つの独立した STATS_T_TEST_* ファンクションは、3 つ目の引数が STATISTICまたは
ONE_SIDED_SIGとして指定されている場合、4 つ目の引数（expr3）を取ることができます。
この場合、expr3は、expr1のどちらの値が大きい値（棄却域が上側確率の値）であるかを示
します。

t の観測値の有意性は、t の値が偶然得られた確率で、0（ゼロ）～ 1 の数値です。この値が小さ
いほど、平均値間の有意差が大きくなります。片側有意は常に上側確率に関連します。1 標本
および対応のある t-test の場合、 初の式が大きい値になります。独立した t-test の場合、
expr3で指定した値が大きい値になります。

自由度は、t の観測値を求めるために使用した t 検定の種類によって異なります。たとえば、
1 標本 t 検定（STATS_T_TEST_ONE）の場合、自由度は標本における観測数から 1 を引いた値
です。

STATS_T_TEST_ONE 

STATS_T_TEST_ONEファンクションでは、expr1には標本を指定し、expr2には標本平均値
の比較対象となる定数平均値を指定します。この t-test の場合にのみ、expr2はオプションと
なります。定数平均値は、デフォルトで 0 になります。このファンクションは、標本平均値と
既知の平均値の差を、平均値の標準誤差で割って t 値を求めます（STATS_T_TEST_PAIREDで
は、平均値の差の標準誤差で割ります）。

表表表表 5-9 STATS_T_TEST_* の戻り値の戻り値の戻り値の戻り値

戻り値戻り値戻り値戻り値 意味意味意味意味

STATISTIC t の観測値

DF 自由度

ONE_SIDED_SIG t の片側有意

TWO_SIDED_SIG t の両側有意

STATS_T_TEST_INDEP

STATS_T_TEST_INDEPU

STATS_T_TEST_ONE

STATS_T_TEST_PAIRED

( expr1 , expr2

,

STATISTIC

ONE_SIDED_SIG
, expr3

TWO_SIDED_SIG

DF
)
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STATS_T_TEST_PAIRED
STATS_T_TEST_ONE の例の例の例の例 次の例では、平均表示価格と定数値 60 の差の有意性を判断しま
す。

SELECT AVG(prod_list_price) group_mean,
       STATS_T_TEST_ONE(prod_list_price, 60, 'STATISTIC') t_observed,
       STATS_T_TEST_ONE(prod_list_price, 60) two_sided_p_value
  FROM sh.products;

GROUP_MEAN T_OBSERVED TWO_SIDED_P_VALUE
---------- ---------- -----------------
139.545556 2.32107746        .023158537

STATS_T_TEST_PAIRED 

STATS_T_TEST_PAIREDファンクションでは、expr1および expr2には、比較する平均値の
計算元の 2 つの標本をそれぞれ指定します。このファンクションは、標本平均値の差を、平均
値の差の標準誤差で割って t 値を求めます（STATS_T_TEST_ONEでは、平均値の標準誤差で
割ります）。

STATS_T_TEST_INDEP およびおよびおよびおよび STATS_T_TEST_INDEPU 

STATS_T_TEST_INDEPおよび STATS_T_TEST_INDEPUファンクションでは、expr1はグ
ループ列で、expr2は値の標本です。併合分散用のファンクション（STATS_T_TEST_INDEP）
は、同様の分散を持つ 2 つの分布において、平均値が同じか異なるかをテストします。非併合
分散用のファンクション（STATS_T_TEST_INDEPU）は、既知の有意差のある分散を持つ 2 つ
の分布においても、平均値が同じか異なるかをテストします。

これらのファンクションを使用する前に、標本の分散に有意差があるかどうかを判断しておく
ことをお薦めします。有意差がある場合、そのデータは異なる形状の分布に属している可能性
があり、平均値の差が有効でない場合があります。f 検定を実行して、分散の差を判断できま
す。分散に有意差がない場合、STATS_T_TEST_INDEPを使用します。有意差がある場合は、
STATS_T_TEST_INDEPUを使用します。f 検定の実行の詳細は、5-169 ページの

「STATS_F_TEST」を参照してください。

STATS_T_TEST_INDEP の例の例の例の例 次の例では、各分布の分散が同様である（併合分散）として、
男性と女性に対する平均売上間の差の有意性を判断します。

SELECT SUBSTR(cust_income_level, 1, 22) income_level,
      AVG(DECODE(cust_gender, 'M', amount_sold, null)) sold_to_men,
      AVG(DECODE(cust_gender, 'F', amount_sold, null)) sold_to_women,
      STATS_T_TEST_INDEP(cust_gender, amount_sold, 'STATISTIC', 'F') t_observed,
      STATS_T_TEST_INDEP(cust_gender, amount_sold) two_sided_p_value
  FROM sh.customers c, sh.sales s
  WHERE c.cust_id = s.cust_id
  GROUP BY ROLLUP(cust_income_level)
  ORDER BY income_level, sold_to_men, sold_to_women, t_observed;

INCOME_LEVEL           SOLD_TO_MEN SOLD_TO_WOMEN T_OBSERVED TWO_SIDED_P_VALUE
---------------------- ----------- ------------- ---------- -----------------
A: Below 30,000          105.28349    99.4281447 -1.9880629        .046811482
B: 30,000 - 49,999       102.59651    109.829642 3.04330875        .002341053
C: 50,000 - 69,999      105.627588    110.127931 2.36148671        .018204221
D: 70,000 - 89,999      106.630299     110.47287 2.28496443        .022316997
E: 90,000 - 109,999     103.396741    101.610416 -1.2544577        .209677823
F: 110,000 - 129,999     106.76476    105.981312 -.60444998        .545545304
G: 130,000 - 149,999    108.877532     107.31377 -.85298245        .393671218
H: 150,000 - 169,999    110.987258    107.152191 -1.9062363        .056622983
I: 170,000 - 189,999    102.808238     107.43556 2.18477851        .028908566
J: 190,000 - 249,999    108.040564    115.343356 2.58313425        .009794516
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STATS_WSR_TEST
K: 250,000 - 299,999    112.377993    108.196097 -1.4107871        .158316973
L: 300,000 and above    120.970235    112.216342 -2.0642868        .039003862
                        107.121845     113.80441 .686144393        .492670059
                        106.663769    107.276386 1.08013499        .280082357
14 rows selected.

STATS_T_TEST_INDEPU の例の例の例の例 次の例では、各分布の分散に既知の有意差がある（非併合分
散）として、男性と女性に対する平均売上間の差の有意性を判断します。

SELECT SUBSTR(cust_income_level, 1, 22) income_level,
       AVG(DECODE(cust_gender, 'M', amount_sold, null)) sold_to_men,
       AVG(DECODE(cust_gender, 'F', amount_sold, null)) sold_to_women,
       STATS_T_TEST_INDEPU(cust_gender, amount_sold, 'STATISTIC', 'F') t_observed,
       STATS_T_TEST_INDEPU(cust_gender, amount_sold) two_sided_p_value
  FROM sh.customers c, sh.sales s
  WHERE c.cust_id = s.cust_id
  GROUP BY ROLLUP(cust_income_level)
  ORDER BY income_level, sold_to_men, sold_to_women, t_observed;

INCOME_LEVEL           SOLD_TO_MEN SOLD_TO_WOMEN T_OBSERVED TWO_SIDED_P_VALUE
---------------------- ----------- ------------- ---------- -----------------
A: Below 30,000          105.28349    99.4281447 -2.0542592        .039964704
B: 30,000 - 49,999       102.59651    109.829642 2.96922332        .002987742
C: 50,000 - 69,999      105.627588    110.127931  2.3496854        .018792277
D: 70,000 - 89,999      106.630299     110.47287 2.26839281        .023307831
E: 90,000 - 109,999     103.396741    101.610416 -1.2603509        .207545662
F: 110,000 - 129,999     106.76476    105.981312 -.60580011        .544648553
G: 130,000 - 149,999    108.877532     107.31377 -.85219781        .394107755
H: 150,000 - 169,999    110.987258    107.152191 -1.9451486        .051762624
I: 170,000 - 189,999    102.808238     107.43556 2.14966921        .031587875
J: 190,000 - 249,999    108.040564    115.343356 2.54749867        .010854966
K: 250,000 - 299,999    112.377993    108.196097 -1.4115514        .158091676
L: 300,000 and above    120.970235    112.216342 -2.0726194        .038225611
                        107.121845     113.80441 .689462437        .490595765
                        106.663769    107.276386 1.07853782        .280794207
14 rows selected.

STATS_WSR_TEST 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

STATS_WSR_TESTは、対応のある標本のウィルコクソンの符号順位検定であり、標本間の差の
中央値と 0（ゼロ）に有意差があるかどうかを判断します。差の絶対値は、標本を順序付けし、
順位に符号を付けて求められます。また、帰無仮説によって、正の差の順位の合計が、負の差
の順位の合計に等しいと仮定されます。

このファンクションは 3 つの引数を取ります。expr1および expr2は分析対象の 2 つの標本
で、3 つ目の引数は VARCHAR2型の戻り値です。3 つ目の引数を指定しない場合、デフォルト
で TWO_SIDED_SIGが戻り値になります。表 5-10 に、戻り値の意味を示します。

STATS_WSR_TEST ( expr1 , expr2

,

STATISTIC

ONE_SIDED_SIG

TWO_SIDED_SIG
)
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STDDEV
片側有意は常に上側確率に関連します。expr1が大きい値（棄却域が上側確率の値）になりま
す。

STDDEV 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

STDDEVは、数値の集合である exprの標本標準偏差を戻します。これは、集計ファンクショ
ンまたは分析ファンクションとして使用できます。このファンクションは、STDDEV_SAMPが
NULL を戻すことに対して、入力データが 1 行のみの場合に STDDEVが 0（ゼロ）を戻すとい
う点で、STDDEV_SAMPと異なります。

Oracle Database は、VARIANCE集計ファンクションに対して定義された分散の平方根として標
準偏差を計算します。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。また、引数の数値データ型と同じデータ型を戻しま
す。

DISTINCTを指定する場合は、analytic_clauseの query_partition_clauseのみ指定
できます。order_by_clauseおよび windowing_clauseは指定できません。

集計の例集計の例集計の例集計の例
次の例では、サンプル表 hr.employeesの給与値の標本標準偏差を戻します。

SELECT STDDEV(salary) "Deviation"
   FROM employees;
 
 Deviation
----------
3909.36575

表表表表 5-10 STATS_WSR_TEST_* の戻り値の戻り値の戻り値の戻り値

戻り値戻り値戻り値戻り値 意味意味意味意味

STATISTIC Z の観測値

ONE_SIDED_SIG Z の片側有意

TWO_SIDED_SIG Z の両側有意

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 5-8 ページの「集計ファンクション」、5-225 ページの「VARIANCE」
および 5-180 ページの「STDDEV_SAMP」を参照してください。

� exprの書式の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してください。

STDDEV (

DISTINCT

ALL
expr )

OVER ( analytic_clause )
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STDDEV_POP
分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、hire_dateで順序付けられたサンプル表 hr.employeesの部門 80 の給与の値
の累積標準偏差を戻します。

SELECT last_name, salary, 
   STDDEV(salary) OVER (ORDER BY hire_date) "StdDev"
   FROM employees  
   WHERE department_id = 30
   ORDER BY last_name, salary, "StdDev"; 
 
LAST_NAME                     SALARY     StdDev
------------------------- ---------- ----------
Baida                           2900 4035.26125
Colmenares                      2500 3362.58829
Himuro                          2600  3649.2465
Khoo                            3100 5586.14357
Raphaely                       11000          0
Tobias                          2800  4650.0896

STDDEV_POP 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

STDDEV_POPは母集団標準偏差を計算し、母集団分散の平方根を戻します。これは、集計ファ
ンクションまたは分析ファンクションとして使用できます。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。また、引数の数値データ型と同じデータ型を戻しま
す。

このファンクションは、VAR_POPファンクションの平方根と同じです。VAR_POPが NULL を
戻す場合、このファンクションも NULL を戻します。

集計の例集計の例集計の例集計の例

次の例では、サンプル表 sh.salesにある売上高の母集団標準偏差および標本標準偏差を戻し
ます。

SELECT STDDEV_POP(amount_sold) "Pop", 
   STDDEV_SAMP(amount_sold) "Samp"
   FROM sales;

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 5-8 ページの「集計ファンクション」および 5-223 ページの
「VAR_POP」を参照してください。

� exprの書式の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してください。

STDDEV_POP ( expr )
OVER ( analytic_clause )
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STDDEV_SAMP
       Pop       Samp
---------- ----------
896.355151 896.355592

分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、サンプル表 hr.employeesの部門ごとの給与の母集団標準偏差を戻します。

SELECT department_id, last_name, salary, 
   STDDEV_POP(salary) OVER (PARTITION BY department_id) AS pop_std
   FROM employees
   ORDER BY department_id, last_name, salary, pop_std;

DEPARTMENT_ID LAST_NAME                     SALARY    POP_STD
------------- ------------------------- ---------- ----------
           10 Whalen                          4400          0
           20 Fay                             6000       3500
           20 Hartstein                      13000       3500
           30 Baida                           2900  3069.6091
. . .
         100 Urman                           7800 1644.18166
          110 Gietz                           8300       1850
          110 Higgins                        12000       1850
              Grant                           7000          0

STDDEV_SAMP 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

STDDEV_SAMPは標本累積標準偏差を計算し、標本分散の平方根を戻します。これは、集計
ファンクションまたは分析ファンクションとして使用できます。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。また、引数の数値データ型と同じデータ型を戻しま
す。

このファンクションは、VAR_SAMPファンクションの平方根と同じです。VAR_SAMPが NULL
を戻す場合、このファンクションも NULL を戻します。

集計の例集計の例集計の例集計の例

5-179 ページの「STDDEV_POP」の集計の例を参照してください。

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 5-8 ページの「集計ファンクション」および 5-224 ページの
「VAR_SAMP」を参照してください。

� exprの書式の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してください。

STDDEV_SAMP ( expr )
OVER ( analytic_clause )
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SUBSTR
分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、employees表の部門ごとの給与の標本標準偏差を戻します。

SELECT department_id, last_name, hire_date, salary, 
   STDDEV_SAMP(salary) OVER (PARTITION BY department_id 
      ORDER BY hire_date 
      ROWS BETWEEN UNBOUNDED PRECEDING AND CURRENT ROW) AS cum_sdev 
   FROM employees
   ORDER BY department_id, last_name, hire_date, salary, cum_sdev;

DEPARTMENT_ID LAST_NAME       HIRE_DATE     SALARY   CUM_SDEV
------------- --------------- --------- ---------- ----------
           10 Whalen                    17-SEP-87       4400
           20 Fay                       17-AUG-97       6000 4949.74747
           20 Hartstein                 17-FEB-96      13000
           30 Baida                     24-DEC-97       2900 4035.26125
           30 Colmenares                10-AUG-99       2500 3362.58829
           30 Himuro                    15-NOV-98       2600  3649.2465
           30 Khoo                      18-MAY-95       3100 5586.14357
           30 Raphaely                  07-DEC-94      11000
. . .
          100 Greenberg                 17-AUG-94      12000 2121.32034
          100 Popp                      07-DEC-99       6900 1801.11077
          100 Sciarra                   30-SEP-97       7700 1925.91969
          100 Urman                     07-MAR-98       7800 1785.49713
          110 Gietz                     07-JUN-94       8300 2616.29509
          110 Higgins                   07-JUN-94      12000
              Grant                     24-MAY-99       7000

SUBSTR 

構文構文構文構文

substr::=

用途用途用途用途

SUBSTRの各ファンクションは、charの positionの文字から substring_length文字分
の文字列を抜き出して戻します。SUBSTRは、入力キャラクタ・セットによって定義された文
字を使用して、長さを計算します。SUBSTRBは、文字のかわりにバイトを使用します。
SUBSTRCは、完全な Unicode キャラクタを使用します。SUBSTR2は、UCS2 コードポイント
を使用します。SUBSTR4は、UCS4 コードポイントを使用します。

� positionが 0 の場合、1 として処理されます。

� positionが正の場合、Oracle Database は charの始めから数えて 初の文字を検索しま
す。

� positionが負の場合、Oracle は charの終わりから逆方向に数えます。

� substring_lengthを指定しないと、Oracle は charの終わりまでのすべての文字を戻し
ます。substring_lengthが 1 より小さい場合、NULL を戻します。

SUBSTR

SUBSTRB

SUBSTRC

SUBSTR2

SUBSTR4

( char , position
, substring_length

)
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SUM
charは、CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータ型です。
positionおよび substring_lengthは、NUMBERデータ型か、または暗黙的に NUMBERに
変換可能な任意のデータ型で、整数である必要があります。戻り値は、charと同じデータ型で
す。引数として SUBSTRに渡された浮動小数点数は、自動的に整数に変換されます。

例例例例
次の例では、「ABCDEFG」の指定されたサブストリングを戻します。

SELECT SUBSTR('ABCDEFG',3,4) "Substring"
     FROM DUAL;
 
Substring
---------
CDEF

SELECT SUBSTR('ABCDEFG',-5,4) "Substring"
     FROM DUAL;

Substring
---------
CDEF

データベース・キャラクタ・セットがダブルバイトの場合を想定します。

SELECT SUBSTRB('ABCDEFG',5,4.2) "Substring with bytes"
     FROM DUAL;

Substring with bytes
--------------------
CD

SUM 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SUMは、exprの値の合計を戻します。これは、集計ファンクションまたは分析ファンクショ
ンとして使用できます。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。また、引数の数値データ型と同じデータ型を戻しま
す。

参照参照参照参照 : 異なるロケールでの SUBSTRファンクションおよび長さセマン
ティクスの詳細は、『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・
ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

SUM (

DISTINCT

ALL
expr )

OVER ( analytic_clause )
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SUM
DISTINCTを指定する場合は、analytic_clauseの query_partition_clauseのみ指定
できます。order_by_clauseおよび windowing_clauseは指定できません。

集計の例集計の例集計の例集計の例
次の例では、サンプル表 hr.employeesにあるすべての給与の合計を計算します。

SELECT SUM(salary) "Total"
     FROM employees;
 
     Total
----------
    691400

分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、サンプル表 hr.employeesの各マネージャについて、そのマネージャの下で働
く従業員の現在の給与以下の給与の累積合計を計算します。Raphaely および Cambrault が同
じ累積を持っています。これは、Raphaely および Cambrault が同じ給与であるため、Oracle 
Database が給与の値を同時に追加し、同じ累積合計を両方の行に対して適用したためです。

SELECT manager_id, last_name, salary,
   SUM(salary) OVER (PARTITION BY manager_id ORDER BY salary
   RANGE UNBOUNDED PRECEDING) l_csum
   FROM employees
   ORDER BY manager_id, last_name, salary, l_csum;

MANAGER_ID LAST_NAME           SALARY     L_CSUM
---------- --------------- ---------- ----------
MANAGER_ID LAST_NAME                     SALARY     L_CSUM
---------- ------------------------- ---------- ----------
       100 Cambrault                      11000      68900
       100 De Haan                        17000     155400
       100 Errazuriz                      12000      80900
       100 Fripp                           8200      36400
       100 Hartstein                      13000      93900
       100 Kaufling                        7900      20200
       100 Kochhar                        17000     155400
       100 Mourgos                         5800       5800
       100 Partners                       13500     107400
       100 Raphaely                       11000      68900
       100 Russell                        14000     121400
. . .
       149 Hutton                          8800      39000
       149 Johnson                         6200       6200
       149 Livingston                      8400      21600
       149 Taylor                          8600      30200
       201 Fay                             6000       6000
       205 Gietz                           8300       8300
           King                           24000      24000

参照参照参照参照 : exprの書式の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してくださ
い。5-8 ページの「集計ファンクション」も参照してください。
ファンクション 5-183



SYS_CONNECT_BY_PATH
SYS_CONNECT_BY_PATH 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SYS_CONNECT_BY_PATHは、階層問合せのみで有効です。このファンクションは、ルートから
ノードへの列の値のパスを、CONNECT BY条件によって戻された各行を charで区切った列の
値とともに戻します。

columnおよび charは、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2データ型です。戻さ
れる文字列は、VARCHAR2データ型であり、columnと同じキャラクタ・セットです。

例例例例

次の例では、従業員 Kochharから Kochharのすべての従業員（およびそれらの従業員の従業
員）への従業員名のパスを戻します。

SELECT LPAD(' ', 2*level-1)||SYS_CONNECT_BY_PATH(last_name, '/') "Path"
   FROM employees
   START WITH last_name = 'Kochhar'
   CONNECT BY PRIOR employee_id = manager_id;

Path
------------------------------
     /Kochhar/Greenberg/Chen
     /Kochhar/Greenberg/Faviet
     /Kochhar/Greenberg/Popp
     /Kochhar/Greenberg/Sciarra
     /Kochhar/Greenberg/Urman
     /Kochhar/Higgins/Gietz
   /Kochhar/Baer
   /Kochhar/Greenberg
   /Kochhar/Higgins
   /Kochhar/Mavris
   /Kochhar/Whalen
 /Kochhar

SYS_CONTEXT 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SYS_CONTEXTは、コンテキスト namespaceに関連付けられた parameterの値を戻します。
このファンクションは、SQL 文および PL/SQL 文で使用できます。

参照参照参照参照 : 階層問合せおよび CONNECT BY条件の詳細は、9-3 ページの「階層
問合せ」を参照してください。

SYS_CONNECT_BY_PATH ( column , char )

SYS_CONTEXT ( ’ namespace ’ , ’ parameter ’
, length

)
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SYS_CONTEXT
namespaceおよび parameterには、文字列、またはネームスペースまたは属性を指定する文
字列に変換する式を指定できます。コンテキスト namespaceはすでに作成されている必要が
あり、関連付けられた parameterおよびその値は、DBMS_SESSION.set_contextプロシー
ジャを使用して設定されている必要があります。namespaceは有効な SQL 識別子である必要
があります。parameter名には、すべての文字列を指定できます。大 / 小文字を区別します
が、長さは 30 バイト以下です。

戻り値のデータ型は VARCHAR2です。戻り値のデフォルトの 大サイズは、256 バイトです。
オプションの lengthパラメータを指定して、このデフォルトを上書きできます。このパラ
メータは、NUMBERか、または暗黙的に NUMBERに変換可能な値である必要があります。値の
有効範囲は 1 ～ 4000 バイトです。無効な値を指定すると、Oracle Database はその値を無視し
てデフォルト値を使用します。

Oracle では、現行のセッションを記述する USERENVという組込みネームスペースを提供して
います。ネームスペース USERENVの事前定義パラメータについては、5-186 ページの表 5-11 を
参照してください。

例例例例

次の例では、データベースにログインしたユーザー名を戻します。

CONNECT OE/password
SELECT SYS_CONTEXT ('USERENV', 'SESSION_USER') 
   FROM DUAL;

SYS_CONTEXT ('USERENV', 'SESSION_USER')
------------------------------------------------------
OE

次の例では、hr_appsの作成時に、コンテキスト hr_appsに関連付けられた PL/SQL パッ
ケージの属性 group_noに対する値として設定されたグループ番号を戻します。

SELECT SYS_CONTEXT ('hr_apps', 'group_no') "User Group" 
   FROM DUAL;

参照参照参照参照 :

� アプリケーション開発でのアプリケーション・コンテキスト機能の使
用方法については、『Oracle Database セキュリティ・ガイド』を参照
してください。

� ユーザー定義のコンテキスト・ネームスペースの作成方法について
は、14-8 ページの「CREATE CONTEXT」を参照してください。

� DBMS_SESSION.set_contextプロシージャについては、『Oracle 
Database PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレ
ンス』を参照してください。

注意注意注意注意 : この機能の説明を簡単にするために、この例ではデプロイされた
システムで通常使用されるパスワード管理技術を実行しません。本番環境
では、Oracle Database のパスワード管理ガイドラインに従って、サンプ
ル・アカウントを無効にします。パスワード管理ガイドラインおよびその
他のセキュリティ推奨事項については、『Oracle Database セキュリティ・
ガイド』を参照してください。
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SYS_CONTEXT
表表表表 5-11 ネームスペースネームスペースネームスペースネームスペース USERENV の事前定義パラメータの事前定義パラメータの事前定義パラメータの事前定義パラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 戻り値戻り値戻り値戻り値

ACTION モジュール（アプリケーション名）内の位置を識別します。
DBMS_APPLICATION_INFOパッケージまたは OCI を使用して設定します。

AUDITED_CURSORID 監査をトリガーによって実行した SQL のカーソル ID を戻します。このパラメータは、

ファイングレイン監査環境では無効です。このパラメータをファイングレイン監査環境
で指定すると、Oracle Database は常に NULLを戻します。

AUTHENTICATED_
IDENTITY

認証で使用する識別を戻します。次のリストでは、ユーザーのタイプの後に、戻される
値を示します。

� Kerberos 認証済のエンタープライズ・ユーザー : Kerberos プリンシパル名

� Kerberos 認証済の外部ユーザー : Kerberos プリンシパル名（スキーマ名と同一）

� SSL 認証済のエンタープライズ・ユーザー : ユーザーの PKI 証明書の DN

� SSL 認証済の外部ユーザー : ユーザーの PKI 証明書の DN

� パスワード認証済のエンタープライズ・ユーザー : ニックネーム（ログイン名と同

一）

� パスワード認証済のデータベース・ユーザー : データベースのユーザー名（スキーマ

名と同一）

� OS 認証済の外部ユーザー : 外部オペレーティング・システムのユーザー名

� RADIUS/DCE 認証済の外部ユーザー : スキーマ名

� DN 付きプロキシ : クライアントの Oracle Internet Directory DN

� 証明書付きプロキシ : クライアントの証明書 DN

� ユーザー名付きプロキシ : クライアントがローカル・データベースのユーザーの場合

はデータベース・ユーザー名、クライアントがエンタープライズ・ユーザーの場合
はニックネーム

� パスワード・ファイルを使用する SYSDBA/SYSOPER: ログイン名

� OS 認証を使用する SYSDBA/SYSOPER: オペレーティング・システムのユーザー名

AUTHENTICATION_DATA ログイン・ユーザーの認証に使用されるデータを戻します。X.503 認証セッションでは、

このフィールドは HEX2 形式での認証のコンテキストを戻します。

注意注意注意注意 : 構文の lengthパラメータを使用して、AUTHENTICATION_DATA属性の戻り値を

変更できます。 大 4000 までの値を指定できます。この属性は、Oracle Database がこ

のような変更を実行する USERENVの唯一の属性です。

AUTHENTICATION_METHOD 認証方式を戻します。次のリストでは、ユーザーのタイプの後に、戻される方法を示し
ます。

� パスワード認証済のエンタープライズ・ユーザー、ローカル・データベースのユー
ザー、またはパスワード・ファイルを使用する SYSDBA/SYSOPER（パスワードを

使用するユーザー名付きのプロキシ）: PASSWORD

� Kerberos 認証済のエンタープライズ・ユーザーまたは外部ユーザー : KERBEROS

� SSL 認証済のエンタープライズ・ユーザーまたは外部ユーザー : SSL

� RADIUS 認証済の外部ユーザー : RADIUS

� OS 認証済の外部ユーザーまたは SYSDBA/SYSOPER: OS

� DCE 認証済の外部ユーザー : DCE

� 証明書付きプロキシ、DN、またはパスワードを使用しないユーザー名 : NONE

� バックグラウンド・プロセス（ジョブ・キュー・スレーブ・プロセス）: JOB

IDENTIFICATION_TYPEを使用すると、認証方式が PASSWORD、KERBEROS または

SSL の場合に、外部ユーザーとエンタープライズ・ユーザーを区別できます。
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BG_JOB_ID 現行のセッションが Oracle Database のバックグラウンド・プロセスで確立された場合、

そのセッションのジョブ ID を戻します。セッションがバックグラウンド・プロセスで確

立されていない場合は、NULL を戻します。

CLIENT_IDENTIFIER アプリケーションによって設定された識別子を、DBMS_SESSION.SET_IDENTIFIERプ

ロシージャ、OCI 属性 OCI_ATTR_CLIENT_IDENTIFIERまたは Java クラス

Oracle.jdbc.OracleConnection.setClientIdentifierを使用して戻します。

この属性は、同じデータベース・ユーザーとして認証される複数の軽量アプリケーショ
ン・ユーザーを識別するために、様々なデータベース・コンポーネントによって使用さ
れます。

CLIENT_INFO DBMS_APPLICATION_INFOパッケージを使用するアプリケーションが格納できる 64 バ

イトまでのユーザー・セッション情報を戻します。

CURRENT_BIND ファイングレイン監査のバインド変数。

CURRENT_SCHEMA 現在アクティブなデフォルトのスキーマの名前。この値は、セッションの存続期間中に
ALTER SESSION SET CURRENT_SCHEMA文を使用して変更できます。また、この値は、

セッションの存続期間中に、アクティブな定義者権限オブジェクトの所有者を反映する
ために変更することもできます。この値をビュー定義の本体で直接使用すると、その
ビューを使用しているカーソルを実行するときに使用されるデフォルトのスキーマが戻
されます。定義者権限としてカーソルで使用されるビューは考慮されません。

注意注意注意注意 : ストアド PL/SQL ユニット内から SQL 文 ALTER SESSION SET 
CURRENT_SCHEMAを発行しないことをお薦めします。

CURRENT_SCHEMAID 現在アクティブなデフォルトのスキーマの識別子。

CURRENT_SQL

CURRENT_SQLn

CURRENT_SQLは、ファイングレイン監査イベントをトリガーによって実行した現行の

SQL の 初の 4KB を戻します。CURRENT_SQLn属性は、後続の 4KB ずつを戻します。

nは、1 ～ 7（1 および 7 を含む）の整数です。CURRENT_SQL1は 5 ～ 8KB、
CURRENT_SQL2は 9 ～ 12KB のように戻します。これらの属性は、ファイングレイン監

査機能のイベント・ハンドラ内のみで指定できます。

CURRENT_SQL_LENGTH ファイングレイン監査または行レベルのセキュリティ（RLS）ポリシーのファンクション

またはイベント・ハンドラをトリガーする現行の SQL 文の長さ。ファンクションまたは

イベント・ハンドラ内のみで有効です。

CURRENT_USER 権限が現在アクティブになっているデータベース・ユーザーの名前。この値は、セッ
ションの存続期間中に、アクティブな定義者の権限オブジェクトの所有者を反映するた
めに変更できます。定義者権限オブジェクトがアクティブでない場合、CURRENT_USER
は SESSION_USERと同じ値を戻します。この値をビュー定義の本体で直接使用すると、

そのビューを使用しているカーソルを実行しているユーザーが戻されます。定義者権限
としてカーソルで使用されるビューは考慮されません。

CURRENT_USERID 権限が現在アクティブになっているデータベース・ユーザーの識別子。

DB_DOMAIN DB_DOMAIN初期化パラメータで指定されたデータベースのドメインを戻します。

DB_NAME DB_NAME初期化パラメータで指定されたデータベース名を戻します。

DB_UNIQUE_NAME DB_UNIQUE_NAME初期化パラメータで指定されたデータベース名を戻します。

ENTRYID 現行の監査エントリ番号を戻します。監査エントリ ID の順序は、ファイングレイン監査

レコードと通常の監査レコードで共通です。この属性を分散 SQL 文で使用することはで

きません。正しい監査エントリ識別子は、標準またはファイングレイン監査の監査ハン
ドラを介してのみ参照できます。

表表表表 5-11 ネームスペースネームスペースネームスペースネームスペース USERENV の事前定義パラメータの事前定義パラメータの事前定義パラメータの事前定義パラメータ（続き）（続き）（続き）（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 戻り値戻り値戻り値戻り値
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ENTERPRISE_IDENTITY ユーザーのエンタープライズ全体の識別を戻します。

� エンタープライズ・ユーザーの場合 : Oracle Internet Directory DN 

� 外部ユーザーの場合 : 外部識別（Kerberos プリンシパル名、RADIUS および DCE ス

キーマ名、OS ユーザー名、証明書 DN） 

� ローカル・ユーザーおよび SYSDBA/SYSOPER ログインの場合 : NULL

属性の値はプロキシ方式によって異なります。

� DN 付きプロキシの場合 : クライアントの Oracle Internet Directory DN

� 証明書付きプロキシの場合 : クライアントの証明書 DN（外部ユーザー）、Oracle 
Internet Directory DN（グローバル・ユーザー）

� ユーザー名付きプロキシの場合 : クライアントがエンタープライズ・ユーザーの場合

は Oracle Internet Directory DN、クライアントがローカル・データベースのユー

ザーの場合は NULL

FG_JOB_ID 現行のセッションが Oracle のフォアグラウンド・プロセスで確立された場合、そのセッ

ションのジョブ ID を戻します。セッションがフォアグラウンド・プロセスで確立されて

いない場合は、NULL を戻します。

GLOBAL_CONTEXT_MEMORY コンテキストへのグローバルなアクセスによって、システム・グローバル領域で使用さ
れた数値を戻します。

GLOBAL_UID エンタープライズ・ユーザー・セキュリティ（EUS）ログインの場合は、Oracle Internet 
Directory からグローバル・ユーザー ID を戻します。その他のすべてのログインの場合

は、NULL を戻します。

HOST 接続中のクライアントのホスト・マシン名を戻します。

IDENTIFICATION_TYPE データベースでユーザーのスキーマを作成した方法を戻します。特に、CREATE/ALTER 
USER構文に、IDENTIFIED句が反映されます。次のリストでは、スキーマの作成中に

使用する構文の後に、戻される識別タイプが続きます。

� IDENTIFIED BYパスワード : LOCAL

� IDENTIFIED EXTERNALLY: EXTERNAL

� IDENTIFIED GLOBALLY: GLOBAL SHARED

� IDENTIFIED GLOBALLY AS DN: GLOBAL PRIVATE

INSTANCE 現行のインスタンスのインスタンス識別番号を戻します。

INSTANCE_NAME インスタンス名。

IP_ADDRESS 接続中のクライアントのマシンの IP アドレスを戻します。

ISDBA オペレーティング・システムまたはパスワード・ファイルによって、ユーザーが DBA 権

限を持っていると認証された場合、TRUEを戻します。

LANG 言語名の ISO 略称を戻します。これは、既存の 'LANGUAGE' パラメータを短縮したもので

す。

LANGUAGE 現行のセッションで使用している言語（language）および地域（territory）を、データ

ベース・キャラクタ・セット（character set）も含めて次の書式で戻します。

language_territory.characterset

MODULE DBMS_APPLICATION_INFOパッケージまたは OCI を使用して設定されたアプリケー

ション名（モジュール）を戻します。

NETWORK_PROTOCOL 接続文字列の 'PROTOCOL=protocol' の部分で指定された、通信に使用されるネット

ワーク・プロトコルを戻します。

NLS_CALENDAR 現行のセッションの現行のカレンダを戻します。

NLS_CURRENCY 現行のセッションの通貨を戻します。

表表表表 5-11 ネームスペースネームスペースネームスペースネームスペース USERENV の事前定義パラメータの事前定義パラメータの事前定義パラメータの事前定義パラメータ（続き）（続き）（続き）（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 戻り値戻り値戻り値戻り値
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表 5-12 に、非推奨になったネームスペース USERENVのパラメータを示します。これらのパラ
メータはどれも指定しないでください。かわりに、「コメント」列で提案する代替手段を使用し
ます。

NLS_DATE_FORMAT セッションの日付書式を戻します。

NLS_DATE_LANGUAGE 日付の表示に使用される言語を戻します。

NLS_SORT BINARYまたは言語ソート基準を戻します。

NLS_TERRITORY 現行のセッションの地域を戻します。

OS_USER データベース・セッションを初期化するクライアント・プロセスのオペレーティング・
システム・ユーザー名を戻します。

POLICY_INVOKER 行レベルのセキュリティ（RLS）・ポリシーのファンクションの実行者。

PROXY_ENTERPRISE_
IDENTITY

プロキシ・ユーザーがエンタープライズ・ユーザーの場合に、Oracle Internet Directory 
DN を戻します。

PROXY_USER SESSION_USERのかわりに現行のセッションを開いたデータベース・ユーザー名を戻し

ます。

PROXY_USERID SESSION_USERのかわりに現行のセッションを開いたデータベース・ユーザーの ID を

戻します。

SERVER_HOST インスタンスを実行しているマシンのホスト名。

SERVICE_NAME 任意のセッションで接続しているサービスの名前を戻します。

SESSION_USER ログオン時のデータベース・ユーザーの名前。エンタープライズ・ユーザーの場合、ス
キーマを戻します。その他のユーザーの場合、データベース・ユーザー名を戻します。
この値は、セッションの存続期間中は同じです。

SESSION_USERID ログオン時のデータベース・ユーザーの識別子。

SESSIONID 監査セッション識別子を戻します。この属性を分散 SQL 文で使用することはできませ

ん。

SID セッション番号（セッション ID とは異なります）。

STATEMENTID 文の監査の識別子を戻します。STATEMENTIDは、任意のセッションで監査された SQL
文の番号を示します。この属性を分散 SQL 文で使用することはできません。正しい文の

監査の識別子は、標準またはファイングレイン監査の監査ハンドラを介してのみ参照で
きます。

TERMINAL 現行のセッションのクライアントに対するオペレーティング・システムの識別子を戻し
ます。分散 SQL 文では、この属性はローカル・セッションの識別子を戻します。分散環

境では、リモートの SELECTに対してのみこのオプションを使用でき、リモートの

INSERT、UPDATEまたは DELETEには使用できません。（このパラメータの戻り値の長

さはオペレーティング・システムによって異なります。）

表表表表 5-12 非推奨になったネームスペース非推奨になったネームスペース非推奨になったネームスペース非推奨になったネームスペース USERENV のパラメータのパラメータのパラメータのパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ コメントコメントコメントコメント

AUTHENTICATION_TYPE このパラメータは、ユーザーの認証方法を示す値を戻しました。現在、同じ情報は、
IDENTIFICATION_TYPEと組み合せた新しい AUTHENTICATION_METHODパラメータか

ら取得できます。

EXTERNAL_NAME このパラメータは、ユーザーの外部名を戻しました。詳細な情報は、
AUTHENTICATED_IDENTITYおよび ENTERPRISE_IDENTITYパラメータから取得でき

ます。

表表表表 5-11 ネームスペースネームスペースネームスペースネームスペース USERENV の事前定義パラメータの事前定義パラメータの事前定義パラメータの事前定義パラメータ（続き）（続き）（続き）（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 戻り値戻り値戻り値戻り値
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SYS_DBURIGEN 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SYS_DBURIGenは、引数として 1 つ以上の列または属性、およびオプションで ROWID を取
り、特定の列または行オブジェクトへの DBUriTypeデータ型の URL を生成します。これに
よって、データベースから XML 文書を検索するための URL を使用できるようになります。

参照されるすべての列または属性は、サンプル表に存在する必要があります。これらは、主
キーの役割を果たす必要があります。実際に表の主キーに一致する必要はありませんが、一意
の値を参照する必要があります。複数の列を指定すると、 後の列以外のすべての列はデータ
ベースの行を識別し、指定された 後の列は行にある列を識別します。

デフォルトでは、URL はフォーマットされた XML 文書を指します。ドキュメントのテキスト
のみを指す場合は、オプションの 'text()' を指定します 

列または属性を含む表またはビューが、問合せのコンテキストで指定されるスキーマを持たな
い場合、Oracle Database は、表名またはビュー名をパブリック・シノニムとして解析します。

例例例例

次の例では、SYS_DBURIGenファンクションを使用して、サンプル表 hr.employeesの
employee_id = 206 である行の email列への DBUriTypeデータ型の URL を生成します。

SELECT SYS_DBURIGEN(employee_id, email)
   FROM employees
   WHERE employee_id = 206;

SYS_DBURIGEN(EMPLOYEE_ID,EMAIL)(URL, SPARE)
--------------------------------------------------------------------
DBURITYPE('/PUBLIC/EMPLOYEES/ROW[EMPLOYEE_ID=''206'']/EMAIL', NULL)

SYS_EXTRACT_UTC 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SYS_EXTRACT_UTCは、タイムゾーン・オフセットまたはタイムゾーン地域名を含む日時値か
ら協定世界時（UTC）（以前のグリニッジ標準時）を抽出します。

注意注意注意注意 : この XML コンテキストでは、小文字の textはキーワードであ
り、構文のプレースホルダではありません。

参照参照参照参照 : データベースの URITypeデータ型および XML 文書の詳細は、
『Oracle XML Developer's Kit プログラマーズ・ガイド』を参照してくださ
い。

SYS_DBURIGEN (
column

attribute

rowid

,

, ’ text ( ) ’
)

SYS_EXTRACT_UTC ( datetime_with_timezone )
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例例例例

次の例では、指定された日時から UTC を抽出します。

SELECT SYS_EXTRACT_UTC(TIMESTAMP '2000-03-28 11:30:00.00 -08:00')
   FROM DUAL;

SYS_EXTRACT_UTC(TIMESTAMP'2000-03-2811:30:00.00-08:00')
-----------------------------------------------------------------
28-MAR-00 07.30.00 PM

SYS_GUID 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SYS_GUIDは、16 バイトで構成されたグローバルな一意の識別子（RAW値）を生成して戻しま
す。多くのプラットフォームでは、生成された識別子は、ホスト識別子、プロセス、または
ファンクションをコールするプロセスやスレッドのスレッド識別子、およびそのプロセスやス
レッドに対する非反復値（バイトの順序）で構成されています。

例例例例

次の例では、サンプル表 hr.locationsに列を追加後、一意の識別子を各行に挿入し、グ
ローバルな一意識別子の 16 バイトの RAW値を 32 文字の 16 進表記で戻します。

ALTER TABLE locations ADD (uid_col RAW(32));

UPDATE locations SET uid_col = SYS_GUID();

SELECT location_id, uid_col FROM locations
   ORDER BY location_id, uid_col;

LOCATION_ID UID_COL
----------- ----------------------------------------------------------------
       1000 09F686761827CF8AE040578CB20B7491
       1100 09F686761828CF8AE040578CB20B7491
       1200 09F686761829CF8AE040578CB20B7491
       1300 09F68676182ACF8AE040578CB20B7491
       1400 09F68676182BCF8AE040578CB20B7491
       1500 09F68676182CCF8AE040578CB20B7491
. . .

SYS_TYPEID 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SYS_TYPEIDは、オペランドで も指定される型の型 ID を戻します。この値は、主に、置換
可能な列の基礎となる型判別式の列を識別するために使用されます。たとえば、型判別式の列
に索引を構築するために、SYS_TYPEIDによって戻される値を使用できます。

SYS_GUID ( )

SYS_TYPEID ( object_type_value )
ファンクション 5-191



SYS_XMLAGG
このファンクションは、オブジェクト型のオペランドのみで使用してください。すべての 終
ルート・オブジェクト型（型階層に属さない 終型）は、NULL 型の ID を持ちます。Oracle 
Database は、型階層に属するすべての型に、NULL 以外の一意の型 ID を割り当てます。

例例例例

次の例では、16-61 ページの「置換可能な表および列のサンプル :」で作成された表 persons
および booksを使用します。 初の問合せは、persons表に格納されたオブジェクト・イン
スタンスの も指定される型を戻します。

SELECT name, SYS_TYPEID(VALUE(p)) "Type_id" FROM persons p;

NAME                      Type_id
------------------------- --------------------------------
Bob                       01
Joe                       02
Tim                       03

次の問合せは、books表に格納された作者の も指定される型を戻します。

SELECT b.title, b.author.name, SYS_TYPEID(author)
   "Type_ID" FROM books b;

TITLE                     AUTHOR.NAME          Type_ID
------------------------- -------------------- -------------------
An Autobiography          Bob                  01
Business Rules            Joe                  02
Mixing School and Work    Tim                  03

SYS_TYPEIDファンクションを使用すると、表の型判別式の列に索引を作成できます。14-72
ページの「置換可能な列の索引の作成例 :」を参照してください。

SYS_XMLAGG 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SYS_XMLAGGは、exprによって表されるすべての XML 文書または XML フラグメントを集約
し、単一の XML 文書を生成します。このファンクションは、デフォルト名 ROWSETの新しい
囲み要素を追加します。XML 文書を別の方法でフォーマットする場合は、XMLFormatオブ
ジェクトのインスタンスである fmtを指定します。

例例例例

次の例では、SYS_XMLGENファンクションを使用して、従業員名の 初の文字が R であるサン
プル表 employeesの各行に対して、XML 文書を生成した後、デフォルトの囲み要素 ROWSET
の 1 つの XML 文書にすべての行を集約します。

参照参照参照参照 : 型 ID の詳細は、『Oracle Database オブジェクト・リレーショナル
開発者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : SYS_XMLAggの結果をフォーマットするための XMLFormat型の
属性の使用については、5-193 ページの「SYS_XMLGEN」および 2-66
ページの「XML 書式モデル」を参照してください。

SYS_XMLAGG ( expr
, fmt

)
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SELECT SYS_XMLAGG(SYS_XMLGEN(last_name)) XMLAGG
   FROM employees
   WHERE last_name LIKE 'R%'
   ORDER BY xmlagg;

XMLAGG
--------------------------------------------------------------------------------
<?xml version="1.0"?>
<ROWSET>
<LAST_NAME>Rajs</LAST_NAME>
<LAST_NAME>Raphaely</LAST_NAME>
<LAST_NAME>Rogers</LAST_NAME>
<LAST_NAME>Russell</LAST_NAME>
</ROWSET>

SYS_XMLGEN 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SYS_XMLGENは、データベースの特定の行および列を評価する式を取り、XML 文書を含む
XMLType型のインスタンスを戻します。exprは、スカラー値、ユーザー定義型または
XMLTypeインスタンスです。

� exprがスカラー値である場合、ファンクションはスカラー値を含む XML 要素を戻します。

� exprが型である場合、ファンクションは XML 要素へユーザー定義型の属性をマップしま
す。

� exprが XMLTypeインスタンスである場合、ファンクションはデフォルトのタグ名が ROW
である XML 要素でドキュメントを囲みます。

デフォルトでは、XML 文書の要素は exprの要素と一致します。たとえば、exprが列名に変
換される場合、XML の囲み要素は同じ列名になります。XML 文書を別の方法でフォーマット
する場合は、XMLFormatオブジェクトのインスタンスである fmtを指定します。

例例例例

次の例では、サンプル表 oe.employeesから employee_id値が 205 の従業員の電子メール
ID を検出し、EMAIL要素を持つ XML 文書を含む XMLTypeのインスタンスを生成します。

SELECT SYS_XMLGEN(email)      
   FROM employees
   WHERE employee_id = 205;

SYS_XMLGEN(EMAIL)
-------------------------------------------------------------------
<?xml version="1.0"?>
<EMAIL>SHIGGINS</EMAIL>

参照参照参照参照 :

� XMLFormat型の詳細および SYS_XMLGENの結果を書式化するための
属性の使用方法については、2-66 ページの「XML 書式モデル」を参
照してください。

� XML 型およびそれらの使用の概要については、『Oracle Database 概
要』を参照してください。

SYS_XMLGEN ( expr
, fmt

)
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SYSDATE
SYSDATE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SYSDATEは、データベースが存在するオペレーティング・システムの現在の日付と時刻のセッ
トを戻します。戻り値のデータ型は DATEです。戻り値の書式は、NLS_DATE_FORMAT初期化
パラメータの値によって異なります。このファンクションに引数は不要です。分散 SQL 文で
は、このファンクションはローカル・データベースのオペレーティング・システムの日付と時
刻のセットを戻します。CHECK制約の条件でこのファンクションは使用できません。

例例例例

次の例では、オペレーティング・システムの現在の日付および時刻を戻します。

SELECT TO_CHAR
    (SYSDATE, 'MM-DD-YYYY HH24:MI:SS') "NOW"
     FROM DUAL;

NOW
-------------------
04-13-2001 09:45:51

SYSTIMESTAMP 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

SYSTIMESTAMPは、データベースが存在するシステムの、秒の小数部とタイムゾーンを含む日
付を戻します。戻り型は、TIMESTAMP WITH TIME ZONEです。

例例例例

次の例では、システムのタイムスタンプを戻します。

SELECT SYSTIMESTAMP FROM DUAL;

SYSTIMESTAMP
------------------------------------------------------------------
28-MAR-00 12.38.55.538741 PM -08:00

次の例では、秒の小数部を明示的に指定する方法を示します。

SELECT TO_CHAR(SYSTIMESTAMP, 'SSSSS.FF') FROM DUAL;

TO_CHAR(SYSTIME
---------------
55615.449255

SYSDATE

SYSTIMESTAMP
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TAN 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

TANは、n（ラジアンで表された角度）のタンジェントを戻します。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。引数が BINARY_FLOATの場合、このファンクショ
ンは BINARY_DOUBLEを戻します。それ以外の場合、引数と同じ数値データ型を戻します。

例例例例

次の例では、135 度のタンジェントを戻します。

SELECT TAN(135 * 3.14159265359/180)
   "Tangent of 135 degrees"  FROM DUAL;

Tangent of 135 degrees
----------------------
                   - 1

TANH 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

TANHは、nの双曲線タンジェントを戻します。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。引数が BINARY_FLOATの場合、このファンクショ
ンは BINARY_DOUBLEを戻します。それ以外の場合、引数と同じ数値データ型を戻します。

例例例例

次の例では、5 の双曲線タンジェントを戻します。

SELECT TANH(.5) "Hyperbolic tangent of .5" 
   FROM DUAL;

Hyperbolic tangent of .5
------------------------
              .462117157 

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

TAN ( n )

TANH ( n )
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TIMESTAMP_TO_SCN

構文構文構文構文

用途用途用途用途

TIMESTAMP_TO_SCNは、引数としてタイムスタンプ値を取り、そのタイムスタンプに関連付
けられたシステム変更番号（SCN）の概数を戻します。戻り値のデータ型は NUMBERです。
このファンクションは、特定のタイムスタンプに関連付けられた SCN を調べる場合に有効で
す。

例例例例

次の例では、行を oe.orders表に挿入し、TIMESTAMP_TO_SCNを使用して、挿入操作のシ
ステム変更番号を判断します。（実際に戻される SCN は、システムごとに異なります。）

INSERT INTO orders (order_id, order_date, customer_id, order_total)
   VALUES (5000, SYSTIMESTAMP, 188, 2345);
1 row created.

COMMIT;
Commit complete.

SELECT TIMESTAMP_TO_SCN(order_date) FROM orders
   WHERE order_id = 5000;

TIMESTAMP_TO_SCN(ORDER_DATE)
----------------------------
                      574100

TO_BINARY_DOUBLE 

構文構文構文構文

注意注意注意注意 : SCN と SCN 生成時のタイムスタンプの関連は、一定期間データ
ベースで記憶されます。この期間は、 大で自動調整された UNDO 保存
期間（データベースが自動 UNDO 管理モードで実行されている場合）お
よびデータベース内のすべてのフラッシュバック・アーカイブの保存時間
となりますが、120 時間以上になります。関連が不要となるまでの経過時
間には、データベースが開かれているときの時間のみが加算されます。
TIMESTAMP_TO_SCNの引数に対して指定された SCN が古すぎる場合は、
エラーが戻されます。

参照参照参照参照 : SCN をタイムスタンプへ変換する方法については、5-162 ページ
の「SCN_TO_TIMESTAMP」を参照してください。

TIMESTAMP_TO_SCN ( timestamp )

TO_BINARY_DOUBLE ( expr
, fmt

, ’ nlsparam ’

)
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TO_BINARY_DOUBLE
用途用途用途用途

TO_BINARY_DOUBLEは、倍精度の浮動小数点数を戻します。

� exprには、文字列か、または NUMBER、BINARY_FLOATまたは BINARY_DOUBLE型の数値
を指定できます。exprが BINARY_DOUBLEの場合、このファンクションは exprを戻し
ます。

� オプションの 'fmt' 引数および 'nlsparam' 引数は exprが文字列の場合にのみ有効です。
これらの引数は、TO_CHAR（数値）ファンクションの場合と同じ用途に使用されます。

– 文字列 'INF'（大 / 小文字は区別されない）は、正の無限大に変換されます。

– 文字列 '-INF'（大 / 小文字は区別されない）は、負の無限大に変換されます。

– 文字列 'NaN'（大 / 小文字は区別されない）は、NaN（非数値）に変換されます。

expr文字列には、浮動小数点数の書式要素（F、f、Dまたは d）は使用できません。

文字列または NUMBERから BINARY_DOUBLEへの変換は、正確に行われない場合があります。
これは、NUMBERおよび文字列型では単精度、BINARY_DOUBLEで倍精度を使用して数値を表
現するためです。

BINARY_FLOATから BINARY_DOUBLEへの変換は正確に行われます。

例例例例
次の例では、それぞれ異なる数値データ型の 3 つの列を持つ次の表を使用します。

CREATE TABLE float_point_demo
  (dec_num NUMBER(10,2), bin_double BINARY_DOUBLE, bin_float BINARY_FLOAT);

INSERT INTO float_point_demo
  VALUES (1234.56,1234.56,1234.56);

SELECT * FROM float_point_demo;

   DEC_NUM BIN_DOUBLE  BIN_FLOAT
---------- ---------- ----------
   1234.56 1.235E+003 1.235E+003

次の例では、NUMBERデータ型の値を BINARY_DOUBLEデータ型の値に変換します。

SELECT dec_num, TO_BINARY_DOUBLE(dec_num)
  FROM float_point_demo;

   DEC_NUM TO_BINARY_DOUBLE(DEC_NUM)
---------- -------------------------
   1234.56                1.235E+003

次の例では、dec_num列および bin_double列から抽出されたダンプ情報を比較します。

SELECT DUMP(dec_num) "Decimal",
   DUMP(bin_double) "Double"
   FROM float_point_demo;

Decimal                     Double
--------------------------- ---------------------------------------------
Typ=2 Len=4: 194,13,35,57   Typ=101 Len=8: 192,147,74,61,112,163,215,10

参照参照参照参照 : 5-201 ページの「TO_CHAR（数値）」および 2-13 ページの「浮動
小数点数」を参照してください。
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TO_BINARY_FLOAT 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

TO_BINARY_FLOATは、単精度の浮動小数点数を戻します。

� exprには、文字列か、または NUMBER、BINARY_FLOATまたは BINARY_DOUBLE型の数値
を指定できます。exprが BINARY_FLOATの場合、このファンクションは exprを戻しま
す。

� オプションの 'fmt' 引数および 'nlsparam' 引数は exprが文字列の場合にのみ有効です。
これらの引数は、TO_CHAR（数値）ファンクションの場合と同じ用途に使用されます。

– 文字列 'INF'（大 / 小文字は区別されない）は、正の無限大に変換されます。

– 文字列 '-INF'（大 / 小文字は区別されない）は、負の無限大に変換されます。

– 文字列 'NaN'（大 / 小文字は区別されない）は、NaN（非数値）に変換されます。

expr文字列には、浮動小数点数の書式要素（F、f、Dまたは d）は使用できません。

文字列または NUMBERから BINARY_FLOATへの変換は、正確に行われない場合があります。
これは、NUMBERおよび文字列型では単精度、BINARY_FLOATでは倍精度を使用して数値を表
現するためです。

BINARY_DOUBLE値に、BINARY_FLOATがサポートする数を超える精度ビットが使用されてい
る場合、BINARY_DOUBLEから BINARY_FLOATへの変換は正確に行われません。

例例例例

次の例では、5-196 ページの「TO_BINARY_DOUBLE」で作成した float_point_demo表を
使用して、NUMBERデータ型の値を BINARY_FLOATデータ型の値に変換します。

SELECT dec_num, TO_BINARY_FLOAT(dec_num)
  FROM float_point_demo;

   DEC_NUM TO_BINARY_FLOAT(DEC_NUM)
---------- ------------------------
   1234.56               1.235E+003

TO_BLOB 

構文構文構文構文

to_blob::=

用途用途用途用途

TO_BLOBは、LONG RAWおよび RAW値を BLOB値に変換します。

参照参照参照参照 : 5-201 ページの「TO_CHAR（数値）」および 2-13 ページの「浮動
小数点数」を参照してください。

TO_BINARY_FLOAT ( expr
, fmt

, ’ nlsparam ’

)

TO_BLOB ( raw_value )
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例例例例

次の例は、RAW列の値として BLOBを戻します。

SELECT TO_BLOB(raw_column) blob FROM raw_table;

BLOB
-----------------------
00AADD343CDBBD

TO_CHAR（文字）（文字）（文字）（文字） 

構文構文構文構文

to_char_char::=

用途用途用途用途

TO_CHAR（文字）は、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータをデータベース・
キャラクタ・セットに変換します。戻り値は常に VARCHAR2です。

このファンクションを使用してキャラクタ LOB をデータベース・キャラクタ・セットに変換す
ると、変換する LOB 値がターゲットの型よりも大きい場合、エラーが戻されます。

このファンクションは任意の XML ファンクションと組み合せて使用できますが、生成される
日付の書式は、XML スキーマの標準書式ではなく、データベースの書式になります。

例例例例

次の例では、単純な文字列を文字データとして解析します。

SELECT TO_CHAR('01110') FROM DUAL;

TO_CH
-----
01110

この例と、5-201 ページの「TO_CHAR（数値）」の 初の例を比較してください。

次の例では、pm.print_media表の CLOBデータをデータベース・キャラクタ・セットに変換
します。

SELECT TO_CHAR(ad_sourcetext) FROM print_media
      WHERE product_id = 2268;

TO_CHAR(AD_SOURCETEXT)
--------------------------------------------------------------------
******************************
TIGER2 2268...Standard Hayes Compatible Modem

参照参照参照参照 :

� XML の日付およびタイムスタンプの書式設定とその例については、
『Oracle XML DB 開発者ガイド』を参照してください。

� XML ファンクションのリストについては、5-7 ページの「XML ファン
クション」を参照してください。

TO_CHAR (

nchar

clob

nclob

)
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Product ID: 2268
The #1 selling modem in the universe! Tiger2's modem includes call management
and Internet voicing. Make real-time full duplex phone calls at the same time
you're online.
**********************************

TO_CHAR（日時）（日時）（日時）（日時） 

構文構文構文構文

to_char_date::=

用途用途用途用途

TO_CHAR（日時）は、DATE、TIMESTAMP、TIMESTAMP WITH TIME ZONEまたは TIMESTAMP 
WITH LOCAL TIME ZONEデータ型の日時値または期間値を日付書式 fmtで指定された書式の
VARCHAR2データ型に変換します。fmtを省略すると、次のように、dateは VARCHAR2値に
変換されます。

� DATE値は、デフォルトの日付書式の値に変換されます。

� TIMESTAMPおよび TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE値は、デフォルトのタイムスタン
プ書式の値に変換されます。

� TIMESTAMP WITH TIME ZONE値は、タイムゾーン書式のデフォルトのタイムスタンプの値
に変換されます。

日時書式の詳細は、2-54 ページの「書式モデル」を参照してください。

'nlsparam'引数には、月と日の名前および略称が戻される言語を指定します。この引数は、
次の書式で指定します。

'NLS_DATE_LANGUAGE = language' 

'nlsparam'を指定しないと、このファンクションはセッションのデフォルト日付言語を使用
します。

例例例例

次の例で使用する表は、次のとおりです。

CREATE TABLE date_tab (
   ts_col      TIMESTAMP,
   tsltz_col   TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE,
   tstz_col    TIMESTAMP WITH TIME ZONE);

次の例では、TO_CHARを別の TIMESTAMPデータ型に適用した結果を示します。TIMESTAMP 
WITH LOCAL TIME ZONE列の結果は、セッションのタイムゾーンを識別します。これに対し
て、TIMESTAMPおよび TIMESTAMP WITH TIME ZONE列の結果は、セッションのタイムゾーン
を識別しません。

ALTER SESSION SET TIME_ZONE = '-8:00';
INSERT INTO date_tab VALUES (  
   TIMESTAMP'1999-12-01 10:00:00',
   TIMESTAMP'1999-12-01 10:00:00',
   TIMESTAMP'1999-12-01 10:00:00');

参照参照参照参照 : 「データ変換のセキュリティ上の考慮事項」（2-43 ページ）

TO_CHAR (
datetime

interval

, fmt
, ’ nlsparam ’

)
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INSERT INTO date_tab VALUES (
   TIMESTAMP'1999-12-02 10:00:00 -8:00', 
   TIMESTAMP'1999-12-02 10:00:00 -8:00',
   TIMESTAMP'1999-12-02 10:00:00 -8:00');

SELECT TO_CHAR(ts_col, 'DD-MON-YYYY HH24:MI:SSxFF') AS ts_date,
   TO_CHAR(tstz_col, 'DD-MON-YYYY HH24:MI:SSxFF TZH:TZM') AS tstz_date
   FROM date_tab
   ORDER BY ts_date, tstz_date;
 
TS_DATE                        TSTZ_DATE
------------------------------ -------------------------------------
01-DEC-1999 10:00:00.000000    01-DEC-1999 10:00:00.000000 -08:00
02-DEC-1999 10:00:00.000000    02-DEC-1999 10:00:00.000000 -08:00

SELECT SESSIONTIMEZONE, 
   TO_CHAR(tsltz_col, 'DD-MON-YYYY HH24:MI:SSxFF') AS tsltz
   FROM date_tab
   ORDER BY sessiontimezone, tsltz;

SESSIONTIM TSLTZ
---------- ------------------------------
-08:00     01-DEC-1999 10:00:00.000000
-08:00     02-DEC-1999 10:00:00.000000

ALTER SESSION SET TIME_ZONE = '-5:00';
SELECT TO_CHAR(ts_col, 'DD-MON-YYYY HH24:MI:SSxFF') AS ts_col,
   TO_CHAR(tstz_col, 'DD-MON-YYYY HH24:MI:SSxFF TZH:TZM') AS tstz_col
   FROM date_tab
   ORDER BY ts_col, tstz_col;
 
TS_COL                         TSTZ_COL
------------------------------ -------------------------------------
01-DEC-1999 10:00:00.000000    01-DEC-1999 10:00:00.000000 -08:00
02-DEC-1999 10:00:00.000000    02-DEC-1999 10:00:00.000000 -08:00

SELECT SESSIONTIMEZONE,
TO_CHAR(tsltz_col, 'DD-MON-YYYY HH24:MI:SSxFF') AS tsltz_col
   FROM date_tab
   ORDER BY sessiontimezone, tsltz_col;
  2    3    4
SESSIONTIM TSLTZ_COL
---------- ------------------------------
-05:00     01-DEC-1999 13:00:00.000000
-05:00     02-DEC-1999 13:00:00.000000

TO_CHAR（数値）（数値）（数値）（数値） 

構文構文構文構文

to_char_number::=

TO_CHAR ( n
, fmt

, ’ nlsparam ’

)
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用途用途用途用途

TO_CHAR（数値）は、nを、オプションの数値書式 fmtを使用して VARCHAR2データ型の値に
変換します。n値には、NUMBER、BINARY_FLOATまたは BINARY_DOUBLE型の値を指定でき
ます。fmtを指定しないと、nの有効桁数を保持するために十分な長さの VARCHAR2値に変換
されます。

nが負の場合、書式が適用された後で符号が適用されます。したがって、TO_CHAR(-1, 
'$9')は、$-1 ではなく -$1 を戻します。

日時書式の詳細は、2-54 ページの「書式モデル」を参照してください。

'nlsparam'引数には、数値書式要素によって戻される次の文字を指定します。

� 小数点文字

� 桁区切り

� 各国通貨記号

� 国際通貨記号

この引数は、次の書式で指定します。

'NLS_NUMERIC_CHARACTERS = ''dg''
   NLS_CURRENCY = ''text''
   NLS_ISO_CURRENCY = territory '

文字 dおよび gは、それぞれ小数点文字および桁区切りを表します。これらは、異なるシング
ルバイト文字である必要があります。引用符付き文字列の中では、パラメータ値を囲む一重引
用符を 2 つ使用する必要があります。通貨記号には 10 文字使用できます。

'nlsparam'またはパラメータのいずれか 1 つを省略すると、このファンクションはセッショ
ンのデフォルト・パラメータ値を使用します。

例例例例

次の文は、暗黙的な変換を使用して、文字列と数値を数値に結合します。

SELECT TO_CHAR('01110' + 1) FROM dual;

TO_C
----
1111

この例と、5-199 ページの「TO_CHAR（文字）」の 初の例を比較してください。

次の例では、出力で通貨記号の左側に空白埋めが行われます。

SELECT TO_CHAR(-10000,'L99G999D99MI') "Amount"
     FROM DUAL;

Amount
--------------
  $10,000.00-

SELECT TO_CHAR(-10000,'L99G999D99MI',
   'NLS_NUMERIC_CHARACTERS = '',.''
   NLS_CURRENCY = ''AusDollars'' ') "Amount"
     FROM DUAL;

Amount
-------------------
AusDollars10.000,00-

参照参照参照参照 : 「データ変換のセキュリティ上の考慮事項」（2-43 ページ）
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TO_DATE
オプションの数値書式 fmtでは、Lは各国通貨記号を、MIは後に付くマイナス記号（-）を表
します。すべての数値書式要素のリストは、2-65 ページの表 2-17「FX 書式モデル修飾子による
文字データと書式モデルの一致」を参照してください。

TO_CLOB 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

TO_CLOBは、LOB 列またはその他の文字列の NCLOB値を CLOB値に変換します。charは、
CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータ型です。Oracle 
Database は、基礎となる LOB データを各国語キャラクタ・セットからデータベース・キャラ
クタ・セットに変換することによって、このファンクションを実行します。

例例例例

次の文は、サンプル表 pm.print_mediaの NCLOBデータを CLOBに変換し、CLOB列に挿入
します。

UPDATE PRINT_MEDIA 
   SET AD_FINALTEXT = TO_CLOB (AD_FLTEXTN); 

TO_DATE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

TO_DATEは、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2データ型の charを、DATEデー
タ型の値に変換します。

fmtは、charの書式を指定する日時書式モデルです。fmtを指定しない場合、charはデフォ
ルトの日付書式である必要があります。デフォルトの日付書式は、NLS_TERRITORY初期化パ
ラメータによって暗黙的に決まります。NLS_DATE_FORMATパラメータによって明示的に設定
することもできます。fmtが J（ユリウス日）の場合、charは整数である必要があります。

注意注意注意注意 : このファンクションは、データを別の日時データ型へは変換しま
せん。他の日時変換の詳細は、5-210 ページの「TO_TIMESTAMP」、5-211
ページの「TO_TIMESTAMP_TZ」、5-205 ページの「TO_DSINTERVAL」
および 5-212 ページの「TO_YMINTERVAL」を参照してください。

TO_CLOB (
lob_column

char
)

TO_DATE ( char
, fmt

, ’ nlsparam ’

)
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TO_DATE
'nlsparam'引数は、日付変換の TO_CHARファンクションの場合と同じ用途で使用されます。

引数 charに DATE値を持つ TO_DATEファンクションは使用しないでください。戻される
DATE値は、fmtまたはデフォルトの日付書式によって、元の charとは異なる世紀の値を持つ
ことがあります。

このファンクションは、CLOBデータを直接的にサポートしていません。ただし、暗黙的なデー
タ変換を使用して CLOBを引数として渡すことはできます。

例例例例

次の例では、文字列をタイムスタンプに変換します。

SELECT TO_DATE(
    'January 15, 1989, 11:00 A.M.',
    'Month dd, YYYY, HH:MI A.M.',
     'NLS_DATE_LANGUAGE = American')
     FROM DUAL;

TO_DATE('
---------
15-JAN-89

戻された値は、NLS_TERRITORYパラメータが 'AMERICA' に設定されている場合は、デフォル
トの日付書式を反映します。異なる NLS_TERRITORYの値が設定されている場合は、異なるデ
フォルトの日付書式となります。

ALTER SESSION SET NLS_TERRITORY = 'KOREAN';

SELECT TO_DATE(
    'January 15, 1989, 11:00 A.M.',
    'Month dd, YYYY, HH:MI A.M.',
     'NLS_DATE_LANGUAGE = American')
     FROM DUAL;

TO_DATE(
--------
89/01/15

注意注意注意注意 : 次の項の例に示すとおり、TO_DATEでは、常に書式マスク（fmt）
を指定することをお薦めします。書式マスクを指定しないと、このファン
クションは、charが NLS_TERRITORYまたは NLS_DATE_FORMATパラ
メータで指定されたものと同じ書式を使用している場合にのみ有効になり
ます。さらに、依存性を回避するために明示的な書式マスクが指定されて
いない場合は、データベース間でファンクションが不安定になることがあ
ります。

参照参照参照参照 : 詳細は、2-57 ページの「日時書式モデル」および 2-36 ページの
「データ型の比較規則」を参照してください。
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TO_DSINTERVAL
TO_DSINTERVAL 

構文構文構文構文

sql_format::=

ds_iso_format::=

用途用途用途用途

TO_DSINTERVALは、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2データ型の文字列を、
INTERVAL DAY TO SECOND型に変換します。

TO_DSINTERVALは、2 つの書式のいずれかの引数を取ります。

� SQL 規格（ISO/IEC 9075:2003）に準拠した SQL 期間書式（ISO/IEC 9075:2003）

� ISO 8601:2004 規格に準拠した ISO 存続期間書式

SQL 書式では、daysは 0（ゼロ）～ 999999999 の整数、hoursは 0（ゼロ）～ 23 の整数、
minutesと secondsは 0（ゼロ）～ 59 の整数になります。frac_secsは秒の小数部であり、
.0 ～ .999999999 になります。日付と時間は 1 つ以上の空白で区切ります。これ以外に、書式要
素の間にも空白を使用できます。

ISO 書式では、days、hours、minutesおよび secondsは、0（ゼロ）～ 999999999 の整数
になります。frac_secsは秒の小数部であり、.0 ～ .999999999 になります。値に空白は使用
できません。

例例例例

次の例では、1990 年 1 月 1 日から 100 日以上勤務している従業員を hr.employees表から検
索します。

SELECT employee_id, last_name FROM employees
   WHERE hire_date + TO_DSINTERVAL('100 00:00:00')
   <= DATE '1990-01-01'
   ORDER BY employee_id;

EMPLOYEE_ID LAST_NAME
----------- ---------------
        100 King
        101 Kochhar
        200 Whalen

TO_DSINTERVAL ( ’
sql_format

ds_iso_format
’ )

+

–
days hours : minutes : seconds

. frac_secs

–
P

days D
T

hours H minutes M

seconds
. frac_secs

S
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TO_LOB
TO_LOB 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

TO_LOBは、long_column列の LONGまたは LONG RAW値を LOB 値に変換します。このファ
ンクションは LONGまたは LONG RAW列に対してのみ、および INSERT文における副問合せの
SELECT 構文のリストにおいてのみ適用できます。

このファンクションを使用する前に、LOB 列を作成して変換された LONG値を受け取る必要が
あります。LONG値を変換する場合は、CLOB列を作成します。LONG RAW 値を変換する場合
は、BLOB列を作成します。

索引構成表を作成する場合は、CREATE TABLE ... AS SELECT文の副問合せで、TO_LOBファン
クションを使用して LONG列を LOB 列に変換することはできません。LONG列を含まない索引
構成表を作成し、INSERT ...AS SELECT文で TO_LOBファンクションを使用してください。

例例例例

次の例では、不確定な表 old_tableの LONGデータに対する TO_LOBファンクションの使用
方法を示します。

CREATE TABLE new_table (col1, col2, ... lob_col CLOB);
INSERT INTO new_table (select o.col1, o.col2, ... TO_LOB(o.old_long_col)
   FROM old_table o;

TO_MULTI_BYTE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

TO_MULTI_BYTEは、シングルバイト文字を、対応するマルチバイト文字に変換して charを
戻します。charのデータ型は、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2です。戻り値
は、charと同じデータ型です。

char内に同等のマルチバイト文字がないシングルバイト文字は、シングルバイト文字として出
力されます。このファンクションは、ご使用のデータベース・キャラクタ・セットに、シング
ルバイト文字およびマルチバイト文字の両方が含まれている場合にのみ有効です。

このファンクションは、CLOBデータを直接的にサポートしていません。ただし、暗黙的なデー
タ変換を使用して CLOBを引数として渡すことはできます。

参照参照参照参照 :

� LONG列を LOB に変換する別の方法については、12-2 ページの
「ALTER TABLE」の「modify_col_properties」を参照してくだ
さい。

� INSERT文の副問合せについては、18-53 ページの「INSERT」を参照
してください。

参照参照参照参照 :  詳細は、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照してくださ
い。

TO_LOB ( long_column )

TO_MULTI_BYTE ( char )
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TO_NCHAR（日時）
例例例例

次の例では、シングルバイト Aから UTF8 のマルチバイト Aへの変換を示します。

SELECT dump(TO_MULTI_BYTE( 'A')) FROM DUAL; 

DUMP(TO_MULTI_BYTE('A')) 
------------------------ 
Typ=1 Len=3: 239,188,161

TO_NCHAR（文字）（文字）（文字）（文字） 

構文構文構文構文

to_nchar_char::=

用途用途用途用途

TO_NCHAR（文字）は、文字列、CHAR、VARCHAR2、CLOBまたは NCLOB値を各国語キャラク
タ・セットに変換します。戻り値は常に NVARCHAR2です。このファンクションは、各国語
キャラクタ・セットで USING句を指定した TRANSLATE ... USINGファンクションと同じです。

例例例例

次の例では、oe.customers表の VARCHAR2データを各国語キャラクタ・セットに変換しま
す。

SELECT TO_NCHAR(cust_last_name) FROM customers
   WHERE customer_id=103;

TO_NCHAR(CUST_LAST_NAME)
--------------------------------------------------
Taylor

TO_NCHAR（日時）（日時）（日時）（日時） 

構文構文構文構文

to_nchar_date::=

参照参照参照参照 : 2-39 ページの「データ変換」および 5-214 ページの
「TRANSLATE ... USING」を参照してください。

TO_NCHAR (

char

clob

nclob

)

TO_NCHAR (
datetime

interval

, fmt
, ’ nlsparam ’

)
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TO_NCHAR（数値）
用途用途用途用途

TO_NCHAR（日時）は、DATE、TIMESTAMP、TIMESTAMP WITH TIME ZONE、TIMESTAMP 
WITH LOCAL TIME ZONE、INTERVAL MONTH TO YEARまたは INTERVAL DAY TO SECONDデー
タ型の文字列をデータベース・キャラクタ・セットから各国語キャラクタ・セットに変換しま
す。

例例例例

次の例では、状態が 9であるすべての注文の order_dateを各国語キャラクタ・セットに変換
します。

SELECT TO_NCHAR(ORDER_DATE) AS order_date
   FROM ORDERS
   WHERE ORDER_STATUS > 9
   ORDER BY order_date;

ORDER_DATE
--------------------------------------------------------------------------
06-DEC-99 02.22.34.225609 PM
13-SEP-99 10.19.00.654279 AM
14-SEP-99 09.53.40.223345 AM
26-JUN-00 10.19.43.190089 PM
27-JUN-00 09.53.32.335522 PM

TO_NCHAR（数値）（数値）（数値）（数値） 

構文構文構文構文

to_nchar_number::=

用途用途用途用途

TO_NCHAR（数値）は、nを各国語キャラクタ・セットの文字列に変換します。n値には、
NUMBER、BINARY_FLOATまたは BINARY_DOUBLE型の値を指定できます。このファンクショ
ンは、引数と同じ型の値を戻します。オプションの fmt、nに対応する 'nlsparam'は、
DATE、TIMESTAMP、TIMESTAMP WITH TIME ZONE、TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE、
INTERVAL MONTH TO YEARまたは INTERVAL DAY TO SECONDデータ型です。

例例例例

次の例では、oe.ordersサンプル表の customer_id値を各国語キャラクタ・セットに変換
します。

SELECT TO_NCHAR(customer_id) "NCHAR_Customer_ID"  FROM orders 
   WHERE order_status > 9
   ORDER BY "NCHAR_Customer_ID";

NCHAR_Customer_ID
----------------------------------------
102
103

参照参照参照参照 : 「データ変換のセキュリティ上の考慮事項」（2-43 ページ）

参照参照参照参照 : 「データ変換のセキュリティ上の考慮事項」（2-43 ページ）

TO_NCHAR ( n
, fmt

, ’ nlsparam ’

)
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TO_NUMBER
148
148
149

TO_NCLOB 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

TO_NCLOBは、LOB 列またはその他の文字列の CLOB値を NCLOB値に変換します。charは、
CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータ型です。Oracle 
Database は、charのキャラクタ・セットをデータベース・キャラクタ・セットから各国語
キャラクタ・セットに変換することによって、このファンクションを実行します。

例例例例
次の例では、TO_NCLOBファンクションでデータを変換後、pm.print_media表の NCLOB列
に文字データを挿入します。

INSERT INTO print_media (product_id, ad_id, ad_fltextn)
   VALUES (3502, 31001, 
      TO_NCLOB('Placeholder for new product description'));

TO_NUMBER 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

TO_NUMBERは、exprを、NUMBERデータ型の値に変換します。exprには、BINARY_DOUBLE
値、またはオプションの書式モデル fmtによって指定された書式の数値を含む CHAR、
VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2データ型の値を指定できます。

BINARY_FLOATの exprを指定できます。ただし、浮動小数点はその内部表示によってのみ解
釈されるため、この指定は意味がありません。

このファンクションは、CLOBデータを直接的にサポートしていません。ただし、暗黙的なデー
タ変換を使用して CLOBを引数として渡すことはできます。

例例例例

次の例では、文字列データを数値に変換します。

UPDATE employees SET salary = salary + 
   TO_NUMBER('100.00', '9G999D99')
   WHERE last_name = 'Perkins';

参照参照参照参照 :  詳細は、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照してくださ
い。

TO_NCLOB (
lob_column

char
)

TO_NUMBER ( expr
, fmt

, ’ nlsparam ’

)
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TO_SINGLE_BYTE
このファンクションの 'nlsparam'引数は、数値変換の TO_CHARファンクションの場合と同
じ用途に使用されます。詳細は、5-201 ページの「TO_CHAR（数値）」を参照してください。

SELECT TO_NUMBER('-AusDollars100','L9G999D99',
   ' NLS_NUMERIC_CHARACTERS = '',.''
     NLS_CURRENCY            = ''AusDollars''
   ') "Amount"
     FROM DUAL;

    Amount
----------
      -100

TO_SINGLE_BYTE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

TO_SINGLE_BYTEは、マルチバイト文字を、対応するシングルバイト文字に変換して charを
戻します。charのデータ型は、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2です。戻り値
は、charと同じデータ型です。

char内に同等のシングルバイト文字がないマルチバイト文字は、マルチバイト文字として出力
されます。このファンクションは、ご使用のデータベース・キャラクタ・セットに、シングル
バイト文字およびマルチバイト文字の両方が含まれている場合にのみ有効です。

このファンクションは、CLOBデータを直接的にサポートしていません。ただし、暗黙的なデー
タ変換を使用して CLOBを引数として渡すことはできます。

例例例例

次の例では、UTF8 のマルチバイト Aからシングルバイトの ASCII の Aへの変換を示します。

SELECT TO_SINGLE_BYTE( CHR(15711393)) FROM DUAL; 

T 
- 
A 

TO_TIMESTAMP 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

TO_TIMESTAMPは、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2データ型の charを、
TIMESTAMPデータ型の値に変換します。

参照参照参照参照 :  詳細は、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照してくださ
い。

TO_SINGLE_BYTE ( char )

TO_TIMESTAMP ( char
, fmt

, ’ nlsparam ’

)
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TO_TIMESTAMP_TZ
オプションの fmtは、charの書式を指定します。fmtを指定しない場合、charはデフォルト
書式の TIMESTAMPデータ型である必要があります。このデータ型は、
NLS_TIMESTAMP_FORMAT初期化パラメータによって決まります。オプションの 'nlsparam'
引数は、日付変換の TO_CHARファンクションの場合と同じ用途で使用されます。

このファンクションは、CLOBデータを直接的にサポートしていません。ただし、暗黙的なデー
タ変換を使用して CLOBを引数として渡すことはできます。

例例例例

次の例では、文字列をタイムスタンプに変換します。文字列がデフォルトの TIMESTAMP書式
ではないため、書式マスクを指定する必要があります。

SELECT TO_TIMESTAMP ('10-Sep-02 14:10:10.123000', 'DD-Mon-RR HH24:MI:SS.FF')
   FROM DUAL;

TO_TIMESTAMP('10-SEP-0214:10:10.123000','DD-MON-RRHH24:MI:SS.FF')
---------------------------------------------------------------------------
10-SEP-02 02.10.10.123000000 PM

TO_TIMESTAMP_TZ 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

TO_TIMESTAMP_TZは、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2データ型の charを、
TIMESTAMP WITH TIME ZONEデータ型の値に変換します。

オプションの fmtは、charの書式を指定します。fmtを指定しない場合、charはデフォルト
書式の TIMESTAMP WITH TIME ZONEデータ型である必要があります。オプションの
'nlsparam'は、日付変換の TO_CHARファンクションの場合と同じ用途で使用されます。

例例例例

次の例では、文字列を TIMESTAMP WITH TIME ZONE値に変換します。

SELECT TO_TIMESTAMP_TZ('1999-12-01 11:00:00 -8:00',
   'YYYY-MM-DD HH:MI:SS TZH:TZM') FROM DUAL;

TO_TIMESTAMP_TZ('1999-12-0111:00:00-08:00','YYYY-MM-DDHH:MI:SSTZH:TZM')
--------------------------------------------------------------------
01-DEC-99 11.00.00.000000000 AM -08:00

参照参照参照参照 :  詳細は、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : デフォルトの TIMESTAMP書式の詳細は、『Oracle Database リ
ファレンス』の NLS_TIMESTAMP_FORMATパラメータに関する項を参照
してください。書式マスクの指定の詳細は、2-57 ページの「日時書式モデ
ル」を参照してください。

注意注意注意注意 : このファンクションは、文字列を TIMESTAMP WITH LOCAL TIME 
ZONEに変換しません。変換するには、5-25 ページの「CAST」で示すよ
うに、CASTファンクションを使用してください。

TO_TIMESTAMP_TZ ( char
, fmt

, ’ nlsparam ’

)
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TO_YMINTERVAL
次の例では、サンプル表 oe.order_itemsおよび oe.ordersを使用して、UNION演算の
NULL 列を TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEとしてキャストします。

SELECT order_id, line_item_id,
   CAST(NULL AS TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE) order_date
   FROM order_items
UNION
SELECT order_id, to_number(null), order_date
   FROM orders;

  ORDER_ID LINE_ITEM_ID ORDER_DATE
---------- ------------ -----------------------------------
      2354            1
      2354            2
      2354            3
      2354            4
      2354            5
      2354            6
      2354            7
      2354            8
      2354            9
      2354           10
      2354           11
      2354           12
      2354           13
      2354              14-JUL-00 05.18.23.234567 PM
      2355            1
      2355            2
...

 TO_YMINTERVAL 

構文構文構文構文

ym_iso_format::=

用途用途用途用途

TO_YMINTERVALは、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは NVARCHAR2データ型の文字列を、
INTERVAL YEAR TO MONTH型に変換します。

TO_YMINTERVALは、2 つの書式のいずれかの引数を取ります。

� SQL 規格（ISO/IEC 9075:2003）に準拠した SQL 期間書式（ISO/IEC 9075:2003）

� ISO 8601:2004 規格に準拠した ISO 存続期間書式

TO_YMINTERVAL ( ’

+

–
years – months

ym_iso_format
’ )

–
P

years Y months M days D

T
hours H minutes M seconds

. frac_secs
S
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TRANSLATE
SQL 書式では、yearsは 0（ゼロ）～ 999999999 の整数、monthsは 0（ゼロ）～ 11 の整数に
なります。これ以外に、書式要素の間に空白を使用できます。

ISO 書式では、years と months は、0（ゼロ）～ 999999999 の整数になります。Days、hours、
minutes、secondsおよび frac_secs は、負でない整数になります。負の整数を指定した場合
は、無視されます。値に空白は使用できません。

例例例例

次の例では、サンプル表 hr.employeesの各従業員の雇用された後から 1 年と 2 か月後の日
付を計算します。

SELECT hire_date, hire_date + TO_YMINTERVAL('01-02') "14 months"
   FROM employees;

HIRE_DATE 14 months
--------- ---------
17-JUN-87 17-AUG-88
21-SEP-89 21-NOV-90
13-JAN-93 13-MAR-94
03-JAN-90 03-MAR-91
21-MAY-91 21-JUL-92
. . .

TRANSLATE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

TRANSLATEは、from_string内のすべての文字を to_string内の対応する文字に置換して
exprを戻します。from_string内に存在しない expr内の文字は置換されません。引数
from_stringには、to_stringより多い文字を指定できます。この場合、from_stringの
終わりにある余分な文字には、to_string内に対応する文字がありません。これらの余分な文
字が expr内にある場合、それらの文字は戻り値から削除されます。

from_string内に 1 つの文字が複数回現れた場合は、 初の出現に対応する to_string
マッピングが使用されます。

戻り値から from_string内のすべての文字を削除するために、to_stringに空の文字列を
使用することはできません。Oracle Database は空の文字列を NULL と解析するため、この
ファンクションに NULL の引数がある場合、NULL が戻されます。from_string内の文字を
すべて削除するには、from_stringの先頭に別の文字を結合し、この文字を to_stringと
して指定します。たとえば、TRANSLATE( expr, 'x0123456789', 'x') では、すべての数字が
exprから削除されます。

TRANSLATEは、REPLACEファンクションに関連する機能を提供します。REPLACEファンク
ションでは、単一の文字列から別の単一の文字列への置換、および文字列の削除を実行できま
す。TRANSLATEでは、1 回の操作で複数の単一文字を 1 対 1 で置き換えることができます。

このファンクションは、CLOBデータを直接的にサポートしていません。ただし、暗黙的なデー
タ変換を使用して CLOBを引数として渡すことはできます。

参照参照参照参照 : 詳細は、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照してくださ
い。5-155 ページの「REPLACE」も参照してください。

TRANSLATE ( expr , from_string , to_string )
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TRANSLATE ... USING
例例例例

次の文は、本のタイトルを、ファイル名などに使用するために文字列に変換します。
from_stringには、空白、アスタリスク、スラッシュおよびアポストロフィの 4 つの文字

（およびエスケープ文字のアポストロフィ）が含まれています。to_stringには、3 つのアン
ダースコアのみが含まれています。from_stringの 4 つ目の文字に対応する置換文字がない
ため、戻り値ではアポストロフィが削除されています。

SELECT TRANSLATE('SQL*Plus User''s Guide', ' */''', '___') FROM DUAL;

TRANSLATE('SQL*PLUSU
--------------------
SQL_Plus_Users_Guide

TRANSLATE ... USING 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
TRANSLATE ... USINGは、charをデータベース・キャラクタ・セットと各国語キャラクタ・
セット間の変換に指定されたキャラクタ・セットに変換します。

引数 charは変換する式です。

� USING CHAR_CS引数を指定すると、charがデータベース・キャラクタ・セットに変換さ
れます。出力データ型は VARCHAR2です。

� USING NCHAR_CS引数を指定すると、charが各国語キャラクタ・セットに変換されます。
出力データ型は NVARCHAR2です。

このファンクションは、Oracle の CONVERTファンクションに似ていますが、入力または出力
のデータ型に NCHARまたは NVARCHAR2を使用する場合は、CONVERTではなくこのファンク
ションを使用する必要があります。入力に UCS2 コードポイントまたはバックスラッシュ（\）
が含まれる場合は、UNISTRファンクションを使用してください。

例例例例

次の文は、サンプル表 oe.product_descriptionsのデータを使用して、TRANSLATE ... 
USINGファンクションの使用方法を示しています。

CREATE TABLE translate_tab (char_col  VARCHAR2(100),
                            nchar_col NVARCHAR2(50));
INSERT INTO translate_tab 
   SELECT NULL, translated_name
      FROM product_descriptions
      WHERE product_id = 3501;

注意注意注意注意 : TRANSLATE ... USINGは、主に ANSI との互換性のためにサポー
トされているファンクションです。TO_CHARおよび TO_NCHARファンク
ションを使用してデータをデータベース・キャラクタ・セットまたは各国
語キャラクタ・セットに適切に変換することをお薦めします。TO_CHAR
および TO_NCHARは、文字データのみを受け入れる TRANSLATE ... USING
に比べ、より多くのデータ型を引数として取ることができます。

参照参照参照参照 : 5-38 ページの「CONVERT」および 5-219 ページの「UNISTR」を
参照してください。

TRANSLATE ( char USING
CHAR_CS

NCHAR_CS
)
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TREAT
SELECT * FROM translate_tab;

CHAR_COL             NCHAR_COL
-------------------- --------------------------------------------------
. . .
                     C pre SPNIX4.0 - Sys
                     C pro SPNIX4.0 - Sys
                     C til SPNIX4.0 - Sys
                     C voor SPNIX4.0 - Sys
. . .

UPDATE translate_tab 
   SET char_col = TRANSLATE (nchar_col USING CHAR_CS);

SELECT * FROM translate_tab;

CHAR_COL                  NCHAR_COL
------------------------- -------------------------
. . .
C per a SPNIX4.0 - Sys    C per a SPNIX4.0 - Sys
C pro SPNIX4.0 - Sys      C pro SPNIX4.0 - Sys
C for SPNIX4.0 - Sys      C for SPNIX4.0 - Sys
C til SPNIX4.0 - Sys      C til SPNIX4.0 - Sys
. . .

TREAT 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

TREATは式の宣言型を変更します。

このファンクションを使用する場合は、typeに対する EXECUTEオブジェクト権限が必要で
す。

� typeは、スーパータイプまたは exprの宣言型のサブタイプである必要があります。expr
の も指定される型が type（または typeのサブタイプ）である場合、TREATは expr
を戻します。exprの も指定される型が type（または typeのサブタイプ）ではない場
合、TREATは NULLを戻します。

� exprの宣言型が REF型の場合にのみ、REFを指定できます。

� exprの宣言型が exprのソース型への REFである場合、typeはサブタイプまたは exprの
ソース型のスーパータイプである必要があります。DEREF(expr) の も指定される型が
type（または typeのサブタイプ）である場合、TREATは exprを戻します。
DEREF(expr) の も指定される型が type（または typeのサブタイプ）ではない場合、
TREATは NULLを戻します。

このファンクションは、CLOBデータを直接的にサポートしていません。ただし、暗黙的なデー
タ変換を使用して CLOBを引数として渡すことはできます。

参照参照参照参照 :  詳細は、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照してくださ
い。

TREAT ( expr AS
REF schema .

type )
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TRIM
例例例例

次の例では、16-61 ページの「置換可能な表および列のサンプル :」で作成された表
oe.personsを使用します。次の例では、persons表のすべての人物の給与属性を検索しま
す。従業員ではない人物のインスタンスの値は NULL です。

SELECT name, TREAT(VALUE(p) AS employee_t).salary salary 
   FROM persons p;

NAME                          SALARY
------------------------- ----------
Bob
Joe                           100000
Tim                             1000

TREATファンクションを使用すると、置換可能列のサブタイプ属性に索引を作成できます。
14-72 ページの「置換可能な列の索引の作成例 :」を参照してください。

TRIM 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
TRIMによって、文字列の先行または後続文字（またはその両方）を切り捨てることができま
す。trim_characterまたは trim_sourceが文字リテラルの場合、一重引用符で囲む必要
があります。

� LEADINGを指定すると、Oracle Database は trim_characterと等しい先行文字を削除し
ます。

� TRAILINGを指定すると、Oracle は trim_characterと等しい後続文字を削除します。

� BOTHを指定するか、またはいずれも指定しない場合、Oracle は trim_characterと等し
い先行および後続文字を削除します。

� trim_characterを指定しないと、デフォルト値は空白になります。

� trim_sourceのみを指定すると、Oracle は先行および後続空白を削除します。

� このファンクションは、値を VARCHAR2データ型で戻します。値の 大長は、
trim_sourceの長さです。

� trim_sourceまたは trim_characterのいずれかが NULL の場合、TRIMは NULL を戻
します。

trim_characterと trim_sourceは両方とも、VARCHAR2または VARCHAR2に暗黙的に変
換できる任意のデータ型です。戻される文字列は、trim_sourceが文字データ型の場合は
VARCHAR2データ型になり、trim_sourceが LOB データ型の場合は LOB になります。
trim_sourceと同じキャラクタ・セットの文字列が戻されます。

TRIM (

LEADING

TRAILING

BOTH

trim_character

trim_character

FROM

trim_source )
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TRUNC（数値）
例例例例

次の例では、hrスキーマの従業員の雇用日から先行 0（ゼロ）を切り捨てます。

SELECT employee_id,
      TO_CHAR(TRIM(LEADING 0 FROM hire_date))
      FROM employees
      WHERE department_id = 60
      ORDER BY employee_id;

EMPLOYEE_ID TO_CHAR(T
----------- ---------
        103 3-JAN-90
        104 21-MAY-91
        105 25-JUN-97
        106 5-FEB-98
        107 7-FEB-99

TRUNC（数値）（数値）（数値）（数値） 

構文構文構文構文

trunc_number::=

用途用途用途用途
TRUNC（数値）ファンクションは、n1を小数第 n2位までに切り捨てた値を戻します。n2を指
定しない場合、n1の小数点以下を切り捨てます。n2が負の場合は、小数点の左 n2桁を切り捨
てて、0（ゼロ）にします。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。n2を指定しない場合、このファンクションは、引数
の数値データ型と同じデータ型を戻します。n2を指定すると、このファンクションは NUMBER
を戻します。

例例例例

次の例では、数値を切り捨てます。

SELECT TRUNC(15.79,1) "Truncate" FROM DUAL;

  Truncate
----------
      15.7

SELECT TRUNC(15.79,-1) "Truncate" FROM DUAL;

  Truncate
----------
        10

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

TRUNC ( n1
, n2

)

ファンクション 5-217



TRUNC（日付）
TRUNC（日付）（日付）（日付）（日付） 

構文構文構文構文

trunc_date::=

用途用途用途用途

TRUNC（日付）ファンクションは、時刻部分を書式モデル fmtで指定された単位まで切り捨て
た dateを戻します。このファンクションは、NLS_CALENDARセッション・パラメータの影響
を受けません。このファンクションはグレゴリオ暦の規則に従って動作します。戻される値は、
dateに異なる日時データ型を指定した場合でも、常に DATEデータ型です。fmtを省略する
と、dateは も近い日に切り捨てられます。fmtで使用できる書式モデルについては、5-248
ページの「ROUND および TRUNC 日付ファンクション」を参照してください。

例例例例

次の例では、日付を切り捨てます。

SELECT TRUNC(TO_DATE('27-OCT-92','DD-MON-YY'), 'YEAR')
  "New Year" FROM DUAL;
 
New Year
---------
01-JAN-92 

TZ_OFFSET 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

TZ_OFFSETは、文が実行された日付に基づいた引数に対応するタイムゾーン・オフセットを戻
します。有効なタイムゾーン名、UTC からのタイムゾーン・オフセット（それ自体を戻しま
す）、またはキーワード SESSIONTIMEZONEまたは DBTIMEZONEを入力できます。
time_zone_nameの有効な値を表示するには、V$TIMEZONE_NAMES動的パフォーマンス・
ビューの TZNAME列を問い合せます。

注意注意注意注意 : 夏時間機能には、タイムゾーン地域名が必要です。地域名は、2 つ
のタイムゾーン・ファイルに格納されます。デフォルトのタイムゾーン・
ファイルは、パフォーマンスを 大にするために一般的なタイムゾーンの
みの小さなファイルです。タイムゾーンがデフォルトのファイルに存在し
ない場合は、環境変数 ORA_TZFILEを使用して完全な（大きい）ファイ
ルへのパスを指定するまで、夏時間はサポートされません。

TRUNC ( date
, fmt

)

TZ_OFFSET (

’ time_zone_name ’

’
+

–
hh : mi ’

SESSIONTIMEZONE

DBTMEZONE

)
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UNISTR
例例例例

次の例では、UTC から US/ 東部タイムゾーンのタイムゾーン・オフセットを戻します。

SELECT TZ_OFFSET('US/Eastern') FROM DUAL;

TZ_OFFS
-------
-04:00

UID 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
UIDは、セッション・ユーザー（ログインしているユーザー）を一意に識別する整数を戻しま
す。

例例例例
次の例では、現行のユーザーの UID を戻します。

SELECT UID FROM DUAL;

UNISTR 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

UNISTRは、引数としてテキスト・リテラルまたは文字データに変換する式を取り、各国語
キャラクタ・セットで戻します。データベースの各国語キャラクタ・セットは、AL16UTF16 ま
たは UTF8 です。UNISTRでは、文字列への文字の Unicode エンコーディング値の指定を可能
にすることによって、Unicode 文字列リテラルがサポートされます。これは、NCHAR列にデー
タを挿入する場合などに有効です。

Unicode エンコーディング値は、\xxxx という形式です。xxxx は、文字の UCS-2 エンコーディ
ング形式での 16 進数値です。付加される文字は 2 つのコード単位としてエンコードされます。
1 つ目は高サロゲート範囲（U+D800 ～ U+DBFF）からエンコードされ、2 つ目は低サロゲート
範囲（U+DC00 ～ U+DFFF）からエンコードされます。バックスラッシュ自体を文字列に含め
るには、バックスラッシュをもう 1 つ追加します（\\）。

移植性およびデータ保護のために、UNISTR文字列の引数には ASCII 文字および Unicode エン
コーディング値のみを指定することをお薦めします。

参照参照参照参照 : Unicode および各国語キャラクタ・セットの詳細は、『Oracle 
Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してくださ
い。

UID

UNISTR ( string )
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UPDATEXML
例例例例

次の例では、ASCII 文字および Unicode エンコーディング値を UNISTRファンクションに渡し
た後、その UNISTR ファンクションによって各国語キャラクタ・セットで文字列が戻されま
す。

SELECT UNISTR('abc\00e5\00f1\00f6') FROM DUAL;

UNISTR
------
abcåñö

UPDATEXML

構文構文構文構文

用途用途用途用途

UPDATEXMLは、引数として XMLTypeインスタンスおよび XPath 値の組を取り、更新された値
を持つ XMLTypeインスタンスを戻します。XPath_stringが XML 要素の場合、対応する
value_exprは XMLTypeインスタンスです。XPath_stringが属性またはテキスト・ノード
の場合、value_exprは任意のスカラー・データ型となります。先頭にスラッシュを付けて絶
対 XPath_stringを指定したり、先頭のスラッシュを省略して相対 XPath_stringを指定で
きます。先頭のスラッシュを省略した場合、相対パスのコンテキストは、デフォルトでルー
ト・ノードに設定されます。

各 XPath_stringおよびこれに対応する value_exprのターゲットのデータ型は一致する必
要があります。オプションの namespace_stringは、接頭辞のデフォルト・マッピングまた
はネームスペース・マッピング（Oracle Database が XPath 式を評価する場合に使用）を指定す
る VARCHAR2値に解決される必要があります。

XML 要素を更新して NULL にした場合、属性および子要素が削除されるため、要素は空にな
ります。要素のテキスト・ノードを更新して NULL にした場合、その要素のテキスト値が削除
されるため、要素自体は残りますが空になります。

多くの場合、このファンクションはメモリー内の XML 文書を実体化して、その値を更新しま
す。ただし、UPDATEXMLは、直接オブジェクト・リレーショナル列の値を更新するように、そ
の列での UPDATE文に対して 適化されます。この 適化には、次の条件があります。

�  XMLType_instanceは、UPDATE ... SET句の列と同じである必要があります。

� XPath_stringは、スカラー・コンテンツとなる必要があります。

例例例例

次の例では、サンプル・スキーマ OE（XMLType型の warehouse_spec列を持つ）にある San 
Francisco 倉庫のドック数を 4 に更新します。

SELECT warehouse_name,
   EXTRACT(warehouse_spec, '/Warehouse/Docks')
   "Number of Docks"
   FROM warehouses 
   WHERE warehouse_name = 'San Francisco';

WAREHOUSE_NAME       Number of Docks
-------------------- --------------------
San Francisco        <Docks>1</Docks>

UPDATE warehouses SET warehouse_spec =

UPDATEXML ( XMLType_instance , XPath_string , value_expr

,
, namespace_string

)
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USER
   UPDATEXML(warehouse_spec,
   '/Warehouse/Docks/text()',4)
   WHERE warehouse_name = 'San Francisco';

1 row updated.

SELECT warehouse_name,
   EXTRACT(warehouse_spec, '/Warehouse/Docks')
   "Number of Docks"
   FROM warehouses 
   WHERE warehouse_name = 'San Francisco';

WAREHOUSE_NAME       Number of Docks
-------------------- --------------------
San Francisco        <Docks>4</Docks>

UPPER 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

UPPERは、すべての文字を大文字にして charを戻します。charは、CHAR、VARCHAR2、
NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータ型です。戻り値は、charと同じデータ型で
す。データベースは、基礎となるキャラクタ・セットに対して定義したバイナリ・マッピング
に基づいて文字の形式を設定します。大文字の区別については、5-111 ページの

「NLS_UPPER」を参照してください。

例例例例

次の例では、各従業員の姓を大文字で戻します。

SELECT UPPER(last_name) "Uppercase"
   FROM employees;

USER 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

USERは、セッション・ユーザー（ログインしているユーザー）の名前を VARCHAR2データ型
で戻します。Oracle Database は、空白埋め比較セマンティクスでこのファンクションの値を比
較します。

分散 SQL 文では、UIDファンクションおよび USERファンクションは、ローカル・データベー
ス上のユーザーを識別します。CHECK 制約の条件でこれらのファンクションは使用できませ
ん。

例例例例

次の例では、現行のユーザーおよびユーザーの UID を戻します。

SELECT USER, UID FROM DUAL;

UPPER ( char )

USER
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USERENV
USERENV 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

USERENVは現行のセッションについての情報を戻します。この情報は、アプリケーション固有
の監査証跡表を書き込む場合、またはセッションで現在使用されている言語固有の文字を判断
する場合に有効です。CHECK制約の条件で、USERENVは使用できません。表 5-13 に、
parameter引数の値を示します。

SESSIONIDおよび ENTRYIDパラメータを使用するコール（NUMBERを戻す）以外の USERENV
へのすべてのコールは、VARCHAR2データを戻します。

注意注意注意注意 : USERENVは、下位互換用に保持されるレガシー・ファンクション
です。現行の機能に対して組込み USERENVネームスペースとともに
SYS_CONTEXTファンクションを使用することをお薦めします。詳細は、
5-184 ページの「SYS_CONTEXT」を参照してください。

表表表表 5-13 USERENV ファンクションのパラメータファンクションのパラメータファンクションのパラメータファンクションのパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 戻り値戻り値戻り値戻り値

CLIENT_INFO DBMS_APPLICATION_INFOパッケージを使用するアプリケーションが格

納できる 64 バイトまでのユーザー・セッション情報を戻します。

注意注意注意注意 : 商業用のアプリケーションによっては、このコンテキスト値を使用

する可能性があります。このコンテキスト領域の使用に対する制限につい
ては、これらのアプリケーションのドキュメントを参照してください。

参照参照参照参照 :

� アプリケーション・コンテキストの詳細は、『Oracle Database セキュ

リティ・ガイド』を参照してください。

� 14-8 ページの「CREATE CONTEXT」および 5-184 ページの

「SYS_CONTEXT」を参照してください。

ENTRYID 現行の監査エントリ番号を戻します。監査エントリ ID の順序は、ファイ

ングレイン監査レコードと通常の監査レコードで共通です。この属性を分
散 SQL 文で使用することはできません。

ISDBA ISDBAは、オペレーティング・システムまたはパスワード・ファイルに

よって、ユーザーが DBA 権限を持っていると認証された場合、'TRUE' を
戻します。

LANG 言語名の ISO 略称を戻します。これは、既存の 'LANGUAGE' パラメータを

短縮したものです。

LANGUAGE 現行のセッションで使用している言語（language）および地域

（territory）を、データベース・キャラクタ・セット（character set）も含

めた次の書式で戻します。

language_territory.characterset

SESSIONID 監査セッション識別子を戻します。この属性を分散 SQL 文で使用するこ

とはできません。

TERMINAL 現行のセッションの端末に対するオペレーティング・システム識別子を戻
します。分散 SQL 文では、このパラメータはローカル・セッションの識

別子を戻します。分散環境では、リモートの SELECTに対してのみこのパ

ラメータを使用でき、リモートの INSERT、UPDATEまたは DELETEには

使用できません。

USERENV ( ’ parameter ’ )
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例例例例

次の例では、現行のセッションの LANGUAGEパラメータを戻します。

SELECT USERENV('LANGUAGE') "Language" FROM DUAL;

Language
-----------------------------------
AMERICAN_AMERICA.WE8ISO8859P1

VALUE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
VALUEは、引数としてオブジェクト表の行に関連付けられた相関変数（表別名）を取り、オブ
ジェクト表に格納されたオブジェクト・インスタンスを戻します。オブジェクト・インスタン
スの型は、オブジェクト表と同じ型です。

例例例例

次の例では、16-61 ページの「置換可能な表および列のサンプル :」で作成された oe.persons
サンプル表を使用します。

SELECT VALUE(p) FROM persons p;

VALUE(P)(NAME, SSN)
-------------------------------------------------------------
PERSON_T('Bob', 1234)
EMPLOYEE_T('Joe', 32456, 12, 100000)
PART_TIME_EMP_T('Tim', 5678, 13, 1000, 20)

VAR_POP 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

VAR_POPは、数値の集合にある NULL を削除した後、この集合の母集団分散を戻します。こ
れは、集計ファンクションまたは分析ファンクションとして使用できます。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。また、引数の数値データ型と同じデータ型を戻しま
す。

参照参照参照参照 : VALUEファンクションでの IS OF型の使用方法については、7-23
ページの「IS OF type 条件」を参照してください。

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

VALUE ( correlation_variable )

VAR_POP ( expr )
OVER ( analytic_clause )
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ファンクションが空の集合に適用されると、NULL を戻します。このファンクションは、次の
計算を行います。

(SUM(expr2) - SUM(expr)2 / COUNT(expr)) / COUNT(expr)

集計の例集計の例集計の例集計の例
次の例では、employees表にある給与の人口分散を計算します。

SELECT VAR_POP(salary) FROM employees;

VAR_POP(SALARY)
---------------
     15140307.5

分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、sh.sales表での 1998 年における月ごとの売上について、累積の母集団および標
本分散を計算します。

SELECT t.calendar_month_desc,
   VAR_POP(SUM(s.amount_sold)) 
      OVER (ORDER BY t.calendar_month_desc) "Var_Pop",
   VAR_SAMP(SUM(s.amount_sold)) 
      OVER (ORDER BY t.calendar_month_desc) "Var_Samp" 
  FROM sales s, times t
  WHERE s.time_id = t.time_id AND t.calendar_year = 1998
  GROUP BY t.calendar_month_desc
  ORDER BY t.calendar_month_desc, "Var_Pop", "Var_Samp";

CALENDAR    Var_Pop   Var_Samp
-------- ---------- ----------
1998-01           0
1998-02  2269111326 4538222653
1998-03  5.5849E+10 8.3774E+10
1998-04  4.8252E+10 6.4336E+10
1998-05  6.0020E+10 7.5025E+10
1998-06  5.4091E+10 6.4909E+10
1998-07  4.7150E+10 5.5009E+10
1998-08  4.1345E+10 4.7252E+10
1998-09  3.9591E+10 4.4540E+10
1998-10  3.9995E+10 4.4439E+10
1998-11  3.6870E+10 4.0558E+10
1998-12  4.0216E+10 4.3872E+10

VAR_SAMP 

構文構文構文構文

参照参照参照参照 : exprの書式の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してくださ
い。5-8 ページの「集計ファンクション」も参照してください。

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

VAR_SAMP ( expr )
OVER ( analytic_clause )
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VARIANCE
用途用途用途用途

VAR_SAMPは、数値の集合にある NULL を削除した後、この集合の標本分散を戻します。これ
は、集計ファンクションまたは分析ファンクションとして使用できます。

このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。また、引数の数値データ型と同じデータ型を戻しま
す。

ファンクションが空の集合に適用されると、NULL を戻します。このファンクションは、次の
計算を行います。

(SUM(expr2) - SUM(expr)2 / COUNT(expr)) / (COUNT(expr) - 1)

このファンクションは、1 つの要素の集合を入力すると VARIANCEは 0 を戻し、VAR_SAMPは
NULL を戻すという点を除いては、VARIANCEに似ています。

集計の例集計の例集計の例集計の例

次の例では、サンプル表 employeesにある給与の標本分散を計算します。

SELECT VAR_SAMP(salary) FROM employees;

VAR_SAMP(SALARY)
----------------
      15283140.5

分析の例分析の例分析の例分析の例

5-223 ページの「VAR_POP」の分析の例を参照してください。

VARIANCE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

VARIANCEは exprの分散を戻します。これは、集計ファンクションまたは分析ファンクショ
ンとして使用できます。

exprの分散の計算結果は、次のようになります。

� exprの行数が 1 の場合は 0（ゼロ）

� exprの行数が 1 を超える場合は VAR_SAMP

DISTINCTを指定する場合は、analytic_clauseの query_partition_clauseのみ指定
できます。order_by_clauseおよび windowing_clauseは指定できません。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

参照参照参照参照 : exprの書式の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」を参照してくださ
い。5-8 ページの「集計ファンクション」も参照してください。

参照参照参照参照 : 構文、セマンティクスおよび制限事項の詳細は、5-10 ページの
「分析ファンクション」を参照してください。

VARIANCE (

DISTINCT

ALL
expr )

OVER ( analytic_clause )
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VSIZE
このファンクションは、引数として、任意の数値データ型、または暗黙的に数値データ型に変
換可能な数値以外のデータ型を取ります。また、引数の数値データ型と同じデータ型を戻しま
す。

集計の例集計の例集計の例集計の例
次の例では、サンプル表 employeesにあるすべての給与の合計を計算します。

SELECT VARIANCE(salary) "Variance"
   FROM employees;

  Variance
----------
15283140.5

分析の例分析の例分析の例分析の例

次の例では、雇用日で順序付けられた部門 30 の給与の値の累積分散を戻します。

SELECT last_name, salary, VARIANCE(salary) 
      OVER (ORDER BY hire_date) "Variance"
   FROM employees 
   WHERE department_id = 30
   ORDER BY last_name, salary, "Variance"; 

LAST_NAME                     SALARY   Variance
------------------------- ---------- ----------
Baida                           2900 16283333.3
Colmenares                      2500   11307000
Himuro                          2600   13317000
Khoo                            3100   31205000
Raphaely                       11000          0
Tobias                          2800 21623333.3

VSIZE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

VSIZEは、exprの内部表現でのバイト数を戻します。exprが NULL の場合は NULL を戻し
ます。

このファンクションは、CLOBデータを直接的にサポートしていません。ただし、暗黙的なデー
タ変換を使用して CLOBを引数として渡すことはできます。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。exprの書式の詳細は、6-2 ページの

「SQL 式」を参照してください。5-8 ページの「集計ファンクション」も参
照してください。

参照参照参照参照 :  詳細は、2-36 ページの「データ型の比較規則」を参照してくださ
い。

VSIZE ( expr )
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WIDTH_BUCKET
例例例例

次の例では、部門 10 の従業員の last_name列のバイト数を戻します。

SELECT last_name, VSIZE (last_name) "BYTES"      
  FROM employees
  WHERE department_id = 10
  ORDER BY employee_id;
 
LAST_NAME            BYTES
--------------- ----------
Whalen                   6

WIDTH_BUCKET 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

WIDTH_BUCKETを使用すると、ヒストグラムの幅が同じサイズに分割された等幅ヒストグラム
を作成できます。このファンクションと、等高ヒストグラムを作成する NTILEを比較してくだ
さい。各バケットが実際の数値線幅の closed-open 間隔であることが理想です。たとえば、間
隔に 10 が含まれ 20 が排除されることを示すために、バケットは 10.00 ～ 19.999... のスコアに
割り当てられます。これは、[10, 20] と表すこともできます。

指定された式に対して、WIDTH_BUCKETは、この式の値が評価された後に該当するバケット数
を戻します。

� exprは、ヒストグラムが作成される式です。この式は、数値または日時値、あるいは数値
または日時値に暗黙的に変換可能な値に評価される必要があります。exprが NULL と評
価された場合、式は NULL を戻します。

� min_valueおよび max_valueは、exprの許容域のエンド・ポイントに解決される式で
す。これらの式は両方とも数値または日時値に評価される必要があり、いずれも NULL に
評価されません。

� num_bucketsは、バケット数を示す定数に解決される式です。この式は、正の整数に評
価される必要があります。

Oracle Database は、必要に応じて、0（ゼロ）の下位バケットおよび num_buckets+1 の上位
バケットを作成します。これらのバケットは、min_value未満および max_valueより大きい
値を処理し、エンド・ポイントの妥当性チェックに有効です。

例例例例

次の例では、サンプル表 oe.customersのスイスの顧客の credit_limit列に 10 バケット
のヒストグラムを作成し、各顧客のバケット数（「クレジット・グループ」）を戻します。 大
値を超えるクレジット利用限度額を持つ顧客は、上位バケット 11 に割り当てられます。

SELECT customer_id, cust_last_name, credit_limit, 
   WIDTH_BUCKET(credit_limit, 100, 5000, 10) "Credit Group"
   FROM customers WHERE nls_territory = 'SWITZERLAND'
   ORDER BY "Credit Group", customer_id, cust_last_name, credit_limit;

CUSTOMER_ID CUST_LAST_NAME       CREDIT_LIMIT Credit Group
----------- -------------------- ------------ ------------
        825 Dreyfuss                      500            1

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。

WIDTH_BUCKET ( expr , min_value , max_value , num_buckets )
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XMLAGG
        826 Barkin                        500            1
        827 Siegel                        500            1
        853 Palin                         400            1
        843 Oates                         700            2
        844 Julius                        700            2
        835 Eastwood                     1200            3
        836 Berenger                     1200            3
        837 Stanton                      1200            3
        840 Elliott                      1400            3
        841 Boyer                        1400            3
        842 Stern                        1400            3
        848 Olmos                        1800            4
        849 Kaurusmdki                   1800            4
        828 Minnelli                     2300            5
        829 Hunter                       2300            5
        850 Finney                       2300            5
        851 Brown                        2300            5
        852 Tanner                       2300            5
        830 Dutt                         3500            7
        831 Bel Geddes                   3500            7
        832 Spacek                       3500            7
        833 Moranis                      3500            7
        834 Idle                         3500            7
        838 Nicholson                    3500            7
        839 Johnson                      3500            7
        845 Fawcett                      5000           11
        846 Brando                       5000           11
        847 Streep                       5000           11

XMLAGG 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

XMLAGGは集計ファンクションです。XML フラグメントのコレクションを取り、集計された
XML 文書を戻します。NULL を戻す引数は結果から排除されます。

XMLAGGは、ノードのコレクションを戻す点を除いて、SYS_XMLAGGに似ていますが、
XMLFormatオブジェクトを使用した書式設定は受け入れません。また、XMLAGGは、
SYS_XMLAGGとは異なり、出力を要素タグで囲みません。

この order_by_clauseにかぎり、他の使用方法とは異なり、数値リテラルは列の位置として
認識されず、単に数値リテラルとして解釈されます。

例例例例

次の例では、従業員のジョブ ID と姓を要素の内容とする Employee要素を含む Department
要素を生成します。

SELECT XMLELEMENT("Department",
   XMLAGG(XMLELEMENT("Employee", 
   e.job_id||' '||e.last_name)
   ORDER BY last_name))
   as "Dept_list"     

参照参照参照参照 : 5-234 ページの「XMLELEMENT」および 5-192 ページの
「SYS_XMLAGG」を参照してください。

XMLAGG ( XMLType_instance
order_by_clause

)
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XMLCAST
   FROM employees e
   WHERE e.department_id = 30;

Dept_list
-------------------------------------------------------------
<Department>
  <Employee>PU_CLERK Baida</Employee>
  <Employee>PU_CLERK Colmenares</Employee>
  <Employee>PU_CLERK Himuro</Employee>
  <Employee>PU_CLERK Khoo</Employee>
  <Employee>PU_MAN Raphaely</Employee>
  <Employee>PU_CLERK Tobias</Employee>
</Department>

XMLAGGが行を集計するため、結果は単一行となります。GROUP BY句を使用して、戻された行
の集合を複数のグループにまとめることができます。

SELECT XMLELEMENT("Department",
      XMLAGG(XMLELEMENT("Employee", e.job_id||' '||e.last_name)))
   AS "Dept_list"
   FROM employees e
   GROUP BY e.department_id;

Dept_list
---------------------------------------------------------
<Department>
  <Employee>AD_ASST Whalen</Employee>
</Department>

<Department>
  <Employee>MK_MAN Hartstein</Employee>
  <Employee>MK_REP Fay</Employee>
</Department>

<Department>
  <Employee>PU_MAN Raphaely</Employee>
  <Employee>PU_CLERK Khoo</Employee>
  <Employee>PU_CLERK Tobias</Employee>
  <Employee>PU_CLERK Baida</Employee>
  <Employee>PU_CLERK Colmenares</Employee>
  <Employee>PU_CLERK Himuro</Employee>
</Department>
. . .

XMLCAST

構文構文構文構文

用途用途用途用途

XMLCastは、value_expressionを datatypeで指定されたスカラー SQL データ型にキャ
ストします。value_expression引数は、評価される SQL 式です。datatype引数のデータ
型は、NUMBER、VARCHAR2、および任意の日時データ型です。

参照参照参照参照 : このファンクションの使用の詳細および例は、『Oracle XML DB 開
発者ガイド』を参照してください。

XMLCAST ( value_expression AS datatype )
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XMLCDATA
XMLCDATA 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

XMLCDataは、value_exprを評価して CDATA セクションを生成します。value_exprは文
字列に変換する必要があります。このファンクションの戻り値は、次の書式になります。

<![CDATA[string]]>

結果値が無効な XML CDATA セクションの場合は、エラーが戻されます。

次の条件が XMLCDataに適用されます。

� value_exprには、サブストリング ]]>を含めることはできません。

� value_exprが NULL と評価された場合、このファンクションは NULL を戻します。

例例例例
次の文は、DUAL表を使用して、XMLCDataの構文を示します。

SELECT XMLELEMENT("PurchaseOrder",
   XMLAttributes(dummy as "pono"),
   XMLCdata('<!DOCTYPE po_dom_group [
   <!ELEMENT po_dom_group(student_name)*>
   <!ELEMENT po_purch_name (#PCDATA)>
   <!ATTLIST po_name po_no ID #REQUIRED>
   <!ATTLIST po_name trust_1 IDREF #IMPLIED>
   <!ATTLIST po_name trust_2 IDREF #IMPLIED>
   ]>')) "XMLCData" FROM DUAL;
 
XMLCData
----------------------------------------------------------
<PurchaseOrder pono="X"><![CDATA[
<!DOCTYPE po_dom_group [
   <!ELEMENT po_dom_group(student_name)*>
   <!ELEMENT po_purch_name (#PCDATA)>
   <!ATTLIST po_name po_no ID #REQUIRED>
   <!ATTLIST po_name trust_1 IDREF #IMPLIED>
   <!ATTLIST po_name trust_2 IDREF #IMPLIED>
   ]>
  ]]>
</PurchaseOrder>

参照参照参照参照 : このファンクションの詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を
参照してください。

XMLCDATA ( value_expr )
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XMLCOLATTVAL

構文構文構文構文

用途用途用途用途

XMLCOLATTVALは、XML フラグメントを作成し、各 XML フラグメントの名前が column、属
性が nameとなるように、結果としてできた XML を展開します。

AS句を使用して、name属性の値を列名以外の値に変更できます。この場合、文字列リテラル
の c_aliasを指定するか、または EVALNAME value_exprを指定します。後者の場合は、値
の式が評価され、その結果（文字列リテラル）が別名として使用されます。別名は、 大 4000
文字まで指定可能です。

value_exprの値を指定する必要があります。value_exprが NULL の場合、要素は戻され
ません。

XMLColAttVal の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : value_exprにオブジェクト型の列を指定することはできませ
ん。

例例例例

次の例では、従業員のサブセットに対して Emp要素を作成します。このとき、Empの内容とし
て、employee_id、last_nameおよび salaryの各要素がネストされます。ネストされた各
要素には columnという名前が付き、属性値として列名を持つ name属性が与えられます。

SELECT XMLELEMENT("Emp",
   XMLCOLATTVAL(e.employee_id, e.last_name, e.salary)) "Emp Element"
   FROM employees e
   WHERE employee_id = 204;

Emp Element
--------------------------------------------------------------------
<Emp>
  <column name="EMPLOYEE_ID">204</column>
  <column name="LAST_NAME">Baer</column>
  <column name="SALARY">10000</column>
</Emp>

これらの 2 つのファンクションの出力の比較については、5-237 ページの「XMLFOREST」を参
照してください。

XMLCOLATTVAL ( value_expr

AS
c_alias

EVALNAME value_expr

,

)
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XMLCOMMENT 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

XMLCommentは、value_exprの評価結果を使用して XML コメントを生成します。
value_exprは文字列に変換する必要があります。このファンクションには、2 つの連続した
ダッシュ（ハイフン）を含めることはできません。このファンクションの戻り値は、次の書式
になります。

<!--string-->

value_exprが NULL である場合、このファンクションは NULL を戻します。

例例例例

次の例は、DUAL表を使用して、XMLComment構文を示します。

SELECT XMLCOMMENT('OrderAnalysisComp imported, reconfigured, disassembled')
   AS "XMLCOMMENT" FROM DUAL;
 
XMLCOMMENT
--------------------------------------------------------------------------------
<!--OrderAnalysisComp imported, reconfigured, disassembled-->

XMLCONCAT 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

XMLCONCATは、入力として一連の XMLTypeインスタンスを取り、各行について一連の要素を
連結し、連結した結果を戻します。XMLCONCATは XMLSEQUENCEの逆の処理をします。

NULL 式は結果から排除されます。値のすべての式が NULL の場合、このファンクションは
NULL を戻します。

例例例例

次の例では、従業員のサブセットの名前と姓に対して XML 要素を作成し、作成した要素を連
結して戻します。

SELECT XMLCONCAT(XMLELEMENT("First", e.first_name),
   XMLELEMENT("Last", e.last_name)) AS "Result"
   FROM employees e
   WHERE e.employee_id > 202;

参照参照参照参照 : このファンクションの詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を
参照してください。

参照参照参照参照 : 「XMLSEQUENCE」（5-243 ページ）

XMLCOMMENT ( value_expr )

XMLCONCAT ( XMLType_instance

,

)
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Result
----------------------------------------------------------------
<First>Susan</First>
<Last>Mavris</Last>

<First>Hermann</First>
<Last>Baer</Last>

<First>Shelley</First>
<Last>Higgins</Last>

<First>William</First>
<Last>Gietz</Last>

4 rows selected.

XMLDIFF

構文構文構文構文

用途用途用途用途

XMLDiffファンクションは、XmlDiff C API の SQL インタフェースです。このファンクション
は、2 つの XML 文書を比較し、Xdiff スキーマに基づいた XML の差異を取得します。diff 文書
が XMLType 文書として戻されます。

� 初の 2 つの引数には、2 つの XMLType 文書の名前を指定します。

� integerには、C ファンクション XmlDiff の hashLevel を表す数値を指定します。ハッ
シュを使用しない場合は、この引数を 0（ゼロ）に設定するか、または引数全体を省略し
ます。ハッシュを使用しないでフラグを指定する場合は、この引数を 0（ゼロ）に設定す
る必要があります。

� stringには、ファンクションの動作を制御するフラグを指定します。これらのフラグは、
セミコロンで区切られた 1 つ以上の名前で指定します。これらの名前は、XmlDiff ファン
クションの定数の名前と同じです。

例例例例

次の例では、2 つの XML 文書を比較し、差異を XMLType 文書として戻します。

SELECT XMLDIFF(
XMLTYPE('<?xml version="1.0"?>
<bk:book xmlns:bk="http://nosuchsite.com">
   <bk:tr>
        <bk:td>
                <bk:chapter>
                        Chapter 1.
                </bk:chapter>
        </bk:td>

参照参照参照参照 : このファンクションの使用方法と例については、『Oracle XML 
Developer's Kit プログラマーズ・ガイド』を参照してください。C の
XML API の詳細は、『Oracle Database XML C API リファレンス』を参照
してください。

XMLDiff

( XMLType_document , XMLType_document
, integer , string

)
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        <bk:td>
                 <bk:chapter>
                        Chapter 2.
                </bk:chapter>
        </bk:td>
   </bk:tr>
</bk:book>'),
XMLTYPE('<?xml version="1.0"?>
<bk:book xmlns:bk="http://nosuchsite.com">
   <bk:tr>
        <bk:td>
                <bk:chapter>
                        Chapter 1.
                </bk:chapter>
        </bk:td>
        <bk:td/>
   </bk:tr>
</bk:book>')
)
FROM DUAL; 

XMLELEMENT

構文構文構文構文

XML_attributes_clause::=

XMLELEMENT (

ENTITYESCAPING

NOENTITYESCAPING

NAME
identifier

EVALNAME value_expr

, XML_attributes_clause , value_expr
AS c_alias

)

XMLATTRIBUTES

(

ENTITYESCAPING

NOENTITYESCAPING

SCHEMACHECK

NOSCHEMACHECK

value_expr

AS
c_alias

EVALNAME value_expr

,

)
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用途用途用途用途

XMLELEMENTは、identifierに対する要素名を取るか、または EVALNAME value_exprの
要素名、要素に対する属性のオプションのコレクション、およびその要素の内容を構成する引
数を評価します。このファンクションは XMLType型のインスタンスを戻します。
XMLELEMENTは、戻された XML に属性を格納できる点を除いて SYS_XMLGENに似ています
が、XMLFormatオブジェクトを使用した書式設定は受け入れません。

次の項に示すとおり、通常は、XMLELEMENTファンクションはネストされており、ネスト構造
の XML 文書を生成します。

ENTITYESCAPINGおよび NONENTITYESCAPINGキーワードについては、『Oracle XML DB 開
発者ガイド』を参照してください。

囲みタグに使用する Oracle Database の値を指定する必要があります。この場合、文字列リテ
ラルの identifierを指定するか、または EVALNAME value_exprを指定します。後者の場
合は、値の式が評価され、その結果（文字列リテラル）が識別子として使用されます。この識
別子は、 大 4000 文字まで指定可能で、列名または列の参照である必要はありません。式また
は NULL は指定できません。

要素の内容を構成するオブジェクトは、XMLATTRIBUTESキーワードの後に指定します。
XML_attributes_clauseでは、value_exprが NULL の場合、その値の式に対する属性は
作成されません。value_exprの型に、オブジェクト型またはコレクションは指定できませ
ん。AS句を使用して value_exprに別名を指定すると、c_aliasまたは評価された値の式

（EVALNAME value_expr）は、 大 4000 文字まで指定可能になります。

構文図の XML_attributes_clauseに続くオプションの value_exprは、次のようになりま
す。

� value_exprがスカラー式である場合、AS句は省略できます。この場合、Oracle は列名を
要素名として使用します。

� value_exprがオブジェクト型またはコレクションである場合、AS句は必須です。この場
合、Oracle は指定された c_aliasを囲みタグとして使用します。

� value_exprが NULL の場合、その値の式に対する要素は作成されません。

例例例例

次の例では、一連の従業員について、従業員の名前と雇用日を指定する、ネストされた要素を
持つ Emp要素を生成します。

SELECT XMLELEMENT("Emp", XMLELEMENT("Name", 
   e.job_id||' '||e.last_name),
   XMLELEMENT("Hiredate", e.hire_date)) as "Result"
   FROM employees e WHERE employee_id > 200;

Result
-------------------------------------------------------------------
<Emp>
  <Name>MK_MAN Hartstein</Name>
  <Hiredate>17-FEB-96</Hiredate>
</Emp>

<Emp>
  <Name>MK_REP Fay</Name>
  <Hiredate>17-AUG-97</Hiredate>
</Emp>

<Emp>
  <Name>HR_REP Mavris</Name>
  <Hiredate>07-JUN-94</Hiredate>
</Emp>

参照参照参照参照 : 「SYS_XMLGEN」（5-193 ページ）
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<Emp>
  <Name>PR_REP Baer</Name>
  <Hiredate>07-JUN-94</Hiredate>
</Emp>

<Emp>
  <Name>AC_MGR Higgins</Name>
  <Hiredate>07-JUN-94</Hiredate>
</Emp>

<Emp>
  <Name>AC_ACCOUNT Gietz</Name>
  <Hiredate>07-JUN-94</Hiredate>
</Emp>

6 rows selected.

次の例では、XMLELEMENTファンクションに XML_attributes_clauseを使用して、トップ
レベル要素に対する属性値を持つ、ネストされた XML 要素を作成します。

SELECT XMLELEMENT("Emp",
      XMLATTRIBUTES(e.employee_id AS "ID", e.last_name),
      XMLELEMENT("Dept", e.department_id),
      XMLELEMENT("Salary", e.salary)) AS "Emp Element"
   FROM employees e
   WHERE e.employee_id = 206;

Emp Element
---------------------------------------------------------------
<Emp ID="206" LAST_NAME="Gietz">
  <Dept>110</Dept>
  <Salary>8300</Salary>
</Emp>

last_nameには AS identifier句が指定されていません。その結果、戻された XML は、デ
フォルトで列名 last_nameを使用します。

後に、次の例では、XML_attributes_clauseに副問合せを使用して、別の表から要素の
属性に情報を取り出します。

SELECT XMLELEMENT("Emp", XMLATTRIBUTES(e.employee_id, e.last_name),
   XMLELEMENT("Dept", XMLATTRIBUTES(e.department_id,
   (SELECT d.department_name FROM departments d
   WHERE d.department_id = e.department_id) as "Dept_name")),
   XMLELEMENT("salary", e.salary),
   XMLELEMENT("Hiredate", e.hire_date)) AS "Emp Element"
   FROM employees e
   WHERE employee_id = 205;

Emp Element
-------------------------------------------------------------------
<Emp EMPLOYEE_ID="205" LAST_NAME="Higgins">
  <Dept DEPARTMENT_ID="110" Dept_name="Accounting"/>
  <salary>12000</salary>
  <Hiredate>07-JUN-94</Hiredate>
</Emp>
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XMLEXISTS

構文構文構文構文

XML_passing_clause::=

用途用途用途用途

XMLExistsは、指定された XQuery 式から空でない XQuery シーケンスが戻されるかどうかを
チェックします。空でない XQuery シーケンスが戻される場合、このファンクションは TRUE
を戻し、それ以外の場合は FALSEを戻します。引数 XQuery_stringはリテラル文字列です
が、XML_passing_clauseを使用してバインドする XQuery 変数を含めることができます。

XML_passing_clauseの exprは、XMLTypeまたは SQL スカラー・データ型のインスタン
スを戻し、XQuery 式を評価するためのコンテキストとして使用されます。PASSING句には、
識別子を指定せずに 1 つの exprのみを指定できます。各 exprの評価結果は、
XQuery_stringの対応する識別子にバインドされます。exprの後に AS句が続かない場合、
式の評価結果は XQuery_stringの評価用のコンテキスト項目として使用されます。

XMLFOREST 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

XMLFORESTは、各引数パラメータを XML に変換し、変換された引数を連結した XML フラグ
メントを戻します。

� value_exprがスカラー式である場合、AS句は省略できます。この場合、Oracle Database
は列名を要素名として使用します。

� value_exprがオブジェクト型またはコレクションである場合、AS句は必須です。この場
合、Oracle は指定された式を囲みタグとして使用します。

この場合、文字列リテラルの c_aliasを指定するか、または EVALNAME value_exprを
指定します。後者の場合は、値の式が評価され、その結果（文字列リテラル）が識別子と
して使用されます。この識別子は、 大 4000 文字まで指定可能で、列名または列の参照で
ある必要はありません。式または NULL は指定できません。

� value_exprが NULL の場合、その value_exprに対する要素は作成されません。

参照参照参照参照 : このファンクションの使用の詳細および例は、『Oracle XML DB 開
発者ガイド』を参照してください。

XMLEXISTS ( XQuery_string
XML_passing_clause

)

PASSING
BY VALUE

expr
AS identifier

,

XMLFOREST ( value_expr

AS
c_alias

EVALNAME value_expr

,

)
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例例例例

次の例では、従業員のサブセットに対して Emp要素を作成します。このとき、Empの内容とし
て、employee_id、last_nameおよび salaryの各要素がネストされます。

SELECT XMLELEMENT("Emp", 
   XMLFOREST(e.employee_id, e.last_name, e.salary))
   "Emp Element"
   FROM employees e WHERE employee_id = 204;

Emp Element
----------------------------------------------------------------
<Emp>
  <EMPLOYEE_ID>204</EMPLOYEE_ID>
  <LAST_NAME>Baer</LAST_NAME>
  <SALARY>10000</SALARY>
</Emp>

これらの 2 つのファンクションの出力の比較については、5-231 ページの「XMLCOLATTVAL」
を参照してください。

XMLPARSE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途
XMLParseは、value_exprの評価結果から XML インスタンスを解析して生成します。
value_exprは文字列に変換する必要があります。value_exprが NULL である場合、この
ファンクションは NULL を戻します。

� DOCUMENTを指定する場合、value_exprは単一ルートの XML 文書である必要がありま
す。

� CONTENTを指定する場合、value_exprは有効な XML 値である必要があります。

� WELLFORMEDを指定する場合、value_exprは整形式 XML 文書である必要があります。
これは、入力が正しい書式であることを確認する、データベースによる妥当性チェックが
実行されないためです。

例例例例

次の例は、DUAL表を使用して、XMLParseの構文を示します。

SELECT XMLPARSE(CONTENT '124 <purchaseOrder poNo="12435"> 
   <customerName> Acme Enterprises</customerName>
   <itemNo>32987457</itemNo>
   </purchaseOrder>' 
WELLFORMED) AS PO FROM DUAL;
 
PO
-----------------------------------------------------------------
124 <purchaseOrder poNo="12435">
   <customerName> Acme Enterprises</customerName>
   <itemNo>32987457</itemNo>
   </purchaseOrder>

参照参照参照参照 : このファンクションの詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を
参照してください。

XMLPARSE (
DOCUMENT

CONTENT
value_expr

WELLFORMED
)
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XMLPATCH 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

XMLPatchファンクションは、XmlPatch C API の SQL インタフェースです。このファンク
ションは、指定された変更を適用して XML 文書を修正します。修正された XMLType文書が戻
されます。

� 初の引数には、入力 XMLType文書の名前を指定します。

2 番目の引数には、 初の文書に適用する変更を含む XMLType 文書を指定します。変更
は、Xdiff XML スキーマに基づいている必要があります。

� stringには、ファンクションの動作を制御するフラグを指定します。これらのフラグは、
セミコロンで区切られた 1 つ以上の名前で指定します。これらの名前は、XmlPatch C ファ
ンクションの定数の名前と同じです。

例例例例

次の例では、別の XMLType文書に指定された変更を適用して XMLType文書を修正し、修正し
た XMLType文書を戻します。

SELECT XMLPATCH(
XMLTYPE('<?xml version="1.0"?>
<bk:book xmlns:bk="http://nosuchsite.com">
   <bk:tr>
        <bk:td>
                <bk:chapter>
                        Chapter 1.
                </bk:chapter>
        </bk:td>
        <bk:td>
                 <bk:chapter>
                        Chapter 2.
                </bk:chapter>
        </bk:td>
   </bk:tr>
</bk:book>'),
XMLTYPE('<?xml version="1.0"?>
<xd:xdiff xsi:schemaLocation="http://xmlns.example.com/xdb/xdiff.xsd
  http://xmlns.example.com/xdb/xdiff.xsd"
  xmlns:xd="http://xmlns.example.com/xdb/xdiff.xsd"
  xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance"
  xmlns:bk="http://nosuchsite.com">
  <?oracle-xmldiff operations-in-docorder="true" output-model="snapshot"
    diff-algorithm="global"?>
  <xd:delete-node xd:node-type="element"
   xd:xpath="/bk:book[1]/bk:tr[1]/bk:td[2]/bk:chapter[1]"/>
</xd:xdiff>')
)
FROM DUAL;

参照参照参照参照 : このファンクションの使用方法と例については、『Oracle XML 
Developer's Kit プログラマーズ・ガイド』を参照してください。C の
XML API の詳細は、『Oracle Database XML C API リファレンス』を参照
してください。

XMLPatch ( XMLType_document , XMLType_document )
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XMLPI 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

XMLPIは、identifierと value_exprの評価結果（オプション）を使用して、XML の処理
命令を生成します。通常、処理命令は、XML 文書のすべてまたは一部に関連付けられたアプリ
ケーション情報に使用されます。アプリケーションはこの処理命令を使用して、XML 文書の
適な処理方法を決定します。

囲みタグに使用する Oracle Database の値を指定する必要があります。この場合、文字列リテ
ラルの identifierを指定するか、または EVALNAME value_exprを指定します。後者の場
合は、値の式が評価され、その結果（文字列リテラル）が識別子として使用されます。この識
別子は、 大 4000 文字まで指定可能で、列名または列の参照である必要はありません。式また
は NULL は指定できません。

オプションの value_exprは文字列に変換する必要があります。オプションの value_expr
を指定しない場合、デフォルトは長さが 0（ゼロ）の文字列です。このファンクションの戻り
値は、次の書式になります。

<?identifier string?>

XMLPIには、次の制限事項があります。

� identifierは、処理命令の有効な対象である必要があります。

� xmlは、identifierと組み合せて指定することはできません。

� identifierには、連続文字 ?>を含めることはできません。

例例例例

次の文は、DUAL表を使用して、XMLPIの構文の使用を示します。

SELECT XMLPI(NAME "Order analysisComp", 'imported, reconfigured, disassembled')
   AS "XMLPI" FROM DUAL;
 
XMLPI
--------------------------------------------------------------------------------
<?Order analysisComp imported, reconfigured, disassembled?>

参照参照参照参照 : このファンクションの詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を
参照してください。

XMLPI (

NAME
identifier

EVALNAME value_expr

, value_expr
)
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XMLQUERY 

構文構文構文構文

XML_passing_clause::=

用途用途用途用途

XMLQUERYでは、SQL 文の XML データを問い合せることができます。このファンクションは、
文字列リテラル、オプションのコンテキスト項目、および他のバインド変数として XQuery 式
を取り、これらの入力値を使用して XQuery 式の評価結果を戻します。

� XQuery_stringは、プロローグを含む完全な XQuery 式です。

� XML_passing_clauseの exprは、XMLTypeまたは SQL スカラー・データ型のインスタ
ンスを戻し、XQuery 式を評価するためのコンテキストとして使用されます。PASSING句
には、識別子を指定せずに 1 つの exprのみを指定できます。各 exprの評価結果は、
XQuery_stringの対応する識別子にバインドされます。exprの後に AS句が続かない場
合、式の評価結果は XQuery_stringの評価用のコンテキスト項目として使用されます。

� RETURNING CONTENTは、XQuery 式の評価結果が XML 1.0 文書か、または XML 1.0 セマン
ティクスに準拠したドキュメント・フラグメントのいずれかであることを示します。

� 結果セットが空の場合、このファンクションは、SQL NULL値を戻します。NULL ON 
EMPTYキーワードがデフォルトで実装されます。このキーワードは、意味を明確にするた
めに示されます。

例例例例

次の文では、XML_passing_clauseの oe.warehouses表の warehouse_spec列をコンテ
キスト項目として指定します。この文は、領域が 50K より大きいウェアハウスに関する特定の
情報を戻します。

SELECT warehouse_name,
EXTRACTVALUE(warehouse_spec, '/Warehouse/Area'),
XMLQuery(
   'for $i in /Warehouse
   where $i/Area > 50000
   return <Details>
             <Docks num="{$i/Docks}"/>
             <Rail>
               {
               if ($i/RailAccess = "Y") then "true" else "false"
               }
             </Rail>
          </Details>' PASSING warehouse_spec RETURNING CONTENT) "Big_warehouses"
   FROM warehouses;

参照参照参照参照 : このファンクションの詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を
参照してください。

XMLQUERY

( XQuery_string
XML_passing_clause

RETURNING CONTENT
NULL ON EMPTY

)

PASSING
BY VALUE

expr
AS identifier

,
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WAREHOUSE_ID Area      Big_warehouses
------------ --------- --------------------------------------------------------
           1     25000
           2     50000
           3     85700 <Details><Docks></Docks><Rail>false</Rail></Details>
           4    103000 <Details><Docks num="3"></Docks><Rail>true</Rail></Details>
 . . . 

XMLROOT 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

XMLROOTでは、既存の XML 値の XML ルート情報（プロローグ）のバージョンとスタンドア
ロンのプロパティを指定して、新しい XML 値を作成できます。value_exprがすでにプロ
ローグを持っている場合、エラーが戻されます。入力が NULL の場合、このファンクションは
NULL を戻します。

戻り値は次の書式になります。

<?xml version = "version" [ STANDALONE = "{yes | no}" ]?>

� 初の value_exprでは、XML 値を指定します。この値に対してプロローグ情報を指定し
ます。

� VERSION句の value_exprは、有効な XML バージョンを表す文字列である必要がありま
す。VERSIONに NO VALUEを指定すると、バージョンはデフォルトで 1.0 になります。

� オプションの STANDALONE句を指定しない場合や、NO VALUEを指定した場合は、ファン
クションの戻り値にスタンドアロンのプロパティは存在しません。

例例例例

次の文は、DUAL表を使用して、XMLROOTの構文を示します。

SELECT XMLROOT ( XMLType('<poid>143598</poid>'), VERSION '1.0', STANDALONE YES)
   AS "XMLROOT" FROM DUAL;

XMLROOT
--------------------------------------------------------------------------------
<?xml version="1.0" standalone="yes"?>
<poid>143598</poid>

XMLROOT ( value_expr , VERSION
value_expr

NO VALUE

, STANDALONE

YES

NO

NO VALUE
)
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XMLSEQUENCE

構文構文構文構文

用途用途用途用途

XMLSEQUENCEには 2 つの書式があります。

� 1 つ目の書式は、入力として XMLTypeインスタンスを取り、XMLTypeにあるトップレベル
のノードの VARRAY を戻します。この書式のかわりに、SQL/XML 標準関数 XMLTable
を使用すると効果的です。この関数を使用すると、SQL コードがより読みやすくなりま
す。Oracle Database10g リリース 2（10.2）より前のリリースでは、このリリースの
XMLTable関数でより効果的に実行されるいくつかの機能を、XMLSequenceが SQL 関数
TABLEを使用して実行していました。

� 2 つ目の書式は、入力として REFCURSORインスタンスおよびオプションの XMLFormatオ
ブジェクトのインスタンスを取り、カーソルの各行に対して、XMLSequence型として
XML 文書を戻します。

XMLSEQUENCEは XMLTypeのコレクションを戻すため、このファンクションを TABLE句で使
用して、コレクション値をネスト解除することで複数行にし、SQL 問合せでの処理をさらに進
めることができます。

例例例例

次の例では、XMLSEQUENCEが複数の要素を持つ XML 文書を VARRAY型の単一要素ドキュメン
トに分割する方法を示しています。この例では、TABLEキーワードが、コレクションを副問合
せの FROM句で使用できる表の値とみなすように、Oracle Database に指示しています。

SELECT EXTRACT(warehouse_spec, '/Warehouse') as "Warehouse"
   FROM warehouses WHERE warehouse_name = 'San Francisco';

Warehouse
------------------------------------------------------------
<Warehouse>
  <Building>Rented</Building>
  <Area>50000</Area>
  <Docks>1</Docks>
  <DockType>Side load</DockType>
  <WaterAccess>Y</WaterAccess>
  <RailAccess>N</RailAccess>
  <Parking>Lot</Parking>
  <VClearance>12 ft</VClearance>
</Warehouse>

1 row selected.

SELECT VALUE(p)
   FROM warehouses w, 
   TABLE(XMLSEQUENCE(EXTRACT(warehouse_spec, '/Warehouse/*'))) p
   WHERE w.warehouse_name = 'San Francisco';

参照参照参照参照 : このファンクションの詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を
参照してください。また 5-245 ページの「XMLTABLE」も参照してくださ
い。

XMLSEQUENCE (

XMLType_instance

sys_refcursor_instance
, fmt )
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VALUE(P)
----------------------------------------------------------------
<Building>Rented</Building>
<Area>50000</Area>
<Docks>1</Docks>
<DockType>Side load</DockType>
<WaterAccess>Y</WaterAccess>
<RailAccess>N</RailAccess>
<Parking>Lot</Parking>
<VClearance>12 ft</VClearance>

8 rows selected.

XMLSERIALIZE 

構文構文構文構文

用途用途用途用途

XMLSerializeは、value_exprの内容を含む文字列または LOB を作成します。

� DOCUMENTを指定する場合、value_exprは有効な XML 文書である必要があります。

� CONTENTを指定する場合、value_exprは単一ルートの XML 文書である必要はありませ
ん。ただし、有効な XML コンテンツである必要があります。

� 指定する datatypeは、文字列型（VARCHAR2または VARCHARは使用可能、NVARCHARま
たは NVARCHAR2は使用不可）、BLOBまたは CLOBです。デフォルトは CLOBです。

� datatypeが BLOBの場合は、ENCODING句を指定して、指定したエンコーディングをプロ
ローグで使用できます。

� XML 宣言で string_literalとして指定したバージョン（<?xml version="..." 
...?>）を使用するには、VERSION句を指定します。

� 意味のないすべての空白を出力から取り除くには、NO INDENTを指定します。出力を N個
の空白の相対インデントを使用して出力整形するには、INDENT SIZE = Nを指定しま
す。Nは整数です。Nが 0の場合、出力整形によって各要素の後に改行文字が挿入され、
各要素は独自の行に配置されますが、その他の意味のないすべての空白は出力で省略され
ます。SIZEを指定せずに INDENTを指定すると、2 個の空白インデントが使用されます。
この句を指定しない場合、動作（出力整形されるかどうか）は予測不能です。

� HIDE DEFAULTSおよび SHOW DEFAULTSは、XML スキーマベースのデータにのみ適用さ
れます。SHOW DEFAULTSを指定し、XML スキーマがデフォルト値を定義するオプション
の要素または属性が入力データにない場合、それらの要素または属性はデフォルト値を使
用して出力に含まれます。HIDE DEFAULTSを指定した場合、そのような要素または属性
は出力に含まれません。HIDE DEFAULTSがデフォルトの動作です。

XMLSERIALIZE (
DOCUMENT

CONTENT
value_expr

AS datatype

ENCODING xml_encoding_spec VERSION string_literal

NO INDENT

INDENT
SIZE = number

HIDE

SHOW
DEFAULTS

)
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例例例例
次の文は、DUAL表を使用して、XMLSerializeの構文を示します。

SELECT XMLSERIALIZE(CONTENT XMLTYPE('<Owner>Grandco</Owner>'))
   FROM DUAL;

XMLTABLE 

構文構文構文構文

XMLnamespaces_clause::=

XMLTABLE_options::=

XML_passing_clause::=

XML_table_column::=

用途用途用途用途

XMLTableは、XQuery の評価結果をリレーショナル行および列にマップします。SQL を使用
して、このファンクションで戻される結果を仮想リレーショナル表として問い合せることがで
きます。

� XMLNAMESPACES句には、XML ネームスペースの宣言が含まれます。これらの宣言は、
XQuery 式（評価された XQuery_string）と、XML_table_columnの PATH句の XPath
式で参照されます。XQuery 式は行を計算し、XPath 式は XMLTableファンクション全体
の列を計算します。COLUMNS句の PATH式に修飾名を使用する場合は、XMLNAMESPACES
句を指定する必要があります。

� XQuery_stringは、完全な XQuery 式で、プロローグ宣言を含むことができます。

参照参照参照参照 : このファンクションの詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を
参照してください。

XMLTABLE (
XMLnamespaces_clause

XQuery_string XMLTABLE_options )

XMLNAMESPACES (
string AS identifier

,

DEFAULT string
)

XML_passing_clause COLUMNS XML_table_column

,

PASSING
BY VALUE

expr
AS identifier

,

column

FOR ORDINALITY

datatype
PATH string DEFAULT expr
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� XML_passing_clauseの exprは、XMLTypeまたは SQL スカラー・データ型のインスタ
ンスを戻し、XQuery 式を評価するためのコンテキストとして使用されます。PASSING句
には、識別子を指定せずに 1 つの exprのみを指定できます。各 exprの評価結果は、
XQuery_stringの対応する識別子にバインドされます。exprの後に AS句が続かない場
合、式の評価結果は XQuery_stringの評価用のコンテキスト項目として使用されます。

� オプションの COLUMNS句では、XMLTableで作成する仮想表の列を定義します。

– COLUMNS句を指定しない場合、XMLTableは、COLUMN_VALUEという名前の単一の
XMLType疑似列を戻します。

– XMLTableが XMLType, datatypeという XML スキーマ・ベースの記憶域とともに
使用される場合以外は、datatypeが必要です。この場合、datatypeの指定を省略
すると、Oracle XML DB は、XML スキーマに基づいてデータ型を推測します。デー
タベース側で、ノードの正しい型が判断できないときは、デフォルト型である
VARCHAR2(4000)が使用されます。

– FOR ORDINALITYは、生成された行番号の列になるように指定します。FOR 
ORDINALITY句は、 大で 1 つにする必要があります。これは、NUMBER列として作
成されます。

– オプションの PATH句では、XQuery 式の文字列でアドレス指定される XQuery 結果の
部分を列の内容として使用するように指定します。PATHを指定しない場合、XQuery
式の columnとみなされます。たとえば、次のようになります。

XMLTable(... COLUMNS xyz

これは、次の式と同じです。

XMLTable(... COLUMNS xyz PATH 'XYZ')

異なる PATH句を使用すると、XQuery 結果を異なる仮想表の列に分割できます。

– オプションの DEFAULT句では、PATH式の結果が空のシーケンスの場合に使用する値
を指定します。exprは、デフォルト値の生成用に評価する XQuery 式です。

例例例例

次の例では、warehouses表の warehouse_spec列の各値に XQuery '/Warehouse'を適用
した結果を、列 Waterおよび Railのある仮想リレーショナル表に変換します。

SELECT warehouse_name warehouse,
   warehouse2."Water", warehouse2."Rail"
   FROM warehouses,
   XMLTABLE('/Warehouse'
      PASSING warehouses.warehouse_spec
      COLUMNS 
         "Water" varchar2(6) PATH '/Warehouse/WaterAccess',
         "Rail" varchar2(6) PATH '/Warehouse/RailAccess') 
      warehouse2;

WAREHOUSE                           Water  Rail
----------------------------------- ------ ------
Southlake, Texas                    Y      N
San Francisco                       Y      N
New Jersey                          N      N
Seattle, Washington                 N      Y

参照参照参照参照 : 追加の例を含む XMLTableファンクションおよび XQuery の概要
については、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を参照してください。
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XMLTRANSFORM

構文構文構文構文

用途用途用途用途

XMLTRANSFORMは、引数として XMLTypeインスタンスおよび XSL スタイルシート（それ自体
が XMLTypeインスタンス）を取ります。このファンクションは、スタイルシートをインスタ
ンスに適用して、XMLTypeを戻します。

このファンクションは、データをデータベースから取得するように、スタイルシートに従って
データを編成する場合に有効です。

例例例例

XMLTRANSFORMファンクションを使用するには、XSL スタイルシートが必要です。次に、ノー
ド内の要素をアルファベット順に並べる単純なスタイルシートの例を示します。

CREATE TABLE xsl_tab (col1 XMLTYPE);

INSERT INTO xsl_tab VALUES (
   XMLTYPE.createxml(
   '<?xml version="1.0"?> 
    <xsl:stylesheet version="1.0" xmlns:xsl="http://www.w3.org/1999/XSL/Transform" >
      <xsl:output encoding="utf-8"/>
      <!-- alphabetizes an xml tree -->  
      <xsl:template match="*">  
        <xsl:copy>
          <xsl:apply-templates select="*|text()">
            <xsl:sort select="name(.)" data-type="text" order="ascending"/>
          </xsl:apply-templates> 
        </xsl:copy> 
      </xsl:template>
      <xsl:template match="text()"> 
        <xsl:value-of select="normalize-space(.)"/>
      </xsl:template>
    </xsl:stylesheet>  '));

1 row created.

次の例では、XSL スタイルシート xsl_tabを使用して、サンプル表 oe.warehousesにある
warehouse_specの要素をアルファベット順に並べます。

SELECT XMLTRANSFORM(w.warehouse_spec, x.col1).GetClobVal()
   FROM warehouses w, xsl_tab x
   WHERE w.warehouse_name = 'San Francisco';

XMLTRANSFORM(W.WAREHOUSE_SPEC,X.COL1).GETCLOBVAL()
--------------------------------------------------------------------------------
<Warehouse>
  <Area>50000</Area>
  <Building>Rented</Building>
  <DockType>Side load</DockType>
  <Docks>1</Docks>
  <Parking>Lot</Parking>

参照参照参照参照 : このファンクションの詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を
参照してください。

XMLTRANSFORM ( XMLType_instance ,
XMLType_instance

string
)
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  <RailAccess>N</RailAccess>
  <VClearance>12 ft</VClearance>
  <WaterAccess>Y</WaterAccess>
</Warehouse>

ROUND およびおよびおよびおよび TRUNC 日付ファンクション日付ファンクション日付ファンクション日付ファンクション

表 5-14 に、ROUNDおよび TRUNC日付ファンクションで使用できる書式モデル、および日付の
丸めと切捨ての単位を示します。デフォルトのモデル DD では、午前 0 時（真夜中）を基準に
丸めおよび切捨てを行い、日付を戻します。

書式モデル DAY、DY および D によって使用される週の開始日は、NLS_TERRITORY初期化パ
ラメータによって暗黙的に指定されています。

表表表表 5-14 ROUND およびおよびおよびおよび TRUNC 日付ファンクションの日付書式モデル日付ファンクションの日付書式モデル日付ファンクションの日付書式モデル日付ファンクションの日付書式モデル  

書式モデル書式モデル書式モデル書式モデル 丸め単位または切捨て単位丸め単位または切捨て単位丸め単位または切捨て単位丸め単位または切捨て単位

CC
SCC

4 桁の年号の上 2 桁より 1 大きい数

SYYYY
YYYY
YEAR
SYEAR
YYY
YY
Y

年（7 月 1 日に切上げ）

IYYY
IY
IY
I

ISO 年

Q 四半期（その四半期の 2 番目の月の 16 日に切上げ）

MONTH
MON
MM
RM

月（16 日に切上げ）

WW 年の 初の日と同じ曜日

IW ISO 年の 初の日と同じ曜日

W 月の 初の日と同じ曜日

DDD
DD
J

日

DAY
DY
D

週の開始日

HH
HH12
HH24

時

MI 分

参照参照参照参照 : このパラメータの詳細は、『Oracle Database リファレンス』およ
び『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照
してください。
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ユーザー定義ファンクションユーザー定義ファンクションユーザー定義ファンクションユーザー定義ファンクション

PL/SQL または Java でユーザー定義ファンクションを作成し、SQL または SQL 組込みファン
クションにはない機能を持たせることができます。ユーザー定義ファンクションは、式を指定
できる場所であればどこでも、SQL 文に指定できます。

たとえば、SQL 文の次の場所でユーザー定義ファンクションを使用できます。

� SELECT文の SELECT 構文のリスト

� WHERE句の条件

� CONNECT BY句、START WITH句、ORDER BY句および GROUP BY句

� INSERT文の VALUES句

� UPDATE文の SET句

user_defined_function::=

オプションの式のリストは、ファンクション、パッケージまたは演算子の属性と一致する必要
があります。

ユーザー定義ファンクションの制限事項ユーザー定義ファンクションの制限事項ユーザー定義ファンクションの制限事項ユーザー定義ファンクションの制限事項 : DISTINCTおよび ALLキーワードは、ユーザー定
義集計ファンクションのみで有効です。

注意注意注意注意 : Oracle SQL は、ブール値のパラメータまたは戻り値を持つファン
クションのコールをサポートしていません。したがって、ユーザー定義
ファンクションが SQL 文からコールされる場合は、数値（0 または 1）ま
たは文字列（'TRUE' または 'FALSE'）を戻すように設計する必要がありま
す。

参照参照参照参照 :

� ファンクションの作成（ユーザー定義ファンクションの制限を含む）
の詳細は、14-48 ページの「CREATE FUNCTION」を参照してくださ
い。

� ユーザー・ファンクションの作成および使用方法の詳細は、『Oracle 
Database アドバンスト・アプリケーション開発者ガイド』を参照して
ください。

schema .
package .

function

user_defined_operator

@ dblink . (

DISTINCT

ALL
expr

,

)
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前提条件前提条件前提条件前提条件

ユーザー定義ファンクションを SQL 文で使用するには、トップレベル・ファンクションとして
作成するか、またはパッケージ仕様部で宣言する必要があります。

SQL の式の中でユーザー・ファンクションを使用するには、ユーザーがユーザー・ファンク
ションの EXECUTE権限を持っている必要があります。ユーザー・ファンクションで定義した
ビューを問い合せるには、そのビューに対する SELECT権限が必要です。ビューから選択する
には、個別の EXECUTE権限は必要ありません。

名前の優先順位名前の優先順位名前の優先順位名前の優先順位 

SQL 文内では、データベースの列名は、パラメータなしのファンクション名より優先順位が高
くなります。たとえば、Human Resources のマネージャが、hrスキーマに次の 2 つのオブ
ジェクトを作成する場合は、次のようにします。

CREATE TABLE new_emps (new_sal NUMBER, ...);
CREATE FUNCTION new_sal RETURN NUMBER IS BEGIN ... END;

その後、次の 2 つの文のように、new_salを参照すると new_emps.new_sal列を参照するこ
とになります。

SELECT new_sal FROM new_emps;
SELECT new_emps.new_sal FROM new_emps;

new_salファンクションにアクセスするには、次のように入力します。

SELECT hr.new_sal FROM new_emps;

SQL の式内で使用できるユーザー・ファンクションのコール例を次に示します。

circle_area (radius)
payroll.tax_rate (empno)
hr.employees.tax_rate (dependent, empno)@remote

例例例例 hrスキーマから tax_rateユーザー・ファンクションをコールし、tax_table内の
ss_no列と sal列に対してこのファンクションを実行するには、次のように指定します。

SELECT hr.tax_rate (ss_no, sal)
    INTO income_tax
    FROM tax_table WHERE ss_no = tax_id;

INTO句は、結果を income_tax変数に配置するために使用できる PL/SQL です。

ネーミング規則ネーミング規則ネーミング規則ネーミング規則 
オプションのスキーマ名またはパッケージ名を 1 つのみ指定すると、 初の識別子はスキーマ
名またはパッケージ名のいずれかになります。たとえば、PAYROLL.TAX_RATEという参照内の
PAYROLLがスキーマ名かパッケージ名かを判断するには、Oracle Database は次の手順を実行
します。

1. カレント・スキーマ内の PAYROLLパッケージをチェックします。

2. PAYROLLパッケージが検出されない場合は、トップレベルの TAX_RATEファンクション
を含むスキーマ名 PAYROLLを検索します。このようなファンクションが検出されない場
合は、エラーを戻します。

参照参照参照参照 : トップレベル・ファンクションの詳細は、14-48 ページの
「CREATE FUNCTION」を参照してください。パッケージ・ファンクショ
ンの詳細は、15-39 ページの「CREATE PACKAGE」を参照してください。
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3. カレント・スキーマ内で PAYROLLパッケージが検出されると、PAYROLLパッケージの中
で TAX_RATEファンクションを検索します。このようなファンクションが検出されない場
合は、エラーを戻します。

また、ユーザーが定義したシノニムを使用して、ストアド・トップレベル・ファンクションを
参照することもできます。
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6

式式式式

この章では、値、演算子およびファンクションを式の中で組み合せて使用する方法について説
明します。

この章では、次の内容を説明します。

� SQL 式

� 単純式

� 複合式

� CASE 式

� 列式

� CURSOR 式

� 日時式

� ファンクション式

� 期間式

� モデル式

� オブジェクト・アクセス式

� プレースホルダ式

� スカラー副問合せ式

� 型コンストラクタ式

� 式のリスト
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SQL 式式式式 
式式式式は、1 つ以上の値、演算子、および値に評価される SQL ファンクションの組合せです。一般
に、式のデータ型は、そのコンポーネントのデータ型になります。

次の単純式は、値が 4 になり、データ型は NUMBER（コンポーネントと同じデータ型）になり
ます。

2*2 

次の例は、ファンクションと演算子を使用した複雑な式です。この式は、現在の日付に 7 日を
加算し、その合計から時間コンポーネントを削除し、結果を CHARデータ型に変換します。

TO_CHAR(TRUNC(SYSDATE+7)) 

次の場所で式を使用できます。

� SELECT文の SELECT 構文のリスト 

� WHERE句および HAVING句の条件

� CONNECT BY句、START WITH句および ORDER BY句

� INSERT文の VALUES句

� UPDATE文の SET句

たとえば、次の UPDATE文の SET句で、引用符で囲まれた文字列 'Smith'のかわりに式を使
用することもできます。

SET last_name = 'Smith'; 

この SET句では、引用符で囲まれた文字列 'Smith' のかわりに、INITCAP(last_name) を使
用しています。

SET last_name = INITCAP(last_name);

次の構文に示すとおり、式にはいくつかの書式があります。

注意注意注意注意 : NLS_COMPと NLS_SORTの設定を組み合せた値によって、文字を
ソートおよび比較するルールが決まります。ご使用のデータベースの
NLS_COMPに LINGUISTICが設定されている場合、この章のエンティ
ティはすべて NLS_SORTパラメータによって指定されるルールに従って解
釈されます。NLS_COMPが LINGUISTICに設定されていない場合、ファ
ンクションは NLS_SORTの設定に関係なく解釈されます。NLS_SORTは、
明示的に設定できます。明示的に設定されていない場合は、
NLS_LANGUAGEから導出されます。これらの設定の詳細は、『Oracle 
Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してくださ
い。
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expr::=

Oracle Database は、すべての SQL 文のすべての部分で、式のすべての書式を受け入れるわけ
ではありません。文に指定する式の制限については、第 10 章～第 19 章の個々の SQL 文の説明
を参照してください。

このマニュアルの他の箇所で、条件、SQL ファンクションまたは SQL 文に exprが示されてい
る場合は、必ず適切な式の表記法を使用してください。次の項では、いくつかの例をあげて、
様々な式の書式を説明します。

単純式単純式単純式単純式 
単純式は、列、疑似列、定数、順序番号または NULL を指定します。

simple_expression::=

simple_expression

compound_expression

case_expression

cursor_expression

datetime_expression

function_expression

interval_expression

object_access_expression

scalar_subquery_expression

model_expression

type_constructor_expression

variable_expression

query_name

schema
table

view

materialized view

.

column

ROWID

ROWNUM

string

number

sequence .
CURRVAL

NEXTVAL

NULL
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複合式
スキーマは各ユーザー用の他に、"PUBLIC"（二重引用符が必要）にもなり得ます。その場合、
スキーマは表、ビューまたはマテリアライズド・ビューのパブリック・シノニムを修飾する必
要があります。"PUBLIC" でのパブリック・シノニムの修飾は、データ操作言語（DML）文で
のみサポートされています。データ定義言語（DDL）文ではサポートされていません。

列の後ろに続くオプションの PRECEDINGキーワードおよび INITIALキーワードは、バージョ
ン問合せを発行する場合にのみ有効です。

ROWIDは、表でのみ使用でき、ビューまたはマテリアライズド・ビューでは使用できません。
NCHARおよび NVARCHAR2は、有効な疑似列データ型ではありません。

有効な単純式の例を次に示します。

employees.last_name 
'this is a text string'
10 
N'this is an NCHAR string'

複合式複合式複合式複合式 
複合式は、その他の式の組合せを指定します。

compound_expression::=

組込みファンクションを式として使用できます（6-10 ページの「ファンクション式」を参照し
てください）。ただし、複合式では、ファンクションの組合せによっては、適切でないものや拒
否されるものもあります。たとえば、LENGTHファンクションは集計ファンクション内では使
用できません。

PRIOR演算子は、階層問合せの CONNECT BY句で使用されます。

有効な複合式の例を次に示します。

('CLARK' || 'SMITH') 
LENGTH('MOOSE') * 57 
SQRT(144) + 72 
my_fun(TO_CHAR(sysdate,'DD-MMM-YY'))

参照参照参照参照 : 疑似列の詳細は、第 3 章「疑似列」を参照してください。
query_nameの詳細は、19-13 ページの「subquery_factoring_clause」を
参照してください。

参照参照参照参照 : 4-3 ページの「演算子の優先順位」および 9-3 ページの「階層問合
せ」を参照してください。

( expr )

+

–

PRIOR

expr

expr

*

/

+

–

| |

expr
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CASE 式
CASE 式式式式
CASE式を使用すると、プロシージャを起動せずに、SQL 文で IF ... THEN ... ELSE論理を使用
できます。構文は次のとおりです。

simple_case_expression::=

searched_case_expression::=

else_clause::=

単純 CASE式では、Oracle Database は、exprと comparison_exprが一致する 初の WHEN 
... THENの組合せを検索し、return_exprを戻します。WHEN ... THENの組合せが条件に一致
せず、ELSE句が存在する場合、Oracle は else_exprを戻します。それ以外の場合、Oracle
は NULL を戻します。return_exprおよび else_exprには、リテラル NULLを指定できま
せん。

検索 CASE式では、Oracle は、conditionが真である項目を左から右へ検索し、
return_exprを戻します。真である conditionがなく、ELSE句が存在する場合、Oracle は
else_exprを戻します。それ以外の場合、Oracle は NULL を戻します。

Oracle Database では、短絡評価短絡評価短絡評価短絡評価を使用します。単純 CASE式の場合、データベースは、
comparison_expr値のいずれかと exprを比較する前にすべての comparison_expr値を評
価するのではなく、各 comparison_expr値と exprを比較する前にのみ、
各 comparison_expr値を評価します。その結果、exprと等しい comparison_exprが見つ
かると、Oracle はその後の comparison_exprを評価しません。検索 CASE式の場合、データ
ベースは各 conditionを評価してこれが真であるかどうかを判断します。ただし、ある
conditionが真の場合は、次の conditionを評価しません。

単純 CASE式では、exprおよびすべての comparison_expr値は、同じデータ型（CHAR、
VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、NUMBER、BINARY_FLOATまたは BINARY_DOUBLE）であ
るか、またはすべて数値データ型である必要があります。すべての式が数値データ型の場合、
Oracle は、数値の優先順位が も高い引数を判断し、残りの引数をそのデータ型に暗黙的に変
換して、そのデータ型を戻します。

単純および検索 CASE式では、すべての return_exprは、同じデータ型（CHAR、
VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、NUMBER、BINARY_FLOATまたは BINARY_DOUBLE）であ
るか、またはすべて数値データ型である必要があります。すべての戻り式が数値データ型の場
合、Oracle は、数値の優先順位が も高い引数を判断し、残りの引数をそのデータ型に暗黙的
に変換して、そのデータ型を戻します。

1 つの CASE式では、引数の 大数は 255 です。単純 CASE式の初期式やオプションの ELSE式
を含むすべての式が、この上限の対象となります。WHEN ... THENの各組は、2 つの引数として
カウントします。この上限を超えないように、CASE式をネストし、return_expr自体が
CASE式となるようにすることができます。

CASE
simple_case_expression

searched_case_expression

else_clause
END

expr WHEN comparison_expr THEN return_expr

WHEN condition THEN return_expr

ELSE else_expr
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列式
単純単純単純単純 CASE 式の例式の例式の例式の例 次の文は、サンプル表 oe.customersのそれぞれの顧客について、クレ
ジット利用限度額を、100 ドルの場合は「Low」、5,000 ドルの場合は「High」、それ以外の場合
は「Medium」で表示します。

SELECT cust_last_name,
   CASE credit_limit WHEN 100 THEN 'Low'
   WHEN 5000 THEN 'High'
   ELSE 'Medium' END AS credit
   FROM customers
   ORDER BY cust_last_name, credit;

CUST_LAST_NAME       CREDIT
-------------------- ------
Adjani               Medium
Adjani               Medium
Alexander            Medium
Alexander            Medium
Altman               High
Altman               Medium
. . .

検索検索検索検索 CASE 式の例式の例式の例式の例 次の文は、2,000 ドルを 少額の給与として、サンプル表 oe.employees
の従業員の給与の平均を検出します。

SELECT AVG(CASE WHEN e.salary > 2000 THEN e.salary
   ELSE 2000 END) "Average Salary" FROM employees e;

Average Salary
--------------
    6461.68224

列式列式列式列式 
後述の構文図で column_exprで示される列式は、exprの書式の一部です。列式は単純式、
複合式、ファンクション式または式リストにできますが、列式に含めることができるのは、次
の書式の式にかぎられます。

� 対象とする表（作成、変更または索引作成される表）の列

� 定数（文字列または数値）

� DETERMINISTIC ファンクション : SQL 組込みファンクションまたはユーザー定義ファン
クションのいずれか

これ以外に、この章で説明されている書式で使用できるものはありません。また、PRIORキー
ワードを使用した複合式および集計ファンクションはサポートされません。

参照参照参照参照 :

� 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換のマト
リックス」を参照してください。

� 数値の優先順位については、2-15 ページの「数値の優先順位」を参照
してください。

� その他の CASE式の書式については、5-35 ページの「COALESCE」お
よび 5-112 ページの「NULLIF」を参照してください。

� CASE式の様々な書式を使用した例は、『Oracle Database データ・
ウェアハウス・ガイド』を参照してください。
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CURSOR 式
列式は、次の目的で使用できます。

� ファンクション索引を作成する場合。

� 明示的または暗黙的に仮想列を定義する場合。仮想列を定義する際、column_exprの定
義では、現行の文または以前の文ですでに定義されている対象の表の列のみを参照する必
要があります。

列式を組み合せた要素は、決定的である必要があります。つまり、同じ入力値のセットによっ
て、同じ出力値のセットが戻される必要があります。

CURSOR 式式式式
CURSOR式は、ネステッド・カーソルを戻します。この式の書式は、PL/SQL の REF CURSOR
と同じで、REF CURSOR引数としてファンクションに渡すことができます。

カーソル式が評価されるときに、ネステッド・カーソルは暗黙的にオープンされます。たとえ
ば、カーソル式が SELECT 構文のリストにある場合、問合せによってフェッチされた各行に対
して、ネステッド・カーソルがオープンされます。ネステッド・カーソルは、次の場合にのみ
クローズされます。

� ユーザーによって明示的にクローズされたとき

� 親カーソルが再実行されたとき

� 親カーソルがクローズされたとき

� 親カーソルが取り消されたとき

� 親カーソルの 1 つでのフェッチ時にエラーが発生したとき（クリーンアップの一部として
クローズされる）

CURSOR 式の制限事項式の制限事項式の制限事項式の制限事項 : CURSOR式には、次の制限事項があります。

� 囲まれる文が SELECT文以外の文である場合、ネステッド・カーソルは、プロシージャの
REF CURSOR引数としてのみ表示されます。

� 囲まれる文が SELECT文である場合、ネステッド・カーソルは、問合せ指定の一番外側の
SELECT 構文のリスト、または別のネステッド・カーソルの一番外側の SELECT 構文のリ
ストに表示されます。

� ネステッド・カーソルはビューに表示できません。

� ネステッド・カーソルに対して、BIND操作および EXECUTE操作は実行できません。

例例例例  問合せの SELECT 構文のリストでの CURSOR式の使用方法について、次に例を示します。

SELECT department_name, CURSOR(SELECT salary, commission_pct 
   FROM employees e
   WHERE e.department_id = d.department_id)
   FROM departments d
   ORDER BY department_name;

ファンクションの引数としての CURSORの使用方法について、次に例を示します。例では、ま
ず、サンプル・スキーマ OEに REF CURSOR引数を受け入れるファンクションを作成します。

（イタリック体は、PL/SQL ファンクションの本体です。）

CREATE FUNCTION f(cur SYS_REFCURSOR, mgr_hiredate DATE) 
   RETURN NUMBER IS
   emp_hiredate DATE;

参照参照参照参照 : これらの exprの書式の詳細は、6-3 ページの「単純式」、6-4 ペー
ジの「複合式」、6-10 ページの「ファンクション式」および 6-15 ページの

「式のリスト」を参照してください。

CURSOR ( subquery )
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日時式
   before number :=0;
   after number:=0;
begin
  loop
    fetch cur into emp_hiredate;
    exit when cur%NOTFOUND;
    if emp_hiredate > mgr_hiredate then
      after:=after+1;
    else
      before:=before+1;
    end if;
  end loop;
  close cur;
  if before > after then
    return 1;
  else
    return 0;
  end if;
end;
/

ファンクションには、カーソルおよび日付を指定できます。ファンクションは、カーソルが日
付セットを戻す問合せであることを想定します。次の問合せでは、ファンクションを使用して、
サンプル表 employeesから、ほとんどの従業員がマネージャよりも前に雇用されているマ
ネージャを検索します。

SELECT e1.last_name FROM employees e1
   WHERE f(
   CURSOR(SELECT e2.hire_date FROM employees e2
   WHERE e1.employee_id = e2.manager_id),
   e1.hire_date) = 1
   ORDER BY last_name;
 
LAST_NAME
-------------------------
Cambrault
De Haan
Higgins
Mourgos
Zlotkey

日時式日時式日時式日時式 
日時式は、日時データ型の値を戻します。

datetime_expression::=

expr AT

LOCAL

TIME ZONE

’

+

–
hh : mm ’

DBTIMEZONE

SESSIONTIMEZONE

’ time_zone_name ’

expr
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日時式
初期の exprは、データ型 TIMESTAMP、TIMESTAMP WITH TIME ZONEまたは TIMESTAMP 
WITH LOCAL TIME ZONEの値に評価される任意の式（スカラー副問合せ式を除く）です。DATE
データ型はサポートされません。この expr自体が datetime_expressionである場合は、
カッコで囲む必要があります。

 2-21 ページの表 2-5 で定義される規則に従って、日時および期間を組み合せることができます。
日時の値を戻す 3 つの組合せは、日時式で有効です。

AT LOCALを指定すると、Oracle は現行のセッションのタイムゾーンを使用します。

AT TIME ZONEの設定は、次のように解析されます。

� 文字列 '(+|-)HH:MM': UTC のオフセットとしてタイムゾーンを指定します。

� DBTIMEZONE: Oracle は、データベースの作成中に（明示的またはデフォルトで）構築され
たデータベース・タイムゾーンを使用します。

� SESSIONTIMEZONE: Oracle は、デフォルトで構築されたセッション・タイムゾーン、また
は 新の ALTER SESSION文で構築されたセッション・タイムゾーンを使用します。

� time_zone_name: Oracle は、time_zone_nameで指定されたタイムゾーンの
datetime_value_exprを戻します。有効なタイムゾーン名を表示するには、
V$TIMEZONE_NAMES動的パフォーマンス・ビューに問合せを実行してください。

� expr: exprが有効なタイムゾーン書式で文字列を戻す場合、Oracle は、そのタイムゾーン
で入力を戻します。そうでない場合は、エラーが戻ります。

例例例例 次の例は、タイムゾーンの日時の値を別のタイムゾーンに変換します。

SELECT FROM_TZ(CAST(TO_DATE('1999-12-01 11:00:00', 
      'YYYY-MM-DD HH:MI:SS') AS TIMESTAMP), 'America/New_York') 
   AT TIME ZONE 'America/Los_Angeles' "West Coast Time" 
   FROM DUAL;

West Coast Time
------------------------------------------------
01-DEC-99 08.00.00.000000 AM AMERICA/LOS_ANGELES

注意注意注意注意 : 夏時間機能には、タイムゾーン地域名が必要です。地域名は、2 つ
のタイムゾーン・ファイルに格納されます。デフォルトのタイムゾーン・
ファイルは、パフォーマンスを 大にするために一般的なタイムゾーンの
みの小さなファイルです。タイムゾーンがデフォルトのファイルに存在し
ない場合は、環境変数 ORA_TZFILEを使用して完全な（大きい）ファイ
ルへのパスを指定するまで、夏時間はサポートされません。

参照参照参照参照 :

� 両方のファイルに含まれるすべてのタイムゾーン地域名のリストは、
『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照
してください。

� 動的パフォーマンス・ビューの詳細は、『Oracle Database リファレン
ス』を参照してください。
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ファンクション式
ファンクション式ファンクション式ファンクション式ファンクション式 
組込み SQL ファンクションまたはユーザー定義ファンクションを式として使用できます。有効
な組込みファンクション式の例を次に示します。

LENGTH('BLAKE') 
ROUND(1234.567*43) 
SYSDATE 

ユーザー定義ファンクション式は、次のものへのコールを指定します。

� オラクル社が提供するパッケージにあるファンクション（『Oracle Database PL/SQL パッ
ケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を参照）

� ユーザー定義パッケージにあるファンクションまたはスタンドアロン・ユーザー定義ファ
ンクション（5-249 ページの「ユーザー定義ファンクション」を参照）

� ユーザー定義ファンクションおよび演算子（15-32 ページの「CREATE OPERATOR」、
14-48 ページの「CREATE FUNCTION」および『Oracle Database データ・カートリッジ開
発者ガイド』を参照）

有効なユーザー定義ファンクション式の例を次に示します。

circle_area(radius)
payroll.tax_rate(empno)
hr.employees.comm_pct@remote(dependents, empno)
DBMS_LOB.getlength(column_name)
my_function(a_column)

式として使用されるユーザー定義ファンクションでは、位置表記法、名前付き表記法および複
合表記法がサポートされています。たとえば、次の表記はすべて正しい表記です。

CALL my_function(arg1 => 3, arg2 => 4) ...

CALL my_function(3, 4) ...

CALL my_function(3, arg2 => 4) ...

ユーザー定義ファンクション式の制限事項ユーザー定義ファンクション式の制限事項ユーザー定義ファンクション式の制限事項ユーザー定義ファンクション式の制限事項 : オブジェクト型または XMLTypeの引数をリモー
ト・ファンクションおよびリモート・プロシージャに渡すことはできません。

期間式期間式期間式期間式 
期間式は、INTERVAL YEAR TO MONTHまたは INTERVAL DAY TO SECONDの値を戻します。

interval_expression::=

参照参照参照参照 : 組込みファンクションの詳細は、5-2 ページの「SQL ファンクショ
ン」および 5-8 ページの「集計ファンクション」を参照してください。

( expr1 – expr2 )

DAY
( leading_field_precision )

TO SECOND
( fractional_second_precision )

YEAR
( leading_field_precision )

TO MONTH
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モデル式
式 expr1および expr2は、データ型 DATE、TIMESTAMP、TIMESTAMP WITH TIME ZONEまた
は TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEの値に評価される任意の式にすることができます。

2-21 ページの表 2-5 で定義される規則に従って、日時および期間を組み合せることができます。
期間の値を戻す 6 つの組合せは、期間式で有効です。

leading_field_precisionおよび fractional_second_precisionは、0 ～ 9 の任意の
整数です。DAYまたは YEARのいずれかで leading_field_precisionを省略すると、
Oracle Database はデフォルト値である 2 を使用します。
秒で fractional_second_precisionを省略すると、データベースはデフォルト値である
6 を使用します。問合せで戻された値にデフォルトの精度を超える桁数が含まれる場合、Oracle 
Database はエラーを戻します。したがって、問合せで戻されるとわかっている値以上の精度を
指定することをお薦めします。

たとえば、次の文は、システム・タイムスタンプ（日時の値）からサンプル表 ordersの
order_date列の値（別の日時の値）を減算して、期間値の式を戻します。一番古い注文が発
注されたのが何日前かわからないため、DAYの先行フィールド精度に 大値である 9 を指定し
ます。

SELECT (SYSTIMESTAMP - order_date) DAY(9) TO SECOND FROM orders
   WHERE order_id = 2458;

モデル式モデル式モデル式モデル式
モデル式は、SELECT文の model_clauseでのみ、さらにモデル・ルールの右側でのみ使用さ
れます。モデル式は、model_clauseで事前定義されたメジャー列のセルに値を戻します。
詳細は、19-25 ページの「model_clause」を参照してください。

model_expression::=

モデル式でメジャー列を指定する場合、指定する任意の条件と式は単一の値に変換される必要
があります。

モデル式で集計ファンクションを指定する場合、ファンクションの引数は model_clauseで
事前定義したメジャー列です。集計ファンクションは、モデル・ルールの右側でのみ使用でき
ます。

measure_column [
condition

expr

,

]

aggregate_function [

condition

expr

,

single_column_for_loop

,

multi_column_for_loop

]

analytic_function
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モデル式
モデル・ルールの右側で分析ファンクションを指定すると、model_clauseに複雑な計算を直
接表記することができます。モデル式で分析ファンクションを使用するときには、次の制限事
項が適用されます。

� 分析ファンクションは、UPDATEルールのみで使用できます。

� モデル・ルールの左側に FORループまたは ORDER BY句が含まれている場合は、モデル・
ルールの右側で分析ファンクションを指定できません。

� 分析ファンクションの OVER句の引数に集計を含めることはできません。

� 分析ファンクションの OVER句の前の引数にセル参照を含めることはできません。

expr自体がモデル式である場合、ネストしたセル参照ネストしたセル参照ネストしたセル参照ネストしたセル参照と呼ばれます。ネストしたセル参照に
は、次の制限事項が適用されます。

� ネストは 1 レベルのみ可能です。

� ネストしたセル参照は、単一セル参照である必要があります。

� model_rules_clauseに AUTOMATIC ORDERが指定されているとき、ネストしたセル参
照で使用されるメジャーがスプレッドシート句内のいずれのセルについても更新されない
場合のみ、ネストしたセル参照をモデル・ルールの左側で使用できます。

後述するモデル式は、次に示す SELECT文の model_clauseに基づいています。

SELECT country,prod,year,s
  FROM sales_view_ref
  MODEL
    PARTITION BY (country)
    DIMENSION BY (prod, year)
    MEASURES (sale s)
    IGNORE NAV
    UNIQUE DIMENSION
    RULES UPSERT SEQUENTIAL ORDER
    (
      s[prod='Mouse Pad', year=2000] =
        s['Mouse Pad', 1998] + s['Mouse Pad', 1999],
      s['Standard Mouse', 2001] = s['Standard Mouse', 2000]
    )
  ORDER BY country, prod, year;

次のモデル式は、記号表記法を使用して単一セル参照を表しています。この式は、2000 年のマ
ウス・パッドの売上を示します。

s[prod='Mouse Pad',year=2000]

次のモデル式は、CVファンクションを使用して、位置表記法を使用する複数セル参照を表して
います。この式は、prodディメンション列の現在値の 2001 年における売上を示します。

s[CV(prod), 2001]

次のモデル式は、集計ファンクションを表しています。この式は、yearディメンション列の現
在の値 -2 から yearディメンション列の現在の値 -1 までの年のマウス・パッドの売上合計を示
します。

SUM(s)['Mouse Pad',year BETWEEN CV()-2 AND CV()-1]

参照参照参照参照 : モデル・ルールの右側で分析ファンクションを使用する例は、
19-36 ページの「MODEL 句の例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : 5-51 ページの「CV」および 19-25 ページの「model_clause」を参
照してください。
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プレースホルダ式
オブジェクト・アクセス式オブジェクト・アクセス式オブジェクト・アクセス式オブジェクト・アクセス式 
オブジェクト・アクセス式は、属性の参照およびメソッドの起動を指定します。

object_access_expression::=

column パラメータはオブジェクトまたは REF列です。exprを指定する場合、オブジェクト型
に変換する必要があります。

ある型のメンバー・ファンクションが SQL 文のコンテキストでコールされると、SELF引数が
NULL の場合に、Oracle は NULL を戻し、ファンクションは起動されません。

例例例例 次の例では、サンプル・オブジェクト型 oe.order_item_typに基づく表を作成し、オ
ブジェクト列属性から更新および検索する方法を示します。

CREATE TABLE short_orders (
   sales_rep VARCHAR2(25), item order_item_typ);

UPDATE short_orders s SET sales_rep = 'Unassigned';

SELECT o.item.line_item_id, o.item.quantity FROM short_orders o;

プレースホルダ式プレースホルダ式プレースホルダ式プレースホルダ式 
プレースホルダ式は、SQL 文における位置を指定します。この位置に対して、第三世代言語の
バインド変数によって値が指定されます。プレースホルダ式には、オプションで標識変数を指
定できます。この書式の式は、埋込み SQL 文または Oracle Call Interface（OCI）プログラムで
処理される SQL 文のみで指定できます。

placeholder_expression::=

有効なプレースホルダ式の例を次に示します。

:employee_name INDICATOR :employee_name_indicator_var
:department_location 

table_alias . column .

object_table_alias .

( expr ) .

attribute

.
. method (

argument

,

)

method (
argument

,

)

: host_variable

INDICATOR
: indicator_variable
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スカラー副問合せ式
スカラー副問合せ式スカラー副問合せ式スカラー副問合せ式スカラー副問合せ式 
スカラー副問合せ式は、1 つの行から 1 つの列値のみを戻す副問合せです。スカラー副問合せ
式の値は、副問合せの SELECT 構文リスト項目の値です。副問合せが 0 行を戻す場合、スカ
ラー副問合せ式の値は NULLです。副問合せが 2 つ以上の行を戻す場合、Oracle はエラーを戻
します。

スカラー副問合せ式は、式（expr）をコールするほとんどの構文で使用できます。すべての場
合、スカラー副問合せは、その構文の場所がすでにカッコ内であっても（組込みファンクショ
ンの引数として使用されている場合など）、独自のカッコで囲む必要があります。

スカラー副問合せは、次の場所では無効です。

� 列のデフォルト値

� クラスタのハッシュ式

� DML 文 RETURNING句

� ファンクション索引の基礎

� CHECK制約

� GROUP BY句

� CREATE PROFILEなどの問合せに関連しない文

型コンストラクタ式型コンストラクタ式型コンストラクタ式型コンストラクタ式 
型コンストラクタ式は、コンストラクタ・メソッドへのコールを指定します。型コンストラク
タの引数は、任意の式です。型コンストラクタは、ファンクションが起動されるすべての場所
で起動できます。

type_constructor_expression::=

NEWキーワードによって、コレクション型ではなくオブジェクトに、コンストラクタが適用さ
れます。これによって、適切なコンストラクタを起動して新しいオブジェクトを作成するよう
に Oracle に指示します。NEWキーワードはオプションですが、指定することをお薦めします。

type_nameがオブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型の場合、 初の引数の値の型がオブジェクト型の 初の属性と一
致する値を取り、2 番目の引数の値の型がオブジェクト型の 2 番目の属性と一致するというよ
うに、式は順序付けられたリストになっている必要があります。コンストラクタの引数の合計
数は、オブジェクト型の属性の合計数と一致する必要があります。

type_nameが VARRAY 型型型型またはネストした表型ネストした表型ネストした表型ネストした表型の場合、式のリストには 0 個以上の引数を含
めることができます。引数が 0 個の場合は、空コレクションの構造であることを示します。
それ以外の場合は、各引数が、型がコレクション型の要素型である要素値に対応します。

型コンストラクタの起動の制限事項型コンストラクタの起動の制限事項型コンストラクタの起動の制限事項型コンストラクタの起動の制限事項 型コンストラクタ・メソッドの起動では、オブジェクト
型に 1000 以上の属性がある場合でも、指定できるパラメータの数（expr）は 大で 999 です。
この制限は、コンストラクタが SQL からコールされる場合にのみ適用されます。PL/SQL から
コールされる場合には、PL/SQL の制限が適用されます。

参照参照参照参照 : コンストラクタ・メソッドの詳細は、『Oracle Database オブジェ
クト・リレーショナル開発者ガイド』を参照してください。型コンストラ
クタへのコールに関する PL/SQL の制限の詳細は、『Oracle Database 
PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

NEW schema .
type_name (

expr

,

)
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式のリスト
式の例式の例式の例式の例 次の例では、サンプル・スキーマ oeの cust_address_typ型を使用して、コンス
トラクタ・メソッドへのコールに含まれる式の使用方法を示します（PL/SQL はイタリック体
で示しています）。

CREATE TYPE address_book_t AS TABLE OF cust_address_typ; 
DECLARE 
   myaddr cust_address_typ := cust_address_typ( 
     '500 Oracle Parkway', 94065, 'Redwood Shores', 'CA','USA'); 
   alladdr address_book_t := address_book_t(); 
BEGIN 
   INSERT INTO customers VALUES ( 
      666999, 'Joe', 'Smith', myaddr, NULL, NULL, NULL, NULL, 
      NULL, NULL, NULL, NULL, NULL, NULL, NULL); 
END; 
/

副問合せ例副問合せ例副問合せ例副問合せ例 次の例では、サンプル・スキーマ oeの warehouse_typ型を使用して、コンス
トラクタ・メソッドへのコールに含まれる副問合せの使用方法を示します。

CREATE TABLE warehouse_tab OF warehouse_typ;

INSERT INTO warehouse_tab 
   VALUES (warehouse_typ(101, 'new_wh', 201));

CREATE TYPE facility_typ AS OBJECT (
   facility_id NUMBER,
   warehouse_ref REF warehouse_typ);
   
CREATE TABLE buildings (b_id NUMBER, building facility_typ);

INSERT INTO buildings VALUES (10, facility_typ(102, 
   (SELECT REF(w) FROM warehouse_tab w 
      WHERE warehouse_name = 'new_wh')));

SELECT b.b_id, b.building.facility_id "FAC_ID",
   DEREF(b.building.warehouse_ref) "WH" FROM buildings b;

      B_ID     FAC_ID WH(WAREHOUSE_ID, WAREHOUSE_NAME, LOCATION_ID)
---------- ---------- ---------------------------------------------
        10        102 WAREHOUSE_TYP(101, 'new_wh', 201)

式のリスト式のリスト式のリスト式のリスト 
式のリストは、その他の式の組合せです。

expression_list::=

式のリストは、比較条件、メンバーシップ条件、および問合せと副問合せの GROUP BY句に指
定できます。比較条件またはメンバーシップ条件内の式のリストは、行値コンストラクタ行値コンストラクタ行値コンストラクタ行値コンストラクタまた
は行コンストラクタ行コンストラクタ行コンストラクタ行コンストラクタと呼ばれる場合があります。

expr

,

( expr

,

)
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式のリスト
比較条件およびメンバーシップ条件は、WHERE句の条件として指定します。これらの条件に
は、カンマで区切られた 1 つ以上の式、または 1 つ以上の式の集合（各集合には、カンマで区
切られた式が 1 つ以上含まれる）を含めることができます。式の集合が複数存在する場合は、
次のように指定します。

� 各集合をカッコで区切ります。

� 各集合に含まれる式の数を同じにします。

� 各集合内の式の数を、比較条件の演算子の前またはメンバーシップ条件の INキーワードの
前にある式の数と同じにします。

カンマで区切られた式のリストには、 大 1000 個の式を指定できます。カンマで区切られた式
の集合のリストには、任意数の式の集合を含めることができますが、各集合に指定できる式は
大 1000 個です。

次に、条件に含める有効な式のリストを示します。

(10, 20, 40) 
('SCOTT', 'BLAKE', 'TAYLOR')
( ('Guy', 'Himuro', 'GHIMURO'),('Karen', 'Colmenares', 'KCOLMENA') )

3 番目の例の場合、各集合の式の数は、条件の 初の部分の式の数と同じである必要がありま
す。たとえば、次のようになります。

SELECT * FROM employees 
  WHERE (first_name, last_name, email) IN 
  (('Guy', 'Himuro', 'GHIMURO'),('Karen', 'Colmenares', 'KCOLMENA')) 

単純な GROUP BY句では、式のリストの書式として、次のいずれかを使用できます。

SELECT department_id, MIN(salary) min, MAX(salary) max FROM employees
   GROUP BY department_id, salary
   ORDER BY department_id, min, max;

SELECT department_id, MIN(salary) min, MAX(salary) max FROM employees
   GROUP BY (department_id, salary)
   ORDER BY department_id, min, max;

ROLLUP、CUBE、および GROUP BY句の GROUPING SETS句では、個々の式と同じリストにあ
る式の集合を組み合せることができます。次に、1 つの SQL 文に含まれている有効なグルーピ
ング・セットと式のリストを示します。

SELECT 
prod_category, prod_subcategory, country_id, cust_city, count(*)
   FROM  products, sales, customers
   WHERE sales.prod_id = products.prod_id 
   AND sales.cust_id=customers.cust_id 
   AND sales.time_id = '01-oct-00'
   AND customers.cust_year_of_birth BETWEEN 1960 and 1970
GROUP BY GROUPING SETS 
  (
   (prod_category, prod_subcategory, country_id, cust_city),
   (prod_category, prod_subcategory, country_id),
   (prod_category, prod_subcategory),
    country_id
  )
ORDER BY prod_category, prod_subcategory, country_id, cust_city;

参照参照参照参照 : 7-4 ページの「比較条件」および 7-22 ページの「IN 条件」条件を
参照してください。

参照参照参照参照 : 「SELECT」（19-4 ページ）
6-16 Oracle Database SQL 言語リファレンス



7

条件条件条件条件

条件条件条件条件は、1 つ以上の式と論理（ブール）演算子の組合せで指定し、TRUE、FALSEまたは
UNKNOWNのいずれかの値を戻します。

この章では、次の内容を説明します。

� SQL 条件

� 比較条件

� 浮動小数点条件

� 論理条件

� モデル条件

� 多重集合条件

� パターン一致条件

� NULL 条件

� XML 条件

� 複合条件

� BETWEEN 条件

� EXISTS 条件

� IN 条件

� IS OF type 条件
条件 7-1



SQL 条件
SQL 条件条件条件条件
条件には、次の構文で示すとおり、複数の書式があります。

condition::=

Oracle Text がインストールされている場合、CONTAINS、CATSEARCH、MATCHESなど、この
製品に含まれる組込み条件を使用して条件を作成できます。Oracle Text 要素の詳細は、『Oracle 
Text リファレンス』を参照してください。

Oracle Expression Filter を使用している場合、この製品に含まれる組込み EVALUATE演算子を
使用して条件を作成できます。詳細は、『Oracle Database ルール・マネージャおよび式フィル
タ開発者ガイド』を参照してください。

次の項では、様々な書式の条件を説明します。SQL 文に conditionが含まれる場合は、適切
な条件構文を使用する必要があります。

条件は、次の文の WHERE句で使用できます。

� DELETE

� SELECT

� UPDATE

また、SELECT文の次の句で使用することもできます。

� WHERE

� START WITH

� CONNECT BY

� HAVING

comparison_condition

floating_point_condition

logical_condition

model_condition

multiset_condition

pattern_matching_condition

range_condition

null_condition

XML_condition

compound_condition

exists_condition

in_condition

is_of_type_condition
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SQL 条件
条件は、論理データ型であるともいえます。ただし、Oracle Database で、正式にこのような
データ型をサポートしているわけではありません。

次のような単純な条件は、常に TRUEに評価されます。

1 = 1 

次のやや複雑な条件は、salaryの値を salary*commission_pctの値に加算し（NULL は
0 で置き換える）、その合計が定数 25000 より大きいかどうかを判断します。

NVL(salary, 0) + NVL(salary + (salary*commission_pct, 0) > 25000)

論理条件を使用すると、複数の条件を単一の条件に結合できます。たとえば、次のように AND
条件を使用して 2 つの条件を結合できます。

(1 = 1) AND (5 < 7) 

有効な条件の例を次に示します。

name = 'SMITH' 
employees.department_id = departments.department_id 
hire_date > '01-JAN-88' 
job_id IN ('SA_MAN', 'SA_REP') 
salary BETWEEN 5000 AND 10000
commission_pct IS NULL AND salary = 2100

条件の優先順位条件の優先順位条件の優先順位条件の優先順位
優先順位優先順位優先順位優先順位とは、同じ式の中の異なる条件を Oracle Database が評価する順序を意味します。
複数の条件を含む式を評価するとき、Oracle は優先順位の高い条件を評価した後で、優先順位
の低い条件を評価します。優先順位の等しい条件は、式の中で左から右に評価されます。

表 7-1 に、SQL 条件を優先順位の高い方から順に示します。同じ行に示されている条件の優先
順位は同じです。表に示すとおり、Oracle は条件の前に演算子を評価します。

注意注意注意注意 : NLS_COMPと NLS_SORTの設定を組み合せた値によって、文字を
ソートおよび比較するルールが決まります。ご使用のデータベースの
NLS_COMPに LINGUISTICが設定されている場合、この章のエンティ
ティはすべて NLS_SORTパラメータによって指定されるルールに従って解
釈されます。NLS_COMPが LINGUISTICに設定されていない場合、ファ
ンクションは NLS_SORTの設定に関係なく解釈されます。NLS_SORTは、
明示的に設定できます。明示的に設定されていない場合は、
NLS_LANGUAGEから導出されます。これらの設定の詳細は、『Oracle 
Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : 文に指定する条件の制限については、第 10 章～第 19 章にある各
文の説明を参照してください。

表表表表 7-1 SQL 条件の優先順位条件の優先順位条件の優先順位条件の優先順位

条件の種類条件の種類条件の種類条件の種類 用途用途用途用途

SQL 演算子は、SQL 条件の前に評価されます。 4-3 ページの「演算子の優先順位」を参照してください。

=、!=、<、>、<=、>= 比較

IS [NOT] NULL、LIKE、[NOT] BETWEEN、
[NOT] IN、EXISTS、IS OF type

比較

NOT 指数、論理否定

AND 論理積

OR 論理和
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比較条件
比較条件 
比較条件は、2 つの式を比較します。比較の結果は、TRUE、FALSEまたは NULLになります。

ラージ・オブジェクト（LOB）は、比較条件ではサポートされていません。ただし、CLOBデー
タの比較では、PL/SQL プログラムを使用できます。

数式を比較する場合、Oracle は数値の優先順位を使用して、その条件が NUMBER、
BINARY_FLOATまたは BINARY_DOUBLEのうちどの値を比較するかを判断します。数値の優
先順位の詳細は、2-15 ページの「数値の優先順位」を参照してください。

非スカラー型の 2 つのオブジェクトが比較可能なのは、これらが同じ名前付きの型であり、要
素が 1 対 1 で対応している場合です。また、ユーザー定義オブジェクト型のネストした表では、
要素が比較可能な場合も、等式や IN条件で使用する MAPメソッドが定義されている必要があ
ります。

表 7-2 に、比較条件を示します。

参照 :

■ MAPメソッドの詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』
を参照してください。

■ PL/SQL のユーザー定義オブジェクト型の比較要件は、『Oracle 
Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

表 7-2 比較条件

条件の種類 用途 例

= 等価性をテストします。 SELECT *
  FROM employees
  WHERE salary = 2500
  ORDER BY employee_id;

!=
^=
< >
¬=

不等性をテストします。プラットフォームによっては、一部の不等
号条件を使用できない場合もあります。

SELECT *
  FROM employees
  WHERE salary != 2500
  ORDER BY employee_id;

>

<

大 / 小をテストします。 SELECT * FROM employees
  WHERE salary > 2500
  ORDER BY employee_id;
SELECT * FROM employees
  WHERE salary < 2500
  ORDER BY employee_id;

>=

<= 

以上 / 以下をテストします。 SELECT * FROM employees
  WHERE salary >= 2500
  ORDER BY employee_id;
SELECT * FROM employees
  WHERE salary <= 2500
  ORDER BY employee_id;

ANY
SOME 

リスト内の各値または問合せによって戻される各値と、ある値を比
較します。=、!=、>、<、<=、>= のいずれかを先に指定する必要

があります。1 つ以上の値を戻す任意の式または副問合せを後に指

定できます。

問合せによって行が戻されない場合には、FALSEと評価されます。

SELECT * FROM employees
  WHERE salary = ANY
  (SELECT salary 
   FROM employees
  WHERE department_id = 30)
  ORDER BY employee_id;

ALL リスト内のすべての値または問合せによって戻されるすべての値
と、ある値を比較します。=、!=、>、<、<=、>= のいずれかを先

に指定する必要があります。1 つ以上の値を戻す任意の式または副

問合せを後に指定できます。

問合せによって行が戻されない場合には、TRUEと評価されます。

SELECT * FROM employees
  WHERE salary >=
  ALL ( 1400, 3000)
  ORDER BY employee_id;
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比較条件
単純比較条件単純比較条件単純比較条件単純比較条件 
単純比較条件は、式または副問合せの結果の比較方法を指定します。

simple_comparison_condition::=

expression_list::=

この条件の下の方の書式（演算子の左辺に複数の式を指定する書式）を使用する場合は、
expression_listの下の方の書式を使用し、副問合せによって戻される値は、
expression_list内の式と同じ数とデータ型で構成されている必要があります。

参照参照参照参照 : 式の組合せの詳細は、6-15 ページの「式のリスト」を参照してく
ださい。副問合せの詳細は、19-4 ページの「SELECT」を参照してくださ
い。

expr
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<>
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>=
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expr

( expr
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)

=
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^=

<>

( subquery )

expr

,

( expr

,

)
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比較条件
グループ比較条件グループ比較条件グループ比較条件グループ比較条件 
グループ比較条件は、リストまたは副問合せ内の任意またはすべてのメンバーの比較方法を指
定します。

group_comparison_condition::=

expression_list::=

この条件の上の方の書式（演算子の左辺に 1 つの式を指定する書式）を使用する場合は、
expression_listの上の方の書式を使用する必要があります。この条件の下の方の書式（演
算子の左辺に複数の式を指定する書式）を使用する場合は、expression_listの下の方の書
式を使用し、各 expression_list内の式は、演算子の左辺にある式と同じ数とデータ型で構
成されている必要があります。

参照参照参照参照 :

� 「式のリスト」（6-15 ページ）

� 「SELECT」（19-4 ページ）
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=

!=
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(
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’

subquery
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,
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,
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浮動小数点条件
浮動小数点条件浮動小数点条件浮動小数点条件浮動小数点条件 
浮動小数点条件では、式が無限か、または演算の未定義の結果（非数値（NaN））かを判断しま
す。

floating_point_conditions::=

どちらの浮動小数点条件でも、exprは、数値データ型、または数値データ型に暗黙的に変換可
能な任意のデータ型に解決される必要があります。表 7-3 に、浮動小数点条件を示します。

表表表表 7-3 浮動小数点数条件浮動小数点数条件浮動小数点数条件浮動小数点数条件

条件の種類条件の種類条件の種類条件の種類 操作操作操作操作 例例例例

IS [NOT] NAN NOTが指定されているときは、expr
が特殊な値である NaNの場合に TRUE
を戻します。NOTが指定されていると

きは、exprが特殊な値である NaNで

はない場合に TRUEを戻します。

SELECT COUNT(*) FROM employees
  WHERE commission_pct IS NOT NAN;

IS [NOT] 
INFINITE

NOTが指定されていないときは、expr
が特殊な値である +INFまたは -INFの

場合に TRUEを戻します。NOTが指定

されているときは、exprが特殊な値

である +INFでも -INFでもない場合に

TRUEを戻します。

SELECT last_name FROM employees
  WHERE salary IS NOT INFINITE;

参照参照参照参照 :

� Oracle での浮動小数点数の実装の詳細は、2-13 ページの「浮動小数点
数」を参照してください。

� Oracle での浮動小数点データ型の変換方法の詳細は、2-39 ページの
「暗黙的なデータ変換」を参照してください。

expr IS
NOT NAN

INFINITE
条件 7-7



論理条件
論理条件論理条件論理条件論理条件
論理条件は、2 つのコンポーネント条件の結果を組み合せ、それらに基づいて単一の結果を生
成したり、単一の条件の結果を反転させます。表 7-4 に、論理条件を示します。

表 7-5 に、式に NOT条件を適用した結果を示します。

表 7-6 に、2 つの式に AND条件を組み合せた結果を示します。

たとえば、次の SELECT文の WHERE句は、AND論理条件を使用して、1989 年より前に入社し、
給与が 2,500 ドルを超える従業員のみを戻します。

SELECT * FROM employees
WHERE hire_date < TO_DATE('01-JAN-1989', 'DD-MON-YYYY')
  AND salary > 2500
  ORDER BY employee_id;

表表表表 7-4 論理条件論理条件論理条件論理条件

条件の種類条件の種類条件の種類条件の種類 操作操作操作操作 例例例例

NOT 後続する条件が FALSEの場合に TRUEを

戻します。TRUEの場合には FALSEを戻

します。UNKNOWNの場合には UNKNOWN
を戻します。

SELECT *
  FROM employees
  WHERE NOT (job_id IS NULL)
  ORDER BY employee_id;
SELECT *
  FROM employees
  WHERE NOT 
  (salary BETWEEN 1000 AND 2000)
  ORDER BY employee_id;

AND コンポーネントの条件が両方とも TRUEの

場合に TRUEを戻します。どちらかが

FALSEの場合には FALSEを戻します。

それ以外の場合は UNKNOWNを戻します。

SELECT *
  FROM employees
  WHERE job_id = 'PU_CLERK'
  AND department_id = 30
  ORDER BY employee_id;

OR コンポーネントの条件のどちらかが TRUE
の場合に TRUEを戻します。両方とも

FALSEの場合は FALSEを戻します。それ

以外の場合は UNKNOWNを戻します。

SELECT *
  FROM employees
  WHERE job_id = 'PU_CLERK'
  OR department_id = 10
  ORDER BY employee_id;

表表表表 7-5 NOT 真理値表真理値表真理値表真理値表

-- TRUE FALSE UNKNOWN

NOT FALSE TRUE UNKNOWN

表表表表 7-6 AND 真理値表真理値表真理値表真理値表

AND TRUE FALSE UNKNOWN

TRUE TRUE FALSE UNKNOWN

FALSE FALSE FALSE FALSE

UNKNOWN UNKNOWN FALSE UNKNOWN
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モデル条件
表 7-7 に、2 つの式に ORを適用した結果を示します。

たとえば、次の問合せは、歩合率が 40% または給与が 20,000 ドルを超える従業員を戻します。

SELECT employee_id FROM employees
   WHERE commission_pct = .4 OR salary > 20000
   ORDER BY employee_id;

モデル条件モデル条件モデル条件モデル条件 
モデル条件は、SELECT文の MODEL句でのみ使用できます。

IS ANY 条件条件条件条件 
IS ANY条件は、SELECT文の model_clauseでのみ使用できます。この条件を使用して、
ディメンション列のすべての値（NULLを含む）を修飾します。

is_any_condition::=

この条件は、常にブール値の TRUEを戻し、列内のすべての値を修飾します。

例例例例
次の例は、2000 年の各製品の売上を 0（ゼロ）に設定します。

SELECT country, prod, year, s
  FROM sales_view_ref
  MODEL
    PARTITION BY (country)
    DIMENSION BY (prod, year)
    MEASURES (sale s)
    IGNORE NAV
    UNIQUE DIMENSION
    RULES UPSERT SEQUENTIAL ORDER
    (
      s[ANY, 2000] = 0
    )
  ORDER BY country, prod, year;

COUNTRY       PROD                                         YEAR           S
----------    -----------------------------------      --------   ---------
France        Mouse Pad                                    1998     2509.42
France        Mouse Pad                                    1999     3678.69
France        Mouse Pad                                    2000           0
France        Mouse Pad                                    2001     3269.09
France        Standard Mouse                               1998     2390.83

表表表表 7-7 OR 真理値表真理値表真理値表真理値表

OR TRUE FALSE UNKNOWN

TRUE TRUE TRUE TRUE

FALSE TRUE FALSE UNKNOWN

UNKNOWN TRUE UNKNOWN UNKNOWN

参照参照参照参照 : 19-25 ページの「model_clause」および 6-11 ページの「モデル式」
を参照してください。

dimension_column IS
ANY
条件 7-9



モデル条件
France        Standard Mouse                               1999     2280.45
France        Standard Mouse                               2000           0
France        Standard Mouse                               2001     2164.54
Germany       Mouse Pad                                    1998     5827.87
Germany       Mouse Pad                                    1999     8346.44
Germany       Mouse Pad                                    2000           0
Germany       Mouse Pad                                    2001     9535.08
Germany       Standard Mouse                               1998     7116.11
Germany       Standard Mouse                               1999     6263.14
Germany       Standard Mouse                               2000           0
Germany       Standard Mouse                               2001     6456.13
 
16 rows selected.

この例では、ビュー sales_view_refが必要です。このビューを作成する方法については、
19-36 ページの「MODEL 句の例 :」を参照してください。

IS PRESENT 条件条件条件条件 

is_present_condition::=
IS PRESENT条件は、SELECT文の model_clauseでのみ使用できます。この条件を使用する
と、model_clauseの実行前に、参照されるセルが存在するかどうかをテストできます。

この条件は、model_clauseの実行前にセルが存在する場合に TRUE、存在しない場合に
FALSEを戻します。

例例例例

次の例では、1999 年のマウス・パッドの売上が存在する場合、2000 年のマウス・パッドの売上
が 1999 年のマウス・パッドの売上に設定されます。1999 年のマウス・パッドの売上が存在し
ない場合は、2000 年のマウス・パッドの売上は 0（ゼロ）に設定されます。

SELECT country, prod, year, s
  FROM sales_view_ref
  MODEL
    PARTITION BY (country)
    DIMENSION BY (prod, year)
    MEASURES (sale s)
    IGNORE NAV
    UNIQUE DIMENSION
    RULES UPSERT SEQUENTIAL ORDER
    (
      s['Mouse Pad', 2000] =
        CASE WHEN s['Mouse Pad', 1999] IS PRESENT
             THEN s['Mouse Pad', 1999]
             ELSE 0
        END
    )
  ORDER BY country, prod, year;

COUNTRY       PROD                                         YEAR           S
----------    -----------------------------------      --------   ---------
France        Mouse Pad                                    1998     2509.42
France        Mouse Pad                                    1999     3678.69
France        Mouse Pad                                    2000     3678.69
France        Mouse Pad                                    2001     3269.09

参照参照参照参照 : 19-25 ページの「model_clause」および 6-11 ページの「モデル式」
を参照してください。

cell_reference IS PRESENT
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多重集合条件
France        Standard Mouse                               1998     2390.83
France        Standard Mouse                               1999     2280.45
France        Standard Mouse                               2000     1274.31
France        Standard Mouse                               2001     2164.54
Germany       Mouse Pad                                    1998     5827.87
Germany       Mouse Pad                                    1999     8346.44
Germany       Mouse Pad                                    2000     8346.44
Germany       Mouse Pad                                    2001     9535.08
Germany       Standard Mouse                               1998     7116.11
Germany       Standard Mouse                               1999     6263.14
Germany       Standard Mouse                               2000     2637.31
Germany       Standard Mouse                               2001     6456.13
16 rows selected.

この例では、ビュー sales_view_refが必要です。このビューを作成する方法については、
19-36 ページの「MODEL 句の例 :」を参照してください。

多重集合条件多重集合条件多重集合条件多重集合条件 
多重集合条件は、ネストした表を様々な側面からテストします。

IS A SET 条件条件条件条件 
IS A SET条件を使用すると、指定されたネストした表が一意の要素で構成されているかどうか
をテストできます。この条件は、ネストした表が NULLの場合に、NULLを戻します。それ以外
では、ネストした表がセットである場合（ネストした表の長さが 0（ゼロ）の場合も含む）に
TRUEを戻し、その他の場合は FALSEを戻します。

is_a_set_conditions::=

例例例例

次の例は、表 customers_demoから、cust_address_ntabというネストした表の列に一意
の要素が含まれる行を選択します。

SELECT customer_id, cust_address_ntab
  FROM customers_demo
  WHERE cust_address_ntab IS A SET
  ORDER BY customer_id;

CUSTOMER_ID CUST_ADDRESS_NTAB(STREET_ADDRESS, POSTAL_CODE, CITY, STATE_PROVINCE, COUNTRY_ID)
----------------------------------------------------------------------------------------------
        101 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('514 W Superior St', '46901', 'Kokomo', 'IN', 'US'))
        102 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('2515 Bloyd Ave', '46218', 'Indianapolis', 'IN', 'US'))
        103 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('8768 N State Rd 37', '47404', 'Bloomington', 'IN', 'US'))
        104 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('6445 Bay Harbor Ln', '46254', 'Indianapolis', 'IN', 'US'))
        105 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('4019 W 3Rd St', '47404', 'Bloomington', 'IN', 'US'))

この例では、表 customers_demoと、データを含むネストした表の列が 1 つ必要です。この
表およびネストした表の列を作成する方法については、4-6 ページの「MULTISET 演算子」を
参照してください。

nested_table IS
NOT

A SET
条件 7-11



多重集合条件
IS EMPTY 条件条件条件条件 
IS [NOT] EMPTY条件を使用すると、指定されたネストした表が空かどうかをテストできます。
単一の値（NULL）で構成されたネストした表は、空のネストした表とはみなされません。

is_empty_conditions::=

この条件は、コレクションが空の場合に IS EMPTY条件にブール値 TRUEを戻し、コレクショ
ンが空でない場合に IS NOT EMPTY条件にブール値 TRUEを戻します。ネストした表または
VARRAY に NULLを指定すると、結果は NULLになります。

例例例例
次の例は、サンプル表 pm.print_mediaから、ad_textdocs_ntabというネストした表の
列が空ではない行を選択します。

SELECT product_id, TO_CHAR(ad_finaltext) AS text
   FROM print_media
   WHERE ad_textdocs_ntab IS NOT EMPTY 
   ORDER BY product_id, text;

MEMBER 条件条件条件条件 

member_condition::=

member_conditionは、要素がネストした表のメンバーかどうかをテストするメンバーシッ
プ条件です。exprが指定されたネストした表または VARRAY のメンバーと等しい場合、TRUE
が戻されます。exprが NULL またはネストした表が空の場合、NULLが戻されます。

� exprの型は、ネストした表の要素型と同じである必要があります。

� OFキーワードはオプションであり、条件の動作に影響しません。

� NOTキーワードはブール出力を逆にします。exprが指定されたネストした表のメンバーで
ある場合、FALSEが戻されます。

� ネストした表の要素の型は、比較可能な型である必要があります。スカラー型以外の型の
比較の可能性は、7-4 ページの「比較条件」を参照してください。

例例例例

次の例は、表 customers_demoから、cust_address_ntabというネストした表の列に、
WHERE句で指定された値が含まれる行を選択します。

SELECT customer_id, cust_address_ntab
  FROM customers_demo
  WHERE cust_address_typ('8768 N State Rd 37', 47404, 
                         'Bloomington', 'IN', 'US')
  MEMBER OF cust_address_ntab
  ORDER BY customer_id;

CUSTOMER_ID CUST_ADDRESS_NTAB(STREET_ADDRESS, POSTAL_CODE, CITY, STATE_PROVINCE, COUNTRY_ID)
------------ ---------------------------------------------------------------------------------
        103 CUST_ADDRESS_TAB_TYP(CUST_ADDRESS_TYP('8768 N State Rd 37', '47404', 'Bloomington', 'IN', 'US'))

nested_table IS
NOT

EMPTY

expr
NOT

MEMBER
OF

nested_table
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多重集合条件
この例では、表 customers_demoと、データを含むネストした表の列が 1 つ必要です。この
表およびネストした表の列を作成する方法については、4-6 ページの「MULTISET 演算子」を
参照してください。

SUBMULTISET 条件条件条件条件 
SUBMULTISET条件は、指定されたネストした表が他の指定されたネストした表のサブ多重集
合かどうかをテストします。

この演算子はブール値を戻します。nested_table1が nested_table2のサブ多重集合であ
る場合、TRUEが戻されます。次の条件のいずれかが発生する場合、nested_table1は
nested_table2のサブ多重集合となります。

� nested_table1が NULL でなく、また行を含まない場合。空の多重集合は
nested_table2に対して NULL 以外の値を示すサブ多重集合であるため、
nested_table2が NULL の場合でも、TRUEが戻されます。

� nested_table1と nested_table2がともに NULL でなく、nested_table1に NULL
要素が含まれず、また nested_table1内の各要素が nested_table2内の等しい要素と
1 対 1 でマップされている場合。

次の条件のいずれかが発生する場合、NULLが戻されます。

� nested_table1が NULL の場合。

� nested_table2が NULL で、また nested_table1が NULL でもなく空でもない場合。

� nested_table1および nested_table2の各 NULL 要素を NULL 以外の値に変更し、
nested_table1内の各要素と等しい nested_table2内の要素の 1 対 1 マッピングを有
効にすることで、nested_table1が nested_table2のサブ多重集合となっている場
合。

前述の条件のいずれも発生していない場合は、FALSEが戻されます。

submultiset_conditions::=

� OFキーワードはオプションであり、演算子の動作に影響しません。

� NOTキーワードはブール出力を逆にします。nested_table1が nested_table2のサブ
セットである場合、FALSEが戻されます。

� ネストした表の要素の型は、比較可能な型である必要があります。スカラー型以外の型の
比較の可能性は、7-4 ページの「比較条件」を参照してください。

例例例例

次の例は、customers_demo表から、cust_address_ntabというネストした表が
cust_address2_ntabというネストした表のサブ多重集合である行を選択します。

SELECT customer_id, cust_address_ntab
  FROM customers_demo
  WHERE cust_address_ntab SUBMULTISET OF cust_address2_ntab
  ORDER BY customer_id;

この例では、表 customers_demoと、データを含むネストした表の列が 2 つ必要です。この
表およびネストした表の列を作成する方法については、4-6 ページの「MULTISET 演算子」を
参照してください。

nested_table1
NOT

SUBMULTISET
OF

nested_table2
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パターン一致条件
パターン一致条件パターン一致条件パターン一致条件パターン一致条件 
パターン一致条件は文字データを比較します。

LIKE 条件条件条件条件 
LIKE条件は、パターン一致を含むかどうかをテストします。等号演算子（=）は、ある文字値
を別の文字値と一致させますが、LIKE条件は、ある文字値の一部を別の文字値と一致させます

（ある値が指定したパターンの検索を、もう一方の値に対して行います）。LIKEは、入力キャラ
クタ・セットによって定義された文字を使用して、文字列を算出します。LIKECは、完全な
Unicode キャラクタを使用します。LIKE2は、UCS2 コードポイントを使用します。LIKE4
は、UCS4 コードポイントを使用します。

like_condition::=

この構文は、次の特長があります。

� char1は、キャラクタ列などの文字式で、検索値検索値検索値検索値と呼ばれます。

� char2は、通常はリテラルの文字式で、パターンパターンパターンパターンと呼ばれます。

� esc_charは、通常はリテラルの文字式で、エスケープ文字エスケープ文字エスケープ文字エスケープ文字と呼ばれます。

LIKE条件は、ほぼすべての場合において 適な選択です。次のガイドラインを使用して、ご使
用の環境に有効な例を判断してください。

� LIKE2を使用して、UCS-2 セマンティクスで文字列を処理します。LIKE2は、Unicode 補
助文字を 2 文字として扱います。

� LIKE4を使用して、UCS-4 セマンティクスで文字列を処理します。LIKE4は、Unicode 補
助文字を 1 文字として扱います。

� LIKECを使用して、完全な Unicode キャラクタ・セマンティクスで文字列を処理します。
LIKECは、複合文字を 1 文字として扱います。

esc_charが指定されていない場合、デフォルトのエスケープ文字はありません。char1、
char2または esc_charのいずれかが NULL である場合、結果は不明になります。それ以外
の場合は、エスケープ文字（指定されている場合）は、長さが 1 の文字列です。

すべての文字式（char1、char2および esc_char）は、CHAR、VARCHAR2、NCHARまたは
NVARCHAR2データ型です。文字式のデータ型が異なる場合、Oracle はすべての文字式を
char1のデータ型に変換します。

パターンは、特殊パターン一致文字を含むことができます。

� パターン中のアンダースコア（_）は、値の中の 1 文字（マルチバイトのキャラクタ・セッ
トでの 1 バイトとは異なる）に置き換えることができます。

� パターン中のパーセント記号（%）は、値の中の 0（ゼロ）を含む任意の数の文字（マルチ
バイトのキャラクタ・セットでの 1 バイトとは異なる）に置き換えることができます。た
だし、パターン「%」は、NULL に置き換えることはできません。

エスケープ文字を識別する ESCAPE句を使用すると、パターン中に %または _を実際の文字と
して含めることができます。エスケープ文字がパターンの中で文字 %または _の前に指定され
ている場合、Oracle は、この文字を特殊パターン一致文字としてではなく、リテラル文字とし
て解析します。また、エスケープ文字自体を検索する場合は、その文字を続けて入力してくだ
さい。たとえば、アットマーク（@）がエスケープ文字である場合、@@ を使用してアットマー
ク（@）を検索できます。

char1
NOT

LIKE

LIKEC

LIKE2

LIKE4

char2
ESCAPE esc_char
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パターン一致条件
表 7-8 に、LIKE条件を示します。

LIKE条件を処理するために、Oracle は、パターンを 1 つまたは 2 つの文字で構成されるサブ
パターンに分割します。2 文字のサブパターンは、エスケープ文字で始まり、もう 1 つの文字
はパーセント（%）、アンダースコア（_）またはエスケープ文字です。

P1、P2、...、Pn を、このようなサブパターンと想定します。1 ～ n のすべての i において、次の
条件を満たすように検索値を部分文字列 S1、S2、...、Sn に分割できる場合、LIKE 条件は TRUE
です。

� Pi がアンダースコア（_）の場合、Si は単一文字である。

� Pi がパーセント（%）の場合、Si は任意の文字列である。

� Pi がエスケープ文字で始まる 2 文字の場合、Si は Pi の 2 番目の文字である。

� それ以外の場合、Pi と Si は一致する。

LIKE条件では、値を定数ではなくパターンと比較できます。必ず LIKEキーワードの直後に、
パターンを指定してください。たとえば、次の問合せを発行することによって、名前が Rで始
まるすべての従業員の給与を検索できます。

SELECT salary 
    FROM employees
    WHERE last_name LIKE 'R%'
    ORDER BY salary;

次の問合せは、LIKE条件ではなく = 演算子を使用しているため、名前が「R%」のすべての従
業員の給与が検索されます。

SELECT salary 
    FROM employees 
    WHERE last_name = 'R%'
    ORDER BY salary;

次の問合せでは、名前が「SM%」のすべての従業員の給与が検索されます。この場合、'SM%'
が LIKEキーワードの前にあるため、Oracle は、'SM%' をパターンとしてではなく、テキス
ト・リテラルとして解析します。

SELECT salary 
    FROM employees 
    WHERE 'SM%' LIKE last_name
    ORDER BY salary;

英語の大英語の大英語の大英語の大 / 小文字の区別小文字の区別小文字の区別小文字の区別

LIKE条件および等号（=）演算子を使用する文字式を比較するすべての条件において、大 / 小
文字は区別されます。大 / 小文字の区別、アクセント記号の有無の区別をせずに LIKE検索を
するには、NLS_SORTおよび NLS_COMPのセッション・パラメータを設定します。

表表表表 7-8 LIKE 条件条件条件条件

条件の種類条件の種類条件の種類条件の種類 操作操作操作操作 例例例例

x [NOT] LIKE y 
[ESCAPE 'z'] 

xがパターン yに一致する場合（NOT を

指定すると一致しない場合）は TRUEと評

価されます。y内で、文字 %は 0 以上の

NULL 以外の文字を含む文字列と一致し

ます。文字 _は、任意の 1 文字に一致し

ます。パーセント（%）およびアンダース

コア（_）を除く任意の文字を ESCAPEの

後に指定できます。ワイルド・カード文字
は、エスケープ文字が前に付いている場合
はリテラルとして扱われます。

SELECT last_name 
   FROM employees
   WHERE last_name 
   LIKE '%A\_B%' ESCAPE '\'
   ORDER BY last_name; 
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パターン一致条件
索引列でのパターン一致索引列でのパターン一致索引列でのパターン一致索引列でのパターン一致

LIKEを使用して索引列をパターン検索する場合、パターンの先頭文字が %または _でなけれ
ば、Oracle は索引を利用して問合せのパフォーマンスを向上させることができます。この場合、
Oracle はこの先頭文字によって索引をスキャンできます。パターンの先頭文字が %または _の
場合、Oracle は索引をスキャンできないため、パフォーマンスは向上しません。

LIKE 条件条件条件条件 : 一般的な例一般的な例一般的な例一般的な例

次の条件は、「Ma」で始まるすべての last_name値について TRUE（真）となります。

last_name LIKE 'Ma%' 

次の last_name値はすべて、条件を TRUE（真）にします。

Mallin, Markle, Marlow, Marvins, Marvis, Matos 

大 / 小文字は区別されるため、MA、maおよび mAで始まる last_name値では条件が FALSE
（偽）になります。

次の条件を考えます。

last_name LIKE 'SMITH_' 

この条件は、次の last_name値について TRUE（真）となります。

SMITHE, SMITHY, SMITHS 

特殊文字であるアンダースコア（_）は、last_name値の 1 つの文字に置き換えることができ
るため、この条件は「SMITH」について FALSE（偽）となります。

ESCAPE 句の例句の例句の例句の例 次の例は、名前の中に文字列 A_Bを持つ従業員を検索します。

SELECT last_name 
    FROM employees
    WHERE last_name LIKE '%A\_B%' ESCAPE '\'
    ORDER BY last_name;

ESCAPE句は、エスケープ文字としてバックスラッシュ（\）を識別します。パターンの中でエ
スケープ文字はアンダースコア（_）に先行します。これによって、Oracle は、アンダースコア
を特殊なパターン一致文字としてではなく、リテラルとして解析します。

パーセント（パーセント（パーセント（パーセント（%）なしのパターンの例）なしのパターンの例）なしのパターンの例）なしのパターンの例 パターンに文字 %が含まれていない場合、両方のオペ
ランドの長さが同じ場合にのみ、条件が TRUE（真）になります。次の表の定義および挿入さ
れる値について考えます。

CREATE TABLE ducks (f CHAR(6), v VARCHAR2(6));
INSERT INTO ducks VALUES ('DUCK', 'DUCK');
SELECT '*'||f||'*' "char",
   '*'||v||'*' "varchar"
   FROM ducks;

char     varchar
-------- --------
*DUCK  * *DUCK*

Oracle は、CHAR値に空白埋めを行うため、fの値は空白埋めによって 6 バイトになります。v
の値は空白埋めされず、4 文字長のままです。

参照参照参照参照 : 大 / 小文字およびアクセント記号の有無を区別しない言語ソート
の詳細は、『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』
を参照してください。
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パターン一致条件
REGEXP_LIKE 条件条件条件条件 
REGEXP_LIKEは LIKE条件と似ています。ただし、REGEXP_LIKEは、単純なパターン一致を
実行する LIKEとは異なり、正規表現一致を実行します。この条件は、入力キャラクタ・セッ
トによって定義された文字を使用して、文字列を評価します。

この条件は、POSIX 正規表現規格および Unicode Regular Expression Guidelines に準拠しま
す。詳細は、付録 C「Oracle の正規表現のサポート」を参照してください。

regexp_like_condition::=

� source_charは、検索値として使用される文字式です。これは通常は文字列であり、
CHAR、VARCHAR2、NCHAR、NVARCHAR2、CLOBまたは NCLOBデータ型です。

� patternは正規表現正規表現正規表現正規表現です。これは通常はテキスト・リテラルであり、CHAR、VARCHAR2、
NCHARまたは NVARCHAR2データ型です。 大 512 バイトを指定できます。patternの
データ型が source_charのデータ型と異なる場合、Oracle は patternを
source_charのデータ型に変換します。patternで指定できる演算子のリストは、
付録 C「Oracle の正規表現のサポート」を参照してください。

� match_parameterは、ファンクションのデフォルトの検索動作を変更するためのテキス
ト・リテラルです。match_parameterには次の値を 1 つ以上指定できます。

– 'i': 大 / 小文字を区別せずに検索します。

– 'c': 大 / 小文字を区別して検索します。

– 'n'は、ピリオド（.）の使用を許可します。ピリオドは、改行文字を含む任意の文字
と一致するワイルド・カード文字です。このパラメータを指定しない場合、ピリオド
は改行文字には一致しません。

– 'm': ソース文字列を複数行として処理します。Oracle は、^および $を、それぞれ、
ソース文字列全体の開始または終了としてのみではなく、ソース文字列内の任意の場
所にある任意の行の開始または終了としてとして解釈します。このパラメータを指定
しない場合、Oracle はソース文字列を単一行として処理します。

– 'x'は空白文字を無視します。デフォルトでは、空白文字は空白文字として一致しま
す。

複数の矛盾する値を指定すると、 後の値が使用されます。たとえば、'ic'を指定する
と、大 / 小文字を区別する検索が行われます。前述以外の文字を指定すると、エラーが戻
されます。

match_parameterを指定しない場合、次のようになります。

– 大 / 小文字を区別するかどうかのデフォルトは、NLS_SORTパラメータの値によって
決まります。

– ピリオド（.）は改行文字に一致しません。

– ソース文字列は単一行として処理されます。

参照参照参照参照 :

� 「LIKE 条件」（7-14 ページ）

� 正規表現をサポートするファンクションについては、5-144 ページの
「REGEXP_INSTR」、5-147 ページの「REGEXP_REPLACE」および

5-149 ページの「REGEXP_SUBSTR」を参照してください。

REGEXP_LIKE ( source_char , pattern
, match_param

)
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NULL 条件
例例例例

次の問合せは、名前が Steven または Stephen である（first_nameが Steで始まって enで
終わり、間が vまたは phがある）従業員の姓と名を戻します。

SELECT first_name, last_name
FROM employees
WHERE REGEXP_LIKE (first_name, '^Ste(v|ph)en$')
ORDER BY first_name, last_name;

FIRST_NAME           LAST_NAME
-------------------- -------------------------
Steven               King
Steven               Markle
Stephen              Stiles

次の問合せは、姓に母音を 2 つ含む（大文字か小文字にかかわらず、last_nameで a、e、i、
oまたは uのいずれかが 2 つ連続している）従業員の姓を戻します。

SELECT last_name
FROM employees
WHERE REGEXP_LIKE (last_name, '([aeiou])\1', 'i')
ORDER BY last_name;

LAST_NAME
-------------------------
De Haan
Greenberg
Khoo
Gee
Greene
Lee
Bloom
Feeney

NULL 条件条件条件条件 
NULL条件は、NULL かどうかをテストします。NULL のテストに使用する必要がある唯一の
条件です。

null_conditions::=

表 7-9 に、NULL 条件を示します。

表表表表 7-9 NULL 条件条件条件条件

条件の種類条件の種類条件の種類条件の種類 操作操作操作操作 例例例例

IS [NOT] NULL NULL をテストします。

参照参照参照参照 : 「NULL」（2-67 ページ）

SELECT last_name
  FROM employees
  WHERE commission_pct
  IS NULL
  ORDER BY last_name;

expr IS
NOT

NULL
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XML 条件
XML 条件条件条件条件 
XML 条件は、指定した XML リソースが、指定されたパスにあるかどうかを判断します。

EQUALS_PATH 条件条件条件条件 
EQUALS_PATH条件は、Oracle XML データベース内のリソースが、指定されたパスのデータ
ベースにあるかどうかを判断します。

この条件は、RESOURCE_VIEWおよび PATH_VIEWの問合せで使用します。これらのパブリッ
ク・ビューは、XML データベース・リポジトリ内に格納されているデータに対して SQL でア
クセスするためのメカニズムを提供します。RESOURCE_VIEWには、リポジトリ内のリソース
ごとに行が 1 行あり、PATH_VIEWには、リポジトリ内の一意パスごとに行が 1 行あります。

equals_path_condition::=

この条件は、指定どおりパスにのみ適用されます。この条件は、UNDER_PATHと似ています
が、制限は多くなります。

pathnameには、変換する（絶対）パス名を指定します。これには、ハード・リソース・リン
クまたはウィーク・リソース・リンクである構成要素を含めることができます。

オプションの correlation_integer引数は、EQUALS_PATH条件を補助ファンクション
DEPTHおよび PATHと関連付けます。

例例例例

ビュー RESOURCE_VIEWは、データベース・リポジトリ内の（res列にある）すべての XML
リソースへの（any_path列にある）パスを計算します。次の例は、RESOURCE_VIEWビュー
に問い合せて、サンプル・スキーマ oeにあるリソースへのパスを検索します。EQUALS_PATH
条件によって、問合せは指定されたパスのみを戻します。

SELECT ANY_PATH FROM RESOURCE_VIEW
   WHERE EQUALS_PATH(res, '/sys/schemas/OE/www.example.com')=1;

ANY_PATH
-----------------------------------------------
/sys/schemas/OE/www.example.com

この例と、7-19 ページの「UNDER_PATH 条件」の例を比較してください。

UNDER_PATH 条件条件条件条件 
UNDER_PATH条件は、列で指定されたリソースが、Oracle XML データベース・リポジトリの
path_stringで指定された特定のパスにあるかどうかを判断します。パス情報は、この条件
を使用する場合に問い合せる RESOURCE_VIEWビューによって計算されます。

この条件は、RESOURCE_VIEWおよび PATH_VIEWの問合せで使用します。これらのパブリッ
ク・ビューは、XML データベース・リポジトリ内に格納されているデータに対して SQL でア
クセスするためのメカニズムを提供します。RESOURCE_VIEWには、リポジトリ内のリソース
ごとに行が 1 行あり、PATH_VIEWには、リポジトリ内の一意パスごとに行が 1 行あります。

参照参照参照参照 : 7-19 ページの「UNDER_PATH 条件」、5-58 ページの「DEPTH」
および 5-117 ページの「PATH」を参照してください。

EQUALS_PATH ( column , path_string
, correlation_integer

)
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複合条件
under_path_condition::=

オプションの levels引数は、検索対象となる path_string以下のレベル数を示します。
levelsには負ではない整数を指定します。

オプションの correlation_integer引数は、UNDER_PATH条件を補助ファンクション
PATHおよび DEPTHと関連付けます。

例例例例

ビュー RESOURCE_VIEWは、データベース・リポジトリ内の（res列にある）すべての XML
リソースへの（any_path列にある）パスを計算します。次の例は、RESOURCE_VIEWビュー
に問い合せて、サンプル・スキーマ oeにあるリソースへのパスを検索します。この問合せは、
16-64 ページの「XMLType 表の例 :」で作成された XML Schema のパスを戻します。

SELECT ANY_PATH FROM RESOURCE_VIEW
   WHERE UNDER_PATH(res, '/sys/schemas/OE/www.example.com')=1;

ANY_PATH
----------------------------------------------
/sys/schemas/OE/www.example.com/xwarehouses.xsd

複合条件複合条件複合条件複合条件 
複合条件は、異なる条件の組合せを指定します。

compound_conditions::=

BETWEEN 条件条件条件条件 
BETWEEN条件は、1 つの式の値が、他の 2 つの式によって定義された期間内に存在するかどう
かを決定します。

between_condition::=

3 つのすべての式は、数式、文字式または日時式である必要があります。SQL では、expr1を
複数回評価できます。BETWEEN式が PL/SQL で使用されている場合、expr1は 1 回のみ評価
されることが保証されます。すべての式が同じデータ型ではない場合、式は共通のデータ型に
暗黙的に変換されます。それが不可能な場合は、エラーが戻されます。

参照参照参照参照 : 関連する条件については、7-19 ページの「EQUALS_PATH 条件」
を参照してください。補助ファンクションについては、5-58 ページの

「DEPTH」および 5-117 ページの「PATH」を参照してください。

参照参照参照参照 : NOT、ANDおよび OR条件の詳細は、7-8 ページの「論理条件」を
参照してください。

UNDER_PATH ( column
, levels

, path_string
, correlation_integer

)

( condition )

NOT condition

condition
AND

OR
condition

expr1
NOT

BETWEEN expr2 AND expr3
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EXISTS 条件
次の式の値について考えてみます。

expr1 NOT BETWEEN expr2 AND expr3

この式の値は次の式の値と同じです。

NOT (expr1 BETWEEN expr2 AND expr3)

さらに次の式の値について考えてみます。

expr1 BETWEEN expr2 AND expr3

この式の値は次のブール式の値と同じです。

expr2 <= expr1 AND expr1 <= expr3
 
expr3 < expr2の場合、この期間は空です。expr1が NULLの場合、結果は NULLとなりま
す。expr1が NULLではない場合、値は通常は FALSEであり、キーワード NOTが使用された
場合は TRUEとなります。

ブール演算子 ANDを使用すると、予期しない結果となる場合があります。特に、式 x AND y
では、条件 x IS NULLは式の値を決定するのに十分ではありません。2 番目のオペランドも評
価する必要があります。2 番目のオペランドの値が FALSEの場合、結果は FALSEであり、そ
うではない場合は NULLとなります。ANDの詳細は、7-8 ページの「論理条件」を参照してくだ
さい。

EXISTS 条件条件条件条件 
EXISTS条件は、副問合せに行が存在するかどうかをテストします。

表 7-11 に、EXISTS条件を示します。

注意注意注意注意 : PL/SQL の暗黙的なデータ型変換規則は SQL の規則とは異なりま
す。詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してく
ださい。

参照参照参照参照 : SQL のデータ型変換の詳細は、2-39 ページの「暗黙的なデータ変
換」を参照してください。

表表表表 7-10 BETWEEN 条件条件条件条件

条件の種類条件の種類条件の種類条件の種類 操作操作操作操作 例例例例

[NOT] BETWEEN x 
AND y

[NOT]（expr2が expr1以下かつ expr1が

expr3以下）

SELECT * FROM employees
  WHERE salary
  BETWEEN 2000 AND 3000
  ORDER BY employee_id;

表表表表 7-11 EXISTS 条件条件条件条件

条件の種類条件の種類条件の種類条件の種類 操作操作操作操作 例例例例

EXISTS 副問合せによって行が 1 行以上戻される

場合には、TRUEと評価されます。

SELECT department_id
  FROM departments d
  WHERE EXISTS
  (SELECT * FROM employees e
    WHERE d.department_id 
    = e.department_id)
   ORDER BY department_id;

EXISTS ( subquery )
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IN 条件
IN 条件条件条件条件  
in_conditionはメンバーシップ条件です。メンバーシップ条件は、値のリストまたは副問合
せ内のメンバーシップをテストします。

in_conditions::=

expression_list::=

in_condition条件の上の方の書式（演算子の左辺に 1 つの式を指定する書式）を使用する場
合は、expression_listの上の方の書式を使用する必要があります。この条件の下の方の書
式（演算子の左辺に複数の式を指定する書式）を使用する場合は、expression_listの下の
方の書式を使用し、各 expression_list内の式は、演算子の左辺にある式と同じ数とデータ
型で構成されている必要があります。

表 7-12 に、IN条件の書式を示します。

参照参照参照参照 : 「式のリスト」（6-15 ページ）

表表表表 7-12 IN 条件条件条件条件

条件の種類条件の種類条件の種類条件の種類 操作操作操作操作 例例例例

IN メンバーとの等価性をテストし
ます。=ANYと同じです。

SELECT * FROM employees
  WHERE job_id IN
  ('PU_CLERK','SH_CLERK')
  ORDER BY employee_id;
SELECT * FROM employees
  WHERE salary IN
  (SELECT salary 
   FROM employees
   WHERE department_id =30)
  ORDER BY employee_id;

NOT IN !=ALLと同じです。メンバーの

いずれかが NULLの場合には、

FALSEと評価されます。

SELECT * FROM employees
  WHERE salary NOT IN
  (SELECT salary 
   FROM employees
  WHERE department_id = 30)
  ORDER BY employee_id;
SELECT * FROM employees
  WHERE job_id NOT IN
  ('PU_CLERK', 'SH_CLERK')
  ORDER BY employee_id;

expr
NOT

IN (
expression_list

subquery
)

( expr

,

)
NOT

IN (
expression_list

,

subquery
)

expr

,

( expr

,

)
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IS OF type 条件
NOT IN演算子に続くリストの中のいずれかの項目が NULL の場合は、すべての行は FALSEま
たは不明（UNKNOWN）と評価されます（行は戻されません）。たとえば、次の文ではそれぞれ
の行に対して文字列 'True' が戻されます。

SELECT 'True' FROM employees
   WHERE department_id NOT IN (10, 20);

ただし、次の文では行は戻されません。

SELECT 'True' FROM employees
    WHERE department_id NOT IN (10, 20, NULL); 

この例で行が戻されないのは、WHERE句の条件が次のように評価されるためです。

department_id != 10 AND department_id != 20 AND department_id != null 

3 番目の条件で department_idと NULL の比較が行われるため、この条件の結果が
UNKNOWNとなり、式全体の結果が FALSE（department_idを持つ行が 10 または 20 と等し
いため）となります。特に、NOT IN演算子が副問合せを参照するときは、このような動作を見
逃してしまう可能性があることに注意してください。

また、NOT IN条件が、行を戻さない副問合せを参照する場合は、次のように、すべての行が戻
されます。

SELECT 'True' FROM employees
   WHERE department_id NOT IN (SELECT 0 FROM DUAL WHERE 1=2);

WHERE 句の句の句の句の LEVEL の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : WHERE句の [NOT] IN条件の右辺が副問合せになっている
場合、条件の左辺で LEVELは使用できません。ただし、FROM句の副問合せで LEVELを指定す
ると、同じ結果が得られます。たとえば、次の文は無効です。

SELECT employee_id, last_name FROM employees
   WHERE (employee_id, LEVEL) 
      IN (SELECT employee_id, 2 FROM employees)
   START WITH employee_id = 2
   CONNECT BY PRIOR employee_id = manager_id;

ただし、次の文は、LEVEL情報を含む問合せを FROM句にカプセル化するため有効です。

SELECT v.employee_id, v.last_name, v.lev 
   FROM 
      (SELECT employee_id, last_name, LEVEL lev 
      FROM employees v
      START WITH employee_id = 100 
      CONNECT BY PRIOR employee_id = manager_id) v 
   WHERE (v.employee_id, v.lev) IN
      (SELECT employee_id, 2 FROM employees); 

IS OF type 条件条件条件条件
IS OF type条件を使用すると、固有の型情報に基づくオブジェクト・インスタンスをテストで
きます。

is_of_type_conditions::=

typeによって参照されるすべての型に対する EXECUTE権限が必要です。また、すべての
typeは、同じ型ファミリに属している必要があります。

expr IS
NOT

OF
TYPE

(
ONLY schema .

type

,

)

条件 7-23



IS OF type 条件
exprが NULL である場合、この条件は NULL と評価されます。exprが NULL でない場合、
次に示す環境では、この条件は TRUE（NOTキーワードを指定した場合は FALSE）と評価され
ます。

� exprの型が、typeリストで指定された型のサブタイプであり、ONLYを指定していない
場合

� exprの型が typeリストで明示的に指定されている場合

exprは、相関変数を伴う VALUEファンクションの書式をとる場合があります。

次の例では、16-61 ページの「置換可能な表および列のサンプル :」の型階層に基づいて作成さ
れたサンプル表 oe.personsを使用します。この例は、IS OF type条件を使用して、問合せ
を特定のサブタイプに制限します。

SELECT * FROM persons p 
   WHERE VALUE(p) IS OF TYPE (employee_t);

NAME                     SSN
----------------------------
Joe                    32456
Tim                     5678

SELECT * FROM persons p 
   WHERE VALUE(p) IS OF (ONLY part_time_emp_t);

NAME                     SSN
----------------------------
Tim                     5678
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共通の共通の共通の共通の SQL DDL 句句句句

この章では、複数の SQL 文で使用される SQL データ定義句について説明します。

この章では、次の内容を説明します。

� allocate_extent_clause

� constraint

� deallocate_unused_clause

� file_specification

� logging_clause

� parallel_clause

� physical_attributes_clause

� size_clause

� storage_clause
DL 句 8-1



allocate_extent_clause
allocate_extent_clause 

用途用途用途用途

allocate_extent_clause句を使用すると、データベース・オブジェクトの新しいエクステ
ントを明示的に割り当てることができます。

この句を使用してエクステントを明示的に割り当てた場合、NEXTおよび PCTINCREASE記憶
域パラメータの値は変更されません。したがって、Oracle Database で暗黙的に割り当てられる
次のエクステントのサイズには影響ありません。NEXTおよび PCTINCREASE記憶域パラメー
タの詳細は、8-43 ページの「storage_clause」を参照してください。

エクステントは次の SQL 文で割り当てることができます。

� ALTER CLUSTER（10-5 ページの「ALTER CLUSTER」を参照）

� ALTER INDEX: エクステントを索引、索引パーティションまたは索引サブパーティション
に割り当てる場合（10-64 ページの「ALTER INDEX」を参照）

� ALTER MATERIALIZED VIEW: エクステントをマテリアライズド・ビュー、そのパーティ
ションまたはサブパーティションの 1 つ、あるいは索引構成マテリアライズド・ビューの
オーバーフロー・セグメントに割り当てる場合（11-2 ページの「ALTER MATERIALIZED 
VIEW」を参照）

� ALTER MATERIALIZED VIEW LOG（11-16 ページの「ALTER MATERIALIZED VIEW LOG」
を参照）

� ALTER TABLE: エクステントを表、表パーティション、表サブパーティション、索引構成
表のマッピング表、索引構成表のオーバーフロー・セグメントまたは LOB 記憶域セグメン
トに割り当てる場合（12-2 ページの「ALTER TABLE」を参照）

構文構文構文構文

allocate_extent_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

この項では、allocate_extent_clauseのパラメータについて説明します。詳細は、特定の
データベース・オブジェクトに対してこれらのパラメータを設定または再設定する SQL 文の説
明を参照してください。

同じ文で allocate_extent_clauseと deallocate_unused_clauseを指定することはで
きません。

SIZE
エクステント・サイズをバイト単位で指定します。integerの値は 0 ～ 2147483647 となりま
す。これより大きいエクステント・サイズを指定するには、この範囲の整数と K、M、Gまたは
Tを使用して、エクステント・サイズを KB、MB、GB または TB 単位で指定します。

ALLOCATE EXTENT

(

SIZE size_clause

DATAFILE ’ filename ’

INSTANCE integer

)
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表、索引、マテリアライズド・ビューまたはマテリアライズド・ビュー・ログでは、SIZEを指
定しないと、Oracle Database ではオブジェクトの記憶域パラメータの値に基づいてサイズが決
定されます。ただし、クラスタの場合、クラスタの記憶域パラメータは評価されないため、デ
フォルト値を使用しない場合は SIZEを指定する必要があります。

DATAFILE 'filename'
新しいエクステントを割り当てるデータ・ファイルを、表、クラスタ、索引、マテリアライズ
ド・ビューまたはマテリアライズド・ビュー・ログの表領域から 1 つ指定します。DATAFILE
を指定しないと、Oracle がデータ・ファイルを選択します。

INSTANCE integer
Oracle Real Application Clusters を使用する場合のみ、このパラメータを使用します。

INSTANCE integerを指定すると、指定したインスタンスに対応付けられた空きリスト・グ
ループが新しいエクステントを使用できるようになります。インスタンス数が空きリスト・グ
ループの 大数を超えた場合、指定したインスタンス数 / 大数という除算が行われ、その余
りから、使用する空きリスト・グループが識別されます。インスタンスは初期化パラメータ
INSTANCE_NUMBERの値で識別されます。

このパラメータを指定しない場合、表、クラスタ、索引、マテリアライズド・ビューまたはマ
テリアライズド・ビュー・ログに領域が割り当てられますが、特定の空きリスト・グループか
らは割り当てられません。かわりにマスター空きリストが使用され、必要に応じて領域が割り
当てられます。

注意注意注意注意 : 自動セグメント領域管理の使用時は、allocate_extent_
clauseの INSTANCEパラメータを設定しても、指定したインスタンスに
新しく割り当てられた領域が確保されない場合があります。これは、自動
セグメント領域管理では、エクステントとインスタンス間の固定したア
フィニティが保持されないためです。
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constraint

用途用途用途用途

constraintを使用すると、整合性制約整合性制約整合性制約整合性制約（データベース内の値を制限する規則）を定義できま
す。Oracle Database では、6 つの制約を作成し、それを 2 つの方法で宣言することができま
す。

次に、6 つの整合性制約について簡単に説明します。詳細は、8-8 ページの「セマンティクス」
を参照してください。

� NOT NULL 制約制約制約制約は、データベースの値が NULL になることを禁止します。

� 一意制約一意制約一意制約一意制約は、複数の行が同じ列または列の組合せで同じ値を持つことを禁止しますが、一
部の値が NULL になることを許可します。

� 主キー制約主キー制約主キー制約主キー制約は、1 つの宣言で NOT NULL制約と一意制約を組み合せたものです。これによ
り、同じ列または列の組合せで、複数の行の値が同じにならないように、また値が NULL
にならないようにします。

� 外部キー制約外部キー制約外部キー制約外部キー制約は、ある表の値が別の表の値と一致することを必要とします。

� CHECK 制約制約制約制約は、データベースの値が、指定された条件を満たすことを必要とします。

� REF列は、定義上は別のオブジェクト型またはリレーショナル表の中のオブジェクトを参
照します。REF 制約制約制約制約を使用すると、REF列と参照先のオブジェクトの関係をさらに詳しく
指定できます。

制約は、次の 2 つの構文で定義できます。

� 個々の列または属性の定義の一部として定義できます。これを、表内表内表内表内指定といいます。

� 表定義の一部として定義できます。これを、表外表外表外表外指定といいます。

NOT NULL制約は、表内に宣言する必要があります。その他のすべての制約は、表内または表
外に宣言できます。

制約句は、次の文に指定できます。

� CREATE TABLE（16-6 ページの「CREATE TABLE」を参照）

� ALTER TABLE（12-2 ページの「ALTER TABLE」を参照）

� CREATE VIEW（17-13 ページの「CREATE VIEW」を参照）

� ALTER VIEW（13-12 ページの「ALTER VIEW」を参照）

ビュー制約ビュー制約ビュー制約ビュー制約 Oracle Database では、ビュー制約を適用していません。ただし、実表に対する制
約によってビューに制約を適用できます。

ビューには、一意制約、主キー制約および外部キー制約のみを指定でき、これらの制約は
DISABL NOVALIDATEモードのみでサポートされています。オブジェクト列の属性にビュー制
約を定義することはできません。

前提条件前提条件前提条件前提条件

制約を定義する文を発行できる権限が必要です。

外部キー制約を作成する場合は、この条件に加えて、親表またはビューが自分のスキーマ内に
設定されている必要があります。設定されていないかぎり、親表またはビューの参照キー列に
対する REFERENCES権限が必要です。

参照参照参照参照 : ビュー制約の詳細は、8-17 ページの「ビュー制約」を参照してく
ださい。DISABLE NOVALIDATEモードの詳細は、8-15 ページの

「DISABLE 句」を参照してください。
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constraint
構文構文構文構文

constraint::=

（8-5 ページの inline_constraint::=、8-5 ページの out_of_line_constraint::=、8-5 ページの
inline_ref_constraint::=、8-6 ページの out_of_line_ref_constraint::= を参照）

inline_constraint::=

（8-6 ページの references_clause::= を参照）

out_of_line_constraint::=

（8-6 ページの references_clause::=、8-6 ページの constraint_state::= を参照）

inline_ref_constraint::=

（8-6 ページの references_clause::=、8-6 ページの constraint_state::= を参照）

inline_constraint

out_of_line_constraint

inline_ref_constraint

out_of_line_ref_constraint

CONSTRAINT constraint_name

NOT
NULL

UNIQUE

PRIMARY KEY

references_clause

CHECK ( condition )

constraint_state

CONSTRAINT constraint_name

UNIQUE ( column

,

)

PRIMARY KEY ( column

,

)

FOREIGN KEY ( column

,

) references_clause

CHECK ( condition )

constraint_state

SCOPE IS
schema .

scope_table

WITH ROWID

CONSTRAINT constraint_name
references_clause

constraint_state
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out_of_line_ref_constraint::=

（8-6 ページの references_clause::=、8-6 ページの constraint_state::= を参照）

references_clause::=

constraint_state::=

（8-6 ページの using_index_clause::=、8-7 ページの exceptions_clause::= を参照）

using_index_clause::=

（14-51 ページの create_index::=、8-7 ページの index_properties::= を参照）

SCOPE FOR (
ref_col

ref_attr
) IS

schema .
scope_table

REF (
ref_col

ref_attr
) WITH ROWID

CONSTRAINT constraint_name
FOREIGN KEY (

ref_col

ref_attr
) references_clause

constraint_state

REFERENCES
schema .

object
( column )

ON DELETE
CASCADE

SET NULL

NOT
DEFERRABLE

INITIALLY
IMMEDIATE

DEFERRED

RELY

NORELY

using_index_clause

ENABLE

DISABLE

VALIDATE

NOVALIDATE

exceptions_clause

USING INDEX

schema .
index

( create_index_statement )

index_properties
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index_properties::=

（14-53 ページの global_partitioned_index::=、「CREATE INDEX」の項にある 14-55 ページの
local_partitioned_index::=、8-7 ページの index_attributes::= を参照。INDEXTYPE IS ... 句は、
制約を定義すると無効になります。）

index_attributes::=

（14-3 ページの physical_attributes_clause::=、8-34 ページの logging_clause::=、
「CREATE INDEX」の項にある 14-53 ページの key_compression::= を参照。parallel_clause
は、using_index_clauseでサポートされていません。）

exceptions_clause::=

global_partitioned_index

local_partitioned_index

index_attributes

INDEXTYPE IS
domain_index_clause

XMLIndex_clause

physical_attributes_clause

logging_clause

ONLINE

TABLESPACE
tablespace

DEFAULT

key_compression

SORT

NOSORT

REVERSE

VISIBLE

INVISIBLE

parallel_clause

EXCEPTIONS INTO
schema .

table
共通の SQL DDL 句 8-7



constraint
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

この項では、constraintのセマンティクスについて説明します。詳細は、表またはビューの
制約を定義または再定義する SQL 文の説明を参照してください。

Oracle Database では、ユーザー定義オブジェクト、ネストした表、VARRAY、REFまたは LOB
型の列または属性に対して制約を使用することはできません。ただし、次の 2 つの例外があり
ます。

� NOT NULL制約は、ユーザー定義オブジェクト、VARRAY、REFまたは LOB 型の列や属性に
使用できます。

� NOT NULL、外部キーおよび REF制約は、REF型の列に使用できます。

CONSTRAINT constraint_name 制約名を指定します。この識別子を指定しない場合、
SYS_Cnの形式で名前が生成されます。整合性制約の名前と定義は、USER_、ALL_および
DBA_CONSTRAINTSデータ・ディクショナリ・ビュー（それぞれ CONSTRAINT_NAME列およ
び SEARCH_CONDITION列）に格納されます。

NOT NULL 制約制約制約制約

NOT NULL制約は、列に NULL が含まれることを禁止します。NULLキーワード自体は、実際
に整合性制約を定義するものではありませんが、これを指定すると、列に NULL が含まれるこ
とが許可されます。NOT NULLおよび NULLは、表内指定で定義する必要があります。NOT 
NULLまたは NULLを指定しない場合、NULLがデフォルトになります。

NOT NULL制約は、XMLType列および VARRAY列で表内指定できる唯一の制約です。

NOT NULL制約を満たすには、表のすべての行がその列の値を持つ必要があります。

NOT NULL 制約の制限事項制約の制限事項制約の制限事項制約の制限事項 : NOT NULL制約には次の制限事項があります。

� ビュー制約には NULLまたは NOT NULLを指定できません。

� オブジェクト属性には NULLまたは NOT NULLを指定できません。そのかわりに、IS [NOT] 
NULL条件で CHECK制約を使用してください。

一意制約一意制約一意制約一意制約

一意一意一意一意制約は、列を一意キーとして指定します。複合一意キー複合一意キー複合一意キー複合一意キーは、列の組合せを一意キーとして
指定します。一意制約を表内に定義する場合に必要となるのは、UNIQUEキーワードのみです。
一意制約を表外に定義する場合は、1 つ以上の列も指定する必要があります。複合一意キーは、
表外に定義する必要があります。

一意制約を満たすには、表の中の 2 つの行が一意キーに対して同じ値を持たないようにする必
要があります。ただし、単一の列で構成される一意キーの場合は、複数の NULL を持つことが
できます。複合一意キーを満たすには、表またはビューの 2 つの行がキー列に対して同じ組合
せの値を持たないようにする必要があります。すべてのキー列に対して NULL を持つ行は、自
動的にその制約を満たすことになります。ただし、1 つ以上のキー列に対して NULL を持ち、
その他のキー列に対して同じ組合せの値を持つ 2 つの行は、制約に違反します。

参照参照参照参照 : データ・ディクショナリ・ビューの詳細は、『Oracle Database リ
ファレンス』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Database では、すべてのキー列が NULL の表の行には索
引を付けません（ただし、ビットマップ索引の場合を除きます）。このた
め、表のすべての行に索引を付けるには、1 つ以上の索引キー列に NOT 
NULL制約を指定するか、ビットマップ索引を作成する必要があります。

参照参照参照参照 : 8-22 ページの「属性レベル制約の例」および 8-19 ページの「NOT 
NULL の例」を参照してください。
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Oracle では、1 つ以上の列に一意制約を指定すると、暗黙的に一意キーに索引が作成されます。
問合せのパフォーマンスを目的に一意性を定義する場合は、かわりに CREATE UNIQUE INDEX
文を使用して明示的に一意索引を作成することをお薦めします。また、CREATE UNIQUE 
INDEX文で、条件付きの一意制約を定義する一意のファンクション索引を作成することもでき
ます。詳細は、14-70 ページの「ファンクション索引の使用による条件付き一意性の定義例 :」
を参照してください。

一意制約の制限事項一意制約の制限事項一意制約の制限事項一意制約の制限事項 : 一意制約には、次の制限事項があります。

� 一意キー列は、LOB、LONG、LONG RAW、VARRAY、NESTED TABLE、OBJECT、REF、
TIMESTAMPWITH TIME ZONEまたはユーザー定義型を含むことができません。ただし、一
意キーは TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEの列を含むことができます。

� 1 つの複合一意キーは、33 以上の列を持つことはできません。

� 同一の列または列の組合せを一意キーと主キーの両方には指定できません。

� 継承階層でサブビューを作成する場合は、一意キーを指定できません。一意キーは、トッ
プレベル（ルート）のビューのみに指定できます。

主キー制約主キー制約主キー制約主キー制約
主キー主キー主キー主キー制約は、列を表またはビューの主キーとして指定します。複合主キー複合主キー複合主キー複合主キーは、列の組合せを
主キーとして指定します。主キー制約を表内に定義する場合に必要となるのは、PRIMARY KEY
キーワードのみです。主キー制約を表外に定義する場合は、1 つ以上の列も指定する必要があ
ります。複合主キーは表外に定義する必要があります。

主キー制約は、1 つの宣言で NOT NULL制約と一意制約を組み合せたものです。このため、主
キー制約を満たすには次の条件があります。

� 主キーの値が、表の中の複数行に存在することはできません。

� 主キーを構成する列に、NULL を持たせることはできません。

主キー制約の制限事項主キー制約の制限事項主キー制約の制限事項主キー制約の制限事項 : 主キー制約には、次の制限事項があります。

� 表またはビューには、主キーを 1 つのみ指定できます。

� 主キー列は、LOB、LONG、LONG RAW、VARRAY、NESTED TABLE、BFILE、REF、
TIMESTAMP WITH TIME ZONEまたはユーザー定義型を含むことができません。ただし、主
キーは TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEの列を含むことができます。

� 主キーのサイズは、1 データベース・ブロックを超えることはできません。

� 1 つの複合主キーは、33 以上の列を持つことはできません。

� 同一の列または列の組合せを一意キーと主キーの両方には指定できません。

� 継承階層でサブビューを作成する場合は、主キーを指定できません。主キーは、トップレ
ベル（ルート）のビューのみに指定できます。

外部キー制約外部キー制約外部キー制約外部キー制約

外部キー制約外部キー制約外部キー制約外部キー制約（参照整合性制約参照整合性制約参照整合性制約参照整合性制約ともいう）は、列を外部キーとして指定し、その外部キーと指
定した主キーまたは一意キー（参照キー参照キー参照キー参照キー）との関係を設定します。複合外部キー複合外部キー複合外部キー複合外部キーは、列の組合
せを外部キーとして指定します。

参照参照参照参照 : 8-17 ページの「一意キーの例」および 8-18 ページの「複合一意
キーの例」を参照してください。

参照参照参照参照 : 8-18 ページの「主キーの例」および 8-19 ページの「複合主キーの
例」を参照してください。
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constraint
外部キーを持つ表またはビューを子子子子オブジェクトといい、参照キーを持つ表またはビューを親親親親
オブジェクトといいます。外部キーと参照キーを、同一の表またはビューに設定することがで
きます。この場合、親表と子表は同一の表になります。親表または親ビューのみを指定して、
列名を指定しない場合、外部キーは自動的に親表または親ビューの主キーを参照します。外部
キーと参照キーの対応する列は、同じ順序とデータ型で構成されている必要があります。

単一キー列の外部キー制約は、表内または表外に定義できます。複合外部キーと属性の外部
キーは、表外に指定します。

複合外部キー制約を満たすには、複合外部キーが親表または親ビューの複合一意キーまたは複
合主キーを参照するか、外部キーの 1 つ以上の列の値が NULL である必要があります。

外部キーと主キーの両方、または外部キーと一意キーの両方に、同一の列または列の組合せを
指定できます。また、外部キーとクラスタ・キーの両方にも同じ列または列の組合せを指定で
きます。

1 つの表またはビューで複数の外部キーを定義できます。また、1 つの列が複数の外部キーを構
成することもできます。

外部キー制約の制限事項外部キー制約の制限事項外部キー制約の制限事項外部キー制約の制限事項 : 外部キー制約には、次の制限事項があります。

� 外部キー列は、LOB、LONG、LONG RAW、VARRAY、NESTED TABLE、BFILE、REF、
TIMESTAMP WITH TIME ZONEまたはユーザー定義型を含むことができません。ただし、主
キーは TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEの列を含むことができます。

� 親表または親ビューの参照一意制約または参照主キー制約が事前に定義されている必要が
あります。

� 1 つの複合外部キーは、33 以上の列を持つことはできません。

� 子表と親表は、同一データベース上に設定されている必要があります。分散データベース
のノード間の参照整合性制約を使用可能にする場合、データベース・トリガーを使用する
必要があります。16-85 ページの「CREATE TRIGGER」を参照してください。

� 子オブジェクトと親オブジェクトのどちらかがビューの場合、ビュー制約のすべての制限
事項が制約に適用されます。8-17 ページの「ビュー制約」を参照してください。

� AS subquery句を含む CREATE TABLE文には、外部キー制約を定義できません。そのかわ
りに、制約を指定せずに表を作成し、後で ALTER TABLE文を使用してその制約を追加で
きます。

references_clause 外部キー制約は references_clause構文を使用します。外部キー制約
を表内に指定する場合に必要となるのは、references_clauseのみです。外部キー制約を表
外に指定する場合は、FOREIGN KEYキーワードと 1 つ以上の列も指定する必要があります。

ON DELETE 句句句句 ON DELETE句を指定すると、参照主キーまたは参照一意キーの値を削除した
場合に参照整合性がどのように自動処理されるかを指定できます。この句を指定しない場合、
子表に依存する行を持つ親表の中の参照キーの値は削除できません。

� 依存する外部キーの値を削除する場合は、CASCADEを指定します。

� 依存する外部キーの値を NULLに変換する場合は、SET NULLを指定します。仮想列の値は
直接更新できないため、仮想列に対してこの句を指定することはできません。仮想列が導
出される値を更新する必要があります。

参照参照参照参照 :

� 制約の使用方法の詳細は、『Oracle Database アドバンスト・アプリ
ケーション開発者ガイド』を参照してください。

� 8-19 ページの「外部キー制約の例」および 8-20 ページの「複合外部
キー制約の例」を参照してください。
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ON DELETE の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : この句は、ビュー制約に対して指定できません。

CHECK 制約制約制約制約

CHECK 制約制約制約制約によって、表の各行に必要な条件を指定できます。制約を満たすためには、表の
それぞれの行が、その条件に対して TRUEまたは不明（NULL のため）のいずれかである必要
があります。特定の行に対する CHECK 制約条件が評価される場合、条件にある列名に、その
行の列値が適用されます。

CHECK 制約の表内指定と表外指定の構文は同じです。ただし、表内指定では現在定義されて
いる列（または、オブジェクト列の場合は列の属性）のみを参照でき、表外指定では複数の列
または属性を参照できます。

Oracle では、CHECK 制約の条件が相互に排他的かどうかは検証しません。このため、1 つの
列に対して複数の CHECK 制約を作成する場合は、制約の用途が矛盾しないように注意する必
要があります。また、条件の評価について特別な順序を想定しないでください。

CHECK 制約の制限事項制約の制限事項制約の制限事項制約の制限事項 : CHECK 制約には、次の制限事項があります。

� ビューに対しては、CHECK 制約を指定できません。ただし、WITH CHECK OPTION句を使
用してビューを定義することは可能です。これは、ビューに CHECK 制約を指定すること
と同じです。

� CHECK 制約の条件では、その表の中のすべての列を参照できますが、他の表の列は参照
できません。

� CHECK 制約の条件は、次の構造を持つことができません。

– 副問合せおよびスカラー副問合せ式

– 決定的でないファンクションへのコール（CURRENT_DATE、CURRENT_TIMESTAMP、
DBTIMEZONE、LOCALTIMESTAMP、SESSIONTIMEZONE、SYSDATE、
SYSTIMESTAMP、UID、USERおよび USERENV）

– ユーザー定義ファンクションへのコール

– REF列の参照解除（DEREFファンクションを使用する場合など）

– ネストした表の列または属性

– 疑似列 CURRVAL、NEXTVAL、LEVELまたは ROWNUM

– 完全に指定されていない日付定数

REF 制約制約制約制約

REF制約を使用すると、REF型の列とそれが参照するオブジェクトとの関係を指定できます。

ref_constraint REF制約は、ref_constraint構文を使用します。REF制約は表内または表
外に定義します。表外指定の場合は、指定している REF列または属性を指定する必要がありま
す。

� ref_columnには、オブジェクトまたはリレーショナル表の REF列の名前を指定します。

� ref_attributeには、リレーショナル表のオブジェクト列内の埋込み REF属性を指定し
ます。

参照参照参照参照 : 「ON DELETE の例」（8-20 ページ）

参照参照参照参照 :

� その他の詳細および構文は、第 7 章「条件」を参照してください。

� 8-21 ページの「CHECK 制約の例」および 8-22 ページの「属性レベル
制約の例」を参照してください。
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constraint
表内指定と表外指定のどちらでも、有効範囲制約、ROWID 制約または参照整合性制約を REF
列に定義できます。

REF列の有効範囲表または参照表が、主キーに基づくオブジェクト識別子を持っている場合、
その REF列はユーザー定義ユーザー定義ユーザー定義ユーザー定義 REF 列列列列です。

REF 列の有効範囲制約列の有効範囲制約列の有効範囲制約列の有効範囲制約

表が REF列を持つ場合は、この列のそれぞれの REF値が別のオブジェクト表内の行を参照する
場合があります。SCOPE句は、参照の有効範囲を 1 つの表 scope_tableに制限します。REF
列または属性の値は scope_table内のオブジェクトを指し、その場所に REF列と同じ型のオ
ブジェクト・インスタンスが格納されます。

REF列内の参照の有効範囲を 1 つの表に制限する場合に、SCOPE句を指定します。この句を指
定するには、scope_tableが自分のスキーマ内にあるか、または scope_tableに対する
SELECT権限または SELECT ANY TABLEシステム権限が必要です。REF列ごとに有効範囲表を
1 つのみ指定できます。

有効範囲制約の制限事項有効範囲制約の制限事項有効範囲制約の制限事項有効範囲制約の制限事項 : 有効範囲制約には、次の制限事項があります。

� 表が空でない場合は、有効範囲制約を既存の列に追加できません。

� VARRAY列の REF要素に対しては有効範囲制約を指定できません。

� AS subqueryを指定し、この副問合せがユーザー定義 REFデータ型を戻す場合、この句を
指定する必要があります。

� 有効範囲制約を、後で REF列から削除することはできません。

REF 列の列の列の列の ROWID 制約制約制約制約

WITH ROWIDを指定して、ref_columnまたは ref_attributeの REFの値とともに ROWID
を格納します。ROWID とともに REF値を格納した場合、参照解除操作のパフォーマンスは向
上しますが、使用する領域も多くなります。デフォルトの REF値の記憶域では、ROWID は格
納されません。

ROWID 制約の制限事項制約の制限事項制約の制限事項制約の制限事項 : ROWID 制約には、次の制限事項があります。

� VARRAY列の REF要素に対しては ROWID 制約を定義できません。

� ROWID 制約を、後で REF列から削除することはできません。

� REF列または属性の範囲が限定される場合、この句は無視され、ROWID は REFとともに
は格納されません。

REF 列の参照整合性制約列の参照整合性制約列の参照整合性制約列の参照整合性制約

ref_constraint構文の references_clauseを使用すると、外部キー制約を REF列に定義
できます。また、この句は REF列や属性の有効範囲を参照表に暗黙的に制限します。ただし、
REF列以外の外部キー制約が親表の実際の列を参照することに対し、REF列の外部キー制約は
親表の暗黙のオブジェクト識別子を参照します。

制約名を指定しない場合、制約に対するシステム名が SYS_Cnという形式で生成されます。

参照参照参照参照 :

� REFデータ型の詳細は、『Oracle Database オブジェクト・リレーショ
ナル開発者ガイド』を参照してください。

� 8-9 ページの「外部キー制約」および 8-22 ページの「REF 制約の例」
を参照してください。

参照参照参照参照 : 参照解除の例は、5-58 ページの「DEREF」を参照してください。
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constraint
範囲が限定されている既存の REF列に参照整合性制約を追加する場合、参照表は、REF列の有
効範囲表と同じである必要があります。後で参照整合性制約を削除する場合、REF列の範囲が
参照表に限定されたままになります。

他の型の列に対する外部キー制約と同様に、表内で宣言する場合に必要となるのは
references_clauseのみです。表外で宣言する場合は、FOREIGN KEYキーワード、および
1 つ以上の REF列または属性も指定する必要があります。

REF 列の参照整合性制約の制限事項列の参照整合性制約の制限事項列の参照整合性制約の制限事項列の参照整合性制約の制限事項 : REF列における外部キー制約には、次の追加の制限事
項があります。

� 範囲が限定されていない既存の REF列に参照整合性制約を追加する場合、有効範囲制約が
暗黙的に追加されます。したがって、有効範囲制約に適用されるすべての制限事項は、こ
の場合にも適用されます。

� references_clause内のオブジェクト名の後には列を指定できません。

制約状態の指定制約状態の指定制約状態の指定制約状態の指定

制約定義の一部として、制約が適用される方法およびタイミングを指定できます。

constraint_state constraint_stateは、表内指定と表外指定の両方に使用できます。
constraint_stateの句を表示される順序（上から下）で指定します。いずれの句も複数回
は指定できません。

DEFERRABLE 句句句句 DEFERRABLEおよび NOT DEFERRABLEパラメータは、後続のトランザク
ションで、SET CONSTRAINT(S) 文を使用して、トランザクションが終わるまで制約のチェック
を遅延できるかどうかを指定します。この句を指定しない場合、NOT DEFERRABLEがデフォル
トになります。

� NOT DEFERRABLEを指定すると、後続のトランザクションで、SET CONSTRAINT[S] 句を使
用して、トランザクションがコミットされるまでこの制約のチェックを遅延させることが
できません。NOT DEFERRABLE制約のチェックは、トランザクションの終わりまで遅延さ
せることはできません。

新しい NOT DEFERRABLE制約を宣言する場合、CREATE TABLEまたは ALTER TABLE文の
コミット時にその制約が有効である必要があります。有効でない場合、これらの文は正常
に実行されません。

� DEFERRABLEを指定すると、後続のトランザクションで、SET CONSTRAINT[S] 句を使用し
て、トランザクションがコミットされるまでこの制約のチェックを遅延させることができ
ます。この設定によって、制約に違反する可能性のある変更をデータベースに行っている
場合に、すべての変更が完了するまで、制約を一時的に使用禁止にすることが可能になり
ます。

制約の遅延可能状態は変更できません。これらのパラメータのいずれを指定するか、どちらも
指定せずに NOT DEFERRABLE制約を暗黙的に有効にするかに関係なく、この句を ALTER 
TABLE文に指定することはできません。制約を削除してから再作成する必要があります。

参照参照参照参照 : オブジェクト識別子の詳細は、『Oracle Database オブジェクト・
リレーショナル開発者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� トランザクションに対する制約のチェックの設定の詳細は、19-49
ページの「SET CONSTRAINT[S]」を参照してください。

� 遅延制約の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』および『Oracle 
Database 概要』を参照してください。

� 「DEFERRABLE 制約の例」（8-23 ページ）
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[NOT] DEFERRABLE の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : ビュー制約にはこれらのパラメータを指定できません。

INITIALLY 句句句句 INITIALLY句は、DEFERRABLE句が指定されている制約に対するデフォルト
のチェック動作を指定します。INITIALLY設定は、後続のトランザクションに SET 
CONSTRAINT(S) 文を指定することで上書きできます。

� INITIALLY IMMEDIATEを指定すると、この制約は後続の各 SQL 文の終わりでチェックさ
れます。INITIALLYを指定しない場合、INITIALLY IMMEDIATEがデフォルトになりま
す。

新しい INITIALLY IMMEDIATE制約を宣言する場合、CREATE TABLEまたは ALTER 
TABLE文のコミット時にその制約が有効である必要があります。有効でない場合、これら
の文は正常に実行されません。

� INITIALLY DEFERREDを指定すると、この制約は後続のトランザクションの終わりで
チェックされます。

制約を NOT DEFERRABLEとして宣言した場合、この句は無効です。NOT DEFERRABLE制約は
自動的に INITIALLY IMMEDIATEになり、INITIALLY DEFERREDに変更することはできない
ためです。

VALIDATE | NOVALIDATE VALIDATEおよび NOVALIDATEの動作は、制約が明示的にまたは
デフォルトで使用可能 / 使用禁止のどちらになっているかで異なります。詳細は、8-14 ページ
の「ENABLE 句」および 8-15 ページの「DISABLE 句」を参照してください。

ENABLE 句句句句 表のデータに制約を適用するには、ENABLEを指定します。

一意制約または主キー制約を使用可能にした場合、キーに索引が存在しないと、一意索引が作
成されます。KEEP INDEXを指定しないかぎり、その後で制約が使用禁止になった場合にこの
索引は削除されます。そのため、制約が使用可能になるたびに索引が再作成されます。

索引の再作成を避け、余分な索引を削除するには、 初に使用禁止にした主キー制約および一
意制約を新しく作成します。その後、一意でない索引を作成して（または、既存の一意でない
索引を使用して）制約を適用してください。制約が使用禁止の場合、一意でない索引は削除さ
れず、後続の ENABLE操作が容易になります。

� ENABLE VALIDATEを使用すると、すべての旧データと新データが制約に従うことを指定
できます。制約が使用可能で、妥当性チェック済の場合は、すべてのデータが現在有効で、
今後も有効であることが保証されます。

整合性制約に違反する行が表にある場合、制約は使用禁止のままエラーを戻します。すべ
ての行が制約に従っている場合、Oracle は制約を使用可能にします。新規データが整合性
制約に違反する場合、その後の文は実行されず、整合性制約の違反を示すエラーが戻され
ます。

主キー制約を ENABLE VALIDATEモードに設定すると、妥当性チェック・プロセスによっ
て主キー列に NULL が含まれないことが検証されます。これによるオーバーヘッドを回避
するには、データを列に入力する前およびこの表の主キー制約を使用可能にする前に、主
キーの各列に NOT NULLのマークを付けます。

� ENABLE NOVALIDATEを使用すると、制約データに対して新しく行うすべての DML 操作が
制約に従うことが保証されます。表の既存データが制約に従っていることは保証されませ
ん。

VALIDATEも NOVALIDATEも指定しない場合、VALIDATEがデフォルトになります。

ENABLE NOVALIDATEから ENABLE VALIDATEに単一制約状態を変更すると、パラレルで操作
が実行できるため、読込み、書込みまたはその他の DDL 操作が中断されません。

ENABLE 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : 使用禁止になっている一意キーまたは主キーを参照する外部キーを
使用可能にすることはできません。
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DISABLE 句句句句 整合性制約を使用禁止にする場合は、DISABLEを指定します。データ・ディク
ショナリでは、使用禁止になっている整合性制約は、使用可能な制約とともに表示されます。
この句を指定せずに制約を作成した場合は、その制約は自動的に使用可能になります。

� DISABLE VALIDATEは、制約を使用禁止にして制約の索引を削除しますが、制約は有効の
ままです。この機能を使用すると、大量のデータをロードでき、また索引用の領域が削減
されるため、データ・ウェアハウスで非常に有効です。この設定を使用することで、
ALTER TABLE文の exchange_partition_clauseまたは SQL*Loader を使用して、
データを非パーティション表からパーティション表にロードすることもできます。他の
SQL 文を使用した表に対するすべての変更（挿入、更新および削除）は禁止されます。

� DISABLE NOVALIDATEは、Oracle によって制約がメンテナンスされないこと（使用禁止に
なっているため）、および制約が真であると保証されないこと（妥当性チェックが行われて
いないため）を示します。

外部キー制約が DISABLE NOVALIDATE状態であっても、外部キーが参照している主キー
を持つ表を削除できません。また、オプティマイザは、DISABLE NOVALIDATE状態でも
制約を使用できます。

VALIDATEも NOVALIDATEも指定しない場合、NOVALIDATEがデフォルトになります。

一意索引を使用している一意制約または主キー制約を使用禁止にすると、一意索引は削除され
ます。その他の注意事項や制限事項は、16-54 ページの「CREATE TABLE」の

「enable_disable_clause」を参照してください。

RELY 句句句句 RELYおよび NORELYは、既存の制約を変更する場合のみ（ALTER TABLE ... MODIFY
制約構文内でのみ）有効です。これらのパラメータは、クエリー・リライトで NOVALIDATE
モードの制約を考慮するかどうかを指定します。RELYを指定すると、適用されていないクエ
リー・リライトに対する NOVALIDATEモードの既存の制約は、アクティブになります。その制
約は NOVALIDATEモードであるため、適用されません。デフォルト値は NORELYです。

適用されない制約は、通常、マテリアライズド・ビューおよびクエリー・リライトにのみ有効
です。QUERY_REWRITE_INTEGRITYモードに従って、クエリー・リライトは、VALIDATE
モードの制約、または RELYパラメータが設定された NOVALIDATEモードの制約を使用して、
結合情報を確認します。

RELY 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : RELYには、遅延不可の NOT NULL制約を設定できません。

索引による制約の適用索引による制約の適用索引による制約の適用索引による制約の適用

一意制約または主キー制約の状態を定義する場合は、制約の適用に使用する索引を指定するこ
と、または制約の適用に使用する索引を Oracle で自動作成することが可能です。

using_index_clause using_index_clauseは、一意制約または主キー制約を使用可能にし
ている場合にのみ指定できます。using_index_clauseの句はどのような順序でも指定でき
ますが、各句を指定できるのは 1 回のみです。

� schema.indexを指定すると、指定した索引を使用して制約が適用されます。索引がない、
または制約の適用に索引が使用できない場合、エラーが戻されます。

� create_index_statementを指定すると、索引が作成され、制約の適用に使用されま
す。索引が作成できない、または制約の適用に索引が使用できない場合、エラーが戻され
ます。

参照参照参照参照 : この設定の使用方法の詳細は、『Oracle Database データ・ウェア
ハウス・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : この設定の使用方法の詳細は、『Oracle Database パフォーマンス・
チューニング・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : マテリアライズド・ビューおよびクエリー・リライトの詳細は、
『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。
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� 既存の索引の指定も、新しい索引の作成も行わない場合は、索引が自動で作成されます。
この場合、次のようになります。

– 索引には制約と同じ名前が割り当てられます。

– 表がパーティション化されている場合、一意制約または主キー制約にローカル・パー
ティション索引またはグローバル・パーティション索引を指定できます。

using_index_clause の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : using_index_clauseには、次の制限事項があります。

� この句は、ビュー制約に対して指定できません。

� この句は、NOT NULL、外部キーまたは CHECK 制約には指定できません。

� 索引構成表の主キーが使用可能な場合は、索引の指定（schema.index）および作成
（create_index_statement）はできません。

� index_attributesの parallel_clauseは指定できません。

� index_propertiesの INDEXTYPE IS ... 句は、制約の定義では無効です。

制約の例外の処理制約の例外の処理制約の例外の処理制約の例外の処理
制約の状態を定義する場合は、制約に違反するすべての行の ROWID を格納する表を指定でき
ます。

exceptions_clause exceptions_clause構文を使用すると、例外の処理を定義できます。
schemaを指定しない場合、自分のスキーマ内に例外表があるとみなされます。この句自体を
指定しない場合、表の名前は EXCEPTIONSになります。EXCEPTIONS表または指定した表は、
ローカル・データベースに存在する必要があります。

次のいずれかのスクリプトを使用して、EXCEPTIONS表を作成できます。

� UTLEXCPT.SQLは、物理 ROWID を使用します。そのため、行は、索引構成表からではな
く従来表から収集されます（次の注意を参照）。

� UTLEXPT1.SQLは、ユニバーサル ROWID を使用します。そのため、行は、従来表と索引
構成表の両方から収集されます。

独自の例外表を作成する場合、これら 2 つのスクリプトのいずれかで規定される形式に従う必
要があります。

ユニバーサル ROWID ではなく、主キーに基づく索引構成表から例外を収集する場合、索引構
成表ごとに別の例外表を作成し、主キー記憶域を確保する必要があります。スクリプトを変更
および再発行することによって、別の名前の例外表を複数作成できます。

exceptions_clause の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : exceptions_clauseには、次の制限事項があります。

� この句は、ビュー制約に対して指定できません。

� この文が正常に終了されるまで ROWID は存在しないため、この句を CREATE TABLE文に
指定することはできません。

参照参照参照参照 :

� index_attributes、global_partitioned_index、local_partitioned_index
句の詳細、および索引に関連する NOSORTと logging_clauseの詳
細は、14-50 ページの「CREATE INDEX」を参照してください。

� 8-39 ページの「physical_attributes_clause」と「PCTFREEパラメー
タ」および 8-43 ページの「storage_clause」を参照してください。

� 「明示的な索引の制御例」（8-23 ページ）
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ビュー制約ビュー制約ビュー制約ビュー制約 
データ・ウェアハウスのアプリケーションは、リレーショナル・スキーマ内の参照整合性制約
を識別することによって、Oracle Database 内の多次元データを認識します。これらの制約に
よって、表間の主キーと外部キーの関係が表されます。Oracle Database データ・ディクショナ
リを問い合せることによって、アプリケーションはそのような制約を認識できるようになるた
め、データベース内の多次元データを認識できます。スキーマの複雑さまたはセキュリティ上
の理由のため、ファクト表およびディメンション表にビューを定義する必要がある場合があり
ます。Oracle Database には、これらのビューを制約する機能があります。ビュー間で制約を定
義できるようにすることによって、実表制約をビューに伝播できます。これによって、ビュー
で提供される制限された環境でも、アプリケーションで多次元データを認識できるようにする
ことができます。

Oracle では、ビュー制約を適用していません。ただし、ビューに対する操作には、基となる実
表に定義されている整合性制約が適用されます。つまり、実表に対する制約によって、ビュー
に制約を適用できます。

ビュー制約の注意事項ビュー制約の注意事項ビュー制約の注意事項ビュー制約の注意事項 : ビュー制約は表制約のサブセットで、次の制限事項があります。

� ビューには、一意制約、主キー制約および外部キー制約のみ指定できます。ただし、WITH 
CHECK OPTION句を使用してビューを定義することは可能です。これは、ビューに
CHECK 制約を指定することと同じです。

� ビュー制約は、DISABLE NOVALIDATEモードのみでサポートされています。他のモードは
指定できません。ビュー制約を宣言する場合は、キーワード DISABLEを指定する必要が
あります。NOVALIDATEはデフォルトのため、明示的に指定する必要はありません。

� RELYおよび NORELYパラメータはオプションです。ビュー制約は適用されないため、通常
は RELYパラメータで指定し、より有効に使用します。RELYまたは NORELYキーワード
は、DISABLEキーワードより前に指定する必要があります。詳細は、8-15 ページの

「RELY 句」を参照してください。

� ビュー制約は直接適用されないため、INITIALLY DEFERREDまたは DEFERRABLEは指定
できません。

� using_index_clause、exceptions_clause句、または references_clauseの ON 
DELETE句は指定できません。

� オブジェクト列の属性にビュー制約を定義することはできません。

例例例例

一意キーの例一意キーの例一意キーの例一意キーの例 次の文は、サンプル表 sh.promotionsを作成する文の例です。この文は制約
を表内に定義し、promo_id列で一意キーを暗黙的に使用可能にします（この例では、他の制
約は省略されています）。

CREATE TABLE promotions_var1
    ( promo_id         NUMBER(6)
                       CONSTRAINT promo_id_u  UNIQUE
    , promo_name       VARCHAR2(20)
    , promo_category   VARCHAR2(15)
    , promo_cost       NUMBER(10,2)
    , promo_begin_date DATE
    , promo_end_date   DATE
    ) ;

参照参照参照参照 :

� SQL スクリプトの詳細は、『Oracle Database PL/SQL パッケージ・プ
ロシージャおよびタイプ・リファレンス』の DBMS_IOTパッケージを
参照してください。

� 移行行および連鎖行の削除については、『Oracle Database パフォーマ
ンス・チューニング・ガイド』を参照してください。
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制約 promo_id_uは、一意キーとして promo_id列を識別します。この制約によって、表に
同じ ID を持つ複数の販売促進の行が存在しないことが保証されます。ただし、識別子のない行
は許可されます。

この制約を表外に定義して使用可能にすることもできます。

CREATE TABLE promotions_var2
    ( promo_id         NUMBER(6)
    , promo_name       VARCHAR2(20)
    , promo_category   VARCHAR2(15)
    , promo_cost       NUMBER(10,2)
    , promo_begin_date DATE
    , promo_end_date   DATE
    , CONSTRAINT promo_id_u UNIQUE (promo_id)
   USING INDEX PCTFREE 20
      TABLESPACE stocks
      STORAGE (INITIAL 8K  NEXT 6K) ); 

この文には using_index_clauseも含まれています。この句は、制約を使用可能にするため
に作成される索引の記憶特性を指定します。

複合一意キーの例複合一意キーの例複合一意キーの例複合一意キーの例 次の文は、oe.warehouses表の warehouse_id列と warehouse_name
列を組み合せて複合一意キーを定義し、使用可能にします。

ALTER TABLE warehouses
   ADD CONSTRAINT wh_unq UNIQUE (warehouse_id, warehouse_name)
   USING INDEX PCTFREE 5
   EXCEPTIONS INTO wrong_id;

wh_unq制約によって、warehouse_idと warehouse_nameを組み合せた値が表の中に複数
存在しないことが保証されます。

この ADD CONSTRAINT句には、制約以外のプロパティも指定できます。

� USING INDEX句は、制約を使用可能にするために作成される索引の記憶特性を指定しま
す。

� EXCEPTIONS INTO句によって、制約に違反する行が warehouses表に含まれている場合、
その行に関する情報が wrong_id表に書き込まれます。wrong_id例外表が存在しない場
合、この文は正常に実行されません。

主キーの例主キーの例主キーの例主キーの例 次の文は、サンプル表 hr.locationsを作成する文の例です。
locations_demo表を作成し、location_id列に主キーを定義して使用可能にします（この
例では、hr.locations表の他の制約は省略されています）。

CREATE TABLE locations_demo
    ( location_id    NUMBER(4) CONSTRAINT loc_id_pk PRIMARY KEY
    , street_address VARCHAR2(40)
    , postal_code    VARCHAR2(12)
    , city           VARCHAR2(30)
    , state_province VARCHAR2(25)
    , country_id     CHAR(2)
    ) ;

表内に指定されている loc_id_pk制約は、location_id列を locations_demo表の主キー
として識別します。この制約によって、表の中の複数の所在地が同一の所在地識別子を持つこ
とはなく、かつ所在地識別子が NULLにならないことが保証されます。

この制約を表外に定義して使用可能にすることもできます。

CREATE TABLE locations_demo
    ( location_id    NUMBER(4) 
    , street_address VARCHAR2(40)
    , postal_code    VARCHAR2(12)
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    , city           VARCHAR2(30)
    , state_province VARCHAR2(25)
    , country_id     CHAR(2)
    , CONSTRAINT loc_id_pk PRIMARY KEY (location_id));

NOT NULL の例の例の例の例 次の文は、（8-18 ページの「主キーの例」で作成した）locations_demo表
を変更し、country_id列に NOT NULL制約を定義して使用可能にします。

ALTER TABLE locations_demo
   MODIFY (country_id CONSTRAINT country_nn NOT NULL); 

制約 country_nnによって、country_idが NULL の所在地の行が表にないことが保証され
ます。

複合主キーの例複合主キーの例複合主キーの例複合主キーの例 次の文は、sh.salesサンプル表の prod_id列および cust_id列を組み合
せて複合主キーを定義します。

ALTER TABLE sales 
    ADD CONSTRAINT sales_pk PRIMARY KEY (prod_id, cust_id) DISABLE; 

この制約は、sales表の主キーとして prod_id列と cust_id列の組合せを識別します。この
制約によって、表の中の複数の行が prod_id列と cust_id列に同じの組合せの値を持たない
ことが保証されます。

この制約句（PRIMARY KEY）では、次の制約のプロパティも指定しています。

� 制約定義によって制約名が指定されていないため、この制約に対する名前が Oracle によっ
て自動的に生成されます。

� DISABLE句によって制約が定義されますが、使用可能にはなりません。

外部キー制約の例外部キー制約の例外部キー制約の例外部キー制約の例 次の文は、dept_20表を作成し、departments表の department_id列
の主キーを参照する department_id列に、外部キーを定義して使用可能にします。

CREATE TABLE dept_20 
   (employee_id     NUMBER(4), 
    last_name       VARCHAR2(10), 
    job_id          VARCHAR2(9), 
    manager_id      NUMBER(4), 
    hire_date       DATE, 
    salary          NUMBER(7,2), 
    commission_pct  NUMBER(7,2), 
    department_id   CONSTRAINT fk_deptno 
                    REFERENCES departments(department_id) ); 

fk_deptno制約によって、dept_20表の従業員が属しているすべての部門が departments
表に含まれることが保証されます。ただし、部門番号が NULL 値の従業員（どの部門にも属さ
ない従業員）がいてもかまいません。すべての従業員がいずれかの部門に割り当てられるよう
にするには、dept_20表の department_id列に対して、REFERENCES制約の他に NOT 
NULL制約を作成します。

この制約を定義して使用可能にする前に、departments表の department_id列を主キーま
たは一意キーとして指定する制約を定義して使用可能にする必要があります。

制約が表内に定義されているため、この外部キー制約定義は FOREIGN KEY句を使用しません。
また、この列には参照キーのデータ型が自動的に割り当てられるため、department_id列の
データ型は必要ありません。

制約定義によって親表と参照キーの列の両方が指定されます。参照キーは親表の主キーである
ため、参照キーの列名の指定は任意です。
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この外部キー制約を表外に定義することもできます。

CREATE TABLE dept_20 
   (employee_id     NUMBER(4), 
    last_name       VARCHAR2(10), 
    job_id          VARCHAR2(9), 
    manager_id      NUMBER(4), 
    hire_date       DATE, 
    salary          NUMBER(7,2), 
    commission_pct  NUMBER(7,2), 
    department_id, 
   CONSTRAINT fk_deptno 
      FOREIGN  KEY (department_id) 
      REFERENCES  departments(department_id) ); 

これらの外部キー定義は、両方とも ON DELETE句を指定していないため、従業員がいる部門は
削除できません。

ON DELETE の例の例の例の例 次の文では、dept_20表を作成し、2 つの参照整合性制約を定義して使用
可能にした後、ON DELETE句を使用します。

CREATE TABLE dept_20 
   (employee_id     NUMBER(4) PRIMARY KEY, 
    last_name       VARCHAR2(10), 
    job_id          VARCHAR2(9), 
    manager_id      NUMBER(4) CONSTRAINT fk_mgr
                    REFERENCES employees ON DELETE SET NULL, 
    hire_date       DATE, 
    salary          NUMBER(7,2), 
    commission_pct  NUMBER(7,2), 
    department_id   NUMBER(2)   CONSTRAINT fk_deptno 
                    REFERENCES departments(department_id) 
                    ON DELETE CASCADE ); 

初の ON DELETE句によって、従業員番号 2332 の上司が employees表から削除された場合、
その上司の部下だった dept_20表のすべての従業員の manager_id値が NULL になります。

次の ON DELETE句によって、departments表の department_id値が削除されると、これ
に依存する dept_20表の行の department_id値も同時に削除されます。たとえば、部門番
号 20 が departments表から削除されると、部門番号 20 の全従業員が dept_20表から削除
されます。

複合外部キー制約の例複合外部キー制約の例複合外部キー制約の例複合外部キー制約の例 次の文は、dept_20表の employee_id列および hire_date列を組
み合せて外部キーを定義して使用可能にします。

ALTER TABLE dept_20
   ADD CONSTRAINT fk_empid_hiredate
   FOREIGN KEY (employee_id, hire_date)
   REFERENCES hr.job_history(employee_id, start_date)
   EXCEPTIONS INTO wrong_emp;

fk_empid_hiredate制約によって、dept_20表の中すべての従業員が、employees表に存
在する employee_idと hire_dateの組合せを持つことが保証されます。この制約を定義し
て使用可能にする前に、employees表の employee_id列と hire_date列の組合せを主キー
または一意キーとして指定する制約を定義して使用可能にする必要があります。

EXCEPTIONS INTO句によって、制約に違反する行が dept_20表に含まれている場合、その行
に関する情報が wrong_emp表に書き込まれます。wrong_emp例外表が存在しない場合、この
文は正常に実行されません。
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CHECK 制約の例制約の例制約の例制約の例 次の文は、divisions表を作成し、その表の各列に check制約を定義し
ます。

CREATE TABLE divisions  
   (div_no    NUMBER  CONSTRAINT check_divno
              CHECK (div_no BETWEEN 10 AND 99) 
              DISABLE, 
    div_name  VARCHAR2(9)  CONSTRAINT check_divname
              CHECK (div_name = UPPER(div_name)) 
              DISABLE, 
    office    VARCHAR2(10)  CONSTRAINT check_office
              CHECK (office IN ('DALLAS','BOSTON',
              'PARIS','TOKYO')) 
              DISABLE); 

列に定義されている各制約によって、列の値が次のように制限されます。

� check_divnoによって、部門番号は必ず 10 ～ 99 の範囲内になります。

� check_divnameによって、部門名はすべて大文字になります。

� check_officeによって、事務所の所在地は Dallas、Boston、Paris または Tokyo のいずれ
かに制限されます。

それぞれの CONSTRAINT句に DISABLE句が指定されているため、これらの制約は定義される
のみで、使用可能にはされません。

次の文は、dept_20表を作成し、CHECK 制約を表外に定義して暗黙的に使用可能にします。

CREATE TABLE dept_20
   (employee_id     NUMBER(4) PRIMARY KEY, 
    last_name       VARCHAR2(10), 
    job_id          VARCHAR2(9), 
    manager_id      NUMBER(4), 
    salary          NUMBER(7,2), 
    commission_pct  NUMBER(7,2), 
    department_id   NUMBER(2),
    CONSTRAINT check_sal CHECK (salary * commission_pct <= 5000));

この制約は、不等式の条件を使用して、従業員の歩合総額（salaryと commission_pctを
掛けた金額）を 5,000 ドルに制限します。

� 従業員の給与と歩合が NULL 以外の値の場合、制約を満たすには、この金額が 5,000 ドルを
超えてはいけません。

� 従業員の給与または歩合が NULL 値の場合、条件の結果は不明となり、その従業員は自動
的に制約を満たします。

この例の制約句には制約名が指定されていないため、制約の名前が自動的に生成されます。

次の文は、1 つの主キー制約、2 つの外部キー制約、1 つの NOT NULL制約および 2 つの
CHECK 制約を定義して使用可能にします。

CREATE TABLE order_detail 
  (CONSTRAINT pk_od PRIMARY KEY (order_id, part_no), 
   order_id    NUMBER 
      CONSTRAINT fk_oid 
         REFERENCES oe.orders(order_id), 
   part_no     NUMBER 
      CONSTRAINT fk_pno 
         REFERENCES oe.product_information(product_id), 
   quantity    NUMBER 
      CONSTRAINT nn_qty NOT NULL 
      CONSTRAINT check_qty CHECK (quantity > 0), 
   cost        NUMBER 
      CONSTRAINT check_cost CHECK (cost > 0) ); 
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この制約によって、表のデータに対して次の規則を適用できます。

�  pk_odは、order_id列と part_no列の組合せを表の主キーとして指定します。この制
約を満たすためには、order_id列および part_no列の組合せが同じである行が、表内
に 2 つあってはいけません。また、order_id列および part_no列では、行に NULL を
入れることはできません。

� fk_oidは、サンプル・スキーマ oe内の orders表にある order_id列を参照する外部
キーとして、order_id列を指定します。order_detail.order_id列に追加されるすべ
ての新しい値は、oe.orders.order_id列にあらかじめ存在する必要があります。

� fk_pnoは、oeが所有する product_information表にある product_id列を参照する
外部キーとして、product_id列を指定します。order_detail.product_id列に追加
されるすべての新しい値は、oe.product_information.product_id列にあらかじめ
存在する必要があります。

� nn_qtyは、quantity列に対して NULL を禁止します。

� check_qtyによって、quantity列の値は必ず 0（ゼロ）より大きくなります。

� check_costによって、cost 列の値は必ず 0（ゼロ）より大きくなります。

この例は、制約句と列定義について、次の点についても示しています。

� 表外制約定義は、列定義の前と後のどちらにも指定できます。この例では、pk_od制約の
表外定義が、列定義の前にあります。

� 列定義には、複数の表内制約定義を含めることができます。この例では、quantity列の
定義は nn_qty制約と check_qty制約の両方の定義を含んでいます。

� 表には、複数の CHECK制約を指定できます。複数のビジネス・ルールを適用する複雑な条
件を持つ 1 つの CHECK制約よりも、それぞれ 1 つのビジネス・ルールのみを適用する単純
な条件を持つ複数の CHECK制約を使用してください。矛盾している制約があると、その制
約を識別するエラー・メッセージが戻されます。エラーが検出された制約が 1 つのビジネ
ス・ルールのみを有効にする場合、このようなエラー・メッセージの方が、矛盾のあるビ
ジネス・ルールを正確に識別できます。

属性レベル制約の例属性レベル制約の例属性レベル制約の例属性レベル制約の例 次の文は、students表の name列の first_name属性と last_name
属性の両方に対して値が存在することを保証します。

CREATE TYPE person_name AS OBJECT
   (first_name VARCHAR2(30), last_name VARCHAR2(30));
/

CREATE TABLE students (name person_name, age INTEGER,
   CHECK (name.first_name IS NOT NULL AND 
          name.last_name IS NOT NULL));

REF 制約の例制約の例制約の例制約の例 次の例は、サンプル・スキーマのオブジェクト型である cust_address_typ
の複製を作成し、SCOPE制約が指定された REF列を含む表を作成します。

CREATE TYPE cust_address_typ_new AS OBJECT
    ( street_address     VARCHAR2(40)
    , postal_code        VARCHAR2(10)
    , city               VARCHAR2(30)
    , state_province     VARCHAR2(10)
    , country_id         CHAR(2)
    );
/
CREATE TABLE address_table OF cust_address_typ_new;

CREATE TABLE customer_addresses (
   add_id NUMBER, 
   address REF cust_address_typ_new
   SCOPE IS address_table);
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次の例は、同じ表を作成しますが、親表のオブジェクト識別子列を参照する REF列に参照整合
性制約が指定されています。

CREATE TABLE customer_addresses (
   add_id NUMBER,
   address REF cust_address_typ REFERENCES address_table);

次の例では、department_typ型および departments_obj_t表（16-69 ページの「オブ
ジェクト表の作成例 :」で作成）を使用します。この文を実行すると、有効範囲付き REFを持
つ表が作成されます。

CREATE TABLE employees_obj
   ( e_name   VARCHAR2(100),
     e_number NUMBER,
     e_dept   REF department_typ SCOPE IS departments_obj_t );

次の文は、参照整合性制約が定義されている REF列を含む表を作成します。

CREATE TABLE employees_obj
   ( e_name   VARCHAR2(100),
     e_number NUMBER,
     e_dept   REF department_typ REFERENCES departments_obj_t);

明示的な索引の制御例明示的な索引の制御例明示的な索引の制御例明示的な索引の制御例 次の文は、Oracle が制約を適用する場合に使用する索引を、明示的に
制御する一意制約または主キー制約を作成する別の方法を示します。

CREATE TABLE promotions_var3
    ( promo_id         NUMBER(6)
    , promo_name       VARCHAR2(20)
    , promo_category   VARCHAR2(15)
    , promo_cost       NUMBER(10,2)
    , promo_begin_date DATE
    , promo_end_date   DATE
    , CONSTRAINT promo_id_u UNIQUE (promo_id, promo_cost)
         USING INDEX (CREATE UNIQUE INDEX promo_ix1
            ON promotions_var3 (promo_id, promo_cost))
    , CONSTRAINT promo_id_u2 UNIQUE (promo_cost, promo_id) 
         USING INDEX promo_ix1);

この例は、1 つの制約に対して 1 つの索引を作成し、その索引を使用して同じ文に別の制約を
作成して使用可能にできることも示しています。

DEFERRABLE 制約の例制約の例制約の例制約の例 次の文は、scores列に CHECK 制約 NOT DEFERRABLE 
INITIALLY IMMEDIATE（デフォルト）を使用した games表を作成します。

CREATE TABLE games (scores NUMBER CHECK (scores >= 0));

次の文は、列に対する一意制約を INITIALLY DEFERRED DEFERRABLEとして定義します。

CREATE TABLE games
  (scores NUMBER, CONSTRAINT unq_num UNIQUE (scores)
   INITIALLY DEFERRED DEFERRABLE);
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deallocate_unused_clause 

用途用途用途用途

deallocate_unused_clauseを使用すると、データベース・オブジェクト・セグメントの終
わりにある未使用領域の割当てを明示的に解除し、解放された領域を表領域の他のセグメント
で使用できるようになります。

未使用領域の割当ては、次の文で解除できます。

� ALTER CLUSTER（10-5 ページの「ALTER CLUSTER」を参照）

� ALTER INDEX: 未使用領域の割当てを索引、索引パーティションまたは索引サブパーティ
ションから解除する場合（10-64 ページの「ALTER INDEX」を参照）

� ALTER MATERIALIZED VIEW: 未使用領域の割当てを索引構成マテリアライズド・ビューの
オーバーフロー・セグメントから解除する場合（11-2 ページの「ALTER MATERIALIZED 
VIEW」を参照）

� ALTER TABLE: 未使用領域の割当てを表、表パーティション、表サブパーティション、索
引構成表のマッピング表、索引構成表のオーバーフロー・セグメントまたは LOB 記憶域セ
グメントから解除する場合（12-2 ページの「ALTER TABLE」を参照）

構文構文構文構文

deallocate_unused_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

この項では、deallocate_unused_clauseのセマンティクスについて説明します。詳細は、
特定のデータベース・オブジェクトに対してこの句を設定または再設定する SQL 文の説明を参
照してください。

同じ文で deallocate_unused_clauseと allocate_extent_clauseの両方を指定するこ
とはできません。

高水位標を超える（データベース・ブロックがデータを受け取るためにフォーマットされて
いない）未使用領域のみ解放できます。未使用領域の割当て解除は、オブジェクトの終わりか
ら開始し、オブジェクトの先頭にある 高水位標に向かって進行します。

エクステントが割当て解除の範囲内に完全に含まれる場合、エクステント全体が解放されて再
利用可能となります。エクステントの一部が含まれる場合、 高水位標までのすでに使用され
ている部分がエクステントになり、残りの未使用領域が解放されて再利用可能になります。

割当てが解除される表領域のユーザー割当て制限は、解放される領域の量のみ増加します。

解放される領域の実際の量は、INITIAL、MINEXTENTSおよび NEXT記憶域パラメータによっ
て異なります。これらのパラメータの詳細は、8-43 ページの「storage_clause」を参照してくだ
さい。

DEALLOCATE UNUSED
KEEP size_clause
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KEEP integer
割当て解除後に、データベース・オブジェクトのセグメントが保持する、 高水位標を超える
バイト数を指定します。

� KEEPを指定しなかった場合に、 高水位標が INITIALおよび MINEXTENTSのサイズを超
えると、 高水位標を超えるすべての未使用領域が解放されます。 高水位標が INITIAL
または MINEXTENTSのサイズより小さい場合は、MINEXTENTSを超えるすべての未使用
領域が解放されます。

� KEEPオプションを指定した場合、指定した量の領域が保持され、残りの領域のみが解放さ
れます。このとき、残りのエクステント数が MINEXTENTSより小さくなった場合、
MINEXTENTSはそのエクステント数に変更されます。また、初期エクステントが
INITIALより小さくなった場合、INITIALがそのサイズに変更されます。

� どちらの場合にも、NEXT記憶域パラメータの値は、割当て解除された 後のエクステント
のサイズに設定されます。
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file_specification 

用途用途用途用途

file_specification構文のいずれかを使用すると、ファイルをデータ・ファイルまたは一
時ファイルとして指定できます。また、1 つ以上のファイルのグループを 1 つの REDO ログ・
ファイル・グループとして指定することもできます。自動ストレージ管理ディスク・グループ
にファイルを格納する場合、そのファイルをディスク・グループ・ファイルとしても指定でき
ます。

file_specificationは次の文に指定できます。

� CREATE CONTROLFILE（14-10 ページの「CREATE CONTROLFILE」を参照）

� CREATE DATABASE（14-16 ページの「CREATE DATABASE」を参照）

� ALTER DATABASE（10-9 ページの「ALTER DATABASE」を参照）

� CREATE TABLESPACE（16-71 ページの「CREATE TABLESPACE」を参照）

� ALTER TABLESPACE（12-82 ページの「ALTER TABLESPACE」を参照）

� ALTER DISKGROUP（10-46 ページの「ALTER DISKGROUP」を参照）

前提条件前提条件前提条件前提条件

ファイルを指定する文を発行する権限が必要です。

構文構文構文構文

file_specification::=

datafile_tempfile_spec::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

redo_log_file_spec::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

datafile_tempfile_spec

redo_log_file_spec

’
filename

ASM_filename
’

SIZE size_clause REUSE autoextend_clause

’
filename

ASM_filename
’

( ’
filename

ASM_filename
’

,

)
SIZE size_clause REUSE
8-26 Oracle Database SQL 言語リファレンス



file_specification
ASM_filename::=

fully_qualified_file_name::=

numeric_file_name::=

incomplete_file_name::=

alias_file_name::=

autoextend_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

maxsize_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

この項では、file_specificationのセマンティクスについて説明します。詳細は、デー
タ・ファイル、一時ファイル、REDO ログ・ファイルまたは自動ストレージ管理ディスク・グ
ループやディスク・グループ・ファイルを指定する SQL 文の説明を参照してください。

datafile_tempfile_spec
データベース記憶域がファイル・システム内、RAW デバイス上または自動ストレージ管理ディ
スク・グループ内に存在する場合、この句を使用してデータ・ファイルと一時ファイルの属性
を指定します。

fully_qualified_file_name

numeric_file_name

incomplete_file_name

alias_file_name

+ diskgroup_name / db_name / file_type / file_type_tag . filenumber . incarnation_number

+ diskgroup_name . filenumber . incarnation_number

+ diskgroup_name
( template_name )

+ diskgroup_name
( template_name )

/ alias_name

AUTOEXTEND

OFF

ON
NEXT size_clause maxsize_clause

MAXSIZE
UNLIMITED

size_clause
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redo_log_file_spec
データベース記憶域がファイル・システム内、RAW デバイス上または自動ストレージ管理ディ
スク・グループ内に存在する場合、この句を使用して REDO ログ・ファイルの属性を指定しま
す。

filename
filenameは、ファイル・システム内または RAW デバイス上に格納されたファイルに使用し
ます。filenameは、新しいファイルまたは既存のファイルを指定できます。新しいファイル
を指定する場合、次のことに注意します。

� Oracle Managed Files を使用していない場合は、filenameと SIZE句の両方を指定しない
と、文は失敗します。サイズを指定せずにファイル名を指定すると、Oracle は既存のファ
イルを再利用し、ファイルが存在しない場合はエラーを戻そうとします。

� Oracle Managed Files を使用している場合は、filenameや残りの句は必須ではありませ
ん。この場合、Oracle Database によってファイルに一意の名前が作成され、そのファイル
が次のいずれかの初期化パラメータで指定されるディレクトリに保存されます。

– DB_RECOVERY_FILE_DEST（ログ・ファイルと制御ファイルに有効）

– DB_CREATE_FILE_DEST初期化パラメータ（すべてのファイル・タイプに有効）

– DB_CREATE_ONLINE_LOG_DEST_n初期化パラメータ（ログ・ファイルに対しては
DB_CREATE_FILE_DESTと DB_RECOVERY_FILE_DESTより優先される） 

既存のファイルを指定する場合は、データ・ファイル、一時ファイルまたは REDO ログ・ファ
イル・メンバーの名前を指定します。filenameには、7 ビット ASCII キャラクタ・セットま
たは EBCDIC キャラクタ・セットのシングルバイト文字のみを使用できます。マルチバイト文
字は無効です。

filename には、パス接頭辞を含めることができます。パス接頭辞を指定しない場合は、データ
ベースによってデフォルトの格納場所（プラットフォームによって異なる）のパス接頭辞が追
加されます。

REDO ログ・ファイル・グループは、1 つ以上のメンバー（コピー）で構成されます。
filenameは、使用するオペレーティング・システムの表記規則に従って、完全な名前で指定
する必要があります。

データベースが filenameを解析する方法は、SIZE句および REUSE句の指定によっても異な
ります。

� filenameのみを指定する場合、または REUSE句を指定して SIZE句を指定しない場合、
そのファイルはすでに存在している必要があります。

� filenameの指定に、SIZE句を指定して、REUSE句を指定しない場合、そのファイルは新
しいファイルである必要があります。

� filenameの指定に、SIZE句と REUSE句の両方を指定する場合、そのファイルは新しい
ファイル、既存のファイルのどちらでもかまいません。ファイルがすでに存在している場
合は、そのファイルが新しいサイズで再利用されます。また、ファイルが存在しない場合
は、データベースは REUSEキーワードを無視し、指定のサイズで新しいファイルを作成し
ます。

ASM_filename 
自動ストレージ管理ディスク・グループに格納されたファイルには、ASM_filenameの形式を
使用します。この構文でデータ・ファイル、一時ファイルおよび REDO ログ・ファイルを作成
または参照できます。

参照参照参照参照 : Oracle Managed Files の詳細は、『Oracle Database ストレージ管
理者ガイド』を参照してください。また、8-33 ページの「データ・ファイ
ルの指定例」および 8-32 ページの「ログ・ファイルの指定例」も参照して
ください。
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すべての ASM_filename形式は、プラス記号（+）で始まりディスク・グループ名が続きま
す。すべての自動ストレージ管理ディスク・グループの名前を確認するには、
V$ASM_DISKGROUPビューを問い合せます。

fully_qualified_file_name
自動ストレージ管理ディスク・グループにファイルを作成する場合、そのファイルにはシステ
ム生成の完全修飾された自動ストレージ管理ファイル名が付けられます。既存の自動ストレー
ジ管理ファイルを参照する場合にのみ、この形式を使用できます。そのため、ファイル作成時
にこの形式を使用する場合は、REUSEも指定する必要があります。

� db_nameは、DB_UNIQUE_NAME初期化パラメータの値です。この名前はファイルが存在
するデータベースの名前と同じです。ただし、プライマリ・データベースとスタンバイ・
データベースの両方が存在する場合は、パラメータはこれらを区別して異なる値になりま
す。

� file_typeと file_type_tagは、データベース・ファイル・タイプです。8-29 ページの
表 8-1 に、すべてのファイル・タイプとそれに対応する自動ストレージ管理タグを示しま
す。

� filenumberと incarnation_numberは、システム生成の識別子で、これによって一意
性が保証されます。

完全修飾された自動ストレージ管理ファイル名を確認するには、そのファイル・タイプに適切
な動的パフォーマンス・ビュー（データ・ファイルでは V$DATAFILE、制御ファイルでは
V$CONTROLFILEなど）を問い合せます。また、V$ASM_FILEビューを問い合せることによっ
て、完全修飾された名前の filenumberと incarnation_numberの部分を取得できます。

参照参照参照参照 : 自動ストレージ管理の使用については、『Oracle Database スト
レージ管理者ガイド』を参照してください。

表表表表 8-1 Oracle ファイル・タイプとファイル・タイプとファイル・タイプとファイル・タイプと自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理ファイル・タイプ・タグファイル・タイプ・タグファイル・タイプ・タグファイル・タイプ・タグ

自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理
file_type 説明説明説明説明

自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理
file_type_tag コメントコメントコメントコメント

CONTROLFILE 制御ファイルとバックアッ
プ制御ファイル

Current

Backup

—

DATAFILE データ・ファイルとデー
タ・ファイル・コピー

tsname ファイルが追加される表領域
です。

ONLINELOG オンライン・ログ group_group# —

ARCHIVELOG アーカイブ・ログ thread_thread#_seq_
sequence#

—

TEMPFILE 一時ファイル tsname ファイルが追加される表領域
です。

BACKUPSET データ・ファイルとアーカ
イブ・ログのバックアッ
プ・ピース（データ・ファ
イルの増分バックアップ・
ピース）

hasspfile_timestamp hasspfileの値は、s（バッ

クアップ・セットが spfile
を含む）または n（バック

アップ・セットが spfileを

含まない）のいずれかになり
ます。

PARAMETERFILE 永続パラメータ・ファイル spfile —

DAATAGUARDCONFIG Data Guard 構成ファイル db_unique_name サービス・プロバイダ名が設
定されている場合、Data 
Guard はその名前を使用しよ

うとします。設定されていな
い場合、タグのデフォルトは
DRCnameです。

FLASHBACK フラッシュバック・ログ log_log# —
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numeric_file_name
数値の自動ストレージ管理ファイル名は、一意の filenumber.incarnation_number文字
列のみが使用されることを除き、完全修飾されたファイル名に類似しています。既存のファイ
ルを参照するためにのみ、この形式を使用できます。そのため、ファイル作成時にこの形式を
使用する場合は、REUSEも指定する必要があります。

incomplete_file_name
不完全な自動ストレージ管理ファイル名は、ファイルの作成時にのみ使用されます。ディス
ク・グループ名のみを指定した場合、自動ストレージ管理ではそのファイル・タイプに適した
デフォルトのテンプレートが使用されます。たとえば、CREATE TABLESPACE文でデータ・
ファイルを作成する場合、自動ストレージ管理ではデフォルトの DATAFILEテンプレートを使
用して自動ストレージ管理データ・ファイルが作成されます。ディスク・グループ名とテンプ
レートを指定した場合、自動ストレージ管理では指定したテンプレートを使用してファイルが
作成されます。いずれの場合も、自動ストレージ管理によって完全修飾されたファイル名が作
成されます。

template_name テンプレートは、属性の名前付きコレクションです。テンプレートを作成し
て、ディスク・グループのファイルに適用できます。すべての自動ストレージ管理テンプレー
トの名前を確認するには、V$ASM_TEMPLATEデータ・ディクショナリ・ビューを問い合せま
す。自動ストレージ管理テンプレートを作成する手順は、10-54 ページの

「diskgroup_template_clauses」を参照してください。

templateは、ファイルの作成時にのみ指定できます。これは、ASM_filenameの構文図の不
完全なファイル名形式および別名形式に示されています。

� ディスク・グループ名の直後に templateを指定した場合、自動ストレージ管理では指定
したテンプレートを使用してファイルが作成され、そのファイルに完全修飾されたファイ
ル名が付けられます。

� 別名を指定した後に templateを指定した場合、自動ストレージ管理では指定したテンプ
レートを使用してファイルが作成され、そのファイルに完全修飾されたファイル名が付け
られます。また、後でファイルの参照に使用できる別名も作成されます。指定した別名が
既存のファイルを参照している場合は、REUSEを指定しないかぎり、自動ストレージ管理
ではテンプレートの指定が無視されます。

CHANGETRACKING ブロック・チェンジ・ト
ラッキング・データ

ctf 増分バックアップ中に使用さ
れます。

DUMPSET データ・ポンプ・ダンプ・
セット

user_obj#_file# ダンプ・セット・ファイル
は、ユーザー名、ダンプ・
セットが作成されたジョブ番
号およびファイル番号をタグ
の一部としてエンコードしま
す。

XTRANSPORT データ・ファイル変換 tsname —

AUTOBACKUP 自動バックアップ・ファ
イル

hasspfile_timestamp hasspfileの値は、s（バッ

クアップ・セットが spfile
を含む）または n（バック

アップ・セットが spfileを

含まない）のいずれかになり
ます。

参照参照参照参照 : デフォルト・テンプレートについては、10-54 ページの
「diskgroup_template_clauses」を参照してください。

表表表表 8-1 Oracle ファイル・タイプとファイル・タイプとファイル・タイプとファイル・タイプと自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理ファイル・タイプ・タグファイル・タイプ・タグファイル・タイプ・タグファイル・タイプ・タグ（続き）（続き）（続き）（続き）

自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理
file_type 説明説明説明説明

自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理
file_type_tag コメントコメントコメントコメント
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alias_file_name
別名は、自動ストレージ管理ファイルのわかりやすい名前です。ファイルの別名は、ファイル
の作成または参照時に使用できます。ファイルの作成時にのみ、別名とともにテンプレートを
指定できます。自動ストレージ管理ファイルの別名を確認するには、V$ASM_ALIASデータ・
ディクショナリ・ビューを問い合せます。

ファイルの作成時に別名を指定する場合、完全な別名を指定する手順は、10-56 ページの
「diskgroup_directory_clauses」および 10-56 ページの「diskgroup_alias_clauses」を参照して
ください。

SIZE 句句句句

ファイルのサイズをバイト単位で指定します。K、M、Gまたは Tを使用して、KB、MB、GB ま
たは TB 単位で指定することもできます。

� UNDO 表領域の場合、各データ・ファイルに対して SIZE句を指定する必要があります。
その他の表領域の場合、ファイルがすでに存在するとき、または Oracle Managed Files を
作成するときには、このパラメータを省略できます。

� Oracle Managed Files の作成時にこの句を指定しないと、100MB のファイルが作成されま
す。

� 表領域は、中に含まれるオブジェクトのサイズの合計より 1 ブロック大きいサイズである
必要があります。

REUSE
REUSEは、既存ファイルの再利用を可能にします。

� ファイルがすでに存在する場合、ファイル名が再利用され、新しいサイズが適用されるか
（SIZEを指定する場合）、または元のサイズのままとなります。

� ファイルが存在していない場合、この句は無視され、ファイルが作成されます。

REUSE 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : filenameを指定しないかぎり、REUSEは指定できません。

既存のファイルが使用される場合は、そのファイルに入っていた内容は失われます。

autoextend_clause 
autoextend_clauseはデータ・ファイルと一時ファイルに有効ですが、REDO ログ・ファイ
ルには有効ではありません。この句は、新しいデータ・ファイル、既存のデータ・ファイルま
たは一時ファイルの自動拡張を使用可能または使用禁止にします。この句を指定しない場合、
次のようになります。

� Oracle Managed Files の場合

– SIZEを指定すると、指定したサイズのファイルが作成され、AUTOEXTENDが使用禁
止になります。

– SIZEを指定しないと、100MB のファイルが作成され、AUTOEXTENDが使用可能にな
ります。自動拡張が必要な場合、データベースは元のサイズまたは 100MB（いずれか
小さい方）のサイズ単位でファイルを拡張します。NEXT句を指定して、このデフォル
トの動作を上書きできます。

� ユーザー管理ファイルの場合、SIZEの指定 / 未指定にかかわらず、AUTOEXTENDが使用禁
止にされたファイルが作成されます。

参照参照参照参照 : 自動 UNDO 管理および UNDO 表領域の詳細は、『Oracle 
Database 管理者ガイド』を参照してください。また、8-32 ページの「ロ
グ・ファイルの追加例」も参照してください。

参照参照参照参照 : 8-33 ページの「データ・ファイルの追加例」および 8-32 ページの
「ログ・ファイルの追加例」を参照してください。
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ON ONを指定すると、自動拡張を使用可能にします。

OFF OFFを指定すると、自動拡張を使用禁止にします。自動拡張を使用禁止にする場合は、
NEXTおよび MAXSIZEの値を 0（ゼロ）に設定します。後続の文で自動拡張を使用可能に戻す
場合は、これらの値を設定しなおす必要があります。

NEXT NEXT句を使用すると、エクステントがさらに必要になった場合にデータ・ファイルに
自動的に割り当てられるディスク領域の増分サイズを、バイト単位で指定できます。デフォル
トのサイズは 1 データ・ブロックです。

MAXSIZE MAXSIZE句を使用すると、データ・ファイルの自動拡張で使用されるディスク領
域の 大サイズを指定できます。

UNLIMITED データ・ファイルまたは一時ファイルに割り当てられるディスク領域を制限しな
い場合は、UNLIMITED句を使用します。

autoextend_clause の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : この句は CREATE CONTROLFILE文の datafile_
tempfile_specの一部、または ALTER DATABASE CREATE DATAFILE句には指定できませ
ん。

例例例例

ログ・ファイルの指定例ログ・ファイルの指定例ログ・ファイルの指定例ログ・ファイルの指定例 次の文は、payableという名前のデータベースを作成します。この
データベースには各グループにメンバーを 2 つ持つ REDO ログ・ファイル・グループが 2 つ
と、データ・ファイルが 1 つ設定されています。

CREATE DATABASE payable 
   LOGFILE GROUP 1 ('diska:log1.log', 'diskb:log1.log') SIZE 50K, 
           GROUP 2 ('diska:log2.log', 'diskb:log2.log') SIZE 50K 
   DATAFILE 'diskc:dbone.dat' SIZE 30M; 

LOGFILE句の 初のファイル指定は、REDO ログ・ファイル・グループに GROUP 1の値を指
定します。このグループには、'diska:log1.log' および 'diskb:log1.log' というメンバー
があり、サイズはそれぞれ 50KB です。

LOGFILE句の 2 番目のファイル指定は、REDO ログ・ファイル・グループに GROUP 2の値を
指定します。このグループには、'diska:log2.log' および 'diskb:log2.log' というメン
バーがあり、サイズはそれぞれ 50KB です。

DATAFILE句のファイル指定では、'diskc:dbone.dat' という名前のデータ・ファイルが指
定されています。このファイルのサイズは 30MB です。

各ファイル指定は SIZEパラメータの値を指定し、REUSE句は指定していないため、指定の
ファイルがすでに定義されていることはありません。Oracle が新しくファイルを作成します。

ログ・ファイルの追加例ログ・ファイルの追加例ログ・ファイルの追加例ログ・ファイルの追加例 次の文は、2 つのメンバーで構成される新しい REDO ログ・ファイ
ル・グループを、payableデータベースに追加します。

ALTER DATABASE payable 
   ADD LOGFILE GROUP 3 ('diska:log3.log', 'diskb:log3.log') 
   SIZE 50K REUSE; 

ADD LOGFILE句のファイル指定は、REDO ログ・ファイル・グループに GROUP 3の値を指定
します。このグループには、'diska:log3.log' および 'diskb:log3.log' というメンバーが
あり、サイズはそれぞれ 50KB です。このファイル指定では REUSE句が指定されているため、
各メンバーはすでに存在している可能性があります（ただし、存在していなくてもかまいませ
ん）。
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データ・ファイルの指定例データ・ファイルの指定例データ・ファイルの指定例データ・ファイルの指定例 次の文は、stocksという名前の表領域を作成します。また、こ
の表領域にはデータ・ファイルが 3 つあります。

CREATE TABLESPACE stocks 
   DATAFILE 'stock1.dat' SIZE 10M, 
            'stock2.dat' SIZE 10M,
            'stock3.dat' SIZE 10M; 

このデータ・ファイルのファイル指定は、'diskc:stock1.dat'、'diskc:stock2.dat'
および 'diskc:stock3.dat'という名前のファイルを指定します。

データ・ファイルの追加例データ・ファイルの追加例データ・ファイルの追加例データ・ファイルの追加例 次の文は、stocks表領域を変更し、新しいデータ・ファイルを
追加します。

ALTER TABLESPACE stocks 
   ADD DATAFILE 'stock4.dat' SIZE 10M REUSE; 

このファイル指定は、'stock4.dat'という名前のデータ・ファイルを指定します。このファ
イル名が存在しない場合、REUSEキーワードは無視されます。

完全修飾された完全修飾された完全修飾された完全修飾された自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理データ・ファイル名の使用例データ・ファイル名の使用例データ・ファイル名の使用例データ・ファイル名の使用例 次の文は、自動ストレージ
管理を使用する際に、fully_qualified_file_name句を使用して、仮想データベース
testdbのデータ・ファイルをオンラインにする方法を示します。

ALTER DATABASE testdb 
   DATAFILE '+dgroup_01/testdb/datafile/system.261.1' ONLINE; 
共通の SQL DDL 句 8-33



logging_clause
logging_clause 

用途用途用途用途

logging_clauseを使用すると、データベース・オブジェクトの作成が REDO ログ・ファイ
ルに記録されるか（LOGGING）、記録されないか（NOLOGGING）を指定できます。

logging_clauseは次の文に指定できます。

� CREATE TABLEおよび ALTER TABLE: 表、表のパーティションの 1 つ、LOB セグメント、
または索引構成表のオーバーフロー・セグメントのログを記録する場合（16-6 ページの

「CREATE TABLE」および 12-2 ページの「ALTER TABLE」を参照）

� CREATE INDEXおよびALTER INDEX: 索引または索引のパーティションの1つのログを記録
する場合（14-50 ページの「CREATE INDEX」および 10-64 ページの「ALTER INDEX」を
参照）

� CREATE MATERIALIZED VIEWおよび ALTER MATERIALIZED VIEW: マテリアライズド・
ビュー、マテリアライズド・ビューのパーティションの 1 つまたは LOB セグメントのログ
を記録する場合（15-4 ページの「CREATE MATERIALIZED VIEW」および 11-2 ページの

「ALTER MATERIALIZED VIEW」を参照）

� CREATE MATERIALIZED VIEW LOGおよびALTER MATERIALIZED VIEW LOG: マテリアライ
ズド・ビュー・ログまたはマテリアライズド・ビュー・ログのパーティションの 1 つのロ
グを記録する場合（15-26 ページの「CREATE MATERIALIZED VIEW LOG」および 11-16
ページの「ALTER MATERIALIZED VIEW LOG」を参照）

� CREATE TABLESPACEおよび ALTER TABLESPACE: 表領域に作成されたすべてのオブジェ
クトに対するデフォルトのロギング特性を設定または変更する場合（16-71 ページの

「CREATE TABLESPACE」および 12-82 ページの「ALTER TABLESPACE」を参照）

次の操作にも、LOGGINGまたは NOLOGGINGを指定できます。

� 索引の再構築（CREATE INDEX ... REBUILDを使用）

� 表の移動（ALTER TABLE ... MOVEを使用）

構文構文構文構文

logging_clause::=

注意注意注意注意 : LOB 列に指定されたロギングは、表レベルで設定されたロギング
とは異なる場合があります。表レベルで LOGGINGを指定し、LOB 列に
NOLOGGINGを指定する場合は、実表の行に対する DML の変更は記録さ
れますが、LOB データに対する DML の変更は記録されません。

LOGGING

NOLOGGING

FILESYSTEM_LIKE_LOGGING
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

この項では、logging_clauseのセマンティクスについて説明します。詳細は、特定のデータ
ベース・オブジェクトに対してロギング特性を設定または再設定する SQL 文の説明を参照して
ください。

� データベース・オブジェクトの作成、およびその後のオブジェクトへの挿入を REDO ロ
グ・ファイルに記録する場合は、LOGGINGを指定します。

� これらの操作を記録しない場合は、NOLOGGINGを指定します。

– 非パーティション・オブジェクト非パーティション・オブジェクト非パーティション・オブジェクト非パーティション・オブジェクトの場合、この句に指定する値は、オブジェクトに関
連付けられたセグメントの実際の物理属性となります。

– パーティション・オブジェクトパーティション・オブジェクトパーティション・オブジェクトパーティション・オブジェクトの場合、この句に指定する値は、PARTITION記述でロ
ギング属性を指定しないかぎり、CREATE文（および後続の ALTER ... ADD 
PARTITION文）で指定するすべてのパーティションに関連付けられたセグメントのデ
フォルトの物理属性となります。

– SecureFile LOB の場合、NOLOGGING設定は FILESYSTEM_LIKE_LOGGINGに内部的
に変換されます。

� FILESYSTEM_LIKE_LOGGING句は、SecureFile LOB セグメントのログを記録する場合に
のみ有効です。この設定は、BasicFile LOB には指定できません。メタデータ変更のログの
みを記録する場合は、この設定を指定します。この設定は、障害からリカバリする平均時
間を短縮するファイル・システムのメタデータ・ジャーナリングに似ています。SecureFile 
LOB に対する LOGGING設定は、ファイル・システムのデータ・ジャーナリングに似てい
ます。LOGGINGと FILESYSTEM_LIKE_LOGGINGの両方の設定によって、SecureFile を使
用した完全なトランザクション・ファイル・システムが実現します。

ロギング属性を指定しているオブジェクトが強制ロギング・モードのデータベースまたは表領
域に存在している場合、そのデータベースまたは表領域が強制ロギング・モードから別のモー
ドに変わるまで、NOLOGGING設定は無視されます。

データベースを ARCHIVELOGモードで運用する場合、LOGGING操作の前に取ったバックアッ
プからのメディア・リカバリによって、オブジェクトが再作成されます。ただし、NOLOGGING
操作の前に取ったバックアップからのメディア・リカバリでは、オブジェクトは再作成されま
せん。

NOLOGGINGモードでの操作で生成される REDO ログのサイズは、LOGGINGモードで生成され
るログより非常に小さくなります。

NOLOGGINGモードでは、データの変更時に、（新しいエクステントを INVALIDとしてマーク
設定し、ディクショナリの変更を記録するために） 小限のログが記録されます。メディア・
リカバリ中に NOLOGGING が適用された場合、REDO データのログ記録が中断されるため、
エクステント無効化レコードでは、一定のブロック範囲に「論理的に無効」というマークが付
きます。このため、損失してはならないデータベース・オブジェクトの場合は、NOLOGGING操
作の後にバックアップを取る必要があります。

注意注意注意注意 : LOB セグメントの場合は、NOLOGGING設定と FILESYSTEM_
LIKE_LOGGING設定を使用すると、バックアップ操作中にディスク上で
データが変更され、読取りの非一貫性が生じる場合があります。この状況
を回避するには、LOB 記憶域に LOGGINGを設定し、LOB セグメントに対
する変更が REDO ログ・ファイルに保存されるようにします。または、
データベースを FORCE LOGGINGモードに変更し、すべての LOB セグメ
ントに対する変更が REDO ログ・ファイルに保存されるようにします。
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NOLOGGINGは、LOGGINGをサポートする場所のサブセットのみでサポートされます。次の操
作でのみ、NOLOGGINGモードがサポートされます。

DML: 

� INSERT文または MERGE文のいずれかの結果として実行されるダイレクト・パス・イン
サート（シリアルまたはパラレル）。NOLOGGINGは、MERGE文の結果として実行される
UPDATE操作には適用できません。

� ダイレクト・ローダー（SQL*Loader）

DDL: 

� CREATE TABLE ...AS SELECT

� CREATE TABLE ...LOB_storage_clause ...LOB_parameters ...NOCACHE | CACHE READS

� ALTER TABLE ...LOB_storage_clause ...LOB_parameters ...NOCACHE | CACHE READS
（新しく作成した LOB 列のロギングを指定する場合）

� ALTER TABLE ... modify_LOB_storage_clause ... modify_LOB_parameters 
...NOCACHE | CACHE READS（既存の LOB 列のロギングを変更する場合）

� ALTER TABLE ...MOVE

� ALTER TABLE ...（データ移動を伴うすべてのパーティション操作）

– ALTER TABLE ...ADD PARTITION（ハッシュ・パーティションのみ）

– ALTER TABLE ...MERGE PARTITIONS

– ALTER TABLE ...SPLIT PARTITION

– ALTER TABLE ...MOVE PARTITION

– ALTER TABLE ...MODIFY PARTITION ...ADD SUBPARTITION

– ALTER TABLE ...MODIFY PARTITION ...COALESCE  SUBPARTITION

� CREATE INDEX

� ALTER INDEX ...REBUILD

� ALTER INDEX ...REBUILD [SUB]PARTITION

� ALTER INDEX ...SPLIT PARTITION

LOB 以外のオブジェクト以外のオブジェクト以外のオブジェクト以外のオブジェクトの場合、この句を指定しないと、オブジェクトが存在する表領域のロ
ギング属性がオブジェクトのデフォルトのロギング属性になります。

LOB に対してこの句を省略した場合は、次のようになります。

� CACHEを指定した場合は、LOGGINGが使用されます（CACHE NOLOGGINGは指定できない
ため）。

� NOCACHEまたは CACHE READSを指定した場合は、表が存在する表領域の属性がデフォル
トのロギング属性として使用されます。

NOLOGGINGは、内部に（行データとともに表に）格納された LOB には適用されません。LOB
に対する NOLOGGINGを 4000 バイト未満の値に指定し、STORAGE IN ROWを使用禁止にしてい
なかった場合、NOLOGGINGの指定は無視され、LOB データは他の表データと同様に扱われま
す。
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parallel_clause 

用途用途用途用途

parallel_clauseを使用すると、データベース・オブジェクト作成のパラレル化、およびそ
の後のオブジェクトに対する問合せのデフォルトの並列度と、オブジェクトに対する DML 操
作の設定が可能になります。

parallel_clauseは次の文に指定できます。

� CREATE TABLE: 表のパラレル化を設定する場合（16-6 ページの「CREATE TABLE」を参
照）

� ALTER TABLE（12-2 ページの「ALTER TABLE」を参照）

– 表のパラレル化を変更する場合

– 表パーティションの追加、結合、交換、マージ、分割、切捨て、削除または移動の操
作をパラレル化する場合

� CREATE CLUSTERおよび ALTER CLUSTER: クラスタのパラレル化を設定または変更する場
合（14-2 ページの「CREATE CLUSTER」および 10-5 ページの「ALTER CLUSTER」を参
照）

� CREATE INDEX: 索引のパラレル化を設定する場合（14-50 ページの「CREATE INDEX」を
参照）

� ALTER INDEX（10-64 ページの「ALTER INDEX」を参照）

– 索引のパラレル化を変更する場合

– 索引の再構築または索引パーティションの分割をパラレル化する場合

� CREATE MATERIALIZED VIEW: マテリアライズド・ビューのパラレル化を設定する場合
（15-4 ページの「CREATE MATERIALIZED VIEW」を参照）

� ALTER MATERIALIZED VIEW（11-2 ページの「ALTER MATERIALIZED VIEW」を参照）

– マテリアライズド・ビューのパラレル化を変更する場合

– マテリアライズド・ビュー・パーティションの追加、結合、交換、マージ、分割、切
捨て、削除または移動の操作をパラレル化する場合

– マテリアライズド・ビュー・サブパーティションの追加または移動の操作をパラレル
化する場合

� CREATE MATERIALIZED VIEW LOG: マテリアライズド・ビュー・ログのパラレル化を設定
する場合（15-26 ページの「CREATE MATERIALIZED VIEW LOG」を参照）

� ALTER MATERIALIZED VIEW LOG（11-16 ページの「ALTER MATERIALIZED VIEW LOG」
を参照）

– マテリアライズド・ビュー・ログのパラレル化を変更する場合

– マテリアライズド・ビュー・ログ・パーティションの追加、結合、交換、マージ、分
割、切捨て、削除または移動の操作をパラレル化する場合

� ALTER DATABASE ... RECOVER: データベースをリカバリする場合（10-9 ページの「ALTER 
DATABASE」を参照）

� ALTER DATABASE ... standby_database_clauses: スタンバイ・データベースに対する
操作をパラレル化する場合（10-9 ページの「ALTER DATABASE」を参照）
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構文構文構文構文

parallel_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

この項では、parallel_clauseのセマンティクスについて説明します。詳細は、特定のデー
タベース・オブジェクトまたは操作に対してパラレル化を設定または再設定する SQL 文の説明
を参照してください。

NOPARALLEL NOPARALLELを指定すると、シリアル実行が行われます。これはデフォルト
です。

PARALLEL  並列度を選択する場合は、PARALLELを指定します。並列度とは、すべての関係
するインスタンスで使用可能な CPU の数に、初期化パラメータ
PARALLEL_THREADS_PER_CPUの値を掛けたものです。

PARALLEL integer integerには、パラレル操作で使用するパラレル・スレッド数である並並並並
列度列度列度列度を指定します。各パラレル・スレッドは、1、2 個のパラレル実行サーバーを使用します。
通常、 適な並列度が計算されるため、integerに値を指定する必要はありません。

parallel_clause の注意事項の注意事項の注意事項の注意事項 : parallel_clauseには、次の注意事項があります。

� トリガーまたは参照整合性制約を定義した表に対する DML 操作では、パラレル化を使用で
きません。

� 索引構成表での UPDATEまたは DELETE操作に対して、パラレル化はサポートされません。

� 表の作成中に parallel_clauseを指定する際に、表に LOB 型またはユーザー定義オブ
ジェクト型の列が含まれている場合、この LOB 型またはオブジェクト型の列を変更する後
続の INSERT、UPDATE、DELETEおよび MERGE操作は、通知なしにシリアル実行されま
す。ただし、後続の問合せはパラレルで実行されます。

� parallel_clauseの効果はパラレル・ヒントによって上書きされます。

� リモート・オブジェクトを参照する DML 文および CREATE TABLE ... AS SELECT文は、パ
ラレルで実行されます。ただし、リモート・オブジェクトはリモート・データベースにあ
る必要があります。参照は、ローカル・データベースにあるオブジェクトにループバック
できません。たとえば、ローカル・データベースのオブジェクトを指定するリモート・
データベースのシノニムから参照することはできません。

� LOB 列を含む表での DML 操作はパラレル化できます。ただし、パーティション内並列性
はサポートされていません。

注意注意注意注意 : parallel_clause構文は、以前のリリースの構文にかわるもの
です。以前のリリースの構文は下位互換用にサポートされていますが、動
作がわずかに異なることがあります。

参照参照参照参照 : パラレル化操作の詳細は、『Oracle Database データ・ウェアハウ
ス・ガイド』を参照してください。また 16-61 ページの「PARALLEL の
例 :」も参照してください。

NOPARALLEL

PARALLEL
integer
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physical_attributes_clause 

用途用途用途用途

physical_attributes_clauseを使用すると、PCTFREE、PCTUSEDおよび INITRANSパ
ラメータの値、および表、クラスタ、索引またはマテリアライズド・ビューの記憶特性を指定
できます。

physical_attributes_clauseは次の文に指定できます。

� CREATE CLUSTERおよび ALTER CLUSTER: クラスタおよびクラスタ内のすべての表の物理
属性を設定または変更する場合（14-2 ページの「CREATE CLUSTER」および 10-5 ページ
の「ALTER CLUSTER」を参照）

� CREATE TABLE: 表、表パーティション、オブジェクト表の OIDINDEXまたは索引構成表の
オーバーフロー・セグメントの物理属性を設定する場合（16-6 ページの「CREATE 
TABLE」を参照）

� ALTER TABLE: 表の物理属性、将来追加される表パーティションのデフォルトの物理属性、
または既存の表パーティションの物理属性を変更する場合（12-2 ページの「ALTER 
TABLE」を参照）。次の制限があります。

– 物理属性は、一時表には指定できません。

– 物理属性は、クラスタ化表には指定できません。クラスタ内の表はクラスタの物理属
性を継承します。

� CREATE INDEX: 索引または索引パーティションの物理属性を設定する場合（14-50 ページ
の「CREATE INDEX」を参照）

� ALTER INDEX: 索引の物理属性、将来追加される索引パーティションのデフォルトの物理
属性、または既存の索引パーティションの物理属性を変更する場合（10-64 ページの

「ALTER INDEX」を参照）

� CREATE MATERIALIZED VIEW: マテリアライズド・ビュー、そのパーティションの 1 つ、
またはマテリアライズド・ビューを保持するために生成される索引の物理属性を設定する
場合（15-4 ページの「CREATE MATERIALIZED VIEW」を参照）

� ALTER MATERIALIZED VIEW: マテリアライズド・ビューの物理属性、将来追加されるパー
ティションのデフォルトの物理属性、および既存のパーティション、またはマテリアライ
ズド・ビューを保持するために作成される索引の物理属性を変更する場合（11-2 ページの

「ALTER MATERIALIZED VIEW」を参照）

� CREATE MATERIALIZED VIEW LOGおよびALTER MATERIALIZED VIEW LOG: マテリアライ
ズド・ビュー・ログの物理属性を設定または変更する場合（15-26 ページの「CREATE 
MATERIALIZED VIEW LOG」および 11-16 ページの「ALTER MATERIALIZED VIEW 
LOG」を参照）

構文構文構文構文

physical_attributes_clause::=

（8-44 ページの storage_clause::= を参照）

PCTFREE integer

PCTUSED integer

INITRANS integer

storage_clause
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

この項では、physical_attributes_clauseのパラメータについて説明します。詳細は、
特定のデータベース・オブジェクトに対してこれらのパラメータを設定または再設定する SQL
文の説明を参照してください。

PCTFREE integer
データベース・オブジェクトの各データ・ブロック内で、オブジェクトの行を将来更新するた
めに確保しておく領域の割合を表す整数値を指定します。PCTFREEの値は、0 ～ 99 の値にす
る必要があります。値に 0 を指定した場合は、ブロック全体が一杯になるまで新しい行を挿入
できます。デフォルト値は 10 です。10 を指定した場合、既存の行に対して行われる更新用に
各ブロックの 10% が確保されるため、各ブロックでは 大 90% まで表に新しい行を挿入でき
ます。

PCTFREEは、表、パーティション、クラスタ、索引、マテリアライズド・ビューおよびマテリ
アライズド・ビュー・ログを作成および変更する文の中で同様に機能します。PCTFREEと
PCTUSEDの組合せによって、新しい行を既存のデータ・ブロックと新しいデータ・ブロックの
どちらに挿入するかが決まります。8-40 ページの「PCTFREE と PCTUSED の連携」を参照し
てください。

PCTFREE 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : 索引を変更する場合、このパラメータは、
modify_index_default_attrs句および split_partition_clauseにのみ指定できま
す。

PCTUSED integer
使用済領域のうち、データベース・オブジェクトのデータ・ブロックごとに確保される 小限
の割合を表す整数値を指定します。PCTUSEDは 0 ～ 99 までの正の整数で指定し、デフォルト
値は 40 です。

PCTUSEDは、表、パーティション、クラスタ、マテリアライズド・ビューおよびマテリアライ
ズド・ビュー・ログを作成および変更する文の中で同様に機能します。

PCTUSEDは、索引構成表には無効な表記憶特性です。

PCTFREEおよび PCTUSEDの合計は 100 以下である必要があります。PCTFREEと PCTUSEDを
ともに使用して、データベース・オブジェクト内の領域を効果的に利用できます。8-40 ページ
の「PCTFREE と PCTUSED の連携」を参照してください。

PCTUSED 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : PCTUSEDパラメータには、次の制限事項があります。

� このパラメータは、索引または索引構成表の索引セグメントには指定できません。

� このパラメータは、自動セグメント領域管理のオブジェクトに対しては有効ではなく、無
視されます。

PCTFREE とととと PCTUSED の連携の連携の連携の連携

新しく割り当てられたデータ・ブロックでは、挿入に使用できる領域は、ブロック・サイズか
らブロック・オーバーヘッドと空き領域（PCTFREE）の合計を引いたものになります。既存の
データを更新する場合は、ブロック内の任意の利用可能な領域を使用できます。このため、更
新によってブロックの利用可能な領域が PCTFREEより小さくなる可能性があります。

参照参照参照参照 : PCTUSEDおよび PCTFREEの各値によるパフォーマンスへの効果
については『Oracle Database パフォーマンス・チューニング・ガイド』
を参照してください。自動セグメント領域管理については 16-79 ページの

「CREATE TABLESPACE」の「segment_management_clause」を参照して
ください。
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データ・ブロックが PCTFREEによって決定された制限に達すると、そのブロックの割合
（パーセント）がパラメータ PCTUSEDを下回るまで、ブロックに新しい行は挿入はできないと

Oracle Database によって判断されます。この値になるまで、Oracle Database では、データ・
ブロックにすでに含まれている行の更新にのみデータ・ブロックの空き領域が使用されます。
ブロックは、使用済領域が PCTUSEDの値を下回ると、行挿入の対象となります。

INITRANS integer
データベース・オブジェクトに割り当てられた各データ・ブロックに割り当てられる、同時実
行トランザクション・エントリの初期数を指定します。この値の範囲は 1 ～ 255 で、デフォル
ト値は 1 ですが、次の例外があります。

� クラスタの INITRANSのデフォルト値は、クラスタが存在する表領域の INITRANSのデ
フォルト値と 2 のいずれか大きい方の値です。

� 索引のデフォルト値は 2 です。

通常、INITRANS値は、変更せずにデフォルトのまま使用してください。

ブロックを更新するトランザクションごとに、ブロックのトランザクション・エントリが必要
です。このパラメータを指定した場合、 小数の同時実行トランザクションでブロックを更新
することができます。さらに、トランザクション・エントリを動的に割り当てるときのオー
バーヘッドを回避できます。

INITRANSパラメータは、表、パーティション、クラスタ、索引、マテリアライズド・ビュー
およびマテリアライズド・ビュー・ログを作成および変更する文の中で同様に機能します。

MAXTRANS パラメータパラメータパラメータパラメータ

MAXTRANSは、セグメント内の各データ・ブロックで実行可能な同時実行更新トランザクショ
ンの 大数を決定する以前のリリースのパラメータです。このパラメータは現在非推奨になっ
ています。今回のリリースでは、Oracle は、ブロック内の未使用領域に応じて、任意のデー
タ・ブロックに対して 大 255 の同時実行更新トランザクションを自動的に許可します。

MAXTRANS値が設定された既存のオブジェクトは、その設定を保持します。ただし、
MAXTRANS値を変更しようとすると、新しい指定は無視され、エラーを戻さずに値は 255 に置
き換えられます。

storage_clause 
storage_clauseによって、表、オブジェクト表 OIDINDEX、パーティション、LOB デー
タ・セグメントまたは索引構成表のオーバーフロー・データ・セグメントの記憶特性を指定で
きます。この句は、大規模な表のパフォーマンスに影響します。記憶域は、追加領域の動的割
当てを 小限に抑えるように割り当てられます。詳細は、8-43 ページの「storage_clause」を参
照してください。

参照参照参照参照 : PCTUSEDおよび PCTFREEによる空きリストのセグメント領域管
理処理の詳細は、8-47 ページの「FREELISTS」を参照してください。
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size_clause  

用途用途用途用途

size_clauseを使用すると、すべての文にバイト、KB（K）、MB（M）、GB（G）、TB（T）、
PB（P）、EB（E）の各単位でバイト数を指定して、ディスク容量またはメモリー容量を設定で
きます。

構文構文構文構文

size_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

size_clauseを使用すると、バイト数を様々な単位で指定できます。単位の略語を指定しな
い場合、integerはバイト単位で解釈されます。

注意注意注意注意 : バイトのすべての単位が常に適切であるとはかぎりません。状況
依存の制限が適用されます。後者の場合、Oracle はエラー・メッセージを
発行します。

integer

K

M

G

T

P

E
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storage_clause 

用途用途用途用途

storage_clauseを使用すると、Oracle Database による永続的なデータベース・オブジェク
トの格納方法を指定できます。一時セグメントの記憶域パラメータでは、常に、関連付けられ
た表領域のデフォルトの記憶域パラメータが使用されます。記憶域パラメータは、データベー
スのデータへのアクセス時間およびデータベース内での領域の効率的な利用に影響します。

クラスタ、索引、マテリアライズド・ビュー、マテリアライズド・ビュー・ログ、ロールバッ
ク・セグメント、表、LOB、VARRAY、ネストした表またはパーティションを作成する場合、
これらのオブジェクトに割り当てられるセグメントに、記憶域パラメータの値を指定できます。
記憶域パラメータを指定しない場合、オブジェクトが存在する表領域に指定されている記憶域
パラメータの値が使用されます。表領域に対して値を指定しなかった場合、データベースに
よってデフォルト値が使用されます。

クラスタ、索引、マテリアライズド・ビュー、マテリアライズド・ビュー・ログ、ロールバッ
ク・セグメント、表、VARRAY、ネストした表またはパーティションを変更する場合、記憶域
パラメータの値を変更できます。この値の変更は、それ以降のエクステントの割当てにのみ影
響します。

storage_clauseは physical_attributes_clauseの一部であるため、この句は、物理
属性句を指定できる任意の文に指定できます（8-39 ページの「physical_attributes_clause」を
参照）。storage_clauseは次の文にも指定できます。

� CREATE CLUSTERおよび ALTER CLUSTER: クラスタおよびクラスタ内のすべての表クラスタおよびクラスタ内のすべての表クラスタおよびクラスタ内のすべての表クラスタおよびクラスタ内のすべての表の記憶
特性を設定または変更する場合（14-2 ページの「CREATE CLUSTER」および 10-5 ページ
の「ALTER CLUSTER」を参照）

� CREATE INDEXおよび ALTER INDEX: 表索引または索引パーティション表索引または索引パーティション表索引または索引パーティション表索引または索引パーティションに対して作成され
た索引セグメントまたは主キー制約または一意制約を適用するために使用される索引に対主キー制約または一意制約を適用するために使用される索引に対主キー制約または一意制約を適用するために使用される索引に対主キー制約または一意制約を適用するために使用される索引に対
して作成された索引セグメントして作成された索引セグメントして作成された索引セグメントして作成された索引セグメントの記憶特性を設定または変更する場合（14-50 ページの

「CREATE INDEX」および 10-64 ページの「ALTER INDEX」を参照）

� CREATE TABLEまたはALTER TABLEのENABLE ... USING INDEX句 : 主キー制約または一意主キー制約または一意主キー制約または一意主キー制約または一意
制約を適用するためにシステムによって作成された索引制約を適用するためにシステムによって作成された索引制約を適用するためにシステムによって作成された索引制約を適用するためにシステムによって作成された索引の記憶特性を設定または変更する
場合 

� CREATE MATERIALIZED VIEWおよび ALTER MATERIALIZED VIEW: マテリアライズド・マテリアライズド・マテリアライズド・マテリアライズド・
ビュー、そのパーティションのビュー、そのパーティションのビュー、そのパーティションのビュー、そのパーティションの 1 つ、またはマテリアライズド・ビューを保持するためにつ、またはマテリアライズド・ビューを保持するためにつ、またはマテリアライズド・ビューを保持するためにつ、またはマテリアライズド・ビューを保持するために
生成される索引生成される索引生成される索引生成される索引の記憶特性を設定または変更する場合（15-4 ページの「CREATE 
MATERIALIZED VIEW」および 11-2 ページの「ALTER MATERIALIZED VIEW」を参照）

� CREATE MATERIALIZED VIEW LOGおよびALTER MATERIALIZED VIEW LOG: マテリアライマテリアライマテリアライマテリアライ
ズド・ビュー・ログズド・ビュー・ログズド・ビュー・ログズド・ビュー・ログの記憶特性を設定または変更する場合（15-26 ページの「CREATE 
MATERIALIZED VIEW LOG」および 11-16 ページの「ALTER MATERIALIZED VIEW 
LOG」を参照）

� CREATE ROLLBACK SEGMENTおよび ALTER ROLLBACK SEGMENT: ロールバック・セグロールバック・セグロールバック・セグロールバック・セグ
メントメントメントメントの記憶特性を設定または変更する場合（15-59 ページの「CREATE ROLLBACK 
SEGMENT」および 11-36 ページの「ALTER ROLLBACK SEGMENT」を参照）

参照参照参照参照 : 記憶域パラメータの影響の詳細は、『Oracle Database ストレージ
管理者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : ローカル管理表領域内のオブジェクトへの記憶域パラメータの指
定は、下位互換性のためにサポートされています。ローカル管理表領域を
使用している場合、ローカル管理表領域にオブジェクトを作成する際にこ
れらの記憶域パラメータを省略できます。
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� CREATE TABLEおよび ALTER TABLE: クラスタ化されていない表またはそのパーティショ
ンまたはサブパーティションの 1 つの LOB またはまたはまたはまたは VARRAY データ・セグメントデータ・セグメントデータ・セグメントデータ・セグメント、または
ネストした表の記憶表ネストした表の記憶表ネストした表の記憶表ネストした表の記憶表の記憶特性を設定する場合（16-6 ページの「CREATE TABLE」およ
び 12-2 ページの「ALTER TABLE」を参照）

� CREATE TABLESPACEおよび ALTER TABLESPACE: 表領域に作成されたすべてのオブジェ表領域に作成されたすべてのオブジェ表領域に作成されたすべてのオブジェ表領域に作成されたすべてのオブジェ
クトクトクトクトに対するデフォルトの記憶特性を設定または変更する場合（16-71 ページの「CREATE 
TABLESPACE」および 12-82 ページの「ALTER TABLESPACE」を参照） 

表領域の記憶域パラメータに対する変更は、表領域に作成される新しいオブジェクトまた
はセグメントに割り当てられる新しいエクステントにのみ影響します。

� constraint: 制約の適用に使用される索引（パーティション索引の場合は索引のパーティ制約の適用に使用される索引（パーティション索引の場合は索引のパーティ制約の適用に使用される索引（パーティション索引の場合は索引のパーティ制約の適用に使用される索引（パーティション索引の場合は索引のパーティ
ション）ション）ション）ション）の記憶域を指定する場合（8-4 ページの「constraint」を参照）

前提条件前提条件前提条件前提条件

STORAGEパラメータの値を変更する場合は、適切な CREATE文または ALTER文を使用するた
めの権限が必要です。

構文構文構文構文

storage_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

maxsize_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

STORAGE (

INITIAL size_clause

NEXT size_clause

MINEXTENTS integer

MAXEXTENTS
integer

UNLIMITED

maxsize_clause

PCTINCREASE integer

FREELISTS integer

FREELIST GROUPS integer

OPTIMAL

size_clause

NULL

BUFFER_POOL

KEEP

RECYCLE

DEFAULT

ENCRYPT

)

MAXSIZE
UNLIMITED

size_clause
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

この項では、storage_clauseのパラメータについて説明します。詳細は、特定のデータベー
ス・オブジェクトに対してこれらの記憶域パラメータを設定または再設定する SQL 文の説明を
参照してください。

INITIAL
オブジェクトの第 1 エクステントのサイズを指定します。スキーマ・オブジェクトの作成時に、
このエクステントに領域が割り当てられます。この句の詳細は、8-42 ページの「size_clause」
を参照してください。

ローカル管理表領域では、INITIALの値は、MINEXTENTS、NEXTおよび PCTINCREASEの値
とともに、セグメントの初期サイズを決定するために使用されます。自動割当てエクステント
管理の場合、データベースによって、初期セグメント・サイズを構成するエクステントのサイ
ズが決定されます。均一エクステント管理の場合、エクステント数は、初期セグメント・サイ
ズと表領域作成時に指定された均一エクステント・サイズで決定されます。たとえば、エクス
テントが 1M の均一なローカル管理表領域の場合、INITIALの値を 5M に指定すると、1M の
エクステントが 5 つ作成されます。

ディクショナリ管理表領域では、デフォルトの初期エクステント・サイズは 5 ブロックであり、
後続のすべてのエクステントは 5 ブロックに丸められます。表領域作成時に MINIMUM EXTENT
が指定された場合、エクステント・サイズは MINIMUM EXTENTの値に丸められます。

INITIAL の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : ALTER文では、INITIALを指定できません。

NEXT
オブジェクトに割り当てる次のエクステント・サイズをバイト単位で指定します。この句の詳
細は、8-42 ページの「size_clause」を参照してください。

ローカル管理表領域では、表領域が自動割当てエクステント管理用に設定されている場合、
NEXTのサイズは Oracle によって決定されます。UNIFORM表領域では、NEXTのサイズは表領
域作成時に指定された均一エクステント・サイズです。

ディクショナリ管理表領域では、デフォルトのサイズは 5 データ・ブロックです。 小のサイ
ズは 1 データ・ブロックです。 大値は、ご使用のオペレーティング・システムによって異な
ります。5 データ・ブロックより小さい値が指定された場合、データ・ブロック・サイズの一
番近い倍数に丸められます。5 データ・ブロックを超える値の場合は、断片化を 小限に抑え
る値に切り上げられます。

注意注意注意注意 : ローカル管理表領域の場合、storage_clauseの解析方法は異な
ります。ローカル管理表領域の場合、Oracle Database では、オブジェク
トの 初の作成時に割り当てられるエクステント数を計算するために、
INITIAL、NEXT、PCTINCREASEおよび MINEXTENTSが使用されます。
オブジェクトの作成後、これらのパラメータは無視されます。詳細は、
16-71 ページの「CREATE TABLESPACE」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「表の記憶域属性の指定例」（8-49 ページ） 

参照参照参照参照 : 断片化の 小化の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参
照してください。
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PCTINCREASE
ローカル管理表領域では、初期セグメント・サイズを決定するためにセグメント作成時に
PCTINCREASE の値が使用され、その後の領域割当て時にはこのパラメータは無視されます。

ディクショナリ管理表領域では、3 番目以降の各エクステントが直前のエクステントに対して
増加する割合（パーセント）を指定します。デフォルト値は 50 です。この場合、3 番目以降の
エクステントは、それぞれその直前のエクステントより 50% ずつ大きくなります。 小値は
0 で、この場合、第 2 エクステント以降のエクステントのサイズはすべて同じになります。
大値は、ご使用のオペレーティング・システムによって異なります。計算された各エクステン
トのサイズは、データ・ブロック・サイズの一番近い倍数に丸められます。ALTER文に
PCTINCREASEパラメータの値を指定してこの値を変更すると、この変更した値と直前に割り
当てられたエクステントのサイズを使用して、次に割り当てるエクステントのサイズが計算さ
れます。

PCTINCREASE の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : ロールバック・セグメントに PCTINCREASEは指定できません。
ロールバック・セグメントでは、PCTINCREASEの値は常に 0（ゼロ）です。

MINEXTENTS
ローカル管理表領域では、初期セグメント・サイズを決定するために、MINEXTENTSの値が
PCTINCREASE、INITIALおよび NEXTの値とともに使用されます。

ディクショナリ管理表領域では、オブジェクトの作成時に割り当てられる合計エクステント数
を指定します。 小値（デフォルト）は 1 です。この場合、第 1 エクステントのみが割り当て
られます。ただし、ロールバック・セグメントの場合、 小値（デフォルト）は 2 です。 大
値は、ご使用のオペレーティング・システムによって異なります。

� ローカル管理表領域では、領域の初期割当て量を計算するために MINEXTENTSが使用され
ます。INITIAL× MINEXTENTSで算出されます。その後、この値は 1 に設定され、
DBA_SEGMENTSビューに反映されます。

� ディクショナリ管理表領域では、MINEXTENTSは単純に、セグメントに割り当てる必要が
あるエクステントの 小数です。

MINEXTENTSの値が 1 より大きい場合、INITIAL、NEXTおよび PCTINCREASE記憶域パラ
メータの値に基づいて、次のエクステントのサイズが計算されます。

ALTER文に MINEXTENTSの値を指定して変更する際は、現行の値より小さくすることはでき
ますが、大きくすることはできません。MINEXTENTSをより小さい値に再設定すると便利な場
合があります。たとえば、TRUNCATE ... DROP STORAGE文の前で、TRUNCATE操作の後もセグ
メントがエクステントの 小数を変更しない場合です。

MINEXTENTS の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : MINEXTENTS記憶域パラメータには、次の制限事項があります。

� MINEXTENTSは、表領域レベルでは適用できません。

� ALTER文の MINEXTENTSの値、またはローカル管理表領域に存在するオブジェクトに対す
る MINEXTENTSの値は変更できません。

MAXEXTENTS
この記憶域パラメータは、ディクショナリ管理表領域のオブジェクトに対してのみ有効です。
第 1 エクステントを含めて、Oracle がオブジェクトに割り当てることができるエクステントの
総数を指定します。 小値は 1 です（ 小値が常に 2 のロールバック・セグメントは除きま
す）。デフォルト値は、データ・ブロックのサイズによって異なります。

提案提案提案提案 : すべてのエクステントを同じサイズにする場合は、PCTINCREASE
の設定を 0（ゼロ）にして、SMONバックグラウンド・プロセスによるエ
クステントの結合を回避します。通常、設定は 0（ゼロ）にすることをお
薦めします。そうすることで、断片化を 小限に抑え、処理中に一時セグ
メントの極端な拡大化を防ぐことができます。
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MAXEXTENTS の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : MAXEXTENTSは、ローカル管理表領域に存在するオブジェクト
に対しては無視されます。

UNLIMITED 必要に応じてエクステントが自動的に割り当てられるようにする場合に、
UNLIMITEDを指定します。断片化を 小限に抑えるため、この設定をお薦めします。

ロールバック・セグメントにこの句は使用しないでください。この句をロールバック・セグメ
ントに使用すると、長時間実行される特殊な DML トランザクションによって、ディスクが一
杯になるまで新しいエクステントが作成され続ける可能性があります。

MAXSIZE
MAXSIZE句を使用すると、記憶域要素の 大サイズを指定できます。LOB 記憶域では、
MAXSIZEを使用すると、次のようになります。

� LOB_parametersに RETENTION MAXを指定すると、指定されたサイズに LOB セグメント
が拡張され、その後、UNDO 領域から任意の領域を再利用できます。

� LOB_parametersに RETENTION AUTO、MINまたは NONEを指定すると、指定されたサイ
ズは LOB セグメントのサイズの上限値となり、UNDO の保持においてその指定の影響は
ありません。

UNLIMITED 記憶域要素のディスク領域を制限しない場合は、UNLIMITED句を使用します。
この句は、LOB_parametersでの RETENTION MAXの指定と同時には指定できません。両方を
指定すると、RETENTION AUTOおよび MAXSIZE UNLIMITEDが使用されます。

FREELISTS
セグメントを手動で領域管理する表領域の場合、セグメント内の挿入ポイント数を増やして
OLTP システムの領域管理のパフォーマンスを向上させるために、FREELISTS記憶域パラメー
タが使用されます。セグメントを自動的に領域管理する表領域の場合、変化するワークロード
にデータベースが適応するため、このパラメータは無視されます。

セグメントを手動で領域管理する表領域の場合、表領域およびロールバック・セグメント以外
のオブジェクトに対して、表、パーティション、クラスタまたは索引の各空きリスト・グルー
プの空きリスト数を指定します。このパラメータの 小値（デフォルト）は 1 です。各空きリ
スト・グループには、空きリストが 1 つ割り当てられます。 大値は、データ・ブロックのサ
イズによって異なります。FREELISTSに指定した値が大きすぎた場合、 大値を示すエラーが
戻ります。

16-38 ページの「LOB_parameters」の SECUREFILEパラメータを指定している場合、この句は
無効です。SECUREFILEパラメータおよび FREELISTSの両方を指定した場合、FREELISTS
の指定は無視されます。

FREELISTS の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : 表領域またはロールバック・セグメントを作成または変更するとき
以外は、すべての文の storage_clauseに FREELISTSを指定できます。

FREELIST GROUPS
セグメントを手動で領域管理する表領域の場合、Oracle Real Application Clusters 環境でセグ
メント空き領域を静的にパーティション化するために、この記憶域パラメータの値が使用され
ます。このパーティション化によって、セグメント・メタデータがインスタンス間で転送され
なくなり、領域の割当ておよび割当て解除のパフォーマンスが向上します。セグメントを自動
的に領域管理する表領域の場合、インスタンス間ワークロードに Oracle が動的に適応するた
め、このパラメータは無視されます。

注意注意注意注意 : storage_clauseを指定せずに作成したロールバック・セグメン
トは、ロールバック・セグメントを作成した表領域の記憶域パラメータと
同じ設定になります。MAXEXTENTS UNLIMITEDを指定して表領域を作成
する場合、ロールバック・セグメントのデフォルトは同じ設定になりま
す。
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セグメントを手動で領域管理する表領域の場合、作成するデータベース・オブジェクトに対す
る空きリスト・グループ数を指定します。このパラメータの 小値（デフォルト）は 1 です。
Oracle は、Oracle Real Application Clusters（RAC）インスタンスのインスタンス番号を使用
して、各インスタンスを空きリスト・グループにマップします。

1 つの空きリスト・グループに、それぞれデータベース・ブロックを 1 つずつ使用します。
したがって、次のことがいえます。

� 各空きリスト・グループの 小値に、1 データ・ブロックを加えた値を格納できるだけの十
分な大きさの値を INITIALの値に指定していない場合、INITIALの値は必要な分だけ引
き上げられます。

� 均一なローカル管理表領域にオブジェクトを作成する場合、空きリスト・グループ数に適
応するだけの十分なエクステント・サイズがないと、作成操作は正常に実行されません。

16-38 ページの「LOB_parameters」の SECUREFILEパラメータを指定している場合、この句は
無効です。SECUREFILEパラメータおよび FREELIST GROUPSの両方を指定した場合、
FREELIST GROUPSの指定は無視されます。

FREELIST GROUPS の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : FREELIST GROUPSパラメータは、CREATE TABLE、
CREATE CLUSTER、CREATE MATERIALIZED VIEW、CREATE MATERIALIZED VIEW LOGおよ
び CREATE INDEX文でのみ指定できます。

BUFFER_POOL
BUFFER_POOL句では、スキーマ・オブジェクト用のデフォルトのバッファ・プール（キャッ
シュ）を定義します。オブジェクトのすべてのブロックは、指定されたキャッシュに格納され
ます。

� バッファ・プールがパーティション表またはパーティション索引用に定義されている場合
は、パーティションは、パーティション・レベル定義で変更されないかぎり、表定義また
は索引定義のバッファ・プールを継承します。

� 索引構成表の場合、索引セグメントおよびオーバーフロー・セグメントに対して個々に
バッファ・プールを指定できます。

BUFFER_POOL の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : BUFFER_POOLには、次の制限事項があります。

� この句は、クラスタ化表には指定できません。ただし、クラスタには指定できます。

� この句は、表領域またはロールバック・セグメントには指定できません。

KEEP KEEPを指定すると、ブロックがセグメントから KEEPバッファ・プールへ移されま
す。KEEPバッファ・プールに適切なサイズを維持すると、メモリーのスキーマ・オブジェクト
が保持され、I/O 操作を避けることができます。KEEPは、表、クラスタ、マテリアライズド・
ビューまたはマテリアライズド・ビュー・ログに指定する NOCACHE句より優先されます。

RECYCLE RECYCLEを指定すると、ブロックがセグメントから RECYCLEプールへ移されま
す。RECYCLEプールに適切なサイズを指定すると、不要なキャッシュ領域が利用されず、デ
フォルト・プールが RECYCLEプールであるオブジェクト数が削減されます。

DEFAULT デフォルトのバッファ・プールを識別する場合に、DEFAULTを指定します。これ
は、KEEPも RECYCLEも指定しないオブジェクトのデフォルトです。

OPTIMAL
OPTIMALキーワードは、ロールバック・セグメントのみに指定します。ロールバック・セグメ
ントの 適なサイズをバイト単位で指定します。この句の詳細は、8-42 ページの「size_clause」
を参照してください。

参照参照参照参照 : 複数のバッファ・プールの使用方法については、『Oracle Database
パフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。
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エクステントのデータがアクティブ・トランザクションで不要になった場合、Oracle は、その
エクステントの割当てを動的に解除することによって、指定されたロールバック・セグメント
のサイズを維持します。ロールバック・セグメントのサイズの合計を OPTIMAL値より小さく
せずに、できるだけ多くのエクステントの割当てを解除します。

OPTIMALには、MINEXTENTS、INITIAL、NEXTおよび PCTINCREASEパラメータで 初に割
り当てた領域より小さい値を指定できません。 大値は、ご使用のオペレーティング・システ
ムによって異なります。値は、データ・ブロック・サイズの一番近い倍数に丸められます。

NULL ロールバック・セグメントに対する 適なサイズがないことを示す場合に NULLを指定
します。これは、ロールバック・セグメントのエクステントの割当てが解除されないことを示
します。これはデフォルトの動作です。

ENCRYPT
この句は、表領域を作成する場合にのみ有効です。表領域全体を暗号化するには、ENCRYPTを
指定します。CREATE TABLESPACE文に ENCRYPTION句を指定する必要もあります。

例例例例

表の記憶域属性の指定例表の記憶域属性の指定例表の記憶域属性の指定例表の記憶域属性の指定例 次の文は、表の作成時に記憶域パラメータの値を指定します。

CREATE TABLE divisions 
    (div_no     NUMBER(2), 
     div_name   VARCHAR2(14), 
     location   VARCHAR2(13) ) 
     STORAGE  ( INITIAL 100K  NEXT     50K 
                MINEXTENTS 1  MAXEXTENTS 50  PCTINCREASE 5); 

STORAGEパラメータに指定した値に基づいて、次に示すとおり表に領域が割り当てられます。

� MINEXTENTSの値は 1 のため、表作成時にエクステントが 1 つ割り当てられます。

� INITIALの値は 100KB のため、第 1 エクステントのサイズは 100KB になります。

� 表データが第 1 エクステントを超えた場合、第 2 エクステントが割り当てられます。NEXT
の値が 50KB のため、第 2 エクステントのサイズは 50KB になります。

� 表データが増加して 初の 2 つのエクステントを超えた場合、第 3 エクステントが割り当て
られます。PCTINCREASEの値は 5 のため、第 3 エクステントの値は第 2 エクステントの
5% 増の 52.5KB になります。このとき、データ・ブロック・サイズが 2KB の場合は、値は
丸められて 52KB になります。

これ以降、表データの増加に応じて、直前に割り当てられたエクステントのサイズより 5%
大きいサイズのエクステントが割り当てられます。

� MAXEXTENTSの値は 50 のため、表に割り当てられるエクステントの 大数は 50 になりま
す。

参照参照参照参照 : 16-77 ページの「CREATE TABLESPACE」の「ENCRYPTION 句」
を参照してください。
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SQL 問合せおよび副問合せ問合せおよび副問合せ問合せおよび副問合せ問合せおよび副問合せ

この章では、SQL 問合せおよび副問合せについて説明します。

この章では、次の内容を説明します。

� 問合せおよび副問合せ

� 単純な問合せの作成

� 階層問合せ

� UNION [ALL]、INTERSECT および MINUS 演算子

� 問合せ結果のソート

� 結合

� 副問合せの使用方法

� ネストされた副問合せのネスト解除

� DUAL 表からの選択

� 分散問合せ
合せ 9-1



問合せおよび副問合せ
問合せおよび副問合せ問合せおよび副問合せ問合せおよび副問合せ問合せおよび副問合せ 
問合せ問合せ問合せ問合せとは、1 つ以上の表またはビューからデータを検索する操作のことです。このマニュア
ルでは、トップレベルの SELECT文を問合せ問合せ問合せ問合せといい、他の SQL 文の中でネストされた問合せを
副問合せ副問合せ副問合せ副問合せといいます。

この項では、問合せおよび副問合せの種類およびその使用方法について説明します。この章で
は、トップレベルの構文について説明します。すべての句のすべての構文およびこの文のセマ
ンティクスについては、19-4 ページの「SELECT」を参照してください。

select::=

subquery::=

query_block::=

単純な問合せの作成単純な問合せの作成単純な問合せの作成単純な問合せの作成 
SELECTキーワードの後、FROM句の前にある式のリストを、SELECT 構文のリスト構文のリスト構文のリスト構文のリストといいま
す。SELECT 構文のリストに、1 つ以上の表、ビューおよびマテリアライズド・ビューから
Oracle Database が戻す行に含まれる 1 つ以上の列を指定します。SELECT 構文のリストの要素
によって、列のデータ型、長さおよび数が決定されます。

複数の表に同じ名前の列がある場合、表の名前でその列名を修飾する必要があります。それ以
外の場合は、完全に修飾した列名はオプションとなります。ただし、明示的に表および列の参
照を修飾することをお薦めします。表および列名を完全に修飾することで、Oracle の作業が少
なくなります。

subquery_factoring_clause
subquery

for_update_clause
;

query_block

subquery

UNION
ALL

INTERSECT

MINUS

subquery

( subquery )

order_by_clause

SELECT
hint

DISTINCT

UNIQUE

ALL
select_list

FROM

table_reference

join_clause

( join_clause )

,

where_clause hierarchical_query_clause group_by_clause

HAVING condition model_clause
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階層問合せ
列の別名 c_aliasを使用して、SELECT 構文のリストの直前の式にラベルを付けると、列が新
しい見出し付きで表示されます。別名によって、問合せ中に SELECT 構文のリストの項目名を
効果的に変更できます。別名は ORDER BY句の中で使用できますが、問合せ内のその他の句に
は使用できません。

Oracle Database のオプティマイザに指示（ヒントヒントヒントヒント）を与えるために、SELECT文中でコメント
を使用できます。オプティマイザは、これらのヒントを使用して文の実行計画を選択します。
ヒントの詳細は、2-70 ページの「ヒントの使用方法」を参照してください。

階層問合せ階層問合せ階層問合せ階層問合せ 
表に階層データが含まれる場合、階層問合せ句を使用して階層順に行を選択することができま
す。

hierarchical_query_clause::=

START WITH句では、階層のルート行を指定します。

CONNECT BY句では、階層の親 / 子の行の関連を指定します。

� NOCYCLEパラメータは、データ内に CONNECT BYループが存在する場合でも問合せで行を
戻すように Oracle Database に指示します。このパラメータを CONNECT_BY_ISCYCLE疑
似列とともに使用すると、ループが含まれている行を確認できます。詳細は、3-2 ページの

「CONNECT_BY_ISCYCLE 疑似列」を参照してください。

� 階層問合せでは、condition内の 1 つの式を、親である行を参照するために PRIOR演算子
で修飾する必要があります。次に例を示します。

... PRIOR expr = expr
or
... expr = PRIOR expr

CONNECT BY conditionが複合条件の場合、1 つの条件のみに PRIOR演算子が必要です
（複数の PRIOR条件を使用することもできます）。たとえば、次のようになります。

CONNECT BY last_name != 'King' AND PRIOR employee_id = manager_id ...
CONNECT BY PRIOR employee_id = manager_id and 
           PRIOR account_mgr_id = customer_id ...

PRIORは単項演算子であり、単項算術演算子の + および - と同じ優先順位を持っていま
す。この演算子は、階層問合せ内でカレント行の親である行の直後にある式を評価します。

PRIORは、等価演算子を使用して列の値を比較する場合によく使用されます（PRIORキー
ワードは演算子のどちら側でもかまいません）。PRIORを指定すると、列の親である行の
値が使用されます。等号（=）以外の演算子は、理論上は CONNECT BY句に指定できます。
ただし、これらの他の演算子の組合せによっては、作成される条件は無限ループを発生さ
せる場合があります。この場合、実行時にループが検出され、エラーが戻されます。

CONNECT BY条件と PRIOR式は、いずれも相関関係のない副問合せの形式で指定できます。
ただし、CURRVALおよび NEXTVALは、無効な PRIOR式であるため、PRIOR式は順序を参照
できません。

CONNECT_BY_ROOT演算子を使用して SELECT 構文のリスト内の列を問い合せることによっ
て、階層問合せをさらに向上できます。この演算子は、親の行のみでなく、階層内のすべての
祖先の行を戻すことによって、階層問合せの CONNECT BY [PRIOR] 条件の機能を拡張します。

CONNECT BY
NOCYCLE

condition

AND
START WITH condition

START WITH condition CONNECT BY
NOCYCLE

condition

AND
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階層問合せ
Oracle は次のように階層問合せを処理します。

� 初に、結合（指定されている場合）が、FROM句で指定されているか、または WHERE句
述語で指定されているかが評価されます。

� CONNECT BY条件が評価されます。

� 残りの WHERE句述語が評価されます。

次に、Oracle はこれらの評価からの情報を使用して、次の手順で階層を形成します。

1. Oracle は、階層のルート行を選択します。これらの行は、START WITH条件を満たすもの
です。

2. Oracle は、各ルート行の子である行を選択します。子である各行は、1 つのルート行に関
して CONNECT BY条件を満たす必要があります。

3. Oracle は、子である行の連続生成を選択します。まず、手順 2 で戻された子である行を選
択し、その行にある子を選択します（以降同様に続きます）。現在の親である行に関する
CONNECT BY条件を評価することによって、常に子を選択します。

4. 問合せに結合を含まない WHERE句が含まれる場合、Oracle は、階層から WHERE句の条件
を満たさないすべての行を排除します。条件を満たさない子である行をすべて排除するの
ではなく、各行に関してこの条件をそれぞれ評価します。

5. Oracle は、図 9-1 に示す順序で行を戻します。この図では、親である行の下に子である行
が表示されます。階層ツリーの詳細は、3-3 ページの図 3-1「階層ツリー」を参照してくだ
さい。

図図図図 9-1 階層問合せ階層問合せ階層問合せ階層問合せ

親である行に対する子を検索するために、Oracle は、親である行の CONNECT BY条件の PRIOR
式、および各行の他の式を表の中で評価します。条件が TRUE となる行が、その親である行の
子です。CONNECT BY条件に、問合せによって選択された行をさらにフィルタ処理するための
他の条件を含めることができます。

CONNECT BY条件が階層のループになった場合、Oracle はエラーを戻します。1 つの行が別の
行の親（または親の親または祖先）および子（または子の子または子孫）の場合、ループが発
生します。

参照参照参照参照 : この演算子の詳細は、4-5 ページの「CONNECT_BY_ROOT」お
よび 9-5 ページの「階層問合せの例」を参照してください。

注意注意注意注意 : 階層問合せでは、ORDER BYまたは GROUP BYを指定しないでくだ
さい。指定すると、CONNECT BYの結果の階層順序が上書きされます。同
じ親の兄弟である行を順序付ける場合は、ORDER SIBLINGS BY句を使用
します。19-29 ページの「order_by_clause」を参照してください。

1

7

8

2 9

3 4 10 12

1165
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階層問合せ
階層問合せの例階層問合せの例階層問合せの例階層問合せの例

CONNECT BY 句の例句の例句の例句の例 次の階層問合せは、CONNECT BYを使用して従業員とマネージャの関
係を定義しています。

SELECT employee_id, last_name, manager_id
   FROM employees
   CONNECT BY PRIOR employee_id = manager_id;

EMPLOYEE_ID LAST_NAME                 MANAGER_ID
----------- ------------------------- ----------
        101 Kochhar                          100
        108 Greenberg                        101
        109 Faviet                           108
        110 Chen                             108
        111 Sciarra                          108
        112 Urman                            108
        113 Popp                             108
        200 Whalen                           101
        203 Mavris                           101
        204 Baer                             101
. . .

LEVEL の例の例の例の例 次の例は、前述の例と似ていますが、LEVEL疑似列を使用して、親および子で
ある行を表示しています。

SELECT employee_id, last_name, manager_id, LEVEL
   FROM employees
   CONNECT BY PRIOR employee_id = manager_id;

EMPLOYEE_ID LAST_NAME                 MANAGER_ID      LEVEL
----------- ------------------------- ---------- ----------
        101 Kochhar                          100          1
        108 Greenberg                        101          2
        109 Faviet                           108          3
        110 Chen                             108          3
        111 Sciarra                          108          3
        112 Urman                            108          3
        113 Popp                             108          3
        200 Whalen                           101          2
        203 Mavris                           101          2
        204 Baer                             101          2
        205 Higgins                          101          2
        206 Gietz                            205          3
        102 De Haan                          100          1
...

START WITH 句の例句の例句の例句の例 次の例は、START WITH句を追加して階層にルート行を指定し、
SIBLINGSキーワードを使用した ORDER BY句を追加して階層の順序を保持しています。

SELECT last_name, employee_id, manager_id, LEVEL
      FROM employees
      START WITH employee_id = 100
      CONNECT BY PRIOR employee_id = manager_id
      ORDER SIBLINGS BY last_name;

LAST_NAME                 EMPLOYEE_ID MANAGER_ID      LEVEL
------------------------- ----------- ---------- ----------
King                              100                     1
Cambrault                         148        100          2
Bates                             172        148          3
Bloom                             169        148          3
Fox                               170        148          3
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階層問合せ
Kumar                             173        148          3
Ozer                              168        148          3
Smith                             171        148          3
De Haan                           102        100          2
Hunold                            103        102          3
Austin                            105        103          4
Ernst                             104        103          4
Lorentz                           107        103          4
Pataballa                         106        103          4
Errazuriz                         147        100          2
Ande                              166        147          3
Banda                             167        147          3
...

hr.employees表で、Steven King は会社の 高責任者であるため、マネージャはいません。
彼の従業員には、部門 80 のマネージャである John Russell がいます。employees表を更新し
て Russell を King のマネージャとして設定する場合は、データ内にループを作成します。

UPDATE employees SET manager_id = 145
   WHERE employee_id = 100;

SELECT last_name "Employee", 
   LEVEL, SYS_CONNECT_BY_PATH(last_name, '/') "Path"
   FROM employees
   WHERE level <= 3 AND department_id = 80
   START WITH last_name = 'King'
   CONNECT BY PRIOR employee_id = manager_id AND LEVEL <= 4;

ERROR:
ORA-01436: CONNECT BY loop in user data

CONNECT BY条件に NOCYCLEパラメータを指定すると、Oracle はループでも行を戻します。
CONNECT_BY_ISCYCLE疑似列には、サイクルを含む行が表示されます。

SELECT last_name "Employee", CONNECT_BY_ISCYCLE "Cycle",
   LEVEL, SYS_CONNECT_BY_PATH(last_name, '/') "Path"
   FROM employees
   WHERE level <= 3 AND department_id = 80
   START WITH last_name = 'King'
   CONNECT BY NOCYCLE PRIOR employee_id = manager_id AND LEVEL <= 4
   ORDER BY "Employee", "Cycle", LEVEL, "Path";

Employee                       Cycle      LEVEL Path
------------------------- ---------- ---------- -------------------------
Abel                               0          3 /King/Zlotkey/Abel
Ande                               0          3 /King/Errazuriz/Ande
Banda                              0          3 /King/Errazuriz/Banda
Bates                              0          3 /King/Cambrault/Bates
Bernstein                          0          3 /King/Russell/Bernstein
Bloom                              0          3 /King/Cambrault/Bloom
Cambrault                          0          2 /King/Cambrault
Cambrault                          0          3 /King/Russell/Cambrault
Doran                              0          3 /King/Partners/Doran
Errazuriz                          0          2 /King/Errazuriz
Fox                                0          3 /King/Cambrault/Fox
...

CONNECT_BY_ROOT の例の例の例の例 次の例では、部門 110 の各従業員の名字、階層内で各従業員の上
位に位置するマネージャ、マネージャと従業員間のレベル数および両者間のパスを戻します。

SELECT last_name "Employee", CONNECT_BY_ROOT last_name "Manager",
   LEVEL-1 "Pathlen", SYS_CONNECT_BY_PATH(last_name, '/') "Path"
   FROM employees
   WHERE LEVEL > 1 and department_id = 110
9-6 Oracle Database SQL 言語リファレンス



UNION [ALL]、INTERSECT および MINUS 演算子
   CONNECT BY PRIOR employee_id = manager_id
   ORDER BY "Employee", "Manager", "Pathlen", "Path";

Employee        Manager            Pathlen Path
--------------- --------------- ---------- ------------------------------
Gietz           Higgins                  1 /Higgins/Gietz
Gietz           King                     3 /King/Kochhar/Higgins/Gietz
Gietz           Kochhar                  2 /Kochhar/Higgins/Gietz
Higgins         King                     2 /King/Kochhar/Higgins
Higgins         Kochhar                  1 /Kochhar/Higgins

次の例では、GROUP BY句を使用して、部門 110 の各従業員と階層内でその従業員の下位に位置
する従業員の合計の給与を戻します。

SELECT name, SUM(salary) "Total_Salary" FROM (
   SELECT CONNECT_BY_ROOT last_name as name, Salary
      FROM employees
      WHERE department_id = 110
      CONNECT BY PRIOR employee_id = manager_id)
      GROUP BY name
   ORDER BY name, "Total_Salary";

NAME                      Total_Salary
------------------------- ------------
Gietz                             8300
Higgins                          20300
King                             20300
Kochhar                          20300

UNION [ALL]、、、、INTERSECT およびおよびおよびおよび MINUS 演算子演算子演算子演算子
集合演算子 UNION、UNION ALL、INTERSECTおよび MINUSを使用して、複数の問合せを組み
合せることができます。集合演算子の優先順位はすべて同じです。SQL 文に複数の集合演算子
がある場合、カッコによって明示的に別の順序が指定されないかぎり、Oracle Database は左か
ら右の順に評価します。

複合問合せを構成する各問合せと、それに対応する SELECT 構文のリスト内の各式は、数値が
一致し、データ型グループ（数値や文字など）が同じである必要があります。

集合演算子によって結合された 2 つの問合せが文字データを選択する場合、戻される値のデー
タ型は次のようにして決定されます。

� 両方の問合せが同じ長さの CHARデータ型の値を選択する場合、戻される値のデータ型は
その長さの CHARになります。両方の問合せが異なる長さの CHARデータ型の値を選択す
る場合、戻される値は、長い方の CHAR値の長さを使用した VARCHAR2になります。

� 問合せのどちらか一方または両方が、VARCHAR2データ型の値を選択する場合、戻される
値のデータ型は VARCHAR2になります。

参照参照参照参照 :

� 階層問合せでのこれらの疑似列の処理方法については、3-3 ページの
「LEVEL 疑似列」および 3-2 ページの「CONNECT_BY_ISCYCLE 疑
似列」を参照してください。

� ルートからノードへの列の値のパスの検索については、5-184 ページ
の「SYS_CONNECT_BY_PATH」を参照してください。

� ORDER BY句の SIBLINGSキーワードについては、19-29 ページの
「order_by_clause」を参照してください。
SQL 問合せおよび副問合せ 9-7



UNION [ALL]、INTERSECT および MINUS 演算子
集合演算子によって結合された 2 つの問合せが数値データを選択する場合、戻される値のデー
タ型は数値の優先順位によって決定されます。

� すべての問合せが BINARY_DOUBLE型の値を選択する場合、戻される値のデータ型は
BINARY_DOUBLEになります。

� いずれの問合せも BINARY_DOUBLE型の値を選択せず、BINARY_FLOAT型の値を選択する
場合、戻される値のデータ型は BINARY_FLOATになります。

� すべての問合せが NUMBER型の値を選択する場合、戻される値のデータ型は NUMBERにな
ります。

集合演算子を使用する問合せでは、データ型グループ間の暗黙的な変換は行われません。その
ため、複合問合せの対応する式が文字データと数値データの両方になる場合は、エラーが戻さ
れます。

例例例例 次の問合せは有効です。

SELECT 3 FROM DUAL
   INTERSECT
SELECT 3f FROM DUAL;

この問合せは、次の複合問合せに暗黙的に変換されます。

SELECT TO_BINARY_FLOAT(3) FROM DUAL
   INTERSECT
SELECT 3f FROM DUAL;

次の問合せはエラーを戻します。

SELECT '3' FROM DUAL
   INTERSECT
SELECT 3f FROM DUAL;

集合演算子の制限事項集合演算子の制限事項集合演算子の制限事項集合演算子の制限事項 : 集合演算子には、次の制限事項があります。

� 集合演算子は、データ型が BLOB、CLOB、BFILE、VARRAYまたはネストした表である列に
対しては無効になります。

� UNION、INTERSECTおよび MINUS演算子は、LONG列に対しては無効になります。

� 集合演算子の前の SELECT 構文のリストに式が含まれている場合、order_by_clauseで
その式を参照するには、式に列の別名を指定する必要があります。

� for_update_clauseは、集合演算子とともに指定できません。

� これらの演算子の副問合せには、order_by_clauseを指定できません。

� TABLEコレクション式を含む SELECT文では、これらの演算子を使用できません。

参照参照参照参照 : 暗黙的な変換の詳細は、2-40 ページの表 2-10「暗黙的な型変換の
マトリックス」を参照してください。数値の優先順位の詳細は、2-15 ペー
ジの「数値の優先順位」を参照してください。

注意注意注意注意 : SQL 規格に準拠するために、Oracle の今後のリリースでは、他の
集合演算子より優先順位の高い INTERSECT演算子が提供されます。した
がって、INTERSECT演算子と他の集合演算子を使用する問合せでは、
カッコを使用して評価順序を指定してください。
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UNION [ALL]、INTERSECT および MINUS 演算子
UNION の例の例の例の例 次の文は、UNION演算子によって 2 つの問合せの結果を結合しています。結果
に重複行は含まれません。次の文は、他の表に存在していない列がある場合に、（TO_CHAR
ファンクションを使用して）データ型を一致させる必要があることを示しています。

SELECT location_id, department_name "Department", 
   TO_CHAR(NULL) "Warehouse"  FROM departments
   UNION
   SELECT location_id, TO_CHAR(NULL) "Department", warehouse_name 
   FROM warehouses;

LOCATION_ID Department                     Warehouse
----------- ------------------------------ ---------------------------
       1400 IT
       1400                                Southlake, Texas
       1500 Shipping
       1500                                San Francisco
       1600                                New Jersey
       1700 Accounting
       1700 Administration
       1700 Benefits
       1700 Construction
       1700 Contracting
       1700 Control And Credit
...

UNION ALL の例の例の例の例 UNION ALL演算子がすべての行を戻すのに対して、UNION演算子は重複し
ない行のみを戻します。UNION ALL演算子は、重複行も対象に含めます。

SELECT product_id FROM order_items
UNION
SELECT product_id FROM inventories
ORDER BY product_id;

SELECT location_id  FROM locations 
UNION ALL 
SELECT location_id  FROM departments
ORDER BY location_id;

問合せで複数回戻される location_id値（1700など）は、UNION演算子では 1 回のみ戻さ
れますが、UNION ALL演算子では複数回戻されています。

INTERSECT の例の例の例の例 次の文は、INTERSECT演算子によって 2 つの結果を結合しています。この
場合、両方の問合せによって共通に戻される一意の行のみが戻されます。

SELECT product_id FROM inventories
INTERSECT
SELECT product_id FROM order_items
ORDER BY product_id;

MINUS の例の例の例の例 次の文は、MINUS演算子を使用して 2 つの結果を結合します。この場合、 初
の問合せでは戻されるが、2 番目の問合せでは戻されない一意の行のみが戻されます。

SELECT product_id FROM inventories
MINUS
SELECT product_id FROM order_items
ORDER BY product_id;
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問合せ結果のソート
問合せ結果のソート問合せ結果のソート問合せ結果のソート問合せ結果のソート 
ORDER BY句を使用して、問合せによって選択された行を順序付けます。位置のソートは次の
ような場合に有効です。

� 長い SELECT 構文のリストの式によって順序付けるためには、全体の式を複製するのでは
なく、ORDER BY句でその位置を指定することができます。

� 集合演算子 UNION、INTERSECT、MINUSまたは UNION ALLを含む複合問合せでは、
ORDER BY句に明示的な式ではなく、位置または別名を指定する必要があります。また
ORDER BY句は、 後のコンポーネントの問合せにのみ使用できます。ORDER BY句は、複
合問合せ全体によって戻されたすべての行を順序付けます。

ORDER BY句による値のソートは、NLS_SORT初期化パラメータによって明示的に指定するか、
NLS_LANGUAGE初期化パラメータによって暗黙的に指定します。ALTER SESSION文を使用す
ると、ソート方法を 1 つの言語ソート基準から別の言語ソート基準に動的に変更できます。

結合結合結合結合 
結合結合結合結合とは、2 つ以上の表、ビューまたはマテリアライズド・ビューの行を結合する問合せです。
複数の表が問合せの FROM句に指定される場合、Oracle Database は結合を実行します。問合せ
の SELECT 構文のリストは、これらの表のいずれかの任意の列を選択することができます。
これらの表のいずれか 2 つに共通の列名を持つものがある場合、問合せの間、これらの列に対
してすべての参照を明確にするために表の名前を付けて修飾する必要があります。

結合条件結合条件結合条件結合条件 
ほとんどの結合問合せには、FROM句または WHERE句のいずれかに 1 つ以上の結合条件結合条件結合条件結合条件が含ま
れます。結合条件によって、異なる表から 2 つの列が比較されます。結合を実行するために、
Oracle Database は各表に 1 つずつ含まれている列を結合し、結合条件が TRUEになるようにし
ます。結合条件の列を SELECT 構文のリストに表示する必要はありません。

3 つ以上の表を結合するために、Oracle はまず列を比較する結合条件に基づいて 2 つの表を結
合し、結合された表と新規の表の列を含む結合条件に基づいて、さらにもう 1 つの表を結合し
ます。すべての表が結果に結合されるまで、このプロセスを継続します。オプティマイザは、
Oracle が結合条件に基づいて表を結合する順序、表の索引、および任意の使用可能な表の統計
を決定します。

結合条件を含む IA WHERE句には、1 つの表のみの列を参照する別の条件も含めることができま
す。これらの条件は、結合問合せによって戻された列をさらに制限することができます。

等価結合等価結合等価結合等価結合 
等価結合等価結合等価結合等価結合とは、等価演算子を含む結合条件での結合のことです。等価結合は、指定した列に同
等の値を持つ行を結合します。オプティマイザが結合の実行を選択する内部アルゴリズムに
よって、1 つの表の等価結合条件における列の合計サイズは、データ・ブロックのサイズ以下
に制限される可能性があります。データ・ブロックのサイズは、初期化パラメータ
DB_BLOCK_SIZEによって指定されます。

参照参照参照参照 : NLS パラメータの詳細は、5-109 ページの「NLSSORT」および
『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照して
ください。

注意注意注意注意 : 結合条件を含む WHERE句には、LOB 列を指定できません。WHERE
句での LOB の使用については、他にも制限事項があります。詳細は、

『Oracle Database SecureFiles およびラージ・オブジェクト開発者ガイド』
を参照してください。

参照参照参照参照 : 「結合問合せの使用例 :」（19-40 ページ）
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結合
自己結合自己結合自己結合自己結合 
自己結合自己結合自己結合自己結合とは、自己の表結合のことです。この表は FROM句に 2 回指定され、結合条件の列名
を修飾する表の別名が続きます。自己結合を実行するために、Oracle Database は結合条件を満
たす表の行を結合して戻します。

デカルト積デカルト積デカルト積デカルト積 
結合問合せの 2 つの表に結合条件がない場合、Oracle Database はデカルト積デカルト積デカルト積デカルト積を戻します。この
場合、1 つの表の各行が別の表の各行に結合されます。デカルト積は常に多数の行を生成する
ため、有効ではありません。たとえば、それぞれが 100 行を持つ 2 つの表のデカルト積は
10,000 行を生成します。特にデカルト積を必要としないかぎり、必ず結合条件を指定してくだ
さい。問合せが 3 つ以上の表を結合し、特定の組に対して結合条件を指定しない場合、オプ
ティマイザは、中間のデカルト積を生成しないように結合順序を選択する可能性があります。

内部結合内部結合内部結合内部結合 
内部結合内部結合内部結合内部結合（単純結合単純結合単純結合単純結合）とは、結合条件を満たす行のみを戻す、複数の表の結合です。

外部結合外部結合外部結合外部結合 
外部結合外部結合外部結合外部結合は、単純結合の結果を拡張します。外部結合は、結合条件を満たすすべての行と、結
合条件を満たす行を除いた、一方の表のすべての行を戻します。

� 表 A および B の外部結合を行い、すべての行を A から戻す問合せ（左側外部結合左側外部結合左側外部結合左側外部結合）を記述
するには、FROM句で LEFT [OUTER] JOIN構文を使用するか、WHERE句の結合条件で外部
結合演算子（+）を B のすべての列に適用します。B に一致する行のない A のすべての行
に関して、Oracle Database は、B の列を含む任意の SELECT 構文のリストの式に NULL
を戻します。

� 表 A および B の外部結合を行い、すべての行を B から戻す問合せ（右側外部結合右側外部結合右側外部結合右側外部結合）を記述
するには、FROM句で RIGHT [OUTER] JOIN構文を使用するか、WHERE句の結合条件で外
部結合演算子（+）を A のすべての列に適用します。A に一致する行のない B のすべての
行に関して、Oracle は、A の列を含む任意の SELECT 構文のリストの式に NULL を戻し
ます。

� 外部結合を行い、結合条件を満たさない場合にすべての行を A および B から NULL で拡張
して戻す問合せ（完全外部結合完全外部結合完全外部結合完全外部結合）を記述するには、FROM句で FULL [OUTER] JOIN構文を
使用します。

指定する書式にかかわらず、外部結合の WHERE句の副問合せでは列を比較できません。

外部結合を使用すると、疎データ内の欠損を補完できます。このような結合はパーティション
化された外部結合と呼ばれ、join_clause構文の query_partition_clauseを使用して形
成されます。疎データとは、時刻や部門などのディメンションの一部の値に対する行を持たな
いデータです。たとえば、販売データの表には通常、売上のない任意の日付の製品に対する行
は存在しません。データの欠損の補完は、データの欠損によって分析計算が複雑になる場合や、
疎データを直接問い合せた場合に一部のデータを見逃す可能性がある際に役立ちます。

参照参照参照参照 : 「自己結合の使用例 :」（19-41 ページ）

参照参照参照参照 :

� 外部結合を使用した疎データの欠損の補完方法の詳細は、19-20 ペー
ジの「join_clause」を参照してください。

� グループ外部結合および疎データの欠損補完の詳細は、『Oracle 
Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。
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結合
Oracle の結合演算子よりも、FROM句の OUTER JOIN構文を使用することをお薦めします。
Oracle の結合演算子（+）を使用した外部結合問合せには、次の規則と制限事項があります

（これらの規則や制限事項は、FROM句の OUTER JOIN構文にはありません）。

� FROM句の結合構文を含む問合せブロックには結合演算子（+）を指定できません。

� 結合演算子（+）は、WHERE句または FROM句の左相関のコンテキスト（TABLE句を指定す
る場合）にのみ指定でき、表またはビューの列にのみ適用されます。

� A および B が複数の結合条件によって結合される場合、これらの条件のすべてにおいて結
合演算子（+）を使用する必要があります。使用しない場合、Oracle Database は単純結合
の結果である行のみを戻しますが、外部結合の結果がないことを示す警告やエラーは出力
しません。

� ある表を外部問合せに指定して別の表を内部問合せに指定した場合、結合演算子（+）は外
部結合を生成しません。

� 自己結合が有効であっても、結合演算子（+）を使用して表を自己に外部結合することはで
きません。たとえば、次の文は無効です。

-- The following statement is not valid:
SELECT employee_id, manager_id 
   FROM employees
   WHERE employees.manager_id(+) = employees.employee_id;

ただし、次の自己結合は有効です。

SELECT e1.employee_id, e1.manager_id, e2.employee_id
   FROM employees e1, employees e2
   WHERE e1.manager_id(+) = e2.employee_id
   ORDER BY e1.employee_id, e1.manager_id, e2.employee_id;

� 結合演算子（+）は任意の式ではなく、列にのみ適用することができます。ただし、任意の
式には結合演算子（+）でマークされた 1 つ以上の列を含めることができます。

� 結合演算子（+）を含む WHERE条件は、OR論理演算子を使用する他の条件と結合できませ
ん。

� WHERE条件は、IN比較条件を使用して、結合演算子（+）でマークされた列を式と比較で
きません。

WHERE句に表 B の列と定数を比較する条件が含まれる場合、Oracle がこの列に対して NULL
を生成する表 A の列を戻すように、結合演算子（+）をこの列に適用する必要があります。そ
れ以外の場合、Oracle は単純結合の結果のみを戻します。

2 組以上の表の外部結合を行う問合せにおいて、単一表は他の 1 つの表のみに対して NULL 生
成された表になることができます。そのため、A と B の結合条件および B と C の結合条件にお
ける B の列に、結合演算子（+）を適用することはできません。外部結合の構文については、
19-4 ページの「SELECT」を参照してください。

アンチ結合アンチ結合アンチ結合アンチ結合 
アンチ結合は、述語の右側に対応する行を持たない述語の左側の行を戻します。この結合は、
右側の副問合せに一致しない（NOT IN）行を戻します。

参照参照参照参照 : 「アンチ結合の使用例 :」（19-44 ページ）
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副問合せの使用方法
セミ結合セミ結合セミ結合セミ結合 
セミ結合は、述語の右側の複数の行が副問合せの条件を満たす場合に、述語の左側から行を重
複させずに EXISTS副問合せに一致する行を戻します。

副問合せが WHERE句の ORブランチに指定されている場合、セミ結合およびアンチ結合変換は
実行できません。

副問合せの使用方法副問合せの使用方法副問合せの使用方法副問合せの使用方法 
副問合せ副問合せ副問合せ副問合せは、複数部分の問合せに応答します。たとえば、Taylor の部門で働いている人を判断
するには、まず Taylor が働く部門を判断する副問合せを使用できます。その後、親 SELECT文
で元の問合せに応答することができます。SELECT文の FROM句の副問合せは、インライン・インライン・インライン・インライン・
ビュービュービュービューとも呼ばれます。任意の数の副問合せをインライン・ビュー内にネストできます。また、
SELECT文の WHERE句の副問合せは、ネストした副問合せネストした副問合せネストした副問合せネストした副問合せとも呼ばれます。ネストした副問合
せには、 大 255 レベルの副問合せをネストできます。

副問合せは、別の副問合せを含むことができます。トップレベル問合せの FROM句内の副問合
せレベルの数には、制限がありません。WHERE句には、 大 255 レベルの副問合せをネストで
きます。

副問合せにある列が、含まれる文の列と同じ名前を持つ場合、含まれる文の表の列に表名また
は別名で参照の接頭辞を付ける必要があります。文をさらに読みやすくするには、常に、表、
ビューまたはマテリアライズド・ビューの名前または別名で副問合せの列を修飾します。

ネストした副問合せが、その副問合せから任意のレベル上位の親である文で参照する表の列を
参照する場合、Oracle は相関副問合せ相関副問合せ相関副問合せ相関副問合せを行います。親である文は、副問合せがネストしている
SELECT、UPDATEまたは DELETE文のいずれかです。相関副問合せは、親である文によって処
理された各行を 1 回評価します。Oracle は、副問合せで指定された表内を検索した後、親であ
る文で指定された表内を検索することによって、副問合せ内の未修飾列を解決します。

相関副問合せは、応答が親である文によって処理された各列の値に依存する複数部分の問合せ
に応答します。たとえば、相関副問合せを使用して、部門内で給与が平均給与以上の従業員を
判断することができます。この場合、相関副問合せは独自で各部門の平均給与を計算します。

副問合せは、次の用途に使用します。

� INSERTまたは CREATE TABLE文のターゲット表に挿入する一連の行を定義します。

� CREATE VIEWまたは CREATE MATERIALIZED VIEW文のビューまたはマテリアライズド・
ビューに含める一連の行を定義します。

� UPDATE文の既存の行に割り当てる 1 つ以上の値を定義します。

� SELECT、UPDATEおよび DELETE文の WHERE句、HAVING句または START WITH句におけ
る条件に対する値を定義します。

� 含まれる問合せによって操作される表を定義します。

表名を指定する場合と同様に、問合せを含む FROM句に副問合せを指定することによって
これらのことを行います。INSERT、UPDATEおよび DELETE文においても、このようにし
て表のかわりに副問合せを使用することができます。

このように使用された副問合せには、相関変数を指定できますが、外部参照ではなく、
その副問合せ内に定義された相関変数のみを指定できます。詳細は、19-18 ページの

「table_collection_expression」を参照してください。

1 つの行から 1 つの列の値を戻すスカラー副問合せは、有効な書式の式です。構文で expr
をコールするほとんどの場合に、スカラー副問合せ式を使用できます。詳細は、6-14 ペー
ジの「スカラー副問合せ式」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「セミ結合の使用例 :」（19-44 ページ）

参照参照参照参照 : 「相関副問合せの使用例 :」（19-47 ページ）
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ネストされた副問合せのネスト解除
ネストされた副問合せのネスト解除ネストされた副問合せのネスト解除ネストされた副問合せのネスト解除ネストされた副問合せのネスト解除 
副問合せは、親である文の WHERE句内にあるときはネストネストネストネストされています。ネストされた副問合
せを持つ文を評価する場合、Oracle Database は、副問合せ部分を複数回評価する必要があり、
効果的なアクセス・パスまたは結合を見逃してしまう可能性があります。

副問合せのネスト解除副問合せのネスト解除副問合せのネスト解除副問合せのネスト解除によって、副問合せの本体がネスト解除され、その副問合せを含む文の
本体に結合されます。これによって、アクセス・パスおよび結合の評価時に、オプティマイザ
が副問合せと文を 1 つのものと判断します。オプティマイザは、ほぼすべての副問合せをネス
ト解除できますが、いくつか例外があります。これらの例外としては、階層副問合せ、および
ROWNUM疑似列、集合演算子の 1 つ、ネストした集計ファンクション、副問合せの直接的な外
部問合せブロックではない問合せブロックへの相関参照を含む副問合せなどがあります。

制約がない場合、オプティマイザは、次のネストされた副問合せを自動的にネスト解除します
（ただし、ネスト解除しない場合もあります）。

� 相関関係のない IN副問合せ

� INおよび EXISTS相関副問合せ（集計ファンクションまたは GROUP BY句を含まない場合）

ネスト解除された拡張副問合せネスト解除された拡張副問合せネスト解除された拡張副問合せネスト解除された拡張副問合せを行うには、次のタイプの副問合せをネスト解除するようにオ
プティマイザに指示します。

� 副問合せに HASH_AJまたは MERGE_AJヒントを指定して、NOT IN副問合せをネスト解除
します。

� 副問合せに UNNESTヒントを指定して、その他の副問合せをネスト解除します。

DUAL 表からの選択表からの選択表からの選択表からの選択
DUALは、データ・ディクショナリとともに Oracle Database によって自動的に作成された表で
す。DUALは、ユーザー SYSのスキーマにありますが、すべてのユーザーが DUALという名前
でアクセスすることができます。DUAL は、VARCHAR2(1)として定義されている DUMMY列を
持ち、「X」値を持つ行を含みます。DUAL表から選択することは、定数式を SELECT文で計算
する場合に便利です。DUALには 1 行以外存在しないため、定数は 1 回のみ戻されます。一方
で、任意の表から定数、疑似列または式を選択できますが、値は表の行の数のみ戻されます。
DUALから定数値を選択する例は、5-2 ページの「SQL ファンクション」を参照してください。

分散問合せ分散問合せ分散問合せ分散問合せ 
Oracle 分散データベース管理システム・アーキテクチャによって、Oracle Net および Oracle 
Database サーバーを使用するリモート・データベースにアクセスできます。名前の 後に
@dblinkを追加して、リモート表、ビューまたはマテリアライズド・ビューを識別できます。
dblinkは、リモート表、ビューまたはマテリアライズド・ビューを含むデータベースへの
データベース・リンクの完全な名前または部分的な名前である必要があります。

参照参照参照参照 :  ヒントの詳細は、2-70 ページの「ヒントの使用方法」を参照して
ください。

参照参照参照参照 :

� データベース・リンクの参照方法の詳細は、2-104 ページの「リモー
ト・データベース内のオブジェクトの参照」を参照してください。

� リモート・データベースへのアクセスについては、『Oracle Database 
Net Services 管理者ガイド』を参照してください。
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分散問合せ
分散問合せの制限事項分散問合せの制限事項分散問合せの制限事項分散問合せの制限事項 : 現在、分散問合せには、FOR UPDATE句によってロックされたすべて
の表、および問合せによって選択された LONG列を持つすべての表が、同じデータベース上に
位置している必要があるという制限があります。たとえば、次の文は、remoteデータベース
の print_media表から press_release（LONG値）を選択し、localデータベースの
print_media表をロックするため、エラーになります。

SELECT r.product_id, l.ad_id, r.press_release 
   FROM pm.print_media@remote r, pm.print_media l
   FOR UPDATE OF l.ad_id;

また、Oracle Database は現在、リモート表にあるユーザー定義型またはオブジェクト REFの
データ型を選択する分散問合せをサポートしていません。
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SQL 文 : ALTER CLUSTER ～
10

SQL 文文文文 :

ALTER CLUSTER ～～～～ ALTER JAVA

この章では、様々な SQL 文についてアルファベット順に説明します。その他の SQL 文につい
ては、第 11 章～第 19 章を参照してください。

この章では、次の内容を説明します。

� 様々な種類の SQL 文

� SQL 文に関する章の構成

� ALTER CLUSTER

� ALTER DATABASE

� ALTER DIMENSION

� ALTER DISKGROUP

� ALTER FLASHBACK ARCHIVE

� ALTER FUNCTION

� ALTER INDEX

� ALTER INDEXTYPE

� ALTER JAVA
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様々な種類の SQL 文
様々な種類の様々な種類の様々な種類の様々な種類の SQL 文文文文
次の項にあるリストは、SQL 文の機能の概要について、次のカテゴリに分類して説明していま
す。

� データ定義言語（DDL）文

� データ操作言語（DML）文

� トランザクション制御文

� セッション制御文

� システム制御文

� 埋込み SQL 文

データ定義言語（データ定義言語（データ定義言語（データ定義言語（DDL）文）文）文）文 
データ定義言語（DDL）文によって、次のタスクを実行できます。

� スキーマ・オブジェクトの作成、変更および削除

� 権限およびロールの付与および取消し

� 表、索引またはクラスタ上の情報の分析

� 監査オプションの構築

� データ・ディクショナリへのコメントの追加

CREATE、ALTERおよび DROPコマンドは、特定のオブジェクトに対して排他的アクセスを必
要とします。たとえば、別のユーザーが特定の表でトランザクションをオープンしている場合、
ALTER TABLE文は実行できません。

GRANT、REVOKE、ANALYZE、AUDITおよび COMMENTコマンドは、特定のオブジェクトに対
する排他的アクセスを必要としません。たとえば、他のユーザーが表を更新しているときでも、
その表を分析できます。

Oracle Database は、暗黙的にすべての DDL 文の前後で現在のトランザクションをコミットし
ます。

DDL 文の多くは、Oracle Database にスキーマ・オブジェクトを再コンパイルまたは再認可さ
せることができます。Oracle Database がスキーマ・オブジェクトを再コンパイルまたは再認可
する方法、および DDL 文によってそれを実行する環境については、『Oracle Database 概要』を
参照してください。

DDL 文は、DBMS_SQLパッケージを使用した PL/SQL によってサポートされます。

次に、DDL 文を示します。

ALTER （ALTER SESSIONおよび ALTER SYSTEMを除く ALTERで始まるすべての文。10-3
ページの「セッション制御文」および 10-3 ページの「システム制御文」を参照）
ANALYZE
ASSOCIATE STATISTICS
AUDIT
COMMENT
CREATE（CREATEで始まるすべての文）
DISASSOCIATE STATISTICS
DROP（DROPで始まるすべての文）
FLASHBACK（FLASHBACKで始まるすべての文）
GRANT

参照参照参照参照 : このパッケージの詳細は、『Oracle Database PL/SQL パッケージ・
プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。
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様々な種類の SQL 文
NOAUDIT
PURGE
RENAME
REVOKE
TRUNCATE

データ操作言語（データ操作言語（データ操作言語（データ操作言語（DML）文）文）文）文 
データ操作言語（DML）文は、既存スキーマ・オブジェクトのデータにアクセスし、操作しま
す。次の文は、現在のトランザクションを暗黙的にコミットしません。次に、データ操作言語
文を示します。

CALL
DELETE
EXPLAIN PLAN
INSERT
LOCK TABLE
MERGE
SELECT
UPDATE

SELECT文は、DML 文の制限された形式であり、データベース内のデータへのアクセスのみが
可能です。アクセスしたデータを操作してから問合せの結果を戻すことはできますが、データ
ベースに格納されたデータを操作することはできません。

CALLおよび EXPLAIN PLAN文は、動的に実行されるときにのみ PL/SQL でサポートされま
す。他のすべての DML 文は、PL/SQL で完全にサポートされます。

トランザクション制御文トランザクション制御文トランザクション制御文トランザクション制御文 
トランザクション制御文は、DML 文で行った変更を管理します。次に、トランザクション制御
文を示します。

COMMIT
ROLLBACK
SAVEPOINT
SET TRANSACTION
SET CONSTRAINT

COMMITおよび ROLLBACKコマンドの特定書式以外のトランザクション制御文は、PL/SQL で
サポートされます。制限については、13-44 ページの「COMMIT」および 18-92 ページの

「ROLLBACK」を参照してください。

セッション制御文セッション制御文セッション制御文セッション制御文 
セッション制御文は、ユーザー・セッションのプロパティを動的に管理します。次の文は、現
在のトランザクションを暗黙的にコミットしません。

PL/SQL は、セッション制御文をサポートしません。次に、セッション制御文を示します。

ALTER SESSION
SET ROLE

システム制御文システム制御文システム制御文システム制御文 
単一システム制御文 ALTER SYSTEMは、Oracle Database インスタンスのプロパティを動的に
管理します。この文は、現在のトランザクションを暗黙的にコミットしません。また、
PL/SQL ではサポートされません。
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SQL 文に関する章の構成
埋込み埋込み埋込み埋込み SQL 文文文文 
埋込み SQL 文は、DDL、DML およびトランザクション制御文を手続き型言語プログラム内に
入れます。埋込み SQL は、Oracle プリコンパイラでサポートされており、次のマニュアルに記
載されています。

� 『Pro*COBOL プログラマーズ・ガイド』

� 『Pro*C/C++ プログラマーズ・ガイド』

� 『Oracle SQL*Module for Ada Programmer's Guide』

SQL 文に関する章の構成文に関する章の構成文に関する章の構成文に関する章の構成 
この章および第 11 章～第 19 章のすべての SQL 文は、次の項で編成されています。

構文構文構文構文 構文図には、文を構成するキーワードおよびパラメータを示します。

用途用途用途用途 文の基本的な使用方法を説明します。

前提条件前提条件前提条件前提条件 文の実行に必要な権限と、文を使用する前に実行する手順を示します。特に指定が
ないかぎり、ご使用のインスタンスでデータベースがオープンされている必要があります。

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス 構文を構成するキーワード、パラメータおよび句の用途について説明します。
また、制限事項およびその他の注意事項についても説明します。（この章および第 11 章～第 19
章で使用するキーワードおよびパラメータの表記規則の詳細は、「はじめに」を参照してくださ
い。） 

例例例例 文の様々な句およびパラメータの使用方法を示します。

注意注意注意注意 : すべてのキーワードおよびパラメータがあらゆる環境において有
効なわけではありません。構文の制限事項については、文および句の「セ
マンティクス」を参照してください。
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ALTER CLUSTER
ALTER CLUSTER 

用途用途用途用途

ALTER CLUSTER文を使用すると、クラスタの記憶特性および並列特性を再定義できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

クラスタが自分のスキーマ内にあるか、または ALTER ANY CLUSTERシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

alter_cluster::=

（10-5 ページの physical_attributes_clause::=、8-42 ページの size_clause::=、
10-6 ページの allocate_extent_clause::=、10-6 ページの deallocate_unused_clause::=、
10-6 ページの parallel_clause::= を参照）

physical_attributes_clause::=

（8-44 ページの storage_clause::= を参照）

注意注意注意注意 : クラスタ・キーの列番号および列名を変更するためにこの文を使
用することはできません。また、クラスタを格納する表領域を変更するこ
とはできません。

参照参照参照参照 : クラスタの作成については、14-2 ページの「CREATE CLUSTER」
を参照してください。クラスタからの表の削除については、17-32 ページ
の「DROP CLUSTER」および 18-5 ページの「DROP TABLE」を参照して
ください。クラスタへの表の追加については、16-30 ページの「CREATE 
TABLE」の「physical_properties」を参照してください。

ALTER CLUSTER
schema .

cluster

physical_attributes_clause

SIZE size_clause

allocate_extent_clause

deallocate_unused_clause

CACHE

NOCACHE

parallel_clause
;

PCTFREE integer

PCTUSED integer

INITRANS integer

storage_clause
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ALTER CLUSTER
allocate_extent_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

deallocate_unused_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

parallel_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
クラスタが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、そのクラスタは
自分のスキーマにあるとみなされます。

cluster
変更するクラスタの名前を指定します。

physical_attributes_clause 
クラスタの PCTUSEDパラメータ、PCTFREEパラメータおよび INITRANSパラメータの値を変
更します。

クラスタの記憶特性を変更するには、STORAGE句を使用します。

物理属性の制限事項物理属性の制限事項物理属性の制限事項物理属性の制限事項 : クラスタの記憶域パラメータ INITIALおよび MINEXTENTSの値は変
更できません。

SIZE integer
SIZE句を使用すると、クラスタに割り当てられたデータ・ブロック中に格納されるクラスタ・
キーの数を指定できます。

参照参照参照参照 :

� パラメータの詳細は、8-39 ページの「physical_attributes_clause」を
参照してください。

� その句の詳細は、8-41 ページの「storage_clause」を参照してくださ
い。

ALLOCATE EXTENT

(

SIZE size_clause

DATAFILE ’ filename ’

INSTANCE integer

)

DEALLOCATE UNUSED
KEEP size_clause

NOPARALLEL

PARALLEL
integer
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ALTER CLUSTER
SIZE の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : ハッシュ・クラスタではなく、索引クラスタの SIZEパラメータのみを変
更できます。

allocate_extent_clause 
allocate_extent_clauseを指定すると、クラスタの新しいエクステントを明示的に割り当
てることができます。

この句で明示的にエクステントを割り当てる場合、Oracle Database は、クラスタの記憶域パラ
メータを評価しません。割り当てられる新しいエクステントの新しいサイズも決定しません

（表を作成する際に行います）。したがって、Oracle Database がデフォルト値を使用しないよう
にするには、SIZEを指定してください。

エクステントの割当ての制限事項エクステントの割当ての制限事項エクステントの割当ての制限事項エクステントの割当ての制限事項 : ハッシュ・クラスタではなく、索引クラスタのみに新し
いエクステントを割り当てることができます。

deallocate_unused_clause 
deallocate_unused_clause句を使用すると、クラスタの終わりの未使用領域の割当てを明
示的に解除し、解放された領域が他のセグメントで使用可能になります。

CACHE | NOCACHE
この句の動作は、CREATE CLUSTER文および ALTER CLUSTER文で同じです。

parallel_clause
parallel_clauseを指定すると、クラスタの DMLおよび問合せのデフォルト並列度を変更で
きます。

並列化するクラスタの制限事項並列化するクラスタの制限事項並列化するクラスタの制限事項並列化するクラスタの制限事項 : clusterの表が LOB 型またはユーザー定義オブジェクト型
の列を含む場合、clusterでその後に行う INSERT、UPDATEまたは DELETE操作と同様、こ
の文は通知なしに逐次実行されます。

例例例例

次に、14-7 ページの「CREATE CLUSTER」の「例」で作成したクラスタを変更する例を示しま
す。

クラスタの変更例クラスタの変更例クラスタの変更例クラスタの変更例 : 次の文は、personnelクラスタを変更します。

ALTER CLUSTER personnel
   SIZE 1024 CACHE;

参照参照参照参照 : SIZEパラメータについては、14-2 ページの「CREATE 
CLUSTER」および 10-7 ページの「クラスタの変更例 :」を参照してくだ
さい。

参照参照参照参照 : この句の詳細は、8-2 ページの「allocate_extent_clause」および
10-8 ページの「未使用領域の解放例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : この句の詳細は、8-24 ページの「deallocate_unused_clause」を参
照してください。

参照参照参照参照 : この句の詳細は、14-6 ページの「CACHE | NOCACHE」を参照
してください。

参照参照参照参照 : この句の詳細は、16-54 ページの「CREATE TABLE」の
「parallel_clause」を参照してください。
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ALTER CLUSTER
この結果、各クラスタ・キー値に 1024 バイトが割り当てられ、CACHE 属性が有効になりま
す。データ・ブロックのサイズを 2KB と想定した場合、このクラスタ内の今後のデータ・ブ
ロックには、各ブロックに 2 つのクラスタ・キー（2KB を 1024 バイトで割った値）が含まれま
す。

未使用領域の解放例未使用領域の解放例未使用領域の解放例未使用領域の解放例 : 次の文は、languageクラスタから未使用領域の割当てを解除し、後で
使用できるように 30KB の未使用領域を保持します。

ALTER CLUSTER language 
   DEALLOCATE UNUSED KEEP 30 K;
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ALTER DATABASE
ALTER DATABASE 

用途用途用途用途

ALTER DATABASE文を使用すると、既存のデータベースを変更、メンテナンスまたはリカバリ
できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ALTER DATABASEシステム権限が必要です。

RECOVER句を指定する場合は、SYSDBAシステム権限が必要です。

構文構文構文構文 

alter_database::=

注意注意注意注意 : 以前のバージョンの Oracle Database では、ALTER DATABASEを
使用して次の 2 種類の変換操作を実行できました。

� RESET COMPATIBILITY句 : 次のインスタンス起動時に、データベー
スを以前のバージョンにリセットします。

� CONVERT句 : Oracle7 のデータ・ディクショナリを、Oracle8i または
Oracle9i のデータ・ディクショナリにアップグレードします。

今回のバージョンでは、これらの句はサポートされていません。移行や相
互運用性の問題については、『Oracle Database アップグレード・ガイド』
を参照してください。

参照参照参照参照 :

� メディア・リカバリの実行例については、『Oracle Database バック
アップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

� スタンバイ・データベースをメンテナンスするために ALTER 
DATABASE文を使用する場合の詳細は、『Oracle Data Guard 概要およ
び管理』を参照してください。

� データベースの作成の詳細は、14-16 ページの「CREATE 
DATABASE」を参照してください。

ALTER DATABASE
database

startup_clauses

recovery_clauses

database_file_clauses

logfile_clauses

controlfile_clauses

standby_database_clauses

default_settings_clauses

instance_clauses

security_clause

;
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ALTER DATABASE
ALTER DATABASE 構文のグループは、次のとおりです。構文のグループは、次のとおりです。構文のグループは、次のとおりです。構文のグループは、次のとおりです。

� startup_clauses::=（10-10 ページ）

� recovery_clauses::=（10-10 ページ）

� database_file_clauses::=（10-12 ページ）

� logfile_clauses::=（10-13 ページ）

� controlfile_clauses::=（10-14 ページ）

� standby_database_clauses::=（10-15 ページ）

� default_settings_clauses::=（10-17 ページ）

� instance_clauses::=（10-17 ページ）

� security_clause::=（10-17 ページ）

startup_clauses::=

recovery_clauses::=

（10-10 ページの general_recovery::=、10-11 ページの managed_standby_recovery::= を参照）

general_recovery::=

（10-11 ページの full_database_recovery::=、10-11 ページの partial_database_recovery::= を
参照）

MOUNT

STANDBY

CLONE
DATABASE

OPEN

READ WRITE

RESETLOGS

NORESETLOGS

UPGRADE

DOWNGRADE

READ ONLY

general_recovery

managed_standby_recovery

BEGIN

END
BACKUP

RECOVER
AUTOMATIC FROM ’ location ’

full_database_recovery

partial_database_recovery

LOGFILE ’ filename ’

TEST

ALLOW integer CORRUPTION

parallel_clause

CONTINUE
DEFAULT

CANCEL
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ALTER DATABASE
full_database_recovery::=

partial_database_recovery::=

parallel_clause::=

managed_standby_recovery::=

STANDBY
DATABASE

UNTIL

CANCEL

TIME date

CHANGE integer

USING BACKUP CONTROLFILE

TABLESPACE tablespace

,

DATAFILE
’ filename ’

filenumber

,

STANDBY

TABLESPACE tablespace

,

DATAFILE
’ filename ’

filenumber

,
UNTIL

CONSISTENT WITH
CONTROLFILE

NOPARALLEL

PARALLEL
integer

RECOVER

MANAGED STANDBY DATABASE

USING CURRENT LOGFILE

DISCONNECT
FROM SESSION

NODELAY

UNTIL CHANGE integer

FINISH

CANCEL

TO LOGICAL STANDBY
db_name

KEEP IDENTITY
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ALTER DATABASE
database_file_clauses::=

（10-12 ページの create_datafile_clause::=、10-12 ページの alter_datafile_clause::=、
10-12 ページの alter_tempfile_clause::= を参照）

create_datafile_clause::=

（8-26 ページの file_specification::= を参照）

alter_datafile_clause::=

（10-13 ページの autoextend_clause::=、8-42 ページの size_clause::= を参照）

alter_tempfile_clause::=

（10-13 ページの autoextend_clause::=、8-42 ページの size_clause::= を参照）

注意注意注意注意 : managed_standby_recoveryのいくつかの副次句は不要であ
り、その使用は非推奨になっています。これらの副次句は、構文図にも記
載されていません。10-22 ページの「managed_standby_recovery」のセマ
ンティクスを参照してください。

RENAME FILE ’ filename ’

,

TO ’ filename ’

create_datafile_clause

alter_datafile_clause

alter_tempfile_clause

CREATE DATAFILE
’ filename ’

filenumber

,
AS

file_specification

,

NEW

DATAFILE
’ filename ’

filenumber

,

ONLINE

OFFLINE
FOR DROP

RESIZE size_clause

autoextend_clause

END BACKUP

TEMPFILE
’ filename ’

filenumber

,

RESIZE size_clause

autoextend_clause

DROP
INCLUDING DATAFILES

ONLINE

OFFLINE
10-12 Oracle Database SQL 言語リファレンス
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autoextend_clause::=

maxsize_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

logfile_clauses::=

（10-14 ページの logfile_descriptor::=、10-13 ページの add_logfile_clauses::=、
10-14 ページの drop_logfile_clauses::=、10-14 ページの supplemental_db_logging::= を参照）

add_logfile_clauses::=

（8-26 ページの redo_log_file_spec::=、10-14 ページの logfile_descriptor::= を参照）

AUTOEXTEND

OFF

ON
NEXT size_clause maxsize_clause

MAXSIZE
UNLIMITED

size_clause

ARCHIVELOG
MANUAL

NOARCHIVELOG

NO
FORCE LOGGING

RENAME FILE ’ filename ’

,

TO ’ filename ’

CLEAR
UNARCHIVED

LOGFILE logfile_descriptor

,
UNRECOVERABLE DATAFILE

add_logfile_clauses

drop_logfile_clauses

supplemental_db_logging

ADD
STANDBY

LOGFILE

INSTANCE ’ instance_name ’ GROUP integer
redo_logfile_spec

,

MEMBER ’ filename ’
REUSE

,

TO logfile_descriptor

,
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drop_logfile_clauses::=

（10-14 ページの logfile_descriptor::= を参照）

supplemental_db_logging::=

（10-14 ページの supplemental_id_key_clause::= を参照）

supplemental_id_key_clause::=

supplemental_plsql_clause::=

logfile_descriptor::=

controlfile_clauses::=

（10-15 ページの trace_file_clause::= を参照）

DROP
STANDBY

LOGFILE

logfile_descriptor

,

MEMBER ’ filename ’

,

ADD

DROP
SUPPLEMENTAL LOG

DATA

supplemental_id_key_clause

supplemental_plsql_clause

DATA (

ALL

PRIMARY KEY

UNIQUE

FOREIGN KEY

,

) COLUMNS

DATA FOR PROCEDURAL REPLICATION

GROUP integer

( ’ filename ’

,

)

’ filename ’

CREATE

LOGICAL

PHYSICAL
STANDBY CONTROLFILE AS ’ filename ’

REUSE

BACKUP CONTROLFILE TO
’ filename ’

REUSE

trace_file_clause
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trace_file_clause::=

standby_database_clauses::=

（10-15 ページの activate_standby_db_clause::=、
10-15 ページの maximize_standby_db_clause::=、10-15 ページの register_logfile_clause::=、
10-16 ページの commit_switchover_clause::=、10-16 ページの start_standby_clause::=、
10-16 ページの stop_standby_clause::=、10-16 ページの convert_database_clause::=、
10-11 ページの parallel_clause::= を参照）

activate_standby_db_clause::=

maximize_standby_db_clause::=

register_logfile_clause::=

（8-26 ページの file_specification::= を参照）

TRACE
AS ’ filename ’

REUSE
RESETLOGS

NORESETLOGS

activate_standby_db_clause

maximize_standby_db_clause

register_logfile_clause

commit_switchover_clause

start_standby_clause

stop_standby_clause

convert_database_clause

parallel_clause

ACTIVATE

PHYSICAL

LOGICAL
STANDBY DATABASE

FINISH APPLY

SET STANDBY DATABASE TO MAXIMIZE

PROTECTION

AVAILABILITY

PERFORMANCE

REGISTER
OR REPLACE

PHYSICAL

LOGICAL
LOGFILE

file_specification

,

FOR logminer_session_name
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commit_switchover_clause::=

start_standby_clause::=

stop_standby_clause::=

convert_database_clause::=

PREPARE

COMMIT
TO SWITCHOVER

TO

PHYSICAL

LOGICAL
PRIMARY

PHYSICAL
STANDBY

WITH

WITHOUT
SESSION SHUTDOWN

WAIT

NOWAIT

LOGICAL STANDBY

CANCEL

START LOGICAL STANDBY APPLY
IMMEDIATE NODELAY

NEW PRIMARY dblink

INITIAL
scn_value

SKIP FAILED TRANSACTION

FINISH

STOP

ABORT
LOGICAL STANDBY APPLY

CONVERT TO
PHYSICAL

SNAPSHOT
STANDBY
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default_settings_clauses::=

（10-17 ページの flashback_mode_clause::=、10-17 ページの set_time_zone_clause::= を参照）

set_time_zone_clause::=

flashback_mode_clause::=

instance_clauses::=

security_clause::=

SET DEFAULT
BIGFILE

SMALLFILE
TABLESPACE

DEFAULT TABLESPACE tablespace

DEFAULT TEMPORARY TABLESPACE
tablespace

tablespace_group_name

RENAME GLOBAL_NAME TO database . domain

ENABLE BLOCK CHANGE TRACKING
USING FILE ’ filename ’

REUSE

DISABLE BLOCK CHANGE TRACKING

flashback_mode_clause

set_time_zone_clause

SET TIME_ZONE = ’

+

–
hh : mi

time_zone_region

’

FLASHBACK
ON

OFF

ENABLE

DISABLE
INSTANCE ’ instance_name ’

GUARD

ALL

STANDBY

NONE
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

database 
変更するデータベースの名前を指定します。データベース名には ASCII 文字のみが使用できま
す。データベース名を指定しないと、初期化パラメータ DB_NAMEに指定されているデータ
ベースが変更されます。なお、データベースの制御ファイルが初期化パラメータ
CONTROL_FILESに指定されている場合にのみ、そのデータベースを変更できます。データ
ベース識別子は、Oracle Net のデータベース指定とは関係ありません。

startup_clauses
startup_clausesを使用すると、データベースをマウントおよびオープンして、アクセス可
能にできます。

MOUNT 句句句句

MOUNT句を使用すると、データベースをマウントできます。データベースがすでにマウントさ
れている場合、この句は使用できません。

MOUNT STANDBY DATABASE MOUNT STANDBY DATABASEを指定すると、物理スタンバ
イ・データベースをマウントできます。キーワード STANDBY DATABASEはオプションです。
Oracle Database は、マウント対象のデータベースがプライマリ・データベースかスタンバイ・
データベースかを自動的に判別します。この文の実行直後、スタンバイ・インスタンスはプラ
イマリ・インスタンスから REDO データを受信できるようになります。

MOUNT CLONE DATABASE MOUNT CLONE DATABASEを指定すると、クローン・データベー
スをマウントできます。

OPEN 句句句句

OPEN句を使用すると、データベースを使用可能な状態にできます。データベースをオープンす
るには、マウントしておく必要があります。

OPENを他のキーワードを指定せずに単独で指定した場合のデフォルトは、プライマリ・データ
ベース、論理スタンバイ・データベースまたはスナップショット・スタンバイ・データベース
では OPEN READ WRITE NORESETLOGS、物理スタンバイ・データベースでは OPEN READ ONLY
です。

OPEN READ WRITE OPEN READ WRITEを指定すると、読取り / 書込みモードでデータベー
スがオープンされ、ユーザーは REDO ログを生成できるようになります。これは、プライマ
リ・データベースをオープンするときのデフォルトです。この句は、物理スタンバイ・データ
ベースに対しては指定できません。

RESETLOGS | NORESETLOGS 現行のログ順序番号を 1 にリセットし、アーカイブされてい
ないログ（現行のログを含む）をアーカイブして、リカバリ時に適用されなかった REDO 情報
を今後適用されないように破棄するかどうかを指定します。Oracle Database は、この句の設定
が必要な次の状況を除き、NORESETLOGSを自動的に使用します。

� 次の場合は、RESETLOGSを指定する必要があります。

– 不完全メディア・リカバリ、またはバックアップ制御ファイルを使用してメディア・
リカバリを実行した後

– 前回の不完全な OPEN RESETLOGS操作の後

– FLASHBACK DATABASE処理の後

参照参照参照参照 : スタンバイ・データベースの詳細は、『Oracle Data Guard 概要お
よび管理』を参照してください。

参照参照参照参照 : 「READ ONLY | READ WRITE の例 :」（10-40 ページ）
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� 作成した制御ファイルをマウントした場合、オンライン・ログが失われたときは
RESETLOGSを、失われていないときは NORESETLOGSを指定する必要があります。

UPGRADE | DOWNGRADE データベースをアップグレードまたはダウングレードする場合に
かぎり、これらの OPEN句パラメータを使用します。この句は、Oracle Database に対して、
アップグレードとダウングレードにそれぞれ必要なシステム・パラメータを動的に変更するよ
うに指示します。SQL*Plus の STARTUP UPGRADEコマンドまたは STARTUP DOWNGRADEコマ
ンドでも、同じ結果が得られます。

OPEN READ ONLY OPEN READ ONLYを指定すると、トランザクションが読取り専用に制限
され、ユーザーは REDO ログを生成できなくなります。この設定は、物理スタンバイ・データ
ベースをオープンするときのデフォルトです。プライマリ・データベース・サイトからのアー
カイブ・ログのコピー中でも、物理スタンバイ・データベースが問合せに使用可能になります。

データベースのオープンの制限事項データベースのオープンの制限事項データベースのオープンの制限事項データベースのオープンの制限事項 : データベースのオープンには、次の制限事項がありま
す。

� データベースが現在他のインスタンスで READ WRITEモードでオープンされている場合、
READ ONLYモードではオープンできません。

� データベースをリカバリする必要がある場合、READ ONLYモードではオープンできませ
ん。

� データベースが READ ONLYモードでオープンされている間は、表領域をオフラインに切り
替えることはできません。ただし、データ・ファイルのオフラインとオンラインの切替え
はできます。また、データベースが READ ONLYモードでオープンされている間は、オフラ
インのデータ・ファイルおよび表領域をリカバリできます。

recovery_clauses 
recovery_clausesを使用すると、バックアップ後の操作を指定できます。これらすべての
句では、Oracle Database は、現行の制御ファイルが認識しているデータ・ファイルおよびロ
グ・ファイルのインカネーションを使用して、データベースをリカバリします。

general_recovery 
general_recovery句を指定すると、データベース、スタンバイ・データベース、または指
定した表領域やファイルのメディア・リカバリを制御できます。インスタンスで、データベー
スがマウント済（オープン状態またはクローズ状態）の場合、関連ファイルが使用中でなけれ
ば、この句を使用できます。

参照参照参照参照 :

� データベースをあるリリースから別のリリースにアップグレードまた
はダウングレードする手順については、『Oracle Database アップグ
レード・ガイド』を参照してください。

� SQL*Plus の STARTUPコマンドの詳細は、『SQL*Plus ユーザーズ・ガ
イドおよびリファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : 物理スタンバイ・データベースのオープン方法の詳細は、『Oracle 
Data Guard 概要および管理』を参照してください。

参照参照参照参照 : データベースのバックアップの詳細は、『Oracle Database バック
アップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』および 10-42 ページの

「データベースのリカバリ例 :」を参照してください。

注意注意注意注意 : 全体的または部分的なデータベース・リカバリおよびログファイ
ルのリカバリでは、デフォルトでパラレル化が有効になっています。これ
らの操作でのパラレル化は、それぞれの構文図に示されているように
NOPARALLELを指定して無効にできます。
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一般的なデータベース・リカバリの制限事項一般的なデータベース・リカバリの制限事項一般的なデータベース・リカバリの制限事項一般的なデータベース・リカバリの制限事項 : 一般的なリカバリには、次の制限事項がありま
す。

� データベースがクローズ状態の場合にのみ、データベース全体をリカバリできます。

� インスタンスで、データベースが排他モードでマウントされている必要があります。

� リカバリ対象の表領域またはデータ・ファイルがオフラインの場合、データベースがオー
プン状態でもクローズ状態でも、表領域またはデータ・ファイルをリカバリできます。

� 共有サーバー・アーキテクチャで Oracle Database に接続している場合、メディア・リカバ
リは実行できません。

AUTOMATIC
AUTOMATICを指定すると、リカバリ操作を続けるために必要な新規アーカイブ REDO ログ・
ファイルの名前が自動的に生成されます。LOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータが定義されてい
る場合、 初のローカル接続先に対して有効で使用可能なパラメータがスキャンされます。そ
の接続先は LOG_ARCHIVE_FORMATと結合して使用され、ターゲットの REDO ログ・ファイル
名が生成されます。LOG_ARCHIVE_DEST_nが定義されていない場合は、かわりに
LOG_ARCHIVE_DESTパラメータ値が使用されます。

ファイルが検出されると、そのファイルに含まれている REDO が適用されます。ファイルが検
出されない場合は、ファイル名の入力を求めるプロンプトが表示されます。この場合、提案と
して生成されたファイル名が表示されます。

AUTOMATICも LOGFILEも指定しない場合、ファイル名の入力を求めるプロンプトが表示され
ます。この場合、提案として生成されたファイル名が表示されます。この場合、生成された
ファイル名を受け入れるか、または完全修飾されたファイル名に置き換えます。生成される
ファイル名とアーカイブ済のファイル名が異なることがわかっている場合、LOGFILE句を使用
することによって時間を節約できます。

FROM 'location'
FROM 'location'を指定すると、アーカイブ REDO ログ・ファイル・グループを読み取る位
置を指定できます。locationには、使用するオペレーティング・システムの表記規則に従っ
て、ファイルの位置を完全に指定する必要があります。このパラメータを指定しないと、その
アーカイブ REDO ログ・グループは、初期化パラメータ LOG_ARCHIVE_DESTまたは
LOG_ARCHIVE_DEST_1に指定された位置にあるとみなされます。

full_database_recovery 
full_database_recovery句を指定すると、データベース全体をリカバリできます。

DATABASE DATABASE句を指定すると、データベース全体をリカバリできます。これはデ
フォルトです。データベースがクローズされている場合にのみ、このオプションを使用できま
す。

注意注意注意注意 : メディアについて特別な要件がない場合は、general_recovery
句ではなく、SQL*Plus の RECOVERコマンドを使用することをお薦めしま
す。

参照参照参照参照 :

� Recovery Manager のメディア・リカバリおよびユーザー定義のメ
ディア・リカバリの詳細は、『Oracle Database バックアップおよびリ
カバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

� SQL*Plus の RECOVERコマンドの詳細は、『SQL*Plus ユーザーズ・ガ
イドおよびリファレンス』を参照してください。
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STANDBY DATABASE STANDBY DATABASE句を指定すると、プライマリ・データベースか
らコピーされたアーカイブ REDO ログ・ファイルおよび制御ファイルを使用して、物理スタン
バイ・データベースを手動でリカバリできます。スタンバイ・データベースは、マウントされ
ているがオープンされていない状態である必要があります。

この句は、オンライン・データ・ファイルのみをリカバリします。

� UNTILを使用すると、リカバリ操作の存続期間を指定できます。

– CANCELは、取消しベースのリカバリを示します。RECOVER CANCEL句を指定した
ALTER DATABASE文を発行するまで、データベース・リカバリが続行されます。

– TIMEは、時間ベースのリカバリを示します。このパラメータは、date に指定した時
点までデータベースをリカバリします。date は、'YYYY-MM-DD:HH24:MI:SS'の書
式の文字リテラルである必要があります。

– CHANGEは、変更ベースのリカバリを示します。integerに指定したシステム変更番
号の直前の、トランザクションの一貫性が保たれるところまでデータベースをリカバ
リします。

� 現行の制御ファイルのかわりにバックアップ制御ファイルを使用する場合、USING 
BACKUP CONTROLFILEを指定します。

partial_database_recovery
partial_database_recovery句を指定すると、個々の表領域およびデータ・ファイルをリ
カバリできます。

TABLESPACE TABLESPACE句を指定すると、指定した表領域のみをリカバリできます。
リカバリの対象となる表領域がオフラインの場合、データベースがオープン状態でもクローズ
状態でも、この句を使用できます。

DATAFILE DATAFILE句を指定すると、指定したデータ・ファイルをリカバリできます。
リカバリ対象のデータ・ファイルがオフラインの場合、データベースがオープン状態でもク
ローズ状態でも、この句を使用できます。

データ・ファイルは、名前または番号で識別できます。番号で識別した場合、filenumber
は、V$DATAFILE動的パフォーマンス・ビューの FILE#列、または DBA_DATA_FILESデー
タ・ディクショナリ・ビューの FILE_ID列の数を表す整数です。

STANDBY TABLESPACE 以前のリリースでは、STANDBY TABLESPACEを指定すると、プラ
イマリ・データベースおよび制御ファイルからコピーしたアーカイブ REDO ログ・ファイルを
使用して、スタンバイ・データベース内に損失または破損した表領域を再構成できました。
この句は現在非推奨になっています。かわりに、古い表領域をスタンバイ制御ファイルにリカ
バリする（それ以上の処理は行わない）場合は、文 ALTER DATABASE RECOVER MANAGED 
STANDBY DATABASE UNTIL CHANGE scnを使用します。scnは、V$DATABASEの
CURRENT_SCNフィールドに 1 を加えた値です。

STANDBY DATAFILE 以前のリリースでは、STANDBY DATAFILEを指定すると、プライマ
リ・データベースおよび制御ファイルからコピーされたアーカイブ REDO ログ・ファイルを使
用して、損失または破損したデータ・ファイルを物理スタンバイ・データベース内で手動で再
構成できました。この句は現在非推奨になっています。かわりに、古いデータ・ファイルをス
タンバイ制御ファイルにリカバリする（それ以上の処理は行わない）場合は、文 ALTER 
DATABASE RECOVER MANAGED STANDBY DATABASE UNTIL CHANGE scnを使用します。
scnは、V$DATABASEの CURRENT_SCNフィールドに 1 を加えた値です。

LOGFILE
LOGFILE 'filename' を指定すると、指定した REDO ログ・ファイルを使用して、メディア・
リカバリを続行できます。

参照参照参照参照 :  「パラレル・リカバリ処理の使用例 :」（10-40 ページ）
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TEST
TEST句を使用すると、試行リカバリを実行できます。試行リカバリは、通常のリカバリ手順に
問題があった場合に有効です。REDO ストリームを見ると、続いて発生する可能性のある問題
を検出することができます。試行リカバリは、通常のリカバリと同様に REDO を適用します
が、ディスクに変更を書き込みません。変更は、試行リカバリの 後にロールバックされます。

この句を使用できるのは、 後の RESETLOGS操作以降に取ったバックアップをリストアする
場合のみです。そうでない場合は、エラーが戻ります。

ALLOW ... CORRUPTION 
ALLOW integer CORRUPTION句を指定すると、ログ・ファイルが破損した場合に、許容リカ
バリの続行で許容する破損ブロックの数を指定することができます。

CONTINUE
CONTINUEを指定すると、スレッドを使用禁止にするために中断されていた複数インスタン
ス・リカバリを再開できます。

CONTINUE DEFAULTを指定すると、他に指定されたログ・ファイルがない場合、自動的に生成
された REDO ログ・ファイルを使用して、リカバリが再開されます。ファイル名の入力を求め
るプロンプトが表示されないこと以外は、AUTOMATICの指定と同じです。

CANCEL
CANCELを指定すると、取消しベースのリカバリを終了できます。

managed_standby_recovery
managed_standby_recovery句を使用すると、物理スタンバイ・データベースでの REDO 
Apply を開始および停止できます。REDO Apply は、プライマリ・データベースから受け取る
REDO を継続的に適用することで、スタンバイ・データベースとプライマリ・データベースで
のトランザクションの一貫性を確保します。

プライマリ・データベースは、その REDO データをスタンバイ・サイトに転送します。REDO
データが、物理スタンバイ・サイトの REDO ログ・ファイルに書き込まれると、REDO Apply
でそのログ・ファイルを使用できるようになります。managed_standby_recovery句は、ス
タンバイ・インスタンスにデータベースがマウントされているか、またはスタンバイ・インス
タンスが読取り専用でオープンされている場合にのみ使用できます。

管理スタンバイ・リカバリの制限事項管理スタンバイ・リカバリの制限事項管理スタンバイ・リカバリの制限事項管理スタンバイ・リカバリの制限事項 : この句には、10-19 ページの「general_recovery」に
記載されている内容と同じ制限が適用されます。

USING CURRENT LOGFILE 句句句句 USING CURRENT LOGFILEを指定すると、リアルタイム適用リアルタイム適用リアルタイム適用リアルタイム適用
を開始できます。これによって、スタンバイ REDO ログ・ファイルに書込みが行われると、こ
のファイルからすぐにリカバリが実行されます。このとき、REDO ファイルを物理スタンバ
イ・データベースにアーカイブしておく必要はありません。

参照参照参照参照 :

� 一般的なデータベースのリカバリの詳細は、『Oracle Database バック
アップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

� スタンバイ・データベースの管理リカバリの詳細は、『Oracle Data 
Guard 概要および管理』を参照してください。

参照参照参照参照 : この句の使用の詳細は、『Oracle Data Guard 概要および管理』を
参照してください。

参照参照参照参照 : リアルタイム適用の詳細は、『Oracle Data Guard 概要および管理』
を参照してください。
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DISCONNECT DISCONNECTを指定すると、現行のセッションを他のタスクで使用可能にし
たまま、REDO Apply をバックグラウンドで実行するよう指示できます。FROM SESSIONキー
ワードはオプションであり、意味を明確にするためのものです。

NODELAY NODELAY句は、プライマリ・データベースの LOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータ
の DELAY属性より優先されます。NODELAY句を指定しない場合は、LOG_ARCHIVE_DEST_n
設定の DELAY属性に従って、アーカイブ REDO ログ・ファイルの適用が遅延されます（属性
が設定されている場合）。このパラメータに DELAY属性が指定されていない場合、アーカイブ
REDO ログ・ファイルは、すぐにスタンバイ・データベースに適用されます。

リアルタイム適用を USING CURRENT LOGFILE句とともに指定すると、このスタンバイのプラ
イマリで LOG_ARCHIVE_DEST_nパラメータに対して指定された DELAY値は無視されます。
デフォルトは NODELAYです。

UNTIL CHANGE 句句句句 この句を使用すると、特定のシステム変更番号より前の REDO データを
リカバリするよう REDO Apply に指示できます。

FINISH FINISHを指定すると、フェイルオーバー用に準備されている使用可能なすべての
REDO データを完全に適用できます。

FINISH句は、プライマリ・データベースに障害が発生した場合にのみ使用してください。
この句は、設定済のいずれの遅延間隔より優先され、使用可能なすべての REDO が即座に適用
されます。FINISHコマンドが完了すると、このデータベースをスタンバイ・データベース・
ロールで実行することができなくなります。このデータベースは、ALTER DATABASE COMMIT 
TO SWITCHOVER TO PRIMARY文を発行してプライマリ・データベースに変換する必要がありま
す。

CANCEL CANCELを指定すると、REDO Apply をすぐに停止できます。REDO Apply が停止
すると、すぐに制御が戻されます。

TO LOGICAL STANDBY 句句句句 この句を使用すると、物理スタンバイ・データベースを論理スタ
ンバイ・データベースに変換できます。

db_name データベース名を指定して、新しい論理スタンバイ・データベースを識別します。
この文を発行するときにサーバー・パラメータ・ファイル（spfile）を使用する場合は、新しい
論理スタンバイ・データベースの情報でファイルが適切に更新されます。spfile を使用しない場
合は、データベースのシャットダウン後に DB_NAMEパラメータの名前を設定するように求め
るメッセージが発行されます。さらに、この句をスタンバイ・データベースで使用する前に、
プライマリ・データベースで DBMS_LOGSTDBY.BUILD PL/SQL プロシージャを起動する必要
もあります。

KEEP IDENTITY 論理スタンバイによって提供されるローリング・アップグレード機能を使用
し、さらにプライマリ・データベースおよび物理スタンバイの元の構成に戻す場合は、この句
を使用します。この句を使用して作成された論理スタンバイ・データベースでは、スイッチ
オーバーおよびフェイルオーバーのサポートは制限されます。そのため、この句を使用して汎
用論理スタンバイ・データベースを作成しないでください。

非推奨になる予定の管理スタンバイ・リカバリ句非推奨になる予定の管理スタンバイ・リカバリ句非推奨になる予定の管理スタンバイ・リカバリ句非推奨になる予定の管理スタンバイ・リカバリ句

以前のリリースの構文には、次の句が記載されていました。これらの句は非推奨になる予定で
あり、使用する必要はありません。これらの句は使用しないことをお薦めします。

参照参照参照参照 : DBMS_LOGSTDBY.BUILDプロシージャの詳細は、『Oracle 
Database PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレン
ス』を参照してください。

参照参照参照参照 : ローリング・アップグレードの詳細は、『Oracle Data Guard 概要
および管理』を参照してください。
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NOPARALLEL NOPARALLEL句は、非推奨になる予定です。すべての REDO Apply はパラレ
ル・モードで実行されます。指定されている場合、この句は無視されます。

FINISH FORCE、、、、FINISH WAIT、、、、FINISH NOWAIT FINISH句のこれらのオプションの書式
は、非推奨になる予定です。ここでは下位互換性のために、これらのセマンティクスについて
説明します。

� FORCEを指定すると、FINISHプロセスを開始する妨げになる非アクティブな REDO 転送
セッションを終了できます。

� NOWAITを指定すると、リカバリが完了する前に、フォアグラウンド・プロセスに制御が
戻ります。

� WAIT（デフォルト）を指定すると、リカバリが完了してから、フォアグラウンド・プロセ
スに制御が戻ります。

指定されている場合、これらの句は無視されます。ターミナル・リカバリはフォアグラウンド
で実行され、常にすべての REDO 転送セッションを終了します。そのため、リカバリが完了す
るまでユーザーに制御は戻りません。

CANCEL IMMEDIATE、、、、CANCEL WAIT、、、、CANCEL NOWAIT CANCEL句のこれらのオプショ
ンの書式は、非推奨になる予定です。ここでは下位互換性のために、これらのセマンティクス
について説明します。

� IMMEDIATEキーワードを含めると、現在の REDO ログ・ファイルが完全に適用される前
に、REDO Apply を停止できます。セッション制御は、REDO Apply が実際に停止した時
点で戻ります。

� NOWAITキーワードを含めると、CANCEL操作が終了するのを待たずに、セッション制御が
戻ります。

指定されている場合、これらの句は無視されます。REDO Apply は常にすぐに取り消され、操
作の完了後にのみ制御がセッションに戻されます。

BACKUP 句句句句

この句を使用すると、データベース内のすべてのデータ・ファイルをオンライン・バックアッ
プ・モード（ホット・バックアップ・モードともいう）にしたり、このモードから戻すことが
できます。

BEGIN BACKUP 句句句句

BEGIN BACKUPを指定すると、データベース内のすべてのデータ・ファイルをオンライン・
バックアップ・モードに設定できます。データベースをマウントしてオープンしておく必要が
あります。また、メディア・リカバリを使用可能にする（データベースを ARCHIVELOGモード
にする）必要があります。

データベースがオンライン・バックアップ・モードになっている間は、インスタンスの通常停
止、個々の表領域のバックアップの開始、表領域のオフラインへの切替え、または表領域の読
取り専用設定は実行できません。

この句は、オフラインまたは読取り専用の表領域のデータ・ファイルには影響しません。

END BACKUP 句句句句

END BACKUP指定すると、オンライン・バックアップ・モードの現行のデータベースにあるす
べてのデータ・ファイルが、オンライン・バックアップ・モードから戻されます。この操作を
実行するとき、データベースはマウント済（オープン状態またはクローズ状態）である必要が
あります。

参照参照参照参照 : 個々の表領域のすべてのデータ・ファイルに対するオンライン・
バックアップ・モードの設定または解除の詳細は、12-82 ページの

「ALTER TABLESPACE」を参照してください。
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システム障害、インスタンス障害、または SHUTDOWN ABORT操作の後は、オンライン・バック
アップ・モードのファイルがシステム・クラッシュ時のファイルと一致するかどうかは識別さ
れません。ファイルに一貫性がある場合、個々のデータ・ファイル、またはすべてのデータ・
ファイルをオンライン・バックアップ・モードから戻すことができます。これによって、起動
時にファイルのメディア・リカバリを回避できます。

� ALTER DATABASE DATAFILE ... END BACKUP文を使用すると、個々のデータ・ファイルを
オンライン・バックアップ・モードから戻すことができます。10-25 ページの

「database_file_clauses」を参照してください。

� ALTER TABLESPACE ... END BACKUP文を使用すると、表領域のすべてのデータ・ファイル
をオンライン・バックアップ・モードから戻すことができます。

database_file_clauses 
database_file_clausesを指定すると、データ・ファイルおよび一時ファイルを変更でき
ます。インスタンスで、データベースがマウント済（オープン状態またはクローズ状態）の場
合、関連ファイルが使用中でなければ、次の句はどれでも使用できます。

RENAME FILE 句句句句

RENAME FILE句を使用すると、データ・ファイル、一時ファイルまたは REDO ログ・ファイ
ル・メンバーの名前を変更できます。この句を指定する前に、オペレーティング・システムの
ファイル名の表記規則に従って、各ファイル名を指定してください。

� データ・ファイルまたは一時ファイルにこの句を使用するには、データベースをマウント
しておく必要があります。データベースはオープンしていてもかまいませんが、名前を変
更するデータ・ファイルまたは一時ファイルはオフラインにしておく必要があります。ま
た、 初にファイル・システム上のファイルを新しい名前に変更する必要があります。

� ログ・ファイル用にこの句を使用するには、データベースはマウントされているがオープ
ンされていない状態である必要があります。

� ブロック・チェンジ・トラッキングを使用可能にしている場合、この句を使用してブロッ
ク・チェンジ・トラッキング・ファイルの名前を変更できます。ブロック・チェンジ・ト
ラッキング・ファイルの名前を変更する場合、データベースはマウントされているがオー
プンされていない状態である必要があります。

この句は、制御ファイルのファイル名のみを変更します。オペレーティング・システムのファ
イルの名前は、実際には変更されません。オペレーティング・システムのファイル名は存在し
たままですが、使用されません。

create_datafile_clause
CREATE DATAFILE句を使用すると、元のデータ・ファイルのかわりに新しい空のデータ・
ファイルを作成できます。この句を使用すると、バックアップを取らずに失われたデータ・
ファイルを再作成できます。filenameまたは filenumberには、データベースの一部である
ファイルまたは以前一部であったファイルを指定します。番号で識別した場合、filenumber
は、V$DATAFILE動的パフォーマンス・ビューの FILE#列、または DBA_DATA_FILESデー
タ・ディクショナリ・ビューの FILE_ID列の数を表す整数です。

� AS NEWを指定すると、データ・ファイル用のデフォルトのファイル・システム位置に、
システムが生成するファイル名で、置き換えるファイルと同じサイズの Oracle Managed 
Files のデータ・ファイルが作成されます。

参照参照参照参照 :

� データ・ファイルと一時ファイルのリカバリの詳細は、『Oracle 
Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照
してください。

� 10-41 ページの「ログ・ファイル・メンバーの名前の変更例 :」および
10-42 ページの「一時ファイルの操作例 :」を参照してください。
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� AS file_specificationを指定すると、新しいデータ・ファイルにファイル名（および
オプションでサイズ）を割り当てることができます。オペレーティング・システムのファ
イル・システム内の標準データ・ファイルと一時ファイル、または自動ストレージ管理
ディスク・グループのファイルを指定するには、file_specificationの
datafile_tempfile_spec書式（8-26 ページの「file_specification」を参照）を使用し
ます。

元のファイル（filenameまたは filenumber）が既存の Oracle Managed Files のデータ・
ファイルの場合、Oracle Database は新しいファイルを作成した後、元のファイルを削除しよう
とします。元のファイルが既存のユーザー管理データ・ファイルの場合、Oracle Database は元
のファイルを削除しません。

AS句を指定しない場合、Oracle Database によって、filenameまたは filenumberに指定し
たファイルと同じ名前およびサイズのファイルが新しく作成されます。

リカバリ時には、元のデータ・ファイルの作成後に書き込まれたアーカイブ REDO ログを、
失われたデータ・ファイルにかわる新しい空のデータ・ファイルに適用する必要があります。

新しいファイルは、元のファイルの作成時と同じ状態で作成されます。新しいファイルを元の
ファイルが失われた時点の状態に戻すには、メディア・リカバリを行ってください。

データ・ファイルの新規作成の制限事項データ・ファイルの新規作成の制限事項データ・ファイルの新規作成の制限事項データ・ファイルの新規作成の制限事項 : 新規データ・ファイルの作成には、次の制限事項が
あります。

� SYSTEM表領域の 初のデータ・ファイルに基づいて新しいファイルを作成することはで
きません。

� この CREATE DATAFILE句には、datafile_tempfile_specの autoextend_clause
は指定できません。

alter_datafile_clause 
DATAFILE句を使用すると、名前または番号で識別するファイルを操作できます。番号で識別
した場合、filenumberは、V$DATAFILE動的パフォーマンス・ビューの FILE#列、または
DBA_DATA_FILESデータ・ディクショナリ・ビューの FILE_ID列の数を表す整数です。
DATAFILE句を使用すると、次のようにデータベース・ファイルを変更できます。

ONLINE ONLINEを指定すると、データ・ファイルをオンラインにできます。

OFFLINE OFFLINEを指定すると、データ・ファイルをオフラインにできます。データベー
スがオープンされている場合、データ・ファイルをオンラインに戻す前に、データ・ファイル
のメディア・リカバリを行う必要があります。これは、データ・ファイルがオフラインになる
前に、チェックポイントが実行されないためです。

FOR DROP データベースが NOARCHIVELOGモードの場合は、FOR DROP句を指定して、デー
タ・ファイルをオフラインにする必要があります。ただし、この句は、データベースからデー
タ・ファイルを削除しません。そのため、オペレーティング・システムのコマンドを使用する
か、またはデータ・ファイルが存在する表領域を削除する必要があります。削除するまで、
データ・ファイルは RECOVERまたは OFFLINEの状態でデータ・ディクショナリに残ります。

データベースが ARCHIVELOGモードの場合は、FOR DROP句は無視されます。

参照参照参照参照 :

� 新しいデータ・ファイル名を指定しない場合にこの句によって戻され
る結果の詳細は、14-13 ページの「CREATE DATABASE」の

「DATAFILE 句」を参照してください。

� ファイル仕様（datafile_tempfile_spec）の詳細は、8-26 ページ
の「file_specification」および 10-41 ページの「新しいデータ・ファイ
ルの作成例 :」を参照してください。
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RESIZE RESIZEを指定すると、データ・ファイルのサイズを、指定した絶対サイズ（バイト
単位）まで増やしたり減らすことができます。デフォルト値はないため、必ずサイズを指定し
てください。

増やしたサイズに対して十分なディスク領域がない場合、または減らしたサイズを超えるデー
タがファイルに含まれる場合、エラー・メッセージが戻されます。

END BACKUP END BACKUPを指定すると、データ・ファイルがオンライン・バックアップ・
モードから戻されます。END BACKUP句の詳細は、ALTER DATABASE構文の 上位で説明して
います。10-24 ページの「END BACKUP 句」を参照してください。

alter_tempfile_clause
TEMPFILE句を使用すると、一時データ・ファイルのサイズを変更できます。また、
autoextend_clauseを指定すると、永続データ・ファイルと同じ効果を持たせることができ
ます。データベースは、オープンされている必要があります。一時ファイルは、名前または番
号で識別します。番号で識別した場合、filenumberは、V$TEMPFILE動的パフォーマンス・
ビューの FILE#列の数を表す整数です。

DROP DROPを指定すると、データベースから一時ファイルを削除できます。表領域はそのま
ま残ります。

INCLUDING DATAFILESを指定すると、関連付けられたオペレーティング・システム・ファイ
ルは削除され、削除された各ファイルのメッセージがアラート・ログに書き込まれます。同じ
結果は、ALTER TABLESPACE ... DROP TEMPFILE文を使用しても得られます。詳細は、12-88
ページの「ALTER TABLESPACE」の「DROP 句」を参照してください。

autoextend_clause 
autoextend_clauseを使用すると、新規または既存のデータ・ファイルまたは一時ファイル
の自動拡張を使用可能または使用禁止にできます。この句の詳細は、8-26 ページの

「file_specification」を参照してください。

logfile_clauses 
logfile_clauses を指定すると、ログ・ファイルを追加、削除または変更できます。

ARCHIVELOG
ARCHIVELOGを指定すると、REDO ログ・ファイル・グループを再利用する前に、グループの
内容をアーカイブできます。このモードでは、メディア・リカバリができるようになります。
この句は、インスタンスを正常に停止したか、またはエラーなしで即時停止した後に、再起動
してデータベースをマウントした後にのみ使用します。

参照参照参照参照 : 「データ・ファイルのサイズの変更例 :」（10-42 ページ）

注意注意注意注意 : オペレーティング・システムによっては、一時ファイルのブロッ
クが実際にアクセスされるまで、一時ファイル用の領域が割り当てられな
い場合があります。領域の割当ての遅延のため、一時ファイルの作成およ
びサイズ変更が速くなります。ただし、後で一時ファイルが使用されると
きに、十分なディスク領域を使用可能にする必要があります。発生する可
能性がある問題を回避するには、一時ファイルを作成またはサイズ変更す
る前に、ディスク領域が、新しく作成する一時ファイルまたはサイズ変更
後の一時ファイルのサイズより大きいことを確認してください。ディスク
領域に余裕を持たせることによって、関連のない操作が原因で増加が予想
されるディスク使用量に対応できます。十分な領域があることを確認した
後で、作成またはサイズ変更操作を実行してください。
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MANUAL MANUALを指定すると、Oracle Database によって作成された REDO ログ・ファイ
ルのアーカイブを、ユーザーが制御することができます。この句は、テープに直接アーカイブ
するユーザーなどに対して、下位互換性を保つために提供されています。MANUALを指定する
場合、次のことに注意します。

� ログの切替えが発生した場合、Oracle Database は REDO ログ・ファイルをアーカイブしま
せん。これは手動で行う必要があります。

� アーカイブ・ログの宛先として、スタンバイ・データベースを指定することはできません。
したがって、データベースを、MAXIMUM PROTECTIONまたは MAXIMUM AVAILABILITY
スタンバイ保護モードにすることはできません。

この句を指定しない場合、REDO ログ・ファイルは、初期化パラメータ
LOG_ARCHIVE_DEST_nに指定された宛先に自動的にアーカイブされます。

NOARCHIVELOG
REDO ログ・ファイル・グループを再利用する前に、内容をアーカイブする必要がない場合は、
NOARCHIVELOG を指定します。このモードでは、メディア障害後のリカバリはできません。イ
ンスタンスでデータベースがマウントされているがオープンされていない場合にのみ、この句
を使用します。

[NO] FORCE LOGGING
この句を使用すると、データベースを FORCE LOGGINGモードにしたり、このモードから戻す
ことができます。データベースは、マウントまたはオープンされている必要があります。

FORCE LOGGINGモードでは、一時表領域および一時セグメントの変更を除くデータベースの
すべての変更が記録されます。この設定は、各表領域で指定する NOLOGGINGまたは FORCE 
LOGGING設定、および各データベース・オブジェクトで指定する NOLOGGING設定より優先さ
れ、これらの設定には影響されません。

FORCE LOGGINGを指定すると、Oracle Database は、まだ記録されていない実行中のすべての
操作が終了するまで待機します。

RENAME FILE 句句句句

ログ・ファイルに対するこの句の機能は、データ・ファイルおよび一時ファイルの場合と同じ
です。10-25 ページの「RENAME FILE 句」を参照してください。

CLEAR LOGFILE 句句句句

CLEAR LOGFILE句を使用すると、オンライン REDO ログを再初期化できます。REDO ログを
アーカイブしないオプションもあります。CLEAR LOGFILEは、REDO ログの追加および削除
と似ていますが、スレッドに 2 つ以外ログがない場合や、クローズ状態のスレッドの現行の
REDO ログ・ファイルに対しても発行できます。

スタンバイ・データベースでは、STANDBY_FILE_MANAGEMENT初期化パラメータが AUTOに
設定されており、いずれかのログ・ファイルが Oracle Managed Files である場合、Oracle 
Database によって、制御ファイル内のファイルと同数の Oracle Managed Files のログ・ファイ
ルが作成されます。ログ・ファイル・メンバーは、ログ・ファイルの現行のデフォルト宛先に
格納されます。

� アーカイブされていない REDO ログを再利用する場合は、UNARCHIVEDを指定する必要が
あります。

参照参照参照参照 : FORCE LOGGINGモードの使用の詳細は、『Oracle Database 管理者
ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : リカバリのために REDO ログが必要な場合に UNARCHIVEDを指
定すると、バックアップが使用できなくなります。
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� ARCHIVELOGモードのデータベースでデータ・ファイルをオフラインにする（DROPキー
ワードを使用せずに ALTER DATABASE ... DATAFILE OFFLINEを指定する）場合、および
そのデータ・ファイルをオンラインに戻す前に、消去するアーカイブされていないログが
データ・ファイルのリカバリに必要な場合は、UNRECOVERABLE DATAFILEを指定する必
要があります。この場合、CLEAR LOGFILE文の完了後にデータ・ファイルおよび表領域
全体を削除する必要があります。

メディア・リカバリで必要なログを、CLEAR LOGFILEを使用して消去しないでください。
データベースのチェックポイント後の REDO を含むログを消去する必要がある場合は、不
完全メディア・リカバリを 初に実行する必要があります。オープンしているスレッドの
現行の REDO ログは消去できます。クローズしているスレッドの現行のログは、そのス
レッド内でログを切り替えれば消去できます。

CLEAR LOGFILE文が、システム障害またはインスタンス障害による割込みを受けると、
データベースがハングする場合があります。このような状況になった場合は、データベー
スの再起動後に、この文を再発行します。ログ・グループのあるメンバーにアクセスしよ
うとした際、I/O エラーによる障害が発生した場合は、そのメンバーを削除して他のメン
バーを追加できます。

add_logfile_clauses 
この句を使用すると、データベースに REDO ログ・ファイル・グループを追加したり、既存の
REDO ログ・ファイル・グループに新しいメンバーを追加することができます。

ADD LOGFILE 句句句句 ADD LOGFILE句を使用すると、指定したスレッドまたはインスタンスに
1 つ以上の REDO ログ・ファイル・グループが追加され、そのスレッドが割り当てられている
インスタンスで、そのグループを使用できるようになります。

ログ・ファイルがオンライン用、スタンバイ・データベース用のどちらに設計されたかを確認
するには、V$LOGFILE動的パフォーマンス・ビューの TYPE列を問い合せます。

INSTANCE INSTANCE句は、パラレル・モードの Real Application Clusters で Oracle 
Database を使用している場合にのみ適用可能です。ログ・ファイルを追加するインスタンス名
を指定します。インスタンス名は 大 80 文字の文字列です。指定したインスタンスにマップす
るスレッドは Oracle Database によって自動的に使用されます。指定されたインスタンスにス
レッドがマップされていない場合、Oracle Database はマップされていない使用可能なスレッド
を取得して、そのインスタンスに割り当てます。この句も THREAD句も指定しない場合、
Oracle Database は、現行のインスタンスを指定した場合と同じコマンドを実行します。指定さ
れたインスタンスにマップされた現行のスレッドが存在せず、マップされていない使用可能な
スレッドも存在しない場合、エラーが戻されます。

GROUP GROUP句を指定すると、すべてのスレッドのすべてのグループ間で、REDO ログ・
ファイル・グループを一意に識別できます。この値は、1 から CREATE DATABASE文の
MAXLOGFILESに指定された値までの範囲で指定できます。同一の GROUP値を持つ REDO ロ
グ・ファイル・グループは、複数追加できません。このパラメータを指定しない場合、値が自
動的に生成されます。REDO ログ・ファイル・グループの GROUP値は、動的パフォーマンス・
ビュー V$LOGで確認できます。

参照参照参照参照 : 「ログ・ファイルの消去例 :」（10-42 ページ）

参照参照参照参照 :

� 新しいログ・ファイル・グループ名を指定しない場合にこの句によっ
て Oracle Managed Files に戻される結果の詳細は、14-20 ページの

「CREATE DATABASE」の「LOGFILE 句」を参照してください。

� 「REDO ログ・ファイル・グループの追加例 :」（10-40 ページ）

� V$LOGFILEの詳細は、『Oracle Database リファレンス』を参照して
ください。
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redo_log_file_spec 各 redo_log_file_specには、1 つ以上のメンバー（コピー）を含む
REDO ログ・ファイル・グループを指定します。新しいログ・ファイルにファイル名を指定し
ない場合、14-20 ページの「CREATE DATABASE」の「LOGFILE 句」に示すルールに従って、
Oracle Managed Files が作成されます。

ADD [STANDBY] LOGFILE MEMBER 句句句句 ADD LOGFILE MEMBER句を使用すると、既存の
REDO ログ・ファイル・グループに新しいメンバーを追加できます。新しいメンバーをそれぞ
れ 'filename'に指定します。すでにファイルが存在する場合、追加するメンバーはグループ
内の他のメンバーと同じサイズである必要があり、REUSEを指定する必要があります。ファイ
ルが存在しない場合、適切なサイズのファイルが作成されます。メディア障害によってグルー
プのすべてのメンバーを失った場合は、そのグループにメンバーを追加することはできません。

STANDBYを指定すると、ログ・ファイル・メンバーが物理スタンバイ・データベースのみで使
用可能になります。ただし、このキーワードは必須ではありません。グループ integerがス
タンバイ・データベース用に追加された場合は、すべてのメンバーも同様にスタンバイ・デー
タベースのみに使用されます。

次のいずれかの方法で、既存の REDO ログ・ファイル・グループを指定できます。

GROUP integer integer には REDO ログ・ファイル・グループを識別する GROUPパラメータ
の値を指定します。

filename REDO ログ・ファイル・グループのすべてのメンバーを指定します。ご使用のオペ
レーティング・システムの表記規則に従って、ファイル名を完全に指定する必要があります。

drop_logfile_clauses
この句を使用すると、REDO ログ・ファイル・グループまたは REDO ログ・ファイル・メン
バーを削除できます。

DROP LOGFILE 句句句句 DROP LOGFILE句を使用すると、REDO ログ・ファイル・グループのす
べてのメンバーを削除できます。この句を使用して Oracle Managed Files を削除する場合、
ディスクからもすべてのログ・ファイル・メンバーが削除されます。ADD LOGFILE MEMBER句
と同様に、REDO ログ・ファイル・グループを指定します。

� 現行のログ・ファイル・グループを削除する場合、 初に ALTER SYSTEM SWITCH 
LOGFILE文を発行する必要があります。

� アーカイブが必要な REDO ログ・ファイル・グループは、削除できません。

� REDO ログ・ファイル・グループを削除すると、その REDO スレッドの REDO ログ・ファ
イル・グループが 2 つ未満になる場合は、削除できません。

参照参照参照参照 :

� 「file_specification」（8-26 ページ）

� 動的パフォーマンス・ビューの詳細は、『Oracle Database リファレン
ス』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 新しいログ・ファイル・グループ名を指定しない場合にこの句によっ
て Oracle Managed Files に戻される結果の詳細は、14-20 ページの

「CREATE DATABASE」の「LOGFILE 句」を参照してください。

� 「REDO ログ・ファイル・グループ・メンバーの追加例 :」
（10-41 ページ）

参照参照参照参照 : 11-52 ページの「ALTER SYSTEM」および 10-41 ページの「ログ・
ファイル・メンバーの削除例 :」を参照してください。
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DROP LOGFILE MEMBER 句句句句 DROP LOGFILE MEMBER句を使用すると、1 つ以上の REDO ロ
グ・ファイル・メンバーを削除できます。各 'filename'には、ご使用のオペレーティング・
システムのファイル名の表記規則に従って、メンバーを完全に指定する必要があります。

� 現行のログのログ・ファイルを削除する場合、 初に ALTER SYSTEM SWITCH LOGFILE文
を発行する必要があります。詳細は、11-52 ページの「ALTER SYSTEM」を参照してくだ
さい。

� この句では、有効なデータを含む REDO ログ・ファイル・グループのすべてのメンバーを
削除できません。このような操作には、DROP LOGFILE句を使用してください。

supplemental_db_logging 
この句を使用すると、ログ・ストリームへのサプリメンタル・データの追加を実行または停止
するように Oracle Database に指示できます。

ADD SUPPLEMENTAL LOG 句句句句 ADD SUPPLEMENTAL LOG DATAを指定すると、 小サプリメ小サプリメ小サプリメ小サプリメ
ンタル・ロギングンタル・ロギングンタル・ロギングンタル・ロギングを使用可能にできます。 小サプリメンタル・ロギングに加え、列データ・
ロギングを使用可能にする場合、ADD SUPPLEMENTAL LOG supplemental_id_key_clause
を指定します。PL/SQL コールのサプリメンタル・ロギングを使用可能にする場合、ADD 
SUPPLEMENTAL LOG supplemental_plsql_clauseを指定します。デフォルトでは、 小
サプリメンタル・ロギングもサプリメンタル・ロギングも使用できません。

小サプリメンタル・ロギングによって、LogMiner（および LogMiner の技術に基づいた製
品）には、連鎖行および様々な記憶域構成（クラスタ表など）をサポートするために十分な情
報が確保されます。

あるデータベースで生成された REDO が、別のデータベースでの変更の基となる（マイニング
および適用される）場合（論理スタンバイ・データベースなど）、ROWID ではなく列データを
使用して、影響を受ける行を識別する必要があります。この場合、
supplemental_id_key_clauseを指定する必要があります。

サプリメンタル・ロギングが使用可能になっているかどうかを確認するには、V$DATABASE
ビューの適切な列を問い合せます。

データベースのオープン時にこの文を発行できます。ただし、パフォーマンスに影響するカー
ソル・キャッシュのすべての DML カーソルが、キャッシュが再移入されるまで無効になりま
す。

supplemental_id_clauseの詳細は、16-29 ページの「CREATE TABLE」の
「supplemental_id_key_clause」を参照してください。

DROP SUPPLEMENTAL LOG 句句句句

この句を使用すると、サプリメンタル・ロギングを停止できます。

� DROP SUPPLEMENTAL LOG DATAを指定すると、更新操作が発生するたびに REDO ログ・
ストリームに追加の 小ログ情報が置かれることを停止できます。Oracle Database が
supplemental_id_key_clauseで指定された列データ・サプリメンタル・ロギングを
実行している場合、まず DROP SUPPLEMENTAL LOG supplemental_id_key_clauseで
列データ・サプリメンタル・ロギングを停止してから、この句を指定する必要があります。

参照参照参照参照 : 「ログ・ファイル・メンバーの削除例 :」（10-41 ページ）

参照参照参照参照 :

論理スタンバイ・データベースをサポートするためのプライマリ・データ
ベースでのサプリメンタル・ロギングの詳細は、『Oracle Data Guard 概要
および管理』を参照してください。

supplemental_db_logging句の構文の使用例は、『Oracle Database
ユーティリティ』を参照してください。
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� DROP SUPPLEMENTAL LOG supplemental_id_key_clauseを指定すると、システム生
成の補助ログ・グループの一部またはすべてを削除できます。削除する補助ログ・グルー
プが supplemental_id_key_clauseを使用して追加された場合、この句を指定する必
要があります。

� PL/SQL コールのサプリメンタル・ロギングを使用禁止にする場合は、DROP 
SUPPLEMENTAL LOG supplemental_plsql_clauseを指定します。

controlfile_clauses 
controlfile_clausesを指定すると、制御ファイルを作成またはバックアップできます。

CREATE STANDBY CONTROLFILE 句句句句

CREATE STANDBY CONTROLFILE句を使用すると、物理または論理スタンバイ・データベース
を管理するための制御ファイルを作成できます。ファイルがすでに存在している場合は、
REUSEを指定してください。

BACKUP CONTROLFILE 句句句句

BACKUP CONTROLFILE句を使用すると、現行の制御ファイルのバックアップを取ることがで
きます。この句を使用するとき、データベースをオープンまたはマウントしておく必要があり
ます。

TO 'filename' この句を使用して制御ファイルのバイナリ・バックアップを指定します。ご使
用のオペレーティング・システムの表記規則に従って、ファイル名を完全に指定する必要があ
ります。指定したファイルがすでに存在している場合は、REUSEを指定します。

バイナリ・バックアップには、TO TRACEを指定した場合に取得されない情報が含まれていま
す。アーカイブ・ログ履歴、読取り専用およびオフライン表領域のオフライン範囲、バック
アップ・セットおよびコピー（Recovery Manager を使用する場合）などです。COMPATIBLE
初期化パラメータが 10.2 以上の場合、バイナリ制御ファイルのバックアップには一時ファイル
のエントリが含まれます。

TO TRACE TO TRACEを指定すると、Oracle Database では、制御ファイルの物理バックアッ
プが作成されるかわりに、トレース・ファイルに SQL 文が書き込まれます。トレース・ファイ
ルは、DIAGNOSTIC_DEST初期化パラメータによって決まるサブディレクトリに格納されま
す。CREATE CONTROLFILE文が書き込まれたトレース・ファイルの名前と場所は、アラート・
ログで確認できます。V$DIAG_INFO動的パフォーマンス・ビューの NAMEおよび VALUE列を
問い合せて、トレース・ファイルのディレクトリを検索することもできます。トレース・ファ
イルに記述された SQL 文を使用すると、データベースの起動、制御ファイルの再作成、データ
ベースのリカバリやオープンなどの操作を、作成した制御ファイルに基づいて正しく実行でき
ます。ブロック・チェンジ・トラッキングを使用可能にしているときに ALTER DATABASE 
BACKUP CONTROLFILE TO TRACE文を発行すると、生成されるスクリプトには、ブロック・
チェンジ・トラッキングを再度使用可能にするコマンドが記述されます。

この文は暗黙的な ALTER DATABASE REGISTER LOGFILE文を発行します。アーカイブ・ロ
グ・ファイルが現行のアーカイブ・ログの宛先に存在する場合、この文によって、インカネー
ション・レコードが作成されます。

参照参照参照参照 : サプリメンタル・ロギングの詳細は、『Oracle Data Guard 概要お
よび管理』を参照してください。

参照参照参照参照 : 『Oracle Data Guard 概要および管理』

参照参照参照参照 : アラート・ログの表示方法の詳細は、『Oracle Database 管理者ガ
イド』を参照してください。
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制御ファイルのコピーがすべて失われた場合（または、制御ファイルのサイズを変更する場合）
は、トレース・ファイルからスクリプト・ファイルに文をコピーし、必要に応じて文を編集で
きます。

� AS filenameを指定すると、標準トレース・ファイルではなく filenameというファイル
にスクリプトを格納できます。

� REUSEを指定すると、filenameと呼ばれる既存ファイルを上書きできます。

� RESETLOGSは、データベースの起動用としてトレース・ファイルに書き込まれた SQL 文
が、ALTER DATABASE OPEN RESETLOGSであることを示します。オンライン・ログが使用
不可能な場合のみ、この設定は有効です。

� NORESETLOGSは、データベースの起動用としてトレース・ファイルに書き込まれた SQL
文が、ALTER DATABASE OPEN NORESETLOGSであることを示します。オンライン・ログ
が使用可能な場合のみ、この設定は有効です。

オンライン・ログの今後の状態が予測できない場合は、RESETLOGSも NORESETLOGSも指定
しないでください。この場合、両方のバージョンのスクリプトがトレース・ファイルに入れら
れるため、スクリプトが必要になった時点で、適切なバージョンを選択できます。

standby_database_clauses 
この句を使用すると、スタンバイ・データベースをアクティブにする、または保護モードと非
保護モードのいずれかを指定することができます。

activate_standby_db_clause
ACTIVATE STANDBY DATABASE句を使用すると、スタンバイ・データベースをプライマリ・
データベースに変換できます。

PHYSICAL PHYSICALを指定すると、物理スタンバイ・データベースをアクティブにできま
す。これはデフォルトです。

LOGICAL LOGICALを指定すると、論理スタンバイ・データベースをアクティブにできます。
論理スタンバイ・データベースが複数ある場合は、すべてのスタンバイ・システムで同じロ
グ・データが使用可能であることを確認する必要があります。

FINISH APPLY この句は、論理スタンバイ・データベースのみに適用されます。この句は、
ターミナル適用ターミナル適用ターミナル適用ターミナル適用を開始するために使用します（ターミナル適用を実行すると、残りの REDO が
適用され、論理スタンバイ・データベースがプライマリ・データベースと同じ状態になりま
す）。ターミナル適用が完了すると、データベースは、論理スタンバイからプライマリ・データ
ベースへのスイッチオーバーを完了します。

データの消失があってもデータベースをすぐにリストアする必要がある場合は、この句を指定
しないでください。データベースは、ターミナル適用を行わずに、論理スタンバイからプライ
マリ・データベースへのスイッチオーバーを実行します。

maximize_standby_db_clause 
この句を使用すると、データベース環境でのデータの保護レベルを指定できます。この句は、
プライマリ・データベースから指定します。この場合、プライマリ・データベースはマウント
されている状態で、オープンされていない状態である必要があります。

参照参照参照参照 : 物理および論理スタンバイ・データベース、およびスタンバイ・
データベースの管理と使用の詳細は、『Oracle Data Guard 概要および管
理』を参照してください。

注意注意注意注意 : このコマンドを使用する前に、『Oracle Data Guard 概要および管
理』を参照して使用方法を確認してください。
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TO MAXIMIZE PROTECTION この設定は、 大保護モード大保護モード大保護モード大保護モードを確立し、 高レベルのデータ保
護を実現します。トランザクションのリカバリに必要なすべてのデータが、SYNCログ転送モー
ドを使用するように構成された 1 つ以上の物理スタンバイ・データベースに書き込まれるまで、
そのトランザクションはコミットされません。1 つ以上のスタンバイ・データベースに REDO
レコードを書き込めない場合、プライマリ・データベースは停止します。このモードでは、
データ非消失は保証されますが、プライマリ・データベースのパフォーマンスおよび可用性に
大の影響を与える可能性があります。

TO MAXIMIZE AVAILABILITY この設定は、 大可用性モード大可用性モード大可用性モード大可用性モードを確立し、2 番目に高いレベル
のデータ保護を実現します。トランザクションのリカバリに必要なすべてのデータが、SYNCロ
グ転送モードを使用するように構成された 1 つ以上の物理または論理スタンバイ・データベー
スに書き込まれるまで、そのトランザクションはコミットされません。 大保護モードとは異
なり、1 つ以上のスタンバイ・データベースに REDO レコードを書き込めない場合でも、プラ
イマリ・データベースは停止しません。障害が修正され、スタンバイ・データベースがプライ
マリ・データベースと同一になるまで、データ保護レベルは 大パフォーマンス・モードまで
下げられます。 大パフォーマンス・モードのプライマリ・データベースに障害が発生しない
かぎり、このモードによってデータ非消失が保証されます。 大可用性モードは、プライマ
リ・データベースの可用性に影響を与えずに、 大レベルのデータ保護を実現します。

TO MAXIMIZE PERFORMANCE この設定は、 大パフォーマンス・モード大パフォーマンス・モード大パフォーマンス・モード大パフォーマンス・モードを確立します。
これがデフォルトの設定です。トランザクションのリカバリに必要なデータが、スタンバイ・
データベースにすべて書き込まれる前に、トランザクションはコミットされます。そのため、
プライマリ・データベースに障害が発生し、プライマリ・データベースから REDO レコードを
リカバリできない場合は、一部のトランザクションが失われることがあります。このモードは、
プライマリ・データベースのパフォーマンスに影響を与えずに、 大レベルのデータ保護を実
現します。

データベースの現行モードを確認するには、V$DATABASE動的パフォーマンス・ビューの
PROTECTION_MODE列を問い合せます。

register_logfile_clause
スタンバイ・データベースで REGISTER LOGFILE句を指定すると、障害が発生したプライマ
リ・データベースからログ・ファイルを手動で登録することができます。オペレーティング・
システムのファイル・システム内の標準 REDO ログ・ファイル、または自動ストレージ管理
ディスク・グループの REDO ログ・ファイルをリスト表示するには、file_specification
の redo_log_file_spec書式（8-26 ページの「file_specification」を参照）を使用します。

ログ・ファイルのインカーネーションが不明である場合、REGISTER LOGFILE句は、インカ
ネーション・レコードを V$DATABASE_INCARNATIONビューに追加します。新しく登録され
たログ・ファイルのインカネーションが現行の RECOVERY_TARGET_INCARNATION#よりも高
い RESETLOGS_TIMEを保持している場合、REGISTER LOGFILE句は、新しく追加されたイン
カネーション・レコードに対応するように RECOVERY_TARGET_INCARNATION#も変更しま
す。

OR REPLACE OR REPLACEを指定すると、たとえば位置やファイル指定が変更された場合
に、スタンバイ・データベースの既存のアーカイブ・ログ・エントリが更新されます。エント
リのシステム変更番号は、正確に一致している必要があります。また、元のエントリは、管理
スタンバイ・ログの送信メカニズムによって作成される必要があります。

注意注意注意注意 : PROTECTEDおよび UNPROTECTEDキーワードは、意味を明確にす
るために変更されていますが、引き続きサポートされています。
PROTECTEDは、TO MAXIMIZE PROTECTIONと同等です。UNPROTECTED
は、TO MAXIMIZE PERFORMANCEと同等です。

参照参照参照参照 : スタンバイ・データベースのこれらの設定については、『Oracle 
Data Guard 概要および管理』を参照してください。
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FOR logminer_session_name この句は、Streams 環境で便利です。この句によって、指定
した 1 つの LogMiner セッションで、ログ・ファイルを登録できます。

commit_switchover_clause
この句を使用すると、Data Guard 構成でのデータベース・ロールの遷移を実行できます。

PREPARE TO SWITCHOVER この句は、プライマリ・データベースが論理スタンバイ・デー
タベースになる準備または論理スタンバイ・データベースがプライマリ・データベースになる
準備を行います。

� プライマリ・データベースで PREPARE TO SWITCHOVER TO LOGICAL STANDBYを指定しま
す。

� 論理スタンバイ・データベースで PREPARE TO SWITCHOVER TO PRIMARY DATABASEを指
定します。

COMMIT TO SWITCHOVER この句は、プライマリ・データベースをスタンバイ・データ
ベース・ロールに切り替えるか、またはスタンバイ・データベースをプライマリ・データベー
ス・ロールに切り替えます。

� プライマリ・データベースで COMMIT TO SWITCHOVER TO PHYSICAL STANDBYまたは
COMMIT TO SWITCHOVER TO LOGICAL STANDBYを指定します。

� スタンバイ・データベースで COMMIT TO SWITCHOVER TO PRIMARY DATABASEを指定しま
す。

PHYSICAL この句は常にオプションです。この句を COMMIT TO SWITCHOVER TO PRIMARY
句とともに使用することは、非推奨になりました。

LOGICAL この句は、プライマリ・データベースが論理スタンバイ・データベース・ロールに
遷移されるときに、PREPARE TO SWITCHOVER句または COMMIT TO SWITCHOVER句とともに
指定します。この句を COMMIT TO SWITCHOVER TO PRIMARY句とともに使用することは、非
推奨になりました。

WITH SESSION SHUTDOWN この句は、データベース・ロールの遷移を実行する前に、すべ
てのデータベース・セッションをクローズし、コミットされていないトランザクションをロー
ルバックします。

WITHOUT SESSION SHUTDOWN この句は、データベース・セッションが存在する場合、要
求されたロールの遷移が発生しないようにします。これはデフォルトです。

WAIT この句を指定すると、ロールの遷移が完了するのを待機してから制御がユーザーに戻さ
れます。

NOWAIT この句を指定すると、ロールの遷移が完了するのを待機しないで制御がユーザーに
戻されます。これはデフォルトです。

CANCEL この句を指定すると、以前に指定した PREPARE TO SWITCHOVER文の影響が無効に
されます。

注意注意注意注意 : このコマンドを使用する前に、『Oracle Data Guard 概要および管
理』を参照して使用方法を確認してください。

参照参照参照参照 : プライマリ・データベースとスタンバイ・データベース間のス
イッチオーバーの詳細は、『Oracle Data Guard 概要および管理』を参照し
てください。
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start_standby_clause
START LOGICAL STANDBY APPLY句を指定すると、論理スタンバイ・データベースへの REDO
ログの適用を開始できます。この句では、PL/SQL コールのロギング以外に、主キー、一意索
引および一意制約のサプリメンタル・ロギングが使用可能になります。

� 現在のスタンバイ REDO ログ・ファイルの REDO データを適用する場合は、IMMEDIATE
を指定します。

� この適用において遅延を無視するように Oracle Database に指示する場合は、NODELAYを
指定します。これは、プライマリ・データベースが存在せず、PL/SQL コールの実行が必
要になる場合に便利です。

� 初めてスタンバイ・データベースにログを適用する場合は、INITIALを指定します。

� 次の 2 つの状況では、

� NEW PRIMARY句が必要となります。

� 論理スタンバイへのフェイルオーバー時に、フェイルオーバー操作に加わっていない
論理スタンバイ、および論理スタンバイ・データベースとして回復された後の古い
データベースでこの句を指定します。

� （準備されていないスイッチオーバー操作を使用する）論理スタンバイ・データベース
を使用してローリング・アップグレードを実行している場合は、元のプライマリ・
データベースが新しいデータベース・ソフトウェアにアップグレードされた後でこの
句を指定します。

� イベント表の 後のトランザクションをスキップして適用を再開する場合は、SKIP 
FAILED [TRANSACTION] を指定します。

� スタンバイ REDO ログ・ファイル情報をアーカイブ・ログに強制処理する場合は、
FINISHを指定します。プライマリ・データベースが使用できなくなった場合、REDO ロ
グ・ファイルのデータを適用できます。

stop_standby_clause
この句を使用すると、ログ適用サービスを停止できます。この句は、物理スタンバイ・データ
ベースではなく、論理スタンバイ・データベースのみに適用されます。STOP句を使用すると、
適用が正常に停止されます。

convert_database_clause  
この句を使用すると、データベースを別の形式に変換できます。

� CONVERT TO PHYSICAL  STANDBYを使用すると、プライマリ・データベースまたはスナッ
プショット・スタンバイ・データベースを物理スタンバイ・データベースへ変換できます。

� CONVERT TO SNAPSHOT  STANDBYを使用すると、物理スタンバイ・データベースをスナッ
プショット・スタンバイ・データベースへ変換できます。

この句を指定する前に、次の手順を実行します。

� 物理スタンバイ・データベースで、REDO Apply がアクティブな場合は停止します。

� Real Applications Cluster（RAC）データベースで、1 つを除いてすべてのインスタンスを
停止します。

� データベースはマウントされているがオープンされていないことを確認します。

データベースは変換後にディスマウントされるため、再起動する必要があります。

注意注意注意注意 : スナップショット・スタンバイ・データベースは、物理スタンバ
イ・データベースに変換される前に読取り / 書込みモードで 1 回以上オー
プンされている必要があります。
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default_settings_clauses
データベースのデフォルト設定を変更できます。

CHARACTER SET、、、、NATIONAL CHARACTER SET
ALTER DATABASE文を使用して、データベース・キャラクタ・セットまたは各国語キャラク
タ・セットを変更することはできなくなりました。データベース・キャラクタ・セットの移行
の詳細は、『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

SET DEFAULT TABLESPACE 句句句句

この句を使用すると、以降に作成する表領域のデフォルト・タイプを指定または変更できます。
表領域が bigfile か smallfile かを指定するには、BIGFILEまたは SMALLFILEを指定します。

� bigfile 表領域表領域表領域表領域には、1 つのデータファイルまたは一時ファイルのみが含まれます。ファイ
ルは、 大で約 40 億（232）のブロックを格納できます。1 つのデータ・ファイルまたは一
時ファイルの 大サイズは、32K ブロックの表領域で 128TB、8K ブロックの表領域で
32TB です。

� smallfile 表領域表領域表領域表領域は、Oracle の従来の表領域であり、1022 のデータ・ファイルまたは一時
ファイルを含めることができます。それぞれのファイルは、 大で約 400 万（222）のブ
ロックを格納できます。

DEFAULT TABLESPACE 句句句句

この句を使用すると、データベースのデフォルトの永続表領域を構築または変更できます。
作成済の表領域を指定する必要があります。この操作の完了後、すべての非 SYSTEMユーザー
に、新しいデフォルトの一時表領域が再度割り当てられます。これらのユーザーがこれ以降作
成するすべてのオブジェクトは、デフォルトで、新しいデフォルトの表領域に格納されます。
以前に指定したデフォルトの表領域を置き換える場合、以前作成したオブジェクトを古いデ
フォルトの表領域から新しいデフォルトの表領域に移動した後で、必要に応じて古いデフォル
トの表領域を削除することができます。

DEFAULT TEMPORARY TABLESPACE 句句句句

この句を使用すると、データベースのデフォルトの一時表領域を、新しい表領域または表領域
グループに変更できます。

� tablespaceを指定すると、データベースの新しいデフォルトの一時表領域を指定できま
す。この操作の完了後、以前のデフォルトの一時表領域が割り当てられているすべての
ユーザーに、新しいデフォルトの一時表領域が再度割り当てられます。その後、必要に応
じて以前のデフォルトの一時表領域を削除することができます。

� tablespace_group_nameを指定すると、tablespace_group_nameで指定されている
表領域グループのすべての表領域を、データベースのデフォルトの一時表領域として指定
できます。この操作の完了後、デフォルトの一時表領域を明示的に割り当てられていない
ユーザーは、tablespace_group_nameに含まれる任意の表領域に一時セグメントを作
成できます。以前のデフォルトの一時表領域がデフォルトの一時表領域グループに含まれ
る場合、以前の一時表領域を削除することはできません。

現行のデフォルトの一時表領域またはデフォルトの一時表領域グループの名前を確認するには、
ALL_、DBA-または USER_USERSデータ・ディクショナリ・ビューの
TEMPORARY_TABLESPACE列を問い合せます。

参照参照参照参照 : スタンバイ・データベースの詳細は、『Oracle Data Guard 概要お
よび管理』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� bigfile 表領域の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照して
ください。

� 「表領域のデフォルト・タイプの設定例 :」（10-41 ページ）
SQL 文 : ALTER CLUSTER ～ ALTER JAVA 10-37



ALTER DATABASE
デフォルトの一時表領域の制限事項デフォルトの一時表領域の制限事項デフォルトの一時表領域の制限事項デフォルトの一時表領域の制限事項 : デフォルトの一時表領域には、次の制限事項がありま
す。

� デフォルトの一時表領域として割り当てる表領域、または再度割り当てる表領域は、標準
的なブロック・サイズである必要があります。

� SYSTEM表領域がローカル管理される場合、デフォルトの一時表領域として指定する表領
域も、ローカル管理される必要があります。

instance_clauses
Oracle Real Application Clusters 環境において、ENABLE INSTANCEを指定すると、指定した
データベース・インスタンスにマップされたスレッドを使用可能にできます。使用可能にでき
るスレッドは、2 つ以上の REDO ログ・ファイル・グループを持つスレッドのみです。また、
データベースはオープンされている必要があります。

DISABLE INSTANCEを指定すると、指定したデータベース・インスタンスにマップされたス
レッドを使用禁止にできます。インスタンス名は 大 80 文字の文字列です。指定したインスタ
ンスにマップされているスレッドがない場合、エラーが戻されます。データベースは、オープ
ンされている必要がありますが、指定したスレッドを使用しているインスタンスでデータベー
スをマウント済の場合は、そのスレッドを使用禁止にできません。

RENAME GLOBAL_NAME 句句句句

RENAME GLOBAL_NAMEを指定すると、データベースのグローバル名を変更できます。
databaseには、データベースの新しい名前を 8 バイト以内の長さで指定します。オプション
の domainには、ネットワーク階層におけるデータベースの有効な位置を指定します。データ
ベースは、オープンされている必要があります。

BLOCK CHANGE TRACKING 句句句句

ブロック・チェンジ・トラッキングブロック・チェンジ・トラッキングブロック・チェンジ・トラッキングブロック・チェンジ・トラッキング機能を使用すると、Oracle Database では、プライマリ・
データベースおよび任意の物理スタンバイ・データベースの両方で、すべてのデータベース更
新の物理的な場所を追跡できます。トラッキングを実行する各データベースで、ブロック・
チェンジ・トラッキングを使用可能にする必要があります。トラッキング情報は、ブロック・
チェンジ・トラッキング・ファイルという別のファイルに保持されます。Oracle Managed Files
を使用している場合、Oracle Database は、DB_CREATE_FILE_DESTで指定した場所にブロッ
ク・チェンジ・トラッキング・ファイルを自動的に作成します。Oracle Managed Files を使用
していない場合、チェンジ・トラッキング・ファイルの名前を指定する必要があります。
Oracle Database は、増分バックアップのパフォーマンス向上などの内部タスクのために、チェ
ンジ・トラッキング・データを使用します。ブロック・チェンジ・トラッキングを使用可能に
する場合、データベースは、ARCHIVELOG モードまたは NOARCHIVELOGモードで、オープ
ンされているかマウント済である必要があります。

参照参照参照参照 :

� 表領域グループの詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照し
てください。

� 「デフォルトの一時表領域の変更例 :」（10-41 ページ）

参照参照参照参照 : インスタンスを使用可能または使用禁止にする場合の詳細は、
『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイド』を
参照してください。

注意注意注意注意 : データベース名を変更しても、リモート・データベース内の既存
のデータベース・リンク、シノニム、ストアド・プロシージャ、ストア
ド・ファンクションからのユーザーのデータベースに対するグローバル参
照は変更されません。これらの参照を変更するのは、リモート・データ
ベース管理者の責任です。

参照参照参照参照 : 「グローバル・データベース名の変更例 :」（10-42 ページ）
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ENABLE BLOCK CHANGE TRACKING この句を指定すると、ブロック・チェンジ・トラッ
キングが使用可能になり、Oracle Database によってブロック・チェンジ・トラッキング・ファ
イルが作成されます。

� USING FILE 'filename' を指定すると、ブロック・チェンジ・トラッキング・ファイルの
名前を（Oracle Database が生成するのではなく）自分で指定できます。Oracle Managed 
Files を使用していない場合、この句を指定する必要があります。

� REUSEを指定すると、同じ名前の既存のブロック・チェンジ・トラッキング・ファイルを
上書きできます。

DISABLE BLOCK CHANGE TRACKING この句を指定すると、Oracle Database によるチェ
ンジ・トラッキングを停止し、既存のブロック・チェンジ・トラッキング・ファイルを削除で
きます。

flashback_mode_clause 
この句を使用すると、データベースを FLASHBACKモードにしたり、そのモードから戻すこと
ができます。この句を指定できるのはデータベースが ARCHIVELOGモードであり、データベー
スのフラッシュ・リカバリ領域をすでに準備している場合のみです。この句は、データベース
がマウントされているがオープンされていない場合に指定できます。REDO Apply がアクティ
ブな場合、物理スタンバイ・データベースでこの句は指定できません。

FLASHBACK ON この句を使用すると、データベースは FLASHBACKモードになります。
データベースが FLASHBACKモードのとき、Oracle Database は、フラッシュ・リカバリ領域に
自動的にフラッシュバック・データベース・ログを作成し、これを管理します。その後、
SYSDBAシステム権限を持つユーザーは、FLASHBACK DATABASE文を発行できます。

FLASHBACK OFF この句を使用すると、データベースは FLASHBACKモードから戻されま
す。Oracle Database は、フラッシュバック・データのロギングを停止し、既存のすべてのフ
ラッシュバック・データベース・ログを削除します。FLASHBACK DATABASEを発行すると、
エラーが発生して実行できません。

set_time_zone_clause
この句のセマンティクスは、CREATE DATABASE文および ALTER DATABASE文で同じです。
この句を ALTER DATABASEと併用すると、データベースのタイムゾーンがリセットされます。
データベースのタイムゾーンを確認するには、組込み関数 DBTIMEZONEを問い合せます（5-53
ページの「DBTIMEZONE」を参照）。この句を使用してタイムゾーンを設定または変更した
後、新しいタイムゾーンを有効にするためにデータベースを再起動する必要があります。

すべての新しい TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEデータは、ディスクに格納されるときに
データベースのタイムゾーンに正規化されます。データベースの既存のデータは、自動的に新
しいタイムゾーンに更新されません。したがって、データベースに TIMESTAMP WITH LOCAL 
TIME ZONEデータが存在する場合、データベースのタイムゾーンをリセットすることはできま
せん。データベースのタイムゾーンをリセットするには、まず TIMESTAMP WITH LOCAL TIME 
ZONEデータを削除またはエクスポートする必要があります。そのため、データを格納している
データベースのタイムゾーンを変更しないことをお薦めします。

この句の詳細は、14-26 ページの「CREATE DATABASE」の「set_time_zone_clause」を参照し
てください。

参照参照参照参照 : ブロック・チェンジ・トラッキングの設定の詳細は、『Oracle 
Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』および
10-42 ページの「ブロック・チェンジ・トラッキングを使用可能および使
用禁止にする例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : フラッシュバック操作のためのフラッシュ・リカバリ領域の準備
の詳細は、『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・
ガイド』を参照してください。
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ALTER DATABASE
security_clause 
security_clause（GUARD）を使用すると、データベースのデータが変更されないように保
護できます。現行のセッションでこの設定を上書きするには、ALTER SESSION DISABLE 
GUARD文を使用します。詳細は、11-41 ページの「ALTER SESSION」を参照してください。

ALL ALLを指定すると、SYS以外のすべてのユーザーが、データベースの内容を変更できな
くなります。

STANDBY STANDBYを指定すると、SYS以外のすべてのユーザーは、論理スタンバイで管理
されるデータベース・オブジェクトを変更できなくなります。この設定は、論理スタンバイに
よってレプリケートされる前に、データをレポート操作によって変更できるようにする場合に
便利です。

NONE NONEを指定すると、データベースのすべてのデータについて、通常のセキュリティを
設定できます。

例例例例

READ ONLY | READ WRITE の例の例の例の例 : 次の文は、データベースを読取り専用モードでオープン
します。

ALTER DATABASE OPEN READ ONLY;

次の文は、データベースを読み書き両用モードでオープンし、オンライン REDO ログを消去し
ます。

ALTER DATABASE OPEN READ WRITE RESETLOGS;

パラレル・リカバリ処理の使用例パラレル・リカバリ処理の使用例パラレル・リカバリ処理の使用例パラレル・リカバリ処理の使用例 : 次の文は、パラレル・リカバリ処理を使用して表領域のリ
カバリを行います。

ALTER DATABASE
   RECOVER TABLESPACE tbs_03
   PARALLEL;

REDO ログ・ファイル・グループの追加例ログ・ファイル・グループの追加例ログ・ファイル・グループの追加例ログ・ファイル・グループの追加例 : 次の文は、2 つのメンバーを含む REDO ログ・
ファイル・グループを追加し、GROUPパラメータの値に 3 を指定してこのグループを識別しま
す。

ALTER DATABASE
  ADD LOGFILE GROUP 3 
    ('diska:log3.log' ,  
     'diskb:log3.log') SIZE 50K; 

次の文は、2 つのメンバーを含む REDO ログ・ファイル・グループをスレッド 5（Real 
Application Clusters 環境内）に追加して、このグループに GROUPパラメータ値 4 を割り当て
ます。

ALTER DATABASE  
    ADD LOGFILE THREAD 5 GROUP 4  
        ('diska:log4.log', 
         'diskb:log4:log'); 

参照参照参照参照 : 論理スタンバイの詳細は、『Oracle Data Guard 概要および管理』
を参照してください。

注意注意注意注意 : 論理スタンバイ・データベースには、この設定をできるだけ使用
しないでください。
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ALTER DATABASE
REDO ログ・ファイル・グループ・メンバーの追加例ログ・ファイル・グループ・メンバーの追加例ログ・ファイル・グループ・メンバーの追加例ログ・ファイル・グループ・メンバーの追加例 : 次の文は、前述の例で追加した
REDO ログ・ファイル・グループに 1 つのメンバーを追加します。

ALTER DATABASE   
   ADD LOGFILE MEMBER 'diskc:log3.log'  
   TO GROUP 3; 

ログ・ファイル・メンバーの削除例ログ・ファイル・メンバーの削除例ログ・ファイル・メンバーの削除例ログ・ファイル・メンバーの削除例 : 次の文は、前述の例で追加した REDO ログ・ファイル・
メンバーの 1 つを削除します。

ALTER DATABASE
    DROP LOGFILE MEMBER 'diskb:log3.log'; 

次の文は、REDO ログ・ファイル・グループ 3 のすべてのメンバーを削除します。

ALTER DATABASE DROP LOGFILE GROUP 3; 

ログ・ファイル・メンバーの名前の変更例ログ・ファイル・メンバーの名前の変更例ログ・ファイル・メンバーの名前の変更例ログ・ファイル・メンバーの名前の変更例 : 次の文は、REDO ログ・ファイル・メンバーの名
前を変更します。

ALTER DATABASE   
    RENAME FILE 'diskc:log3.log' TO 'diskb:log3.log'; 

この例では、REDO ログ・グループ・メンバーのファイルが、別のファイルに変更されただけ
です。ファイル名が、実際に diskc:log3.logから diskb:log3.logに変更されたわけで
はありません。この文を発行する前に、オペレーティング・システムでこのファイル名を変更
する必要があります。

表領域のデフォルト・タイプの設定例表領域のデフォルト・タイプの設定例表領域のデフォルト・タイプの設定例表領域のデフォルト・タイプの設定例 : 次の文は、これ以降作成される表領域の種類がデフォ
ルトで bigfile 表領域になるように指定します。

ALTER DATABASE
    SET DEFAULT BIGFILE TABLESPACE;

デフォルトの一時表領域の変更例デフォルトの一時表領域の変更例デフォルトの一時表領域の変更例デフォルトの一時表領域の変更例 : 次の文は、tbs_5（16-82 ページの「一時表領域の作成例
:」で作成）をデータベースのデフォルトの一時表領域にします。この文は、作成時に何も指定
されていない場合にデフォルトの一時表領域を作成するか、既存のデフォルトの一時表領域を
tbs_05に置き換えます。

ALTER DATABASE 
   DEFAULT TEMPORARY TABLESPACE tbs_05;

または、表領域グループを使用して、表領域グループをデフォルトの一時表領域に定義するこ
ともできます。次の文は、表領域グループ tbs_group_01の表領域（16-83 ページの「表領域
グループへの一時表領域の追加例 :」で作成）をデータベースのデフォルトの一時表領域にしま
す。

ALTER DATABASE
   DEFAULT TEMPORARY TABLESPACE tbs_grp_01;

新しいデータ・ファイルの作成例新しいデータ・ファイルの作成例新しいデータ・ファイルの作成例新しいデータ・ファイルの作成例 : 次の文は、ファイル tbs_f03.dbfを基に、新しいデー
タ・ファイル tbs_f04.dbfを作成します。新しいデータ・ファイルを作成する前に、既存の
データ・ファイル（またはこのデータ・ファイルが存在する表領域）をオフラインにする必要
があります。

ALTER DATABASE 
    CREATE DATAFILE 'tbs_f03.dbf' 
                 AS 'tbs_f04.dbf'; 
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ALTER DATABASE
一時ファイルの操作例一時ファイルの操作例一時ファイルの操作例一時ファイルの操作例 : 次の例では、12-92 ページの「データ・ファイルおよび一時ファイル
の追加例と削除例 :」で作成された一時ファイル temp02.dbf をオフラインにして、名前を変更
します。

ALTER DATABASE TEMPFILE 'temp02.dbf' OFFLINE;

ALTER DATABASE RENAME FILE 'temp02.dbf' TO 'temp03.dbf';

一時ファイルの名前を変更する文では、まずファイル temp03.dbfをオペレーティング・シス
テム上に作成する必要があります。

グローバル・データベース名の変更例グローバル・データベース名の変更例グローバル・データベース名の変更例グローバル・データベース名の変更例 : 次の文は、データベースのグローバル名を変更し、
データベース名とドメインの両方を指定します。

ALTER DATABASE  
    RENAME GLOBAL_NAME TO demo.world.example.com; 

ブロック・チェンジ・トラッキングを使用可能および使用禁止にする例ブロック・チェンジ・トラッキングを使用可能および使用禁止にする例ブロック・チェンジ・トラッキングを使用可能および使用禁止にする例ブロック・チェンジ・トラッキングを使用可能および使用禁止にする例 : 次の文は、ブロッ
ク・チェンジ・トラッキングを使用可能にし、tracking_fileというブロック・チェンジ・
トラッキング・ファイルを作成（すでに存在する場合は上書き）します。

ALTER DATABASE
  ENABLE BLOCK CHANGE TRACKING
    USING FILE 'tracking_file' REUSE;

次の文は、ブロック・チェンジ・トラッキングを使用禁止にし、既存のブロック・チェンジ・
トラッキング・ファイルを削除します。

ALTER DATABASE
  DISABLE BLOCK CHANGE TRACKING;

データ・ファイルのサイズの変更例データ・ファイルのサイズの変更例データ・ファイルのサイズの変更例データ・ファイルのサイズの変更例 : 次の文は、データ・ファイル diskb:tbs_f5.datの
サイズを変更します。

ALTER DATABASE  
    DATAFILE 'diskb:tbs_f5.dat' RESIZE 10 M;

ログ・ファイルの消去例ログ・ファイルの消去例ログ・ファイルの消去例ログ・ファイルの消去例 : 次の文は、ログ・ファイルを消去します。

ALTER DATABASE  
    CLEAR LOGFILE 'diskc:log3.log';

データベースのリカバリ例データベースのリカバリ例データベースのリカバリ例データベースのリカバリ例 : 次の文は、データベース全体を完全にリカバリし、必要な新しい
アーカイブ REDO ログ・ファイル名を生成します。

ALTER DATABASE 
  RECOVER AUTOMATIC DATABASE; 

次の文は、Oracle Database が適用する REDO ログ・ファイル名を明示的に指定します。

ALTER DATABASE 
    RECOVER LOGFILE 'diskc:log3.log'; 

次の文は、時間ベースのデータベース・リカバリを実行します。

ALTER DATABASE 
    RECOVER AUTOMATIC UNTIL TIME '2001-10-27:14:00:00'; 

データベースは、2001 年 10 月 27 日の午後 2 時の状態にリカバリされます。

表領域のリカバリ例は、10-40 ページの「パラレル・リカバリ処理の使用例 :」を参照してくだ
さい。
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ALTER DIMENSION
ALTER DIMENSION 

用途用途用途用途

ALTER DIMENSION文を使用すると、ディメンションの階層関係またはディメンション属性を
変更できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ディメンションが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、
ALTER ANY DIMENSIONシステム権限が必要です。

所有者の権限があれば、ディメンションはいつでも変更されます。

構文構文構文構文

alter_dimension::=

（10-43 ページの level_clause::=、10-44 ページの hierarchy_clause::=、
10-44 ページの attribute_clause::=、10-44 ページの extended_attribute_clause::= を参照）

level_clause::=

参照参照参照参照 : 14-33 ページの「CREATE DIMENSION」および 17-37 ページの
「DROP DIMENSION」を参照してください。

ALTER DIMENSION
schema .

dimension

ADD

level_clause

hierarchy_clause

attribute_clause

extended_attribute_clause

DROP

LEVEL level

RESTRICT

CASCADE

HIERARCHY hierarchy

ATTRIBUTE attribute
LEVEL level

COLUMN column

,

COMPILE

;

LEVEL level IS

level_table . level_column

( level_table . level_column

,

)

SKIP WHEN NULL
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ALTER DIMENSION
hierarchy_clause::=

（10-44 ページの dimension_join_clause::= を参照）

dimension_join_clause::=

attribute_clause::=

extended_attribute_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

次のキーワード、パラメータおよび句の意味は、ALTER DIMENSIONに対してのみ有効です。
その他のキーワード、パラメータおよび句には、CREATE DIMENSION文での機能と同じ機能が
あります。詳細は、14-33 ページの「CREATE DIMENSION」を参照してください。

schema
変更するディメンションのスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、ディメンショ
ンは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

dimension
ディメンション名を指定します。ディメンションは、すでに存在している必要があります。

ADD
ADD句を使用すると、ディメンションにレベル、階層または属性を追加できます。これらの要
素の 1 つを追加しても、既存のマテリアライズド・ビューは無効になりません。

ADD LEVEL句は、他の ADD句より前に処理されます。

DROP
DROP句を使用すると、ディメンションからレベル、階層または属性を削除できます。指定する
すべてのレベル、階層または属性は、すでに存在している必要があります。

1 つの属性で、1 つのレベルに関連付けられている 1 つ以上のレベルと列の関係を削除できま
す。

HIERARCHY hierarchy ( child_level CHILD OF parent_level
dimension_join_clause

)

JOIN KEY

child_key_column

( child_key_column

,

)

REFERENCES parent_level

ATTRIBUTE level DETERMINES

dependent_column

( dependent_column

,

)

ATTRIBUTE attribute LEVEL level DETERMINES

dependent_column

( dependent_column

,

)
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ALTER DIMENSION
DROP の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : 属性または階層がレベルを参照する場合は、すべての参照している属性
および階層を削除するか、または CASCADEを指定しないかぎり、このレベルを削除すること
はできません。

CASCADE  CASCADEを指定すると、レベルを参照する属性または階層をレベルとともに削除
できます。

RESTRICT RESTRICTを指定すると、属性または階層が参照するレベルを削除しないように
Oracle Database に指示できます。これはデフォルトです。

COMPILE
COMPILEを指定すると、無効のディメンションを明示的に再コンパイルできます。ADD句また
は DROP句が発行されると、ディメンションは自動的にコンパイルされます。ただし、ディメ
ンションが参照するオブジェクトを変更する（たとえば、ディメンションで参照された表を削
除した後再作成する）と、ディメンションが無効になるため、これを明示的に再コンパイルす
る必要があります。

例例例例

ディメンションの変更例ディメンションの変更例ディメンションの変更例ディメンションの変更例 : 次の例は、サンプル・スキーマ shの customers_dimディメン
ションを変更します。

ALTER DIMENSION customers_dim
   DROP ATTRIBUTE country;

ALTER DIMENSION customers_dim
   ADD LEVEL zone IS customers.cust_postal_code
   ADD ATTRIBUTE zone DETERMINES (cust_city);
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ALTER DISKGROUP
ALTER DISKGROUP 

用途用途用途用途

ALTER DISKGROUP文を使用すると、ディスク・グループまたはディスク・グループ内のディ
スクに対して多数の操作を実行できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

この文を発行するには、SYSDBAシステム権限が必要です。また、この文を発行する自動スト
レージ管理インスタンスが起動されている必要があります。変更するディスク・グループはマ
ウントされている必要があります。

SYSOPERロールで実行可能な ALTER DISKGROUP操作は、
diskgroup_availability_clause、balance_diskgroup_clauseです。

注意注意注意注意 : この SQL 文は、自動ストレージ管理を使用しており、自動スト
レージ管理インスタンスを起動している場合にのみ有効です。この文の発
行は、通常のデータベース・インスタンスからではなく、自動ストレージ
管理インスタンスから行う必要があります。自動ストレージ管理インスタ
ンスの起動の詳細は、『Oracle Database ストレージ管理者ガイド』 を参照
してください。

参照参照参照参照 :

� ディスク・グループの作成については、14-40 ページの「CREATE 
DISKGROUP」を参照してください。

� 自動ストレージ管理およびディスク・グループを使用してデータベー
ス管理を簡略化する方法については、『Oracle Database ストレージ管
理者ガイド』を参照してください。
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ALTER DISKGROUP
構文構文構文構文

alter_diskgroup::=

（10-47 ページの add_disk_clause::=、10-48 ページの drop_disk_clauses::=、
10-48 ページの resize_disk_clauses::=、10-48 ページの disk_online_clause::=、
10-48 ページの disk_offline_clause::=、10-49 ページの rebalance_diskgroup_clause::=、
10-49 ページの check_diskgroup_clause::=、10-49 ページの diskgroup_template_clauses::=、
10-49 ページの diskgroup_directory_clauses::=、10-50 ページの diskgroup_alias_clauses::=、
10-50 ページの diskgroup_attributes::=、10-50 ページの drop_diskgroup_file_clause::=、
10-49 ページの undrop_disk_clause::=、10-50 ページの diskgroup_availability::= を参照）

add_disk_clause::=

（10-47 ページの qualified_disk_clause::= を参照）

qualified_disk_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

ALTER DISKGROUP

diskgroup_name

add_disk_clause

drop_disk_clause

resize_disk_clause

rebalance_diskgroup_clause

disk_online_clause

disk_offline_clause

rebalance_diskgroup_clause

check_diskgroup_clause

diskgroup_template_clauses

diskgroup_directory_clauses

diskgroup_alias_clauses

diskgroup_attributes

drop_diskgroup_file_clause

diskgroup_name

,

ALL

undrop_disk_clause

diskgroup_availability

ADD
FAILGROUP failgroup_name

DISK qualified_disk_clause

,

search_string
NAME disk_name SIZE size_clause

FORCE

NOFORCE
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drop_disk_clauses::=

resize_disk_clauses::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

disk_online_clause::=

disk_offline_clause::=

timeout_clause::=

DROP

DISK disk_name

FORCE

NOFORCE

,

DISKS IN FAILGROUP failgroup_name

FORCE

NOFORCE

,

RESIZE

ALL
SIZE size_clause

DISK disk_name
SIZE size_clause

,

DISKS IN FAILGROUP failgroup_name
SIZE size_clause

,

ONLINE

DISK disk_name

,

DISKS IN FAILGROUP failgroup_name

,

ALL

WAIT

NOWAIT

OFFLINE

DISK disk_name

,

DISKS IN FAILGROUP failgroup_name

,
timeout_clause

DROP AFTER integer
M

H
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undrop_disk_clause::=

rebalance_diskgroup_clause::=

check_diskgroup_clause::=

diskgroup_template_clauses::=

（10-49 ページの qualified_template_clause::= を参照）

qualified_template_clause::=

diskgroup_directory_clauses::=

UNDROP DISKS

REBALANCE
POWER integer

WAIT

NOWAIT

CHECK

REPAIR

NOREPAIR

ADD

MODIFY
TEMPLATE template_name qualified_template_clause

,

DROP TEMPLATE template_name

,

ATTRIBUTES (

MIRROR

HIGH

UNPROTECTED

FINE

COARSE
)

ADD DIRECTORY ’ filename ’

,

DROP DIRECTORY ’ filename ’

FORCE

NOFORCE

,

RENAME DIRECTORY ’ old_dir_name ’ TO ’ new_dir_name ’

,
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diskgroup_alias_clauses::=

diskgroup_attributes::=

drop_diskgroup_file_clause::=

diskgroup_availability::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

diskgroup_name
変更するディスク・グループの名前を指定します。既存のディスク・グループの名前を確認す
るには、V$ASM_DISKGROUP動的パフォーマンス・ビューを問い合せます。

add_disk_clause
この句を使用すると、ディスク・グループに 1 つ以上のディスクを追加し、新しく追加した
ディスクの属性を指定できます。この操作を実行すると、自動ストレージ管理によって、自動
的にディスク・グループの均衡が再調整されます。

この句を使用して、ディスクの障害グループを変更することはできません。これを行うには、
ディスク・グループからディスクを削除した後で、新しい障害グループの一部として、ディス
ク・グループにディスクを再度追加します。

ディスク・グループの既存のディスク名を確認するには、V$ASM_DISK動的パフォーマンス・
ビューを問い合せます。

FAILGROUP 句句句句 この句を使用すると、新しく追加したディスクを障害グループに割り当てる
ことができます。この句を省略して、標準または高冗長性ディスク・グループにディスクを追
加すると、Oracle Database は、新しく追加されたディスクを自動的に障害グループに追加しま
す。障害グループの暗黙的な名前は、オペレーティング・システムに依存しないディスク名と
同じです（14-42 ページの「NAME 句」を参照）。

外部冗長性ディスク・グループを作成している場合、この句は指定できません。

ADD ALIAS ’ alias_name ’ FOR ’ filename ’

,

DROP ALIAS ’ alias_name ’

,

RENAME ALIAS ’ old_alias_name ’ TO ’ new_alias_name ’

,

SET ATTRIBUTE ’ attribute_name ’ = ’ attribute_value ’

DROP FILE ’ filename ’

,

MOUNT

RESTRICTED

NORMAL

FORCE

NOFORCE

DISMOUNT

FORCE

NOFORCE
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qualified_disk_clause
この句のセマンティクスは、CREATE DISKGROUP文および ALTER DISKGROUP文で同じです。
この句の詳細は、14-42 ページの「CREATE DISKGROUP」の「qualified_disk_clause」を参照し
てください。

drop_disk_clauses
この句を使用すると、ディスク・グループから 1 つ以上のディスクを削除できます。

DROP DISK DROP DISK句を使用すると、ディスク・グループから 1 つ以上のディスクを削
除し、自動的にディスク・グループの均衡を再調整できます。ディスクを削除すると、自動ス
トレージ管理によって、ディスクのすべてのデータが再配置され、ディスクをディスク・グ
ループから除外するためにディスク・ヘッダーが消去されます。

DROP DISKS IN FAILGROUP DROP DISKS IN FAILGROUP句を使用すると、指定した障害グ
ループからすべてのディスクを削除できます。他の動作は、DROP DISK句と同じです。

FORCE | NOFORCE これらのキーワードを使用すると、ディスクがディスク・グループから
除外されたとみなされるタイミングを指定できます。デフォルト設定である NOFORCEを使用
することをお薦めします。

� NOFORCEを指定すると、自動ストレージ管理によって、ディスクのすべてのエクステント
が他のディスクに再配置された後で、ディスク・グループからそのディスクが除外され、
ディスク・グループの均衡が再調整されます。

� FORCEを指定すると、ディスクは、ディスク・グループからすぐに除外されます。次に、
他のディスク上の冗長コピーからデータが再構築され、そのデータが他のディスクに再配
置されて、ディスク・グループの均衡が再調整されます。

FORCE句は、削除するディスクを自動ストレージ管理で読み取れなくなった場合などに便
利です。ただし、FORCE 句は、NOFORCEによる削除より長い時間がかかり、ファイルの
一部の保護が低下することがあります。外部冗長性ディスク・グループには FORCEを指定
できません。自動ストレージ管理では、ディスク上に冗長データが存在しない場合、ディ
スクを削除する前にそのディスクからデータを読み取る必要があるためです。

FORCEや NOFORCEを指定したかどうかにかかわらず、ディスクを削除する際の均衡の再調整
操作には時間がかかります。進捗を監視するには、V$ASM_OPERATION動的パフォーマンス・
ビューを問い合せます。均衡の再調整操作の詳細は、10-53 ページの

「rebalance_diskgroup_clause」を参照してください。

注意注意注意注意 : DROP DISK ... NOFORCEを指定すると、ディスクが安全に再利用さ
れる前またはディスクがシステムから削除される前に、制御がユーザーに
戻ります。ディスクの削除操作が完了したことを確認するには、
V$ASM_DISKビューを問い合せて、HEADER_STATUSの値が FORMERで
あることを確認します。STATEの値が DROPPINGの場合は、ディスクの
削除や再利用はしないでください。V$ASM_OPERATIONビューを問い合せ
ると、ディスクの削除によって実行される均衡の再調整に必要な時間の概
略がわかります。REBALANCE...WAIT（10-53 ページの

「rebalance_diskgroup_clause」を参照）も指定すると、均衡の再調整操作
が完了しディスクがクリアされるまで、この文は戻りません。ただし、予
想外のイベントによって均衡の再調整が失敗することがあるため、
V$ASM_DISKの HEADER_STATUS列が FORMERになっていることを必ず
確認してください。
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resize_disk_clauses
この句を使用すると、ディスク・グループ内の 1 つ以上のディスクの新しいサイズを指定でき
ます。この句は、オペレーティング・システムによって戻されるサイズや、以前にディスクに
指定したサイズを上書きします。

RESIZE ALL この句を指定すると、ディスク・グループ内のすべてのディスクのサイズ変更
操作を実行できます。

RESIZE DISK この句を指定すると、指定したディスクのみのサイズを変更できます。

RESIZE DISKS IN FAILGROUP この句を指定すると、指定した障害グループ内のすべての
ディスクのサイズを変更できます。

SIZE ディスクのサイズを KB、MB、GB または TB 単位で指定します。ディスク容量を超え
るサイズは指定できません。ディスク容量よりも小さいサイズを指定した場合、自動ストレー
ジ管理で使用されるディスク容量が制限されます。この句を省略した場合、自動ストレージ管
理ではオペレーティング・システムによって戻されたサイズが使用されます。

disk_offline_clause
disk_offline_clauseを使用すると、1 つ以上のディスクをオフラインに切り替えることが
できます。指定したディスクをオフラインに切り替えることによってディスク・グループの冗
長性レベルに違反する場合、この句は失敗します。

デフォルトでは、オフラインに切り替えられるとすぐに、ディスクは自動ストレージ管理に
よって削除されます。timeout_clauseを指定してこの操作を遅らせることにより、ディスク
を修復してオンラインに戻すことができます。分単位または時間単位でタイムアウト値を指定
できます。単位を指定しない場合、デフォルトは時間です。

この句を複数回指定することによって、タイムアウトの期間を変更できます。指定するたびに、
自動ストレージ管理によって、ディスク・グループがマウントされている間、直近の
disk_offline_clauseからの時間が測定されます。自動ストレージ管理によってオフライ
ン・ディスクが削除されるまでの残り時間を知るには、V$ASM_DISKの repair_timer列を
問い合せます。

この句によって、disk_repair_time属性の以前の設定が上書きされます。ディスク・グ
ループの属性の詳細は、表 14-1「ディスク・グループの属性」を参照してください。

disk_online_clause
disk_online_clauseを使用すると、1 つ以上のディスクをオンラインにし、ディスク・グ
ループの均衡を再調整できます。WAITおよび NOWAIT句は、ディスク・グループの均衡の手
動再調整の場合と同じセマンティクスを持ちます。詳細は、10-53 ページの「POWER」および
10-53 ページの「WAIT | NOWAIT」の説明を参照してください。

undrop_disk_clause
この句を使用すると、ディスク・グループからのディスクの削除を取り消すことができます。
1 つ以上のディスク・グループ内のすべてのディスク（diskgroup_nameを指定）、またはす
べてのディスク・グループ内のすべてのディスク（ALLを指定）の保留中の削除を取り消すこ
とができます。

ディスク・グループから完全に削除されたディスクや、完全に削除されたディスク・グループ
に対しては、この句は無効です。この句を指定すると、実行時間が長い操作が行われます。
操作の状態を確認するには、V$ASM_OPERATION動的パフォーマンス・ビューを問い合せま
す。

参照参照参照参照 : ASM ディスクのオンラインおよびオフラインへの切替えの詳細
は、『Oracle Database ストレージ管理者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 実行時間が長い自動ストレージ管理操作の詳細は、
V$ASM_OPERATIONを参照してください。
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diskgroup_clauses
この句を使用すると、ディスク・グループ全体に対して操作を実行できます。

rebalance_diskgroup_clause 
この句を使用すると、ディスク・グループの均衡を手動で再調整できます。自動ストレージ管
理では、すべてのドライブ間で均等にデータ・ファイルが再分散されます。記憶域構成が変化
すると、自動ストレージ管理によって、ファイルが均等に配置され、ディスク・グループの均
衡が自動的に再調整されるため、この句が必要なことはほとんどありません。ただし、POWER
句を使用して均衡の自動再調整操作の速度を制御する場合、この句は便利です。

POWER POWER句には、0 ～ 11 の値を指定します。0 を指定すると均衡の再調整操作は停止
し、11 を指定すると自動ストレージ管理による均衡の再調整は 高速度で実行されます。
POWER句に指定する値のデフォルトは、ASM_POWER_LIMIT初期化パラメータの値です。

POWER句を省略すると、自動ストレージ管理による均衡の自動および指定の再調整操作は、
ASM_POWER_LIMIT初期化パラメータの値に基づいて実行されます。

WAIT | NOWAIT この句を使用すると、制御を、均衡の再調整操作のどの段階でユーザーに戻
すか指定できます。

� WAITを指定すると、ディスクを追加または削除するスクリプトは、ディスク・グループの
均衡が再調整されるのを待機してからユーザーに制御を戻します。WAITモードで実行して
いる再調整操作は、明示的に終了させることができます。ただし、その場合、同じ文で完
了しているディスクの追加操作や削除操作が元に戻ることはありません。

� NOWAITは、文の発行後すぐに制御をユーザーに戻す場合に指定します。これはデフォル
トです。

均衡の再調整操作の進捗を監視するには、V$ASM_OPERATION動的パフォーマンス・ビューを
問い合せます。

check_diskgroup_clause
check_diskgroup_clausesを使用すると、自動ストレージ管理ディスク・グループのメタ
データの内部一貫性を検証できます。ディスク・グループは、マウントされている必要があり
ます。自動ストレージ管理によってサマリー・エラーが表示され、検出されたエラーの詳細が
アラート・ログに書き込まれます。

CHECKキーワードによって、次の処理が実行されます。

� ディスクの一貫性をチェックします。

� すべてのファイル・エクステント・マップおよび割当て表の一貫性をクロスチェックしま
す。

� 別名メタデータ・ディレクトリおよびファイル・ディレクトリが正しくリンクされている
ことをチェックします。

� 別名ディレクトリ・ツリーが正しくリンクされていることをチェックします。

� ASM メタデータ・ディレクトリに、到達不可能なブロックが割り当てられていないことを
チェックします。

REPAIR | NOREPAIR この句を使用すると、一貫性チェックで検出されたエラーを修正する
かどうかを自動ストレージ管理に指示できます。デフォルトは NOREPAIRです。NOREPAIR設
定は、非一貫性が検出された場合には警告を受け取るが、自動ストレージ管理による修正処理
を自動的に行わない場合に便利です。

参照参照参照参照 : ディスク・グループの均衡の再調整の詳細は、
ASM_POWER_LIMITおよび『Oracle Database ストレージ管理者ガイド』
を参照してください。また、10-58 ページの「ディスク・グループの均衡
の再調整例 :」も参照してください。
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非推奨になる非推奨になる非推奨になる非推奨になる予定の句予定の句予定の句予定の句 以前のリリースでは、ALL、DISK、DISKS IN FAILGROUPまたは
FILEに対して CHECKを指定できました。これらの句は不要になったため、非推奨になる予定
です。指定すると、動作は以前のリリースと同じで、アラート・ログにメッセージが追加され
ます。ただし、これらの句はサポートされなくなる予定であるため、新しいコードには使用し
ないことをお薦めします。非推奨になる予定の句は、次のとおりです。

� ALL: ディスク・グループ内のすべてのディスクとファイルをチェックします。

� DISK: ディスク・グループ内の 1 つ以上の指定したディスクをチェックします。

� DISKS IN FAILGROUP: 指定した障害グループ内のすべてのディスクをチェックします。

� FILE: ディスク・グループ内の 1 つ以上の指定したファイルをチェックします。ファイル
名の参照書式のいずれかを使用する必要があります。自動ストレージ管理のファイル名の
参照書式の詳細は、8-28 ページの「ASM_filename」を参照してください。

diskgroup_template_clauses
テンプレートは、属性の名前付きコレクションです。ディスク・グループを作成すると、自動
ストレージ管理によって、システムの一連の初期デフォルト・テンプレートがそのディスク・
グループに関連付けられます。テンプレートで定義される属性は、そのディスク・グループ内
のすべてのファイルに適用されます。次の表に、システムのデフォルト・テンプレートと、
様々な種類のファイルに適用される属性を示します。表の後に説明する
diskgroup_template_clausesを使用すると、テンプレートの属性を変更して、新しいテ
ンプレートを作成できます。

ディスク・グループ・ファイルを作成した後は、この句を使用して属性を変更することはでき
ません。これを行うには、Recovery Manager（RMAN）を使用して、新しい属性を持つ新しい
ファイルにそのファイルをコピーする必要があります。

表表表表 10-1 自動ストレージ管理システムのファイル・グループのデフォルト・テンプレート自動ストレージ管理システムのファイル・グループのデフォルト・テンプレート自動ストレージ管理システムのファイル・グループのデフォルト・テンプレート自動ストレージ管理システムのファイル・グループのデフォルト・テンプレート

テンプレート名テンプレート名テンプレート名テンプレート名 ファイルの種類ファイルの種類ファイルの種類ファイルの種類 外部冗長性外部冗長性外部冗長性外部冗長性 標準冗長性標準冗長性標準冗長性標準冗長性 高冗長性高冗長性高冗長性高冗長性 ストライプ化ストライプ化ストライプ化ストライプ化

CONTROL 制御ファイル 保護なし 双方向ミラー 3 方向ミラー 密

DATAFILE データ・ファイルとコピー 保護なし 双方向ミラー 3 方向ミラー 粗

ONLINELOG オンライン・ログ 保護なし 双方向ミラー 3 方向ミラー 密

ARCHIVELOG アーカイブ・ログ 保護なし 双方向ミラー 3 方向ミラー 粗

TEMPFILE 一時ファイル 保護なし 双方向ミラー 3 方向ミラー 粗

BACKUPSET データ・ファイルのバック
アップ・ピース、データ・
ファイルの増分バックアッ
プ・ピース、およびアーカイ
ブ・ログのバックアップ・
ピース

保護なし 双方向ミラー 3 方向ミラー 粗

PARAMETERFILE SPFILE 保護なし 双方向ミラー 3 方向ミラー 粗

DATAGUARDCONFIG 障害回復構成（スタンバイ・
データベースで使用）

保護なし 双方向ミラー 3 方向ミラー 粗

FLASHBACK フラッシュバック・ログ 保護なし 双方向ミラー 3 方向ミラー 密

CHANGETRACKING ブロック・チェンジ・トラッ
キング・データ（増分バック
アップで使用）

保護なし 双方向ミラー 3 方向ミラー 粗

DUMPSET データ・ポンプ・ダンプ・
セット

保護なし 双方向ミラー 3 方向ミラー 粗

XTRANSPORT クロス・プラットフォーム変
換データ・ファイル

保護なし 双方向ミラー 3 方向ミラー 粗

AUTOBACKUP 自動バックアップ・ファイル 保護なし 双方向ミラー 3 方向ミラー 粗
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ADD TEMPLATE この句を使用すると、ディスク・グループに 1 つ以上の名前付きテンプ
レートを追加できます。既存のテンプレート名を確認するには、V$ASM_TEMPLATE動的パ
フォーマンス・ビューを問い合せます。

MODIFY TEMPLATE この句を使用すると、システムのデフォルト・ディスク・グループ・テ
ンプレートまたはユーザー定義のディスク・グループ・テンプレートの属性を変更できます。
指定した属性のみが変更されます。指定していないプロパティは、現在の値のまま変更されま
せん。

template_name 追加または変更するテンプレートの名前を指定します。テンプレート名に
は、データベース・スキーマ・オブジェクトと同じネーミング規則および制限が適用されます。
データベース・オブジェクト名の詳細は、2-98 ページの「スキーマ・オブジェクトのネーミン
グ規則」を参照してください。

冗長性レベル冗長性レベル冗長性レベル冗長性レベル 新しく追加または変更するテンプレートの冗長性レベルを指定します。

� MIRROR: このテンプレートが適用されるファイルは、データ・ブロックのミラー化によっ
て保護されます。標準冗長性ディスク・グループでは、プライマリ・エクステントごとに
1 つのミラー・エクステントが存在します（双方向ミラー化）。高冗長性ディスク・グルー
プでは、プライマリ・エクステントごとに 2 つのミラー・エクステントが存在します

（3 方向ミラー化）。外部冗長性ディスク・グループのテンプレートには、MIRRORを指定す
ることはできません。

� HIGH: このテンプレートが適用されるファイルは、データ・ブロックのミラー化によって
保護されます。標準冗長性および高冗長性ディスク・グループでは、プライマリ・エクス
テントごとに 2 つのミラー・エクステントが存在します（3 方向ミラー化）。外部冗長性
ディスク・グループのテンプレートには、HIGHを指定することはできません。

� UNPROTECTED: このテンプレートが適用されるファイルは、自動記憶域管理によってメ
ディア障害から保護されません。システムのアクションまたはユーザー・コマンドによっ
てディスクがオフラインになると、保護されていないファイルが失われる可能性がありま
す。外部冗長性ディスク・グループには、UNPROTECTEDのみが有効な設定です。高冗長
性ディスク・グループのテンプレートには、UNPROTECTEDを指定することはできません。
標準または高冗長性ディスク・グループでは、保護されていないファイルを使用しないこ
とをお薦めします。

この句を指定しない場合、デフォルト値は、標準冗長性ディスク・グループでは MIRROR、高
冗長性ディスク・グループでは HIGH、外部冗長性ディスク・グループでは UNPROTECTEDに
なります。

ディスクのストライプ化ディスクのストライプ化ディスクのストライプ化ディスクのストライプ化 このテンプレートが適用されるファイルのストライプ化の方法を指
定します。

� FINE: このテンプレートが適用されるファイルは、128KB 単位でストライプ化されます。

� COARSE: このテンプレートが適用されるファイルは、1MB 単位でストライプ化されます。
これはデフォルト値です。

DROP TEMPLATE この句を使用すると、ディスク・グループから 1 つ以上のテンプレートを
削除できます。この句で削除できるのはユーザー定義テンプレートのみであり、システム・デ
フォルト・テンプレートは削除できません。

注意注意注意注意 : 以前のリリースでは、キーワード ALTER TEMPLATEが MODIFY 
TEMPLATEのかわりに使用されました。ALTERキーワードは、下位互換性
のためにまだサポートされていますが、他の Oracle SQL との一貫性のた
めに MODIFYに置き換えられました。
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diskgroup_directory_clauses
自動ストレージ管理ファイル名の別名（10-56 ページの「diskgroup_alias_clauses」を参照）を
作成する前に、別名が存在する場所の完全なディレクトリ構造を指定する必要があります。
diskgroup_directory_clausesを使用すると、そのようなディレクトリ構造を作成および
操作できます。

ADD DIRECTORY この句を使用すると、階層的に名付けられた別名の新しいディレクトリ・
パスを作成できます。ディレクトリの各コンポーネントを区切るには、スラッシュ（/）を使用
します。各ディレクトリ・コンポーネントの 大長は 48 バイトであり、スラッシュ文字を含む
ことはできません。コンポーネントの 初または 後の文字に空白を使用することはできませ
ん。ディレクトリ・パス全体の長さは、256 バイトから、このディレクトリに作成する別名

（10-56 ページの「diskgroup_alias_clauses」を参照）の長さを引いた長さを超えることはでき
ません。

DROP DIRECTORY この句を使用すると、階層的に名付けられた別名のディレクトリを削除
できます。FORCEが指定されていないかぎり、自動ストレージ管理では、別名の定義を含む
ディレクトリは削除されません。この句は、システム別名の一部として作成されたディレクト
リの削除には無効です。そのようなディレクトリは、V$ASM_ALIAS動的パフォーマンス・
ビューの SYSTEM_CREATED列に Yという値が示されています。

RENAME DIRECTORY この句を使用すると、階層的に名付けられた別名のディレクトリ名を
変更できます。この句は、システム別名の一部として作成されたディレクトリ名の変更には無
効です。そのようなディレクトリは、V$ASM_ALIAS動的パフォーマンス・ビューの
SYSTEM_CREATED列に Yという値が示されています。

diskgroup_alias_clauses
自動ストレージ管理ファイルが暗黙的またはユーザー指定によって作成されると、そのファイ
ルには、ドット付きの数値の組で終わる完全修飾名が割り当てられます（8-26 ページの

「file_specification」を参照）。diskgroup_alias_clausesを使用すると、自動ストレージ管
理ファイル名に、よりわかりやすい別名を作成できます。ドット付きの数値の組で終わる別名
は指定できません。このような書式を使用すると、自動ストレージ管理ファイル名と区別でき
ないためです。

この句を指定する前に、まずネーミング規則に従ってディレクトリ構造を作成する必要があり
ます（10-56 ページの「diskgroup_directory_clauses」を参照）。別名全体の長さは 大 256 バ
イトです（ディレクトリの接頭辞を含む）。別名では大 / 小文字は区別されませんが、大 / 小
文字の区別は保持されます。

ADD ALIAS この句を使用すると、自動ストレージ管理ファイル名の別名を作成できます。
alias_nameには、ディレクトリのフルパスと別名を指定します。自動ストレージ管理の既存
の別名を確認するには、V$ASM_ALIAS動的パフォーマンス・ビューを問い合せます。自動ス
トレージ管理ファイル名の詳細は、8-28 ページの「ASM_filename」を参照してください。

DROP ALIAS この句を使用すると、ディスク・グループ・ディレクトリから別名を削除でき
ます。各別名には、ディレクトリのフルパスと別名を指定します。別名が参照する元のファイ
ルは変更されません。

RENAME ALIAS この句を使用すると、既存の別名を変更できます。alias_nameには、
ディレクトリのフルパスと別名を指定します。

別名の削除および名前の変更の制限事項別名の削除および名前の変更の制限事項別名の削除および名前の変更の制限事項別名の削除および名前の変更の制限事項 : システム生成された別名を削除したり、名前を変
更することはできません。別名がシステム生成されたものかどうかを確認するには、
V$ASM_ALIAS動的パフォーマンス・ビューの SYSTEM_CREATED列を問い合せます。
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diskgroup_attributes 
この句を使用すると、ディスク・グループの属性を指定できます。14-43 ページの表 14-1「ディ
スク・グループの属性」に、この句で設定できる属性を示します。この句の動作の詳細は、
14-43 ページの「CREATE DISKGROUP」の「ATTRIBUTE 句」を参照してください。

drop_diskgroup_file_clause
この句を使用すると、ディスク・グループからファイルを削除できます。自動ストレージ管理
によって、削除するファイルに関連付けられたすべての別名も削除されます。ファイル名の参
照書式のいずれかを使用する必要があります。ほとんどの自動ストレージ管理ファイルは
Oracle Managed Files であり、不要になると自動的に削除されるため、手動で削除する必要は
ありません。自動ストレージ管理のファイル名の参照書式の詳細は、8-28 ページの

「ASM_filename」を参照してください。

diskgroup_availability
この句を使用すると、自動ストレージ管理インスタンスと同じノードで実行されているデータ
ベース・インスタンスに対して、1 つ以上のディスク・グループを使用可能または使用禁止に
できます。この句は、クラスタ内の他のノードのディスク・グループの状態には影響しません。

MOUNT MOUNTを指定すると、ローカル自動ストレージ管理インスタンスのディスク・グ
ループをマウントできます。ALL MOUNTを指定すると、ASM_DISKGROUPS初期化パラメータ
で指定されたすべてのディスク・グループがマウントされます。ファイル操作は、ディスク・
グループがマウントされている場合のみ可能です。

RESTRICTED | NORMAL これらの句を使用すると、ディスク・グループがマウントされる方
式を決定できます。

� RESTRICTEDモードでは、ディスク・グループは単一インスタンス排他モードでマウント
されます。同じクラスタ内の他の ASM インスタンスは、そのディスク・グループをマウ
ントできません。このモードでは、ASM クライアントはディスク・グループを使用できま
せん。

� NORMALモードでは、ディスク・グループは共有モードでマウントされます。そのため、
他の ASM インスタンスおよびクライアントがディスク・グループにアクセスできます。
これはデフォルトです。

FORCE | NOFORCE これらの句を使用すると、ディスク・グループがマウントされる環境を
決定できます。

� FORCEモードでは、ASM は、ディスク・グループに属するすべてのデバイスを検出できな
い場合でも、そのディスク・グループをマウントしようとします。この設定は、標準冗長
性または高冗長性ディスク・グループのディスマウント中に、そのディスクの一部が使用
不可になった場合に役立ちます。MOUNT FORCEが成功した場合、ASM は欠落している
ディスクをオフラインにします。

ASM がディスク・グループ内のすべてのディスクを検出した場合、MOUNT FORCEは失敗
します。そのため、MOUNT FORCE設定は、一部のディスクが使用不可の場合にのみ使用し
ます。それ以外の場合は、NOFORCEを使用します。

標準冗長性および高冗長性ディスク・グループでは、1 つの障害グループのディスクが使
用不可になる場合があり、MOUNT FORCEは正常に実行されます。また、高冗長性ディス
ク・グループでは、2 つの異なる障害グループの 2 つのディスクが使用不可になる場合が
あり、MOUNT FORCEは正常に実行されます。使用不可のディスクのその他の組合せでは、
ASM はすべてのユーザー・データまたはメタデータの有効なコピーが使用可能なディスク
上にあることを保証できないため、操作は失敗します。

� NOFORCEモードでは、ASM は、すべてのメンバー・ディスクが検出されないかぎり、
ディスク・グループをマウントしようとしません。これはデフォルトです。

参照参照参照参照 : 初期化パラメータ・ファイルへのディスク・グループ名の追加の
詳細は、ASM_DISKGROUPSを参照してください。
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DISMOUNT DISMOUNTを指定すると、指定したディスク・グループをディスマウントできま
す。FORCEが指定されていないかぎり、ディスク・グループのいずれかのファイルがオープン
されていると、エラーが戻されます。ALL DISMOUNTを指定すると、現在マウントされている
すべてのディスク・グループがディスマウントされます。ファイル操作は、ディスク・グルー
プがマウントされている場合のみ可能です。

FORCE FORCEを指定すると、ディスク・グループのいずれかのファイルがオープンされて
いてもディスク・グループをディスマウントするように、自動ストレージ管理に指示できます。

例例例例

次の例では、dgroup_01というディスク・グループが必要です。ここでは、
ASM_DISKSTRINGが $ORACLE_HOME/disks/*に設定されていることを想定しています。ま
た、Oracle ユーザーが $ORACLE_HOME/disks/d100への読取り / 書込み権限を持っていると
想定しています。dgroup_01の作成方法については、14-44 ページの「ディスク・グループの
作成例 :」を参照してください。

ディスク・グループへのディスクの追加例ディスク・グループへのディスクの追加例ディスク・グループへのディスクの追加例ディスク・グループへのディスクの追加例 : 次の文は、ディスク d100をディスク・グループ
dgroup_01に追加します。

ALTER DISKGROUP dgroup_01
  ADD DISK '$ORACLE_HOME/disks/d100';

ディスク・グループからのディスクの削除例ディスク・グループからのディスクの削除例ディスク・グループからのディスクの削除例ディスク・グループからのディスクの削除例 : 次の文は、ディスク dgroup_01_0000をディ
スク・グループ dgroup_01から削除します。

ALTER DISKGROUP dgroup_01
  DROP DISK dgroup_01_0000;

ディスク・グループからのディスクの削除の取消し例ディスク・グループからのディスクの削除の取消し例ディスク・グループからのディスクの削除の取消し例ディスク・グループからのディスクの削除の取消し例 : 次の文は、ディスク・グループ
dgroup_01からのディスクの削除を取り消します。

ALTER DISKGROUP dgroup_01
  UNDROP DISKS;

ディスク・グループのサイズの変更例ディスク・グループのサイズの変更例ディスク・グループのサイズの変更例ディスク・グループのサイズの変更例 : 次の文は、ディスク・グループ dgroup_01のすべて
のディスクのサイズを変更します。

ALTER DISKGROUP dgroup_01
  RESIZE ALL
  SIZE 36G;

ディスク・グループの均衡の再調整例ディスク・グループの均衡の再調整例ディスク・グループの均衡の再調整例ディスク・グループの均衡の再調整例 : 次の文は、ディスク・グループ dgroup_01の均衡を
手動で再調整し、自動ストレージ管理による均衡の再調整を 高速度で実行します。

ALTER DISKGROUP dgroup_01
  REBALANCE POWER 11 WAIT;

WAITキーワードを指定すると、データベースでは、ディスク・グループの均衡が再調整される
のを待機してからユーザーに制御を戻します。

ディスク・グループのメタデータの内部一貫性の検証例ディスク・グループのメタデータの内部一貫性の検証例ディスク・グループのメタデータの内部一貫性の検証例ディスク・グループのメタデータの内部一貫性の検証例 : 次の文は、自動ストレージ管理ディ
スク・グループのメタデータの内部一貫性を検証し、検出されたエラーの修正を自動ストレー
ジ管理に指示します。

ALTER DISKGROUP dgroup_01
  CHECK ALL
  REPAIR;
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ディスク・グループへの名前付きテンプレートの追加例ディスク・グループへの名前付きテンプレートの追加例ディスク・グループへの名前付きテンプレートの追加例ディスク・グループへの名前付きテンプレートの追加例 : 次の文は、名前付きテンプレート
template_01をディスク・グループ dgroup_01に追加します。

ALTER DISKGROUP dgroup_01
  ADD TEMPLATE template_01
    ATTRIBUTES (UNPROTECTED COARSE);

ディスク・グループ・テンプレートの属性の変更例ディスク・グループ・テンプレートの属性の変更例ディスク・グループ・テンプレートの属性の変更例ディスク・グループ・テンプレートの属性の変更例 : 次の文は、システムのデフォルト・ディ
スク・グループ・テンプレートまたはユーザー定義のディスク・グループ・テンプレート
template_01の属性を変更します。

ALTER DISKGROUP dgroup_01
  MODIFY TEMPLATE template_01
    ATTRIBUTES (FINE);

ディスク・グループからのユーザー定義テンプレートの削除例ディスク・グループからのユーザー定義テンプレートの削除例ディスク・グループからのユーザー定義テンプレートの削除例ディスク・グループからのユーザー定義テンプレートの削除例 : 次の文は、ユーザー定義テン
プレート template_01をディスク・グループ dgroup_01から削除します。

ALTER DISKGROUP dgroup_01
  DROP TEMPLATE template_01;

階層的に名付けられた別名のディレクトリ・パスの作成例階層的に名付けられた別名のディレクトリ・パスの作成例階層的に名付けられた別名のディレクトリ・パスの作成例階層的に名付けられた別名のディレクトリ・パスの作成例 : 次の文は、別名が存在する場所の
ディレクトリ構造を指定します。

ALTER DISKGROUP dgroup_01
  ADD DIRECTORY '+dgroup_01/alias_dir';

自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理自動ストレージ管理ファイル名の別名の作成例ファイル名の別名の作成例ファイル名の別名の作成例ファイル名の別名の作成例 : 次の文は、自動ストレージ管理の数値のファ
イル名を指定してユーザー別名を作成します。

ALTER DISKGROUP dgroup_01
  ADD ALIAS '+dgroup_01/alias_dir/datafile.dbf'
    FOR '+dgroup_01.261.1';

ディスク・グループのディスマウント例ディスク・グループのディスマウント例ディスク・グループのディスマウント例ディスク・グループのディスマウント例 : 次の文は、ディスク・グループ dgroup_01をディ
スマウントします。この文は、アクティブなファイルが 1 つ以上ある場合でも、ディスク・グ
ループをディスマウントします。

ALTER DISKGROUP dgroup_01
  DISMOUNT FORCE;

ディスク・グループのマウント例ディスク・グループのマウント例ディスク・グループのマウント例ディスク・グループのマウント例 : 次の文は、ディスク・グループ dgroup_01をマウントし
ます。

ALTER DISKGROUP dgroup_01
  MOUNT;
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ALTER FLASHBACK ARCHIVE

用途用途用途用途

ALTER FLASHBACK ARCHIVE文を使用すると、次の操作を実行できます。

� システムのデフォルトのフラッシュバック・データ・アーカイブとしてのフラッシュバッ
ク・データ・アーカイブの指定

� フラッシュバック・データ・アーカイブによって使用される表領域の追加

� フラッシュバック・データ・アーカイブによって使用される表領域の割当て制限の変更

� フラッシュバック・データ・アーカイブによる使用からの表領域の削除

� フラッシュバック・データ・アーカイブの保存期間の変更

� 不要な古いデータのフラッシュバック・データ・アーカイブの消去

前提条件前提条件前提条件前提条件

フラッシュバック・データ・アーカイブを変更するには、FLASHBACK ARCHIVE ADMINISTER
システム権限が必要です。フラッシュバック・データ・アーカイブ表領域を追加、変更または
削除するには、影響を受ける表領域に対する適切な権限も必要です。

構文構文構文構文

alter_flashback_archive::=

flashback_archive_quota::=

参照参照参照参照 : フラッシュバック・データ・アーカイブの使用方法の詳細は、
『Oracle Database アドバンスト・アプリケーション開発者ガイド』および

14-45 ページの「CREATE FLASHBACK ARCHIVE」を参照してください。

ALTER FLASHBACK ARCHIVE flashback_archive

SET DEFAULT

ADD

MODIFY
TABLESPACE tablespace

flashback_archive_quota

REMOVE TABLESPACE tablespace_name

MODIFY RETENTION flashback_archive_retention

PURGE

ALL

BEFORE
SCN expr

TIMESTAMP expr

;

QUOTA integer

M

G

T

P
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flashback_archive_retention::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

flashback_archive 
既存のフラッシュバック・データ・アーカイブの名前を指定します。

SET DEFAULT 
この句を指定するには、SYSDBAとしてログインしている必要があります。この句を使用する
と、このフラッシュバック・データ・アーカイブをシステムのデフォルトのフラッシュバッ
ク・データ・アーカイブとして指定できます。CREATE TABLE文または ALTER TABLE文に、
フラッシュバック・データ・アーカイブ名を指定しないで flashback_archive_clauseが
指定されている場合は、データベースはデフォルトのフラッシュバック・データ・アーカイブ
を使用して、該当する表のデータを格納します。

この文によって、異なるフラッシュバック・データ・アーカイブのデフォルトとしての以前の
指定は上書きされます。

ADD TABLESPACE 
この句を使用すると、フラッシュバック・データ・アーカイブに表領域を追加できます。
flashback_archive_quota句を使用して、新規表領域内のフラッシュバック・データ・
アーカイブによって使用できる領域の量を指定できます。この句を省略すると、新しく追加さ
れた表領域内でフラッシュバック・データ・アーカイブの領域の制限はありません。

MODIFY TABLESPACE 
この句を使用すると、フラッシュバック・データ・アーカイブによってすでに使用されている
表領域の割当て制限を変更できます。

REMOVE TABLESPACE 
この句を使用すると、フラッシュバック・データ・アーカイブによる使用から表領域を削除で
きます。フラッシュバック・データ・アーカイブによって使用される 後に残った表領域は削
除できません。

削除する表領域にフラッシュバック・アーカイブの保存期間内のデータが含まれている場合は、
そのデータも削除されます。そのため、この句を使用して表領域を削除する前に、データを別
の表領域に移動する必要があります。

MODIFY RETENTION 
この句を使用すると、フラッシュバック・データ・アーカイブの保存期間を変更できます。

PURGE
この句を使用すると、フラッシュバック・データ・アーカイブからデータを消去できます。

� PURGE ALLを指定すると、フラッシュバック・データ・アーカイブからすべてのデータが
削除されます。この履歴情報は、フラッシュバック問合せで指定された SCN またはタイム
スタンプが UNDO 保存期間内である場合にのみ、フラッシュバック問合せを使用して取得
できます。

参照参照参照参照 : 詳細は、16-56 ページの「CREATE TABLE」の
「flashback_archive_clause」を参照してください。

RETENTION integer

YEAR

MONTH

DAY
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� PURGE BEFORE SCNを指定すると、指定したシステム変更番号より前のフラッシュバッ
ク・データ・アーカイブからすべてのデータが削除されます。

� PURGE BEFORE TIMESTAMPを指定すると、指定したタイムスタンプより前のフラッシュ
バック・データ・アーカイブからすべてのデータが削除されます。

参照参照参照参照 : フラッシュバック・データ・アーカイブの作成の詳細およびフ
ラッシュバック・データ・アーカイブの簡単な使用例は、14-45 ページの

「CREATE FLASHBACK ARCHIVE」を参照してください。
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ALTER FUNCTION 

用途用途用途用途

ファンクションは PL/SQL を使用して定義されます。このため、この項では一般的な情報につ
いて説明します。構文およびセマンティクスの詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファ
レンス』を参照してください。

ALTER FUNCTION文を使用すると、無効なスタンドアロンのストアド・ファンクションを再コ
ンパイルできます。明示的に再コンパイルすることによって、実行時に暗黙的に再コンパイル
する必要がなくなり、また、実行時のコンパイル・エラーとパフォーマンス上のオーバーヘッ
ドもなくなります。

この文を使用して既存のファンクションの宣言や定義を変更することはできません。ファンク
ションを再宣言または再定義する場合は、OR REPLACE句を指定して CREATE FUNCTION文を
使用します。14-48 ページの「CREATE FUNCTION」を参照してください。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ファンクションが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、
ALTER ANY PROCEDUREシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

alter_function::=

（function_compile_clause: この句の構文の詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リ
ファレンス』を参照してください。）

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
ファンクションが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、ファンク
ションは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

function
再コンパイルするファンクション名を指定します。

function_compile_clause 
この句の構文とセマンティクスの詳細およびファンクションの作成とコンパイルの詳細は、

『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

ALTER FUNCTION
schema .

function function_compile_clause
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ALTER INDEX 

用途用途用途用途

ALTER INDEX文を使用すると、既存の索引を変更または再作成できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

索引が自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、ALTER ANY 
INDEXシステム権限が必要です。

MONITORING USAGE句を実行する場合は、索引は自分のスキーマ内に存在する必要がありま
す。

ドメイン索引を変更する場合は、索引の索引タイプに対して EXECUTEオブジェクト権限が必
要です。

スキーマ・オブジェクト権限は、個々の索引パーティションまたはサブパーティションではな
く、親索引に付与されている必要があります。

索引パーティションの変更、再作成または分割、索引サブパーティションの変更または再作成
を行う場合は、表領域割当て制限が必要です。

参照参照参照参照 : 索引の作成については、14-50 ページの「CREATE INDEX」を参
照してください。

参照参照参照参照 : ドメイン索引については、14-50 ページの「CREATE INDEX」お
よび『Oracle Database データ・カートリッジ開発者ガイド』を参照して
ください。
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構文構文構文構文

alter_index::=

（10-65 ページの deallocate_unused_clause::=、10-66 ページの allocate_extent_clause::=、
10-66 ページの shrink_clause::=、10-66 ページの parallel_clause::=、
10-66 ページの physical_attributes_clause::=、8-34 ページの logging_clause::=、
10-67 ページの rebuild_clause::=、10-67 ページの alter_index_partitioning::= を参照）

（XMLIndex_parametersについては、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を参照してくださ
い。）

deallocate_unused_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

ALTER INDEX
schema .

index

deallocate_unused_clause

allocate_extent_clause

shrink_clause

parallel_clause

physical_attributes_clause

logging_clause

rebuild_clause

PARAMETERS ( ’ ODCI_parameters ’ )

COMPILE

ENABLE

DISABLE

UNUSABLE

VISIBLE

INVISIBLE

RENAME TO new_name

COALESCE

MONITORING

NOMONITORING
USAGE

UPDATE BLOCK REFERENCES

alter_index_partitioning

;

DEALLOCATE UNUSED
KEEP size_clause
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allocate_extent_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

shrink_clause::=

parallel_clause::=

physical_attributes_clause::=

（8-44 ページの storage_clause::= を参照） 

logging_clause::=

ALLOCATE EXTENT

(

SIZE size_clause

DATAFILE ’ filename ’

INSTANCE integer

)

SHRINK SPACE
COMPACT CASCADE

NOPARALLEL

PARALLEL
integer

PCTFREE integer

PCTUSED integer

INITRANS integer

storage_clause

LOGGING

NOLOGGING
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rebuild_clause::=

（10-66 ページの parallel_clause::=、10-66 ページの physical_attributes_clause::=、
10-67 ページの key_compression::=、8-34 ページの logging_clause::= を参照）

（XMLIndex_parametersについては、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を参照してくださ
い。）

key_compression::=

alter_index_partitioning::=

（10-68 ページの modify_index_default_attrs::=、10-68 ページの add_hash_index_partition::=、
10-68 ページの modify_index_partition::=、10-68 ページの rename_index_partition::=、
10-69 ページの drop_index_partition::=、10-69 ページの split_index_partition::=、
10-68 ページの coalesce_index_partition::=、10-69 ページの modify_index_subpartition::= を
参照）

REBUILD

PARTITION partition

SUBPARTITION subpartition

REVERSE

NOREVERSE

parallel_clause

TABLESPACE tablespace

PARAMETERS ( ’
ODCI_parameters

XMLIndex_parameters
’ )

ONLINE

physical_attributes_clause

key_compression

logging_clause

COMPRESS
integer

NOCOMPRESS

modify_index_default_attrs

add_hash_index_partition

modify_index_partition

rename_index_partition

drop_index_partition

split_index_partition

coalesce_index_partition

modify_index_subpartition
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modify_index_default_attrs::=

（10-66 ページの physical_attributes_clause::=、8-34 ページの logging_clause::= を参照）

add_hash_index_partition::=

（10-66 ページの parallel_clause::= を参照）

coalesce_index_partition::=

（10-66 ページの parallel_clause::= を参照）

modify_index_partition::=

（10-65 ページの deallocate_unused_clause::=、10-66 ページの allocate_extent_clause::=、
10-66 ページの physical_attributes_clause::=、8-34 ページの logging_clause::=、
10-67 ページの key_compression::= を参照）

rename_index_partition::=

MODIFY DEFAULT ATTRIBUTES
FOR PARTITION partition

physical_attributes_clause

TABLESPACE
tablespace

DEFAULT

logging_clause

ADD PARTITION
partition TABLESPACE tablespace key_compression parallel_clause

COALESCE PARTITION
parallel_clause

MODIFY PARTITION partition

deallocate_unused_clause

allocate_extent_clause

physical_attributes_clause

logging_clause

key_compression

PARAMETERS ( ’ ODCI_parameters ’ )

COALESCE

UPDATE BLOCK REFERENCES

UNUSABLE

RENAME
PARTITION partition

SUBPARTITION subpartition
TO new_name
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drop_index_partition::=

split_index_partition::=

（10-66 ページの parallel_clause::= を参照）

index_partition_description::=

（10-69 ページの segment_attributes_clause::=、10-67 ページの key_compression::= を参照）

segment_attributes_clause::=

（10-66 ページの physical_attributes_clause::=、8-34 ページの logging_clause::= を参照）

modify_index_subpartition::=

（10-66 ページの allocate_extent_clause::=、10-65 ページの deallocate_unused_clause::= を参照）

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
索引が含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、索引は自分のスキー
マ内にあるとみなされます。

DROP PARTITION partition_name

SPLIT PARTITION partition_name_old AT ( literal

,

)

INTO ( index_partition_description , index_partition_description ) parallel_clause

PARTITION
partition

segment_attributes_clause

key_compression

PARAMETERS ( ’ ODCI_parameters ’ )

physical_attributes_clause

TABLESPACE tablespace

logging_clause

MODIFY SUBPARTITION subpartition

UNUSABLE

allocate_extent_clause

deallocate_unused_clause
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index
変更する索引の名前を指定します。

索引変更の制限事項索引変更の制限事項索引変更の制限事項索引変更の制限事項 : 索引の変更には、次の制限事項があります。

� indexがドメイン索引である場合は、PARAMETERS句、RENAME句、rebuild_clause
（PARAMETERS句の有無に関係なく）、parallel_clauseまたは UNUSABLE句のみ指定
できます。その他のすべての句は無効です。

� LOADINGまたは FAILEDのマークが付いているドメイン索引は、変更または名前の変更が
できません。索引に FAILEDのマークが付いている場合、REBUILD句のみ指定できます。

deallocate_unused_clause 
deallocate_unused_clause句を使用すると、索引の終わりの未使用領域の割当てを明示的
に解除し、解放された領域が表領域内の他のセグメントで使用可能になります。

indexがレンジ・パーティションまたはハッシュ・パーティションである場合、各索引パー
ティションの未使用領域の割当てが解除されます。indexがコンポジット・パーティション表
のローカル索引である場合、各索引サブパーティションの未使用領域の割当てが解除されます。

領域の割当て解除の制限事項領域の割当て解除の制限事項領域の割当て解除の制限事項領域の割当て解除の制限事項 : 領域の割当て解除には、次の制限事項があります。

� この句は、一時表の索引に対して指定できません。

� この句および rebuild_clauseは、指定できません。

この句の詳細は、8-24 ページの「deallocate_unused_clause」を参照してください。

KEEP integer KEEP句を使用すると、割当てを解除した後に索引に残す、 高水位標を超え
るバイト数を指定できます。残りのエクステント数が MINEXTENTSより少ない場合、
MINEXTENTSは現行のエクステント数に設定されます。初期エクステントが INITIALより小
さくなると、INITIALは初期エクステントの現行の値に設定されます。KEEPを指定しないと、
すべての未使用領域が解放されます。

この句の詳細は、12-2 ページの「ALTER TABLE」を参照してください。

allocate_extent_clause 
allocate_extent_clauseを使用すると、索引の新しいエクステントを明示的に割り当てる
ことができます。ハッシュ・パーティション表のローカル索引に対して、新規エクステントが
索引の各パーティションに割り当てられます。

エクステントの割当ての制限事項エクステントの割当ての制限事項エクステントの割当ての制限事項エクステントの割当ての制限事項 : この句は、一時表の索引、レンジ・パーティションまた
はコンポジット・パーティション索引に対して指定できません。

この句の詳細は、8-2 ページの「allocate_extent_clause」を参照してください。

shrink_clause 
この句を使用すると、索引セグメントを縮小化できます。ALTER INDEX ... SHRINK SPACE 
COMPACTを指定することは、ALTER INDEX ... COALESCEを指定することと同じです。

この句の詳細は、12-35 ページの「CREATE TABLE」の「shrink_clause」を参照してください。

索引セグメントの縮小の制限事項索引セグメントの縮小の制限事項索引セグメントの縮小の制限事項索引セグメントの縮小の制限事項 : この句は、ビットマップ結合索引またはファンクション
索引に対して指定できません。

参照参照参照参照 : ドメイン索引の LOADINGおよび FAILED状態については、
『Oracle Database データ・カートリッジ開発者ガイド』を参照してくださ
い。
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parallel_clause 
PARALLEL句を使用すると、索引の問合せおよび DML に対するデフォルトの並列度を変更で
きます。

並列化する索引の制限事項並列化する索引の制限事項並列化する索引の制限事項並列化する索引の制限事項 : この句は、一時表の索引に対して指定できません。

この句の詳細は、16-54 ページの「CREATE TABLE」の「parallel_clause」を参照してください。

physical_attributes_clause 
physical_attributes_clauseを使用すると、非パーティション索引、パーティション索
引のすべてのパーティションおよびサブパーティション、指定されたパーティション、または
指定されたパーティションのすべてのサブパーティションに対するパラメータの値を変更でき
ます。

索引の物理属性の制限事項索引の物理属性の制限事項索引の物理属性の制限事項索引の物理属性の制限事項 : 索引の物理属性には、次の制限事項があります。

� この句は、一時表の索引に対して指定できません。

� 索引の変更中は、PCTUSEDパラメータを指定できません。

� PCTFREEパラメータは、rebuild_clause、modify_index_default_attrs句または
split_partition_clauseの一部としてのみ指定できます。

storage_clause
storage_clauseを使用すると、非パーティション索引、索引パーティション、またはパー
ティション索引のすべてのパーティションの記憶域パラメータ、あるいはパーティション索引
の記憶域パラメータのデフォルト値を変更できます。この句の詳細は、8-41 ページの

「storage_clause」を参照してください。

logging_clause
logging_clauseを使用すると、索引のロギング属性を変更できます。REBUILD句も指定す
ると、この新しい設定は再構築操作に影響します。REBUILD句でロギングに異なる値を指定し
た場合、索引および再構築操作のロギング属性として指定された 後のロギング値が使用され
ます。

索引セグメントには、実表の属性と異なるロギング属性、および同じ実表の他の索引セグメン
トと異なるロギング属性を指定できます。

索引のログの制限事項索引のログの制限事項索引のログの制限事項索引のログの制限事項 : この句は、一時表の索引に対して指定できません。

参照参照参照参照 : 「パラレル問合せを使用可能にする例 :」（10-80 ページ）

参照参照参照参照 :

� この句のパラメータの詳細は、16-6 ページの「CREATE TABLE」を参
照してください。

� 10-80 ページの「索引の実属性の変更例 :」および 10-80 ページの
「MAXEXTENTS の変更例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� この句の詳細は、8-34 ページの「logging_clause」を参照してくださ
い。

� パラレル DML の詳細は、『Oracle Database データ・ウェアハウス・
ガイド』を参照してください。
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RECOVERABLE | UNRECOVERABLE
これらのキーワードは以前のリリースで非推奨になったもので、それぞれ LOGGINGおよび
NOLOGGINGに置き換えられています。RECOVERABLEおよび UNRECOVERABLEは、下位互換
性のためにサポートされていますが、LOGGINGおよび NOLOGGINGキーワードを使用すること
をお薦めします。

RECOVERABLEは、パーティション表または LOB の記憶特性の作成時には無効なキーワードで
す。UNRECOVERABLEは、パーティション表または索引構成表の作成時には無効なキーワード
です。また、CREATE INDEXの AS副問合せ句を使用してのみ指定できます。

rebuild_clause 
rebuild_clauseを使用すると、既存の索引、あるいはパーティションまたはサブパーティ
ションのいずれかを再構築できます。索引に UNUSABLEのマークが付いている場合、正常に再
構築すると USABLEになります。ファンクション索引も使用可能にします。索引の基になる
ファンクションが存在しない場合、再構築文は正常に実行されません。

索引の再構築の制限事項索引の再構築の制限事項索引の再構築の制限事項索引の再構築の制限事項 : 索引の再構築には、次の制限事項があります。

� 一時表の索引は、再構築できません。

� INVALIDのマークが付いているビットマップ索引は再構築できません。制約を削除してか
らそれを再作成する必要があります。

� パーティション索引全体は、再構築できません。PARTITION句で説明するとおり、各パー
ティションまたはサブパーティションを再構築する必要があります。

� 同じ文で deallocate_unused_clauseと rebuild_clauseを指定することはできませ
ん。

� 索引全体（ALTER INDEX）またはパーティション（ALTER INDEX ... MODIFY PARTITION）
に対して、PCTFREEパラメータ値を変更できません。ALTER INDEX文の他のすべての形
式では、PCTFREEを指定できます。

� ドメイン索引の場合

– 指定できるのは、PARAMETERS句（索引または索引のパーティション用）または
parallel_clauseのみです。その他の再構築の句は無効です。

– 索引に IN_PROGRESSのマークが付いていない場合にのみ、索引を再構築できます。

– 索引に IN_PROGRESSまたは FAILEDのマーク、パーティションに IN_PROGRESSの
マークが付いていない場合にのみ、索引パーティションを再構築できます。

� ローカル索引は再構築できませんが、ALTER INDEX ... REBUILD PARTITIONでローカル索
引のパーティションを再構築できます。

� ハッシュ・パーティションまたはハッシュ・サブパーティションのローカル索引に指定で
きるパラメータは、TABLESPACEのみです。

注意注意注意注意 : 索引構成表の 2 次索引を再構築する場合、Oracle Database は、索
引が作成されたときの論理 ROWID に含まれる主キー列を保持します。し
たがって、COMPATIBLE初期化パラメータが 10.0.0 未満に設定された状態
で索引が作成された場合、再構築された索引には、索引キーと、索引キー
には含まれない表の主キー列が含まれます。COMPATIBLE初期化パラメー
タが 10.0.0 以上に設定された状態で索引が作成された場合、再構築された
索引には、索引キーと、索引キーに含まれる主キー列を含む、表のすべて
の主キー列が含まれます。
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PARTITION 句句句句

PARTITION句を使用すると、索引の 1 つのパーティションを再構築できます。この句は、索引
パーティションを別の表領域に移動したり、作成時の物理属性を変更するために使用できます。

ブロック・サイズが異なる表領域のパーティション化されたデータベース・エンティティの記
憶域には、制限事項があります。これらの制限事項については、『Oracle Database VLDB およ
びパーティショニング・ガイド』を参照してください。

パーティションの再構築の制限事項パーティションの再構築の制限事項パーティションの再構築の制限事項パーティションの再構築の制限事項 : この句は、コンポジット・パーティション表のローカル
索引に対して指定できません。かわりに、REBUILD SUBPARTITION句を使用してください。

SUBPARTITION 句句句句

SUBPARTITION句を使用すると、索引の 1 つのサブパーティションを再構築できます。この句
を使用して、索引サブパーティションを他の表領域に移動することもできます。TABLESPACE
を指定しないと、サブパーティションは同じ表領域に再構築されます。

ブロック・サイズが異なる表領域のパーティション化されたデータベース・エンティティの記
憶域には、制限事項があります。これらの制限事項については、『Oracle Database VLDB およ
びパーティショニング・ガイド』を参照してください。

索引のサブパーティション変更の制限事項索引のサブパーティション変更の制限事項索引のサブパーティション変更の制限事項索引のサブパーティション変更の制限事項 : 索引のサブパーティションの変更には、次の制
限事項があります。

� パラメータ TABLESPACE、ONLINEおよび parallel_clause以外は、サブパーティショ
ンに対して指定できません。

� リスト・パーティションのサブパーティションは再構築できません。

REVERSE | NOREVERSE
索引ブロックのバイトを逆順に格納するかどうかを示します。

� REVERSEを指定すると、索引の再構築時に、索引ブロックのバイトが逆順で格納され、
ROWID が除外されます。

� NOREVERSEを指定すると、索引の再構築時に、逆順にせずに索引ブロックのバイトが格納
されます。NOREVERSEキーワードを指定せずに REVERSE索引を再構築すると、再構築さ
れた索引は、逆キーの索引になります。

逆索引の制限事項逆索引の制限事項逆索引の制限事項逆索引の制限事項 : 逆索引には、次の制限事項があります。

� ビットマップ索引または索引構成表は逆順には格納できません。

� パーティションまたはサブパーティションに対して、REVERSEまたは NOREVERSEを指定
できません。

parallel_clause
parallel_clauseを使用すると、索引の再構築をパラレル化できます。

TABLESPACE 句句句句

再構築された索引、索引パーティションまたは索引サブパーティションが格納される表領域を
指定します。デフォルトは、再構築の前に索引またはパーティションが格納されていた表領域
です。

参照参照参照参照 : パーティションのメンテナンス操作については、『Oracle Database 
VLDB およびパーティショニング・ガイド』および 10-80 ページの「使用
禁止の索引パーティションの再構築例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「索引ブロックの逆順格納例 :」（10-79 ページ）

参照参照参照参照 : 「索引のパラレル再構築例 :」（10-79 ページ）
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key_compression 
COMPRESSを指定すると、キー列値の繰返し項目を排除するキー圧縮が使用可能になります。
integerを使用して、接頭辞の長さ（圧縮する接頭辞列数）を指定します。

� 一意の索引の場合、接頭辞の長さの有効範囲は、1 ～キー列の数から 1 を引いた数までで
す。接頭辞の長さのデフォルト値は、キー列の数から 1 を引いた数です。

� 一意でない索引の場合、接頭辞の長さの有効範囲は、1 ～キー列の数までです。接頭辞の長
さのデフォルト値は、キー列の数です。

Oracle Database では、索引（一意でない索引または 2 列以上の一意索引）が圧縮されます。
パーティション索引の圧縮を使用する場合、索引では圧縮が索引レベルで有効になっている必
要があります。

NOCOMPRESSを指定すると、キー圧縮が使用禁止になります。これはデフォルトです。

キー圧縮の制限事項キー圧縮の制限事項キー圧縮の制限事項キー圧縮の制限事項 : COMPRESSは、ビットマップ索引に対して指定できません。

ONLINE 句句句句

ONLINEを指定すると、表またはパーティションの DML 操作を索引の再構築中に可能にする
かどうかを指定できます。

オンライン索引の制限事項オンライン索引の制限事項オンライン索引の制限事項オンライン索引の制限事項 : オンライン索引には、次の制限事項があります。

� オンライン索引の作成中は、パラレル DML はサポートされません。ONLINEを指定し、
続いてパラレル DML 文を発行すると、Oracle Database はエラーを戻します。

� ビットマップ結合索引またはクラスタ索引には、ONLINEを指定できません。

� 索引構成表の一意でない 2 次索引の場合、索引構成表内の索引キー列の数と論理 ROWID の
主キー列の数の合計は、32 以下にする必要があります。論理 ROWID は、索引キーに含ま
れる列を除外します。

logging_clause 
ALTER INDEX ... REBUILD操作をログに記録するかどうかを指定します。

この句の詳細は、8-34 ページの「logging_clause」を参照してください。

PARAMETERS 句句句句

この句は、トップレベルの ALTER INDEX文のドメイン索引および rebuild_clauseで使用さ
れる場合のドメイン索引および XMLIndex 索引に対してのみ有効です。

� ドメイン索引の場合、PARAMETERS句によって、未解析のまま適切な ODCI 索引タイプ・
ルーチンに渡されたパラメータ文字列が指定されます。

� XMLIndex 索引の場合、PARAMETERS句によって、XMLIndex 実装を定義するパラメータ
文字列が指定されます。

パラメータ文字列の 大長は 1,000 文字です。

索引全体を変更または再構築する場合、文字列は索引レベルのパラメータを参照する必要があ
ります。索引のパーティションを再構築する場合、文字列はパーティション・レベルのパラ
メータを参照する必要があります。

indexに UNUSABLEのマークが付いている場合、パラメータを変更するのみでは USABLEには
なりません。UNUSABLEのマークが付いた索引を使用可能にするには、その索引を再構築する
必要があります。

Oracle Text がインストール済の場合、Oracle Text 固有のパラメータを使用する Oracle Text の
ドメイン索引を再構築することができます。パラメータの詳細は、『Oracle Text リファレンス』
を参照してください。
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PARAMETERS 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : PARAMETERS句には、次の制限事項があります。

� この句は、ドメイン索引または XMLIndex 索引に対してのみ指定できます。

� indexに IN_PROGRESSまたは FAILEDのマークが付いておらず、IN_PROGRESSのマーク
が付いた索引パーティションが存在せず、変更対象のパーティションに FAILEDのマーク
が付いていない場合にのみ、索引パーティションを変更できます。

COMPILE 句句句句
この句は、ドメイン索引に対してのみ有効です。この句を使用すると、無効なドメイン索引を
明示的に再コンパイルできます。この句は、主に、システム管理されたドメイン索引をサポー
トするように基礎となる索引タイプが変更され、その結果として既存のドメイン索引が
INVALIDとマークされた場合に有効です。これにより、この ALTER INDEX文によって、ドメ
イン索引はユーザー管理されたドメイン索引からシステム管理されたドメイン索引に移行され
ます。

ENABLE 句句句句

ENABLEは、索引が使用するユーザー定義ファンクションが削除または置換されたために使用
禁止になったファンクション索引のみに適用されます。次の条件が該当する場合、この句に
よって、このような索引が使用可能になります。

� ファンクションが現在有効な場合

� 現行のファンクションの署名が、索引が作成された場合のファンクションの署名と一致す
る場合

� ファンクションに現在 DETERMINISTICのマークが付いている場合

ファンクション索引を使用可能にする場合の制限事項ファンクション索引を使用可能にする場合の制限事項ファンクション索引を使用可能にする場合の制限事項ファンクション索引を使用可能にする場合の制限事項 : ENABLEと同じ文には、ALTER 
INDEXの他の句を指定できません。

DISABLE 句句句句

DISABLEは、ファンクション索引のみに適用されます。この句を使用してファンクション索引
を使用禁止にします。たとえば、ファンクションの本体を処理する場合に、これを行います。
その後、ENABLEキーワードを使用して、索引を再構築、または別の ALTER INDEX文を指定で
きます。

UNUSABLE
索引、索引パーティションまたは索引サブパーティションに UNUSABLEのマークを付けるに
は、UNUSABLEを指定します。使用禁止の索引を使用可能にする場合、再構築するか、または
削除して再作成する必要があります。1 つのパーティションに UNUSABLEのマークが付いてい
る場合も、同じ索引の他のパーティションは有効です。その索引を必要とする文が使用禁止の
パーティションにアクセスしない場合、その文を実行できます。また、使用禁止のパーティ
ションは、分割または名前を変更してから再構築できます。詳細は、14-67 ページの「CREATE 
INDEX ... UNUSABLE」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� ドメイン索引の索引タイプ・ルーチンの詳細は、『Oracle Database
データ・カートリッジ開発者ガイド』を参照してください。

� XMLIndex_parameters_clauseの構文およびセマンティクスを含
む XMLIndexの詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を参照して
ください。

� ドメイン索引の詳細は、14-50 ページの「CREATE INDEX」を参照し
てください。

参照参照参照参照 : システム管理されたドメイン索引の作成の詳細は、14-75 ページの
「CREATE INDEXTYPE」の「storage_table_clause」および『Oracle 

Database データ・カートリッジ開発者ガイド』を参照してください。
SQL 文 : ALTER CLUSTER ～ ALTER JAVA 10-75



ALTER INDEX
索引への使用禁止のマーク付けの制限事項索引への使用禁止のマーク付けの制限事項索引への使用禁止のマーク付けの制限事項索引への使用禁止のマーク付けの制限事項 : この句は、一時表の索引に対して指定できませ
ん。

VISIBLE | INVISIBLE
この句を使用すると、オプティマイザで索引を参照可能にするかどうかを指定できます。この
句の詳細は、14-61 ページの CREATE INDEXの「VISIBLE | INVISIBLE」を参照してください。

RENAME 句句句句

この句を指定すると、索引の名前を変更できます。new_index_nameは単一の識別子で、ス
キーマ名は含まれません。

索引の名前の変更の制限事項索引の名前の変更の制限事項索引の名前の変更の制限事項索引の名前の変更の制限事項 : ドメイン索引の場合、indexおよび indexのパーティション
に IN_PROGRESSまたは FAILEDのマークが付いていると無効になります。

COALESCE 句句句句

COALESCEを指定すると、ブロックを再利用するために、索引ブロックの内容を空きブロック
にマージできます（可能な場合）。

索引ブロックの結合の制限事項索引ブロックの結合の制限事項索引ブロックの結合の制限事項索引ブロックの結合の制限事項 : 索引ブロックの結合には、次の制限事項があります。

� この句は、一時表の索引に対して指定できません。

� この句は、索引構成表の主キー索引に対して指定できません。かわりに ALTER TABLEの
COALESCE句を使用します。

MONITORING USAGE | NOMONITORING USAGE
この句を使用すると、索引の使用を監視するかどうかを決定できます。

� MONITORING USAGEを指定すると、索引の監視が開始されます。まず、索引の使用に関す
る既存の情報が削除され、ALTER INDEX ... NOMONITORING USAGE文が次に実行されるま
で、索引の使用が監視されます。

� NOMONITORING USAGEを指定すると、索引の監視を終了できます。

この ALTER INDEX ... NOMONITORING USAGE文が発行された後、索引が使用されたかどうかを
調べるには、V$OBJECT_USAGE動的パフォーマンス・ビューの USED列を問い合せます。

UPDATE BLOCK REFERENCES 句句句句
UPDATE BLOCK REFERENCES句は、索引構成表の通常のドメイン索引に対してのみ有効です。
この句を指定すると、主キーによって識別されるブロックの適切なデータベース・アドレスと
ともに索引行の一部として格納され、失効したと推測されるすべてのデータ・ブロック・アド
レスを更新することができます。

参照参照参照参照 : 「索引の名前の変更例 :」（10-80 ページ）

参照参照参照参照 :

� 領域管理および索引の結合の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』
を参照してください。

� 索引構成表の領域の結合の詳細は、12-39 ページの「COALESCE 句」
を参照してください。

� 索引セグメントを縮小化する他の方法については、12-35 ページの
「shrink_clause」を参照してください。

参照参照参照参照 : データ・ディクショナリおよび動的パフォーマンス・ビューの詳
細は、『Oracle Database リファレンス』を参照してください。
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ドメイン索引では、AlterIndexUpdBlockRefsに設定された alter_optionパラメータで
ODCIIndexAlterルーチンが実行されます。このルーチンはカートリッジ・コードを使用可能
にし、失効したと推測される索引のデータ・ブロック・アドレスを更新します。

UPDATE BLOCK REFERENCES の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : この句を ALTER INDEXの他の句と組み合せ
ることはできません。

alter_index_partitioning 
ALTER INDEX文のパーティション化句は、パーティション索引に対してのみ有効です。

ブロック・サイズが異なる表領域のパーティション化されたデータベース・エンティティの記
憶域には、制限事項があります。これらの制限事項については、『Oracle Database VLDB およ
びパーティショニング・ガイド』を参照してください。

索引のパーティション変更の制限事項索引のパーティション変更の制限事項索引のパーティション変更の制限事項索引のパーティション変更の制限事項 : 索引のパーティション変更には、次の制限事項があ
ります。

� これらの句は、一時表の索引に対して指定できません。

� ベース索引に対するいくつかの操作を 1 つの ALTER INDEX文にまとめることはできますが
（RENAMEおよび REBUILDは除く）、パーティション操作を、他のパーティション操作また
はベース索引に対する操作と組み合せることはできません。

modify_index_default_attrs 
パーティション索引のデフォルト属性に新しい値を指定します。

パーティションのデフォルト属性の変更の制限事項パーティションのデフォルト属性の変更の制限事項パーティションのデフォルト属性の変更の制限事項パーティションのデフォルト属性の変更の制限事項 : ハッシュ・パーティション・グローバ
ル索引またはハッシュ・パーティション表の索引の属性には、TABLESPACEのみを指定できま
す。

TABLESPACE 索引の新規パーティション、または索引パーティションのサブパーティション
に対して、デフォルトの表領域を指定します。

logging_clause パーティション索引または索引パーティションのデフォルトのロギング属性
を指定します。

この句の詳細は、8-34 ページの「logging_clause」を参照してください。

FOR PARTITION FOR PARTITION句を使用すると、コンポジット・パーティション表にある
ローカル索引のパーティションのサブパーティションに対して、デフォルトの属性を指定でき
ます。

FOR PARTITION の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : リスト・パーティションに対して FOR PARTITIONを指定す
ることはできません。

add_hash_index_partition 
この句を使用すると、ハッシュ・パーティション・グローバル索引にパーティションを追加で
きます。Oracle Database は、ハッシュ・パーティションを追加し、ハッシュ・ファンクション
によって索引の既存のハッシュ・パーティションから再ハッシュされた索引エントリをその
ハッシュ・パーティションに移入します。パーティション名を省略すると、SYS_Pnの形式で
パーティション名が割り当てられます。TABLESPACE句を省略すると、その索引に対して指定
された表領域にパーティションが配置されます。索引の表領域が指定されていない場合、パー
ティションは、ユーザーのデフォルトの表領域（指定されている場合）またはシステムのデ
フォルトの表領域に配置されます。

参照参照参照参照 : 「デフォルト属性の変更例 :」（10-81 ページ）
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modify_index_partition 
modify_index_partition句を使用すると、索引パーティション partitionまたはそのサ
ブパーティションの実物理属性、ロギング属性または記憶特性を変更できます。ハッシュ・
パーティション・グローバル索引の場合、この句に指定できる副次句は UNUSABLEのみです。

COALESCE この句を指定すると、ブロックを再利用するために、索引パーティション・ブ
ロックの内容を空きブロックにマージできます（可能な場合）。

UPDATE BLOCK REFERENCES UPDATE BLOCK REFERENCES句は、索引構成表の通常の索
引に対してのみ有効です。この句を使用すると、2 次索引パーティションに格納されている、
失効したと推測されるすべてのデータ・ブロック・アドレスを更新することができます。

UPDATE BLOCK REFERENCES の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� ハッシュ・パーティション表の索引に対して、physical_attributes_clauseを指定
することはできません。

� ALTER INDEXの他の句とともに、UPDATE BLOCK REFERENCESを指定することはできませ
ん。

UNUSABLE 句句句句 索引パーティションに対するこの句の機能は、索引全体の場合と同じです。
詳細は、10-75 ページの「UNUSABLE」を参照してください。

key_compression この句は、コンポジット・パーティション索引に対してのみ有効です。
この句を使用すると、パーティションおよびそのパーティションのすべてのサブパーティショ
ンの圧縮属性を変更できます。Oracle Database は、パーティション内の各索引サブパーティ
ションに UNUSABLEのマークを付けます。その後、これらのサブパーティションを再構築する
必要があります。パーティションにキー圧縮を指定するには、まず表にキー圧縮を指定してお
く必要があります。この句は、パーティション・レベルでのみ指定できます。個々のサブパー
ティションの圧縮属性は変更できません。

非コンポジット索引パーティションにもこの句を指定できます。ただし、非コンポジット・
パーティションには、再構築と圧縮属性の設定を 1 つの手順で行う rebuild_clauseを使用
する方が効率的です。

rename_index_partition
rename_index_partition句を使用すると、索引パーティションまたは索引サブパーティ
ションの名前を new_nameに変更できます。

索引パーティションの名前の変更の制限事項索引パーティションの名前の変更の制限事項索引パーティションの名前の変更の制限事項索引パーティションの名前の変更の制限事項 : 索引パーティションの名前の変更には、次の
制限事項があります。

� リスト・パーティションのサブパーティションは名前を変更できません。

� ドメイン索引のパーティションの場合、indexに IN_PROGRESSまたは FAILEDのマーク
を付けることはできません。また、パーティションに IN_PROGRESS、名前を変更する
パーティションに FAILEDのマークを付けることはできません。

注意注意注意注意 : 索引がコンポジット・パーティション表のローカル索引である場
合、ここで指定した変更は、以前に索引のサブパーティションに対して指
定したすべての属性を上書きします。また、このパーティションの将来の
サブパーティションに対する属性のデフォルト値を設定します。サブパー
ティションの属性を上書きせずにパーティションのデフォルトの属性を変
更する場合は、ALTER TABLE ... MODIFY DEFAULT ATTRIBUTES OF 
PARTITIONを使用します。

参照参照参照参照 : 「索引への使用禁止のマーク付けの例 :」（10-80 ページ）

参照参照参照参照 : 「索引パーティションの名前の変更例 :」（10-80 ページ）
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drop_index_partition 
drop_index_partition句を使用すると、グローバル・パーティション索引からパーティ
ションとその中のデータを削除できます。グローバル索引のパーティションを削除する場合、
その索引の次のパーティションに UNUSABLEのマークが付けられます。グローバル索引の 上
位のパーティションは削除できません。

split_index_partition
split_index_partition句を使用すると、レンジ・パーティション・グローバル索引の
パーティションを 2 つのパーティションに分割し、新しいパーティションを索引に追加できま
す。この句は、ハッシュ・パーティション・グローバル索引に対しては無効です。かわりに、
add_hash_index_partition句を使用してください。

UNUSABLEのマークが付いたパーティションを分割すると、2 つのパーティションが生成され
ますが、その両方に UNUSABLEのマークが付けられます。このようなパーティションは、使用
前に再構築する必要があります。

使用可能なパーティションを分割した場合、索引データが入っている 2 つのパーティションが
生成されます。両方の新規パーティションは使用可能です。

AT 句句句句 split_partition_1に新しい上限（境界は含まない）を指定します。value_list
の値は、partition_name_oldの分割前のパーティション境界より小さく、その次の 小の
パーティション（そのようなパーティションがある場合）のパーティション境界より大きい値
である必要があります。

INTO 句句句句 分割の結果、生成される 2 つのパーティションの名前と物理属性を任意に指定しま
す。

coalesce_index_partition 
この句は、ハッシュ・パーティション・グローバル索引に対してのみ有効です。索引パーティ
ションの数が 1 つ減少します。結合するパーティションは、ハッシュ・ファンクションの要件
に基づいて選択されます。この句を使用するのは、選択されたパーティションの索引エントリ
を残りのパーティションのいずれかに分散した後で、その選択されたパーティションを削除す
る場合です。

modify_index_subpartition
modify_index_subpartition句を使用すると、コンポジット・パーティション表にある
ローカル索引のサブパーティションに対する領域の UNUSABLEのマーク付け、割当てまたは割
当て解除が可能になります。このようなサブパーティションの他のすべての属性は、パーティ
ション・レベルのデフォルトの属性から継承されます。

例例例例

索引ブロックの逆順格納例索引ブロックの逆順格納例索引ブロックの逆順格納例索引ブロックの逆順格納例 : 次の文は、索引ブロックのバイトが逆順に格納されるように、索
引 ord_customer_ix（14-68 ページの「索引の作成例 :」で作成）を再構築します。

ALTER INDEX ord_customer_ix REBUILD REVERSE;

索引のパラレル再構築例索引のパラレル再構築例索引のパラレル再構築例索引のパラレル再構築例 : 次の文は、パラレル実行プロセスを使用して、既存の索引のスキャ
ンおよび新しい索引の構築を行い、既存の索引から索引を再構築します。

ALTER INDEX ord_customer_ix REBUILD PARALLEL;

参照参照参照参照 : 「索引パーティションの削除例 :」（10-81 ページ）

参照参照参照参照 : 「パーティションの分割例 :」（10-81 ページ）
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索引の実属性の変更例索引の実属性の変更例索引の実属性の変更例索引の実属性の変更例 : 次の文は、同じ索引に将来追加されるデータ・ブロックが、5 つの初
期トランザクション・エントリと 100KB の増分エクステントを使用するように、索引
oe.cust_lname_ixを変更します。

/* Unless you change the default tablespace of sample user oe,
   or specify different tablespace storage for the index, this
   example fails because the default tablespace originally assigned
   to oe is locally managed.
*/
ALTER INDEX oe.cust_lname_ix  
    INITRANS 5  
    STORAGE (NEXT 100K); 

索引 oe.cust_lname_ixがパーティション化されている場合、この文は将来追加される索引
のパーティションのデフォルト属性も変更します。将来追加されるパーティションでは、5 つ
の初期トランザクション・エントリと 100KB の増分エクステントが使用されます。

パラレル問合せを使用可能にする例パラレル問合せを使用可能にする例パラレル問合せを使用可能にする例パラレル問合せを使用可能にする例 : 次の文は、索引 upper_ix（14-69 ページの「ファンク
ション索引の作成例 :」で作成）に対するスキャンがパラレル化されるように、索引のパラレル
属性を設定します。

ALTER INDEX upper_ix PARALLEL;

索引の名前の変更例索引の名前の変更例索引の名前の変更例索引の名前の変更例 : 次の文は、索引の名前を変更します。

ALTER INDEX upper_ix RENAME TO upper_name_ix;

索引への使用禁止のマーク付けの例索引への使用禁止のマーク付けの例索引への使用禁止のマーク付けの例索引への使用禁止のマーク付けの例 : 次の例は、cost_ix索引（14-70 ページの「レンジ・
パーティション・グローバル索引の作成例 :」で作成）を使用します。この索引のパーティショ
ン p1は、10-81 ページの「索引パーティションの削除例 :」で削除されています。 初の文は、
索引パーティション p2に UNUSABLEのマークを付けます。

ALTER INDEX cost_ix
   MODIFY PARTITION p2 UNUSABLE;

次の文は、索引 cost_ix全体に UNUSABLEのマークを付けます。

ALTER INDEX cost_ix UNUSABLE;

使用禁止の索引パーティションの再構築例使用禁止の索引パーティションの再構築例使用禁止の索引パーティションの再構築例使用禁止の索引パーティションの再構築例 : 次の文は、cost_ix索引のパーティション p2
および p3を再構築し、索引をもう一度使用可能にします。パーティション p3の再構築はログ
に記録されません。

ALTER INDEX cost_ix 
   REBUILD PARTITION p2;
ALTER INDEX cost_ix
   REBUILD PARTITION p3 NOLOGGING;

MAXEXTENTS の変更例の変更例の変更例の変更例 : 次の文は、パーティション p3のエクステントの 大数を変更し、
ロギング属性を変更します。

/* This example will fail if the tablespace in which partition p3
   resides is locally managed.
*/
ALTER INDEX cost_ix MODIFY PARTITION p3
   STORAGE(MAXEXTENTS 30) LOGGING;

索引パーティションの名前の変更例索引パーティションの名前の変更例索引パーティションの名前の変更例索引パーティションの名前の変更例 : 次の文は、cost_ix索引（14-70 ページの「レンジ・
パーティション・グローバル索引の作成例 :」で作成）の索引パーティションの名前を変更しま
す。

ALTER INDEX cost_ix
   RENAME PARTITION p3 TO p3_Q3;
10-80 Oracle Database SQL 言語リファレンス



ALTER INDEX
パーティションの分割例パーティションの分割例パーティションの分割例パーティションの分割例 : 次の文は、索引 cost_ixのパーティション p2（14-70 ページの
「レンジ・パーティション・グローバル索引の作成例 :」で作成）を p2aと p2bに分割します。

ALTER INDEX cost_ix
   SPLIT PARTITION p2 AT (1500) 
   INTO ( PARTITION p2a TABLESPACE tbs_01 LOGGING,
          PARTITION p2b TABLESPACE tbs_02);

索引パーティションの削除例索引パーティションの削除例索引パーティションの削除例索引パーティションの削除例 : 次の文は、cost_ix索引から索引パーティション p1を削除
します。

ALTER INDEX cost_ix
   DROP PARTITION p1;

デフォルト属性の変更例デフォルト属性の変更例デフォルト属性の変更例デフォルト属性の変更例 : 次の文は、ローカル・パーティション索引 prod_idx（14-71 ペー
ジの「ハッシュ・パーティション表の索引の作成例 :」で作成）のデフォルトの属性を変更しま
す。将来追加されるパーティションでは、5 つの初期トランザクション・エントリと 100KB の
増分エクステントが使用されます。

ALTER INDEX prod_idx
      MODIFY DEFAULT ATTRIBUTES INITRANS 5 STORAGE (NEXT 100K);
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ALTER INDEXTYPE 

用途用途用途用途

ALTER INDEXTYPE文を使用すると、索引タイプの演算子を追加または削除したり、実装タイ
プを変更したり、索引タイプのプロパティを変更することができます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

索引タイプが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、
ALTER ANY INDEXTYPEシステム権限が必要です。

新しい演算子を追加する場合は、その演算子に対する EXECUTEオブジェクト権限が必要です。

実装タイプを変更する場合は、新しい実装タイプに対する EXECUTEオブジェクト権限が必要
です。

構文構文構文構文

alter_indextype::=

（10-82 ページの using_type_clause::=、10-84 ページの storage_table_clause を参照）

using_type_clause::=

（10-83 ページの array_DML_clause::= を参照）

ALTER INDEXTYPE
schema .

indextype

ADD

DROP

schema .
operator ( parameter_types )

,

using_type_clause

COMPILE

WITH LOCAL RANGE PARTITION storage_table_clause
;

USING
schema .

implementation_type
array_DML_clause
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ALTER INDEXTYPE
array_DML_clause::=

storage_table_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
索引タイプが存在するスキーマ名を指定します。schemaを指定しない場合、索引タイプは自
分のスキーマ内にあるとみなされます。

indextype
変更する索引タイプの名前を指定します。

ADD | DROP
ADDまたは DROP句を使用すると、演算子を追加または削除できます。

削除には特別な権限は必要ありません。

� schemaには、演算子を含むスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、その演算
子は自分のスキーマにあるとみなされます。

� operatorには、索引タイプによってサポートされる演算子の名前を指定します。

この句に指定するすべての演算子は有効な演算子である必要があります。

� parameter_typeには、演算子へのパラメータ・タイプを指定します。

using_type_clause
USING句を使用すると、索引タイプを実装する新しいタイプを指定できます。

array_DML_clause 
この句を使用すると、ODCIIndexInsertメソッドで配列インタフェースをサポートする索引
タイプを変更できます。

type およびおよびおよびおよび varray_type 索引付けする列のデータ型がユーザー定義のオブジェクト型である
場合、この句を指定して、Oracle が typeの列値を保持するために使用する VARRAY の
varray_typeを識別する必要があります。索引タイプで型のリストがサポートされている場
合、対応する VARRAY 型のリストを指定できます。typeまたは varray_typeで schemaを
省略した場合、型が自分のスキーマ内に定義されているとみなされます。

索引付けする列のデータ型が組込みシステム型である場合、その索引タイプに指定された
VARRAY 型は、システムで定義された ODCI 型よりも優先されます。

WITH

WITHOUT
ARRAY DML

(
schema .

type
,

schema .
varray_type

)

,

WITH
SYSTEM

USER
MANAGED STORAGE TABLES
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COMPILE
この句を使用すると、索引タイプを明示的に再コンパイルできます。通常、索引タイプは自動
的に再コンパイルされるため、この句は一部のアップグレード操作の後でのみ指定する必要が
あります。

storage_table_clause 
この句では、索引タイプを変更する場合に、索引タイプを作成するときと同じ動作になります。
詳細は、14-75 ページの「CREATE INDEXTYPE」の「storage_table_clause」を参照してくださ
い。

WITH LOCAL RANGE PARTITION
この句では、索引タイプを変更する場合に、索引タイプを作成するときと同じ動作になります。
詳細は、14-75 ページの「CREATE INDEXTYPE」の句「WITH LOCAL RANGE PARTITION」
を参照してください。

例例例例

索引タイプの変更例索引タイプの変更例索引タイプの変更例索引タイプの変更例 : 次の例は、position_indextype索引タイプ（14-75 ページの「索引
タイプの作成例 :」で作成）をコンパイルします。

ALTER INDEXTYPE position_indextype COMPILE;
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ALTER JAVA
ALTER JAVA 

用途用途用途用途

ALTER JAVA文を使用すると、Java クラス・スキーマ・オブジェクトの変換、または Java ソー
ス・スキーマ・オブジェクトのコンパイルを強制実行できます （Java 名に対するすべての外部
参照を他のクラスと対応付ける前に、Java クラスのメソッドをコールすることはできません）。

前提条件前提条件前提条件前提条件

Java ソースまたはクラスが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない
場合は、ALTER ANY PROCEDUREシステム権限が必要です。さらに、Java クラスに対する
EXECUTEオブジェクト権限も必要です。

構文構文構文構文

alter_java::=

（10-85 ページの invoker_rights_clause::= を参照）

invoker_rights_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

JAVA SOURCE
ALTER JAVA SOURCEを使用すると、Java ソース・スキーマ・オブジェクトをコンパイルでき
ます。

JAVA CLASS
ALTER JAVA CLASSを使用すると、Java ソース・スキーマ・オブジェクトを変換できます。

参照参照参照参照 : Java クラスの変換および Java ソースのコンパイルの詳細は、
『Oracle Database Java 開発者ガイド』を参照してください。

ALTER JAVA
SOURCE

CLASS

schema .
object_name

RESOLVER ( ( match_string
, schema_name

–
) )

COMPILE

RESOLVE

invoker_rights_clause

;

AUTHID
CURRENT_USER

DEFINER
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object_name
以前作成した Java クラスまたはソース・スキーマ・オブジェクトを指定します。小文字、また
は大文字と小文字を組み合せた名前を付けるには、二重引用符を使用してください。

RESOLVER
RESOLVER句を使用すると、Java クラスまたはソースが作成されたときに指定したマッピン
グ・ペアを使用して、完全に指定された参照用の Java 名に対するスキーマの検索方法を指定で
きます。

RESOLVE | COMPILE
RESOLVEおよび COMPILEは、同義のキーワードです。これらの句を使用すると、プライマリ
Java クラス・スキーマ・オブジェクトの変換を指定できます。

� クラスに適用された場合、他のクラス・スキーマ・オブジェクトに対する参照名に変換さ
れます。

� ソースに適用された場合、ソースがコンパイルされます。

invoker_rights_clause
invoker_rights_clauseを使用すると、クラスを定義したユーザーのスキーマ内で、その
ユーザーの権限を使用してクラスのメソッドを実行するか、または、CURRENT_USERのスキー
マ内で、そのユーザーの権限を使用してクラスのメソッドを実行するかを指定できます。

また、この句は、問合せ、DML 操作、およびその型のメンバー・ファンクションおよびプロ
シージャ内の動的 SQL 文の外部名の変換方法も定義します。

AUTHID CURRENT_USER CURRENT_USERを指定すると、クラスのメソッドが CURRENT_
USER権限で実行されることを指定できます。この句はデフォルトで、実行者権限クラス実行者権限クラス実行者権限クラス実行者権限クラスを作成
します。

また、この句は、問合せ、DML 操作、および動的 SQL 文の外部名を CURRENT_USERのス
キーマで変換することも指定します。他のすべての文における外部名は、メソッドを含むス
キーマで変換します。

AUTHID DEFINER DEFINERを指定すると、クラスを定義したユーザーの権限を使用してそ
のクラスのメソッドを実行できます。

さらに、メソッドのあるスキーマ内で外部名を変換するかどうかを指定します。

例例例例

Java クラスの変換例クラスの変換例クラスの変換例クラスの変換例 : 次の文は、Java クラスを強制変換します。

ALTER JAVA CLASS "Agent"
   RESOLVER (("/usr/bin/bfile_dir/*" pm)(* public))
   RESOLVE;

参照参照参照参照 : 14-76 ページの「CREATE JAVA」および 10-86 ページの「Java ク
ラスの変換例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : CURRENT_USERの判断方法については、『Oracle Database 
PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。
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SQL 文 :
11

SQL 文文文文 :

ALTER MATERIALIZED VIEW ～～～～
ALTER SYSTEM

この章では、次の SQL 文について説明します。

� ALTER MATERIALIZED VIEW

� ALTER MATERIALIZED VIEW LOG

� ALTER OPERATOR

� ALTER OUTLINE

� ALTER PACKAGE

� ALTER PROCEDURE

� ALTER PROFILE

� ALTER RESOURCE COST

� ALTER ROLE

� ALTER ROLLBACK SEGMENT

� ALTER SEQUENCE

� ALTER SESSION

� ALTER SYSTEM
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ALTER MATERIALIZED VIEW
ALTER MATERIALIZED VIEW 

用途用途用途用途

マテリアライズド・ビューは、問合せ結果を含むデータベース・オブジェクトです。問合せの
FROM句には、表、ビューおよびその他のマテリアライズド・ビューを指定できます。これらを
あわせて、マスター表マスター表マスター表マスター表（レプリケーション用語）またはディテール表ディテール表ディテール表ディテール表（データ・ウェアハウス
用語）といいます。このマニュアルでは、マスター表という用語を使用します。マスター表が
格納されているデータベースをマスター・データベースマスター・データベースマスター・データベースマスター・データベースといいます。

ALTER MATERIALIZED VIEW文を使用すると、既存のマテリアライズド・ビューを次の方法で
変更できます。

� 記憶特性を変更します。

� リフレッシュ方法、モードまたは時間を変更します。

� 別のタイプのマテリアライズド・ビューになるように構造を変更します。

� クエリー・リライトを使用可能または使用禁止にします。

前提条件前提条件前提条件前提条件

マテリアライズド・ビューを変更するために必要な権限は、次のように直接付与される必要が
あります。

マテリアライズド・ビューが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にな
い場合は、ALTER ANY MATERIALIZED VIEWシステム権限が必要です。

クエリー・リライトでマテリアライズド・ビューを使用可能にする場合、次の条件が必要です。

� マテリアライズド・ビュー内のすべてのマスター表が自分のスキーマ内にある場合、
QUERY REWRITE権限が必要です。

� いずれかのマスター表が別のスキーマ内にある場合、GLOBAL QUERY REWRITE権限が必要
です。

� マテリアライズド・ビューが別のユーザーのスキーマ内にある場合、ユーザーおよびその
スキーマ所有者の両方に、前述の適切な QUERY REWRITE権限が必要です。また、マテリ
アライズド・ビューの所有者は、マテリアライズド・ビュー所有者が所有しないすべての
マスター表への SELECT権限を持っている必要があります。

注意注意注意注意 : 下位互換性を保つために、MATERIALIZED VIEWのかわりにキー
ワード SNAPSHOTもサポートされています。

参照参照参照参照 :

� マテリアライズド・ビューの作成の詳細は、15-4 ページの「CREATE 
MATERIALIZED VIEW」を参照してください。

� レプリケーション環境でのマテリアライズド・ビューの詳細は、
『Oracle Database アドバンスト・レプリケーション』を参照してくだ
さい。

� データ・ウェアハウス環境でのマテリアライズド・ビューの詳細は、
『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してくださ
い。
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構文構文構文構文

alter_materialized_view::=

（「ALTER TABLE」の項にある 11-4 ページの physical_attributes_clause::=、
11-4 ページの table_compression::=、11-4 ページの LOB_storage_clause::=、
11-5 ページの modify_LOB_storage_clause::=、12-18 ページの alter_table_partitioning::=、
11-6 ページの parallel_clause::=、11-6 ページの logging_clause::=、
11-6 ページの allocate_extent_clause::=、11-7 ページの alter_iot_clauses::=、
11-8 ページの scoped_table_ref_constraint::=、11-8 ページの alter_mv_refresh::= を参照）

ALTER MATERIALIZED VIEW
schema .

materialized_view

physical_attributes_clause

table_compression

LOB_storage_clause

,

modify_LOB_storage_clause

,

alter_table_partitioning

parallel_clause

logging_clause

allocate_extent_clause

shrink_clause

CACHE

NOCACHE alter_iot_clauses

USING INDEX physical_attributes_clause

MODIFY scoped_table_ref_constraint

alter_mv_refresh

ENABLE

DISABLE
QUERY REWRITE

COMPILE

CONSIDER FRESH
;
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physical_attributes_clause::=

（8-44 ページの storage_clause::= を参照）

table_compression::=

LOB_storage_clause::= 

（11-4 ページの LOB_storage_parameters::= を参照）

LOB_storage_parameters::=

（11-5 ページの LOB_parameters::=、8-44 ページの storage_clause::= を参照）

PCTFREE integer

PCTUSED integer

INITRANS integer

storage_clause

COMPRESS

FOR
ALL

DIRECT_LOAD
OPERATIONS

NOCOMPRESS

LOB

( LOB_item

,

) STORE AS

SECUREFILE

BASICFILE

( LOB_storage_parameters )

( LOB_item ) STORE AS

SECUREFILE

BASICFILE

LOB_segname

( LOB_storage_parameters )

TABLESPACE tablespace

LOB_parameters
storage_clause

storage_clause
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LOB_parameters::=

（8-44 ページの storage_clause::=、8-34 ページの logging_clause::= を参照）

modify_LOB_storage_clause::=

（11-6 ページの modify_LOB_parameters::= を参照）

ENABLE

DISABLE
STORAGE IN ROW

CHUNK integer

PCTVERSION integer

FREEPOOLS integer

LOB_retention_clause

LOB_deduplicate_clause

LOB_compression_clause

ENCRYPT encryption_spec

DECRYPT

CACHE

NOCACHE

CACHE READS

logging_clause

MODIFY LOB ( LOB_item ) ( modify_LOB_parameters )
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modify_LOB_parameters::=

（8-44 ページの storage_clause::=、16-13 ページの LOB_retention_clause::=、
16-13 ページの LOB_compression_clause::=、8-34 ページの logging_clause::=、
11-6 ページの allocate_extent_clause::=、11-7 ページの shrink_clause::=、
11-7 ページの deallocate_unused_clause::= を参照）

parallel_clause::=

logging_clause::=

allocate_extent_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

storage_clause

PCTVERSION

FREEPOOLS
integer

REBUILD FREEPOOLS

LOB_retention_clause

LOB_deduplicate_clause

LOB_compression_clause

ENCRYPT encryption_spec

DECRYPT

CACHE

NOCACHE

CACHE READS

logging_clause

allocate_extent_clause

shrink_clause

deallocate_unused_clause

NOPARALLEL

PARALLEL
integer

LOGGING

NOLOGGING

FILESYSTEM_LIKE_LOGGING

ALLOCATE EXTENT

(

SIZE size_clause

DATAFILE ’ filename ’

INSTANCE integer

)
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deallocate_unused_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

shrink_clause::=

alter_iot_clauses::=

（11-7 ページの index_org_table_clause::=、11-7 ページの alter_overflow_clause::= を参照。
alter_mapping_table_clausesは、マテリアライズド・ビューではサポートされていませ
ん。）

index_org_table_clause::=

（mapping_table_clauseおよび key_compressionは、マテリアライズド・ビューではサ
ポートされていません。11-7 ページの index_org_overflow_clause::= を参照）

index_org_overflow_clause::=

（「ALTER TABLE」の項にある 12-7 ページの segment_attributes_clause::= を参照）

alter_overflow_clause::=

（11-6 ページの allocate_extent_clause::=、11-7 ページの shrink_clause::=、
11-7 ページの deallocate_unused_clause::= を参照）

DEALLOCATE UNUSED
KEEP size_clause

SHRINK SPACE
COMPACT CASCADE

index_org_table_clause

alter_overflow_clause

alter_mapping_table_clauses

COALESCE

mapping_table_clause

PCTTHRESHOLD integer

key_compression index_org_overflow_clause

INCLUDING column_name
OVERFLOW

segment_attributes_clause

add_overflow_clause

OVERFLOW

segment_attributes_clause

allocate_extent_clause

shrink_clause

deallocate_unused_clause
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add_overflow_clause::=

（「ALTER TABLE」の項にある 12-7 ページの segment_attributes_clause::= を参照）

scoped_table_ref_constraint::=

alter_mv_refresh::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス 

schema
マテリアライズド・ビューが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、
マテリアライズド・ビューは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

materialized_view
変更するマテリアライズド・ビューの名前を指定します。

physical_attributes_clause
PCTFREE、PCTUSED、INITRANSパラメータの値（USING INDEX句で使用する場合は、
INITRANSパラメータ値のみ）、およびマテリアライズド・ビューの記憶特性を指定します。
PCTFREE、PCTUSEDおよび INITRANSパラメータの詳細は、12-2 ページの「ALTER TABLE」
を参照してください。記憶特性の詳細は、8-41 ページの「storage_clause」を参照してくださ
い。

ADD OVERFLOW
segment_attributes_clause ( PARTITION

segment_attributes_clause

,

)

SCOPE FOR (
ref_column

ref_attribute
) IS

schema . scope_table_name

c_alias

,

REFRESH

FAST

COMPLETE

FORCE

ON
DEMAND

COMMIT

START WITH

NEXT
date

WITH PRIMARY KEY

USING
DEFAULT MASTER ROLLBACK SEGMENT

MASTER ROLLBACK SEGMENT rollback_segment

USING
ENFORCED

TRUSTED
CONSTRAINTS
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table_compression
table_compression句を使用すると、ディスクおよびメモリーの使用量を削減するために、
データ・セグメントを圧縮するかどうかを指定できます。この句のセマンティクスの詳細は、
16-31 ページの「CREATE TABLE」の table_compression 句を参照してください。

LOB_storage_clause
LOB_storage_clauseを使用すると、新しい LOB の記憶特性を指定できます。マテリアライ
ズド・ビューの LOB 記憶域は、表の場合と同様に動作します。LOB 記憶域パラメータの詳細
は、16-37 ページの「CREATE TABLE」の「LOB_storage_clause」を参照してください。

modify_LOB_storage_clause
modify_LOB_storage_clauseを使用すると、LOB 属性 LOB_itemの物理属性または LOB
オブジェクト属性を変更できます。マテリアライズド・ビューの LOB 記憶域の変更は、表の場
合と同様に動作します。

alter_table_partitioning
マテリアライズド・ビューの alter_table_partitioning の構文および一般的な機能は、パーティ
ション表と同じです。12-52 ページの「ALTER TABLE」の「alter_table_partitioning」を参照し
てください。

マテリアライズド・ビューのパーティション変更の制限事項マテリアライズド・ビューのパーティション変更の制限事項マテリアライズド・ビューのパーティション変更の制限事項マテリアライズド・ビューのパーティション変更の制限事項 : partitioning_clausesで
は、LOB_storage_clauseまたは modify_LOB_storage_clauseを指定できません。

MODIFY PARTITION UNUSABLE LOCAL INDEXES この句を使用すると、partitionに関
連付けられたすべてのローカル索引パーティションに、UNUSABLEのマークが付きます。

MODIFY PARTITION REBUILD UNUSABLE LOCAL INDEXES この句を使用すると、
partitionに関連付けられた、使用禁止のローカル索引パーティションを再構築できます。

parallel_clause
parallel_clauseを使用すると、マテリアライズド・ビューのデフォルトの並列度を変更で
きます。

この句の詳細は、16-54 ページの「CREATE TABLE」の「parallel_clause」を参照してください。

logging_clause
この句を使用すると、マテリアライズド・ビューのロギング特性を指定または変更できます。
この句の詳細は、8-34 ページの「logging_clause」を参照してください。

allocate_extent_clause
allocate_extent_clauseを使用すると、マテリアライズド・ビューの新しいエクステント
を明示的に割り当てることができます。この句の詳細は、8-2 ページの

「allocate_extent_clause」を参照してください。

参照参照参照参照 : 変更可能な LOB 記憶域パラメータの詳細は、12-49 ページの
「ALTER TABLE」の「modify_LOB_storage_clause」を参照してください。

注意注意注意注意 : マテリアライズド・ビューの内容をマスター表の内容と同期させ
て保持するには、表パーティションを削除または切り捨てた後、表に依存
しているすべてのマテリアライズド・ビューを手動で完全リフレッシュす
ることをお薦めします。
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shrink_clause
この句を使用すると、マテリアライズド・ビューのセグメントを縮小化できます。この句の詳
細は、12-35 ページの「CREATE TABLE」の「shrink_clause」を参照してください。

CACHE | NOCACHE
アクセス頻度の高いデータについて、CACHEは、全表スキャンの実行時にこの表に対して取り
出された各ブロックを、バッファ・キャッシュの LRU リストの 高使用頻度側に入れることを
指定します。この属性は、小規模な参照表で有効です。NOCACHEは、ブロックを LRU リスト
の 低使用頻度側に入れることを指定します。この句の詳細は、16-53 ページの「CREATE 
TABLE」の「CACHE | NOCACHE | CACHE READS」を参照してください。

alter_iot_clauses
alter_iot_clausesを使用すると、索引構成マテリアライズド・ビューの特性を変更できま
す。alter_iot_clausesコンポーネントのキーワードおよびパラメータは、ALTER TABLE
と同じです。また、次の制限事項があります。

索引構成マテリアライズド・ビューの変更の制限事項索引構成マテリアライズド・ビューの変更の制限事項索引構成マテリアライズド・ビューの変更の制限事項索引構成マテリアライズド・ビューの変更の制限事項 : index_org_table_clauseの
mapping_table_clausesまたは key_compression句は指定できません。

USING INDEX 句句句句

この句を使用すると、マテリアライズド・ビューのデータをメンテナンスするために使用され
る索引の INITRANSパラメータおよび STORAGEパラメータの値を変更できます。

USING INDEX 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : この句では、PCTUSEDまたは PCTFREEパラメータは指定で
きません。

MODIFY scoped_table_ref_constraint
MODIFY scoped_table_ref_constraint句を使用すると、新しい表または新しい列の別名
に REF列または属性の有効範囲を再指定できます。

REF 列の有効範囲の再指定の制限事項列の有効範囲の再指定の制限事項列の有効範囲の再指定の制限事項列の有効範囲の再指定の制限事項 : ALTER MATERIALIZED VIEW文では、1 つの REF列
または属性の有効範囲のみを再指定することができます。この句は、この文以外では使用でき
ません。

alter_mv_refresh
alter_mv_refresh句を使用すると、自動リフレッシュの方法、モードおよび日時のデフォ
ルト値を変更できます。マテリアライズド・ビューのマスター表の内容が変更された場合、マ
テリアライズド・ビューのデータを更新し、現在マスター表にあるデータを正確に反映させる
必要があります。この句によって、自動的にマテリアライズド・ビューをリフレッシュする日
時をスケジューリングし、リフレッシュの方法およびモードを指定できます。

参照参照参照参照 : 索引構成マテリアライズド・ビューの作成については、15-14 ペー
ジの「CREATE MATERIALIZED VIEW」の「index_org_table_clause」を参
照してください。

注意注意注意注意 : この句では、デフォルトのリフレッシュ・オプションのみを設定
します。リフレッシュを実際に実装する手順は、『Oracle Database アドバ
ンスト・レプリケーション』および『Oracle Database データ・ウェアハ
ウス・ガイド』を参照してください。
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FAST 句句句句

FASTを指定すると、増分リフレッシュ方法を指定できます。これはマスター表に対して行った
変更に従ってリフレッシュを行います。この変更は、マスター表に関連付けられたマテリアラ
イズド・ビュー・ログ（従来型 DML 変更の場合）またはダイレクト・ローダー・ログ（ダイ
レクト・パス・インサート操作の場合）に格納されます。

従来型 DML の変更の場合も、ダイレクト・パス・インサート操作の場合も、他の条件によっ
て、高速リフレッシュへのマテリアライズド・ビューの適応性が制限されることがあります。

FAST リフレッシュの制限事項リフレッシュの制限事項リフレッシュの制限事項リフレッシュの制限事項 : FASTリフレッシュには、次の制限事項があります。

� 作成時に FASTリフレッシュを指定した場合、作成するマテリアライズド・ビューは高速
リフレッシュに適応することが検証されています。ALTER MATERIALIZED VIEW文でリフ
レッシュ方法を FASTに変更した場合、これは検証されていません。マテリアライズド・
ビューが高速リフレッシュに適応しない場合、このビューをリフレッシュしようとすると
エラーが戻されます。

� 定義する問合せに分析ファンクションが含まれている場合、マテリアライズド・ビューは
高速リフレッシュに適応しません。

� 暗号化されている列がある場合は、マテリアライズド・ビューを高速リフレッシュできま
せん。

COMPLETE 句句句句

COMPLETEを指定すると、完全リフレッシュ方法を指定できます。これは、マテリアライズ
ド・ビューを定義する問合せを実行することによって実装されます。完全リフレッシュを指定
すると、高速リフレッシュが実行可能であっても、完全リフレッシュが実行されます。

FORCE 句句句句

FORCEを指定すると、リフレッシュ時に、高速リフレッシュが可能な場合は高速リフレッシュ
を実行し、そうでない場合は完全リフレッシュを実行できます。

ON COMMIT 句句句句

ON COMMITを指定すると、マテリアライズド・ビューのマスター表に対するトランザクション
をコミットするときに必ず高速リフレッシュが実行されます。

ON COMMIT の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : この句は、マテリアライズド結合ビューおよびマテリアライズド
集計ビューにのみサポートされます。

参照参照参照参照 :

� レプリケーション環境における高速リフレッシュの制限については、
『Oracle Database アドバンスト・レプリケーション』を参照してくだ
さい。

� データ・ウェアハウス環境における高速リフレッシュの制限について
は、『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してく
ださい。

� 「自動リフレッシュの例 :」（11-14 ページ）

参照参照参照参照 : 「分析ファンクション」（5-10 ページ）

参照参照参照参照 : 「完全リフレッシュの例 :」（11-15 ページ）

参照参照参照参照 : 『Oracle Database アドバンスト・レプリケーション』および
『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。
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ON DEMAND 句句句句

ON DEMANDを指定すると、マテリアライズド・ビューは、3 つの DBMS_MVIEWリフレッシュ・
プロシージャのいずれかのコールによる要求でリフレッシュされます。ON COMMITおよび ON 
DEMANDのどちらも指定しなかった場合、ON DEMANDがデフォルトになります。

ON COMMITまたは ON DEMANDを指定した場合、START WITHまたは NEXTを同時に指定できま
せん。

START WITH 句句句句

START WITH dateを指定すると、 初の自動リフレッシュ時間を表す日付を指定できます。

NEXT 句句句句

NEXTを指定すると、自動リフレッシュの間隔を計算するための日付式を指定できます。

START WITH値および NEXT値は、将来の時刻に評価される値です。START WITH値を省略し
た場合、Oracle Database はマテリアライズド・ビューの作成時刻に対して NEXT式を評価する
ことによって、 初の自動リフレッシュ時刻を判断します。START WITH値を指定し、NEXT値
を指定しない場合、Oracle Database は 1 回のみマテリアライズド・ビューをリフレッシュしま
す。START WITH値および NEXT値のどちらも指定しない場合、または alter_mv_refresh
を指定しない場合、Oracle Database はマテリアライズド・ビューを自動リフレッシュしませ
ん。

WITH PRIMARY KEY 句句句句

WITH PRIMARY KEYを指定すると、ROWID マテリアライズド・ビューを主キー・マテリアラ
イズド・ビューに変更できます。主キー・マテリアライズド・ビューを使用すると、高速リフ
レッシュを継続できるマテリアライズド・ビューの機能に影響せずに、マテリアライズド・
ビュー・マスター表を再編成できます。

この句を指定するには、マスター表に、使用可能な主キー制約が定義され、この制約に基づき、
主キー情報を記録するマテリアライズド・ビュー・ログが定義されている必要があります。

USING ROLLBACK SEGMENT 句句句句

自動 UNDO モードでは、ロールバック・セグメントではなく UNDO 表領域が使用されるた
め、データベースが自動 UNDO モードの場合、この句は無効です。自動 UNDO モードを使用
することをお薦めします。この句は、ロールバック・セグメントが使用される以前のバージョ
ンの Oracle Database が含まれるレプリケーション環境との下位互換性のためにサポートされ
ています。

この句の詳細は、15-18 ページの「CREATE MATERIALIZED VIEW」の「USING ROLLBACK 
SEGMENT 句」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� これらのプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQL パッケー
ジ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を参照してくださ
い。

� REFRESH ON DEMANDを指定することによって作成できるマテリアラ
イズド・ビューのタイプについては、『Oracle Database データ・ウェ
アハウス・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 主キー・マテリアライズド・ビューの詳細は、『Oracle Database アド
バンスト・レプリケーション』を参照してください。

� 「主キー・マテリアライズド・ビューの例 :」（11-15 ページ）
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USING ...CONSTRAINTS 句句句句

この句のセマンティクスは、CREATE MATERIALIZED VIEWおよび ALTER MATERIALIZED 
VIEW文で同じです。この句の詳細は、15-19 ページの「CREATE MATERIALIZED VIEW」の

「USING ...CONSTRAINTS 句」を参照してください。

QUERY REWRITE 句句句句

この句を使用すると、マテリアライズド・ビューをクエリー・リライトで使用できるかどうか
を指定できます。

ENABLE 句句句句

ENABLEを指定すると、クエリー・リライトでマテリアライズド・ビューを使用可能にできま
す。

マテリアライズド・ビューを使用可能にする場合の制限事項マテリアライズド・ビューを使用可能にする場合の制限事項マテリアライズド・ビューを使用可能にする場合の制限事項マテリアライズド・ビューを使用可能にする場合の制限事項 : マテリアライズド・ビューを
使用可能にする処理には、次の制限事項があります。

� マテリアライズド・ビューが無効または使用禁止の場合、ENABLEモードでもクエリー・
リライトに適応しません。

� マテリアライズド・ビューの全体または一部がビューから作成されている場合、クエ
リー・リライトを使用可能にできません。

� マテリアライズド・ビューのすべてのユーザー定義ファンクションが DETERMINISTICで
ある場合のみ、クエリー・リライトを使用可能にできます。

� 文内の式が反復可能な場合のみ、クエリー・リライトを使用可能にできます。たとえば、
CURRENT_TIMEまたは USERを含めることはできません。

DISABLE 句句句句

DISABLEを指定すると、クエリー・リライトでマテリアライズド・ビューを使用禁止にできま
す。マテリアライズド・ビューが無効な場合、使用禁止であるかどうかにかかわらず、クエ
リー・リライトの使用には適応しません。ただし、使用禁止にされたマテリアライズド・
ビューをリフレッシュすることはできます。

COMPILE
COMPILEを指定すると、マテリアライズド・ビューを明示的に再検証できます。マテリアライ
ズド・ビューが依存するオブジェクトを削除または変更した場合、マテリアライズド・ビュー
はアクセス可能のままですが、クエリー・リライトに対しては無効です。再度、明示的にマテ
リアライズド・ビューの妥当性チェックを行い、クエリー・リライトの使用に適応させるには、
この句を使用します。

マテリアライズド・ビューの再妥当性チェックに失敗すると、リフレッシュできなくなるか、
またはクエリー・リライトに使用できなくなります。

参照参照参照参照 : 「クエリー・リライトを使用可能にする例 :」（11-15 ページ）

参照参照参照参照 : 「CREATE FUNCTION」（14-48 ページ）

参照参照参照参照 : クエリー・リライトの詳細は、『Oracle Database データ・ウェア
ハウス・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 「マテリアライズド・ビューのコンパイル例 :」（11-15 ページ）
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CONSIDER FRESH
この句を使用すると、マスター表が変更された後のマテリアライズド・ビューの失効状態を管
理することができます。CONSIDER FRESHは、マテリアライズド・ビューが 新であり、
TRUSTEDまたは STALE_TOLERATEDモードでのクエリー・リライトに適応するとみなされる
ように指定します。Oracle Database は、マテリアライズド・ビューが 新であるかどうかを保
証できないため、ENFORCEDモードでのクエリー・リライトはサポートしません。また、この
句はマテリアライズド・ビューの失効状態を UNKNOWNに設定します。失効状態は、
ALL_MVIEWS、DBA_MVIEWSおよび USER_MVIEWSの各データ・ディクショナリ・ビューの
STALENESS列に表示されます。

いずれかのマスター表の内容が変更された場合、マテリアライズド・ビューは失効します。こ
の句は、Oracle Database に対して、マテリアライズド・ビューが 新で、変更されていないも
のと仮定するように指示します。そのため、リフレッシュが保留されているこれらの表に対す
る実際の更新内容は、マテリアライズド・ビューから削除されます。

例例例例

自動リフレッシュの例自動リフレッシュの例自動リフレッシュの例自動リフレッシュの例 : 次の文は、マテリアライズド・ビュー sales_by_month_by_state
（15-22 ページの「マテリアライズド集計ビューの作成例 :」で作成）のリフレッシュ方法のデ
フォルトを FASTに変更します。

ALTER MATERIALIZED VIEW sales_by_month_by_state
   REFRESH FAST; 

これ以降のマテリアライズド・ビューの自動リフレッシュは、高速リフレッシュになります。
これは、単純なマテリアライズド・ビューであり、そのマスター表には、マテリアライズド・
ビューの作成前または 後のリフレッシュ前に作成されたマテリアライズド・ビュー・ログが
あります。

REFRESH句に START WITHまたは NEXTの値が指定されていないため、マテリアライズド・
ビュー sales_by_month_by_stateを作成したとき、または 後に変更したときに
REFRESH句で設定されたリフレッシュ間隔がそのまま使用されます。

次の文は、マテリアライズド・ビュー sales_by_month_by_stateの新しい自動リフレッ
シュ間隔を設定します。

ALTER MATERIALIZED VIEW sales_by_month_by_state
   REFRESH NEXT SYSDATE+7;

REFRESHに START WITHの値が指定されていないため、マテリアライズド・ビュー
sales_by_month_by_stateが作成されたとき、または 後に変更されたときに指定された
START WITHと NEXTの値によって設定された日時に次の自動リフレッシュが行われます。

このマテリアライズド・ビューは、次に自動リフレッシュが行われる際に、リフレッシュされ
ます。次に自動リフレッシュが行われる日時は、NEXTに設定した式 SYSDATE+7 が計算されて
決まります。その後は、週に 1 回リフレッシュが自動的に行われます。REFRESH句にリフレッ
シュ方法が明示的に指定されていないため、CREATE MATERIALIZED VIEW文または直前の
ALTER MATERIALIZED VIEW文の REFRESH句で指定されたリフレッシュ方法が引き続き使用
されます。

参照参照参照参照 :

� クエリー・リライトの詳細、およびマスター表へのパーティション・
メンテナンス操作の影響については、『Oracle Database データ・ウェ
アハウス・ガイド』を参照してください。

� 「CONSIDER FRESH の例 :」（11-15 ページ）
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CONSIDER FRESH の例の例の例の例 : 次の文は、Oracle Database がマテリアライズド・ビュー
sales_by_month_by_stateを 新であるとみなすように指定します。この文を使用すると、
sales_by_month_by_stateのマスター表に対してパーティション・メンテナンス操作を実
行した後でも、sales_by_month_by_stateに対して TRUSTEDモードでのクエリー・リラ
イトが可能です。

ALTER MATERIALIZED VIEW sales_by_month_by_state CONSIDER FRESH;

完全リフレッシュの例完全リフレッシュの例完全リフレッシュの例完全リフレッシュの例 : 次の文は、マテリアライズド・ビュー emp_data（15-23 ページの
「マテリアライズド・ビューの定期的リフレッシュ例 :」で作成）の新しいリフレッシュ方法、
NEXTで示す新しいリフレッシュ日時および新しい自動リフレッシュ間隔を指定します。

ALTER MATERIALIZED VIEW emp_data
   REFRESH COMPLETE   
   START WITH TRUNC(SYSDATE+1) + 9/24  
   NEXT SYSDATE+7;

START WITH句に指定した値によって、このマテリアライズド・ビューの次の自動リフレッ
シュは翌日の午前 9 時に発生するように設定されます。この日時にマテリアライズド・ビュー
の完全リフレッシュが実行され、NEXTに設定した式が計算されます。その後は、このマテリア
ライズド・ビューは毎週リフレッシュされます。

クエリー・リライトを使用可能にする例クエリー・リライトを使用可能にする例クエリー・リライトを使用可能にする例クエリー・リライトを使用可能にする例 : 次の文は、マテリアライズド・ビュー emp_data
のクエリー・リライトを使用可能にし、暗黙的に再妥当性チェックを行います。

ALTER MATERIALIZED VIEW emp_data
   ENABLE QUERY REWRITE;

主キー・マテリアライズド・ビューの例主キー・マテリアライズド・ビューの例主キー・マテリアライズド・ビューの例主キー・マテリアライズド・ビューの例 : 次の文は、ROWID マテリアライズド・ビュー
order_data（15-23 ページの「ROWID マテリアライズド・ビューの作成例 :」で作成）を主
キー・マテリアライズド・ビューに変更します。この例では、order_dataに主キーを持つマ
テリアライズド・ビュー・ログを定義していることが必要です。

ALTER MATERIALIZED VIEW order_data 
   REFRESH WITH PRIMARY KEY; 

マテリアライズド・ビューのコンパイル例マテリアライズド・ビューのコンパイル例マテリアライズド・ビューのコンパイル例マテリアライズド・ビューのコンパイル例 : 次の文は、マテリアライズド・ビュー store_mv
を再検証します。

ALTER MATERIALIZED VIEW order_data COMPILE;

参照参照参照参照 : この ALTER MATERIALIZED VIEWの例を必要とするパーティショ
ン・メンテナンスの例は、12-75 ページの「表のパーティションの分割例
:」を参照してください。
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ALTER MATERIALIZED VIEW LOG 

用途用途用途用途

マテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログとは、マテリアライズド・ビューのマスター表に関連付けら
れる表です。ALTER MATERIALIZED VIEW LOG文を使用すると、既存のマテリアライズド・
ビュー・ログの記憶特性またはタイプを変更できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

マスター表の所有者であるか、またはマスター表に対する SELECT権限およびマテリアライズ
ド・ビュー・ログに対する ALTER権限が必要です。

注意注意注意注意 : 下位互換性を保つために、MATERIALIZED VIEWのかわりにキー
ワード SNAPSHOTもサポートされています。

参照参照参照参照 :

� マテリアライズド・ビュー・ログの作成については、15-26 ページの
「CREATE MATERIALIZED VIEW LOG」を参照してください。

� マテリアライズド・ビューのリフレッシュ方法など、マテリアライズ
ド・ビューの詳細は、11-2 ページの「ALTER MATERIALIZED 
VIEW」を参照してください。

� マテリアライズド・ビューの様々なタイプの詳細は、15-4 ページの
「CREATE MATERIALIZED VIEW」を参照してください。

参照参照参照参照 : ALTER MATERIALIZED VIEW LOGの前提条件の詳細は、『Oracle 
Database アドバンスト・レプリケーション』を参照してください。
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構文構文構文構文

alter_materialized_view_log::=

（11-17 ページの physical_attributes_clause::=、12-18 ページの alter_table_partitioning::=
（「ALTER TABLE」の項）、11-18 ページの parallel_clause::=、8-34 ページの logging_clause::=、

11-18 ページの allocate_extent_clause::= および 11-18 ページの new_values_clause::= を参照）

physical_attributes_clause::=

（8-44 ページの storage_clause::= を参照）

ALTER MATERIALIZED VIEW LOG
FORCE

ON
schema .

table

physical_attributes_clause

alter_table_partitioning

parallel_clause

logging_clause

allocate_extent_clause

shrink_clause

CACHE

NOCACHE

ADD

OBJECT ID

PRIMARY KEY

ROWID

SEQUENCE

( column

,

)

( column

,

)

,

new_values_clause

;

PCTFREE integer

PCTUSED integer

INITRANS integer

storage_clause
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allocate_extent_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

shrink_clause::=

parallel_clause::=

new_values_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

FORCE
FORCEを指定すると、ADD句で指定したいずれかの項目がすでにマテリアライズド・ビュー・
ログに指定されている場合、エラーは戻されませんが、既存の要素は無視され、マテリアライ
ズド・ビュー・ログに存在しないすべての項目が追加されます。同様に、INCLUDING NEW 
VALUESを指定すると、この属性がすでにマテリアライズド・ビュー・ログに指定されている
場合、冗長は無視され、エラーも戻されません。

schema
マスター表が定義されているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、マテリアラ
イズド・ビュー・ログは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

table
変更するマテリアライズド・ビュー・ログに関連付けられたマスター表の名前を指定します。

physical_attributes_clause
physical_attributes_clauseを使用すると、PCTFREE、PCTUSEDおよび INITRANSの
各パラメータの値、マテリアライズド・ビュー・ログ、パーティションおよびオーバーフ
ロー・データ・セグメントの記憶特性、またはパーティション・マテリアライズド・ビュー・
ログのデフォルト特性を変更できます。

マテリアライズド・ビュー・ログの物理属性の制限事項マテリアライズド・ビュー・ログの物理属性の制限事項マテリアライズド・ビュー・ログの物理属性の制限事項マテリアライズド・ビュー・ログの物理属性の制限事項 : マテリアライズド・ビュー・ログ
がローカル管理表領域に存在する場合は、storage_clauseを使用して、エクステント・パラ
メータを変更することはできません。このパラメータについては、16-6 ページの「CREATE 
TABLE」を参照してください。

ALLOCATE EXTENT

(

SIZE size_clause

DATAFILE ’ filename ’

INSTANCE integer

)

SHRINK SPACE
COMPACT CASCADE

NOPARALLEL

PARALLEL
integer

INCLUDING

EXCLUDING
NEW VALUES
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alter_table_partitioning
alter_table_partitioning の構文および一般的な機能は、ALTER TABLE文の場合と同じです。
12-52 ページの「ALTER TABLE」の「alter_table_partitioning」を参照してください。

マテリアライズド・ビュー・ログのパーティション変更の制限事項マテリアライズド・ビュー・ログのパーティション変更の制限事項マテリアライズド・ビュー・ログのパーティション変更の制限事項マテリアライズド・ビュー・ログのパーティション変更の制限事項 : マテリアライズド・
ビュー・ログのパーティションの変更には、次の制限事項があります。

� マテリアライズド・ビュー・ログのパーティションを変更する場合、
LOB_storage_clauseまたは modify_LOB_storage_clauseは使用できません。

� マテリアライズド・ビュー・ログのパーティションを削除、切捨てまたは交換しようとす
ると、Oracle Database はエラーを戻します。

parallel_clause
parallel_clauseを使用すると、マテリアライズド・ビュー・ログへのパラレル操作がサ
ポートされているかどうかを指定できます。

この句の詳細は、16-54 ページの「CREATE TABLE」の「parallel_clause」を参照してください。

logging_clause
マテリアライズド・ビュー・ログに対するロギング属性を指定します。この句の詳細は、8-34
ページの「logging_clause」を参照してください。

allocate_extent_clause
allocate_extent_clauseを使用すると、マテリアライズド・ビュー・ログの新しいエクス
テントを明示的に割り当てることができます。この句の詳細は、8-2 ページの

「allocate_extent_clause」を参照してください。

shrink_clause
この句を使用すると、マテリアライズド・ビュー・ログのセグメントを縮小化できます。この
句の詳細は、12-35 ページの「CREATE TABLE」の「shrink_clause」を参照してください。

CACHE | NOCACHE 句句句句

アクセス頻度が高いデータについて、CACHEは、全表スキャンの実行時にこのログ用に取り出
された各ブロックを、バッファ・キャッシュ内の LRU リストの 高使用頻度側に入れることを
指定します。この属性は、小規模な参照表で有効です。NOCACHEは、ブロックを LRU リスト
の 低使用頻度側に入れることを指定します。この句の詳細は、16-53 ページの「CREATE 
TABLE」の「CACHE | NOCACHE | CACHE READS」を参照してください。

ADD 句句句句

ADD句を使用すると、マテリアライズド・ビュー・マスター表内の行が変更される際に、主
キー値、ROWID 値、オブジェクト ID 値または順序も記録できるようにマテリアライズド・
ビュー・ログを拡張できます。また、この句は、新しく列を記録するためにも使用できます。

これらの情報の記録を停止する場合は、マテリアライズド・ビュー・ログを削除してから、再
作成する必要があります。マテリアライズド・ビュー・ログを削除した後再作成した場合、マ
スター表に依存するすべての既存マテリアライズド・ビューが、次回のリフレッシュ時に強制
的に完全リフレッシュされます。

マテリアライズド・ビュー・ログの拡張の制限事項マテリアライズド・ビュー・ログの拡張の制限事項マテリアライズド・ビュー・ログの拡張の制限事項マテリアライズド・ビュー・ログの拡張の制限事項 : 各マテリアライズド・ビュー・ログに
指定できるのは、PRIMARY KEY、ROWID、OBJECT ID、SEQUENCEおよび列リストの列を 1 つ
ずつです。この ALTER文に PRIMARY KEY、ROWID、OBJECT ID、SEQUENCEおよび列リスト
を指定できるのはそれぞれ 1 回のみです。また、FORCEオプションを指定しないかぎり、これ
らの値のいずれかが作成時に（暗黙的または明示的に）指定された場合、この ALTER文にはそ
れらの値を指定できません。
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OBJECT ID OBJECT IDを指定すると、更新されるすべての行の適切なオブジェクト識別子を
マテリアライズド・ビュー・ログに記録できます。

OBJECT ID 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : OBJECT IDは、オブジェクト表のログ用のみに指定でき、記憶
表用には指定できません。

PRIMARY KEY PRIMARY KEYを指定すると、更新されるすべての行の主キーをマテリアライ
ズド・ビュー・ログに記録できます。

ROWID ROWIDを指定すると、更新されるすべての行の ROWID 値をマテリアライズド・
ビュー・ログに記録できます。

SEQUENCE SEQUENCEを指定すると、追加の順序情報を提供する順序値をマテリアライズ
ド・ビュー・ログに記録できます。

column 更新されるすべての行に対して、マテリアライズド・ビュー・ログに記録する値を持
つ新しい列を指定します。通常、フィルタ列（副問合せマテリアライズド・ビューが参照する
主キー以外の列）および結合列（副問合せの WHERE句で結合を定義する主キー以外の列）を指
定します。

NEW VALUES 句句句句

NEW VALUES句を使用すると、更新 DML 操作で、古い値と新しい値の両方をマテリアライズ
ド・ビュー・ログに保存するかどうかを指定できます。ALTER MATERIALIZED VIEW LOG文で
追加した列のみでなく、ログのすべての列にこの句で設定した値を適用します。

INCLUDING INCLUDINGを指定すると、古い値と新しい値の両方を保存できます。このログ
が単一表マテリアライズド集計ビューの表用で、マテリアライズド・ビューに高速リフレッ
シュを実行する場合、INCLUDINGを指定してください。

EXCLUDING EXCLUDINGを指定すると、ログに新しい値が記録されなくなります。この句を
使用すると、新しい値の記録によるオーバーヘッドを回避できます。

マテリアライズド・ビューのリフレッシュ・モードを FAST以外のモードに変更した場合を除
き、高速リフレッシュが可能な単一表マテリアライズド集計ビューが定義されている場合は、
EXCLUDING NEW VALUESを使用しないでください。

例例例例

ROWID マテリアライズド・ビュー・ログの例マテリアライズド・ビュー・ログの例マテリアライズド・ビュー・ログの例マテリアライズド・ビュー・ログの例 : 次の文は、ROWID 情報も記録するように既
存の主キー・マテリアライズド・ビュー・ログを変更します。

ALTER MATERIALIZED VIEW LOG ON order_items ADD ROWID;

参照参照参照参照 :

� マテリアライズド・ビュー・ログに値を明示的および暗黙的に含める
方法については、15-4 ページの「CREATE MATERIALIZED VIEW」
を参照してください。

� フィルタ列および結合列については、『Oracle Database アドバンス
ト・レプリケーション』を参照してください。

� 「ROWID マテリアライズド・ビュー・ログの例 :」（11-20 ページ）

参照参照参照参照 : 「マテリアライズド・ビュー・ログ EXCLUDING NEW VALUES
の例 :」（11-21 ページ）
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ALTER MATERIALIZED VIEW LOG
マテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログ EXCLUDING NEW VALUES の例の例の例の例 : 次の文は、フィルタ列
を追加し、新しい値を除外することで、hr.employeesのマテリアライズド・ビュー・ログを
変更します。このログを使用するマテリアライズド集計ビューは、これ以降高速リフレッシュ
されません。ただし、高速リフレッシュが不要になる場合は、この処理によって新しい値の記
録によるオーバーヘッドを回避できます。

ALTER MATERIALIZED VIEW LOG ON employees
   ADD (commission_pct)
   EXCLUDING NEW VALUES;
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ALTER OPERATOR
ALTER OPERATOR

用途用途用途用途

ALTER OPERATOR文を使用すると、既存の演算子に対するバインドを追加または削除したり、
既存の演算子をコンパイルすることができます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

事前に CREATE OPERATOR文によって演算子が作成されている必要があります。演算子が自分
のスキーマ内にあるか、または ALTER ANY OPERATORシステム権限が必要です。ALTER 
OPERATOR文で参照される演算子およびファンクションに対する EXECUTEオブジェクト権限
が必要です。

構文構文構文構文

alter_operator::=

（11-22 ページの add_binding_clause::=、11-23 ページの drop_binding_clause::= を参照）

add_binding_clause::=

（11-22 ページの implementation_clause::=、11-23 ページの using_function_clause::= を参照）

implementation_clause::=

（11-23 ページの context_clause::= を参照）

参照参照参照参照 : 「CREATE OPERATOR」（15-32 ページ）

ALTER OPERATOR
schema .

operator

add binding_clause

drop_binding_clause

COMPILE

;

ADD BINDING ( parameter_type

,

) RETURN ( return_type )

implementation_clause
using_function_clause

ANCILLARY TO primary_operator ( parameter_type

,

)

,

context_clause
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ALTER OPERATOR
context_clause::=

using_function_clause::=

drop_binding_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
演算子が含まれているスキーマを指定します。この句を指定しない場合、その演算子は自分の
スキーマにあるとみなされます。

operator
変更する演算子の名前を指定します。

add_binding_clause
この句を使用すると、演算子バインドを追加し、パラメータ・データ型および戻り型を指定で
きます。この演算子の既存のバインドと異なる署名を使用する必要があります。

演算子のバインドが索引タイプに関連付けられており、演算子に別のバインドを追加する場合、
Oracle Database は新しいバインドと索引タイプの関連付けを自動的に行いません。関連付けを
行うには、明示的な ALTER INDEXTYPE ...ADD OPERATOR文を発行する必要があります。

implementation_clause 
この句のセマンティクスは、CREATE OPERATORおよび ALTER OPERATOR文で同じです。この
句の詳細は、15-33 ページの「CREATE OPERATOR」の「implementation_clause」を参照してく
ださい。

context_clause 
この句のセマンティクスは、CREATE OPERATORおよび ALTER OPERATOR文で同じです。この
句の詳細は、15-34 ページの「CREATE OPERATOR」の「context_clause」を参照してください。

using_function_clause
この句のセマンティクスは、CREATE OPERATORおよび ALTER OPERATOR文で同じです。この
句の詳細は、15-34 ページの「CREATE OPERATOR」の「using_function_clause」を参照してく
ださい。

WITH INDEX CONTEXT , SCAN CONTEXT implementation_type
COMPUTE ANCILLARY DATA

WITH COLUMN CONTEXT

USING
schema .

package .

type .
function_name

DROP BINDING ( parameter_type

,

)
FORCE
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ALTER OPERATOR
drop_binding_clause
この句を使用すると、演算子から削除するバインドのパラメータ・データ型のリストを指定で
きます。バインドに索引タイプや補助演算子バインドなどの依存オブジェクトが含まれる場合、
FORCEを指定する必要があります。FORCEを指定すると、そのバインドに依存するすべてのオ
ブジェクトに INVALIDのマークが付きます。依存オブジェクトは、DDL 文、DML 文または
問合せで次に参照された際に再検証されます。

この句を使用して、この演算子に関連付けられた唯一のバインドを削除することはできません。
この演算子に関連付けられた唯一のバインドを削除するには、DROP OPERATOR文を使用する
必要があります。詳細は、17-53 ページの「DROP OPERATOR」を参照してください。

COMPILE
COMPILEを指定すると、演算子を再コンパイルできます。

例例例例

ユーザー定義演算子のコンパイル例ユーザー定義演算子のコンパイル例ユーザー定義演算子のコンパイル例ユーザー定義演算子のコンパイル例 : 次の例は、演算子 eq_op（15-34 ページの「ユーザー定
義演算子の作成例 :」で作成）をコンパイルします。

ALTER OPERATOR eq_op COMPILE;
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ALTER OUTLINE
ALTER OUTLINE 

用途用途用途用途

ALTER OUTLINE文を使用すると、ストアド・アウトラインの名前を変更したり、ストアド・
アウトラインを異なるカテゴリに再度割り当てることができます。また、アウトラインの SQL
文をコンパイルし、古いアウトライン・データを現行の条件で作成したアウトラインと置き換
えて、ストアド・アウトラインを再生成できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

アウトラインを変更する場合は、ALTER ANY OUTLINEシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

alter_outline::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

PUBLIC | PRIVATE
PUBLICを指定すると、アウトラインのパブリック・バージョンを変更できます。これはデ
フォルトです。

PRIVATEを指定すると、現行のセッションに対してプライベートで、現行の解析スキーマに
データが格納されているアウトラインを変更できます。

注意注意注意注意 : 新規のアプリケーションには SQL 計画管理を使用することをお薦
めします。SQL 計画管理では、ストアド・アウトラインよりも非常に安定
した SQL パフォーマンスを実現する SQL 計画ベースラインが作成されま
す。

DBMS_SPMパッケージの LOAD_PLANS_FROM_CURSOR_CACHEプロシー
ジャまたは LOAD_PLANS_FROM_SQLSETプロシージャを使用して、既存
のストアド・アウトラインを SQL 計画ベースラインに移行できます。移
行が完了したら、ストアド・アウトラインを無効にするか、または削除す
る必要があります。

参照参照参照参照 :  SQL 計画管理の詳細は、『Oracle Database パフォーマンス・
チューニング・ガイド』を参照してください。DBMS_SPM パッケージの
詳細は、『Oracle Database PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイ
プ・リファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : アウトラインの詳細は、15-35 ページの「CREATE OUTLINE」お
よび『Oracle Database パフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照
してください。

ALTER OUTLINE

PUBLIC

PRIVATE
outline

REBUILD

RENAME TO new_outline_name

CHANGE CATEGORY TO new_category_name

ENABLE

DISABLE

;
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ALTER OUTLINE
outline
変更するアウトラインの名前を指定します。

REBUILD
REBUILDを指定すると、現行の条件で、outlineの実行計画が再生成されます。

RENAME TO 句句句句
RENAME TO句を使用すると、outlineの値と置き換えるアウトライン名を指定できます。

CHANGE CATEGORY TO 句句句句

CHANGE CATEGORY TO句を使用すると、outlineの移動先となるカテゴリ名を指定できます。

ENABLE | DISABLE
この句を使用すると、このアウトラインを選択的に使用可能または使用禁止にできます。デ
フォルトでは、アウトラインは使用可能になっています。DISABLEキーワードを使用すると、
他のアウトラインの使用に影響を与えずに、1 つのアウトラインを使用禁止にできます。

例例例例

アウトラインの再構築例アウトラインの再構築例アウトラインの再構築例アウトラインの再構築例 : 次の文は、アウトラインのテキストをコンパイルし、古いアウトラ
イン・データを現行の条件で作成したアウトラインと置き換えて、salariesというストア
ド・アウトラインを再生成します。

ALTER OUTLINE salaries REBUILD;

参照参照参照参照 : 「アウトラインの再構築例 :」（11-26 ページ）
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ALTER PACKAGE
ALTER PACKAGE 

用途用途用途用途

パッケージは PL/SQL を使用して定義されます。このため、この項では一般的な情報について
説明します。構文およびセマンティクスの詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレン
ス』を参照してください。

ALTER PACKAGE文を使用すると、パッケージ仕様部またはパッケージ本体（あるいはその両
方）を明示的に再コンパイルできます。明示的に再コンパイルすることによって、実行時に暗
黙的に再コンパイルする必要がなくなり、また、実行時のコンパイル・エラーとパフォーマン
ス上のオーバーヘッドもなくなります。

パッケージ中のすべてのオブジェクトは、1 つの単位として格納されているため、ALTER 
PACKAGE文によって、すべてのパッケージ・オブジェクトがまとめて再コンパイルされます。
ALTER PROCEDURE文または ALTER FUNCTION文を使用して、パッケージ中の一部のプロシー
ジャまたはファンクションを再コンパイルすることはできません。

前提条件前提条件前提条件前提条件 
パッケージを変更するには、パッケージが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のス
キーマ内にない場合は、ALTER ANY PROCEDUREシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

alter_package::=

（package_compile_clause: この句の構文の詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファ
レンス』を参照してください。）

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
パッケージが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、パッケージは
自分のスキーマ内にあるとみなされます。

package
再コンパイルするパッケージの名前を指定します。

package_compile_clause 
この句の構文とセマンティクスの詳細およびパッケージの作成とコンパイルの詳細は、『Oracle 
Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

注意注意注意注意 : この文を使用して、既存のパッケージの宣言や定義を変更するこ
とはできません。パッケージを再宣言または再定義する場合は、15-39
ページの「CREATE PACKAGE」または「CREATE PACKAGE BODY」に
OR REPLACE句を指定します。

ALTER PACKAGE
schema .

package package_compile_clause
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ALTER PROCEDURE
ALTER PROCEDURE 

用途用途用途用途

パッケージは PL/SQL を使用して定義されます。このため、この項では一般的な情報について
説明します。構文およびセマンティクスの詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレン
ス』を参照してください。

ALTER PROCEDURE文を使用すると、スタンドアロンのストアド・プロシージャを明示的に再
コンパイルできます。明示的に再コンパイルすることによって、実行時に暗黙的に再コンパイ
ルする必要がなくなり、また、実行時のコンパイル・エラーとパフォーマンス上のオーバー
ヘッドもなくなります。

パッケージの一部であるプロシージャを再コンパイルする場合、ALTER PACKAGE文を使用し
て、そのパッケージ全体を再コンパイルします（11-27 ページの「ALTER PACKAGE」を参
照）。

ALTER PROCEDURE文は、ALTER FUNCTION文と似ています。詳細は、10-63 ページの
「ALTER FUNCTION」を参照してください。

前提条件前提条件前提条件前提条件

プロシージャは、自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、
ALTER ANY PROCEDUREシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

alter_procedure::=

（procedure_compile_clause: この句の構文の詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リ
ファレンス』を参照してください。）

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
プロシージャが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、プロシー
ジャは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

procedure
再コンパイルするプロシージャの名前を指定します。

procedure_compile_clause 
この句の構文とセマンティクスの詳細およびプロシージャの作成とコンパイルの詳細は、

『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

注意注意注意注意 : この文を使用して、既存のプロシージャの宣言または定義を変更
することはできません。プロシージャを再宣言または再定義する場合は、
OR REPLACEを指定して CREATE PROCEDURE文を使用します（15-45 ペー
ジの「CREATE PROCEDURE」を参照）。

ALTER PROCEDURE
schema .

procedure procedure_compile_clause
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ALTER PROFILE
ALTER PROFILE 

用途用途用途用途

ALTER PROFILE文を使用すると、プロファイルのリソース制限またはパスワード管理パラ
メータを追加、変更または削除できます。

ALTER PROFILE文を使用すると、プロファイルに対して行った変更は、このプロファイルの
現行のセッションのユーザーには影響しません。後続セッションのユーザーのみに影響します。

前提条件前提条件前提条件前提条件

プロファイルのリソース制限を変更する場合は、ALTER PROFILEシステム権限が必要です。
パスワード制限および保護を変更する場合は、ALTER PROFILEおよび ALTER USERシステム
権限が必要です。

構文構文構文構文

alter_profile::=

（11-29 ページの resource_parameters::=、11-30 ページの password_parameters::= を参照）

resource_parameters::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

参照参照参照参照 : プロファイルの作成の詳細は、15-47 ページの「CREATE 
PROFILE」を参照してください。

ALTER PROFILE profile LIMIT
resource_parameters

password_parameters
;

SESSIONS_PER_USER

CPU_PER_SESSION

CPU_PER_CALL

CONNECT_TIME

IDLE_TIME

LOGICAL_READS_PER_SESSION

LOGICAL_READS_PER_CALL

COMPOSITE_LIMIT

integer

UNLIMITED

DEFAULT

PRIVATE_SGA

size_clause

UNLIMITED

DEFAULT
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ALTER PROFILE
password_parameters::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

ALTER PROFILE文のキーワード、パラメータおよび句の意味は、すべて CREATE PROFILE文
のキーワード、パラメータおよび句と同じです。

DEFAULTプロファイルから制限を削除することはできません。

詳細は、15-47 ページの「CREATE PROFILE」および次の例を参照してください。

 例例例例

パスワードを無効にする例パスワードを無効にする例パスワードを無効にする例パスワードを無効にする例 : 次の文は、new_profileプロファイル（15-51 ページの「プロ
ファイルの作成例 :」で作成）のパスワードを 90 日間再利用できないようにします。

ALTER PROFILE new_profile 
   LIMIT PASSWORD_REUSE_TIME 90 
   PASSWORD_REUSE_MAX UNLIMITED;

デフォルトのパスワード値の設定例デフォルトのパスワード値の設定例デフォルトのパスワード値の設定例デフォルトのパスワード値の設定例 : 次の文は、app_userプロファイル（15-51 ページの
「プロファイルのリソース制限の設定の例 :」で作成）の PASSWORD_REUSE_TIME値を
DEFAULTプロファイルに定義された値にデフォルト設定します。

ALTER PROFILE app_user 
   LIMIT PASSWORD_REUSE_TIME DEFAULT
   PASSWORD_REUSE_MAX UNLIMITED;

ログインおよびパスワード・ロック時間の制限例ログインおよびパスワード・ロック時間の制限例ログインおよびパスワード・ロック時間の制限例ログインおよびパスワード・ロック時間の制限例 : 次の文は、プロファイル app_userの
FAILED_LOGIN_ATTEMPTSを 5 に、PASSWORD_LOCK_TIMEを 1 に変更します。

ALTER PROFILE app_user LIMIT
   FAILED_LOGIN_ATTEMPTS 5
   PASSWORD_LOCK_TIME 1;

この文を使用すると、ログインに 5 回失敗した場合に、app_userのアカウントは 1 日ロック
されます。

パスワードの有効期限および猶予期間の変更例パスワードの有効期限および猶予期間の変更例パスワードの有効期限および猶予期間の変更例パスワードの有効期限および猶予期間の変更例 : 次の文は、プロファイル app_user2の
PASSWORD_LIFE_TIMEを 90 日に、PASSWORD_GRACE_TIMEを 5 日に変更します。

ALTER PROFILE app_user2 LIMIT
   PASSWORD_LIFE_TIME 90
   PASSWORD_GRACE_TIME 5;

FAILED_LOGIN_ATTEMPTS

PASSWORD_LIFE_TIME

PASSWORD_REUSE_TIME

PASSWORD_REUSE_MAX

PASSWORD_LOCK_TIME

PASSWORD_GRACE_TIME

expr

UNLIMITED

DEFAULT

PASSWORD_VERIFY_FUNCTION

function

NULL

DEFAULT
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ALTER PROFILE
同時セッションの制限例同時セッションの制限例同時セッションの制限例同時セッションの制限例 : 次の文は、プロファイル app_userに同時実行セッションの新し
い制限 5 を指定します。

ALTER PROFILE app_user LIMIT SESSIONS_PER_USER 5; 

現在、プロファイル app_userに SESSIONS_PER_USERの制限が定義されていない場合は、
このプロファイルに制限 5 が追加されます。プロファイルに制限が定義されている場合は、前
述の文によってその制限が 5 に再定義されます。プロファイル app_userが割り当てられてい
るすべてのユーザーは、同時実行のセッションが 5 件に制限されます。

プロファイル制限の削除例プロファイル制限の削除例プロファイル制限の削除例プロファイル制限の削除例 : 次の文は、プロファイル app_userの IDLE_TIME制限を削除
します。

ALTER PROFILE app_user LIMIT IDLE_TIME DEFAULT;

プロファイル app_userが割り当てられているユーザーは、以降のセッションからプロファイ
ル DEFAULTに定義された IDLE_TIME制限に従います。

プロファイル・アイドル時間の制限例プロファイル・アイドル時間の制限例プロファイル・アイドル時間の制限例プロファイル・アイドル時間の制限例 : 次の文は、プロファイル DEFAULTにアイドル時間の
制限（2 分）を定義します。

ALTER PROFILE default LIMIT IDLE_TIME  2; 

IDLE_TIMEの制限は、次のユーザーに適用されます。

� プロファイルが明示的に割り当てられていないユーザー

� IDLE_TIMEの制限が定義されていないプロファイルが明示的に割り当てられているユー
ザー 

次の文は、プロファイル app_user2に無制限のアイドル時間を設定します。

ALTER PROFILE app_user2 LIMIT IDLE_TIME UNLIMITED; 

プロファイル app_user2が割り当てられているすべてのユーザーは、以降のセッションから
無制限のアイドル時間が許可されます。
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ALTER RESOURCE COST 

用途用途用途用途

ALTER RESOURCE COST文を使用すると、セッションで使用するリソース・コストの合計を算
出するための式を指定または変更できます。

Oracle Database は、その他のリソースの使用も監視しますが、セッションに対するリソース・
コストの合計は、この構文の 4 種類のリソースに基づいて算出されます。

この文を使用すると、4 種類のリソースに重みを適用できます。Oracle Database は、プロファ
イルに指定されたこれらのリソースの値に重みを適用し、リソース・コストの合計を算出する
計算式を設定します。CREATE PROFILE文の COMPOSITE_LIMITパラメータを使用して、
セッションに対するコストを制限できます。セッションのリソース・コストが制限を超えた場
合、セッションは異常終了し、エラーが戻ります。各リソースに割り当てた重みを変更するた
めに ALTER RESOURCE COST文を使用した場合、現行のセッション以降のすべてのセッション
で、その新しい重みを基にリソース・コストが計算されます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ALTER RESOURCE COSTシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

alter_resource_cost::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

初にセッションで使用された各リソースの量にそのリソースの重みを乗算し、次に、4 種類
のリソースの乗算結果を加算することによって、リソース・コストの合計が計算されます。ど
のセッションについても、このコストは、ユーザーのプロファイル内の COMPOSITE_LIMITパ
ラメータの値によって制限されます。乗算結果と総コストは、ともにサービス単位サービス単位サービス単位サービス単位と呼ばれる
単位で表されます。

CPU_PER_SESSION
このキーワードを使用すると、CPU_PER_SESSIONリソースに重みを適用できます。

CONNECT_TIME
このキーワードを使用すると、CONNECT_TIMEリソースに重みを適用できます。

LOGICAL_READS_PER_SESSION
この句を使用すると、LOGICAL_READS_PER_SESSIONリソースに重みを適用できます。論理
読取りには、メモリーおよびディスクの両方から読み取られたブロックが含まれます。

参照参照参照参照 : すべてのリソースおよびリソース制限の設定については、15-47
ページの「CREATE PROFILE」を参照してください。

ALTER RESOURCE COST

CPU_PER_SESSION

CONNECT_TIME

LOGICAL_READS_PER_SESSION

PRIVATE_SGA

integer ;
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PRIVATE_SGA
この句を使用すると、PRIVATE_SGAリソースに重みを適用できます。共有サーバー・アーキ
テクチャを使用して、セッション用として SGA 内でプライベート領域を割り当てている場合の
み、この制限が適用されます。

integer
各リソースの重みを指定します。各リソースに割り当てる重みによって、各リソースがリソー
ス・コストの合計に影響する程度が決定されます。リソースに重みを割り当てない場合は、デ
フォルト値の 0（ゼロ）が適用され、コストへの影響はありません。重みを割り当てた場合は、
データベースの次のセッション以降のすべてのセッションで、その重みが適用されます。

例例例例

リソース・コストの変更例リソース・コストの変更例リソース・コストの変更例リソース・コストの変更例 : 次の文は、リソース CPU_PER_SESSIONと CONNECT_TIMEに
重みを割り当てます。

ALTER RESOURCE COST 
   CPU_PER_SESSION 100
   CONNECT_TIME      1; 

この重みによって、セッションごとに次のコスト計算式が設定されます。

cost = (100 * CPU_PER_SESSION) + (1 * CONNECT_TIME) 

この例では、CPU_PER_SESSIONおよび CONNECT_TIMEの値は、DEFAULTプロファイルまた
はセッションのユーザーのプロファイルにある値のいずれかです。

ここでは、リソース LOGICAL_READS_PER_SESSIONおよび PRIVATE_SGAに重みを割り当て
ていないため、これらのリソースは式に含まれません。

プロファイルで COMPOSITE_LIMIT値として 500 を割り当てた場合、costが 500 を超えると、
必ず、セッションはこの制限を超えます。たとえば、CPU 時間 0.04 秒、経過時間 101 分を使用
するセッションは、この制限を超えます。同様に、CPU 時間が 0.0301 秒、経過時間が 200 分の
セッションもこの制限を超えます。

一度割り当てた重みは、次のように、別の ALTER RESOURCE文を発行することによって変更で
きます。

ALTER RESOURCE COST 
   LOGICAL_READS_PER_SESSION 2
   CONNECT_TIME 0; 

新しく割り当てた重みによって、新しいコスト計算式が設定されます。

cost = (100 * CPU_PER_SESSION) + (2 * LOGICAL_READ_PER_SECOND) 

CPU_PER_SESSIONおよび LOGICAL_READS_PER_SECONDの値は、DEFAULTプロファイルま
たはセッションのユーザーのプロファイルにある値のいずれかです。

この ALTER RESOURCE COST文によって、式は次のように変更されます。

� CPU_PER_SESSIONリソースの重みは指定しません。このリソースにはすでに重みが割り
当てられているため、式では先に指定した重みがそのまま使用されます。

� LOGICAL_READS_PER_SESSIONリソースに重みを割り当てたため、このリソースが式で
使用されます。

� CONNECT_TIMEリソースに 0（ゼロ）を割り当てたため、このリソースは式に含まれてい
ません。

� PRIVATE_SGAリソースの重みは指定しません。このリソースには重みを割り当てていな
いため、式に含まれていません。
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ALTER ROLE 

用途用途用途用途

ALTER ROLE文を使用すると、ロールを使用可能にするために必要な許可を変更できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ロールに ADMIN OPTIONが付与されている必要があります。付与されていない場合は、ALTER 
ANY ROLEシステム権限が必要です。

ロールを IDENTIFIED GLOBALLYに変更する前に、次の作業が必要です。

� ロールに対して外部的に識別されたロール権限をすべて取り消します。

� すべてのユーザー、ロールおよび PUBLICからロールの付与を取り消します。

この規則の唯一の例外として、現在ロールを変更しているユーザーからはそのロールを取り消
さないでください。

構文構文構文構文

alter_role::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス 
ALTER ROLE文のキーワード、パラメータおよび句の意味は、すべて CREATE ROLE文のキー
ワード、パラメータおよび句と同じです。

ロールの変更の注意事項ロールの変更の注意事項ロールの変更の注意事項ロールの変更の注意事項 : ロールの変更には、次の注意事項があります。

� すでに使用可能なロールのユーザー・セッションには影響しません。

� パスワードによって識別されるロールをアプリケーション・ロールに変更する場合
（USING package句を使用）、ロールに対応付けられたパスワード情報は失われます。
次にロールが使用可能になるときから、新しい認証方式が使用されます。

� ALTER ANY ROLEシステム権限を持つユーザーが、IDENTIFIED GLOBALLYロールを
IDENTIFIED BY password、IDENTIFIED EXTERNALLYまたは NOT IDENTIFIEDに変更
すると、非グローバルなロールを作成した場合と同様に、そのユーザーに変更されたロー
ルが ADMIN OPTION付きで付与されます。

詳細は、15-56 ページの「CREATE ROLE」および次の例を参照してください。

参照参照参照参照 :

� ロールの作成の詳細は、15-56 ページの「CREATE ROLE」を参照して
ください。

� セッションのロールを使用可能または使用禁止にする方法について
は、19-51 ページの「SET ROLE」を参照してください。

ALTER ROLE role

NOT IDENTIFIED

IDENTIFIED

BY password

USING
schema .

package

EXTERNALLY

GLOBALLY

;
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例例例例

ロール識別機能の変更例ロール識別機能の変更例ロール識別機能の変更例ロール識別機能の変更例 : 次の文は、ロール warehouse_user（15-58 ページの「ロールの
作成例 :」で作成）を NOT IDENTIFIEDに変更します。

ALTER ROLE warehouse_user NOT IDENTIFIED;

ロール・パスワードの変更例ロール・パスワードの変更例ロール・パスワードの変更例ロール・パスワードの変更例 : 次の文は、ロール dw_manager（15-58 ページの「ロールの作
成例 :」で作成）のパスワードを dataに変更します。

ALTER ROLE dw_manager 
   IDENTIFIED BY data; 

パスワードの変更後、ロール dw_managerが付与されているユーザーは、新しいパスワード
dataを使用してこのロールを使用可能にする必要があります。

アプリケーション・ロールの例アプリケーション・ロールの例アプリケーション・ロールの例アプリケーション・ロールの例 : 次の例は、ロール dw_managerを hr.adminパッケージを
使用してアプリケーション・ロールに変更します。

ALTER ROLE dw_manager IDENTIFIED USING hr.admin;
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ALTER ROLLBACK SEGMENT 

ALTER ROLLBACK SEGMENT文を使用すると、ロールバック・セグメントのオンライン / オフ
ライン切替え、記憶特性の変更、またはロールバック・セグメントの 適サイズまたは指定サ
イズへの縮小を行うことができます。

ここでは、データベースがロールバック UNDO モードで実行されている（初期化パラメータ
UNDO_MANAGEMENTに MANUALを設定、またはすべて設定しない）ことを前提としています。
データベースが自動 UNDO モードで実行されている場合（初期化パラメータ
UNDO_MANAGEMENTにデフォルト値の AUTOを設定）、ユーザーが作成したロールバック・セグ
メントは意味を持ちません。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ALTER ROLLBACK SEGMENTシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

alter_rollback_segment::=

（8-43 ページの storage_clause、8-42 ページの size_clause::= を参照）

注意注意注意注意 : ロールバック・セグメントを使用せずに、自動 UNDO 管理モード
でデータベースを実行することを強くお薦めします。ロールバック・セグ
メントは、以前のバージョンの Oracle Database との互換性に必要な場合
以外は使用しないでください。自動 UNDO 管理の詳細は、『Oracle 
Database 管理者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� ロールバック・セグメントの作成については、15-59 ページの
「CREATE ROLLBACK SEGMENT」を参照してください。

� UNDO_MANAGEMENTパラメータの詳細は、『Oracle Database リファレ
ンス』を参照してください。

ALTER ROLLBACK SEGMENT rollback_segment

ONLINE

OFFLINE

storage_clause

SHRINK
TO size_clause

;
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

rollback_segment
既存のロールバック・セグメントの名前を指定します。

ONLINE
ONLINEを指定すると、ロールバック・セグメントをオンラインにできます。ロールバック・
セグメントを作成した場合、 初はオフライン状態になり、トランザクションに使用できなく
なります。この句を指定した場合、ロールバック・セグメントはオンラインになり、インスタ
ンスは、トランザクションに対してそのロールバック・セグメントを使用できるようになりま
す。また、初期化パラメータ ROLLBACK_SEGMENTSを使用すると、インスタンスの起動時に
ロールバック・セグメントをオンラインにできます。

OFFLINE
OFFLINEを指定すると、ロールバック・セグメントをオフラインにできます。

� ロールバック・セグメント内に、アクティブ・トランザクションのロールバックに必要な
情報が含まれていない場合は、すぐにオフラインになります。

� ロールバック・セグメントにアクティブ・トランザクションについての情報が含まれてい
る場合、このロールバック・セグメントをその後のトランザクションに対して使用できな
いようにします。また、そのすべてのアクティブ・トランザクションがコミットまたは
ロールバックされた後、ロールバック・セグメントはオフラインになります。

オフラインになっているロールバック・セグメントは、どのインスタンスからもオンラインに
できます。

ロールバック・セグメントがオンラインかオフラインかを確認するには、データ・ディクショ
ナリ・ビュー DBA_ROLLBACK_SEGSの STATUS列を問い合せます。オンライン・ロールバッ
ク・セグメントの値は IN_USEです。オフライン・ロールバック・セグメントの値は
AVAILABLEです。

ロールバック・セグメントをオフラインにする場合の制限事項ロールバック・セグメントをオフラインにする場合の制限事項ロールバック・セグメントをオフラインにする場合の制限事項ロールバック・セグメントをオフラインにする場合の制限事項 : SYSTEMロールバック・セ
グメントをオフラインにすることはできません。

storage_clause
storage_clauseを使用すると、ロールバック・セグメントの記憶特性を変更できます。

ロールバック・セグメントの記憶域の制限事項ロールバック・セグメントの記憶域の制限事項ロールバック・セグメントの記憶域の制限事項ロールバック・セグメントの記憶域の制限事項 : INITIALパラメータの値は変更できませ
ん。ロールバック・セグメントがローカル管理表領域にある場合、変更可能な記憶域パラメー
タは OPTIMALのみです。ロールバック・セグメントがディクショナリ管理表領域にある場合、
変更可能な記憶域パラメータは、NEXT、MINEXTENTS、MAXEXTENTSおよび OPTIMALのみで
す。

参照参照参照参照 : 「ロールバック・セグメントをオンラインにする例 :」
（11-38 ページ）

参照参照参照参照 : 構文および追加情報については、8-43 ページの「storage_clause」
を参照してください。
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SHRINK 句句句句

SHRINKを指定すると、ロールバック・セグメントを 適サイズまたは指定サイズに縮小でき
ます。縮小されるかどうか、および縮小量は、ロールバック・セグメントの使用可能領域およ
びアクティブ・トランザクションのロールバック・セグメント内での領域保持状態の状況に
よって異なります。

TO size_clauseに値を指定しなかった場合、ロールバック・セグメントを作成した CREATE 
ROLLBACK SEGMENT文の storage_clauseの OPTIMALで指定した値が、デフォルトのサイ
ズになります。OPTIMAL値を指定しなかった場合、CREATE ROLLBACK SEGMENT文の
storage_clauseの MINEXTENTSで指定した値がデフォルトのサイズになります。

TO size_clauseに値を指定するかどうかにかかわらず、次のことがいえます。

� この文の実行時には、ロールバック・セグメントの縮小値が有効です。その後、サイズは
CREATE ROLLBACK SEGMENT文の OPTIMAL値に戻ります。

� ロールバック・セグメントは、エクステント数 2 未満には縮小できません。

ロールバック・セグメントを縮小した後でロールバック・セグメントの実際のサイズを確認す
る場合は、DBA_SEGMENTSビューの BYTES列、BLOCKS列および EXTENTS列を問い合せま
す。

ロールバック・セグメントの縮小の制限事項ロールバック・セグメントの縮小の制限事項ロールバック・セグメントの縮小の制限事項ロールバック・セグメントの縮小の制限事項 : Oracle Real Application Clusters 環境では、イ
ンスタンスに対してオンライン状態のロールバック・セグメントのみを縮小できます。

例例例例

次の例では、ロールバック・セグメント rbs_one（15-61 ページの「ロールバック・セグメン
トの作成例 :」で作成）を使用します。

ロールバック・セグメントをオンラインにする例ロールバック・セグメントをオンラインにする例ロールバック・セグメントをオンラインにする例ロールバック・セグメントをオンラインにする例 : 次の文は、ロールバック・セグメント
rbs_oneをオンラインにします。

ALTER ROLLBACK SEGMENT rbs_one ONLINE; 

ロールバック・セグメントのサイズの変更例ロールバック・セグメントのサイズの変更例ロールバック・セグメントのサイズの変更例ロールバック・セグメントのサイズの変更例 : 次の文は、ロールバック・セグメント
rbs_oneを縮小します。

ALTER ROLLBACK SEGMENT rbs_one 
   SHRINK TO 100M;

参照参照参照参照 : この句の詳細は、8-42 ページの「size_clause」および 11-38 ペー
ジの「ロールバック・セグメントのサイズの変更例 :」を参照してくださ
い。
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ALTER SEQUENCE 

用途用途用途用途

ALTER SEQUENCE文を使用すると、既存の順序の増分値、 小値および 大値、キャッシュさ
れる数および動作を変更できます。この文は、順序番号に影響します。

前提条件前提条件前提条件前提条件

順序が自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、順序に対す
る ALTERオブジェクト権限または ALTER ANY SEQUENCEシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

alter_sequence::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス 
この文のキーワードおよびパラメータの意味は、順序を作成する場合と同じです。

� 異なる順序番号で再開する場合、順序を削除して再作成する必要があります。

� NEXTVALを 初に呼び出す前に、INCREMENT BYの値を変更する場合、いくつかの順序番
号がスキップされます。このため、元の START WITHの値を保持するには、順序を削除し、
これを元の START WITHの値および新しい INCREMENT BYの値を使用して再作成する必要
があります。

� いくつかの妥当性チェックが行われます。たとえば、MAXVALUEの値に現行の順序番号よ
り小さい値は指定できません。

参照参照参照参照 : 順序の詳細は、15-64 ページの「CREATE SEQUENCE」を参照し
てください。

参照参照参照参照 : 順序の作成については、15-64 ページの「CREATE SEQUENCE」
を参照してください。順序の削除および再作成については、18-2 ページの

「DROP SEQUENCE」を参照してください。

ALTER SEQUENCE
schema .

sequence

INCREMENT BY integer

MAXVALUE integer

NOMAXVALUE

MINVALUE integer

NOMINVALUE

CYCLE

NOCYCLE

CACHE integer

NOCACHE

ORDER

NOORDER

;
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例例例例

順序の変更例順序の変更例順序の変更例順序の変更例 : 次の文は、customers_seq順序（15-67 ページの「順序の作成例 :」で作成）
に新しい 大値を設定します。

ALTER SEQUENCE customers_seq 
   MAXVALUE 1500;

次の文は、customers_seq順序に CYCLEおよび CACHEオプションを指定します。

ALTER SEQUENCE customers_seq 
   CYCLE
   CACHE 5; 
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ALTER SESSION 

用途用途用途用途

ALTER SESSION文を使用すると、データベースへの接続に影響するすべての条件またはパラ
メータを、設定または変更できます。この文は、データベースとの接続を切断するまで有効で
す。

前提条件前提条件前提条件前提条件

SQL トレース機能を使用可能または使用禁止にするには、ALTER SESSIONシステム権限が必
要です。

再開可能な領域割当てを使用可能または使用禁止にするには、RESUMABLEシステム権限が必要
です。

特に指定がないかぎり、これ以外の操作についての権限は必要ありません。

構文構文構文構文

alter_session::=

alter_session_set_clause::=

ALTER SESSION

ADVISE

COMMIT

ROLLBACK

NOTHING

CLOSE DATABASE LINK dblink

ENABLE

DISABLE
COMMIT IN PROCEDURE

ENABLE

DISABLE
GUARD

ENABLE

DISABLE

FORCE

PARALLEL

DML

DDL

QUERY

PARALLEL integer

ENABLE RESUMABLE
TIMEOUT integer NAME string

DISABLE RESUMABLE

alter_session_set_clause

;

SET parameter_name = parameter_value
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

ADVISE 句句句句

ADVISE句を指定すると、分散トランザクションを強制処理するためのアドバイスをリモート・
データベースに送ることができます。リモート・データベース内の DBA_2PC_PENDINGビュー
の ADVICE列に、アドバイスが表示されます（値 'C' が COMMIT、'R' が ROLLBACK、' ' が
NOTHINGを示します）。トランザクションの状態がインダウトになった場合、データベース管
理者は、このアドバイスを使用してトランザクションをコミットするか、ロールバックするか
を決定できます。

単一トランザクションにおいて、ADVISE句を指定した ALTER SESSION文を複数発行し、リ
モート・データベースごとに異なるアドバイスを送ることができます。ADVISE 句を指定した
文はそれぞれ、ADVISE 句を指定した別の文が発行されるまで、トランザクション内の後続す
る文で参照されるデータベースに対してアドバイスを送ります。

CLOSE DATABASE LINK 句句句句
CLOSE DATABASE LINKを指定すると、データベース・リンク dblinkをクローズできます。
データベース・リンクを使用する SQL 文を発行した場合、Oracle Database は、このデータ
ベース・リンクを使用してリモート・データベース上にセッションを作成します。この接続は、
セッションの終了またはデータベース・リンクの数が初期化パラメータ OPEN_LINKSの値を超
えるまでオープンされています。リンクをオープンしたままにしておくことによって発生する
ネットワークのオーバーヘッドを減らすには、セッションでデータベース・リンクを再度使用
しない場合に、この句を使用してデータベース・リンクを明示的にクローズします。

ENABLE | DISABLE COMMIT IN PROCEDURE
プロシージャおよびストアド・ファンクションは PL/SQL で記述されるため、COMMIT文と
ROLLBACK文を発行できます。アプリケーション自体が直接発行していない COMMIT文や
ROLLBACK文によって、アプリケーションが中断される場合、DISABLE COMMIT IN 
PROCEDUREを指定して、セッション中にコールされるプロシージャおよびストアド・ファンク
ションがこれらの文を発行しないように制御します。

その後、ENABLE COMMIT IN PROCEDUREを指定することによって、セッションでプロシー
ジャおよびストアド・ファンクションが COMMITおよび ROLLBACK文を発行できるようになり
ます。

一部のアプリケーションは、自動的にプロシージャおよびストアド・ファンクションでの
COMMIT文や ROLLBACK文を禁止します。詳細は、ご使用のアプリケーションのドキュメント
を参照してください。

ENABLE | DISABLE GUARD
ALTER DATABASEの security_clauseを使用すると、SYSユーザー以外のユーザーは、プ
ライマリ・データベースまたはスタンバイ・データベース上のデータまたはデータベース・オ
ブジェクトを変更できなくなります。この句を使用すると、現行のセッションの設定を上書き
できます。

参照参照参照参照 : 「分散トランザクションを強制的に実行する例 :」（11-49 ページ）

参照参照参照参照 : 「データベース・リンクをクローズする例 :」（11-50 ページ）

参照参照参照参照 : GUARDの設定の詳細は、10-40 ページの「security_clause」を参照
してください。
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PARALLEL DML | DDL | QUERY
PARALLELパラメータを使用すると、そのセッションの後続の DML、DDL または問合せ文を
パラレル実行するかどうかを指定できます。この句は、現行のセッション中に表自体を変更せ
ずに、表の並列度を上書き可能にします。コミットされていないトランザクションは、DML に
対してこの句を実行する前に、コミットまたはロールバックされる必要があります。

ENABLE 句句句句

ENABLEを指定すると、セッション内の後続文をパラレルで実行できます。これは、DDL 文お
よび問合せ文のデフォルトです。

� DML: パラレル・ヒントまたはパラレル句が指定されている場合に、DML 文をパラレル・
モードで実行します。

� DDL: パラレル句が指定されている場合に、DDL 文をパラレル・モードで実行します。

� QUERY: パラレル・ヒントまたはパラレル句が指定されている場合に、問合せをパラレル・
モードで実行します。

ENABLE 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : オプションの PARALLEL integerに ENABLEを指定することはで
きません。

DISABLE 句句句句

DISABLEを指定すると、セッション内の後続文をシリアルで実行できます。これは、DML 文
のデフォルトです。

� DML: DML 文をシリアルで実行します。

� DDL: DDL 文をシリアルで実行します。

� QUERY: 問合せをシリアルで実行します。

DISABLE 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : オプションの PARALLEL integerに DISABLEを指定することは
できません。

FORCE 句句句句

FORCEを使用すると、セッションの後続文を強制的にパラレル実行できます。パラレル句もパ
ラレル・ヒントも指定されていない場合は、デフォルトの並列度が使用されます。この句は、
セッションの後続文に指定されたすべての parallel_clauseを上書きしますが、パラレル・
ヒントによって上書きされます。

� DML: パラレル DML 制限のどれにも違反していない場合、特定の並列度がこの句に指定さ
れていないかぎり、セッションの後続の DML 文は、デフォルトの並列度で実行されます。

� DDL: 特定の並列度がこの句に指定されていないかぎり、セッションの後続の DDL 文は、
デフォルトの並列度で実行されます。結果のデータベース・オブジェクトは、通常の並列
度に対応します。

FORCE DDLを指定した場合、そのセッションで作成されるすべての表は、自動的にデフォ
ルトの並列度で作成されます。結果は、CREATE TABLE文で（デフォルトの並列度を使用
して）parallel_clauseを指定した場合と同じです。

� QUERY: 特定の並列度がこの句に指定されていないかぎり、後続の問合せは、デフォルトの
並列度で実行されます。

PARALLEL integer 並列度を明示的に指定する整数を指定します。

� FORCE DDLでは、並列度は後続の DDL 文のパラレル句を上書きします。

� FORCE DMLおよび FORCE QUERYでは、並列度は、データ・ディクショナリの表に格納さ
れている現行の並列度を上書きします。

� ヒントによって文に指定される並列度は、強制的に実行される並列度を上書きします。

参照参照参照参照 : 「パラレル DML を使用可能にする例 :」（11-49 ページ）
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次の DML 操作は、この句に関係なくパラレル化されません。

� クラスタ化表に対する操作

� データベースまたはパッケージの状態を読み書きする埋込みファンクションを使用した
操作

� 起動する可能性のあるトリガーを使用した表に対する操作

� オブジェクト型、LONGまたは LOB データ型が含まれている表またはスキーマ・オブジェ
クトでの操作

RESUMABLE 句句句句

これらの句を使用すると、再開可能な領域割当てを使用可能および使用禁止にできます。この
機能によって、領域不足のエラー条件が発生した場合に操作は停止され、エラー条件が修復さ
れたときに中断したところから自動的に再開されます。

ENABLE RESUMABLE
この句を使用すると、セッションに対する再開可能な領域割当てを使用可能にできます。

TIMEOUT TIMEOUTを使用すると、エラー条件が修復されるまで操作を停止する時間を秒単
位で指定できます。エラー条件が TIMEOUTで指定した時間までに修復されない場合は、停止
操作は異常終了します。

NAME NAMEを使用すると、ユーザー定義のテキスト文字列を指定することができ、再開可能
モードのセッション中に発行される文の識別に有効です。USER_RESUMABLEデータ・ディク
ショナリ・ビューおよび DBA_RESUMABLEデータ・ディクショナリ・ビューに、テキスト文字
列が挿入されます。NAMEを指定しない場合は、デフォルト文字列「User username(userid), 
Session sessionid, Instance instanceid」が挿入されます。

DISABLE RESUMABLE
この句を使用すると、セッションに対する再開可能な領域割当てを使用禁止にできます。

alter_session_set_clause
alter_session_set_clauseを使用すると、セッションの初期化パラメータの値を設定でき
ます。

初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ初期化パラメータ この句では、2 種類のパラメータを設定できます。

� ALTER SESSION文の有効範囲内で動的な初期化パラメータ（11-45 ページの「初期化パラ
メータおよび ALTER SESSION」を参照）

� セッション・パラメータ（11-46 ページの「セッション・パラメータおよび ALTER 
SESSION」を参照）

同じ alter_session_set_clauseで複数のパラメータに対する値を設定できます。

注意注意注意注意 : 再開可能な領域割当ては、ローカル管理表領域での操作で、完全
にサポートされます。ディクショナリ管理表領域を使用する場合は、制限
事項があります。制限事項の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を
参照してください。

参照参照参照参照 : データ・ディクショナリ・ビューの詳細は、『Oracle Database リ
ファレンス』を参照してください。
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初期化パラメータおよび初期化パラメータおよび初期化パラメータおよび初期化パラメータおよび ALTER SESSION

一部の初期化パラメータは、ALTER SESSIONの有効範囲内で動的です。ALTER SESSIONを使
用してこれらのパラメータを設定すると、設定した値は現行セッションでのみ保持されます。
パラメータを ALTER SESSION文で変更できるかどうかを確認するには、V$PARAMETER動的
パフォーマンス・ビューの ISSES_MODIFIABLE列を問い合せます。

ALTER SESSIONで設定可能な一部のパラメータは、初期化パラメータではありません。初期
化パラメータ・ファイルではなく、ALTER SESSIONでのみ設定可能です。これらのセッショ
ン・パラメータの詳細は、11-46 ページの「セッション・パラメータおよび ALTER SESSION」
を参照してください。

注意注意注意注意 : 初期化パラメータの値を変更する前に、『Oracle Database リファ
レンス』を参照してください。
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セッション・パラメータおよび ALTER SESSION
セッション・パラメータおよびセッション・パラメータおよびセッション・パラメータおよびセッション・パラメータおよび ALTER SESSION 

次のパラメータは、セッション・パラメータであり、初期化パラメータではありません。

CONSTRAINT[S]

構文構文構文構文 : 
CONSTRAINT[S] = { IMMEDIATE | DEFERRED | DEFAULT }

CONSTRAINT[S]は、遅延可能制約によって指定された条件を、いつ適用するかを指定します。

� IMMEDIATEを設定すると、遅延可能な制約によって指定される条件は、各 DML 文の直後
にチェックされます。これは、セッションの各トランザクションの開始時に、SET 
CONSTRAINTS ALL IMMEDIATE文を発行することと同じです。

� DEFERREDを設定すると、遅延可能な制約によって指定される条件は、トランザクション
のコミット時にチェックされます。これは、セッションの各トランザクションの開始時に、
SET CONSTRAINTS ALL DEFERRED文を発行することと同じです。

� DEFAULTを設定すると、すべての制約は各トランザクションの開始時に、DEFERREDまた
は IMMEDIATEの初期状態にリストアされます。

CURRENT_SCHEMA

構文構文構文構文 : 
CURRENT_SCHEMA = schema

CURRENT_SCHEMAは、セッションの現行のスキーマを、指定したスキーマに変更します。セッ
ション中のスキーマ・オブジェクトに対する後続の未修飾の参照は、この指定したスキーマ内
でオブジェクトに変換されます。この設定は、現行のセッションの存続期間中、または ALTER 
SESSION SET CURRENT_SCHEMA文を再発行するまで保持されます。

この設定によって、現行のユーザーのスキーマ以外にあるオブジェクトに対する操作を、オブ
ジェクトをスキーマ名で修飾することなく簡単に行えます。この設定によって、現行のスキー
マは変更されますが、このセッションのユーザーまたは現行のユーザーは変更されません。ま
た、セッション・ユーザーには、このセッションに対する追加のシステム権限またはオブジェ
クト権限は付与されません。

ERROR_ON_OVERLAP_TIME

構文構文構文構文 : 
ERROR_ON_OVERLAP_TIME = {TRUE | FALSE}

ERROR_ON_OVERLAP_TIMEパラメータには、Oracle Database が不明瞭な境界日時値（日時が
標準か夏時間かが明確でない場合）を処理する方法を指定します。

� TRUEを指定すると、不明瞭なオーバラップ・タイムスタンプに対してエラーが戻されま
す。

� FALSEを指定すると、不明瞭なオーバラップ・タイムスタンプは標準時刻のデフォルトに
なります。これはデフォルトです。

境界日時値の詳細は、2-22 ページの「夏時間のサポート」を参照してください。
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FLAGGER

構文構文構文構文 : 
FLAGGER = { ENTRY | INTERMEDIATE | FULL | OFF }

FLAGGERパラメータは、FIPS のフラグ付けを指定します。このフラグ付けを使用した場合、
ANSI SQL92 の拡張要素である SQL 文が発行されたときに、エラー・メッセージが生成されま
す。FLAGGERは、セッション・パラメータであり、初期化パラメータではありません。

Oracle Database では、ENTRY レベル、INTERMEDIATE レベル、FULL レベルのそれぞれの
フラグ付けに違いはありません。セッションでフラグ付けが設定されると、これに続く ALTER 
SESSION SET FLAGGER文は成功しますが、ORA-00097 のメッセージが生成されます。このた
め、セッションを切断しなくても FIPS のフラグ付けを変更できます。OFFを設定した場合、フ
ラグ付けの使用は停止されます。

INSTANCE

構文構文構文構文 : 
INSTANCE = integer

INSTANCEパラメータを設定すると、自分のインスタンスに接続している場合と同様に、別の
インスタンスにもアクセスできます。INSTANCEはセッション・パラメータであり、初期化パ
ラメータではありません。Oracle Real Application Clusters（RAC）環境では、このパラメータ
の設定に基づき、各 RAC インスタンスで、 適な DML パフォーマンスを実現するようにディ
スク領域の静的または動的な所有権が保持されます。

ISOLATION_LEVEL

構文構文構文構文 : 
ISOLATION_LEVEL = {SERIALIZABLE | READ COMMITTED} 

ISOLATION_LEVELパラメータは、データベースを変更するトランザクションがどのように処
理されるかを指定します。ISOLATION_LEVELはセッション・パラメータであり、初期化パラ
メータではありません。

� SERIALIZABLEを設定すると、セッション内のトランザクションは、SQL92 に規定されて
いるとおりシリアル化可能トランザクション分離モードを使用します。シリアル化可能ト
ランザクションが行を更新する DML 文を実行する場合、現在の更新対象の行がそのシリ
アル化可能トランザクションの開始時にコミットされていない別のトランザクションに
よって更新されていたときは、その DML 文は失敗します。シリアル化可能トランザク
ションは、同一トランザクション内で行った更新を確認できます。

� READ COMMITTEDを設定すると、セッション内のトランザクションは、Oracle Database ト
ランザクションのデフォルトの動作を行います。別のトランザクションで行ロックを保持
しておく必要がある DML がトランザクションに指定されていると、DML 文は行ロックが
解除されるまで待ち状態になります。

TIME_ZONE

構文構文構文構文 : 
TIME_ZONE =  '[+ | -] hh:mm' 
             | LOCAL 
             | DBTIMEZONE 
             | 'time_zone_region'

参照参照参照参照 : 現行の ANSI SQL 規格に対する Oracle の準拠については、付録 B
「Oracle と標準 SQL」を参照してください。
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TIME_ZONEパラメータには、現行の SQL セッションのデフォルトのローカル・タイムゾー
ン・オフセットまたは地域名を指定します。TIME_ZONEはセッション・パラメータであり、初
期化パラメータではありません。現行のセッションのタイムゾーンを確認するには、組込み関
数 SESSIONTIMEZONEを問い合せます（5-163 ページの「SESSIONTIMEZONE」を参照）。

� UTC の前または後の時および分を示す書式マスク（'[+|-]hh:mm'）を指定します。
hh:mmの有効範囲は、-12:00 ～ +14:00 です。

� LOCALを指定すると、現行の SQL セッションのデフォルトのローカル・タイムゾーン・オ
フセットが、現行の SQL セッションを起動したときに構築された、元のデフォルトのロー
カル・タイムゾーン・オフセットに設定されます。

� DBTIMEZONEを指定すると、現行のセッションのタイムゾーンにデータベースのタイム
ゾーンと一致する値が設定されます。この設定を指定する場合、DBTIMEZONEファンク
ションは、データベースのタイムゾーンを UTC オフセットまたはタイムゾーン地域として
戻します。これはデータベースのタイムゾーンの設定に依存します。

� 有効な time_zone_regionを指定します。有効な地域名を表示するには、
V$TIMEZONE_NAMES動的パフォーマンス・ビューの TZNAME列を問い合せます。この設
定を指定する場合、SESSIONTIMEZONEファンクションは地域の名前を戻します。

USE_PRIVATE_OUTLINES

構文構文構文構文 : 
USE_PRIVATE_OUTLINES = { TRUE | FALSE | category_name }

USE_PRIVATE_OUTLINESパラメータを使用すると、プライベート・アウトラインの使用を制
御することができます。このパラメータが使用可能で、アウトライン化された SQL 文が発行さ
れた場合、オプティマイザは、USE_STORED_OUTLINESが使用可能なときに使用されるパブ
リック領域ではなく、そのセッションのプライベート領域からアウトラインを検索します。
そのセッションのプライベート領域にアウトラインが存在しない場合、オプティマイザは、文
のコンパイルにアウトラインを使用しません。USE_PRIVATE_OUTLINESは、初期化パラメー
タではありません。

� TRUEに設定すると、要求をコンパイルするときに、オプティマイザは DEFAULTカテゴリ
のストアド・プライベート・アウトラインを使用します。

� FALSEに設定すると、オプティマイザはストアド・プライベート・アウトラインを使用し
ません。これはデフォルトです。USE_STORED_OUTLINESが使用可能な場合、オプティマ
イザはストアド・パブリック・アウトラインを使用します。

� category_nameに設定すると、要求をコンパイルするときに、オプティマイザは
category_nameカテゴリのストアド・アウトラインを使用します。

注意注意注意注意 : 夏時間機能には、タイムゾーン地域名が必要です。地域名は、2 つ
のタイムゾーン・ファイルに格納されます。デフォルトのタイムゾーン・
ファイルは、パフォーマンスを 大にするために一般的なタイムゾーンの
みの小さなファイルです。タイムゾーンがデフォルトのファイルに存在し
ない場合は、環境変数 ORA_TZFILEを使用して完全な（大きい）ファイ
ルへのパスを指定するまで、夏時間はサポートされません。

参照参照参照参照 : 両方のファイルに含まれるすべてのタイムゾーン地域名のリスト
は、『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照
してください。

注意注意注意注意 : 環境変数 ORA_SDTZを使用して、クライアント・セッションのデ
フォルトのタイムゾーンを設定することもできます。この変数の詳細は、

『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照して
ください。
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ALTER SESSION
USE_PRIVATE_OUTLINES の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : USE_STORED_OUTLINESが使用可能な場合は、こ
のパラメータを使用可能にできません。

USE_STORED_OUTLINES 

構文構文構文構文 :
USE_STORED_OUTLINES = { TRUE | FALSE | category_name }

USE_STORED_OUTLINESパラメータは、オプティマイザが実行計画を生成するためにストア
ド・パブリック・アウトラインを使用するかどうかを決定します。USE_STORED_OUTLINES
は、初期化パラメータではありません。

� TRUEに設定すると、要求をコンパイルするときに、オプティマイザは DEFAULTカテゴリ
のストアド・アウトラインを使用します。

� FALSEに設定すると、オプティマイザはストアド・アウトラインを使用しません。これは
デフォルトです。

� category_nameに設定すると、要求をコンパイルするときに、オプティマイザは
category_nameカテゴリのストアド・アウトラインを使用します。

USED_STORED_OUTLINES の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : USE_PRIVATE_OUTLINESが使用可能な場合は、
このパラメータを使用可能にできません。

例例例例

パラレルパラレルパラレルパラレル DML を使用可能にする例を使用可能にする例を使用可能にする例を使用可能にする例 : 次の文は、現行のセッションでパラレル DML モードを
使用可能にします。

ALTER SESSION ENABLE PARALLEL DML;

分散トランザクションを強制的に実行する例分散トランザクションを強制的に実行する例分散トランザクションを強制的に実行する例分散トランザクションを強制的に実行する例 : 次のトランザクションは、データベース・リン
ク remoteによって識別されるデータベース上の employees表に従業員のレコードを挿入し、
localによって識別されるデータベース上の employees表から従業員のレコードを削除しま
す。

ALTER SESSION
   ADVISE COMMIT; 

INSERT INTO employees@remote
   VALUES (8002, 'Juan', 'Fernandez', 'juanf@hr.com', NULL, 
   TO_DATE('04-OCT-1992', 'DD-MON-YYYY'), 'SA_CLERK', 3000, 
   NULL, 121, 20); 

ALTER SESSION
   ADVISE ROLLBACK; 

DELETE FROM employees@local
   WHERE employee_id = 8002; 

COMMIT;  

このトランザクションには、ADVISE句を指定した ALTER SESSION文が 2 つあります。この
トランザクションが状態不明（インダウト）になった場合、remoteには、 初に指定した
ALTER SESSION文によってアドバイス 'COMMIT' が送信され、localには、2 番目の文によっ
てアドバイス 'ROLLBACK' が送信されます。
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セッション・パラメータおよび ALTER SESSION
データベース・リンクをクローズする例データベース・リンクをクローズする例データベース・リンクをクローズする例データベース・リンクをクローズする例 : 次の文は、データベース・リンクを使用している
localデータベース上の jobs表を更新し、このトランザクションをコミットして、データ
ベース・リンクを明示的にクローズします。

UPDATE jobs@local SET min_salary = 3000
   WHERE job_id = 'SH_CLERK';

COMMIT; 

ALTER SESSION
   CLOSE DATABASE LINK local;

日付書式の動的な変更例日付書式の動的な変更例日付書式の動的な変更例日付書式の動的な変更例 : 次の文は、セッションのデフォルトの日付書式を 'YYYY MM 
DD-HH24:MI:SS'に動的に変更します。

ALTER SESSION 
   SET NLS_DATE_FORMAT = 'YYYY MM DD HH24:MI:SS';

変更後は、新しい日付書式が次のように適用されます。

SELECT TO_CHAR(SYSDATE) Today
   FROM DUAL; 

TODAY 
------------------- 
2001 04 12 12:30:38

日付言語の動的な変更例日付言語の動的な変更例日付言語の動的な変更例日付言語の動的な変更例 : 次の文は、日付書式要素の言語をフランス語に変更します。

ALTER SESSION 
   SET NLS_DATE_LANGUAGE = French;

SELECT TO_CHAR(SYSDATE, 'Day DD Month YYYY') Today
   FROM DUAL; 

TODAY 
--------------------------- 
Jeudi    12 Avril     2001

ISO 通貨の変更例通貨の変更例通貨の変更例通貨の変更例 : 次の文は、ISO 通貨記号をアメリカ合衆国の ISO 通貨記号に動的に変更し
ます。

ALTER SESSION
   SET NLS_ISO_CURRENCY = America; 

SELECT TO_CHAR( SUM(salary), 'C999G999D99') Total
   FROM employees; 

TOTAL
------------------
     USD694,900.00

小数点文字と桁区切りの変更例小数点文字と桁区切りの変更例小数点文字と桁区切りの変更例小数点文字と桁区切りの変更例 : 次の文は、小数点文字をカンマ（,）に、桁区切りをピリオ
ド（.）に動的に変更します。

ALTER SESSION SET NLS_NUMERIC_CHARACTERS = ',.' ;

これらの数値書式要素を使用した場合、新しい文字が戻ります。

ALTER SESSION SET NLS_CURRENCY = 'FF';

SELECT TO_CHAR( SUM(salary), 'L999G999D99') Total FROM employees;
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ALTER SESSION
TOTAL
---------------------
         FF694.900,00

NLS 通貨の変更例通貨の変更例通貨の変更例通貨の変更例 : 次の文は、各国通貨記号を 'DM' に動的に変更します。

ALTER SESSION
   SET NLS_CURRENCY = 'DM'; 

SELECT TO_CHAR( SUM(salary), 'L999G999D99') Total
   FROM employees; 

TOTAL
---------------------
         DM694.900,00

NLS 言語の変更例言語の変更例言語の変更例言語の変更例 : 次の文は、表示されたエラー・メッセージの言語をフランス語に動的に
変更します。

ALTER SESSION
   SET NLS_LANGUAGE = FRENCH; 

Session modifiee.

SELECT * FROM DMP;

ORA-00942: Table ou vue inexistante

言語のソート順の変更例言語のソート順の変更例言語のソート順の変更例言語のソート順の変更例 : 次の文は、言語ソート順序をスペイン語に動的に変更します。

ALTER SESSION
   SET NLS_SORT = XSpanish; 

これによって、文字の値はスペイン語のソート順序に基づいてソートされます。

SQL トレースを使用可能にする例トレースを使用可能にする例トレースを使用可能にする例トレースを使用可能にする例 : 次の文は、セッションに対して SQL トレース機能を使用
可能にします。

ALTER SESSION 
   SET SQL_TRACE = TRUE; 

クエリー・リライトを使用可能にする例クエリー・リライトを使用可能にする例クエリー・リライトを使用可能にする例クエリー・リライトを使用可能にする例 : 次の文は、明示的に使用禁止にされていないすべて
のマテリアライズド・ビューに対する現行のセッションのクエリー・リライトを使用可能にし
ます。

ALTER SESSION SET QUERY_REWRITE_ENABLED = TRUE;
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ALTER SYSTEM
ALTER SYSTEM 

用途用途用途用途

ALTER SYSTEM文を使用すると、Oracle Database インスタンスを動的に変更できます。この設
定は、データベースがマウントされているかぎり有効です。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ALTER SYSTEMシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

alter_system::=

（11-53 ページの archive_log_clause::=、11-53 ページの checkpoint_clause::=、
11-53 ページの check_datafiles_clause::=、11-53 ページの distributed_recov_clauses::=、
11-53 ページの end_session_clauses::=、11-53 ページの quiesce_clauses::=、
11-54 ページの rolling_migration_clauses::=、11-54 ページの alter_system_security_clauses::=、
11-54 ページの shutdown_dispatcher_clause::=、11-54 ページの alter_system_set_clause::=、
11-55 ページの alter_system_reset_clause::= を参照）

ALTER SYSTEM

archive_log_clause

checkpoint_clause

check_datafiles_clause

distributed_recov_clauses

FLUSH
SHARED_POOL

BUFFER_CACHE

end_session_clauses

SWITCH LOGFILE

SUSPEND

RESUME

quiesce_clauses

rolling_migration_clauses

alter_system_security_clauses

shutdown_dispatcher_clause

REGISTER

SET alter_system_set_clause

RESET alter_system_reset_clause

;
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ALTER SYSTEM
archive_log_clause::=

checkpoint_clause::=

check_datafiles_clause::=

distributed_recov_clauses::=

end_session_clauses::=

quiesce_clauses::=

ARCHIVE LOG
INSTANCE ’ instance_name ’

SEQUENCE integer

CHANGE integer

CURRENT
NOSWITCH

GROUP integer

LOGFILE ’ filename ’
USING BACKUP CONTROLFILE

NEXT

ALL

TO ’ location ’

STOP

CHECKPOINT

GLOBAL

LOCAL

CHECK DATAFILES

GLOBAL

LOCAL

ENABLE

DISABLE
DISTRIBUTED RECOVERY

DISCONNECT SESSION ’ integer1 , integer2 ’
POST_TRANSACTION

KILL SESSION ’ integer1 , integer2
, @ integer3

’

IMMEDIATE

QUIESCE RESTRICTED

UNQUIESCE
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ALTER SYSTEM
rolling_migration_clauses::=

alter_system_security_clauses::=

shutdown_dispatcher_clause::=

alter_system_set_clause::=

set_parameter_clause::=

START ROLLING MIGRATION TO ASM_version

STOP ROLLING MIGRATION

ENABLE

DISABLE
RESTRICTED SESSION

SET ENCRYPTION WALLET OPEN IDENTIFIED BY  ’’ password  ’’ 

SET ENCRYPTION WALLET CLOSE

SET ENCRYPTION KEY
 ’’ certificate_id  ’’ 

IDENTIFIED BY  ’’ password  ’’ 

SHUTDOWN
IMMEDIATE

dispatcher_name

set_parameter_clause

USE_STORED_OUTLINES =

TRUE

FALSE

category_name

GLOBAL_TOPIC_ENABLED =
TRUE

FALSE

parameter_name = parameter_value

,
COMMENT = string DEFERRED

SCOPE =

MEMORY

SPFILE

BOTH

SID =
’ sid ’

’ * ’
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ALTER SYSTEM
alter_system_reset_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

archive_log_clause
archive_log_clauseを使用すると、REDO ログ・ファイルを手動でアーカイブしたり、自
動アーカイブを使用可能または使用禁止にすることができます。この句を使用する場合、イン
スタンスでデータベースをマウントする必要があります。特に指定がないかぎり、データベー
スはオープンまたはクローズできます。

INSTANCE 句句句句

この句が関係するのは、Oracle Real Application Clusters（RAC）を使用している場合のみで
す。REDO ログ・ファイル・グループをアーカイブするインスタンスの名前を指定します。
インスタンス名は 大 80 文字の文字列です。指定したインスタンスにマップするスレッドは
Oracle Database によって自動的に決定され、対応する REDO ログ・ファイル・グループが
アーカイブされます。指定したインスタンスにマップされているスレッドがない場合、エラー
が戻されます。

SEQUENCE 句句句句

SEQUENCEを指定すると、指定したスレッド内のログ順序番号 integerによって識別される
オンライン REDO ログ・ファイル・グループを手動でアーカイブできます。THREADパラメー
タを指定しなかった場合、インスタンスに割り当てられているスレッドから、指定したグルー
プがアーカイブされます。

CHANGE 句句句句

CHANGEを指定すると、オンライン REDO ログ・ファイル・グループを、手動でアーカイブで
きます。このグループには、指定したスレッド内の integerによって識別される SCN を持つ
REDO ログ・エントリが含まれます。この SCN が現行の REDO ログ・ファイル・グループ内
にある場合、ログ・スイッチが実行されます。THREADパラメータを指定しない場合、使用可
能な状態にあるすべてのスレッドから、この SCN を含むグループがアーカイブされます。

インスタンスでデータベースをオープンしている場合にのみ、この句を使用できます。

CURRENT 句句句句

CURRENTを指定すると、ログ・スイッチを強制的に発生させ、指定したスレッドの現行の
REDO ログ・ファイル・グループを手動でアーカイブできます。THREADパラメータを指定し
ない場合、すべての使用可能なスレッドから、現行のログ以前のログも含むすべての REDO ロ
グ・ファイル・グループがアーカイブされます。データベースがオープンしているときのみ、
CURRENTを指定できます。

NOSWITCH NOSWITCHを指定すると、ログ・スイッチの強制実行なしで現行の REDO ログ・
ファイル・グループを手動でアーカイブできます。この設定は、プライマリ・データベースが
停止したときに、データ分岐が発生しないようにするために、主にスタンバイ・データベース
で使用されます。データ分岐は、プライマリ・データベースに障害が発生した場合に、データ
が消失する可能性があることを意味します。

インスタンスでデータベースがマウントされているがオープンされていない場合にのみ、
NOSWITCH句を使用できます。データベースがオープンしている場合は、この操作によって
データベースは自動的にクローズされます。再オープンする前にデータベースを手動で停止す
る必要があります。

parameter_name

SCOPE = SPFILE

SID =
’ sid ’

’ * ’
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ALTER SYSTEM
GROUP 句句句句

GROUPを指定すると、オンライン REDO ログ・ファイル・グループを手動でアーカイブできま
す。このグループには、integerによって識別される GROUP値が含まれます。REDO ログ・
ファイル・グループの GROUP値を確認するには、データ・ディクショナリ・ビュー
DBA_LOG_GROUPSを問い合せます。THREADパラメータと GROUPパラメータの両方を指定す
る場合は、指定する REDO ログ・ファイル・グループが、指定するスレッド内に含まれている
必要があります。

LOGFILE 句句句句

LOGFILEを指定すると、オンライン REDO ログ・ファイル・グループを手動でアーカイブで
きます。このグループには、'filename' によって識別される REDO ログ・ファイル・メン
バーが含まれます。THREADパラメータと LOGFILEパラメータの両方を指定する場合は、指定
する REDO ログ・ファイル・グループが、指定するスレッド内に含まれている必要がありま
す。

データベースがバックアップ制御ファイルでマウントされている場合は、USING BACKUP 
CONTROLFILEを指定し、現行のログ・ファイルを含むすべてのオンライン・ログ・ファイル
のアーカイブを許可します。

LOGFILE 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : REDO ログ・ファイル・グループは、一杯になった順にアーカイブ
する必要があります。LOGFILEパラメータを使用して REDO ログ・ファイル・グループの
アーカイブを指定した場合、それ以前の REDO ログ・ファイル・グループがアーカイブされて
いないとエラー・メッセージが戻ります。

NEXT 句句句句

NEXTを指定すると、一杯になってもアーカイブされていない次のオンライン REDO ログ・
ファイルを、指定したスレッドから手動でアーカイブできます。THREADパラメータを指定し
ない場合、使用可能な任意のスレッド上の、アーカイブされていない 初の REDO ログ・ファ
イル・グループがアーカイブされます。

ALL 句句句句

ALLを指定すると、一杯になってもアーカイブされていないすべてのオンライン REDO ログ・
ファイルを、指定したスレッドから手動でアーカイブできます。THREADパラメータを指定し
ない場合、使用可能なすべてのスレッドから、一杯でアーカイブされていないすべての REDO
ログ・ファイル・グループがアーカイブされます。

START 句句句句

以前のリリースでは、この句を使用すると、インスタンスに割り当てられたスレッドについて、
REDO ログ・ファイル・グループの自動アーカイブが使用可能になります。この句は現在非推
奨になっています。Oracle Database は、REDO ログ・ファイル・グループの自動アーカイブを
自動的に使用可能にします。この句は無効です。この句を指定すると、アラート・ログにメッ
セージが書き込まれます。

TO location 句句句句

TO 'location' を指定すると、REDO ログ・ファイル・グループがアーカイブされる位置を指
定できます。このパラメータの値には、オペレーティング・システムの規則に従って、ファイ
ルの位置を完全に指定する必要があります。このパラメータを指定しない場合、REDO ログ・
ファイル・グループは初期化パラメータ LOG_ARCHIVE_DESTまたは LOG_ARCHIVE_DEST_n
に指定された場所に格納されます。

STOP 句句句句

以前のリリースでは、この句を使用すると、インスタンスに割り当てられたスレッドについて、
REDO ログ・ファイル・グループの自動アーカイブが使用禁止になります。この句は現在非推
奨になっています。この句は無効です。この句を指定すると、アラート・ログにメッセージが
書き込まれます。
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ALTER SYSTEM
checkpoint_clause
CHECKPOINTを指定すると、チェックポイントを明示的に強制処理して、コミット済のトラン
ザクションによる変更をディスク上のデータ・ファイルに書き込むことができます。インスタ
ンスでデータベースがオープンしている場合にのみ、この句を指定できます。チェックポイン
トが完了するまで、ユーザーに制御は戻りません。

GLOBAL Oracle Real Application Clusters（RAC）環境で、データベースをオープンしてい
るすべてのインスタンスに対してチェックポイントを実行します。これはデフォルトです。

LOCAL Oracle RAC 環境で、文を発行するインスタンスの REDO ログ・ファイル・グループ
のスレッドに対してのみチェックポイントを実行します。

check_datafiles_clause
Oracle RAC 環境などの分散データベース・システムで、データベース制御ファイルからインス
タンスの SGA を更新し、すべてのオンライン・データ・ファイルに情報を反映します。

� GLOBALを指定すると、データベースをオープンしているすべてのインスタンスに対して、
この同期化を実行できます。これはデフォルトです。

� LOCALを指定すると、ローカル・インスタンスに対してのみこの同期化を実行できます。

インスタンスでデータベースをオープンしておく必要があります。

end_session_clauses
end_session_clausesを使用すると、現行のセッションを終了することができます。

DISCONNECT SESSION 句句句句

DISCONNECT SESSION句を使用すると、専用サーバー・プロセス（共有サーバーによって接
続が確立されていた場合は、仮想回路）を破棄することによって、現行のセッションが切断さ
れます。この句を使用する場合、インスタンスでデータベースをオープンする必要があります。
次の両方の値を V$SESSIONビューで確認して、このセッションを識別する必要があります。

� integer1には、SID列の値を指定します。

� integer2には、SERIAL#列の値を指定します。

システム・パラメータを適切に設定した場合、アプリケーション・フェイルオーバーが有効に
なります。

� POST_TRANSACTIONを設定すると、セッションが切断される前に、実行中のトランザク
ションを完了できます。セッションに実行中のトランザクションがない場合、この句は、
後述の KILL SESSIONと同様の効果があります。

� IMMEDIATEを設定すると、実行中のトランザクションの完了を待たずにセッションを切断
し、すぐにセッション全体の状態をリカバリできます。

– POST_TRANSACTIONを指定した場合、セッションに実行中のトランザクションがあ
れば、IMMEDIATEキーワードは無視されます。

– POST_TRANSACTIONを指定しない場合、または POST_TRANSACTIONを指定してい
てもセッションに実行中のトランザクションがない場合、この句は、後述の KILL 
SESSION IMMEDIATEと同様の効果があります。

参照参照参照参照 : 「チェックポイントの発生例 :」（11-66 ページ）

参照参照参照参照 : 「セッションの切断例 :」（11-68 ページ）
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KILL SESSION 句句句句

KILL SESSIONを指定すると、セッションに終了済のマークが付き、実行中のトランザクショ
ンがロールバックされ、すべてのセッション・ロックが解放され、セッション・リソースが一
部リカバリされます。この句を使用する場合、インスタンスでデータベースをオープンする必
要があります。integer3を指定しない場合は、自セッションおよび終了されるセッションは、
同じインスタンスにある必要があります。次の値を V$SESSIONビューで確認して、このセッ
ションを識別する必要があります。

� integer1には、SID列の値を指定します。

� integer2には、SERIAL#列の値を指定します。

� オプションの integer3には、終了されるターゲット・セッションが存在するインスタン
スの ID を指定します。GV$ 表を問い合せることによって、インスタンス ID を確認するこ
とができます。

リモート・データベースからの応答を待ったり、トランザクションをロールバックするなど、
後まで完了する必要があるアクティビティをセッションが実行している場合、Oracle 

Database はこのアクティビティが完了するまで待機し、セッションに終了済のマークを付け、
その後、ユーザーに制御を戻します。待ち時間が 1 分以上続く場合は、終了されるセッション
にマークが付けられ、マークが付けられたセッションが終了されることを示すメッセージとと
もにユーザーに制御が戻されます。アクティビティが完了すると、PMONバックグラウンド・プ
ロセスは、セッションに終了済のマークを付けます。

セッションに実行中のトランザクションがあるかどうかにかかわらず、セッション・ユーザー
がセッションに要求を発行してセッションが終了されたことを示すメッセージを受け取るまで、
Oracle Database は、セッション全体の状態をリカバリしません。

IMMEDIATE IMMEDIATEを指定すると、実行中のトランザクションをロールバックしてすべ
てのセッション・ロックを解放し、セッション全体の状態をリカバリしてから、すぐにユー
ザーに制御を戻すように Oracle Database に指示できます。

distributed_recov_clauses
DISTRIBUTED RECOVERY句を使用すると、分散リカバリを使用可能または使用禁止にできま
す。この句を使用する場合、インスタンスでデータベースをオープンする必要があります。

ENABLE  ENABLEを指定すると、分散リカバリを使用可能にできます。シングルプロセス環
境では、分散リカバリを開始する場合にこの句を使用する必要があります。

トランザクションに関係があるリモート・ノードにアクセスできない場合、インダウト・トラ
ンザクションをリカバリするには、ENABLE DISTRIBUTED RECOVERY文を複数回発行する必
要がある場合もあります。インダウト・トランザクションは、データ・ディクショナリ・
ビュー DBA_2PC_PENDINGに表示されます。

DISABLE DISABLEを指定すると、分散リカバリを使用禁止にできます。

FLUSH SHARED_POOL 句句句句

FLUSH SHARED_POOL句を指定すると、SGA の共有プール上のすべてのデータが消去されま
す。共有プールは次のものを格納します。

� キャッシュされたデータ・ディクショナリ情報

� SQL 文の共有 SQL 領域、共有 PL/SQL 領域、ストアド・プロシージャ、ファンクション、
パッケージおよびトリガー 

参照参照参照参照 : 「セッションの終了例 :」（11-67 ページ）

参照参照参照参照 : 「分散リカバリを使用可能にする例 :」（11-67 ページ）
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この文は、現在実行中の項目に対する共有 SQL 領域および共有 PL/SQL 領域を消去しません。
インスタンスでデータベースがマウントされていてもディスマウントされていても、または
オープン状態でもクローズ状態でも、この句を使用できます。

FLUSH BUFFER_CACHE 句句句句
FLUSH BUFFER_CACHE句を指定すると、システム・グローバル領域（SGA）のバッファ・
キャッシュ上のすべてのデータを消去できます。

この句は、リライトされた問合せ、または同一の開始点からの一連の問合せのパフォーマンス
を測定する必要がある場合に有効です。

SWITCH LOGFILE 句句句句

SWITCH LOGFILE句を指定すると、現行の REDO ログ・ファイル・グループのファイルが一杯
であるかどうかにかかわらず、新しい REDO ログ・ファイル・グループへの書込みを明示的か
つ強制的に開始できます。ログ・スイッチを強制的に発生させると、チェックポイントが実行
されますが、チェックポイントが完了する前に、すぐに制御が戻されます。この句を使用する
場合、インスタンスでデータベースをオープンする必要があります。

SUSPEND | RESUME
SUSPEND句を指定すると、すべての I/O（データ・ファイル、制御ファイルおよびファイル・
ヘッダー）および問合せを停止し、すべてのインスタンスで実行中のトランザクションを処理
せずにデータベースのコピーが作成可能になります。

SUSPEND およびおよびおよびおよび RESUME の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : SUSPENDと RESUMEには、次の制限事項がありま
す。

� ホット・バックアップ・モードでデータベースの表領域を確保するまで、この句は使用で
きません。

� ALTER SYSTEM SUSPEND文を発行したセッションは終了しないでください。システムが一
時停止しているときに再接続しようとすると、SYSログイン中に実行される再帰的 SQL が
原因となって接続が失敗することがあります。

� システムが停止中に新しいインスタンスを起動する場合、この新しいインスタンスは停止
しません。

RESUME句を指定すると、問合せおよび I/O に対して、再度、データベースが使用可能になり
ます。

rolling_migration_clauses
クラスタ化された自動ストレージ管理（ASM）環境内でこれらの句を使用すると、ASM クラ
スタまたはストレージに ASM を使用するデータベース・クラスタの全体的な可用性に影響す
ることなく、ノードを一度に 1 つずつ別の ASM バージョンに移行できます。

参照参照参照参照 : 「共有プールの消去例 :」（11-66 ページ）

注意注意注意注意 : この句は、テスト・データベース上のみで使用します。この句を
本番データベース上で使用しないでください。この文を実行すると、後続
の問合せで結果が戻らなくなります。

参照参照参照参照 : 「ログ・スイッチの発生例 :」（11-67 ページ）
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START ROLLING MIGRATION  ローリング・アップグレードを開始するときに、
ASM_versionについて、次の 5 つの文字列を指定する必要があります。

<version_num>, <release_num>, <update_num>,<port_release_num>,<port_update_num>

ASM_versionは、11.1.0.0.0 以上である必要があります。次に、自動ストレージ管理は、 初
に、指定されたリリースへの移行について現在のリリースに互換性があることを確認し、制限
された機能モードになります。自動ストレージ管理は、次に、クラスタ内で均衡の再調整処理
が進行中かどうかを確認します。そのような操作がある場合、文は失敗し、均衡の再調整操作
の完了後に文を再発行する必要があります。

ローリング・アップグレード・モードは、クラスタ全体でメモリー内に永続的に保持される状
態です。クラスタは、少なくとも 1 つの ASM インスタンスがクラスタ内で実行中になるまで、
この状態であり続けます。クラスタに参加する新しいインスタンスは、起動時にすぐに移行
モードに切り替わります。クラスタ内のすべてのインスタンスが終了すると、この後に自動ス
トレージ管理インスタンスを起動しても、この文を再発行して自動ストレージ管理インスタン
スのローリング・アップグレードを再開するまでは、ローリング・アップグレード・モードに
はなりません。

STOP ROLLING MIGRATION この句を使用すると、ローリング・アップグレードを停止し
て、クラスタを通常の操作に戻すことができます。クラスタ内のすべてのインスタンスが同じ
ソフトウェア・バージョンに移行した後にのみ、この句を指定します。クラスタがローリン
グ・アップグレード・モードではない場合、文は失敗します。

この句を指定すると、自動ストレージ管理インスタンスはクラスタのすべてのメンバーが同じ
ソフトウェア・バージョンであることを検証し、インスタンスをローリング・アップグレー
ド・モードから除外して、自動ストレージ管理クラスタの完全な機能に戻ります。ディスクが
オフラインであるために均衡の再調整操作が保留中の場合、操作は再起動されます。ただし、
そのような再起動によって ASM_POWER_LIMITパラメータに違反することにならない場合にか
ぎります。

quiesce_clauses
QUIESCE RESTRICTED句および UNQUIESCE句を使用すると、データベースを静止状態静止状態静止状態静止状態にした
り、静止状態から戻すことができます。この状態では、データベース管理者は、トランザク
ション、問合せまたは PL/SQL 操作が同時に存在する状態では安全に実行できない管理操作を
実行することができます。

複数の QUIESCE RESTRICTED文または UNQUIESCE文が異なるセッションまたはインスタン
スで同時に発行された場合、1 つを除いた他のすべてのセッションまたはインスタンスにエ
ラーが戻されます。

QUIESCE RESTRICTED
QUIESCE RESTRICTEDを指定すると、データベースを静止状態にできます。この句は、デー
タベースがオープン中のすべてのインスタンスに次の影響を与えます。

� Oracle Database は、すべてのインスタンスのデータベース・リソース・マネージャに、ア
クティブでないすべてのセッション（SYSおよび SYSTEM以外）をアクティブにしないよ
うに指示します。SYSおよび SYSTEM以外のユーザーは、新しいトランザクション、問合
せ、フェッチまたは PL/SQL 操作を開始できません。

参照参照参照参照 : ローリング・アップグレードの詳細は、『Oracle Database スト
レージ管理者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : QUIESCE RESTRICTED句は、データベース・リソース・マネー
ジャがインストールされている場合、およびデータベースをオープンした
インスタンスでデータベースが起動された後、リソース・マネージャが継
続的にアクティブになっている場合のみ有効です。
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� Oracle Database は、SYSまたは SYSTEM以外のユーザーが開始した、すべてのインスタン
スの既存のトランザクションが終了するまで（コミットまたは異常終了するまで）待機し
ます。また、Oracle Database は、SYSまたは SYSTEM以外のユーザーが開始した、内部ト
ランザクションにない、すべてのインスタンスで実行中のすべての問合せ、フェッチおよ
び PL/SQL プロシージャが終了するまで待機します。連続する複数の Oracle Call Interface

（OCI）のフェッチによって問合せが実行される場合、Oracle Database はすべてのフェッ
チが終了するまで待機しません。現行のフェッチが終了するまで待機しますが、次の
フェッチは行われません。Oracle Database は、エンキューなどの共有リソースを保持する
すべてのセッション（SYSおよび SYSTEM以外のセッション）がリソースを解放するまで
待機します。すべての操作が完了した後、Oracle Database はデータベースを静止状態に
し、QUIESCE RESTRICTED文の実行を終了します。

� 共有サーバー・モードでインスタンスを実行している場合、Oracle Database は、SYSまた
は SYSTEM以外のユーザーがそのインスタンスにログインすることを阻止するようにデー
タベース・リソース・マネージャに指示します。非共有サーバー・モードでインスタンス
を実行している場合、そのインスタンスへのユーザー・ログインに制限はありません。

静止状態中、すべてのインスタンスにおいてリソース・マネージャのプランは変更できません。

UNQUIESCE
UNQUIESCEを指定すると、データベースを静止状態から戻すことができます。これによって、
SYSまたは SYSTEM以外のユーザーによって開始された、トランザクション、問合せ、フェッ
チおよび PL/SQL プロシージャを再開できます。UNQUIESCE文は、QUIESCE RESTRICTED文
を発行したセッションと同じセッションで起動する必要はありません。

alter_system_security_clauses
alter_system_security_clausesを使用すると、インスタンスへのアクセスを制御できま
す。

RESTRICTED SESSION
RESTRICTED SESSION句を指定すると、Oracle Database にログインできるユーザーを制限で
きます。インスタンスでデータベースがマウントされていてもディスマウントされていても、
またはオープン状態でもクローズ状態でも、この句を使用できます。

� ENABLEを指定すると、RESTRICTED SESSIONシステム権限が付与されているユーザーの
みが Oracle Database にログインできます。既存のセッションは終了しません。

この句は、現行のインスタンスのみに適用されます。そのため、Oracle RAC 環境では、
RESTRICTED SESSIONシステム権限を持たない認可済ユーザーも他のインスタンスで
データベースにアクセスできます。

� DISABLEを指定すると、ENABLE RESTRICTED SESSION句の効果を無効にできます。つ
まり、CREATE SESSIONシステム権限が付与されているすべてのユーザーが Oracle 
Database にログインできるようになります。これはデフォルトです。

SET ENCRYPTION WALLET 句句句句

この句を使用すると、サーバー・ウォレット内の情報へのデータベース・アクセスを管理でき
ます。この文は、キーワード ALTERで始まりますが、ALTER SYSTEM SET ENCRYPTION 
WALLET文は DDL 句ではありません。ただし、このような文はロールバックすることはできま
せん。

OPEN この句を指定すると、データベースは指定されたパスワードを使用してサーバー・
ウォレット内の情報をメモリーにロードし、インスタンスの存続期間中にデータベース・アク
セスができるようになります。この句を使用すると、データベースは、SSO ウォレットなしに
サーバー・ウォレットからキーを取得できます。サーバー・ウォレットが使用できないか、す
でに開いている場合は、データベースからエラーが戻ります。このコンテキストでは、パス
ワードを二重引用符で囲む必要があります。

参照参照参照参照 : 「セッションを制限する例 :」（11-66 ページ）
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CLOSE この句を使用すると、メモリーからサーバー・ウォレットの情報が削除されます。

SET ENCRYPTION KEY 句句句句

この句を使用すると、新しい暗号化キーを生成し、現行のデータの透過的暗号化のマスター鍵
として設定できます。また、この句はサーバー・ウォレットのデータベース・アクセス情報を
メモリーにロードします。certificate_idは、証明書を識別する整数です。これは、基本鍵
を使用する場合は不要ですが、PKI ベースの鍵を使用する場合は必要になります。この値は、
V$WALLET動的パフォーマンス・ビューの CERT_ID列を問い合せて確認できます。password
には、セキュリティ・モジュールへの接続に使用するパスワードを指定します。指定した
certificate_idまたはパスワードが無効な場合、データベースからエラーが戻ります。この
コンテキストでは、パスワードを二重引用符で囲む必要があります。

ALTER SYSTEM SET KEY文は DDL 文です。この文は、スキーマ内で保留中のトランザクショ
ンを自動的にコミットします。

データの透過的暗号化機能を使用するには、暗号化ウォレットと暗号化キーの両方を設定する
必要があります。

shutdown_dispatcher_clause
SHUTDOWN句は、システムに Oracle Database の共有サーバー・アーキテクチャを使用してい
る場合のみ有効です。dispatcher_nameで識別されたディスパッチャを停止します。

dispatcher_nameは、'Dxxx' という形式の文字列である必要があります。xxxはディスパッ
チャの番号です。ディスパッチャ名のリストを取得するには、V$DISPATCHER動的パフォーマ
ンス・ビューの NAME列を問い合せます。

� IMMEDIATEを指定した場合、ディスパッチャは新しい接続の受入れをすぐに中止し、その
ディスパッチャによる既存の接続はすべて終了されます。すべてのセッションがクリーン
アップされてから、ディスパッチャ・プロセスは停止します。

� IMMEDIATEを指定しない場合、ディスパッチャは新しい接続の受入れをすぐに中止します
が、すべてのユーザーが切断し、すべてのデータベース・リンクが終了されるのを待ちま
す。その後、ディスパッチャは停止されます。

REGISTER 句句句句

REGISTERを指定すると、PMONバックグラウンド・プロセスによってリスナーにインスタン
スがすぐに登録されます。この句を指定しない場合、PMONが次に検出ルーチンを実行するまで
インスタンスの登録は行われません。その結果、クライアントは、リスナー起動後 大 60 秒間
サービスにアクセスできない可能性があります。

参照参照参照参照 : Oracle Real Application Clusters（Oracle RAC）環境での暗号化
ウォレットの設定については、『Oracle Real Application Clusters 管理およ
びデプロイメント・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :  

� サーバー・ウォレットと暗号化キーの使用方法およびデータの透過的
暗号化の詳細は、『Oracle Database Advanced Security 管理者ガイド』
を参照してください。

� この機能を利用して表の列を暗号化する方法の詳細は、16-26 ページ
の「CREATE TABLE」の「encryption_spec」を参照してください。

� 「ウォレットおよび暗号化キーの確立」（11-66 ページ）

注意注意注意注意 : この句を SQL*Plus コマンド SHUTDOWN（データベース全体を停
止するために使用する）と混同しないでください。
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alter_system_set_clause
従来のプレーン・テキストのパラメータ・ファイル（PFILE）を使用してデータベースを起動
したか、サーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）を使用してデータベースを起動したかに
応じて、現行のインスタンスの多くの初期化パラメータ値を変更できます。『Oracle Database
リファレンス』では、各パラメータの説明で、これらのパラメータが「変更可能」というカテ
ゴリに分類されています。PFILE を使用した場合、変更はインスタンスの存続期間中のみ保持
されます。一方、SPFILE を使用してデータベースを起動した場合、SPFILE 自体のパラメータ
の値を変更できるため、後続のインスタンスで新しい値が使用されます。

『Oracle Database リファレンス』には、すべての初期化パラメータが詳細に記載されています。
パラメータは、次の 3 つのカテゴリに分類されます。

� 基本パラメータ基本パラメータ基本パラメータ基本パラメータ : データベース管理者は、すべての基本パラメータについて熟知し、これら
のパラメータの設定を考慮する必要があります。

� 機能のカテゴリ機能のカテゴリ機能のカテゴリ機能のカテゴリ : 『Oracle Database リファレンス』には、初期化パラメータが機能のカテ
ゴリ別にも示されています。

� アルファベット順アルファベット順アルファベット順アルファベット順 : 『Oracle Database リファレンス』の目次には、すべての初期化パラ
メータがアルファベット順に示されています。

初期化パラメータ値を変更する権限は、従来のプレーン・テキストの初期化パラメータ・ファ
イル（pfile）を使用してデータベースを起動したか、サーバー・パラメータ・ファイル

（spfile）を使用してデータベースを起動したかによって異なります。特定のパラメータ値を変
更する権限を持っているかどうかを確認するには、V$PARAMETER動的パフォーマンス・
ビューの ISSYS_MODIFIABLE列を問い合せます。

set_parameter_clause 
パラメータ値を設定するときに、次の設定も行えます。

COMMENT COMMENT句を使用すると、コメント文字列をパラメータ値の変更に対応付けるこ
とができます。SPFILEをあわせて指定すると、パラメータ・ファイルにコメントが表示され、
そのパラメータに対する直前の変更がわかります。

DEFERRED DEFERREDキーワードを指定すると、データベースに接続するその後のセッショ
ンに対するパラメータの値を設定または変更できます。現行のセッションでは変更前の値が残
ります。

このパラメータの V$PARAMETERの ISSYS_MODIFIABLE列の値が DEFERREDの場合は、
DEFERREDを指定する必要があります。この列の値が IMMEDIATEの場合、この句の
DEFERREDキーワードはオプションです。この列の値が FALSEの場合、この ALTER SYSTEM
文では DEFERREDを指定できません。

SCOPE SCOPE句を使用すると、変更が有効になるタイミングを指定できます。有効範囲は、
データベースの起動に使用したファイルが従来のプレーン・テキストのパラメータ・ファイル

（pfile）か、サーバー・パラメータ・ファイル（spfile）かによって異なります。

� MEMORYを指定すると、変更がメモリーで行われ、すぐに有効になり、データベースが停
止するまで持続されます。パラメータ・ファイル（pfile）を使用してデータベースを起動
した場合、この有効範囲のみを指定できます。

参照参照参照参照 : PMONバックグラウンド・プロセスおよびリスナーの詳細は、
『Oracle Database 概要』および『Oracle Database Net Services 管理者ガイ
ド』を参照してください。

参照参照参照参照 : V$PARAMETER動的パフォーマンス・ビューの詳細は、『Oracle 
Database リファレンス』を参照してください。
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� SPFILEを指定すると、変更がサーバー・パラメータ・ファイルで行われます。新しい設
定は、データベースが次に停止し、再起動されたときに有効になります。『Oracle 
Database リファレンス』に変更不可能と示されている静的パラメータ値を変更する場合
は、SPFILEを指定する必要があります。

� BOTHを指定すると、変更がメモリーとサーバー・パラメータ・ファイルの両方で行われま
す。新しい設定はすぐに有効になり、データベースが停止し、再起動された後も持続しま
す。

データベースの起動でサーバー・パラメータ・ファイルを使用した場合は、BOTHがデフォルト
です。データベースの起動でパラメータ・ファイルを使用した場合は、MEMORYがデフォルト
で、これ以外の有効範囲は指定できません。

SID SID句を使用すると、値を有効にするインスタンスの SID を指定できます。

� このパラメータがまだ明示的に設定されていないすべてのインスタンスに対してパラメー
タ値を Oracle Database で変更する場合は、SID = '*'を指定します。

� sidのインスタンスのみでパラメータ値を変更する場合、SID = 'sid'を指定します。
この設定は、SID = '*'を指定する前後の ALTER SYSTEM SET文より優先されます。

この句を指定しない場合は、次のようになります。

� pfile（従来のプレーン・テキストの初期化パラメータ・ファイル）を使用してインスタン
スを起動する場合、現行のインスタンスの SID を指定したとみなされます。

� spfile（サーバー・パラメータ・ファイル）を使用してインスタンスを起動する場合、
SID = '*'を指定したとみなされます。

現行のインスタンス以外のインスタンスを指定すると、そのインスタンスに、メモリーのパラ
メータ値の変更を通知するメッセージが送信されます。

USE_STORED_OUTLINES 句句句句

USE_STORED_OUTLINESは、システム・パラメータであり、初期化パラメータではありませ
ん。pfile または spfile 内に設定することはできませんが、ALTER SYSTEM文とともに設定でき
ます。このパラメータは、オプティマイザが実行計画を生成するためにストアド・パブリッ
ク・アウトラインを使用するかどうかを指定します。

� TRUEに設定すると、要求をコンパイルするときに、オプティマイザは DEFAULTカテゴリ
のストアド・アウトラインを使用します。

� FALSEに設定すると、オプティマイザはストアド・アウトラインを使用しません。これは
デフォルトです。

� category_nameに設定すると、要求をコンパイルするときに、オプティマイザは
category_nameカテゴリのストアド・アウトラインを使用します。

GLOBAL_TOPIC_ENABLED 
GLOBAL_TOPIC_ENABLEDは、システム・パラメータであり、初期化パラメータではありませ
ん。pfile または spfile 内に設定することはできませんが、ALTER SYSTEM文とともに設定でき
ます。このパラメータは、Oracle Streams AQ で作成されたすべてのキューおよびトピックが
LDAP サーバーに自動的に登録されるかどうかを指定します。GLOBAL_TOPIC_ENABLED = 
TRUEの場合、キュー表が作成、変更または削除されると、対応する Lightweight Directory 
Access Protocol（LDAP）エントリも作成、変更または削除されます。

このパラメータは、Java Message Service（JMS）に対しても同様に機能します。LDAP を使用
するようにデータベースが構成されており、GLOBAL_TOPIC_ENABLEDパラメータが TRUEに
設定されている場合、すべての JMS キューおよびトピックは作成時に LDAP サーバーに自動的
に登録されます。管理者は、LDAP に登録されたキューおよびトピックの別名を作成すること
もできます。LDAP に登録されたキューおよびトピックは、JNDI を介してキューまたはトピッ
クの名前または別名を使用してルックアップできます。

参照参照参照参照 : V$PARAMETERビューの詳細は、『Oracle Database リファレンス』
を参照してください。
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共有サーバー・パラメータ共有サーバー・パラメータ共有サーバー・パラメータ共有サーバー・パラメータ

インスタンスを起動すると、Oracle Database は SHARED_SERVERSおよび DISPATCHERS初期
化パラメータの値に基づく共有サーバー・アーキテクチャの共有サーバー・プロセスおよび
ディスパッチャ・プロセスを作成します。ALTER SYSTEM文で SHARED_SERVERSおよび
DISPATCHERSパラメータを設定し、インスタンスの実行中に次の操作のいずれかを実行でき
ます。

� 共有サーバー・プロセスの 小値を増やして、追加の共有サーバー・プロセスを作成しま
す。

� 現行のコールが処理を終了した後、既存の共有サーバー・プロセスを終了します。

� 特定のプロトコルに対するディスパッチャ・プロセスをより多く作成します。プロトコル
全体で、初期化パラメータ MAX_DISPATCHERSによって指定される数まで作成できます。

� 現行のユーザー・プロセスがインスタンスから切断した後、特定のプロトコルに対する既
存のディスパッチャ・プロセスを終了します。

alter_system_reset_clause
この句によって、任意のインスタンスについて、インスタンスの起動に使用された spfile 内の
初期化パラメータの設定を削除できます。SCOPE=MEMORYも SCOPE=BOTHも許可されません。
SCOPE = SPFILE句は必須ではありませんが、構文を明確にするために含まれています。この
句は単一インスタンス環境で使用できますが、pfile ではなく spfile を使用してインスタンスが
起動された場合のみです。

SID句を使用すると、指定したインスタンスの spfile パラメータ設定を削除できます。RAC 環
境以外では、インスタンスは 1 つのみであるため、この句を省略できます。RAC 環境では、こ
の句を省略すると、デフォルトの SID = '*'が使用されます。つまり、*.parameter = 
value形式のパラメータのすべての設定が削除されます。

例例例例

REDO ログの手動アーカイブの例ログの手動アーカイブの例ログの手動アーカイブの例ログの手動アーカイブの例 : 次の文は、SCN 9356083 の REDO ログ・エントリを含む
REDO ログ・ファイル・グループを手動でアーカイブします。

ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG CHANGE 9356083; 

次の文は、メンバー 'diskl:log6.log' を含む REDO ログ・ファイル・グループを、
'diska:[arch$]' という場所にあるアーカイブ REDO ログ・ファイルに手動でアーカイブし
ます。

ALTER SYSTEM ARCHIVE LOG 
    LOGFILE 'diskl:log6.log' 
    TO 'diska:[arch$]'; 

クエリー・リライトを使用可能にする例クエリー・リライトを使用可能にする例クエリー・リライトを使用可能にする例クエリー・リライトを使用可能にする例 : 次の文は、クエリー・リライトが明示的に使用禁止
にされていないすべてのマテリアライズド・ビューに対するすべてのセッションで、クエ
リー・リライトを使用可能にします。

ALTER SYSTEM SET QUERY_REWRITE_ENABLED = TRUE;

参照参照参照参照 :

� Oracle Real Application Clusters 環境の各インスタンス用のパラメー
タ値設定の詳細は、『Oracle Real Application Clusters 管理およびデプ
ロイメント・ガイド』を参照してください。

� ALTER SYSTEM文の使用例は、11-67 ページの「ライセンス・パラ
メータの変更例 :」、11-65 ページの「クエリー・リライトを使用可能
にする例 :」、11-66 ページの「リソース制限を使用可能にする例 :」、
11-65 ページの「共有サーバー・パラメータ」、11-66 ページの「共有
サーバーの設定の変更例 :」を参照してください。
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セッションを制限する例セッションを制限する例セッションを制限する例セッションを制限する例 : たとえば、アプリケーションのメンテナンス中は、RESTRICTED 
SESSIONシステム権限が付与されているアプリケーション開発者のみがログインできるように
セッションを制限できます。このためには、次の文を発行します。

ALTER SYSTEM
   ENABLE RESTRICTED SESSION; 

次に、ALTER SYSTEM文の KILL SESSION句を使用すると、既存のセッションをどれでも終了
できます。

アプリケーションのメンテナンスが終了した後で、次の文を発行することによって、CREATE 
SESSIONシステム権限が付与されているユーザーもログインできるようになります。

ALTER SYSTEM
   DISABLE RESTRICTED SESSION; 

ウォレットおよび暗号化キーの確立ウォレットおよび暗号化キーの確立ウォレットおよび暗号化キーの確立ウォレットおよび暗号化キーの確立 次の文を使用すると、サーバー・ウォレットの情報をメ
モリーにロードして、データの透過的暗号化のマスター鍵を設定できます。

ALTER SYSTEM SET ENCRYPTION WALLET OPEN IDENTIFIED BY "welcome1";
ALTER SYSTEM SET ENCRYPTION KEY IDENTIFIED BY "welcome1"; 

これらの文では、セキュリティ・モジュールが初期化済で、パスワード welcome1を使用して
ウォレットが作成済であることを前提としています。

共有プールの消去例共有プールの消去例共有プールの消去例共有プールの消去例 : 共有プールを消去してから、パフォーマンス分析を開始します。共有
プールを消去する場合、次の文を発行します。

ALTER SYSTEM FLUSH SHARED_POOL;

チェックポイントの発生例チェックポイントの発生例チェックポイントの発生例チェックポイントの発生例 : 次の文は、チェックポイントを強制的に発生させます。

ALTER SYSTEM CHECKPOINT; 

リソース制限を使用可能にする例リソース制限を使用可能にする例リソース制限を使用可能にする例リソース制限を使用可能にする例 : 次の ALTER SYSTEM文は、リソース制限を動的に使用可
能にします。

ALTER SYSTEM SET RESOURCE_LIMIT = TRUE; 

共有サーバーの設定の変更例共有サーバーの設定の変更例共有サーバーの設定の変更例共有サーバーの設定の変更例 : 次の文は、共有サーバー・プロセスの 小数を 25 に変更しま
す。

ALTER SYSTEM SET SHARED_SERVERS = 25; 

共有サーバー・プロセスの数が 25 より少ない場合は追加作成されます。共有サーバー・プロセ
スが 25 より多く、25 あれば負荷を管理できる場合は、現行のコールによる処理が終了した時
点で、25 を超える分の共有サーバー・プロセスは終了します。

次の文は、TCP/IP プロトコルのディスパッチャ・プロセス数を 5 に、ipc プロトコルのディス
パッチャ・プロセス数を 10 に動的に変更します。

ALTER SYSTEM 
   SET DISPATCHERS = 
      '(INDEX=0)(PROTOCOL=TCP)(DISPATCHERS=5)',
      '(INDEX=1)(PROTOCOL=ipc)(DISPATCHERS=10)'; 

TCP のディスパッチャ・プロセスの数が 5 より少ない場合、ディスパッチャ・プロセスが新し
く作成されます。5 より多い場合は、接続されているユーザーが接続を切断した後に、5 を超え
る分のディスパッチャ・プロセスは終了します。

ipc のディスパッチャ・プロセスの数が 10 より少ない場合、ディスパッチャ・プロセスが新し
く作成されます。10 より多い場合は、接続されているユーザーが接続を切断した後に、10 を超
える分のディスパッチャ・プロセスは終了します。
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これ以外のプロトコル用として既存ディスパッチャがある場合、この文は、そのディスパッ
チャの数に影響しません。

ライセンス・パラメータの変更例ライセンス・パラメータの変更例ライセンス・パラメータの変更例ライセンス・パラメータの変更例 : 次の文は、インスタンスにおけるセッションの 大数を
64 に、セッションの警告しきい値を 54 に動的に変更します。

ALTER SYSTEM 
   SET LICENSE_MAX_SESSIONS = 64 
   LICENSE_SESSIONS_WARNING = 54; 

セッション数が 54 に達した場合、後続の各セッションの ALERTファイルに警告メッセージが
書き込まれます。RESTRICTED SESSIONシステム権限を持つユーザーも、後続セッションを
開始する場合に、警告メッセージを受け取ります。

セッション数が 64 に達した場合、セッション数が再び 64 を下回るまでは、RESTRICTED 
SESSIONシステム権限を持つユーザー以外は新しいセッションを開始できません。

次の文は、インスタンスのセッションの 大数を動的に使用禁止にします。この文の実行後は、
インスタンスのセッション数に制限がなくなります。

ALTER SYSTEM SET LICENSE_MAX_SESSIONS = 0; 

次の文は、データベースのユーザー数の制限を 200 に動的に変更します。この文の実行後は、
データベース・ユーザー数が 200 を超えることはありません。

ALTER SYSTEM SET LICENSE_MAX_USERS = 200; 

ログ・スイッチの発生例ログ・スイッチの発生例ログ・スイッチの発生例ログ・スイッチの発生例 : 書込み中のファイルの削除および名前の変更はできません。ただ
し、ログ・スイッチを強制的に発生させることによって、現行の REDO ログ・ファイル・グ
ループまたはそのメンバーの 1 つを削除したり、その名前を変更できます。強制的に発生した
ログ・スイッチは、インスタンスの REDO ログ・スレッドのみに影響します。次の文は、ロ
グ・スイッチを強制的に発生させます。

ALTER SYSTEM SWITCH LOGFILE; 

分散リカバリを使用可能にする例分散リカバリを使用可能にする例分散リカバリを使用可能にする例分散リカバリを使用可能にする例 : 次の文は、分散リカバリを使用可能にします。

ALTER SYSTEM ENABLE DISTRIBUTED RECOVERY;

デモンストレーションまたはテストの目的で、分散リカバリを使用禁止にする場合があります。
次の文は、シングルプロセス・モードとマルチプロセス・モードの両方で分散リカバリを使用
禁止にします。

ALTER SYSTEM DISABLE DISTRIBUTED RECOVERY; 

デモンストレーションまたはテストが終了した場合、ALTER SYSTEM文に ENABLE 
DISTRIBUTED RECOVERY句を指定して実行すると、分散リカバリを再び使用可能にできます。

セッションの終了例セッションの終了例セッションの終了例セッションの終了例 : あるユーザーのセッションで、他のユーザーが必要とするリソースを使
用している場合、そのユーザーのセッションを終了させる場合があります。このユーザーは、
セッションが終了したことを示すエラー・メッセージを受け取ります。このユーザーは、新し
いセッションを開始しないかぎり、このデータベースをコールできません。次の V$SESSION
動的パフォーマンス表のデータについて考えます。ここでは、ユーザー SYSと oeが両方とも
セッションを開いているものとします。

SELECT sid, serial#, username
   FROM V$SESSION; 

       SID    SERIAL# USERNAME
---------- ---------- ------------------------------
        29         85 SYS
        33          1
        35          8
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        39         23 OE
        40          1
. . .

次の文は、V$SESSIONの SID値と SERIAL#値を使用して、ユーザー scottのセッションを
終了します。

ALTER SYSTEM KILL SESSION '39, 23';

セッションの切断例セッションの切断例セッションの切断例セッションの切断例 : 次の文は、V$SESSIONの SIDと SERIAL#の値を使用して、ユーザー
scottのセッションを切断します。

ALTER SYSTEM DISCONNECT SESSION '13, 8' POST_TRANSACTION;
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SQL 文文文文 :

ALTER TABLE ～～～～ ALTER TABLESPACE

この章では、次の SQL 文について説明します。

� ALTER TABLE

� ALTER TABLESPACE
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ALTER TABLE 

用途用途用途用途

ALTER TABLEを使用すると、非パーティション表、パーティション表、表パーティションおよ
び表サブパーティションの定義を変更できます。オブジェクト表またはオブジェクト列を含む
リレーショナル表の場合は、ALTER TABLEを使用して型が変更された後に、表を参照する型の
新の定義に変換します。

前提条件前提条件前提条件前提条件 
表が自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、その表に対す
る ALTERオブジェクト権限または ALTER ANY TABLEシステム権限が必要です。

パーティション化操作におけるその他の前提条件パーティション化操作におけるその他の前提条件パーティション化操作におけるその他の前提条件パーティション化操作におけるその他の前提条件 表の所有者でない場合、
drop_table_partitionまたは truncate_table_partition句を使用するには、DROP 
ANY TABLE権限が必要です。

add_table_partition、modify_table_partition、move_table_partitionおよび
split_table_partition句を使用する場合、領域を確保する表領域に領域割当て制限が必
要です。

制約およびトリガーにおけるその他の前提条件制約およびトリガーにおけるその他の前提条件制約およびトリガーにおけるその他の前提条件制約およびトリガーにおけるその他の前提条件 一意キー制約または主キー制約を有効にする
場合は、表に索引を作成するための権限が必要です。Oracle Database では、表を含むスキーマ
において、一意キーまたは主キーの列に索引を作成するため、この権限が必要になります。

トリガーを使用可能または使用禁止にする場合、トリガーが自分のスキーマ内にある必要があ
ります。自分のスキーマにない場合は、ALTER ANY TRIGGERシステム権限が必要です。

オブジェクト型を使用する場合のその他の前提条件オブジェクト型を使用する場合のその他の前提条件オブジェクト型を使用する場合のその他の前提条件オブジェクト型を使用する場合のその他の前提条件 表を変更するときに列定義でオブジェク
ト型を使用する場合、そのオブジェクトが、変更する表と同じスキーマに属している必要があ
ります。または、EXECUTE ANY TYPEシステム権限またはそのオブジェクト型に対する
EXECUTEスキーマ・オブジェクト権限が必要です。

フラッシュバック・データ・アーカイブ操作におけるその他の前提条件フラッシュバック・データ・アーカイブ操作におけるその他の前提条件フラッシュバック・データ・アーカイブ操作におけるその他の前提条件フラッシュバック・データ・アーカイブ操作におけるその他の前提条件 flashback_
archive_clauseを使用して表の履歴追跡を有効にするには、履歴データが含まれるフラッ
シュバック・データ・アーカイブに対する FLASHBACK ARCHIVEオブジェクト権限が必要で
す。flashback_archive_clauseを使用して表の履歴追跡を無効にするには、FLASHBACK 
ARCHIVE ADMINSTERシステム権限を持っているか、または SYSDBAとしてログインしている
必要があります。

参照参照参照参照 :

� 表の作成については、16-6 ページの「CREATE TABLE」を参照してく
ださい。

� Oracle Text とともに使用する ALTER TABLEについては、『Oracle Text
リファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : 索引を作成する場合に必要な権限については、14-50 ページの
「CREATE INDEX」を参照してください。
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ALTER TABLE
構文構文構文構文

alter_table::=

ALTER TABLE 構文のグループは、次のとおりです。構文のグループは、次のとおりです。構文のグループは、次のとおりです。構文のグループは、次のとおりです。

� alter_table_properties::=（12-4 ページ）

� column_clauses::=（12-8 ページ）

� constraint_clauses::=（12-10 ページ）

� alter_table_partitioning::=（12-18 ページ）

� alter_external_table::=（12-17 ページ）

� move_table_clause::=（12-30 ページ）

� enable_disable_clause::=（12-30 ページ）

各句の後には、そのコンポーネントの副次句の参照先が記載されています。

注意注意注意注意 : tableの後に句を指定する必要があります。必須の句はありませ
んが、1 つ以上の句を指定する必要があります。

ALTER TABLE
schema .

table

alter_table_properties

column_clauses

constraint_clauses

alter_table_partitioning

alter_external_table_clauses

move_table_clause

enable_disable_clause

ENABLE

DISABLE

TABLE LOCK

ALL TRIGGERS
;
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ALTER TABLE
alter_table_properties::=

（12-4 ページの physical_attributes_clause::=、8-34 ページの logging_clause::=、
12-5 ページの table_compression::=、12-5 ページの supplemental_table_logging::=、
12-5 ページの allocate_extent_clause::=、12-6 ページの deallocate_unused_clause::= 、
12-6 ページの upgrade_table_clause::=、12-6 ページの records_per_block_clause::=、
12-6 ページの parallel_clause::=、12-6 ページの row_movement_clause::=、
12-30 ページの flashback_archive_clause::=、12-6 ページの shrink_clause::=、
12-6 ページの alter_iot_clauses::=、12-43 ページの alter_XMLSchemas_clause を参照）

physical_attributes_clause::=

（8-44 ページの storage_clause::= を参照）

physical_attributes_clause

logging_clause

table_compression

supplemental_table_logging

allocate_extent_clause

deallocate_unused_clause

CACHE

NOCACHE

upgrade_table_clause

records_per_block_clause

parallel_clause

row_movement_clause

flashback_archive_clause

RENAME TO new_table_name

alter_iot_clauses alter_XMLSchema_clause

shrink_clause

READ ONLY

READ WRITE

REKEY encryption_spec

PCTFREE integer

PCTUSED integer

INITRANS integer

storage_clause
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ALTER TABLE
logging_clause::=

table_compression::=

supplemental_table_logging::=

supplemental_log_grp_clause::=

supplemental_id_key_clause::=

allocate_extent_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

LOGGING

NOLOGGING

FILESYSTEM_LIKE_LOGGING

COMPRESS

FOR
ALL

DIRECT_LOAD
OPERATIONS

NOCOMPRESS

ADD SUPPLEMENTAL LOG
supplemental_log_grp_clause

supplemental_id_key_clause

,

DROP SUPPLEMENTAL LOG
supplemental_id_key_clause

GROUP log_group

,

GROUP log_group ( column
NO LOG

,

)
ALWAYS

DATA (

ALL

PRIMARY KEY

UNIQUE

FOREIGN KEY

,

) COLUMNS

ALLOCATE EXTENT

(

SIZE size_clause

DATAFILE ’ filename ’

INSTANCE integer

)
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ALTER TABLE
deallocate_unused_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

shrink_clause::=

upgrade_table_clause::=

（12-11 ページの column_properties::= を参照）

records_per_block_clause::=

parallel_clause::=

row_movement_clause::=

alter_iot_clauses::=

（12-8 ページの alter_overflow_clause::=、12-8 ページの alter_mapping_table_clauses::= を参照）

DEALLOCATE UNUSED
KEEP size_clause

SHRINK SPACE
COMPACT CASCADE

UPGRADE

NOT
INCLUDING DATA column_properties

MINIMIZE

NOMINIMIZE
RECORDS_PER_BLOCK

NOPARALLEL

PARALLEL
integer

ENABLE

DISABLE
ROW MOVEMENT

index_org_table_clause

alter_overflow_clause

alter_mapping_table_clauses

COALESCE
12-6 Oracle Database SQL 言語リファレンス



ALTER TABLE
index_org_table_clause::=

mapping_table_clauses::=

key_compression::=

index_org_overflow_clause::=

（12-7 ページの segment_attributes_clause::= を参照）

partition_extended_name::=

subpartition_extended_name::=

segment_attributes_clause::=

（12-4 ページの physical_attributes_clause::=、8-34 ページの logging_clause::= を参照）

mapping_table_clause

PCTTHRESHOLD integer

key_compression index_org_overflow_clause

MAPPING TABLE

NOMAPPING

COMPRESS
integer

NOCOMPRESS

INCLUDING column_name
OVERFLOW

segment_attributes_clause

PARTITION partition

PARTITION FOR ( partition_key_value

,

)

SUBPARTITION subpartition

SUBPARTITION FOR ( subpartition_key_value

,

)

physical_attributes_clause

TABLESPACE tablespace

logging_clause
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ALTER TABLE
alter_overflow_clause::=

（12-7 ページの segment_attributes_clause::=、12-5 ページの allocate_extent_clause::=、
12-6 ページの shrink_clause::=、12-6 ページの deallocate_unused_clause::= を参照）

add_overflow_clause::=

（12-7 ページの segment_attributes_clause::= を参照）

alter_mapping_table_clauses::=

（12-5 ページの allocate_extent_clause::=、12-6 ページの deallocate_unused_clause::= を参照）

column_clauses::=

（12-9 ページの add_column_clause::=、12-9 ページの modify_column_clauses::=、
12-10 ページの drop_column_clause::=、12-10 ページの rename_column_clause::=、
12-10 ページの modify_collection_retrieval::=、12-14 ページの modify_LOB_storage_clause::=、
12-16 ページの alter_varray_col_properties::=、12-10 ページの encryption_spec::= を参照）

add_overflow_clause

OVERFLOW

segment_attributes_clause

allocate_extent_clause

shrink_clause

deallocate_unused_clause

ADD OVERFLOW
segment_attributes_clause ( PARTITION

segment_attributes_clause

,

)

MAPPING TABLE
allocate_extent_clause

deallocate_unused_clause

add_column_clauses

modify_column_clauses

drop_column_clause

rename_column_clause

modify_collection_retrieval

modify_LOB_storage_clause

alter_varray_col_properties
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ALTER TABLE
add_column_clause::=

（12-9 ページの column_definition::=、12-11 ページの column_properties::= を参照）

column_definition::=

（12-10 ページの encryption_spec::=、8-5 ページの constraint::= の「inline_constraint」お
よび「inline_ref_constraintを参照）

virtual_column_definition::=

modify_column_clauses::=

modify_col_properties::=

（12-10 ページの encryption_spec::=、8-5 ページの constraint::= の「inline_
constraint」
および 12-13 ページの LOB_storage_clause::= を参照）

ADD (
column_definition

virtual_column_definition

,

)
column_properties

column datatype
SORT DEFAULT expr ENCRYPT encryption_spec

inline_constraint

inline_ref_constraint

column
datatype GENERATED ALWAYS

AS ( column_expression )

VIRTUAL inline_constraint

MODIFY
( modify_col_properties

,

)

modify_col_substitutable

column
datatype DEFAULT expr

ENCRYPT encryption_spec

DECRYPT

inline_constraint LOB_storage_clause alter_XMLSchemas_clause
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ALTER TABLE
encryption_spec::=

modify_col_substitutable::=

drop_column_clause::=

rename_column_clause::=

modify_collection_retrieval::=

constraint_clauses::=

（8-5 ページの constraint::= の「constraint_state: 」を参照）

USING ’ encrypt_algorithm ’ IDENTIFIED BY password
NO

SALT

COLUMN column
NOT

SUBSTITUTABLE AT ALL LEVELS
FORCE

SET UNUSED

COLUMN column

( column

,

)

CASCADE CONSTRAINTS

INVALIDATE

DROP

COLUMN column

( column

,

)

CASCADE CONSTRAINTS

INVALIDATE CHECKPOINT integer

DROP
UNUSED COLUMNS

COLUMNS CONTINUE

CHECKPOINT integer

RENAME COLUMN old_name TO new_name

MODIFY NESTED TABLE collection_item RETURN AS
LOCATOR

VALUE

ADD
out_of_line_constraint

out_of_line_ref_constraint

MODIFY

CONSTRAINT constraint

PRIMARY KEY

UNIQUE ( column

,

)

constraint_state

RENAME CONSTRAINT old_name TO new_name

drop_constraint_clause
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ALTER TABLE
drop_constraint_clause::=

column_properties::=

object_type_col_properties::=

substitutable_column_clause::=

nested_table_col_properties::=

DROP

PRIMARY KEY

UNIQUE ( column

,

)

CASCADE

KEEP

DROP
INDEX

CONSTRAINT constraint
CASCADE

object_type_col_properties

nested_table_col_properties

varray_col_properties

LOB_storage_clause

( LOB_partition_storage

,

)

XMLType_column_properties

COLUMN column substitutable_column_clause

ELEMENT
IS OF

TYPE
( ONLY type )

NOT
SUBSTITUTABLE AT ALL LEVELS

NESTED TABLE
nested_item

COLUMN_VALUE

substitutable_column_clause
STORE AS storage_table

(

( object_properties )

physical_properties

column_properties

)
RETURN AS

LOCATOR

VALUE
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ALTER TABLE
object_properties::=

（8-5 ページの constraint::= の「inline_constraint」、「inline_ref_constraint」、
「out_of_line_constraint」および「out_of_line_ref_constraint」を参照）

supplemental_logging_props::=

（12-5 ページの supplemental_log_grp_clause::=、12-5 ページの supplemental_id_key_clause::=
を参照）

physical_properties::=

（12-7 ページの segment_attributes_clause::=、12-7 ページの index_org_table_clause::=、
12-18 ページの external_data_properties::= を参照）

column

attribute

DEFAULT expr

inline_constraint

inline_ref_constraint

out_of_line_constraint

out_of_line_ref_constraint

supplemental_logging_props

SUPPLEMENTAL LOG
supplemental_log_grp_clause

supplemental_id_key_clause

segment_attributes_clause
table_compression

ORGANIZATION

HEAP
segment_attributes_clause table_compression

INDEX
segment_attributes_clause

index_org_table_clause

EXTERNAL external_table_clause

CLUSTER cluster ( column

,

)
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ALTER TABLE
varray_col_properties::=

（12-11 ページの substitutable_column_clause::=、12-13 ページの varray_storage_clause::= を
参照）

varray_storage_clause::=

（12-14 ページの LOB_parameters::= を参照）

LOB_storage_clause::=

（12-14 ページの LOB_storage_parameters::= を参照）

VARRAY varray_item

substitutable_column_clause
varray_storage_clause

substitutable_column_clause

STORE AS

SECUREFILE

BASICFILE
LOB

LOB_segname
( LOB_storage_parameters )

LOB_segname

LOB

( LOB_item

,

) STORE AS

SECUREFILE

BASICFILE

( LOB_storage_parameters )

( LOB_item ) STORE AS

SECUREFILE

BASICFILE

LOB_segname

( LOB_storage_parameters )
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ALTER TABLE
LOB_storage_parameters::=

（12-14 ページの LOB_parameters::=、8-44 ページの storage_clause::= を参照）

LOB_parameters::=

（12-15 ページの LOB_retention_clause::=、12-15 ページの LOB_deduplicate_clause::=、
12-15 ページの LOB_compression_clause::=、12-10 ページの encryption_spec::=、
8-34 ページの logging_clause::= を参照）

modify_LOB_storage_clause::=

TABLESPACE tablespace

LOB_parameters
storage_clause

storage_clause

ENABLE

DISABLE
STORAGE IN ROW

CHUNK integer

PCTVERSION integer

FREEPOOLS integer

LOB_retention_clause

LOB_deduplicate_clause

LOB_compression_clause

ENCRYPT encryption_spec

DECRYPT

CACHE

NOCACHE

CACHE READS

logging_clause

MODIFY LOB ( LOB_item ) ( modify_LOB_parameters )
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ALTER TABLE
modify_LOB_parameters::=

（8-44 ページの storage_clause::=、12-15 ページの LOB_retention_clause::=、
12-15 ページの LOB_compression_clause::=、12-10 ページの encryption_spec::=、
8-34 ページの logging_clause::=、12-5 ページの allocate_extent_clause::=、
12-6 ページの shrink_clause::=、12-6 ページの deallocate_unused_clause::= を参照）

LOB_retention_clause::=

LOB_deduplicate_clause::=

LOB_compression_clause::=

storage_clause

PCTVERSION

FREEPOOLS
integer

REBUILD FREEPOOLS

LOB_retention_clause

LOB_deduplicate_clause

LOB_compression_clause

ENCRYPT encryption_spec

DECRYPT

CACHE

NOCACHE

CACHE READS

logging_clause

allocate_extent_clause

shrink_clause

deallocate_unused_clause

RETENTION

MAX

MIN integer

AUTO

NONE

DEDUPLICATE

KEEP_DUPLICATES

COMPRESS

HIGH

MEDIUM

NOCOMPRESS
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ALTER TABLE
alter_varray_col_properties::=

（12-15 ページの modify_LOB_parameters::= を参照）

LOB_partition_storage::=

（12-13 ページの LOB_storage_clause::=、12-13 ページの varray_col_properties::=、
12-16 ページの LOB_partitioning_storage::= を参照）

LOB_partitioning_storage::=

XMLType_column_properties::=

XMLType_storage::=

MODIFY VARRAY varray_item ( modify_LOB_parameters )

PARTITION partition
LOB_storage_clause

varray_col_properties

( SUBPARTITION subpartition
LOB_partitioning_storage

varray_col_properties
)

LOB ( LOB_item )

STORE AS

BASICFILE

SECUREFILE

LOB_segname
( TABLESPACE tablespace )

( TABLESPACE tablespace )

XMLTYPE
COLUMN

column
XMLType_storage XMLSchema_spec

STORE AS

OBJECT RELATIONAL

SECUREFILE

BASICFILE CLOB

BINARY XML

LOB_segname
( LOB_parameters )

( LOB_parameters )
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ALTER TABLE
XMLSchema_spec::=

single_XMLSchema_spec::=

multiple_XMLSchema_spec::=

alter_XMLSchemas_clause::=

alter_external_table::=

（12-9 ページの add_column_clause::=、12-9 ページの modify_column_clauses::=、
12-10 ページの drop_column_clause::=、12-11 ページの drop_constraint_clause::=、
12-6 ページの parallel_clause::= を参照）

single_XMLSchema_spec

multiple_XMLSchema_spec

ALLOW
ANYSCHEMA

NONSCHEMA

DISALLOW NONSCHEMA

XMLSCHEMA XMLSchema_URL
ELEMENT

element

XMLSchema_URL # element

XMLSCHEMAS ( single_XMLSchema_spec

,

)

ADD

REMOVE
multiple_XMLSchema_spec

ALLOW
ANYSCHEMA

NONSCHEMA

DISALLOW NONSCHEMA

add_column_clause

modify_column_clauses

drop_column_clause

parallel_clause

external_data_properties

REJECT LIMIT
integer

UNLIMITED

PROJECT COLUMN
ALL

REFERENCED
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ALTER TABLE
external_data_properties::=

alter_table_partitioning::=

（12-19 ページの modify_table_default_attrs::=、12-19 ページの alter_interval_partitioning::=、
12-19 ページの set_subpartition_template::=、12-19 ページの modify_table_partition::=、
12-21 ページの modify_table_subpartition::=、12-21 ページの move_table_partition::=、
12-21 ページの move_table_subpartition::=、12-21 ページの add_table_partition::=、
12-23 ページの coalesce_table_partition::=、12-23 ページの coalesce_table_subpartition::=、
12-23 ページの drop_table_partition::=、12-23 ページの drop_table_subpartition::=、
12-23 ページの rename_partition_subpart::=、12-24 ページの truncate_partition_subpart::=、
12-24 ページの split_table_partition::=、12-24 ページの split_table_subpartition::=、
12-25 ページの merge_table_partitions::=、12-25 ページの merge_table_subpartitions::=、
12-25 ページの exchange_partition_subpart::= を参照）

DEFAULT DIRECTORY directory

ACCESS PARAMETERS
( opaque_format_spec )

USING CLOB subquery

LOCATION (
directory :

’ location_specifier ’

,

)

modify_table_default_attrs

alter_interval_partitioning

set_subpartition_template

modify_table_partition

modify_table_subpartition

move_table_partition

move_table_subpartition

add_table_partition

coalesce_table_partition

coalesce_table_subpartition

drop_table_partition

drop_table_subpartition

rename_partition_subpart

truncate_partition_subpart

split_table_partition

split_table_subpartition

merge_table_partitions

merge_table_subpartitions

exchange_partition_subpart
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ALTER TABLE
modify_table_default_attrs::=

（12-7 ページの partition_extended_name::=、12-7 ページの segment_attributes_clause::=、
12-5 ページの table_compression::=、12-7 ページの key_compression::=、
12-8 ページの alter_overflow_clause::=、12-14 ページの LOB_parameters::= を参照）

alter_interval_partitioning::=

set_subpartition_template::=

（12-27 ページの range_subpartition_desc::=、12-27 ページの list_subpartition_desc::= を参照）

modify_table_partition::=

（12-20 ページの modify_range_partition::=、12-20 ページの modify_hash_partition::=、
12-20 ページの modify_list_partition::= を参照）

MODIFY DEFAULT ATTRIBUTES
FOR partition_extended_name

segment_attributes_clause table_compression

PCTTHRESHOLD integer key_compression alter_overflow_clause

LOB ( LOB_item )

VARRAY varray
( LOB_parameters )

SET INTERVAL ( expr )

SET SET STORE IN ( tablespace

,

)

SET SUBPARTITION TEMPLATE

(

range_subpartition_desc

,

list_subpartition_desc

, )

hash_subpartition_quantity

modify_range_partition

modify_hash_partition

modify_list_partition
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ALTER TABLE
modify_range_partition::=

（12-7 ページの partition_extended_name::=、12-28 ページの partition_attributes::=、
12-22 ページの add_range_subpartition::=、12-22 ページの add_hash_subpartition::=、
12-23 ページの add_list_subpartition::=、12-29 ページの update_index_clauses::=、
12-6 ページの parallel_clause::=、12-8 ページの alter_mapping_table_clauses::= を参照）

modify_hash_partition::=

（12-7 ページの partition_extended_name::=、12-28 ページの partition_attributes::=、 
12-8 ページの alter_mapping_table_clauses::= を参照）

modify_list_partition::=

（12-7 ページの partition_extended_name::=、12-28 ページの partition_attributes::=、
12-22 ページの add_range_subpartition::=、12-23 ページの add_list_subpartition::=、
12-22 ページの add_hash_subpartition::= を参照）

MODIFY partition_extended_name

partition_attributes

add_range_subpartition

add_hash_subpartition

add_list_subpartition

COALESCE SUBPARTITION
update_index_clauses parallel_clause

alter_mapping_table_clause

REBUILD
UNUSABLE LOCAL INDEXES

MODIFY partition_extended_name

partition_attributes

alter_mapping_table_clause

REBUILD
UNUSABLE LOCAL INDEXES

MODIFY partition_extended_name

partition_attributes

ADD

DROP
VALUES ( literal

,

)

add_range_subpartition

add_list_subpartition

add_hash_subpartition

COALESCE SUBPARTITION
update_index_clauses parallel_clause

REBUILD
UNUSABLE LOCAL INDEXES
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ALTER TABLE
modify_table_subpartition::=

（12-7 ページの subpartition_extended_name::=、12-5 ページの allocate_extent_clause::=、
12-6 ページの deallocate_unused_clause::=、12-6 ページの shrink_clause::=、
12-15 ページの modify_LOB_parameters::= を参照）

move_table_partition::=

（12-7 ページの partition_extended_name::=、12-26 ページの table_partition_description::=、
12-29 ページの update_index_clauses::=、12-6 ページの parallel_clause::= を参照）

move_table_subpartition::=

（12-27 ページの range_subpartition_desc::=、12-27 ページの list_subpartition_desc::=、
12-27 ページの hash_subparts_by_quantity::=、12-29 ページの update_index_clauses::=、 
12-6 ページの parallel_clause::= を参照）

add_table_partition::=

（12-22 ページの add_range_partition_clause::=、12-22 ページの add_hash_partition_clause::=、
12-22 ページの add_list_partition_clause::=、12-22 ページの add_system_partition_clause::=、
12-23 ページの dependent_tables_clause:= を参照）

MODIFY subpartition_extended_name

allocate_extent_clause

deallocate_unused_clause

shrink_clause

LOB LOB_item

VARRAY varray
( modify_LOB_parameters )

REBUILD
UNUSABLE LOCAL INDEXES

ADD

DROP
VALUES ( literal

,

)

MOVE partition_extended_name
MAPPING TABLE table_partition_description

update_index_clauses parallel_clause

MOVE

range_subpartition_desc

list_subpartition_desc

hash_subpartition_desc

update_index_clauses parallel_clause

ADD PARTITION
partition

add_range_partition_clause

add_hash_partition_clause

add_list_partition_clause

add_system_partition_clause

dependent_tables_clause
SQL 文 : ALTER TABLE ～ ALTER TABLESPACE 12-21



ALTER TABLE
add_range_partition_clause::=

（12-26 ページの range_values_clause::=、12-26 ページの table_partition_description::=、
12-27 ページの range_subpartition_desc::=、12-27 ページの list_subpartition_desc::=、
12-27 ページの hash_subparts_by_quantity::=、12-29 ページの update_index_clauses::= を参照）

add_hash_partition_clause::=

（12-28 ページの partitioning_storage_clause::=、12-29 ページの update_index_clauses::=、
12-6 ページの parallel_clause::= を参照）

add_list_partition_clause::=

（12-26 ページの list_values_clause::=、12-26 ページの table_partition_description::=、
12-27 ページの range_subpartition_desc::=、12-27 ページの list_subpartition_desc::=、
12-27 ページの hash_subparts_by_quantity::=、12-29 ページの update_index_clauses::= を参照）

add_system_partition_clause::=

（12-26 ページの table_partition_description::=、12-29 ページの update_index_clauses::= を
参照）

add_range_subpartition::=

（12-27 ページの range_subpartition_desc::=、12-29 ページの update_index_clauses::=、
12-6 ページの parallel_clause::= を参照）

add_hash_subpartition::=

（12-27 ページの hash_subparts_by_quantity::=、12-29 ページの update_index_clauses::=、
12-6 ページの parallel_clause::= を参照）

range_values_clause
table_partition_description

(

range_subpartition_desc

list_subpartition_desc

hash_subpartition_desc

)

update_index_clauses

partitioning_storage_clause
update_index_clauses parallel_clause

list_values_clause
table_partition_description

(

range_subpartition_desc

list_subpartition_desc

hash_subpartition_desc

)

update_index_clauses

BEFORE
partition_name

partition_number table_partition_description update_index_clauses

ADD range_subpartition_desc
dependent_tables_clause update_index_clauses

ADD hash_subpartition_desc
dependent_tables_clause update_index_clauses parallel_clause
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ALTER TABLE
add_list_subpartition::=

（12-27 ページの list_subpartition_desc::=、12-29 ページの update_index_clauses::= を参照）

dependent_tables_clause:=

（12-28 ページの partition_spec::= を参照）

coalesce_table_partition::=

（12-29 ページの update_index_clauses::=、12-6 ページの parallel_clause::= を参照）

coalesce_table_subpartition::=

（12-29 ページの update_index_clauses::=、12-6 ページの parallel_clause::= を参照）

drop_table_partition::=

（12-7 ページの partition_extended_name::=、12-29 ページの update_index_clauses::=、
12-6 ページの parallel_clause::= を参照）

drop_table_subpartition::=

（12-7 ページの subpartition_extended_name::=、12-29 ページの update_index_clauses::=、
12-6 ページの parallel_clause::= を参照）

rename_partition_subpart::=

（12-7 ページの partition_extended_name::=、12-7 ページの subpartition_extended_name::= を
参照）

ADD list_subpartition_desc
dependent_tables_clause update_index_clauses

DEPENDENT TABLES ( table ( partition_spec

,

)

,

)

COALESCE PARTITION
update_index_clauses parallel_clause

COALESCE SUBPARTITION subpartition
update_index_clauses parallel_clause

DROP partition_extended_name
update_index_clauses

parallel_clause

DROP subpartition_extended_name
update_index_clauses

parallel_clause

RENAME
partition_extended_name

subpartition_extended_name
TO new_name
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ALTER TABLE
truncate_partition_subpart::=

（12-7 ページの partition_extended_name::=、12-7 ページの subpartition_extended_name::=、
12-29 ページの update_index_clauses::=、12-6 ページの parallel_clause::= を参照）

split_table_partition::=

（12-7 ページの partition_extended_name::=、12-26 ページの range_partition_desc::=、
12-27 ページの list_partition_desc::=、12-23 ページの dependent_tables_clause:=、
12-29 ページの update_index_clauses::=、12-6 ページの parallel_clause::= を参照）

split_table_subpartition::=

（12-7 ページの subpartition_extended_name::=、12-27 ページの range_subpartition_desc::=、
12-27 ページの list_subpartition_desc::=、12-29 ページの update_index_clauses::=、
12-6 ページの parallel_clause::= を参照）

TRUNCATE
partition_extended_name

subpartition_extended_name

DROP

REUSE
STORAGE

update_index_clauses
parallel_clause

SPLIT partition_extended_name

AT ( literal

,

)
INTO ( range_partition_desc , range_partition_desc )

VALUES ( literal

,

)
INTO ( list_partition_desc , list_partition_desc )

dependent_tables_clause update_index_clauses parallel_clause

SPLIT subpartition_extended_name

AT ( literal

,

)
INTO ( range_subpartition_desc , range_subpartition_desc )

VALUES (
literal

NULL

,

)
INTO ( list_subpartition_desc , list_subpartition_desc )

dependent_tables_clause update_index_clauses parallel_clause
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ALTER TABLE
merge_table_partitions::=

（12-7 ページの partition_extended_name::=、12-28 ページの partition_spec::=、
12-23 ページの dependent_tables_clause:=、12-29 ページの update_index_clauses::=、
12-6 ページの parallel_clause::= を参照）

merge_table_subpartitions::=

（12-7 ページの subpartition_extended_name::=、12-27 ページの range_subpartition_desc::=、
12-27 ページの list_subpartition_desc::=、12-29 ページの update_index_clauses::=、
12-6 ページの parallel_clause::= を参照）

exchange_partition_subpart::=

（12-7 ページの partition_extended_name::=、12-7 ページの subpartition_extended_name::=、
12-25 ページの exceptions_clause::=、12-29 ページの update_index_clauses::=、
12-6 ページの parallel_clause::= を参照）

exceptions_clause::=

MERGE PARTITIONS partition_extended_name , partition_extended_name

INTO partition_spec dependent_tables_clause update_index_clauses parallel_clause

MERGE SUBPARTITIONS subpartition_extended_name , subpartition_extended_name

INTO
range_subpartition_desc

list_subpartition_desc dependent_tables_clause update_index_clauses parallel_clause

EXCHANGE
partition_extended_name

subpartition_extended_name
WITH TABLE table

INCLUDING

EXCLUDING
INDEXES

WITH

WITHOUT
VALIDATION

exceptions_clause update_index_clauses
parallel_clause

EXCEPTIONS INTO
schema .

table
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ALTER TABLE
range_values_clause::=

list_values_clause::=

table_partition_description::=

（12-7 ページの segment_attributes_clause::=、12-5 ページの table_compression::=、
12-7 ページの key_compression::=、12-13 ページの LOB_storage_clause::=、
12-13 ページの varray_col_properties::= を参照）

range_partition_desc::=

（12-26 ページの range_values_clause::=、12-26 ページの table_partition_description::=、
12-27 ページの range_subpartition_desc::=、12-27 ページの list_subpartition_desc::= を参照）

VALUES LESS THAN (
literal

MAXVALUE

,

)

VALUES (

literal

NULL

,

DEFAULT

)

segment_attributes_clause

table_compression

key_compression OVERFLOW
segment_attributes_clause

LOB_storage_clause

varray_col_properties

range_values_clause table_partition_description

(

range_subpartition_desc

,

list_subpartition_desc

,

individual_hash_subparts

,

)

hash_subparts_by_quantity
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ALTER TABLE
list_partition_desc::=

（12-26 ページの list_values_clause::=、12-26 ページの table_partition_description::=、
12-27 ページの range_subpartition_desc::=、12-27 ページの list_subpartition_desc::= を参照）

range_subpartition_desc::=

（12-26 ページの range_values_clause::=、12-28 ページの partitioning_storage_clause::= を参照）

list_subpartition_desc::=

（12-26 ページの list_values_clause::=、12-28 ページの partitioning_storage_clause::= を参照）

individual_hash_subparts::=

hash_subparts_by_quantity::=

list_values_clause table_partition_description

(

range_subpartition_desc

,

list_subpartition_desc

,

individual_hash_subparts

,

)

hash_subparts_by_quantity

SUBPARTITION
subpartition

range_values_clause
partitioning_storage_clause

SUBPARTITION
subpartition

list_values_clause
partitioning_storage_clause

SUBPARTITION
subpartition partitioning_storage_clause

SUBPARTITIONS integer
STORE IN ( tablespace

,

)
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ALTER TABLE
partitioning_storage_clause::=

（12-5 ページの table_compression::=、12-28 ページの LOB_partitioning_storage::= を参照）

LOB_partitioning_storage::=

partition_attributes::=

（12-4 ページの physical_attributes_clause::=、8-34 ページの logging_clause::=、
12-5 ページの allocate_extent_clause::=、12-6 ページの deallocate_unused_clause::=、
12-6 ページの shrink_clause::=、12-5 ページの table_compression::=、
12-15 ページの modify_LOB_parameters::= を参照）

partition_spec::=

（12-26 ページの table_partition_description::= を参照）

TABLESPACE tablespace

OVERFLOW
TABLESPACE tablespace

table_compression

key_compression

LOB_partitioning_storage

VARRAY varray_item STORE AS

SECUREFILE

BASICFILE
LOB LOB_segname

LOB ( LOB_item )

STORE AS

BASICFILE

SECUREFILE

LOB_segname
( TABLESPACE tablespace )

( TABLESPACE tablespace )

physical_attributes_clause

logging_clause

allocate_extent_clause

deallocate_unused_clause

shrink_clause

OVERFLOW

physical_attributes_clause

logging_clause

allocate_extent_clause

deallocate_unused_clause

table_compression

LOB LOB_item

VARRAY varray
( modify_LOB_parameters )

PARTITION
partition table_partition_description
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ALTER TABLE
update_index_clauses::=

（12-29 ページの update_global_index_clause::=、12-29 ページの update_all_indexes_clause::=
を参照）

update_global_index_clause::=

update_all_indexes_clause::=

（12-29 ページの update_index_partition::=、12-29 ページの update_index_subpartition::= を
参照）

update_index_partition::=

（12-29 ページの index_partition_description::=、12-30 ページの index_subpartition_clause::= を
参照）

update_index_subpartition::=

index_partition_description::=

（12-7 ページの segment_attributes_clause::=、12-7 ページの key_compression::= を参照）

update_global_index_clause

update_all_indexes_clause

UPDATE

INVALIDATE
GLOBAL INDEXES

UPDATE INDEXES

( index (
update_index_partition

update_index_subpartition
)

,

)

index_partition_description
index_subpartition_clause

,

SUBPARTITION
subpartition TABLESPACE tablespace

,

PARTITION
partition

segment_attributes_clause

key_compression

PARAMETERS ( ’ ODCI_parameters ’ )
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ALTER TABLE
index_subpartition_clause::=

parallel_clause::=

move_table_clause::=

（12-7 ページの segment_attributes_clause::=、12-5 ページの table_compression::=、 12-7 ページ
の index_org_table_clause::=、12-13 ページの LOB_storage_clause::=、12-13 ページの varray_
col_properties::= を参照）

flashback_archive_clause::=

enable_disable_clause::=

（12-31 ページの using_index_clause::=、12-25 ページの exceptions_clause::= を参照）

STORE IN ( tablespace

,

)

( SUBPARTITION
subpartition TABLESPACE tablespace key_compression

,

)

NOPARALLEL

PARALLEL
integer

MOVE
ONLINE segment_attributes_clause table_compression

index_org_table_clause

LOB_storage_clause

varray_col_properties parallel_clause

FLASHBACK ARCHIVE
flashback_archive

NO FLASHBACK ARCHIVE

ENABLE

DISABLE

VALIDATE

NOVALIDATE
UNIQUE ( column

,

)

PRIMARY KEY

CONSTRAINT constraint

using_index_clause exceptions_clause CASCADE

KEEP

DROP
INDEX
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ALTER TABLE
using_index_clause::=

（14-51 ページの create_index::=、12-31 ページの index_properties::= を参照）

index_properties::=

（「CREATE INDEX」の項にある 14-53 ページの global_partitioned_index::= と
14-55 ページの local_partitioned_index::=、および 12-31 ページの index_attributes::= を参照。
domain_index_clauseは、using_index_clauseではサポートされていません。）

index_attributes::=

（12-4 ページの physical_attributes_clause::=、8-34 ページの logging_clause::=、
12-7 ページの key_compression::= を参照。parallel_clauseは、using_index_clause
ではサポートされていません。）

USING INDEX

schema .
index

( create_index_statement )

index_properties

global_partitioned_index

local_partitioned_index

index_attributes

INDEXTYPE IS
domain_index_clause

XMLIndex_clause

physical_attributes_clause

logging_clause

ONLINE

TABLESPACE
tablespace

DEFAULT

key_compression

SORT

NOSORT

REVERSE

VISIBLE

INVISIBLE

parallel_clause
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ALTER TABLE
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

ALTER TABLE文の多くの句の機能は、CREATE TABLE文での機能と同じです。これらの句の詳
細は、16-6 ページの「CREATE TABLE」を参照してください。

schema
表が含まれているスキーマを指定します。schemaの指定を省略した場合、表は自分のスキー
マ内にあるとみなされます。

table
変更する表の名前を指定します。

一時表の変更の制限事項一時表の変更の制限事項一時表の変更の制限事項一時表の変更の制限事項 : 一時表の変更、一時表内の列の削除または一時表の名前の変更を実
行できます。ただし、一時表に対して次のことはできません。

� ネストした表型の列の追加（他の型の列は追加できます）

� 追加または変更された列の参照整合性（外部キー）制約の指定

� 追加または変更された LOB 列に対する次の LOB_storage_clauseの句の指定 : 
TABLESPACE、storage_clause、logging_clause、allocate_extent_clauseま
たは deallocate_unused_clause

� physical_attributes_clause、nested_table_col_properties、
parallel_clause、allocate_extent_clause、deallocate_unused_clauseま
たは索引構成表（IOT）句の指定

� パーティション表と一時表の間でのパーティションの交換

� logging_clauseの指定

� MOVEの指定

外部表の変更の制限事項外部表の変更の制限事項外部表の変更の制限事項外部表の変更の制限事項 : 外部表の列を追加、削除または変更できます。ただし、外部表に対
して次のことはできません。

� LONG、LOB またはオブジェクト型の列の追加、または外部表の列のデータ型をこれらの
データ型のいずれかに変換

� 外部表への制約の追加

� 外部表の記憶域パラメータの変更

� logging_clauseの指定

� MOVEの指定

注意注意注意注意 : ALTER TABLE文を実行すると、変更した表にアクセスするプロ
シージャおよびストアド・ファンクションが無効になる場合があります。
無効になる条件および具体的な状況については、『Oracle Database アドバ
ンスト・アプリケーション開発者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : 1 つ以上のマテリアライズド・ビューのマスター表となっている表
を変更した場合、マテリアライズド・ビューには INVALIDのマークが付
けられます。無効なマテリアライズド・ビューは、クエリー・リライトに
よって使用できません。また、リフレッシュすることもできません。マテ
リアライズド・ビューを再検証する場合は、11-2 ページの「ALTER 
MATERIALIZED VIEW」を参照してください。

参照参照参照参照 : マテリアライズド・ビューに関する一般的な情報については、
『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。
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ALTER TABLE
alter_table_properties
alter_table_clausesを使用すると、データベースの表を変更できます。

physical_attributes_clause
physical_attributes_clauseを使用すると、PCTFREE、PCTUSEDおよび INITRANSパ
ラメータの値と記憶特性を変更できます。これらのパラメータおよび特性の詳細は、8-39 ペー
ジの「physical_attributes_clause」および 8-41 ページの「storage_clause」を参照してくださ
い。

表の物理属性の変更の制限事項表の物理属性の変更の制限事項表の物理属性の変更の制限事項表の物理属性の変更の制限事項 : 物理属性の変更には、次の制限事項があります。

� PCTUSEDパラメータは、索引構成表の索引セグメントに対して指定できません。

� ローカル管理表領域の表の記憶域属性を変更しようとすると、エラーが発生します。ただ
し、ローカル管理表領域にパーティション表のセグメントがあり、ディクショナリ管理表
領域に他のセグメントがある場合、ディクショナリ管理表領域のセグメントの記憶域属性
は変更されますが、ローカル管理表領域のセグメントの記憶域属性は変更されません。
また、エラーも発生しません。

� 自動セグメント領域管理のセグメントの場合は、PCTUSED設定の変更は無視されます。
PCTFREE設定を変更した場合、その変更をセグメントに割当て済のブロックに実装するに
は、DBMS_REPAIR.SEGMENT_FIX_STATUSプロシージャを実行する必要があります。

表の物理属性の変更の注意事項表の物理属性の変更の注意事項表の物理属性の変更の注意事項表の物理属性の変更の注意事項 : この句で指定する値が表に与える影響を次に示します。

� 非パーティション表の場合、作成時に表に指定した値は新しく指定した値によって上書き
されます。

� レンジ・パーティション表、リスト・パーティション表またはハッシュ・パーティション
表の場合、新しく指定した値がその表のデフォルト値およびすべての既存パーティション
に対する実際の値となり、そのパーティションにすでに設定されていた値は上書きされま
す。既存のパーティション値を上書きせずにデフォルトの表属性を変更する場合は、
modify_table_default_attrsを使用してください。

� コンポジット・パーティション表の場合、新しく指定した値がその表とその表のすべての
パーティションのデフォルト値、およびその表のすべてのサブパーティションに対する実
際の値となり、そのサブパーティションにすでに設定されていた値は上書きされます。
既存のサブパーティションの値を上書きせずにデフォルトのパーティション属性を変更す
る場合は、FOR PARTITION句とともに modify_table_default_attrsを使用してく
ださい。

logging_clause
logging_clauseを使用すると、表のロギング属性を変更できます。また、
logging_clauseでは、後続の ALTER TABLE ... MOVEおよび ALTER TABLE ... SPLIT 操作の
ログを記録するかどうかも指定します。

modify_table_default_attrs句とともにこの句を使用した場合、パーティション表のロ
ギング属性が影響を受けます。

参照参照参照参照 :

� この句の詳細は、8-34 ページの「logging_clause」を参照してくださ
い。

� logging_clauseおよびパラレル DML の詳細は、『Oracle Database
データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。
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ALTER TABLE
table_compression 
table_compression句は、ヒープ構成表に対してのみ有効です。この句を使用すると、ディ
スクおよびメモリーの使用量を削減するために、データ・セグメントを圧縮するかどうかを指
定できます。この句のセマンティクスの詳細および表の圧縮を使用したオブジェクトの作成方
法の詳細は、16-31 ページの「CREATE TABLE」の「table_compression」を参照してください。

supplemental_table_logging 
supplemental_table_logging句を使用すると、REDO ログ・グループ、またはサプリメ
ンタル・ログが記録される REDO ログ・グループの 1 つ以上の列を追加または削除できます。

� ADD句で supplemental_log_grp_clauseを使用すると、指定したサプリメンタル・ロ
グ・グループを作成できます。supplemental_id_key_clauseを使用すると、システ
ム生成のログ・グループを作成できます。

� DROP句で GROUP log_group構文を使用すると、指定したサプリメンタル・ログ・グルー
プを削除できます。supplemental_id_key_clauseを使用すると、システム生成のロ
グ・グループを削除できます。

supplemental_log_grp_clauseおよび supplemental_id_key_clauseは、CREATE 
TABLE文および ALTER TABLE文で同じセマンティクスを持ちます。これらの句の詳細は、

「CREATE TABLE」の 16-29 ページの「supplemental_log_grp_clause」および 16-29 ページの
「supplemental_id_key_clause」を参照してください。

allocate_extent_clause 
allocate_extent_clauseを使用すると、表、パーティション、サブパーティション、オー
バーフロー・データ・セグメント、LOB データ・セグメントまたは LOB 索引に新しいエクス
テントを明示的に割り当てることができます。

表のエクステントの割当ての制限事項表のエクステントの割当ての制限事項表のエクステントの割当ての制限事項表のエクステントの割当ての制限事項 : 一時表、レンジ・パーティション表またはコンポジッ
ト・パーティション表にエクステントを割り当てることはできません。

deallocate_unused_clause
deallocate_unused_clauseを使用すると、表、パーティション、サブパーティション、
オーバーフロー・データ・セグメント、LOB データ・セグメントまたは LOB 索引の 後にあ
る未使用領域の割当てを明示的に解除できます。解放された領域は、表領域の他のセグメント
から利用できます。

注意注意注意注意 : 初めて、圧縮データが追加されるように表を変更する場合は、表
のすべてのビットマップ索引およびビットマップ索引パーティションに
UNUSABLEのマークを付ける必要があります。

参照参照参照参照 : 表の圧縮の使用例は、『Oracle Database データ・ウェアハウス・
ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : サプリメンタル REDO ログ・グループの詳細は、『Oracle Data 
Guard 概要および管理』を参照してください。

参照参照参照参照 : この句の詳細は、8-2 ページの「allocate_extent_clause」および
12-78 ページの「エクステントの割当て例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : この句の詳細は、8-24 ページの「deallocate_unused_clause」およ
び 12-74 ページの「未使用領域の解放例 :」を参照してください。
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shrink_clause
shrink_clause を使用すると、表、索引構成表またはそのオーバーフロー・セグメント、索引、
パーティション、サブパーティション、LOB セグメント、マテリアライズド・ビューまたはマ
テリアライズド・ビュー・ログの領域を手動で縮小できます。この句は、自動セグメント管理
を使用した表領域のセグメントに対してのみ有効です。デフォルトでは、セグメントが縮小さ
れて 高水位標が調整され、再生領域がすぐに解放されます。

セグメントの縮小では、行移動が必要です。したがって、この句を指定する前に、縮小するオ
ブジェクトの行移動を使用可能にする必要があります。また、アプリケーションで ROWID に
基づいたトリガーを使用している場合、この句を発行する前にこのトリガーを使用禁止にする
必要があります。

COMPACT COMPACTを指定すると、セグメント領域のデフラグのみが行われ、後で領域を解
放できるように表の行が縮小されます。 高水位標の再調整および領域の解放は、すぐに行わ
れません。操作を完了するには、後で別の ALTER TABLE ... SHRINK SPACE文を発行する必要
があります。この句は、1 回の長い手順のかわりに 2 回の短い手順で縮小操作を実行する場合
に便利です。

索引または索引構成表では、ALTER [INDEX | TABLE] ... SHRINK SPACE COMPACTを指定する
ことは、ALTER [INDEX | TABLE] ... COALESCEを指定することと同じです。shrink_clause
はカスケード実行できます（次の CASCADEを参照）。また、結合操作の場合よりセグメントを
高密度に圧縮できるため、パフォーマンスが向上します。ただし、未使用領域を解放しない場
合は、適切な COALESCE句を使用します。

CASCADE CASCADEを指定すると、tableのすべての依存オブジェクト（索引構成表の 2 次
索引を含む）に対して同じ操作を実行できます。

shrink_clause の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : shrink_clauseには、次の制限事項があります。

� 同じ ALTER TABLE文で、この句と別の句を組み合せて使用することはできません。

この句は、クラスタ、クラスタ化表または LONG列を含むすべてのオブジェクトには指定
できません。

� セグメントの縮小は、ファンクション索引またはビットマップ結合索引を含む表ではサ
ポートされません。

� CASCADEを指定しても、この句では索引構成表のマッピング表を縮小できません。

� この句は、圧縮表には指定できません。

� ON COMMITマテリアライズド・ビューのマスター表は縮小できません。ROWID マテリア
ライズド・ビューは、縮小操作の実行後に再構築する必要があります。

CACHE | NOCACHE
CACHE句および NOCACHE句のセマンティクスは、CREATE TABLE文および ALTER TABLE文
で同じです。これらの句の詳細は、16-53 ページの「CREATE TABLE」の「CACHE | 
NOCACHE | CACHE READS」を参照してください。ALTER TABLE文でこれらの句をいずれ
も省略した場合、既存の値は変更されません。

upgrade_table_clause 
upgrade_table_clauseは、オブジェクト表およびオブジェクト列を含むリレーショナル表
に対して有効です。この句を使用すると、ターゲットとなる表のメタデータが参照される各型
の 新バージョンに準拠する型に変換されます。表が有効な場合、表のメタデータは変更され
ないままとなります。

注意注意注意注意 : shrink_clauseを指定する前に、索引構成表に対して行の移動
を有効にしないでください。索引構成表の ROWIDは、その主キーであり、
変更できません。このため、そのような表に対して行の移動は関係なく、
有効でもありません。
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オブジェクト表およびオブジェクト列の更新の制限事項オブジェクト表およびオブジェクト列の更新の制限事項オブジェクト表およびオブジェクト列の更新の制限事項オブジェクト表およびオブジェクト列の更新の制限事項 : この句の中では、
object_type_col_propertiesを column_properties句として指定できません。

INCLUDING DATA INCLUDING DATAを指定すると、表のデータを型の 新バージョンの形式
に変換できます。column_properties および LOB_partition_storage を使用して表を更新する間
に、新しいすべての列の記憶域を定義できます。これはデフォルトです。

ALTER TYPE文の dependent_handling_clauseに CASCADE INCLUDING TABLE DATAを指
定すると、型の更新時に表のデータを変換できます。この句の詳細は、『Oracle Database 
PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。表が古いバージョンの型に基づくデータを
含むかどうかを確認するには、USER_TAB_COLUMNSデータ・ディクショナリ・ビューの
DATA_UPGRADED列を参照します。

NOT INCLUDING DATA NOT INCLUDING DATAを指定すると、列データは変更されません。

NOT INCLUDING DATA の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : 表が Oracle8 リリース 8.0.x のイメージ・フォーマット
を含む場合、NOT INCLUDING DATAを指定できません。表がこのような列を含むかどうかを確
認するには、USER_TAB_COLUMNSデータ・ディクショナリ・ビューの V80_FMT_IMAGE列を
参照します。

records_per_block_clause 
records_per_block_clauseを使用すると、1 ブロックに格納できるレコード数を制限する
かどうかを指定できます。この句によって、この後、表に作成されるビットマップ索引はでき
るだけ縮小されます。

ブロック内のレコードの制限事項ブロック内のレコードの制限事項ブロック内のレコードの制限事項ブロック内のレコードの制限事項 : record_per_block_clauseには、次の制限事項があり
ます。

� 表にすでにビットマップ索引が定義されている場合は、MINIMIZEまたは NOMINIMIZEの
いずれも指定できません。まず、ビットマップ索引を削除する必要があります。

� この句は、索引構成表またはネストした表に対して指定できません。

MINIMIZE MINIMIZEを指定すると、表の各ブロックの 大レコード数を計算し、ブロックに
含まれるレコード数がその数を超えないように挿入操作を制限できます。

MINIMIZEを指定する前に、表にデータのサンプル・セットを定義しておくことをお薦めしま
す。表の圧縮を使用している場合（12-34 ページの「table_compression」を参照）、圧縮データ
のサンプル・セットは、すでに表に存在している必要があります。

MINIMIZE の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : MINIMIZEは、空の表に対して指定できません。

NOMINIMIZE NOMINIMIZEを指定すると、MINIMIZE機能が無効になります。これはデフォ
ルトです。

row_movement_clause
親表でも行の移動が無効化されている場合を除き、参照パーティション表で行の移動を無効に
することはできません。それ以外では、この句のセマンティクスは、CREATE TABLE文および
ALTER TABLE文で同じです。これらの句の詳細は、16-55 ページの「CREATE TABLE」の

「row_movement_clause」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� データ・ディクショナリ・ビューの詳細は、『Oracle Database リファ
レンス』を参照してください。

� 表が依存する型を変更する際に、依存表のデータを変換する場合の詳
細は、13-4 ページの「ALTER TYPE」を参照してください。
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flashback_archive_clause
この句を指定するには、指定されたフラッシュバック・データ・アーカイブに対する
FLASHBACK ARCHIVEオブジェクト権限が必要です。この句を使用すると、表の履歴追跡を有
効または無効にできます。

� 表の追跡を有効にするには、FLASHBACK ARCHIVEを指定します。flashback_archive
を指定すると、この表に特定のフラッシュバック・データ・アーカイブを指定できます。
指定するフラッシュバック・データ・アーカイブは、すでに存在している必要があります。

アーカイブ名を指定しない場合、データベースは、システムに指定されたデフォルトのフ
ラッシュバック・データ・アーカイブを使用します。システムにデフォルトのフラッシュ
バック・データ・アーカイブが指定されていない場合は、flashback_archiveを指定す
る必要があります。

FLASHBACK ARCHIVEを指定して、この表のフラッシュバック・データ・アーカイブを変
更することはできません。かわりに、まず ALTER TABLE文に NO FLASHBACK ARCHIVE句
を付けて実行し、次に、ALTER TABLE文に FLASHBACK ARCHIVE句を付けて実行します。

� 表の追跡を無効にするには、NO FLASHBACK ARCHIVEを指定します。

RENAME TO
RENAME句を使用すると、表の名前を new_table_nameに変更できます。

この句を使用した場合、依存するすべてのマテリアライズド・ビューは無効になります。マテ
リアライズド・ビューの詳細は、15-4 ページの「CREATE MATERIALIZED VIEW」および

『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。

表にドメイン索引が定義されている場合、ODCIIndexAlter() メソッドが RENAMEオプション付
きで起動されます。この操作によって、索引タイプ・メタデータと実表の間の対応が確立され
ます。

READ ONLY | READ WRITE
READ ONLYを指定すると、表を読取り専用モードに設定できます。表が READ ONLYモードの
場合は、表に影響する DML 文または SELECT ... FOR UPDATE文は発行できません。表データ
を変更しない DDL 文は発行できます。表が READ ONLYモードの場合は、表に関連する索引の
操作は可能です。

READ WRITEを指定すると、読取り専用表を読取り / 書込みモードに戻すことができます。

REKEY encryption_spec 
REKEY句を使用すると、新しい暗号化キーの生成または異なるアルゴリズム間の切替えができ
ます。この操作は、表内の LOB 列を含むすべての暗号化された列が再度暗号化された後にのみ
戻されます。

alter_iot_clauses

index_org_table_clause 
この句を使用すると、既存の索引構成表の特性の一部を変更できます。索引構成表は、主キー
によってソートされたデータを保持する表であり、主キーに基づくアクセスおよび操作には
適です。詳細は、16-33 ページの「CREATE TABLE」の「index_org_table_clause」を参照して
ください。

参照参照参照参照 : 追跡が有効な表の作成の詳細は、16-56 ページの「CREATE 
TABLE」の「flashback_archive_clause」を参照してください。デフォルト
のフラッシュバック・データ・アーカイブの作成の詳細は、14-45 ページ
の「CREATE FLASHBACK ARCHIVE」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「索引構成表の変更例 :」（12-75 ページ）
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key_compression
この句は、tableが索引構成されている場合のみ有効です。COMPRESSを指定すると、ブロッ
クを再利用するために、索引構成表の主キー索引ブロックを空きブロックに結合できます（可
能な場合）。この句は parallel_clauseとあわせて指定できます。

PCTTHRESHOLD integer 16-33 ページの「CREATE TABLE」の「PCTTHRESHOLD integer」
を参照してください。

INCLUDING column_name 16-34 ページの「CREATE TABLE」の「INCLUDING 
column_name」を参照してください。

overflow_attributes
overflow_attributesを使用すると、索引構成表に対して、変更するオーバーフロー・デー
タ・セグメントの物理記憶域属性およびロギング属性を指定できます。この句に指定するパラ
メータの値は、オーバーフロー・データ・セグメントにのみ適用されます。

add_overflow_clause
add_overflow_clauseを使用すると、指定した索引構成表にオーバーフロー・データ・セグ
メントを追加できます。また、この句を使用すると、エクステントを明示的に割り当てたり、
既存のオーバーフロー・セグメントから未使用領域の割当てを解除することができます。

STORE IN tablespace句を使用すると、オーバーフロー・セグメント全体に対する表領域の
記憶域を指定できます。PARTITION句を使用すると、パーティションによるセグメントに対す
る表領域の記憶域を指定できます。

パーティション化された索引構成表の場合、次の点に注意してください。

� PARTITIONを指定しない場合、それぞれのパーティションに自動的にオーバーフロー・セ
グメントが割り当てられます。これらのセグメントの物理属性は表のレベルから継承され
ます。

� 1 つ以上のパーティションに別々の物理属性を指定する場合、表の各パーティションに属性
を指定する必要があります。パーティションの名前を指定する必要はありませんが、パー
ティションが作成された順番で属性を指定する必要があります。

パーティションの順番を確認するには、USER_IND_PARTITIONSビューの PARTITION_NAME
および PARTITION_POSITION列を問い合せます。

TABLESPACEを指定していないパーティションがある場合、表に対して指定された表領域が使
用されます。表レベルで TABLESPACEを指定していない場合は、そのパーティションの主キー
索引セグメントの表領域が使用されます。

オーバーフロー属性の制限事項オーバーフロー属性の制限事項オーバーフロー属性の制限事項オーバーフロー属性の制限事項 : segment_attributes_clauseでは、次のことに注意し
ます。

� physical_attributes_clauseの OPTIMALパラメータを指定できません。

� この句を使用して、オーバーフロー・セグメントの表領域の記憶域を指定できません。
非パーティション表の場合、ALTER TABLE ... MOVE ... OVERFLOWを使用して、セグメント
を異なる表領域に移動します。パーティション表の場合、ALTER TABLE ... MODIFY 
DEFAULT ATTRIBUTES ... OVERFLOWを使用して、オーバーフロー・セグメントのデフォ
ルト表領域を変更します。

tableがローカル管理表領域にある場合、表領域のセグメント属性の中にはデータベースに
よって自動的に管理されるものがあるため、制限事項が追加されます。

参照参照参照参照 : 「CREATE TABLE」（16-6 ページ）

参照参照参照参照 : add_overflow_clause句の詳細は、8-2 ページの
「allocate_extent_clause」および 8-24 ページの
「deallocate_unused_clause」を参照してください。
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alter_overflow_clause 
alter_overflow_clauseを使用すると、既存の索引構成表のオーバーフロー・セグメント
の定義を変更できます。

add_overflow_clauseの制限事項は、alter_overflow_clauseにも適用されます。

alter_mapping_table_clauses 
alter_mapping_table_clausesは、tableが索引構成されており、マッピング表を持つ
場合にのみ有効です。

allocate_extent_clause allocate_extent_clauseを使用すると、新しいエクステントを
索引構成表のマッピング表の終わりに割り当てることができます。この句の詳細は、8-2 ページ
の「allocate_extent_clause」を参照してください。

deallocate_unused_clause deallocate_unused_clauseを指定すると、索引構成表の
マッピング表の終わりにある未使用領域の割当てを解除できます。この句の詳細は、8-24 ペー
ジの「deallocate_unused_clause」を参照してください。

マッピング表またはそのパーティションに関する他のすべての属性は、自動的に管理されます。

COALESCE 句句句句

COALESCEを指定すると、ブロックを再利用するために、索引構成表の管理に使用される索引
の索引ブロックの内容を空きブロックにマージできます（可能な場合）。この句と
shrink_clause の関係については、12-35 ページの「shrink_clause」を参照してください。

alter_XMLSchemas_clause
この句は、XMLType表を変更する場合にのみ、alter_table_propertiesの一部として有
効です。詳細は、12-43 ページの「alter_XMLSchemas_clause」を参照してください。

column_clauses
これらの句を指定すると、列を追加、削除または変更できます。

add_column_clause
add_column_clauseを使用すると、表に列を追加できます。

column_definition 
既存の表に列を追加するときの column_definitionの要素の動作は、この項で特に述べら
れていないかぎり、新しい表の作成時に列を追加するときの動作と同じです。詳細は、16-25
ページの「column_definition」を参照してください。

注意注意注意注意 : 索引構成表に列を追加した場合、各列の 大サイズが評価され、
行の 大値が計算されます。オーバーフロー・セグメントが必要で、
OVERFLOWを指定していない場合は、エラーが発生し ALTER TABLE文は
実行されません。このチェック機能によって、索引構成表に対する後続の
DML 操作が、オーバーフロー・セグメントがないために失敗することを
回避できます。

参照参照参照参照 : この句のキーワードとパラメータの詳細は、16-6 ページの
「CREATE TABLE」および 12-78 ページの「表の列の追加例 :」を参照して
ください。
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column_definition の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 SORTパラメータは、新しい表を作成する場合にのみ有効で
す。ALTER TABLE ... ADD文の column_definition では、SORTを指定できません。

列を追加すると、新しい列の各行に初期値として NULL が設定されます。NOT NULL列に
DEFAULT句を指定すると、デフォルト値はメタデータとして格納されますが、列自体にはデー
タは移入されません。ただし、デフォルト値が結果セットに戻されるように、新しい列を指定
する後続の問合せは再書込みされます。

この 適化された動作は、以前のリリースとは異なります。以前のリリースでは、ALTER 
TABLE操作の一部として、Oracle Database は新しく作成された列内の行をデフォルト値で更
新し、表に定義された AFTER UPDATEトリガーを起動していました。ただし、 適化された動
作には、次の制限事項があります。

� 表に LOB 列を持つことはできません。対象となる表は、索引構成化したり、一時表または
クラスタ化された表にすることはできません。また、キュー表、オブジェクト表またはマ
テリアライズド・ビューのコンテナ表にすることもできません。

� 追加する列は暗号化できず、オブジェクト列、ネストした表の列または LOB 列にすること
はできません。

パーティション化された索引構成表の各パーティションには、オーバーフロー・データ・セグ
メントを追加できます。

非パーティションおよびパーティション表に LOB 列を追加できます。表、およびパーティショ
ンまたはサブパーティションのレベルで LOB 記憶域を指定できます。

SELECT *構文を使用して、表からすべての列を選択するように指定した問合せを使用して
ビューを作成した場合、tableに列を追加しても、新しい列がビューに自動的に追加されるこ
とはありません。ビューに新しい列を追加する場合、CREATE VIEW文に OR REPLACE句を指定
してビューを再作成してください。詳細は、17-13 ページの「CREATE VIEW」を参照してくだ
さい。

virtual_column_definition
virtual_column_definitionは列を追加する場合、列を作成する場合と同じセマンティク
スを持ちます。

列の追加の制限事項列の追加の制限事項列の追加の制限事項列の追加の制限事項 : 列の追加には、次の制限事項があります。

� クラスタ化表には、LOB 列を追加できません。

� LOB 列をハッシュ・パーティション表に追加する場合、新しいパーティションに対して指
定できる属性は、TABLESPACEのみです。

� tableに行がある場合、DEFAULT句を指定しないかぎり、NOT NULL制約のある列を追加
できません。

� 索引構成表にこの句を指定した場合、同じ文では他の句を指定できません。

注意注意注意注意 : 列にデフォルト値がある場合、DEFAULT句を使用してデフォルト
を NULLに変更することができますが、デフォルト値を完全に削除するこ
とはできません。列に割り当てられたデフォルト値がある場合、USER_
TAB_COLUMNSデータ・ディクショナリ・ビューの DATA_DEFAULT列に
はデフォルト値または NULLのいずれかが表示されます。

参照参照参照参照 : 詳細は、16-27 ページの「CREATE TABLE」の
「virtual_column_definition」および 12-78 ページの「仮想表の列の追加
例 :」を参照してください。
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DEFAULT
DEFAULT句を使用すると、新しい列にデフォルト値を指定したり、既存の列に新しいデフォル
ト値を指定することができます。後続の INSERT文で列に値を指定しない場合、この値が自動
的に割り当てられます。表に新しい列を追加する場合、デフォルト値を指定すると、その表の
すべての行にデフォルトの列値が挿入されます。

デフォルト値のデータ型は、列に対して指定したデータ型と一致している必要があります。
また、列には、このデフォルト値を保持できる十分な大きさが必要です。

列のデフォルト値の制限事項列のデフォルト値の制限事項列のデフォルト値の制限事項列のデフォルト値の制限事項 : 列のデフォルト値には、次の制限事項があります。

� DEFAULT式に、他の列、疑似列 CURRVAL、NEXTVAL、LEVELおよび ROWNUM、または完
全には指定されていない日付定数に対する参照を指定することはできません。

� 式には、スカラー副問合せ式を除くすべての書式を使用できます。

inline_constraint 
inline_constraintを使用すると、新しい列に制約を追加できます。

inline_ref_constraint
inline_ref_constraint を使用すると、新しい REF型の列を定義できます。制約の型の構文や制限
などの詳細は、8-4 ページの「constraint」を参照してください。

column_properties
column_propertiesの句を使用すると、オブジェクト型、ネストした表、VARRAY または
LOB 列の記憶特性を指定できます。

object_type_col_properties この句は新しいオブジェクト型列や属性を追加する場合にのみ
有効です。modify_column_clausesを使用すると、既存のオブジェクト型列のプロパティ
を変更できます。この句のセマンティクスは、特に指定がないかぎり、CREATE TABLEと同じ
です。

object_type_col_properties句を使用すると、新しいオブジェクト列、オブジェクト属
性、コレクション列およびコレクション属性の要素に対する記憶特性を指定できます。

この句の詳細は、16-36 ページの「CREATE TABLE」の「object_type_col_properties」を参照し
てください。

nested_table_col_properties nested_table_col_properties句を使用すると、ネスト
した表に対して別の記憶特性を指定し、そのネストした表を索引構成表として定義できます。
ネストした表の型を持つ列または列属性付きで表を作成する場合は、この句を挿入する必要が
あります。（この句の中で、親オブジェクト表に対する場合と同じ働きをする句は、ここでは繰
り返されません）。

� nested_itemには、型がネストした表である列（または、ネストした表のオブジェクト
型の 上位の属性）の名前を指定します。

ネストした表がマルチレベル・コレクションで、内部のネストした表には名前が割り当て
られていない場合、nested_item名のかわりに COLUMN_VALUEを指定します。

� storage_tableには、nested_itemの行を含む表の名前を指定します。記憶表は、親表
と同じスキーマ、および親表と同じ表領域内に作成されます。

ネストした表の列のプロパティの制限事項ネストした表の列のプロパティの制限事項ネストした表の列のプロパティの制限事項ネストした表の列のプロパティの制限事項 : ネストした表の列のプロパティには、次の制限事
項があります。

� parallel_clauseは指定できません。

� physical_properties句の一部として CLUSTERを指定できません。

参照参照参照参照 : 「デフォルト列値の指定例 :」（12-78 ページ）
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varray_col_properties varray_col_propertiesを使用すると、VARRAY 型のデータが格
納されている LOB に対して、別の記憶特性を指定できます。この句を指定する場合、インライ
ンに格納できるほど小さい値でも、VARRAY は必ず LOB に格納されます。varray_itemがマ
ルチレベル・コレクションの場合、varray_item内にネストされたすべてのコレクション項
目は、常に varray_itemと同じ LOB に格納されます。

VARRAY 列のプロパティの制限事項列のプロパティの制限事項列のプロパティの制限事項列のプロパティの制限事項 : VARRAY 列に対し、LOB_parametersの一部として
TABLESPACEを指定することはできません。VARRAY に対する LOB 表領域のデフォルトは、
表を含む表領域になります。

LOB_storage_clause
LOB_storage_clauseを使用すると、新しく追加した LOB 列、LOB パーティション、LOB
サブパーティションまたは LONG列から LOB 列への変換時の LOB 記憶特性を指定できます。
この句では、既存の LOB を変更できません。かわりに、12-49 ページの

「modify_LOB_storage_clause」を使用する必要があります。

この項で特に指定がない場合は、LOB_storage_clauseおよび
modify_LOB_storage_clause内のすべての LOB パラメータは、ALTER TABLE文で、
CREATE TABLE文と同じセマンティクスを持ちます。この句の詳細は、16-37 ページの

「CREATE TABLE」の「LOB_storage_clause」を参照してください。

LOB パラメータの制限事項パラメータの制限事項パラメータの制限事項パラメータの制限事項 : ハッシュ・パーティションまたはハッシュ・サブパーティショ
ンに指定できる LOB_parametersのパラメータは、TABLESPACEのみです。

CACHE READS 句句句句 新しい LOB 列を追加するときに、CACHE READSでロギング属性を指定で
きます。作成時に LOB 列を定義するときにも指定できます。この句の詳細は、16-53 ページの

「CREATE TABLE」の句「CACHE READS」を参照してください。

ENABLE | DISABLE STORAGE IN ROW STORAGE IN ROWは、一度設定すると変更できませ
ん。したがって、この句は modify_col_properties句の一部には指定できません。ただし、
新しい列を追加するとき（add_column_clause）、または表を移動するとき

（move_table_clause）に、この設定を変更することはできます。この句の詳細は、16-38 ページ
の「CREATE TABLE」の句「ENABLE STORAGE IN ROW」を参照してください。

CHUNK integer modify_col_properties句を使用して、設定後の CHUNKの値を変更する
ことはできません。作成後の列に異なる CHUNK値が必要な場合は、ALTER TABLE … MOVEを
使用します。詳細は、16-38 ページの「CREATE TABLE」の句「CHUNK integer」を参照してく
ださい。

RETENTION BasicFile LOB については、データベースが自動 UNDO モードで稼働している
場合、旧バージョンの LOB を保持するには、PCTVERSIONではなく RETENTIONを指定しま
す。この句によって、PCTVERSIONのこれまでの設定が上書きされます。このパラメータの詳
細は、16-39 ページの「CREATE TABLE」の句「LOB_retention_clause」を参照してください。

FREEPOOLS integer データベースが自動 UNDO モードで稼働している場合、BasicFile LOB
に対してこの句を使用すると LOB の空きリスト・グループ数を指定できます。この句によっ
て、FREELIST GROUPSのこれまでの設定が上書きされます。このパラメータの詳細は、16-39
ページの「CREATE TABLE」の句「FREEPOOLS integer」を参照してください。SecureFile 
LOB の場合は、データベースはこのパラメータを無視します。

LOB_partition_storage 
1 つの ALTER TABLE文では、LOB_partition_storageのリストを 1 つのみ指定できます。
すべての LOB_storage_clausesおよび varray_col_properties句は、
LOB_partition_storage句のリストの前に指定する必要があります。制限を含むこの句の
詳細は、16-41 ページの「CREATE TABLE」の句「LOB_partition_storage」を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : 「ネストした表の例 :」（12-80 ページ）
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XMLType_column_properties この句の詳細は、16-43 ページの「CREATE TABLE」の句
「XMLType_column_properties」を参照してください。

XMLSchema_spec この句の詳細は、16-59 ページの「CREATE TABLE」の句
「XMLSchema_spec」を参照してください。

alter_XMLSchemas_clause この句を使用すると、1 つ以上の XMLSchema 指定を XMLType
表に追加または削除できます。

� XMLSchema を削除すると、表がスキャンされ、その特定のスキーマを使用してエンコー
ドされた XMLType 行が削除されます。

� 表で非スキーマ・バイナリ XML データが使用可能である場合、表が空でないときは、
XMLSchema を追加できません。

� オプションの ALLOW | DISALLOW句は、BINARY XML記憶域を指定した XMLType列に対し
てのみ有効です。これらの句の詳細は、16-59 ページの「CREATE TABLE」の

「XMLSchema_spec」を参照してください。

modify_column_clauses
modify_column_clausesを使用すると、既存の列のプロパティや既存のオブジェクト型の
列の代替性を変更できます。

modify_col_properties
この句を使用すると、列のプロパティを変更できます。この句で省略した列定義のオプション
部分（データ型、デフォルト値、制約）は、変更されません。

datatype 列のすべての行が NULL の場合、列のデータ型を変更できます。ただし、マテリア
ライズド・ビューのコンテナ表にある列のデータ型を変更した場合、それに対応するマテリア
ライズド・ビューが無効になります。

参照整合性制約の外部キーの一部として、文で列が指定されている場合のみ、データ型を省略
できます。参照整合性制約の参照キーに対応する列のデータ型が、その列に自動的に割り当て
られます。

すべての行に NULL 値が存在するどうかにかかわらず、文字型または RAW 型の列のサイズ、
または数値型の列の精度は、いつでも大きくすることができます。また、変更を行ってもデー
タを変更しなくて済む場合、列のデータ型のサイズを小さくすることができます。既存のデー
タがスキャンされ、新しいサイズの制限を超えるデータが存在する場合はエラーが戻されます。

DATE列を TIMESTAMPまたは TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEに変更できます。すべての
TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEを DATE列に変更できます。

参照参照参照参照 :

� LOB_segnameおよび LOB_parameters句の詳細は、12-42 ページの
「LOB_storage_clause」を参照してください。

� オブジェクト・リレーショナル表における XMLType列の例は、16-65
ページの「XMLType 列の例 :」を参照してください。XMLSchema の
作成例は、E-8 ページの「SQL 文での XML の使用方法」を参照して
ください。

� XMLType列と表および XMLSchema の作成の詳細は、『Oracle XML 
DB 開発者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 「表の列の変更例 :」（12-78 ページ）
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表が空の場合、日時列または期間列の先行フィールドまたは秒の小数部を増やすことも減らす
こともできます。表が空でない場合、日時列または期間列の先行フィールドまたは秒の小数部
を増やすことのみできます。

LONG列は CLOBまたは NCLOB列に、LONG RAW列は BLOB列に変更できます。

� 変更された LOB 列は、元の LONG列で定義されたすべての制約およびトリガーを継承しま
す。いずれかの制約を変更する場合、後続の ALTER TABLE文で変更する必要があります。

� ドメイン索引が LONG列で定義されている場合、列を LOB に変更する前に削除する必要が
あります。

� 変更後、表のすべての列にある他のすべての索引を再構築する必要があります。

CHARおよび VARCHAR2列の場合、CHAR（元々バイトで指定されていた列に対するキャラク
タ・セマンティクス）または BYTE（元々文字で指定されていた列に対するバイト・セマンティ
クス）を指定すると、長さセマンティクスを変更できます。既存の列の長さを確認するには、
ALL_TAB_COLUMNS、USER_TAB_COLUMNSまたは DBA_TAB_COLUMNSデータ・ディクショナ
リ・ビューの CHAR_USED列を問い合せます。

ENCRYPT encryption_spec | DECRYPT この句は、暗号化された列の復号化、暗号化されて
いない列の暗号化、または暗号化された列の SALTオプションを変更するために使用します。

encryption_specを指定して既存の列を暗号化する場合は、同じ表内で暗号化されている他
の列の暗号化仕様と一致させることが必要です。encryption_specの詳細や制限事項は、
16-26 ページの「CREATE TABLE」の encryption_spec 句を参照してください。

新規または既存の列が LOB 列の場合は、列を SecureFile LOB として格納する必要があり、
SALTオプションは指定できません。

inline_constraint この句を使用すると、変更する列に対する制約を追加できます。既存の列
に設定されている既存の制約の状態を変更する場合は、constraint_clausesを使用します。

注意注意注意注意 : TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE列を DATE列に変更すると、
秒の小数部およびタイムゾーンで調整されたデータが失われます。

� TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEデータに秒の小数部がある場合、
秒の小数部を丸めて列の行データが更新されます。

� TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEデータに 60 以上の分フィールド
がある場合（夏時間の規則が切り換えられた場合に境界で発生）、そ
の分フィールドから 60 を引いて列の行データが更新されます。

参照参照参照参照 :

� LONGから LOB への移行の詳細は、『Oracle Database SecureFiles およ
びラージ・オブジェクト開発者ガイド』を参照してください。

� 索引の削除および再構築の詳細は、10-64 ページの「ALTER INDEX」
を参照してください。

参照参照参照参照 :

� バイト・セマンティクスおよびキャラクタ・セマンティクスの詳細
は、『Oracle Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を
参照してください。

� データ・ディクショナリ・ビューの詳細は、『Oracle Database リファ
レンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : 「データの暗号化例 :」（12-78 ページ）
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LOB_storage_clause LOB_storage_clauseは、LONG列を LOB 列に変換する場合のみ、
modify_col_properties内で使用できます。この場合のみ、LOB_storage_clauseを使
用して列に対する LOB 記憶域を指定できます。ただし、LOB_item。LOB_storage_clause
で省略したすべての属性には、デフォルトの LOB 記憶域属性が適用されます。

alter_XMLSchemas_clause この句は、XMLType表の modify_col_properties内でのみ
有効です。詳細は、12-43 ページの「alter_XMLSchemas_clause」を参照してください。

列のプロパティの変更の制限事項列のプロパティの変更の制限事項列のプロパティの変更の制限事項列のプロパティの変更の制限事項 : 列のプロパティの変更には、次の制限事項があります。

� LOB 列のデータ型は変更できません。

� 列にドメイン索引が定義されている場合は、表の列を変更できません。 初にドメイン索
引を削除してから列を変更する必要があります。

� 表または索引のパーティション化キーまたはサブパーティション化キーの一部である列の
長さまたはデータ型は変更できません。

� CHAR型の列を VARCHAR2（または VARCHAR）型に変更または VARCHAR2（または
VARCHAR）型の列を CHAR型に変更できるのは、BLANK_TRIMMING初期化パラメータが
TRUEに設定され、列のサイズが同じまたは増加する場合のみです。BLANK_TRIMMING初
期化パラメータが TRUEに設定されている場合、列のサイズを切捨て後のデータの 大値
以上の値まで減らすこともできます。

� 表がクラスタの一部である場合は、LONGまたは LONG RAW列を LOB に変更できません。
LONGまたは LONG RAW列を LOB に変更する場合は、同じ ALTER TABLE文では、
DEFAULT句および LOB_storage_clause以外は指定できません。

� LONGまたは LONG RAW列を LOB に変更する場合のみ、LOB_storage_clauseを
modify_col_propertiesの一部として指定できます。

� 索引構成表に対して ROWIDデータ型の列は指定できませんが、UROWID型の列は指定でき
ます。

� 列のデータ型を REFに変更できません。

modify_col_substitutable
この句を使用すると、既存のオブジェクト型列の代替性を設定または変更できます。

FORCEキーワードを指定すると、型 ID 情報またはサブタイプ属性に関するデータが含まれる
非表示列が削除されます。オブジェクト型の列または属性が FINALでない場合、FORCEを指
定する必要があります。

列の代替性の変更の制限事項列の代替性の変更の制限事項列の代替性の変更の制限事項列の代替性の変更の制限事項 : 列の代替性の変更には、次の制限事項があります。

� ALTER TABLE文には、この句を 1 度のみ指定できます。

� オブジェクト表自体の代替性が設定されている場合、オブジェクト表の列の代替性は変更
できません。

� IS OF TYPE構文を使用して列を作成または追加した場合は、この句を指定できません。
この構文によって、オブジェクト列や属性で使用できるサブタイプの範囲が、特定のサブ
タイプに制限されます。IS OF TYPE構文の詳細は、16-36 ページの「CREATE TABLE」の

「substitutable_column_clause」を参照してください。

� 列の属性にネストしたオブジェクト型（FINAL以外）が含まれる場合、FORCEを指定して
も、VARRAY 列を NOT SUBSTITUTABLEに変更できません。

参照参照参照参照 : マテリアライズド・ビューの再検証の詳細は、11-2 ページの
「ALTER MATERIALIZED VIEW」を参照してください。
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drop_column_clause 
drop_column_clauseを使用すると、不要になった列を削除したり、将来、システム・リ
ソースへの要求が少なくなったときに削除するように列にマークを付けることによって、デー
タベースの領域を解放できます。

� ネストした表の列を削除すると、その記憶表も削除されます。

� LOB 列を削除すると、LOB データおよび対応する LOB 索引セグメントも削除されます。

� BFILE列を削除すると、その列に格納されたロケータのみ削除され、ロケータによって参
照されるファイルは削除されません。

� INCLUDING列として定義した列を削除（または未使用とマーク）すると、この列の直前に
格納された列が新しい INCLUDING列になります。

SET UNUSED 句句句句

SET UNUSEDを使用すると、1 つ以上の列が未使用としてマーク付けされます。内部ヒープ構成
表の場合、この句を指定すると、対象の列は表の各行から実際には削除されません。これらの
列が使用しているディスク領域はリストアされません。このため、応答時間は DROP句を使用
した場合よりも短縮されます。

外部表内の列に対してこの句を指定すると、句は透過的に ALTER TABLE ... DROP COLUMN文に
変換されます。その理由は、外部表に対する操作はメタデータのみの操作であるため、2 つの
コマンドのパフォーマンスに違いがないためです。

UNUSEDのマークが付いた列を持つすべての表は、データ・ディクショナリ・ビュー USER_
UNUSED_COL_TABS、DBA_UNUSED_COL_TABSおよび ALL_UNUSED_COL_TABSで参照できま
す。

未使用列のデータは表の行に残っていますが、この列は削除されたものとして扱われます。
UNUSEDのマークが付けられた列にはアクセスできなくなります。SELECT *問合せでも、未使
用列からデータを取り出すことはできません。また、UNUSEDのマークが付けられた列の名前
および型は、DESCRIBEコマンドでは表示されず、未使用列と同じ名前の新しい列を表に追加
できます。

DROP 句句句句

DROPを指定すると、表のそれぞれの行から、対象となる列に関連付けられた列記述子および
データを削除できます。特定の列を明示的に削除した場合、対象の表で UNUSEDのマークが付
いている列もすべて同時に削除されます。

列データを削除した場合、次のものが削除されます。

� 対象の列に定義されているすべての索引。

� 対象の列を参照しているすべての制約。

� 対象の列に統計タイプが関連付けられている場合、FORCEオプションによって、関連付け
は解除され、その統計タイプを使用して収集したすべての統計情報は削除されます。

参照参照参照参照 : データ・ディクショナリ・ビューの詳細は、『Oracle Database リ
ファレンス』を参照してください。

注意注意注意注意 : これらの列を実際に削除するまでは、表当たり 1000 列の制限に対
して、これらの列もカウント対象になります。ただし、すべての DDL 文
と同様に、この句の結果をロールバックすることはできません。SET 
UNUSED列を取り出すために、対応する SET USEDを発行することはでき
ません。1000 列の制限の詳細は、16-6 ページの「CREATE TABLE」を参
照してください。

また、LONG列に UNUSEDのマークを付けた場合、この未使用の LONG列
を実際に削除しないかぎり、その表には別の LONG列を追加できません。
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ALTER TABLE
DROP UNUSED COLUMNS 句句句句

DROP UNUSED COLUMNSを指定すると、未使用とマークされているすべての列を表から削除で
きます。表の未使用の列からディスク領域を回収する場合に、この文を使用します。表に未使
用の列がない場合でも、エラーは戻されません。

column 未使用として設定または削除する 1 つ以上の列を指定します。列を 1 つのみ指定する
場合にかぎり、COLUMNキーワードを使用します。列リストを指定する場合、リストには重複
する列を指定できません。

CASCADE CONSTRAINTS CASCADE CONSTRAINTSを指定すると、削除する列に定義され
ている主キーおよび一意キーを参照する外部キー制約をすべて削除したり、削除する列に定義
されているすべての複数列制約を削除することができます。他の表の列、または対象である表
の他の列が参照している制約がある場合は、CASCADE CONSTRAINTSを指定する必要がありま
す。CASCADE CONSTRAINTS を指定しない場合、その文は異常終了し、エラーが戻されま
す。

INVALIDATE INVALIDATEキーワードはオプションです。ビュー、トリガー、ストアド・プ
ログラム・ユニットなどのすべての依存オブジェクトが自動的に無効になります。オブジェク
トの無効化は再帰的プロセスです。したがって、すべての直接的な依存オブジェクトおよび間
接的な依存オブジェクトが無効になります。ただし、データベースでは、リモート依存性を
ローカル依存性と別に管理しているため、ローカル依存性のみが無効になります。

この文によって無効となったオブジェクトは、次に参照された際に自動的に再検証されます。
オブジェクトを参照する前に、オブジェクトに存在するエラーは、すべて修正しておく必要が
あります。

CHECKPOINT CHECKPOINTを指定すると、integer行を処理した後に DROP COLUMN操作
のチェックポイントが適用されます。integerはオプションであり、1 以上である必要があり
ます。integerが表の行数より大きい場合、すべての行が処理された後にチェックポイントが
適用されます。integerを指定しない場合、デフォルトの 512 が設定されます。チェックポイ
ントは、DROP COLUMN操作中に蓄積された UNDO ログの量を削減し、UNDO 領域の不足を回
避します。ただし、チェックポイントが適用された後にこの文が中断された場合、表は使用禁
止の状態のままになります。表が使用できない間、その表に対して実行可能な操作は、DROP 
TABLE、TRUNCATE TABLEおよび ALTER TABLE DROP ... COLUMNS CONTINUE（後述）のみで
す。

この句は列データを削除しないため、SET UNUSEDと同時に使用できません。

DROP COLUMNS CONTINUE 句句句句

DROP COLUMNS CONTINUEを指定すると、中断されたところから列削除操作を続行できます。
表が無効な状態にあるときにこの文を発行すると、エラーになります。

注意注意注意注意 : 対象の列が対象でない列の親キーである場合または CHECK 制約
が対象である列と対象でない列の両方を参照している場合は、Oracle 
Database はエラーを戻し、CASCADE CONSTRAINTS句を指定しないかぎ
り、列を削除しません。この句を指定した場合、対象である列を参照して
いるすべての制約が削除されます。

参照参照参照参照 : 統計タイプの関連付けの解除方法の詳細は、17-30 ページの
「DISASSOCIATE STATISTICS」を参照してください。

参照参照参照参照 : 依存性の詳細は、『Oracle Database 概要』を参照してください。
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ALTER TABLE
列の削除の制限事項列の削除の制限事項列の削除の制限事項列の削除の制限事項 : 列の削除には、次の制限事項があります。

� この句の各部分は、文の中で 1 回のみ指定でき、他の ALTER TABLE句と同時に使用するこ
とはできません。たとえば、次のような文は許可されません。

ALTER TABLE t1 DROP COLUMN f1 DROP (f2);
ALTER TABLE t1 DROP COLUMN f1 SET UNUSED (f2);
ALTER TABLE t1 DROP (f1) ADD (f2 NUMBER);
ALTER TABLE t1 SET UNUSED (f3) 
   ADD (CONSTRAINT ck1 CHECK (f2 > 0));

� オブジェクト型の列は、エンティティとしてのみ削除できます。オブジェクト型の列から
属性を削除するには、ALTER TYPE ... DROP ATTRIBUTE文を CASCADE INCLUDING TABLE 
DATA句とともに使用します。属性の削除は、すべての依存オブジェクトに影響することに
注意してください。詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してく
ださい。

� 索引構成表からは、主キー列でない場合にかぎり、列を削除できます。索引構成表の主
キー制約は削除できないため、CASCADE CONSTRAINTSを指定しても主キー列は削除でき
ません。

� 削除した列または未使用の列を含む表をエクスポートできます。ただし、エクスポート・
ファイルに指定されたすべての列が表に存在する（これらの列のいずれも削除または未使
用のマークを付けられていない）場合のみ、その表をインポートできます。そうでない場
合は、エラーが戻ります。

� ダイレクト・ロード操作のために圧縮された表の列を未使用として設定しますが、その列
を削除することはできません。ただし、drop_column_clauseのすべての句は、すべて
の操作のために圧縮された表に対して有効です。詳細は、16-31 ページの

「table_compression」のセマンティクスを参照してください。

� ドメイン索引が構築されている列は削除できません。

� REF列からは SCOPE表制約および WITH ROWID制約を削除できません。

� 次のものは、この句を使用して削除できません。

– 疑似列、クラスタ列またはパーティション列。パーティションが作成されたすべての
表領域がオンラインで読取り / 書込みモードである場合、パーティション表から非
パーティション列を削除できます。

– ネストした表の列、オブジェクト表の列または SYSが所有する表の列。

rename_column_clause 
rename_column_clauseを使用すると、tableの列名を変更できます。新しい列には、
table内の他の列と同じ名前を指定しないでください。

列名を変更すると、依存オブジェクトは次のように処理されます。

� 名前が変更された列に依存するファンクション索引および CHECK 制約は、引き続き有効
です。

� 依存ビュー、トリガー、ファンクション、プロシージャおよびパッケージは無効になりま
す。これらのオブジェクトが次にアクセスされる際に、妥当性チェックが再度実行されま
す。妥当性チェックが正常に実行されない場合は、新しい列名を使用してこれらのオブ
ジェクトを変更する必要があります。

� 名前を変更する列にドメイン索引を定義している場合、ODCIIndexAlter メソッドが
RENAMEオプション付きで起動されます。この操作によって、索引タイプ・メタデータと
実表の間の対応が確立されます。

参照参照参照参照 : 「列の削除例 :」（12-74 ページ）
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ALTER TABLE
列名の変更の制限事項列名の変更の制限事項列名の変更の制限事項列名の変更の制限事項 : 列名の変更には、次の制限事項があります。

� 同じ文の中で、この句を他の column_clausesと同時に使用することはできません。

� 結合索引の定義に使用される列名は変更できません。列名を変更する場合、索引を削除し、
列名を変更してから、索引を再作成する必要があります。

modify_collection_retrieval 
modify_collection_retrievalを使用すると、データベースからコレクション型の項目が
取り出されたときの戻り値を変更できます。

collection_item ネストした表型または VARRAY 型の列修飾属性の名前を指定します。

RETURN AS 問合せの結果として何を戻り値とするかを指定します。

� LOCATORは、ネストした表に対して一意のロケータを戻すことを指定します。

� VALUEは、ネストした表のコピーをそのまま戻すことを指定します。

modify_LOB_storage_clause
modify_LOB_storage_clauseを使用すると、LOB_itemの物理属性を変更できます。
各 modify_LOB_storage_clauseに対して、LOB_itemを 1 つのみ指定できます。

以降の項では、modify_LOB_parameters に固有のパラメータのセマンティクスについて説明し
ます。この項で特に指定がない場合は、残りの LOB パラメータのセマンティクスは、表の作成
時と表の変更時で同じです。詳細は、この項の 後にある制限と、16-38 ページの「CREATE 
TABLE」の句「LOB_storage_parameters」を参照してください。

PCTVERSION integer この句の詳細は、16-38 ページの「CREATE TABLE」の句
「PCTVERSION integer」を参照してください。

LOB_retention_clause データベースが自動 UNDO モードで稼働している場合、旧バージョ
ンの LOB を保持するには、PCTVERSIONではなく RETENTIONを指定します。この句によっ
て、PCTVERSIONのこれまでの設定が上書きされます。

FREEPOOLS integer データベースが自動 UNDO モードで稼働している場合、BasicFile LOB
に対してこの句を使用すると LOB の空きリスト・グループ数を指定できます。この句によっ
て、FREELIST GROUPSのこれまでの設定が上書きされます。このパラメータの詳細は、16-39
ページの「CREATE TABLE」の句「FREEPOOLS integer」を参照してください。SecureFile 
LOB の場合は、データベースはこのパラメータを無視します。

REBUILD FREEPOOLS この句は、BasicFile LOB にのみ適用されます。SecureFile LOB には
適用されません。REBUILD FREEPOOLS句を指定すると、LOB 列から古いバージョンのデータ
がすべて削除されます。この句は、LOB セグメント内に保持されている古いバージョンの領域
をすべて削除し、その領域を新しい LOB データがすぐに使用できるように解放する場合に有効
です。

参照参照参照参照 : 「列名の変更例 :」（12-74 ページ）

参照参照参照参照 : 「コレクションの取出し例 :」（12-73 ページ）

注意注意注意注意 : ALTER TABLE文によって、または DBMS_REDEFINITIONパッ
ケージを使用したオンライン再定義によって、LOB 記憶域を変更できま
す。作成時に LOB 暗号化、圧縮または重複除外を有効にしなかった場合
は、作成後にオンライン再定義を使用してこれらを有効にすることをお薦
めします。この処理は、これら 3 つのパラメータの変更にとって、ディス
ク領域がより効率的であるためです。DBMS_REDEFINITIONの詳細は、

『Oracle Database PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リ
ファレンス』を参照してください。
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ALTER TABLE
LOB_deduplicate_clause この句は、SecureFile LOB に対してのみ有効です。
KEEP_DUPLICATESは、LOB 重複除外を無効にします。DEDUPLICATEは、LOB 重複除外を有
効にします。セグメント内のすべての LOB が読み取られ、一致する LOB がある場合は重複が
除外されてから戻されます。

LOB_compression_clause この句は、SecureFile LOB に対してのみ有効です。COMPRESS
は、セグメント内のすべての LOB を圧縮して戻します。NOCOMPRESSは、セグメント内のす
べての LOB を圧縮解除して戻します。

ENCRYPT | DECRYPT LOB 暗号化は、一般に列の暗号化と同じセマンティクスを持ちます。
詳細は、12-44 ページの「ENCRYPT encryption_spec | DECRYPT」を参照してください。

CACHE、、、、NOCACHE、、、、CACHE READS CACHEまたは NOCACHEから CACHE READSへ、また
は CACHE READSから CACHEまたは NOCACHEへ LOB 列を変更するときに、ロギング属性を変
更できます。LOGGINGまたは NOLOGGINGを指定しない場合、LOB 列の現行ロギング属性がデ
フォルトになります。CACHE、NOCACHEまたは CACHE READSを指定しない場合、Oracle 
Database は、LOB 属性の既存の値を保持します。

LOB 記憶域の変更の制限事項記憶域の変更の制限事項記憶域の変更の制限事項記憶域の変更の制限事項 : LOB 記憶域の変更には、次の制限事項があります。

� LOB 記憶域属性を変更する場合、storage_clauseの INITIALパラメータの値は変更で
きません。

� 同じ文で allocate_extent_clauseと deallocate_unused_clauseの両方を指定す
ることはできません。

� PCTVERSIONパラメータと RETENTIONパラメータの両方を指定することはできません。

� shrink_clauseは、SecureFile LOB に対して指定できません。

alter_varray_col_properties
alter_varray_col_propertiesを使用すると、VARRAY が格納されている既存の LOB の
記憶特性を変更できます。

VARRAY 列のプロパティ変更の制限事項列のプロパティ変更の制限事項列のプロパティ変更の制限事項列のプロパティ変更の制限事項 : LOB_parametersの TABLESPACE句は、この句
の一部として指定できません。VARRAY に対する LOB 表領域のデフォルトは、表を含む表領
域になります。

REKEY encryption_spec
REKEY句は、データベースで新しい暗号化キーを生成します。表内の暗号化されている列はす
べて、新しいキーを使用して再度暗号化されます。その際 encryption_specの USING句を
指定すると、新しい暗号化アルゴリズムが使用されます。この ALTER TABLE文で、この句と
別の句を組み合せて使用することはできません。

constraint_clauses
constraint_clausesを使用すると、アウトライン宣言を使用して新しい制約を追加、既存
の制約の状態を変更、および制約を削除できます。アウトライン制約および
constraint_stateのすべてのキーワードとパラメータの詳細は、8-4 ページの「constraint」
を参照してください。

参照参照参照参照 : LOB パラメータの設定の詳細は、16-37 ページの「CREATE 
TABLE」の「LOB_storage_clause」および 12-79 ページの「LOB 列の例 :」
を参照してください。

参照参照参照参照 : 列の透過的な暗号化の詳細は、『Oracle Database Advanced 
Security 管理者ガイド』を参照してください。
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ALTER TABLE
制約の追加制約の追加制約の追加制約の追加

ADD句を使用すると、アウトライン制約またはアウトライン REF制約を表に追加できます。

制約の変更制約の変更制約の変更制約の変更

MODIFY CONSTRAINT句を使用すると、既存の制約の状態を変更できます。

制約変更の制限事項制約変更の制限事項制約変更の制限事項制約変更の制限事項 : 制約の変更には、次の制限事項があります。

� NOT DEFERRABLE制約は、INITIALLY DEFERREDには変更できません。

� 索引構成表にこの句を指定した場合、同じ文では他の句を指定できません。

� 参照パーティション表の外部キー列の NOT NULL制約は変更できません。また、参照パー
ティション表の参照制約のパーティション化状態は変更できません。

制約名の変更制約名の変更制約名の変更制約名の変更

RENAME CONSTRAINT句を使用すると、tableの既存の制約名を変更できます。新しい制約名
は、同一スキーマ内にあるオブジェクトの既存の制約と同じ名前にはできません。制約に依存
するすべてのオブジェクトは、引き続き有効です。

drop_constraint_clause
drop_constraint_clauseを使用すると、データベースの整合性制約を削除できます。
制約の適用を中止し、データ・ディクショナリから制約が削除されます。
各 drop_constraint_clauseには、制約を 1 つのみ指定できますが、1 つの文の中では、
複数の drop_constraint_clausesを指定できます。

制約削除の制限事項制約削除の制限事項制約削除の制限事項制約削除の制限事項 : 参照パーティション表の外部キー列の NOT NULL制約は削除できませ
ん。また、参照パーティション表の参照制約のパーティション化は削除できません。

PRIMARY KEY PRIMARY KEYを指定すると、tableの主キー制約を削除できます。

UNIQUE UNIQUEを指定すると、指定した列の一意制約を削除できます。

ビットマップ結合索引が定義されている列から主キー制約または一意制約を削除すると、索引
は無効になります。ビットマップ結合索引の詳細は、14-50 ページの「CREATE INDEX」を参
照してください。

CONSTRAINT CONSTRAINT constraintを指定すると、主キー制約または一意制約以外の
整合性制約を削除できます。

CASCADE CASCADEを指定すると、削除する整合性制約に依存するその他の整合性制約もす
べて削除できます。

KEEP INDEX | DROP INDEX KEEP INDEXまたは DROP INDEXを指定すると、主キーまたは
一意制約の適用に使用する索引を残すか削除するかを指定できます。

参照参照参照参照 : 12-74 ページの「CHECK 制約を使用禁止にする例 :」、12-77 ペー
ジの「オブジェクト識別子の指定例 :」および 12-81 ページの「REF 列の
例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「制約状態の変更例 :」（12-73 ページ）

参照参照参照参照 : 「制約名の変更例 :」（12-79 ページ）
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ALTER TABLE
制約削除の制限事項制約削除の制限事項制約削除の制限事項制約削除の制限事項 : 制約の削除には、次の制限事項があります。

� 参照整合性制約の一部の主キー制約または一意キー制約は、外部キーを削除しないと削除
できません。参照されたキーと外部キーをともに削除する場合は、CASCADE句を使用して
ください。CASCADEを省略すると、外部キーによって参照される主キー制約および一意制
約は削除されません。

� 主キーをオブジェクト識別子（OID）として使用している表では、主キー制約は
（CASCADE句を使用しても）削除できません。

� REF列の参照整合性制約を削除した場合、REF列の有効範囲には参照先の表が含まれたま
まになります。

� REF列の有効範囲は削除できません。

alter_external_table 
alter_external_table句を使用すると、外部表の特性を変更できます。この句は、外部
データには影響しません。parallel_clause、enable_disable_clause、
external_data_propertiesおよび REJECT LIMIT句の構文およびセマンティクスは、
CREATE TABLEの内容と同じです。16-34 ページの「CREATE TABLE」の

「external_table_clause」を参照してください。

PROJECT COLUMN 句句句句 この句を使用すると、後続の問合せで、アクセス・ドライバが外部表
に含まれる行を検証する方法を指定できます。デフォルトは PROJECT COLUMN ALLで、この場
合、アクセス・ドライバは、選択されている列にかかわらず、すべての列の値を処理し、列の
エントリが有効な行のみを検証します。いずれかの列の値でデータ型変換エラーなどのエラー
が発生すると、その列が SELECT 構文のリスト内で参照されていない場合でも、行が拒否され
ます。PROJECT COLUMN REFERENCEDを指定すると、アクセス・ドライバは SELECT 構文の
リスト内の列のみを処理します。

ALL設定の場合、一貫した結果セットが保証されます。REFERENCED設定の場合、後続の問合
せで参照される列の数に応じて、戻される行の数が異なる可能性がありますが、ALL設定より
も高速です。後続の問合せで外部表のすべての列が選択されている場合、2 つの設定の動作は
同じになります。

外部表の変更の制限事項外部表の変更の制限事項外部表の変更の制限事項外部表の変更の制限事項 : 外部表の変更には、次の制限事項があります。

� この句以外の句を使用して外部表を変更できません。

� LONG、VARRAY またはオブジェクト型の列は外部表に追加できません。また、外部表の列
のデータ型を、これらの型に変更できません。

� 制約は外部表に追加できません。

� 外部表の記憶域パラメータは変更できません。

alter_table_partitioning 
ここで説明する句は、パーティション表にのみ適用されます。1 つの ALTER TABLE文の中で
は、パーティション操作を他のパーティション操作または実表での操作と組み合せて使用する
ことはできません。

表パーティションの変更の制限事項表パーティションの変更の制限事項表パーティションの変更の制限事項表パーティションの変更の制限事項 : 表パーティションの変更には、次の注意事項がありま
す。

� 1 つ以上のマテリアライズド・ビューのマスター表で、パーティションを削除、交換、切捨
て、移動、変更または分割した場合、その表に関する大量の既存ロード情報が削除されま
す。したがって、前述の操作のいずれかを行う前に、必ず依存するマテリアライズド・
ビューをリフレッシュしてください。

� tableにビットマップ結合索引が定義されている場合、tableのパーティションの変更操
作を実行すると、索引に UNUSABLEのマークが付けられます。

参照参照参照参照 : 「制約の削除例 :」（12-79 ページ）
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� 参照パーティション表に指定できる alter_table_partitioning句は、
modify_table_default_attrs、move_table_[sub]partition、
truncate_partition_subpartおよび exchange_partition_subpartのみです。
これらの操作は、参照パーティション表の子表に対してカスケードしません。これ以外の
パーティション・メンテナンス操作は、参照パーティション表に対しては有効ではありま
せんが、参照パーティション表の親表に対しては指定できます。操作は、子の参照パー
ティション表にカスケードします。

� パーティションまたはサブパーティションを追加する際、表ごとに指定できるパーティ
ションとサブパーティションの合計は 1024K-1 です。

� 表のパーティションまたはサブパーティションを追加するときにパーティション名を省略
すると、16-44 ページの「一般的なパーティション化の注意事項 :」で説明されているルー
ルに従い、データベースによって名前が生成されます。

関連する CONTEXTドメイン索引が含まれる表におけるパーティション操作の詳細は、『Oracle 
Text リファレンス』を参照してください。

ブロック・サイズが異なる表領域のパーティション化されたデータベース・エンティティの記
憶域には、制限事項があります。これらの制限事項については、『Oracle Database VLDB およ
びパーティショニング・ガイド』を参照してください。

modify_table_default_attrs 
modify_table_default_attrsを使用すると、tableの属性に対する新しいデフォルト値
を指定できます。文に指定した属性のみが影響を受けます。その後に作成するパーティション
および LOB パーティションは、パーティションまたは LOB パーティションの作成時に明示的
に上書きしないかぎり、この値を継承します。既存のパーティションおよび LOB パーティショ
ンは、この句の影響を受けません。

文の中で指定した属性のみが影響を受けます。指定されたデフォルト値は、個々のパーティ
ションまたは LOB パーティションのレベルで指定された属性で上書きされます。

� FOR partition_extended_nameは、コンポジット・パーティション表にのみ適用され
ます。この句は、partition_extended_nameで指定されたパーティションの属性に新
しいデフォルト値を指定します。その後に作成するパーティションのサブパーティション
および LOB パーティションは、サブパーティションまたは LOB パーティションの作成時
に明示的に上書きしないかぎり、この値を継承します。既存のサブパーティションは、こ
の句の影響を受けません。

� PCTTHRESHOLD、key_compressionおよび alter_overflow_clauseは、パーティ
ション化された索引構成表にのみ有効です。

� 表レベルでキー圧縮がすでに指定されている場合にかぎり、キー圧縮を指定できます。
また、COMPRESSキーワードの後に int 型を指定することはできません。キー圧縮の長さ
は、表の作成時にのみ指定できます。

� 索引構成表の索引セグメントに対しては、segment_attributes句で PCTUSEDパラメー
タを指定できません。

alter_interval_partitioning
次の場合にこの句を使用します。

� 既存のレンジ・パーティション表を時間隔パーティションに変換する場合。データベース
により、 後のレンジ・パーティションの 大値を超えるデータの必要に応じて、指定し
た数値範囲または日時間隔のパーティションが自動的に作成されます。

� 既存の時間隔パーティション表の時間隔を変更する場合。データベースにより、時間隔
パーティションがレンジ・パーティションに変換され、 後のレンジ・パーティションの
大値を超えるデータの必要に応じて、指定した数値範囲または日時間隔のパーティショ

ンが自動的に作成されます。

� 既存の時間隔パーティション表の表領域の記憶域を変更する場合。
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� 時間隔パーティション表をレンジ・パーティション表に戻す場合。SET INTERVAL ()を使
用して、時間隔パーティションを無効にします。データベースは、作成されるレンジ・
パーティションの上限として、作成済の時間隔パーティションの上限を使用し、既存の時
間隔パーティションをレンジ・パーティションに変換します。

exprには、有効な数値または期間式を指定します。

set_subpartition_template 
set_subpartition_template句を使用すると、表パーティションに対するデフォルトのレ
ンジ、リストまたはハッシュ・サブパーティション定義を作成したり、既存の定義を置き換え
ることができます。この句は、コンポジット・パーティション表に対してのみ有効です。この
句によって、既存のサブパーティション・テンプレートは置き換えられます。既存のテンプ
レートがない場合は新規のテンプレートが作成されます。既存のサブパーティション、ローカ
ル索引およびグローバル索引は影響を受けません。ただし、その後のパーティション化操作

（追加操作やマージ操作）では、新規テンプレートが使用されます。

既存のサブパーティション・テンプレートを削除するには、ALTER TABLE table SET 
SUBPARTITION TEMPLATE ()を指定します。

サブパーティションのテンプレートの制限事項サブパーティションのテンプレートの制限事項サブパーティションのテンプレートの制限事項サブパーティションのテンプレートの制限事項 : 16-51 ページの「CREATE TABLE」の「サブ
パーティションのテンプレートの制限事項 :」を参照してください。

modify_table_partition
modify_table_partition句を使用すると、レンジ・パーティション、ハッシュ・パーティ
ション、リスト・パーティションまたはシステム・パーティションの実際の物理属性を変更で
きます。そのパーティションの 1 つ以上の LOB 項目の記憶域属性を任意に変更できます。物理
属性（制限事項については後述）、ロギングおよび記憶域パラメータに対して、新しい値を指定
できます。

すべてのタイプのパーティションについて、パーティションを変更した結果、使用不可能に
なったローカル索引の処理方法も指定できます。12-68 ページの「UNUSABLE LOCAL 
INDEXES 句」を参照してください。

パーティション化された索引構成表の場合、パーティションの変更時にマッピング表も同時に
更新できます。12-39 ページの「alter_mapping_table_clauses」を参照してください。

表パーティションの変更の制限事項表パーティションの変更の制限事項表パーティションの変更の制限事項表パーティションの変更の制限事項 : レンジ、リストおよびハッシュ表パーティションの操作
に、次の制限事項が適用されます。

� すべてのタイプの表パーティションについて、partition_attributes句で
shrink_clauseを使用すると、各パーティションのセグメントを縮小できます。この句
の詳細は、12-35 ページの「shrink_clause」を参照してください。

参照参照参照参照 : 時間隔パーティションの詳細は、16-45 ページの「CREATE 
TABLE」の「INTERVAL 句」および『Oracle Database VLDB およびパー
ティショニング・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : サブパーティションのテンプレートに対して表領域の記憶域を指
定しても、tableのパーティションに対して明示的に指定した表領域の記
憶域は上書きされません。サブパーティションに対して表領域の記憶域を
指定するには、次のいずれかの操作を実行します。

� パーティション・レベルでの表領域の記憶域を省略し、サブパーティ
ションのテンプレートに対して表領域の記憶域を指定します。

� 固有の表領域の記憶域を持つサブパーティションを個別に定義しま
す。
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� システム・パーティションを変更する構文およびセマンティクスは、ハッシュ・パーティ
ションを変更する場合と同じです。詳細は、12-56 ページの「modify_hash_partition」を
参照してください。

� tableがコンポジット・パーティション化されている場合 :

– allocate_extent_clauseを指定すると、partitionのそれぞれのサブパーティ
ションにエクステントが割り当てられます。

– deallocate_unused_clauseを指定すると、partitionのそれぞれのサブパー
ティションから未使用の記憶域の割当てが解除されます。

– この句で変更された他の属性は、partitionのサブパーティションでも変更され、既
存の値は上書きされます。既存のサブパーティションの属性が変更されないようにす
るには、modify_table_default_attrsの FOR PARTITION句を使用します。

� 特に指定がないかぎり、partition_attributesの残りの句の動作は、パーティション
表の作成時と同じです。詳細は、16-44 ページの「CREATE TABLE」の

「table_partitioning_clauses」を参照してください。

modify_range_partition
この句を使用すると、レンジ・パーティションの特性を変更できます。

add_range_subpartition この句は、レンジ - レンジ・コンポジット・パーティションに対し
てのみ有効です。レンジ・サブパーティションを partitionに追加できます。

add_hash_subpartition この句は、レンジ - ハッシュ・コンポジット・パーティションに対
してのみ有効です。add_hash_subpartition句を使用すると、ハッシュ・サブパーティ
ションを partitionに追加できます。Oracle Database は、ハッシュ・ファンクションによっ
て partitionの他のサブパーティションから再ハッシュされた行を、新しいサブパーティ
ションに移入します。ロード・バランシングを 適化する場合、サブパーティションの合計数
は 2 の累乗にする必要があります。

partitioning_storage_clauseでサブパーティションに対して指定できる句は、
TABLESPACE句のみです。TABLESPACEを指定しなかった場合、新しいサブパーティションは
partitionのデフォルトの表領域に格納されます。

選択したパーティションに対応するローカル索引パーティションが追加されます。

追加したパーティションに対応するローカル索引パーティションに UNUSABLEのマークが付け
られます。ヒープ構成表のすべての索引が無効になります。update_index_clauses を使用し、
操作中にこれらの索引を更新できます。

add_list_subpartition この句は、レンジ - リストおよびリスト - リスト・コンポジット・
パーティションに対してのみ有効です。リスト・サブパーティションを partitionに追加で
きます。ただし、DEFAULTサブパーティションを作成していない場合にのみです。

� この操作には list_values_clauseが必要です。また、list_values_clauseには、
partitionのその他のサブパーティションには存在していない値を指定する必要がありま
す。ただし、他のパーティションのサブパーティションで使用されている値は指定できま
す。

� partitioning_storage_clauseでサブパーティションに対して指定できる句は、
TABLESPACE句および表の圧縮のみです。

表のすべてのローカル索引パーティションには、同じ値リストを持つサブパーティションも追
加されます。表の既存のローカル索引パーティションおよびグローバル索引パーティションは
影響を受けません。

参照参照参照参照 : 「表のパーティションの変更例 :」（12-76 ページ）
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リスト・サブパーティションの追加の制限事項リスト・サブパーティションの追加の制限事項リスト・サブパーティションの追加の制限事項リスト・サブパーティションの追加の制限事項 : パーティションにデフォルト・サブパーティ
ションがすでに作成されている場合は、この句を指定できません。その場合、
split_list_subpartition句を使用して、デフォルト・パーティションを分割する必要が
あります。

COALESCE SUBPARTITION COALESCE SUBPARTITIONは、ハッシュ・サブパーティション
にのみ適用されます。COALESCE SUBPARTITIONを使用すると、 後のハッシュ・サブパー
ティションが選択され、その内容が 1 つ以上の残りのサブパーティション（ハッシュ・ファン
クションが決定）に分散された後、選択されたサブパーティションが削除されます。

� 選択したパーティションに対応するローカル索引パーティションが削除されます。

� 1 つ以上の結合パーティションに対応するローカル索引パーティションに UNUSABLEの
マークが付けられます。ヒープ構成表のすべてのグローバル索引が無効になります。
update_index_clauses を使用し、操作中にこれらの索引を更新できます。

modify_hash_partition
partition_attributesでハッシュ・パーティションを変更する場合、
allocate_extent_clauseおよび deallocate_unused_clauseのみを指定できます。
パーティションのその他の属性は、表レベルのデフォルトから継承されます。ただし、
TABLESPACEは、作成時と同じ状態です。

modify_list_partition
リスト・パーティションを変更するときに使用できる句のセマンティクスは、レンジ・パー
ティションを変更するときと同じです。リスト・パーティションを変更する場合、次の句も使
用できます。

ADD | DROP VALUES 句句句句 これらの句は、コンポジット・パーティションを変更する場合のみ
有効です。これらの句によって、表のローカル索引とグローバル索引が影響を受けることはあ
りません。

� ADD VALUES句を使用すると、partitionの partition_valueリストが拡張され、追加
した値が含まれます。追加するパーティションの値は、16-48 ページの「CREATE TABLE」
の句 list_partitions に示すすべての規則および制限事項に準拠する必要があります。

� DROP VALUES句を使用すると、1 つ以上の partition_valueが削除され、partition
の partition_valueリストが縮小されます。この句を指定すると、Oracle Database は
この値の行が存在しないことを検証します。そのような行が存在する場合は、エラーが戻
されます。

リスト値の追加と削除の制限事項リスト値の追加と削除の制限事項リスト値の追加と削除の制限事項リスト値の追加と削除の制限事項 : リスト値の追加と削除には、次の制限事項があります。

� デフォルトのリスト・パーティションに対して値を追加または値を削除することはできま
せん。

� tableにデフォルト・パーティションが定義されている場合、デフォルト・パーティショ
ン以外に値を追加しようとすると、その値がデフォルト・パーティションに存在している
かどうかが確認されます。デフォルト・パーティションにその値が存在する場合、エラー
が戻されます。

注意注意注意注意 : 表にローカル同一キー索引が定義されている場合、デフォルトの
リスト・パーティションのある表では ADD VALUES操作および DROP 
VALUES操作が改善されます。
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modify_table_subpartition
この句は、コンポジット・パーティション表にのみ適用されます。その副次句によって、個別
のレンジ、リストまたはハッシュ・サブパーティションの特性を変更できます。

shrink_clauseを使用すると、サブパーティションの各セグメントを縮小できます。この句
の詳細は、12-35 ページの「shrink_clause」を参照してください。

また、パーティションを変更した結果、使用不可能になったローカル索引の処理方法も指定で
きます。12-68 ページの「UNUSABLE LOCAL INDEXES 句」を参照してください。

ハッシュ・サブパーティションの変更の制限事項ハッシュ・サブパーティションの変更の制限事項ハッシュ・サブパーティションの変更の制限事項ハッシュ・サブパーティションの変更の制限事項 : サブパーティションに指定できる
modify_LOB_parametersは、allocate_extent_clauseおよび
deallocate_unused_clauseのみです。

ADD | DROP VALUES 句句句句 これらの句は、リスト・サブパーティションを変更する場合のみ有
効です。これらの句によって、表のローカル索引とグローバル索引が影響を受けることはあり
ません。

� ADD VALUES句を使用すると、subpartitionの partition_valueリストが拡張され、
追加した値が含まれます。追加するパーティションの値は、16-48 ページの「CREATE 
TABLE」の句 list_partitions に示すすべての規則および制限事項に準拠する必要がありま
す。

� DROP VALUES句を使用すると、1 つ以上の partition_valueが削除され、
subpartitionの partition_valueリストが縮小されます。この句を指定すると、
Oracle Database はこの値の行が存在しないことを検証します。そのような行が存在する場
合は、エラーが戻されます。

また、パーティションを変更した結果、使用不可能になったローカル索引の処理方法も指定で
きます。12-68 ページの「UNUSABLE LOCAL INDEXES 句」を参照してください。

リスト・サブパーティションの変更の制限事項リスト・サブパーティションの変更の制限事項リスト・サブパーティションの変更の制限事項リスト・サブパーティションの変更の制限事項 : サブパーティションに指定できる
modify_LOB_parametersは、allocate_extent_clauseおよび
deallocate_unused_clauseのみです。

move_table_partition 
move_table_partition句を使用すると、partitionを別のセグメントへ移動できます。
パーティション・データの別の表領域への移動、断片化を削減するためのデータの再クラスタ
化、および作成時の物理属性の変更ができます。

表に LOB 列が含まれている場合、LOB_storage_clauseを使用して、このパーティションに
関連付けられた LOB データおよび LOB 索引セグメントを移動できます。この場合、指定した
LOB のみが影響を受けます。特定の LOB 列に LOB_storage_clauseを指定しなかった場合、
その列の LOB データおよび LOB 索引セグメントは移動されません。

選択したパーティションに対応するローカル索引パーティションが、Oracle Database によって
移動されます。移動したパーティションが空でない場合、UNUSABLEのマークが付けられます。
ヒープ構成表のグローバル索引が無効になります。update_index_clauses を使用し、操作中に
これらの索引を更新できます。

LOB データ・セグメントを移動する場合、古いデータ・セグメントおよび対応する索引セグメ
ントが削除され、新しい表領域を指定しない場合でも、新しいセグメントが作成されます。

移動操作では、parallel_clause（指定されている場合）からパラレル属性が取得されます。
parallel_clause が指定されていない場合は、表のデフォルトのパラレル属性があれば、これが
使用されます。いずれも指定されていない場合は、シリアルに移動が行われます。

MOVE PARTITIONで parallel_clauseを指定した場合、tableのデフォルトのパラレル属
性は変更されません。
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MAPPING TABLE MAPPING TABLE句は、マッピング表が定義されている索引構成表のみに
有効です。マッピング表は、索引構成表のパーティションとともに移動されます。マッピング
表のパーティションは、移動した索引構成表のパーティションの物理属性を継承します。これ
は、マッピング表のパーティションの属性を変更する唯一の方法です。この句を省略した場合、
マッピング表のパーティションでは、元の属性が保持されます。

対応するすべてのビットマップ索引パーティションには UNUSABLEのマークが付けられます。

この句の詳細は、16-33 ページの「CREATE TABLE」の「mapping_table_clauses」を参照して
ください。

表パーティションの移動の制限事項表パーティションの移動の制限事項表パーティションの移動の制限事項表パーティションの移動の制限事項 : 表パーティションの移動には、次の制限事項がありま
す。

� partitionがハッシュ・パーティションである場合、この句に TABLESPACEの属性以外
は指定できません。

� この句は、サブパーティションを含むパーティションに対して指定できません。ただし、
move_table_subpartition句を使用してサブパーティションを移動できます。

move_table_subpartition
move_table_subpartition句を使用すると、subpartitionを別のセグメントへ移動でき
ます。TABLESPACEを指定しない場合、サブパーティションは同じ表領域に残ります。

サブパーティションが空でない場合、移動したサブパーティションに対応するすべてのローカ
ル索引サブパーティションに UNUSABLEのマークが付けられます。update_index_clauses を使
用し、操作中にヒープ構成表のすべての索引を更新できます。

表に LOB 列が含まれている場合、LOB_storage_clauseを使用して、このサブパーティショ
ンに関連付けられた LOB データおよび LOB 索引セグメントを移動できます。この場合、指定
した LOB のみが影響を受けます。特定の LOB 列に LOB_storage_clauseを指定しなかった
場合、その列の LOB データおよび LOB 索引セグメントは移動されません。

LOB データ・セグメントを移動する場合、古いデータ・セグメントおよび対応する索引セグメ
ントが削除され、新しい表領域を指定しない場合でも、新しいセグメントが作成されます。

表サブパーティションの移動の制限事項表サブパーティションの移動の制限事項表サブパーティションの移動の制限事項表サブパーティションの移動の制限事項 : サブパーティションの定義で指定できる
partitioning_storage_clauseの句は、TABLESPACEおよび table_compressionのみ
です。

add_table_partition
add_table_partition句を使用すると、tableにハッシュ・パーティション、レンジ・
パーティション、リスト・パーティションまたはシステム・パーティションを追加できます。

tableで定義されているローカル索引に、実表のパーティションと同じ名前で新しいパーティ
ションが追加されます。索引に同じ名前のパーティションがすでに存在する場合、SYS_Pnと
いう形式でパーティションの名前が生成されます。

tableが索引構成されている場合、表で定義されたすべてのマッピング表およびオーバーフ
ロー領域に、パーティションが追加されます。

注意注意注意注意 : 索引構成表の場合、主キーのアドレスおよびその値を使用して、
論理 ROWID が構成されます。論理 ROWID は、表の 2 次索引に格納され
ます。索引構成表のパーティションを移動した場合、ROWID のアドレス
部分が変更され、パフォーマンスの障害になる場合があります。 適なパ
フォーマンスを維持するには、移動したパーティションの 2 次索引を再構
築し、ROWID を更新してください。

参照参照参照参照 : 「表のパーティションの移動例 :」（12-77 ページ）
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tableが参照パーティション表の親表の場合は、dependent_tables_clauseを使用して、
この文に指定するパーティション・メンテナンス操作を参照パーティション表のすべての子表
に伝播できます。

コンポジット・パーティション表の場合、tableに定義されたすべてのローカル索引に対し
て、同じサブパーティションを持つ新規の索引パーティションが追加されます。tableのグ
ローバル索引が影響を受けることはありません。

add_range_partition_clause
add_range_partition_clauseを使用すると、新しいレンジ・パーティションをレンジ・
パーティション表またはコンポジット・レンジ・パーティション表の一番上（ 後の既存の
パーティションの後）に追加できます。

ドメイン索引が tableで定義されている場合、IN_PROGRESSまたは FAILEDのマークが付い
ていると無効になります。

レンジ・パーティションの追加の制限事項レンジ・パーティションの追加の制限事項レンジ・パーティションの追加の制限事項レンジ・パーティションの追加の制限事項 : レンジ・パーティションの追加には、次の制限事
項があります。

� 既存の上位パーティションにある各パーティション化キーのパーティションの上限が
MAXVALUEの場合、表にパーティションを追加できません。そのかわり、
split_table_partition句を使用して、表の始めまたは中間にパーティションを追加
します。

� key_compressionおよび OVERFLOWは、パーティション化された索引構成表に対しての
み有効です。パーティション表にすでにオーバーフロー・セグメントが存在する場合にか
ぎり、OVERFLOWを指定できます。表レベルでキー圧縮が使用可能な場合にかぎり、キー
圧縮を指定できます。

� PCTUSEDパラメータは、索引構成表の索引セグメントに対して指定できません。

range_values_clause 新しいパーティションの上限を指定します。value_listは、パー
ティション・キー列に対応するリテラル値を順序どおりにカンマで区切ったリストです。
value_listの値は、表内にある既存の 上位パーティションのパーティション境界より大き
くする必要があります。

table_partition_description この句を使用すると、新しいパーティションに作成時の物理属
性を指定できます。表に LOB 列が含まれている場合、1 つ以上の LOB 項目にパーティション・
レベルの属性を指定することもできます。

サブパーティションの定義サブパーティションの定義サブパーティションの定義サブパーティションの定義 これらの句は、コンポジット・パーティション表に対してのみ
有効です。新しいパーティションのサブパーティションを指定する場合は、
range_subpartition_desc、list_subpartition_descまたは
hash_subpartition_descを適切に使用します。この句によって、表レベルで
subpartition_templateに定義された任意のサブパーティションの設定は上書きされます。

add_hash_partition_clause 
add_hash_partition_clauseを使用すると、ハッシュ・パーティション表の一番上に新し
いハッシュ・パーティションを追加できます。Oracle Database は、ハッシュ・ファンクション
によって tableの他のパーティションから再ハッシュされた行を、新しいパーティションに移
入します。ロード・バランシングを 適化する場合、パーティションの合計数は 2 の累乗にす
る必要があります。

パーティション名を指定します。また、パーティションが格納される表領域を指定することも
できます。名前を指定しない場合、SYS_Pnという形式でパーティション名が割り当てられま
す。TABLESPACEを指定しなかった場合、新しいパーティションは表のデフォルトの表領域に
格納されます。他の属性は、常に、表レベルのデフォルトから継承されます。

参照参照参照参照 : 「LOB を持つ表パーティションの追加例 :」（12-75 ページ）
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この操作によってパーティション間でデータが再ハッシュされると、対応するすべてのローカ
ル索引パーティションに UNUSABLEのマークが付けられます。update_index_clauses を使用
し、操作中にヒープ構成表のすべての索引を更新できます。

parallel_clauseを使用すると、新しいパーティションの作成をパラレル化するかどうかを
指定できます。

add_list_partition_clause 
add_list_partition_clauseを使用すると、パーティションの新しい一連の値を使用し
て、tableに新しいパーティションを追加できます。新しいパーティションに作成時の物理属
性を指定できます。表に LOB 列が含まれている場合、1 つ以上の LOB 項目にパーティション・
レベルの属性を指定することもできます。

リスト・パーティションの追加の制限事項リスト・パーティションの追加の制限事項リスト・パーティションの追加の制限事項リスト・パーティションの追加の制限事項 : 表のデフォルト・パーティションがすでに定義さ
れている場合は、リスト・パーティションを追加できません。その場合、
split_table_partition句を使用して、デフォルト・パーティションを分割する必要があ
ります。

add_system_partition_clause 
この句を使用すると、パーティションをシステム・パーティション表に追加できます。表に定
義されているすべてのローカル索引に、対応する索引パーティションが追加されます。

BEFORE句によって、既存のパーティションとの関係で新しいパーティションが追加される場
所を指定できます。システム・パーティションは分割できません。そのため、この句は、既存
の 1 つのパーティションの内容を複数の新しいパーティションに分割する場合に有効です。こ
の句を省略した場合、新しいパーティションは既存のパーティションの後に追加されます。

table_partition_descriptionによって、新しいパーティションのパーティション・レベ
ルの属性を指定できます。指定しない属性の値は、表レベルの値から継承されます。

システム・パーティションの追加の制限事項システム・パーティションの追加の制限事項システム・パーティションの追加の制限事項システム・パーティションの追加の制限事項 : システム・パーティションを追加する場合、
OVERFLOW句は指定できません。

coalesce_table_partition
COALESCEは、ハッシュ・パーティションにのみ適用されます。
coalesce_table_partition句を使用すると、 後のハッシュ・パーティションが選択さ
れ、その内容がハッシュ・ファンクションによって決定される 1 つ以上の残りのパーティショ
ンに分散された後、選択されたパーティションが削除されます。

選択したパーティションに対応するローカル索引パーティションが削除されます。1 つ以上の
吸収パーティションに対応するローカル索引パーティションに UNUSABLEのマークが付けられ
ます。ヒープ構成表のすべての索引が無効になります。update_index_clauses を使用すると、
操作中にすべての索引を更新できます。

表パーティションの結合の制限事項表パーティションの結合の制限事項表パーティションの結合の制限事項表パーティションの結合の制限事項 : update_all_indexes_clauseを使用してグローバ
ル索引を更新する場合、副次句ではなく UPDATE INDEXESキーワードのみを指定できます。

参照参照参照参照 : ハッシュ・パーティション化の詳細は、16-6 ページの「CREATE 
TABLE」および『Oracle Database VLDB およびパーティショニング・ガ
イド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� リスト・パーティションの詳細および制限事項については、16-48
ページの「CREATE TABLE」の「list_partitions」を参照してくださ
い。

� 「デフォルト・リスト・パーティションの使用例 :」（12-76 ページ）

参照参照参照参照 : システム・パーティションの詳細は、16-52 ページの「CREATE 
TABLE」の句「system_partitioning」を参照してください。
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drop_table_partition
drop_table_partition句を使用すると、パーティション表から、
partition_extended_nameで指定されるパーティションおよびそのパーティション内の
データを削除できます。データを表に残したままパーティションを削除する場合は、そのパー
ティションを隣接するパーティションにマージする必要があります。

� tableに LOB 列が存在する場合、partitionに対応する LOB データ、LOB 索引パーティ
ションおよび（存在する場合は）サブパーティションも削除されます。

� tableが索引構成されており、定義されたマッピング表を持つ場合、対応するマッピング
表のパーティションも同様に削除されます。

� ローカル索引パーティションおよび削除されるパーティションに対応するサブパーティ
ションは、UNUSABLEのマークが付いている場合でも削除されます。

update_index_clauses を使用し、操作中に tableのグローバル索引を更新できます。
update_index_clausesとともに parallel_clauseを指定すると、削除操作ではなく、
索引の更新がパラレル化されます。

レンジ・パーティションを削除し、その後、削除したパーティションに属していた行を挿入し
た場合、1 つ上位のパーティションに行が格納されます。ただし、そのパーティションが 上
位のパーティションである場合、削除したパーティションが表していた値の範囲が表に対して
無効になるため、挿入は失敗します。

表パーティションの削除の制限事項表パーティションの削除の制限事項表パーティションの削除の制限事項表パーティションの削除の制限事項 : 表パーティションの削除には、次の制限事項がありま
す。

� ハッシュ・パーティション表のパーティションは削除できません。かわりに、
coalesce_table_partition句を使用してください。

� tableにパーティションが 1 つのみ存在する場合は、このパーティションを削除できませ
ん。その表を削除する必要があります。

� update_index_clauses を使用してグローバル索引を更新する場合、副次句ではなく UPDATE 
INDEXESキーワードのみを指定できます。

drop_table_subpartition 
この句を使用すると、レンジまたはリスト・コンポジット・パーティション表からレンジ、リ
ストまたはハッシュ・サブパーティションを削除できます。削除対象のサブパーティション内
の行はすべて削除されます。

ローカル索引の対応するサブパーティションは、自動的に削除されます。その他の索引サブ
パーティションには影響がありません。update_global_index_clauseまたは
update_all_indexes_clauseを指定しないかぎり、グローバル索引には UNUSABLEのマー
クが付けられます。

表サブパーティションの削除の制限事項表サブパーティションの削除の制限事項表サブパーティションの削除の制限事項表サブパーティションの削除の制限事項 : 表サブパーティションの削除には、次の制限事項が
あります。

� ハッシュ・サブパーティションは削除できません。かわりに、MODIFY PARTITION ... 
COALESCE SUBPARTITION構文を使用してください。

� パーティションの 後のサブパーティションは削除できません。かわりに、
drop_table_partition句を使用してください。

� グローバル索引を更新する場合、update_all_indexes_clauseのオプションの副次句
を指定することはできません。

参照参照参照参照 : 「merge_table_partitions」（12-65 ページ）

参照参照参照参照 : 「表のパーティションの削除例 :」（12-76 ページ）
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rename_partition_subpart
rename_partition_subpart句を使用すると、表パーティションまたは表サブパーティショ
ンの名前を new_nameに変更できます。パーティションおよびサブパーティションのどちらの
場合も、new_nameは同じ表に存在するすべてのパーティションおよびサブパーティションと
異なる値である必要があります。

tableが索引構成されている場合、対応する主キー索引パーティションに、既存のオーバーフ
ロー・パーティションおよびマッピング表パーティションと同じ名前が割り当てられます。

truncate_partition_subpart
TRUNCATE PARTITIONを指定すると、partition_extended_nameで指定されるパーティ
ションからすべての行を削除できます。表がコンポジット・パーティション化されている場合
は、そのパーティションのサブパーティションからすべての行が削除されます。TRUNCATE 
SUBPARTITIONを指定すると、個別のサブパーティションからすべての行が削除されます。
tableが索引構成されている場合、対応するすべてのマッピング表のパーティションおよび
オーバーフロー領域のパーティションが切り捨てられます。

� 切り捨てるパーティションまたはサブパーティションにデータが含まれている場合は、ま
ず、その表の参照整合性制約を使用禁止にする必要があります。また、別の方法として、
行を削除してからパーティションを切り捨てる方法もあります。

� tableに LOB 列が存在する場合、このパーティションの LOB データおよび LOB 索引セグ
メントも切り捨てられます。tableがコンポジット・パーティション化されている場合、
このパーティションのサブパーティションの LOB データおよび LOB 索引セグメントは切
り捨てられます。

� tableでドメイン索引が定義されている場合、索引に IN_PROGRESSまたは FAILEDの
マークが付いていると無効になります。また、切り捨てられる表パーティションに対応す
る索引パーティションに IN_PROGRESSのマークが付いていると無効になります。

切り捨てられるそれぞれのパーティションまたはサブパーティションでは、対応するローカル
索引パーティションおよびサブパーティションも切り捨てられます。これらの索引パーティ
ションまたはサブパーティションに UNUSABLEのマークが付いている場合、これらは切り捨て
られ、UNUSABLEのマークは VALIDにリセットされます。

update_global_index_clause または update_all_indexes_clause を使用し、操作中に tableのグ
ローバル索引を更新できます。これらの句とともに parallel_clauseを指定すると、切捨て
操作ではなく、索引の更新がパラレル化されます。

DROP STORAGE DROP STORAGEを指定すると、削除した行が占有していた領域の割当てを
解除できます。解放された領域は、表領域の他のスキーマ・オブジェクトが利用できます。

REUSE STORAGE REUSE STORAGEを指定すると、削除した行が占有していた領域をパー
ティションまたはサブパーティションに割り当てることができます。この領域は、そのパー
ティションまたはサブパーティションに対する後続の挿入および更新のためにのみ使用できま
す。

表のパーティションおよびサブパーティションの切捨ての制限事項表のパーティションおよびサブパーティションの切捨ての制限事項表のパーティションおよびサブパーティションの切捨ての制限事項表のパーティションおよびサブパーティションの切捨ての制限事項 :
update_all_indexes_clauseを使用してグローバル索引を更新する場合、副次句ではなく
UPDATE INDEXESキーワードのみを指定できます。

split_table_partition
split_table_partition句を使用すると、partition_extended_nameによって指定さ
れるパーティションから新しいセグメント、物理属性および初期エクステントをそれぞれ含む、
2 つの新しいパーティションが作成されます。現行パーティションに対応付けられたセグメン
トは、廃棄されます。

参照参照参照参照 : 「表のパーティション名の変更例 :」（12-77 ページ）

参照参照参照参照 : 「表のパーティションの切捨て例 :」（12-77 ページ）
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新しいパーティションは、指定されていないすべての物理属性を現行パーティションから継承
します。

� デフォルト・リスト・パーティションを分割すると、作成される 1 つ目のパーティション
には分割値が格納され、2 つ目のパーティションにはデフォルト値が格納されます。

� tableが索引構成されている場合、対応するマッピング表のパーティションが分割され、
親の索引構成表のパーティションと同じ表領域に配置されます。対応するオーバーフロー
領域も分割されます。OVERFLOW句を使用すると、新しいオーバーフロー領域にセグメン
ト属性を指定できます。

� tableに LOB 列がある場合、LOB_storage_clauseを使用して、分割の結果生成された
LOB データ・セグメントに対して個々の LOB 記憶域属性を指定できます。現行パーティ
ションの LOB データおよび LOB 索引セグメントが削除された後、新しい表領域を指定し
なくても、各パーティションの各 LOB 列に新しいセグメントが作成されます。

対応するローカル索引パーティションに UNUSABLEのマークが付いている場合でも、それらは
分割されます。UNUSABLEのマークが付けられ、ユーザーは、分割パーティションに対応する
ローカル索引パーティションを再構築する必要があります。新しい索引パーティションの属性
は、分割されたパーティションから継承されます。新しい索引パーティションは、分割された
索引パーティションのデフォルト表領域に格納されます。索引パーティションにデフォルト表
領域が定義されていない場合、基礎となる新しい表のパーティションの表領域が使用されます。

AT 句句句句 AT句は、レンジ・パーティションのみに適用されます。新しい 2 つのパーティション
のうちの 初の方に、新しい上限（境界を含まない）を指定します。値リストは、現行パー
ティションの元のパーティション境界より小さく、その次に小さいパーティション（そのよう
なパーティションがある場合）のパーティション境界より大きい値にする必要があります。

VALUES 句句句句 VALUES句は、リスト・パーティションのみに適用されます。新しい 2 つのパー
ティションのうちの 初の方に含まれるパーティションの値を指定します。指定したパーティ
ションの値リストに基づいて新しい 1 番目のパーティションが Oracle Database によって作成
されます。また、現行パーティションのその他のパーティション値に基づいて新しい 2 番目の
パーティションが作成されます。このため、値リストには現行パーティションのすべてのパー
ティション値を含めることはできません。また、現行パーティションに存在しないパーティ
ション値も含めることはできません。

INTO 句句句句 INTO句を使用すると、分割の結果生成された 2 つのパーティションを定義できま
す。分割の結果生成される 2 つのパーティションにオプションの名前および物理属性を指定し
ない場合でも、range_partition_descまたは list_partition_descには PARTITION
キーワードを適切に指定する必要があります。新しいパーティション名を指定しない場合、
SYS_Pnという形式の名前が割り当てられます。指定しないすべての属性は、現行パーティ
ションから継承されます。

レンジ - ハッシュ・コンポジット・パーティション表の場合、新しいパーティションにサブ
パーティションを指定するとき、サブパーティションに対して TABLESPACEおよび表の圧縮の
みを指定できます。他のすべての属性は、現行パーティションから継承されます。新しいパー
ティションにサブパーティション化を指定しない場合は、表領域も現行パーティションから継
承されます。

レンジ - リストおよびリスト - リスト・コンポジット・パーティション表の場合、新しいパー
ティションにサブパーティションを指定できません。分割パーティションのリスト・サブパー
ティションでは、サブパーティションの数および値リストは現行パーティションから継承され
ます。

注意注意注意注意 : 一定の条件が満たされると、SPLIT PARTITIONおよび SPLIT 
SUBPARTITIONを 適化して処理速度を上げることができます。これら
の操作の 適化の詳細は、『Oracle Database VLDB およびパーティショニ
ング・ガイド』を参照してください。
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新しく作成したサブパーティションに対して名前を指定しなかったすべてのコンポジット・
パーティション表では、次のように名前が親パーティションから継承されます。

� 親パーティション内のサブパーティションが partition_nameアンダースコア（_）
subpartition_nameという形式の名前（たとえば、P1_SUBP1）を持つ場合、新しい
パーティション名に基づいて、サブパーティションの名前が生成されます（たとえば、
P1A_SUB1や P1B_SUB1）。

� 親パーティション内のサブパーティションがその他の形式の名前を持つ場合、SYS_SUBPn
という形式のサブパーティション名が生成されます。

索引に UNUSABLEのマークが付いている場合でも、tableで定義されている各ローカル索引の
対応するパーティションが分割されます。

ヒープ構成表のすべての索引が無効になります。update_index_clauses を使用し、操作中にこ
れらの索引を更新できます。

tableが参照パーティション表の親表の場合は、dependent_tables_clauseを使用して、
この文に指定するパーティション・メンテナンス操作を参照パーティション表のすべての子表
に伝播できます。

parallel_clauseを使用すると、表のデフォルトのパラレル属性を変更せずに、分割操作を
パラレル化できます。

表パーティションの分割の制限事項表パーティションの分割の制限事項表パーティションの分割の制限事項表パーティションの分割の制限事項 : この句は、ハッシュ・パーティションに対して指定でき
ません。

split_table_subpartition 
この句を使用すると、重複しない値リストを持つ 2 つのサブパーティションにリスト・サブ
パーティションを分割できます。

AT 句句句句 AT句は、レンジ・サブパーティションに対してのみ有効です。新しい 2 つのサブパー
ティションのうちの 1 つ目に、新しく上限（この値は含まない）を指定します。値リストは、
subpartition_extended_nameで指定されるサブパーティションの元のサブパーティショ
ン境界より小さく、その次に小さいパーティション（そのようなパーティションがある場合）
のパーティション境界より大きい値にする必要があります。

VALUES 句句句句 VALUES句は、リスト・サブパーティションに対してのみ有効です。新しい 2 つ
のサブパーティションのうち、1 番目のサブパーティションに含める値を指定します。同じ
パーティション内の別のサブパーティションに対して NULLを指定していない場合は、NULLを
指定できます。指定したサブパーティションの値リストに基づいて新しい 1 番目のサブパー
ティションが作成されます。また、現行のサブパーティションのその他のパーティション値に
基づいて新しい 2 番目のサブパーティションが作成されます。このため、値リストには現行の
サブパーティションのすべてのパーティション値を含めることはできません。また、現行のサ
ブパーティションに存在しないパーティション値も含めることはできません。

INTO 句句句句 レンジ・サブパーティションとリスト・サブパーティションのどちらに対しても、
INTO句を使用すると、分割の結果生成された 2 つのサブパーティションを定義できます。
2 つのサブパーティションにオプションの名前および属性を指定しない場合でも、
range_subpartition_descまたは list_subpartition_descでは SUBPARTITIONキー
ワードを適切に指定する必要があります。指定しないすべての属性は、現行のサブパーティ
ションから継承されます。

注意注意注意注意 : 一定の条件が満たされると、SPLIT PARTITIONおよび SPLIT 
SUBPARTITIONを 適化して処理速度を上げることができます。これら
の操作の 適化の詳細は、『Oracle Database VLDB およびパーティショニ
ング・ガイド』を参照してください。
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対応するローカル索引サブパーティションに UNUSABLEのマークが付いている場合でも、それ
らは分割されます。新しい索引サブパーティションに名前があらかじめ指定されていないかぎ
り、新しい表のサブパーティションの名前が継承されます。この場合、SYS_SUBPnという形式
の新しい索引サブパーティション名が割り当てられます。新しい索引サブパーティションの物
理属性は、親サブパーティションから継承されます。親サブパーティションにデフォルトの
TABLESPACE属性が定義されていない場合、対応する新しい表のサブパーティションの表領域
が継承されます。

ヒープ構成表の索引が無効になります。update_index_clauses を使用し、これらの索引を更新
できます。

表サブパーティションの分割の制限事項表サブパーティションの分割の制限事項表サブパーティションの分割の制限事項表サブパーティションの分割の制限事項 : 表サブパーティションの分割には、次の制限事項が
あります。

� この句は、ハッシュ・サブパーティションに対して指定できません。

� サブパーティションの定義で指定できる partitioning_storage_clauseの句は、
TABLESPACEおよび表の圧縮のみです。

merge_table_partitions 
merge_table_partitions句を使用すると、tableの 2 つのレンジ・パーティションまた
は 2 つのリスト・パーティションの内容を 1 つの新しいパーティションにマージして、元の
2 つのパーティションを削除できます。この句はハッシュ・パーティションでは無効です。
かわりに、coalesce_table_partition句を使用してください。

� レンジ・パーティションの場合、マージされる 2 つのパーティションは、隣接している必
要があります。リスト・パーティションおよびシステム・パーティションおよびシステム・パーティションおよびシステム・パーティションおよびシステム・パーティションをマージする場
合は、隣接している必要はありません。

� 2 つのレンジ・パーティションをマージする場合、新しいパーティションは、元の 2 つの
パーティションのうち、上位のパーティションのパーティション境界を継承します。

� 2 つのリスト・パーティションをマージする場合、結果のパーティションの値リストは、
マージされる 2 つのパーティションの値リストの集合をあわせたものです。デフォルトの
リスト・パーティションを別のリスト・パーティションとマージすると、結果のパーティ
ションはデフォルト・パーティションになり、デフォルト値が含まれます。

� 2 つのコンポジット・レンジ・パーティションまたは 2 つのコンポジット・リスト・パー
ティション、レンジ - リストまたはリスト - リスト・コンポジット・パーティションをマー
ジする場合、サブパーティションの定義は指定できません。サブパーティション化情報は、
サブパーティション・テンプレートから取得できます。サブパーティションのテンプレー
トが指定されていない場合は、1 つの MAXVALUEサブパーティションがレンジ・サブパー
ティションから、または 1 つのデフォルト・サブパーティションがリスト・サブパーティ
ションから作成されます。

segment_attributes_clauseに指定されていない属性はすべて、表レベルのデフォルトか
ら継承されます。

選択したパーティションに対応するローカル索引パーティションは削除され、マージされた
パーティションに対応するローカル索引パーティションに UNUSABLEのマークが付けられま
す。ヒープ構成表のすべてのグローバル索引にも、UNUSABLEのマークが付けられます。
update_index_clauses を使用し、操作中にこれらすべての索引を更新できます。

tableが参照パーティション表の親表の場合は、dependent_tables_clauseを使用して、
この文に指定するパーティション・メンテナンス操作を参照パーティション表のすべての子表
に伝播できます。

参照参照参照参照 : 12-76 ページの「2 つの表パーティションのマージ例 :」および
12-76 ページの「デフォルト・リスト・パーティションの使用例 :」を参照
してください。
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merge_table_subpartitions 
merge_table_subpartitions句を使用すると、tableの 2 つのレンジ・サブパーティショ
ンまたはリスト・サブパーティションの内容を 1 つの新しいサブパーティションにマージして、
元の 2 つのサブパーティションを削除できます。この句はハッシュ・サブパーティションでは
無効です。かわりに、coalesce_hash_subpartition句を使用してください。

マージされる 2 つのサブパーティションは、同じパーティションに属している必要があります。
レンジ・サブパーティションである場合は、隣接している必要があります。リスト・サブパー
ティションである場合は、隣接している必要はありません。マージの結果生成されるサブパー
ティション内のデータは、マージされたサブパーティションのデータが結合されたものです。

INTO句を指定する場合、range_subpartition_desc または list_subpartition_desc で、それぞれ
range_values_clauseまたは list_values_clauseを指定することはできません。また、
partitioning_storage_clauseに指定できる句は、TABLESPACEおよび
table_compressionのみです。

新しいサブパーティションに対して明示的に指定しなかった属性は、パーティション・レベル
の値から継承されます。ただし、新しいサブパーティションに対してサブパーティション名を
再利用すると、パーティション・レベルのデフォルト値ではなく、名前が再利用されたサブ
パーティションの値が新しいサブパーティションに継承されます。

対応するローカル索引のサブパーティションがマージされ、結果として生成される索引サブ
パーティションには UNUSABLEのマークが付けられます。また、ヒープ構成表のパーティショ
ン化されたグローバル索引とパーティション化されていないグローバル索引の両方に対して、
UNUSABLEのマークが付けられます。update_index_clauses を使用すると、操作中にすべての
索引を更新できます。

exchange_partition_subpart 
EXCHANGE PARTITION句または EXCHANGE SUBPARTITION句を使用すると、次のデータおよ
び索引セグメントを交換できます。

� 1 つの非パーティション表と、次のいずれかを交換できます。

– 1 つのレンジ・パーティション、リスト・パーティションまたはハッシュ・パーティ
ション

– 1 つのレンジ・サブパーティション、リスト・サブパーティションまたはハッシュ・
サブパーティション

� 1 つのレンジ・パーティション表とレンジ - レンジまたはリスト - レンジ・コンポジット・
パーティション表パーティションのレンジ・サブパーティション

� 1 つのハッシュ・パーティション表とレンジ - ハッシュまたはリスト - ハッシュのコンポ
ジット・パーティション表パーティションのハッシュ・サブパーティション

� 1 つのリスト・パーティション表とレンジ - リストまたはハッシュ - リストのコンポジッ
ト・パーティション表パーティションのリスト・サブパーティション

交換対象の表、パーティションおよびサブパーティションの構造は、パーティション・キーを
含め常に同じである必要があります。リスト・パーティションとリスト・サブパーティション
の場合、対応する値リストも一致している必要があります。

この句をトランスポータブル表領域とともに使用すると、高速データ・ロードが容易になりま
す。

tableに LOB 列がある場合、各 LOB 列の LOB データ、および LOB 索引パーティション・セ
グメントまたは LOB 索引サブパーティション・セグメントは、tableの対応する LOB データ
および LOB 索引セグメントと交換されます。

2 つのオブジェクトのすべてのセグメント属性（表領域およびロギングを含む）も交換されま
す。

参照参照参照参照 : トランスポータブル表領域の詳細は、『Oracle Database 管理者ガ
イド』を参照してください。
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表またはパーティションの統計およびヒストグラムは交換されません。DBMS_STATSパッケー
ジを使用して、新しいパーティションを受け取る表について、統計を再集計するか、ヒストグ
ラムを作成します。

交換されるオブジェクトのすべてのグローバル索引は、無効になります。
update_global_index_clause または update_all_indexes_clause を使用し、パーティションが交
換された表のグローバル索引を更新できます。update_all_indexes_clauseには、副次句
ではなく UPDATE INDEXESキーワードのみを指定できます。交換される表のグローバル索引
は、無効のままになります。これらの句とともに parallel_clauseを指定すると、交換操作
ではなく、索引の更新がパラレル化されます。

WITH TABLE table パーティションまたはサブパーティションを交換する表を指定します。

INCLUDING | EXCLUDING INDEXES INCLUDING INDEXESを指定すると、ローカル索引
パーティションまたはサブパーティションを対応する表索引（非パーティション表の場合）ま
たはローカル索引（ハッシュ・パーティション化表の場合）と交換できます。EXCLUDING 
INDEXESを指定すると、交換された表のすべての標準索引、索引パーティションおよびパー
ティションに対応するすべての索引パーティションまたはサブパーティションに UNUSABLEの
マークを付けることができます。

WITH | WITHOUT VALIDATION WITH VALIDATIONを指定すると、交換された表にあるいず
れかの行が交換されたパーティションまたはサブパーティションにマップされない場合にエ
ラーが戻されます。WITHOUT VALIDATIONを指定すると、交換された表にある行が正しく
マップされたかどうかがチェックされません。

exceptions_clause この句の詳細は、8-16 ページの「制約の例外の処理」を参照してくださ
い。パーティション交換のコンテキストでは、この句は、パーティション表が一意制約を使用
して定義されている場合にのみ有効です。また、制約は DISABLE VALIDATEの状態である必
要があります。この句は、サブパーティションではなくパーティション交換に対してのみ有効
です。

パーティションまたはサブパーティションの交換の注意事項パーティションまたはサブパーティションの交換の注意事項パーティションまたはサブパーティションの交換の注意事項パーティションまたはサブパーティションの交換の注意事項 : パーティションとサブパーティ
ションの交換時には、次の点に注意します。

� 交換される両方の表は同じ主キーを含む必要があり、参照表が空でないかぎり、どちらの
表も有効な外部キーを参照できません。

� パーティション化された索引構成表の交換時には、次の点に注意します。

– ソースおよびターゲットの表およびパーティションは、その主キーが同じ列に同じ順
序で設定されている必要があります。

– キー圧縮が使用可能な場合は、ソースおよびターゲットの両方で使用可能で、接頭辞
の長さは同じである必要があります。

– ソースおよびターゲットの両方は、索引構成されている必要があります。

参照参照参照参照 : 「パーティションまたはサブパーティションの交換の注意事項 :」
（12-67 ページ）

参照参照参照参照 :

� SQL スクリプトの詳細は、『Oracle Database PL/SQL パッケージ・プ
ロシージャおよびタイプ・リファレンス』の DBMS_IOTパッケージを
参照してください。

� 移行行および連鎖行の削除については、『Oracle Database 管理者ガイ
ド』を参照してください。

� 制約の確認の詳細は、8-4 ページの「constraint」および 12-74 ページ
の「索引構成表の例外表の作成例 :」を参照してください。
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– ソースおよびターゲットの両方に、オーバーフロー・セグメントが必要です。または、
ソースおよびターゲットの両方がオーバーフロー・セグメントを持ってはいけません。
また、ソースおよびターゲットの両方ともマッピング表を含むか、または両方とも含
まない必要があります。

– ソースおよびターゲットの両方は、LOB 列に対して記憶域属性が同一である必要があ
ります。

dependent_tables_clause
この句は、参照パーティション表の親表を変更する場合にのみ有効です。この句では、親表の
子の参照パーティション表の操作によって作成されるパーティションの属性を指定できます。

� 親表がコンポジット・パーティションではない場合、1 つ以上の子表を指定し、子表ごと
に、親表内に作成された各パーティションの 1 つの partition_specを指定します。

� 親表がコンポジットの場合、1 つ以上の子表を指定し、子表ごとに、親表内に作成された各
サブパーティションの 1 つの partition_specを指定します。

UNUSABLE LOCAL INDEXES 句句句句

この 2 つの句を使用すると、パーティションとサブパーティションのどちらを変更するかに応
じて、partitionに対応するローカル索引パーティションおよび索引サブパーティションの属
性を変更できます。

� UNUSABLE LOCAL INDEXESを指定すると、partitionに関連付けられたローカル索引
パーティションまたは索引サブパーティションに、UNUSABLEのマークが付けられます。

� REBUILD UNUSABLE LOCAL INDEXESを指定すると、partitionに関連付けられた
UNUSABLE のローカル索引パーティションまたは索引サブパーティションが再構築され
ます。

UNUSABLE LOCAL INDEXES 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� この句を modify_table_partitionの他の句と同時に指定することはできません。

� サブパーティションが含まれるパーティションに対しては、modify_table_partition
でこの句を指定できません。ただし、modify_range_subpartition、
modify_hash_subpartitionまたは modify_list_subpartition句では指定できま
す。

update_index_clauses
update_index_clausesを使用すると、表のパーティション化操作の一部として tableの
索引を更新できます。表パーティションで DDL 文を実行する場合、tableに索引が定義され
ていると、DDL 文を実行中のパーティションだけでなく索引全体が無効になります。この句を
使用すると、変更する索引パーティションを DDL 操作中に更新できるため、DDL 文の後で索
引を再構築する必要がなくなります。

パーティション化された索引構成表では、update_index_clausesは不要であり、無効で
す。索引構成表は主キー・ベースであるため、値を変更せずにデータを移動する操作では、グ
ローバル索引は USABLEのままです。

update_global_index_clause
この句を使用すると、tableのグローバル索引を更新できます。

参照参照参照参照 : 「表パーティションの交換例 :」（12-76 ページ）

参照参照参照参照 : 参照パーティション表の作成の詳細は、16-48 ページの「CREATE 
TABLE」の句「reference_partitioning」を参照してください。一般的な参
照によるパーティション化の詳細は、『Oracle Database VLDB およびパー
ティショニング・ガイド』を参照してください。
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update_all_indexes_clause
この句を使用すると、tableのすべての索引を更新できます。

update_index_partition この句は、表パーティションの操作に対してのみ有効で、ローカル
索引にのみ影響を与えます。

� index_partition_descriptionを使用すると、各ローカル索引のそれぞれのパーティ
ションの物理属性、表領域の記憶域およびロギングを指定できます。PARTITIONキーワー
ドのみを指定すると、索引のパーティションは次のように更新されます。

– 単一の表パーティションに対する操作（MOVE PARTITION、SPLIT PARTITIONなど）
の場合、対応する索引パーティションは処理された索引表パーティションの属性を継
承します。索引パーティションの名前は生成されないため、この操作によって作成さ
れた新しい索引パーティションは、対応する新しい表パーティションから名前を継承
します。

– MERGE PARTITION操作の場合、この操作によって作成されたローカル索引パーティ
ションは、作成された表パーティションの名前とローカル索引の属性を継承します。

ドメイン索引の場合、PARAMETERS句を使用すると、未解析のまま適切な ODCI 索引タイ
プ・ルーチンに渡すパラメータ文字列を指定できます。PARAMETERS句は、ドメイン索引
に対してのみ有効であり、ドメイン索引について指定できる
index_partition_descriptionの唯一の部分です。

� コンポジット・パーティション索引の場合、index_subpartition_clauseを使用する
と、各サブパーティションに対して表領域の記憶域を指定できます。
update_index_partition句のこのコンポーネントの詳細は、14-65 ページの「CREATE 
INDEX」の「index_subpartition_clause」を参照してください。

update_index_subpartition この句は、コンポジット・パーティション表のサブパーティ
ションの操作に対してのみ有効で、コンポジット・パーティション表のローカル索引にのみ影
響を与えます。1 つ以上のサブパーティションに表領域の記憶域を指定できます。

すべての索引の更新の制限事項すべての索引の更新の制限事項すべての索引の更新の制限事項すべての索引の更新の制限事項 : この句は、索引構成表に対して指定できません。

update_global_index_clause 
この句を指定すると、tableのグローバル索引のみを更新できます。tableのすべてのローカ
ル索引には、UNUSABLEのマークが付けられます。

UPDATE GLOBAL INDEXES UPDATE GLOBAL INDEXESを指定すると、tableで定義したグ
ローバル索引を更新できます。

グローバル索引の更新の制限事項グローバル索引の更新の制限事項グローバル索引の更新の制限事項グローバル索引の更新の制限事項 : グローバル索引が LOB 列のグローバル・ドメイン索引と
して定義されている場合、ドメイン索引は、更新されるのではなく UNUSABLEのマークが付け
られます。

INVALIDATE GLOBAL INDEXES INVALIDATE GLOBAL INDEXESを指定すると、tableで
定義したグローバル索引を無効にできます。

どちらも指定しない場合、グローバル索引は無効になります。

グローバル索引の無効化の制限事項グローバル索引の無効化の制限事項グローバル索引の無効化の制限事項グローバル索引の無効化の制限事項 : この句はグローバル索引のみをサポートしています。
索引構成表はサポートしていません。また、この句では USABLEおよび VALIDの索引のみが更
新されます。UNUSABLEの索引は使用禁止のままになり、INVALIDのグローバル索引は無視さ
れます。

参照参照参照参照 : ドメイン索引の詳細は、『Oracle Database データ・カートリッジ
開発者ガイド』を参照してください。
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parallel_clause
parallel_clauseを使用すると、表の問合せおよび DML に対するデフォルトの並列度を変
更できます。

この句の詳細は、16-54 ページの「CREATE TABLE」の「parallel_clause」を参照してください。

表の並列化の変更の制限事項表の並列化の変更の制限事項表の並列化の変更の制限事項表の並列化の変更の制限事項 : 表の並列化の変更には、次の制限事項があります。

� tableに LOB 型またはユーザー定義オブジェクト型の列が含まれている場合、この table
での INSERT、UPDATEおよび DELETEは、通知なしに逐次実行されます。ただし、後続
の問合せはパラレルで実行されます。

� parallel_clauseを move_table_clauseと組み合せて指定する場合、このパラレル化
は移動のみに適用され、後続の表での DML 操作および問合せには適用されません。

move_table_clause 
move_table_clauseを使用すると、非パーティション表のデータまたはパーティション表の
パーティションのデータを新しいセグメントに再配置できます。オプションとして、別の表領
域への配置および記憶域属性の変更を行うこともできます。

LOB_storage_clause句および varray_col_properties句を使用して、表またはパー
ティションに関連付けられた LOB データ・セグメントを移動することもできます。この句で指
定していない LOB 項目は移動できません。

表を別の表領域に移動する場合、COMPATIBLEパラメータが 10.0 以上に設定されていると、
ネストした表の列に対する記憶表は、その表が作成された表領域に残ります。COMPATIBLEが
10.0 未満に設定されている場合、表と記憶表は新しい表領域に自動的に移動します。

ONLINE 句句句句 この句は、トップレベルの索引構成表、および索引構成済のネストした表の記憶
表に対してのみ有効です。ONLINEを指定すると、表の主キー索引の再構築中に、索引構成表
に対する DML 操作を実行できます。

表のオンライン化の制限事項表のオンライン化の制限事項表のオンライン化の制限事項表のオンライン化の制限事項 : 表のオンライン化には、次の制限事項があります。

� 同じ文でこの句と他の句は結合できません。

� この句は、パーティション化された索引構成表に対して指定できません。

� オンライン MOVE中のパラレル DML はサポートされていません。ONLINEを指定し、パラ
レル DML 文を発行すると、Oracle Database はエラーを戻します。

� 索引構成表に LOB、VARRAY、Oracle が提供する型またはユーザー定義オブジェクト型の
列が含まれている場合には、この句は指定できません。

index_org_table_clause 
索引構成表の場合、move_table_clauseの index_org_table_clauseを使用すると、
オーバーフロー・セグメント属性も指定できます。move_table_clauseを使用すると、索引
構成表の主キー索引が再構築されます。オーバーフロー・データ・セグメントは、キーワード
OVERFLOWが明示的に指定されていないかぎり、再構築されません。ただし、次の場合は例外
です。

� ALTER TABLE文の一部として PCTTHRESHOLDの値または INCLUDING列を変更する場合
は、オーバーフロー・データ・セグメントが再構築されます。

� 索引構成表内のアウトラインの列（LOB 列、VARRAY 列、ネストした表の列）のいずれか
を明示的に移動する場合は、オーバーフロー・データ・セグメントも再構築されます。

参照参照参照参照 : 12-77 ページの「グローバル索引の更新例 :」および 12-77 ページ
の「パーティション索引の更新例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 :  「パラレル処理の指定例 :」（12-73 ページ）
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LOB 列の索引およびデータ・セグメントは、LOB 列を ALTER TABLE文の一部として明示的に
指定しないかぎり、再構築されません。

mapping_table_clauses MAPPING TABLEを指定すると、マッピング表が存在していない場
合にマッピング表を作成できます。マッピング表がすでに存在する場合、マッピング表は索引
構成表とともに移動され、すべてのビットマップ索引には UNUSABLEのマークが付けられま
す。新しいマッピング表は、親表と同じ表領域に作成されます。

NOMAPPINGを指定すると、既存のマッピング表が削除されます。

この句の詳細は、16-33 ページの「CREATE TABLE」の「mapping_table_clauses」を参照して
ください。

表のマッピングの制限事項表のマッピングの制限事項表のマッピングの制限事項表のマッピングの制限事項 : tableでビットマップ索引が定義されている場合は、
NOMAPPINGを指定できません。

key_compression key_compression句を使用すると、索引構成表のキー圧縮を使用可能ま
たは使用禁止にできます。

� COMPRESSを指定すると、キー圧縮が使用可能になります。これによって、索引構成表の
主キー列の値が重複しなくなります。integerを使用して、接頭辞の長さ（圧縮する接頭
辞列数）を指定します。

接頭辞の長さの有効範囲は、1 ～（主キー列数 -1）までです。デフォルトでは（主キー列
数 -1）になります。

� NOCOMPRESSを指定すると、索引構成表でのキー圧縮が使用禁止になります。これはデ
フォルトです。

TABLESPACE tablespace 再構築した索引構成表を格納する表領域を指定します。

LOB_storage_clause この句を使用すると、LOB セグメントを別の表領域に移動できます。
表に LONG列が含まれている場合は、この句を使用して LOB セグメントを移動することはでき
ません。かわりに、LONG列を LOB に変換するか、または表をエクスポートし、LOB 列に必要
な表領域の記憶域を指定する表を再作成して表データを再インポートする必要があります。

表の移動の制限事項表の移動の制限事項表の移動の制限事項表の移動の制限事項 : 表の移動には、次の制限事項があります。

� MOVEを指定する場合は、ALTER TABLE文の 初の句にする必要があります。この句以外
では、physical_attributes_clause、parallel_clauseおよび
LOB_storage_clauseのみが指定できます。

� LONGまたは LONG RAW列を含む表は、移動できません。

� パーティション表（ヒープ表または索引構成表）全体の移動はできません。個々のパー
ティションまたはサブパーティションを移動してください。

LOB についての注意についての注意についての注意についての注意 : move_table_clauseで指定するすべての LOB
列については、次のことに注意してください。

� 新しい表領域が指定されていない場合でも、古い LOB データ・セグメ
ントとこれに対応する索引セグメントは削除され、新しいセグメント
が作成されます。

� tableの LOB 索引がその LOB データと異なる表領域にある場合、移
動後の LOB 索引は、LOB データと同じ表領域にまとめて格納されま
す。

参照参照参照参照 : 12-57 ページの「move_table_partition」および 12-58 ページの
「move_table_subpartition」を参照してください。
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enable_disable_clause
enable_disable_clauseを使用すると、Oracle Database が整合性制約を適用するかどう
か、およびその方法を指定できます。DROPおよび KEEP句は、一意制約または主キー制約を使
用禁止にする場合のみに有効です。

TABLE LOCK
DDL 操作中にロックされた表にのみ DDL 操作を実行できます。このような表ロックは、DML
操作中は必要ありません。

ENABLE TABLE LOCK ENABLE TABLE LOCKを指定すると、表ロックが有効になり、表に対
する DDL 操作が実行可能になります。現在実行中のすべてのトランザクションは、表ロックが
有効になる前にコミットまたはロールバックする必要があります。

DISABLE TABLE LOCK DISABLE TABLE LOCKを指定すると、表ロックが無効になり、表に
対する DDL 操作が実行できなくなります。

ALL TRIGGERS
ALL TRIGGERS句を使用すると、表に関連するすべてのトリガーを使用可能または使用禁止に
できます。

ENABLE ALL TRIGGERS ENABLE ALL TRIGGERSを指定すると、表に関連するすべてのト
リガーが使用可能になります。トリガー条件が満たされた場合に、トリガーが起動されます。

1 つのトリガーを使用可能にする場合は、ALTER TRIGGERの enable_clauseを使用してく
ださい。

DISABLE ALL TRIGGERS DISABLE ALL TRIGGERSを指定すると、表に関連するすべてのト
リガーが使用禁止になります。トリガー条件が満たされた場合でも、使用禁止のトリガーは起
動されません。

参照参照参照参照 :

� この句の詳細、関連する注意および制限事項については、16-54 ペー
ジの「CREATE TABLE」の「enable_disable_clause」を参照してくだ
さい。

� 索引の使用方法と制約の適用方法の詳細は、8-15 ページの「索引によ
る制約の適用」を参照してください。

注意注意注意注意 : 一時表に表ロックを適用することはできません。

注意注意注意注意 : Oracle Database は、表をロックする前に、データベース内のアク
ティブな DML トランザクションが完了するまで待機します。その結果、
遅延が生じる可能性があることに注意してください。

参照参照参照参照 : 16-85 ページの「CREATE TRIGGER」、13-2 ページの「ALTER 
TRIGGER」および 12-74 ページの「トリガーを使用可能にする例 :」を参
照してください。
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例例例例

コレクションの取出し例コレクションの取出し例コレクションの取出し例コレクションの取出し例 : 次の文は、サンプル表 sh.print_mediaのネストした表の列
ad_textdocs_ntabを変更し、問合せ時にロケータのかわりに実値を戻します。

ALTER TABLE print_media MODIFY NESTED TABLE ad_textdocs_ntab
   RETURN AS VALUE; 

パラレル処理の指定例パラレル処理の指定例パラレル処理の指定例パラレル処理の指定例 : 次の文は、サンプル表 oe.customersへの問合せに対してパラレル
処理を指定します。

ALTER TABLE customers
   PARALLEL;

制約状態の変更例制約状態の変更例制約状態の変更例制約状態の変更例 : 次の文は、employees表の emp_manager_fkという名前の整合性制約
を ENABLE VALIDATE状態にします。

ALTER TABLE employees
   ENABLE VALIDATE CONSTRAINT emp_manager_fk
   EXCEPTIONS INTO exceptions;

Oracle Database が制約を使用可能にするためには、employees表の各行がこの制約を満たし
ている必要があります。制約に違反する行があれば、制約は使用禁止のままになります。すべ
ての例外は、exceptions表に記述されます。次の文で、employees表の例外を検出するこ
ともできます。

SELECT e.*
   FROM employees e, exceptions ex
   WHERE e.rowid = ex.row_id
      AND ex.table_name = 'EMPLOYEES'
      AND ex.constraint = 'EMP_MANAGER_FK';

次の文は、employees表の 2 つの制約を ENABLE NOVALIDATE状態にします。

ALTER TABLE employees
   ENABLE NOVALIDATE PRIMARY KEY
   ENABLE NOVALIDATE CONSTRAINT emp_last_name_nn;

この文には、次の 2 つの ENABLE句が含まれています。

� 1 番目の ENABLE 句は、表の主キー制約を ENABLE NOVALIDATE状態にします。

� 2 番目の ENABLE 句は、emp_last_name_nnという制約を ENABLE NOVALIDATE状態に
します。

この例では、表のそれぞれの行が 2 つの制約を満たす場合にかぎり、その制約が使用可能にな
ります。どちらかの制約に違反する行があった場合、エラーが戻され、どちらの制約も使用禁
止のままになります。

departments表の location_id列の外部キー制約について考えます。ここでは、
locations表の主キーを参照しています。次の文は、locations表の主キーを使用禁止にし
ます。

ALTER TABLE locations
   MODIFY PRIMARY KEY DISABLE CASCADE;

locations表の一意キーは、departments表の外部キーによって参照されるため、この主
キーを使用禁止にする場合は、CASCADE句を指定します。この句によって、外部キーも使用禁
止になります。
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索引構成表の例外表の作成例索引構成表の例外表の作成例索引構成表の例外表の作成例索引構成表の例外表の作成例 : 次の例は、主キー制約に違反する索引構成表 hr.countries
からの行を保持する except_table表を作成します。

EXECUTE DBMS_IOT.BUILD_EXCEPTIONS_TABLE ('hr', 'countries', 'except_table');
ALTER TABLE countries
   ENABLE PRIMARY KEY
   EXCEPTIONS INTO except_table;

例外表を指定する場合は、この表に行を挿入する権限が必要です。検出された例外を調べる場
合、例外表を問い合せる権限が必要です。

CHECK 制約を使用禁止にする例制約を使用禁止にする例制約を使用禁止にする例制約を使用禁止にする例 : 次の文は、employees表に CHECK制約を定義し、その制
約を使用禁止にします。

ALTER TABLE employees ADD CONSTRAINT check_comp 
   CHECK (salary + (commission_pct*salary) <= 5000)
   DISABLE;

check_comp制約は、給与総額が 5000 ドルを超える従業員がいないことを保証します。ただ
し、この制約が使用禁止になっているため、従業員の給与をこの制限以上に増やすことができ
ます。

トリガーを使用可能にする例トリガーを使用可能にする例トリガーを使用可能にする例トリガーを使用可能にする例 : 次の文は、employees表に対応付けられているすべてのトリ
ガーを使用可能にします。

ALTER TABLE employees
   ENABLE ALL TRIGGERS;

未使用領域の解放例未使用領域の解放例未使用領域の解放例未使用領域の解放例 : 次の文は、employees表で再利用できるように 高水位標が
MINEXTENTSを超えるすべての未使用領域を解放します。

ALTER TABLE employees
    DEALLOCATE UNUSED;

列名の変更例列名の変更例列名の変更例列名の変更例 : 次の文は、サンプル表 oe.customersの列名を credit_limitから
credit_amountに変更します。

ALTER TABLE customers
   RENAME COLUMN credit_limit TO credit_amount;

列の削除例列の削除例列の削除例列の削除例 : 次の文は、CASCADE CONSTRAINTSが指定されている drop_column_clause
です。表 t1が次のように作成されているとします。

CREATE TABLE t1 (
   pk NUMBER PRIMARY KEY,
   fk NUMBER,
   c1 NUMBER,
   c2 NUMBER,
   CONSTRAINT ri FOREIGN KEY (fk) REFERENCES t1,
   CONSTRAINT ck1 CHECK (pk > 0 and c1 > 0),
   CONSTRAINT ck2 CHECK (c2 > 0)
);

次の文に対してエラーが戻されます。

/* The next two statements return errors:
ALTER TABLE t1 DROP (pk);  -- pk is a parent key
ALTER TABLE t1 DROP (c1);  -- c1 is referenced by multicolumn
                           -- constraint ck1

参照参照参照参照 : 表に行を挿入するために必要な権限の詳細は、18-53 ページの
「INSERT」および 19-4 ページの「SELECT」を参照してください。
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次の文を発行すると、列 pk、主キー制約、外部キー制約 riおよび CHECK 制約 ck1が削除さ
れます。

ALTER TABLE t1 DROP (pk) CASCADE CONSTRAINTS;

削除された列に定義した制約が参照する列もすべて削除される場合、CASCADE CONSTRAINTS
は必要ありません。たとえば、他の表から列 pkを参照する他の参照制約が存在していないと
します。この場合は、CASCADE CONSTRAINTS句を指定しない次の文が有効になります。

ALTER TABLE t1 DROP (pk, fk, c1);

索引構成表の変更例索引構成表の変更例索引構成表の変更例索引構成表の変更例 : 次の文は、hr.countriesに基づく索引構成表 countries_demoの
索引セグメントの INITRANSパラメータを変更します。

ALTER TABLE countries_demo INITRANS 4;

次の文は、オーバーフロー・データ・セグメントを索引構成表 countriesに追加します。

ALTER TABLE countries_demo ADD OVERFLOW;

次の文は、索引構成表 countriesのオーバーフロー・データ・セグメントの INITRANSパラ
メータを変更します。

ALTER TABLE countries_demo OVERFLOW INITRANS 4;

表のパーティションの分割例表のパーティションの分割例表のパーティションの分割例表のパーティションの分割例 : 次の文は、サンプル表 sh.salesの古いパーティション
sales_q4_2000を分割して 2 つの新しいパーティションを作成し、1 つには
sales_q4_2000bという名前を付け、もう 1 つには旧パーティションの名前を再利用します。

ALTER TABLE sales SPLIT PARTITION SALES_Q4_2000 
   AT (TO_DATE('15-NOV-2000','DD-MON-YYYY'))
   INTO (PARTITION SALES_Q4_2000, PARTITION SALES_Q4_2000b);

サンプル表 pm.print_mediaは、パーティション p1 とパーティション p2 にレンジ・パー
ティション化されたとします（表をパーティション化する前に、print_mediaの LONG列を
LOB に変換する必要があります）。次の文は、表のパーティション p2をパーティション p2a
と p2bに分割します。

ALTER TABLE print_media_part
   SPLIT PARTITION p2 AT (150) INTO
   (PARTITION p2a TABLESPACE omf_ts1
      LOB ad_photo, ad_composite) STORE AS (TABLESPACE omf_ts2),
   PARTITION p2b 
      LOB (ad_photo, ad_composite) STORE AS (TABLESPACE omf_ts2));

p2aと p2bのパーティションでは、列 ad_photoと ad_compositeに対する LOB セグメン
トが表領域 omb_ts2内に作成されます。パーティション p2a のその他の列に対する LOB セグ
メントは、表領域 omf_ts1 に保存されます。パーティション p2b のその他の列に対する LOB セ
グメントは、この ALTER文の実行前の表領域で保持されます。ただし、LOB データおよび
LOB 索引セグメントが新しい表領域に移動されない場合でも、これらの新しいセグメントが作
成されます。

LOB を持つ表パーティションの追加例を持つ表パーティションの追加例を持つ表パーティションの追加例を持つ表パーティションの追加例 : 次の文は、パーティション p3を
print_media_part表に追加し（前述の例を参照）、表の BLOBと CLOB列の記憶特性を指定
します。

ALTER TABLE print_media_part ADD PARTITION p3 VALUES LESS THAN (MAXVALUE)
   LOB (ad_photo, ad_composite) STORE AS (TABLESPACE omf_ts2)
   LOB (ad_sourcetext, ad_finaltext) STORE AS (TABLESPACE omf_ts1);

パーティション p3の列 ad_photoおよび ad_compositeに対する LOB データと LOB 索引
セグメントは、表領域 omf_ts2に格納されます。LOB 列の他の属性は、まず表レベルのデ
フォルトから継承され、次に表領域のデフォルトから継承されます。
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列 ad_source_textおよび ad_finaltextの LOB データ・セグメントは、omf_ts1表領域
に格納され、他のすべての属性は、表レベルのデフォルト値から継承され、次に表領域のデ
フォルト値から継承されます。

デフォルト・リスト・パーティションの使用例デフォルト・リスト・パーティションの使用例デフォルト・リスト・パーティションの使用例デフォルト・リスト・パーティションの使用例 : 次の文は、リスト・パーティション表
（16-67 ページの「リスト・パーティション化の例 :」で作成）を使用します。 初の文は、既存
のデフォルト・パーティションを新規の southパーティションとデフォルト・パーティション
に分割します。

ALTER TABLE list_customers SPLIT PARTITION rest 
   VALUES ('MEXICO', 'COLOMBIA')
   INTO (PARTITION south, PARTITION rest);

次の文は、結果のデフォルト・パーティションを asiaパーティションとマージします。

ALTER TABLE list_customers 
   MERGE PARTITIONS asia, rest INTO PARTITION rest;

次の文は、デフォルト・パーティションを分割して、asiaパーティションを再作成します。

ALTER TABLE list_customers SPLIT PARTITION rest 
   VALUES ('CHINA', 'THAILAND')
   INTO (PARTITION asia, partition rest);

2 つの表パーティションのマージ例つの表パーティションのマージ例つの表パーティションのマージ例つの表パーティションのマージ例 : 次の文は、パーティション（12-75 ページの「表のパー
ティションの分割例 :」で作成）をマージして、1 つのパーティションに戻します。

ALTER TABLE sales 
   MERGE PARTITIONS sales_q4_2000, sales_q4_2000b
   INTO PARTITION sales_q4_2000;

表のパーティションの削除例表のパーティションの削除例表のパーティションの削除例表のパーティションの削除例 : 次の文は、パーティション p3（12-75 ページの「LOB を持つ
表パーティションの追加例 :」で作成）を削除します。

ALTER TABLE print_media_part DROP PARTITION p3;

表パーティションの交換例表パーティションの交換例表パーティションの交換例表パーティションの交換例 : 次の例では、list_customers表（16-67 ページの「リスト・
パーティション化の例 :」で作成）のパーティションと同じ構造を持つ exchange_table表を
作成します。次に、パーティション restを表 exchange_tableに置き換えます。ローカル
索引パーティションと exchange_tableに対応する索引との交換、および exchange_table
内のデータがパーティション restの範囲内かどうかの検証は行われません。

CREATE TABLE exchange_table (
   customer_id     NUMBER(6),
   cust_first_name VARCHAR2(20),
   cust_last_name  VARCHAR2(20),
   cust_address    CUST_ADDRESS_TYP,
   nls_territory   VARCHAR2(30),
   cust_email      VARCHAR2(30));

ALTER TABLE list_customers 
   EXCHANGE PARTITION feb97 WITH TABLE sales_feb97 
   WITHOUT VALIDATION;

表のパーティションの変更例表のパーティションの変更例表のパーティションの変更例表のパーティションの変更例 : 次の文は、list_customers表のパーティション asiaに対
応するすべてのローカル索引パーティションに、UNUSABLEのマークを付けます。

ALTER TABLE list_customers MODIFY PARTITION asia 
   UNUSABLE LOCAL INDEXES;
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次の文は、UNUSABLEのマークが付けられたすべてのローカル索引パーティションを再構築し
ます。

ALTER TABLE list_customers MODIFY PARTITION asia
   REBUILD UNUSABLE LOCAL INDEXES;

表のパーティションの移動例表のパーティションの移動例表のパーティションの移動例表のパーティションの移動例 : 次の文は、パーティション p2b（12-75 ページの「表のパー
ティションの分割例 :」で作成）を表領域 omf_ts1に移動します。

ALTER TABLE print_media_part 
   MOVE PARTITION p2b TABLESPACE omf_ts1;

表のパーティション名の変更例表のパーティション名の変更例表のパーティション名の変更例表のパーティション名の変更例 : 次の文は、sh.sales表のパーティションの名前を変更しま
す。

ALTER TABLE sales RENAME PARTITION sales_q4_2003 TO sales_currentq;

表のパーティションの切捨て例表のパーティションの切捨て例表のパーティションの切捨て例表のパーティションの切捨て例 : 次の文は、print_media_demo表（16-67 ページの「LOB
列のあるパーティション表の例 :」で作成）を使用します。p1パーティションのすべてのデー
タが削除され、解放された領域の割当てが解除されます。

ALTER TABLE print_media_demo
   TRUNCATE PARTITION p1 DROP STORAGE;

グローバル索引の更新例グローバル索引の更新例グローバル索引の更新例グローバル索引の更新例 : 次の文は、サンプル表 sh.salesのパーティション
sales_q1_2000を分割し、定義されているグローバル索引を更新します。

ALTER TABLE sales SPLIT PARTITION sales_q1_2000
   AT (TO_DATE('16-FEB-2000','DD-MON-YYYY'))
   INTO (PARTITION q1a_2000, PARTITION q1b_2000)
   UPDATE GLOBAL INDEXES;

パーティション索引の更新例パーティション索引の更新例パーティション索引の更新例パーティション索引の更新例 : 次の文は、サンプル表 sh.costsのパーティション
costs_Q4_2003を分割し、定義されているローカル索引を更新します。16-83 ページの「基本
的な一時表領域の作成例 :」で作成した表領域を使用します。

CREATE INDEX cost_ix ON costs(channel_id) LOCAL;

ALTER TABLE costs
  SPLIT PARTITION costs_q4_2003 at
    (TO_DATE('01-Nov-2003','dd-mon-yyyy')) 
    INTO (PARTITION c_p1, PARTITION c_p2) 
  UPDATE INDEXES (cost_ix (PARTITION c_p1 tablespace tbs_02, 
                           PARTITION c_p2 tablespace tbs_03));

オブジェクト識別子の指定例オブジェクト識別子の指定例オブジェクト識別子の指定例オブジェクト識別子の指定例 : 次の文は、オブジェクト型、主キーに基づくオブジェクト識別
子に対応するオブジェクト表、およびユーザー定義 REF列を持つ表を作成します。

CREATE TYPE emp_t AS OBJECT (empno NUMBER, address CHAR(30));

CREATE TABLE emp OF emp_t (
   empno PRIMARY KEY)
   OBJECT IDENTIFIER IS PRIMARY KEY;

CREATE TABLE dept (dno NUMBER, mgr_ref REF emp_t SCOPE is emp);

次の文は、emp表を参照する制約およびユーザー定義 REF列を追加します。

ALTER TABLE dept ADD CONSTRAINT mgr_cons FOREIGN KEY (mgr_ref)
   REFERENCES emp;
ALTER TABLE dept ADD sr_mgr REF emp_t REFERENCES emp;
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表の列の追加例表の列の追加例表の列の追加例表の列の追加例 : 次の文は、NUMBERデータ型の列 duty_pct、サイズが 3 の VARCHAR2
データ型の列 visa_neededおよび CHECK整合性制約を countries表に追加します。

ALTER TABLE countries 
   ADD (duty_pct     NUMBER(2,2)  CHECK (duty_pct < 10.5),
        visa_needed  VARCHAR2(3)); 

仮想表の列の追加例仮想表の列の追加例仮想表の列の追加例仮想表の列の追加例 : 次の文は、列 incomeを hr.employees表のコピーに追加します。
この列は、給与と歩合の合計です。給与と歩合はどちらも NUMBER列であるため、データ型が
文に指定されていなくても、データベースによって仮想列は NUMBER列として作成されます。

CREATE TABLE emp2 AS SELECT * FROM employees;

ALTER TABLE emp2 ADD (income AS (salary + (salary*commission_pct)));

表の列の変更例表の列の変更例表の列の変更例表の列の変更例 : 次の文は、duty_pct列のサイズを増やします。

ALTER TABLE countries
   MODIFY (duty_pct NUMBER(3,2)); 

MODIFY句には列の定義が 1 つのため、定義を囲むカッコは任意指定です。

次の文は、employees表の PCTFREEパラメータと PCTUSEDパラメータの値を、それぞれ
30 と 60 に変更します。

ALTER TABLE employees 
   PCTFREE 30
   PCTUSED 60; 

データの暗号化例データの暗号化例データの暗号化例データの暗号化例 : 次の文は、暗号化アルゴリズム 3DES168を使用して、hr.employees
表の salary 列を暗号化します。前述の「セマンティクス」で説明したように、まず、データの
透過的暗号化を有効にする必要があります。

ALTER TABLE employees 
   MODIFY (salary ENCRYPT USING '3DES168');

次の文は、暗号化された新しい列 online_acct_pwを oe.customers表に追加します。

ALTER TABLE customers
   ADD (online_acct_pw VARCHAR2(8) ENCRYPT);

次の例は、customer.online_acct_pw 列を復号化します。

ALTER TABLE customers
   MODIFY (online_acct_pw DECRYPT);

エクステントの割当て例エクステントの割当て例エクステントの割当て例エクステントの割当て例 : 次の文は、employees表に 5KB のエクステントを割り当て、その
エクステントをインスタンス 4 が使用できるようにします。

ALTER TABLE employees
  ALLOCATE EXTENT (SIZE 5K INSTANCE 4); 

この文には、DATAFILEパラメータが指定されていないため、エクステントは employees 表が
入っている表領域に属するデータ・ファイルの 1 つに割り当てられます。

デフォルト列値の指定例デフォルト列値の指定例デフォルト列値の指定例デフォルト列値の指定例 : 次の文は、product_information表の min_price列のデフォ
ルト値を 10 に変更します。

ALTER TABLE product_information
  MODIFY (min_price DEFAULT 10); 
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続いて min_price列に値を指定せずに、product_information表に新しい行を追加する場
合、min_price列の値は自動的に 0（ゼロ）になります。

INSERT INTO product_information (product_id, product_name, 
   list_price)
   VALUES (300, 'left-handed mouse', 40.50); 

SELECT product_id, product_name, list_price, min_price 
    FROM product_information
    WHERE product_id = 300; 

PRODUCT_ID PRODUCT_NAME         LIST_PRICE  MIN_PRICE
---------- -------------------- ---------- ----------
       300 left-handed mouse          40.5         10

以前に指定したデフォルト値を中止して、新しく追加する行にその値が自動的に挿入されない
ようにする場合、次の文に示すように、デフォルト値を NULLに置き換えます。

ALTER TABLE product_information
   MODIFY (min_price DEFAULT NULL);

MODIFY句には、列の定義をすべて指定する必要はありません。列名および変更部分のみを指
定してください。この文は、既存の行の既存の値には影響しません。

XMLType 表への制約の追加例表への制約の追加例表への制約の追加例表への制約の追加例 : 次の例は、xwarehouses表（16-64 ページの「XMLType の
例」で作成）に主キー制約を追加します。

ALTER TABLE xwarehouses 
   ADD (PRIMARY KEY(XMLDATA."WarehouseID"));

この疑似列の詳細は、3-10 ページの「XMLDATA 疑似列」を参照してください。

制約名の変更例制約名の変更例制約名の変更例制約名の変更例 : 次の文は、サンプル表 oe.customersの制約名を cust_fname_nnから
cust_firstname_nnに変更します。

ALTER TABLE customers RENAME CONSTRAINT cust_fname_nn
   TO cust_firstname_nn;

制約の削除例制約の削除例制約の削除例制約の削除例 : 次の文は、departments表の主キーを削除します。

ALTER TABLE departments 
    DROP PRIMARY KEY CASCADE; 

主キー制約の名前が pk_deptであることがわかっている場合は、次のように指定しても削除
できます。

ALTER TABLE departments
    DROP CONSTRAINT pk_dept CASCADE; 

CASCADE句によって、主キーを参照するすべての外部キーが削除されます。

次の文は、employees表の email列の一意キーを削除します。

ALTER TABLE employees 
    DROP UNIQUE (email); 

この文の DROP句では CASCADE句を省略します。CASCADE オプションを省略することに
よって、一意キーを参照する外部キーがある場合、その一意キーは削除されません。

LOB 列の例列の例列の例列の例 : 次の文は、CLOB列の resumeを employee表に追加し、新しい列の LOB 記憶
特性を指定します。

ALTER TABLE employees ADD (resume CLOB)
  LOB (resume) STORE AS resume_seg (TABLESPACE example);
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次の文は、キャッシュを使用できるように LOB 列の resumeを変更します。

ALTER TABLE employees MODIFY LOB (resume) (CACHE); 

次の文は、SecureFile CLOB列の resumeを employee表に追加し、新しい列の LOB 記憶特性
を指定します。SecureFile LOB は、自動セグメント領域管理の表領域内に格納される必要があ
ります。そのため、この例の LOB データは auto_seg_ts表領域内に格納されます。この表領
域は、16-84 ページの「表領域に対してセグメント領域管理を指定する場合の例 :」で作成され
ました。

ALTER TABLE employees ADD (resume CLOB)
LOB (resume) STORE AS SECUREFILE resume_seg (TABLESPACE auto_seg_ts);

次の文は、LOB 列の resumeをキャッシュを使用しないように変更します。

ALTER TABLE employees MODIFY LOB (resume) (NOCACHE);

ネストした表の例ネストした表の例ネストした表の例ネストした表の例 : 次の文は、ネストした表の列 skillsを employees表に追加します。

ALTER TABLE employees ADD (skills skill_table_type)
    NESTED TABLE skills STORE AS nested_skill_table;

また、ネストした表の記憶特性も変更できます。変更する場合、
nested_table_col_propertiesに指定した記憶表の名前を使用してください。記憶表で
は、問合せまたは DML 文を実行することはできません。記憶表は、ネストした表の列の記憶
特性を変更するためにのみ使用します。

次の文は、ネストした表の列 clientと記憶表 client_tabを使用して、表 vet_service
を作成します。ネストした表 client_tabを変更して制約を指定します。

CREATE TYPE pet_t AS OBJECT
   (pet_id NUMBER, pet_name VARCHAR2(10), pet_dob DATE);
/

CREATE TYPE pet AS TABLE OF pet_t;
/

CREATE TABLE vet_service (vet_name VARCHAR2(30),
                          client   pet)
  NESTED TABLE client STORE AS client_tab;

ALTER TABLE client_tab ADD UNIQUE (pet_id);

次の文は、REF値のネストした表用の記憶表を変更して、REFの範囲が限定されることを指定
します。

CREATE TYPE emp_t AS OBJECT (eno number, ename char(31)); 
CREATE TYPE emps_t AS TABLE OF REF emp_t; 
CREATE TABLE emptab OF emp_t; 
CREATE TABLE dept (dno NUMBER, employees emps_t) 
   NESTED TABLE employees STORE AS deptemps; 
ALTER TABLE deptemps ADD (SCOPE FOR (COLUMN_VALUE) IS emptab); 

同様に、次の文は、REFを ROWID とともに格納することを指定します。

ALTER TABLE deptemps ADD (REF(column_value) WITH ROWID); 

これらの ALTER TABLE文を正確に実行するためには、記憶表 deptempsが空である必要があ
ります。また、ネストした表は、スカラー値（REF値）の表として定義されるため、Oracle 
Database は、暗黙的に列名 COLUMN_VALUEを記憶表に設定します。
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REF 列の例列の例列の例列の例 : 次の文では、オブジェクト型 dept_tを作成し、その後に表 staffを作成しま
す。

CREATE TYPE dept_t AS OBJECT 
   (deptno NUMBER, dname VARCHAR2(20));
/

CREATE TABLE staff 
   (name   VARCHAR(100), 
    salary NUMBER,
    dept   REF dept_t); 

オブジェクト表 officesを次のように作成します。

CREATE TABLE offices OF dept_t; 

dept列は、任意の表に格納された dept_tのオブジェクトに参照を格納できます。次のよう
に dept列に有効範囲制約を追加することによって、departments表に格納されたオブジェ
クトのみが参照されるように制限できます。

ALTER TABLE staff 
    ADD (SCOPE FOR (dept) IS offices); 

前述の ALTER TABLE文は、staff表が空である場合のみ正常に実行されます。

次の文は、staffの dept列に REF値を格納する際、ROWID も同時に格納します。

ALTER TABLE staff 
   ADD (REF(dept) WITH ROWID);

追加の例追加の例追加の例追加の例 : ALTER TABLE文を使用した整合性制約の定義例は、8-4 ページの「constraint」を
参照してください。

表の記憶域パラメータの変更例は、8-41 ページの「storage_clause」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� ネストした表の記憶域の詳細は、16-6 ページの「CREATE TABLE」を
参照してください。

� ネストした表の詳細は、『Oracle Database オブジェクト・リレーショ
ナル開発者ガイド』を参照してください。
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ALTER TABLESPACE 

用途用途用途用途

ALTER TABLESPACEを使用すると、既存の表領域、1 つ以上のデータ・ファイルまたは一時
ファイルを変更できます。

この句では、ディクショナリ管理表領域をローカル管理表領域に変換することはできません。
変換するには、『Oracle Database PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレ
ンス』に記載されている DBMS_SPACE_ADMINパッケージを使用してください。

前提条件前提条件前提条件前提条件

SYSAUX表領域を変更する場合は、SYSDBAシステム権限が必要です。

ALTER TABLESPACEシステム権限を持っている場合、すべての ALTER TABLESPACE操作を実
行できます。MANAGE TABLESPACEシステム権限を持っている場合は、次の操作のみを実行で
きます。

� 表領域をオンラインまたはオフラインにする。

� バックアップを開始または終了する。

� 表領域を読取り専用または読み書き両用にする。

表領域を読取り専用にする場合、次の条件が満たされている必要があります。

� 表領域がオンラインになっている。

� 表領域にアクティブなロールバック・セグメントがない。SYSTEM表領域には SYSTEMロー
ルバック・セグメントがあるため、読取り専用にはできません。また、読取り専用表領域
のロールバック・セグメントにはアクセスできないため、ロールバック・セグメントを削
除してから、表領域を読取り専用にすることをお薦めします。

� 表領域がオープン・バックアップに使用されていない。バックアップの終わりに表領域内
のすべてのデータ・ファイルのヘッダー・ファイルが更新されるためです。

これらの条件を満たすために、制限モードでこの機能を実行すると有効です。制限モードでは、
RESTRICTED SESSIONシステム権限を持つユーザーのみがログインできます。

参照参照参照参照 : 表領域作成の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』および
16-71 ページの「CREATE TABLESPACE」を参照してください。
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構文構文構文構文

alter_tablespace::=

（「ALTER TABLE」の項にある 12-5 ページの table_compression::=、
8-44 ページの storage_clause::=、8-42 ページの size_clause::=、
12-83 ページの datafile_tempfile_clauses::=、12-84 ページの tablespace_logging_clauses::=、
12-84 ページの tablespace_group_clause::=、12-84 ページの tablespace_state_clauses::=、
12-84 ページの autoextend_clause::=、12-84 ページの flashback_mode_clause::=、
12-85 ページの tablespace_retention_clause::= を参照）

datafile_tempfile_clauses::=

（8-26 ページの file_specification::= を参照）

ALTER TABLESPACE tablespace

DEFAULT
table_compression

storage_clause

MINIMUM EXTENT size_clause

RESIZE size_clause

COALESCE

SHRINK SPACE
KEEP size_clause

RENAME TO new_tablespace_name

BEGIN

END
BACKUP

datafile_tempfile_clauses

tablespace_logging_clauses

tablespace_group_clause

tablespace_state_clauses

autoextend_clause

flashback_mode_clause

tablespace_retention_clause

;

ADD
DATAFILE

TEMPFILE

file_specification

,

DROP
DATAFILE

TEMPFILE

’ filename ’

file_number

SHRINK TEMPFILE
’ filename ’

file_number

KEEP size_clause

RENAME DATAFILE ’ filename ’

,

TO ’ filename ’

,

DATAFILE

TEMPFILE

ONLINE

OFFLINE
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tablespace_logging_clauses::=

（8-34 ページの logging_clause::= を参照）

tablespace_group_clause::=

tablespace_state_clauses::=

autoextend_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

maxsize_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

flashback_mode_clause::=

logging_clause

NO
FORCE LOGGING

TABLESPACE GROUP
tablespace_group_name

’ ’

ONLINE

OFFLINE

NORMAL

TEMPORARY

IMMEDIATE

READ
ONLY

WRITE

PERMANENT

TEMPORARY

AUTOEXTEND

OFF

ON
NEXT size_clause maxsize_clause

MAXSIZE
UNLIMITED

size_clause

FLASHBACK
ON

OFF
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tablespace_retention_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

tablespace
変更する表領域の名前を指定します。

表領域の変更の制限事項表領域の変更の制限事項表領域の変更の制限事項表領域の変更の制限事項 : 表領域の変更には、次の制限事項があります。

� tablespaceが UNDO 表領域の場合、この文では ADD DATAFILE、RENAME DATAFILE、
RENAME TO（表領域の名前の変更）、DATAFILE ... ONLINE、DATAFILE ... OFFLINE、
BEGIN BACKUPおよび END BACKUPのみが指定可能です。

� SYSTEM表領域を、読取り専用または一時表領域にしたり、オフラインにすることはでき
ません。

� ローカル管理の一時表領域に対してこの文で指定できるのは、ADD句のみです。

DEFAULT storage_clause
DEFAULT storage_clauseを使用すると、表領域に作成される後続のオブジェクトに対して
新しいデフォルトの記憶域パラメータを指定できます。ディクショナリ管理の一時表の場合は、
storage_clauseの NEXTパラメータのみが考慮されます。

詳細は、8-41 ページの「storage_clause」を参照してください。

表領域のデフォルト記憶域の制限事項表領域のデフォルト記憶域の制限事項表領域のデフォルト記憶域の制限事項表領域のデフォルト記憶域の制限事項 : この句は、ローカル管理表領域に対して指定できませ
ん。

MINIMUM EXTENT
この句は、永続的なディクショナリ管理表領域に対してのみ有効です。MINIMUM EXTENT句を
指定すると、表領域内のすべての使用済エクステントまたは未使用エクステントの大きさが、
size_clauseで指定したサイズ以上であること、およびその倍数であることが保証され、表
領域における空き領域の断片化を制御できます。

MINIMUM EXTENT の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : この句は、ローカル管理の表領域またはディクショナリ管理
の一時表領域に対して指定できません。

RESIZE 句句句句

この句は、bigfile 表領域に対してのみ有効です。この句を使用すると、1 つのデータ・ファイ
ルのサイズを絶対サイズの値まで増やしたり減らすことができます。K、M、Gまたは Tを使用
して、それぞれ KB、MB、GB または TB 単位で指定することもできます。

smallfile 表領域に新しく追加されたデータ・ファイルまたは一時ファイルのサイズを変更する
には、ALTER DATABASE ... autoextend_clauseを使用します（10-25 ページの

「database_file_clauses」を参照）。

参照参照参照参照 : 自動 UNDO 管理および UNDO 表領域の詳細は、『Oracle 
Database 管理者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : この句の詳細は、8-42 ページの「size_clause」を参照してくださ
い。MINIMUM EXTENTを使用した領域の断片化の制御の詳細は、『Oracle 
Database 管理者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : bigfile 表領域については、16-74 ページの「BIGFILE | 
SMALLFILE」を参照してください。

RETENTION
GUARANTEE

NOGUARANTEE
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COALESCE
この句を使用すると、表領域内の各データ・ファイルで、連続する未使用エクステントをすべ
て結合し、連続するより大きいエクステントを作成します。

SHRINK SPACE 句句句句

この句は一時表領域に対してのみ有効です。表領域が使用する領域を削減できます。オプショ
ンの KEEP句では、size_clauseによって、表領域を縮小できる下限が定義されます。これ
は、自動拡張可能な表領域の MAXSIZEとは反対の機能です。KEEP句を省略すると、表領域の
他の記憶域属性を満たしている場合、データベースはできるだけ表領域を縮小しようとします。

RENAME 句句句句

この句を指定すると、tablespaceの名前を変更できます。この句は、tablespaceおよびそ
のすべてのデータ・ファイルがオンラインで、COMPATIBLEパラメータが 10.0.0 以上に設定さ
れている場合にのみ有効です。名前の変更は、永続表領域および一時表領域の両方に対して実
行できます。

tablespaceが読取り専用の場合、データ・ファイルのヘッダーは更新されず、新しい名前は
反映されません。アラート・ログに、データ・ファイルのヘッダーが更新されなかったことが
記録されます。

tablespaceが、Oracle Real Application Clusters（RAC）環境のインスタンスに対する
UNDO 表領域として指定されており、データベースの起動にサーバー・パラメータ・ファイル
が使用されている場合、そのサーバー・パラメータ・ファイル（SPFILE）で、インスタンスに
対する UNDO_TABLESPACEパラメータの値は、新しい表領域の名前を反映するように変更され
ます。単一インスタンス・データベースで、spfile のかわりにパラメータ・ファイル（pfile）が
使用されている場合、データベース管理者に pfile 内の値を手動で変更することを推奨するメッ
セージがアラート・ログに書き込まれます。

表領域の名前の変更の制限事項表領域の名前の変更の制限事項表領域の名前の変更の制限事項表領域の名前の変更の制限事項 : SYSTEM表領域または SYSAUX表領域の名前は変更できま
せん。

BACKUP 句句句句

この句を使用すると、表領域のすべてのデータ・ファイルをオンライン（ホット）・バックアッ
プ・モードにしたり、このモードから戻すことができます。

注意注意注意注意 : バックアップからリストアしたデータ・ファイルを使用して制御
ファイルを再作成する場合、データ・ファイルのヘッダーに古い表領域の
名前が反映されていると、再作成された制御ファイルにも古い表領域の名
前が反映されます。ただし、データベースが完全にリカバリされた後は、
制御ファイルに新しい名前が反映されます。

参照参照参照参照 :

� メディア・リカバリなしでデータベースを再起動する場合の詳細は、
『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。

� データベース内のすべてのデータ・ファイルに対するオンライン・
バックアップ・モードの設定または解除の詳細は、10-24 ページの

「ALTER DATABASE」の「BACKUP 句」を参照してください。

� 個々のデータ・ファイルをオンライン・バックアップ・モードから解
除する場合の詳細は、10-26 ページの「ALTER DATABASE」の

「alter_datafile_clause」を参照してください。
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BEGIN BACKUP
BEGIN BACKUPを指定すると、表領域を構成するデータ・ファイルのオープン・バックアップ
を実行することを示すことができます。この句を指定することによって、ユーザーがこの表領
域にアクセスできなくなることはありません。オープン・バックアップを開始する前に、この
句を指定してください。

表領域のバックアップ開始の制限事項表領域のバックアップ開始の制限事項表領域のバックアップ開始の制限事項表領域のバックアップ開始の制限事項 : 表領域のバックアップ開始には、次の制限事項があり
ます。

� この句は、読取り専用の表領域またはローカル管理の一時表領域に対して指定できません。

� バックアップ中は、表領域のオフラインへの正常な切替え、インスタンスの停止または表
領域の別のバックアップ処理の開始は実行できません。

END BACKUP
END BACKUPを指定すると、表領域のオンライン・バックアップが完了したことを示すことが
できます。オンライン・バックアップの完了後、できるだけ早くこの句を指定してください。
インスタンスに障害または SHUTDOWN ABORTが発生した場合、次のインスタンス起動時にメ
ディア・リカバリ（必要に応じて、アーカイブ REDO ログも）が必要であるとみなされます。

表領域のバックアップ終了の制限事項表領域のバックアップ終了の制限事項表領域のバックアップ終了の制限事項表領域のバックアップ終了の制限事項 : この句は、読取り専用表領域に対して使用できませ
ん。

datafile_tempfile_clauses 
datafile_tempfile_clauses を使用すると、データ・ファイルまたは一時ファイルを追加および変
更できます。

ADD 句句句句

ADDを指定すると、file_specificationによって指定されたデータ・ファイルまたは一時
ファイルを表領域に追加できます。オペレーティング・システムのファイル・システム内の標
準データファイルと一時ファイル、または自動ストレージ管理ディスク・グループのファイル
を指定するには、file_specificationの datafile_tempfile_spec 書式（8-26 ページの

「file_specification」を参照）を使用します。

この句は、ローカル管理の一時表領域に対して、どんな場合でも指定できる唯一の句です。

file_specificationを指定しないと、AUTOEXTENDが有効になった 100MB の Oracle 管理
ファイルが作成されます。

データ・ファイルまたは一時ファイルを、オンラインのローカル管理表領域、またはオンライ
ンまたはオフラインのディクショナリ管理表領域に追加できます。なお、そのデータ・ファイ
ルが別のデータベースで使用中でないことを確認してください。

データ・ファイルおよび一時ファイルの追加の制限事項データ・ファイルおよび一時ファイルの追加の制限事項データ・ファイルおよび一時ファイルの追加の制限事項データ・ファイルおよび一時ファイルの追加の制限事項 : この句は、表領域に 1 つのデータ・
ファイルまたは一時ファイルのみが含まれる bigfile（単一ファイル）表領域に対して指定でき
ません。

参照参照参照参照 : 「表領域のバックアップ例 :」（12-92 ページ）
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DROP 句句句句

DROPを指定すると、filenameや file_numberによって指定された空のデータ・ファイル
または一時ファイルを表領域から削除できます。この句は、データ・ファイルまたは一時ファ
イルをデータ・ディクショナリから削除し、オペレーティング・システムから削除します。
この句を指定するときには、データベースがオープンしている必要があります。

ALTER TABLESPACE ... DROP TEMPFILE文は、ALTER DATABASE TEMPFILE ... DROP 
INCLUDING DATAFILESを指定することと同じです。

ファイル削除の制限事項ファイル削除の制限事項ファイル削除の制限事項ファイル削除の制限事項 : データ・ファイルまたは一時ファイルを削除するには、これらの
ファイルが次の条件を満たしている必要があります。

� 空であること。

� 表領域内で 初に作成されたファイルではないこと。この場合、かわりに表領域が削除さ
れます。

� 読取り専用の表領域内にないこと。

SHRINK TEMPFILE 句句句句

この句は一時表領域を変更する場合にのみ有効です。指定した一時ファイルが使用する領域を
削減できます。オプションの KEEP句では、size_clauseによって、一時ファイルを縮小で
きる下限が定義されます。これは、自動拡張可能な表領域の MAXSIZEとは反対の機能です。
KEEP句を省略すると、他の記憶域属性を満たしている場合、データベースはできるだけ一時
ファイルを縮小しようとします。

RENAME DATAFILE 句句句句

RENAME DATAFILEを指定すると、表領域の 1 つ以上のデータ・ファイルの名前を変更できま
す。データベースをオープンしておくこと、および名前の変更前に表領域をオフラインにする
ことが必要です。それぞれの filenameには、ご使用のオペレーティング・システムのファイ
ル名の表記規則に従って、データ・ファイル名を完全に指定してください。

注意注意注意注意 : オペレーティング・システムによっては、一時ファイルのブロッ
クが実際にアクセスされるまで、一時ファイル用の領域が割り当てられな
い場合があります。領域の割当ての遅延のため、一時ファイルの作成およ
びサイズ変更が速くなります。ただし、後で一時ファイルが使用されると
きに、十分なディスク領域を使用可能にする必要があります。発生する可
能性がある問題を回避するには、一時ファイルを作成またはサイズ変更す
る前に、ディスク領域が、新しく作成する一時ファイルまたはサイズ変更
後の一時ファイルのサイズより大きいことを確認してください。ディスク
領域に余裕を持たせることによって、関連のない操作が原因で増加が予想
されるディスク使用量に対応できます。十分な領域があることを確認した
後で、作成またはサイズ変更操作を実行してください。

参照参照参照参照 : 8-26 ページの「file_specification」、12-92 ページの「データ・ファ
イルおよび一時ファイルの追加例と削除例 :」および 12-93 ページの

「Oracle Managed Files のデータ・ファイルの追加例 :」を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 :

� 一時ファイルの削除の詳細は、10-27 ページの「ALTER DATABASE」
の「alter_tempfile_clause」を参照してください。

� データ・ファイル番号の詳細と、データ・ファイルの管理ガイドライ
ンの詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。

� 「データ・ファイルおよび一時ファイルの追加例と削除例 :」
（12-92 ページ）
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この句では、表領域を古いファイルではなく新しいファイルに対応付けます。オペレーティン
グ・システムのファイル名は実際には変更されません。このため、オペレーティング・システ
ム上でこのファイル名を変更する必要があります。

ONLINE | OFFLINE 句句句句

これらの句を使用すると、表領域のすべてのデータ・ファイルまたは一時ファイルを、オフラ
インまたはオンラインにできます。これらの句は、表領域の ONLINEまたは OFFLINE状態に
は影響しません。

データベースは、マウントされている必要があります。tablespaceが SYSTEM、UNDO 表領
域、またはデフォルトの一時表領域の場合、データベースをオープンしないでおく必要があり
ます。

tablespace_logging_clauses 
この句を使用すると、表領域のロギング特性を設定または変更できます。

logging_clause 
LOGGINGを指定すると、表領域内のすべての表、索引およびパーティションのロギング属性を
指定できます。表レベル、索引レベルおよびパーティション・レベルでのロギング指定によっ
て、表領域レベルのロギング属性を上書きできます。

既存の表領域のロギング属性を ALTER TABLESPACE文によって変更した場合、この文の実行
後に作成されたすべての表、索引およびパーティションに、新しいデフォルトのロギング属性

（これは後で上書きもできます）が適用されます。既存のオブジェクトのロギング属性は変更さ
れません。

FORCE LOGGINGモードの表領域がある場合、この文で NOLOGGINGを指定すると、表領域のデ
フォルト・ロギング・モードを NOLOGGINGに設定できます。ただし、この設定によって表領
域の FORCE LOGGINGモードは解除されません。

[NO] FORCE LOGGING
この句を使用すると、表領域で強制ロギング・モードを有効または無効にできます。データ
ベースをオープンし、READ WRITEモードにしておく必要があります。この設定により、表領
域のデフォルト LOGGINGモードまたは NOLOGGINGモードは変更されません。

強制ロギング・モードの制限事項強制ロギング・モードの制限事項強制ロギング・モードの制限事項強制ロギング・モードの制限事項 : FORCE LOGGINGは、UNDO 表領域および一時表領域に
対して指定できません。

tablespace_group_clause
この句は、ローカル管理の一時表領域に対してのみ有効です。この句を使用すると、
tablespace_group_name表領域グループに対して tablespaceを追加または削除できま
す。

� グループ名を指定すると、tablespaceがその表領域グループのメンバーであることを示
すことができます。tablespace_group_nameが存在しない場合、表領域を変更して表
領域グループのメンバーにすると、その表領域グループが暗黙的に作成されます。

� 空の文字列（' '）を指定すると、tablespace_group_name表領域グループから
tablespaceを削除できます。

参照参照参照参照 : 「表領域の移動および名前の変更例 :」（12-92 ページ）

参照参照参照参照 : FORCE LOGGINGモードの使用方法の詳細は、『Oracle Database 管
理者ガイド』および 12-93 ページの「表領域のロギング属性の変更例 :」を
参照してください。
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表領域グループの制限事項表領域グループの制限事項表領域グループの制限事項表領域グループの制限事項 : 表領域グループは、永続表領域またはディクショナリ管理の一時
表領域には指定できません。

tablespace_state_clauses
この句を使用すると、表領域の状態を設定または変更できます。

ONLINE | OFFLINE
ONLINEを指定すると、表領域をオンラインにできます。OFFLINEを指定すると、表領域をオ
フラインにし、そのセグメントへの後続のアクセスを禁止できます。表領域をオフラインにす
ると、そのすべてのデータ・ファイルもオフラインになります。

表領域をオフラインにする場合の制限事項表領域をオフラインにする場合の制限事項表領域をオフラインにする場合の制限事項表領域をオフラインにする場合の制限事項 : 一時表領域はオフラインにできません。

OFFLINE NORMAL NORMALを指定すると、システム・グローバル領域（SGA）以外にある
表領域のすべてのデータ・ファイルにあるすべてのブロックをフラッシュできます。データ・
ファイルをオンラインに戻す前に、表領域のメディア・リカバリを行う必要はありません。こ
れはデフォルトです。

OFFLINE TEMPORARY TEMPORARYを指定すると、Oracle Database は表領域内のすべての
オンライン・データ・ファイルに対してチェックポイントを実行しますが、すべてのファイル
に対して書込みを実行できるかどうかは保証しません。この文の発行時にオフラインであった
ファイルは、表領域をオンラインに戻す前に、メディア・リカバリを行う必要があります。

OFFLINE IMMEDIATE IMMEDIATEを指定すると、Oracle Database は表領域のファイルが使
用可能であることを保証しません。また、チェックポイントも実行しません。表領域をオンラ
インに戻す前に、メディア・リカバリを行う必要があります。

READ ONLY | READ WRITE
READ ONLYを指定すると、表領域を読取り専用遷移モード読取り専用遷移モード読取り専用遷移モード読取り専用遷移モードに設定できます。この状態では、既
存のトランザクションは完了（コミットまたはロールバック）できますが、表領域内のブロッ
クを変更した既存のトランザクションをロールバックすること以外は、その表領域に対してさ
らに DML 操作を行うことはできません。SYSAUX表領域は、READ ONLYに設定できません。

参照参照参照参照 : 表領域グループの詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参
照してください。13-10 ページの「表領域グループの割当て例 :」も参照し
てください。

提案提案提案提案 : 表領域を長期間オフラインにする前に、デフォルト表領域または
一時表領域としてその表領域が割り当てられているユーザーに対して、表
領域の割当てを変更することを検討します。表領域をオフラインにしてい
る間は、これらのユーザーは、その表領域内でオブジェクトに対して領域
を割り当てたり、領域をソートすることはできません。ユーザーへの表領
域の割当ての詳細は、13-5 ページの「ALTER USER」を参照してくださ
い。

注意注意注意注意 : ALTER TABLESPACE ... OFFLINEに対する FOR RECOVER設定は、
非推奨になっています。この構文は、下位互換性を保つためにのみサポー
トされています。ただし、表領域のリカバリにはトランスポータブル表領
域機能を使用することをお薦めします。

参照参照参照参照 : メディア・リカバリを実行するトランスポータブル表領域の使用
の詳細は、『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・
ガイド』を参照してください。
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表領域が読取り専用の場合は、そのファイルを読取り専用メディアにコピーできます。その場
合、SQL 文の ALTER DATABASE ... RENAMEを使用して、新しいファイル位置を示すように制御
ファイル内のデータ・ファイルの名前を変更する必要があります。

READ WRITEを指定すると、読取り専用に指定されている表領域に対して書込み操作を実行で
きるようになります。

PERMANENT | TEMPORARY
PERMANENTを指定すると、一時表領域を永続表領域に変換できます。永続表領域とは、永続的
なデータベース・オブジェクトを格納できる場所です。表領域を作成するときのデフォルトで
す。

TEMPORARYを指定すると、永続表領域を一時表領域に変換できます。一時表領域とは、永続的
なデータベース・オブジェクトを格納できない表領域です。一時表領域の中のオブジェクトは
セッション中のみ保持されます。

一時表領域の制限事項一時表領域の制限事項一時表領域の制限事項一時表領域の制限事項 : 一時表領域には、次の制限事項があります。

� SYSAUX表領域には、TEMPORARYを指定できません。

� tablespaceを標準的なブロック・サイズで作成しなかった場合、永続表領域を一時表領
域に変換できません。

� FORCE LOGGINGモードでは、表領域に対して TEMPORARYを指定できません。

autoextend_clause 
この句は、bigfile（単一ファイル）表領域に対してのみ有効です。この句を使用すると、表領
域内の単一のデータ・ファイルに対して自動拡張を使用可能または使用禁止にできます。
smallfile 表領域に新しく追加されたデータ・ファイルまたは一時ファイルの自動拡張を使用可
能または使用禁止にするには、ALTER DATABASE文で autoextend_clauseを使用します

（10-25 ページの「database_file_clauses」を参照）。

flashback_mode_clause 
この句を使用すると、後続の FLASHBACK DATABASE操作でこの表領域を使用するかどうかを
指定できます。

� FLASHBACKモードをオンにするには、データベースはマウント済（オープン状態またはク
ローズ状態）である必要があります。

� FLASHBACKモードをオフにするには、データベースはマウント済で、クローズ状態である
必要があります。

この句は一時表領域では無効です。

この句の詳細は、16-71 ページの「CREATE TABLESPACE」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 読取り専用の表領域の詳細は、『Oracle Database 概要』を参照してく
ださい。

� 「ALTER DATABASE」（10-9 ページ）

参照参照参照参照 :

� bigfile（単一ファイル）表領域については、『Oracle Database 管理者
ガイド』を参照してください。

� autoextend_clauseの詳細は、8-26 ページの「file_specification」
を参照してください。
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tablespace_retention_clause 
この句のセマンティクスは、CREATE TABLESPACE文および ALTER TABLESPACE文で同じで
す。16-81 ページの「CREATE TABLESPACE」の「tablespace_retention_clause」を参照してく
ださい。

例例例例

表領域のバックアップ例表領域のバックアップ例表領域のバックアップ例表領域のバックアップ例 : 次の文は、バックアップの開始をデータベースに通知します。

ALTER TABLESPACE tbs_01 
    BEGIN BACKUP; 

次の文は、バックアップが終了したことをデータベースに通知します。

ALTER TABLESPACE tbs_01 
   END BACKUP; 

表領域の移動および名前の変更例表領域の移動および名前の変更例表領域の移動および名前の変更例表領域の移動および名前の変更例 : 次の例は、tbs_02表領域（16-83 ページの「表領域の自
動拡張を使用可能にする場合の例 :」で作成）に関連付けられたデータ・ファイルを、
diskb:tbs_f5.datから diska:tbs_f5.datに移動して、名前を変更します。

1. OFFLINE句を指定した ALTER TABLESPACE文を使用して、この表領域をオフラインにし
ます。

ALTER TABLESPACE tbs_02 OFFLINE NORMAL; 

2. オペレーティング・システムのコマンドを使用して、このファイルを
diskb:tbs_f5.datから diska:tbs_f5.datにコピーします。

3. RENAME DATAFILE句を指定した ALTER TABLESPACE文を使用して、このデータ・ファイ
ルの名前を変更します。

ALTER TABLESPACE tbs_02
  RENAME DATAFILE 'diskb:tbs_f5.dat'
  TO              'diska:tbs_f5.dat'; 

4. ONLINE句を指定した ALTER TABLESPACE文を使用して、この表領域をオンラインに戻し
ます。

ALTER TABLESPACE tbs_02 ONLINE;

データ・ファイルおよび一時ファイルの追加例と削除例データ・ファイルおよび一時ファイルの追加例と削除例データ・ファイルおよび一時ファイルの追加例と削除例データ・ファイルおよび一時ファイルの追加例と削除例 : 次の文は、表領域にデータ・ファイ
ルを追加します。さらに多くの領域が必要な場合、10KB の新しいエクステントが 大 100KB
まで追加されます。

ALTER TABLESPACE tbs_03 
    ADD DATAFILE 'tbs_f04.dbf'
    SIZE 100K
    AUTOEXTEND ON
    NEXT 10K
    MAXSIZE 100K;

次の文は、空のデータ・ファイルを削除します。

ALTER TABLESPACE tbs_03
    DROP DATAFILE 'tbs_f04.dbf';

参照参照参照参照 : データベースのフラッシュバックの詳細は、『Oracle Database
バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してくださ
い。
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次の文は、16-82 ページの「一時表領域の作成例 :」で作成された一時表領域に一時ファイルを
追加してから削除します。

ALTER TABLESPACE temp_demo ADD TEMPFILE 'temp05.dbf' SIZE 5 AUTOEXTEND ON;

ALTER TABLESPACE temp_demo DROP TEMPFILE 'temp05.dbf';

一時表領域の領域の管理例一時表領域の領域の管理例一時表領域の領域の管理例一時表領域の領域の管理例 : 次の文は、SHRINK SPACE句を使用して、一時表領域（16-82
ページの「一時表領域の作成例 :」で作成）内の領域を管理します。KEEP句を省略します。
これにより、表領域の他の記憶域属性を満たしている場合、データベースはできるだけ表領域
を縮小しようとします。

ALTER TABLESPACE temp_demo SHRINK SPACE;

Oracle Managed Files のデータ・ファイルの追加例のデータ・ファイルの追加例のデータ・ファイルの追加例のデータ・ファイルの追加例 : 次の例は、Oracle Managed Files の
データ・ファイルを omf_ts1表領域に追加します（この表領域の作成の詳細は、16-84 ページ
の「Oracle Managed Files の作成例 :」を参照してください）。新しいデータ・ファイルは
100MB で、 大サイズが制限なしで自動拡張されます。

ALTER TABLESPACE omf_ts1 ADD DATAFILE; 

表領域のロギング属性の変更例表領域のロギング属性の変更例表領域のロギング属性の変更例表領域のロギング属性の変更例 : 次の例は、表領域のデフォルトのロギング属性を
NOLOGGINGに変更します。

ALTER TABLESPACE tbs_03 NOLOGGING;

表領域のロギング属性を変更した場合でも、その表領域内の既存のスキーマ・オブジェクトの
ロギング属性には影響しません。表レベル、索引レベルおよびパーティション・レベルでのロ
ギング指定によって、表領域レベルのロギング属性を上書きできます。

UNDO データの保持の変更例データの保持の変更例データの保持の変更例データの保持の変更例 : 次の文は、undots1表領域の UNDO データの保持を、通常
の UNDO データの動作に変更します。

ALTER TABLESPACE undots1
  RETENTION NOGUARANTEE;

次の文は、undots1表領域の UNDO データの保持を、期限が切れていない UNDO データを
保持する動作に変更します。

ALTER TABLESPACE undots1
  RETENTION GUARANTEE;
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SQL 文 : ALTER TRIGGER ～
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SQL 文文文文 :

ALTER TRIGGER ～～～～ COMMIT

この章では、次の SQL 文について説明します。

� ALTER TRIGGER

� ALTER TYPE

� ALTER USER

� ALTER VIEW

� ANALYZE

� ASSOCIATE STATISTICS

� AUDIT

� CALL

� COMMENT

� COMMIT
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ALTER TRIGGER 

用途用途用途用途

トリガーは PL/SQL を使用して定義されます。このため、この項では一般的な情報について説
明します。構文およびセマンティクスの詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』
を参照してください。

ALTER TRIGGER文を使用すると、データベース・トリガーを使用可能化、使用禁止化または
コンパイルできます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

トリガーが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、ALTER 
ANY TRIGGERシステム権限が必要です。

DATABASE上のトリガーを変更する場合は、ADMINISTERデータベース・イベント・システム
権限が必要です。

構文構文構文構文

alter_trigger::=

（trigger_compile_clause: この句の構文の詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファ
レンス』を参照してください。）

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
トリガーが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、Oracle Database
ではトリガーは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

注意注意注意注意 : この文を使用して既存のトリガーの宣言や定義は変更できません。
トリガーを再宣言または再定義する場合は、OR REPLACEキーワードを指
定した CREATE TRIGGER文を使用します。

参照参照参照参照 :

� トリガーの作成については、16-85 ページの「CREATE TRIGGER」を
参照してください。

� トリガーの削除については、18-11 ページの「DROP TRIGGER」を参
照してください。

� トリガーの概要は、『Oracle Database 概要』を参照してください。

参照参照参照参照 : DATABASEトリガーに基づいたトリガーの詳細は、16-85 ページの
「CREATE TRIGGER」を参照してください。

ALTER TRIGGER
schema .

trigger

ENABLE

DISABLE

RENAME TO new_name

trigger_compile_clause

;
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trigger
変更するトリガーの名前を指定します。

ENABLE | DISABLE
ENABLEを指定すると、トリガーを使用可能にできます。また、ALTER TABLEの ENABLE ALL 
TRIGGERS句を使用することによって、表に対応付けられたすべてのトリガーを使用可能にで
きます。12-2 ページの「ALTER TABLE」を参照してください。

DISABLEを指定すると、トリガーを使用禁止にできます。また、ALTER TABLEの DISABLE 
ALL TRIGGERS句を使用することによって、表に対応付けられたすべてのトリガーを使用禁止
にできます。

RENAME 句句句句

RENAME TO new_nameを指定すると、トリガーの名前を変更できます。トリガーの名前は変更
され、名前が変更される前と同じ状態になります。

トリガーの名前を変更すると、USER_SOURCE、ALL_SOURCEおよび DBA_SOURCEデータ・
ディクショナリ・ビューに記憶されているトリガーのソースが再構築されます。その結果、ト
リガー・ソースが変更されていなくても、これらのビューの TEXT列のコメントおよび書式設
定が変更される場合があります。

trigger_compile_clause 
この句の構文とセマンティクスの詳細およびトリガーの作成とコンパイルの詳細は、『Oracle 
Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。
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ALTER TYPE
ALTER TYPE 

用途用途用途用途

オブジェクト型は PL/SQL を使用して定義されます。このため、この項では一般的な情報につ
いて説明します。構文およびセマンティクスの詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファ
レンス』を参照してください。

ALTER TYPE文を使用すると、メンバー属性またはメソッドを追加または削除できます。オブ
ジェクト型の既存のプロパティ（FINALまたは INSTANTIABLE）、または型のスカラー属性も
変更できます。

この文を使用すると、新しいオブジェクト・メンバーのサブプログラム仕様を追加することに
よって、型の仕様部または本体を再コンパイルしたり、オブジェクト型の仕様を変更すること
ができます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

オブジェクト型が自分のスキーマ内にあり、CREATE TYPEか CREATE ANY TYPE権限を持って
いる必要があります。または、ALTER ANY TYPEシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

alter_type::=

（alter_type_clauses: この句の構文の詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレン
ス』を参照してください。）

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
型が含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、この型は現行のスキー
マ内にあるとみなされます。

type
オブジェクト型、ネストした表型または VARRAY 型の名前を指定します。

alter_type_clauses 
この句の構文とセマンティクスの詳細およびオブジェクト型の作成とコンパイルの詳細は、

『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

ALTER TYPE
schema .

type alter_type_clauses
13-4 Oracle Database SQL 言語リファレンス



ALTER USER
ALTER USER 

用途用途用途用途

ALTER USERを使用すると、次の操作を実行できます。

� データベース・ユーザーの認証またはデータベース・リソースの特性を変更します。

� プロキシ・サーバーが認証なしでクライアントとして接続することを許可します。

� 自動ストレージ管理クラスタで、ユーザーのパスワードを現在のノードの自動ストレージ
管理インスタンスに対してローカルなパスワード・ファイルで変更します。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ALTER USERシステム権限が必要です。ただし、ユーザー自身のパスワードはこの権限がない
場合でも変更できます。

自動ストレージ管理インスタンス・パスワード・ファイルで自分以外のユーザーのパスワード
を変更するには、AS SYSASMとして認証されている必要があります。

参照参照参照参照 : ユーザーの認証方式の詳細は、『Oracle Database セキュリティ・
ガイド』を参照してください。
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ALTER USER
構文構文構文構文

alter_user::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

proxy_clause::=

ALTER USER

user

IDENTIFIED

BY password
REPLACE old_password

EXTERNALLY
AS ’ certificate_DN ’

GLOBALLY
AS ’

directory_DN
’

DEFAULT TABLESPACE tablespace

TEMPORARY TABLESPACE
tablespace

tablespace_group_name

QUOTA
size_clause

UNLIMITED
ON tablespace

PROFILE profile

DEFAULT ROLE

role

,

ALL
EXCEPT role

,

NONE

PASSWORD EXPIRE

ACCOUNT
LOCK

UNLOCK

user

,

proxy_clause

;

GRANT

REVOKE
CONNECT THROUGH

ENTERPRISE USERS

db_user_proxy
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ALTER USER
db_user_proxy::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

この項で説明するキーワード、パラメータおよび句は、ALTER USER独自のものと、CREATE 
USERにもあるが、セマンティクスが異なるものがあります。その他のキーワード、パラメータ
および句には、CREATE USER文と同じ意味があります。

IDENTIFIED 句句句句

BY password BY passwordを指定すると、ユーザーの新しいパスワードを指定できます。
パスワードは、大 / 小文字が区別されます。この後に、ユーザーをデータベースに接続するた
めに使用される CONNECT文字列は、この ALTER USER文で使用されているものと同じ文字

（大文字、小文字または混在）を使用してパスワードを指定する必要があります。パスワードに
は、データベース・キャラクタ・セットから、シングルバイト文字、マルチバイト文字または
両方を含めることができます。

自分のパスワードを初めて設定する場合、または ALTER USERシステム権限を持っていて、他
のユーザーのパスワードを変更する場合は、REPLACE句を省略できます。ただし、ALTER 
USERシステム権限を持たないかぎり、複雑なパスワードの検証機能が使用可能な場合は、
UTLPWDMG.SQLスクリプトを実行するか、またはユーザーに割り当てられたプロファイルの
PASSWORD_VERIFY_FUNCTIONパラメータに検証機能を指定して、常に REPLACE句を指定す
る必要があります。

自動ストレージ管理クラスタで、この句を使用して、ユーザーのパスワードを、現行のノード
の自動ストレージ管理インスタンスに対してローカルなパスワード・ファイルで変更できます。
REPLACE old_password句を使用せずに IDENTIFIED BY passwordを指定するには、AS 
SYSASMとして認証されている必要があります。AS SYSASMとして認証されていない場合は、
REPLACE old_passwordを指定して自分のパスワードのみを変更できます。

注意注意注意注意 : ユーザー名およびパスワードは、ご使用のプラットフォームに応
じて、ASCII または EBCDIC 文字のみでエンコードすることをお薦めしま
す。

参照参照参照参照 : キーワードおよびパラメータについては、17-7 ページの
「CREATE USER」を参照してください。ユーザーにデータベース・リソー
スへの制限を割り当てる方法については、15-47 ページの「CREATE 
PROFILE」を参照してください。

注意注意注意注意 : 異なるタイムスタンプで特定のパスワードを再設定する必要があ
ります。1 秒以内に 1 つのパスワードを複数回再設定した場合（たとえば、
スクリプトを使用して一連のパスワードの設定を繰り返した場合）、デー
タベースはパスワードが再利用できないというエラー・メッセージを戻す
ことがあります。このため、パスワードの再設定には、スクリプトを使用
しないことをお薦めします。

db_user_proxy

WITH

ROLE

role_name

,

ALL EXCEPT role_name

,

NO ROLES AUTHENTICATION REQUIRED
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ALTER USER
以前のパスワードを REPLACE句に指定した場合でも、自分以外の既存のパスワードを変更し
ている場合は、以前のパスワードはチェックされません。

GLOBALLY この句の詳細は、17-7 ページの「CREATE USER」を参照してください。

ユーザー・アクセスの検証方法は、IDENTIFIED GLOBALLYから IDENTIFIED BY password
または IDENTIFIED EXTERNALLYのいずれかに変更できます。ユーザーのアクセス検証方法
を他のいずれかの検証方法から IDENTIFIED GLOBALLYに変更できるのは、ユーザーに明示的
に付与されたすべての外部ロールが取り消された場合のみです。

EXTERNALLY この句の詳細は、17-7 ページの「CREATE USER」を参照してください。

DEFAULT TABLESPACE 句句句句

この句を使用すると、ユーザーの永続セグメントの表領域の割当てまたは再割当てを行うこと
ができます。この句は、データベース用に指定されているデフォルトの表領域を上書きします。

デフォルトの表領域の制限事項デフォルトの表領域の制限事項デフォルトの表領域の制限事項デフォルトの表領域の制限事項 : ローカル管理の一時表領域（UNDO 表領域を含む）または
ディクショナリ管理の一時表領域は、ユーザーのデフォルトの表領域として指定できません。

TEMPORARY TABLESPACE 句句句句

この句を使用すると、ユーザーの一時セグメントの表領域または表領域グループの割当てまた
は再割当てを行うことができます。

� tablespaceに、ユーザーの一時セグメント表領域を指定します。

� tablespace_group_nameに、ユーザーが一時セグメントを保存できる表領域の表領域
グループを指定します。

ユーザーの一時表領域の制限事項ユーザーの一時表領域の制限事項ユーザーの一時表領域の制限事項ユーザーの一時表領域の制限事項 : ユーザーの一時表領域として割り当てる表領域、または再
度割り当てる表領域は、標準的なブロック・サイズの一時表領域である必要があります。

DEFAULT ROLE 句句句句

ログイン時にデフォルトによってユーザーに付与されるロールを指定します。この句では、
GRANT文を使用してユーザーに直接付与されているロールのみ指定できます。DEFAULT ROLE
句を使用して次のロールを使用可能にすることはできません。

� ユーザーに付与されていないロール

� 他のロールを介して付与されているロール

� 外部サービス（オペレーティング・システムなど）または Oracle Internet Directory によっ
て管理されるロール

Oracle Database では、ユーザーがパスワードを指定したり、別の方法で認証を行わなくても、
ログイン時にデフォルトのロールが使用可能になります。ユーザーにアプリケーション・ロー
ルを付与している場合、DEFAULT ROLE ALL EXCEPT role句を使用して、認可済パッケージを
使用するアプリケーションを除いて、そのユーザーの後続のログインで使用可能にならないよ
うにするロールを指定する必要があります。

参照参照参照参照 : 複雑なパスワードの検証機能については、『Oracle Database セ
キュリティ・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : グローバルまたは外部で識別されるユーザーの詳細は、『Oracle 
Database エンタープライズ・ユーザー・セキュリティ管理者ガイド』を参
照してください。また、13-10 ページの「ユーザー識別の変更例 :」および
13-10 ページの「ユーザー認証の変更例 :」も参照してください。

参照参照参照参照 : 「表領域グループの割当て例 :」（13-10 ページ）

参照参照参照参照 : 「CREATE ROLE」（15-56 ページ）
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ALTER USER
proxy_clause 
proxy_clauseを使用すると、エンタープライズ・ユーザー（データベースの外側のユー
ザー）またはデータベース・プロキシ（別のデータベース・ユーザー）が、変更対象のデータ
ベース・ユーザーとして、どのように接続できるようにするかを制御できます。

� ENTERPRISE USER句を使用すると、userを、エンタープライズ・ユーザーがプロキシ使
用できるように公開できます。Oracle Internet Directory を担当する管理者は、userの代
理として作業するエンタープライズ・ユーザーに権限を適切に付与する必要があります。

� db_user_proxy句を使用すると、userを、データベース・ユーザー db_user_proxyが
プロキシ使用できるように公開し、userのロールのすべてまたは一部をアクティブにし

（またはすべてを非アクティブにし）、認証が必要かどうかを指定できます。アプリケー
ション・ユーザーのプロキシ認証の詳細は、『Oracle Database アドバンスト・アプリケー
ション開発者ガイド』を参照してください。

GRANT | REVOKE
GRANTを指定すると、接続を許可できます。REVOKEを指定すると、接続を禁止できます。

CONNECT THROUGH 句句句句

Oracle Database に接続するプロキシを識別します。AUTHENTICATED USING句を指定しない
場合は、Oracle Database は、ユーザーの認証にプロキシを想定します。

WITH ROLE WITH ROLE role_nameを使用すると、プロキシは指定したユーザーとして接続
でき、role_nameで指定されたロールのみをアクティブにできます。

WITH ROLE ALL EXCEPT WITH ROLE ALL EXCEPT role_nameを使用すると、プロキシは
指定したユーザーとして接続でき、role_nameで指定されたロール以外の、このユーザーに対
応付けられたすべてのロールをアクティブにできます。

WITH NO ROLES WITH NO ROLESを使用すると、プロキシは指定したユーザーとして接続で
きますが、接続後にそのユーザーのロールを 1 つでもアクティブにすることは禁止されます。

WITH句を指定しない場合、指定したユーザーに付与されているすべてのロールが自動的にアク
ティブになります。

AUTHENTICATION REQUIRED 句句句句 AUTHENTICATION REQUIREDを指定すると、指定された
プロキシを介してユーザーが認証されるときに、ユーザーに認証の資格証明（パスワード）を
要求できます。

AUTHENTICATED USING この句は、必要なくなりました。現在は非推奨になっています。
コードで使用した場合は無視されます。proxy_clauseは、AUTHENTICATION REQUIRED句
とともに指定するか、この句を含めずに指定してください。

参照参照参照参照 : プロキシおよびデータベースの使用については、『Oracle Database
セキュリティ・ガイド』および 13-10 ページの「プロキシ・ユーザー例 :」
を参照してください。

参照参照参照参照 : データベース・セキュリティの概要および中間層システムおよび
プロキシ認証の詳細は、『Oracle セキュリティ概要』を参照してください。
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ALTER USER
例例例例

ユーザー識別の変更例ユーザー識別の変更例ユーザー識別の変更例ユーザー識別の変更例 : 次の文は、ユーザー sidney（17-11 ページの「データベース・ユー
ザーの作成例 :」で作成）のパスワードを second_2nd_pwdに、デフォルト表領域を表領域
exampleに変更します。

ALTER USER sidney 
    IDENTIFIED BY second_2nd_pwd
    DEFAULT TABLESPACE example; 

次の文は、new_profileプロファイル（15-51 ページの「プロファイルの作成例 :」で作成）
をサンプル・ユーザー shに割り当てます。

ALTER USER sh 
    PROFILE new_profile; 

後続のセッションでは、shは new_profileプロファイルの制限に従います。

次の文は、shに直接付与されているすべてのロール（dw_managerロールを除く）をデフォ
ルト・ロールに設定します。

ALTER USER sh 
    DEFAULT ROLE ALL EXCEPT dw_manager; 

shの次のセッションの開始時には、dw_manager以外で shに直接付与されているすべての
ロールが使用可能になります。

ユーザー認証の変更例ユーザー認証の変更例ユーザー認証の変更例ユーザー認証の変更例 : 次の文は、ユーザー app_user1（17-11 ページの「データベース・
ユーザーの作成例 :」で作成）の認証メカニズムを変更します。

ALTER USER app_user1 IDENTIFIED GLOBALLY AS 'CN=tom,O=oracle,C=US';

次の文は、ユーザー sidneyのパスワードを期限切れにします。

ALTER USER sidney PASSWORD EXPIRE;

PASSWORD EXPIREを使用してデータベース・ユーザーのパスワードを期限切れにした場合、
そのユーザー（または DBA）は、期限切れの後でデータベースにログインする際、パスワード
を変更する必要があります。ただし、SQL*Plus などのツール製品を使用した場合、期限切れの
後の 初のログイン時に、パスワードを変更できます。

表領域グループの割当て例表領域グループの割当て例表領域グループの割当て例表領域グループの割当て例 : 次の文は、tbs_grp_01（16-83 ページの「表領域グループへの
一時表領域の追加例 :」で作成）を表領域グループとしてユーザー shに割り当てます。

ALTER USER sh
  TEMPORARY TABLESPACE tbs_grp_01;

プロキシ・ユーザー例プロキシ・ユーザー例プロキシ・ユーザー例プロキシ・ユーザー例 : 次の文は、ユーザー app_user1を変更します。例では、
app_user1がプロキシ・ユーザー shを使用して接続できます。また、プロキシ shを使用し
て接続したときに、app_user1が warehouse_userロール（15-58 ページの「ロールの作成
例 :」で作成）を使用可能にできます。

ALTER USER app_user1 
   GRANT CONNECT THROUGH sh
   WITH ROLE warehouse_user;

基本的な構文を示すため、サンプル・データベース Sales History のユーザー（sh）をプロキシ
として使用します。通常、プロキシ・ユーザーは、アプリケーション・サーバーまたは中間層
のエンティティに存在します。アプリケーション・サーバーを経由して、アプリケーション・
ユーザーとデータベースの間のインタフェースを作成する場合の詳細は、『Oracle Call Interface
プログラマーズ・ガイド』を参照してください。
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ALTER USER
次の文は、ユーザー app_user1がプロキシ・ユーザー shを使用して接続する権限を取り消し
ます。

ALTER USER app_user1 REVOKE CONNECT THROUGH sh;

次の仮想例は、プロキシ認証の他の方法を示します。

ALTER USER sully GRANT CONNECT THROUGH OAS1
   AUTHENTICATED USING PASSWORD;

次の例では、ユーザー app_user1をエンタープライズ・ユーザーがプロキシ使用できるよう
に公開します。エンタープライズ・ユーザーは、Oracle Internet Directory 管理者が適切な権限
を付与するまでは、app_user1の代理として作業することがきません。

ALTER USER app_user1
   GRANT CONNECT THROUGH ENTERPRISE USERS;

参照参照参照参照 :

� app_userユーザーの作成方法については、17-11 ページの「外部
データベース・ユーザーの作成例 :」を参照してください。

� dw_userロールの作成方法については、15-58 ページの「ロールの作
成例 :」を参照してください。
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ALTER VIEW
ALTER VIEW 

用途用途用途用途

ALTER VIEWを使用すると、無効なビューを明示的に再コンパイルしたり、ビューの制約を変
更することができます。明示的に再コンパイルすると、実行前にコンパイル・エラーを検査で
きます。再コンパイルは、ビューの実表を変更した後で、その変更がビューまたはそのビュー
に依存するオブジェクトに影響していないかどうかを確認するときに便利です。

ALTER VIEWを使用して、制約のビューを定義、変更または削除することもできます。

この文を使用して既存のビュー定義を変更することはできません。また、ビューの実表に対す
る DDL 変更によってビューが無効になる場合、この文を使用して無効なビューをコンパイルす
ることはできません。このような場合は、CREATE VIEWに OR REPLACEキーワードを指定して
使用し、ビューを再定義する必要があります。

ALTER VIEW文を発行した場合、指定したビューは有効か無効かにかかわらず再コンパイルさ
れます。また、そのビューに依存するすべてのローカル・オブジェクトが無効になります。

1 つ以上のマテリアライズド・ビューが参照しているビューを変更した場合、これらのマテリ
アライズド・ビューは無効になります。無効なマテリアライズド・ビューは、クエリー・リラ
イトによって使用できません。また、リフレッシュすることもできません。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ビューが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、ALTER 
ANY TABLEシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

alter_view::=

（constraint::= 構文の項にある 8-5 ページの out_of_line_constraint::= を参照）

参照参照参照参照 :

� ビューの再定義の詳細は、17-13 ページの「CREATE VIEW」を参照し
てください。無効なマテリアライズド・ビューの再検証の詳細は、
11-2 ページの「ALTER MATERIALIZED VIEW」を参照してくださ
い。

� データ・ウェアハウスの概要は、『Oracle Database データ・ウェアハ
ウス・ガイド』を参照してください。

� スキーマ・オブジェクト間の依存性については、『Oracle Database 概
要』を参照してください。

ALTER VIEW
schema .

view

ADD out_of_line_constraint

MODIFY CONSTRAINT constraint
RELY

NORELY

DROP

CONSTRAINT constraint

PRIMARY KEY

UNIQUE ( column

,

)

COMPILE

;
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ALTER VIEW
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
ビューが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、Oracle Database で
はビューは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

view
再コンパイルするビューの名前を指定します。

ADD 句句句句

ADD句を使用すると、viewに制約を追加できます。制約のビューおよび制限事項については、
8-4 ページの「constraint」を参照してください。

MODIFY CONSTRAINT 句句句句

MODIFY CONSTRAINT句を使用すると、既存のビュー制約の RELYまたは NORELY設定を変更
できます。この設定の使用方法の詳細については、8-15 ページの「RELY 句」を、ビュー制約
の概要については、8-17 ページの「ビュー制約の注意事項 :」を参照してください。

制約の変更の制限事項制約の変更の制限事項制約の変更の制限事項制約の変更の制限事項 : 一意制約または主キー制約が参照整合性制約の一部である場合、外部
キーの削除または viewの設定にあわせた変更をせずに、設定を変更することはできません。

DROP 句句句句

DROPを使用すると、既存のビューの制約を削除できます。

制約の削除の制限事項制約の削除の制限事項制約の削除の制限事項制約の削除の制限事項 : 一意制約または主キー制約がビューの参照整合性制約の一部である場
合は削除できません。

COMPILE
COMPILEキーワードを指定すると、ビューを再コンパイルできます。

例例例例

ビューの変更例ビューの変更例ビューの変更例ビューの変更例 : 次の文は、ビュー customer_ro（17-21 ページの「読取り専用ビューの作
成例 :」で作成）を再コンパイルします。

ALTER VIEW customer_ro
    COMPILE; 

customer_roの再コンパイル時にエラーが発生しなければ、customer_roは有効になりま
す。再コンパイル・エラーが発生した場合はエラーが戻り、customer_roは無効のままとな
ります。

依存するオブジェクトもすべて無効になります。依存オブジェクトとは、customer_roを参
照する、プロシージャ、ファンクション、パッケージ本体、ビューなどです。その後、明示的
に再コンパイルせずに、これらのオブジェクトを参照した場合、データベースは実行時にそれ
らを暗黙的に再コンパイルします。
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ANALYZE 

用途用途用途用途

ANALYZE文を使用すると、統計情報を収集して、次のような操作を実行できます。

� 索引または索引パーティション、表または表パーティション、索引構成表、クラスタまた
はスカラー・オブジェクト属性の統計情報を収集または削除します。

� 索引または索引パーティション、表または表パーティション、索引構成表、クラスタまた
はオブジェクト参照（REF）の構造を検証します。

� 表またはクラスタの移行行と連鎖行を識別します。

前提条件前提条件前提条件前提条件

分析するスキーマ・オブジェクトがローカルである必要があります。自分のスキーマ内にない
場合は、ANALYZE ANYシステム権限が必要です。

表またはクラスタの連鎖行をリスト表へ入れる場合、このリスト表が自分のスキーマ内にある
必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、そのリスト表の INSERT権限または
INSERT ANY TABLEシステム権限が必要です。

パーティション表の妥当性チェックを行う場合は、分析した ROWID を入れる表に対する
INSERTオブジェクト権限または INSERT ANY TABLEシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

analyze::=

注意注意注意注意 : ほとんどの統計の収集には、DBMS_STATSパッケージを使用して
ください。このパッケージを使用すると、パラレルでの統計収集、パー
ティション化オブジェクトに対するグローバル統計収集、および他の方法
での統計収集の詳細なチューニングを行うことができます。DBMS_STATS
パッケージの詳細は、『Oracle Database PL/SQL パッケージ・プロシー
ジャおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。

次のようなコスト・ベースのオプティマイザとは関係のない統計情報の収
集には、（DBMS_STATSではなく）ANALYZE文を使用します。

� VALIDATE句、LIST CHAINED ROWS句の使用

� 空きリストのブロックに関する情報の収集

ANALYZE

TABLE
schema .

table

INDEX
schema .

index

partition_extension_clause

CLUSTER
schema .

cluster

validation_clauses

LIST CHAINED ROWS
into_clause

DELETE
SYSTEM

STATISTICS

;

13-14 Oracle Database SQL 言語リファレンス



ANALYZE
partition_extension_clause::=

validation_clauses::=

into_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
表、索引またはクラスタが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、
表、索引またはクラスタは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

TABLE table
分析する表を指定します。表を分析すると、すべてのファンクション索引に発生する式につい
て統計情報が収集されます。したがって、表を分析する前に、必ずファンクション索引を作成
してください。ファンクション索引の詳細は、14-50 ページの「CREATE INDEX」を参照して
ください。

表を分析すると、LOADINGまたは FAILEDのマークが付いたドメイン索引はすべてスキップさ
れます。

索引構成表の場合、マッピング表が分析され、その PCT_ACCESSS_DIRECT統計情報も計算さ
れます。これらの統計情報は、マッピング表のローカル ROWID の一部として格納されたと推
測されるデータ・ブロック・アドレスの精度を評価します。

表については、次の統計情報が収集されます。アスタリスクが付いた統計情報は、常に厳密に
計算されます。表の統計情報（ドメイン索引の状態を含む）は、データ・ディクショナリ・
ビュー USER_TABLES、ALL_TABLESおよび DBA_TABLESのカッコで示す列に表示されます。

� 行数（NUM_ROWS）

� 高水位標を下回るデータ・ブロックの数（現在データを含むか含まないかにかかわらず、
データを格納するようにフォーマットされているデータ・ブロックの数）（BLOCKS）*

� 未使用の表に対して割り当てられているデータ・ブロックの数（EMPTY_BLOCKS）*

PARTITION

( partition )

FOR ( partition_key_value

,

)

SUBPARTITION

( subpartition )

FOR ( subpartition_key_value

,

)

VALIDATE REF UPDATE
SET DANGLING TO NULL

VALIDATE STRUCTURE

CASCADE
FAST

COMPLETE into_clause OFFLINE

ONLINE

INTO
schema .

table
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� 各データ・ブロックにおける使用可能な空き領域サイズの平均値（バイト単位）
（AVG_SPACE）

� 連鎖行の数（CHAIN_COUNT）

� 行のオーバーヘッドを含む、バイト単位での行の平均の長さ（AVG_ROW_LEN）

表の分析の制限事項表の分析の制限事項表の分析の制限事項表の分析の制限事項 : 表の分析には、次の制限事項があります。

� ANALYZEを使用して、データ・ディクショナリ表の統計情報を収集しないでください。

� ANALYZEを使用して、外部表の統計情報を収集しないでください。かわりに、
DBMS_STATSパッケージを使用する必要があります。

� ANALYZEを使用して、一時表のデフォルト統計情報を収集しないでください。ただし、す
でに一時表の 1 つ以上の列とユーザー定義統計タイプを対応付けている場合、ANALYZEを
使用して一時表のユーザー定義統計情報を収集できます

� REF列型、VARRAY、ネストした表、LOB 列型（LOB 列型は分析されずにスキップされ
る）、LONG列型、オブジェクト型などの列型の統計情報は計算または推定できません。た
だし、このような列に統計タイプが対応付けられている場合は、ユーザー定義統計情報が
収集されます。

partition_extension_clause 
統計情報を収集するパーティションまたはサブパーティション、あるいはパーティション値ま
たはサブパーティション値を指定します。クラスタの分析時にこの句は使用できません。

tableがコンポジット・パーティションのときに PARTITIONを指定した場合、指定したパー
ティション内ですべてのサブパーティションが分析されます。

INDEX index
分析する索引を指定します。

索引については、次の統計情報が収集されます。アスタリスクが付いた統計情報は、常に厳密
に計算されます。従来索引について統計情報を計算または推定する場合、統計情報は、デー
タ・ディクショナリ・ビュー USER_INDEXES、ALL_INDEXESおよび DBA_INDEXESのカッコ
で示す列に表示されます。

� ルート・ブロックからリーフ・ブロックまでの索引の深さ（BLEVEL）*

� リーフ・ブロックの数（LEAF_BLOCKS）

� 個別索引値の数（DISTINCT_KEYS）

� 索引の値ごとのリーフ・ブロックの平均数（AVG_LEAF_BLOCKS_PER_KEY）

� （表に対する索引の）索引の値ごとのデータ・ブロックの平均数
（AVG_DATA_BLOCKS_PER_KEY）

� クラスタ係数（索引付きの値についての行が、どれだけ効率的に順序付けられているか）
（CLUSTERING_FACTOR）

ドメイン索引の場合、索引に関連付けられた統計タイプで指定したユーザー定義統計収集ファ
ンクションが、この文によって起動されます（13-21 ページの「ASSOCIATE STATISTICS」を
参照）。ドメイン索引に関連付けられた統計タイプがない場合、その索引タイプに関連付けられ
た統計タイプが使用されます。索引またはその索引タイプの統計タイプがない場合、ユーザー
定義統計情報は収集されません。ユーザー定義索引統計情報は、データ・ディクショナリ・
ビュー USER_USTATS、ALL_USTATSおよび DBA_USTATSの STATISTICS列に表示されます。

参照参照参照参照 :

� 「ASSOCIATE STATISTICS」（13-21 ページ）

� データ・ディクショナリ・ビューの詳細は、『Oracle Database リファ
レンス』を参照してください。
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索引の分析の制限事項索引の分析の制限事項索引の分析の制限事項索引の分析の制限事項 : IN_PROGRESSまたは FAILEDのマークが付いたドメイン索引は分析
できません。

CLUSTER cluster
分析するクラスタを指定します。クラスタの統計情報を収集すると、すべてのクラスタ表、お
よびクラスタ索引を含むすべての索引の統計情報も自動的に収集されます。

索引クラスタとハッシュ・クラスタには、単一クラスタ・キー（AVG_BLOCKS_PER_KEY）が
使用するデータ・ブロックの平均数が収集されます。これらの統計情報は、データ・ディク
ショナリ・ビュー ALL_CLUSTERS、USER_CLUSTERSおよび DBA_CLUSTERSに表示されま
す。

VALIDATE REF UPDATE 句句句句

VALIDATE REF UPDATEを指定すると、指定された表の REF値の妥当性チェックを行い、各
REF内の ROWID 部分をチェックして、それを真の ROWID と比較できます。誤りがある場合
はそれを修正します。この句は、表を分析する場合にのみ使用できます。

表の所有者が参照先オブジェクトに対する SELECTオブジェクト権限を持っていない場合、こ
のオブジェクトは無効とみなされ、NULL に設定されます。その結果、オブジェクトに対して
適切な権限を持つユーザーによって発行された問合せであっても、問合せでこれらの REF値を
使用することはできません。

SET DANGLING TO NULL SET DANGLING TO NULLを指定すると、指定した表内の REF 値が
（範囲が限定されるかどうかにかかわらず）無効なオブジェクトまたは存在しないオブジェクト
を指している場合に、REF値が NULL に設定されます。

VALIDATE STRUCTURE
VALIDATE STRUCTUREを指定すると、分析対象オブジェクトの構造を検証できます。この句
で収集された統計情報は Oracle Database オプティマイザでは使用されません。

� 表に対して、それぞれのデータ・ブロックと行の整合性が検証されます。索引構成表の場
合、表の主キー索引に対する圧縮統計情報（ 適なプレフィックス圧縮件数）も生成され
ます。

� クラスタに対して、自動的にクラスタ表の構造が検証されます。

注意注意注意注意 : 多数の行が削除されている索引を分析する場合、統計情報操作と
して ESTIMATEを要求しても、COMPUTE統計情報操作が実行され、全表
スキャンが行われることがあります。このような操作は、非常に時間がか
かる場合があります。

参照参照参照参照 :

� ドメイン索引の詳細は、14-50 ページの「CREATE INDEX」を参照し
てください。

� データ・ディクショナリ・ビューの詳細は、『Oracle Database リファ
レンス』を参照してください。

� 「索引の分析例 :」（13-19 ページ）

参照参照参照参照 : データ・ディクショナリ・ビューの詳細は、『Oracle Database リ
ファレンス』および 13-20 ページの「クラスタの分析例 :」を参照してくだ
さい。

参照参照参照参照 : 「表の検証例 :」（13-20 ページ）
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� パーティションに対して、行が適切なパーティションに属するかどうかが検証されます。
行が正しく照合されなかった場合は、ROWID が INVALID_ROWS表に挿入されます。

� 一時表に対して、現行のセッション中に表の構造および索引が検証されます。

� 索引に対して、索引のそれぞれのデータ・ブロックの整合性が検証され、ブロックの破損
がチェックされます。この句は、表のそれぞれの行が索引エントリを持っていること、ま
たはそれぞれの索引エントリが表の行を指していることを確認するわけではありません。
これらを確認する場合は、CASCADE 句を使用して表の構造を検証します。

通常のすべての索引用の圧縮統計情報（ 適なプレフィックス圧縮件数）も計算されます。

索引の統計情報は、データ・ディクショナリ・ビュー INDEX_STATSおよび
INDEX_HISTOGRAMに格納されます。

オブジェクトの構造に障害がある場合は、エラー・メッセージが戻ります。この場合、オブ
ジェクトを削除して作成しなおす必要があります。

INTO VALIDATE STRUCTUREの INTO句は、パーティション表のみに有効です。正しく照合
されなかった行を持つパーティションの ROWID を格納するリスト表を指定します。schema
を指定しない場合、リストは自分のスキーマ内にあるとみなされます。この句自体を指定しな
い場合、表の名前は INVALID_ROWSになります。この表を作成するために使用する SQL スク
リプトは UTLVALID.SQLです。

CASCADE CASCADEを指定すると、表またはクラスタに関連付けられた索引の構造を検証で
きます。表を検証するときにこの句を指定すると、その表に定義された索引も検証されます。
クラスタを検証するときにこの句を指定した場合、クラスタ表のすべての索引（クラスタ索引
を含む）が検証されます。

この句を使用して使用可能な（以前は使用禁止であった）ファンクション索引を検証すると、
検証エラーになる場合があります。この場合は、索引を再構築する必要があります。

ONLINE | OFFLINE ONLINEを指定すると、Oracle Database がオブジェクトの DML 操作中
に検証を実行できるようになります。データベースは、並行して操作が行える程度に、実行す
る検証の量を減らします。

OFFLINEを指定すると、実行する検証の量が 大になります。この設定は、検証中に
INSERT、UPDATEおよび DELETE文がオブジェクトに平行してアクセスすることを防ぎます
が、問合せは許可されます。これはデフォルトです。

ONLINE の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : ONLINEは、クラスタを分析する場合には指定できません。

LIST CHAINED ROWS
LIST CHAINED ROWSを指定すると、分析した表またはクラスタの移行行および連鎖行を識別
できます。索引の分析時にこのオプションは使用できません。

INTO句には、移行行および連鎖行をリストする表を指定します。schemaを指定しない場合、
連鎖行表は自分のスキーマ内にあるとみなされます。この句自体を指定しない場合、表の名前
は CHAINED_ROWSになります。連鎖行表は、ローカル・データベース内にある必要がありま
す。

参照参照参照参照 : これらのビューの詳細は、『Oracle Database リファレンス』を参
照してください。

注意注意注意注意 : OFFLINE指定でオブジェクトの構造を検証する場合と同様に、
ONLINE指定でオブジェクトの構造を検証する場合、Oracle Database は統
計情報を収集しません。
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次のいずれかのスクリプトを使用して、CHAINED_ROWS表を作成できます。

� UTLCHAIN.SQL: 物理 ROWID を使用します。そのため、行は、索引構成表からではなく従
来表から収集されます（次の注意を参照）。

� UTLCHN1.SQL: ユニバーサル ROWID を使用します。そのため、行は、従来表および索引
構成表の両方から収集されます。

独自の連鎖行表を作成する場合、この 2 つのスクリプトのいずれかで規定されるフォーマット
に従う必要があります。

ユニバーサル ROWID ではなく、主キーに基づく索引構成表を分析する場合、索引構成表ごと
に別の連鎖行表を作成し、主キー記憶域を確保する必要があります。まず、SQL スクリプトの
DBMSIOTC.SQLおよび PRVTIOTC.PLBを使用して、BUILD_CHAIN_ROWS_TABLEプロシー
ジャを定義します。次に、このプロシージャを実行して、索引構成表の IOT_CHAINED_ROWS
表を作成します。

DELETE STATISTICS
DELETE STATISTICSを指定すると、現在データ・ディクショナリに格納されている、分析し
たオブジェクトの統計情報を削除できます。Oracle Database に統計情報を使用させないように
する場合、この文を使用します。

表を指定してこの句を使用した場合、指定した表に定義されたすべての索引の統計情報も自動
的に削除されます。クラスタを指定してこの句を使用した場合、指定したクラスタのすべての
表、およびこれらの表のすべての索引（クラスタ索引を含む）の統計情報も自動的に削除され
ます。

ユーザー定義統計情報ではなく、システム統計情報のみを削除する場合は、SYSTEMを指定し
ます。SYSTEMを指定しないと、オブジェクトのユーザー定義列または索引統計情報が収集さ
れた場合、データベースは、統計情報を収集するために使用された情報タイプに指定されてい
る統計削除ファンクションを起動して、ユーザー定義統計情報も削除します。

validation_clauses
validation_clauses を使用すると、REF値および分析したオブジェクトの構造を検証できます。

例例例例

統計情報の削除例統計情報の削除例統計情報の削除例統計情報の削除例 : 次の文は、サンプル表 oe.ordersとデータ・ディクショナリにあるその
すべての索引の統計情報を削除します。

ANALYZE TABLE orders DELETE STATISTICS; 

索引の分析例索引の分析例索引の分析例索引の分析例 : 次の文は、サンプル索引 oe.inv_product_ixの構造を検証します。

ANALYZE INDEX inv_product_ix VALIDATE STRUCTURE; 

参照参照参照参照 :

� これらのスクリプトおよび連鎖行の排除の詳細は、『Oracle Database
パフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照してください。

� パッケージ化された SQL スクリプトの詳細は、『Oracle Database 
PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』の
DBMS_IOTパッケージを参照してください。

� 「連鎖行のリスト例 :」（13-20 ページ）

参照参照参照参照 : 「統計情報の削除例 :」（13-19 ページ）

参照参照参照参照 : 表、索引、クラスタおよびマテリアライズド・ビューの検証の詳
細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。
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表の検証例表の検証例表の検証例表の検証例 : 次の文は、サンプル表 hr.employeesおよびそのすべての索引を分析します。

ANALYZE TABLE employees VALIDATE STRUCTURE CASCADE; 

表に対する VALIDATE REF UPDATE句は、指定した表の REF値を検証します。また、それぞれ
の REFの ROWID 部分をチェックし、それを真の ROWID と比較します。その結果、ROWID
が誤っていると判断されると、ROWID 部分が正しくなるように REFが更新されます。

次の文は、サンプル表 oe.customersの REF値を検証します。

ANALYZE TABLE customers VALIDATE REF UPDATE;

次の文は、DML 操作を同時に実行することを許可して、サンプル表 oe.customersの構造を
検証します。

ANALYZE TABLE customers VALIDATE STRUCTURE ONLINE;

クラスタの分析例クラスタの分析例クラスタの分析例クラスタの分析例 : 次の文は、personnelクラスタ（14-7 ページの「クラスタの作成例 :」
で作成）、そのすべての表、クラスタ索引を含むすべての索引を分析します。

ANALYZE CLUSTER personnel
    VALIDATE STRUCTURE CASCADE; 

連鎖行のリスト例連鎖行のリスト例連鎖行のリスト例連鎖行のリスト例 : 次の文は、orders表のすべての連鎖行についての情報を収集します。

ANALYZE TABLE orders
   LIST CHAINED ROWS INTO chained_rows; 

前述の文では、情報は表 chained_rowsに格納されます。次の問合せでその行を検証できま
す（表に連鎖行が含まれない場合は、行は戻されません）。

SELECT owner_name, table_name, head_rowid, analyze_timestamp 
    FROM chained_rows
    ORDER BY owner_name, table_name, head_rowid, analyze_timestamp; 

OWNER_NAME  TABLE_NAME  HEAD_ROWID         ANALYZE_TIMESTAMP
----------  ----------  ------------------ -----------------
OE          ORDERS      AAAAZzAABAAABrXAAA 25-SEP-2000 
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ASSOCIATE STATISTICS
ASSOCIATE STATISTICS 

用途用途用途用途

ASSOCIATE STATISTICS文を使用すると、統計収集、選択性またはコストに関するファンク
ションが含まれた統計タイプ（またはデフォルトの統計）を、1 つ以上の列、スタンドアロン・
ファンクション、パッケージ、型、ドメイン索引または索引タイプに関連付けることができま
す。

現在のすべての統計タイプの関連付けのリストについては、USER_ASSOCIATIONSデータ・
ディクショナリ・ビューを問い合せます。統計情報に関連付けるオブジェクトを分析する場合、
USER_USTATSビューでその関連性を問い合せることができます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

この文を発行する場合は、ベース・オブジェクト（表、ファンクション、パッケージ、型、ド
メイン索引または索引タイプ）を変更する適切な権限が必要です。さらに、デフォルト統計情
報のみを関連付けていないかぎり、統計タイプに対する実行権限が必要です。統計タイプは、
すでに定義されている必要があります。

構文構文構文構文

associate_statistics::=

column_association::=

参照参照参照参照 : ANALYZEが関連性で使用する優先順位については、13-14 ページ
の「ANALYZE」を参照してください。

参照参照参照参照 : 型の定義の詳細は、17-3 ページの「CREATE TYPE」を参照してく
ださい。

ASSOCIATE STATISTICS WITH
column_association

function_association

storage_table_clause
;

COLUMNS
schema .

table . column

,

using_statistics_type
SQL 文 : ALTER TRIGGER ～ COMMIT 13-21



ASSOCIATE STATISTICS
function_association::=

using_statistics_type::=

default_cost_clause::=

default_selectivity_clause::=

storage_table_clause::= 

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

column_association
1 つ以上の表の列を指定します。schemaを指定しない場合、表は自分のスキーマ内にあるとみ
なされます。

FUNCTIONS
schema .

function

,

PACKAGES
schema .

package

,

TYPES
schema .

type

,

INDEXES
schema .

index

,

INDEXTYPES
schema .

indextype

,

using_statistics_type

default_cost_clause
, default_selectivity_clause

default_selectivity_clause
, default_cost_clause

USING

schema .
statistics_type

NULL

DEFAULT COST ( cpu_cost , io_cost , network_cost )

DEFAULT SELECTIVITY default_selectivity

WITH
SYSTEM

USER
MANAGED STORAGE TABLES
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function_association
1 つ以上のスタンドアロン・ファンクション、パッケージ、ユーザー定義データ型、ドメイン
索引または索引タイプを指定します。schemaを指定しない場合、オブジェクトは自分のス
キーマ内にあるとみなされます。

� FUNCTIONSは、スタンドアロン・ファンクションのみを参照し、メソッド型または組込み
ファンクションは参照しません。

� TYPESはユーザー定義型のみを参照し、組込み SQL データ型は参照しません。

function_association の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : すでに関連性を定義してあるオブジェクトには指定でき
ません。まず、このオブジェクトと統計情報の関連性を取り消す必要があります。

using_statistics_type
列、ファンクション、パッケージ、型、ドメイン索引または索引タイプと関連付ける統計タイ
プ（または型のシノニム）を指定します。statistics_typeは作成済である必要がありま
す。

NULLキーワードは、統計情報を列または索引に関連付ける場合のみに有効です。統計タイプを
オブジェクト型に関連付ける場合は、そのオブジェクト型の列は、統計タイプを継承します。
同様に、統計タイプを索引タイプに関連付ける場合は、索引タイプの索引インスタンスは統計
タイプを継承します。列または索引に別の統計タイプを関連付けると、この継承を上書きでき
ます。または、列または索引に統計タイプを関連付けない場合は、using_statistics_type
句で NULLを指定します。

統計タイプの指定の制限事項統計タイプの指定の制限事項統計タイプの指定の制限事項統計タイプの指定の制限事項 : ファンクション、パッケージ、型または索引タイプには NULL
を指定できません。

default_cost_clause
スタンドアロン・ファンクション、パッケージ、型、ドメイン索引または索引タイプのデフォ
ルトのコストを指定します。この句を指定する場合、CPU コスト、I/O コスト、ネットワー
ク・コストの順でそれぞれに対して 1 つの数を指定する必要があります。それぞれのコストは、
ファンクションまたはメソッドを 1 度実行した場合、またはドメイン索引へ 1 度アクセスした
場合の値です。指定できる値は 0（ゼロ）以上の整数です。

default_selectivity_clause
スタンドアロン・ファンクション、型、パッケージまたはユーザー定義演算子が指定された述
語に対するデフォルトの選択性をパーセントで指定します。default_selectivity_clause
は、0 ～ 100 の数値である必要があります。範囲外のものは無視されます。

default_selectivity_clause 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : DEFAULT SELECTIVITYは、ドメイン索引または
索引タイプに指定できません。

参照参照参照参照 : 「DISASSOCIATE STATISTICS」（17-30 ページ）および「統計情報
の関連付け例 :」（13-24 ページ）

参照参照参照参照 : 統計収集ファンクションの作成の詳細は、『Oracle Database デー
タ・カートリッジ開発者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 「デフォルト・コストの指定例 :」（13-24 ページ）
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storage_table_clause 
この句は、INDEXTYPEの統計に対してのみ有効です。

� WITH SYSTEM MANAGED STORAGE TABLESを指定すると、統計データの格納がシステムで
管理されます。statistics_typeに指定するタイプによって、システムで保持される表
に統計関連の情報が格納されます。また、指定する索引タイプはすでに登録済であるか、
または WITH SYSTEM MANAGED STORAGE TABLES句をサポートするように変更されている
必要があります。

� WITH USER MANAGED STORAGE TABLESを指定すると、ユーザー定義の統計情報を格納す
る表は、ユーザーによって管理されます。これはデフォルトの動作です。

例例例例

統計情報の関連付け例統計情報の関連付け例統計情報の関連付け例統計情報の関連付け例 : 次の文は、スタンドアロン・パッケージ emp_mgmtへの関連性を作
成します。このパッケージを作成する例については、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレ
ンス』を参照してください。

ASSOCIATE STATISTICS WITH PACKAGES emp_mgmt DEFAULT SELECTIVITY 10;

デフォルト・コストの指定例デフォルト・コストの指定例デフォルト・コストの指定例デフォルト・コストの指定例 : 次の文は、ドメイン索引 salary_index（E-2 ページの「拡
張索引作成機能の使用方法」で作成）を使用して任意の述語を実装した場合、常に CPU コスト
は 100、I/O コストは 5、およびネットワーク・コストは 0 になるように指定します。

ASSOCIATE STATISTICS WITH INDEXES salary_index DEFAULT COST (100,5,0);

オプティマイザは、コスト・ファンクションをコールするかわりに、これらのデフォルト・コ
ストを使用します。
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AUDIT
AUDIT 

用途用途用途用途

AUDIT文を使用すると、次の操作を実行できます。

� 後続のユーザー・セッションでの SQL 文の発行の監査。特定の SQL 文、または特定のシス
テム権限によって許可されたすべての SQL 文の発行を監査できます。SQL 文操作の監査
は、後続セッションにのみ適用され、現行のセッションには適用されません。

� 特定のスキーマ・オブジェクトに対する操作の監査。スキーマ・オブジェクト操作の監査
は、後続のセッションと同様に、現行のセッションにも適用されます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

SQL 文の発行を監査するには、AUDIT SYSTEMシステム権限が必要です。

監査結果を収集するには、初期化パラメータ AUDIT_TRAILをデフォルトの設定である NONE
以外の値に設定して、監査を有効にする必要があります。監査オプションは、監査が使用可能
であるかどうかにかかわらず指定できます。ただし、監査を有効にしないと、監査レコードは
作成されません。

スキーマ・オブジェクト操作を監査するためには、監査対象のオブジェクトが自分のスキーマ
にある必要があります。自分のスキーマにない場合は、AUDIT ANYシステム権限が必要です。
また、監査の対象とするオブジェクトがディレクトリ・オブジェクトの場合は、それが自分で
作成したものであっても、AUDIT ANYシステム権限が必要です。

参照参照参照参照 :

� 値に基づいた監査方針を作成および管理する DBMS_FGAパッケージの
詳細は、『Oracle Database PL/SQL パッケージ・プロシージャおよび
タイプ・リファレンス』を参照してください。

� 監査を無効にする方法の詳細は、18-76 ページの「NOAUDIT」を参
照してください。

注意注意注意注意 : AUDIT ANYシステム権限によって、権限受領者は、SYSスキーマ
を除く任意のスキーマ内の任意のオブジェクトを監査できます。
O7_DICTIONARY_ACCESSIBILITY初期化パラメータを TRUEに設定する
ことによって、そのような権限受領者が SYSスキーマ内のオブジェクトを
監査できるようにすることができます。セキュリティ上の理由のため、こ
の設定の使用には注意が必要です。

参照参照参照参照 : AUDIT_TRAILパラメータの詳細は、『Oracle Database リファレ
ンス』を参照してください。
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構文構文構文構文

audit::=

audit_operation_clause::=

auditing_by_clause::=

audit_schema_object_clause::=

auditing_on_clause::=

AUDIT

audit_operation_clause

audit_schema_object_clause

NETWORK

BY
SESSION

ACCESS WHENEVER
NOT

SUCCESSFUL
;

sql_statement_shortcut

ALL

,

system_privilege

ALL PRIVILEGES

,
auditing_by_clause

BY

proxy

,

user

,

sql_operation

,

ALL
auditing_on_clause

ON

schema .
object

DIRECTORY directory_name

MINING MODEL
schema .

model

DEFAULT
13-26 Oracle Database SQL 言語リファレンス



AUDIT
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

audit_operation_clause
audit_operation_clauseを使用すると、操作の影響を受けるスキーマ・オブジェクトに関
係なく、指定された操作を監査できます。

sql_statement_shortcut
ショートカットを指定すると、特定の SQL 文の使用を監査できます。13-30 ページの表 13-1 お
よび 13-32 ページの表 13-2 に、ショートカットおよびそれらが監査する SQL 文を示します。

監査されるたびに、次の情報を持つ監査レコードが生成されます。

� 操作を行ったユーザー

� 操作の種類

� 操作に関連するオブジェクト

� 操作の日付と時刻

監査レコードは、監査証跡に書き込まれます。監査証跡とは、監査レコードが入っているデー
タベースの表です。データ・ディクショナリ・ビューを問い合せて監査証跡を調べることに
よって、データベース・アクティビティを再検討できます。

system_privilege
システム権限を指定すると、特定のシステム権限を与えられた SQL 文およびその他の操作を監
査できます。

注意注意注意注意 : SQL 文ショートカットとシステム権限を混同しないでください。
次に例を示します。

� AUDIT USER文は、SQL の CREATE USER、ALTER USERおよび DROP 
USER文のすべてを監査する USERショートカットを指定します。こ
の場合の監査には、ユーザーが ALTER USER文で自分のパスワードを
変更する操作が含まれています。

� AUDIT ALTER USER文は、そのシステム権限を使用するすべての操作
を監査する ALTER USERシステム権限を指定します。この場合の監査
には、ユーザーが自分のパスワードを変更する操作は含まれません。
これは、その操作には、ALTER USERシステム権限は必要ないためで
す。

参照参照参照参照 :

� 監査証跡データ・ディクショナリ・ビューのリストの詳細は、
『Oracle Database セキュリティ・ガイド』を参照してください。

� データ・ディクショナリ・ビューの詳細は、『Oracle Database リファ
レンス』を参照してください。

� 「ロールに関連する SQL 文の監査例 :」（13-34 ページ）

注意注意注意注意 : ANYキーワードを含むシステム権限の使用の監査は、ANYキー
ワードを含まない同じ権限の使用の監査より限定的です。次に例を示しま
す。

� AUDIT CREATE PROCEDUREは、CREATE PROCEDUREまたは CREATE 
ANY PROCEDURE権限を使用して発行された文を監査します。

� AUDIT CREATE ANY PROCEDUREは、CREATE ANY PROCEDURE権限を
使用して発行された文のみを監査します。
SQL 文 : ALTER TRIGGER ～ COMMIT 13-27



AUDIT
多くの個々のシステム権限を指定するのではなく、ロール CONNECT、RESOURCEおよび DBA
を指定できます。これは、そのロールに付与されているすべてのシステム権限を監査すること
と同じです。

Oracle Database には、システム権限と文オプションをまとめて指定するための、次の 2 つの
ショートカットが用意されています。

ALL ALLを指定すると、表 13-1 のすべての文オプションを監査できます。ただし、表 13-2 の
追加文オプションは監査しません。

ALL PRIVILEGES ALL PRIVILEGESを指定すると、システム権限を監査できます。

auditing_by_clause
auditing_by_clauseを指定すると、特定のユーザーが発行する SQL 文のみを監査できま
す。この句を指定しない場合、すべてのユーザー文が監査されます。

BY user この句を使用すると、特定のユーザーによって発行された SQL 文のみを監査するよ
うに制限できます。

BY proxy この句を使用すると、特定のプロキシによって発行された SQL 文のみを監査する
ように制限できます。

audit_schema_object_clause
audit_schema_object_clauseを使用すると、特定のスキーマ・オブジェクトの操作を監
査できます。

sql_operation
監査する SQL 操作を指定します。13-33 ページの表 13-3 に、監査できるオブジェクトのタイ
プ、およびオブジェクトごとに監査できる SQL 文を示します。たとえば、ALTER操作を指定し
て表の監査を選択した場合、その表に対して発行される ALTER TABLE文がすべて監査されま
す。また、SELECT操作を指定して順序の監査を選択した場合、その順序の値を使用するすべ
ての文が監査されます。

ALL
ALLをショートカットに指定することは、オブジェクト・タイプに適用できる SQL 操作をすべ
て指定することと同じです。

注意注意注意注意 : ロールまたはショートカットでなく、監査に個々のシステム権限
および文オプションを指定することをお薦めします。ロールおよびショー
トカットに含まれるシステム権限および文オプションは、リリースごとに
異なり、Oracle Database の今後のバージョンでサポートされない場合が
あります。

参照参照参照参照 :

� すべてのシステム権限とそれによって許可される SQL 文のリストは、
18-37 ページの表 18-1「システム権限」を参照してください。

� CONNECT、RESOURCEおよび DBAロールの詳細は、18-31 ページの
「GRANT」を参照してください。

� 13-35 ページの「問合せおよび更新を行う SQL 文の監査例 :」、13-35
ページの「削除の監査例 :」および 13-35 ページの「ディレクトリに関
連する文の監査例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : プロキシおよびデータベースの使用については、『Oracle Database
セキュリティ・ガイド』を参照してください。
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auditing_on_clause
auditing_on_clauseを使用すると、監査する特定のスキーマ・オブジェクトを指定できま
す。

schema 監査の対象として選択されたオブジェクトが定義されているスキーマを指定します。
schemaを指定しない場合、オブジェクトは自分のスキーマ内に定義されているものとみなさ
れます。

object 監査するオブジェクトの名前を指定します。オブジェクトは、表、ビュー、順序、ス
トアド・プロシージャ、ストアド・ファンクション、ストアド・パッケージ、マテリアライズ
ド・ビュー、マイニング・モデルまたはライブラリのいずれかである必要があります。

表、ビュー、順序、プロシージャ、ストアド・ファンクション、パッケージ、マテリアライズ
ド・ビューまたはユーザー定義型については、それぞれシノニムも指定できます。

ON DEFAULT ON DEFAULTを指定すると、それ以降に作成したオブジェクトのデフォルト・
オブジェクト・オプションとして使用する、指定のオブジェクト・オプションを作成できます。
デフォルトの監査オプションが確立されると、その後作成されるオブジェクトに対して、これ
らのオプションが自動的に適用され、監査が行われます。ビューに対するデフォルト監査オプ
ションは、常に、そのビューの実表に対する監査オプションの論理和となります。
ALL_DEF_AUDIT_OPTSデータ・ディクショナリ・ビューを問い合せることによって、現在の
デフォルト監査オプションを表示できます。

デフォルト監査オプションを変更した場合でも、以前作成したオブジェクトの監査オプション
はそのまま残ります。AUDIT文の ON句にオブジェクトを指定した場合のみ、既存のオブジェ
クトの監査オプションを変更できます。

ON DIRECTORY ON DIRECTORY句を使用すると、監査するディレクトリ名を指定できます。

ON MINING MODEL ON MINING MODEL句を使用すると、監査するマイニング・モデル名を
指定できます。

NETWORK
この句を使用すると、ネットワーク・レイヤーの内部的な障害を検出できます。

BY SESSION
以前のリリースでは、BY SESSIONを指定すると、データベースによって、同一セッションの
同一スキーマ・オブジェクトで実行された同じ種類のすべての SQL 文または操作に対して 1 つ
のレコードが書き込まれました。このリリースの Oracle Database からは、BY SESSIONおよび
BY ACCESSを指定すると、監査された文および操作ごとに 1 つの監査レコードが書き込まれま
す。BY ACCESSと比較すると、BY SESSIONでは引き続き異なる値が監査証跡に移入されま
す。いずれの句も指定しない場合は、BY SESSIONがデフォルトとなります。

参照参照参照参照 : 13-35 ページの「表の問合せの監査例 :」、13-35 ページの「表の挿
入および更新の監査例 :」および 13-35 ページの「順序の操作の監査例 :」
を参照してください。

参照参照参照参照 : 「デフォルト監査オプションの設定例 :」（13-36 ページ）

参照参照参照参照 : ネットワーク監査の詳細は、『Oracle Database セキュリティ・ガ
イド』を参照してください。

注意注意注意注意 : この変更は、データ定義言語（DDL）文ではなく SQL 文を監査す
る文オプションおよびシステム権限にのみ適用されます。DDL 文を監査
するすべての SQL 文およびシステム権限は、BY ACCESSで常に監査され
ています。
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AUDIT
BY ACCESS 
BY ACCESSを指定すると、監査された各文および操作について、1 つのレコードを書き込むこ
とができます。

DDL 文以外の SQL 文を監査する文オプションとシステム権限には、BY SESSIONと BY 
ACCESSのどちらでも指定できます。デフォルトは BY SESSIONです。

WHENEVER [NOT] SUCCESSFUL
WHENEVER SUCCESSFULを指定すると、正常に実行された SQL 文および操作のみを監査でき
ます。

失敗またはエラーが発生した SQL 文および操作のみを監査する場合は、WHENEVER NOT 
SUCCESSFULを指定します。

この句を指定しない場合、処理結果にかかわらず監査が行われます。

監査オプションの表監査オプションの表監査オプションの表監査オプションの表

注意注意注意注意 : データ定義言語（DDL）文を監査する SQL 文ショートカットまた
はシステム権限を指定した場合は、常にアクセスごとに監査されます。そ
れ以外のすべての場合、データベースは BY SESSIONまたは BY ACCESS
指定に従います。

表表表表 13-1 監査の監査の監査の監査の SQL 文ショートカット文ショートカット文ショートカット文ショートカット

SQL 文ショートカット文ショートカット文ショートカット文ショートカット 監査済の監査済の監査済の監査済の SQL 文と操作文と操作文と操作文と操作

ALTER SYSTEM ALTER SYSTEM 

CLUSTER CREATE CLUSTER

ALTER CLUSTER

DROP CLUSTER

TRUNCATE CLUSTER

CONTEXT CREATE CONTEXT

DROP CONTEXT

DATABASE LINK CREATE DATABASE LINK

DROP DATABASE LINK

DIMENSION CREATE DIMENSION

ALTER DIMENSION

DROP DIMENSION

DIRECTORY CREATE DIRECTORY

DROP DIRECTORY

INDEX CREATE INDEX

ALTER INDEX

ANALYZE INDEX 

DROP INDEX

MATERIALIZED VIEW CREATE MATERIALIZED VIEW

ALTER MATERIALIZED VIEW

DROP MATERIALIZED VIEW

NOT EXISTS 指定したオブジェクトが存在しない場合に失敗するすべての
SQL 文
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AUDIT
OUTLINE CREATE OUTLINE

ALTER OUTLINE

DROP OUTLINE

PROCEDURE（表の後の

「注意」を参照）

CREATE FUNCTION

CREATE LIBRARY

CREATE PACKAGE

CREATE PACKAGE BODY

CREATE PROCEDURE

DROP FUNCTION

DROP LIBRARY

DROP PACKAGE

DROP PROCEDURE

PROFILE CREATE PROFILE

ALTER PROFILE

DROP PROFILE

PUBLIC DATABASE LINK CREATE PUBLIC DATABASE LINK

DROP PUBLIC DATABASE LINK

PUBLIC SYNONYM CREATE PUBLIC SYNONYM

DROP PUBLIC SYNONYM

ROLE CREATE ROLE

ALTER ROLE

DROP ROLE

SET ROLE

ROLLBACK SEGMENT CREATE ROLLBACK SEGMENT

ALTER ROLLBACK SEGMENT

DROP ROLLBACK SEGMENT

SEQUENCE CREATE SEQUENCE

DROP SEQUENCE

SESSION Logons

SYNONYM CREATE SYNONYM

DROP SYNONYM

SYSTEM AUDIT AUDIT sql_statements

NOAUDIT sql_statements

SYSTEM GRANT GRANT system_privileges_and_roles

REVOKE system_privileges_and_roles

TABLE CREATE TABLE

DROP TABLE

TRUNCATE TABLE

TABLESPACE CREATE TABLESPACE

ALTER TABLESPACE

DROP TABLESPACE

表表表表 13-1 監査の監査の監査の監査の SQL 文ショートカット文ショートカット文ショートカット文ショートカット（続き）（続き）（続き）（続き）

SQL 文ショートカット文ショートカット文ショートカット文ショートカット 監査済の監査済の監査済の監査済の SQL 文と操作文と操作文と操作文と操作
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TRIGGER CREATE TRIGGER

ALTER TRIGGER 

ENABLEおよび DISABLE句付き

DROP TRIGGER

ALTER TABLE

ENABLE ALL TRIGGERS句付き

DISABLE ALL TRIGGERS句付き

TYPE CREATE TYPE

CREATE TYPE BODY

ALTER TYPE

DROP TYPE

DROP TYPE BODY

USER CREATE USER

ALTER USER

DROP USER

注意注意注意注意 :

� AUDIT USERは、これら 3 つの SQL 文を監査します。AUDIT 
ALTER USERを使用すると、ALTER USERシステム権限を必

要とする文を監査できます。

� AUDIT ALTER USER文は、自分のパスワードを変更する

ユーザーを監査しません。これは、このアクティビティに
は ALTER USERシステム権限は必要ではないためです。

VIEW CREATE VIEW

DROP VIEW

注意注意注意注意 : Java スキーマ・オブジェクト（ソース、クラスおよびリソース）
は、SQL 文の監査ではプロシージャと同じであるとみなされます。

表表表表 13-2 監査のその他の監査のその他の監査のその他の監査のその他の SQL 文ショートカット文ショートカット文ショートカット文ショートカット

SQL 文ショートカット文ショートカット文ショートカット文ショートカット 監査済の監査済の監査済の監査済の SQL 文と操作文と操作文と操作文と操作

ALTER SEQUENCE ALTER SEQUENCE

ALTER TABLE ALTER TABLE

COMMENT TABLE COMMENT ON TABLE table, view, materialized view

COMMENT ON COLUMN table.column, view.column, 
materialized view.column

DELETE TABLE DELETE FROM table, view

EXECUTE PROCEDURE CALL

プロシージャやファンクションの実行、またはパッケージ内の
変数、ライブラリまたはカーソルへのアクセス。

GRANT DIRECTORY GRANT privilege ON directory

REVOKE privilege ON directory

表表表表 13-1 監査の監査の監査の監査の SQL 文ショートカット文ショートカット文ショートカット文ショートカット（続き）（続き）（続き）（続き）

SQL 文ショートカット文ショートカット文ショートカット文ショートカット 監査済の監査済の監査済の監査済の SQL 文と操作文と操作文と操作文と操作
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GRANT PROCEDURE GRANT privilege ON procedure, function, package

REVOKE privilege ON procedure, function, package

GRANT SEQUENCE GRANT privilege ON sequence

REVOKE privilege ON sequence

GRANT TABLE GRANT privilege ON table, view, materialized view

REVOKE privilege ON table, view, materialized view

GRANT TYPE GRANT privilege ON TYPE

REVOKE privilege ON TYPE

INSERT TABLE INSERT INTO table, view

LOCK TABLE LOCK TABLE table, view

SELECT SEQUENCE sequence.CURRVALまたは sequence.NEXTVALを含む文

SELECT TABLE SELECT FROM table, view, materialized view

UPDATE TABLE UPDATE table, view

表表表表 13-3 スキーマ・オブジェクト監査オプションスキーマ・オブジェクト監査オプションスキーマ・オブジェクト監査オプションスキーマ・オブジェクト監査オプション

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト SQL 操作操作操作操作

表表表表 ALTER
AUDIT
COMMENT
DELETE
FLASHBACK（注意 3）
GRANT
INDEX
INSERT
LOCK
RENAME
SELECT
UPDATE

ビュービュービュービュー AUDIT
COMMENT
DELETE
FLASHBACK（注意 3）
GRANT
INSERT
LOCK
RENAME
SELECT
UPDATE

順序順序順序順序 ALTER
AUDIT
GRANT
SELECT

プロシージャ、ファンクショプロシージャ、ファンクショプロシージャ、ファンクショプロシージャ、ファンクショ
ン、パッケージン、パッケージン、パッケージン、パッケージ（注意 1）

AUDIT
EXECUTE
GRANT

表表表表 13-2 監査のその他の監査のその他の監査のその他の監査のその他の SQL 文ショートカット文ショートカット文ショートカット文ショートカット（続き）（続き）（続き）（続き）

SQL 文ショートカット文ショートカット文ショートカット文ショートカット 監査済の監査済の監査済の監査済の SQL 文と操作文と操作文と操作文と操作
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AUDIT
注意注意注意注意 1: Java スキーマ・オブジェクト（ソース、クラスおよびリソース）は、監査オプションで
はプロシージャ、ファンクションおよびパッケージと同じであるとみなされます。

注意注意注意注意 2: INSERT、UPDATEおよび DELETE操作の監査は、更新可能なマテリアライズド・
ビューに対してのみ可能です。

注意注意注意注意 3: FLASHBACK監査オブジェクト・オプションは、フラッシュバック問合せに対してのみ
適用されます。

例例例例

ロールに関連するロールに関連するロールに関連するロールに関連する SQL 文の監査例文の監査例文の監査例文の監査例 : 次の文は、ロールの作成、変更、削除または設定を行う
各 SQL 文が正常に終了したかどうかにかかわらず、それらの文について監査を行います。

AUDIT ROLE; 

次の文は、ロールの作成、変更、削除または設定を行う、正常に終了した各 SQL 文ごとに監査
を行います。

AUDIT ROLE
    WHENEVER SUCCESSFUL; 

次の文は、Oracle Database エラーが発生した CREATE ROLE文、ALTER ROLE文、DROP ROLE
文または SET ROLE文について監査を行います。

AUDIT ROLE
    WHENEVER NOT SUCCESSFUL; 

マテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビュー
（注意 2）

ALTER
AUDIT
COMMENT
DELETE
INDEX
INSERT
LOCK
SELECT
UPDATE

マイニング・モデルマイニング・モデルマイニング・モデルマイニング・モデル AUDIT
COMMENT
GRANT
RENAME
SELECT

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ AUDIT
GRANT
READ

ライブラリライブラリライブラリライブラリ EXECUTE
GRANT

オブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型 ALTER
AUDIT
GRANT

コンテキストコンテキストコンテキストコンテキスト AUDIT
GRANT

表表表表 13-3 スキーマ・オブジェクト監査オプションスキーマ・オブジェクト監査オプションスキーマ・オブジェクト監査オプションスキーマ・オブジェクト監査オプション（続き）（続き）（続き）（続き）

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト SQL 操作操作操作操作
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AUDIT
問合せおよび更新を行う問合せおよび更新を行う問合せおよび更新を行う問合せおよび更新を行う SQL 文の監査例文の監査例文の監査例文の監査例 : 次の文は、表の問合せまたは更新を実行する文に
ついて監査を行います。

AUDIT SELECT TABLE, UPDATE TABLE; 

次の文は、ユーザー hrおよび oeが発行する、表やビューの問合せまたは更新を実行する文に
ついて監査を行います。

AUDIT SELECT TABLE, UPDATE TABLE
    BY hr, oe; 

削除の監査例削除の監査例削除の監査例削除の監査例 : 次の文は、DELETE ANY TABLEシステム権限で発行された文について監査を
行います。

AUDIT DELETE ANY TABLE; 

ディレクトリに関連する文の監査例ディレクトリに関連する文の監査例ディレクトリに関連する文の監査例ディレクトリに関連する文の監査例 : 次の文は、CREATE ANY DIRECTORYシステム権限で発
行された文について監査を行います。

AUDIT CREATE ANY DIRECTORY;

CREATE ANY DIRECTORYシステム権限を使用しない CREATE DIRECTORY（および DROP 
DIRECTORY）文を監査する場合は、次の文を発行します。

AUDIT DIRECTORY;

次の文は、bfile_dirディレクトリからファイルを読み込む各文について監査を行います。

AUDIT READ ON DIRECTORY bfile_dir;

表の問合せの監査例表の問合せの監査例表の問合せの監査例表の問合せの監査例 : 次の文は、スキーマ hr内の employees表を問い合せる各 SQL 文につ
いて監査を行います。

AUDIT SELECT
    ON hr.employees; 

次の文は、スキーマ hr内の employees表を問い合せて正常に終了した各文について監査を行
います。

AUDIT SELECT 
    ON hr.employees
    WHENEVER SUCCESSFUL; 

次の文は、スキーマ hr内の employees表を問い合せて Oracle Database エラーが発生した
SQL 文について監査を行います。

AUDIT SELECT 
    ON hr.employees
    WHENEVER NOT SUCCESSFUL; 

表の挿入および更新の監査例表の挿入および更新の監査例表の挿入および更新の監査例表の挿入および更新の監査例 : 次の文は、スキーマ oe内の customers表に対して行を挿入
または更新するそれぞれの文について監査を行います。

AUDIT INSERT, UPDATE
    ON oe.customers; 

順序の操作の監査例順序の操作の監査例順序の操作の監査例順序の操作の監査例 : 次の文は、スキーマ hr内の employees_seq順序に対する操作を行う
すべての文について監査を行います。

AUDIT ALL
    ON hr.employees_seq; 
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AUDIT
この文では、順序に対して操作を行う次の文について監査を行うため、ALLショートカットを
使用しています。

� ALTER SEQUENCE

� AUDIT 

� GRANT 

� 疑似列 CURRVALまたは NEXTVALを使用して、順序の値にアクセスするすべての文

デフォルト監査オプションの設定例デフォルト監査オプションの設定例デフォルト監査オプションの設定例デフォルト監査オプションの設定例 : 次の文は、以降に作成されるオブジェクトのデフォルト
監査オプションを指定します。

AUDIT ALTER, GRANT, INSERT, UPDATE, DELETE
    ON DEFAULT; 

以降に作成されるオブジェクトについては、監査機能が使用可能な場合、指定したオプション
によって自動的に次の監査が行われます。

� 表を作成した場合、その表に対して発行される ALTER文、GRANT文、INSERT文、
UPDATE文または DELETE文が自動的に監査されます。

� ビューを作成した場合、そのビューに対して発行される GRANT文、INSERT文、UPDATE
文または DELETE文が自動的に監査されます。

� 順序を作成した場合、その順序に対して発行される ALTER文または GRANT文が自動的に監
査されます。

� プロシージャ、パッケージまたはファンクションを作成した場合、それらに対して発行さ
れる ALTER文または GRANT文が自動的に監査されます。
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CALL
CALL 

用途用途用途用途

CALL文を使用すると、SQL 内からルーチンルーチンルーチンルーチン（スタンドアロン・プロシージャ、スタンドアロ
ン・ファンクション、あるいは型またはパッケージ内で定義されたプロシージャまたはファン
クション）を実行できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

スタンドアロン・ルーチン、またはルーチンが定義されている型またはパッケージに対する
EXECUTE権限が必要です。

構文構文構文構文

call::=

routine_clause::=

注意注意注意注意 : 6-10 ページの「ファンクション式」に指定されているユーザー定
義ファンクション式の制限は、CALL文にも適用されます。

参照参照参照参照 : これらのルーチンの作成の詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言
語リファレンス』を参照してください。

CALL
routine_clause

object_access_expression

INTO : host_variable

INDICATOR
: indicator_variable

;

schema .

type .

package .
function

procedure

method

@ dblink_name
(

argument

,

)
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object_access_expression::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

ルーチンは 2 つの方法で実行できます。routine_clauseを使用してルーチン自体を名前で
コールするか、または object_access_expressionを使用して式の型の中でルーチンを
コールします。

schema
スタンドアロン・ルーチン（または、ルーチンが含まれている型またはパッケージ）が存在す
るスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、ルーチンは自分のスキーマ内にあると
みなされます。

type またはまたはまたはまたは package
ルーチンが定義されている型またはパッケージを指定します。

routine_clause
コールするファンクション名またはプロシージャ名、またはファンクションまたはプロシー
ジャに変換されるシノニムを指定します。

型のメンバー・ファンクションまたはメンバー・プロシージャをコールする場合、 初の引数
（SELF）が NULL の IN OUTの場合は、エラーが戻されます。SELFが NULL の INの場合に
は、NULL が戻されます。どちらの場合も、ファンクションまたはプロシージャはコールされ
ません。

ファンクションの制限事項ファンクションの制限事項ファンクションの制限事項ファンクションの制限事項 : ルーチンがファンクションの場合、INTO句は必須です。

@dblink
分散データベース・システムで、スタンドアロン・ルーチンが含まれているデータベース、ま
たはルーチンが含まれているパッケージまたはファンクションの名前を指定します。dblink
を指定しない場合、ローカル・データベースを指定したとみなされます。

object_access_expression
型コンストラクタ、バインド変数などのオブジェクト型の式を使用している場合は、この形式
の式を使用して、型内で定義されたルーチンをコールできます。このコンテキストでは、
object_access_expressionはメソッドのコールに制限されます。

参照参照参照参照 : 直接ルーチンをコールする例については、13-39 ページの「プロ
シージャのコール例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : この形式の式の構文およびセマンティクスについては、6-13 ペー
ジの「オブジェクト・アクセス式」を参照してください。オブジェクト型
の式を使用してルーチンをコールする例については、13-39 ページの「オ
ブジェクト型の式を使用したプロシージャのコール例 :」を参照してくだ
さい。

table_alias . column .

object_table_alias .

( expr ) .

attribute

.
. method (

argument

,

)

method (
argument

,

)
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CALL
argument
ルーチンに引数が必要な場合に、ルーチンの 1 つ以上の引数を指定します。argumentを、位
置表記法、名前表記法および混合表記法で表記できます。たとえば、次の表記はすべて正しい
表記です。

CALL my_procedure(arg1 => 3, arg2 => 4) 

CALL my_procedure(3, 4) 

CALL my_procedure(3, arg2 => 4) 

ルーチンへの引数の適用の制限事項ルーチンへの引数の適用の制限事項ルーチンへの引数の適用の制限事項ルーチンへの引数の適用の制限事項 : argumentには、次の制限事項があります。

� CALL文によって渡されるパラメータのデータ型は、SQL のデータ型であることが必要で
す。BOOLEANなど、PL/SQL 専用のデータ型は使用できません。

� 引数には、疑似列、オブジェクト参照ファンクション VALUEおよび REFは指定できませ
ん。

� ルーチンの IN OUT引数または OUT引数であるすべての引数は、ホスト変数の式に対応して
いる必要があります。

� すべての戻り引数を含む引数の数は、1000 に制限されています。

� 4KB を超える文字データ型または RAW データ型（CHAR、VARCHAR2、NCHAR、
NVARCHAR2、RAW、LONG RAW）の引数はバインドできません。

INTO :host_variable
INTO句は、ファンクションのコールにのみ適用されます。ファンクションの戻り値を格納する
ホスト変数を指定します。

:indicator_variable
ホスト変数の値または状態を指定します。

例例例例

プロシージャのコール例プロシージャのコール例プロシージャのコール例プロシージャのコール例 : 次の文は、remove_deptプロシージャを使用して、娯楽部門
（18-65 ページの「順序値の挿入例 :」で作成）を削除します。このプロシージャを作成する例に
ついては、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

CALL emp_mgmt.remove_dept(162); 

オブジェクト型の式を使用したプロシージャのコール例オブジェクト型の式を使用したプロシージャのコール例オブジェクト型の式を使用したプロシージャのコール例オブジェクト型の式を使用したプロシージャのコール例 : 次の例では、CALL文のオブジェク
ト型の式を使用したプロシージャのコール方法を示します。この例では、サンプルの注文入力
スキーマ OEで warehouse_typオブジェクト型を使用しています。

ALTER TYPE warehouse_typ
      ADD MEMBER FUNCTION ret_name
      RETURN VARCHAR2
      CASCADE;

CREATE OR REPLACE TYPE BODY warehouse_typ
      AS MEMBER FUNCTION ret_name
      RETURN VARCHAR2
      IS
         BEGIN
            RETURN self.warehouse_name;
         END;
      END;

参照参照参照参照 : ホスト変数および標識変数の詳細は、『Pro*C/C++ プログラマー
ズ・ガイド』を参照してください。
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CALL
/
VARIABLE x VARCHAR2(25);

CALL warehouse_typ(456, 'Warehouse 456', 2236).ret_name()
   INTO :x;

PRINT x;
X
--------------------------------
Warehouse 456

次の例では、外部ファンクションを使用したプロシージャのコール方法を示します。

CREATE OR REPLACE FUNCTION ret_warehouse_typ(x warehouse_typ) 
  RETURN warehouse_typ
  IS
    BEGIN
      RETURN x;
    END;
/
CALL ret_warehouse_typ(warehouse_typ(234, 'Warehouse 234',
   2235)).ret_name()
   INTO :x;

PRINT x;

X
--------------------------------
Warehouse 234
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COMMENT
COMMENT 

用途用途用途用途

COMMENT文を使用すると、表または表の列、ビュー、マテリアライズド・ビュー、演算子、索
引タイプまたはマイニング・モデルに関するコメントを、データ・ディクショナリに追加でき
ます。

データベースからコメントを削除する場合、空の文字列 ' ' を設定します。

前提条件前提条件前提条件前提条件

コメントを追加するオブジェクトが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ
内にない場合は、次の条件を満たす必要があります。

� 表、ビューまたはマテリアライズド・ビューにコメントを追加する場合は、COMMENT ANY 
TABLEシステム権限を持っている。

� 索引タイプにコメントを追加する場合は、CREATE ANY INDEXTYPEシステム権限を持って
いる。

� 演算子にコメントを追加する場合は、CREATE ANY OPERATORシステム権限を持っている。

構文構文構文構文

comment::=

参照参照参照参照 :

� SQL 文およびスキーマ・オブジェクトへのコメントの関連付けの詳細
は、2-69 ページの「コメント」を参照してください。

� コメントを表示するデータ・ディクショナリ・ビューの詳細は、
『Oracle Database リファレンス』を参照してください。

C0MMENT ON

TABLE
schema . table

view

COLUMN
schema .

table

view

materialized_view

. column

OPERATOR
schema .

operator

INDEXTYPE
schema .

indextype

MATERIALIZED VIEW materialized_view

MINING MODEL
schema .

model

IS string ;
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COMMENT
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

TABLE 句句句句

コメントする表またはマテリアライズド・ビューの名前とスキーマを指定します。schemaを
指定しない場合、この表およびマテリアライズド・ビューは自分のスキーマ内にあるとみなさ
れます。

COLUMN 句句句句

コメントする表、ビューまたはマテリアライズド・ビューの列の名前を指定します。schema
を指定しない場合、この表、ビューおよびマテリアライズド・ビューは自分のスキーマ内にあ
るとみなされます。

データ・ディクショナリ・ビュー USER_TAB_COMMENTS、DBA_TAB_COMMENTS、
ALL_TAB_COMMENTS、USER_COL_COMMENTS、DBA_COL_COMMENTSまたは
ALL_COL_COMMENTSを問い合せることによって、特定の表または列に関するコメントを表示
できます。

OPERATOR 句句句句

コメントする演算子の名前を指定します。schemaを指定しない場合、その演算子は自分のス
キーマ内にあるとみなされます。

データ・ディクショナリ・ビュー USER_OPERATOR_COMMENTS、DBA_OPERATOR_COMMENTS
または ALL_OPERATOR_COMMENTSを問い合せることによって、特定の演算子に関するコメン
トを表示できます。

INDEXTYPE 句句句句

コメントする索引タイプの名前を指定します。schemaを指定しない場合、この索引タイプは
自分のスキーマ内にあるとみなされます。

データ・ディクショナリ・ビュー USER_INDEXTYPE_COMMENTS、
DBA_INDEXTYPE_COMMENTSまたは ALL_INDEXTYPE_COMMENTSを問い合せることによって、
特定の索引タイプに関するコメントを表示できます。

MATERIALIZED VIEW 句句句句

コメントするマテリアライズド・ビューの名前を指定します。schemaを指定しない場合、マ
テリアライズド・ビューは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

データ・ディクショナリ・ビュー USER_MVIEW_COMMENTS、DBA_MVIEW_COMMENTSまたは
ALL_MVIEW_COMMENTSを問い合せることによって、特定のマテリアライズド・ビューに関す
るコメントを表示できます。

MINING MODEL
コメントするマイニング・モデルの名前を指定します。この句を指定するには、COMMENT ANY 
MINING MODELシステム権限が必要です。

IS 'string'
コメントのテキストを指定します。'string'の構文の詳細は、2-44 ページの「テキスト・リ
テラル」を参照してください。

注意注意注意注意 : 以前のリリースでは、この句を使用してマテリアライズド・
ビューにコメントを作成できました。今回のリリースでは、マテリアライ
ズド・ビューに、COMMENT ON MATERIALIZED VIEW句を使用する必要が
あります。
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COMMENT
例例例例

コメントの作成例コメントの作成例コメントの作成例コメントの作成例 : 次の文は、employees表の job_id列にコメントを挿入します。

COMMENT ON COLUMN employees.job_id 
   IS 'abbreviated job title';

次の文は、データベースからこのコメントを削除します。

COMMENT ON COLUMN employees.job_id IS ' '; 
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COMMIT
COMMIT 

用途用途用途用途

COMMIT文を使用すると、現行のトランザクションを終了し、トランザクションで実行したす
べての変更を確定できます。トランザクショントランザクショントランザクショントランザクションとは、Oracle Database が 1 つの単位として扱う
一連の SQL 文です。また、この文によって、トランザクション内のセーブポイントがすべて消
去され、トランザクション・ロックが解除されます。

トランザクションをコミットするまでは、次の操作が可能です。

� 変更された表を問い合せることで、トランザクション中に加えた変更内容を確認する。
ただし、他のユーザーは変更内容を参照できません。トランザクションのコミットが終了
すると、コミット後に実行される他のユーザーの文で変更内容を参照できます。

� トランザクション中に行った変更を、ROLLBACK文でロールバックする（元に戻す）。
18-92 ページの「ROLLBACK」を参照してください。

Oracle Database では、データ定義言語（DDL）文の前後で暗黙的に COMMITが発行されます。

この文を使用して、次の操作を実行することもできます。

� インダウト分散トランザクションを手動でコミットします。

� SET TRANSACTION文で開始した読取り専用トランザクションを終了します。

Oracle Database との接続を切断する前に、 新のトランザクションを含むアプリケーション・
プログラムのすべてのトランザクションを、COMMIT文または ROLLBACK文を使用して明示的
に終了することをお薦めします。トランザクションを明示的にコミットしなかった場合にプロ
グラムが異常終了すると、コミットされていない 後のトランザクションは、自動的にロール
バックされます。

Oracle ユーティリティおよび Oracle のツール製品が正常に終了すると、現行のトランザクショ
ンがコミットされます。Oracle プリコンパイラ・プログラムが正常に終了した場合は、トラン
ザクションはコミットされず、現行のトランザクションが Oracle Database によってロール
バックされます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

現行のトランザクションをコミットするために、必要な権限は特にありません。

自分がコミットしたインダウト分散トランザクションを手動でコミットする場合は、FORCE 
TRANSACTIONシステム権限が必要です。別のユーザーがコミットしたインダウト分散トラン
ザクションを手動でコミットする場合は、FORCE ANY TRANSACTIONシステム権限が必要です。

参照参照参照参照 :

� トランザクションの詳細は、『Oracle Database 概要』を参照してくだ
さい。

� トランザクションの特性の指定の詳細は、19-53 ページの「SET 
TRANSACTION」を参照してください。
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COMMIT
構文構文構文構文

commit::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

COMMIT
COMMITキーワードに続く句は、すべてオプションです。COMMITのみを指定した場合、デ
フォルトは COMMIT WORK WRITE IMMEDIATE WAITです。

WORK
標準 SQL に準拠するために、WORKキーワードがサポートされています。COMMIT文と
COMMIT WORK文は同じです。

COMMENT 句句句句

この句は、下位互換性を保つためにのみサポートされています。コミット・コメントのかわり
に名前付きトランザクションを使用することをお薦めします。

現行のトランザクションに関するコメントを指定します。'text'は引用符で囲まれた 大 255
バイトのリテラルで、分散トランザクションの状態が不明（インダウト）になった場合に、そ
のトランザクション ID とともに、データ・ディクショナリ・ビュー DBA_2PC_PENDINGに格
納されます。このコメントは、分散トランザクションの障害を診断するときに役立ちます。

WRITE 句句句句

この句を使用すると、コミット操作で生成される REDO 情報を REDO ログに書き込む優先度
を指定できます。この句によって、待機時間を減らし REDO ログへの I/O を待機しないように
することで、パフォーマンスを向上させることができます。この句は、レスポンス時間に対す
る要件が厳しい次のような環境下でのレスポンス時間を改善するために使用します。

� 更新トランザクションの量が多く、REDO ログを頻繁にディスクに書き込む必要がある。

� アプリケーションが、非同期でコミットされるトランザクションの消失を許容できる。

� REDO ログの書込みの発生を待つ待機時間が、全体のレスポンス時間に大きく影響する。

参照参照参照参照 : 名前付きトランザクションの詳細は、19-53 ページの「SET 
TRANSACTION」および『Oracle Database 概要』を参照してください。

参照参照参照参照 : SQL 文へのコメントの追加の詳細は、13-41 ページの
「COMMENT」を参照してください。

COMMIT
WORK

COMMENT string WRITE

WAIT

NOWAIT

IMMEDIATE

BATCH

FORCE

string
, integer

CORRUPT_XID string

CORRUPT_XID_ALL
;
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WAIT | NOWAITおよび IMMEDIATE | BATCH句を任意の順序で指定できます。

WAIT | NOWAIT この句を使用すると、制御をいつユーザーに戻すかを指定できます。

� WAITパラメータを指定すると、対応する REDO がオンライン REDO ログで永続的になっ
た後にのみコミットが戻ります。BATCHモードでも IMMEDIATEモードでも、この
COMMIT文から正常にクライアントに戻ったときは、トランザクションは永続メディアに
コミットされています。ログへの正常な書込みの後で障害が発生した場合、成功のメッ
セージがクライアントに戻らない場合があります。この場合には、トランザクションがコ
ミットされたかどうかはクライアントにはわかりません。

� NOWAITパラメータを指定すると、REDO ログへの書込みが完了したかどうかに関係なく、
コミットはクライアントに戻ります。この動作によって、トランザクションのスループッ
トが向上します。WAITパラメータを指定すると、コミット・メッセージを受け取った場合
にデータの損失がないことがわかります。

この句を指定しない場合、トランザクションは WAITの動作でコミットされます。

IMMEDIATE | BATCH この句を使用すると、REDO をいつログに書き込むかを指定できます。

� IMMEDIATEパラメータを指定すると、ログ・ライター・プロセス（LGWR）によって、ト
ランザクションの REDO 情報がログに書き込まれます。この操作オプションはディスク
I/O を強制するため、トランザクションのスループットは低下します。

� BATCHパラメータを指定すると、同時に実行されている他のトランザクションとともに、
REDO が REDO ログにバッファされます。十分な REDO 情報が収集されると、REDO ロ
グのディスク書込みが開始されます。この動作はグループ・コミットと呼ばれます。複数
のトランザクションの REDO が一度の I/O 操作でログに書き込まれるためです。

この句を指定しない場合、トランザクションは IMMEDIATEの動作でコミットされます。

FORCE 句句句句

この句を使用すると、インダウト分散トランザクションまたは破損トランザクションを手動で
コミットできます。

� 分散データベース・システムでは、FORCE string [, integer] 句によって、手動でインダ
ウト分散トランザクションをコミットできます。このトランザクションは、ローカル・ト
ランザクション ID またはグローバル・トランザクション ID を含む 'string' で識別され
ます。このトランザクションの ID を確認する場合、データ・ディクショナリ・ビュー
DBA_2PC_PENDINGを問い合せます。また、integerを指定することによって、このト
ランザクションにシステム変更番号（SCN）を具体的に割り当てることもできます。
integerを指定しない場合、このトランザクションは現行の SCN を使用してコミットさ
れます。

注意注意注意注意 : この句を省略したときのコミット操作は COMMIT_WRITE初期化パ
ラメータで制御されます（パラメータが設定されている場合）。パラメー
タのデフォルト値は、この句のデフォルトと同じです。したがって、パラ
メータが設定されていないときにこの句を省略すると、コミット・レコー
ドがディスクに書き込まれてから制御がユーザーに戻ります。

注意注意注意注意 : NOWAITを指定すると、コミット・メッセージを受け取った後で、
REDO ログ・レコードが書き込まれる前に障害が発生した場合、その変更
が永続的であることをトランザクションに誤って示す場合があります。

参照参照参照参照 : 非同期のコミットの詳細は、『Oracle Database アドバンスト・ア
プリケーション開発者ガイド』を参照してください。
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COMMIT
� FORCE CORRUPT_XID 'string' 句によって、1 つの破損トランザクションを手動でコミッ
トできます。stringは、破損トランザクションの ID です。V$CORRUPT_XID_LISTデー
タ・ディクショナリ・ビューを問い合せて、破損トランザクションのトランザクション ID
を検索します。V$CORRUPT_XID_LISTを表示し、この句を指定するには、DBA 権限が必
要です。

� FORCE CORRUPT_XID_ALLを指定すると、すべての破損トランザクションを手動でコミッ
トできます。この句を指定するには、DBA 権限が必要です。

例例例例

挿入のコミット例挿入のコミット例挿入のコミット例挿入のコミット例 : 次の文は、hr.regions表に行を挿入してこの変更をコミットします。

INSERT INTO regions VALUES (5, 'Antarctica'); 

COMMIT WORK;
 
同じ挿入操作をコミットし、データベースに対して、ディスク I/O を開始せずに変更を REDO
ログにバッファするよう指示するには、次の COMMIT文を使用します。

COMMIT WRITE BATCH;

COMMIT のコメント例のコメント例のコメント例のコメント例 : 次の文は、現行のトランザクションをコミットして、コメントを関
連付けます。

COMMIT 
    COMMENT 'In-doubt transaction Code 36, Call (415) 555-2637'; 

ネットワーク障害またはマシン障害によって分散トランザクションを適切にコミットできない
場合、トランザクション ID とともにデータ・ディクショナリにコメントが格納されます。その
コメントには、障害が発生したアプリケーション部分が示されており、トランザクションがコ
ミットされたデータベースの管理者に連絡する情報が提供されています。

強制インダウト・トランザクションの例強制インダウト・トランザクションの例強制インダウト・トランザクションの例強制インダウト・トランザクションの例 : 次の文は、不確定なインダウト分散トランザクショ
ンを手動でコミットします。V$CORRUPT_XID_LISTデータ・ディクショナリ・ビューを問い
合せて、破損トランザクションのトランザクション ID を検索します。V$CORRUPT_XID_LIST
を表示し、この文を発行するには、DBA 権限が必要です。

COMMIT FORCE '22.57.53'; 

注意注意注意注意 : FORCE句を指定して COMMIT文を発行した場合、指定したトラン
ザクションのみがコミットされます。この文は、現行のトランザクション
には影響しません。

参照参照参照参照 : 前述の項目の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照し
てください。
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SQL 文 : CREATE CLUSTER ～ CR
14

SQL 文文文文 :

CREATE CLUSTER ～～～～ CREATE JAVA

この章では、次の SQL 文について説明します。

� CREATE CLUSTER

� CREATE CONTEXT

� CREATE CONTROLFILE

� CREATE DATABASE

� CREATE DATABASE LINK

� CREATE DIMENSION

� CREATE DIRECTORY

� CREATE DISKGROUP

� CREATE FLASHBACK ARCHIVE

� CREATE FUNCTION

� CREATE INDEX

� CREATE INDEXTYPE

� CREATE JAVA
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CREATE CLUSTER
CREATE CLUSTER

用途用途用途用途

CREATE CLUSTER文を使用すると、クラスタを作成できます。クラスタクラスタクラスタクラスタとは、1 つ以上の表の
データが含まれているスキーマ・オブジェクトのことです。

� 索引クラスタ索引クラスタ索引クラスタ索引クラスタには複数のクラスタが含まれている必要があり、クラスタ内のすべての表に
は 1 つ以上の共通の列があります。Oracle Database では、同一のクラスタ・キーを共有す
るすべての表からすべての行がまとめて格納されます。

� ハッシュ・クラスタハッシュ・クラスタハッシュ・クラスタハッシュ・クラスタ（1 つ以上の表を含むことが可能）には、同一のハッシュ・キー値を持
つ行がまとめて格納されます。

既存のクラスタの情報を取得するには、データ・ディクショナリ・ビュー USER_CLUSTERS、
ALL_CLUSTERSおよび DBA_CLUSTERSを問い合せます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

自分のスキーマにクラスタを作成する場合は、CREATE CLUSTERシステム権限が必要です。他
のユーザーのスキーマ内にクラスタを作成する場合は、CREATE ANY CLUSTERシステム権限が
必要です。また、クラスタを設定するスキーマの所有者は、クラスタが定義されている表領域
に対する領域の割当て制限、または UNLIMITED TABLESPACEシステム権限のいずれかが必要
です。

クラスタを 初に作成する場合は、Oracle Database はクラスタに対する索引を自動的に作成し
ません。このため、CREATE INDEX文でクラスタ索引を作成するまでは、索引クラスタのクラ
スタ表に対して、データ操作言語（DML）文を発行できません。

参照参照参照参照 :

� クラスタの概要は、『Oracle Database 概要』を参照してください。

� クラスタを使用するタイミングついては、『Oracle Database パフォー
マンス・チューニング・ガイド』を参照してください。

� データ・ディクショナリ・ビューの詳細は、『Oracle Database リファ
レンス』を参照してください。
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CREATE CLUSTER
構文構文構文構文

create_cluster::=

（14-3 ページの physical_attributes_clause::=、8-42 ページの size_clause::= を参照）

physical_attributes_clause::=

（8-44 ページの storage_clause::= を参照）

parallel_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
作成するクラスタが定義されるスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、現行のス
キーマにクラスタが作成されます。

CREATE CLUSTER
schema .

cluster ( column datatype
SORT

,

)

physical_attributes_clause

SIZE size_clause

TABLESPACE tablespace

INDEX

SINGLE TABLE
HASHKEYS integer

HASH IS expr

parallel_clause

N0ROWDEPENDENCIES

ROWDEPENDENCIES

CACHE

N0CACHE
;

PCTFREE integer

PCTUSED integer

INITRANS integer

storage_clause

NOPARALLEL

PARALLEL
integer
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cluster
作成するクラスタの名前を指定します。

クラスタを作成した後、そのクラスタに表を追加します。クラスタには、 大 32 個の表を指定
できます。クラスタを作成し、そのクラスタに表を追加しても、クラスタを意識する必要はあ
りません。クラスタ化されていない表と同様に、SQL 文を使用してクラスタ化表にアクセスで
きます。

column
クラスタ・キーに 1 つ以上の列名を指定します。 大 16 個のクラスタ・キー列を指定できま
す。これらの列は、データ型およびサイズについて、クラスタ化表の列と対応している必要が
あります。名前は対応している必要はありません。

クラスタ・キー列の定義の一部として整合性制約は指定できません。そのかわり、クラスタに
属している表に整合性制約を対応付けることができます。

datatype
各クラスタ・キー列のデータ型を指定します。

クラスタのデータ型の制限事項クラスタのデータ型の制限事項クラスタのデータ型の制限事項クラスタのデータ型の制限事項 : クラスタのデータ型には、次の制限事項があります。

� データ型が LONG、LONG RAW、REF、ネストした表、VARRAY、BLOB、CLOB、BFILE、
Oracle が提供する型 Any*またはユーザー定義オブジェクト型であるクラスタ・キー列は
指定できません。

� ROWID型の列を指定することはできますが、それらの列の値が有効な行 ID であることは保
証されません。

SORT
SORTキーワードは、ハッシュ・クラスタを作成する場合にのみ有効です。この句を指定する
と、Oracle Database に対して、ハッシュ・ファンクションを適用する前にこの列でクラスタの
行をソートするように指示できます。これによって、クラスタ化データでの後続の操作時に、
応答時間が短縮される場合があります。ハッシュ・クラスタの作成については、14-5 ページの

「HASHKEYS 句」を参照してください。

physical_attributes_clause
physical_attributes_clauseを使用すると、クラスタの記憶特性を指定できます。クラ
スタ内の各表もこれらの記憶特性を使用します。これらのパラメータの値を指定しない場合、
次のデフォルトが使用されます。

� PCTFREE: 10

� PCTUSED: 40

� INITRANS: 2、またはクラスタを含む表領域のデフォルト値のいずれか大きい方

参照参照参照参照 : クラスタへの表の追加については、16-6 ページの「CREATE 
TABLE」、14-7 ページの「クラスタの作成例 :」および 14-7 ページの「ク
ラスタへの表の追加例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「クラスタ・キーの例 :」（14-7 ページ）

参照参照参照参照 : データ型の詳細は、2-2 ページの「データ型」を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : これらの句の詳細は、8-39 ページの「physical_attributes_clause」
および 8-41 ページの「storage_clause」を参照してください。
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SIZE
同一クラスタ・キー値または同一ハッシュ値を持つすべての行を格納するために確保する領域
を、バイト単位で指定します。次に、この領域によって、データ・ブロックごとに格納される
クラスタやハッシュ値の 大値が決まります。SIZEの値がデータ・ブロック・サイズの約数で
ない場合、Oracle Database は、次に大きい約数を使用します。SIZEがデータ・ブロック・サ
イズより大きい場合、データベースは、クラスタまたはハッシュ値ごとに、1 つ以上のデータ・
ブロックを確保し、オペレーティング・システムのブロック・サイズを採用します。

データベースは、クラスタ・キー値を持つ行に対して確保する必要がある領域を決定する際に、
クラスタ・キーの長さを考慮します。クラスタ・キーが大きければ、それに必要なサイズも大
きくなります。実際のサイズを参照するには、USER_CLUSTERSデータ・ディクショナリ・
ビューの KEY_SIZE列を問い合せます（ハッシュ値は実際にはクラスタ内に格納されていない
ため、この値はハッシュ・クラスタには適用されません）。

このパラメータを指定しない場合、各クラスタ・キー値またはハッシュ値ごとにデータ・ブ
ロックが 1 つ確保されます。

TABLESPACE
クラスタを作成する表領域を指定します。

INDEX 句句句句

INDEXを指定すると、索引クラスタ索引クラスタ索引クラスタ索引クラスタを作成できます。索引クラスタには、同一のクラスタ・
キー値が指定されている行がまとめて格納されます。それぞれのクラスタ・キー値は、その
キーを持つ表および行の数に関係なく、各データ・ブロックに 1 回のみ格納されます。INDEX
も HASHKEYSも指定しない場合は、デフォルトで索引クラスタが作成されます。

索引クラスタの作成後、クラスタ内の表に対してデータ操作言語（DML）文を発行する前に、
そのクラスタ・キーに索引を作成する必要があります。この索引をクラスタ索引クラスタ索引クラスタ索引クラスタ索引と呼びます。

ハッシュ・クラスタに対してクラスタ索引は作成できないため、ハッシュ・クラスタ・キーで
索引を作成する必要はありません。

HASHKEYS 句句句句

HASHKEYSを指定すると、ハッシュ・クラスタハッシュ・クラスタハッシュ・クラスタハッシュ・クラスタを作成し、ハッシュ・クラスタのハッシュ値の
数を指定できます。ハッシュ・クラスタには、同一のハッシュ・キー値を持つ行がまとめて格
納されます。それぞれの行のハッシュ値は、そのクラスタのハッシュ・ファンクションが戻す
値です。

Oracle Database は、ハッシュ値の実際の数を決めるため、HASHKEYS値を一番近い次の素数に
切り上げます。このパラメータの 小値は 2 です。INDEX句と HASHKEYSパラメータの両方を
指定しないとき、デフォルトで索引クラスタが作成されます。

ハッシュ・クラスタの作成時に、データベースは、SIZEパラメータおよび HASHKEYSパラ
メータの値に基づいて、クラスタに領域を割り当てます。

SINGLE TABLE SINGLE TABLEを指定すると、表を 1 つのみ持つタイプのハッシュ・クラス
タを作成できます。この句によって、表がクラスタの一部でない場合より行へのアクセスが高
速になります。

参照参照参照参照 : クラスタ索引の作成方法の詳細は 14-50 ページの「CREATE 
INDEX」、索引クラスタの概要は『Oracle Database 概要』を参照してくだ
さい。

参照参照参照参照 : Oracle Database がクラスタに領域を割り当てる方法の詳細は、
『Oracle Database 概要』および 14-7 ページの「ハッシュ・クラスタの例 :」
を参照してください。
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単一表クラスタの制限事項単一表クラスタの制限事項単一表クラスタの制限事項単一表クラスタの制限事項 : 同時にクラスタに存在できる表は 1 つのみです。ただし、表を削
除して、同一のクラスタに別の表を作成することはできます。

HASH IS expr ハッシュ・クラスタに対するハッシュ・ファンクションとして使用する式を指
定します。式には、次の制限事項があります。

� 正の値に評価される必要があります。

� 式全体の値が位取り 0（ゼロ）の数になる場合は、任意のデータ型の列が参照される 1 つ以
上の列を持つ必要があります。たとえば、number_column * LENGTH(varchar2_column)
です。

� ユーザー定義の PL/SQL ファンクションを参照できません。

� 疑似列 LEVELまたは ROWNUMを参照できません。

� ユーザー関連ファンクション（USERENV、UIDおよび USER）または日時ファンクション
（CURRENT_DATE、CURRENT_TIMESTAMP、DBTIMEZONE、EXTRACT（日時）、FROM_TZ、
LOCALTIMESTAMP、NUMTODSINTERVAL、NUMTOYMINTERVAL、SESSIONTIMEZONE、
SYSDATE、SYSTIMESTAMP、TO_DSINTERVAL、TO_TIMESTAMP、TO_DATE、
TO_TIMESTAMP_TZ、TO_YMINTERVALおよび TZ_OFFSET）を参照できません。

� 定数に評価されることはありません。

� スカラー副問合せ式には指定できません。

� （クラスタ名ではなく）スキーマ名またはオブジェクト名で修飾された列を持つことができ
ません。

HASH IS句を指定しない場合、Oracle Database はハッシュ・クラスタに対して内部ハッシュ・
ファンクションを使用します。

既存のクラスタの詳細は、データ・ディクショナリ表 USER_CLUSTER_HASH_EXPRESSIONS、
ALL_CLUSTER_HASH_EXPRESSIONSおよび DBA_CLUSTER_HASH_EXPRESSIONSに問い合せ
ます。

ハッシュ列のクラスタ・キーは、任意のデータ型で構成される 1 つ以上の列を持つことができ
ます。複合クラスタ・キー、または整数以外の列で構成されるクラスタ・キーを持つハッ
シュ・クラスタに対しては、内部ハッシュ・ファンクションを使用する必要があります。

parallel_clause 
parallel_clauseを使用すると、クラスタの作成をパラレル化できます。

この句の詳細は、16-54 ページの「CREATE TABLE」の「parallel_clause」を参照してください。

NOROWDEPENDENCIES | ROWDEPENDENCIES
この句のクラスタに対する動作は、表に対する動作と同じです。詳細は、16-54 ページの

「CREATE TABLE」の「NOROWDEPENDENCIES | ROWDEPENDENCIES」を参照してくだ
さい。

CACHE | NOCACHE

CACHE CACHEを指定すると、全表スキャンの実行時に、このクラスタに対して取り出され
たブロックを、バッファ・キャッシュ内の 高使用頻度（LRU）リストの 高使用頻度側に入
れることができます。この句は、小規模な参照表で有効です。

参照参照参照参照 : 「単一表ハッシュ・クラスタの例 :」（14-7 ページ）

参照参照参照参照 : データ・ディクショナリ・ビューの詳細は、『Oracle Database リ
ファレンス』を参照してください。
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NOCACHE NOCACHEを指定すると、全表スキャンの実行時に、このクラスタに対して取り出
されたブロックを、バッファ・キャッシュ内の LRU リストの 低使用頻度側に入れることがで
きます。これはデフォルトの動作です。

NOCACHEは、storage_clauseに KEEPを指定したクラスタには影響しません。

例例例例

クラスタの作成例クラスタの作成例クラスタの作成例クラスタの作成例 : 次の文は、クラスタ・キー列 department、クラスタ・サイズ 512 バイ
トおよび記憶域パラメータ値を指定した索引クラスタ personnelを作成します。

CREATE CLUSTER personnel
   (department NUMBER(4))
SIZE 512 
STORAGE (initial 100K next 50K);

クラスタ・キーの例クラスタ・キーの例クラスタ・キーの例クラスタ・キーの例 : 次の文は、personnelのクラスタ・キーにクラスタ索引を作成しま
す。

CREATE INDEX idx_personnel ON CLUSTER personnel;
 
クラスタ索引の作成後、索引に表を追加し、その表に対して DML 操作を行うことができます。

クラスタへの表の追加例クラスタへの表の追加例クラスタへの表の追加例クラスタへの表の追加例 : 次の文は、サンプル表 hr.employeesから部門表を作成し、前述
の例で作成した personnel クラスタに追加します。

CREATE TABLE dept_10
   CLUSTER personnel (department_id)
   AS SELECT * FROM employees WHERE department_id = 10;

CREATE TABLE dept_20
   CLUSTER personnel (department_id)
   AS SELECT * FROM employees WHERE department_id = 20;

ハッシュ・クラスタの例ハッシュ・クラスタの例ハッシュ・クラスタの例ハッシュ・クラスタの例 : 次の文は、クラスタ・キー列 cust_language、 大ハッシュ・
キー値 10（各サイズ 512 バイト）および記憶域パラメータ値を指定したハッシュ・クラスタ
languageを作成します。

CREATE CLUSTER language (cust_language VARCHAR2(3))
   SIZE 512 HASHKEYS 10
   STORAGE (INITIAL 100k next 50k);

この文では、HASH IS句を指定していないため、Oracle Database は、そのクラスタに対して内
部ハッシュ・ファンクションを採用します。

次の文は、postal_codeと country_id列で構成されるクラスタ・キーを持つ addressと
いう名前のハッシュ・クラスタを作成し、これらの列を含む SQL 式をハッシュ・ファンクショ
ンに使用します。

CREATE CLUSTER address
   (postal_code NUMBER, country_id CHAR(2))
   HASHKEYS 20
   HASH IS MOD(postal_code + country_id, 101);

単一表ハッシュ・クラスタの例単一表ハッシュ・クラスタの例単一表ハッシュ・クラスタの例単一表ハッシュ・クラスタの例 : 次の文は、クラスタ・キー customer_idおよび 大ハッ
シュ・キー値 100（各サイズ 512 バイト）を指定した単一表ハッシュ・クラスタ cust_orders
を作成します。

CREATE CLUSTER cust_orders (customer_id NUMBER(6))
   SIZE 512 SINGLE TABLE HASHKEYS 100;
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CREATE CONTEXT 

用途用途用途用途

CREATE CONTEXT文を使用すると、次の操作を実行できます。

� コンテキストコンテキストコンテキストコンテキスト（アプリケーションを検証および保護するアプリケーション定義の一連の属
性）のネームスペースを作成します。

� ネームスペースを、コンテキストを設定する外部作成パッケージと関連付けます。

専用パッケージの DBMS_SESSION.SET_CONTEXTプロシージャを使用して、コンテキスト属性
を設定または再設定できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

コンテキスト・ネームスペースを作成する場合、CREATE ANY CONTEXTシステム権限が必要で
す。

構文構文構文構文

create_context::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

OR REPLACE
OR REPLACEを指定すると、異なるパッケージを使用して既存のコンテキスト・ネームスペー
スを再定義できます。

namespace
作成または変更するコンテキスト・ネームスペース名を指定します。コンテキスト・ネームス
ペースは、常にスキーマ SYSに格納されます。

参照参照参照参照 :

� コンテキストについては、『Oracle Database セキュリティ・ガイド』
を参照してください。

� DBMS_SESSION.SET_CONTEXTプロシージャについては、『Oracle 
Database PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレ
ンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : コンテキスト・ネームスペースのネーミングに関するガイドライ
ンは、2-98 ページの「スキーマ・オブジェクトのネーミング規則」を参照
してください。

CREATE
OR REPLACE

CONTEXT namespace USING
schema .

package

INITIALIZED
EXTERNALLY

GLOBALLY

ACCESSED GLOBALLY
;
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schema
packageを所有するスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、Oracle Database は
現行のスキーマを使用します。

package
ユーザー・セッションのネームスペースに基づくコンテキスト属性を設定または再設定する
PL/SQL パッケージを指定します。

柔軟に設計できるように、Oracle Database は、コンテキスト作成時のスキーマの存在または
パッケージの妥当性を検証しません。

INITIALIZED 句句句句

INITIALIZED句を使用すると、コンテキスト・ネームスペースを初期化する Oracle Database
以外のエンティティを指定できます。

EXTERNALLY EXTERNALLYを使用すると、セッション確立時に OCI インタフェースを使用
してネームスペースを初期化できます。

GLOBALLY GLOBALLYを指定すると、グローバル・ユーザーがデータベースへ接続するとき
に、LDAP ディレクトリによってネームスペースを初期化できます。

セッション確立後、設定した PL/SQL パッケージのみがネームスペースのすべての属性に書込
みを行うコマンドを発行することができます。

ACCESSED GLOBALLY
この句を使用すると、namespaceに設定したすべてのアプリケーション・コンテキストによる
インスタンス全体へのアクセスを許可できます。この設定によって、複数のセッションがアプ
リケーション属性を共有できます。

例例例例

アプリケーション・コンテキストの作成例アプリケーション・コンテキストの作成例アプリケーション・コンテキストの作成例アプリケーション・コンテキストの作成例 : この例では、hrアプリケーションを検証および
保護する PL/SQL パッケージ empno_ctxを使用します。このアプリケーション・コンテキス
トを作成する例については、『Oracle Database セキュリティ・ガイド』を参照してください。
次の文は、コンテキスト・ネームスペース hr_contextを作成し、empno_ctxパッケージに
関連付けます。

CREATE CONTEXT hr_context USING empno_ctx;

SYS_CONTEXTファンクションを使用して、このコンテキストに基づいて、データ・アクセス
を制御できます。たとえば、empno_ctxパッケージで、特定の従業員識別子として、属性
employee_idが定義されているとします。次のコマンドを実行し、employee_idの値に基
づいてアクセスを制限するビューを作成して、employees実表を保護できます。

CREATE VIEW hr_org_secure_view AS
   SELECT * FROM employees
   WHERE employee_id = SYS_CONTEXT('empno_ctx', 'employee_id');

参照参照参照参照 : OCI を使用したセッション確立の詳細は、『Oracle Call Interface
プログラマーズ・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� グローバルに初期化されるコンテキストの確立の詳細は、『Oracle 
Database セキュリティ・ガイド』を参照してください。

� LDAP ディレクトリを介したデータベースへの接続の詳細は、『Oracle 
Internet Directory 管理者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 「SYS_CONTEXT」（5-184 ページ）
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CREATE CONTROLFILE 

用途用途用途用途

CREATE CONTROLFILE文は、ごく限られた状況でのみ使用します。データベースによって使
用されているすべての制御ファイルが失われ、かつバックアップ制御ファイルが存在しない場
合に、この文を使用して制御ファイルを再作成します。  この文を使用して、REDO ログ・ファ
イル・グループ、REDO ログ・ファイル・メンバー、アーカイブ REDO ログ・ファイル、デー
タ・ファイル、またはデータベースを同時にマウントおよびオープンするインスタンスの 大
数を変更することもできます。

データベースの名前を変更するには、CREATE CONTROLFILE文ではなく、DBNEWIDユーティ
リティを使用することをお薦めします。データベース名の変更後に OPEN RESETLOGS操作が必
要ないため、DBNEWIDの方が適しています。

前提条件前提条件前提条件前提条件

制御ファイルを作成する場合は、SYSDBAシステム権限が必要です。

データベースをマウントしているインスタンスがあってはいけません。制御ファイルが正常に
作成された後、CLUSTER_DATABASEパラメータで指定したモードでデータベースがマウント
されます。続いて、DBA は、データベースをオープンする前にメディア・リカバリを行う必要
があります。データベースを Oracle Real Application Clusters（RAC）と併用している場合、
次のインスタンスが起動する前に、データベースを停止して SHAREDモード

（CLUSTER_DATABASE初期化パラメータの値に TRUEを設定）で再マウントする必要がありま
す。

注意注意注意注意 : この文を使用する前に、データベース内のすべてのファイルの全
体バックアップを実行することをお薦めします。詳細は、『Oracle 
Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照して
ください。

参照参照参照参照 :

� DBNEWIDユーティリティの詳細は、『Oracle Database ユーティリ
ティ』を参照してください。

� 既存のデータベース制御ファイルに基づくスクリプトの作成の詳細
は、10-32 ページの「ALTER DATABASE」の「BACKUP 
CONTROLFILE 句」を参照してください。
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構文構文構文構文

create_controlfile::=

（8-44 ページの storage_clause::= を参照）

logfile_clause::=

（8-26 ページの file_specification::= を参照）

character_set_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

CREATE CONTROLFILE文を発行すると、この文に指定した情報に基づいて、新しい制御ファ
イルが作成されます。制御ファイルは、CONTROL_FILES初期化パラメータで指定した場所に
格納されます。このパラメータに値を指定していない場合、Oracle Managed Files の制御ファ
イルは、次のいずれか（優先度の高い順に示します）のとおり、制御ファイルのデフォルトの
格納先に作成されます。

1. 1 つ以上の制御ファイルが DB_CREATE_ONLINE_LOG_DEST_n初期化パラメータに指定さ
れている場所に作成されます。 初のディレクトリのファイルは、プライマリ制御ファイ
ルです。DB_CREATE_ONLINE_LOG_DEST_nを指定している場合、
DB_CREATE_FILE_DESTまたは DB_RECOVERY_FILE_DEST（フラッシュ・リカバリ領
域）には制御ファイルが作成されません。

CREATE CONTROLFILE
REUSE SET

DATABASE database

logfile_clause RESETL0GS

NORESETL0GS

DATAFILE file_specification

,

MAXLOGFILES integer

MAXLOGMEMBERS integer

MAXLOGHISTORY integer

MAXDATAFILES integer

MAXINSTANCES integer

ARCHIVELOG

NOARCHIVELOG

FORCE LOGGING character_set_clause
;

LOGFILE
GROUP integer

file_specification

,

CHARACTER SET character_set
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2. DB_CREATE_ONLINE_LOG_DEST_nに値を指定しておらず、DB_CREATE_FILE_DESTお
よび DB_RECOVERY_FILE_DESTの両方に値を指定している場合、それぞれの場所に 1 つ
の制御ファイルが作成されます。DB_CREATE_FILE_DESTに指定している場所は、プライ
マリ制御ファイルです。

3. DB_CREATE_FILE_DESTにのみ値を指定している場合、その場所に 1 つの制御ファイルが
作成されます。

4. DB_RECOVERY_FILE_DESTにのみ値を指定している場合、その場所に 1 つの制御ファイ
ルが作成されます。

これらのパラメータのいずれにも値を設定していない場合、データベースが稼働しているオペ
レーティング・システムのデフォルトの場所に制御ファイルが作成されます。この制御ファイ
ルは Oracle Managed Files ではありません。

句を指定しない場合、Oracle Database は、以前の制御ファイルに対する値ではなく、デフォル
ト値を使用します。制御ファイルが正常に作成された後、Oracle Database は、初期化パラメー
タ CLUSTER_DATABASEで指定したモードでデータベースをマウントします。パラメータが設
定されていないときのデフォルト値は FALSEで、その場合は EXCLUSIVEモードでデータベー
スがマウントされます。その後、インスタンスを停止し、データベースのすべてのファイルの
全体バックアップを取ることをお薦めします。

REUSE
REUSEを指定すると、初期化パラメータ CONTROL_FILESによって特定される既存の制御ファ
イルを再利用可能にできます。このとき、この初期化パラメータに現在格納されている情報は
上書きされます。この句を指定しないと、既存の制御ファイルがある場合に、エラーが戻りま
す。

DATABASE 句句句句

データベース名を指定します。このパラメータの値は、事前に CREATE DATABASE文または
CREATE CONTROLFILE文で設定した既存のデータベース名である必要があります。

SET DATABASE 句句句句

SET DATABASEを使用すると、データベース名を変更できます。データベース名には 大 8 バ
イトの名前を指定できます。

この句を指定する場合は、RESETLOGSも指定する必要があります。データベースの名前を変更
し、既存のログ・ファイルを保持する場合は、この CREATE CONTROLFILE文を発行した後、
ALTER DATABASE RECOVER USING BACKUP CONTROLFILE文を使用して、全データベースのリ
カバリを完了する必要があります。

logfile_clause
logfile_clauseを使用すると、データベースの REDO ログ・ファイルを指定できます。
すべての REDO ログ・ファイル・グループのすべてのメンバーを指定する必要があります。

オペレーティング・システムのファイル・システム内の標準 REDO ログ・ファイル、または自
動ストレージ管理ディスク・グループの REDO ログ・ファイルを指定するには、
file_specificationの redo_log_file_spec 書式（8-26 ページの「file_specification」を参
照）を使用します。ASM_filenameの書式を使用する場合、redo_log_file_specの
autoextend_clauseは指定できません。

この句に RESETLOGSを指定する場合、ASM_filenameのいずれかのファイル作成形式を使用
する必要があります。NORESETLOGSを指定する場合、ASM_filenameのいずれかの参照書式
を指定する必要があります。

参照参照参照参照 : 『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガ
イド』

参照参照参照参照 : 構文の様々な書式は、8-28 ページの「ASM_filename」を参照して
ください。自動ストレージ管理の使用方法の概要は、『Oracle Database ス
トレージ管理者ガイド』を参照してください。
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GROUP integer ログ・ファイル・グループ番号を指定します。GROUP値を指定した場合、
データベースが前回オープンされたときの GROUP値を基にして、この値が検証されます。

この句を指定しない場合、システムのデフォルト値を使用してログ・ファイルが作成されます。
また、DB_CREATE_ONLINE_LOG_DEST_n初期化パラメータまたは DB_CREATE_FILE_DEST
初期化パラメータのいずれかを設定した場合、および RESETLOGSを指定した場合は、
DB_CREATE_ONLINE_LOG_DEST_n パラメータで指定したログ・ファイルのデフォルトの格納
先に 2 つのログ・ファイルが作成されます。また、DB_CREATE_ONLINE_LOG_DEST_n を設
定していない場合は、DB_CREATE_FILE_DESTパラメータで指定した格納先に作成されます。

RESETLOGS RESETLOGSを指定すると、Oracle Database に LOGFILE句にリストされた
ファイルの内容を無視させることができます。LOGFILE 句に指定したファイルは、存在してい
なくてもかまいません。SET DATABASE句を指定した場合、この句を指定する必要があります。

LOGFILE句の各 redo_log_file_specで、SIZEパラメータを指定する必要があります。
データベースでは、スレッド 1 にすべてのオンライン REDO ログ・ファイル・グループを割り
当てることによって、このスレッドを任意のインスタンスで共通に使用できるようにします。
この句を使用した後は、RESETLOGS句を指定した ALTER DATABASE文を使用してデータベー
スをオープンする必要があります。

NORESETLOGS NORESETLOGSを指定すると、Oracle Database に、LOGFILE句に指定した
すべてのファイルを、前回データベースをオープンしたときの状態で使用させることができま
す。LOGFILE 句に指定したファイルは、存在する必要があります。また、バックアップからの
リストアではなく、現行のオンライン REDO ログ・ファイルである必要があります。前回割り
当てたスレッドに、REDO ログ・ファイル・グループが再度割り当てられ、そのスレッドが前
回と同じく再度使用可能になります。

SET DATABASE句を指定してデータベースの名前を変更した場合は、RESETLOGSを指定する
ことはできません。詳細は、14-12 ページの「SET DATABASE 句」を参照してください。

DATAFILE 句句句句

データベースのデータ・ファイルを指定します。すべてのデータ・ファイルを指定する必要が
あります。これらのファイルは既存のファイルである必要がありますが、メディア・リカバリ
を必要とするリストア・バックアップでもかまいません。

DATAFILE句には、読取り専用の表領域のデータ・ファイルを含めないでください。これらの
タイプのファイルは、後でデータベースに追加できます。また、この句には、一時データ・
ファイル（一時ファイル）も含めないでください。

オペレーティング・システムのファイル・システム内の標準データ・ファイルと一時ファイル、
または自動ストレージ管理ディスク・グループのファイルを指定するには、
file_specificationの datafile_tempfile_spec 書式（8-26 ページの「file_specification」を
参照）を使用します。ASM_filenameの書式を使用する場合、ASM_filenameのいずれかの
参照書式を使用する必要があります。構文の様々な書式は、8-28 ページの「ASM_filename」を
参照してください。

DATAFILE の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : この DATAFILE句では、file_specificationの
autoextend_clauseは指定できません。

MAXLOGFILES 句句句句

データベースに対して作成可能なオンライン REDO ログ・ファイル・グループの 大数を指定
します。Oracle Database は、この値を基にして、制御ファイル内で REDO ログ・ファイル名
に割り当てる領域の量を決定します。デフォルト値や 大値は、使用するオペレーティング・
システムによって異なります。指定する値は、すべての REDO ログ・ファイル・グループの
GROUPの 大値以上である必要があります。

参照参照参照参照 : この句の詳細は、8-26 ページの「file_specification」を参照してく
ださい。

参照参照参照参照 : 自動ストレージ管理の使用方法の概要は、『Oracle Database スト
レージ管理者ガイド』を参照してください。
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MAXLOGMEMBERS 句句句句

REDO ログ・ファイル・グループのメンバー（同一コピー）の 大数を指定します。Oracle 
Database は、この値を基にして、制御ファイル内で REDO ログ・ファイル名に割り当てる領域
の量を決定します。 小値は 1 です。 大値およびデフォルト値は、使用するオペレーティン
グ・システムによって異なります。

MAXLOGHISTORY 句句句句

このパラメータは、Oracle Database を ARCHIVELOGモードで使用している場合にのみ有効で
す。データベースの自動メディア・リカバリに必要なアーカイブ REDO ログ・ファイル・グ
ループの現在見積もられている 大数を指定します。この値を基にして、制御ファイル内で
アーカイブ REDO ログ・ファイル名に割り当てられる領域が決定されます。

小値は 0（ゼロ）です。デフォルト値は MAXINSTANCES値の倍数で、使用するオペレーティ
ング・システムによって異なります。 大値は、制御ファイルの 大サイズの制限のみを受け
ます。必要に応じてデータベースによって制御ファイルの該当セクションに引き続き領域が追
加されるため、元の構成で十分でなくなった場合でも制御ファイルを再作成する必要はありま
せん。その結果、このパラメータの実際の値は、指定した値を超える場合があります。

MAXDATAFILES 句句句句

CREATE DATABASEまたは CREATE CONTROLFILE実行時の、制御ファイルのデータ・ファイ
ル・セクションの初期サイズを指定します。値が MAXDATAFILESより大きく、DB_FILES以
下のファイルを追加した場合、データ・ファイル・セクションにさらに多くのファイルを格納
できるように、Oracle の制御ファイルが自動的に拡張されます。

インスタンスでアクセスできるデータ・ファイルの数は、初期化パラメータ DB_FILESの制限
を受けます。

MAXINSTANCES 句句句句

データベースを同時にマウントおよびオープンできるインスタンスの 大数を指定します。
この値は、初期化パラメータ INSTANCESの値より優先されます。 小値は 1 です。 大値お
よびデフォルト値は、使用するオペレーティング・システムによって異なります。

ARCHIVELOG | NOARCHIVELOG
ARCHIVELOGを指定すると、REDO ログ・ファイルを再利用する前に、ファイルの内容をアー
カイブできます。この句を指定した場合、インスタンスまたはシステム障害リカバリのみでな
く、メディア・リカバリも実行できるようになります。

ARCHIVELOG句および NOARCHIVELOG句を指定しない場合、デフォルトで NOARCHIVELOG
モードが選択されます。制御ファイルの作成後に、ALTER DATABASE文を使用して、
ARCHIVELOGモードと NOARCHIVELOGモードを切り替えることができます。

FORCE LOGGING
この句を使用すると、制御ファイルの作成後にデータベースを FORCE LOGGINGモードにでき
ます。データベースがこのモードで実行されている場合、一時表領域および一時セグメントへ
の変更以外のすべてのデータベース内の変更が記録されます。この設定は、各表領域で指定す
る NOLOGGINGまたは FORCE LOGGING設定、および各データベース・オブジェクトで指定す
る NOLOGGING設定より優先され、これらの設定には影響されません。この句を指定しない場
合、制御ファイルの作成後にデータベースは FORCE LOGGINGモードになりません。

注意注意注意注意 : FORCE LOGGINGモードは、パフォーマンスに影響する場合があり
ます。この設定の使用方法の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を
参照してください。
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character_set_clause 
キャラクタ・セットを指定した場合、制御ファイルのキャラクタ・セット情報が再構成されま
す。データベースのメディア・リカバリが後で必要となる場合、データベースがオープンする
前にこの情報が使用可能になり、リカバリ時に表領域名が正しく解析されます。この句は、デ
フォルト以外のキャラクタ・セットを使用している場合にのみ必要です。デフォルトはオペ
レーティング・システムによって異なります。現行のデータベース・キャラクタ・セットは、
起動時に $ORACLE_HOME/logのアラート・ログに出力されます。

表領域のリカバリに Recovery Manager を使用して制御ファイルを再作成する場合、および
データ・ディクショナリに格納されているキャラクタ・セットとは異なるキャラクタ・セット
を指定した場合、表領域のリカバリは失敗します。ただし、データベースのオープン時、制御
ファイルのキャラクタ・セットは、データ・ディクショナリの正しいキャラクタ・セットに更
新されます。

この句ではデータベース・キャラクタ・セットを変更できません。

例例例例

制御ファイルの作成例制御ファイルの作成例制御ファイルの作成例制御ファイルの作成例 : この文は、制御ファイルを再作成します。この文のデータベース
demoは、WE8DEC キャラクタ・セットで作成されています。この例の pathには、ご使用の
システムでの適切な Oracle Database ディレクトリへのパスを挿入してください。

STARTUP NOMOUNT

CREATE CONTROLFILE REUSE DATABASE "demo" NORESETLOGS NOARCHIVELOG
    MAXLOGFILES 32
    MAXLOGMEMBERS 2
    MAXDATAFILES 32
    MAXINSTANCES 1
    MAXLOGHISTORY 449
LOGFILE
  GROUP 1 '/path/oracle/dbs/t_log1.f'  SIZE 500K,
  GROUP 2 '/path/oracle/dbs/t_log2.f'  SIZE 500K
# STANDBY LOGFILE
DATAFILE
  '/path/oracle/dbs/t_db1.f',
  '/path/oracle/dbs/dbu19i.dbf',
  '/path/oracle/dbs/tbs_11.f',
  '/path/oracle/dbs/smundo.dbf',
  '/path/oracle/dbs/demo.dbf'
CHARACTER SET WE8DEC
;

参照参照参照参照 : 表領域のリカバリの詳細は、『Oracle Database バックアップおよ
びリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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CREATE DATABASE 

用途用途用途用途

CREATE DATABASE文を使用すると、汎用的なデータベースを作成できます。

この文を実行すると、データベースの初期使用に備えて、指定した既存のデータ・ファイル上
のデータがすべて消去されます。したがって、既存のデータベースに対してこの文を実行した
場合、データ・ファイル上のすべてのデータが失われます。

この文を指定した場合、データベースの作成後、データベースは排他モードまたはパラレル・
モード（初期化パラメータ CLUSTER_DATABASEの値に依存する）でマウントおよびオープン
され、通常の用途に使用可能になります。その後、データベースの表領域を作成できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

データベースを作成する場合は、SYSDBAシステム権限が必要です。作成するデータベースの
名前を持つ初期化パラメータ・ファイルが使用可能である必要があります。また、STARTUP 
NOMOUNTモードになっている必要があります。

注意注意注意注意 : この文を実行すると、データベースの初期設定が行われ、指定
ファイル内の現行のデータは消去されます。そのことを十分理解したうえ
で、この文を使用してください。

セキュリティの強化に関する注意セキュリティの強化に関する注意セキュリティの強化に関する注意セキュリティの強化に関する注意 : Oracle Database の今回のリリース以降では、
デフォルトのデータベース・ユーザー・アカウントのセキュリティ機能が強化され
ています。今回のリリースのセキュリティ・チェックリストは、『Oracle Database
セキュリティ・ガイド』を参照してください。このチェックリストに従ってデータ
ベースを構成することをお薦めします。

参照参照参照参照 :

� データベースの変更の詳細は、10-9 ページの「ALTER DATABASE」
を参照してください。

� Oracle Java Virtual Machine の作成の詳細は、『Oracle Database Java
開発者ガイド』を参照してください。

� 表領域の作成については、16-71 ページの「CREATE TABLESPACE」
を参照してください。
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構文構文構文構文

create_database::=

（14-17 ページの database_logging_clauses::=、14-18 ページの tablespace_clauses::=、
14-19 ページの set_time_zone_clause::= を参照）

database_logging_clauses::=

（8-26 ページの file_specification::= を参照）

CREATE DATABASE
database

USER SYS IDENTIFIED BY password

USER SYSTEM IDENTIFIED BY password

CONTROLFILE REUSE

MAXDATAFILES integer

MAXINSTANCES integer

CHARACTER SET charset

NATIONAL CHARACTER SET charset

SET DEFAULT
BIGFILE

SMALLFILE
TABLESPACE

database_logging_clauses

tablespace_clauses

set_time_zone_clause

;

LOGFILE
GROUP integer

file_specification

,

MAXLOGFILES integer

MAXLOGMEMBERS integer

MAXLOGHISTORY integer

ARCHIVELOG

NOARCHIVELOG

FORCE LOGGING
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tablespace_clauses::=

（8-26 ページの file_specification::=、14-18 ページの default_tablespace::=、
14-18 ページの default_temp_tablespace::=、14-18 ページの undo_tablespace::= を参照）

default_tablespace::=

default_temp_tablespace::=

（8-26 ページの file_specification::= を参照）

extent_management_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

undo_tablespace::=

（8-26 ページの file_specification::= を参照）

EXTENT MANAGEMENT LOCAL

DATAFILE file_specification

,

SYSAUX DATAFILE file_specification

,

default_tablespace

default_temp_tablespace

undo_tablespace

DEFAULT TABLESPACE tablespace
DATAFILE datafile_tempfile_spec

extent_management_clause

BIGFILE

SMALLFILE
DEFAULT TEMPORARY TABLESPACE tablespace

TEMPFILE file_specification

,

extent_management_clause

EXTENT MANAGEMENT
LOCAL

AUTOALLOCATE

UNIFORM
SIZE size_clause

DICTIONARY

BIGFILE

SMALL
UNDO TABLESPACE tablespace

DATAFILE file_specification

,
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set_time_zone_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

database
作成するデータベースの名前を指定します。名前は、DB_NAME初期化パラメータの値と一致す
る必要があります。名前の長さは 大 8 バイトです。データベース名には、ASCII 文字のみを
指定できます。Oracle Database は、この名前を制御ファイルに書き込みます。後で、データ
ベース名を明示的に指定する ALTER DATABASE文を発行すると、制御ファイル内の名前に基づ
いて、そのデータベース名が検証されます。

データベース名は、大文字と小文字が区別されず、大文字の ASCII 文字で保存されます。デー
タベース名を引用識別子として指定した場合、引用符は特に警告もなく無視されます。

CREATE DATABASE文でデータベース名を指定しない場合、DB_NAME初期化パラメータで指定
した名前が採用されます。DB_NAME初期化パラメータは、データベースの初期化パラメータ・
ファイルに設定する必要があります。そのパラメータの値とは異なる名前を指定した場合、
データベースはエラーを戻します。データベース名のその他の規則については、2-102 ページの

「スキーマ・オブジェクトのネーミングのガイドライン」を参照してください。

USER SYS ...、、、、USER SYSTEM ... 
これらの句を使用すると、SYSおよび SYSTEMユーザーのパスワードを設定できます。これら
の句は今回のリリースでは必須ではありません。ただし、いずれか一方の句を指定した場合は、
もう一方の句も指定する必要があります。

これらの句を指定しない場合、Oracle Database は、デフォルト・パスワードとして、ユーザー
SYSには change_on_installを、ユーザー SYSTEMには managerを作成します。これらの
パスワードは、後で ALTER USER文を使用して変更できます。また、データベース作成後に、
ALTER USERを使用してパスワード管理属性を追加することもできます。

CONTROLFILE REUSE 句句句句

CONTROLFILE REUSEを指定すると、初期化パラメータ CONTROL_FILESで特定される既存の
制御ファイルを再利用可能にできます。このとき、この初期化パラメータに現在格納されてい
る情報は上書きされます。通常、この句は、初めてデータベースを作成する際ではなく、デー
タベースを再作成する際に使用します。データベースを初めて作成する場合、制御ファイルは
デフォルトの格納先に作成されます。この場所は、いくつかの初期化パラメータの値によって
決まります （14-11 ページの「CREATE CONTROLFILE」の「セマンティクス」を参照）。

制御ファイルを既存のファイルより大きくするためのパラメータ値もあわせて指定する場合、
この句は使用できません。MAXLOGFILES、MAXLOGMEMBERS、MAXLOGHISTORY、
MAXDATAFILESおよび MAXINSTANCESがこのようなパラメータです。

この句を指定しないと、CONTROL_FILESで指定した制御ファイルのいずれかがすでに存在す
る場合、エラーが戻ります。

注意注意注意注意 : データベース名には、ヨーロッパやアジアのキャラクタ・セット
の中の特殊文字は使用できません。たとえば、ウムラウト付きの文字は使
用できません。

参照参照参照参照 : 「ALTER USER」（13-5 ページ）

SET TIME_ZONE = ’

+

–
hh : mi

time_zone_region

’
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MAXDATAFILES 句句句句

CREATE DATABASEまたは CREATE CONTROLFILE実行時の、制御ファイルのデータ・ファイ
ル・セクションの初期サイズを指定します。値が MAXDATAFILESより大きく、DB_FILES以
下のファイルを追加した場合、データ・ファイル・セクションにさらに多くのファイルを格納
できるように、Oracle Database の制御ファイルが自動的に拡張されます。

インスタンスでアクセスできるデータ・ファイルの数は、初期化パラメータ DB_FILESの制限
を受けます。

MAXINSTANCES 句句句句
データベースを同時にマウントおよびオープンできるインスタンスの 大数を指定します。
この値は、初期化パラメータ INSTANCESの値より優先されます。 小値は 1 です。 大値は
1055 です。デフォルトは、使用するオペレーティング・システムによって異なります。

CHARACTER SET 句句句句

データベースにデータを格納するときのキャラクタ・セットを指定します。サポートされてい
るキャラクタ・セットおよびこのパラメータのデフォルト値は、使用するオペレーティング・
システムによって異なります。

CHARACTER SET の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : AL16UTF16キャラクタ・セットは、データベース・キャラ
クタ・セットとして指定できません。

NATIONAL CHARACTER SET 句句句句

データ型が NCHAR、NCLOBまたは NVARCHAR2として定義された列にデータを格納する際に使
用する各国語キャラクタ・セットを指定します。有効な値は、AL16UTF16および UTF8です。
デフォルトは AL16UTF16です。

database_logging_clauses
database_logging_clausesを使用すると、データベースの REDO ログ・ファイルの処理
方法を指定できます。

LOGFILE 句句句句

REDO ログ・ファイルとして使用する 1 つ以上のファイルを指定します。オペレーティング・
システムのファイル・システム内の標準 REDO ログ・ファイル、または自動ストレージ管理
ディスク・グループの REDO ログ・ファイルを作成するには、file_specificationの
redo_log_file_spec書式を使用します。ASM_filenameの書式を使用する場合、
redo_log_file_specの autoextend_clauseは指定できません。

redo_log_file_spec句には、1 つ以上の REDO ログ・ファイルのメンバー（コピー）を含
む REDO ログ・ファイル・グループを指定します。CREATE DATABASE文に指定したすべての
REDO ログ・ファイルは、REDO ログのスレッド番号 1 に追加されます。

LOGFILE句を指定しない場合、Oracle Managed Files のログ・ファイル・メンバーは、次のい
ずれか（優先度の高い順に示します）のとおり、デフォルトの格納先に作成されます。

� DB_CREATE_ONLINE_LOG_DEST_nを設定している場合、指定した各ディレクトリに、
MAXLOGMEMBERS初期化パラメータの値までログ・ファイル・メンバーが作成されます。

参照参照参照参照 : キャラクタ・セットの選択の詳細は、『Oracle Database グローバ
リゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : Unicode データ型のサポートについては、『Oracle Database グ
ローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : この句の詳細は、8-26 ページの「file_specification」を参照してく
ださい。
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� DB_CREATE_ONLINE_LOG_DEST_nパラメータを設定しておらず、
DB_CREATE_FILE_DESTおよび DB_RECOVERY_FILE_DEST初期化パラメータの両方を
設定している場合、それぞれの場所に 1 つの Oracle Managed Files のログ・ファイル・メ
ンバーが作成されます。DB_CREATE_FILE_DESTに指定している場所のログ・ファイルが

初のメンバーです。

� DB_CREATE_FILE_DEST初期化パラメータのみを指定している場合、その場所にログ・
ファイル・メンバーが作成されます。

� DB_RECOVERY_FILE_DEST初期化パラメータのみを指定している場合、その場所にログ・
ファイル・メンバーが作成されます。

いずれの場合でも、パラメータ設定では、オペレーティング・システムのファイル名または作
成書式自動ストレージ管理のファイル名を正確に指定する必要があります。

これらのパラメータのいずれにも値を設定していない場合、データベースが稼働しているオペ
レーティング・システムのデフォルトの場所にログ・ファイルが作成されます。このログ・
ファイルは Oracle Managed Files ではありません。

GROUP integer REDO ログ・ファイル・グループの識別番号を指定します。integerの値
は 1 ～ MAXLOGFILESパラメータの値の範囲です。データベースには、2 つ以上の REDO ロ
グ・ファイル・グループが必要です。同一の GROUP値を持つ REDO ログ・ファイル・グルー
プは複数指定できません。このパラメータを指定しない場合、値が自動的に生成されます。
REDO ログ・ファイル・グループの GROUP値は、動的パフォーマンス・ビュー V$LOGで確認
できます。

MAXLOGFILES 句句句句

データベースに対して作成可能な REDO ログ・ファイル・グループの 大数を指定します。
Oracle Database は、この値を基にして、制御ファイル内で REDO ログ・ファイル名に割り当
てる領域の量を決定します。デフォルト値、 小値および 大値は、使用するオペレーティン
グ・システムによって異なります。

MAXLOGMEMBERS 句句句句

REDO ログ・ファイル・グループのメンバー（コピー）の 大数を指定します。Oracle 
Database は、この値を基にして、制御ファイル内で REDO ログ・ファイル名に割り当てる領域
を決定します。 小値は 1 です。 大値およびデフォルト値は、使用するオペレーティング・
システムによって異なります。

MAXLOGHISTORY 句句句句

このパラメータが有用なのは、Oracle Real Application Clusters（RAC）で Oracle Database を
ARCHIVELOGモードで使用している場合のみです。Oracle RAC の自動メディア・リカバリに
使用するアーカイブ REDO ログ・ファイルの 大数を指定します。この値を基にして、制御
ファイル内でアーカイブ REDO ログ・ファイル名に割り当てられる領域が決定されます。 小
値は 0（ゼロ）です。デフォルト値は MAXINSTANCES値の倍数で、使用するオペレーティン
グ・システムによって異なります。 大値は、制御ファイルの 大サイズの制限のみを受けま
す。

ARCHIVELOG
ARCHIVELOGを指定すると、REDO ログ・ファイル・グループを再利用する前に、グループの
内容をアーカイブできます。この句を指定すると、メディア・リカバリを実行できるようにな
ります。

NOARCHIVELOG
NOARCHIVELOGを指定すると、REDO ログ・ファイル・グループを再利用する前に、グループ
の内容がアーカイブされません。この句を指定した場合、メディア・リカバリは実行できませ
ん。

デフォルトは NOARCHIVELOGモードです。データベースの作成後に、ALTER DATABASE文を
使用して、ARCHIVELOGモードと NOARCHIVELOGモードを切り替えることができます。
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FORCE LOGGING
この句を使用すると、データベースを FORCE LOGGINGモードにできます。一時表領域および
一時セグメントへの変更以外のすべてのデータベース内の変更が記録されます。この設定は、
各表領域で指定する NOLOGGINGまたは FORCE LOGGING設定、および各データベース・オブ
ジェクトで指定する NOLOGGING設定より優先され、これらの設定には影響されません。

FORCE LOGGINGモードは、データベースのインスタンスで永続的です。データベースを停止
し、再起動しても、データベースは FORCE LOGGINGモードのままです。ただし、制御ファイ
ルを再作成した場合は、CREATE CONTROLFILE文で FORCE LOGGINGを指定しないかぎり、
データベースは FORCE LOGGINGモードではなくなります。

tablespace_clauses
tablespace_clauses を使用すると、SYSTEMおよび SYSAUX表領域を構成したり、デフォルトの
一時表領域と UNDO 表領域を指定することができます。

extent_management_clause
この句を使用すると、ローカル管理 SYSTEM表領域を作成できます。この句を指定しない場合、
SYSTEM表領域はディクショナリ管理となります。

この句を指定した場合、ローカル管理の SYSTEM表領域には一時セグメントを格納できないた
め、データベースにデフォルトの一時表領域が必要になります。

� EXTENT MANAGEMENT LOCALを指定して、DATAFILE句を指定しない場合は、
default_temp_tablespace句を省略できます。Oracle Database は、データ・ファイ
ル・サイズが 10MB で、自動拡張を使用禁止にした状態で、TEMPという一時表領域を作
成します。

� EXTENT MANAGEMENT LOCALおよび DATAFILEの両方の句を指定する場合は、
default_temp_tablespaceを指定し、その表領域のデータ・ファイルを明示的に指定
する必要があります。

インスタンスを自動 UNDO モードでオープンしている場合も、データベース UNDO 表領域に
は同様の要件があります。

� EXTENT MANAGEMENT LOCALを指定して、DATAFILE句を指定しない場合は、
undo_tablespace句を省略できます。Oracle Database は、SYS_UNDOTBSという
UNDO 表領域を作成します。

� EXTENT MANAGEMENT LOCALおよび DATAFILEの両方の句を指定する場合は、
undo_tablespaceを指定し、その表領域のデータ・ファイルを明示的に指定する必要が
あります。

注意注意注意注意 : FORCE LOGGINGモードは、パフォーマンスに影響する場合があり
ます。この設定の使用方法の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を
参照してください。

参照参照参照参照 : 「CREATE CONTROLFILE」（14-10 ページ）

注意注意注意注意 : ローカル管理 SYSTEM表領域を作成すると、この表領域をディク
ショナリ管理に変更することはできません。このデータベース内に別の
ディクショナリ管理表領域を作成することもできません。

参照参照参照参照 : ローカル管理表領域およびディクショナリ管理表領域の詳細は、
『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。
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SET DEFAULT TABLESPACE 句句句句

この句を使用すると、以降に作成される表領域、および SYSTEMと SYSAUX表領域のデフォル
トの型を指定できます。以降に作成される表領域のデフォルトの型を bigfile または smallfile に
設定するには、BIGFILEまたは SMALLFILEを指定します。

� bigfile 表領域表領域表領域表領域には、1 つのデータ・ファイルまたは一時ファイルのみが含まれます。ファ
イルは、 大で約 40 億（232）のブロックを格納できます。1 つのデータ・ファイルまたは
一時ファイルの 大サイズは、32K ブロックの表領域で 128TB、8K ブロックの表領域で
32TB です。

� smallfile 表領域表領域表領域表領域は、Oracle の従来の表領域であり、1022 のデータ・ファイルまたは一時
ファイルを含めることができます。それぞれのファイルは、 大で約 400 万（222）のブ
ロックを格納できます。

この句を指定しない場合、デフォルトで smallfile 表領域が作成されます。

SYSAUX 句句句句

Oracle Database は、すべてのデータベースに、SYSTEMと SYSAUXの両方の表領域を作成しま
す。Oracle Managed Files を使用しておらず、SYSAUX表領域の 1 つ以上のデータ・ファイル
を指定する場合、この句を使用します。

DATAFILE句を使用して SYSTEM表領域の 1 つ以上のデータベースを指定した場合は、この句
を指定する必要があります。Oracle Managed Files を使用している場合、この句を指定しない
と、SYSAUXデータ・ファイルが Oracle Managed Files に設定されたデフォルトの場所に作成
されます。

Oracle Managed Files を使用可能にした場合に SYSAUX句を省略すると、SYSAUX表領域が、
オンライン表領域、永続表領域およびローカル管理表領域として作成されます。この表領域は、
100MB の 1 つのデータ・ファイルを持ち、ロギングおよび自動セグメント領域管理が有効に
なっています。

SYSAUX表領域のデータ・ファイルを指定する構文は、ファイルを自動ストレージ管理を使用
して格納するか、ファイル・システムまたは RAW デバイスに格納するかにかかわらず、
CREATE TABLESPACE文を使用して表領域の作成時にデータ・ファイルを指定する構文と同じ
です。

default_tablespace 
この句を指定すると、データベースのデフォルトの永続表領域を作成できます。Oracle 
Database は、smallfile 表領域を作成し、その後、この表領域に対して、別の永続表領域を指定
していない、SYSTEM以外のユーザーを割り当てます。この句を指定しない場合、SYSTEM表
領域が、SYSTEM以外のユーザーのデフォルトの永続表領域になります。

DATAFILE句および extent_management_clauseは、CREATE TABLESPACE文で同じセマ
ンティクスを持ちます。これらの句の詳細は、16-75 ページの「DATAFILE | TEMPFILE 句」
および 16-78 ページの「extent_management_clause」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� bigfile 表領域の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照して
ください。

� この構文の使用例は、10-41 ページの「表領域のデフォルト・タイプ
の設定例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� データベースのアップグレード時の SYSAUX表領域の作成方法、およ
び表領域のデータ・ファイルの指定方法は、16-71 ページの

「CREATE TABLESPACE」を参照してください。

� SYSAUX表領域の作成方法は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参
照してください。
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default_temp_tablespace 
この句を指定すると、データベースのデフォルトの一時表領域を作成できます。Oracle 
Database は、この一時表領域に対して、別の一時表領域を指定していないユーザーを割り当て
ます。この句を指定しないと、データベースがローカル管理の SYSTEM表領域の作成時に、デ
フォルトの一時表領域を自動的に作成しない場合、SYSTEM表領域がデフォルトの一時表領域
になります。

デフォルトの一時表領域が bigfile か smallfile かを指定するには、BIGFILEまたは SMALLFILE
を指定します。これらの句は、14-23 ページの「SET DEFAULT TABLESPACE 句」と同じセマ
ンティクスを持ちます。

DB_CREATE_FILE_DEST初期化パラメータを設定して Oracle Managed Files を使用可能にし
た場合、この句の TEMPFILE句の部分はオプションです。このパラメータの値を指定していな
い場合は、TEMPFILE句を指定する必要があります。BIGFILEを指定した場合、この句で指定
できるのは 1 つの一時ファイルのみです。

デフォルトの一時表領域の一時ファイルを指定する構文は、ファイルを自動ストレージ管理を
使用して格納するか、ファイル・システムまたは RAW デバイスに格納するかにかかわらず、
CREATE TABLESPACE文を使用して一時表領域の作成時に一時ファイルを指定する構文と同じ
です。

デフォルトの一時表領域の制限事項デフォルトの一時表領域の制限事項デフォルトの一時表領域の制限事項デフォルトの一時表領域の制限事項 : デフォルトの一時表領域には、次の制限事項がありま
す。

� この句では、SYSTEM表領域を指定できません。

� デフォルトの一時表領域は、標準的なブロック・サイズである必要があります。

extent_management_clause句のセマンティクスは、CREATE DATABASEおよび CREATE 
TABLESPACE文で同じです。この句の詳細は、16-78 ページの「CREATE TABLESPACE ...」の

「extent_management_clause」を参照してください。

undo_tablespace 
インスタンスを自動 UNDO モードでオープンした場合（UNDO_MANAGEMENT初期化パラメー
タをデフォルトの AUTOに設定した場合）、undo_tablespaceを指定して、UNDO データで
使用する表領域を作成できます。自動 UNDO モードを使用することをお薦めします。ただし、
UNDO 領域管理をロールバック・セグメントによって処理する場合、この句は指定しないでく
ださい。UNDO_TABLESPACE初期化パラメータの値を設定した場合も、この句を省略できま
す。パラメータが設定されており、この句を指定した場合、tablespaceはそのパラメータ値
と同じである必要があります。

� UNDO 表領域を bigfile 表領域にする場合は、BIGFILEを指定します。bigfile 表領域表領域表領域表領域には、
1 つのデータ・ファイルのみが含まれます。このファイルの 大サイズは 8EB

（8,000,000TB）です。

参照参照参照参照 : 一時ファイルの指定の詳細は、16-71 ページの「CREATE 
TABLESPACE」を参照してください。

注意注意注意注意 : オペレーティング・システムによっては、一時ファイルのブロッ
クが実際にアクセスされるまで、一時ファイル用の領域が割り当てられな
い場合があります。領域の割当ての遅延のため、一時ファイルの作成およ
びサイズ変更が速くなります。ただし、後で一時ファイルが使用されると
きに、十分なディスク領域を使用可能にする必要があります。発生する可
能性がある問題を回避するには、一時ファイルを作成またはサイズ変更す
る前に、ディスク領域が、新しく作成する一時ファイルまたはサイズ変更
後の一時ファイルのサイズより大きいことを確認してください。ディスク
領域に余裕を持たせることによって、関連のない操作が原因で増加が予想
されるディスク使用量に対応できます。十分な領域があることを確認した
後で、作成またはサイズ変更操作を実行してください。
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� UNDO 表領域を smallfile 表領域にする場合は、SMALLFILEを指定します。smallfile 表領表領表領表領
域域域域は、Oracle Database の従来の表領域です。この表領域には、 大で約 400 万（222）ブ
ロックを含むことができます。

� DB_CREATE_FILE_DEST初期化パラメータを設定して Oracle Managed Files を使用可能に
した場合、この句の DATAFILE句の部分はオプションです。このパラメータの値を指定し
ていない場合は、DATAFILE句を指定する必要があります。BIGFILEを指定した場合、こ
の句で指定できるのは 1 つのデータ・ファイルのみです。

UNDO 表領域のデータ・ファイルを指定する構文は、ファイルを自動ストレージ管理を使用し
て格納するか、ファイル・システムまたは RAW デバイスに格納するかにかかわらず、CREATE 
TABLESPACE文を使用して表領域の作成時にデータ・ファイルを指定する構文と同じです。

この句を指定すると、tablespaceという名前の UNDO 表領域、および UNDO 表領域の一部
として指定したデータ・ファイルが作成され、インスタンスの UNDO 表領域としてこの表領域
が割り当てられます。Oracle Database は、この UNDO 表領域を使用して UNDO データを管
理します。この句の DATAFILE句は、14-25 ページの「DATAFILE 句」と同様に動作します。

初期化パラメータ・ファイル内の UNDO_TABLESPACE初期化パラメータの値を指定している場
合は、データベースをマウントする前に、この句で同じ名前を指定する必要があります。この
名前が異なると、データベースのオープン時にエラーが戻されます。

この句を指定しないと、SYS_UNDOTBSという名前のデフォルトの smallfile の UNDO 表領域
を持つデフォルトのデータベースが作成され、インスタンスの UNDO 表領域としてこのデフォ
ルトの表領域が割り当てられます。この UNDO 表領域は、CREATE DATABASE文で使用するデ
フォルトのファイルから、初期エクステントが 10MB のディスク領域を割り当てます。Oracle 
Database は、システムが生成したデータ・ファイルを処理します（14-25 ページの

「DATAFILE 句」を参照）。Oracle Database が UNDO 表領域を作成できない場合、CREATE 
DATABASE操作全体が失敗します。

DATAFILE 句句句句

データ・ファイルとして使用する 1 つ以上のファイルを指定します。ファイルは、すべて
SYSTEM表領域の一部となります。オペレーティング・システムのファイル・システム内の標
準データ・ファイルと一時ファイル、または自動ストレージ管理ディスク・グループのファイ
ルを作成するには、file_specificationの datafile_tempfile_spec 書式を使用します。

SYSTEM表領域のデータ・ファイルを指定する構文は、ファイルを自動ストレージ管理を使用
して格納するか、ファイル・システムまたは RAW デバイスに格納するかにかかわらず、
CREATE TABLESPACE文を使用して表領域の作成時にデータ・ファイルを指定する構文と同じ
です。

参照参照参照参照 : データファイルの指定の詳細は、16-71 ページの「CREATE 
TABLESPACE」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 自動 UNDO 管理および UNDO 表領域の詳細は、『Oracle Database 管
理者ガイド』を参照してください。

� データベースの作成後に UNDO 表領域を作成する方法は、16-71 ペー
ジの「CREATE TABLESPACE」を参照してください。

注意注意注意注意 : undo_tablespace句の DATAFILE句と同様に、この句はオプ
ションです。したがって、あいまいさを回避するために、この句で
SYSTEM表領域のデータ・ファイルを指定する場合は、オプションの
DATAFILE句を含まない undo_tablespace句の直後にこの句を指定し
ないでください。指定した場合、Oracle Database は DATAFILE句を
undo_tablespace句の一部と認識します。
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自動 UNDO モードでデータベースを実行し、SYSTEM表領域のデータ・ファイル名を指定した
場合、すべての表領域に対してデータ・ファイルを生成するものとみなされます。Oracle 
Managed Files を使用する場合（DB_CREATE_FILE_DEST初期化パラメータに値を設定してい
る場合）、データ・ファイルは自動的に生成されます。ただし、Oracle Managed Files を使用し
ないでこの句を指定する場合は、undo_tablespace句および default_temp_tablespace
句も指定する必要があります。

この句を指定しない場合、次のようになります。

� DB_CREATE_FILE_DEST初期化パラメータを設定している場合、このパラメータで指定し
たデフォルトのファイル格納先に、サイズが 100MB でシステムが生成する名前を持つ、
Oracle Managed Files のデータ・ファイルが作成されます。

� DB_CREATE_FILE_DEST初期化パラメータを設定していない場合、1 つのデータ・ファイ
ルが作成されます。そのファイル名およびサイズは、使用するオペレーティング・システ
ムによって異なります。

set_time_zone_clause 
SET TIME_ZONE句を使用すると、データベースのタイムゾーンを設定できます。次の 2 つ方
法でタイムゾーンを設定します。

� UTC（協定世界時、以前のグリニッジ標準時）からの時差を指定。hh:mmの有効範囲は、
-12:00 ～ +14:00 です。

� タイムゾーン地域を指定。有効な地域名を表示するには、V$TIMEZONE_NAMES動的パ
フォーマンス・ビューの TZNAME列を問い合せます。

すべての TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEデータは、ディスクに格納されるときにデータ
ベースのタイムゾーンに正規化されます。SET TIME_ZONE句を指定しない場合、サーバーの
オペレーティング・システムのタイムゾーンが使用されます。オペレーティング・システムの
タイムゾーンが Oracle Database で有効でない場合、データベースのタイムゾーンは、デフォ
ルトで UTC になります。

例例例例

データベースの作成例データベースの作成例データベースの作成例データベースの作成例 : 次の文は、すべての引数を指定してデータベースを作成します。

CREATE DATABASE sample
   CONTROLFILE REUSE 
   LOGFILE
      GROUP 1 ('diskx:log1.log', 'disky:log1.log') SIZE 50K, 
      GROUP 2 ('diskx:log2.log', 'disky:log2.log') SIZE 50K 
   MAXLOGFILES 5 
   MAXLOGHISTORY 100 
   MAXDATAFILES 10 

参照参照参照参照 : データ・ファイルの指定の詳細は、16-71 ページの「CREATE 
TABLESPACE」を参照してください。

参照参照参照参照 : 構文の詳細は、8-26 ページの「file_specification」を参照してくだ
さい。

注意注意注意注意 : データベースのタイムゾーンを UTC（0:00）に設定することをお
薦めします。これによって、タイムゾーンの変換が不要になるため、特に
データベース間のパフォーマンスを向上できます。

参照参照参照参照 : 動的パフォーマンス・ビューの詳細は、『Oracle Database リファ
レンス』を参照してください。
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   MAXINSTANCES 2 
   ARCHIVELOG 
   CHARACTER SET AL32UTF8
   NATIONAL CHARACTER SET AL16UTF16
   DATAFILE  
      'disk1:df1.dbf' AUTOEXTEND ON,
      'disk2:df2.dbf' AUTOEXTEND ON NEXT 10M MAXSIZE UNLIMITED
   DEFAULT TEMPORARY TABLESPACE temp_ts
   UNDO TABLESPACE undo_ts 
   SET TIME_ZONE = '+02:00';

この例では、初期化パラメータ・ファイルの DB_CREATE_FILE_DESTパラメータに値を設定
して、Oracle Managed Files を使用可能にしている状態を想定しています。したがって、
DEFAULT TEMPORARY TABLESPACEおよび UNDO TABLESPACE句にファイル指定は必要ありま
せん。
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CREATE DATABASE LINK 

用途用途用途用途

CREATE DATABASE LINK文を使用すると、データベース・リンクを作成できます。データベーデータベーデータベーデータベー
ス・リンクス・リンクス・リンクス・リンクとは、他のデータベース上のオブジェクトにアクセスできる、データベース上のス
キーマ・オブジェクトです。他のデータベースは、Oracle Database システムである必要はあり
ません。ただし、Oracle 以外のシステムにアクセスする場合は、Oracle 異機種間サービスを使
用する必要があります。

データベース・リンクを作成した後で、表名またはビュー名に @dblinkを追加してそのリン
クを SQL 文で利用して、他のデータベース上の表およびビューを参照できます。SELECT文を
使用して、他のデータベース上の表またはビューを問い合せることができます。INSERT文、
UPDATE文、DELETE文または LOCK TABLE文を使用してもリモート表およびビューにアクセ
スできます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

プライベート・データベース・リンクを作成する場合、CREATE DATABASE LINKシステム権限
が必要です。パブリック・データベース・リンクを作成する場合、CREATE PUBLIC DATABASE 
LINKシステム権限が必要です。また、リモートの Oracle Database に対する CREATE SESSION
権限が必要です。

なお、ローカルとリモートの両方の Oracle Database に、Oracle Net をインストールしておく
必要があります。

参照参照参照参照 :

� PL/SQL ファンクション、プロシージャ、パッケージおよびデータ型
を使用してリモート表またはビューへアクセスする方法については、

『Oracle Database アドバンスト・アプリケーション開発者ガイド』を
参照してください。

� 分散データベース・システムについては、『Oracle Database 管理者ガ
イド』を参照してください。

� ALL_DB_LINKS、DBA_DB_LINKSおよび USER_DB_LINKSデータ・
ディクショナリ・ビューの既存のデータベース・リンクの詳細、およ
び V$DBLINK動的パフォーマンス・ビューを使用して既存のリンクの
パフォーマンスを監視する方法については、『Oracle Database リファ
レンス』を参照してください。

� 既存のデータベース・リンクを削除する方法については、17-36 ペー
ジの「DROP DATABASE LINK」を参照してください。

� DML 操作でリンクを使用する方法については、18-53 ページの
「INSERT」、19-62 ページの「UPDATE」、17-23 ページの「DELETE」
および 18-69 ページの「LOCK TABLE」を参照してください。
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構文構文構文構文

create_database_link::=

dblink_authentication::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

PUBLIC
PUBLICを指定すると、すべてのユーザーが参照可能なパブリック・データベース・リンクを
作成できます。この句を指定しない場合、データベース・リンクはプライベートとなり、作成
したユーザー専用になります。

リモート・データベース上のアクセス可能なデータは、リモート・データベースへの接続時に
データベース・リンクで使用される識別によって異なります。

� CONNECT TO user IDENTIFIED BY passwordを指定した場合、データベース・リンクは、
指定されたユーザーとパスワードを使用して接続します。

� CONNECT TO CURRENT_USERを指定した場合、データベース・リンクは、そのリンクが使
用される有効範囲に基づいて有効なユーザーを使用して接続します。

� いずれの句も指定しない場合、データベース・リンクは、ローカル接続されたユーザーと
してリモート・データベースに接続します。

SHARED
SHAREDを指定すると、ソース・データベースからターゲット・データベースへの 1 つのネッ
トワーク接続を使用する複数のセッションで共有可能な 1 つのデータベース・リンクを作成で
きます。共有サーバー構成では、共有データベース・リンクによって、リモート・データベー
スへの接続数が多くなりすぎるのを防ぐことができます。通常、共有リンクはパブリック・
データベース・リンクでもあります。ただし、多くのクライアントが同じローカル・スキーマ
にアクセスして同じプライベート・データベース・リンクを使用する場合は、共有プライベー
ト・データベース・リンクが役立つ場合もあります。

共有データベース・リンクでは、ソース・データベースの複数のセッションでターゲット・
データベースへの同じ接続が共有されます。ターゲット・データベースでセッションが確立さ
れると、ソース・データベースの別のセッションで接続を使用できるように、そのセッション
は接続から関連付けを解除されます。認可されていないセッションがデータベース・リンクを
使用して接続できないように、SHAREDを指定するときは、データベース・リンクの使用を認
可されたユーザーに対して dblink_authentication句も指定する必要があります。

参照参照参照参照 : 「パブリック・データベース・リンクの定義例 :」（14-31 ページ）

CREATE
SHARED PUBLIC

DATABASE LINK dblink

CONNECT TO

CURRENT_USER

user IDENTIFIED BY password
dblink_authentication

dblink_authentication

USING connect_string
;

AUTHENTICATED BY user IDENTIFIED BY password
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dblink
データベース・リンクの完全な名前または名前の一部を指定します。データベース名のみを指
定した場合、ローカル・データベースのデータベース・ドメインが暗黙的に追加されます。

dblinkには、ASCII 文字のみを使用してください。マルチバイト文字はサポートされていま
せん。データベース・リンク名は、大文字と小文字が区別されず、大文字の ASCII 文字で保存
されます。データベース名を引用識別子として指定した場合、引用符は特に警告もなく無視さ
れます。

GLOBAL_NAMES初期化パラメータの値が TRUEの場合、データベース・リンクは、接続先の
データベースと同じ名前を持つ必要があります。GLOBAL_NAMESの値が FALSEで、データ
ベースのグローバル名を変更した場合、グローバル名を指定できます。

Oracle RAC 構成の 1 つのセッションまたは 1 つのインスタンスでオープンできるデータベー
ス・リンクの 大数は、OPEN_LINKSおよび OPEN_LINKS_PER_INSTANCE初期化パラメータ
の値で指定します。

データベース・リンク作成の制限事項データベース・リンク作成の制限事項データベース・リンク作成の制限事項データベース・リンク作成の制限事項 : 他のユーザーのスキーマ内にはデータベース・リンク
を作成できません。また、dblinkはスキーマ名を付けて指定できません（データベース・リ
ンク名にはピリオドを指定できるため、ralph.linktosalesのような名前を付けた場合、ス
キーマ ralphの linktosalesという名前のデータベース・リンクと解析されるのではなく、
名前全体が自分のスキーマにあるデータベース・リンク名と解析されます）。

CONNECT TO 句句句句

CONNECT TO句を使用すると、リモート・データベースへの接続に使用するユーザーおよび資
格証明がある場合は、それらを指定できます。

CURRENT_USER 句句句句

CURRENT_USERを指定すると、現行のユーザーのデータベース・リンク現行のユーザーのデータベース・リンク現行のユーザーのデータベース・リンク現行のユーザーのデータベース・リンクを作成できます。現行
のユーザーは、リモート・データベースに有効なアカウントを持つグローバル・ユーザーであ
る必要があります。

データベース・リンクがストアド・オブジェクト内からではなく直接使用される場合、現行の
ユーザーは接続ユーザーと同じです。

データベース・リンクを開始するストアド・オブジェクト（プロシージャ、ビュー、トリガー
など）を実行する場合、CURRENT_USERは、ストアド・オブジェクトを所有するユーザーの名
前であり、オブジェクトをコールしたユーザーの名前ではありません。たとえば、データベー
ス・リンクが（scottによって作成された）プロシージャ scott.p内にあり、ユーザー jane
がプロシージャ scott.pをコールした場合、現行のユーザーは scottになります。

参照参照参照参照 : 共有データベース・リンクの詳細は、『Oracle Database 管理者ガ
イド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� データベース・リンクのネーミングのガイドラインについては、2-104
ページの「リモート・データベース内のオブジェクトの参照」を参照
してください。

� GLOBAL_NAMES、OPEN_LINKSおよび OPEN_LINKS_PER_INSTANCE
初期化パラメータについては、『Oracle Database リファレンス』を参
照してください。

� データベースのグローバル名の変更については、10-38 ページの
「ALTER DATABASE」の「RENAME GLOBAL_NAME 句」を参照して
ください。
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ただし、ストアド・オブジェクトが実行者権限ファンクション、プロシージャまたはパッケー
ジである場合、実行者認可 ID はリモート・ユーザーとしての接続に使用されます。たとえば、
権限を持つデータベース・リンクがプロシージャ scott.p（scottによって作成された実行
者権限プロシージャ）内にあり、ユーザー Jane がプロシージャ scott.pをコールした場合、
CURRENT_USERは janeであり、プロシージャは、Jane の権限で実行されます。

user IDENTIFIED BY password
固定ユーザー・データべース・リンク固定ユーザー・データべース・リンク固定ユーザー・データべース・リンク固定ユーザー・データべース・リンクを使用して、リモート・データベースに接続するための
ユーザー名およびパスワードを指定できます。この句を指定しない場合、データベース・リン
クでは、データベースに接続している各ユーザーのユーザー名およびパスワードが使用されま
す。これを接続ユーザー・データベース・リンク接続ユーザー・データベース・リンク接続ユーザー・データベース・リンク接続ユーザー・データベース・リンクといいます。

dblink_authentication
共有データベース・リンクを作成する場合（SHARED句を指定した場合）にのみ、この句を指
定できます。ターゲット・インスタンスのユーザー名およびパスワードを指定します。この句
は、リモート・サーバーに対してユーザーを認証するもので、セキュリティ上必要です。指定
するユーザー名およびパスワードは、リモート・インスタンスで有効なユーザー名およびパス
ワードである必要があります。ユーザー名およびパスワードは、認証用としてのみ使用されま
す。このユーザーを対象とした認証以外の操作はありません。

USING 'connect string'
リモート・データベースのサービス名を指定します。データベース名のみを指定した場合、接
続文字列にデータベース・ドメインが暗黙的に追加され、完全なサービス名が作成されます。
したがって、リモート・データベースのデータベース・ドメインが現行のデータベース・ドメ
インと異なる場合は、完全なサービス名を指定する必要があります。

例例例例

次の例では、localという名前のデータベースと remoteという名前の 2 つのデータベースを
使用することを想定しています。この例では、Oracle Database ドメインを使用します。ご使用
のドメインとは異なります。

パブリック・データベース・リンクの定義例パブリック・データベース・リンクの定義例パブリック・データベース・リンクの定義例パブリック・データベース・リンクの定義例 : 次の例では、remoteという共有パブリック・
データベース・リンクを定義します。このデータベース・リンクは、サービス名 remoteで指
定されたデータベースと対応しています。

CREATE PUBLIC DATABASE LINK remote 
   USING 'remote'; 

このデータベース・リンクによって、localデータベース上のユーザー hrがリモート・デー
タベース上の表を更新できます（hrに適切な権限があることを想定しています）。

UPDATE employees@remote
   SET salary=salary*1.1
   WHERE last_name = 'Baer';

参照参照参照参照 :

� 実行者権限ファンクションの詳細は、14-48 ページの「CREATE 
FUNCTION」を参照してください。

� 「CURRENT_USER データベース・リンクの定義例 :」（14-32 ページ）

参照参照参照参照 : 「固定ユーザー・データベース・リンクの定義例 :」（14-32 ページ）

参照参照参照参照 : リモート・データベースの指定の詳細は、『Oracle Database 管理
者ガイド』を参照してください。
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固定ユーザー・データベース・リンクの定義例固定ユーザー・データベース・リンクの定義例固定ユーザー・データベース・リンクの定義例固定ユーザー・データベース・リンクの定義例 : 次の例では、リモート・データベース上の
ユーザー hrが、localデータベース上の hrスキーマに、localという名前の固定ユーザー・
データベース・リンクを定義します。

CREATE DATABASE LINK local 
   CONNECT TO hr IDENTIFIED BY password
   USING 'local';

このデータベース・リンクが作成されると、hrは、次のように localデータベース上のス
キーマ hrの表を問い合せることができます。

SELECT * FROM employees@local;

ユーザー hrは、次の DML 文を使用して、localデータベース上のデータを変更することも
できます。

INSERT INTO employees@local
   (employee_id, last_name, email, hire_date, job_id)
   VALUES (999, 'Claus', 'sclaus@example.com', SYSDATE, 'SH_CLERK');

UPDATE jobs@local SET min_salary = 3000
   WHERE job_id = 'SH_CLERK';

DELETE FROM employees@local 
   WHERE employee_id = 999;

この固定データベース・リンクを使用すると、remoteデータベース上のユーザー hr は、同じ
データベース上の他のユーザーが所有する表にもアクセスできます。この文は、ユーザー hr
が oe.customers表に対する SELECT権限を持っていることを想定しています。この文では、
localデータベースのユーザー hrに接続した後で、次のように oe.customers表への問合せ
が行われます。

SELECT * FROM oe.customers@local;

CURRENT_USER データベース・リンクの定義例データベース・リンクの定義例データベース・リンクの定義例データベース・リンクの定義例 : 次の文は、リンク名としてサービス名全
体を使用して、remoteデータベースに対する現行のユーザーのデータベース・リンクを定義
します。

CREATE DATABASE LINK remote.us.example.com
   CONNECT TO CURRENT_USER
   USING 'remote';

この文を発行するユーザーは、LDAP ディレクトリ・サービスに登録されたグローバル・ユー
ザーである必要があります。

特定の表が remoteデータベース上にあることを示さないように、シノニムを作成できます。
次の文によって、これ以降に emp_tableを参照すると、リモート・データベース上の hrが所
有する employees表にアクセスします。

CREATE SYNONYM emp_table 
   FOR oe.employees@remote.us.example.com;
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CREATE DIMENSION 

用途用途用途用途

CREATE DIMENSION文を使用すると、ディメンションディメンションディメンションディメンションを作成できます。ディメンションは、列
集合の組の親子関係を定義します。列集合の列は、すべて同じ表から得られたものである必要
があります。ただし、1 つの列集合（レベルレベルレベルレベル）の列は、別の集合の列とは異なる表から得るこ
とができます。オプティマイザは、マテリアライズド・ビューとの関係を使用してクエリー・クエリー・クエリー・クエリー・
リライトリライトリライトリライトを行います。SQL アクセス・アドバイザは、特定のマテリアライズド・ビューの作成
の推奨にこの関係を使用します。

前提条件前提条件前提条件前提条件

自分のスキーマ内にディメンションを作成する場合は、CREATE DIMENSIONシステム権限が必
要です。他のユーザーのスキーマ内にディメンションを作成する場合は、CREATE ANY 
DIMENSIONシステム権限が必要です。どちらの場合も、ディメンションで参照されるオブジェ
クトに対して、SELECTオブジェクト権限が必要です。

構文構文構文構文

create_dimension::=

level_clause::=

注意注意注意注意 : Oracle Database は、ディメンションの作成中に宣言する関係の妥
当性チェックを自動的には行いません。hierarchy_clauseおよび
CREATE DIMENSIONの dimension_join_clauseで指定する関係の妥
当性チェックを行うには、DBMS_OLAP.VALIDATE_DIMENSIONプロシー
ジャを実行する必要があります。

参照参照参照参照 :

� マテリアライズド・ビューの詳細は、15-4 ページの「CREATE 
MATERIALIZED VIEW」を参照してください。

� クエリー・リライト、オプティマイザおよび SQL アクセス・アドバイ
ザの詳細は、『Oracle Database パフォーマンス・チューニング・ガイ
ド』を参照してください。

CREATE DIMENSION
schema .

dimension level_clause

hierarchy_clause

attribute_clause

extended_attribute_clause

;

LEVEL level IS

level_table . level_column

( level_table . level_column

,

)

SKIP WHEN NULL
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hierarchy_clause::=

dimension_join_clause::=

attribute_clause::=

extended_attribute_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
ディメンションを作成するスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、自分のスキー
マ内にディメンションが作成されます。

dimension
ディメンション名を指定します。名前は、スキーマ内で一意である必要があります。

level_clause
ディメンションのレベルを指定します。レベルは、ディメンション階層および属性を定義しま
す。

level レベル名を指定します。

level_table . level_column レベル内の列を指定します。 大 32 列を指定できます。この句
で指定する表は、すでに存在している必要があります。

SKIP WHEN NULL この句を指定すると、指定したレベルが NULLの場合、そのレベルはス
キップされます。この句を使用すると、指定したレベルをスキップする代替パスによって、親
子関係の階層のつながりを維持できます。14-35 ページの「hierarchy_clause」を参照してくだ
さい。

HIERARCHY hierarchy ( child_level CHILD OF parent_level
dimension_join_clause

)

JOIN KEY

child_key_column

( child_key_column

,

)

REFERENCES parent_level

ATTRIBUTE level DETERMINES

dependent_column

( dependent_column

,

)

ATTRIBUTE attribute LEVEL level DETERMINES

dependent_column

( dependent_column

,

)
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ディメンション・レベル列の制限事項ディメンション・レベル列の制限事項ディメンション・レベル列の制限事項ディメンション・レベル列の制限事項 : ディメンション・レベル列には、次の制限事項があり
ます。

� レベルの列は、すべて同じ表から得られたものである必要があります。

� 異なるレベルの列が異なる表から得られる場合、dimension_join_clauseを指定する
必要があります。

� 指定する列の集合は、このレベルに一意である必要があります。

� 指定する列は、他のディメンションでは指定できません。

� レベルが SKIP WHEN NULLで指定されていないかぎり、各 level_columnは、NULL 以外
である必要があります。NULL 以外の列に NOT NULL制約を指定する必要はありません。
SKIP WHEN NULLを指定する列に、NOT NULL制約を指定することはできません。

hierarchy_clause
ディメンションのレベルの線形階層を定義します。各階層が、ディメンションのレベル間で親
子関係の連鎖を形成します。ディメンションの階層は、互いに依存していません。階層は、共
通の列を持つことができます。

ディメンションの各レベルは、句の中で 高 1 回指定され、level_clauseで名前を付けてお
く必要があります。

hierarchy 階層名を指定します。この名前は、ディメンションで一意である必要があります。

child_level 親レベルと n:1 の関係を持つレベルの名前を指定します。child_levelの
level_columnsは NULL 以外である必要があります。各 child_level値は、
parent_levelという名前の次の値を一意に定義します。

子 level_tableが親 level_tableと異なる場合、dimension_join_clauseでそれらの
結合関係を指定する必要があります。

parent_level レベル名を指定します。

dimension_join_clause
dimension_join_clauseを使用すると、複数の表に列が含まれるディメンションに内部等
価結合関係を指定できます。この句は、階層で指定されたすべての列が同じ表にあるとはかぎ
らない場合にのみ指定する必要があり、このときのみ指定できます。

child_key_column
親レベルの列と結合互換性のある 1 つ以上の列を指定します。

スキーマおよび各 child_columnの表を指定しない場合、hierarchy_clauseの CHILD OF
関係からスキーマおよび表が判断されます。child_key_columnのスキーマおよび列を指定
する場合は、hierarchy_clauseの parent_levelの子のスキーマおよび列の表と一致して
いる必要があります。

parent_level
レベル名を指定します。

ディメンションの結合の制限事項ディメンションの結合の制限事項ディメンションの結合の制限事項ディメンションの結合の制限事項 : ディメンションの結合には、次の制限事項があります。

� 同じ階層の既存のレベルの組に対して、1 つの dimension_join_clauseのみを指定でき
ます。

� child_key_columnsは NULL 以外であり、親キーが一意で NULL 以外である必要があり
ます。条件を適用するために制約を定義する必要はありません。ただし、条件を満たさな
い場合、問合せが不適切な結果を戻すことがあります。
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� 各子キーは、parent_level表のキーと結合する必要があります。

� 自己結合は使用できません。child_key_columnsを、parent_levelと同じ表に置くこ
とはできません。

� 子キー列は、すべて同じ表から得られたものである必要があります。

� 子キー列数は、parent_levelの列数と一致し、列は結合可能である必要があります。

� 親レベルが複数の列で構成されている場合のみ、子キー列を指定します。

attribute_clause
attribute_clauseを使用すると、階層レベルによって一意に定義されている列を指定でき
ます。levelの列は、dependent_columnsと同じ表からすべて得る必要があります。
dependent_columnsは、level_clauseで指定されている必要はありません。

たとえば、階層レベルが市、都道府県名、および国の場合、市は市長、都道府県名は知事、国
は首相を決定します。

extended_attribute_clause
この句を使用すると、1 つ以上のレベルと列の関係に属性名を指定できます。この句で作成す
る属性の種類は、attribute_clauseを使用して作成される属性の種類と同じです。唯一の
違いは、属性にレベル名とは異なる名前を割り当てることができることです。

例例例例 

ディメンションの作成例ディメンションの作成例ディメンションの作成例ディメンションの作成例 : 次の文は、サンプル・スキーマ shに customers_dimディメン
ションを作成します。

CREATE DIMENSION customers_dim 
   LEVEL customer   IS (customers.cust_id)
   LEVEL city       IS (customers.cust_city) 
   LEVEL state      IS (customers.cust_state_province) 
   LEVEL country    IS (countries.country_id) 
   LEVEL subregion  IS (countries.country_subregion) 
   LEVEL region     IS (countries.country_region) 
   HIERARCHY geog_rollup (
      customer      CHILD OF
      city          CHILD OF 
      state         CHILD OF 
      country       CHILD OF 
      subregion     CHILD OF 
      region 
   JOIN KEY (customers.country_id) REFERENCES country
   )
   ATTRIBUTE customer DETERMINES
   (cust_first_name, cust_last_name, cust_gender, 
    cust_marital_status, cust_year_of_birth, 
    cust_income_level, cust_credit_limit) 
   ATTRIBUTE country DETERMINES (countries.country_name)
;

拡張属性を持つディメンションの作成例拡張属性を持つディメンションの作成例拡張属性を持つディメンションの作成例拡張属性を持つディメンションの作成例 : また、次の例のように、attribute_clauseのか
わりに extended_attribute_clauseを使用することもできます。

CREATE DIMENSION customers_dim 
   LEVEL customer   IS (customers.cust_id)
   LEVEL city       IS (customers.cust_city) 
   LEVEL state      IS (customers.cust_state_province) 
   LEVEL country    IS (countries.country_id) 
   LEVEL subregion  IS (countries.country_subregion) 
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   LEVEL region     IS (countries.country_region) 
   HIERARCHY geog_rollup (
      customer      CHILD OF
      city          CHILD OF 
      state         CHILD OF 
      country       CHILD OF 
      subregion     CHILD OF 
      region 
   JOIN KEY (customers.country_id) REFERENCES country
   )
   ATTRIBUTE customer_info LEVEL customer DETERMINES
   (cust_first_name, cust_last_name, cust_gender, 
    cust_marital_status, cust_year_of_birth, 
    cust_income_level, cust_credit_limit) 
   ATTRIBUTE country DETERMINES (countries.country_name)
;

NULL 列値を持つディメンションの作成例列値を持つディメンションの作成例列値を持つディメンションの作成例列値を持つディメンションの作成例 : 次の例は、レベル列のいずれかが NULL の場合
に、階層のつながりを維持する際のディメンションの作成方法を示しています。この例では、
簡単に説明するために cust_marital_status列を使用しています。この列は NOT NULL列
ではありません。この制約がある場合は、SKIP WHEN NULL句を使用する前にこの制約を使用
禁止にする必要があります。

CREATE DIMENSION customers_dim
   LEVEL customer IS (customers.cust_id)
   LEVEL status IS (customers.cust_marital_status) SKIP WHEN NULL
   LEVEL city IS (customers.cust_city)
   LEVEL state IS (customers.cust_state_province)
   LEVEL country IS (countries.country_id)
   LEVEL subregion IS (countries.country_subregion) SKIP WHEN NULL
   LEVEL region IS (countries.country_region)
   HIERARCHY geog_rollup (
      customer CHILD OF
      city CHILD OF
      state CHILD OF
      country CHILD OF
      subregion CHILD OF
      region
   JOIN KEY (customers.country_id) REFERENCES country
   )
   ATTRIBUTE customer DETERMINES
   (cust_first_name, cust_last_name, cust_gender,
    cust_marital_status, cust_year_of_birth,
    cust_income_level, cust_credit_limit)
   ATTRIBUTE country DETERMINES (countries.country_name)
;
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CREATE DIRECTORY 

用途用途用途用途

CREATE DIRECTORY文を使用すると、ディレクトリ・オブジェクトを作成できます。ディレク
トリ・オブジェクトは、外部バイナリ・ファイル LOB（BFILE）および外部表データが存在す
るサーバー・ファイル・システム上のディレクトリの別名を示します。PL/SQL コードおよび
OCI コールで BFILEを参照する際、管理の汎用性のために、オペレーティング・システムのパ
ス名をハード・エンコードせずにディレクトリ名を使用できます。

すべてのディレクトリは 1 つのネームスペースに作成されるため、個々のユーザーのスキーマ
で所有されるわけではありません。ディレクトリに対するオブジェクト権限を特定ユーザーに
付与することによって、そのディレクトリ構造内に格納されている BFILEへのアクセスを制限
できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ディレクトリを作成する場合は、CREATE ANY DIRECTORYシステム権限が必要です。

ディレクトリを作成する場合、そのディレクトリに対する READオブジェクト権限および
WRITEオブジェクト権限が自動的に付与され、他のユーザーおよびロールにこれらの権限を付
与できます。DBA も、これらの権限を他のユーザーおよびロールに付与できます。

ディレクトリに対する WRITE権限は、外部表との接続に便利です。これによって、権限受領者
は、外部表のエージェントがディレクトリに書き込めるのがログ・ファイルなのか不良ファイ
ルなのかを判断できます。

ファイルの記憶域用に、それに応じたオペレーティング・システムのディレクトリ、ASM ディ
スク・グループ、または ASM ディスク・グループ内のディレクトリを作成する必要もありま
す。システム管理者およびデータベース管理者は、このオペレーティング・システムのディレ
クトリに、Oracle Database プロセスに対する読取り権限および書込み権限が正しく設定されて
いることを確認する必要があります。

ディレクトリに対して付与される権限は、オペレーティング・システムのディレクトリ用に定
義されたアクセス権限とは無関係に作成されるため、これらの権限は完全に対応しない場合が
あります。たとえば、サンプル・ユーザー hrに、ディレクトリ・オブジェクトに対する READ
権限が付与されていても、それに対応するオペレーティング・システムのディレクトリに
Oracle Database プロセスに対する READ権限が付与されていない場合は、エラーが発生しま
す。

構文構文構文構文

create_directory::=

参照参照参照参照 :

� BFILEオブジェクトの詳細は、2-24 ページの「ラージ・オブジェクト
（LOB）・データ型」を参照してください。

� オブジェクト権限の付与の詳細は、18-31 ページの「GRANT」を参照
してください。

� 16-16 ページの「CREATE TABLE」の「external_table_clause::=」を参
照してください。

CREATE
OR REPLACE

DIRECTORY directory AS ’ path_name ’ ;
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

OR REPLACE
OR REPLACEを指定すると、既存のディレクトリ・データベース・オブジェクトを再作成でき
ます。この句を指定した場合、既存のディレクトリに付与されているデータベース・オブジェ
クト権限を削除、再作成および再付与しなくても、そのディレクトリの定義を変更できます。

再定義したディレクトリに対する権限が付与されていたユーザーは、権限が再付与されなくて
もそのディレクトリにアクセスできます。

directory
作成するディレクトリ・オブジェクトの名前を指定します。directoryの 大長は 30 バイト
です。ディレクトリ・オブジェクトは、スキーマ名で修飾できません。

指定したディレクトリが実際に存在するかどうかは検証されません。このため、オペレーティ
ング・システムに存在するディレクトリを指定してください。また、オペレーティング・シス
テムでパス名の大 / 小文字が区別される場合は、正しい形式でディレクトリ名を指定する必要
があります。パス名の終わりにスラッシュを指定する必要はありません。

ディレクトリ名で親ディレクトリを参照しないでください。たとえば、次の構文は有効です。

CREATE DIRECTORY mydir AS '/scratch/file_data';

ただし、次の構文は無効です。

CREATE DIRECTORY mydir AS '/scratch/data/../file_data';

path_name
ファイルが格納されているサーバー上のオペレーティング・システムのディレクトリのフルパ
ス名を指定します。指定するフルパス名は、一重引用符で囲む必要があります。また、パス名
の大 / 小文字は区別されます。

例例例例

ディレクトリの作成例ディレクトリの作成例ディレクトリの作成例ディレクトリの作成例 : 次の文は、サーバーのディレクトリを示す、ディレクトリのデータ
ベース・オブジェクトを作成します。

CREATE DIRECTORY admin AS 'oracle/admin';

次の文は、オペレーティング・システムのディレクトリ /usr/binに格納されている BFILE
にアクセスできるように、ディレクトリのデータベース・オブジェクト bfile_dirを再定義
します。

CREATE OR REPLACE DIRECTORY bfile_dir AS '/usr/bin/bfile_dir';

参照参照参照参照 : データベースからのディレクトリの削除については、17-38 ページ
の「DROP DIRECTORY」を参照してください。
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CREATE DISKGROUP 

用途用途用途用途

CREATE DISKGROUP句を使用すると、ディスクのグループに名前を付け、そのグループを
Oracle Database が管理するように指定できます。Oracle Database は、ディスク・グループを
論理単位として管理し、I/O の均衡を保つために各ファイルを均等に分散します。また、ディ
スク・グループで使用可能なすべてのディスクにデータベース・ファイルを自動的に分散し、
記憶域構成が変更されるたびに、自動的にストレージの均衡を再調整します。

この文を使用すると、ディスク・グループが作成され、1 つ以上のディスクがディスク・グ
ループに割り当てられ、ディスク・グループの初めてのマウントが実行されます。後続のイン
スタンスで、自動ストレージ管理によって自動的にディスク・グループをマウントさせる場合
は、初期化パラメータ・ファイルの ASM_DISKGROUPS初期化パラメータの値に、そのディス
ク・グループ名を追加する必要があります。SPFILEを使用している場合、そのディスク・グ
ループは自動的に初期化パラメータに追加されます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

この文を発行するには、SYSDBAシステム権限が必要です。

この文を発行する前に、オペレーティング・システムのフォーマット・ユーティリティを使用
して、ディスクをフォーマットしておく必要があります。また、Oracle Database ユーザーが読
取り / 書込み権限を持ち、ASM_DISKSTRINGを使用してディスクが検出可能であることを確
認します。

ファイル・システムまたは RAW デバイスではなく、自動ストレージ管理ディスク・グループ
にデータベース・ファイルを格納している場合、自動ストレージ管理インスタンスを構成およ
び起動してディスク・グループを管理しないと、データベース・インスタンスがディスク・グ
ループのファイルにアクセスできません。

各データベース・インスタンスは、データベースと同じノード上にある 1 つの自動ストレージ
管理インスタンスと通信します。同じノード上にある複数のデータベース・インスタンスが、
1 つの自動ストレージ管理インスタンスと通信できます。

注意注意注意注意 : この SQL 文は、自動ストレージ管理を使用しており、自動スト
レージ管理インスタンスを起動している場合にのみ有効です。この文の発
行は、通常のデータベース・インスタンスからではなく、自動ストレージ
管理インスタンスから行う必要があります。自動ストレージ管理インスタ
ンスの起動の詳細は、『Oracle Database ストレージ管理者ガイド』 を参照
してください。

参照参照参照参照 :

� ディスク・グループの変更については、10-46 ページの「ALTER 
DISKGROUP」を参照してください。

� 自動ストレージ管理およびディスク・グループを使用してデータベー
ス管理を簡略化する方法については、『Oracle Database ストレージ管
理者ガイド』を参照してください。

� 初期化パラメータ・ファイルへのディスク・グループ名の追加の詳細
は、ASM_DISKGROUPSを参照してください。

� 自動ストレージ管理操作を監視する方法については、
V$ASM_OPERATIONを参照してください。

� ディスク・グループの削除については、17-39 ページの「DROP 
DISKGROUP」を参照してください。
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CREATE DISKGROUP
構文構文構文構文

create_diskgroup::=

qualified_disk_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

diskgroup_name
ディスク・グループ名を指定します。ディスク・グループには、データベース・スキーマ・オ
ブジェクトと同じネーミング規則および制限が適用されます。データベース・オブジェクト名
の詳細は、2-98 ページの「スキーマ・オブジェクトのネーミング規則」を参照してください。

REDUNDANCY 句句句句

REDUNDANCY句を使用すると、ディスク・グループの冗長レベルを指定できます。

� NORMAL REDUNDANCYの場合、2 つ以上の障害グループが存在する必要があります（次の
「FAILGROUP句」を参照）。自動ストレージ管理では、ディスク・グループ・テンプレート
で指定された属性に従って、ディスク・グループのすべてのファイルの冗長性が提供され
ます。NORMAL REDUNDANCYディスク・グループでは、1 つのグループが消失してもリカ
バリできます。ディスク・グループ・テンプレートの詳細は、10-54 ページの「ALTER 
DISKGROUP ...」の「diskgroup_template_clauses」を参照してください。

� HIGH REDUNDANCYの場合、少なくとも 3 つの障害グループが存在する必要があります。
自動ストレージ管理では、エクステントごとにミラー化された 2 つのコピーが存在する
3 方向ミラー化でミラーリングが行われます。HIGH REDUNDANCYディスクグループでは、
2 つの障害グループが消失してもリカバリできます。

� EXTERNAL REDUNDANCYは、自動ストレージ管理でディスク・グループの冗長性が提供さ
れないことを示します。ディスク・グループ内のディスクは、（たとえばストレージ・アレ
イを使用して）冗長性を提供する必要があります。または、ディスク障害が発生した場合
にディスク・グループが消失しても、（テスト環境などを使用することで）それを許容でき
る必要があります。EXTERNAL REDUNDANCYを指定する場合、FAILGROUP句は指定でき
ません。

CREATE DISKGROUP diskgroup_name

HIGH

NORMAL

EXTERNAL

REDUNDANCY

FAILGROUP failgroup_name
DISK qualified_disk_clause

,

ATTRIBUTE ’ attribute_name ’ = ’ attribute_value ’

,

;

search_string
NAME disk_name SIZE size_clause

FORCE

NOFORCE
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FAILGROUP 句句句句

この句を使用すると、1 つ以上の障害グループの名前を指定できます。NORMAL REDUNDANCY
または HIGH REDUNDANCYを指定している場合にこの句を省略すると、Oracle Database は、自
動的にディスク・グループの各ディスクを障害グループに追加します。障害グループの暗黙的
な名前は、オペレーティング・システムに依存しないディスク名と同じです（14-42 ページの

「NAME 句」を参照）。

EXTERNAL REDUNDANCYディスク・グループを作成している場合、この句は指定できません。

qualified_disk_clause
DISK qualified_disk_clauseを指定すると、ディスク・グループにディスクを追加できま
す。

search_string ディスク・グループに追加するディスクごとに、オペレーティング・システム
依存の検索文字列を指定します。自動ストレージ管理では、この文字列を使用してディスクが
検索されます。search_stringは、ASM_DISKSTRING初期化パラメータの文字列を使用し
た検索で戻される、ディスクのサブセットを指している必要があります。search_stringが
Oracle Database ユーザーが読取り / 書込み権限を持っているディスクを指していない場合、自
動ストレージ管理はエラーを戻します。search_string が異なるディスク・グループに割り当て
られている 1 つ以上のディスクを指している場合、FORCEを指定していなければ、エラーが戻
されます。

自動ストレージ管理では、有効な追加候補のディスクごとにディスク・ヘッダーがフォーマッ
トされ、このディスクが新規のディスク・グループのメンバーであることが示されます。

NAME 句句句句 NAME句は、search_stringが 1 つのディスクを指す場合にのみ有効です。この
句を使用すると、オペレーティング・システムに依存しないディスクの名前を指定できます。
名前は、 大 30 文字の英数字で指定できます。 初の文字は、英字にする必要があります。
ASMLIB でディスクにラベルを割り当てている場合にこの句を省略すると、ディスク名として
そのラベルが使用されます。ASMLIB でラベルを割り当てていない場合にこの句を省略するす
ると、自動ストレージ管理は、「diskgroup_name_####」（#### はディスク番号）という書式
のデフォルト名を作成します。この名前を使用して、後続の自動ストレージ管理操作でディス
クを参照できます。

SIZE 句句句句 この句を使用すると、ディスクのサイズをバイト単位で指定できます。ディスク容量
を超えるサイズを指定すると、自動ストレージ管理はエラーを戻します。ディスク容量よりも
小さいサイズを指定した場合、自動ストレージ管理で使用されるディスク領域が制限されます。
この句を指定しない場合、自動ストレージ管理はプログラム的にディスクのサイズを決定しま
す。

FORCE FORCEを指定すると、自動ストレージ管理で、別のディスク・グループのメンバー
であるディスクをディスク・グループに追加できます。

この句を有効にするには、ディスクはディスク・グループのメンバーである必要があり、ディ
スクがマウントされたディスク・グループの一部であってはなりません。

NOFORCE NOFORCEを指定すると、自動ストレージ管理で、ディスクが別のディスク・グ
ループのメンバーである場合にエラーを戻すことができます。デフォルトは NOFORCEです。

参照参照参照参照 : 検索文字列の指定の詳細は、「ASM_DISKSTRING初期化パラメー
タ」を参照してください。

注意注意注意注意 : この方法で FORCEを使用すると、既存のディスク・グループが破
棄される可能性があります。
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ATTRIBUTE 句句句句

この句を使用すると、ディスク・グループの属性値を設定できます。V$ASM_ATTRIBUTE
ビューを問い合せることによって、現在の属性値を確認できます。表 14-1 に、この句で設定で
きる属性を示します。属性値はすべて文字列です。

例例例例

次の例では、ASM_DISKSTRINGパラメータは $ORACLE_HOME/disks/c*のスーパーセット
であり、$ORACLE_HOME/disks/c*が自動ストレージ管理ディスクとして使用される 1 つ以
上のデバイスを指し、Oracle Database ユーザーはディスクに対する読取り / 書込み権限を持っ
ていることを想定しています。

表表表表 14-1 ディスク・グループの属性ディスク・グループの属性ディスク・グループの属性ディスク・グループの属性

属性属性属性属性 有効な値有効な値有効な値有効な値 説明説明説明説明

AU_SIZE サイズ（バイト単
位）。有効な値は、
1M ～ 64M の 2 の

累乗です。例 : 
4M、4194304

割当て単位サイズを指定します。この属性は、ディスク・グループの作成時に
のみ設定でき、ALTER DISKGROUP文で変更することはできません。

COMPATIBLE.RDBMS 有効な Oracle 
Database バー

ジョン番号
（注意 1）

この設定は元に戻すことができません。自動ストレージ管理インスタンスと
データベース・インスタンスの間で交換されるメッセージの形式を指定しま
す。このパラメータには、異なる互換性設定で実行されている異なるデータ
ベース・クライアントに対して、異なる値を設定できます。ただし、すべての
ディスク・グループの互換性設定は、ディスク・グループを使用するデータ
ベースの COMPATIBLE初期化パラメータの値以下である必要があります。

COMPATIBLE.ASM 有効な Oracle 
Database バー

ジョン番号
（注意 1）

この設定は元に戻すことができません。ディスク上の ASM メタデータのデー

タ構造の形式を制御します。COMPATIBLE.ASMは、常に同じディスク・グ

ループの COMPATIBLE.RDBMS以上である必要があります。たとえば、ディス

ク・グループの COMPATIBLE.ASMを 11.0 に設定し、ディスク・グループの

COMPATIBLE.RDBMSを 10.1 に設定できます。この場合、バージョンが 11.0
以上の自動ストレージ管理ソフトウェアによってのみディスク・グループは管
理可能です。一方、バージョンが 10.1 以上のデータベース・クライアントは、

このディスク・グループを使用できます。

DISK_REPAIR_TIME 0 ～ 136 年 ディスクは、オフラインに切り替えられると、デフォルトの時間が経過した後
に ASM によって削除されます。compatible.rdbmsと compatible.asm
の両方の属性が 11.1 以上に設定されている場合、ディスクを修復してオンライ

ンに戻すことができるように、ALTER DISKGROUP ... SET ATTRIBUTE文で

disk_repair_time属性を使用して、そのデフォルトの時間を変更できま

す。この属性は、ディスク・グループの作成時には設定できません。

時間は分単位（M）または時間単位（H）で指定できます。指定した経過時間

は、ディスク・グループがマウントされているときにのみ加算されます。単位
を省略した場合、デフォルトは H になります。この属性を省略し、

compatible.rdbmsと compatible.asmの両方が 11.1 以上に設定されてい

る場合、デフォルトは 3.6H になります。それ以外の場合、ディスクは即時に

削除されます。この属性は、ALTER DISKGROUP ... DISK OFFLINE文および

DROP AFTER句によって上書きできます。

注意注意注意注意 : disk_repair_timeの現行の値を使用してディスクがオフラインに切

り替えられ、その後この属性の値が変更された場合、変更された値が ASM に

よってディスク・オフライン・ロジックで使用されます。

参照参照参照参照 : 詳細は、10-52 ページの「ALTER DISKGROUP」の「disk_offline_clause」
および『Oracle Database ストレージ管理者ガイド』を参照してください。

注意 1: 有効な Oracle Database リリース番号の 初の 2 桁以上を指定してください。有効なバージョン番号の指定の詳細は、

『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。たとえば、互換性を 10.2 または 11.1 として指定できます。

参照参照参照参照 : これらの属性設定の管理の詳細は、『Oracle Database ストレージ
管理者ガイド』を参照してください。
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ディスク・グループの作成例ディスク・グループの作成例ディスク・グループの作成例ディスク・グループの作成例 : 次の文は、自動ストレージ管理ディスク・グループ
dgroup_01を作成します。このディスク・グループには、自動ストレージ管理によって冗長性
が提供されておらず、search_stringと一致するすべてのディスクが含まれています。

CREATE DISKGROUP dgroup_01
  EXTERNAL REDUNDANCY
  DISK '$ORACLE_HOME/disks/c*';

参照参照参照参照 : 自動ストレージ管理およびディスク・グループを使用してデータ
ベース管理を簡略化する方法については、『Oracle Database ストレージ管
理者ガイド』を参照してください。
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CREATE FLASHBACK ARCHIVE 

用途用途用途用途

CREATE FLASHBACK ARCHIVE文を使用すると、フラッシュバック・データ・アーカイブを作
成できます。フラッシュバック・データ・アーカイブによって、指定したデータベース・オブ
ジェクトへのトランザクションでのデータ変更を自動的に追跡およびアーカイブできます。フ
ラッシュバック・データ・アーカイブは複数の表領域で構成され、追跡対象の表に対するすべ
てのトランザクションの履歴データが格納されます。

フラッシュバック・データ・アーカイブには、RETENTIONパラメータで指定した期間の履歴
データが格納されます。履歴データは、フラッシュバック問合せの AS OF句を使用して問い合
せることができます。指定した保存期間を超えた古いアーカイブ済履歴データは、自動的に消
去されます。

フラッシュバック・データ・アーカイブには、データベースに対するデータ定義言語（DDL）
の変更があっても、DDL の変更が表の構造に影響しないかぎり、履歴データが保持されます。
この規則の例外の 1 つとして、表に列が追加された場合にはフラッシュバック・データ・アー
カイブに履歴データが保持されます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

フラッシュバック・データ・アーカイブを作成するには、FLASHBACK ARCHIVE ADMINISTER
システム権限が必要です。また、フラッシュバック・データ・アーカイブを作成するには
CREATE TABLESPACEシステム権限が必要であり、履歴情報が格納される表領域に十分な割当
て制限も必要です。フラッシュバック・データ・アーカイブをシステムのデフォルトのフラッ
シュバック・データ・アーカイブとして指定するには、SYSDBAとしてログインしている必要
があります。

構文構文構文構文

create_flashback_archive::=

参照参照参照参照 :

� フラッシュバック・データ・アーカイブの使用方法の概要は、
『Oracle Database アドバンスト・アプリケーション開発者ガイド』を
参照してください。

� 表を追跡対象の表として指定する方法の詳細は、16-56 ページの
「CREATE TABLE」の「flashback_archive_clause」を参照してくださ
い。

� フラッシュバック・データ・アーカイブの割当て制限属性と保存属性
の変更およびフラッシュバック・データ・アーカイブにおける表領域
の記憶域の追加と変更の詳細は、10-60 ページの「ALTER 
FLASHBACK ARCHIVE」を参照してください。

CREATE FLASHBACK ARCHIVE
DEFAULT

flashback_archive

TABLESPACE tablespace
flashback_archive_quota

flashback_archive_retention
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CREATE FLASHBACK ARCHIVE
flashback_archive_quota::=

flashback_archive_retention::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

DEFAULT
DEFAULTを指定するには、SYSDBAとしてログインしている必要があります。この句を使用す
ると、このフラッシュバック・データ・アーカイブをデータベースのデフォルトのフラッシュ
バック・データ・アーカイブとして指定できます。CREATE TABLE文または ALTER TABLE文
に、フラッシュバック・データ・アーカイブ名を指定しないで flashback_archive_clause
が指定されている場合は、データベースはデフォルトのフラッシュバック・データ・アーカイ
ブを使用して、該当する表のデータを格納します。

デフォルトのフラッシュバック・データ・アーカイブがすでに存在する場合は、この句を指定
することはできません。ただし、ALTER FLASHBACK ARCHIVE ... SET DEFAULT句を使用して、
既存のデフォルトのフラッシュバック・データ・アーカイブを置き換えることはできます。

flashback_archive 
フラッシュバック・データ・アーカイブの名前を指定します。名前は、2-98 ページの「スキー
マ・オブジェクトのネーミング規則」に指定されている要件を満たしている必要があります。

TABLESPACE 句句句句

このフラッシュバック・データ・アーカイブのアーカイブ・データが格納される表領域を指定
します。この句では表領域を 1 つのみ指定できます。ただし、ALTER FLASHBACK ARCHIVE文
を使用して、後で表領域をフラッシュバック・データ・アーカイブに追加できます。

 flashback_archive_quota 
アーカイブ・データ用に確保する初期表領域の領域を指定します。フラッシュバック・デー
タ・アーカイブ内のアーカイブ用の領域が一杯になると、このフラッシュバック・データ・
アーカイブを使用する追跡対象の表での DML 操作は失敗します。フラッシュバック・データ・
アーカイブの内容が指定された割当て制限の 90% になると、領域不足のアラートがデータベー
スから発行され、古いデータを消去するか、割当て制限を追加する時間が与えられます。この
句を省略すると、指定された表領域でフラッシュバック・データ・アーカイブの割当て制限が
無制限になります。

参照参照参照参照 : 詳細は、16-56 ページの「CREATE TABLE」の
「flashback_archive_clause」を参照してください。

QUOTA integer

M

G

T

P

RETENTION integer

YEAR

MONTH

DAY
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CREATE FLASHBACK ARCHIVE
flashback_archive_retention 
アーカイブされたデータがフラッシュバック・データ・アーカイブに保持される時間の長さを
月、日または年単位で指定します。指定した時間でフラッシュバック・データ・アーカイブが
一杯になると、データベースは 14-46 ページの「flashback_archive_quota」で説明されている
ように応答します。

例例例例

次の文では、2 つのフラッシュバック・データ・アーカイブがテストのために作成されます。
初のフラッシュバック・データ・アーカイブは、データベースのデフォルトとして指定され

ます。どちらも、領域割当て制限は 1MB であり、アーカイブの保存は 1 日です。

CREATE FLASHBACK ARCHIVE DEFAULT test_archive1
   TABLESPACE example
   QUOTA 1 M
   RETENTION 1 DAY;

CREATE FLASHBACK ARCHIVE test_archive2
   TABLESPACE example
   QUOTA 1 M
   RETENTION 1 DAY;

次の文では、デフォルトのフラッシュバック・データ・アーカイブを変更して、保存期間を
1 か月に延長します。

ALTER FLASHBACK ARCHIVE test_archive1
   MODIFY RETENTION 1 MONTH;

次の文では、oe.customers表の追跡を指定します。フラッシュバック・データ・アーカイブ
が指定されていないため、データはデフォルトのフラッシュバック・データ・アーカイブ
test_archive1にアーカイブされます。

ALTER TABLE oe.customers
   FLASHBACK ARCHIVE;

次の文では、oe.orders表の追跡を指定します。この場合、データは指定したフラッシュバッ
ク・データ・アーカイブ test_archive2にアーカイブされます。

ALTER TABLE oe.orders
   FLASHBACK ARCHIVE test_archive2;

次の文では、test_archive2フラッシュバック・データ・アーカイブを削除します。

DROP FLASHBACK ARCHIVE test_archive2;
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CREATE FUNCTION
CREATE FUNCTION 

用途用途用途用途 
ファンクションは PL/SQL を使用して定義されます。このため、この項では一般的な情報につ
いて説明します。構文およびセマンティクスの詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファ
レンス』を参照してください。

CREATE FUNCTION文を使用すると、スタンドアロン・ストアド・ファンクションまたはコー
ル仕様を作成できます。

� ストアド・ファンクションストアド・ファンクションストアド・ファンクションストアド・ファンクション（ユーザー・ファンクションユーザー・ファンクションユーザー・ファンクションユーザー・ファンクションまたはユーザー定義ファンクショユーザー定義ファンクショユーザー定義ファンクショユーザー定義ファンクショ
ンンンン）は、名前でコールできる PL/SQL 文の集合です。ストアド・ファンクションは、プロ
シージャとよく似ていますが、ファンクションは、コールした環境に値を戻す点で異なり
ます。ストアド・ファンクションは、SQL 式の一部として使用できます。

� コール仕様コール仕様コール仕様コール仕様は、PL/SQL からコールできるように、Java メソッドまたは第三世代言語
（3GL）ルーチンを宣言します。CALL SQL 文を使用して、そのようなメソッドまたはルー
チンをコールすることもできます。コール仕様は、コールされたときに起動する Java メ
ソッドまたは共有ライブラリの名前付きファンクションを Oracle Database に指示します。
また、引数および戻り値に対して実行する型変換もデータベースに指示します。

前提条件前提条件前提条件前提条件

自分のスキーマ内にファンクションを作成または再作成する場合は、CREATE PROCEDUREシス
テム権限が必要です。他のユーザーのスキーマ内にファンクションを作成または再作成する場
合は、CREATE ANY PROCEDUREシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

ファンクションは PL/SQL を使用して定義されます。このため、このマニュアルの構文図では
SQL キーワードのみを示します。PL/SQL の構文、セマンティクスおよび例については、

『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

create_function::=

（plsql_sourceについては、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してくだ
さい。）

注意注意注意注意 : CREATE PACKAGE文を使用して、パッケージの一部としてファン
クションを作成することもできます。

参照参照参照参照 :

� プロシージャおよびファンクションの概要は 15-45 ページの
「CREATE PROCEDURE」を参照してください。パッケージの作成に
ついては、15-39 ページの「CREATE PACKAGE」を参照してくださ
い。ファンクションの変更および削除については、10-63 ページの

「ALTER FUNCTION」および 17-42 ページの「DROP FUNCTION」
を参照してください。

� 共有ライブラリについては、15-2 ページの「CREATE LIBRARY」を
参照してください。

� 外部ファンクションの登録の詳細は、『Oracle Database アドバンス
ト・アプリケーション開発者ガイド』を参照してください。

CREATE
OR REPLACE

FUNCTION plsql_source
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CREATE FUNCTION
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

OR REPLACE
OR REPLACEを指定すると、既存のファンクションを再作成できます。この句を指定した場合、
既存のファンクションに付与されているオブジェクト権限を削除、再作成および再付与しなく
ても、そのファンクションの定義を変更できます。ファンクションを再定義した場合、その
ファンクションは再コンパイルされます。

再定義したファンクションに対して権限が付与されていたユーザーは、権限を再付与されなく
ても、そのファンクションにアクセスできます。

ファンクション索引がファンクションに依存している場合、索引に DISABLEDのマークが付き
ます。

plsql_source
plsql_sourceの構文、セマンティクスおよび例については、『Oracle Database PL/SQL 言語
リファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 :  SQL を使用したファンクションの再コンパイルについては、
「ALTER FUNCTION」を参照してください。
SQL 文 : CREATE CLUSTER ～ CREATE JAVA 14-49



CREATE INDEX
CREATE INDEX 

用途用途用途用途

CREATE INDEX文を使用すると、次のものに索引を作成できます。

� 表の 1 つ以上の列、パーティション表、索引構成表またはクラスタ

� 表またはクラスタの 1 つ以上のスカラー型オブジェクト属性

� ネストした表の列の索引を作成するためのネストした表の記憶表

索引索引索引索引は、スキーマ・オブジェクトの 1 つで、索引には、表またはクラスタの索引付き列の中に
表示される各値のエントリが入ります。索引を使用した場合、行に直接、かつ高速にアクセス
できます。Oracle Database は、次の索引をサポートしています。

� 通常の索引。（デフォルトでは B ツリー索引が作成されます。）

� ビットマップ索引ビットマップ索引ビットマップ索引ビットマップ索引。キー値に関連付けられた ROWID をビットマップとして格納します。

� パーティション索引パーティション索引パーティション索引パーティション索引。表の索引付き列に表示される各値のエントリを含むパーティション
で構成されます。

� ファンクション索引ファンクション索引ファンクション索引ファンクション索引。式をベースとしています。式によって戻される値を評価する問合せ
を組み立てることができます。その式には組込みファンクションまたはユーザー定義ファ
ンクションが含まれることがあります。

� ドメイン索引ドメイン索引ドメイン索引ドメイン索引。アプリケーション固有の indextype索引タイプのインスタンスです。

前提条件前提条件前提条件前提条件 
自分のスキーマ内に索引を作成する場合は、次のいずれかの条件が満たされている必要があり
ます。

� 索引を作成する表またはクラスタが自分のスキーマ内に定義されている。

� 索引を作成する表に対する INDEXオブジェクト権限を持っている。

� CREATE ANY INDEXシステム権限を持っている。

他のユーザーのスキーマ内に索引を作成する場合は、CREATE ANY INDEXシステム権限が必要
です。また、索引が定義されているスキーマの所有者には、UNLIMITED TABLESPACEシステ
ム権限、あるいはその索引または索引パーティションを格納するための表領域の割当て制限の
いずれかが必要です。

自分のスキーマにドメイン索引を作成する場合、従来索引の作成の前提条件の他に、索引タイ
プに対する EXECUTEオブジェクト権限が必要です。他のユーザーのスキーマにドメイン索引
を作成する場合、索引の所有者にも索引タイプおよびその基礎となる実装タイプに対する
EXECUTEオブジェクト権限が必要です。ドメイン索引を作成する前に、索引タイプを定義する
必要があります。

ファンクション索引を作成する場合は、従来索引の作成の前提条件の他に、索引がユーザー定
義ファンクションに基づいている場合は、ファンクションに DETERMINISTICのマークを付け
る必要があります。また、これらのファンクションが他のユーザーに所有されている場合、
ファンクション索引で使用されるユーザー定義ファンクションに対する、EXECUTEオブジェク
ト権限を持っている必要があります。

参照参照参照参照 :

� 索引については、『Oracle Database 概要』を参照してください。

� 10-64 ページの「ALTER INDEX」および 17-44 ページの「DROP 
INDEX」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「CREATE INDEXTYPE」（14-73 ページ）
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CREATE INDEX
構文

create_index::=

cluster_index_clause::=

（14-52 ページの index_attributes::= を参照）

table_index_clause::=

（14-52 ページの index_properties::= を参照）

bitmap_join_index_clause::=

（14-55 ページの local_partitioned_index::=、14-52 ページの index_attributes::= を参照）

CREATE

UNIQUE

BITMAP
INDEX

schema .
index

ON

cluster_index_clause

table_index_clause

bitmap_join_index_clause

UNUSABLE
;

CLUSTER
schema .

cluster index_attributes

schema .
table

t_alias
( index_expr

ASC

DESC

,

)
index_properties

schema .
table (

schema .
table .

t_alias .
column

ASC

DESC

,

)

FROM
schema .

table
t_alias

,

WHERE condition
local_partitioned_index

index_attributes
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CREATE INDEX
index_expr::=

index_properties::=

（14-53 ページの global_partitioned_index::=、14-55 ページの local_partitioned_index::=、
14-52 ページの index_attributes::=、14-53 ページの domain_index_clause::=、
14-53 ページの XMLIndex_clause::= を参照）

index_attributes::=

（14-52 ページの physical_attributes_clause::=、14-53 ページの logging_clause::=、
14-53 ページの key_compression::=、14-56 ページの parallel_clause::= を参照）

physical_attributes_clause::=

（8-44 ページの storage_clause::= を参照）

column

column_expression

global_partitioned_index

local_partitioned_index

index_attributes

INDEXTYPE IS
domain_index_clause

XMLIndex_clause

physical_attributes_clause

logging_clause

ONLINE

TABLESPACE
tablespace

DEFAULT

key_compression

SORT

NOSORT

REVERSE

VISIBLE

INVISIBLE

parallel_clause

PCTFREE integer

PCTUSED integer

INITRANS integer

storage_clause
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CREATE INDEX
logging_clause::=

key_compression::=

domain_index_clause::=

（14-56 ページの parallel_clause::= を参照）

local_domain_index_clause::=

XMLIndex_clause::=

（XMLIndex_parametersについては、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を参照してくださ
い。）

local_XMLIndex_clause::=

global_partitioned_index::=

（14-54 ページの index_partitioning_clause::=、14-54 ページの individual_hash_partitions::=、
14-54 ページの hash_partitions_by_quantity::= を参照）

LOGGING

NOLOGGING

FILESYSTEM_LIKE_LOGGING

COMPRESS
integer

NOCOMPRESS

indextype
local_domain_index_clause parallel_clause PARAMETERS ( ’ ODCI_parameters ’ )

LOCAL
( PARTITION partition

PARAMETERS ( ’ ODCI_parameters ’ )

,

)

XDB .
XMLINDEX

local_XMLIndex_clause parallel_clause

PARAMETERS ( ’ XMLIndex_parameters ’ )

LOCAL
( PARTITION partition

PARAMETERS ’ XMLIndex_parameters ’

,

)

GLOBAL PARTITION BY

RANGE ( column_list ) ( index_partitioning_clause )

HASH ( column_list )
individual_hash_partitions

hash_partitions_by_quantity
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CREATE INDEX
individual_hash_partitions::=

（14-54 ページの partitioning_storage_clause::= を参照）

partitioning_storage_clause::=

LOB_partitioning_storage::=

hash_partitions_by_quantity::=

index_partitioning_clause::=

（14-55 ページの segment_attributes_clause::= を参照）

( PARTITION
partition partitioning_storage_clause

,

)

TABLESPACE tablespace

OVERFLOW
TABLESPACE tablespace

table_compression

key_compression

LOB_partitioning_storage

VARRAY varray_item STORE AS

SECUREFILE

BASICFILE
LOB LOB_segname

LOB ( LOB_item )

STORE AS

BASICFILE

SECUREFILE

LOB_segname
( TABLESPACE tablespace )

( TABLESPACE tablespace )

PARTITIONS hash_partition_quantity
STORE IN ( tablespace

,

)

key_compression

table_compression OVERFLOW STORE IN ( tablespace

,

)

PARTITION
partition

VALUES LESS THAN ( literal

,

)
segment_attributes_clause
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CREATE INDEX
local_partitioned_index::=

（14-55 ページの on_range_partitioned_table::=、14-55 ページの on_list_partitioned_table::=、
14-55 ページの on_hash_partitioned_table::=、14-56 ページの on_comp_partitioned_table::= を
参照）

on_range_partitioned_table::=

（14-55 ページの segment_attributes_clause::= を参照）

on_list_partitioned_table::=

（14-55 ページの segment_attributes_clause::= を参照）

segment_attributes_clause::=

（14-52 ページの physical_attributes_clause::=、14-53 ページの logging_clause::= を参照）

on_hash_partitioned_table::=

LOCAL

on_range_partitioned_table

on_list_partitioned_table

on_hash_partitioned_table

on_comp_partitioned_table

( PARTITION
partition

segment_attributes_clause

key_compression

,

)

( PARTITION
partition

segment_attributes_clause

key_compression

,

)

physical_attributes_clause

TABLESPACE tablespace

logging_clause

STORE IN ( tablespace

,

)

( PARTITION
partition TABLESPACE tablespace key_compression

,

)
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CREATE INDEX
on_comp_partitioned_table::=

（14-55 ページの segment_attributes_clause::=、14-56 ページの index_subpartition_clause::= を
参照）

index_subpartition_clause::=

parallel_clause::=

（8-44 ページの storage_clause::= を参照）

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

UNIQUE
UNIQUEを指定すると、索引のベースとなっている列の値が一意である必要があることを指定
できます。

一意索引の制限事項一意索引の制限事項一意索引の制限事項一意索引の制限事項 : 一意索引には、次の制限事項があります。

� UNIQUEおよび BITMAPは同時に指定できません。

� ドメイン索引には UNIQUEを指定できません。

BITMAP
BITMAPを指定すると、indexが各行を分割した索引付けではなく、各個別キーのビットマッ
プで作成されることを指定できます。ビットマップ索引では、キー値にビットマップとして関
連付けられた ROWID が格納されます。ビットマップ内の各ビットは、使用可能な ROWID に
対応しています。ビットが設定されていれば、それに対応する ROWID を持つ行に、キー値が
設定されていることになります。ビットマップの内部表現は、データ・ウェアハウスなど、低
レベルの同時実行トランザクションが実行されるアプリケーションに 適です。

参照参照参照参照 : 一意制約を満たす条件については、8-8 ページの「一意制約」を参
照してください。

STORE IN ( tablespace

,

)

( PARTITION
partition

segment_attribute_clause

key_compression index_subpartition_clause

,

)

STORE IN ( tablespace

,

)

( SUBPARTITION
subpartition TABLESPACE tablespace key_compression

,

)

NOPARALLEL

PARALLEL
integer
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CREATE INDEX
ビットマップ索引の制限事項ビットマップ索引の制限事項ビットマップ索引の制限事項ビットマップ索引の制限事項 : ビットマップ索引には、次の制限事項があります。

� グローバル・パーティション索引の作成には BITMAPを指定できません。

� 索引構成表がビットマップ化した 2 次索引に対応するマッピング表を持たない場合、索引
構成表にビットマップ化した 2 次索引を作成できません。

� UNIQUEおよび BITMAPは同時に指定できません。

� ドメイン索引には BITMAPを指定できません。

schema
索引を作成するスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、自分のスキーマ内に索引
が作成されます。

index
作成する索引の名前を指定します。

cluster_index_clause
cluster_index_clauseを使用すると、クラスタ索引を作成するクラスタを指定できます。
cluster を schemaで修飾しない場合、そのクラスタは自分のスキーマ内にあるとみなされま
す。ハッシュ・クラスタにはクラスタ索引を作成できません。

table_index_clause 
索引を定義する表を指定します。tableを schemaで修飾しない場合、その表は自分のスキー
マにあるとみなされます。

ネストした表の記憶表に索引を作成することによって、ネストした表の列に索引を作成します。
記憶表の NESTED_TABLE_ID疑似列を組み込んだ一意索引を作成することは、ネストした表の
値を持つ行がそれぞれ確実に異なるようにする有効な手段です。

セッションがバインドされていない場合にのみ、一時表で DDL 操作（ALTER TABLE、DROP 
TABLE、CREATE INDEXなど）を実行できます。セッションを一時表にバインドするには、一
時表で INSERT操作を実行します。セッションを一時表からアンバインドするには、

注意注意注意注意 : Oracle では、すべてのキー列が NULL の表の行には索引を付けま
せん（ただし、ビットマップ索引の場合を除きます）。したがって、表の
すべての行に索引を作成する場合、索引のキー列に NOT NULL制約を指定
するか、またはビットマップ索引を作成する必要があります。

参照参照参照参照 :

� ビットマップ索引の使用の詳細は、『Oracle Database 概要』および
『Oracle Database パフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照し
てください。

� マッピング表の詳細は、16-6 ページの「CREATE TABLE」を参照して
ください。

� 「ビットマップ索引の例」（14-71 ページ）

参照参照参照参照 : 14-68 ページの「索引の作成例 :」および 14-68 ページの
「XMLType 表の索引の作成例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : 14-2 ページの「CREATE CLUSTER」および 14-68 ページの「クラ
スタ索引の作成例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「ネストした表の索引の例 :」（14-72 ページ）
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TRUNCATE文を発行するか、セッションを終了します。また、トランザクション固有の一時表
からアンバインドするには、COMMITまたは ROLLBACK文を発行します。

table_index_clause の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� ローカル・パーティション索引の場合は、tableをパーティション化する必要があります。

� 索引構成表の場合、この文は 2 次索引を作成します。この索引には、索引構成表の索引
キーおよび論理 ROWID が含まれます。論理 ROWID は、索引キーに含まれる列を除外し
ます。この 2 次索引には、REVERSEを指定できません。索引キーおよび論理 ROWID の結
合サイズは、ブロック・サイズの半分未満にする必要があります。

� tableが一時表の場合、索引も tableと同様の有効範囲（セッションまたはトランザク
ション）を持つ一時的なものとなります。一時表の索引には、次の制限があります。

– index_propertiesで指定できるのは、index_attributesの部分のみです。

– index_attributesでは、physical_attributes_clause、
parallel_clause、logging_clauseまたは TABLESPACEを指定できません。

– 一時表には、ドメイン索引は作成できません。

t_alias
索引を作成する表に対して相関名（別名）を指定します。

index_expr
索引のベースとなる列または列の式を指定します。

column 表内の 1 つ以上の列の名前を指定します。ビットマップ索引には 大 30 列を指定で
きます。他の索引には 大 32 列を指定できます。これらの列は主キー主キー主キー主キーを定義します。

索引がローカル非同一キー索引（14-89 ページの「local_partitioned_index」を参照）の場合、
索引キーはパーティション・キーを含んでいる必要があります。

スカラー・オブジェクト属性列またはネストした表の記憶表のシステム定義の
NESTED_TABLE_ID列には索引を作成できます。オブジェクト属性列を指定する場合、列名を
表名で修飾する必要があります。ネストした表の列属性を指定する場合は、この属性は、一番
外側の表の名前、ネストした表が定義されている列の名前、およびそのネストした表の列属性
となるすべての中間属性の名前で修飾する必要があります。

索引列の制限事項索引列の制限事項索引列の制限事項索引列の制限事項 : Oracle Database でサポートされている、SCOPE句で定義した REF型の列
または属性の索引を除き、ユーザー定義型、LONG、LONG RAW、LOB または REF型の列または
属性に索引を作成できません。

column_expression tableの列、定数、SQL ファンクションおよびユーザー定義ファンク
ションから作成された式を指定します。column_expressionを指定した場合、ファンクショファンクショファンクショファンクショ
ン索引ン索引ン索引ン索引が作成されます。

参照参照参照参照 : 一時表の詳細は、16-6 ページの「CREATE TABLE」および
『Oracle Database 概要』を参照してください。

注意注意注意注意 : index_exprがオブジェクト型属性またはオブジェクト型メソッ
ドを参照する場合、この別名が必要になります。14-69 ページの「型メ
ソッドのファンクション索引の作成例 :」および 14-72 ページの「置換可能
な列の索引の作成例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : 6-6 ページの「列式」、14-59 ページの「ファンクション索引の注意
事項 :」、14-59 ページの「ファンクション索引の制限事項 :」および 14-69
ページの「ファンクション索引の例」を参照してください。
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ファンクションの名前解決は、索引作成者のスキーマに基づきます。column_expressionで
使用されるユーザー定義ファンクションは、CREATE INDEX操作中に完全に名前解決されます。

ファンクション索引の作成後、DBMS_STATSパッケージを使用して、索引と実表の両方に関す
る統計情報を収集します。これらの統計情報によって、Oracle Database は索引を使用するタイ
ミングを正しく判断できます。

ファンクションの一意索引は、列または列の組合せに対して条件付きの一意制約を定義する場
合に便利なことがあります。例については、14-70 ページの「ファンクション索引の使用による
条件付き一意性の定義例 :」を参照してください。

ファンクション索引の注意事項ファンクション索引の注意事項ファンクション索引の注意事項ファンクション索引の注意事項 : ファンクション索引には、次の注意事項があります。

� ファンクション索引を使用する表を後で問い合せる場合、問合せで NULL が除外されない
かぎり索引は使用されません。ただし、WHERE句に指定した列の順序が、ファンクション
索引を定義した column_expressionでの順序と異なる場合でも、問合せにファンク
ション索引が使用されます。

� 索引のベースになるファンクションが無効であるか、または削除された場合は、索引に
DISABLEDのマークが付けられます。オプティマイザが索引の使用を選択した場合、
DISABLED索引の問合せは失敗します。索引に UNUSABLEのマークも付けて、パラメータ
SKIP_UNUSABLE_INDEXESを trueに設定しないかぎり、DISABLED索引の DML 操作は
失敗します。このパラメータの詳細は、11-41 ページの「ALTER SESSION」を参照してく
ださい。

� ファンクション、パッケージまたは型のパブリック・シノニムが column_expressionで
使用され、後で同じ名前の実際のオブジェクトが表の所有者のスキーマに作成された場合、
ファンクション索引は使用禁止になります。その後、ALTER INDEX ... ENABLEまたは
ALTER INDEX ... REBUILDを使用してファンクション索引を使用可能にした場合、
column_expressionで使用されているファンクション、パッケージまたは型は、パブ
リック・シノニムが 初に指していたファンクション、パッケージまたは型に継続して変
換されます。新しいファンクション、パッケージまたは型への変換は行われません。

� ファンクション索引の定義によって文字データに内部変換が生成される場合に、NLS パラ
メータの設定を変更するときは注意が必要です。ファンクション索引は、NLS パラメータ
の現行のデータベース設定を使用します。セッション・レベルでパラメータを再設定した
場合、ファンクション索引を使用して問合せを行うと、無効な結果が戻る場合があります。
2 つの照合パラメータ（NLS_SORTおよび NLS_COMP）は例外です。これらがセッション・
レベルで再設定された場合でも、Oracle Database は正常に変換を処理します。

� 変換が明示的に要求された場合でも、Oracle Database はすべての場合にデータを変換でき
るわけではありません。たとえば、TO_NUMBERファンクションを使用して文字列 '105 
lbs'を VARCHAR2から NUMBERに変換しようとすると、エラーが発生して失敗します。
したがって、column_expressionに TO_NUMBERや TO_DATEなどのデータ変換ファン
クションが含まれており、後続の INSERTまたは UPDATE文に変換ファンクションで変換
できないデータが含まれている場合、INSERTまたは UPDATE文は索引が原因で失敗しま
す。

ファンクション索引の制限事項ファンクション索引の制限事項ファンクション索引の制限事項ファンクション索引の制限事項 : ファンクション索引には、次の制限事項があります。

� column_expressionで参照されるファンクションが戻す値には、B ツリー索引の索引列
と同じ制限があります。詳細は、14-58 ページの「索引列の制限事項 :」を参照してくださ
い。

� column_expressionで参照されるユーザー定義ファンクションは、DETERMINISTICと
して宣言されている必要があります。

参照参照参照参照 : DBMS_STATSパッケージの詳細は、『Oracle Database PL/SQL
パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を参照してくだ
さい。

参照参照参照参照 : 「ファンクション索引の例」（14-69 ページ）
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� グローバル・パーティション・ファンクション索引では、column_expressionがパー
ティション・キーであってはいけません。

� column_expressionには、6-6 ページの「列式」で説明されているすべての形式の式を
指定できます。

� パラメータがない場合も、すべてのファンクションをカッコで指定する必要があります。
カッコで指定していない場合は、列名として解析されます。

� column_expressionで指定するファンクションは、リピータブル値を戻す必要がありま
す。たとえば、SYSDATEや USERファンクションまたは ROWNUM疑似列は指定できませ
ん。

ASC | DESC
ASCまたは DESCを使用すると、索引を昇順で作成するか降順で作成するかを指定できます。
文字データの索引は、データベース・キャラクタ・セットの文字値の昇順または降順で作成さ
れます。

Oracle Database は、降順索引をファンクション索引として扱います。他のファンクション索引
のように、 初に索引および索引が定義されている表を分析するまで、降順索引は使用しませ
ん。14-83 ページの「column_expression」を参照してください。

昇順の一意索引は、複数の NULL値を含むことができます。ただし、降順の一意索引の場合は、
複数の NULL値は重複した値として扱われるため、許可されていません。

昇順索引および降順索引の制限事項昇順索引および降順索引の制限事項昇順索引および降順索引の制限事項昇順索引および降順索引の制限事項 : これらの句は、ドメイン索引に対して指定できません。
逆索引には DESCを指定できません。indexをビットマップ化したり、COMPATIBLE初期化パ
ラメータに 8.1.0 未満の値を設定すると、DESCは無視されます。

index_attributes
オプションの索引属性を指定します。

physical_attributes_clause physical_attributes_clauseを使用すると、索引の物理特
性および記憶特性の値を設定できます。

この句を指定しない場合、PCTFREEが 10、INITRANSが 2 に設定されます。

索引の物理属性の制限事項索引の物理属性の制限事項索引の物理属性の制限事項索引の物理属性の制限事項 : PCTUSEDパラメータは、索引に対して指定できません。

TABLESPACE 索引、索引パーティションまたは索引サブパーティションを格納する表領域の
名前を指定します。この句を指定しない場合、その索引を定義しているスキーマの所有者のデ
フォルトの表領域内に索引が作成されます。

ローカル索引の場合、tablespaceのかわりにキーワード DEFAULTを指定できます。ローカ
ル索引に追加される新規パーティションまたはサブパーティションは、基礎となる表の対応す
るパーティションまたはサブパーティションと同じ表領域内に作成されます。

key_compression COMPRESSを指定すると、キー圧縮を使用可能にできます。これによっ
て、キー列値の繰返しがなくなり、記憶域を大幅に削減できます。integerを使用して、接頭
辞の長さ（圧縮する接頭辞列数）を指定します。

参照参照参照参照 : 14-48 ページの「CREATE FUNCTION」および『Oracle Database 
PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : これらの句の詳細は、8-39 ページの「physical_attributes_clause」
および 8-41 ページの「storage_clause」を参照してください。
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Oracle Database では、索引（一意でない索引または 2 列以上の一意索引）が圧縮されます。
パーティション索引の圧縮を使用する場合は、索引レベルで圧縮を有効にして索引を作成する
必要があります。そのようなパーティション索引の個々のパーティションの圧縮設定は、後で
有効および無効にすることができます。個々のパーティションを再作成するときに圧縮を有効
および無効にできます。索引の再作成時にのみ、既存の非パーティション索引を変更して圧縮
を有効または無効にできます。

� 一意索引の場合、接頭辞の長さの有効範囲は、1 ～（キー列の数 - 1）です。デフォルトの
接頭辞の長さは、（キー列の数 - 1）です。

� 一意でない索引の場合、接頭辞の長さの有効範囲は、1 ～キー列の数です。デフォルトの接
頭辞の長さはキー列数です。

キー圧縮の制限事項キー圧縮の制限事項キー圧縮の制限事項キー圧縮の制限事項 : COMPRESSは、ビットマップ索引に対して指定できません。

NOCOMPRESS NOCOMPRESSを指定すると、キー圧縮を使用禁止にできます。これはデフォ
ルトです。

SORT | NOSORT 索引の作成時に、Oracle Database はデフォルトで索引を昇順ソートしま
す。NOSORTを指定すると、索引の作成時に、データベース内ですでに昇順で格納されている
行のソートを行わないようにできます。索引列の行または列が昇順に格納されていない場合、
データベースはエラーを戻します。ソート時間および領域を削減するため、列を表へ初期ロー
ドした直後にこの句を使用します。これらのキーワードのいずれも指定しない場合、デフォル
トで SORTが使用されます。

NOSORT の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : このパラメータには、次の制限事項があります。

� この句は、REVERSEと同時には指定できません。

� この句を使用して、クラスタ索引、パーティション索引またはビットマップ索引を作成す
ることはできません。

� 索引構成表の 2 次索引には、この句を指定できません。

REVERSE REVERSEを指定すると、ROWID 以外の索引ブロックのバイトを逆順に格納でき
ます。

逆索引の制限事項逆索引の制限事項逆索引の制限事項逆索引の制限事項 : 逆索引には、次の制限事項があります。

� この句は、NOSORTと同時には指定できません。

� ビットマップ索引または索引構成表の索引は逆順にできません。

VISIBLE | INVISIBLE この句を使用すると、オプティマイザで索引を参照可能にするかどうか
を指定できます。参照不可の索引は DML 操作によってメンテナンスされますが、パラメータ
OPTIMIZER_USE_INVISIBLE_INDEXESをセッションまたはシステム・レベルで明示的に
TRUEに設定しないと、問合せ時にオプティマイザによって使用されません。

既存の索引がオプティマイザによって参照可能か参照不可かを確認するには、USER_、
DBA_、ALL_INDEXESデータ・ディクショナリ・ビューの VISIBILITY列を問い合せます。

logging_clause 索引作成を、REDO ログ・ファイル内に記録する（LOGGING）か記録しない
（NOLOGGING）かを指定します。この設定によって、索引に対する後続のダイレクト・ロー
ダー（SQL*Loader）およびダイレクト・パス・インサート操作を記録するか記録しないかも決
定されます。デフォルトは LOGGINGです。

参照参照参照参照 : 「索引の圧縮例 :」（14-68 ページ）

参照参照参照参照 : この機能の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照して
ください。
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非パーティション索引の場合、この句は索引のロギング属性を指定します。

パーティション索引の場合、この句は次の値を決定します。

� CREATE文で指定されたすべてのパーティションのデフォルト値（PARTITION記述句で
logging_clauseを指定している場合を除く）

� 索引パーティションに関連付けられたセグメントに対するデフォルト値

� 後続の ALTER TABLE ... ADD PARTITION操作中に暗黙的に追加されたローカル索引パー
ティションまたはサブパーティションに対するデフォルト値

索引のロギング属性は、その実表の属性に依存しません。

この句を指定しない場合、ロギング属性は表が存在する表領域の属性になります。

ONLINE ONLINEを指定すると、索引作成中の表での DML 操作を許可できます。

オンライン索引の作成の制限事項オンライン索引の作成の制限事項オンライン索引の作成の制限事項オンライン索引の作成の制限事項 : オンライン索引の作成には、次の制限事項があります。

� オンライン索引の作成中は、パラレル DML はサポートされません。ONLINEを指定し、パ
ラレル DML 文を発行すると、Oracle Database はエラーを戻します。

� ビットマップ索引またはクラスタ索引には、ONLINEを指定できません。

� UROWID列の従来索引には、ONLINEを指定できません。

� 索引構成表の一意でない 2 次索引の場合、索引構成表内の索引キー列の数と論理 ROWID の
主キー列の数の合計は、32 以下にする必要があります。論理 ROWID は、索引キーに含ま
れる列を除外します。

parallel_clause 
parallel_clauseを指定すると、索引の作成をパラレル化できます。

この句の詳細は、16-54 ページの「CREATE TABLE」の「parallel_clause」を参照してください。

Index Partitioning 句句句句

global_partitioned_index句および local_partitioned_index句を使用すると、
indexをパーティション化できます。

ブロック・サイズが異なる表領域のパーティション化されたデータベース・エンティティの記
憶域には、制限事項があります。これらの制限事項については、『Oracle Database VLDB およ
びパーティショニング・ガイド』を参照してください。

global_partitioned_index
global_partitioned_indexを使用すると、索引のパーティション化がユーザー定義であ
り、基礎となる表と同一レベルでパーティション化されないことを指定できます。デフォルト
では、非パーティション索引はグローバル索引です。

参照参照参照参照 :

� この句の詳細は、8-34 ページの「logging_clause」を参照してくださ
い。

� ロギングおよびパラレル DML の詳細は、『Oracle Database データ・
ウェアハウス・ガイド』を参照してください。

� 「NOLOGGING モードでの索引の作成例 :」（14-68 ページ）

参照参照参照参照 : オンライン索引の作成および再作成については、『Oracle Database
概要』を参照してください。

参照参照参照参照 : 「パーティション索引の例」（14-70 ページ）
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グローバル索引には、レンジ・パーティション化またはハッシュ・パーティション化を実行で
きます。どちらの場合でも、パーティション・キー列に 大 32 列を指定できます。列リストを
パーティション化する場合、索引の列リストの左の接頭辞を指定する必要があります。索引が
列 a、bおよび cに定義されている場合は、列に (a, b, c)、(a, b)または (a, c)は指定できま
すが、(b, c)、(c)または (b, a)は指定できません。パーティション名を指定しない場合、
SYS_Pnの形式でパーティション名が割り当てられます。

GLOBAL PARTITION BY RANGE この句を使用すると、レンジ・パーティション・グローバ
ル索引を作成できます。列リストに指定した表の列の値の範囲に基づいて、グローバル索引が
パーティション化されます。

GLOBAL PARTITION BY HASH この句を使用すると、ハッシュ・パーティション・グローバ
ル索引を作成できます。パーティション・キー列の値にハッシュ・ファンクションを使用して、
行がパーティションに割り当てられます。

グローバル・パーティション索引の制限事項グローバル・パーティション索引の制限事項グローバル・パーティション索引の制限事項グローバル・パーティション索引の制限事項 : グローバル・パーティション索引には、次の制
限事項があります。

� パーティション・キー列リストには、ROWID類似列または ROWID型の列は指定できませ
ん。

� ハッシュ・パーティションに指定できるプロパティは、表領域の記憶域のみです。そのた
め、individual_hash_partitionsの partitioning_storage_clauseに LOB ま
たは VARRAY の記憶域句を指定できません。

� hash_partitions_by_quantityの OVERFLOW句は、索引構成表のパーティションに対
してのみ指定できます。

� partitioning_storage_clauseでは、table_compressionは指定できませんが、
key_compressionは指定できます。

index_partitioning_clause この句を使用すると、個々の索引パーティションを記述できま
す。この句が繰り返される数によってパーティションの数が決まります。partitionを指定し
ない場合、名前は SYS_Pnの形式で生成されます。

VALUES LESS THAN(value_list) には、グローバル索引の現在のパーティションの境界は含
まない上限を指定します。値のリストは、global_partitioned_index句の列リストに対応
するリテラル値を含む、カンマで区切られた順序リストです。 後のパーティションの値とし
ては、必ず MAXVALUEを指定します。

参照参照参照参照 : 「レンジ・パーティション・グローバル索引の作成例 :」
（14-70 ページ）

参照参照参照参照 : ハッシュ・パーティションの 2 つの方法については、16-47 ページ
の「CREATE TABLE」句の「hash_partitions」および 14-70 ページの

「ハッシュ・パーティション・グローバル索引の作成例 :」を参照してくだ
さい。

注意注意注意注意 : 異なるキャラクタ・セットを使用してデータベースを使用してい
るか、使用する予定がある場合は、キャラクタ列を分割する際に注意して
ください。文字のソート順序は、すべてのキャラクタ・セットで同一では
ありません。

参照参照参照参照 : キャラクタ・セットのサポートの詳細は、『Oracle Database グ
ローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。
SQL 文 : CREATE CLUSTER ～ CREATE JAVA 14-63



CREATE INDEX
local_partitioned_index 
local_partitioned_index句を使用すると、tableと同じパーティション数および同じ
パーティション境界を使用し、同じ列で索引をパーティション化できます。基礎となる表が再
パーティション化された場合、ローカル索引のパーティションは自動的に保持されます。

on_range_partitioned_table この句を使用すると、レンジ・パーティション表の索引パー
ティションの名前および属性を指定できます。この句を指定する場合、PARTITION句は、表
パーティションと同一の数と順序である必要があります。partitionを指定しない場合、対応
する表のパーティションと一貫した名前が生成されます。その名前が既存の索引パーティショ
ン名と競合する場合は、SYS_Pnの形式が使用されます。

索引にキー圧縮が指定されていない場合、索引パーティションにキー圧縮を指定することはで
きません。

on_list_partitioned_table on_list_partitioned_table句は、14-64 ページの
「on_range_partitioned_table」と同一です。

on_hash_partitioned_table この句を使用すると、ハッシュ・パーティション表の索引パー
ティションの名前および表領域の記憶域を指定できます。

PARTITION句を指定する場合、これらの句の数は表パーティションの数と同一である必要があ
ります。partitionを指定しない場合、対応する表のパーティションと一貫した名前が生成さ
れます。その名前が既存の索引パーティション名と競合する場合は、SYS_Pnの形式が使用さ
れます。オプションで、1 つ以上の個々のパーティションに表領域の記憶域を指定できます。
この句または STORE IN句に表領域の記憶域を指定しない場合、各索引パーティションが、対
応する表パーティションと同じ表領域に格納されます。

STORE IN句を使用して、すべての索引ハッシュ・パーティションを分散させる 1 つ以上の表
領域を指定できます。表領域の数は、索引パーティションの数と等しくなる必要はありません。
索引パーティションの数が表領域の数より多い場合は、表領域名が繰り返し使用されます。

on_comp_partitioned_table この句を使用すると、コンポジット・パーティション表の索引
パーティションの名前および属性を指定できます。

STORE IN句は、レンジ - ハッシュまたはリスト - ハッシュ・コンポジット・パーティション表
に対してのみ有効です。この句を使用して、すべてのパーティションのすべての索引ハッ
シュ・サブパーティションを分散させる 1 つ以上のデフォルト表領域を指定できます。
index_subpartition_clauseの第 2 STORE IN句で個々のパーティションのサブパーティ
ションに対して異なるデフォルトの表領域の記憶域を指定すると、この記憶域を上書きできま
す。

レンジ - レンジ、レンジ - リストおよびリスト - リスト・コンポジット・パーティション表に対
しては、PARTITION句に指定したレンジまたはリスト・サブパーティションのデフォルトの属
性を指定できます。index_subpartition_clauseの SUBPARTITION句の個々のパーティ
ションのレンジまたはリスト・サブパーティションに異なる属性を指定すると、この記憶域を
上書きできます。

注意注意注意注意 : 索引が DATE列でパーティション化されている場合、および日付
書式で年の 初の 2 桁の数字が指定されていない場合、年の 4 文字書式マ
スクで TO_DATEファンクションを使用する必要があります。日付書式は、
NLS_TERRITORYによって暗黙的に決定され、NLS_DATE_FORMATによっ
て明示的に決定されます。これらの初期化パラメータの詳細は、『Oracle 
Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : 「レンジ・パーティション化の例 :」（16-65 ページ）
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索引にキー圧縮が指定されていない場合、索引パーティションにキー圧縮を指定することはで
きません。

index_subpartition_clause この句を使用すると、コンポジット・パーティション表の索引サ
ブパーティションに名前および表領域の記憶域を指定できます。

STORE IN句は、レンジ - ハッシュおよびリスト - ハッシュ・コンポジット・パーティション表
のハッシュ・サブパーティションに対してのみ有効です。この句を使用して、すべての索引
ハッシュ・サブパーティションを分散させる 1 つ以上の表領域を指定できます。
SUBPARTITION句は、すべてのサブパーティション・タイプに対して有効です。

SUBPARTITION句を指定する場合、これらの句の数は表サブパーティションの数と同一である
必要があります。subpartitionを指定しない場合、対応する表のサブパーティションと一貫
した名前が生成されます。その名前が既存の索引サブパーティション名と競合する場合は、
SYS_SUBPnの形式が使用されます。

表領域の数は、索引サブパーティションの数と等しくなる必要はありません。索引サブパー
ティションの数が表領域の数より多い場合は、表領域名が繰り返し使用されます。

on_comp_partitioned_table句または index_subpartition_clauseにサブパーティ
ションの表領域の記憶域を指定しない場合、indexに指定された表領域が使用されます。
indexに表領域の記憶域を指定しない場合、サブパーティションが、対応する表サブパーティ
ションと同じ表領域に格納されます。

domain_index_clause 
indexが、アプリケーション固有の indextype索引タイプのインスタンスであるドメイン索
引であることを指定します。

ドメイン索引を作成する前に、複数の操作を行う必要があります。まず、索引タイプの実装タ
イプを作成します。また、ファンクション実装を作成し、そのファンクションを使用する演算
子も作成します。次に、演算子と実装タイプを関連付ける索引タイプを作成します。 後にこ
の句を使用してドメイン索引を作成します。付録 E「詳細な例」に、これらのすべての操作を
含んだ単純なドメイン索引の作成例を記載しています。

index_expr index_expr（table_index_clause内）に、索引が定義されている表の列ま
たはオブジェクトの属性を指定します。基礎となる索引タイプが異なり、その索引タイプが
ユーザー定義操作の分割セットをサポートする場合のみ、1 つの列に複数のドメイン索引を定
義できます。

ドメイン索引の制限事項ドメイン索引の制限事項ドメイン索引の制限事項ドメイン索引の制限事項 : ドメイン索引には、次の制限事項があります。

� index_expr（table_index_clause内）には 1 つの列のみ指定でき、データ型が REF、
VARRAY、ネストした表、LONGまたは LONG RAWの列は指定できません。

� ビットマップ索引または一意ドメイン索引は作成できません。

� 一時表には、ドメイン索引は作成できません。

indextype 索引タイプの名前を指定します。名前は、作成済の有効なスキーマ・オブジェクト
である必要があります。

Oracle Text をインストールしている場合、様々な組込み索引タイプを使用して、Oracle Text ド
メイン索引を作成できます。Oracle Text および Oracle Text が使用する索引の詳細は、『Oracle 
Text リファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : 「CREATE INDEXTYPE」（14-73 ページ）
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local_domain_index_clause この句を使用すると、パーティション表のローカル索引を索引
にするように指定できます。

� PARTITIONS句を使用すると、索引パーティションの名前を指定できます。指定するパー
ティション数は、実表内のパーティション数と一致する必要があります。この句を省略す
ると、SYS_Pnという形式のシステム生成の名前でパーティションが作成されます。

� PARAMETERS句を使用すると、個々のパーティション固有のパラメータ文字列を指定でき
ます。この句を省略した場合、索引に関連付けられたパラメータ文字列はパーティション
にも関連付けられます。

parallel_clause parallel_clauseを使用すると、ドメイン索引の作成をパラレル化できま
す。非パーティション・ドメイン索引の場合、Oracle Database は明示的またはデフォルトの並
列度を ODCIIndexCreateカートリッジ・ルーチンに渡し、ODCIIndexCreate カートリッジ・
ルーチンが索引の並列性を確立します。ローカル・ドメイン索引の場合、この句によって索引
パーティションはパラレルに作成されます。

PARAMETERS 未解析のまま適切な ODCI 索引タイプ・ルーチンに渡されたパラメータ文字
列を指定します。パラメータ文字列の 大長は 1,000 文字です。

構文の 上位でこの句を指定した場合、パラメータは索引パーティションのデフォルトのパラ
メータになります。local_domain_index_clauseの一部としてこの句を指定すると、個々
のパーティションのパラメータでデフォルトのパラメータを上書きできます。

ドメイン索引が作成されると、適切な ODCI ルーチンがコールされます。ルーチンが正常に戻
らない場合、ドメイン索引は FAILEDのマークが付けられます。失敗したドメイン索引でサ
ポートされる操作は、DROP INDEXおよび REBUILD INDEX（非ローカル索引用）のみです。

XMLIndex_clause
XMLIndex_clauseを使用すると、一般には XML データが含まれる列に、XMLIndex索引を
定義できます。XMLIndex索引は、特に XML データのドメイン用に設計されたドメイン索引
の一種です。

PARAMETERS PARAMETERS句を使用すると、パス表に関する情報および XMLIndex のコン
ポーネントに対応する 2 次索引に関する情報を指定できます。パラメータ文字列の 大長は
1,000 文字です。

構文の 上位でこの句を指定した場合、パラメータは索引のパラメータおよび索引パーティ
ションのデフォルトのパラメータになります。local_xmlindex_clause句の一部としてこ
の句を指定すると、個々のパーティションのパラメータでデフォルトのパラメータを上書きで
きます。

参照参照参照参照 : Oracle Data Cartridge Interface（ODCI）ルーチンの詳細は、
『Oracle Database データ・カートリッジ開発者ガイド』を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : Oracle Data Cartridge Interface（ODCI）ルーチンの詳細は、
『Oracle Database データ・カートリッジ開発者ガイド』を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : PARAMETERS句の構文およびセマンティクスの詳細、および
XMLIndexの使用の詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を参照して
ください。
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bitmap_join_index_clause 
bitmap_join_index_clauseを使用すると、ビットマップ結合索引ビットマップ結合索引ビットマップ結合索引ビットマップ結合索引を定義できます。ビット
マップ結合索引は、単一の表に定義します。ディメンション表の列で構成される索引キーには、
そのキーに対応するファクト表の ROWID が格納されます。データ・ウェアハウス環境では、
一般的に、索引を定義する表をファクト表ファクト表ファクト表ファクト表といい、ファクト表と結合した表をディメンションディメンションディメンションディメンション
表表表表といいます。ただし、結合索引の作成にはスター・スキーマは必須ではありません。

ON ON句には、まずファクト表を指定し、次に索引を定義するディメンション表の列をカッ
コ内に指定します。

FROM FROM句には、結合した表を指定します。

WHERE WHERE句には、結合条件を指定します。

基礎となるファクト表がパーティション化されている場合、local_partitioned_index句
（14-64 ページの「local_partitioned_index」を参照）のいずれかを指定する必要があります。

ビットマップ結合索引の制限事項ビットマップ結合索引の制限事項ビットマップ結合索引の制限事項ビットマップ結合索引の制限事項 : 一般的なビットマップ索引の制限事項（14-56 ページの
「BITMAP」を参照）に加え、ビットマップ結合索引には次の制限事項があります。

� 一時表にはビットマップ結合索引は作成できません。

� FROM句で表を 2 回指定できません。

� ファンクション結合索引は作成できません。

� ディメンション表の列は、主キー列であるか、または一意制約を含む必要があります。

� ディメンション表が複合主キーを含む場合、主キーの各列は結合の一部である必要があり
ます。

� ファクト表がパーティション化されていない場合は、local_index_clausesを指定でき
ません。

UNUSABLE
UNUSABLEを指定すると、UNUSABLE状態で索引を作成できます。使用禁止の索引を使用可能
にする場合、再構築するか、または削除して再作成する必要があります。

索引がパーティション化されている場合は、すべての索引パーティションに UNUSABLEのマー
クが付けられます。後で一部の索引パーティションのみを再作成して USABLEにすることがで
きます。これは、一部の索引パーティションのみで索引を保持する場合に有効です。たとえば、
新しいパーティションでは索引アクセスを有効にするものの、古いパーティションでは有効に
しない場合などに有効です。

索引または索引の一部のパーティションまたはサブパーティションに UNUSABLEのマークが付
けられている場合は、次の状況でのみ、索引はオプティマイザによってアクセス・パスとみな
されます。オプティマイザはどのパーティションがアクセスされるかをコンパイル時に認識し
ている必要があり、アクセスされるすべてのパーティションに USABLEのマークが付けられて
いる必要があります。そのため、問合せにバインド変数を含めることはできません。

索引への使用禁止のマーク付けの制限事項索引への使用禁止のマーク付けの制限事項索引への使用禁止のマーク付けの制限事項索引への使用禁止のマーク付けの制限事項 : この句は、一時表の索引に対して指定できませ
ん。

参照参照参照参照 : ファクト表とディメンション表、およびデータ・ウェアハウス環
境でのビットマップ索引の使用については、『Oracle Database データ・
ウェアハウス・ガイド』を参照してください。
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例例例例 

一般的な索引の例一般的な索引の例一般的な索引の例一般的な索引の例

索引の作成例索引の作成例索引の作成例索引の作成例 : 次の文は、サンプル表 oe.ordersの customer_id列にサンプル索引 ord_
customer_ixを作成します。

CREATE INDEX ord_customer_ix
   ON orders (customer_id);

索引の圧縮例索引の圧縮例索引の圧縮例索引の圧縮例 : 次の文は、COMPRESS句を使用して索引 ord_customer_ix_demoを作成し
ます。

CREATE INDEX ord_customer_ix_demo 
   ON orders (customer_id, sales_rep_id)
   COMPRESS 1;

索引は、customer_id列値の繰返し項目を圧縮します。

NOLOGGING モードでの索引の作成例モードでの索引の作成例モードでの索引の作成例モードでの索引の作成例 : サンプル表 ordersが高速パラレル・ロードで作成
された場合（すべての行がソート済である場合）、次の文は、迅速に索引を作成します。

/* Unless you first sort the table oe.orders, this example fails
   because you cannot specify NOSORT unless the base table is
   already sorted.
*/
CREATE INDEX ord_customer_ix_demo
   ON orders (order_mode)
   NOSORT
   NOLOGGING;

クラスタ索引の作成例クラスタ索引の作成例クラスタ索引の作成例クラスタ索引の作成例 : 次の文は、personnelクラスタ（14-7 ページの「クラスタの作成
例 :」で作成）に対して索引を作成します。

CREATE INDEX idx_personnel ON CLUSTER personnel; 

クラスタ・キーのすべての列にクラスタ索引が自動的に作成されるため、索引列は指定しませ
ん。クラスタ索引の場合は、すべての行に索引が付きます。

XMLType 表の索引の作成例表の索引の作成例表の索引の作成例表の索引の作成例 : 次の文は、xwarehouses表（16-64 ページの「XMLType 表の
例 :」で作成）の領域要素に索引を作成します。

CREATE INDEX area_index ON xwarehouses e 
   (EXTRACTVALUE(VALUE(e),'/Warehouse/Area'));

この索引によって、たとえば、次の文にあるような倉庫の面積（平方フィート）に基づいた表
から選択する問合せのパフォーマンスが大幅に向上します。

SELECT e.getClobVal() AS warehouse
   FROM xwarehouses e
   WHERE EXISTSNODE(VALUE(e),'/Warehouse[Area>50000]') = 1;

参照参照参照参照 : 5-61 ページの「EXISTSNODE」および 5-223 ページの「VALUE」
を参照してください。
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ファンクション索引の例ファンクション索引の例ファンクション索引の例ファンクション索引の例

次の例では、ファンクション索引を作成および使用する方法を示します。

ファンクション索引の作成例ファンクション索引の作成例ファンクション索引の作成例ファンクション索引の作成例 : 次の文は、last_name列の大文字評価に基づく employees
表にファンクション索引を作成します。

CREATE INDEX upper_ix ON employees (UPPER(last_name)); 

ファンクション索引の作成に必要な権限およびパラメータ設定の詳細は、14-50 ページの「前提
条件」を参照してください。

Oracle Database が全表スキャンを実行するのではなく、索引を使用するようにするには、ファ
ンクションが戻す値を後続の問合せで NULL 以外にします。たとえば、次の文では、必ず索引
が使用されます。

SELECT first_name, last_name 
   FROM employees WHERE UPPER(last_name) IS NOT NULL
   ORDER BY UPPER(last_name);

WHERE句を指定しないと、全表スキャンが実行される場合があります。

索引の作成および後続の問合せを示す次の文では、問合せで列の順序が逆であっても、Oracle 
Database は income_ixを使用します。

CREATE INDEX income_ix 
   ON employees(salary + (salary*commission_pct));

SELECT first_name||' '||last_name "Name"
   FROM employees 
   WHERE (salary*commission_pct) + salary > 15000
   ORDER BY employee_id;

LOB 列のファンクション索引の作成例列のファンクション索引の作成例列のファンクション索引の作成例列のファンクション索引の作成例 : 次の文は、text_lengthファンクションを使用し、
サンプル・スキーマ pmの LOB 列にファンクション索引を作成します。このファンクションを
作成する例については、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。
例では、CLOB列が 1000 字未満のサンプル表 print_mediaから行を検索します。

CREATE INDEX src_idx ON print_media(text_length(ad_sourcetext));

SELECT product_id FROM print_media 
   WHERE text_length(ad_sourcetext) < 1000
   ORDER BY product_id;

PRODUCT_ID
----------
      2056
      2268
      3060
      3106

型メソッドのファンクション索引の作成例型メソッドのファンクション索引の作成例型メソッドのファンクション索引の作成例型メソッドのファンクション索引の作成例 : この例には、2 つの数値属性（lengthおよび
width）を含むオブジェクト型 rectangleが必要です。area()メソッドは、四角形の面積
を計算します。

CREATE TYPE rectangle AS OBJECT  
( length   NUMBER, 
  width    NUMBER, 
  MEMBER FUNCTION area RETURN NUMBER DETERMINISTIC 
); 
 
CREATE OR REPLACE TYPE BODY rectangle AS 
  MEMBER FUNCTION area RETURN NUMBER IS 
  BEGIN 
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   RETURN (length*width); 
  END; 
END; 

rectangle型の表 rect_tabを作成する場合、次のように area()メソッドにファンクショ
ン索引を作成できます。

CREATE TABLE rect_tab OF rectangle; 
CREATE INDEX area_idx ON rect_tab x (x.area()); 

この索引を効率的に使用して、次の形式の問合せを評価できます。

SELECT * FROM rect_tab x WHERE x.area() > 100; 

ファンクション索引の使用による条件付き一意性の定義例ファンクション索引の使用による条件付き一意性の定義例ファンクション索引の使用による条件付き一意性の定義例ファンクション索引の使用による条件付き一意性の定義例 : 次の文は、oe.orders表に一意
なファンクション索引を作成して、プロモーション ID 2（大規模なセール）を顧客が 2 回以上
利用できないようにします。

CREATE UNIQUE INDEX promo_ix ON orders
   (CASE WHEN promotion_id =2 THEN customer_id ELSE NULL END,
    CASE WHEN promotion_id = 2 THEN promotion_id ELSE NULL END);

INSERT INTO orders (order_id, order_date, customer_id, order_total, promotion_id)
   VALUES (2459, systimestamp, 106, 251, 2);
1 row created.

INSERT INTO orders (order_id, order_date, customer_id, order_total, promotion_id)
   VALUES (2460, systimestamp+1, 106, 110, 2);
insert into orders (order_id, order_date, customer_id, order_total, promotion_id)
*
ERROR at line 1:
ORA-00001: unique constraint (OE.PROMO_IX) violated

promotion_idが 2 以外の行を索引から削除するようにします。Oracle Database では、すべ
てのキーが NULLの行は索引内に格納されません。したがって、この例では、promotion_id が
2 である場合以外は、customer_idと promotion_idの両方が NULLにマップされます。
その結果、customer_id値が同じ 2 つの行について promotion_id が 2 の場合にのみ、索引の
制約に違反することになります。

パーティション索引の例パーティション索引の例パーティション索引の例パーティション索引の例

レンジ・パーティション・グローバル索引の作成例レンジ・パーティション・グローバル索引の作成例レンジ・パーティション・グローバル索引の作成例レンジ・パーティション・グローバル索引の作成例 : 次の文は、コストの範囲を 3 つのグルー
プに分割した 3 つのパーティションを含むサンプル表 sh.salesにグローバル同一キー索引
cost_ixを作成します。

CREATE INDEX cost_ix ON sales (amount_sold)
   GLOBAL PARTITION BY RANGE (amount_sold)
      (PARTITION p1 VALUES LESS THAN (1000),
       PARTITION p2 VALUES LESS THAN (2500),
       PARTITION p3 VALUES LESS THAN (MAXVALUE));

ハッシュ・パーティション・グローバル索引の作成例ハッシュ・パーティション・グローバル索引の作成例ハッシュ・パーティション・グローバル索引の作成例ハッシュ・パーティション・グローバル索引の作成例 : 次の文は、4 つのパーティションを持
つサンプル表 sh.customersに、ハッシュ・パーティション・グローバル索引
cust_last_name_ixを作成します。

CREATE INDEX cust_last_name_ix ON customers (cust_last_name)
  GLOBAL PARTITION BY HASH (cust_last_name)
  PARTITIONS 4;
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ハッシュ・パーティション表の索引の作成例ハッシュ・パーティション表の索引の作成例ハッシュ・パーティション表の索引の作成例ハッシュ・パーティション表の索引の作成例 : 次の文は、hash_productsパーティション表
（16-68 ページの「ハッシュ・パーティション化の例 :」で作成）の product_id列にローカル
索引を作成します。LOCALの直後に記述された STORE IN句は、hash_productsがハッ
シュ・パーティション化されていることを示します。Oracle Database は、tbs1表領域と
tbs2表領域にハッシュ・パーティションを分散させます。

CREATE INDEX prod_idx ON hash_products(category_id) LOCAL
   STORE IN (tbs_01, tbs_02);

索引を作成するには、指定する表領域に対して割当て制限を持つ必要があります。表領域
tbs_1および tbs_2の作成例については、16-71 ページの「CREATE TABLESPACE」を参照
してください。

コンポジット・パーティション表の索引の作成例コンポジット・パーティション表の索引の作成例コンポジット・パーティション表の索引の作成例コンポジット・パーティション表の索引の作成例 : 次の文は、composite_sales表（16-68
ページの「コンポジット・パーティション表の例 :」で作成）にローカル索引を作成します。
STORAGE句では、索引のデフォルトの記憶域属性を指定します。ただし、別の TABLESPACE
記憶域が指定されているため、このデフォルトは、パーティション q3_2000および q4_2000
の 5 つのサブパーティションに上書きされます。

索引を作成するには、指定する表領域に対して割当て制限を持つ必要があります。表領域
tbs_1および tbs_2の作成例については、16-71 ページの「CREATE TABLESPACE」を参照
してください。

CREATE INDEX sales_ix ON composite_sales(time_id, prod_id)
   STORAGE (INITIAL 1M MAXEXTENTS UNLIMITED)
   LOCAL
   (PARTITION q1_1998,
    PARTITION q2_1998,
    PARTITION q3_1998,
    PARTITION q4_1998,
    PARTITION q1_1999,
    PARTITION q2_1999,
    PARTITION q3_1999,
    PARTITION q4_1999,
    PARTITION q1_2000,
    PARTITION q2_2000
      (SUBPARTITION pq2001, SUBPARTITION pq2002, 
       SUBPARTITION pq2003, SUBPARTITION pq2004,
       SUBPARTITION pq2005, SUBPARTITION pq2006, 
       SUBPARTITION pq2007, SUBPARTITION pq2008),
    PARTITION q3_2000
      (SUBPARTITION c1 TABLESPACE tbs_02, 
       SUBPARTITION c2 TABLESPACE tbs_02, 
       SUBPARTITION c3 TABLESPACE tbs_02,
       SUBPARTITION c4 TABLESPACE tbs_02,
       SUBPARTITION c5 TABLESPACE tbs_02),
    PARTITION q4_2000
      (SUBPARTITION pq4001 TABLESPACE tbs_03, 
       SUBPARTITION pq4002 TABLESPACE tbs_03,
       SUBPARTITION pq4003 TABLESPACE tbs_03,
       SUBPARTITION pq4004 TABLESPACE tbs_03)
);

ビットマップ索引の例ビットマップ索引の例ビットマップ索引の例ビットマップ索引の例

次の文は、表 oe.hash_products（16-68 ページの「ハッシュ・パーティション化の例 :」で
作成）にビットマップ結合索引を作成します。

CREATE BITMAP INDEX product_bm_ix 
   ON hash_products(list_price)
   TABLESPACE tbs_1
   LOCAL(PARTITION ix_p1 TABLESPACE tbs_02,
         PARTITION ix_p2,
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         PARTITION ix_p3 TABLESPACE tbs_03,
         PARTITION ix_p4,
         PARTITION ix_p5 TABLESPACE tbs_04 );

hash_productsはパーティション表であるため、ビットマップ結合索引はローカル・パー
ティションである必要があります。この例では、指定する表領域に対して割当て制限を持つ必
要があります。表領域 tbs_2、tbs_3および tbs_4を作成する例は、16-71 ページの

「CREATE TABLESPACE」を参照してください。

ネストした表の索引の例ネストした表の索引の例ネストした表の索引の例ネストした表の索引の例 :
サンプル表 pm.print_mediaには、記憶表 textdocs_nestedtabに格納されたネストした
表の列 ad_textdocs_ntabが含まれます。次の文は、記憶表 textdocs_nestedtabに一意
索引を作成します。

CREATE UNIQUE INDEX nested_tab_ix
      ON textdocs_nestedtab(NESTED_TABLE_ID, document_typ);

疑似列 NESTED_TABLE_IDを組み込むことによって、ネストした表の列 ad_textdocs_ntab
内に固有の行が確保されます。

置換可能な列の索引の作成例置換可能な列の索引の作成例置換可能な列の索引の作成例置換可能な列の索引の作成例 :
置換可能な列を宣言した型の属性に、索引を作成できます。また、適切な TREATファンクショ
ンの使用によって、サブタイプの属性を参照できます。次の例では、表 books（16-61 ページ
の「置換可能な表および列のサンプル :」で作成）を使用します。この文は、books表の、す
べての employee_t 型の author の salary属性に索引を作成します。

CREATE INDEX salary_i 
   ON books (TREAT(author AS employee_t).salary);

TREATファンクションの引数のターゲットとなる型は、参照する属性を追加した型である必要
があります。例では、TREATのターゲットは、employee_tで、salary属性を追加した型で
す。

この条件を満たさない場合、TREATファンクションがファンクションの定義式として解析さ
れ、ファンクション索引が作成されます。たとえば、次の文は、パートタイム従業員の
salary属性にファンクション索引を作成し、型の階層に含まれる他のすべての型のインスタ
ンスに NULL を割り当てます。

CREATE INDEX salary_func_i ON persons p
   (TREAT(VALUE(p) AS part_time_emp_t).salary);

SYS_TYPEIDファンクションの使用によって、置換可能な列を基礎とする型判別式の列に索引
を作成できます。

次の文は、books 表の author 列の型 ID にビットマップ索引を作成します。

CREATE BITMAP INDEX typeid_i ON books (SYS_TYPEID(author));

注意注意注意注意 : Oracle Database は型判別式の列を使用し、IS OF type条件を含
む問合せを評価します。型 ID 列のカーディナリティが通常低い場合、
ビットマップ索引を作成することをお薦めします。

参照参照参照参照 :

� books表を基礎とする型の階層の作成については、『Oracle Database 
PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

� 5-215 ページの「TREAT」、5-191 ページの「SYS_TYPEID」および
7-23 ページの「IS OF type 条件」を参照してください。
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CREATE INDEXTYPE 

用途用途用途用途

CREATE INDEXTYPE文を使用すると、（アプリケーション固有の）ドメイン索引を管理する
ルーチンを指定するオブジェクトである索引タイプ索引タイプ索引タイプ索引タイプを作成できます。索引タイプは、表、
ビューおよび他のスキーマ・オブジェクトと同じネームスペースにあります。この文は、索引
タイプ名を実装タイプに結合し、順番に索引タイプを実装するユーザー定義索引ファンクショ
ンおよびプロシージャを指定し、参照します。

前提条件前提条件前提条件前提条件

自分のスキーマに索引タイプを作成する場合は、CREATE INDEXTYPEシステム権限が必要で
す。他のユーザーのスキーマ内に索引タイプを作成する場合は、CREATE ANY INDEXTYPEシス
テム権限が必要です。どちらの場合も、実装タイプおよびサポートしている演算子に対する
EXECUTEオブジェクト権限が必要です。

索引タイプは、1 つ以上の演算子をサポートしているため、索引タイプを作成する前に、
サポートする演算子を設計し、これらの演算子に機能的な実装を提供する必要があります。

構文構文構文構文

create_indextype::=

using_type_clause::=

参照参照参照参照 : 索引タイプの実装の詳細は、『Oracle Database データ・カート
リッジ開発者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 「CREATE OPERATOR」（15-32 ページ）

CREATE
OR REPLACE

INDEXTYPE
schema .

indextype

FOR
schema .

operator ( paramater_type

,

)

,

using_type_clause

WITH LOCAL RANGE PARTITION storage_table_clause

USING
schema .

implementation_type
array_DML_clause
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array_DML_clause::=

storage_table_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
索引タイプが存在するスキーマ名を指定します。schemaを指定しない場合、自分のスキーマ
内に索引タイプが作成されます。

indextype
作成する索引タイプの名前を指定します。

FOR 句句句句

FOR句を使用すると、索引タイプでサポートされる演算子のリストを指定できます。

� schemaには、演算子が含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、
その演算子は自分のスキーマにあるとみなされます。

� operatorには、索引タイプによってサポートされる演算子の名前を指定します。

この句に指定するすべての演算子は有効な演算子である必要があります。

� parameter_typeには、演算子へのパラメータ・タイプを指定します。

using_type_clause
USING句を使用すると、新しい索引タイプを実装するタイプを指定できます。

implementation_typeには、適切な Oracle Data Cartridge Interface（ODCI）を実装するタ
イプ名を指定します。

� ODCI でルーチンを実装する有効なタイプを指定する必要があります。

� 実装タイプは、索引タイプと同じスキーマに存在する必要があります。

参照参照参照参照 : このインタフェースの詳細は、『Oracle Database データ・カート
リッジ開発者ガイド』を参照してください。

WITH

WITHOUT
ARRAY DML

(
schema .

type
,

schema .
varray_type

)

,

WITH
SYSTEM

USER
MANAGED STORAGE TABLES
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WITH LOCAL RANGE PARTITION
この句を使用すると、その索引タイプを使用してレンジ・パーティション表にローカル・ドメ
イン索引を作成するように指定できます。この句を省略すると、後でこの索引タイプを使用し
てパーティション表にローカル・ドメイン索引を作成することはできません。

storage_table_clause
この句を使用すると、この索引タイプに基づいて作成された索引の記憶表およびパーティショ
ン・メンテナンス操作の管理方法を指定できます。

� WITH SYSTEM MANAGED STORAGE TABLESを指定すると、統計データの格納がシステムで
管理されます。statistics_typeに指定するタイプによって、システムで保持される表
に統計関連の情報が格納されます。また、指定する索引タイプはすでに登録済であるか、
または WITH SYSTEM MANAGED STORAGE TABLES句をサポートするように変更されている
必要があります。

� WITH USER MANAGED STORAGE TABLESを指定すると、ユーザー定義の統計情報を格納す
る表は、ユーザーによって管理されます。これはデフォルトの動作です。

array_DML_clause 
この句を使用すると、索引タイプで ODCIIndexInsertメソッドの配列インタフェースをサ
ポートできるようになります。

type およびおよびおよびおよび varray_type 索引付けする列のデータ型がユーザー定義のオブジェクト型である
場合、この句を指定して、Oracle が typeの列値を保持するために使用する VARRAY の
varray_typeを識別する必要があります。索引タイプで型のリストがサポートされている場
合、対応する VARRAY 型のリストを指定できます。typeまたは varray_typeで schemaを
省略した場合、型が自分のスキーマ内に定義されているとみなされます。

索引付けする列のデータ型が組込みシステム型である場合、その索引タイプに指定された
VARRAY 型は、システムで定義された ODCI 型よりも優先されます。

例例例例

索引タイプの作成例索引タイプの作成例索引タイプの作成例索引タイプの作成例 : 次の文は、position_indextypeという名前の索引タイプを作成し、
その索引タイプでサポートされている position_between演算子、および索引インタフェー
スを実装する position_imタイプを指定します。この索引タイプを使用する拡張索引作成機
能の使用例については、E-2 ページの「拡張索引作成機能の使用方法」を参照してください。

CREATE INDEXTYPE position_indextype
   FOR position_between(NUMBER, NUMBER, NUMBER)
   USING position_im;

参照参照参照参照 : ドメイン索引の記憶表の詳細は、『Oracle Database データ・カー
トリッジ開発者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : ODCI 配列インタフェースの詳細は、『Oracle Database データ・
カートリッジ開発者ガイド』を参照してください。
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CREATE JAVA 

用途用途用途用途

CREATE JAVAを使用すると、Java ソース、クラスまたはリソースを含むスキーマ・オブジェク
トを作成できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

自分のスキーマに Java ソース、クラスまたはリソースを含むスキーマ・オブジェクトを作成ま
たは再作成する場合は、CREATE PROCEDUREシステム権限が必要です。他のユーザーのスキー
マ内にスキーマ・オブジェクトを作成または再作成する場合は、CREATE ANY PROCEDUREシス
テム権限が必要です。

構文構文構文構文

create_java::=

参照参照参照参照 :

� Java の概要および Java ストアド・プロシージャの詳細は、『Oracle 
Database Java 開発者ガイド』を参照してください。

� JDBC については、『Oracle Database JDBC 開発者ガイドおよびリファ
レンス』を参照してください。

CREATE
OR REPLACE

AND
RESOLVE

COMPILE NOFORCE

JAVA

SOURCE

RESOURCE
NAMED

schema .
primary_name

CLASS
SCHEMA schema

invoker_rights_clause

RESOLVER ( ( match_string
, schema_name

–
) )

USING

BFILE ( directory_object_name , server_file_name )

CLOB

BLOB

BFILE

subquery

’ key_for_BLOB ’

AS source_char
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invoker_rights_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

OR REPLACE
OR REPLACEを指定すると、既存の Java クラス、ソースまたはリソースを含むスキーマ・オブ
ジェクトを再作成できます。この句を指定した場合、付与されているオブジェクト権限を削除、
再作成および再付与しなくても、既存のオブジェクトの定義を変更できます。

Java スキーマ・オブジェクトを再定義し、RESOLVEまたは COMPILEを指定した場合、そのオ
ブジェクトが再コンパイルまたは変換されます。正常に変換またはコンパイルされたかどうか
にかかわらず、Java スキーマ・オブジェクトを参照するクラスは有効になります。

再定義したファンクションに対して権限が付与されていたユーザーは、権限を再付与されなく
ても、そのファンクションにアクセスできます。

RESOLVE | COMPILE
RESOLVEおよび COMPILEは、同義のキーワードです。この文が正常に実行された場合に作成
される Java スキーマ・オブジェクトを変換することを指定します。

� クラスに適用された場合、他のクラス・スキーマ・オブジェクトに対する参照名に変換さ
れます。

� ソースに適用された場合、ソースがコンパイルされます。

RESOLVE およびおよびおよびおよび COMPILE の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : Java リソースには、これらのキーワードを指定で
きません。

NOFORCE
RESOLVEまたは COMPILEを指定しても、正常に変換またはコンパイルできない場合は、
NOFORCEを指定すると CREATEコマンドの結果をロールバックできます。このオプションを指
定しないと、正常に変換またはコンパイルできない場合でも何も処理が行われず、作成された
スキーマ・オブジェクトはそのままです。

JAVA SOURCE 句句句句

JAVA SOURCEを指定すると、Java ソース・ファイルをロードできます。

JAVA CLASS 句句句句

JAVA CLASSを指定すると、Java クラス・ファイルをロードできます。

JAVA RESOURCE 句句句句

JAVA RESOURCEを指定すると、Java リソース・ファイルをロードできます。

参照参照参照参照 : その他の情報は、10-85 ページの「ALTER JAVA」を参照してくだ
さい。

AUTHID
CURRENT_USER

DEFINER
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NAMED 句句句句

NAMED句は、Java ソースまたはリソースの場合に指定します。primary_nameは、二重引用
符で囲む必要があります。

� Java ソースの場合、この句にはソース・コードが保持されているスキーマ・オブジェクト
名を指定します。正常な CREATE JAVA SOURCE文は、ソースによって定義された Java ク
ラスをそれぞれ保持するために、追加スキーマ・オブジェクトも作成します。

� Java リソースの場合、この句には Java リソースを保持するスキーマ・オブジェクト名を指
定します。

primary_nameの小文字、または大文字と小文字の組合せを保持するには、二重引用符を使用
します。

schemaを指定しない場合、自分のスキーマ内にオブジェクトが作成されます。

NAMED Java クラスの制限事項クラスの制限事項クラスの制限事項クラスの制限事項 : NAMED句には、次の制限事項があります。

� Java クラスには、NAMEDを指定できません。

� primary_nameは、データベース・リンクを含むことはできません。

SCHEMA 句句句句

SCHEMA句は、Java クラスにのみ適用されます。このオプションは、Java ファイルを含むオブ
ジェクトが存在するスキーマを指定します。この句を指定しない場合、自分のスキーマ内にオ
ブジェクトが作成されます。

invoker_rights_clause
invoker_rights_clauseを使用すると、クラスを所有するユーザーのスキーマ内で、その
ユーザーの権限を使用してクラスのメソッドが実行されるか、または、CURRENT_USERのス
キーマ内で、そのユーザーの権限を使用してクラスのメソッドを実行するかを指定できます。

また、この句は、問合せ、DML 操作、およびその型のメンバー・ファンクションおよびプロ
シージャ内の動的 SQL 文の外部名の変換方法も定義します。

AUTHID CURRENT_USER
CURRENT_USERを使用すると、クラスのメソッドが CURRENT_USER権限で実行されることを
指定できます。この句はデフォルトで、実行者権限クラス実行者権限クラス実行者権限クラス実行者権限クラスを作成します。

また、この句は、問合せ、DML 操作、および動的 SQL 文の外部名を CURRENT_USERのス
キーマで変換することも指定します。他のすべての文における外部名は、メソッドを含むス
キーマで変換します。

AUTHID DEFINER
DEFINERを使用すると、クラスが存在するスキーマの所有者権限でクラスのメソッドを実行す
ること、およびクラスが存在するスキーマで外部名を変換することを指定できます。この句に
よって定義者権限クラス定義者権限クラス定義者権限クラス定義者権限クラスが作成されます。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle Database Java 開発者ガイド』

� CURRENT_USERの判断方法については、『Oracle Database PL/SQL 言
語リファレンス』を参照してください。
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RESOLVER 句句句句

RESOLVER句を使用すると、Java スキーマ・オブジェクトに対する完全修飾 Java 名のマッピン
グを指定できます。ここでは次のとおりです。

� match_stringは、完全修飾 Java 名、そのような Java 名と一致するワイルド・カードま
たは任意の名前と一致するワイルド・カードを指定します。

� schema_nameは、対応する Java スキーマ・オブジェクトを検索するスキーマを指定しま
す。

� schema_nameの代替としてのダッシュ（‐）は、match_stringが有効な Java 名と一致
した場合、名前が変換されないことを示します。名前の変換は成功しますが、実行時にク
ラスがその名前を使用することはできません。

このマッピングは、後の変換で（暗黙的に、または ALTER JAVA ... RESOLVE文で明示的に）使
用されるコマンドで作成されるスキーマ・オブジェクトの定義とともに格納されます。

USING 句句句句

USINGは、Java クラスまたはリソースに対する文字データ（CLOBまたは BFILE）またはバイ
ナリ・データ（BLOBまたは BFILE）の順序を決定します。文字の順序を使用して、1 つのファ
イルが Java クラスまたはリソースに、または 1 つのソース・ファイルおよび 1 つ以上の導出ク
ラスが Java ソースに定義されます。

BFILE 句句句句

順序を含む、オペレーティング・システム（directory_object_name）およびサーバー・
ファイル（server_file_name）であらかじめ作成されているファイルのディレクトリおよび
ファイル名を指定します。BFILEは、通常、CREATE JAVA SOURCEによって文字順序として、
CREATE JAVA CLASSまたは CREATE JAVA RESOURCEによってバイナリ順序として解析されま
す。

CLOB | BLOB | BFILE subquery
指定した型（CLOB、BLOBまたは BFILE）の行と列を選択する副問合せを指定します。列の値
は文字列を構成します

key_for_BLOB
key_for_BLOB句は、次の暗黙的な問合せを提供します。

SELECT LOB FROM CREATE$JAVA$LOB$TABLE 
   WHERE NAME = 'key_for_BLOB';

key_for_BLOB 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : このパラメータを使用する場合、表
CREATE$JAVA$LOB$TABLEが現行のスキーマ内にあり、BLOB型の LOB 列および VARCHAR2
型の NAME列が存在する必要があります。

AS source_char
Java ソースの文字列を指定します。

注意注意注意注意 : 以前のリリースでは、USING句は暗黙的にキーワード SELECTを
提供しました。今回のリリースでは提供されません。ただし、キーワード
SELECTなしの副問合せは、（下位互換性のために）サポートされていま
す。
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例例例例

Java クラス・オブジェクトの作成例クラス・オブジェクトの作成例クラス・オブジェクトの作成例クラス・オブジェクトの作成例 : 次の文は、Java バイナリ・ファイルにある名前を使用
して、Java クラスを含むスキーマ・オブジェクトを作成します。

CREATE JAVA CLASS USING BFILE (java_dir, 'Agent.class')
/

この例では、Java クラス Agent.classを含むオペレーティング・システム・ディレクトリを
指すディレクトリ・オブジェクト java_dirがすでに存在していると想定しています。この例
では、クラス名が Java クラス・スキーマ・オブジェクトの名前を決定します。

Java ソース・オブジェクトの作成例ソース・オブジェクトの作成例ソース・オブジェクトの作成例ソース・オブジェクトの作成例 : 次の文は、Java ソース・スキーマ・オブジェクトを作
成します。

CREATE JAVA SOURCE NAMED "Welcome" AS
   public class Welcome {
      public static String welcome() {
         return "Welcome World";   } }
/

Java リソース・オブジェクトの作成例リソース・オブジェクトの作成例リソース・オブジェクトの作成例リソース・オブジェクトの作成例 : 次の文は、bfileから apptextという名前の Java
リソース・スキーマ・オブジェクトを作成します。

CREATE JAVA RESOURCE NAMED "appText" 
   USING BFILE (java_dir, 'textBundle.dat')
/
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SQL 文 : CREATE LIBRARY ～ CREA
15

SQL 文文文文 :

CREATE LIBRARY ～～～～ CREATE SPFILE

この章では、次の SQL 文について説明します。

� CREATE LIBRARY

� CREATE MATERIALIZED VIEW

� CREATE MATERIALIZED VIEW LOG

� CREATE OPERATOR

� CREATE OUTLINE

� CREATE PACKAGE

� CREATE PACKAGE BODY

� CREATE PFILE

� CREATE PROCEDURE

� CREATE PROFILE

� CREATE RESTORE POINT

� CREATE ROLE

� CREATE ROLLBACK SEGMENT

� CREATE SCHEMA

� CREATE SEQUENCE

� CREATE SPFILE
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CREATE LIBRARY
CREATE LIBRARY 

用途用途用途用途

CREATE LIBRARY文を使用すると、オペレーティング・システム共有ライブラリに関連するス
キーマ・オブジェクトを作成できます。このスキーマ・オブジェクトの名前は、CREATE 
FUNCTIONまたは CREATE PROCEDURE文の call_specで使用できます。また、パッケージ
またはタイプにおけるファンクションまたはプロシージャを宣言する際にも使用できます。
これによって、SQL および PL/SQL は、3GL ファンクションおよびプロシージャに対してコー
ルできます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

自分のスキーマ内にライブラリを作成する場合は、CREATE LIBRARYシステム権限が必要で
す。他のユーザーのスキーマ内にライブラリを作成する場合は、CREATE ANY LIBRARYシステ
ム権限が必要です。ライブラリに格納されているプロシージャおよびファンクションを使用す
る場合は、そのライブラリに対する EXECUTEオブジェクト権限が必要です。

CREATE LIBRARY文は、共有ライブラリおよび動的リンクをサポートするプラットフォーム上
でのみ有効です。

構文構文構文構文

create_library::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

OR REPLACE
OR REPLACEを指定すると、既存のライブラリを再作成できます。この句を指定した場合、既
存のライブラリに付与されているスキーマ・オブジェクト権限を削除、再作成および再付与し
なくても、ライブラリの定義を変更できます。

再定義したライブラリに対して権限を付与されていたユーザーは、権限を再付与されなくても
ライブラリにアクセスできます。

libname
作成するライブラリの名前を指定します。call_specでファンクションまたはプロシージャを
宣言するときは、この名前を指定します。

参照参照参照参照 : ファンクションおよびプロシージャの詳細は、14-48 ページの
「CREATE FUNCTION」および『Oracle Database PL/SQL 言語リファレ
ンス』を参照してください。

CREATE
OR REPLACE

LIBRARY
schema .

libname

IS

AS
’ filename ’

AGENT ’ agent_dblink ’
;
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filename
一重引用符で囲まれた文字列リテラルを指定します。文字列には、オペレーティング・システ
ムの共有ライブラリの名前となるパスまたはファイル名を指定します。

filenameは、CREATE LIBRARY文の実行中は解析されません。ライブラリ・ファイルの存在
は、そのファイルからルーチンが実行されるまでチェックされません。

AGENT 句句句句

AGENT句を指定すると、サーバーではなく、データベース・リンクから外部プロシージャを実
行できます。外部プロシージャの実行には、agent_dblinkに指定したデータベース・リンク
が使用されます。この句を指定しない場合、サーバーのデフォルト・エージェント

（extproc）が、外部プロシージャを実行します。

例例例例

ライブラリの作成例ライブラリの作成例ライブラリの作成例ライブラリの作成例 : 次の文は、ライブラリ ext_libを作成します。

CREATE LIBRARY ext_lib AS '/OR/lib/ext_lib.so';
/

次の文は、ライブラリ ext_libを再作成します。

CREATE OR REPLACE LIBRARY ext_lib IS '/OR/newlib/ext_lib.so';
/

外部プロシージャ・エージェントの指定例外部プロシージャ・エージェントの指定例外部プロシージャ・エージェントの指定例外部プロシージャ・エージェントの指定例 : 次の例は、ライブラリ app_libを作成し、パブ
リック・データベース sales.hq.acme.comから外部プロシージャを起動することを指定し
ます。

CREATE LIBRARY app_lib as '${ORACLE_HOME}/lib/app_lib.so'
   AGENT 'sales.hq.acme.example.com';
/

参照参照参照参照 : データベース・リンクの作成方法については、14-31 ページの「パ
ブリック・データベース・リンクの定義例 :」を参照してください。
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CREATE MATERIALIZED VIEW 

用途用途用途用途

CREATE MATERIALIZED VIEW文を使用すると、マテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビューを作成できます。
マテリアライズド・ビューは、問合せ結果を含むデータベース・オブジェクトです。問合せの
FROM句には、表、ビューおよびその他のマテリアライズド・ビューを指定できます。これらの
オブジェクトをあわせて、マスター表マスター表マスター表マスター表（レプリケーション用語）またはディテール表ディテール表ディテール表ディテール表（デー
タ・ウェアハウス用語）といいます。このマニュアルでは、「マスター表」を使用します。マス
ター表が格納されているデータベースをマスター・データベースマスター・データベースマスター・データベースマスター・データベースといいます。

レプリケーションでは、マテリアライズド・ビューを使用すると、ローカル・ノード上にある
リモート・データのコピーのメンテナンスができます。コピーは、アドバンスト・レプリケー
ション機能によって更新可能となりますが、この機能がない場合は読取り専用です。マテリア
ライズド・ビューのデータを、表またはビューと同じように選択することができます。レプリ
ケーション環境では、通常作成されるマテリアライズド・ビューは、主キー主キー主キー主キー、ROWID、オブオブオブオブ
ジェクトジェクトジェクトジェクトおよび副問合せ副問合せ副問合せ副問合せのマテリアライズド・ビューです。

データ・ウェアハウスでは、通常作成されるマテリアライズド・ビューは、マテリアライズドマテリアライズドマテリアライズドマテリアライズド
集計ビュー集計ビュー集計ビュー集計ビュー、単一表マテリアライズド集計ビュー単一表マテリアライズド集計ビュー単一表マテリアライズド集計ビュー単一表マテリアライズド集計ビューおよびマテリアライズド結合ビューマテリアライズド結合ビューマテリアライズド結合ビューマテリアライズド結合ビューです。3
つのマテリアライズド・ビューは、クエリー・リライトで使用できます。クエリー・リライト
とは、マスター表に関して記述したユーザー要求を、1 つ以上のマテリアライズド・ビューを
含む同等の要求に変換するための 適化手法です。

前提条件前提条件前提条件前提条件 
マテリアライズド・ビューの作成に必要な権限は、ロールを介してではなく、直接付与する必
要があります。

自分のスキーマ内自分のスキーマ内自分のスキーマ内自分のスキーマ内にマテリアライズド・ビューを作成する場合は、次の条件に従う必要があり
ます。

� CREATE MATERIALIZED VIEWシステム権限と、CREATE TABLEまたは CREATE ANY 
TABLEのいずれかのシステム権限が必要です。

� 所有していないマテリアライズド・ビューのマスター表にアクセスする場合は、各表に対
する SELECTオブジェクト権限または SELECT ANY TABLEシステム権限が必要です。

注意注意注意注意 : 下位互換性を保つために、MATERIALIZED VIEWのかわりにキー
ワード SNAPSHOTもサポートされています。

参照参照参照参照 : レプリケーションのサポートに使用するマテリアライズド・
ビューの詳細は、『Oracle Database アドバンスト・レプリケーション』を
参照してください。

参照参照参照参照 :

� 「ALTER MATERIALIZED VIEW」（11-2 ページ）

� データ・ウェアハウスのサポートに使用するマテリアライズド・
ビューの詳細は、『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』
を参照してください。
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他のユーザーのスキーマ内他のユーザーのスキーマ内他のユーザーのスキーマ内他のユーザーのスキーマ内にマテリアライズド・ビューを作成する場合、次の条件に従う必要
があります。

� CREATE ANY MATERIALIZED VIEWシステム権限が必要です。

� マテリアライズド・ビューの所有者には、CREATE TABLEシステム権限が必要です。
スキーマ所有者が所有していないマテリアライズド・ビューの任意のマスター表（リモー
ト・データベースに存在するマスター表など）、およびそのマスター表に定義された任意の
マテリアライズド・ビュー・ログにアクセスするには、各表に対する SELECTオブジェク
ト権限、または SELECT ANY TABLEシステム権限が必要です。

REFRESH ON COMMIT モードのマテリアライズド・ビューを作成する（ON COMMIT REFRESH
句を使用）場合は、前述の権限の他に、所有しないマスター表に対する ON COMMIT REFRESH
オブジェクト権限、または ON COMMIT REFRESHシステム権限が必要です。

前述の権限の他にも、クエリー・リライトが使用可能クエリー・リライトが使用可能クエリー・リライトが使用可能クエリー・リライトが使用可能なマテリアライズド・ビューを作成する
場合は、次の条件に従う必要があります。

� スキーマ所有者がマスター表を所有していない場合は、そのスキーマ所有者には GLOBAL 
QUERY REWRITE権限、または自分のスキーマ以外の各表に対する QUERY REWRITEオブ
ジェクト権限が必要です。

� 事前作成コンテナにマテリアライズド・ビューを定義する（ON PREBUILT TABLE句を使
用）場合は、コンテナ表に対する WITH GRANT OPTION付きの SELECT権限が必要です。

マテリアライズド・ビューを含むスキーマのユーザーには、マテリアライズド・ビューのマス
ター表および索引を格納するターゲット表領域への十分な割当て制限または UNLIMITED 
TABLESPACEシステム権限が必要です。

マテリアライズド・ビューを作成する場合、Oracle Database はマテリアライズド・ビューのス
キーマ内に、1 つの内部表および 1 つ以上の索引を作成します。また、1 つのビューを作成する
こともあります。これらのオブジェクトは、マテリアライズド・ビューのデータをメンテナン
スするために使用されます。ユーザーには、これらのオブジェクトを作成するための権限が必
要です。

参照参照参照参照 :

� これらの権限については、16-6 ページの「CREATE TABLE」、17-13
ページの「CREATE VIEW」および 14-50 ページの「CREATE 
INDEX」を参照してください。

� レプリケーションのためのマテリアライズド・ビューの作成について
の前提条件は、『Oracle Database アドバンスト・レプリケーション』
を参照してください。

� データ・ウェアハウスのためのマテリアライズド・ビューの作成につ
いての前提条件は、『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイ
ド』を参照してください。
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CREATE MATERIALIZED VIEW
構文構文構文構文

create_materialized_view::=

（15-6 ページの physical_properties::=、15-7 ページの scoped_table_ref_constraint::=、
15-7 ページの materialized_view_props::=、15-8 ページの physical_attributes_clause::=、
15-8 ページの create_mv_refresh::=、19-5 ページの subquery::= を参照）

physical_properties::=

（15-8 ページの segment_attributes_clause::=、15-9 ページの table_compression::=、15-7 ページ
の index_org_table_clause::= を参照）

CREATE MATERIALIZED VIEW
schema .

materialized_view
( column_alias

,

)

OF
schema .

object_type ( scoped_table_ref_constraint )

ON PREBUILT TABLE

WITH

WITHOUT
REDUCED PRECISION

physical_properties materialized_view_props

USING INDEX

physical_attributes_clause

TABLESPACE tablespace

USING NO INDEX create_mv_refresh

FOR UPDATE

DISABLE

ENABLE
QUERY REWRITE

AS subquery ;

segment_attributes_clause
table_compression

ORGANIZATION

HEAP
segment_attributes_clause table_compression

INDEX
segment_attributes_clause

index_org_table_clause

EXTERNAL external_table_clause

CLUSTER cluster ( column

,

)
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materialized_view_props::=

（15-9 ページの column_properties::=、16-17 ページの「CREATE TABLE」構文の項にある
table_partitioning_clauses::=、15-11 ページの parallel_clause::=、15-12 ページの build_clause::=
を参照）

scoped_table_ref_constraint::=

index_org_table_clause::=

（mapping_table_clauseは、マテリアライズド・ビューではサポートされていません。
15-7 ページの key_compression::=、15-7 ページの index_org_overflow_clause::= を参照）

key_compression::=

index_org_overflow_clause::=

（15-8 ページの segment_attributes_clause::= を参照）

column_properties table_partitioning_clauses

CACHE

NOCACHE parallel_clause

build_clause

SCOPE FOR (
ref_column

ref_attribute
) IS

schema . scope_table_name

c_alias

,

mapping_table_clause

PCTTHRESHOLD integer

key_compression index_org_overflow_clause

COMPRESS
integer

NOCOMPRESS

INCLUDING column_name
OVERFLOW

segment_attributes_clause
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create_mv_refresh::=

segment_attributes_clause::=

（15-8 ページの physical_attributes_clause::=、15-9 ページの logging_clause::= を参照）

physical_attributes_clause::=

（8-34 ページの logging_clause::= を参照）

REFRESH

FAST

COMPLETE

FORCE

ON DEMAND

ON COMMIT

START WITH

NEXT
date

WITH
PRIMARY KEY

ROWID

USING

DEFAULT

MASTER

LOCAL
ROLLBACK SEGMENT

MASTER

LOCAL
ROLLBACK SEGMENT rollback_segment

USING
ENFORCED

TRUSTED
CONSTRAINTS

NEVER REFRESH

physical_attributes_clause

TABLESPACE tablespace

logging_clause

PCTFREE integer

PCTUSED integer

INITRANS integer

storage_clause
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logging_clause::=

table_compression::=

column_properties::=

（15-9 ページの object_type_col_properties::=、15-10 ページの nested_table_col_properties::=、
15-10 ページの varray_col_properties::=、15-11 ページの LOB_partition_storage::=、
15-10 ページの LOB_storage_clause::= を参照。XMLType_column_propertiesは、マテリア
ライズド・ビューではサポートされていません。）

object_type_col_properties::=

（15-9 ページの substitutable_column_clause::= を参照）

substitutable_column_clause::=

LOGGING

NOLOGGING

FILESYSTEM_LIKE_LOGGING

COMPRESS

FOR
ALL

DIRECT_LOAD
OPERATIONS

NOCOMPRESS

object_type_col_properties

nested_table_col_properties

varray_col_properties

LOB_storage_clause

( LOB_partition_storage

,

)

XMLType_column_properties

COLUMN column substitutable_column_clause

ELEMENT
IS OF

TYPE
( ONLY type )

NOT
SUBSTITUTABLE AT ALL LEVELS
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nested_table_col_properties::=

（15-9 ページの substitutable_column_clause::=、16-9 ページの object_properties::=、
16-9 ページの「CREATE TABLE」構文の項にある physical_properties::=、
15-9 ページの column_properties::= を参照）

varray_col_properties::=

（15-9 ページの substitutable_column_clause::=、15-10 ページの varray_storage_clause::= を
参照）

varray_storage_clause::=

（15-11 ページの LOB_parameters::= を参照）

LOB_storage_clause::=

（15-11 ページの LOB_storage_parameters::= を参照）

NESTED TABLE
nested_item

COLUMN_VALUE

substitutable_column_clause
STORE AS storage_table

(

( object_properties )

physical_properties

column_properties

)
RETURN AS

LOCATOR

VALUE

VARRAY varray_item

substitutable_column_clause
varray_storage_clause

substitutable_column_clause

STORE AS

SECUREFILE

BASICFILE
LOB

LOB_segname
( LOB_storage_parameters )

LOB_segname

LOB

( LOB_item

,

) STORE AS

SECUREFILE

BASICFILE

( LOB_storage_parameters )

( LOB_item ) STORE AS

SECUREFILE

BASICFILE

LOB_segname

( LOB_storage_parameters )
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LOB_storage_parameters::=

（15-11 ページの LOB_parameters::=、8-44 ページの storage_clause::= を参照）

LOB_parameters::=

（8-44 ページの storage_clause::=、15-9 ページの logging_clause::= を参照）

LOB_partition_storage::=

（15-10 ページの LOB_storage_clause::=、15-10 ページの varray_col_properties::= を参照）

parallel_clause::=

TABLESPACE tablespace

LOB_parameters
storage_clause

storage_clause

ENABLE

DISABLE
STORAGE IN ROW

CHUNK integer

PCTVERSION integer

FREEPOOLS integer

LOB_retention_clause

LOB_deduplicate_clause

LOB_compression_clause

ENCRYPT encryption_spec

DECRYPT

CACHE

NOCACHE

CACHE READS

logging_clause

PARTITION partition
LOB_storage_clause

varray_col_properties

( SUBPARTITION subpartition
LOB_partitioning_storage

varray_col_properties
)

NOPARALLEL

PARALLEL
integer
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build_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
マテリアライズド・ビューを含めるスキーマを指定します。schemaを指定しないと、自分の
スキーマ内にマテリアライズド・ビューが作成されます。

materialized_view
作成するマテリアライズド・ビューの名前を指定します。Oracle Database は、マテリアライズ
ド・ビュー名に接頭辞または接尾辞を追加して、マテリアライズド・ビューをメンテナンスす
るための表および索引の名前を生成します。

column_alias
マテリアライズド・ビューの各列に対して別名を指定できます。列の別名のリストによって、
競合する列名が明示的に解決されます。したがって、マテリアライズド・ビューの SELECT句
で別名を指定する必要がなくなります。この句で列の別名を指定する場合は、SELECT句内で
参照される各データ・ソースの別名を指定する必要があります。

OF object_type
OF object_type句を指定すると、object_type型のオブジェクト・マテリアライズド・オブジェクト・マテリアライズド・オブジェクト・マテリアライズド・オブジェクト・マテリアライズド・
ビュービュービュービューを明示的に作成できます。

scoped_table_ref_constraint 
SCOPE FOR句を使用すると、参照の有効範囲を 1 つのオブジェクト表に制限できます。
scope_table_nameを持つ表名または列の別名を参照できます。REF列または属性の値は
scope_table_nameまたは c_alias内のオブジェクトを指し、その場所に REF列と同じ型
のオブジェクト・インスタンスが格納されます。別名を指定する場合は、その別名が、マテリ
アライズド・ビューを定義する問合せの SELECT構文のリストの列と 1 対 1 で対応する必要が
あります。

ON PREBUILT TABLE 句句句句

ON PREBUILT TABLE句を指定すると、既存の表を再初期化したマテリアライズド・ビューと
して登録できます。この句は、データ・ウェアハウス環境において、大きいマテリアライズ
ド・ビューを登録する場合に有効です。その表は、結果マテリアライズド・ビューと同じ名前
で、同じスキーマにある必要があります。

マテリアライズド・ビューが削除されると、その既存の表は、1 つの表としての元の形に戻り
ます。

参照参照参照参照 : OF type_name句の詳細は、16-7 ページの「CREATE TABLE」の
「object_table」を参照してください。

参照参照参照参照 : 詳細は、8-12 ページの「REF 列の有効範囲制約」を参照してくだ
さい。

注意注意注意注意 : この句は、表オブジェクトが副問合せの具体化を反映することを
前提としています。マテリアライズド・ビューがそのマスター表のデータ
を正しく反映することを保証するために、この前提が満たされていること
を確認することをお薦めします。

BUILD
IMMEDIATE

DEFERRED
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CREATE MATERIALIZED VIEW
WITH REDUCED PRECISION WITH REDUCED PRECISIONを指定すると、表またはマテリア
ライズド・ビュー列の精度が、副問合せで戻される精度と一致しない場合に、精度の低下を許
可できます。

WITHOUT REDUCED PRECISION WITHOUT REDUCED PRECISIONを指定すると、表または
マテリアライズド・ビュー列の精度が副問合せによって戻された精度と一致することを要求で
きます。一致しない場合、作成操作は中断します。これはデフォルトです。

事前作成表の使用の制限事項事前作成表の使用の制限事項事前作成表の使用の制限事項事前作成表の使用の制限事項 : 事前作成表には、次の制限事項があります。

� subqueryの各列の別名は、事前作成表の列に対応し、対応する列のデータ型が一致して
いる必要があります。

� この句を指定する場合、subqueryで参照されない列にデフォルト値も指定しないかぎり、
その列に NOT NULL制約は指定できません。

physical_properties_clause
physical_properties_clauseの構成要素は、マテリアライズド・ビューと表に対して同
一のセマンティクスを持ちます。ただし、次の項で説明する例外および追加事項があります。

physical_properties_clause の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : マテリアライズド・ビューに対しては、
ORGANIZATION EXTERNALを指定できません。

segment_attributes_clause
segment_attributes_clauseを使用すると、PCTFREE、PCTUSED、INITRANSパラメータ
の値、およびマテリアライズド・ビューの記憶特性の設定、表領域の割当て、ロギングが実行
されるかどうかを指定できます。USING INDEX句では、PCTFREEまたは PCTUSEDは指定でき
ません。

TABLESPACE 句句句句 マテリアライズド・ビューを作成する表領域を指定します。この句を指定
しないと、マテリアライズド・ビューを含むスキーマのデフォルト表領域内にマテリアライズ
ド・ビューが作成されます。

logging_clause LOGGINGまたは NOLOGGINGを指定すると、マテリアライズド・ビュー・ロ
グのロギング特性を設定できます。ロギング特性は、マテリアライズド・ビューの作成および
DBMS_REFRESHパッケージによって開始される非アトミック・リフレッシュに影響します。デ
フォルトは、マテリアライズド・ビューが存在する表領域のロギング特性です。

table_compression 
table_compression句を使用すると、ディスクおよびメモリーの使用量を削減するために、
データ・セグメントを圧縮するかどうかを指定できます。

参照参照参照参照 : 「事前作成したマテリアライズド・ビューの作成例 :」
（15-23 ページ）

参照参照参照参照 : デフォルト値を含むこれらの句の詳細は、8-39 ページの
「physical_attributes_clause」および 8-41 ページの「storage_clause」を参
照してください。

参照参照参照参照 : この句の詳細は、8-34 ページの「logging_clause」を参照してくだ
さい。アトミック・リフレッシュおよび非アトミック・リフレッシュの詳
細は、『Oracle Database PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイ
プ・リファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : この句のセマンティクスの詳細は、16-31 ページの「CREATE 
TABLE」の「table_compression」を参照してください。
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index_org_table_clause
ORGANIZATION INDEXを指定すると、索引構成マテリアライズド・ビューを作成できます。
このマテリアライズド・ビューでは、データ行は、マテリアライズド・ビューの主キーに定義
した索引に格納されます。次のようなマテリアライズド・ビューの索引構成を指定できます。

� 読取り専用および更新可能なオブジェクト・マテリアライズド・ビュー。マスター表に主
キーが含まれている必要があります。

� 読取り専用および更新可能な主キー・マテリアライズド・ビュー。

� 読取り専用の ROWID マテリアライズド・ビュー。

index_org_table_clauseのキーワードおよびパラメータは、CREATE TABLEと同じです。
また、次の制限事項があります。

索引構成マテリアライズド・ビューの制限事項索引構成マテリアライズド・ビューの制限事項索引構成マテリアライズド・ビューの制限事項索引構成マテリアライズド・ビューの制限事項 : 索引構成マテリアライズド・ビューには、
次の制限事項があります。

� CREATE MATERIALIZED VIEWの CACHE、NOCACHE、CLUSTERまたは ON PREBUILT 
TABLE句は指定できません。

� index_org_table_clauseには次の制限事項があります。

– mapping_table_clauseを指定できません。

– 複合主キーに基づくマテリアライズド・ビューのみに COMPRESSを指定できます。
単一主キーと複合主キーのいずれかに基づくマテリアライズド・ビューに
NOCOMPRESSを指定できます。

CLUSTER 句句句句

CLUSTER句を指定すると、指定したクラスタの一部としてマテリアライズド・ビューを作成で
きます。クラスタ化マテリアライズド・ビューは、クラスタの領域割当てを使用します。した
がって、CLUSTER句で物理属性または TABLESPACE句を指定しないでください。

クラスタ化マテリアライズド・ビューの制限事項クラスタ化マテリアライズド・ビューの制限事項クラスタ化マテリアライズド・ビューの制限事項クラスタ化マテリアライズド・ビューの制限事項 : CLUSTERを指定する場合、
materialized_view_props内の table_partitioning_clausesは指定できません。

materialized_view_props
これらのプロパティ句を使用すると、既存の表に基づかないマテリアライズド・ビューを定義
できます。既存の表に基づくマテリアライズド・ビューを作成するには、ON PREBUILT TABLE
句を使用します。

column_properties 
column_properties句を使用すると、LOB、ネストした表、VARRAY または XMLTypeの列
の記憶特性を指定できます。object_type_col_propertiesは、マテリアライズド・
ビューには関連しません。

table_partitioning_clauses
table_partitioning_clausesを使用すると、マテリアライズド・ビューを、指定した範
囲の値またはハッシュ・ファンクションでパーティション化できます。マテリアライズド・
ビューのパーティション化は、表のパーティション化と同じです

参照参照参照参照 : 詳細は、16-33 ページの「CREATE TABLE」の
「index_org_table_clause」を参照してください。

参照参照参照参照 : この句のパラメータの指定の詳細は、16-6 ページの「CREATE 
TABLE」を参照してください。

参照参照参照参照 : 16-44 ページの「CREATE TABLE」の
「table_partitioning_clauses」を参照してください。
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CACHE | NOCACHE
アクセス頻度の高いデータについて、CACHEは、全表スキャンの実行時にこの表に対して取り
出された各ブロックを、バッファ・キャッシュの 低使用頻度（LRU）リストの 高使用頻度
側に入れることを指定します。この属性は、小規模な参照表で有効です。NOCACHEは、ブロッ
クを LRU リストの 低使用頻度側に入れることを指定します。

parallel_clause
parallel_clauseを使用すると、マテリアライズド・ビューへのパラレル操作をサポートす
るかどうかを指定できます。作成後にマテリアライズド・ビューに対する問合せおよび DML
のデフォルトの並列度を設定します。

この句の詳細は、16-54 ページの「CREATE TABLE」の「parallel_clause」を参照してください。

build_clause
build_clauseを指定すると、マテリアライズド・ビューをいつ移入するかを指定できます。

IMMEDIATE IMMEDIATEを指定すると、マテリアライズド・ビューにすぐに移入できます。
これはデフォルトです。

DEFERRED DEFERREDを指定すると、次の REFRESH操作でマテリアライズド・ビューに移
入できます。 初の（遅延）リフレッシュは、常に、完全リフレッシュである必要があります。
それ以前のマテリアライズド・ビューの値は UNUSABLEであるため、クエリー・リライトには
使用できません。

USING INDEX 句句句句

USING INDEX句を使用すると、マテリアライズド・ビューのデータをメンテナンスするために
使用されるデフォルトの索引の INITRANSパラメータおよび STORAGEパラメータの値を変更
できます。USING INDEXが設定されていない場合、この索引にはデフォルト値が使用されま
す。デフォルトの索引は、マテリアライズド・ビューの増分リフレッシュ（高速リフレッシュ）
を高速に処理するために使用されます。

USING INDEX 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : この句では、PCTUSEDパラメータは指定できません。

USING NO INDEX 句句句句

USING NO INDEX句を指定すると、デフォルトの索引の作成を抑制できます。CREATE INDEX
文を使用することによって、代替する索引を明示的に作成できます。USING NO INDEXを指定
し、増分リフレッシュ（REFRESH FAST）でマテリアライズド・ビューを作成する場合は、こ
のような索引を作成する必要があります。

create_mv_refresh
create_mv_refresh句を使用すると、マテリアライズド・ビューのデフォルトのリフレッ
シュ方法、リフレッシュ・モードおよびリフレッシュ時刻を指定できます。マテリアライズ
ド・ビューのマスター表が変更された場合、マテリアライズド・ビューのデータを更新し、そ
の時点でマスター表にあるデータを正確に反映させる必要があります。この句によって、自動
的にマテリアライズド・ビューをリフレッシュする日時をスケジューリングし、リフレッシュ
の方法およびモードを指定できます。

注意注意注意注意 : NOCACHEは、storage_clauseに KEEPを指定したマテリアラ
イズド・ビューには、影響しません。

参照参照参照参照 : CACHEまたは NOCACHEの指定の詳細は、16-6 ページの
「CREATE TABLE」を参照してください。
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FAST 句句句句

FASTを指定すると、増分リフレッシュ方法を指定できます。これはマスター表に対して行った
変更に従ってリフレッシュを行います。従来型 DML 変更の場合、変更は、マスター表に関連
付けられたマテリアライズド・ビュー・ログに格納されます。ダイレクト・パス・インサート
操作の場合、ダイレクト・ローダー・ログに格納されます。

REFRESH FASTを指定すると、マテリアライズド・ビューのマスター表のマテリアライズド・
ビュー・ログが存在していない場合に、CREATE文は正常に実行されません。ダイレクト・パ
ス・インサートが行われると、ダイレクト・ローダー・ログが自動的に作成されます。手動で
の操作は必要ありません。

従来型 DML の変更の場合も、ダイレクト・パス・インサート操作の場合も、他の条件によっ
て、高速リフレッシュへのマテリアライズド・ビューの適応性が制限されることがあります。

定義する問合せに分析ファンクションが含まれている場合、マテリアライズド・ビューは高速
リフレッシュに適応しません。

COMPLETE 句句句句

COMPLETEを指定すると、完全リフレッシュ方法を指定できます。これは、マテリアライズ
ド・ビューを定義する問合せを実行することによって実装されます。完全リフレッシュを要求
すると、高速リフレッシュが実行可能であっても、完全リフレッシュが実行されます。

FORCE 句句句句

FORCEを指定すると、リフレッシュ時に、高速リフレッシュが可能な場合は高速リフレッシュ
を実行し、可能でない場合は完全リフレッシュを実行するように指定できます。リフレッシュ
方法（FAST、COMPLETEまたは FORCE）を指定しないと、デフォルトで FORCEが指定されま
す。

注意注意注意注意 : この句では、デフォルトのリフレッシュ・オプションのみを設定
します。リフレッシュを実際に実装する手順は、『Oracle Database アドバ
ンスト・レプリケーション』および『Oracle Database データ・ウェアハ
ウス・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 15-23 ページの「マテリアライズド・ビューの定期的リフレッシュ
例 :」および 15-24 ページの「マテリアライズド・ビューの自動リフ
レッシュ時刻の例 :」を参照してください。

� リフレッシュ方法の詳細は、『Oracle Database PL/SQL パッケージ・
プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� レプリケーション環境における高速リフレッシュの制限については、
『Oracle Database アドバンスト・レプリケーション』を参照してくだ
さい。

� データ・ウェアハウス環境における高速リフレッシュの制限について
は、『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してく
ださい。

� 高速リフレッシュに関する問題の診断については、DBMS_MVIEWパッ
ケージの EXPLAIN_MVIEWプロシージャを参照してください。高速リ
フレッシュの問題の修正については、DBMS_MVIEWパッケージの
TUNE_MVIEWプロシージャを参照してください。

� 「分析ファンクション」（5-10 ページ）

� 「高速リフレッシュ可能なマテリアライズド・ビューの作成例 :」
（15-24 ページ）
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ON COMMIT 句句句句

ON COMMITを指定すると、マテリアライズド・ビューのマスター表に対するトランザクション
をコミットするときに、必ず高速リフレッシュが実行されるように指定できます。この句を指
定すると、リフレッシュ操作がコミット処理の一部として行われるため、コミットの完了に時
間がかかります。

ON COMMITおよび ON DEMANDの両方を指定することはできません。ON COMMITを指定した場
合は、START WITHまたは NEXTを同時に指定できません。

ON COMMIT のリフレッシュの制限事項のリフレッシュの制限事項のリフレッシュの制限事項のリフレッシュの制限事項 :
� この句は、オブジェクト型または Oracle が提供する型を含むマテリアライズド・ビューに

ついてはサポートしていません。

� この句を指定すると、それ以降は、このマテリアライズド・ビューのすべてのマスター表
で分散トランザクションが実行できなくなります。たとえば、リモート表から選択してマ
スターに挿入することはできません。ON DEMAND句の場合は、それ以降のマスター表での
分散トランザクションに、このような制限はありません。

ON DEMAND 句句句句

ON DEMANDを指定すると、3 つの DBMS_MVIEWリフレッシュ・プロシージャのうちのいずれか
を使用してユーザーが手動でリフレッシュしないかぎりデータベースによってマテリアライズ
ド・ビューがリフレッシュされないように指定できます。

ON COMMITおよび ON DEMANDのどちらも指定しなかった場合、ON DEMANDがデフォルトにな
ります。このデフォルト設定は、同じ CREATE MATERIALIZED VIEW文または後続の ALTER 
MATERIALIZED VIEW文のいずれかに START WITH句または NEXT句を指定することで上書き
できます。

ON COMMITおよび ON DEMANDの両方を指定することはできません。START WITHおよび NEXT
は、ON DEMANDより優先されます。このため、START WITHまたは NEXTを指定したときは、
ほとんどの場合、ON DEMANDを指定しても意味がありません。

START WITH 句句句句

初の自動リフレッシュ時刻を表す日時式を指定します。

NEXT 句句句句

自動リフレッシュの間隔を計算するための日時式を指定します。

START WITH値および NEXT値は、将来の時刻に評価される値です。START WITH値を省略し
た場合、Oracle Database はマテリアライズド・ビューの作成時刻に対して NEXT式を評価する
ことによって、 初の自動リフレッシュ時刻を判断します。START WITH値を指定し、NEXT値
を指定しない場合、Oracle Database は 1 回のみマテリアライズド・ビューをリフレッシュしま
す。START WITH値および NEXT値のどちらも指定しない場合、または create_mv_refresh
を指定しない場合は、マテリアライズド・ビューは自動リフレッシュされません。

参照参照参照参照 :

� これらのプロシージャの詳細は、『Oracle Database PL/SQL パッケー
ジ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を参照してくださ
い。

� REFRESH ON DEMANDを指定することによって作成できるマテリアラ
イズド・ビューのタイプについては、『Oracle Database データ・ウェ
アハウス・ガイド』を参照してください。
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WITH PRIMARY KEY 句句句句

WITH PRIMARY KEYを指定すると、主キー・マテリアライズド・ビューを作成できます。これ
はデフォルトであり、WITH ROWIDの項で説明する場合を除き、すべての場合に使用する必要
があります。主キー・マテリアライズド・ビューを使用すると、高速リフレッシュに対するマ
テリアライズド・ビューの適応性に影響せずに、マテリアライズド・ビューのマスター表を再
編成できます。マスター表には、使用可能な主キー制約が定義されている必要があり、マテリ
アライズド・ビューを定義する問合せでは、すべての主キー列が直接指定される必要がありま
す。定義する問合せでは、UPPERなどのファンクションへの引数として主キー列を指定できま
せん。

主キー・マテリアライズド・ビューの制限事項主キー・マテリアライズド・ビューの制限事項主キー・マテリアライズド・ビューの制限事項主キー・マテリアライズド・ビューの制限事項 : この句は、オブジェクト・マテリアライズ
ド・ビューには指定できません。WITH OBJECT IDを指定してマテリアライズドされたオブ
ジェクトは暗黙的にリフレッシュされます。

WITH ROWID 句句句句

WITH ROWIDを指定すると、ROWID マテリアライズド・ビューを作成できます。マテリアラ
イズド・ビューがマスター表の主キー列をすべて含まない場合に、ROWID マテリアライズド・
ビューは有効です。ROWID マテリアライズド・ビューは、単一表を基にしている必要があり、
次のいずれも含むことができません。

� 固有ファンクションまたは集計ファンクション

� GROUP BY句または CONNECT BY句

� 副問合せ

� 結合

� 集合演算

完全リフレッシュが行われるまでは、マスター表の再編成後に、ROWID マテリアライズド・
ビューは高速リフレッシュされません。

ROWID マテリアライズド・ビューの制限事項マテリアライズド・ビューの制限事項マテリアライズド・ビューの制限事項マテリアライズド・ビューの制限事項 : この句は、オブジェクト・マテリアライズ
ド・ビューには指定できません。WITH OBJECT IDを指定してマテリアライズドされたオブ
ジェクトは暗黙的にリフレッシュされます。

USING ROLLBACK SEGMENT 句句句句

自動 UNDO モードではロールバック・セグメントではなく UNDO 表領域が使用されるため、
データベースが自動 UNDO モードの場合、この句は無効です。自動 UNDO モードを使用する
ことをお薦めします。この句は、ロールバック・セグメントが使用される以前のバージョンの
Oracle Database が含まれるレプリケーション環境との下位互換性のためにサポートされていま
す。

rollback_segmentに、マテリアライズド・ビューのリフレッシュ中に使用するリモート・
ロールバック・セグメントを指定します。

DEFAULT DEFAULTを使用すると、使用するロールバック・セグメントを自動的に選択でき
ます。DEFAULTを指定した場合、rollback_segmentは指定できません。DEFAULTは、マ
テリアライズド・ビューを（作成ではなく）変更する場合に有効です。

参照参照参照参照 : 主キー・マテリアライズド・ビューの詳細は、『Oracle Database
アドバンスト・レプリケーション』および 15-23 ページの「主キー・マテ
リアライズド・ビューの作成例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : 15-22 ページの「マテリアライズド集計ビューの作成例 :」および
15-23 ページの「ROWID マテリアライズド・ビューの作成例 :」を参照し
てください。

参照参照参照参照 : 「ALTER MATERIALIZED VIEW」（11-2 ページ）
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MASTER MASTERを使用すると、個々のマテリアライズド・ビュー用のリモート・マス
ター・サイトで使用されるリモート・ロールバック・セグメントを指定できます。

LOCAL LOCALを使用すると、マテリアライズド・ビューが含まれているローカル・リフ
レッシュ・グループで使用されるリモート・ロールバック・セグメントを指定できます。これ
はデフォルトです。

rollback_segmentを指定しない場合、使用するロールバック・セグメントが自動的に選択
されます。各マテリアライズド・ビューに対して 1 つのマスター・ロールバック・セグメント
が格納され、マテリアライズド・ビューの作成およびリフレッシュ時に検証されます。複合マ
テリアライズド・ビューの場合、マスター・ロールバック・セグメントの指定は無視されます。

USING ...CONSTRAINTS 句句句句

USING ... CONSTRAINTS句を使用すると、リフレッシュ操作中に Oracle Database でより多く
のリライト・オプションを選択でき、リフレッシュをより効果的に実行できます。リフレッ
シュ操作中に、適用される制約のみに依存するのではなく、適用されていない制約（RELY状態
のディメンションの関係や制約など）を使用できます。

この句を指定しない場合、USING ENFORCED CONSTRAINTSがデフォルトになります。

NEVER REFRESH 句句句句

NEVER REFRESHを指定すると、Oracle Database のリフレッシュ・メカニズムまたはパッケー
ジ・プロシージャを使用したマテリアライズド・ビューのリフレッシュを回避できます。この
ようなプロシージャから発行された、マテリアライズド・ビューに対する REFRESH文は、無
視されます。この句を無効にするには、ALTER MATERIALIZED VIEW ... REFRESH文を発行す
る必要があります。

FOR UPDATE 句句句句

FOR UPDATEを指定すると、副問合せ、主キー、オブジェクトまたは ROWID マテリアライズ
ド・ビューを更新できます。アドバンスト・レプリケーションと組み合せて使用した場合、更
新はマスターにも影響します。

QUERY REWRITE 句句句句

QUERY REWRITE句を使用すると、マテリアライズド・ビューがクエリー・リライトで使用で
きるかどうかを指定できます。

ENABLE 句句句句 ENABLEを指定すると、クエリー・リライトでマテリアライズド・ビューを使用
可能にできます。

参照参照参照参照 : DBMS_REFRESHパッケージを使用するローカル・マテリアライズ
ド・ビューのロールバック・セグメントの指定については、『Oracle 
Database アドバンスト・レプリケーション』を参照してください。

注意注意注意注意 : USING TRUSTED CONSTRAINTS句を指定すると、データベース管
理者が信頼できると宣言したが、データベースで検証されていないディメ
ンションおよび制約の情報を、Oracle Database で使用できます。ディメ
ンションおよび制約の情報が有効であると、パフォーマンスを向上できる
場合があります。ただし、この情報が無効であると、正常な状態が戻され
ても、リフレッシュ・プロシージャによってマテリアライズド・ビューが
破損する場合があります。
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クエリー・リライトを使用可能にする場合の制限事項クエリー・リライトを使用可能にする場合の制限事項クエリー・リライトを使用可能にする場合の制限事項クエリー・リライトを使用可能にする場合の制限事項 : クエリー・リライトを使用可能にする
処理には、次の制限事項があります。

� マテリアライズド・ビューのすべてのユーザー定義ファンクションが DETERMINISTICで
ある場合のみ、クエリー・リライトを使用可能にできます。

� 文内の式が反復可能な場合のみ、クエリー・リライトを使用可能にできます。たとえば、
CURRENT_TIME、USER、順序値（たとえば、CURRVALまたは NEXTVAL疑似列）、または
SAMPLE句（マテリアライズド・ビューの変更内容と異なる行をサンプルとして抽出しま
す）を含めることはできません。

DISABLE 句句句句 DISABLEを指定すると、マテリアライズド・ビューをクエリー・リライトで使
用禁止にできます。使用禁止にしたマテリアライズド・ビューはリフレッシュ可能です。

AS subquery
マテリアライズド・ビューを定義する問合せを指定します。マテリアライズド・ビューの作成
時に、この副問合せが実行され、実行結果がマテリアライズド・ビューに格納されます。この
副問合せは、有効な SQL 副問合せである必要があります。ただし、すべての副問合せに高速リ
フレッシュを適用できるわけではなく、すべての副問合せがクエリー・リライトに使用できる
わけでもありません。

マテリアライズド・ビューを定義する問合せに関する注意事項マテリアライズド・ビューを定義する問合せに関する注意事項マテリアライズド・ビューを定義する問合せに関する注意事項マテリアライズド・ビューを定義する問合せに関する注意事項 : マテリアライズド・ビューに
は、次の注意事項があります。

� BUILD DEFERREDを指定する場合、定義する問合せはすぐには実行されません。

� マテリアライズド・ビューを定義する問合せの FROM句に指定する各表およびビューを、
それを含むスキーマで修飾することをお薦めします。

� 表内で暗号化されている SELECT 構文のリストの列は、マテリアライズド・ビューでは暗
号化されません。

注意注意注意注意 :

� クエリー・リライトでのマテリアライズド・ビューの使用は、デフォ
ルトでは無効です。この句を指定して、マテリアライズド・ビューを
クエリー・リライトに適用できるようにする必要があります。

� マテリアライズド・ビューを作成した後は、DBMS_STATSパッケージ
を使用して、その統計情報を収集する必要があります。クエリー・リ
ライトを 適化するために、このパッケージで生成した統計情報が必
要です。

参照参照参照参照 :

� クエリー・リライトの詳細は、『Oracle Database データ・ウェアハウ
ス・ガイド』を参照してください。

� DBMS_STATSパッケージの詳細は、『Oracle Database PL/SQL パッ
ケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を参照してくだ
さい。

� クエリー・リライトに関する問題の診断については、DBMS_MVIEW
パッケージの EXPLAIN_MVIEWプロシージャを参照してください。ク
エリー・リライトの問題の修正については、DBMS_MVIEWパッケージ
の TUNE_MVIEWプロシージャを参照してください。

� 「CREATE FUNCTION」（14-48 ページ）

参照参照参照参照 : その他の注意事項については、16-56 ページの「CREATE TABLE」
の「AS subquery」を参照してください。
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マテリアライズド・ビューを定義する問合せに関する制限事項マテリアライズド・ビューを定義する問合せに関する制限事項マテリアライズド・ビューを定義する問合せに関する制限事項マテリアライズド・ビューを定義する問合せに関する制限事項 : マテリアライズド・ビュー問
合せには、次の制限事項があります。

� マテリアライズド・ビューを定義する問合せでは、ユーザー SYSが所有する表、ビューま
たはマテリアライズド・ビューから選択できますが、このようなマテリアライズド・
ビューに対して QUERY REWRITEは使用できません。

� マテリアライズド・ビューを定義するとき、定義する問合せの SELECT 構文のリストに副
問合せを使用することはできません。ただし、WHERE句内など、定義する問合せの他の箇
所には、副問合せを含めることができます。

� GROUP BY句を含むマテリアライズド結合ビューおよびマテリアライズド集計ビューは、索
引構成表からは選択できません。

� マテリアライズド・ビューに LONGデータ型の列を含めることはできません。

� 一時表に対しては、マテリアライズド・ビュー・ログを作成できません。そのため、定義
する問合せが一時表を参照する場合、マテリアライズド・ビューは高速リフレッシュに適
応せず、この文で QUERY REWRITEを指定することもできません。

� 定義する問合せの FROM句が他のマテリアライズド・ビューを参照する場合、この文で作
成するマテリアライズド・ビューのリフレッシュの前に、定義する問合せで参照されてい
るマテリアライズド・ビューを常にリフレッシュしておく必要があります。

� 定義する問合せ内に結合式を持つマテリアライズド・ビューは、XML データ型の列を持つ
ことができません。XML データ型には、XMLTypeおよび URI データ型の列が含まれま
す。

クエリー・リライトが可能なマテリアライズド・ビューを作成する場合、次の制限があります。

� 定義する問合せには、ROWNUM、USER、SYSDATE、リモート表、順序、または（データ
ベースやパッケージ状態の書込みまたは読取りを行う）PL/SQL ファンクションに対する
直接またはビューを介した参照を含めることはできません。

� マテリアライズド・ビューおよびマテリアライズド・ビューのマスター表はリモートにで
きません。

マテリアライズド・ビュー・ログを使用した高速リフレッシュを実行する場合は、いくつかの
制限事項があります。

例例例例 
次の例では、15-26 ページの「CREATE MATERIALIZED VIEW LOG」の「例」で作成したマ
テリアライズド・ログが必要です。

単純なマテリアライズド・ビューの作成例単純なマテリアライズド・ビューの作成例単純なマテリアライズド・ビューの作成例単純なマテリアライズド・ビューの作成例 : 次の文は、hrスキーマ内の employees表に基
づいた非常に単純なマテリアライズド・ビューを作成します。

CREATE MATERIALIZED VIEW mv1 AS SELECT * FROM hr.employees;

参照参照参照参照 :

� データ・ウェアハウスの制限事項は、『Oracle Database データ・ウェ
アハウス・ガイド』を参照してください。

� レプリケーションの制限事項は、『Oracle Database アドバンスト・レ
プリケーション』を参照してください。

� 15-22 ページの「マテリアライズド結合ビューの作成例 :」、15-22 ペー
ジの「副問合せマテリアライズド・ビューの作成例 :」および 15-25
ページの「ネステッド・マテリアライズド・ビューの作成例 :」を参
照してください。
SQL 文 : CREATE LIBRARY ～ CREATE SPFILE 15-21



CREATE MATERIALIZED VIEW
デフォルトでは、REFRESH ON DEMAND のみが指定されている主キー・マテリアライズド・
ビューが作成されます。マテリアライズド・ビュー・ログが employeesに存在する場合は、
高速リフレッシュできるように mv1を変更できます。このようなログが存在しない場合は、
mv1の完全リフレッシュのみが可能です。Oracle Database では、mv1に対してデフォルトの記
憶域プロパティが使用されます。この操作に必要な権限は、CREATE MATERIALIZED VIEWシ
ステム権限および hr.employees に対する SELECTオブジェクト権限のみです。

副問合せマテリアライズド・ビューの作成例副問合せマテリアライズド・ビューの作成例副問合せマテリアライズド・ビューの作成例副問合せマテリアライズド・ビューの作成例 : 次の文は、リモート・データベースの shス
キーマの countriesおよび customers表を基にした副問合せマテリアライズド・ビューを
作成します。

CREATE MATERIALIZED VIEW foreign_customers FOR UPDATE
   AS SELECT * FROM sh.customers@remote cu
   WHERE EXISTS
     (SELECT * FROM sh.countries@remote co
      WHERE co.country_id = cu.country_id);

マテリアライズド集計ビューの作成例マテリアライズド集計ビューの作成例マテリアライズド集計ビューの作成例マテリアライズド集計ビューの作成例 : 次の文は、サンプル表 sh.salesにマテリアライズ
ド集計ビューを作成して移入し、デフォルトのリフレッシュ方法、モードおよび時刻を指定し
ます。この文は、ここに示されている 2 つのログおよび 15-31 ページの「マテリアライズド・
ビュー・ログの作成例 :」で作成されたマテリアライズド・ビュー・ログを使用します。

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON times
   WITH ROWID, SEQUENCE (time_id, calendar_year)
   INCLUDING NEW VALUES;

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON products
   WITH ROWID, SEQUENCE (prod_id)
   INCLUDING NEW VALUES;

CREATE MATERIALIZED VIEW sales_mv
   BUILD IMMEDIATE
   REFRESH FAST ON COMMIT
   AS SELECT t.calendar_year, p.prod_id, 
      SUM(s.amount_sold) AS sum_sales
      FROM times t, products p, sales s
      WHERE t.time_id = s.time_id AND p.prod_id = s.prod_id
      GROUP BY t.calendar_year, p.prod_id;

マテリアライズド結合ビューの作成例マテリアライズド結合ビューの作成例マテリアライズド結合ビューの作成例マテリアライズド結合ビューの作成例 : 次の文は、サンプル・スキーマ shの表を使用して、
マテリアライズド集計ビュー sales_by_month_by_stateを作成して移入します。マテリア
ライズド・ビューは、この文が正しく実行されるとすぐに移入されます。デフォルトで、次の
マテリアライズド・ビューを定義する問合せを再実行することによって、後続のリフレッシュ
が行われます。

CREATE MATERIALIZED VIEW sales_by_month_by_state
     TABLESPACE example
     PARALLEL 4
     BUILD IMMEDIATE
     REFRESH COMPLETE
     ENABLE QUERY REWRITE
     AS SELECT t.calendar_month_desc, c.cust_state_province,
        SUM(s.amount_sold) AS sum_sales
        FROM times t, sales s, customers c
        WHERE s.time_id = t.time_id AND s.cust_id = c.cust_id
        GROUP BY t.calendar_month_desc, c.cust_state_province;
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事前作成したマテリアライズド・ビューの作成例事前作成したマテリアライズド・ビューの作成例事前作成したマテリアライズド・ビューの作成例事前作成したマテリアライズド・ビューの作成例 : 次の文は、既存の集計表
sales_sum_tableに対するマテリアライズド集計ビューを作成します。

CREATE TABLE sales_sum_table
   (month VARCHAR2(8), state VARCHAR2(40), sales NUMBER(10,2));

CREATE MATERIALIZED VIEW sales_sum_table
   ON PREBUILT TABLE WITH REDUCED PRECISION
   ENABLE QUERY REWRITE
   AS SELECT t.calendar_month_desc AS month, 
             c.cust_state_province AS state,
             SUM(s.amount_sold) AS sales
      FROM times t, customers c, sales s
      WHERE s.time_id = t.time_id AND s.cust_id = c.cust_id
      GROUP BY t.calendar_month_desc, c.cust_state_province;

前述の例では、マテリアライズド・ビューは事前作成表と同じ名前を持ち、かつ事前作成表と
同じデータ型で同じ数の列を持ちます。WITH REDUCED PRECISION句によって、マテリアラ
イズド・ビュー列の精度と副問合せによって戻された値の精度の違いは許可されます。

主キー・マテリアライズド・ビューの作成例主キー・マテリアライズド・ビューの作成例主キー・マテリアライズド・ビューの作成例主キー・マテリアライズド・ビューの作成例 : 次の文は、サンプル表
oe.product_informationに主キー・マテリアライズド・ビュー catalogを作成します。

CREATE MATERIALIZED VIEW catalog   
   REFRESH FAST START WITH SYSDATE NEXT  SYSDATE + 1/4096 
   WITH PRIMARY KEY 
   AS SELECT * FROM product_information;  

ROWID マテリアライズド・ビューの作成例マテリアライズド・ビューの作成例マテリアライズド・ビューの作成例マテリアライズド・ビューの作成例 : 次の文は、サンプル表 oe.ordersに ROWID
マテリアライズド・ビューを作成します。

CREATE MATERIALIZED VIEW order_data REFRESH WITH ROWID 
   AS SELECT * FROM orders; 

マテリアライズド・ビューの定期的リフレッシュ例マテリアライズド・ビューの定期的リフレッシュ例マテリアライズド・ビューの定期的リフレッシュ例マテリアライズド・ビューの定期的リフレッシュ例 : 次の文は、主キー・マテリアライズド・
ビュー emp_dataを作成し、サンプル表 hr.employeesのデータを移入します。

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON employees
   WITH PRIMARY KEY
   INCLUDING NEW VALUES;

CREATE MATERIALIZED VIEW emp_data 
   PCTFREE 5 PCTUSED 60 
   TABLESPACE example 
   STORAGE (INITIAL 50K NEXT 50K)
   REFRESH FAST NEXT sysdate + 7 
   AS SELECT * FROM employees; 

前述の文には START WITHパラメータが指定されていないため、Oracle Database では、現行の
SYSDATEを使用して NEXT値が評価され、 初の自動リフレッシュ時刻が判断されます。従業
員表のマテリアライズド・ビュー・ログが作成されたため、マテリアライズド・ビュー作成の
7 日後から、7 日ごとにマテリアライズド・ビューの高速リフレッシュが実行されます。

マテリアライズド・ビューが高速リフレッシュを行うための条件と一致するため、高速リフ
レッシュが行われます。また、前述の文では、マテリアライズド・ビューをメンテナンスする
ためにデータベースで使用される表の記憶特性も設定しています。
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マテリアライズド・ビューの自動リフレッシュ時刻の例マテリアライズド・ビューの自動リフレッシュ時刻の例マテリアライズド・ビューの自動リフレッシュ時刻の例マテリアライズド・ビューの自動リフレッシュ時刻の例 : 次の文は、remoteおよび local
データベースの従業員表を問い合せる複合マテリアライズド・ビュー all_customersを作成
します。

CREATE MATERIALIZED VIEW all_customers
   PCTFREE 5 PCTUSED 60 
   TABLESPACE example 
   STORAGE (INITIAL 50K NEXT 50K) 
   USING INDEX STORAGE (INITIAL 25K NEXT 25K)
   REFRESH START WITH ROUND(SYSDATE + 1) + 11/24 
   NEXT NEXT_DAY(TRUNC(SYSDATE), 'MONDAY') + 15/24 
   AS SELECT * FROM sh.customers@remote 
         UNION
      SELECT * FROM sh.customers@local; 

このマテリアライズド・ビューは、翌日の午前 11:00 に自動的にリフレッシュされ、その後は、
毎週月曜日の午後 3:00 にリフレッシュされます。デフォルトのリフレッシュ方法は、FORCEで
す。定義する問合せには UNION演算子が含まれますが、UNION 演算子は高速リフレッシュで
サポートされていないため、自動的に完全リフレッシュが実行されます。

前述の文では、マテリアライズド・ビューおよびこのマテリアライズド・ビューをメンテナン
スするために使用される索引の記憶特性を次のように設定しています。

� 初の STORAGE句で、マテリアライズド・ビューの 1 番目と 2 番目のエクステントのサイ
ズをそれぞれ 50KB に設定します。

� 次の USING INDEX句付きの STORAGE句では、索引の 1 番目と 2 番目のエクステントのサイ
ズをそれぞれ 25KB に変更します。

高速リフレッシュ可能なマテリアライズド・ビューの作成例高速リフレッシュ可能なマテリアライズド・ビューの作成例高速リフレッシュ可能なマテリアライズド・ビューの作成例高速リフレッシュ可能なマテリアライズド・ビューの作成例 : 次の文は、
product_informationおよび inventories表から WHERE条件で戻される行を制限する
UNION集合演算子を使用して、サンプル・スキーマ oeの表 order_itemsから列を選択する
高速リフレッシュが可能なマテリアライズド・ビューを作成します。order_itemsおよび
product_informationのマテリアライズド・ビュー・ログは、15-31 ページの CREATE 
MATERIALIZED VIEW LOGの「例」で作成されたものです。また、次の例では、
oe.inventoriesのマテリアライズド・ビュー・ログが必要です。

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON inventories
   WITH (quantity_on_hand);

CREATE MATERIALIZED VIEW warranty_orders REFRESH FAST AS
  SELECT order_id, line_item_id, product_id FROM order_items o
    WHERE EXISTS
    (SELECT * FROM inventories i WHERE o.product_id = i.product_id
      AND i.quantity_on_hand IS NOT NULL)
  UNION
    SELECT order_id, line_item_id, product_id FROM order_items
    WHERE quantity > 5; 

マテリアライズド・ビュー warranty_ordersには、order_items（product_idを結合列
とする）および inventories（quantity_on_handをフィルタ列とする）で定義されたマテリ
アライズド・ビュー・ログが必要です。15-31 ページの「マテリアライズド・ビュー・ログに
フィルタ列を指定する例 :」および「マテリアライズド・ビュー・ログに結合列を指定する例 :」
を参照してください。
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ネステッド・マテリアライズド・ビューの作成例ネステッド・マテリアライズド・ビューの作成例ネステッド・マテリアライズド・ビューの作成例ネステッド・マテリアライズド・ビューの作成例 : 次の例は、前述の例のマテリアライズド・
ビューをマスター表として使用し、サンプル・スキーマ oeの特定の販売員で構成されるマテ
リアライズド・ビューを作成します。

CREATE MATERIALIZED VIEW my_warranty_orders
   AS SELECT w.order_id, w.line_item_id, o.order_date
   FROM warranty_orders w, orders o
   WHERE o.order_id = o.order_id
   AND o.sales_rep_id = 165; 
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CREATE MATERIALIZED VIEW LOG 

用途用途用途用途

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG文を使用すると、マテリアライズド・ビューのマスター表
に関連する表マテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログマテリアライズド・ビュー・ログを作成できます。

マスター表のデータが DML によって変更された場合、Oracle Database は変更を記述する行を
マテリアライズド・ビュー・ログに格納し、そのマテリアライズド・ビュー・ログを使用して、
マスター表を基にしたマテリアライズド・ビューをリフレッシュします。このプロセスを、増
分リフレッシュまたは高速リフレッシュ高速リフレッシュ高速リフレッシュ高速リフレッシュといいます。マテリアライズド・ビュー・ログがない
場合、マテリアライズド・ビュー問合せが再実行され、マテリアライズド・ビューがリフレッ
シュされます。このプロセスが完全リフレッシュ完全リフレッシュ完全リフレッシュ完全リフレッシュです。通常、高速リフレッシュは、完全リフ
レッシュよりも高速に処理されます。

マテリアライズド・ビュー・ログは、マスター表と同一のスキーマ内のマスター・データベー
スにあります。マスター表に定義できるマテリアライズド・ビュー・ログは 1 つのみです。
Oracle Database では、このマテリアライズド・ビュー・ログを使用して、マスター表に基づく
高速リフレッシュが可能なすべてのマテリアライズド・ビューに対して、高速リフレッシュを
実行します。

マテリアライズド結合ビューを高速リフレッシュする場合、マテリアライズド・ビューが参照
するそれぞれのマスター表に対するマテリアライズド・ビュー・ログを作成する必要がありま
す。

前提条件前提条件前提条件前提条件

マテリアライズド・ビュー・ログを作成するために必要な権限は、マテリアライズド・
ビュー・ログに関連付けられた基礎となるオブジェクトの作成に必要な権限と直接関連してい
ます。

� マスター表を所有しているユーザーに CREATE TABLE権限がある場合、関連するマテリア
ライズド・ビュー・ログを作成できます。

� 他のユーザーのスキーマ内に表のマテリアライズド・ビュー・ログを作成する場合は、
CREATE ANY TABLEシステム権限、COMMENT ANY TABLEシステム権限、およびマスター
表に対する SELECTオブジェクト権限または SELECT ANY TABLEシステム権限が必要で
す。

注意注意注意注意 : 下位互換性を保つために、MATERIALIZED VIEWのかわりにキー
ワード SNAPSHOTもサポートされています。

参照参照参照参照 :

� マテリアライズド・ビューの概要は、15-4 ページの「CREATE 
MATERIALIZED VIEW」、11-2 ページの「ALTER MATERIALIZED 
VIEW」、『Oracle Database 概要』、『Oracle Database データ・ウェア
ハウス・ガイド』および『Oracle Database アドバンスト・レプリ
ケーション』を参照してください。

� マテリアライズド・ビュー・ログの変更については、11-16 ページの
「ALTER MATERIALIZED VIEW LOG」を参照してください。

� マテリアライズド・ビュー・ログの削除については、17-51 ページの
「DROP MATERIALIZED VIEW LOG」を参照してください。

� ダイレクト・ローダー・ログの使用については、『Oracle Database
ユーティリティ』を参照してください。
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どちらの場合も、マテリアライズド・ビュー・ログの所有者には、マテリアライズド・
ビュー・ログを格納するための表領域への十分な割当て制限または UNLIMITED TABLESPACE
システム権限が必要です。

構文構文構文構文

create_materialized_vw_log::=

（15-8 ページの physical_attributes_clause::=、15-28 ページの logging_clause::=、
15-28 ページの parallel_clause::=、16-17 ページの「CREATE TABLE」の
table_partitioning_clauses::=、15-28 ページの new_values_clause::= を参照）

physical_attributes_clause::=

（8-44 ページの storage_clause::= を参照）

参照参照参照参照 : マテリアライズド・ビュー・ログを作成する場合の前提条件につ
いては、『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してく
ださい。

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON
schema .

table

physical_attributes_clause

TABLESPACE tablespace

logging_clause

CACHE

NOCACHE parallel_clause table_partitioning_clauses

WITH

OBJECT ID

PRIMARY KEY

ROWID

SEQUENCE

( column

,

)

,

new_values_clause

;

PCTFREE integer

PCTUSED integer

INITRANS integer

storage_clause
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logging_clause::=

parallel_clause::=

new_values_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
マテリアライズド・ビュー・ログのマスター表が含まれているスキーマを指定します。schema
を省略した場合、マスター表は自分のスキーマ内に含まれているとみなされます。マテリアラ
イズド・ビュー・ログは、マスター表のスキーマ内に作成されます。なお、ユーザー SYSのス
キーマ内の表に対しては、マテリアライズド・ビュー・ログを作成できません。

table
マテリアライズド・ビュー・ログを作成するマスター表の名前を指定します。

マテリアライズド・ビュー・ログのマスター表の制限事項マテリアライズド・ビュー・ログのマスター表の制限事項マテリアライズド・ビュー・ログのマスター表の制限事項マテリアライズド・ビュー・ログのマスター表の制限事項 : 一時表またはビューに対しては、
マテリアライズド・ビュー・ログを作成できません。

physical_attributes_clause
physical_attributes_clauseを使用すると、マテリアライズド・ビュー・ログにおける
物理特性および記憶特性を定義できます。

TABLESPACE 句句句句

マテリアライズド・ビュー・ログを作成する表領域を指定します。この句を省略した場合、マ
テリアライズド・ビュー・ログのスキーマのデフォルト表領域内にマテリアライズド・
ビュー・ログが作成されます。

logging_clause
LOGGINGまたは NOLOGGINGを指定すると、マテリアライズド・ビュー・ログのロギング特性
を設定できます。デフォルトは、マテリアライズド・ビュー・ログが存在する表領域のロギン
グ特性です。

参照参照参照参照 : 「マテリアライズド・ビュー・ログの作成例 :」（15-31 ページ）

参照参照参照参照 : デフォルト値を含むこれらの句の詳細は、8-39 ページの
「physical_attributes_clause」および 8-41 ページの「storage_clause」を参
照してください。

LOGGING

NOLOGGING

FILESYSTEM_LIKE_LOGGING

NOPARALLEL

PARALLEL
integer

INCLUDING

EXCLUDING
NEW VALUES
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CACHE | NOCACHE
アクセス頻度の高いデータについて、CACHEは、全表スキャンの実行時にこのログ用に取り出
された各ブロックを、バッファ・キャッシュの 低使用頻度（LRU）リストの 高使用頻度側
に入れることを指定します。この属性は、小規模な参照表で有効です。

NOCACHEは、ブロックを LRU リストの 低使用頻度側に入れることを指定します。デフォル
トは NOCACHEです。

parallel_clause
parallel_clauseを使用すると、パラレル操作でマテリアライズド・ビュー・ログをサポー
トするかどうかを指定できます。

この句の詳細は、16-54 ページの「CREATE TABLE」の「parallel_clause」を参照してください。

 table_partitioning_clauses 
table_partitioning_clausesを使用すると、マテリアライズド・ビュー・ログが、指定
された範囲の値またはハッシュ・ファンクションでパーティション化されることを指定できま
す。マテリアライズド・ビュー・ログのパーティション化は、表のパーティション化と同じで
す。

WITH 句句句句

WITH句を使用すると、マスター内の行の更新時に、マテリアライズド・ビュー・ログに主
キー、ROWID、オブジェクト ID またはこれらの行識別子の組合せを記録するかどうかを指定
できます。また、マテリアライズド・ビュー・ログに順序を追加し、レコードに対する追加の
順序情報を提供することもできます。

この句を指定すると、マテリアライズド・ビュー・ログがフィルタ列フィルタ列フィルタ列フィルタ列（副問合せマテリアライ
ズド・ビューが参照する主キー以外の列）または結合列結合列結合列結合列（副問合せの WHERE句で結合を定義す
る主キー以外の列）として参照する追加の列を記録するかどうかを指定できます。

この句を指定しない場合、または PRIMARY KEY、ROWIDまたは OBJECT IDなしで句を指定す
る場合は、デフォルトで主キー値が格納されます。ただし、作成時に OBJECT IDまたは
ROWIDのみを指定した場合は、主キー値は暗黙的に格納されません。明示的に、またはデフォ
ルトで作成された主キー・ログによって、主キー制約の追加の検証が実行されます。

OBJECT ID OBJECT IDを指定すると、更新されるすべての行に対するシステム生成または
ユーザー定義のオブジェクト識別子をマテリアライズド・ビュー・ログに記録することを指定
できます。

OBJECT ID の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : OBJECT IDは、オブジェクト表のログの作成時のみに指定でき、記
憶表用には指定できません。

PRIMARY KEY PRIMARY KEYを指定すると、更新されるすべての行の主キーをマテリアライ
ズド・ビュー・ログに記録することを指定できます。

参照参照参照参照 : この句の詳細は、8-34 ページの「logging_clause」を参照してくだ
さい。

注意注意注意注意 : NOCACHEは、storage_clauseに KEEPを指定したマテリアラ
イズド・ビュー・ログには、影響しません。

参照参照参照参照 : CACHEまたは NOCACHEの指定の詳細は、16-6 ページの
「CREATE TABLE」を参照してください。

参照参照参照参照 : 16-44 ページの「CREATE TABLE」の
「table_partitioning_clauses」を参照してください。
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ROWID ROWIDを指定すると、更新されるすべての行の ROWID をマテリアライズド・
ビュー・ログに記録することを指定できます。

SEQUENCE SEQUENCEを指定すると、追加の順序情報を提供する順序値をマテリアライズ
ド・ビュー・ログに記録できます。更新操作後の高速リフレッシュには、順序番号が必要です。

column 更新されるすべての行に対して、マテリアライズド・ビュー・ログに値を記録する列
を指定します。通常、フィルタ列および結合列を指定します。

WITH 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� 各マテリアライズド・ビュー・ログに指定できるのは、PRIMARY KEY、ROWID、OBJECT 
ID、SEQUENCE、および列リストを 1 つずつです。

� 主キー列は、マテリアライズド・ビュー・ログに暗黙的に記録されます。そのため、
columnが主キー列の 1 つを含む場合は、次の結合はいずれも指定できません。

WITH ... PRIMARY KEY ... (column)
WITH ... (column) ... PRIMARY KEY
WITH (column) 

NEW VALUES 句句句句

NEW VALUES句を使用すると、更新 DML 操作で、古い値と新しい値の両方をマテリアライズ
ド・ビュー・ログに保存するかどうかを指定できます。

INCLUDING INCLUDINGを指定すると、古い値と新しい値の両方を保存できます。このログ
が単一表マテリアライズド集計ビューの表用で、マテリアライズド・ビューに高速リフレッ
シュを実行する場合、INCLUDINGを指定してください。

EXCLUDING EXCLUDINGを指定すると、ログに新しい値が記録されなくなります。これはデ
フォルトです。この句を使用すると、新しい値の記録によるオーバーヘッドを回避できます。
マスター表に高速リフレッシュが可能な単一表マテリアライズド集計ビューが定義されている
場合は、この句を使用しないでください。

参照参照参照参照 : マテリアライズド・ビュー・ログの順序番号の使用およびこの句
の使用例については、『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』
を参照してください。

参照参照参照参照 :

� マテリアライズド・ビュー・ログに値を明示的および暗黙的に含める
方法については、15-4 ページの「CREATE MATERIALIZED VIEW」
を参照してください。

� フィルタ列および結合列については、『Oracle Database アドバンス
ト・レプリケーション』を参照してください。

� 15-31 ページの「マテリアライズド・ビュー・ログにフィルタ列を指
定する例 :」および 15-31 ページの「マテリアライズド・ビュー・ログ
に結合列を指定する例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「マテリアライズド・ビュー・ログに新しい値を追加する例 :」
（15-31 ページ）
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例例例例 

マテリアライズド・ビュー・ログの作成例マテリアライズド・ビュー・ログの作成例マテリアライズド・ビュー・ログの作成例マテリアライズド・ビュー・ログの作成例 : 次の文は、物理特性および記憶特性を指定する
oe.customers表にマテリアライズド・ビュー・ログを作成します。

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON customers 
   PCTFREE 5 
   TABLESPACE example 
   STORAGE (INITIAL 10K NEXT 10K); 

customersのマテリアライズド・ビュー・ログは、主キー・マテリアライズド・ビューの高速
リフレッシュのみサポートします。

次の文は、ROWID句を指定してマテリアライズド・ビュー・ログの別のバージョンを作成しま
す。これによって、高速リフレッシュが使用可能になるマテリアライズド・ビューのタイプが
追加されます。

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON customers WITH PRIMARY KEY, ROWID; 

この customersのマテリアライズド・ビュー・ログによって、ROWID マテリアライズド・
ビューおよびマテリアライズド結合ビューに対する高速リフレッシュが実行可能になります。
マテリアライズド集計ビューの高速リフレッシュを指定するには、次の例に示すとおり、
SEQUENCEおよび INCLUDING NEW VALUES句も指定する必要があります。

マテリアライズド・ビュー・ログにフィルタ列を指定する例マテリアライズド・ビュー・ログにフィルタ列を指定する例マテリアライズド・ビュー・ログにフィルタ列を指定する例マテリアライズド・ビュー・ログにフィルタ列を指定する例 : 次の文は、sh.sales表にマテ
リアライズド・ビュー・ログを作成します。この文は、15-22 ページの「マテリアライズド集計
ビューの作成例 :」で使用します。この文は、このマテリアライズド・ビューで参照される表の
すべての列を、フィルタ列として指定します。

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON sales 
   WITH ROWID, SEQUENCE(amount_sold, time_id, prod_id)
   INCLUDING NEW VALUES; 

マテリアライズド・ビュー・ログに結合列を指定する例マテリアライズド・ビュー・ログに結合列を指定する例マテリアライズド・ビュー・ログに結合列を指定する例マテリアライズド・ビュー・ログに結合列を指定する例 : 次の文は、サンプル・スキーマ oe
の order_items表にマテリアライズド・ビュー・ログを作成します。ログは、主キーおよび
15-24 ページの「高速リフレッシュ可能なマテリアライズド・ビューの作成例 :」で結合列とし
て使用した product_idを記録します。

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON order_items WITH (product_id);

マテリアライズド・ビュー・ログに新しい値を追加する例マテリアライズド・ビュー・ログに新しい値を追加する例マテリアライズド・ビュー・ログに新しい値を追加する例マテリアライズド・ビュー・ログに新しい値を追加する例 : 次の例は、INCLUDING NEW 
VALUESを指定する oe.product_information表にマテリアライズド・ビュー・ログを作成
します。

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG ON product_information 
   WITH ROWID, SEQUENCE (list_price, min_price, category_id), PRIMARY KEY
   INCLUDING NEW VALUES;

次の文は、マテリアライズド集計ビューを作成し、product_informationログを使用しま
す。

CREATE MATERIALIZED VIEW products_mv 
   REFRESH FAST ON COMMIT
   AS SELECT SUM(list_price - min_price), category_id
         FROM product_information 
         GROUP BY category_id;

マスター表に定義されたログに古い値と新しい値の両方が含まれるため、このマテリアライズ
ド・ビューでは、高速リフレッシュを実行できます。
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CREATE OPERATOR 

用途用途用途用途

CREATE OPERATOR文を使用すると、新しい演算子を作成し、バインディングを定義できます。

演算子は、索引タイプ、SQL 問合せおよび DML 文で参照できます。それに対して演算子は、
ファンクション、パッケージ、型および他のユーザー定義オブジェクトを参照します。

前提条件前提条件前提条件前提条件

自分のスキーマ内に演算子を作成する場合は、CREATE OPERATORシステム権限が必要です。
他のユーザーのスキーマ内に演算子を作成する場合は、CREATE ANY OPERATORシステム権限
が必要です。どちらの場合も、参照するファンクションおよび演算子に対する EXECUTEオブ
ジェクト権限が必要です。

構文構文構文構文

create_operator::=

binding_clause::=

implementation_clause::=

context_clause::=

参照参照参照参照 : これらの依存性および一般的な演算子については、『Oracle 
Database データ・カートリッジ開発者ガイド』および『Oracle Database
概要』を参照してください。

CREATE
OR REPLACE

OPERAT0R
schema .

operator binding_clause ;

BINDING ( parameter_type

,

) RETURN return_type
implementation_clause

using_function_clause

,

ANCILLARY TO primary_operator ( parameter_type

,

)

,

context_clause

WITH INDEX CONTEXT , SCAN CONTEXT implementation_type
COMPUTE ANCILLARY DATA

WITH COLUMN CONTEXT
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using_function_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

OR REPLACE
OR REPLACEを指定すると、演算子スキーマ・オブジェクトの定義を置換できます。

演算子の置換の制限事項演算子の置換の制限事項演算子の置換の制限事項演算子の置換の制限事項 : 演算子をサポートする索引タイプなどの依存オブジェクトが演算子
にない場合のみ、定義を置換できます。

schema
演算子が含まれているスキーマを指定します。schemaを省略した場合、自分のスキーマ内に
演算子が作成されます。

operator
作成する演算子の名前を指定します。

binding_clause
binding_clauseを使用すると、演算子をファンクションにバインドするために、1 つ以上の
パラメータ・データ型（parameter_type）を指定できます。各バインドの署名（対応する
ファンクションに対する引数のデータ型のシーケンス）は、オーバーロードの規則に従って一
意である必要があります。

parameter_type自体をオブジェクト型にできます。この場合、任意にスキーマで修飾するこ
ともできます。

演算子のバインドの制限事項演算子のバインドの制限事項演算子のバインドの制限事項演算子のバインドの制限事項 : REF、LONGまたは LONG RAWは parameter_typeに指定で
きません。

RETURN 句句句句

バインドに戻りデータ型を指定します。

return_type自体をオブジェクト型にできます。この場合、任意にスキーマで修飾すること
もできます。

戻りデータ型のバインドの制限事項戻りデータ型のバインドの制限事項戻りデータ型のバインドの制限事項戻りデータ型のバインドの制限事項 : REF、LONGまたは LONG RAWは return_typeに対し
て指定できません。

implementation_clause 
この句を使用すると、バインドの実装を指定できます。

ANCILLARY TO 句句句句

ANCILLARY TO句を使用すると、演算子バインドが、指定した主演算子バインド
（primary_operator）を補助することを指定できます。この句を指定する場合は、1 つのみ
の数値パラメータで前のバインドを指定しないでください。

参照参照参照参照 : オーバーロードの詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファ
レンス』を参照してください。

USING
schema .

package .

type .
function_name
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context_clause
context_clauseを使用すると、主演算子バインドを補助しないバインドのファンクション実
装を指定できます。

WITH INDEX CONTEXT、、、、SCAN CONTEXT この句を使用すると、演算子のファンクション
評価に、実装タイプで指定した索引およびスキャン・コンテキストが使用されるように指定で
きます。

COMPUTE ANCILLARY DATA COMPUTE ANCILLARY DATAを指定すると、演算子バインディ
ングが補助データを計算するように指定できます。

WITH COLUMN CONTEXT WITH COLUMN CONTEXTを指定すると、列情報が演算子のファン
クション実装に渡されるように指定できます。

この句を指定する場合は、実装するファンクションの署名に、余分な ODCIFuncCallInfo構
造を 1 つ含める必要があります。

using_function_clause
using_function_clauseを使用すると、バインディングを実装するファンクションを指定
できます。function_nameには、スタンドアロン・ファンクション、パッケージ・ファンク
ション、型メソッドまたはこれらのシノニムを指定できます。

ファンクションが後で削除された場合は、演算子などのすべての依存オブジェクトに、
INVALIDのマークが付けられます。ただし、その後 ALTER OPERATOR ... DROP BINDING文を
発行してバインディングを削除した場合は、後続の問合せおよび DML で依存オブジェクトが
再検証されます。

例例例例

ユーザー定義演算子の作成例ユーザー定義演算子の作成例ユーザー定義演算子の作成例ユーザー定義演算子の作成例 : 次の文は、非常に単純な等価性のファンクション実装を作成し
た後、このファンクションを使用する演算子を作成します。より詳細な例については、『Oracle 
Database データ・カートリッジ開発者ガイド』を参照してください。

CREATE FUNCTION eq_f(a VARCHAR2, b VARCHAR2) RETURN NUMBER AS
BEGIN
   IF a = b THEN RETURN 1;
   ELSE RETURN 0;
   END IF;
END;
/

CREATE OPERATOR eq_op
   BINDING (VARCHAR2, VARCHAR2) 
   RETURN NUMBER 
   USING eq_f; 

参照参照参照参照 : ODCIFuncCallInfoルーチンを使用する手順については、
『Oracle Database データ・カートリッジ開発者ガイド』を参照してくださ
い。
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CREATE OUTLINE 

用途用途用途用途

CREATE OUTLINE文を使用すると、ストアド・アウトラインストアド・アウトラインストアド・アウトラインストアド・アウトラインを作成できます。ストアド・アウ
トラインは、実行計画を生成するためにオプティマイザが使用する属性集合です。 適化に影
響する要因に変更があるかどうかにかかわらず、特定の SQL 文が発行された場合に、実行計画
の生成に影響するアウトラインの集合を使用するように、オプティマイザに指示します。これ
らの要因における変更を考慮するように、アウトラインを変更することもできます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

パブリック・アウトラインまたはプライベート・アウトラインの作成には、CREATE ANY 
OUTLINEシステム権限が必要です。

ソース・アウトラインからクローン・アウトラインを作成するには、SELECT_CATALOG_ROLE
ロールも必要です。

注意注意注意注意 : ストアド・アウトラインは、SQL 計画管理を優先して、今後のリ
リースではサポートされなくなります。Oracle Database 11g リリース 1

（11.1）では、ストアド・アウトラインは過去のリリースと同様に機能しま
す。ただし、新規のアプリケーションには SQL 計画管理を使用すること
をお薦めします。SQL 計画管理では、ストアド・アウトラインよりもすぐ
れた SQL パフォーマンスと安定性を実現する SQL 計画ベースラインが作
成されます。

既存のストアド・アウトラインがある場合は、DBMS_SPMパッケージの
LOAD_PLANS_FROM_CURSOR_CACHEプロシージャまたは
LOAD_PLANS_FROM_SQLSETプロシージャを使用して、SQL 計画ベース
ラインに移行することを検討してください。移行が完了した場合、ストア
ド・アウトラインを無効にするか、または削除する必要があります。

参照参照参照参照 : SQL 計画管理の詳細は、『Oracle Database パフォーマンス・チュー
ニング・ガイド』を参照してください。DBMS_SPM パッケージの詳細は、

『Oracle Database PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リ
ファレンス』を参照してください。

注意注意注意注意 : 影響を与える SQL 文には、アウトライン作成時に指定した文と一
致する文字列を指定する必要があります。

参照参照参照参照 :

� 実行計画の詳細は、『Oracle Database パフォーマンス・チューニン
グ・ガイド』を参照してください。

� アウトラインの変更については、11-25 ページの「ALTER OUTLINE」
を参照してください。

� USE_STORED_OUTLINESパラメータおよび
USE_PRIVATE_OUTLINESパラメータの詳細は、11-41 ページの

「ALTER SESSION」および 11-52 ページの「ALTER SYSTEM」を参照
してください。
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個々のセッションまたはシステムに対して、ストアド・アウトラインを動的に使用可能または
使用禁止にできます。

� USE_STORED_OUTLINESパラメータを使用可能にすると、パブリック・アウトラインが使
用可能になります。

� USE_PRIVATE_OUTLINESパラメータを使用可能にすると、プライベート・ストアド・ア
ウトラインが使用可能になります。

構文構文構文構文

create_outline::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

OR REPLACE
OR REPLACEを指定すると、既存のアウトラインを同じ名前の新しいアウトラインと置き換え
ることができます。

PUBLIC | PRIVATE
PUBLICを指定すると、PUBLICが使用するアウトラインを作成できます。これはデフォルト
です。

PRIVATEを指定すると、現行のセッションのみがプライベートに使用するアウトラインを作成
できます。このアウトラインのデータは、現行のスキーマに格納されます。

参照参照参照参照 :

� アウトラインを使用したパフォーマンス・チューニングの詳細は、
『Oracle Database パフォーマンス・チューニング・ガイド』を参照し
てください。

� DBMS_OUTLN_EDITパッケージの詳細は、『Oracle Database PL/SQL
パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を参照して
ください。

注意注意注意注意 : outlineの後に指定する必須の句はありません。ただし、
outlineの後には 1 つ以上の句を指定する必要があり、FROM句または
ON句のどちらかを指定する必要があります。

CREATE
OR REPLACE

PUBLIC

PRIVATE
OUTLINE

outline

FROM

PUBLIC

PRIVATE
source_outline

FOR CATEGORY category ON statement
;
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outline
ストアド・アウトラインに割り当てる一意の名前を指定します。outlineを指定しない場合、
データベースがアウトライン名を生成します。

FROM source_outline 句句句句

FROM句を使用すると、既存のアウトラインのコピーによって新しいアウトラインを作成できま
す。デフォルトでは、パブリック領域の source_categoryが検索されます。PRIVATEを指
定すると、現行のスキーマのアウトラインが検索されます。

アウトラインのコピーの制限事項アウトラインのコピーの制限事項アウトラインのコピーの制限事項アウトラインのコピーの制限事項 : FROM句を指定する場合、ON句は指定できません。

FOR CATEGORY 句句句句

ストアド・アウトラインをグループ化するために使用する任意の名前を指定します。たとえば、
週末に使用するアウトラインの 1 つのカテゴリおよび四半期末に使用する別のカテゴリを指定
できます。categoryを指定しない場合、アウトラインは DEFAULTカテゴリに格納されます。

ON 句句句句
文をコンパイルする際にアウトラインが作成される SQL 文を指定します。この句は、FROM句
を使用して既存のアウトラインのコピーを作成する場合のみに指定するオプションです。

指定できる文は、SELECT、DELETE、UPDATE、INSERT ... SELECTまたは CREATE TABLE ... 
AS SELECTのいずれかです。

ON 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� ON句を指定する場合、FROM句は指定できません。

� マルチ表の INSERT文でアウトラインを作成できません。

� ON句内の SQL 文に、リモート・オブジェクトの DML 操作を含めることはできません。

注意注意注意注意 : プライベート・アウトラインを作成するには、
DBMS_OUTLN_EDIT.CREATE_EDIT_TABLESプロシージャの実行によっ
て自分のスキーマのアウトライン・データを保持するアウトライン編集表
が必要です。このプロシージャの実行には、DBMS_OUTLN_EDITパッケー
ジに対する EXECUTEオブジェクト権限が必要です。

参照参照参照参照 : 「アウトラインの作成例 :」（15-38 ページ）

参照参照参照参照 : 15-38 ページの「プライベート・クローン・アウトラインの作成例
:」および 15-38 ページの「プライベート・アウトラインのパブリック領域
への公開例 :」を参照してください。

注意注意注意注意 : 後続の文で、同じ SQL 文に対して追加のアウトラインを指定でき
ますが、同じ文の各アウトラインは CATEGORY句で異なるカテゴリを指定
する必要があります。
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例例例例

アウトラインの作成例アウトラインの作成例アウトラインの作成例アウトラインの作成例 : 次の文は、ON文をコンパイルすることによってストアド・アウトラ
インを作成します。アウトラインは salariesという名前で、specialカテゴリに格納され
ます。

CREATE OUTLINE salaries FOR CATEGORY special
   ON SELECT last_name, salary FROM employees;

USE_STORED_OUTLINESパラメータに specialが設定されている場合、同じ SELECT文が後
でコンパイルされると、アウトライン salariesを作成する場合と同様に実行計画が生成され
ます。

プライベート・クローン・アウトラインの作成例プライベート・クローン・アウトラインの作成例プライベート・クローン・アウトラインの作成例プライベート・クローン・アウトラインの作成例 : 次の文は、前述の例で作成したパブリッ
ク・カテゴリ salariesに基づいて、ストアド・プライベート・アウトライン my_salaries
を作成します。プライベート・アウトラインを作成する場合、プライベート・アウトラインを
作成するユーザーには、DBMS_OUTLN_EDITパッケージに対する EXECUTEオブジェクト権限
が必要です。また、このパッケージの CREATE_EDIT_TABLESプロシージャを実行する必要が
あります。

EXECUTE DBMS_OUTLN_EDIT.CREATE_EDIT_TABLES;

CREATE OR REPLACE PRIVATE OUTLINE my_salaries
   FROM salaries;

プライベート・アウトラインのパブリック領域への公開例プライベート・アウトラインのパブリック領域への公開例プライベート・アウトラインのパブリック領域への公開例プライベート・アウトラインのパブリック領域への公開例 : 次の文は、プライベート編集の後
でプライベート・アウトラインをパブリック領域にコピー（公開）します。

CREATE OR REPLACE OUTLINE public_salaries 
   FROM PRIVATE my_salaries;
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CREATE PACKAGE 

用途用途用途用途

パッケージは PL/SQL を使用して定義されます。このため、この項では一般的な情報について
説明します。構文およびセマンティクスの詳細は『Oracle Database PL/SQL 言語リファレン
ス』を参照してください。

CREATE PACKAGE文を使用すると、ストアド・パッケージパッケージパッケージパッケージの仕様部を作成できます。パッケー
ジとは、関連するプロシージャ、ファンクション、およびデータベース上にまとめて格納され
るその他のプログラム・オブジェクトの集合のことです。パッケージ仕様部パッケージ仕様部パッケージ仕様部パッケージ仕様部では、これらのオ
ブジェクトを宣言します。後で指定するパッケージ本体パッケージ本体パッケージ本体パッケージ本体では、これらのオブジェクトを定義し
ます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

自分のスキーマ内にパッケージを作成または再作成する場合は、CREATE PROCEDUREシステム
権限が必要です。他のユーザーのスキーマ内にパッケージを作成または再作成する場合は、
CREATE ANY PROCEDUREシステム権限が必要です。

Oracle Database のプリコンパイラ・プログラム内に CREATE PACKAGE文を埋め込む場合、
キーワード END-EXECに続けて、各言語の埋込み SQL 文の終了記号を記述して文を終了する
必要があります。

構文構文構文構文

パッケージは PL/SQL を使用して定義されます。このため、このマニュアルの構文図では SQL
キーワードのみを示します。PL/SQL の構文、セマンティクスおよび例については、『Oracle 
Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

create_package::=

（plsql_sourceについては、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してくだ
さい。）

参照参照参照参照 :

� パッケージ実装の指定については、15-41 ページの「CREATE 
PACKAGE BODY」を参照してください。

� スタンドアロン・ファンクションおよびプロシージャの作成について
は、14-48 ページの「CREATE FUNCTION」および 15-45 ページの

「CREATE PROCEDURE」を参照してください。

� パッケージの変更および削除については、11-27 ページの「ALTER 
PACKAGE」および 17-55 ページの「DROP PACKAGE」を参照して
ください。

� パッケージの詳細および使用方法については、『Oracle Database アド
バンスト・アプリケーション開発者ガイド』および『Oracle Database 
PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を
参照してください。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照し
てください。

CREATE
OR REPLACE

PACKAGE plsql_source
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

OR REPLACE
OR REPLACEを指定すると、既存のパッケージ仕様部を再作成できます。この句を指定した場
合、パッケージに対して付与されていたオブジェクト権限を削除、再作成および再付与しなく
ても、既存のパッケージの仕様部を変更できます。パッケージ仕様部を変更した場合、その仕
様部は自動的に再コンパイルされます。

再定義したパッケージに対して権限が付与されていたユーザーは、権限が再付与されなくても
そのパッケージにアクセスできます。

ファンクション索引がパッケージに依存している場合、索引に DISABLEDのマークが付きま
す。

plsql_source
plsql_sourceの構文、セマンティクスおよび例については、『Oracle Database PL/SQL 言語
リファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 :  パッケージ仕様部の再コンパイルについては、「ALTER PACKAGE」
を参照してください。
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CREATE PACKAGE BODY 

用途用途用途用途

パッケージ本体は PL/SQL を使用して定義されます。このため、この項では一般的な情報につ
いて説明します。構文およびセマンティクスの詳細は『Oracle Database PL/SQL 言語リファレ
ンス』を参照してください。

CREATE PACKAGE BODY文を使用すると、ストアド・パッケージパッケージパッケージパッケージの本体を作成できます。パッ
ケージとは、関連するプロシージャ、ストアド・ファンクション、およびデータベース上にま
とめて格納されるその他のプログラム・オブジェクトの集合のことです。パッケージ本体パッケージ本体パッケージ本体パッケージ本体では、
これらのオブジェクトを定義します。前述の CREATE PACKAGE文で定義するパッケージパッケージパッケージパッケージ仕様部仕様部仕様部仕様部
では、これらのオブジェクトを宣言します。

一連のプロシージャやファンクションをスタンドアロンのスキーマ・オブジェクトとして作成
するかわりの方法としてパッケージを使用する方法があります。

前提条件前提条件前提条件前提条件

自分のスキーマ内にパッケージを作成または再作成する場合は、CREATE PROCEDUREシステム
権限が必要です。他のユーザーのスキーマ内にパッケージを作成または再作成する場合は、
CREATE ANY PROCEDUREシステム権限が必要です。どちらの場合も、パッケージ本体はパッ
ケージと同じスキーマ内に作成される必要があります。

Oracle Database のプリコンパイラ・プログラム内に CREATE PACKAGE BODY文を埋め込む場
合、キーワード END-EXECに続けて、各言語の埋込み SQL 文の終了記号を記述して文を終了
する必要があります。

構文構文構文構文

パッケージ本体は PL/SQL を使用して定義されます。このため、このマニュアルの構文図では
SQL キーワードのみを示します。PL/SQL の構文、セマンティクスおよび例については、

『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

create_package_body::=

（plsql_sourceについては、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してくだ
さい。）

参照参照参照参照 :

� スタンドアロン・ファンクションおよびプロシージャの作成について
は、14-48 ページの「CREATE FUNCTION」および 15-45 ページの

「CREATE PROCEDURE」を参照してください。

� 作成方法を含むパッケージの詳細は、15-39 ページの「CREATE 
PACKAGE」を参照してください。

� パッケージの変更については、11-27 ページの「ALTER PACKAGE」
を参照してください。

� データベースからのパッケージの削除については、17-55 ページの
「DROP PACKAGE」を参照してください。

参照参照参照参照 : 『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』

CREATE
OR REPLACE

PACKAGE BODY plsql_source
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CREATE PACKAGE BODY
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

OR REPLACE
OR REPLACEを指定すると、既存のパッケージ本体を再作成できます。この句を指定した場合、
パッケージに対して付与されていたオブジェクト権限を削除、再作成および再付与しなくても、
既存のパッケージの本体を変更できます。パッケージ本体を変更した場合、その本体は自動的
に再コンパイルされます。

再定義したパッケージに対して権限が付与されていたユーザーは、権限が再付与されなくても
そのパッケージにアクセスできます。

plsql_source
plsql_sourceの構文およびセマンティクスについては、『Oracle Database PL/SQL 言語リ
ファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : パッケージ本体の再コンパイルについては、11-27 ページの
「ALTER PACKAGE」を参照してください。
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CREATE PFILE 

用途用途用途用途

CREATE PFILE文を使用すると、バイナリのサーバー・パラメータ・ファイルまたは現行のメ
モリー内パラメータ設定をテキストの初期化パラメータ・ファイルにエクスポートできます。
テキストのパラメータ・ファイルの作成は、データベースで使用している現行のパラメータ設
定リストの取得に便利です。また、テキスト・エディタで簡単に編集でき、CREATE SPFILE
文を使用してサーバー・パラメータ・ファイルに変換して戻すこともできます。

この文が正常に実行されると、サーバーにテキストのパラメータ・ファイルが作成されます。
Oracle Real Application Clusters 環境では、すべてのインスタンスのすべてのパラメータ設定
が含まれます。サーバー・パラメータ・ファイルのパラメータ設定と同じ行のコメントも含ま
れます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

この文を実行するには、SYSDBAロールまたは SYSOPERロールが必要です。この文は、インス
タンスの起動前と起動後のいずれかで実行できます。

構文構文構文構文

create_pfile::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

pfile_name
作成するテキストのパラメータ・ファイル名を指定します。pfile_nameを指定しないと、プ
ラットフォーム固有のデフォルトの初期化パラメータ・ファイル名が使用されます。
pfile_nameには、パス接頭辞を含めることができます。パス接頭辞を指定しない場合は、
データベースによってデフォルトの格納場所（プラットフォームによって異なる）のパス接頭
辞が追加されます。

spfile_name
テキストのファイルを作成する元となるバイナリのサーバー・パラメータ・ファイル名を指定
します。

� spfile_nameを指定する場合、そのファイルがサーバーに存在する必要があります。
ファイルがオペレーティング・システムのサーバー・パラメータ・ファイルのデフォル
ト・ディレクトリに存在しない場合、フルパス名を指定する必要があります。

参照参照参照参照 :

� サーバー・パラメータ・ファイルの詳細は、15-68 ページの
「CREATE SPFILE」を参照してください。

� テキストの初期化パラメータ・ファイルおよびバイナリのサーバー・
パラメータ・ファイルの詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を
参照してください。

� Oracle Real Application Clusters 環境でのサーバー・パラメータ・
ファイルの使用については、『Oracle Real Application Clusters 管理お
よびデプロイメント・ガイド』を参照してください。

CREATE PFILE
= ’ pfile_name ’

FROM
SPFILE

= ’ spfile_name ’

MEMORY
;
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CREATE PFILE
� spfile_nameを指定しない場合は、現在インスタンスに関連付けられている spfile がデー
タベースで使用されます。通常、これは起動時に使用された spfile です。インスタンスに
spfile が関連付けられていない場合は、プラットフォーム固有のデフォルトのサーバー・パ
ラメータ・ファイル名が検索されます。このファイルが存在しない場合は、エラーが戻さ
れます。

MEMORY
MEMORYを指定すると、現行のシステム全体のパラメータ設定を使用して pfile を作成できま
す。RAC 環境では、作成されたファイルには各インスタンスからのパラメータ設定が含まれま
す。

例例例例

パラメータ・ファイルの作成例パラメータ・ファイルの作成例パラメータ・ファイルの作成例パラメータ・ファイルの作成例 : 次の例は、バイナリのサーバー・パラメータ・ファイル
s_params.oraからテキストのパラメータ・ファイル my_init.oraを作成します。

CREATE PFILE = 'my_init.ora' FROM SPFILE = 's_params.ora';

参照参照参照参照 : デフォルトのパラメータ・ファイル名については、オペレーティ
ング・システム固有のドキュメントを参照してください。

注意注意注意注意 : 通常、オペレーティング・システムのパラメータ・ファイルには、
フルパスのファイル名を指定する必要があります。パスについては、ご使
用のオペレーティング・システムの Oracle マニュアルを参照してくださ
い。
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CREATE PROCEDURE
CREATE PROCEDURE 

用途用途用途用途

パッケージは PL/SQL を使用して定義されます。このため、この項では一般的な情報について
説明します。構文およびセマンティクスの詳細は『Oracle Database PL/SQL 言語リファレン
ス』を参照してください。

CREATE PROCEDURE文を使用すると、スタンドアロンのストアド・プロシージャまたはコール
仕様を作成できます。

プロシージャプロシージャプロシージャプロシージャとは、名前によってコールできる PL/SQL 文の集合です。コール仕様コール仕様コール仕様コール仕様は、SQL お
よび PL/SQL からコールできるように、Java メソッドまたは第三世代言語（3GL）ルーチンを
宣言します。コール仕様は、コールされたときに起動する Java メソッドを Oracle Database に
指示します。また、引数および戻り値に対して実行する型変換もデータベースに指示します。

ストアド・プロシージャには、開発、整合性、セキュリティ、パフォーマンスおよびメモリー
割当ての面でいくつかのメリットがあります。

前提条件前提条件前提条件前提条件

自分のスキーマ内にプロシージャを作成または再作成する場合は、CREATE PROCEDUREシステ
ム権限が必要です。他のユーザーのスキーマ内にプロシージャを作成または再作成する場合は、
CREATE ANY PROCEDUREシステム権限が必要です。

コール仕様を起動する場合、その他の権限が必要になることがあります。たとえば、C コール
仕様には、C ライブラリに対する EXECUTEオブジェクト権限が必要です。

Oracle プリコンパイラ・プログラム内に CREATE PROCEDURE文を埋め込む場合、キーワード
END-EXECに続けて、各言語の埋込み SQL 文の終了記号を記述して文を終了する必要がありま
す。

参照参照参照参照 :

� ストアド・プロシージャのコール方法など、ストアド・プロシージャ
の詳細および外部プロシージャの登録については、『Oracle Database
アドバンスト・アプリケーション開発者ガイド』を参照してくださ
い。

� プロシージャと類似点が多いファンクションの詳細は、14-48 ページ
の「CREATE FUNCTION」を参照してください。

� パッケージの作成の詳細は、15-39 ページの「CREATE PACKAGE」
を参照してください。CREATE PROCEDURE文では、スタンドアロン
のスキーマ・オブジェクトとしてプロシージャが作成されます。ま
た、プロシージャをパッケージの一部としても作成できます。

� スタンドアロン・プロシージャの変更および削除については、11-28
ページの「ALTER PROCEDURE」および 17-57 ページの「DROP 
PROCEDURE」を参照してください。

� 共有ライブラリについては、15-2 ページの「CREATE LIBRARY」を
参照してください。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』または
『Oracle Database Java 開発者ガイド』を参照してください。
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構文構文構文構文

パッケージ本体は PL/SQL を使用して定義されます。このため、このマニュアルの構文図では
SQL キーワードのみを示します。PL/SQL の構文、セマンティクスおよび例については、

『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

create_procedure::=

（plsql_sourceについては、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してくだ
さい。）

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

OR REPLACE
OR REPLACEを指定すると、既存のプロシージャを再作成できます。この句を指定した場合、
プロシージャに付与されているオブジェクト権限を削除、再作成および再付与しなくても、既
存のプロシージャの定義を変更できます。プロシージャを再定義した場合、そのプロシージャ
は自動的に再コンパイルされます。

再定義したプロシージャに対して権限が付与されていたユーザーは、権限が再付与されなくて
もそのプロシージャにアクセスできます。

ファンクション索引がパッケージに依存している場合、索引に DISABLEDのマークが付きま
す。

plsql_source
plsql_sourceの構文およびセマンティクスについては、『Oracle Database PL/SQL 言語リ
ファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : プロシージャの再コンパイルについては、11-28 ページの「ALTER 
PROCEDURE」を参照してください。

CREATE
OR REPLACE

PROCEDURE plsql_source
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CREATE PROFILE 

用途用途用途用途

CREATE PROFILE文を使用すると、プロファイルプロファイルプロファイルプロファイルを作成できます。プロファイルとは、データ
ベース・リソースの制限の設定です。あるユーザーに対してプロファイルを割り当てた場合、
そのユーザーは、その割当て制限を超えることはできません。

前提条件前提条件前提条件前提条件

プロファイルを作成する場合、CREATE PROFILEシステム権限が必要です。

次の方法でユーザーに対するリソース制限を指定します。

� ALTER SYSTEM文または初期化パラメータRESOURCE_LIMITで動的にリソース制限を使用
可能にします。このパラメータは、パスワード・リソースには適用されません。パスワー
ド・リソースは、常に使用可能です。

� CREATE PROFILE文を使用して、制限を定義するプロファイルを作成します。

� CREATE USERまたは ALTER USER文を使用して、プロファイルを割り当てます。

構文構文構文構文

create_profile::=

注意注意注意注意 : リソース制限を設定する場合、この SQL 文ではなく、データベー
ス・リソース・マネージャを使用することをお薦めします。データベー
ス・リソース・マネージャを使用すると、リソース使用の管理および監査
を柔軟に行うことができます。データベース・リソース・マネージャの詳
細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : パスワード管理およびパスワード保護の詳細は、『Oracle Database
セキュリティ・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 動的にリソース制限を使用可能にする場合の詳細は、11-52 ページの
「ALTER SYSTEM」を参照してください。

� RESOURCE_LIMITパラメータについては、『Oracle Database リファ
レンス』を参照してください。

� プロファイルについては、17-7 ページの「CREATE USER」および
13-5 ページの「ALTER USER」を参照してください。

CREATE PROFILE profile LIMIT
resource_parameters

password_parameters
;
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CREATE PROFILE
resource_parameters::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

password_parameters::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

profile
作成するプロファイルの名前を指定します。プロファイルを使用した場合、ユーザーが使用可
能なデータベース・リソースを 1 つのコールまたは 1 つのセッションごとに制限できます。

Oracle Database では、次の方法でリソース制限を適用します。

� CONNECT_TIMEまたは IDLE_TIMEで指定したセッション・リソース制限を超えた場合、
現行のトランザクションが自動的にロールバックされ、セッションが終了します。ユー
ザー・プロセスで次にコールを実行すると、エラーが戻ります。

� 他のセッション・リソースに対する制限を超える処理を実行しようとした場合、その処理
が自動的に中断され、現行の文がロールバックされ、すぐにエラーが戻されます。この後、
ユーザーは、現行のトランザクションをコミットまたはロールバックできます。そして、
セッションを終了する必要があります。

� 1 つのコールに対する制限を超える処理を実行しようとした場合、その処理が自動的に中断
され、現行の文がロールバックされ、エラーが戻されます。この場合、現行のトランザク
ションは有効です。

SESSIONS_PER_USER

CPU_PER_SESSION

CPU_PER_CALL

CONNECT_TIME

IDLE_TIME

LOGICAL_READS_PER_SESSION

LOGICAL_READS_PER_CALL

COMPOSITE_LIMIT

integer

UNLIMITED

DEFAULT

PRIVATE_SGA

size_clause

UNLIMITED

DEFAULT

FAILED_LOGIN_ATTEMPTS

PASSWORD_LIFE_TIME

PASSWORD_REUSE_TIME

PASSWORD_REUSE_MAX

PASSWORD_LOCK_TIME

PASSWORD_GRACE_TIME

expr

UNLIMITED

DEFAULT

PASSWORD_VERIFY_FUNCTION

function

NULL

DEFAULT
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UNLIMITED
リソース・パラメータで UNLIMITEDを指定すると、このプロファイルを割り当てられたユー
ザーは無制限にリソースを使用できます。パスワード・パラメータで UNLIMITEDを指定した
場合は、パラメータに制限が設定されていないことを示します。

DEFAULT
DEFAULTを指定すると、このプロファイルでリソースの制限を省略できます。このプロファイ
ルを割り当てられたユーザーは、DEFAULTプロファイルで指定した対象リソースに対する制限
を受けます。DEFAULTプロファイルは、 初に無制限のリソースを定義します。ALTER 
PROFILE文でこの制限を変更できます。

明示的にプロファイルが割り当てられていないユーザーは、DEFAULTプロファイルに定義され
ている制限を受けます。ユーザーに明示的に割り当てられているプロファイルでリソースに対
する制限が省略されている場合、または制限に対して DEFAULTが指定されている場合、ユー
ザーは DEFAULTプロファイルで定義されているリソースに関する制限を受けます。

resource_parameters

SESSIONS_PER_USER ユーザーを制限する同時セッションの数を指定します。

CPU_PER_SESSION 1 セッション当たりの CPU 時間制限を指定します。この値は 100 分の
1 秒単位で指定します。

CPU_PER_CALL 1 コール（解析、実行またはフェッチ）当たりの CPU 時間制限を指定しま
す。この値は 100 分の 1 秒単位で指定します。

CONNECT_TIME 1 セッション当たりの合計経過時間制限を指定します。この値は分単位で指
定します。

IDLE_TIME セッション中の連続的な非活動時間の長さを制限します。この値は分単位で指定
します。長時間実行の問合せなどの処理は、この制限を受けません。

LOGICAL_READS_PER_SESSION メモリーおよびディスクから読み込まれるブロックなど、
1 セッション中に読み込まれるデータ・ブロックの数の制限を指定します。

LOGICAL_READS_PER_CALL SQL 文（解析、実行またはフェッチ）を処理する 1 つのコー
ルで読み込まれるデータ・ブロックの数の制限を指定します。

PRIVATE_SGA 1 つのセッションでシステム・グローバル領域（SGA）の共有プール内に割
り当てることができるプライベート領域の大きさを指定します。この句の詳細は、8-42 ページ
の「size_clause」を参照してください。

注意注意注意注意 :

� 日を単位として、時間を制限するすべてのパラメータに対して、分数
で日数を指定できます。たとえば、1 時間は 1/24、1 分は 1/1440 に
なります。

� リソース制限を使用可能にしているかどうかにかかわらず、ユーザー
に対してリソース制限を指定できます。ただし、Oracle Database で
は、実際にその制限が使用可能になってからリソース制限が適用され
ます。

参照参照参照参照 : 「プロファイルの作成例 :」（15-51 ページ）
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COMPOSITE_LIMIT 1 セッション当たりのリソースの総コストをサービス単位サービス単位サービス単位サービス単位で指定します。
サービス単位の合計は、CPU_PER_SESSION、CONNECT_TIME、
LOGICAL_READS_PER_SESSIONおよび PRIVATE_SGAの重み付き合計として計算されます。

password_parameters 
次の句を使用すると、パスワード・パラメータを設定できます。時間の長さを設定するパラ
メータは、日数で解析されます。テストのために、分（n/1440）または秒（n/86400）を指定
できます。

FAILED_LOGIN_ATTEMPTS ユーザー・アカウントがロックされる前に、そのアカウントへ
のログインに失敗できる回数を指定します。この句を指定しない場合、10 日がデフォルトにな
ります。

PASSWORD_LIFE_TIME 同じパスワードを認証に使用できる日数を制限します。
PASSWORD_GRACE_TIMEの値とともに設定した場合、猶予期間内にパスワードを変更しない
と、そのパスワードは使用できなくなり、それ以降の接続は拒否されます。この句を指定しな
い場合、180 日がデフォルトになります。

PASSWORD_REUSE_TIME およびおよびおよびおよび PASSWORD_REUSE_MAX これら 2 つのパラメータは、
両方を組み合せて設定する必要があります。PASSWORD_REUSE_TIMEは、パスワードを再利用
できない日数を指定します。PASSWORD_REUSE_MAXは、現行のパスワードを再利用する前に
必要な、パスワードの変更回数を指定します。これらのパラメータを有効にするには、両方の
パラメータに整数を指定する必要があります。

� 両方のパラメータに整数を指定すると、PASSWORD_REUSE_TIMEに指定した日数の間は、
PASSWORD_REUSE_MAXに指定した回数パスワードが変更されるまで、パスワードを再利
用できません。

たとえば、PASSWORD_REUSE_TIMEに 30 を指定し、PASSWORD_REUSE_MAXに 10 を指定
した場合、パスワードが 10 回変更されていると、30 日後にパスワードを再利用できます。

� これらのパラメータのいずれかに整数を指定し、他方に UNLIMITEDを指定すると、パス
ワードを再利用できません。

� いずれかのパラメータに DEFAULTを指定すると、DEFAULTプロファイルに定義された値
が使用されます。DEFAULTプロファイルでは、すべてのパラメータはデフォルトで
UNLIMITEDに設定されます。DEFAULTプロファイルのデフォルト設定の UNLIMITEDを
変更していない場合、パラメータの値は UNLIMITEDとして扱われます。

� 両方のパラメータを UNLIMITEDに設定すると、これらのパラメータは無視されます。
これは、両方のパラメータを指定しない場合のデフォルトです。

PASSWORD_LOCK_TIME ログインが指定された回数連続して失敗した場合、アカウントが
ロックされる日数を指定します。この句を指定しない場合、1 日がデフォルトになります。

注意注意注意注意 : この制限は、共有サーバー・アーキテクチャを使用している場合
のみに適用されます。SGA 内のセッション用のプライベート領域には、プ
ライベート SQL および PL/SQL 領域が含まれますが、共有 SQL および
PL/SQL 領域は含まれません。

参照参照参照参照 :

� セッション・リソースの重み付けを指定する方法については、11-32
ページの「ALTER RESOURCE COST」を参照してください。

� 「プロファイルのリソース制限の設定の例 :」（15-51 ページ）
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PASSWORD_GRACE_TIME 警告が出され、ログインが許可される猶予期間の日数を指定し
ます。この句を指定しない場合、7 日がデフォルトになります。

PASSWORD_VERIFY_FUNCTION PASSWORD_VERIFY_FUNCTION句を使用すると、
PL/SQL の複雑なパスワード検証スクリプトを CREATE PROFILE文の引数として渡すことがで
きます。Oracle Database にはデフォルトのスクリプトがありますが、ユーザー固有のルーチン
を作成することも、サード・パーティのソフトウェアを使用することもできます。

� functionには、複雑なパスワード検証ルーチンの名前を指定します。

� NULLを指定すると、パスワードの検証が行われないことを示します。

パスワード・パラメータに exprを指定する場合、スカラー副問合せ式を除くすべての形式の
式を指定できます。

例例例例

プロファイルの作成例プロファイルの作成例プロファイルの作成例プロファイルの作成例 : 次の文は、プロファイル new_profileを作成します。

CREATE PROFILE new_profile
  LIMIT PASSWORD_REUSE_MAX 10
        PASSWORD_REUSE_TIME 30;

プロファイルのリソース制限の設定の例プロファイルのリソース制限の設定の例プロファイルのリソース制限の設定の例プロファイルのリソース制限の設定の例 : 次の文は、プロファイル app_userを作成します。

CREATE PROFILE app_user LIMIT 
   SESSIONS_PER_USER          UNLIMITED 
   CPU_PER_SESSION            UNLIMITED 
   CPU_PER_CALL               3000 
   CONNECT_TIME               45 
   LOGICAL_READS_PER_SESSION  DEFAULT 
   LOGICAL_READS_PER_CALL     1000 
   PRIVATE_SGA                15K
   COMPOSITE_LIMIT            5000000; 

ユーザーに app_userプロファイルを割り当てた場合、そのユーザーは、後続のセッションで
次の制限を受けます。

� ユーザーは、無制限に同時セッションを使用できます。

� 1 つのセッションにおいて、ユーザーは CPU 時間を無制限に使用できます。

� ユーザーが作成した 1 つのコールで消費できる CPU 時間は 30 秒以下です。

� 1 つのセッションで継続できる時間は 45 分以下です。

� 1 つのセッションでメモリーおよびディスクから読み込むデータ・ブロック数は、
DEFAULTプロファイルで指定した制限を受けます。

� ユーザーが実行した 1 つのコールで、メモリーまたはディスクから読み込むことができる
データ・ブロック数の合計は 1000 以下です。

� 1 つのセッションで割り当てることができる SGA 内のメモリーは、15KB 以下です。

� 1 つのセッションのリソースの総コストは、サービス単位で 500 万を超えることはできませ
ん。リソースの総コストの計算式は、ALTER RESOURCE COST文で指定します。

� app_userプロファイルでは、IDLE_TIMEおよびパスワードに対する制限が指定されてい
ないため、ユーザーは DEFAULTプロファイルに指定されているこれらのリソースの制限
を受けます。

参照参照参照参照 : 「プロファイルのパスワード制限の設定例 :」（15-52 ページ）
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プロファイルのパスワード制限の設定例プロファイルのパスワード制限の設定例プロファイルのパスワード制限の設定例プロファイルのパスワード制限の設定例 : 次の文は、app_user2プロファイルに、パスワー
ド制限値を設定して作成します。

CREATE PROFILE app_user2 LIMIT
   FAILED_LOGIN_ATTEMPTS 5
   PASSWORD_LIFE_TIME 60
   PASSWORD_REUSE_TIME 60
   PASSWORD_REUSE_MAX 5
   PASSWORD_VERIFY_FUNCTION verify_function
   PASSWORD_LOCK_TIME 1/24
   PASSWORD_GRACE_TIME 10;

この例では、Oracle Database のデフォルトのパスワード検証ファンクション
verify_functionを使用します。この検証ファンクションの使用方法または独自の検証ファ
ンクションの設計方法については、『Oracle Database セキュリティ・ガイド』を参照してくだ
さい。
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CREATE RESTORE POINT 

用途用途用途用途

CREATE RESTORE POINT文を使用すると、リストア・ポイントリストア・ポイントリストア・ポイントリストア・ポイント（タイムスタンプまたはデータ
ベースの SCN に関連付けられた名前）を作成できます。リストア・ポイントを使用すると、表
またはデータベースをリストア・ポイントによって指定された時点にフラッシュバックできま
す。その際、SCN やタイムスタンプを指定する必要はありません。リストア・ポイントは、
バックアップやデータベースの複製など、様々な Recovery Manager 操作でも有効です。
Recovery Manager を使用して、アーカイブ・バックアップの実装プロセスにリストア・ポイン
トを作成できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

通常のリストア・ポイントを作成するには、SELECT ANY DICTIONARY権限または
FLASHBACK ANY TABLE権限のいずれかが必要です。保証付きリストア・ポイントを作成する
には、SYSDBAシステム権限が必要です。

リストア・ポイントを表示または使用するには、SELECT ANY DICTIONARYまたは
FLASHBACK ANY TABLEのいずれかのシステム権限か、SELECT_CATALOG_ROLEロールが必要
です。

リストア・ポイントは、プライマリ・データベースまたはスタンバイ・データベースに作成で
きます。データベースは、オープンされている状態でも、マウントされているがオープンされ
ていない状態でもかまいません。データベースがマウントされている場合、それが物理スタン
バイ・データベースでなければ、整合性を保持して停止されてからマウントされている必要が
あります。

保証付きリストア・ポイントを作成する場合は、その前に、フラッシュ・リカバリ領域を作成
しておく必要があります。フラッシュバック・データベースを使用可能にしておかなくても、
リストア・ポイントは作成できます。ただし、フラッシュバック・データベースが使用可能に
なっていない場合、このデータベースに作成する 初の保証付きリストア・ポイントは、デー
タベースのマウント時に作成する必要があります。保証付きリストア・ポイントを作成する場
合、データベースは ARCHIVELOGモードになっていることが必要です。

参照参照参照参照 :

� リストア・ポイントおよび保証付きリストア・ポイントの作成と使
用、データベースの複製およびアーカイブ・バックアップの詳細は、

『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイ
ド』を参照してください。

� リストア・ポイントの使用方法および削除方法については、18-22
ページの「FLASHBACK DATABASE」、18-25 ページの

「FLASHBACK TABLE」および 17-59 ページの「DROP RESTORE 
POINT」を参照してください。
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構文構文構文構文

create_restore_point::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

restore_point
リストア・ポイントの名前を指定します。名前は、 大 128 文字の文字値です。

データベースには、 大 2048 個のリストア・ポイントを保持できます。リストア・ポイント
は、少なくとも初期化パラメータ CONTROL_FILE_RECORD_KEEP_TIMEで指定された日数は
データベース内に保持されます。そのパラメータのデフォルト値は 7 日です。保証付きおよび
保存済のリストア・ポイントは、ユーザーが明示的に削除するまでデータベース内に保持され
ます。

PRESERVEも GUARANTEE FLASHBACK DATABASEも指定しない場合、結果のリストア・ポイ
ントによって、DB_FLASHBACK_RETENTION_TARGET初期化パラメータで設定された期間内の
リストア・ポイントにデータベースをフラッシュバックできます。そのようなリストア・ポイ
ントは、データベースによって自動的に管理されます。リストア・ポイントの数が、前述の
restore_pointで定められた 大数に達すると、 も古いリストア・ポイントが自動的に削
除されます。一定の状況では長期バックアップのリストアに使用するために、リストア・ポイ
ントは Recovery Manager リカバリ・カタログに保持されます。DROP RESTORE POINT文を使
用して、リストア・ポイントを明示的に削除することもできます。

AS OF 句句句句

この句を使用すると、過去の指定した日時または SCN でリストア・ポイントを作成できます。
TIMESTAMPを指定する場合、exprは過去の日時となる有効な日時式である必要があります。
SCN を指定する場合、exprは過去のデータベースの有効な SCN である必要があります。どち
らの場合にも、exprはデータベースの現行のインカネーションの日時または SCN を参照する
必要があります。

PRESERVE
PRESERVEを指定すると、リストア・ポイントを明示的に削除する必要があることを指定でき
ます。このようなリストア・ポイントは、フラッシュバック履歴機能で使用するために作成す
ると有効です。

GUARANTEE FLASHBACK DATABASE
保証付きリストア・ポイントの場合、初期化パラメータ DB_FLASHBACK_RETENTION_TARGET
の設定とは無関係に、データベースをリストア・ポイントに確定的にフラッシュバックできま
す。フラッシュバック機能が保証されるかどうかは、フラッシュ・リカバリ領域に十分な使用
可能スペースがあるかどうかによって決まります。

保証付きリストア・ポイントで保証されるのは、データベースを保証付きリストア・ポイント
にフラッシュバックするのに十分なフラッシュバック・ログが、データベースに保持されると
いうことのみです。すべての表を同じリストア・ポイントにフラッシュバックするための
UNDO がデータベースに保持されるかどうかは保証されません。

CREATE RESTORE POINT restore_point

AS OF
TIMESTAMP

SCN
expr

PRESERVE

GUARANTEE FLASHBACK DATABASE
;
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保証付きリストア・ポイントは、常に保存されます。DROP RESTORE POINT文を使用してユー
ザーが明示的に削除する必要があります。このリストア・ポイントは、期限切れになることは
ありません。保証付きリストア・ポイントは、フラッシュ・リカバリ領域内の領域を大量に使
用する場合があります。このため、保証付きリストア・ポイントは十分に検討したうえで作成
することをお薦めします。

例例例例

リストア・ポイントを作成して使用する例リストア・ポイントを作成して使用する例リストア・ポイントを作成して使用する例リストア・ポイントを作成して使用する例 : 次の例では、通常のリストア・ポイントを作成
し、表を更新してから、変更した表をリストア・ポイントにフラッシュバックします。この例
は、ユーザー hrがそれぞれの文を使用する適切なシステム権限を持っていることを前提とし
ています。

CREATE RESTORE POINT good_data;

SELECT salary FROM employees WHERE employee_id = 108;

    SALARY
----------
     12000

UPDATE employees SET salary = salary*10
   WHERE employee_id = 108;

SELECT salary FROM employees
   WHERE employee_id = 108;

    SALARY
----------
    120000

COMMIT;

FLASHBACK TABLE employees TO RESTORE POINT good_data;

SELECT salary FROM employees
   WHERE employee_id = 108;

    SALARY
----------
     12000
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CREATE ROLE 

用途用途用途用途

CREATE ROLE文を使用すると、ロールロールロールロールを作成できます。ロールは、ユーザーまたは他のロール
に付与できる権限の集合です。ロールを使用してデータベース権限を管理できます。ロールに
権限を追加したうえで、ユーザーにそのロールを付与できます。その後、ユーザーはロールを
使用可能にし、そのロールによって付与された権限を使用できるようになります。

ロールには、そのロールに付与されたすべての権限、およびそのロールに付与された他のロー
ルのすべての権限が含まれています。新しく作成されたロールには、ロールや権限は付与され
ていません。GRANT文を使用して、ロールに様々な権限を追加します。

NOT IDENTIFIED、IDENTIFIED EXTERNALLYまたは BY passwordロールを作成した場合、
そのロールは ADMIN OPTION付きで付与されます。ただし、ロール IDENTIFIED GLOBALLY
を作成した場合、ロールは付与されません。

前提条件前提条件前提条件前提条件

CREATE ROLEシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

create_role::=

参照参照参照参照 :

� ロールの付与については、18-31 ページの「GRANT」を参照してくだ
さい。

� ロールを使用可能にする場合は、13-5 ページの「ALTER USER」を参
照してください。

� データベースのロールの変更または削除については、11-34 ページの
「ALTER ROLE」および 17-60 ページの「DROP ROLE」を参照してく
ださい。

� 現行のセッションに対するロールの使用可能化および使用禁止化につ
いては、19-51 ページの「SET ROLE」を参照してください。

� ロールの概要は、『Oracle Database セキュリティ・ガイド』を参照し
てください。

CREATE ROLE role

NOT IDENTIFIED

IDENTIFIED

BY password

USING
schema .

package

EXTERNALLY

GLOBALLY
;
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

role
作成するロールの名前を指定します。データベース・キャラクタ・セットにマルチバイト文字
がサポートされている場合でも、ロールにはシングルバイト文字を 1 つ以上使用することをお
薦めします。各ユーザーに対し、一度に使用可能にできるユーザー定義のロールの 大数は
148 です。

配布メディアで提供されている SQL スクリプトには、いくつかのロールが定義されています。

NOT IDENTIFIED 句句句句
NOT IDENTIFIEDを指定すると、指定するロールがデータベースによって認可され、パスワー
ドを入力しなくてもこのロールを使用可能にできます。

IDENTIFIED 句句句句
IDENTIFIED句を使用すると、SET ROLE文によってロールを使用可能にする前に、指定した
メソッドによってユーザーが認可される必要があります。

BY password BY password句を使用すると、ローカル・ロールローカル・ロールローカル・ロールローカル・ロールを作成できます。また、
ロールを使用可能にするときに、パスワードを指定する必要があることを指定できます。デー
タベース・キャラクタ・セットにマルチバイト文字が含まれている場合でも、データベース・
キャラクタ・セットのシングルバイト文字のみでパスワードを指定できます。

USING package USING package句を使用すると、保護アプリケーション・ロール保護アプリケーション・ロール保護アプリケーション・ロール保護アプリケーション・ロールを作成で
きます。保護アプリケーション・ロールとは、認可済パッケージのみを使用するアプリケー
ションよって使用可能になるロールです。schemaを指定しない場合、パッケージが自分のス
キーマ内にあるとみなされます。

EXTERNALLY EXTERNALLYを指定すると、外部ロール外部ロール外部ロール外部ロールを作成できます。外部ユーザーは、
ロールを使用可能にする前に、オペレーティング・システムやサード・パーティ・サービスな
どの外部サービスによって認可されている必要があります。

オペレーティング・システムによっては、ユーザーがオペレーティング・システムに対してパ
スワードを指定しないと、ロールが使用可能にできない場合もあります。

参照参照参照参照 : 事前定義済のロールのリストについては、18-31 ページの
「GRANT」を、ユーザーに対するロールの使用可能化および使用禁止化に
ついては、19-51 ページの「SET ROLE」を参照してください。

注意注意注意注意 : ユーザーにロールを付与する場合、ロールはユーザーのデフォル
トのロールとして付与されるため、ログインするとすぐに使用可能になり
ます。アプリケーション・ロールのセキュリティを確保するには、ロール
をデフォルトのロールにしないようにする必要があります。ユーザーにア
プリケーション・ロールを付与した直後に、DEFAULT ROLE ALL EXCEPT 
role句を指定した ALTER USER文を発行し、アプリケーション・ロール
を指定します。これによって、このユーザーによる以降のログイン時に、
認可済パッケージを使用するアプリケーションのみがこのロールを使用可
能にできるというルールが適用されます。

参照参照参照参照 : 保護アプリケーション・ロールの作成については、『Oracle 
Database セキュリティ・ガイド』を参照してください。
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GLOBALLY GLOBALLYを指定すると、グローバル・ロールグローバル・ロールグローバル・ロールグローバル・ロールを作成できます。グローバル・
ユーザーは、ログイン時にロールの使用が可能になる前に、エンタープライズ・ディレクト
リ・サービスによってロールの使用を認可されている必要があります。

NOT IDENTIFIED句および IDENTIFIED句を両方とも省略した場合、ロールには NOT 
IDENTIFIEDがデフォルト値として使用されます。

例例例例

ロールの作成例ロールの作成例ロールの作成例ロールの作成例 : 次の文は、ロール dw_managerを作成します。

CREATE ROLE dw_manager;

この後に dw_managerロールを付与されるユーザーは、このロールに付与されているすべての
権限を継承します。

次の例のように、パスワードの指定によってロールにセキュリティのレイヤーを追加できます。

CREATE ROLE dw_manager
   IDENTIFIED BY warehouse; 

この後、dw_managerロールを付与されたユーザーは、パスワード warehouseを指定して、
SET ROLE文でロールを使用可能にする必要があります。

次の文は、グローバル・ロール warehouse_userを作成します。

CREATE ROLE warehouse_user IDENTIFIED GLOBALLY;

次の文は、同じロールを外部ロールとして作成します。

CREATE ROLE warehouse_user IDENTIFIED EXTERNALLY;
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CREATE ROLLBACK SEGMENT 

用途用途用途用途

CREATE ROLLBACK SEGMENT文を使用すると、ロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメントを作成できます。
ロールバック・セグメントとは、トランザクションによる変更を元に戻す（取り消す）ために
必要なデータを格納する際に Oracle Database が使用するオブジェクトです。

ここでは、データベースがロールバック UNDO モードで実行されている（初期化パラメータ
UNDO_MANAGEMENTに MANUALを設定、またはすべて設定しない）ことを前提としています。
データベースが自動 UNDO モードで実行されている場合（初期化パラメータ
UNDO_MANAGEMENTにデフォルト値の AUTOを設定）、ユーザー作成のロールバック・セグメン
トには関連がなくなります。

また、データベースにローカル管理 SYSTEM表領域がある場合、ディクショナリ管理表領域に
ロールバック・セグメントは作成できません。かわりに、自動 UNDO 管理機能を使用するか、
またはローカル管理表領域を作成して、ロールバック・セグメントを保持する必要があります。

SYSTEM以外の表領域のオブジェクトを使用する場合は、次の注意事項があります。

� UNDO 用にロールバック・セグメントを使用するには、1 つ以上のロールバック・セグメ
ント（SYSTEMロールバック・セグメント以外）がオンラインである必要があります。

� 自動 UNDO モードでデータベースを実行するには、1 つ以上の UNDO表領域がオンライン
である必要があります。

注意注意注意注意 : ロールバック・セグメントを使用せずに、自動 UNDO 管理モード
でデータベースを実行することを強くお薦めします。ロールバック・セグ
メントは、以前のバージョンの Oracle Database との互換性に必要な場合
以外は使用しないでください。自動 UNDO 管理の詳細は、『Oracle 
Database 管理者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : 1 つの表領域に複数のロールバック・セグメントを作成できます。
一般に、複数のロールバック・セグメントがあると、パフォーマンスが向
上します。

� 表領域にロールバック・セグメントを追加する場合、表領域は必ずオ
ンラインである必要があります。

� ロールバック・セグメントを作成した場合、 初はオフライン状態に
なります。そのロールバック・セグメントを Oracle Database インス
タンスでトランザクション可能にする場合、ALTER ROLLBACK 
SEGMENT文を使用してオンラインの状態にしてください。データ
ベース起動時に自動的にオンライン状態にする場合、初期化パラメー
タ ROLLBACK_SEGMENTの値にそのセグメントの名前を追加してくだ
さい。

参照参照参照参照 :

� ロールバック・セグメントの変更については、11-36 ページの
「ALTER ROLLBACK SEGMENT」を参照してください。

� ロールバック・セグメントの削除については、17-61 ページの「DROP 
ROLLBACK SEGMENT」を参照してください。

� UNDO_MANAGEMENTパラメータの詳細は、『Oracle Database リファレ
ンス』を参照してください。

� 自動 UNDO モードの詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照
してください。
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前提条件前提条件前提条件前提条件

ロールバック・セグメントを作成するには、CREATE ROLLBACK SEGMENTシステム権限が必
要です。

構文構文構文構文

create_rollback_segment::=

（8-43 ページの storage_clause を参照）

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

PUBLIC
PUBLICを指定すると、ロールバック・セグメントがパブリックとなり、すべてのインスタン
スに対して使用可能にできます。この句を省略した場合、ロールバック・セグメントはプライ
ベートになり、インスタンスの初期化パラメータ ROLLBACK_SEGMENTSで指定したインスタ
ンスに対してのみ使用可能になります。

rollback_segment
作成するロールバック・セグメントの名前を指定します。

TABLESPACE
TABLESPACE句を使用すると、ロールバック・セグメントが作成される表領域を指定できま
す。この句を省略した場合、ロールバック・セグメントは SYSTEM表領域に作成されます。

storage_clause
storage_clauseを使用すると、ロールバック・セグメントの記憶特性を指定できます。

� storage_clauseの OPTIMALパラメータは、ロールバック・セグメントにのみ適用され
るので、特に重要です。

� storage_clauseの PCTINCREASEパラメータは、CREATE ROLLBACK SEGMENTでは指
定できません。

注意注意注意注意 : Oracle Database は、頻繁にロールバック・セグメントにアクセス
する必要があります。そのため、明示的または（この句を省略して）暗黙
的に、ロールバック・セグメントを SYSTEM表領域に作成しないことをお
薦めします。さらに、ロールバック・セグメントが含まれている表領域の
競合を回避するために、この表領域には表、索引などの他のオブジェクト
を含めないでください。また、エクステントの割当ておよび割当て解除
は、 小限に抑える必要があります。

そのためには、自動割当てを使用禁止にしてローカル管理表領域にロール
バック・セグメントを作成します。ローカル管理表領域とは、EXTENT 
MANAGEMENT LOCAL句に UNIFORMを指定して作成された表領域です。
AUTOALLOCATE設定はサポートされません。

参照参照参照参照 : 「CREATE TABLESPACE」（16-71 ページ）

参照参照参照参照 : 「storage_clause」（8-43 ページ）

CREATE
PUBLIC

ROLLBACK SEGMENT rollback_segment

TABLESPACE tablespace

storage_clause
;
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例例例例

ロールバック・セグメントの作成例ロールバック・セグメントの作成例ロールバック・セグメントの作成例ロールバック・セグメントの作成例 : 次の文は、適切に構成された表領域にデフォルトの記憶
域値でロールバック・セグメントを作成します。

CREATE TABLESPACE rbs_ts
   DATAFILE 'rbs01.dbf' SIZE 10M
   EXTENT MANAGEMENT LOCAL UNIFORM SIZE 100K;

/* This example and the next will fail if your database is in 
   automatic undo mode.
*/
CREATE ROLLBACK SEGMENT rbs_one
   TABLESPACE rbs_ts;

前述の文は、次の文と同じ結果になります。

CREATE ROLLBACK SEGMENT rbs_one
   TABLESPACE rbs_ts
   STORAGE
   ( INITIAL 10K
     NEXT 10K
     MAXEXTENTS UNLIMITED );
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CREATE SCHEMA 

用途用途用途用途

CREATE SCHEMA文を使用すると、複数表およびビューを作成し、自分のスキーマ内に 1 つの
トランザクションで複数の権限を付与できます。

CREATE SCHEMA文を実行すると、挿入されている個々の文が実行されます。すべての文が正
常に実行された場合、そのトランザクションがコミットされます。文の結果が 1 つでもエラー
になった場合は、すべての文がロールバックされます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

CREATE SCHEMA文には、CREATE TABLE文、CREATE VIEW文および GRANT文を含めること
ができます。CREATE SCHEMA文を発行する場合は、挿入した文を発行するための権限が必要
です。

構文構文構文構文

create_schema::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema 
スキーマの名前を指定します。スキーマ名は、Oracle Database ユーザー名と一致している必要
があります。

create_table_statement
この CREATE SCHEMA文の一部として発行する CREATE TABLE文を指定します。この文の終わ
りには、セミコロン（またはその他の終了文字）を付けないでください。

create_view_statement
この CREATE SCHEMA文の一部として発行する CREATE VIEW文を指定します。この文の終わ
りには、セミコロン（またはその他の終了文字）を付けないでください。

注意注意注意注意 : この文では、実際にスキーマが作成されるわけではありません。
ユーザーを作成すると、自動的にスキーマが作成されます（17-7 ページの

「CREATE USER」を参照）。この文を実行すると、複数のトランザクショ
ンで複数の SQL 文を発行しなくても、スキーマに表およびビューが移入
され、これらのオブジェクトに対する権限が付与されます。

参照参照参照参照 : 「CREATE TABLE」（16-6 ページ）

参照参照参照参照 : 「CREATE VIEW」（17-13 ページ）

CREATE SCHEMA AUTHORIZATION schema

create_table_statement

create_view_statement

grant_statement

;
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grant_statement
この CREATE SCHEMA文の一部として発行する GRANT文を指定します。この文の終わりには、
セミコロン（またはその他の終了文字）を付けないでください。この句を使用すると、所有す
るオブジェクトに対するオブジェクト権限を、他のユーザーに付与できます。また、WITH 
ADMIN OPTION付きでシステム権限を付与されている場合、それらの権限を他のユーザーに付
与できます。

CREATE SCHEMA文は、Oracle Database でサポートされている完全な構文ではなく、標準 SQL
で定義されている構文のみをサポートします。

CREATE TABLE、CREATE VIEWおよび GRANTの各文を指定する順序は重要ではありません。
CREATE SCHEMA文の中の文では、既存のオブジェクトまたは同じ CREATE SCHEMA文の他の文
で作成したオブジェクトを参照できます。

スキーマに対する権限付与の制限事項スキーマに対する権限付与の制限事項スキーマに対する権限付与の制限事項スキーマに対する権限付与の制限事項 : parallel_clause構文は、CREATE SCHEMAの
CREATE TABLE文で使用できますが、オブジェクトの作成時に並列度は使用されません。

例例例例

スキーマの作成例スキーマの作成例スキーマの作成例スキーマの作成例 : 次の文は、サンプルの注文入力ユーザー oe用の oeという名前のスキー
マ、表 new_product、ビュー new_product_viewを作成し、サンプルの人事情報のユー
ザー hrに new_product_viewに対する SELECTオブジェクト権限を付与します。

CREATE SCHEMA AUTHORIZATION oe
   CREATE TABLE new_product 
      (color VARCHAR2(10)  PRIMARY KEY, quantity NUMBER) 
   CREATE VIEW new_product_view 
      AS SELECT color, quantity FROM new_product WHERE color = 'RED' 
   GRANT select ON new_product_view TO hr; 

参照参照参照参照 : 「GRANT」（18-31 ページ）

参照参照参照参照 : 詳細は、16-54 ページの「CREATE TABLE」の「parallel_clause」
を参照してください。
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CREATE SEQUENCE 

用途用途用途用途

CREATE SEQUENCE文を使用すると、順序順序順序順序を作成できます。順序とは、データベース・オブ
ジェクトの 1 つで、これを使用して複数のユーザーが一意の整数を生成することができます。
順序を使用した場合、主キー値が自動的に生成されます。

順序番号が生成されると、順序はトランザクションのコミットやロールバックとは無関係に増
加していきます。2 人のユーザーが、同時に同一の順序を増加させると、ユーザーがそれぞれ
順序番号を生成しているため、取得する順序番号間に違いが発生することもあります。他の
ユーザーが生成した順序番号は取得できません。あるユーザーが順序値を生成すると、他の
ユーザーがその順序を増加させたかどうかに関係なく、順序を生成したユーザーは引き続きそ
の値にアクセスできます。

順序番号は表から独立して生成されるため、1 つ以上の表に対して同一の順序を使用すること
ができます。生成された順序番号が、 終的にロールバックされるトランザクションで使用さ
れたため、個々の順序番号が連続していないように見える場合があります。また、他のユー
ザーが同一順序を使用していることを個々のユーザーが認識しない場合もあります。

順序が作成されると、SQL 文の中で CURRVAL疑似列を使用してその値にアクセスできます
（この場合、その順序の現在の値が戻ります）。また、NEXTVAL疑似列を使用してもアクセスで
きます（この場合は、順序が増加され、新しい値が戻ります）。

前提条件前提条件前提条件前提条件

自分のスキーマ内に順序を作成する場合は、CREATE SEQUENCEシステム権限が必要です。

他のユーザーのスキーマ内に順序を作成する場合は、CREATE ANY SEQUENCEシステム権限が
必要です。

参照参照参照参照 :

� CURRVALおよび NEXTVALの使用方法については、第 3 章「疑似列」
を参照してください。

� 順序の使用については、3-4 ページの「順序値の使用方法」を参照し
てください。

� 順序の変更または削除の詳細は、11-39 ページの「ALTER 
SEQUENCE」または 18-2 ページの「DROP SEQUENCE」を参照して
ください。
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構文構文構文構文

create_sequence::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
順序を含めるスキーマを指定します。schemaを省略した場合、自分のスキーマ内に順序が作
成されます。

sequence
作成する順序の名前を指定します。

次の句のうちどれも指定しない場合は、1 から始まる昇順の順序が作成され、上限なしで 1 ず
つ増加していきます。INCREMENT BYに -1 のみを指定した場合は、初期値を -1 として、下限
なしで 1 つずつ減少していきます。

� 昇順で、無制限に増加する順序を作成する場合は、MAXVALUEパラメータを省略するか、
または NOMAXVALUEを指定します。降順の場合は、MINVALUEパラメータを省略するか、
または NOMINVALUEを指定します。

� 昇順で、事前に定義した制限で停止する順序を作成する場合は、MAXVALUEパラメータに
値を指定します。降順の場合は、MINVALUEパラメータの値を指定します。NOCYCLEも指
定します。順序が制限に達したときに順序番号をさらに生成しようとした場合、エラーが
発生します。

� 事前に定義した制限に達した後で初期値に戻る順序を作成する場合は、MAXVALUEパラ
メータと MINVALUEパラメータの両方に値を指定します。CYCLEも指定します。
MINVALUEを指定しない場合、デフォルトで NOMINVALUE（値 1）が設定されます。

INCREMENT BY 順序の番号間の増分間隔を指定します。この値は、0（ゼロ）以外の正の整
数または負の整数になります。この値には、28 桁以内の値を指定できます。この値の絶対値
は、MAXVALUEと MINVALUEの差未満である必要があります。この値が負の場合、順序は降順
になります。この値が正の場合、順序は昇順になります。この句を省略した場合、デフォルト
で増分間隔は 1 に設定されます。

CREATE SEQUENCE
schema .

sequence

INCREMENT BY

START WITH
integer

MAXVALUE integer

NOMAXVALUE

MINVALUE integer

NOMINVALUE

CYCLE

NOCYCLE

CACHE integer

NOCACHE

ORDER

NOORDER
;
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START WITH 生成する順序番号の初期値を指定します。この句を指定した場合、順序の 小
値より大きい値を初期値として昇順を開始することも、 大値よりも小さい値を初期値として
降順を開始することもできます。昇順の場合、デフォルト値は順序の 小値になります。降順
の場合、デフォルト値は順序の 大値になります。28 桁以内の整数値を指定できます。

MAXVALUE 順序の 大値を指定します。28 桁以内の整数値を指定できます。MAXVALUE値
は、START WITH以上で、かつ MINVALUEを超える値である必要があります。

NOMAXVALUE NOMAXVALUEを指定すると、順序の 大値を、昇順の場合は 1027、降順の場
合は -1 に指定できます。これはデフォルトです。

MINVALUE 順序の 小値を指定します。28 桁以内の整数値を指定できます。MINVALUE値
は、START WITH以下で、かつ MAXVALUE未満である必要があります。

NOMINVALUE NOMINVALUEを指定すると、順序の 小値を、昇順の場合は 1、降順の場合は
-1026 に指定できます。これはデフォルトです。

CYCLE CYCLEを指定すると、順序が 大値または 小値に達しても、引き続き値を生成でき
ます。つまり、昇順の場合は、 大値に達すると 小値が生成されます。降順の場合は、 小
値に達すると 大値が生成されます。

NOCYCLE NOCYCLEを指定すると、順序が 大値または 小値に達した場合は、それ以上値
を生成しないように指定できます。これはデフォルトです。

CACHE より高速に順序番号にアクセスできるように、メモリー上に事前に割り当て、保持し
ておく順序番号の数を指定します。28 桁以内の整数値を指定できます。このパラメータの 小
値は 2 です。循環する順序の場合、この値は、そのサイクル内で生成される値の数未満である
必要があります。指定したサイクル内で生成される順序番号の数を超える値はキャッシュでき
ません。したがって、CACHEに指定できる値の 大値は、次の式で求められる値未満である必
要があります。

(CEIL (MAXVALUE - MINVALUE)) / ABS (INCREMENT)

システム障害が発生すると、キャッシュされた順序の値のうち、コミットされた DML 文で使
用されていなかったものはすべて失われます。したがって、失われる可能性がある値の数は、
CACHEパラメータの値と等しくなります。

NOCACHE NOCACHEを指定すると、順序の値を事前に割り当てないように指定できます。
CACHEおよび NOCACHEの両方を省略した場合、デフォルトで 20 の順序番号がキャッシュされ
ます。

ORDER ORDERを指定すると、要求どおりの順序で順序番号を生成することを保証できます。
順序番号をタイムスタンプとして使用する場合に、この句は有効です。通常、主キー生成用の
順序については、順序どおりに生成するかどうかの保証は重要ではありません。

Oracle Real Application Clusters を使用する場合、ORDERは順序どおりの生成を確保する場合
にのみ必要です。排他モードの場合、順序番号は必ず順序どおりに生成されます。

注意注意注意注意 : この値は、必ずしも、順序の 大値または 小値に達した後に、
昇順で循環する順序が戻るときの値ではありません。

注意注意注意注意 : Oracle Real Application Clusters 環境で順序を使用する場合は、パ
フォーマンスを向上するために、CACHEの設定を使用することをお薦めし
ます。
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NOORDER NOORDERを指定すると、要求どおりの順で順序番号を生成することは保証されま
せん。これはデフォルトです。

例例例例

順序の作成例順序の作成例順序の作成例順序の作成例 : 次の文は、サンプル・スキーマ oeに順序 customers_seqを作成します。
この順序は、customers表に行が追加されるときに、顧客 ID 番号として使用できます。

CREATE SEQUENCE customers_seq
 START WITH     1000
 INCREMENT BY   1
 NOCACHE
 NOCYCLE;

初に customers_seq.nextvalを参照したときは、1000 が戻されます。次に参照したとき
は、1001 が戻されます。同様に、この後の各参照で、前回参照された値より 1 大きい値が戻さ
れます。
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CREATE SPFILE 

用途用途用途用途

CREATE SPFILEを使用すると、従来のプレーンテキストの初期化パラメータ・ファイルまた
は現行のシステム全体の設定から、サーバー・パラメータ・ファイルを作成できます。サー
バー・パラメータ・ファイルは、サーバーのみに存在し、データベースを起動するためにクラ
イアントからコールされるバイナリ・ファイルです。

サーバー・パラメータ・ファイルを指定すると、個々のパラメータを永続的に変更できます。
サーバー・パラメータ・ファイルを使用する場合、新しいパラメータ値を永続化する ALTER 
SYSTEM SET parameter文を指定できます。新しい値は、現行のインスタンスのみでなく、そ
の後で起動するすべてのインスタンスにおいて適用されます。従来のプレーンテキストのパラ
メータ・ファイルでは、パラメータ値を永続的に変更できません。

サーバー・パラメータ・ファイルは、サーバー上に存在するため、Oracle Database による自動
データベースのチューニングおよび Recovery Manager によるバックアップが可能です。

データベースの起動時にサーバー・パラメータ・ファイルを使用するには、CREATE SPFILE
文を使用してサーバー・パラメータ・ファイルを作成する必要があります。

Oracle Real Application Clusters 環境のすべてのインスタンスは、同一のサーバー・パラメー
タ・ファイルを使用する必要があります。ただし、個々のインスタンスで 1 つのファイル内の
同じパラメータで異なる設定が可能な場合もあります。インスタンス固有のパラメータ定義は、
SID.parameter = valueで指定します。SIDにはインスタンス識別子を指定します。

サーバー・パラメータ・ファイルを使用したデータベースの起動方法は、作成したサーバー・
パラメータ・ファイルをデフォルトで作成したか、または非デフォルトで作成したかによって
異なります。サーバー・パラメータ・ファイルの使用方法については、15-70 ページの「サー
バー・パラメータ・ファイルの作成例 :」を参照してください。

前提条件前提条件前提条件前提条件

この文を実行するには、SYSDBAシステム権限または SYSOPERシステム権限が必要です。この
文は、インスタンスの起動前と起動後のいずれかで実行できます。ただし、spfile_nameを
使用して、インスタンスがすでに起動済の場合は、この文で同じ spfile_nameを指定できま
せん。

構文構文構文構文

create_spfile::=

参照参照参照参照 :

� バイナリのサーバー・パラメータ・ファイルから正規のテキストの
パラメータ・ファイルを作成する場合の詳細は、15-43 ページの

「CREATE PFILE」を参照してください。

� 従来のプレーンテキストの初期化パラメータ・ファイルおよびサー
バー・パラメータ・ファイルの詳細は、『Oracle Database 管理者ガイ
ド』を参照してください。

� Oracle Real Application Clusters 環境でのサーバー・パラメータ・
ファイルの使用については、『Oracle Real Application Clusters 管理お
よびデプロイメント・ガイド』を参照してください。

CREATE SPFILE
= ’ spfile_name ’

FROM
PFILE

= ’ pfile_name ’

MEMORY
;
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

spfile_name
この句を指定すると、作成するサーバー・パラメータ・ファイルの名前を指定できます。

� spfile_nameを指定しない場合、プラットフォーム固有のデフォルトのサーバー・パラ
メータ・ファイル名が使用されます。spfile_nameがサーバーにすでに存在する場合、
そのファイルは上書きされます。デフォルトのサーバー・パラメータ・ファイルを使用す
る場合、ファイル名を参照せずにデータベースが起動されます。

� spfile_nameを指定する場合、デフォルト以外のサーバー・パラメータ・ファイルを作
成します。この場合、データベースを起動するときに、サーバー・パラメータ・ファイル
を指す単一行の以前のパラメータ・ファイルを作成し、STARTUPコマンドで単一行のファ
イルを指定する必要があります。

spfile_nameには、パス接頭辞を含めることができます。パス接頭辞を指定しない場合は、
データベースによってデフォルトの格納場所（プラットフォームによって異なる）のパス接頭
辞が追加されます。

pfile_name
サーバー・パラメータ・ファイルを作成する元になる従来のプレーンテキストの初期化パラ
メータ・ファイル名を指定します。従来のパラメータ・ファイルは、サーバー上にある必要が
あります。

� pfile_nameを指定して、従来のパラメータ・ファイルがオペレーティング・システムの
パラメータ・ファイルのデフォルト・ディレクトリに存在しない場合は、フルパス名を指
定する必要があります。

� pfile_nameを指定しない場合、オペレーティング・システムのパラメータ・ファイルの
デフォルト・ディレクトリからデフォルトのパラメータ・ファイル名が検索され、使用さ
れます。そのディレクトリにファイルが存在しない場合、エラーが戻されます。

MEMORY
MEMORYを指定すると、現行のシステム全体のパラメータ設定を使用して spfile を作成できま
す。RAC 環境では、作成されたファイルには各インスタンスからのパラメータ設定が含まれま
す。

参照参照参照参照 :

� デフォルトおよびデフォルト以外のサーバー・パラメータ・ファイル
を使用したデータベースの起動の詳細は、15-70 ページの「サーバー・
パラメータ・ファイルの作成例 :」を参照してください。

� デフォルトのパラメータ・ファイル名については、オペレーティン
グ・システム固有のドキュメントを参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Real Application Clusters 環境では、この文でパラメータ・
ファイル名を指定してサーバー・パラメータ・ファイルを作成する前に、
まず、すべてのインスタンスのパラメータ・ファイルを 1 つのファイルに
結合する必要があります。この手順の実行の詳細は、『Oracle Real 
Application Clusters 管理およびデプロイメント・ガイド』を参照してく
ださい。
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例例例例

サーバー・パラメータ・ファイルの作成例サーバー・パラメータ・ファイルの作成例サーバー・パラメータ・ファイルの作成例サーバー・パラメータ・ファイルの作成例 : 次の例は、クライアントの初期化パラメータ・
ファイル t_init1.oraからデフォルトのサーバー・パラメータ・ファイルを作成します。

CREATE SPFILE 
   FROM PFILE = '$ORACLE_HOME/work/t_init1.ora';

デフォルトのサーバー・パラメータ・ファイルを作成する場合、その後のデータベースの起動
は、次のように PFILEパラメータなしで SQL*Plus のコマンド STARTUPを実行し、サー
バー・パラメータ・ファイルを使用します。

STARTUP

次の例は、クライアントの初期化パラメータ・ファイル t_init1.oraからデフォルト以外の
サーバー・パラメータ・ファイル s_params.oraを作成します。

CREATE SPFILE = 's_params.ora' 
   FROM PFILE = '$ORACLE_HOME/work/t_init1.ora';

デフォルト以外のサーバー・パラメータ・ファイルを作成する場合、次の単一行を含む以前の
パラメータ・ファイルを 初に作成し、その後でデータベースを起動します。

spfile = 's_params.ora'

このパラメータ・ファイル名は、ご使用のオペレーティング・システムのネーミング規則に従
う必要があります。その後、STARTUPコマンドで単一行のパラメータ・ファイルを使用しま
す。次の例では、単一行のパラメータ・ファイルの名前が new_param.oraであるとした場合
のデータベースの起動方法を示します。

STARTUP PFILE=new_param.ora

注意注意注意注意 : 通常、オペレーティング・システムのパラメータ・ファイルには、
フルパスのファイル名を指定する必要があります。
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SQL 文文文文 :

CREATE SYNONYM ～～～～ CREATE TRIGGER

この章では、次の SQL 文について説明します。

� CREATE SYNONYM

� CREATE TABLE

� CREATE TABLESPACE

� CREATE TRIGGER
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CREATE SYNONYM 

用途用途用途用途

CREATE SYNONYM文を使用すると、シノニムシノニムシノニムシノニムを作成できます。シノニムとは、表、ビュー、順
序、演算子、プロシージャ、ストアド・ファンクション、パッケージ、マテリアライズド・
ビュー、Java クラス・スキーマ・オブジェクト、ユーザー定義オブジェクト型および別のシノ
ニムに付ける別名です。シノニムによってシノニムのターゲット・オブジェクトへの依存関係
が設定され、ターゲット・オブジェクトが変更または削除されるとシノニムも無効になります。

シノニムによって、データの独立性および位置の透過性を実現できます。シノニムを使用した
場合、どのユーザーが表やビューを所有しているか、どのデータベースに表やビューが格納さ
れているかに関係なく、アプリケーションは機能します。ただし、シノニムはデータベース・
オブジェクトに対する権限にかわるものではありません。シノニムを使用するユーザーに対し
て、適切な権限をあらかじめ付与しておく必要があります。

シノニムを参照できる DML 文は、SELECT、INSERT、UPDATE、DELETE、FLASHBACK 
TABLE、EXPLAIN PLANおよび LOCK TABLEです。

シノニムを参照できる DDL 文は、AUDIT、NOAUDIT、GRANT、REVOKEおよび COMMENTで
す。

前提条件前提条件前提条件前提条件

自分のスキーマ内にプライベート・シノニムを作成する場合は、CREATE SYNONYMシステム権
限が必要です。

他のユーザーのスキーマ内にプライベート・シノニムを作成する場合は、CREATE ANY 
SYNONYMシステム権限が必要です。

パブリック・シノニムを作成する場合は、CREATE PUBLIC SYNONYMシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

create_synonym::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

OR REPLACE
OR REPLACEを指定すると、既存のシノニムを再作成できます。この句を使用すると、既存の
シノニムの定義をはじめに削除しなくても、その定義を変更できます。

シノニムの置換の制限事項シノニムの置換の制限事項シノニムの置換の制限事項シノニムの置換の制限事項 : OR REPLACE句は、依存表または依存する有効なユーザー定義オ
ブジェクト型を持つ型シノニムに対して使用できません。

参照参照参照参照 : シノニムの概要については、『Oracle Database 概要』を参照して
ください。

CREATE
OR REPLACE PUBLIC

SYNONYM
schema .

synonym

FOR
schema .

object
@ dblink

;
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PUBLIC
PUBLICを指定すると、パブリック・シノニムを作成できます。パブリック・シノニムには、
すべてのユーザーがアクセスできます。ただし、シノニムを使用するには、基礎となるオブ
ジェクトに対する適切な権限が必要です。

オブジェクトの先頭にスキーマ名が指定されておらず、オブジェクトの後にデータベース・リ
ンクが指定されていない場合のみ、オブジェクトへの参照を変換するときに、パブリック・シ
ノニムが使用されます。

この句を指定しない場合、シノニムはプライベートです。プライベート・シノニム名は、ス
キーマ内で一意である必要があります。プライベート・シノニムに所有者以外のユーザーがア
クセスできるのは、基礎となるデータベース・オブジェクトに対する適切な権限がユーザーに
あり、シノニム名とともにスキーマを指定する場合のみです。

パブリック・シノニムの注意事項パブリック・シノニムの注意事項パブリック・シノニムの注意事項パブリック・シノニムの注意事項 : パブリック・シノニムには、次の注意事項があります。

� パブリック・シノニムを作成した後、依存表または依存する有効なユーザー定義オブジェ
クト型が存在する場合、依存オブジェクトと同じスキーマ内には、そのシノニムと同じ名
前で別のデータベース・オブジェクトは作成できません。

� 既存のスキーマと同じ名前のパブリック・シノニムを作成しないでください。同じ名前の
パブリック・シノニムを作成すると、その名前が使用されるすべての PL/SQL ユニットが
無効になります。

schema
シノニムを含めるスキーマを指定します。schemaを省略した場合、自分のスキーマ内にシノ
ニムが作成されます。PUBLICを指定した場合、スキーマは指定できません。

synonym
作成するシノニムの名前を指定します。

FOR 句句句句

シノニムを作成するオブジェクトを指定します。シノニムを作成するスキーマ・オブジェクト
には、次のものがあります。

� 表またはオブジェクト表

� ビューまたはオブジェクト・ビュー

� 順序

� ストアド・プロシージャ、ファンクションまたはパッケージ

� マテリアライズド・ビュー

� Java クラス・スキーマ・オブジェクト

� ユーザー定義オブジェクト型

� シノニム

スキーマ・オブジェクトは、現在存在している必要はなく、スキーマ・オブジェクトへのアク
セス権限も必要ありません。

注意注意注意注意 : シノニム名は、30 バイトを超える場合も作成および削除できます。
ただし、Java 名でない場合は他の SQL コマンドで機能しません。30 バイ
トを超える名前は、データ・ディクショナリに格納するために不確定で短
い文字列に変換されます。

参照参照参照参照 : 16-4 ページの「CREATE SYNONYM の例 :」および 16-4 ページの
「Oracle Database によるシノニムの変換例 :」を参照してください。
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FOR 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : スキーマ・オブジェクトは、パッケージに含めることはできません。

schema オブジェクトが含まれているスキーマを指定します。オブジェクトに schemaを指
定しなかった場合、そのスキーマ・オブジェクトは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

リモート・データベース上のプロシージャやファンクションに対するシノニムを作成する場合、
この CREATE文で schemaを指定する必要があります。または、オブジェクトが存在するデー
ターベースにローカル・パブリック・シノニムを作成することもできます。ただし、その後は、
プロシージャやファンクションの後続のコールすべてにデータベース・リンクを組み込む必要
があります。

dblink データベース・リンクを完全に指定するか、またはデータベース・リンクの一部を指
定すると、スキーマ・オブジェクトが格納されているリモート・データベース上のオブジェク
トのシノニムを作成できます。dblinkを指定して、schemaを省略した場合、シノニムは、
データベース・リンクで指定されたスキーマ内のオブジェクトを参照します。リモート・デー
タベースのオブジェクトが含まれているスキーマを指定することをお薦めします。

dblinkを省略した場合、オブジェクトがローカル・データベース上にあるものとみなされま
す。

データベース・リンクの制限事項データベース・リンクの制限事項データベース・リンクの制限事項データベース・リンクの制限事項 : dblinkは、Java クラス・シノニムに対して指定できませ
ん。

例例例例

CREATE SYNONYM の例の例の例の例 : 次の文は、スキーマ hr内の表 locationsに対してシノニム
officesを定義します。

CREATE SYNONYM offices 
   FOR hr.locations;

次の文は、remoteデータベース上のスキーマ hr内の employees表に対してパブリック・シ
ノニムを作成します。

CREATE PUBLIC SYNONYM emp_table 
   FOR hr.employees@remote.us.example.com;

別のスキーマ内に基礎となるオブジェクトが含まれている場合は、基礎となるオブジェクトと
同じ名前をシノニムに指定することもできます。

Oracle Database によるシノニムの変換例によるシノニムの変換例によるシノニムの変換例によるシノニムの変換例 : Oracle Database は、オブジェクトの参照を、パ
ブリック・シノニム・レベルで変換する前に、スキーマ・レベルで変換しようとします。たと
えば、スキーマ oeと shの両方に customersという名前の表が存在するとします。次の例で
は、ユーザー SYSTEMが、oe.customersに対して customersという名前のパブリック・シ
ノニムを作成します。

CREATE PUBLIC SYNONYM customers FOR oe.customers;

ユーザー shが次の文を発行すると、sh.customersから行数が戻されます。

SELECT COUNT(*) FROM customers;

参照参照参照参照 :

� データベース・リンクの参照方法の詳細は、2-104 ページの「リモー
ト・データベース内のオブジェクトの参照」を参照してください。

� データベース・リンクの作成方法の詳細は、14-28 ページの
「CREATE DATABASE LINK」を参照してください。
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CREATE SYNONYM
oe.customersから行数を取得するには、ユーザー shは、customersの前にスキーマ名を
指定する必要があります（ユーザー shは、oe.customersに対する SELECT 権限も必要で
す）。

SELECT COUNT(*) FROM oe.customers;

ユーザー hrのスキーマに customersという名前のオブジェクトは存在しないが、hrが
oe.customersに対する SELECT 権限を持つ場合、hrは、パブリック・シノニム
customersを使用して、oeのスキーマ内の customers表にアクセスできます。

SELECT COUNT(*) FROM customers;
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CREATE TABLE
CREATE TABLE 

用途用途用途用途

CREATE TABLE文を使用すると、次の型の表を作成できます。

� リレーショナル表リレーショナル表リレーショナル表リレーショナル表。ユーザー・データを格納する基本構造です。

� オブジェクト表オブジェクト表オブジェクト表オブジェクト表。列の定義にオブジェクト型を使用する表です。特定の型のオブジェク
ト・インスタンスを格納するように明示的に定義されます。

オブジェクト型を作成しておき、リレーショナル表の作成時に列の中でそのオブジェクト型を
使用することもできます。

副問合せを指定しない場合、データを含まない表が作成されます。INSERT文を使用した場合、
表に行を追加できます。表を作成した後、ALTER TABLE文で ADD句を指定すると、追加する
列、パーティションおよび整合性制約を定義できます。ALTER TABLE文で MODIFY句を指定す
ると、既存の列またはパーティションの定義を変更できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

自分のスキーマ内にリレーショナル表を作成する場合は、CREATE TABLEシステム権限が必要
です。他のユーザーのスキーマ内に表を作成する場合は、CREATE ANY TABLEシステム権限が
必要です。また、表が含まれるスキーマの所有者は、表を格納するため表領域への割当て制限
または UNLIMITED TABLESPACEシステム権限が必要です。

これらの表権限に加え、オブジェクト表またはオブジェクト型の列が存在するリレーショナル
表を作成する場合は、表の所有者に、表が参照するすべての型にアクセスするための EXECUTE
オブジェクト権限が付与されているかまたは EXECUTE ANY TYPEシステム権限が付与されてい
る必要があります。これらの権限は、ロールを介して取得するのではなく、明示的に付与され
る必要があります。

さらに、表の所有者が表へのアクセス権限を他のユーザーに付与する場合、所有者には、参照
する型に対する WITH GRANT OPTION付きの EXECUTEオブジェクト権限または WITH ADMIN 
OPTION付きの EXECUTE ANY TYPEシステム権限が必要です。これらの権限を持っていない場
合、表の所有者は、表へのアクセス権限を他のユーザーに付与できません。

一意キー制約または主キー制約を有効にする場合は、表に索引を作成するための権限が必要で
す。Oracle Database では、表を含むスキーマにおいて、一意キーまたは主キーの列に索引を作
成するため、この権限が必要になります。

外部表を作成する場合は、適切なオペレーティング・システム・ディレクトリに対する、オペ
レーティング・システムの読取り権限および書込み権限が必要です。外部データが存在するオ
ペレーティング・システム・ディレクトリに対応するデータベース・ディレクトリ・オブジェ
クトに対する READオブジェクト権限が必要です。また、opaque_format_specでログ・
ファイルまたは不良ファイルを指定する場合、または AS subquery句を指定してデータベー
ス表から外部表にデータをアンロードする場合、ファイルが格納されるデータベース・ディレ
クトリに対する WRITEオブジェクト権限が必要です。

参照参照参照参照 :

� オブジェクトの作成の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』およ
び 17-3 ページの「CREATE TYPE」を参照してください。

� 表の変更および削除の詳細は、12-2 ページの「ALTER TABLE」およ
び 18-5 ページの「DROP TABLE」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 「CREATE INDEX」（14-50 ページ）

� 型を使用する表の作成に必要な権限については、『Oracle Database 管
理者ガイド』を参照してください。
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CREATE TABLE
構文構文構文構文

create_table::=

（16-7 ページの relational_table::=、16-7 ページの object_table::=、
16-8 ページの XMLType_table::= を参照）

relational_table::=

（16-8 ページの relational_properties::=、16-9 ページの physical_properties::=、
16-10 ページの table_properties::= を参照）

object_table::=

（16-9 ページの object_table_substitution::=、16-9 ページの object_properties::=、
16-9 ページの oid_clause::=、16-9 ページの oid_index_clause::=、
16-9 ページの physical_properties::=、16-10 ページの table_properties::= を参照）

注意注意注意注意 : 表名の後の各句は、任意のリレーショナル表に対して任意で指定
します。ただし、すべての表に対して、relational_properties句を
使用して列名およびデータ型を指定するか、または table_properties
句を使用して AS subquery句を指定する必要があります。

CREATE
GLOBAL TEMPORARY

TABLE
schema

. table

relational_table

object_table

XMLType_table

( relational_properties )
ON COMMIT

DELETE

PRESERVE
ROWS

physical_properties table_properties
;

OF
schema .

object_type
object_table_substitution

( object_properties )
ON COMMIT

DELETE

PRESERVE
ROWS

OID_clause OID_index_clause physical_properties table_properties
;
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CREATE TABLE
XMLType_table::=

（16-14 ページの XMLType_storage::=、16-15 ページの XMLSchema_spec::=、
16-15 ページの XMLType_virtual_columns::=、16-9 ページの oid_clause::=、
16-9 ページの oid_index_clause::=、16-9 ページの physical_properties::=、
16-10 ページの table_properties::= を参照）

relational_properties::=

（16-8 ページの column_definition::=、16-8 ページの virtual_column_definition::=、
8-5 ページの constraint::=、16-16 ページの supplemental_logging_props::= を参照）

column_definition::=

（16-9 ページの encryption_spec::=、8-5 ページの constraint::= を参照）

virtual_column_definition::=

（8-5 ページの constraint::= を参照）

OF XMLTYPE
( object_properties ) XMLTYPE XMLType_storage XMLSchema_spec

XMLType_virtual_columns
ON COMMIT

DELETE

PRESERVE
ROWS

OID_clause

OID_index_clause physical_properties table_properties

column_definition

virtual_column_definition

out_of_line_constraint

out_of_line_ref_constraint

supplemental_logging_props

,

column datatype
SORT DEFAULT expr ENCRYPT encryption_spec

inline_constraint

inline_ref_constraint

column
datatype GENERATED ALWAYS

AS ( column_expression )

VIRTUAL inline_constraint
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CREATE TABLE
encryption_spec::=

object_table_substitution::=

object_properties::=

（8-5 ページの constraint::=、16-16 ページの supplemental_logging_props::= を参照）

oid_clause::=

oid_index_clause::=

（16-10 ページの physical_attributes_clause::= を参照）

physical_properties::=

（16-10 ページの segment_attributes_clause::=、16-10 ページの table_compression::=、
16-15 ページの index_org_table_clause::=、16-16 ページの external_table_clause::= を参照） 

USING ’ encrypt_algorithm ’ IDENTIFIED BY password
NO

SALT

NOT
SUBSTITUTABLE AT ALL LEVELS

column

attribute

DEFAULT expr

inline_constraint

inline_ref_constraint

out_of_line_constraint

out_of_line_ref_constraint

supplemental_logging_props

OBJECT IDENTIFIER IS
SYSTEM GENERATED

PRIMARY KEY

OIDINDEX
index

(
physical_attributes_clause

TABLESPACE tablespace
)

segment_attributes_clause
table_compression

ORGANIZATION

HEAP
segment_attributes_clause table_compression

INDEX
segment_attributes_clause

index_org_table_clause

EXTERNAL external_table_clause

CLUSTER cluster ( column

,

)
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CREATE TABLE
segment_attributes_clause::=

（16-10 ページの physical_attributes_clause::=、16-14 ページの logging_clause::= を参照） 

physical_attributes_clause::=

（8-44 ページの storage_clause::= を参照） 

table_compression::=

table_properties::=

（16-11 ページの column_properties::=、16-17 ページの table_partitioning_clauses::=、
16-23 ページの parallel_clause::=、16-23 ページの enable_disable_clause::=、
16-15 ページの row_movement_clause::=、16-15 ページの flashback_archive_clause::=、
19-5 ページの subquery::= を参照） 

physical_attributes_clause

TABLESPACE tablespace

logging_clause

PCTFREE integer

PCTUSED integer

INITRANS integer

storage_clause

COMPRESS

FOR
ALL

DIRECT_LOAD
OPERATIONS

NOCOMPRESS

column_properties table_partitioning_clauses

CACHE

NOCACHE

parallel_clause

ROWDEPENDENCIES

NOROWDEPENDENCIES enable_disable_clause

row_movement_clause flashback_archive_clause AS subquery
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CREATE TABLE
column_properties::=

（16-11 ページの object_type_col_properties::=、16-11 ページの nested_table_col_properties::=、
16-12 ページの varray_col_properties::=、16-12 ページの LOB_storage_clause::=、
16-14 ページの LOB_partition_storage::=、16-14 ページの XMLType_column_properties::= を
参照） 

object_type_col_properties::=

substitutable_column_clause::=

nested_table_col_properties::=

（16-11 ページの substitutable_column_clause::=、16-9 ページの object_properties::=、
16-9 ページの physical_properties::=、16-11 ページの column_properties::= を参照） 

object_type_col_properties

nested_table_col_properties

varray_col_properties

LOB_storage_clause

( LOB_partition_storage

,

)

XMLType_column_properties

COLUMN column substitutable_column_clause

ELEMENT
IS OF

TYPE
( ONLY type )

NOT
SUBSTITUTABLE AT ALL LEVELS

NESTED TABLE
nested_item

COLUMN_VALUE

substitutable_column_clause
STORE AS storage_table

(

( object_properties )

physical_properties

column_properties

)
RETURN AS

LOCATOR

VALUE
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CREATE TABLE
varray_col_properties::=

（16-11 ページの substitutable_column_clause::=、16-12 ページの varray_storage_clause::= を
参照）

varray_storage_clause::=

（16-13 ページの LOB_parameters::= を参照）

LOB_storage_clause::=

（16-12 ページの LOB_storage_parameters::= を参照）

LOB_storage_parameters::=

（16-13 ページの LOB_parameters::=、8-44 ページの storage_clause::= を参照）

VARRAY varray_item

substitutable_column_clause
varray_storage_clause

substitutable_column_clause

STORE AS

SECUREFILE

BASICFILE
LOB

LOB_segname
( LOB_storage_parameters )

LOB_segname

LOB

( LOB_item

,

) STORE AS

SECUREFILE

BASICFILE

( LOB_storage_parameters )

( LOB_item ) STORE AS

SECUREFILE

BASICFILE

LOB_segname

( LOB_storage_parameters )

TABLESPACE tablespace

LOB_parameters
storage_clause

storage_clause
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CREATE TABLE
LOB_parameters::=

（16-13 ページの LOB_deduplicate_clause::=、16-13 ページの LOB_compression_clause::=、
16-9 ページの encryption_spec::=、8-34 ページの logging_clause::= を参照）

LOB_retention_clause::=

LOB_deduplicate_clause::=

LOB_compression_clause::=

注意注意注意注意 : LOB 記憶域に SecureFiles を使用する場合、いくつかの
LOB パラメータは不要になります。詳細は、16-38 ページの

「LOB_storage_parameters」を参照してください。

ENABLE

DISABLE
STORAGE IN ROW

CHUNK integer

PCTVERSION integer

FREEPOOLS integer

LOB_retention_clause

LOB_deduplicate_clause

LOB_compression_clause

ENCRYPT encryption_spec

DECRYPT

CACHE

NOCACHE

CACHE READS

logging_clause

RETENTION

MAX

MIN integer

AUTO

NONE

DEDUPLICATE

KEEP_DUPLICATES

COMPRESS

HIGH

MEDIUM

NOCOMPRESS
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CREATE TABLE
logging_clause::=

LOB_partition_storage::=

（16-12 ページの LOB_storage_clause::=、16-12 ページの varray_col_properties::=、
16-14 ページの LOB_partitioning_storage::= を参照） 

LOB_partitioning_storage::=

XMLType_column_properties::=

（16-14 ページの XMLType_storage::=、16-15 ページの XMLSchema_spec::= を参照）

XMLType_storage::=

（16-13 ページの LOB_parameters::= を参照）

LOGGING

NOLOGGING

FILESYSTEM_LIKE_LOGGING

PARTITION partition
LOB_storage_clause

varray_col_properties

( SUBPARTITION subpartition
LOB_partitioning_storage

varray_col_properties
)

LOB ( LOB_item )

STORE AS

BASICFILE

SECUREFILE

LOB_segname
( TABLESPACE tablespace )

( TABLESPACE tablespace )

XMLTYPE
COLUMN

column
XMLType_storage XMLSchema_spec

STORE AS

OBJECT RELATIONAL

SECUREFILE

BASICFILE CLOB

BINARY XML

LOB_segname
( LOB_parameters )

( LOB_parameters )
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CREATE TABLE
XMLType_virtual_columns::=

XMLSchema_spec::=

single_XMLSchema_spec::=

multiple_XMLSchema_spec::=

row_movement_clause::=

flashback_archive_clause::= 

index_org_table_clause::=

（16-16 ページの mapping_table_clauses::=、16-16 ページの key_compression::=、
16-16 ページの index_org_overflow_clause::= を参照）

VIRTUAL COLUMNS  ( column AS ( expr )

,

)

single_XMLSchema_spec

multiple_XMLSchema_spec

ALLOW
ANYSCHEMA

NONSCHEMA

DISALLOW NONSCHEMA

XMLSCHEMA XMLSchema_URL
ELEMENT

element

XMLSchema_URL # element

XMLSCHEMAS ( single_XMLSchema_spec

,

)

ENABLE

DISABLE
ROW MOVEMENT

FLASHBACK ARCHIVE
flashback_archive

NO FLASHBACK ARCHIVE

mapping_table_clause

PCTTHRESHOLD integer

key_compression index_org_overflow_clause
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CREATE TABLE
mapping_table_clauses::=

key_compression::=

index_org_overflow_clause::=

（16-10 ページの segment_attributes_clause::= を参照） 

supplemental_logging_props::=

supplemental_log_grp_clause::=

supplemental_id_key_clause::=

external_table_clause::=

（16-17 ページの external_data_properties::= を参照）

MAPPING TABLE

NOMAPPING

COMPRESS
integer

NOCOMPRESS

INCLUDING column_name
OVERFLOW

segment_attributes_clause

SUPPLEMENTAL LOG
supplemental_log_grp_clause

supplemental_id_key_clause

GROUP log_group ( column
NO LOG

,

)
ALWAYS

DATA (

ALL

PRIMARY KEY

UNIQUE

FOREIGN KEY

,

) COLUMNS

(
TYPE access_driver_type

external_data_properties )

REJECT LIMIT
integer

UNLIMITED
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CREATE TABLE
external_data_properties::=

（opaque_format_spec: この句は、ORACLE_LOADERおよび ORACLE_DATAPUMPアクセス・
ドライバのすべてのアクセス・パラメータを指定します。これらのパラメータの詳細は、

『Oracle Database ユーティリティ』を参照してください。）

table_partitioning_clauses::=

（16-17 ページの range_partitions::=、16-18 ページの hash_partitions::=、
16-18 ページの list_partitions::=、16-18 ページの reference_partitioning::=、
16-19 ページの composite_range_partitions::=、16-19 ページの composite_list_partitions::=
および 16-19 ページの system_partitioning::= を参照）

range_partitions::=

（16-22 ページの range_values_clause::=、16-22 ページの table_partition_description::= を参照）

DEFAULT DIRECTORY directory

ACCESS PARAMETERS
( opaque_format_spec )

USING CLOB subquery

LOCATION (
directory :

’ location_specifier ’

,

)

range_partitions

hash_partitions

list_partitions

reference_partitioning

composite_range_partitions

composite_list_partitions

system_partitioning

PARTITION BY RANGE ( column

,

)

INTERVAL expr
STORE IN ( tablespace

,

)

( PARTITION
partition

range_values_clause table_partition_description

,

)
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CREATE TABLE
hash_partitions::=

（16-18 ページの individual_hash_partitions::=、16-18 ページの hash_partitions_by_quantity::=
を参照）

individual_hash_partitions::=

（16-22 ページの partitioning_storage_clause::= を参照）

hash_partitions_by_quantity::=

list_partitions::=

（16-22 ページの list_values_clause::=、16-22 ページの table_partition_description::= を参照）

reference_partitioning::=

（16-19 ページの reference_partition_desc::= を参照）

PARTITION BY HASH ( column

,

)
individual_hash_partitions

hash_partitions_by_quantity

( PARTITION
partition partitioning_storage_clause

,

)

PARTITIONS hash_partition_quantity
STORE IN ( tablespace

,

)

key_compression

table_compression OVERFLOW STORE IN ( tablespace

,

)

PARTITION BY LIST ( column )

( PARTITION
partition

list_values_clause table_partition_description

,

)

PARTITION BY REFERENCE ( constraint )
( reference_partition_desc

,

)
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CREATE TABLE
reference_partition_desc::=

（16-22 ページの table_partition_description::= を参照）

composite_range_partitions::=

（16-21 ページの subpartition_by_range::=、16-21 ページの subpartition_by_list::=、
16-21 ページの subpartition_by_hash::=、16-20 ページの range_partition_desc::= を参照）

composite_list_partitions::=

（16-21 ページの subpartition_by_range::=、16-21 ページの subpartition_by_list::=、
16-21 ページの subpartition_by_hash::=、16-20 ページの list_partition_desc::= を参照）

system_partitioning::=

（16-19 ページの reference_partition_desc::= を参照）

PARTITION
partition table_partition_description

PARTITION BY RANGE ( column

,

)

INTERVAL ( expr )
STORE IN ( tablespace

,

)

subpartition_by_range

subpartition_by_list

subpartition_by_hash

( PARTITION
partition

range_partition_desc

,

)

PARTITION BY LIST ( column

,

)

subpartition_by_range

subpartition_by_hash

subpartition_by_list

( PARTITION
partition

list_partition_desc

,

)

PARTITION BY SYSTEM

PARTITIONS integer

reference_partition_desc

,
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CREATE TABLE
range_partition_desc::=

（16-22 ページの range_values_clause::=、16-22 ページの table_partition_description::=、
16-21 ページの range_subpartition_desc::=、16-21 ページの list_subpartition_desc::=、
16-21 ページの individual_hash_subparts::=、16-22 ページの hash_subparts_by_quantity::= を
参照）

list_partition_desc::=

（16-22 ページの list_values_clause::=、16-22 ページの table_partition_description::=、
16-21 ページの range_subpartition_desc::=、16-21 ページの list_subpartition_desc::=、
16-21 ページの individual_hash_subparts::=、16-22 ページの hash_subparts_by_quantity::= を
参照）

subpartition_template::=

（16-21 ページの range_subpartition_desc::=、16-21 ページの list_subpartition_desc::=、
16-21 ページの individual_hash_subparts::=、16-22 ページの hash_subparts_by_quantity::= を
参照）

range_values_clause table_partition_description

(

range_subpartition_desc

,

list_subpartition_desc

,

individual_hash_subparts

,

)

hash_subparts_by_quantity

list_values_clause table_partition_description

(

range_subpartition_desc

,

list_subpartition_desc

,

individual_hash_subparts

,

)

hash_subparts_by_quantity

SUBPARTITION TEMPLATE

(

range_subpartition_desc

,

list_subpartition_desc

,

individual_hash_subparts

,

)

hash_subpartition_quantity
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subpartition_by_range::=

（16-20 ページの subpartition_template::= を参照）

subpartition_by_list::=

（16-20 ページの subpartition_template::= を参照）

subpartition_by_hash::=

（16-20 ページの subpartition_template::= を参照）

range_subpartition_desc::=

（16-22 ページの range_values_clause::=、16-22 ページの partitioning_storage_clause::= を参照）

list_subpartition_desc::=

（16-22 ページの list_values_clause::=、16-22 ページの partitioning_storage_clause::= を参照）

individual_hash_subparts::=

（16-22 ページの partitioning_storage_clause::= を参照）

SUBPARTITION BY RANGE ( column

,

)
subpartition_template

SUBPARTITION BY LIST ( column )
subpartition_template

SUBPARTITION BY HASH ( column

,

)

SUBPARTITIONS integer
STORE IN ( tablespace

,

)

subpartition_template

SUBPARTITION
subpartition

range_values_clause
partitioning_storage_clause

SUBPARTITION
subpartition

list_values_clause
partitioning_storage_clause

SUBPARTITION
subpartition partitioning_storage_clause
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hash_subparts_by_quantity::=

range_values_clause::=

list_values_clause::=

table_partition_description::=

（16-10 ページ segment_attributes_clause::=、16-10 ページの table_compression::=、
16-16 ページの key_compression::=、16-12 ページの LOB_storage_clause::=、
16-12 ページの varray_col_properties::= を参照）

partitioning_storage_clause::=

（16-10 ページの table_compression::= を参照）

SUBPARTITIONS integer
STORE IN ( tablespace

,

)

VALUES LESS THAN (
literal

MAXVALUE

,

)

VALUES (

literal

NULL

,

DEFAULT

)

segment_attributes_clause

table_compression

key_compression OVERFLOW
segment_attributes_clause

LOB_storage_clause

varray_col_properties

TABLESPACE tablespace

OVERFLOW
TABLESPACE tablespace

table_compression

key_compression

LOB_partitioning_storage

VARRAY varray_item STORE AS

SECUREFILE

BASICFILE
LOB LOB_segname
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CREATE TABLE
LOB_partitioning_storage::=

parallel_clause::=

enable_disable_clause::=

（16-23 ページの using_index_clause::= を参照。exceptions_clauseは、CREATE TABLE文
ではサポートされていません。）

using_index_clause::=

（14-51 ページの create_index::=、16-24 ページの index_properties::= を参照）

LOB ( LOB_item )

STORE AS

BASICFILE

SECUREFILE

LOB_segname
( TABLESPACE tablespace )

( TABLESPACE tablespace )

NOPARALLEL

PARALLEL
integer

ENABLE

DISABLE

VALIDATE

NOVALIDATE
UNIQUE ( column

,

)

PRIMARY KEY

CONSTRAINT constraint

using_index_clause exceptions_clause CASCADE

KEEP

DROP
INDEX

USING INDEX

schema .
index

( create_index_statement )

index_properties
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index_properties::=

（「CREATE INDEX」の項にある 14-53 ページの global_partitioned_index::= と 14-55 ページの
local_partitioned_index::=、および 14-52 ページの index_attributes::= を参照。
domain_index_clauseおよび XMLIndex_clauseは、using_index_clauseではサポー
トされていません。）

index_attributes::=

（16-10 ページの physical_attributes_clause::=、8-34 ページの logging_clause::=、
16-16 ページの key_compression::= を参照。parallel_clauseは、using_index_clause
ではサポートされていません。）

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

relational_table 

GLOBAL TEMPORARY
GLOBAL TEMPORARYを指定すると、表が一時的で、適切な権限を持つすべてのセッションから
その定義定義定義定義が参照できることを指定できます。一時表のデータデータデータデータは、データを表に挿入するセッ
ションでのみ参照できます。

global_partitioned_index

local_partitioned_index

index_attributes

INDEXTYPE IS
domain_index_clause

XMLIndex_clause

physical_attributes_clause

logging_clause

ONLINE

TABLESPACE
tablespace

DEFAULT

key_compression

SORT

NOSORT

REVERSE

VISIBLE

INVISIBLE

parallel_clause
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CREATE TABLE
初めて一時表を作成した時点では、その表のメタデータはデータ・ディクショナリに格納され
ますが、表データの領域は割り当てられません。表セグメントの領域は、その表に初めて DML
操作を実行したときに割り当てられます。一時表の定義は、標準的な表の定義と同じように維
持されますが、表に含まれる表セグメントとデータは、セッション固有セッション固有セッション固有セッション固有またはトランザクショトランザクショトランザクショトランザクショ
ン固有ン固有ン固有ン固有のデータのいずれかになります。表セグメントとデータがセッション固有であるか、ト
ランザクション固有であるかは、ON COMMIT キーワードで指定します。

セッションがバインドされていない場合にのみ、一時表で DDL 操作（ALTER TABLE、DROP 
TABLE、CREATE INDEXなど）を実行できます。セッションを一時表にバインドするには、一
時表で INSERT操作を実行します。セッションを一時表からアンバインドするには、
TRUNCATE文を発行するか、セッションを終了します。また、トランザクション固有の一時表
からアンバインドするには、COMMITまたは ROLLBACK文を発行します。

一時表の制限事項一時表の制限事項一時表の制限事項一時表の制限事項 : 一時表には、次の制限事項があります。

� 一時表は、パーティション化、索引構成化またはクラスタ化できません。

� 一時表には、外部キー制約を指定できません。

� 一時表は、ネストした表の列を含むことはできません。

� LOB_storage_clauseの TABLESPACE、storage_clauseまたは logging_clauseは
指定できません。

� 一時表にパラレル UPDATE、DELETEおよび MERGEはサポートされていません。

� nested_table_col_propertiesまたは parallel_clauseは指定できません。

� 一時表に対して指定できる segment_attributes_clauseは、TABLESPACEのみです。

� 一時表での分散トランザクションはサポートされていません。

schema
表を含めるスキーマを指定します。schemaを省略した場合、自分のスキーマ内に表が作成さ
れます。

table
作成する表またはオブジェクト表の名前を指定します。

relational_properties
リレーショナル表のコンポーネントを指定します。

column_definition
列の性質を定義できます。

column 
表の列の名前を指定します。

AS subqueryを指定する場合、索引構成表を作成しないかぎり、columnおよび datatypeを
省略できます。索引構成表の作成時に AS subqueryを指定する場合は、columnを指定し、
datatypeを省略する必要があります。

表の列の絶対 大数は 1000 です。オブジェクト表、またはオブジェクトの列、ネストした表、
VARRAY または REF型のリレーショナル表を作成する場合、制限の 1000 列までをカウントす
る有効な非表示列を作成して、ユーザー定義型の列をリレーショナル列にマップします。

参照参照参照参照 : 一時表の詳細は、『Oracle Database 概要』および 16-61 ページの
「一時表の例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「一般的な例」（16-60 ページ）
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datatype
列のデータ型を指定します。

表の列のデータ型の注意事項表の列のデータ型の注意事項表の列のデータ型の注意事項表の列のデータ型の注意事項 : 表の列のデータ型には、次の注意事項があります。

� AS subqueryを指定する場合、datatypeを省略できます。索引構成表を作成して AS 
subqueryを指定する場合は、データ型を省略する必要があります。

� 参照整合性制約の外部キーの一部として、文で列が指定されている場合にも、datatype
を省略できます。Oracle Database では、参照整合性制約の参照キーに対応する列のデータ
型が列に自動的に割り当てられます。

� LONG列を持つ表は作成しないでください。かわりに、LOB 列（CLOB、NCLOBまたは
BLOB）を使用してください。LONG列は、下位互換性のためにサポートされています。

表の列のデータ型の制限事項表の列のデータ型の制限事項表の列のデータ型の制限事項表の列のデータ型の制限事項 : ROWID型の列を指定することはできますが、それらの列の値
が有効な行 ID であることは保証されません。

SORT
SORTキーワードは、この表をハッシュ・クラスタの一部として作成する場合、およびクラスタ
列でもある列にのみ有効です。

この句を指定すると、データベースに対して、ハッシュ・ファンクションを適用する前にこの
列でクラスタの行をソートするように指示できます。これによって、クラスタ化データでの後
続の操作時に、応答時間が短縮される場合があります。

DEFAULT
DEFAULT句を指定すると、後続の INSERT文が列の値を省略した場合に列に割り当てられる値
を指定できます。式のデータ型は、列のデータ型と一致する必要があります。列には、この式
が入る長さが必要です。

DEFAULT式には、リテラル引数、列の参照またはネストしたファンクションの起動を戻さな
い、任意の SQL ファンクションを含めることができます。

デフォルトの列値の制限事項デフォルトの列値の制限事項デフォルトの列値の制限事項デフォルトの列値の制限事項 : DEFAULT式に、PL/SQL ファンクション、他の列、疑似列
CURRVAL、NEXTVAL、LEVEL、PRIORおよび ROWNUMへの参照または完全に指定されていな
い日付定数は指定できません。

encryption_spec 
ENCRYPT句を指定すると、データの透過的暗号化機能を利用して、定義する列を暗号化できま
す。暗号化できる列の型は、CHAR、NCHAR、VARCHAR2、NVARCHAR2、NUMBER、DATE、LOB
および RAWです。列を暗号化するユーザーなど、認可されたユーザーには、データは暗号化さ
れた形で表示されません。

参照参照参照参照 : LONG列および Oracle が提供するデータ型については、2-2 ページ
の「データ型」を参照してください。

参照参照参照参照 : クラスタ表の作成の詳細は、16-36 ページの「CLUSTER 句」を参
照してください。

参照参照参照参照 : exprの構文については、6-2 ページの「SQL 式」を参照してくだ
さい。

注意注意注意注意 : 列を暗号化するには、適切な権限を持つシステム管理者が、セ
キュリティ・モジュールを初期化し、ウォレットをオープンし、暗号化
キーを設定しておく必要があります。暗号化の一般的な情報については、

『Oracle Database Advanced Security 管理者ガイド』を参照してください。
関連する ALTER SYSTEM文については、11-61 ページの

「alter_system_security_clauses」を参照してください。
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USING 'encrypt_algorithm' この句では、使用するアルゴリズムの名前を指定できます。有効
なアルゴリズムは、3DES168、AES128、AES192および AES256です。この句を省略すると、
AES192が使用されます。同じ表内の複数の列を暗号化するときに、ある 1 つの列に対して
USING句を指定した場合は、暗号化する他のすべての列についても同じアルゴリズムを指定す
る必要があります。

IDENTIFIED BY password この句を指定すると、指定したパスワードから列のキーが導出さ
れます。

SALT | NO SALT デフォルトでは、列のクリア・テキストに SALT と呼ばれるランダムな文字
列が追加されてから、そのテキストが暗号化されます。このデフォルトの動作により、暗号化
された列にはいくつかの制限があります。

� 列を索引キーとして使用する場合は、NO SALTを指定する必要があります。このような場
面で使用される SALT の詳細は、『Oracle Database Advanced Security 管理者ガイド』を参
照してください。

� 列の暗号化中に SALTを指定した場合は、表に対して表の圧縮を指定した場合でも、暗号
化される列内のデータは圧縮されません。ただし、SALTパラメータを指定しない場合は、
暗号化されない列および暗号化される列のデータは圧縮されます。

LOB 暗号化に対しては、SALTまたは NO SALTを指定できません。

encryption_clause の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : 列の暗号化には、次の制限事項があります。

� データの透過的暗号化は、従来のインポート / エクスポート・ユーティリティまたはトラ
ンスポータブル表領域ベースのエクスポートによってサポートされていません。かわりに、
暗号化された列には、データ・ポンプ・インポート / エクスポート・ユーティリティを使
用してください。

� 外部表の列を暗号化する場合、その表のアクセス・タイプとして ORACLE_DATAPUMPが使
用されている必要があります。

� SYSが所有する表の列は暗号化できません。

� 外部キーの列は、暗号化できません。

virtual_column_definition   
virtual_column_definition句によって、仮想列を作成できます。仮想列はディスクには
格納されません。仮想列の値は、一連の式またはファンクションを計算することによって必要
に応じて導出されます。仮想列は、問合せ、DML および DDL 文で使用できます。索引付けが
可能であり、統計を収集できます。したがって、他の列と同様に処理できます。例外と制限に
ついては、次の 16-28 ページの「仮想列の注意事項 :」および 16-28 ページの「仮想列の制限事
項 :」で説明します。

� columnには、仮想列の名前を指定します。

� オプションで、仮想列のデータ型を指定できます。datatypeを省略すると、列のデータ
型は基礎となる式のデータ型に基づいて決定されます。すべての Oracle スカラー・データ
型および XMLTypeがサポートされています。

� キーワード GENERATED ALWAYSは、構文を明確にするために使用されます。列はディスク
には格納されませんが、必要に応じて評価されることが示されます。

� AS column_expr句によって、列の内容が決まります。column_exprの詳細は、6-6 ペー
ジの「列式」を参照してください。

� キーワード VIRTUALはオプションであり、構文を明確にするためのものです。

参照参照参照参照 : データの透過的暗号化の詳細は、『Oracle Database Advanced 
Security 管理者ガイド』を参照してください。
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仮想列の注意事項仮想列の注意事項仮想列の注意事項仮想列の注意事項 :
� column_exprが列レベルのセキュリティが実装された列を参照する場合、仮想列は基本

列のセキュリティ・ルールを継承しません。この場合は、仮想列に対して列レベルのセ
キュリティ・ポリシーを複製するか、またはデータを暗黙的にマスクするファンクション
を適用して、仮想列のデータを保護する必要があります。たとえば、一般的にクレジッ
ト・カード番号は列レベルのセキュリティ・ポリシーで保護しますが、コール・センター
の従業員に対しては確認目的でクレジット・カード番号の下 4 桁を参照できるようにしま
す。このような場合、クレジット・カード番号の下 4 桁のサブストリングを取るように仮
想列を定義できます。

� 仮想列に定義された表の索引は、表のファンクション索引と同じです。

� 仮想列を直接更新することはできません。したがって、UPDATE文の SET句に仮想列を指
定することはできません。ただし、UPDATE文の WHERE句には仮想列を指定できます。
同様に、DELETE文の WHERE句に仮想列を指定して、仮想列の導出値に基づいて表から行
を削除できます。

� 仮想列を含む表を FROM句に指定する問合せは、結果キャッシュに適応します。結果
キャッシュの詳細は、2-93 ページの「RESULT_CACHE ヒント」を参照してください。

� 作成時にファンクションに DETERMINISTICが明示的に指定されている場合、
column_exprは、PL/SQL ファンクションを参照できます。ただし、後でファンクショ
ンが置き換えられた場合、仮想列に依存する定義は無効にされません。そのような場合、
表にデータが含まれていると、仮想列が制約、索引またはマテリアライズド・ビューの定
義あるいは結果キャッシュで使用された場合に、仮想列を参照する問合せで不適切な結果
が戻される場合があります。そのため、仮想列の決定的な PL/SQL ファンクションを置き
換えるために、次の手順を実行します。

– 仮想列の制約を無効にして再度有効にします。

– 仮想列の索引を再作成します。

– 仮想列にアクセスするマテリアライズド・ビューを完全にリフレッシュします。

– キャッシュされた問合せが仮想列にアクセスした場合、結果キャッシュをフラッシュ
します。

– 表の統計情報を再収集します。

仮想列の制限事項仮想列の制限事項仮想列の制限事項仮想列の制限事項 :
� 仮想列は、リレーショナル・ヒープ表にのみ作成できます。仮想列は、索引構成表、外部

表、オブジェクト表、クラスタ化表または一時表ではサポートされません。

� AS句の column_exprには、次の制限事項があります。

– 別の仮想列を名前で参照できません。

– column_exprで参照される列は、同じ表で定義されている必要があります。

– 決定的なユーザー定義ファンクションを参照できますが、その場合、仮想列をパー
ティション化キー列として使用できません。

– column_exprの出力は、スカラー値である必要があります。

� 仮想列は、Oracle が提供するデータ型、ユーザー定義型、または LOB または LONG RAWに
することはできません。

参照参照参照参照 : column_exprの詳細および制限事項は、6-6 ページの「列式」を
参照してください。

参照参照参照参照 : 仮想列を持つ表の作成の例については、12-78 ページの「仮想表の
列の追加例 :」および『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してくださ
い。
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制約句制約句制約句制約句

制約句を使用すると、表の列に対する制約を作成できます。DEFERRABLE以外の主キー制約を
索引構成表に指定してください。これらの制約の構文、詳細および使用例は、8-4 ページの

「constraint」を参照してください。

inline_ref_constraint | out_of_line_ref_constraint これらの句を使用すると、REF型の列を
指定できます。これらの句の唯一の違いは、表レベルで out_of_line_ref_constraintを
指定することです。このため、定義する REF型の列または属性を識別する必要があります。
inline_ref_constraintは、REF型の列または属性の定義の一部として指定してください。

inline_constraint inline_constraintを使用すると、整合性制約を列定義の一部として
定義できます。

オブジェクト型の列のスカラー属性に、一意制約、主キー制約および参照制約を作成できます。
また、オブジェクト型の列の NOT NULL制約、オブジェクト型の列またはオブジェクト型の列
の属性を参照する CHECK制約も作成できます。

out_of_line_constraint out_of_line_constraint構文を使用すると、整合性制約を表定
義の一部として定義できます。

supplemental_logging_props 
supplemental_logging_props句を指定すると、追加のデータがログ・ストリームに入れ
られ、ログに基づくツール製品をサポートできます。

supplemental_log_grp_clause この句を使用すると、名前付きのログ・グループを作成でき
ます。

� NO LOG句を使用すると、REDO ログから 1 つ以上の列を省略できます。この句を指定しな
い場合、これらの列は名前付きのログ・グループの REDO に含まれます。名前付きのロ
グ・グループに、1 つ以上の固定長列を NO LOGを使用せずに指定する必要があります。

� ALWAYSを指定すると、更新時にログ・グループのすべての列が REDO に含まれます。関
連付けられた行が変更されるとログ・グループのすべての列に対してサプリメンタル・ロ
ギングが行われるため、これは無条件ログ・グループ無条件ログ・グループ無条件ログ・グループ無条件ログ・グループといいます（「常時ログ・グループ」
ともいいます）。ALWAYSを指定しない場合、ログ・グループの任意の列が変更された場合
のみ、ログ・グループのすべての列に対してサプリメンタル・ロギングが行われます。
これは、条件付きログ・グループ条件付きログ・グループ条件付きログ・グループ条件付きログ・グループといいます。

サプリメンタル・ロギングが指定されているかどうかを確認するには、適切な USER_、
ALL_または DBA_LOG_GROUP_COLUMNSデータ・ディクショナリ・ビューを問い合せます。

supplemental_id_key_clause この句を使用すると、主キー列、一意キー列および外部キー
列のすべて、またはこれらの列の組合せに対してサプリメンタル・ロギングを実行できます。
Oracle Database は、無条件ログ・グループ無条件ログ・グループ無条件ログ・グループ無条件ログ・グループまたは条件付きログ・グループ条件付きログ・グループ条件付きログ・グループ条件付きログ・グループのいずれかを生成し
ます。無条件ログ・グループでは、関連付けられた行が変更されると、ログ・グループのすべ
ての列に対してサプリメンタル・ロギングが行われます。条件付きログ・グループでは、ロ
グ・グループの任意の列が変更された場合のみ、ログ・グループのすべての列に対してサプリ
メンタル・ロギングが行われます。

� ALL COLUMNSを指定すると、この行の 大サイズが固定長のすべての列が REDO ログに含
まれます。このような REDO ログは、システム生成無条件ログ・グループといいます。

� PRIMARY KEY COLUMNSを指定すると、主キーを持つすべての表において、更新が実行さ
れるたびに、主キーのすべての列が REDO ログに置かれます。Oracle Database は、次の
とおりサプリメンタル・ロギングを行う列を評価します。

– まず、主キー制約が指定されている列が選択されます（制約が検証済か、または制約
に RELYのマークが付いていて、DISABLEDおよび INITIALLY DEFERREDのマーク
が付いていない場合）。

参照参照参照参照 : 「REF 制約の例」（8-22 ページ）
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– 主キー列が存在しない場合、1 つ以上の NOT NULL列を持つ 小の UNIQUE索引が検
索され、この索引の列が使用されます。

– このような索引が存在しない場合、表のすべてのスカラー列に対してサプリメンタ
ル・ロギングが行われます。

� UNIQUE COLUMNSを指定すると、一意キーまたはビットマップ索引を持つすべての表にお
いて、一意キー列またはビットマップ索引列が変更された場合、一意キーまたはビット
マップ索引に属するその他のすべての列も REDO ログに置かれます。このようなログ・グ
ループは、システム生成条件付きログ・グループといいます。

� FOREIGN KEY COLUMNSを指定すると、外部キーを持つすべての表において、外部キー列
が変更された場合、外部キーに属するその他のすべての列も REDO ログに置かれます。
このような REDO ログは、システム生成条件付きログ・グループといいます。

この句を複数回指定すると、指定するたびに個別のログ・グループが作成されます。サプリメ
ンタル・ロギング・データが指定されているかどうかを確認するには、適切な USER_、
ALL_または DBA_LOG_GROUPSデータ・ディクショナリ・ビューを問い合せます。

ON COMMIT
ON COMMIT句は、一時表を作成する場合のみに適用されます。この句を使用すると、一時表の
データがトランザクションまたはセッションの存続期間中保持されるかどうかを指定できます。

DELETE ROWS DELETE ROWSは、トランザクション固有の一時表に対して指定します。
これはデフォルトです。各コミット後に表が切り捨てられます（すべての行が削除されます）。

PRESERVE ROWS PRESERVE ROWSは、セッション固有の一時表に対して指定します。セッ
ション終了時に表が切り捨てられます（すべての行が削除されます）。

physical_properties
物理プロパティは、エクステントとセグメントの処理、および表の記憶特性に関係します。

segment_attributes_clause 
segment_attributes_clauseを指定すると、表の物理属性および表領域の記憶域を指定で
きます。

physical_attributes_clause physical_attributes_clauseを指定すると、PCTFREE、
PCTUSED、INITRANSパラメータの値、および表の記憶特性を指定できます。

� 非パーティション表の場合、指定した各パラメータおよび記憶特性は、表に関連付けられ
たセグメントの実際の物理属性となります。

� パーティション表の場合、パーティション作成文の PARTITION句で明示的に値を上書き
しないかぎり、指定したパラメータおよび記憶特性の値は、CREATE文（および後続の
ALTER TABLE ... ADD PARTITION文）で指定するすべてのパーティションに関連付けられ
たセグメントのデフォルト物理属性になります。

この句を省略すると、PCTFREEは 10、PCTUSEDは 40、INITRANSは 1 に設定されます。

TABLESPACE Oracle Database が、表、オブジェクト表 OIDINDEX、パーティション、LOB
のデータ・セグメント、LOB の索引セグメントまたは索引構成表のオーバーフロー・データ・
セグメントを作成する表領域を指定します。TABLESPACEを省略した場合、その表を含むス
キーマの所有者のデフォルトの表領域内に作成されます。

参照参照参照参照 :

� これらの句の詳細は、8-39 ページの「physical_attributes_clause」お
よび 8-41 ページの「storage_clause」を参照してください。

� 「記憶域の例 :」（16-60 ページ）
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1 つ以上の LOB 列を持つヒープ構成表の場合、LOB 記憶域に対する TABLESPACEを省略する
と、表を作成する表領域に LOB データおよび索引セグメントが作成されます。

1 つ以上の LOB 列を持つ索引構成表の場合、TABLESPACEを省略すると、索引構成表の主キー
索引セグメントが作成された表領域に、LOB データおよび索引セグメントが作成されます。

非パーティション表の場合、TABLESPACEに指定する値は、表に関連付けられたセグメントの
実際の物理属性となります。パーティション表の場合、TABLESPACEに指定する値は、
PARTITION記述で TABLESPACEを指定しないかぎり、この CREATE文（および後続の ALTER 
TABLE ... ADD PARTITION文）で指定されたすべてのパーティションに関連付けられたセグメ
ントのデフォルト物理属性となります。

logging_clause 
表、および制約のために必要な索引、パーティションまたは LOB の記憶特性の作成を REDO
ログ・ファイルに記録する（LOGGING）かしないか（NOLOGGING）を指定します。表のロギン
グ属性は、その索引の属性に依存しません。

表、パーティションまたは LOB の記憶域に対して、後で実行されるダイレクト・ローダー
（SQL*Loader）操作およびダイレクト・パス・インサート操作のログをとる（LOGGING）かと
らない（NOLOGGING）かも指定します。

この句の詳細は、8-34 ページの「logging_clause」を参照してください。

table_compression
table_compression句は、ヒープ構成表に対してのみ有効です。この句を使用すると、ディ
スク使用量を削減するためにデータ・セグメントを圧縮するかどうかを指定できます。この句
は、挿入操作や更新操作が少ないデータ・ウェアハウスなどの環境や、OLTP 環境で特に有効
です。COMPRESSキーワードを指定すると、表の圧縮が使用可能になります。NOCOMPRESS
キーワードを指定すると、表の圧縮が使用禁止になります。デフォルトは NOCOMPRESSです。

� COMPRESSまたは COMPRESS FOR DIRECT_LOAD OPERATIONSを指定して表の圧縮を使用
可能にすると、Oracle Database では、表の圧縮が効果的である場合に、ダイレクト・パ
ス・インサート操作中に表の圧縮を開始します。元のインポート・ユーティリティ（imp）
はダイレクト・パス・インサートをサポートしないため、圧縮フォーマットでデータをイ
ンポートすることはできません。

� COMPRESS FOR ALL OPERATIONSを指定して表の圧縮を使用可能にすると、Oracle 
Database は表でのすべての DML 操作中にデータの圧縮を開始します。

表の圧縮は、ヒープ構成表の次の部分に対して指定できます。

� ヒープ構成表全体の場合は、relational_tableまたは object_tableの
physical_properties句で指定します。

� レンジ・パーティションの場合は、range_partitions句の
table_partition_descriptionで指定します。

� コンポジット・レンジ・パーティションの場合は、range_partition_desc句の
table_partition_descriptionで指定します。

参照参照参照参照 : 表領域の詳細は、16-71 ページの「CREATE TABLESPACE」を参
照してください。

注意注意注意注意 : COMPRESSまたは COMPRESS FOR DIRECT_LOAD OPERATIONSが
指定された表では、physical_attributes_clauseで PCTFREEの値
を明示的に設定しないかぎり、PCTFREE値に 0 を使用して圧縮を 大限
にします。COMPRESS FOR ALL OPERATIONSまたは NOCOMPRESSが指定
された表では、PCTFREEのデフォルトを明示的に上書きしないかぎり、
デフォルト値 10 を使用して、圧縮を 大限にしながらデータへの今後の
DML 変更も考慮します。
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� コンポジット・リスト・パーティションの場合は、list_partition_desc句の
table_partition_descriptionで指定します。

� リスト・パーティションの場合は、list_partitions句の
table_partition_descriptionで指定します。

� システム・パーティションまたは参照パーティションの場合は、
reference_partition_description句の table_partition_descriptionで指定
します。

� ネストした表の記憶表の場合は、nested_table_col_properties句で指定します。

表の圧縮の制限事項表の圧縮の制限事項表の圧縮の制限事項表の圧縮の制限事項 : 表の圧縮には、次の制限事項があります。

� 表の圧縮は、列数が 255 を超える表ではサポートされません。

� BasicFile LOB のデータ・セグメントは圧縮されません。SecureFile LOB の圧縮の詳細は、
16-40 ページの「LOB_compression_clause」を参照してください。

� 索引構成表、オーバーフロー・セグメント、オーバーフロー・セグメントのパーティショ
ンまたは索引構成表のマッピング表セグメントには、表の圧縮を指定できません。

� 外部表またはクラスタの一部である表には、表の圧縮を指定できません。

� ダイレクト・ロード操作用に圧縮された表の列は削除できませんが、未使用に設定するこ
とはできます。すべての操作用に圧縮された表では、
ALTER TABLE ... drop_column_clauseのすべての操作が有効です。

RECOVERABLE | UNRECOVERABLE
これらのキーワードは以前のリリースで非推奨になったもので、それぞれ LOGGINGおよび
NOLOGGINGに置き換えられています。RECOVERABLEおよび UNRECOVERABLEは、下位互換
性のためにサポートされていますが、LOGGINGおよび NOLOGGINGキーワードを使用すること
をお薦めします。

[UN]RECOVERABLE の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� パーティション表または LOB 記憶特性に RECOVERABLEを指定できません。

� パーティション表または索引構成表に UNRECOVERABLEを指定できません。

� AS subqueryでのみ UNRECOVERABLEを指定できます。

ORGANIZATION
ORGANIZATION句を指定すると、表のデータ行が格納される順序を指定できます。

HEAP HEAPを使用すると、tableのデータ行の格納順序を特定しないことを指定できます。
これはデフォルトです。

INDEX INDEXを使用すると、tableを索引構成表として作成することを指定できます。索引
構成表では、表の主キーが定義された索引内にデータ行が格納されます。

参照参照参照参照 :

� ダイレクト・パス・インサート操作の制限などの詳細は、18-53 ペー
ジの「従来型 INSERT およびダイレクト・パス・インサート」を参照
してください。

� 表の圧縮の使用例は、『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイ
ド』を参照してください。
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EXTERNAL EXTERNALを使用すると、表がデータベースの外部にある読取り専用表であるこ
とを指定できます。

index_org_table_clause 
index_org_table_clauseを使用すると、索引構成表を作成できます。表の行（主キー列の
値と非キー列の値の両方）は、主キーに基づいて作成された索引に格納されます。このため、
索引構成表は主キーベースのアクセスおよび操作に 適です。索引構成表は、次のいずれかの
表のかわりです。

� CREATE INDEX文を使用して主キーベースで索引付けされるクラスタ化されていない表。

� 索引クラスタに格納されるクラスタ表。索引クラスタは、表に対する主キーをクラスタ・
キーにマップする CREATE CLUSTER文を使用して作成されます。

主キーは行を一意に識別するため、索引構成表には主キーを指定してください。主キーには
DEFERRABLEを指定できません。索引構成表の行に直接アクセスする場合は、ROWID のかわ
りに主キーを使用してください。

索引構成表がパーティション化され、LOB 列を含む場合、 初に
index_org_table_clause、次に LOB_storage_clause、その後に適切な
table_partitioning_clausesを指定する必要があります。

索引構成表を作成する場合は、CREATE TABLE ... AS SELECT文の副問合せで、TO_LOBファン
クションを使用して LONG列を LOB 列に変換することはできません。LONG列を含まない索引
構成表を作成し、INSERT ...AS SELECT文で TO_LOBファンクションを使用してください。

索引構成表の ROWID疑似列は、物理 ROWID ではなく、論理 ROWID を戻します。データ型
ROWIDとして作成した列には、IOT の論理 ROWID を格納できません。データ型 ROWIDの列
に格納できるデータは、ヒープ構成表の ROWID のみです。IOT の論理 ROWID を格納する場
合は、かわりに型 UROWIDの列を作成します。データ型 UROWIDの列には、物理 ROWID と論
理 ROWID の両方を格納できます。

索引構成表の制限事項索引構成表の制限事項索引構成表の制限事項索引構成表の制限事項 : 索引構成表には、次の制限事項があります。

� 索引構成表の ROWID疑似列は、物理 ROWID ではなく、論理 ROWID を戻します。データ
型 ROWID として作成した列には、IOT の論理 ROWID を格納できません。データ型
ROWIDの列に格納できるデータは、ヒープ構成表の ROWID のみです。IOT の論理
ROWID を格納する場合は、かわりに型 UROWIDの列を作成します。データ型 UROWIDの
列には、物理 ROWID と論理 ROWID の両方を格納できます。

� 索引構成表には、仮想列は定義できません。

� 索引構成表には、composite_partitioning_clauseは指定できません。

PCTTHRESHOLD integer 索引ブロック内で、索引構成表の行を格納するために確保されて
いる領域の割合（パーセント）を指定します。PCTTHRESHOLDは、主キーを保持するために十
分な大きさである必要があります。指定したしきい値を超える列から始まる行の後続列はすべ
て、オーバーフロー・セグメントに格納されます。PCTTHRESHOLDは 1 ～ 50 の値を取る必要
があります。PCTTHRESHOLDを指定しない場合のデフォルト値は 50 です。

PCTTHRESHOLD の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : PCTTHRESHOLDは、索引構成表の個別パーティションに対し
て指定できません。

mapping_table_clauses MAPPING TABLEを指定すると、ローカルから物理 ROWIDへのマッ
ピングを作成してヒープ構成表に格納できます。このマッピングは、索引構成表のビットマッ
プ索引の作成に必要です。索引構成表がパーティション化されている場合、マッピング表も
パーティション化され、マッピング表のパーティションの名前および物理属性は実表のパー
ティションと同じになります。

参照参照参照参照 : 「外部表の例 :」（16-64 ページ）

参照参照参照参照 : 「索引構成表の例 :」（16-63 ページ）
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マッピング表またはマッピング表のパーティションは、親である索引構成表またはパーティ
ションと同じ表領域に作成されます。マッピング表またはそのパーティションの記憶特性に対
して、問合せ、DML 操作または変更は実行できません。

key_compression key_compressionを使用すると、索引構成表のキー圧縮を使用可能ま
たは使用禁止にできます。

� COMPRESSを指定すると、キー圧縮キー圧縮キー圧縮キー圧縮が使用可能になります。これによって、索引構成表の
主キー列の値が重複しなくなります。integerを使用して、接頭辞の長さ（圧縮する接頭
辞列数）を指定します。

接頭辞の長さの有効範囲は、1 ～（主キー列数 -1）までです。デフォルトでは（主キー列
数 -1）になります。

� NOCOMPRESSを指定すると、索引構成表でのキー圧縮が使用禁止になります。これはデ
フォルトです。

索引構成表のキー圧縮の制限事項索引構成表のキー圧縮の制限事項索引構成表のキー圧縮の制限事項索引構成表のキー圧縮の制限事項 : パーティション・レベルでは、COMPRESSを指定できます
が、integerで接頭辞の長さを指定できません。

index_org_overflow_clause index_org_overflow_clauseを指定すると、指定されたし
きい値を超える索引構成表のデータ行を、この句で指定したデータ・セグメントに格納できま
す。

� 索引構成表を作成した場合、各列の 大サイズが評価され、行の 大値が計算されます。
オーバーフロー・セグメントが必要で、OVERFLOWを指定していない場合は、エラーが発
生し CREATE TABLE文は実行されません。このチェック機能によって、索引構成表に対す
る後続の DML 操作が、オーバーフロー・セグメントがないために失敗することを回避で
きます。

� OVERFLOWキーワードの後の句に指定するすべての物理属性および記憶特性は、表のオー
バーフロー・セグメントにのみ適用されます。索引構成表自体の物理属性と記憶特性、す
べてのパーティションに対するデフォルト値、および各パーティションに対する値は、こ
のキーワードの前に指定する必要があります。

� 索引構成表に 1 つ以上の LOB 列が含まれる場合は、LOB がインラインに格納できるほど小
さい場合でも、OVERFLOWを指定しないと、アウトラインに格納されます。

� 表がパーティション化されている場合、オーバーフロー・データ・セグメントが主キー索
引セグメントと同一レベルでパーティション化されます。

INCLUDING column_name 索引構成表の行を索引部分とオーバーフロー部分に分割する列を
指定します。主キー列は常に索引に格納されます。column_nameは、 後の主キー列でもそ
の他の主キー以外の列でもかまいません。column_nameに続くすべての主キー以外の列は、
オーバーフロー・データ・セグメントに格納されます。

column_nameで行を分割しようとした場合に、行の索引部分のサイズが、PCTTHRESHOLDの
指定値またはデフォルト値を超えると、PCTTHRESHOLDの値に基づいて、行は切り離されま
す。

INCLUDING 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : 索引構成表の個々のパーティションにこの句は指定できません。

external_table_clause 
external_table_clauseを使用すると、外部表を作成できます。外部表は読取り専用表で、
そのメタデータはデータベースに格納されますが、データはデータベースの外部に格納されま
す。外部表では、データを 初はデータベースにロードせずに、データベースの外部でデータ
を問い合せることができます。

参照参照参照参照 : 外部表の使用方法の詳細は、『Oracle Database データ・ウェアハ
ウス・ガイド』、『Oracle Database 管理者ガイド』および『Oracle 
Database ユーティリティ』を参照してください。
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外部表の場合、データベースにデータが存在しないため、表の作成時に通常は使用可能な句の
小規模のサブセットを定義します。

� relational_properties句内では、columnおよび datatypeのみを指定できます。

� physical_properties_clause内では、表の構成（ORGANIZATION EXTERNAL 
external_table_clause）のみを指定できます。

� table_properties句内では、parallel_clauseのみを指定できます。
parallel_clauseを使用すると、外部データに対する後続の問合せおよび外部表を移入
する後続の操作をパラレル化できます。

� 外部表は、作成時に AS subquery句を使用することによって移入できます。

同じ CREATE TABLE文で他の句を指定することはできません。

外部表の制限事項外部表の制限事項外部表の制限事項外部表の制限事項 : 外部表には、次の制限事項があります。

� 外部表を一時表にすることはできません。

� 外部表には制約を指定できません。

� 外部表に仮想列を含めることはできません。

� 外部表にオブジェクト型、VARRAY または LONG列を含めることはできません。ただし、
内部データベース表の VARRAY または LONGデータを外部表の LOB 列に移入することは
できます。

TYPE TYPE access_driver_typeを指定すると、外部表のアクセス・ドライバアクセス・ドライバアクセス・ドライバアクセス・ドライバを指定でき
ます。アクセス・ドライバは、データベースに対する外部データを解析する API です。Oracle 
Database では、ORACLE_LOADERおよび ORACLE_DATAPUMPの 2 つのアクセス・ドライバが
提供されています。TYPEを指定しない場合、デフォルトのアクセス・ドライバ
ORACLE_LOADERが使用されます。AS subquery句を指定して 1 つの Oracle Database から
データをアンロードし、同じ、または異なる Oracle Database に再ロードする場合、
ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバを指定する必要があります。

DEFAULT DIRECTORY DEFAULT DIRECTORYを指定すると、外部データ・ソースが存在する
ファイル・システムのディレクトリに対応するデフォルト・ディレクトリ・オブジェクトを
1 つ指定できます。デフォルト・ディレクトリは、アクセス・ドライバから使用でき、エラー・
ログなどの補助ファイルを格納できます。

ACCESS PARAMETERS オプションの ACCESS PARAMETERS句を指定すると、その外部表用
の特定のアクセス・ドライバのパラメータに値を割り当てることができます。

� opaque_format_spec句は、ORACLE_LOADERおよび ORACLE_DATAPUMPアクセス・ド
ライバのすべてのアクセス・パラメータを指定します。これらのパラメータの詳細は、

『Oracle Database ユーティリティ』を参照してください。

opaque_format_specで指定するフィールド名は、表定義の列と一致している必要があ
ります。表定義の列と一致していない opaque_format_specのフィールドは無視されま
す。

� USING CLOB subqueryを指定すると、副問合せを使用して、パラメータおよびその値を
導出できます。副問合せには、集合演算子または ORDER BY句を含めません。1 つの CLOB
データ型を含む単一行を戻します。

参照参照参照参照 :

� 「外部表の例 :」（16-64 ページ）

� 列の投影のデフォルトのプロパティを変更することによる影響の詳細
は、12-52 ページの「ALTER TABLE」の「PROJECT COLUMN 句」
を参照してください。

参照参照参照参照 : ORACLE_LOADERおよび ORACLE_DATAPUMPアクセス・ドライバ
の詳細は、『Oracle Database ユーティリティ』を参照してください。
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opaque_format_specでパラメータを指定する場合、または副問合せを使用してそれらを導
出する場合は、この句は解析されません。外部データのコンテキスト情報は、アクセス・ドラ
イバが解析します。

LOCATION LOCATION句を指定すると、1 つ以上の外部データ・ソースを指定できます。
通常、location_specifierはファイルですが、ファイル以外も指定できます。Oracle 
Database はこの句を解析しません。外部データのコンテキスト情報は、アクセス・ドライバが
解析します。location_specifierでは、ワイルド・カードを使用した複数ファイルの指定
はできません。

REJECT LIMIT REJECT LIMIT句を指定すると、Oracle Database エラーが戻され、問合せが
異常終了するまでに、外部データの問合せで許容される変換エラーの数を指定できます。デ
フォルト値は 0（ゼロ）です。

CLUSTER 句句句句

CLUSTER句は、表が clusterの一部であることを示します。この句で指定する各列は、クラ
スタの各列に対応する表の列となります。一般に、表のクラスタ列は、主キーまたは主キーの
一部を構成する 1 つ以上の列です。詳細は、14-2 ページの「CREATE CLUSTER」を参照して
ください。

クラスタ・キー内の列ごとに表から 1 つの列を指定します。列は、名前ではなく位置で一致さ
せます。

クラスタ表はクラスタの領域割当てを使用します。このため、PCTFREE、PCTUSEDまたは
INITRANSパラメータ、TABLESPACE句または storage_clauseを CLUSTER句とともに使
用しないでください。

クラスタ表の制限事項クラスタ表の制限事項クラスタ表の制限事項クラスタ表の制限事項 : クラスタ表には、次の制限事項があります。

� オブジェクト表、および LOB 列または Oracle が提供する Any*型の列を含む表はクラスタ
の一部にはできません。

� クラスタの一部である表に parallel_clause、CACHEまたは NOCACHEは指定できませ
ん。

� クラスタが同じ ROWDEPENDENCIESまたは NOROWDEPENDENCIES設定で作成されていな
いかぎり、CLUSTERを ROWDEPENDENCIESまたは NOROWDEPENDENCIESとともに指定す
ることはできません。

table_properties
table_propertiesを使用すると、表の特性をさらに詳しく定義できます。

column_properties
column_properties句を使用すると、列の記憶域属性を指定できます。

object_type_col_properties
object_type_col_propertiesを使用すると、オブジェクト列、属性、あるいは列または
属性の集合要素の記憶特性を指定できます。

column columnには、オブジェクト列または属性を指定します。

substitutable_column_clause substitutable_column_clauseを使用すると、同じ階層
のオブジェクト列または属性が互いに置換可能かどうかを指定できます。列が特定の型である
か、サブタイプのインスタンスを含むものであるか、またはその両方を指定できます。

� ELEMENTを指定すると、コレクション列または属性の要素型が宣言した型のサブタイプに
制約されます。

� IS OF [TYPE] (ONLY type)句を指定すると、オブジェクト列の型が宣言した型のサブタ
イプに制約されます。
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� NOT SUBSTITUTABLE AT ALL LEVELSを指定すると、オブジェクト列がサブタイプに対応
するインスタンスを持つことはできないことを指定できます。また、置換は、埋込みオブ
ジェクト属性、埋込みのネストした表および VARRAY の要素には使用できません。デフォ
ルトは、SUBSTITUTABLE AT ALL LEVELSです。

substitutable_column_clause の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� この句は、オブジェクト列の属性には指定できません。ただし、オブジェクト表自体の代
替性が設定されていない場合、リレーショナル表におけるオブジェクト型の列およびオブ
ジェクト表のオブジェクト列に対してこの句を指定できます。

� コレクション型の列の場合、この句で指定できる部分は [NOT] SUBSTITUTABLE AT ALL 
LEVELSのみです。

LOB_storage_clause
LOB_storage_clauseを使用すると、LOB データ・セグメントの記憶域属性を指定できま
す。STORE ASキーワードの後に、1 つ以上の句を指定する必要があります。複数の句を指定す
る場合は、構文図で上から下に表示されている順に指定する必要があります。

非パーティション表の場合、この句は、表の LOB データ・セグメントの記憶域属性を指定しま
す。

パーティション表の場合、この句は指定した位置に応じて実装されます。

� 表レベルで指定されたパーティション表の場合（パーティション句とともに
physical_properties句で指定した場合）、この句は、各パーティションまたはサブ
パーティションに関連付けられた LOB データ・セグメントに対するデフォルト記憶域属性
を指定します。この記憶域属性は、パーティションまたはサブパーティション・レベルで
LOB_storage_clauseによって上書きされないかぎり、すべてのパーティションまたは
サブパーティションに適用されます。

� パーティション表の各パーティションの場合（table_partition_descriptionの一部
として指定した場合）、この句は、そのパーティションのデータ・セグメントの記憶域属
性、またはこのパーティションのサブパーティションのデフォルト記憶域属性を指定しま
す。パーティション・レベルの LOB_storage_clauseは、表レベルの
LOB_storage_clauseを上書きします。

� パーティション表の各サブパーティションの場合（subpartition_by_hashまたは
subpartition_by_listの一部として指定した場合）、この句は、サブパーティション
のデータ・セグメントの記憶域属性を指定します。サブパーティション・レベルの
LOB_storage_clauseは、パーティション・レベルおよび表レベルの
LOB_storage_clausesを上書きします。

LOB_item
表の表領域および記憶特性とは異なる表領域および記憶特性を明示的に定義する場合に、その
LOB 列名または LOB オブジェクト属性を指定します。作成する各 LOB_itemに、システム管
理された索引が自動的に作成されます。

SECUREFILE | BASICFILE 
この句を使用して、LOB 記憶域のタイプに、高パフォーマンスの LOB（SecureFile）または従
来の LOB（BasicFile）を指定します。

参照参照参照参照 :

� サイズがGBになるLOBを作成する場合のガイドラインを含むLOBの
詳細は、『Oracle Database SecureFiles およびラージ・オブジェクト開
発者ガイド』を参照してください。

� 「LOB 列の例 :」（16-63 ページ）

参照参照参照参照 : SecureFile LOB の詳細は、『Oracle Database SecureFiles および
ラージ・オブジェクト開発者ガイド』を参照してください。
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LOB_segname
LOB データ・セグメントの名前を指定します。LOB_itemが複数指定されている場合は、
LOB_segnameを使用できません。

LOB_storage_parameters 
LOB_storage_parameters句を使用すると、様々な LOB 記憶域の要素を指定できます。

TABLESPACE 句句句句 この句を使用すると、LOB データが格納される表領域を指定します。

storage_clause storage_clauseを使用すると、LOB セグメント記憶域の様々な側面を指
定できます。LOB 記憶域に関して特に重要なのは、storage_clauseの MAXSIZE句です。
これは、LOB_parametersの LOB_retention_clauseと組み合せて使用できます。詳細は、
8-43 ページの「storage_clause」を参照してください。

LOB_parameters 
LOB 記憶域に SecureFile を使用する場合、いくつかの LOB_parametersは不要になります。
PCTVERSIONおよび FREEPOOLSは、BasicFile LOB 記憶域を使用する場合にのみ有効かつ有用
です。

ENABLE STORAGE IN ROW 行の記憶域を使用可能にした場合、LOB 値の長さが、約 4000
バイトからシステム制御情報分を引いた長さより小さければ、LOB 値がインラインに格納され
ます。これはデフォルトです。

行の記憶域を使用可能にする場合の制限事項行の記憶域を使用可能にする場合の制限事項行の記憶域を使用可能にする場合の制限事項行の記憶域を使用可能にする場合の制限事項 : index_org_table_clauseで OVERFLOWセ
グメントを指定しないかぎり、索引構成表に対して、このパラメータを指定できません。

DISABLE STORAGE IN ROW 行の記憶域を使用禁止にした場合、LOB 値の長さに関係なく、
LOB 値はアウトライン（行の外側）に格納されます。

LOB 値が格納されている場所にかかわらず、LOB ロケータは、常にインラインに格納されま
す。STORAGE IN ROWの値は、一度設定すると、表を移動しないかぎり、変更できません。
詳細は、12-70 ページの「ALTER TABLE」の「move_table_clause」を参照してください。

CHUNK integer LOB の操作用に割り当てるバイト数を指定します。integerにデータベー
スのブロック・サイズの倍数を指定しなかった場合、自動的に次に大きい倍数（バイト単位）
に切り上げられます。たとえば、データベースのブロック・サイズが 2048 バイトのときに
integerに 2050 を指定すると、4096 バイト（2 ブロック）が割り当てられます。 大値は
32768（32KB）で、これが Oracle Database のブロック・サイズとして使用できる も大きな値
です。デフォルトの CHUNKサイズは、Oracle での 1 データベース・ブロックです。

CHUNKの値は、NEXTの値（デフォルト値または storage_clauseで指定された値）以下で
ある必要があります。CHUNKの値が NEXTの値を超えると、エラーが戻ります。CHUNKの値
は、一度設定すると変更できません。

PCTVERSION integer LOB の記憶域全体のうち、旧バージョンの LOB の保持に使用される
割合（パーセント）の 大値を指定します。デフォルト値は 10 です。これは、LOB の記憶域
全体の 10% が使用されるまで以前のバージョンの LOB データが上書きされないことを意味し
ます。

データベースが手動 UNDO モードと自動 UNDO モードのどちらで稼働されていても、
PCTVERSIONパラメータを指定できます。PCTVERSIONは、手動 UNDO モードのデフォルト
値です。RETENTIONは、自動 UNDO モードのデフォルト値です。PCTVERSIONと
RETENTIONの両方は指定できません。

注意注意注意注意 : LOB の記憶域の種類を変換することはできません。かわりに、オ
ンライン再定義またはパーティション交換を使用して、SecureFile または
BasicFile を移行する必要があります。
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この句は、SECUREFILEを指定した場合は無効です。SECUREFILEと PCTVERSIONの両方を
指定した場合、PCTVERSIONパラメータは特に警告もなく無視されます。

LOB_retention_clause この句を使用すると、LOB セグメントを保持する用途に、フラッ
シュバック、読取り一貫性、その両方、またはどちらでもないを指定できます。

データベースが自動 UNDO モードで稼働している場合にのみ、RETENTIONパラメータを使用
できます。データベースに保持されるコミット済の UNDO データの量は、UNDO_RETENTION
初期化パラメータの値を使用して決定されます。自動 UNDO モードでは、PCTVERSIONを指
定しないかぎり、RETENTIONがデフォルト値となります。PCTVERSIONと RETENTIONの両
方は指定できません。

SecureFile を使用している場合にのみ、RETENTIONの後にオプションの設定を指定できます。
LOB_storage_clauseの SECUREFILEパラメータは、データベースが SecureFile を使用して
記憶域を動的に管理することを示します。データベースの UNDO モードなどの要因が考慮され
ます。

� MAX: LOB セグメントが MAXSIZEに達するまで UNDO を保持するように指定します。
MAXを指定する場合は、storage_clauseで MAXSIZE句も指定する必要があります。

� MIN: データベースがフラッシュバック・モードで、特定の LOB セグメントの UNDO 保存
期間期間期間期間を n秒に制限する場合に指定します。

� AUTO: 読取り一貫性に必要十分な UNDO を保持します。これはデフォルトです。

� NONE: 読取り一貫性またはフラッシュバックのどちらにも UNDO が必要ない場合に指定し
ます。

FREEPOOLS integer LOB セグメントに対する空きリストのグループ数を指定します。通常、
integerは、Oracle Real Application Clusters 環境のインスタンス数です。シングル・インス
タンス・データベースの場合、この値は 1 になります。

データベースが自動 UNDO モードで稼働している場合にのみ、このパラメータを指定できま
す。自動 UNDO モードでは、storage_clauseで FREELIST GROUPSパラメータを指定しな
いかぎり、FREEPOOLSがデフォルト値になります。FREEPOOLSと FREELIST GROUPSのどち
らも指定しない場合、データベースが自動 UNDO 管理モードで稼働している場合は
FREEPOOLS 1のデフォルト値が使用され、手動 UNDO 管理モードで稼働している場合は
FREELIST GROUPS 1のデフォルト値が使用されます。

この句は、SECUREFILEを指定した場合は無効です。SECUREFILEと FREEPOOLSの両方を指
定した場合、FREEPOOLSパラメータは特に警告もなく無視されます。

FREEPOOLS の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : storage_clauseでは、FREEPOOLSおよび FREELIST GROUPS
パラメータを指定できません。

LOB_deduplicate_clause この句は、SecureFile LOB に対してのみ有効です。
LOB_deduplicate_clauseを使用すると、重複する LOB データを除外する、LOB の重複の
除外を有効または無効にできます。

参照参照参照参照 :

� SecureFile を使用して簡略化された LOB 記憶域の詳細は、16-38 ペー
ジの「CREATE TABLE」の LOB_storage_parameters 句を参照してく
ださい。

� SecureFile の使用の詳細は、『Oracle Database SecureFiles およびラー
ジ・オブジェクト開発者ガイド』を参照してください。

� データベースをフラッシュバック・モードにする方法については、
10-39 ページの「ALTER DATABASE」の「flashback_mode_clause」を
参照してください。

� 「UNDO 表領域の作成例 :」（16-82 ページ）
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DEDUPLICATEキーワードは、LOB の重複コピーを除外するようデータベースに対して指定し
ます。セキュアなハッシュ索引を使用して重複を検出すると、同じ内容を持つ LOB は単一のコ
ピーに結合され、消費される記憶域が削減されて記憶域の管理が簡素化されます。

この句を指定しない場合、デフォルトでは、LOB の重複除外は無効です。

この句は、LOB セグメント全体に対して、LOB の重複除外を実装します。個々の LOB に対し
て重複除外を有効または無効にするには、DBMS_LOB.SETOPTIONSプロシージャを使用しま
す。

LOB_compression_clause この句は、BasicFile LOB ではなく、SecureFile LOB に対しての
み有効です。LOB_compression_clauseを使用すると、サーバー側の LOB 圧縮を有効また
は無効にすることをデータベースに指定できます。サーバー側の圧縮された LOB セグメント
で、ランダムな読取り / 書込みアクセスが可能です。LOB 圧縮は、表の圧縮または索引の圧縮
からは独立しています。この句を指定しない場合、NOCOMPRESSがデフォルトになります。

MEDIUMまたは HIGHを指定して、圧縮の程度を変更できます。圧縮の程度を HIGHにすると、
待機時間は MEDIUMよりも長くなりますが、圧縮率は高くなります。このオプションのパラ
メータを指定しない場合、MEDIUMがデフォルトになります。

この句は、LOB セグメント全体のサーバー側の LOB 圧縮を実装します。個々の LOB の圧縮を
有効または無効にするには、DBMS_LOB.SETOPTIONSプロシージャを使用します。

ENCRYPT | DECRYPT これらの句は、LOB 記憶域に SecureFile を使用している LOB に対し
てのみ有効です。ENCRYPTを指定すると、列内のすべての LOB を暗号化できます。DECRYPT
を指定すると、LOB をクリアテキストで保持できます。この句を指定しない場合、DECRYPT
がデフォルトになります。

この句の概要は、16-26 ページの「encryption_spec」を参照してください。LOB 列に適用する
と encryption_specは個々の LOB 列固有になるため、他の LOB 列や他の非 LOB 列とは、
暗号化アルゴリズムが異なる場合があります。column_definitionの一部として
encryption_clauseを使用すると、LOB 列全体を暗号化できます。
table_partition_descriptionで LOB_storage_clauseの一部として
encryption_clauseを使用すると、LOB パーティションを暗号化できます。

LOB のののの encryption_spec の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : LOB 暗号化に対しては、encryption_specの SALT
または NO SALT句を指定できません。

CACHE | NOCACHE | CACHE READS この句は、LOB 記憶域だけでなく、セグメント記憶
域全般に関連します。この句の詳細は、16-53 ページの「CACHE | NOCACHE | CACHE 
READS」を参照してください。

参照参照参照参照 : LOB の重複除外の詳細は、『Oracle Database SecureFiles および
ラージ・オブジェクト開発者ガイド』を参照してください。DBMS_LOB
パッケージの詳細は、『Oracle Database PL/SQL パッケージ・プロシー
ジャおよびタイプ・リファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : サーバー側の LOB 記憶域の詳細は、『Oracle Database SecureFiles
およびラージ・オブジェクト開発者ガイド』を参照してください。提供さ
れているパッケージ UTL_COMPRESSを使用したクライアント側の LOB 圧
縮および DBMS_LOBパッケージの詳細は、『Oracle Database PL/SQL パッ
ケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : LOB 暗号化の詳細は、『Oracle Database SecureFiles およびラー
ジ・オブジェクト開発者ガイド』を参照してください。DBMS_LOBパッ
ケージの詳細は、『Oracle Database PL/SQL パッケージ・プロシージャお
よびタイプ・リファレンス』を参照してください。
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LOB_partition_storage 
LOB_partition_storage句を使用すると、各パーティションに、別の
LOB_storage_clauseまたは varray_col_propertiesを指定できます。パーティション
は、その位置の順に指定してください。パーティションの順番を確認するには、
USER_IND_PARTITIONSビューの PARTITION_NAMEおよび PARTITION_POSITION列を問
い合せます。

特定のパーティションに、LOB_storage_clauseまたは varray_col_properties句を指
定しなかった場合、表レベルで LOB 項目に指定された記憶特性が設定されます。表のレベルで
も LOB 項目に記憶特性を指定しなかった場合、LOB データ・パーティションは、対応する表
パーティションと同じ表領域に格納されます。

LOB_storage_clauseの LOB_parametersでは、encryption_specを指定できません。
パーティションおよびサブパーティションに対する暗号化アルゴリズムの指定は無効であるた
めです。

varray_col_properties
varray_col_propertiesを使用すると、VARRAY 型のデータが格納される LOB に対して、
別々の記憶特性を指定できます。varray_itemがマルチレベル・コレクションの場合、
varray_item内にネストされたすべてのコレクション項目は、常に varray_itemと同じ
LOB に格納されます。

� 非パーティション表の場合（パーティション句なしで physical_properties句に指定し
た場合）、この句は、VARRAY の LOB データ・セグメントの記憶域属性を指定します。

� 表レベルで指定されたパーティション表の場合（パーティション句とともに
physical_properties句で指定した場合）、この句は、各パーティション（またはサブ
パーティション）に対応付けられた VARRAY の LOB データ・セグメントに対するデフォ
ルト記憶域属性を指定します。

� パーティション表の各パーティションの場合（table_partition_descriptionの一部
として指定した場合）、この句は、そのパーティションの VARRAY の LOB データ・セグメ
ントの記憶域属性、またはこのパーティションのサブパーティションにある VARRAY の
LOB データ・セグメントのデフォルト記憶域属性を指定します。パーティション・レベル
の varray_col_propertiesは、表レベルの varray_col_propertiesを上書きしま
す。

� パーティション表の各サブパーティションの場合（subpartition_by_hashまたは
subpartition_by_listの一部として指定した場合）、この句は、このサブパーティ
ションの VARRAY データ・セグメントの記憶域属性を指定します。サブパーティション・
レベルの varray_col_propertiesは、パーティション・レベルおよび表レベルの
varray_col_propertiesを上書きします。

STORE AS [SECUREFILE | BASICFILE] LOB 句句句句 STORE AS LOBを指定したときに実行され
る処理は、次のとおりです。

� VARRAY の 大サイズが約 4000 バイト未満で、行の記憶域を使用禁止にしていない場合、
VARRAY はインライン LOB に格納されます。

� VARRAY の 大サイズが約 4000 バイトを超える場合または行の記憶域を使用禁止にしてい
る場合、VARRAY はアウトライン LOB として格納されます。

STORE AS LOBを指定しなかった場合、記憶域は、VARRAY 列の実際のサイズではなく、
VARRAY の 大サイズに基づいて決定されます。VARRAY の 大サイズは、要素数×要素サイ
ズ + システム制御情報分の容量です。この句を指定しない場合、次のようになります。

� VARRAY の 大サイズが約 4000 バイト未満の場合、VARRAY は LOB としてではなくイン
ライン・データとして格納されます。

� 大サイズが約 4000 バイトを超える場合、VARRAY は常に LOB として格納されます。

– 実際のサイズが約 4000 バイト未満の場合、VARRAY はインライン LOB として格納さ
れます。
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– 実際のサイズが約 4000 バイトを超える場合、VARRAY はアウトライン LOB として格
納されます。これはその他の LOB 列でも同様です。

substitutable_column_clause substitutable_column_clauseの動作は、16-36 ページ
の「object_type_col_properties」の場合と同じです。

nested_table_col_properties 
nested_table_col_propertiesを使用すると、ネストした表に対して別々の記憶特性を指
定し、そのネストした表を索引構成表として定義できるようになります。この句で特に明示的
に指定しないかぎり、記憶表は次のとおり作成されます。

� 非パーティション表の場合、記憶表は親表と同じスキーマおよび同じ表領域内に作成され
ます。

� パーティション表の場合、記憶表はスキーマのデフォルトの表領域内に作成されます。
デフォルトでは、ネストした表はパーティション実表でパーティション化されます。

� どちらの場合も、記憶表ではデフォルトの記憶特性が使用され、この表の作成の基になっ
た列のネストした表の値が格納されます。

ネストした表の型を持つ列または列属性付きで表を作成する場合は、この句を挿入する必要が
あります。nested_table_col_properties句内で、親表に対する場合と同じ働きをする句
については、ここでは説明しません。

nested_item 型がネストした表である列、またはその表のオブジェクト型の 上位の属性の
名前を指定します。

COLUMN_VALUE ネストした表がマルチレベル・コレクションの場合、内部のネストした表
または VARRAY には名前が割り当てられていない場合があります。この場合、nested_item
名のかわりに COLUMN_VALUEを指定します。

storage_table nested_itemの行を含む表の名前を指定します。

storage_tableに対して問合せや DML 文を直接実行することはできませんが、その記憶特
性は、ALTER TABLE文で名前を指定することによって変更できます。

記憶表の制限事項記憶表の制限事項記憶表の制限事項記憶表の制限事項 : ネストした表の記憶表はパーティション化できません。

RETURN AS 問合せの結果として何を戻り値とするかを指定します。

� VALUEは、ネストした表自体のコピーを戻します。

� LOCATORは、ネストした表のコピーに対するコレクション・ロケータを戻します。

ロケータの有効範囲は 1 つのセッションであり、複数のセッションにわたって使用できま
せん。LOB ロケータとは異なり、コレクション・ロケータはコレクション・インスタンス
の変更に使用できません。

segment_attributes_clauseまたは LOB_storage_clauseを指定しない場合、ネストし
た表はヒープ構成され、デフォルトの記憶特性で作成されます。

参照参照参照参照 : 「置換可能な表および列のサンプル :」（16-61 ページ）

参照参照参照参照 : nested_itemおよび COLUMN_VALUEの使用例は、16-62 ページ
の「マルチレベル・コレクションの例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : ネストした表の列に対する記憶特性の変更方法については、12-2
ページの「ALTER TABLE」を参照してください。
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ネストした表の列のプロパティの制限事項ネストした表の列のプロパティの制限事項ネストした表の列のプロパティの制限事項ネストした表の列のプロパティの制限事項 : ネストした表の列のプロパティには、次の制限事
項があります。

� この句は、一時表には指定できません。

� oid_clauseは指定できません。

� 作成時、object_propertiesを使用して、out_of_line_ref_constraint、
inline_ref_constraintまたはネストした表の属性に対する外部キー制約を指定する
ことはできません。ただし、ALTER TABLEを使用してネストした表を修正し、これらの制
約を追加できます。

XMLType_column_properties 
XMLType_column_propertiesを指定すると、XMLTYPE列に対する記憶域属性を指定でき
ます。

XMLType_storage XMLType列は、LOB 列、オブジェクト・リレーショナル列またはバイナ
リ XML 列に格納できます。

� OBJECT RELATIONALを指定すると、オブジェクト・リレーショナル列に XMLTypeデータ
を格納できます。データ・オブジェクトをリレーショナルに格納すると、リレーショナル
列に索引を定義できるため、問合せのパフォーマンスが向上します。

オブジェクト・リレーショナル形式での格納を指定する場合、XMLSchema_spec句も指定
する必要があります。

� CLOBを指定すると、CLOB列に XMLTypeデータを格納できます。CLOB列にデータを格納
すると、元の内容が保持されるため、検索時間が短縮されます。

LOB 記憶域を定義する場合、LOB パラメータと XMLSchema_spec句のいずれかを指定で
きますが、両方は指定できません。XMLSchema_spec句を指定すると、特定のスキーマ・
ベースの XML インスタンスに表や列を制限できます。

� BINARY XMLを指定すると、縮小されたバイナリ XML 書式で XML データを格納できます。

指定した LOB パラメータは、バイナリ XML エンコード値を格納するために作成された、
基礎となる BLOB列に適用されます。

CLOBとバイナリ XML 記憶域の両方に対して、データが SecureFile LOB で格納されるように指
定できます。詳細は、『Oracle Database SecureFiles およびラージ・オブジェクト開発者ガイド』
を参照してください。

XMLSchema_spec この句を使用すると、単一の登録済 XMLSchema または複数のスキーマ
（XMLSCHEMA句で登録するか ELEMENT句の一部として登録）の URL および XML 要素名を指
定できます。BINARY XML記憶域を指定した場合のみ複数のスキーマを使用できます。

XMLSchema の URL は省略可能ですが、要素は必ず指定します。XMLSchema の URL を指定
する場合は、DBMS_XMLSCHEMAパッケージを使用して XMLSchema をあらかじめ登録してお
く必要があります。

オプションの ALLOW | DISALLOW句は、BINARY XML記憶域を指定した場合にのみ有効です。

� ALLOW ANYSCHEMAを指定すると、スキーマ・ベースの任意のドキュメントを XMLType 列
に格納できます。

� ALLOW NONSCHEMAを指定すると、スキーマ・ベース以外のドキュメントを XMLType 列に
格納できます。

参照参照参照参照 :

� ネストした表の列に対する記憶特性の変更方法については、12-2 ペー
ジの「ALTER TABLE」を参照してください。

� 16-62 ページの「ネストした表の例 :」および 16-62 ページの「マルチ
レベル・コレクションの例 :」を参照してください。
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� DISALLOW NONSCHEMAを指定すると、スキーマ・ベース以外のドキュメントは XMLType
列に格納できません。

table_partitioning_clauses 
table_partitioning_clausesを使用すると、パーティション表を作成できます。

一般的なパーティション化の注意事項一般的なパーティション化の注意事項一般的なパーティション化の注意事項一般的なパーティション化の注意事項 : すべてのタイプのパーティション化には、次の注意事
項があります。

� 指定できるパーティションとサブパーティションの合計は 1024K-1 です。

� パーティションが 1 つのみのパーティション表も作成できます。パーティションが 1 つの表
は、非パーティション表とは異なります。たとえば、非パーティション表にはパーティ
ションを追加できません。

� すべての表とLOBパーティションおよびすべての表とLOBサブパーティションに名前を指
定できますが、必須ではありません。名前を省略すると、次のように名前が生成されます。

– パーティション名を省略すると、SYS_Pnの形式で名前が生成されます。LOB データ
および LOB 索引パーティションに対するシステム生成名は、それぞれ SYS_LOB_Pn
および SYS_IL_Pnの形式をとります。

– subpartition_templateでサブパーティション名を指定すると、そのテンプレー
トで作成される各サブパーティションに対して、パーティション名とテンプレートの
サブパーティション名を連結して名前が生成されます。LOB サブパーティションの場
合、生成される LOB サブパーティション名は、パーティション名とテンプレートの
LOB セグメント名の連結です。どちらの場合も、連結の結果が 30 文字を超える場合
は、エラーが戻されて文は失敗します。

– 個々のサブパーティションを指定するときにサブパーティション名を指定せず、
subpartition_templateを指定していない場合、SYS_SUBPnという形式で名前が
生成されます。LOB データおよび索引サブパーティションに対する、対応するシステ
ム生成名は、それぞれ SYS_LOB_SUBPnおよび SYS_IL_SUBPnです。

� 表領域の記憶域は、CREATE TABLE文で、表セグメントと LOB セグメントの両方に対して
様々なレベルで指定できます。表領域数は、パーティション数またはサブパーティション
数と同じである必要はありません。パーティション数またはサブパーティション数が表領
域数より多い場合は、表領域名が繰り返し使用されます。

データベースでは、表領域の記憶域を、次の順序で（優先度の高いものから順に）評価し
ます。

– 個々の表サブパーティションまたは LOB サブパーティション・レベルで指定された表
領域の記憶域が、 も優先度が高くなります。次に、subpartition_templateで
パーティションまたは LOB に対して指定された記憶域です。

– 個々の表パーティションまたは LOB パーティション・レベルで指定された表領域の記
憶域。ここで指定された記憶域パラメータは、subpartition_templateよりも優
先します。

参照参照参照参照 :

� LOB_segnameおよび LOB_parameters句の詳細は、12-42 ページの
「LOB_storage_clause」を参照してください。

� オブジェクト・リレーショナル表における XMLType列の例は、16-65
ページの「XMLType 列の例 :」を参照してください。XMLSchema の
作成例は、E-8 ページの「SQL 文での XML の使用方法」を参照して
ください。

� XMLType列と表および XMLSchema の作成の詳細は、『Oracle XML 
DB 開発者ガイド』を参照してください。

� DBMS_XMLSCHEMAパッケージの詳細は、『Oracle Database PL/SQL
パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を参照して
ください。
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– 表に対して指定された表領域の記憶域

– ユーザーに対して指定されたデフォルトの表領域の記憶域

� デフォルトでは、ネストした表はパーティション実表でパーティション化されます。

一般的なパーティション化の制限事項一般的なパーティション化の制限事項一般的なパーティション化の制限事項一般的なパーティション化の制限事項 : すべてのパーティション化には、次の制限事項があり
ます。

� クラスタの一部である表は、パーティション化できません。

� LONGまたは LONG RAW列を含む表は、パーティション化できません。

ブロック・サイズが異なる表領域のパーティション化されたデータベース・エンティティの記
憶域には、制限事項があります。これらの制限事項については、『Oracle Database VLDB およ
びパーティショニング・ガイド』を参照してください。

range_partitions
range_partitions句を使用すると、列リストの値の範囲で表をパーティション化できます。
索引構成表の場合、列リストは表の主キー列のサブセットである必要があります。

column
行がどのパーティションに属するかを判断するために使用される、列の順序リストを指定しま
す。これらの列は、パーティション化キーパーティション化キーパーティション化キーパーティション化キーです。仮想列をパーティション化キー列として指定
できます。

パーティション化キー列の制限事項パーティション化キー列の制限事項パーティション化キー列の制限事項パーティション化キー列の制限事項 : 列リスト内の列には、ROWID、LONG、LOB、XMLType
または TIMESTAMP WITH TIME ZONE以外の組込みデータ型を指定できます。ただし、
TIMESTAMP型または TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONEの列は、パーティション化キーで
使用できます。

INTERVAL 句句句句

この句を使用すると、表の時間隔パーティション時間隔パーティション時間隔パーティション時間隔パーティションを設定できます。時間隔パーティションは、
数値範囲または日時期間に基づくパーティションです。表に挿入されたデータがすべてのレン
ジ・パーティションを超える場合に、指定されたレンジまたは期間のパーティションを自動的
に作成することをデータベースに指定することによって、レンジ・パーティション化を拡張し
ます。

� exprには、有効な数値または期間式を指定します。

� オプションの STORE IN句を使用して、時間隔パーティション・データが格納される 1 つ以
上の表領域を指定できます。

� また、range_partitionsの PARTITION句を使用して、1 つ以上のレンジ・パーティ
ションを指定する必要があります。レンジ・パーティション・キー値によって、レンジ・
パーティションの上限が決まります。これは遷移ポイント遷移ポイント遷移ポイント遷移ポイントと呼ばれ、その遷移ポイントを
超えるデータに対して時間隔パーティションが作成されます。

時間隔パーティション化の制限事項時間隔パーティション化の制限事項時間隔パーティション化の制限事項時間隔パーティション化の制限事項 : INTERVAL句には、次の制限事項があります。

� パーティション化キーは 1 つのみ指定でき、NUMBER型または DATE型である必要がありま
す。

� この句は索引構成表ではサポートされていません。

� 時間隔パーティション表には、ドメイン索引は作成できません。

� 時間隔パーティションは、サブパーティション・レベルではサポートされていません。

参照参照参照参照 : 「パーティション化の例」（16-65 ページ）
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� VALUES句の場合 :

– MAXVALUEは指定できません（無限）。指定すると、必要に応じてパーティションを自
動追加するという目的に反するためです。

– パーティション化キー列には NULL値を指定できません。

PARTITION partition
パーティション名を指定する際、partitionの名前は、スキーマ・オブジェクトのネーミング
規則および 2-98 ページの「スキーマ・オブジェクトのネーミング規則」にある該当部分の記述
に従って指定する必要があります。partitionを省略すると、16-44 ページの「一般的なパー
ティション化の注意事項 :」で説明されているように名前が生成されます。

range_values_clause 
現行パーティションの上限（境界は含まない）を指定します。値リストは、
range_partitioning句の列リストに対応するリテラル値を含む順序リストです。値リスト
内のリテラルのかわりに、キーワード MAXVALUEを使用できます。MAXVALUEには、常に他の
値（NULL を含む）より高位にソートされる 大値を指定します。

パーティション境界の上限に MAXVALUE以外の値を指定した場合、表に暗黙の整合性制約が課
せられます。

table_partition_description
table_partition_descriptionを使用すると、表の物理特性および記憶特性を定義できま
す。

segment_attributes_clause句および table_compression句の機能は、表全体の
table_properties と同じです。

key_compression句および OVERFLOW句の機能は、index_org_table_clause と同じです。

LOB_storage_clause LOB_storage_clauseを使用すると、このパーティションまたはこ
のパーティションの任意のレンジまたはレンジまたはレンジまたはレンジまたはリスト・サブパーティション内にある 1 つ以上の LOB
項目に対して LOB 記憶特性を指定できます。LOB 項目に LOB_storage_clauseを指定しな
い場合、16-44 ページの「一般的なパーティション化の注意事項 :」で説明されているように、
各 LOB データ・パーティションに対する名前が生成されます。

varray_col_properties varray_col_propertiesを使用すると、このパーティションまた
はこのパーティションの任意のレンジまたはレンジまたはレンジまたはレンジまたはリスト・サブパーティション内にある 1 つ以上の
VARRAY 項目に対して記憶特性を指定できます。

参照参照参照参照 : 時間隔パーティションの詳細は、『Oracle Database VLDB および
パーティショニング・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : 表が DATE列でパーティション化されている場合および日付書式
で年の 初の 2 桁の数字が指定されていない場合、年の「YYYY」4 文字書
式マスクで TO_DATEファンクションを使用する必要があります。この句
では、「RRRR」書式マスクはサポートしていません。日付書式は、NLS_
TERRITORYによって暗黙的に決定され、NLS_DATE_FORMATによって明
示的に決定されます。これらの初期化パラメータの詳細は、『Oracle 
Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : パーティション・バウンドの詳細は、『Oracle Database 概要』を
参照してください。また、16-65 ページの「レンジ・パーティション化の
例 :」を参照してください。
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partitioning_storage_clause
partitioning_storage_clauseを使用すると、ハッシュ・パーティションおよびレンジ、
ハッシュおよびリスト・サブパーティションの記憶特性を指定できます。

partitioning_storage_clause の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� OVERFLOW句は、索引構成パーティション表にのみ関連し、
individual_hash_partitions句でのみ有効です。レンジまたはハッシュ・パーティ
ションまたは任意のタイプのサブパーティションには有効ではありません。

� key_compressionは、索引構成表のパーティションにのみ指定できます。

hash_partitions 
hash_partitions句を使用すると、表がハッシュ方式でパーティション化されるように指定
できます。列の値にパーティション化キーとして指定されたハッシュ・ファンクションを使用
して、行がパーティションに割り当てられます。個々のハッシュ・パーティションを指定する
か、または作成されるサブパーティションの数を指定できます。

column 行がどのパーティションに属するかを判断するために使用される、列の順序リストを
指定します（パーティション化キー）。

individual_hash_partitions  この句を使用すると、個々のパーティションを名前で指定でき
ます。

個々のハッシュ・パーティションを指定する場合の制限事項個々のハッシュ・パーティションを指定する場合の制限事項個々のハッシュ・パーティションを指定する場合の制限事項個々のハッシュ・パーティションを指定する場合の制限事項 :
partitioning_storage_clauseでサブパーティションに対して指定できる句は、
TABLESPACE句および表の圧縮のみです。

hash_partitions_by_quantity 個々のパーティションを定義するかわりに、ハッシュ・パー
ティションの数を指定します。この場合、SYS_Pnの形式でパーティション名が割り当てられ
ます。STORE IN句を使用すると、ハッシュ・パーティション・データが格納される 1 つ以上
の表領域を指定できます。表領域の数とパーティションの数が同じである必要はありません。
パーティション数が表領域数より多い場合は、表領域名が繰り返し使用されます。

ハッシュ・パーティション化の両方の方法でロード・バランシングを 適化するには、2 の累
乗のパーティション数を指定します。個々のハッシュ・パーティションを指定する際は、
partitioning_storage_clauseに TABLESPACEと表の圧縮の両方を指定できます。ハッ
シュ・パーティションを数で指定する場合は、TABLESPACEのみを指定できます。ハッシュ・
パーティションは、その他のすべての属性を表レベルのデフォルトから継承します。

table_compression句の機能は、表の table_properties について説明されている機能と、ほ
ぼ同じです。

key_compression句および OVERFLOW句の機能は、index_org_table_clause と同じです。

表レベルで指定された表領域の記憶域は、パーティション・レベルで指定された表領域の記憶
域で上書きされ、パーティション・レベルで指定された表領域の記憶域は、サブパーティショ
ン・レベルで指定された表領域の記憶域で上書きされます。

individual_hash_partitions句に含まれる partitioning_storage_clauseの
TABLESPACE句は、作成される個々のパーティションのみについて、表領域の記憶域を決定し
ます。hash_partitions_by_quantity句では、STORE IN句によって、表の作成時のパー
ティションの位置と、後から追加されるパーティションのデフォルトの格納場所が決定されま
す。

注意注意注意注意 : 異なるキャラクタ・セットを使用してデータベースを使用してい
るか、使用する予定がある場合は、キャラクタ列を分割する際に注意して
ください。文字のソート順序は、すべてのキャラクタ・セットで同一では
ありません。キャラクタ・セット・サポートの詳細は、『Oracle Database
グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。
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ハッシュ・パーティション化の制限事項ハッシュ・パーティション化の制限事項ハッシュ・パーティション化の制限事項ハッシュ・パーティション化の制限事項 : ハッシュ・パーティション化には、次の制限事項が
あります。

� 指定できるパーティション化キー列は 16 以下です。

� 列リストには、ROWIDまたは UROWID疑似列を含めることはできません。

� 列リストには、ROWID、LONGまたは LOB 以外の組込みデータ型を指定できます。

list_partitions 
list_partitions句を使用すると、columnのリテラル値のリストで表をパーティション化
できます。リスト・パーティション化は、個々の行が固有のパーティションにマップする方法
に関する制御に便利です。

list_values_clause 各パーティションの list_values_clauseでは、1 つ以上の値を割り
当てる必要があります。複数のパーティションに同じ値（NULLを含む）を割り当てることはで
きません。リスト・パーティションは、順序付けされていません。

VALUES句のパーティション値にリテラル NULLを指定した場合、後続の問合せで、そのパー
ティション内のデータにアクセスするには、WHERE句で、比較条件ではなく IS NULL条件を使
用する必要があります。

DEFAULTキーワードを指定すると、行の挿入先となるパーティションが作成されます。この行
は、別のパーティションにはマップされません。このため、DEFAULTを指定できるのは 1 つの
パーティションのみです。そのパーティションに対して、その他の値を指定することはできま
せん。また、デフォルト・パーティションは、パーティションの中で 後に定義する必要があ
ります。DEFAULTは、レンジ・パーティションで MAXVALUEを使用する場合と同様に使用し
ます。

各パーティションの値のリストを構成する文字列は、 大 4KB です。すべてのパーティション
の値の総数を、64K-1 以下に指定します。

table_partition_description table_partition_descriptionの副次句の動作は、16-48
ページの「table_partition_description」のレンジ・パーティションで説明した動作と同じです。

リスト・パーティション化の制限事項リスト・パーティション化の制限事項リスト・パーティション化の制限事項リスト・パーティション化の制限事項 : リスト・パーティション化には、16-45 ページの「一
般的なパーティション化の制限事項 :」に示されている制限事項があります。

reference_partitioning
この句を使用すると、参照によって表をパーティション化できます。参照によるパーティショ
ン化は、作成される表（子表子表子表子表）を既存のパーティション表（親表親表親表親表）への参照制約によって同一
レベルでパーティション化する方法です。参照によって表をパーティション化すると、その後
に親表で実行されるパーティションのメンテナンス操作は子表に自動的にカスケードします。
そのため、パーティションのメンテナンス操作は、参照パーティション表で直接実行できませ
ん。

constraint パーティション化参照制約は、次の条件を満たしている必要があります。

� 作成される表で定義される参照整合性制約を指定する必要があります。これは、親表の主
キーまたは一意制約を参照する必要があります。制約は、ENABLE VALIDATE NOT 
DEFERRABLE状態である必要があります。これは、表の作成時に参照整合性制約を指定す
るときのデフォルトです。

� 制約で参照されるすべての外部キー列は、NOT NULLである必要があります。

� 制約を指定するときに、references_clauseの ON DELETE SET NULL句は指定できませ
ん。

参照参照参照参照 : ハッシュ・パーティション化については、『Oracle Database VLDB
およびパーティショニング・ガイド』を参照してください。
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� 制約で参照される親表は、既存のパーティション表である必要があります。時間隔パー
ティション以外の方法でパーティション化されている必要があります。

� 外部キーに仮想列を含めることはできません。

� 親表の参照される主キーまたは一意制約に仮想列を含めることはできません。

reference_partition_desc このオプションの句を使用すると、パーティション名を指定し、
パーティションの物理特性および記憶特性を定義できます。
table_partition_descriptionの副次句の動作は、16-48 ページの

「table_partition_description」のレンジ・パーティションで説明した動作と同じです。

参照パーティション化の制限事項参照パーティション化の制限事項参照パーティション化の制限事項参照パーティション化の制限事項 : 参照パーティション化には、次の制限事項があります。

� この句は、索引構成表、外部表またはドメイン索引記憶表に対して指定できません。

� 親表を参照でパーティション化することはできますが、制約を自己参照型にすることはで
きません。作成される表を自己参照に基づいてパーティション化することはできません。

� ROW MOVEMENTが親表に対して有効である場合、子表に対しても有効である必要がありま
す。

� CREATE TABLE ...AS SELECT文で参照パーティション化は指定できません。

composite_range_partitions
composite_range_partitions句を使用すると、まず、表をレンジ・パーティション化し、
次にそれらのパーティションをレンジ・サブパーティション化、ハッシュ・サブパーティショ
ン化またはリスト・サブパーティション化できます。

コンポジット・レンジ・パーティション化での INTERVAL句のセマンティクスは、レンジ・
パーティション化の場合と同じです。詳細は、16-45 ページの「INTERVAL 句」を参照してく
ださい。

subpartition_by_range、subpartition_by_hash または subpartition_by_list を指定すると、各コ
ンポジット・レンジ・パーティションのサブパーティション化のタイプを指定できます。これ
らの句では、サブパーティション・テンプレートを指定できます。サブパーティション・テン
プレートによって、この文の一部として作成されるサブパーティションまたは後で作成される
サブパーティションのデフォルトのサブパーティション特性が設定されます。

表のサブパーティション化のタイプ、およびオプションでサブパーティション・テンプレート
を設定した後、1 つ以上のレンジ・パーティションを定義する必要があります。

� 非コンポジット・レンジ・パーティションと同じ要件を持つ range_values_clause を指定す
る必要があります。

� table_partition_description を使用すると、各パーティションの物理特性および記憶特性を
定義できます。

� range_partition_descで、range_subpartition_desc、list_subpartition_
descまたは hash_subpartition_descを使用して、パーティションの個々のサブパー
ティションの特性を指定します。これらの句で指定する値は、これらのサブパーティショ
ンについて、subpartition_templateで指定した値にかわるものです。

� ハッシュ・サブパーティション、リスト・サブパーティションまたは LOB サブパーティ
ションに指定できる特性は、TABLESPACEおよび table_compressionのみです。

コンポジット・レンジ・パーティション化の制限事項コンポジット・レンジ・パーティション化の制限事項コンポジット・レンジ・パーティション化の制限事項コンポジット・レンジ・パーティション化の制限事項 : サブパーティション化のタイプにかか
わらず、コンポジット・レンジ・パーティションには次の制限事項があります。

� サブパーティション・レベルで指定できる物理属性は、TABLESPACEおよび表の圧縮のみ
です。

参照参照参照参照 : 参照によるパーティション化の詳細は、『Oracle Database VLDB
およびパーティショニング・ガイド』を参照してください。
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� コンポジット・パーティション化は、索引構成表に対して指定できません。そのため、コ
ンポジット・パーティション表に対して、table_partition_descriptionの
OVERFLOW句は無効です。

composite_list_partitions 
composite_list_partitions句を使用すると、まず、表をリスト・パーティション化し、
次にそれらのパーティションをレンジ・サブパーティション化、ハッシュ・サブパーティショ
ン化またはリスト・サブパーティション化できます。

subpartition_by_range、subpartition_by_hash または subpartition_by_list を指定すると、各コ
ンポジット・リスト・パーティションのサブパーティション化のタイプを指定できます。これ
らの句では、サブパーティション・テンプレートを指定できます。サブパーティション・テン
プレートによって、この文の一部として作成されるサブパーティションおよび後で作成される
サブパーティションのデフォルトのサブパーティション特性が設定されます。

各コンポジット・パーティションのサブパーティション化のタイプを設定し、オプションでサ
ブパーティション・テンプレートを定義した後、1 つ以上のリスト・パーティションを定義す
る必要があります。

� list_partition_descで、非コンポジット・リスト・パーティションと同じ要件を持つ
list_values_clause を指定する必要があります。

� table_partition_description を使用すると、各パーティションの物理特性および記憶特性を
定義できます。

� list_partition_descで、range_subpartition_desc、
list_subpartition_descまたは hash_subpartition_descを使用して、パーティ
ションの個々のサブパーティションの特性を指定します。これらの句で指定する値は、こ
れらのサブパーティションについて、subpartition_templateで指定した値にかわる
ものです。

コンポジット・リスト・パーティション化の制限事項コンポジット・リスト・パーティション化の制限事項コンポジット・リスト・パーティション化の制限事項コンポジット・リスト・パーティション化の制限事項 : コンポジット・リスト・パーティショ
ン化には、16-49 ページの「コンポジット・レンジ・パーティション化の制限事項 :」に示され
ているものと同じ制限事項があります。

subpartition_template subpartition_templateは、レンジ・サブパーティション化、
リスト・サブパーティション化およびハッシュ・サブパーティション化のオプション要素です。
このテンプレートを使用することで、表の各パーティションにデフォルトのサブパーティショ
ンを定義できます。明示的にサブパーティションを定義していないパーティションには、この
デフォルト・サブパーティション特性が作成されます。この句は、対称型パーティションの作
成時に有効です。パーティション・レベルでサブパーティションを明示的に定義すると

（range_subpartition_desc、list_subpartition_descまたは
hash_subpartition_descで指定）、この句を上書きできます。

テンプレートを使用してサブパーティションを定義する場合、各サブパーティションの名前を
指定する必要があります。また、サブパーティション・テンプレートの
partitioning_storage_clauseの LOB_partitioning_clauseを指定する場合、
LOB_segnameを指定する必要があります。

参照参照参照参照 : コンポジット・レンジ・パーティション化の例は、16-68 ページの
「コンポジット・パーティション表の例 :」を参照してください。コンポ
ジット・リスト・パーティション化の例は、『Oracle Database VLDB およ
びパーティショニング・ガイド』を参照してください。
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サブパーティションのテンプレートの制限事項サブパーティションのテンプレートの制限事項サブパーティションのテンプレートの制限事項サブパーティションのテンプレートの制限事項 : サブパーティションのテンプレートには、次
の制限事項があります。

� 1 つの LOB サブパーティションに対して TABLESPACEを指定した場合、次にその LOB 列の
すべての LOB サブパーティションに対して TABLESPACEを指定する必要があります。複
数の LOB サブパーティションに対して同じ表領域を指定できます。

� subpartition_template内で、または個々のサブパーティションを定義するときに、
partitioning_storage_clauseを使用してリスト・サブパーティションに対して異な
る LOB 記憶域を指定した場合、LOB と VARRAY 列の両方に LOB_segnameを指定する必
要があります。

subpartition_by_range 
subpartition_by_range句を使用すると、表の各パーティションをレンジ・サブパーティ
ション化できます。列リストのサブパーティション化はパーティション化キーには関連しませ
んが、同じ制限事項が適用されます（16-45 ページの「column」を参照）。

subpartition_templateを使用して、デフォルトのサブパーティション特性値を指定でき
ます。16-50 ページの「subpartition_template」を参照してください。データベースは、特性を
明示的に指定していないこのパーティションの任意のサブパーティションに対して、これらの
値を使用します。

range_partition_descまたは list_partition_descの range_subpartition_desc
を使用して、各パーティションのレンジ・サブパーティションを個別に定義することもできま
す。subpartition_templateと range_subpartition_descの両方を指定しない場合、
単一の MAXVALUEサブパーティションが作成されます。

subpartition_by_hash
subpartition_by_hash句を使用すると、表の各パーティションをハッシュ・サブパーティ
ション化できます。列リストのサブパーティション化はパーティション化キーには関連しませ
んが、同じ制限事項が適用されます（16-47 ページの「column」を参照）。

subpartition_template句または SUBPARTITIONS integer句を使用すると、サブパー
ティションを定義できます。16-50 ページの「subpartition_template」を参照してください。
どちらの場合も、ロード・バランシングを 適化するには、2 の累乗のパーティション数を指
定する必要があります。

SUBPARTITIONS integerを指定する場合、表の各パーティションにおけるデフォルトのサブ
パーティション数を設定します。また、サブパーティションが格納される 1 つ以上の表領域を
指定することもできます。デフォルト値は 1 です。この句と subpartition_templateの両
方を指定しない場合、1 つのハッシュ・サブパーティションを持つパーティションが作成され
ます。

subpartition_by_list
subpartition_by_list句を使用すると、表の各パーティションを列のリテラル値に基づい
てサブパーティション化できます。リスト・サブパーティション化キー列を 1 つのみ指定でき
ます。

注意注意注意注意 : サブパーティションのテンプレートに対して表領域の記憶域を指
定しても、tableのパーティションに対して明示的に指定した表領域の記
憶域は上書きされません。サブパーティションに対して表領域の記憶域を
指定するには、次のいずれかの操作を実行します。

� パーティション・レベルでの表領域の記憶域を省略し、サブパーティ
ションのテンプレートに対して表領域の記憶域を指定します。

� 固有の表領域の記憶域を持つサブパーティションを個別に定義しま
す。
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subpartition_templateを使用して、デフォルトのサブパーティション特性値を指定でき
ます。16-50 ページの「subpartition_template」を参照してください。データベースは、特性を
明示的に指定していないこのパーティションの任意のサブパーティションに対して、これらの
値を使用します。

range_partition_descまたは list_partition_descの list_subpartition_desc
を使用して、各パーティションのリスト・サブパーティションを個別に定義することもできま
す。subpartition_templateと list_subpartition_descの両方を指定しない場合、単
一の DEFAULTサブパーティションが作成されます。

リスト・サブパーティション化の制限事項リスト・サブパーティション化の制限事項リスト・サブパーティション化の制限事項リスト・サブパーティション化の制限事項 : リスト・サブパーティション化には、16-49 ペー
ジの「コンポジット・レンジ・パーティション化の制限事項 :」に示されているものと同じ制限
事項があります。

コンポジット・パーティションの注意事項コンポジット・パーティションの注意事項コンポジット・パーティションの注意事項コンポジット・パーティションの注意事項 : コンポジット・パーティションには、次の注意事
項があります。

� すべてのサブパーティションについて、range_subpartition_spec、
list_subpartition_spec、individual_hash_subpartsまたは
hash_subparts_by_quantityを使用して、個々のサブパーティション名およびオプ
ションでその他の特性を指定できます。

� または、ハッシュ・サブパーティションおよびリスト・サブパーティションの場合 :

– サブパーティションの数を指定できます。また、サブパーティションが格納される
1 つ以上の表領域を指定することもできます。この場合、SYS_SUBPnという形式でサ
ブパーティション名が割り当てられます。

– サブパーティションの定義を省略すると、サブパーティションのテンプレートが作成
されている場合は、そのテンプレートに基づいてサブパーティションが作成されます。
サブパーティションのテンプレートが作成されていない場合、1 つのハッシュ・サブ
パーティションまたは 1 つのデフォルト・リスト・サブパーティションが作成されま
す。

� すべてのタイプのサブパーティションについて、サブパーティションの定義全体を指定し
ない場合、次のようにサブパーティション名が割り当てられます。

– サブパーティションのテンプレートを指定し、またパーティション名を指定した場合、
「partition_nameアンダースコア（_）subpartition_name」（たとえば、
P1_SUB1）という形式でサブパーティション名が生成されます。

– サブパーティションのテンプレートを指定していない場合、またはサブパーティショ
ンのテンプレートは指定したがパーティション名を指定しなかった場合、SYS_SUBPn
という形式でサブパーティション名が生成されます。

system_partitioning
この句を使用すると、システム・パーティションを作成できます。システム・パーティション
化には、パーティション化キー列もは必要ありません。またシステム・パーティションには、
レンジまたはリスト境界またはハッシュ・アルゴリズムはありません。システム・パーティ
ションは、パーティション化された実表を持つネストした表やドメイン索引記憶表などの依存
表を同一レベルでパーティション化する方法です。

� PARTITION BY SYSTEMのみを指定すると、SYS_Pnという形式のシステム生成の名前で
1 つのパーティションが作成されます。

� PARTITION BY SYSTEM PARTITIONS integerを指定すると、integerで指定した数
（1 から 1024K-1 の範囲）のパーティションが作成されます。

� パーティションの定義は参照パーティションと同じ構文であるため、
reference_partition_descを共有します。reference_partition_desc構文で、
その他のパーティション属性を指定できます。ただし、
table_partition_descriptionで、OVERFLOW句は指定できません。
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システム・パーティション化の制限事項システム・パーティション化の制限事項システム・パーティション化の制限事項システム・パーティション化の制限事項 : システム・パーティション化には、次の制限事項が
あります。

� 索引構成表またはクラスタの一部である表は、システム・パーティション化できません。

� コンポジット・パーティション化は、システム・パーティション化ではサポートされてい
ません。

� システム・パーティションは分割できません。

� CREATE TABLE ...AS SELECT文でシステム・パーティション化は指定できません。

� INSERT INTO ... AS subquery文を使用してシステム・パーティション表にデータを挿入
するには、拡張パーティション構文を使用して、副問合せによって戻された値が挿入され
るパーティションを指定する必要があります。

CACHE | NOCACHE | CACHE READS
CACHE句を使用すると、バッファ・キャッシュ内でのブロックの格納方法を指定できます。
次に、CACHEまたは NOCACHEも指定しない場合の例を示します。

� CREATE TABLE文では、NOCACHEがデフォルトです。

� ALTER TABLE文では、既存の値は変更されません。

CACHE この句は、アクセス頻度の高いデータについて、全表スキャンの実行時に、この表の
ために取り出されたブロックを、バッファ・キャッシュ内の 低使用頻度（LRU）リストの
高使用頻度側に置く場合に指定します。この属性は、小規模な参照表で有効です。

LOB_storage_clauseのパラメータとして CACHEを使用すると、より高速なアクセスのため
に、LOB データ値がバッファ・キャッシュに配置されます。このパラメータは、
logging_clauseと組み合せて評価されます。この句を指定しない場合、BasicFile LOB と
SecureFile LOB の両方のデフォルト値は、NOCACHE LOGGINGです。

CACHE の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : CACHEは、索引構成表に対して指定できません。ただし、索引構成表は
暗黙的に CACHE動作を提供します。

NOCACHE アクセス頻度の低いデータについて、NOCACHE を指定すると、全表スキャンの
実行時にこの表用に取り出されたブロックは、バッファ・キャッシュ内の LRU リストの 低使
用頻度側に置かれます。NOCACHEは、LOB 記憶域のデフォルトです。

LOB_storage_clauseのパラメータとして NOCACHEを使用すると、LOB 値はバッファ・
キャッシュに入りません NOCACHEは、LOB 記憶域のデフォルトです。

NOCACHE の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : NOCACHEは、索引構成表に対して指定できません。

CACHE READS CACHE READSは LOB 記憶域にのみ適用されます。LOB 値が書込み操作中で
はなく読取り操作中にバッファ・キャッシュに入れられることを指定します。

logging_clause この句を使用すると、データ・ブロックの記憶域を記録するかどうかを指定
できます。

参照参照参照参照 : システム・パーティション化の使用の詳細は、『Oracle Database
データ・カートリッジ開発者ガイド』を参照してください。また、2-106
ページの「パーティション表と索引の参照」を参照してください。

参照参照参照参照 : データベースによる 低使用頻度（LRU）リストの保持の詳細は、
『Oracle Database 概要』を参照してください。

参照参照参照参照 : logging_clauseを LOB_parametersの一部として指定した場
合については、8-34 ページの「logging_clause」を参照してください。
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parallel_clause
parallel_clauseを使用すると、表をパラレル作成した後、問合せおよび DML の INSERT、
UPDATE、DELETEおよび MERGEに対するデフォルトの並列度を設定できます。

NOPARALLEL NOPARALLELを指定すると、シリアル実行が行われます。これはデフォルト
です。

PARALLEL  PARALLELを指定すると、並列度を選択できます。並列度は、すべての関係する
インスタンスで使用可能な CPU の数に、初期化パラメータ PARALLEL_THREADS_PER_CPUの
値を掛けたものです。

PARALLEL integer integerには、パラレル操作で使用するパラレル・スレッド数である並並並並
列度列度列度列度を指定します。各パラレル・スレッドは、1、2 個のパラレル実行サーバーを使用します。
通常、 適な並列度が計算されるため、integerに値を指定する必要はありません。

NOROWDEPENDENCIES | ROWDEPENDENCIES
表が行レベル依存の追跡行レベル依存の追跡行レベル依存の追跡行レベル依存の追跡を使用するかどうかを指定できます。この機能を使用すると、表の各
行は、行を変更した 後のトランザクションのコミット時刻以降を示すシステム変更番号

（SCN）を持つことになります。この設定は、表の作成後に変更できません。

ROWDEPENDENCIES ROWDEPENDENCIESを指定すると、行レベル依存の追跡を有効にでき
ます。この設定は、主にレプリケーション環境でパラレル伝播を許可する場合に便利です。
各行につきサイズが 6 バイト増えます。

NOROWDEPENDENCIES NOROWDEPENDENCIESを指定すると、行レベル依存の追跡機能を
無効にできます。これはデフォルトです。

enable_disable_clause
enable_disable_clauseを使用すると、制約が適用されるかどうかを指定できます。
デフォルトでは、制約は ENABLE VALIDATE状態で作成されます。

制約を使用可能および使用禁止にする場合の制限事項制約を使用可能および使用禁止にする場合の制限事項制約を使用可能および使用禁止にする場合の制限事項制約を使用可能および使用禁止にする場合の制限事項 : 制約を使用可能および使用禁止にする
処理には、次の制限事項があります。

� 整合性制約を使用可能または使用禁止にする場合、この文または前の文に制約を定義する
必要があります。

� 参照された一意キー制約または主キー制約が使用可能でない場合は、外部キー制約を使用
可能にできません。

� using_index_clauseの index_properties句で、INDEXTYPE IS ... 句は制約の定義
において有効ではありません。

注意注意注意注意 : parallel_clause構文は、以前のリリースの構文にかわるもの
です。以前のリリースの構文は下位互換用にサポートされていますが、動
作がわずかに異なることがあります。

参照参照参照参照 : この句の詳細は、8-37 ページの「parallel_clause」を参照してくだ
さい。

参照参照参照参照 : レプリケーション環境での行レベル依存の追跡の使用については、
『Oracle Database アドバンスト・レプリケーション』を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : 制約の詳細は、8-4 ページの「constraint」を参照してください。
また、16-62 ページの「ENABLE VALIDATE の例 :」および 16-62 ページ
の「DISABLE の例 :」も参照してください。
16-54 Oracle Database SQL 言語リファレンス



CREATE TABLE
ENABLE 句句句句 この句を使用すると、表のデータに制約を適用できます。この句の詳細は、8-14
ページの制約に関する項目の「ENABLE 句」を参照してください。

DISABLE 句句句句 この句を使用すると、整合性制約を使用禁止にできます。この句の詳細は、8-15
ページの制約に関する項目の「DISABLE 句」を参照してください。

UNIQUE UNIQUE句を使用すると、指定された列または列の組合せに定義された一意制約を
使用可能または使用禁止にできます。

PRIMARY KEY PRIMARY KEY句を使用すると、表に対して定義された主キー制約を使用可能
または使用禁止にできます。

CONSTRAINT CONSTRAINT句を使用すると、constraintに指定する整合性制約を使用可
能または使用禁止にできます。

KEEP | DROP INDEX この句を使用すると、一意キー制約または主キー制約を適用するため
に使用される索引を保持するかまたは削除するかを指定できます。

索引の保持と削除の制限事項索引の保持と削除の制限事項索引の保持と削除の制限事項索引の保持と削除の制限事項 : 一意キー制約または主キー制約が使用禁止の場合にのみ、この
句を指定できます。

using_index_clause using_index_clauseを使用すると、一意キー制約または主キー制
約を適用するために使用される索引を指定または作成することができます。この句の詳細は、
8-15 ページの制約に関する項目の「using_index_clause」を参照してください。

CASCADE CASCADEを指定すると、指定した整合性制約に依存する整合性制約を使用禁止に
できます。参照整合性制約を構成する主キーまたは一意キーを使用禁止にする場合、この句を
指定します。

CASCADE の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : DISABLEを指定した場合のみ、CASCADEを指定できます。

row_movement_clause
row_movement_clauseを使用すると、表の行が移動されるかどうかを指定できます。表の圧
縮時や、パーティション・データの更新操作時などに、行を移動できます。

� ENABLEを指定すると、行の移動を許可できます。このとき、ROWID は変更されます。

� DISABLEを指定すると、行の移動を禁止できます。このとき、ROWID は変更されません。

参照参照参照参照 :

� index_attributes、global_partitioned_index および
local_partitioned_index 句の詳細、および索引に関連する NOSORTと
logging_clauseの詳細は、14-50 ページの「CREATE INDEX」を
参照してください。

� using_index_clause、主キー制約および一意制約の詳細は、8-4
ページの「constraint」を参照してください。

� 索引を使用した制約の適用例は、8-23 ページの「明示的な索引の制御
例」を参照してください。

注意注意注意注意 : データ・アクセスで静的な ROWID が必要な場合は、行移動を有
効にしないでください。通常の表（ヒープ構成表）の場合は、行を移動す
ると、その行の ROWID が変更されます。索引構成表での行の移動の場合
は、論理 ROWID の物理推測コンポーネントは不正確になりますが、論理
ROWID は有効のままです。
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この句を省略すると、行移動は使用禁止になります。

行の移動の制限事項行の移動の制限事項行の移動の制限事項行の移動の制限事項 : この句は、非パーティション索引構成表に対して指定できません。

flashback_archive_clause 
この句を指定するには、指定されたフラッシュバック・データ・アーカイブに対する
FLASHBACK ARCHIVEオブジェクト権限が必要です。この句を使用すると、表の履歴追跡を有
効または無効にできます。

� 表の追跡を有効にするには、FLASHBACK ARCHIVEを指定します。flashback_archive
を指定すると、この表に特定のフラッシュバック・データ・アーカイブを指定できます。
指定するフラッシュバック・データ・アーカイブは、すでに存在している必要があります。

flashback_archiveを省略すると、システムに対して指定されているデフォルトのフ
ラッシュバック・データ・アーカイブが使用されます。システムにデフォルトのフラッ
シュバック・データ・アーカイブが指定されていない場合は、flashback_archiveを指
定する必要があります。

� 表の追跡を無効にするには、NO FLASHBACK ARCHIVEを指定します。これはデフォルトで
す。

flashback_archive_clause の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : フラッシュバック・データ・アーカイブには、次の
制限事項があります。

� この句は、ネストした表、クラスタ化表、一時表、リモート表または外部表に対しては指
定できません。

� この句を指定する表には、LONG列またはネストした表の列を含めることはできません。

� この句を指定した後でエクスポート・ユーティリティ、インポート・ユーティリティまた
はトランスポータブル表領域機能を使用して表を別のデータベースにコピーすると、コ
ピー先の表では追跡は有効にならず、元の表のアーカイブ・データは使用できません。

AS subquery
副問合せを指定して表の内容を定義します。表の作成時に、副問合せの結果として戻された行
を表の中に挿入します。

オブジェクト表の場合、subqueryには表の型に対応する 1 つの式、または表の型の 上位属
性の数のどちらかを設定できます。詳細は、19-4 ページの「SELECT」を参照してください。

subqueryが、既存のマテリアライズド・ビューと部分的または完全に同じビューを戻す場合、
subqueryに指定された 1 つ以上の表のかわりにマテリアライズド・ビューがクエリー・リラ
イトに使用されることがあります。

参照参照参照参照 :

� フラッシュバック・データ・アーカイブの使用方法の概要は、
『Oracle Database アドバンスト・アプリケーション開発者ガイド』を
参照してください。

� フラッシュバック・データ・アーカイブの割当て制限属性と保存属性
の変更およびフラッシュバック・データ・アーカイブにおける表領域
の記憶域の追加と変更の詳細は、10-60 ページの「ALTER 
FLASHBACK ARCHIVE」を参照してください。

参照参照参照参照 : マテリアライズド・ビューおよびクエリー・リライトの詳細は、
『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。
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データ型およびデータ長は、副問合せから導出されます。整合性制約や、その他の列および表
の属性には次の規則が適用されます。

� 副問合せで、列を含む式ではなく列を選択した場合、選択した表の列に NOT NULL制約が
明示的に作成されていると、新しい表の対応する列にも NOT NULL制約が自動的に定義さ
れます。制約に違反する行がある場合、表は作成されずエラーが戻されます。

� 選択した表の列に暗黙的に作成された NOT NULL制約（たとえば、主キー）は、新しい表
には引き継がれません。

� 主キー、一意キー、外部キー、CHECK 制約、パーティション化条件、索引および列のデ
フォルト値は、新しい表に引き継がれません。

� 選択した表がパーティション化されている場合、新しい表を同じ方法でパーティション化
するか、別の方法でパーティション化するか、またはパーティション化しないかを選択で
きます。パーティション化は、新しい表に引き継がれません。AS subquery句の前に、
CREATE TABLE文の一部として、必要なパーティション化を指定します。

subquery内のすべての式が、式ではなく列の場合、表定義から列を完全に省略できます。
この場合、表の列名は subqueryの列の名前と同じになります。

TO_LOBファンクションと組み合せて subqueryを使用すると、別の表の LONG列の値を、作
成する表の列の LOB 値に変換できます。

parallel_clause この文で parallel_clauseを指定した場合、INITIAL記憶域パラメータ
に対して指定する値は無視され、かわりに NEXTパラメータの値が使用されます。

ORDER BY ORDER BY句を使用すると、副問合せによって戻される行の順序付けを行うこと
ができます。

この句を CREATE TABLEで指定した場合、この句が表全体にわたるデータを順序付けるとはか
ぎりません。たとえば、パーティション間での順序付けは行われません。同じキーの索引を
ORDER BYキー列として作成する場合に、この句を指定します。Oracle Database は、ORDER BY
キーのデータをクラスタ化し、索引キーに対応させます。

表を定義する問合せの制限事項表を定義する問合せの制限事項表を定義する問合せの制限事項表を定義する問合せの制限事項 : 表問合せには、次の制限事項があります。

� 表中の列数は、副問合せ中の式の数と同じである必要があります。

� 列定義では、列名、デフォルト値および整合性制約のみを指定できます。データ型は指定
できません。

� AS subqueryを含む CREATE TABLE文には、外部キー制約を定義できません。そのかわり
に、制約を指定せずに表を作成し、後で ALTER TABLE文を使用してその制約を追加でき
ます。

参照参照参照参照 :

� LONGデータを LOB にコピーする理由およびタイミングについては、
『Oracle Database SecureFiles およびラージ・オブジェクト開発者ガイ
ド』を参照してください。

� TO_LOBファンクションの使用方法については、5-5 ページの「変換
ファンクション」を参照してください。

� order_by_clauseの詳細は、19-4 ページの「SELECT」を参照して
ください。

参照参照参照参照 : これらのパラメータの詳細は、8-41 ページの「storage_clause」を
参照してください。
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object_table 
OF句を使用すると、明示的に object_type型のオブジェクト表オブジェクト表オブジェクト表オブジェクト表を作成できます。オブジェク
ト表の各列は、object_type型の 上位の属性に対応します。各行には、オブジェクト・イ
ンスタンスが入り、また各インスタンスには、行の挿入時に一意のシステム生成オブジェクト
識別子が割り当てられます。schemaを省略した場合、自分のスキーマ内にオブジェクト表が
作成されます。

オブジェクト表、XMLType表、オブジェクト・ビューおよび XMLTypeビューには、列名は付
けられません。そのため、システム生成疑似列 OBJECT_IDが定義されます。問合せでこの列
名を使用し、WITH OBJECT IDENTIFIER句を指定して、オブジェクト・ビューを作成できま
す。

object_table_substitution 
object_table_substitution句を使用すると、サブタイプに対応する行オブジェクトの、
このオブジェクト表への挿入を許可するかどうかを指定できます。

NOT SUBSTITUTABLE AT ALL LEVELS NOT SUBSTITUTABLE AT ALL LEVELSを指定する
と、作成するオブジェクト表は置換できなくなります。また、置換は、すべての埋込みオブ
ジェクト属性および埋込みのネストした表と配列の要素には使用禁止です。デフォルトは、
SUBSTITUTABLE AT ALL LEVELSです。

object_properties
オブジェクト表のプロパティは、基本的にリレーショナル表と同じです。ただし、列を指定す
るかわりに、オブジェクトの属性を指定します。

attributeには、オブジェクト内の項目の修飾した列名を指定します。

oid_clause
oid_clauseを使用すると、オブジェクト表のオブジェクト識別子がシステム生成されるか、
表の主キーを基に作成されるかを指定できます。デフォルトは SYSTEM GENERATEDです。

oid_clause の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� 主キー制約を表に指定していないと、OBJECT IDENTIFIER IS PRIMARY KEYは指定でき
ません。

� この句は、ネストした表には指定できません。

参照参照参照参照 : 「オブジェクト列と表の例」（16-69 ページ）

参照参照参照参照 :

� オブジェクト型の作成の詳細は、17-3 ページの「CREATE TYPE」を
参照してください。

� REF型の使用の詳細は、2-29 ページの「ユーザー定義型」、5-249 ペー
ジの「ユーザー定義ファンクション」、6-2 ページの「SQL 式」、17-3
ページの「CREATE TYPE」および『Oracle Database オブジェクト・
リレーショナル開発者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : 主キー・オブジェクト識別子はローカルで一意ですが、グローバ
ルで一意であるとはかぎりません。グローバルで一意の識別子が必要な場
合は、主キーがグローバルで一意であることを確認してください。
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oid_index_clause
この句は、oid_clauseを SYSTEM GENERATEDとして指定している場合のみに適用されます。
非表示のオブジェクト識別子列に索引を指定します。また、任意に記憶特性を指定します。

indexには、非表示のシステム生成オブジェクト識別子列の索引の名前を指定します。index
を省略すると、名前が生成されます。

physical_properties およびおよびおよびおよび table_properties
これらの句のセマンティクスについては、リレーショナル表の対応する項を参照してください。
16-30 ページの「physical_properties」および 16-36 ページの「table_properties」を参照してく
ださい。

XMLType_table 
XMLType_table構文を使用すると、XMLTypeデータ型の表を作成できます。XMLType表の
作成に使用されるほとんどの句のセマンティクスは、オブジェクト表のセマンティクスと同じ
です。この項では、XMLType表固有の句について説明します。

オブジェクト表、XMLType表、オブジェクト・ビューおよび XMLTypeビューには、列名は付
けられません。そのため、システム生成疑似列 OBJECT_IDが定義されます。問合せでこの列
名を使用し、WITH OBJECT IDENTIFIER句を指定して、オブジェクト・ビューを作成できま
す。

XMLType_virtual_columns
この句は、バイナリ XML 記憶域の XMLType表に対してのみ有効です。この記憶域は、
XMLType_storage_clauseで指定します。VIRTUAL COLUMNS句を指定して、仮想列を定義
します。仮想列は、ファンクション索引または制約の定義で使用できます。そのような仮想列
には表の作成時には制約を定義できませんが、その後、ALTER TABLE文を使用して制約を列に
追加できます。

XMLSchema_spec
この句を使用すると、単一の登録済 XMLSchema または複数のスキーマ（XMLSCHEMA句で登
録するか ELEMENT句の一部として登録）の URL および XML 要素名を指定できます。BINARY 
XML記憶域を指定した場合のみ複数のスキーマを使用できます。

XMLSchema の URL は省略可能ですが、要素は必ず指定します。XMLSchema の URL を指定
する場合は、DBMS_XMLSCHEMAパッケージを使用して XMLSchema をあらかじめ登録してお
く必要があります。

オプションの ALLOW | DISALLOW句は、BINARY XML記憶域を指定した場合にのみ有効です。

� ALLOW ANYSCHEMAを指定すると、スキーマ・ベースの任意のドキュメントを XMLType 列
に格納できます。

� ALLOW NONSCHEMAを指定すると、スキーマ・ベース以外のドキュメントを XMLType 列に
格納できます。

� DISALLOW NONSCHEMAを指定すると、スキーマ・ベース以外のドキュメントは XMLType
列に格納できません。

参照参照参照参照 : XML 環境でこの句を使用する方法の例は、『Oracle XML DB 開発
者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� DBMS_XMLSCHEMAパッケージの詳細は、『Oracle Database PL/SQL
パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を参照して
ください。

� XML データの作成方法および使用方法の詳細は、『Oracle XML DB 開
発者ガイド』を参照してください。

� 「XMLType 表の例 :」（16-64 ページ）
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例例例例 

一般的な例一般的な例一般的な例一般的な例

次の文は、人事情報のサンプル・スキーマ（hr）が所有する employees表を定義します。
テスト・データベースでこの例を使用できるように、表および制約には不確定な名前が指定さ
れています。

CREATE TABLE employees_demo
    ( employee_id    NUMBER(6)
    , first_name     VARCHAR2(20)
    , last_name      VARCHAR2(25) 
         CONSTRAINT emp_last_name_nn_demo NOT NULL
    , email          VARCHAR2(25) 
         CONSTRAINT emp_email_nn_demo     NOT NULL
    , phone_number   VARCHAR2(20)
    , hire_date      DATE  DEFAULT SYSDATE 
         CONSTRAINT emp_hire_date_nn_demo  NOT NULL
    , job_id         VARCHAR2(10)
       CONSTRAINT     emp_job_nn_demo  NOT NULL
    , salary         NUMBER(8,2)
       CONSTRAINT     emp_salary_nn_demo  NOT NULL
    , commission_pct NUMBER(2,2)
    , manager_id     NUMBER(6)
    , department_id  NUMBER(4)
    , dn             VARCHAR2(300)
    , CONSTRAINT     emp_salary_min_demo
                     CHECK (salary > 0) 
    , CONSTRAINT     emp_email_uk_demo
                     UNIQUE (email)
    ) ;

この表は 12 列で構成されます。employee_id列は、NUMBERデータ型です。hire_date列
は、データ型が DATE、デフォルト値が SYSDATEです。last_name列は、VARCHAR2型で、
NOT NULL制約があります。他の列については省略します。

記憶域の例記憶域の例記憶域の例記憶域の例 : 次の文は、記憶域の容量が小さく、割当てに制限のある example表領域の中に
サンプル表 employees_demoを定義します。

CREATE TABLE employees_demo
    ( employee_id    NUMBER(6)
    , first_name     VARCHAR2(20)
    , last_name      VARCHAR2(25) 
         CONSTRAINT emp_last_name_nn_demo NOT NULL
    , email          VARCHAR2(25) 
         CONSTRAINT emp_email_nn_demo     NOT NULL
    , phone_number   VARCHAR2(20)
    , hire_date      DATE  DEFAULT SYSDATE 
         CONSTRAINT emp_hire_date_nn_demo  NOT NULL
    , job_id         VARCHAR2(10)
       CONSTRAINT     emp_job_nn_demo  NOT NULL
    , salary         NUMBER(8,2)
       CONSTRAINT     emp_salary_nn_demo  NOT NULL
    , commission_pct NUMBER(2,2)
    , manager_id     NUMBER(6)
    , department_id  NUMBER(4)
    , dn             VARCHAR2(300)
    , CONSTRAINT     emp_salary_min_demo
                     CHECK (salary > 0) 
    , CONSTRAINT     emp_email_uk_demo
                     UNIQUE (email)
    ) 
   TABLESPACE example 
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   STORAGE (INITIAL     6144  
            NEXT        6144 
            MINEXTENTS     1  
            MAXEXTENTS     5 ); 

一時表の例一時表の例一時表の例一時表の例 : 次の文は、販売員が使用するサンプル・データベースの一時表 today_sales
を作成します。各販売員のセッションは、自身のその日の販売データを表に格納します。一時
的なデータは、セッションの終わりに削除されます。

CREATE GLOBAL TEMPORARY TABLE today_sales
   ON COMMIT PRESERVE ROWS 
   AS SELECT * FROM orders WHERE order_date = SYSDATE;

置換可能な表および列のサンプル置換可能な表および列のサンプル置換可能な表および列のサンプル置換可能な表および列のサンプル : 次の文は、置換可能な表を作成するために使用可能な型の
階層を作成します。employee_t型は、person_t型から nameおよび ssn属性を継承し、
department_idおよび salary属性を追加しています。part_time_emp_t型は、
employee_tおよび（employee_tを介して）person_tからすべての属性を継承し、
num_hrs属性を追加しています。part_time_emp_tはデフォルトで 終型であるため、そ
のサブタイプを作成できません。

CREATE TYPE person_t AS OBJECT (name VARCHAR2(100), ssn NUMBER) 
   NOT FINAL;
/

CREATE TYPE employee_t UNDER person_t 
   (department_id NUMBER, salary NUMBER) NOT FINAL;
/

CREATE TYPE part_time_emp_t UNDER employee_t (num_hrs NUMBER);
/

次の文は、person_t型から置換可能な表を作成します。

CREATE TABLE persons OF person_t;

次の文は、person_t型の置換可能な列で表を作成します。

CREATE TABLE books (title VARCHAR2(100), author person_t);

personsまたは booksに挿入するときに、person_tまたはそのサブタイプの属性に対する
値を指定できます。挿入文の例は、18-65 ページの「置換可能な表および列への挿入例 :」を参
照してください。

組込みファンクションおよび条件を使用して、このような表からデータを抽出することができ
ます。その例は、5-215 ページの「TREAT」、5-191 ページの「SYS_TYPEID」および 7-23 ペー
ジの「IS OF type 条件」を参照してください。

PARALLEL の例の例の例の例 : 次の文は、 適な数のパラレル実行サーバーを使用する表を作成して、
employeesをスキャンし、dept_80に移入します。

CREATE TABLE dept_80
   PARALLEL
   AS SELECT * FROM employees
   WHERE department_id = 80;

パラレル化を使用することによって、表を作成するためにパラレル実行サーバーが使用される
ため、表作成が高速化されます。表が作成された後、表へのアクセスに表作成と同じ並列度が
使用されるため、表の問合せも高速化します。
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NOPARALLEL の例の例の例の例 : 次の文は、同じ表をシリアルで作成します。後続の DML および表の問
合せもシリアルで実行されます。

CREATE TABLE dept_80
   AS SELECT * FROM employees
   WHERE department_id = 80;

ENABLE VALIDATE の例の例の例の例 : 次の文は、サンプル表 departments_demoを作成します。この
例では、NOT NULL制約が定義され、ENABLE VALIDATE状態に置かれます。テスト・データ
ベースでこの例を使用できるように、表には不確定な名前が指定されています。

CREATE TABLE departments_demo
    ( department_id    NUMBER(4)
    , department_name  VARCHAR2(30)
           CONSTRAINT  dept_name_nn  NOT NULL
    , manager_id       NUMBER(6)
    , location_id      NUMBER(4)
    , dn               VARCHAR2(300)
    ) ;

DISABLE の例の例の例の例 : 次の文は、同じ departments_demo表を作成しますが、使用禁止の主キー
制約も定義します。

CREATE TABLE departments_demo
    ( department_id    NUMBER(4)   PRIMARY KEY DISABLE
    , department_name  VARCHAR2(30)
           CONSTRAINT  dept_name_nn  NOT NULL
    , manager_id       NUMBER(6)
    , location_id      NUMBER(4)
    , dn               VARCHAR2(300)
    ) ;

ネストした表の例ネストした表の例ネストした表の例ネストした表の例 : 次の文は、ネストした表の列 ad_textdocs_ntabを使用してサンプル
表 pm.print_mediaを作成します。

CREATE TABLE print_media
    ( product_id        NUMBER(6)
    , ad_id             NUMBER(6)
    , ad_composite      BLOB
    , ad_sourcetext     CLOB
    , ad_finaltext      CLOB
    , ad_fltextn        NCLOB
    , ad_textdocs_ntab  textdoc_tab
    , ad_photo          BLOB
    , ad_graphic        BFILE
    , ad_header         adheader_typ
    ) NESTED TABLE ad_textdocs_ntab STORE AS textdocs_nestedtab;

マルチレベル・コレクションの例マルチレベル・コレクションの例マルチレベル・コレクションの例マルチレベル・コレクションの例 : 次の例では、アカウント・マネージャが 2 つのレベルのネ
ストした表を使用して顧客の表を作成します。

CREATE TYPE phone AS OBJECT (telephone NUMBER);
/
CREATE TYPE phone_list AS TABLE OF phone;
/
CREATE TYPE my_customers AS OBJECT (
   cust_name VARCHAR2(25),
   phones phone_list);
/
CREATE TYPE customer_list AS TABLE OF my_customers;
/
CREATE TABLE business_contacts (
   company_name VARCHAR2(25),
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   company_reps customer_list)
   NESTED TABLE company_reps STORE AS outer_ntab
   (NESTED TABLE phones STORE AS inner_ntab);

前述の例を次のように使用した場合、内部のネストした表に列または属性名がない場合に
COLUMN_VALUEキーワードが使用されます。

CREATE TYPE phone AS TABLE OF NUMBER;    
/
CREATE TYPE phone_list AS TABLE OF phone;
/
CREATE TABLE my_customers (
   name VARCHAR2(25),
   phone_numbers phone_list)
   NESTED TABLE phone_numbers STORE AS outer_ntab
   (NESTED TABLE COLUMN_VALUE STORE AS inner_ntab);

LOB 列の例列の例列の例列の例 : 次の文は、LOB 記憶特性を追加して pm.print_mediaを作成します。

CREATE TABLE print_media_new
    ( product_id        NUMBER(6)
    , ad_id             NUMBER(6)
    , ad_composite      BLOB
    , ad_sourcetext     CLOB
    , ad_finaltext      CLOB
    , ad_fltextn        NCLOB
    , ad_textdocs_ntab  textdoc_tab
    , ad_photo          BLOB
    , ad_graphic        BFILE
    , ad_header         adheader_typ
    , press_release     LONG
    ) NESTED TABLE ad_textdocs_ntab STORE AS textdocs_nestedtab_new
    LOB (ad_sourcetext, ad_finaltext) STORE AS
      (TABLESPACE example
       STORAGE (INITIAL 6144 NEXT 6144)
       CHUNK 4000
       NOCACHE LOGGING);

この例では、CHUNKの値を 4096（2048 のブロック・サイズの近似倍数）まで切り上げます。

索引構成表の例索引構成表の例索引構成表の例索引構成表の例 : 次の文は、索引を構成したサンプル表 hr.countriesを作成します。

CREATE TABLE countries_demo
    ( country_id      CHAR(2)
      CONSTRAINT country_id_nn_demo NOT NULL
    , country_name    VARCHAR2(40)
    , currency_name   VARCHAR2(25)
    , currency_symbol VARCHAR2(3)
    , region          VARCHAR2(15)
    , CONSTRAINT    country_c_id_pk_demo
                    PRIMARY KEY (country_id ) )
    ORGANIZATION INDEX 
    INCLUDING   country_name 
    PCTTHRESHOLD 2 
    STORAGE 
     ( INITIAL  4K 
      NEXT  2K 
      PCTINCREASE 0 
      MINEXTENTS 1 
      MAXEXTENTS 1 ) 
   OVERFLOW 
    STORAGE 
      ( INITIAL  4K 
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        NEXT  2K 
        PCTINCREASE 0 
        MINEXTENTS 1 
        MAXEXTENTS 1 ); 

外部表の例外部表の例外部表の例外部表の例 : 次の文は、サンプル表 hr.departmentsのサブセットを示す外部表を作成しま
す。opaque_format_specはイタリック体で示しています。ORACLE_LOADERアクセス・ド
ライバの詳細および opaque_format_specへの値の指定方法については、『Oracle Database
ユーティリティ』を参照してください。

CREATE TABLE dept_external (
   deptno     NUMBER(6),
   dname      VARCHAR2(20),
   loc        VARCHAR2(25) 
)
ORGANIZATION EXTERNAL
(TYPE oracle_loader
 DEFAULT DIRECTORY admin
 ACCESS PARAMETERS
 (
  RECORDS DELIMITED BY newline
  BADFILE 'ulcase1.bad'
  DISCARDFILE 'ulcase1.dis'
  LOGFILE 'ulcase1.log'
  SKIP 20
  FIELDS TERMINATED BY ","  OPTIONALLY ENCLOSED BY '"'
  (
   deptno     INTEGER EXTERNAL(6),
   dname      CHAR(20),
   loc        CHAR(25)
  )
 )
 LOCATION ('ulcase1.ctl')
)
REJECT LIMIT UNLIMITED;

XMLType の例の例の例の例

この項では、XMLType表または XMLType列の作成例について説明します。この例の詳細は、
E-8 ページの「SQL 文での XML の使用方法」を参照してください。

XMLType 表の例表の例表の例表の例 : 次の例は、暗黙的に CLOB列を 1 列のみ持つ非常に単純な XMLType表を
作成します。

CREATE TABLE xwarehouses OF XMLTYPE;

データは暗黙的に CLOB列に格納されるため、LOB 列に対するすべての制限事項が適用されま
す。これらの制限事項を回避するには、次の例で示すとおり XMLSchema ベースの表を作成し
ます。XMLSchema は事前に作成しておく必要があります（詳細は、E-8 ページの「SQL 文で
の XML の使用方法」を参照してください）。

CREATE TABLE xwarehouses OF XMLTYPE
   XMLSCHEMA "http://www.example.com/xwarehouses.xsd"
   ELEMENT "Warehouse";

XMLSchema ベースの表に制約を定義したり、索引を作成できるため、後続の問合せのパ
フォーマンスが大幅に向上します。XMLType表にオブジェクト・リレーショナル・ビューを作
成することも、オブジェクト・リレーショナル表に XMLTypeビューを作成することもできま
す。

参照参照参照参照 : adminディレクトリの作成方法は、14-39 ページの「ディレクト
リの作成例 :」を参照してください。
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CREATE TABLE
XMLType 列の例列の例列の例列の例 : 次の文は、XMLType列を持つ表を作成し、CLOBとして格納します。この
表では XMLSchema が必要ないため、コンテンツ構造は事前に定義しません。

CREATE TABLE xwarehouses (
   warehouse_id        NUMBER,
   warehouse_spec      XMLTYPE)
   XMLTYPE warehouse_spec STORE AS CLOB
   (TABLESPACE example
    STORAGE (INITIAL 6144 NEXT 6144)
    CHUNK 4000
    NOCACHE LOGGING);

次の例は、同様の表を作成しますが、オブジェクト・リレーショナル XMLType列に XMLType
データを格納します。この列の構造は、指定したスキーマによって判断されます。

CREATE TABLE xwarehouses (
   warehouse_id    NUMBER,
   warehouse_spec  XMLTYPE)
   XMLTYPE warehouse_spec STORE AS OBJECT RELATIONAL
      XMLSCHEMA "http://www.example.com/xwarehouses.xsd"
      ELEMENT "Warehouse";

次の例は、SecureFile CLOBとして格納された XMLType列を持つ別の同様の表を作成します。
この表では XMLSchema が必要ないため、コンテンツ構造は事前に定義しません。SecureFile 
LOB には自動セグメント領域管理が行われる表領域が必要であるため、この例は 16-84 ページ
の「表領域に対してセグメント領域管理を指定する場合の例 :」で作成される表領域を使用しま
す。

CREATE TABLE xwarehouses (
  warehouse_id   NUMBER,
  warehouse_spec XMLTYPE)
  XMLTYPE        warehouse_spec STORE AS SECUREFILE CLOB
  (TABLESPACE auto_seg_ts
  STORAGE (INITIAL 6144 NEXT 6144)
  CACHE);

パーティション化の例パーティション化の例パーティション化の例パーティション化の例

レンジ・パーティション化の例レンジ・パーティション化の例レンジ・パーティション化の例レンジ・パーティション化の例 : サンプル・スキーマ shの sales表は、レンジでパーティ
ション化されています。次の例では、簡略化した sales表を作成します。この例では、制約お
よび記憶域要素は省略されています。

CREATE TABLE range_sales
    ( prod_id        NUMBER(6)
    , cust_id        NUMBER
    , time_id        DATE
    , channel_id     CHAR(1)
    , promo_id       NUMBER(6)
    , quantity_sold  NUMBER(3)
    , amount_sold         NUMBER(10,2)
    ) 
PARTITION BY RANGE (time_id)
  (PARTITION SALES_Q1_1998 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-APR-1998','DD-MON-YYYY')),

参照参照参照参照 :

� 制約の追加例は、E-8 ページの「SQL 文での XML の使用方法」を参照
してください。

� 索引の作成例は、14-68 ページの「XMLType 表の索引の作成例 :」を参
照してください。

� XMLTypeビューの作成例は、17-22 ページの「XMLType ビューの作成
例 :」を参照してください。
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CREATE TABLE
   PARTITION SALES_Q2_1998 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-JUL-1998','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q3_1998 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-OCT-1998','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q4_1998 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-JAN-1999','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q1_1999 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-APR-1999','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q2_1999 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-JUL-1999','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q3_1999 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-OCT-1999','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q4_1999 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-JAN-2000','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q1_2000 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-APR-2000','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q2_2000 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-JUL-2000','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q3_2000 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-OCT-2000','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q4_2000 VALUES LESS THAN (MAXVALUE))
;
パーティション表のメンテナンス操作については、『Oracle Database VLDB およびパーティ
ショニング・ガイド』を参照してください。

時間隔パーティションの例時間隔パーティションの例時間隔パーティションの例時間隔パーティションの例 : 次の例は、credit_limit列の期間によってパーティション化
される oe.customers表を作成します。遷移ポイントを設定するために 1 つのレンジ・パー
ティションが作成されます。表内の元のデータはすべてレンジ・パーティションの境界内にあ
ります。次に、レンジ・パーティションを超えるデータが追加され、新しい時間隔パーティ
ションが作成されます。

CREATE TABLE customers_demo (
  customer_id number(6),
  cust_first_name varchar2(20),
  cust_last_name varchar2(20),
  credit_limit number(9,2))
PARTITION BY RANGE (credit_limit)
INTERVAL (1000)
(PARTITION p1 VALUES LESS THAN (5001));
 
INSERT INTO customers_demo
  (customer_id, cust_first_name, cust_last_name, credit_limit)
  (select customer_id, cust_first_name, cust_last_name, credit_limit
  from customers);

USER_TAB_PARTITIONSデータ・ディクショナリ・ビューを問い合せてから、時間隔パーティ
ションが作成されます。

SELECT partition_name, high_value FROM user_tab_partitions
  WHERE table_name = 'CUSTOMERS_DEMO';

PARTITION_NAME                 HIGH_VALUE
------------------------------ ---------------
P1                             5001
 
レンジ・パーティションの上限を超えるデータを表に挿入します。

INSERT INTO customers_demo
  VALUES (699, 'Fred', 'Flintstone', 5500);

挿入後に USER_TAB_PARTITIONSビューを再度問い合せ、挿入されたデータを格納するため
に作成された時間隔パーティションのシステム生成名を確認します。（システム生成名はセッ
ションごとに異なります。）

SELECT partition_name, high_value FROM user_tab_partitions
  WHERE table_name = 'CUSTOMERS_DEMO'
  ORDER BY partition_name;

PARTITION_NAME                 HIGH_VALUE
------------------------------ ---------------
P1                             5001
SYS_P44                        6001
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CREATE TABLE
リスト・パーティション化の例リスト・パーティション化の例リスト・パーティション化の例リスト・パーティション化の例 : 次の文は、サンプル表 oe.customersをリスト・パーティ
ション表として作成します。この例では、サンプル表の一部の列およびすべての制約は省略さ
れています。

CREATE TABLE list_customers 
   ( customer_id             NUMBER(6)
   , cust_first_name         VARCHAR2(20) 
   , cust_last_name          VARCHAR2(20)
   , cust_address            CUST_ADDRESS_TYP
   , nls_territory           VARCHAR2(30)
   , cust_email              VARCHAR2(30))
   PARTITION BY LIST (nls_territory) (
   PARTITION asia VALUES ('CHINA', 'THAILAND'),
   PARTITION europe VALUES ('GERMANY', 'ITALY', 'SWITZERLAND'),
   PARTITION west VALUES ('AMERICA'),
   PARTITION east VALUES ('INDIA'),
   PARTITION rest VALUES (DEFAULT));

LOB 列のあるパーティション表の例列のあるパーティション表の例列のあるパーティション表の例列のあるパーティション表の例 : 次の文は、2 つのパーティション p1と p2、およびい
くつかの LOB 列を持つパーティション表 print_media_demoを作成します。この文では、サ
ンプル表 pm.print_mediaを使用しますが、LONG列はパーティション化でサポートされない
ため、LONG列の press_releaseは省略します。

CREATE TABLE print_media_demo
   ( product_id NUMBER(6)
   , ad_id NUMBER(6)
   , ad_composite BLOB
   , ad_sourcetext CLOB
   , ad_finaltext CLOB
   , ad_fltextn NCLOB
   , ad_textdocs_ntab textdoc_tab
   , ad_photo BLOB
   , ad_graphic BFILE
   , ad_header adheader_typ
   ) NESTED TABLE ad_textdocs_ntab STORE AS textdocs_nestedtab_demo
      LOB (ad_composite, ad_photo, ad_finaltext)
      STORE AS(STORAGE (NEXT 20M))
   PARTITION BY RANGE (product_id)
      (PARTITION p1 VALUES LESS THAN (3000) TABLESPACE tbs_01
         LOB (ad_composite, ad_photo)
         STORE AS (TABLESPACE tbs_02 STORAGE (INITIAL 10M)),
       PARTITION P2 VALUES LESS THAN (MAXVALUE)
         LOB (ad_composite, ad_finaltext)
         STORE AS SECUREFILE (TABLESPACE auto_seg_ts)
       )
   TABLESPACE tbs_04;

パーティション p1は、表領域 tbs_1にあります。ad_compositeおよび ad_photoに対す
る LOB データのパーティションは、表領域 tbs_2にあります。残りの LOB 列に対する LOB
データのパーティションは、表領域 tbs_1にあります。LOB 列 ad_compositeおよび
ad_photoに、記憶域属性 INITIALを指定します。他の属性は、デフォルトの表レベルの仕
様から継承されます。表レベルで指定されていないデフォルトの LOB 記憶域属性は、
ad_composite列および ad_photo列については表領域 tbs_2から継承されます。残りの
LOB 列については、表領域 tbs_1から継承されます。LOB 索引パーティションは、対応する
LOB データ・パーティションと同じ表領域に存在します。他の記憶域属性は、LOB データ・
パーティションの対応する属性値および索引パーティションがある表領域のデフォルト属性に
基づきます。

パーティション p2は、デフォルトの表領域 tbs_4内にあります。ad_compositeおよび
ad_finaltextに対する LOB データは、表領域 auto_seg_ts内に SecureFile LOB としてあ
ります。残りの LOB 列に対する LOB データは、表領域 tbs_4にあります。ad_composite
列および ad_finaltext列に対する LOB 索引は、表領域 auto_seg_ts内にあります。残り
の LOB 列に対する LOB 索引は、表領域 tbs_4にあります。
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CREATE TABLE
ハッシュ・パーティション化の例ハッシュ・パーティション化の例ハッシュ・パーティション化の例ハッシュ・パーティション化の例 : サンプル表 oe.hash_productは、パーティション化さ
れていません。次の例は、パフォーマンス上の理由で、このような大規模な表をハッシュで
パーティション化します。この例では、表領域は仮想の名前です。

CREATE TABLE hash_products 
    ( product_id          NUMBER(6)   PRIMARY KEY
    , product_name        VARCHAR2(50) 
    , product_description VARCHAR2(2000) 
    , category_id         NUMBER(2) 
    , weight_class        NUMBER(1) 
    , warranty_period     INTERVAL YEAR TO MONTH 
    , supplier_id         NUMBER(6) 
    , product_status      VARCHAR2(20) 
    , list_price          NUMBER(8,2) 
    , min_price           NUMBER(8,2) 
    , catalog_url         VARCHAR2(50) 
    , CONSTRAINT          product_status_lov_demo 
                          CHECK (product_status in ('orderable' 
                                                  ,'planned' 
                                                  ,'under development' 
                                                  ,'obsolete') 
 ) ) 
 PARTITION BY HASH (product_id) 
 PARTITIONS 4 
 STORE IN (tbs_01, tbs_02, tbs_03, tbs_04); 

参照パーティション化の例参照パーティション化の例参照パーティション化の例参照パーティション化の例 : 次の文は、前述の例で作成された hash_productsパーティ
ション表を使用します。hash_productsの製品 ID に基づくハッシュ・パーティション化への
参照によってパーティション化された oe.order_items表を作成します。結果の子表は、5 つ
のパーティションで作成されます。子表 part_order_itemsの各行について、外部キー値

（product_id）が評価され、参照されるキーが属する親表 hash_productsのパーティショ
ン番号が確認されます。part_order_itemsの行は、対応するパーティションに配置されま
す。

CREATE TABLE part_order_items (
    order_id        NUMBER(12) PRIMARY KEY,
    line_item_id    NUMBER(3),
    product_id      NUMBER(6) NOT NULL,
    unit_price      NUMBER(8,2),
    quantity        NUMBER(8),
    CONSTRAINT product_id_fk
    FOREIGN KEY (product_id) REFERENCES hash_products(product_id))
 PARTITION BY REFERENCE (product_id_fk);

コンポジット・パーティション表の例コンポジット・パーティション表の例コンポジット・パーティション表の例コンポジット・パーティション表の例 : 次の例は、表（16-65 ページの「レンジ・パーティ
ション化の例 :」で作成）のデータを販売時刻で分割します。時刻と販売チャネルに従って 近
のデータにアクセスする場合、コンポジット・パーティション化は、より適切です。次の例で
は、同じ range_sales表のコピーを作成しますが、レンジ - ハッシュ・コンポジット・パー
ティション化を指定します。 新のデータがあるパーティションは、システム生成とユーザー
定義の両方のサブパーティション名でサブパーティション化されます。この例では、制約およ
び記憶域属性は省略されています。

CREATE TABLE composite_sales
    ( prod_id        NUMBER(6)
    , cust_id        NUMBER
    , time_id        DATE
    , channel_id     CHAR(1)
    , promo_id       NUMBER(6)
    , quantity_sold  NUMBER(3)
    , amount_sold         NUMBER(10,2)
    ) 
PARTITION BY RANGE (time_id)
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CREATE TABLE
SUBPARTITION BY HASH (channel_id)
  (PARTITION SALES_Q1_1998 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-APR-1998','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q2_1998 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-JUL-1998','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q3_1998 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-OCT-1998','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q4_1998 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-JAN-1999','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q1_1999 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-APR-1999','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q2_1999 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-JUL-1999','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q3_1999 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-OCT-1999','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q4_1999 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-JAN-2000','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q1_2000 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-APR-2000','DD-MON-YYYY')),
   PARTITION SALES_Q2_2000 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-JUL-2000','DD-MON-YYYY'))
      SUBPARTITIONS 8,
   PARTITION SALES_Q3_2000 VALUES LESS THAN (TO_DATE('01-OCT-2000','DD-MON-YYYY'))
     (SUBPARTITION ch_c,
      SUBPARTITION ch_i,
      SUBPARTITION ch_p,
      SUBPARTITION ch_s,
      SUBPARTITION ch_t),
   PARTITION SALES_Q4_2000 VALUES LESS THAN (MAXVALUE)
      SUBPARTITIONS 4)
;

次の例は、サンプル表 oe.customersに基づいて、顧客のパーティション表を作成します。
この例では、表は credit_limit列でパーティション化され、nls_territory列でリスト・
サブパーティション化されます。個々のサブパーティションを定義してテンプレートを上書き
しないかぎり、サブパーティション・テンプレートによって、後から追加されたパーティショ
ンのサブパーティション化が決定されます。このコンポジット・パーティション化によって、
指定した地域内の掛貸限度範囲に基づいて、表を問い合せることができます。

CREATE TABLE customers_part (
   customer_id        NUMBER(6),
   cust_first_name    VARCHAR2(20),
   cust_last_name     VARCHAR2(20),
   nls_territory      VARCHAR2(30),
   credit_limit       NUMBER(9,2)) 
   PARTITION BY RANGE (credit_limit)
   SUBPARTITION BY LIST (nls_territory)
      SUBPARTITION TEMPLATE 
         (SUBPARTITION east  VALUES 
            ('CHINA', 'JAPAN', 'INDIA', 'THAILAND'),
          SUBPARTITION west VALUES 
             ('AMERICA', 'GERMANY', 'ITALY', 'SWITZERLAND'),
          SUBPARTITION other VALUES (DEFAULT))
      (PARTITION p1 VALUES LESS THAN (1000),
       PARTITION p2 VALUES LESS THAN (2500),
       PARTITION p3 VALUES LESS THAN (MAXVALUE));

オブジェクト列と表の例オブジェクト列と表の例オブジェクト列と表の例オブジェクト列と表の例

オブジェクト表の作成例オブジェクト表の作成例オブジェクト表の作成例オブジェクト表の作成例 : 次の文は、オブジェクト型 department_typを指定します。

CREATE TYPE department_typ AS OBJECT
   ( d_name   VARCHAR2(100), 
     d_address VARCHAR2(200) );
/
 
オブジェクト表 departments_obj_tは、department_typ型の部門オブジェクトを保持し
ます。

CREATE TABLE departments_obj_t OF department_typ; 
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CREATE TABLE
次の文は、ユーザー定義オブジェクト型 salesrep_typを持つオブジェクト表 salesrepsを
作成します。

CREATE OR REPLACE TYPE salesrep_typ AS OBJECT
  ( repId NUMBER,
    repName VARCHAR2(64));

CREATE TABLE salesreps OF salesrep_typ;

ユーザー定義のオブジェクト識別子を含む表の作成例ユーザー定義のオブジェクト識別子を含む表の作成例ユーザー定義のオブジェクト識別子を含む表の作成例ユーザー定義のオブジェクト識別子を含む表の作成例 : 次の文は、オブジェクト型およびオブ
ジェクト識別子が主キー・ベースの対応するオブジェクト表を作成します。

CREATE TYPE employees_typ AS OBJECT 
   (e_no NUMBER, e_address CHAR(30));
/

CREATE TABLE employees_obj_t OF employees_typ (e_no PRIMARY KEY)
   OBJECT IDENTIFIER IS PRIMARY KEY;

その後、inline_ref_constraint構文または out_of_line_ref_constraint構文のい
ずれかを使用して、employees_object_tオブジェクト表を参照できます。

CREATE TABLE departments_t 
   (d_no    NUMBER,
    mgr_ref REF employees_typ SCOPE IS employees_obj_t);

CREATE TABLE departments_t (
    d_no NUMBER,
    mgr_ref REF employees_typ 
       CONSTRAINT mgr_in_emp REFERENCES employees_obj_t);

タイプ列での制約の指定例タイプ列での制約の指定例タイプ列での制約の指定例タイプ列での制約の指定例 : 次の例は、オブジェクト型の列の属性に制約を定義します。

CREATE TYPE address_t AS OBJECT
  ( hno    NUMBER,
    street VARCHAR2(40),
    city   VARCHAR2(20),
    zip    VARCHAR2(5),
    phone  VARCHAR2(10) );
/

CREATE TYPE person AS OBJECT
  ( name        VARCHAR2(40),
    dateofbirth DATE,
    homeaddress address_t,
    manager     REF person );
/

CREATE TABLE persons OF person
  ( homeaddress NOT NULL,
      UNIQUE (homeaddress.phone),
      CHECK (homeaddress.zip IS NOT NULL),
      CHECK (homeaddress.city <> 'San Francisco') );
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CREATE TABLESPACE
CREATE TABLESPACE 

用途用途用途用途

CREATE TABLESPACE文を使用すると、表領域表領域表領域表領域を作成できます。表領域とは、スキーマ・オブ
ジェクトを格納する、データベース内に割り当てられた領域です。

� 永続表領域永続表領域永続表領域永続表領域には、永続スキーマ・オブジェクトが格納されます。永続表領域のオブジェク
トは、データ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイルに格納されます。

� UNDO 表領域表領域表領域表領域は、データベースを自動 UNDO 管理モードで実行している場合に Oracle 
Database が UNDO データを管理するために使用する永続表領域です。UNDO には、ロー
ルバック・セグメントではなく、自動 UNDO 管理モードを使用することをお薦めします。

� 一時表領域一時表領域一時表領域一時表領域には、セッションの存続期間中のみ、スキーマ・オブジェクトが格納されます。
一時表領域のオブジェクトは、一時ファイル一時ファイル一時ファイル一時ファイルに格納されます。

表領域は、 初は読み書き両用として作成されます。その後、ALTER TABLESPACE文でその表
領域をオフラインまたはオンラインに設定したり、表領域にデータ・ファイルや一時ファイル
を追加したり、読取り専用に設定することができます。

DROP TABLESPACE文を使用して、データベースから表領域を削除することもできます。

前提条件前提条件前提条件前提条件 
CREATE TABLESPACEシステム権限が必要です。SYSAUX表領域を作成する場合は、SYSDBA
システム権限が必要です。

表領域を作成する場合、表領域を格納するデータベースを作成する必要があります。また、そ
のデータベースをオープンしておく必要もあります。

SYSTEM以外の表領域のオブジェクトを使用する場合は、次の注意事項があります。

� 自動 UNDO 管理モードでデータベースを実行するには、1 つ以上の UNDO表領域がオンラ
インである必要があります。

� 手動 UNDO 管理モードのデータベースを実行するには、SYSTEMロールバック・セグメン
ト以外の 1 つ以上のロールバック・セグメントがオンラインである必要があります。

参照参照参照参照 :

� 表領域については、『Oracle Database 概要』を参照してください。

� 表領域の変更および削除の詳細は、12-82 ページの「ALTER 
TABLESPACE」および 18-8 ページの「DROP TABLESPACE」を参照
してください。

参照参照参照参照 : 「CREATE DATABASE」（14-16 ページ）

注意注意注意注意 : データベースを自動 UNDO 管理モードで実行することをお薦めし
ます。詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。
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CREATE TABLESPACE
構文構文構文構文

create_tablespace::=

（16-74 ページの permanent_tablespace_clause、16-80 ページの temporary_tablespace_clause、
16-81 ページの undo_tablespace_clause を参照）

permanent_tablespace_clause::=

（8-26 ページの file_specification::=、8-42 ページの size_clause::=、
16-72 ページの logging_clause::=、16-73 ページの encryption_spec::=、
16-73 ページの table_compression::=、8-44 ページの storage_clause::=、
16-73 ページの extent_management_clause::=、
16-73 ページの segment_management_clause::=、16-73 ページの flashback_mode_clause::= を
参照）

logging_clause::=

CREATE

BIGFILE

SMALLFILE
permanent_tablespace_clause

temporary_tablespace_clause

undo_tablespace_clause

;

TABLESPACE tablespace
DATAFILE file_specification

,

MINIMUM EXTENT size_clause

BLOCKSIZE integer
K

logging_clause

FORCE LOGGING

ENCRYPTION encryption_spec

DEFAULT
table_compression

storage_clause

ONLINE

OFFLINE

extent_management_clause

segment_management_clause

flashback_mode_clause

;

LOGGING

NOLOGGING

FILESYSTEM_LIKE_LOGGING
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encryption_spec::=

table_compression::=

extent_management_clause::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

segment_management_clause::=

flashback_mode_clause::=

temporary_tablespace_clause::=

（8-26 ページの file_specification::=、16-81 ページの tablespace_group_clause、
16-73 ページの extent_management_clause::= を参照）

tablespace_group_clause::=

USING ’ encrypt_algorithm ’ IDENTIFIED BY password
NO

SALT

COMPRESS

FOR
ALL

DIRECT_LOAD
OPERATIONS

NOCOMPRESS

EXTENT MANAGEMENT
LOCAL

AUTOALLOCATE

UNIFORM
SIZE size_clause

DICTIONARY

SEGMENT SPACE MANAGEMENT
AUTO

MANUAL

FLASHBACK
ON

OFF

TEMPORARY TABLESPACE tablespace
TEMPFILE file_specification

,

tablespace_group_clause extent_management_clause

TABLESPACE GROUP
tablespace_group_name

’ ’
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undo_tablespace_clause::=

（8-26 ページの file_specification::=、16-73 ページの extent_management_clause::=、
16-74 ページの tablespace_retention_clause::= を参照）

tablespace_retention_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

BIGFILE | SMALLFILE
この句を使用すると、表領域が bigfile か smallfile かを指定できます。この句は、データベース
のデフォルトの表領域タイプの設定を上書きします。

� bigfile 表領域表領域表領域表領域には、1 つのデータ・ファイルまたは一時ファイルのみが含まれます。ファ
イルは、 大で約 40 億（232）のブロックを格納できます。1 つのデータ・ファイルまたは
一時ファイルの 大サイズは、32K ブロックの表領域で 128TB、8K ブロックの表領域で
32TB です。

� smallfile 表領域表領域表領域表領域は、Oracle の従来の表領域であり、1022 のデータ・ファイルまたは一時
ファイルを含めることができます。それぞれのファイルは、 大で約 400 万（222）のブ
ロックを格納できます。

この句を省略した場合、データベースに設定された永続表領域または一時表領域の、現在のデ
フォルト表領域タイプが使用されます。永続表領域に BIGFILEを指定すると、デフォルトで、
自動セグメント領域管理のローカル管理表領域が作成されます。

bigfile 表領域の制限事項表領域の制限事項表領域の制限事項表領域の制限事項 : bigfile 表領域には、次の制限事項があります。

� DATAFILE句に 1 つのみのデータ・ファイルを指定するか、または TEMPFILE句に 1 つのみ
の一時ファイルを指定できます。

� EXTENT MANAGEMENT DICTIONARYを指定することはできません。

permanent_tablespace_clause
次の句を使用すると、永続表領域を作成できます。（これらの句の一部は、一時表領域または
UNDO 表領域の作成にも使用されます。）

tablespace
作成する表領域の名前を指定します。

参照参照参照参照 :

� bigfile 表領域の使用の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参
照してください。

� 「bigfile 表領域の作成例 :」（16-82 ページ）

UNDO TABLESPACE tablespace
DATAFILE file_specification

,

extent_management_clause tablespace_retention_clause

RETENTION
GUARANTEE

NOGUARANTEE
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SYSAUX 表領域の注意事項表領域の注意事項表領域の注意事項表領域の注意事項 : SYSAUXは、必須の補助システム表領域です。以前のリリース
から Oracle Database 11g にアップグレードする場合、CREATE TABLESPACE文を使用して
SYSAUX表領域を作成する必要があります。この句を指定するには、SYSDBAシステム権限が
必要です。また、データベースが MIGRATEモードでオープンされている必要があります。

SYSAUX表領域には、EXTENT MANAGEMENT LOCALおよび SEGMENT SPACE MANAGEMENT 
AUTOを指定する必要があります。DATAFILE句は、Oracle Managed Files が使用可能になって
いる場合のみのオプションです。DATAFILE句の動作については、16-75 ページの「DATAFILE 
| TEMPFILE 句」を参照してください。

SYSAUX表領域には十分な領域を割り当ててください。この表領域の作成のガイドラインは、
『Oracle Database アップグレード・ガイド』を参照してください。

SYSAUX 表領域の制限事項表領域の制限事項表領域の制限事項表領域の制限事項 : SYSAUX表領域に OFFLINEまたは TEMPORARYを指定すること
はできません。

DATAFILE | TEMPFILE 句句句句

永続表領域を構成するデータ・ファイルを指定するか、または一時表領域を構成する一時ファ
イルを指定します。オペレーティング・システムのファイル・システム内の標準データ・ファ
イルと一時ファイル、または自動ストレージ管理ディスク・グループのファイルを作成するに
は、file_specificationの datafile_tempfile_spec 書式を使用します。

DB_CREATE_FILE_DEST初期化パラメータに値を設定して Oracle Managed Files を使用可能
にしていないかぎり、DATAFILEまたは TEMPFILE句を指定する必要があります。自動スト
レージ管理ディスク・グループ・ファイルの場合、このパラメータを自動ストレージ管理ファ
イル名の複数ファイル作成形式に設定する必要があります。このパラメータが設定されている
場合、パラメータで指定したデフォルトのファイルの出力先に、100MB のファイルがシステム
名で作成されます。このファイルでは AUTOEXTENDが有効になっているため、 大サイズの制
限はありません。

データ・ファイルおよび一時ファイルの指定の注意事項データ・ファイルおよび一時ファイルの指定の注意事項データ・ファイルおよび一時ファイルの指定の注意事項データ・ファイルおよび一時ファイルの指定の注意事項 :

� RAW デバイスをサポートするオペレーティング・システムで RAW デバイスをデータ・
ファイルとして指定する場合、datafile_tempfile_specに REUSEキーワードを指定
しても意味がありません。このような CREATE TABLESPACE文は、REUSEの指定の有無に
かかわらず実行されます。

� datafile_tempfile_specにディスク・グループ名のみを指定することによって、自動
ストレージ管理ディスク・グループ内に表領域を作成できます。この場合、自動ストレー
ジ管理は、システムが生成するファイル名で、指定したディスク・グループにデータ・
ファイルを作成します。データ・ファイルは自動拡張可能であり、 大サイズの制限はあ
りません。デフォルトのサイズは 100MB です。デフォルトのサイズは、
autoextend_clauseを使用して上書きできます。

� 既存のファイルを参照する ASM_filenameの参照形式の 1 つを使用する場合、REUSEも指
定する必要があります。

注意注意注意注意 : メディア・リカバリは一時ファイルを認識しません。

参照参照参照参照 :

� 自動ストレージ管理の使用については、『Oracle Database ストレージ
管理者ガイド』を参照してください。

� AUTOEXTENDパラメータや自動ストレージ管理ファイル名の複数ファ
イル作成形式などの詳細は、8-26 ページの「file_specification」を参
照してください。
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MINIMUM EXTENT 句句句句

この句は、ディクショナリ管理表領域にのみ有効です。表領域で使用されるエクステントの
小サイズを指定します。この句を指定すると、表領域内のすべての使用済エクステントまたは
未使用エクステントのサイズが、size_clauseで指定された値以上であること、およびその
倍数であることが保証され、表領域における空き領域の断片化を制御できます。

BLOCKSIZE 句句句句

BLOCKSIZE句を使用すると、表領域に対して標準以外のブロック・サイズを指定できます。
この句を指定するには、DB_CACHE_SIZEおよび 1 つ以上の DB_nK_CACHE_SIZEパラメータ
が設定されている必要があります。また、この句で指定する整数は、DB_nK_CACHE_SIZEパ
ラメータの 1 つの設定と対応している必要があります。

BLOCKSIZE の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : 一時表領域の場合、または表領域を一時表領域として任意のユー
ザーに割り当てる場合は、標準以外のブロック・サイズを指定できません。

logging_clause 
表領域内のすべての表、索引、マテリアライズド・ビュー、マテリアライズド・ビュー・ログ
およびパーティションのデフォルトのロギング属性を指定します。デフォルトは LOGGINGで
す。この句は、一時表領域または UNDO 表領域では無効です。

表レベル、索引レベル、マテリアライズド・ビュー・レベル、マテリアライズド・ビュー・ロ
グ・レベル、パーティション・レベルでのロギングを指定することで、表領域レベルのロギン
グ属性を上書きできます。

注意注意注意注意 : オペレーティング・システムによっては、一時ファイルのブロッ
クが実際にアクセスされるまで、一時ファイル用の領域が割り当てられな
い場合があります。領域の割当ての遅延のため、一時ファイルの作成およ
びサイズ変更が速くなります。ただし、後で一時ファイルが使用されると
きに、十分なディスク領域を使用可能にする必要があります。発生する可
能性がある問題を回避するには、一時ファイルを作成またはサイズ変更す
る前に、ディスク領域が、新しく作成する一時ファイルまたはサイズ変更
後の一時ファイルのサイズより大きいことを確認してください。ディスク
領域に余裕を持たせることによって、関連のない操作が原因で増加が予想
されるディスク使用量に対応できます。十分な領域があることを確認した
後で、作成またはサイズ変更操作を実行してください。

参照参照参照参照 :

� AUTOEXTENDパラメータなどの詳細は、8-26 ページの
「file_specification」を参照してください。

� 16-83 ページの「表領域の自動拡張を使用可能にする場合の例 :」およ
び 16-84 ページの「Oracle Managed Files の作成例 :」を参照してくだ
さい。

参照参照参照参照 : この句の詳細は、8-42 ページの「size_clause」を参照してくださ
い。MINIMUM EXTENTを使用した断片化の制御については、『Oracle 
Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : DB_nK_CACHE_SIZEパラメータの詳細は、『Oracle Database リ
ファレンス』を参照してください。マルチ・ブロック・サイズの詳細は、

『Oracle Database 概要』を参照してください。

参照参照参照参照 : この句の詳細は、8-34 ページの「logging_clause」を参照してくだ
さい。
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FORCE LOGGING
この句を使用すると、表領域は FORCE LOGGINGモードになります。一時セグメントへの変更
を除き、表領域内のすべてのオブジェクトに対するすべての変更が記録され、個々のオブジェ
クトの NOLOGGING設定が上書きされます。データベースをオープンし、READ WRITEモード
にしておく必要があります。

この設定によって、NOLOGGING属性が削除されることはありません。FORCE LOGGINGと
NOLOGGINGの両方を指定できます。この場合、後から表領域に作成されるオブジェクトのデ
フォルト・ロギング・モードは NOLOGGINGになりますが、表領域またはデータベースが
FORCE LOGGINGモードの場合、このデフォルト値は無視されます。この表領域で FORCE 
LOGGINGモードを無効にすると、デフォルト値である NOLOGGINGが再度適用されます。

強制ロギングの制限事項強制ロギングの制限事項強制ロギングの制限事項強制ロギングの制限事項 : FORCE LOGGINGは、UNDO 表領域および一時表領域に対して指
定できません。

ENCRYPTION 句句句句

この句を使用すると、表領域の暗号化プロパティを指定できます。実際は、この句によって表
領域が暗号化されるわけではありません。表領域を暗号化するには、この文の DEFAULT 
storage_clauseの一部として ENCRYPTキーワードも指定する必要があります。また、
ALTER SYSTEM ... SET ENCRYPTION WALLET句を使用して、サーバー・ウォレットからデータ
ベース・アクセスのメモリーにすでに情報をロードしている必要があります。詳細は、11-61
ページの「SET ENCRYPTION WALLET 句」を参照してください。

暗号化プロパティは、encryption_specで指定されます。表領域の暗号化に関連する
encryption_specの句は、USING句のみです。USING 'encrypt_algorithm' を指定する
と、使用するアルゴリズムの名前を指定できます。有効なアルゴリズムは、3DES168、
AES128、AES192および AES256です。この句を省略すると、AES128が使用されます。

DEFAULT storage_clause
この句を使用すると、表領域内に作成されるすべてのオブジェクトに対するデフォルトの記憶
域パラメータ、および表領域内に作成されるすべての表に対するデフォルトのデータ圧縮を指
定できます。この句は、一時表領域では無効です。

ディクショナリ管理表領域の場合、この句で指定できる記憶域パラメータは COMPRESSのみで
す。

注意注意注意注意 : FORCE LOGGINGモードは、パフォーマンスに影響する場合があり
ます。この設定の使用方法の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を
参照してください。

注意注意注意注意 : 暗号化を使用して作成された表領域は復号化できません。暗号化
されていない表領域を作成し、暗号化されていない表領域にデータベー
ス・オブジェクトを再作成する必要があります。

参照参照参照参照 : 「暗号化された表領域の作成例 :」（16-84 ページ）

参照参照参照参照 :

� 記憶域パラメータの詳細は、8-41 ページの「storage_clause」を参照
してください。表の圧縮の詳細は、16-31 ページの「CREATE TABLE」
の「table_compression」を参照してください。

� 「基本的な一時表領域の作成例 :」16-83 ページ
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ONLINE | OFFLINE 句句句句

この句を使用すると、表領域がオンラインまたはオフラインのいずれであるかを決定できます。
この句は、一時表領域では無効です。

ONLINE ONLINEを指定すると、表領域に対するアクセス権限を付与されているユーザーに対
して、作成直後の表領域を使用可能にできます。これはデフォルトです。

OFFLINE OFFLINEを指定すると、作成直後の表領域を使用禁止にできます。

データ・ディクショナリ・ビュー DBA_TABLESPACESは、各表領域がオンラインまたはオフラ
インのいずれであるかを示します。

extent_management_clause 
extent_management_clauseを使用すると、表領域のエクステントの管理方法を指定できま
す。

� LOCALを指定すると、表領域をローカルで管理できます。ローカル管理表領域では、ビッ
トマップ用に表領域の一部を確保します。これは、永続表領域のデフォルトです。一時表
領域は、自動的にローカル管理のエクステントで作成されます。

– AUTOALLOCATEを指定すると、表領域がシステム管理されます。ユーザーはエクステ
ント・サイズを指定できません。AUTOALLOCATEは、一時表領域に対して指定できま
せん。

– UNIFORMを指定すると、表領域を SIZEバイトの均一のエクステントで管理できま
す。SIZEのデフォルト値は 1MB です。一時表領域のすべてのエクステントはサイズ
が均一であるため、このキーワードは一時表領域ではオプションです。ただし、SIZE
を指定する場合は、UNIFORMを指定する必要があります。UNDO 表領域に UNIFORM
を指定することはできません。

� DICTIONARYを指定すると、ディクショナリ表を使用して表領域を管理できます。

ディクショナリ管理表領域の制限事項ディクショナリ管理表領域の制限事項ディクショナリ管理表領域の制限事項ディクショナリ管理表領域の制限事項 : データベースの SYSTEM表領域がローカル管理され
る場合、または temporary_tablespace_clauseが指定されている場合、DICTIONARYは
指定できません。

extent_management_clauseを指定しない場合、MINIMUM EXTENT句および DEFAULT 
storage_clauseが解析され、エクステント管理が判断されます。

� DEFAULT storage_clauseを指定しない場合、ローカル管理の自動割当て表領域が作成
されます。

� DEFAULT storage_clauseを指定する場合は、次のようになります。

– MINIMUM EXTENT句を指定した場合、MINIMUM EXTENT、INITIALおよび NEXTの
値が等しく、PCTINCREASEの値が 0（ゼロ）であるかどうかが評価されます。これら
の値が同じである場合、エクステントのサイズが INITIALで、ローカル管理される
均一な表領域が作成されます。MINIMUM EXTENT、INITIALおよび NEXTパラメータ
が等しくない場合または PCTINCREASEが 0（ゼロ）でない場合は、指定したエクス
テントの記憶域パラメータが無視され、ローカル管理の自動割当て表領域が作成され
ます。

注意注意注意注意 : この句でエクステントの管理を指定した後は、表領域を移行しな
いかぎり、エクステントの管理を変更できません。

注意注意注意注意 : ローカル管理表領域のみを作成することをお薦めします。ローカ
ル管理表領域は、ディクショナリ管理表領域よりも効率的に管理できま
す。ディクショナリ管理表領域の新規作成は、サポートされなくなる予定
です。
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– MINIMUM EXTENT句を指定しなかった場合、INITIALおよび NEXTの記憶域の値が等
しく、PCTINCREASEが 0（ゼロ）であるかどうかが評価されます。これらの値が同じ
である場合、表領域はローカル管理され、エクステント・サイズは均一です。そうで
ない場合、表領域はローカル管理され、エクステント・サイズは自動割当てされます。

エクステント管理の制限事項エクステント管理の制限事項エクステント管理の制限事項エクステント管理の制限事項 : エクステント管理には、次の制限事項があります。

� 永続的なローカル管理表領域には、永続オブジェクトのみを格納できます。ローカル管理
表領域に一時オブジェクトを格納する必要がある場合（たとえば、ユーザーの一時表領域
に割り当てる場合）は、temporary_tablespace_clauseを使用します。

� LOCALを指定する場合、DEFAULT storage_clause、MINIMUM EXTENTまたは
temporary_tablespace_clauseは指定できません。

segment_management_clause 
segment_management_clauseは、永続的なローカル管理表領域に対してのみ有効です。
Oracle Database が、空きリストまたはビットマップのどちらを使用して、表領域のセグメント
にある使用済領域および空き領域を追跡するかを指定できます。この句は、一時表領域では無
効です。

AUTO AUTOを指定すると、ビットマップを使用して表領域のセグメントにある空き領域を管
理できます。AUTOを指定すると、この表領域のオブジェクトに対して後で指定する記憶域の
PCTUSED、FREELISTおよび FREELIST GROUPSの値は無視されます。この設定を自動セグメ自動セグメ自動セグメ自動セグメ
ント領域管理ント領域管理ント領域管理ント領域管理といい、これがデフォルトです。

MANUAL MANUALを指定すると、空きリストを使用して表領域のセグメントにある空き領域
を管理できます。この設定は使用しないようにして、自動セグメント領域の表領域を作成する
ことを強くお薦めします。

既存の表領域のセグメント管理を確認するには、DBA_TABLESPACESまたは USER_
TABLESPACESデータ・ディクショナリ・ビューの SEGMENT_SPACE_MANAGEMENT列を問い
合せます。

自動セグメント領域管理の制限事項自動セグメント領域管理の制限事項自動セグメント領域管理の制限事項自動セグメント領域管理の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� この句は、永続的なローカル管理表領域に対してのみ指定できます。

� この句は、SYSTEM表領域に対して指定できません。

参照参照参照参照 : ローカル管理表領域については、『Oracle Database 概要』を参照
してください。

参照参照参照参照 : 表領域の移行によってエクステントの管理を変更する場合は、
『Oracle Database 管理者ガイド』および 16-83 ページの「ローカル管理表
領域の作成例 :」を参照してください。

注意注意注意注意 : AUTOセグメント管理を指定する場合、次のことに注意します。

� エクステント管理を LOCAL UNIFORMに設定する場合は、各エクステ
ントに 5 以上のデータベース・ブロックがあることを確認する必要が
あります。

� エクステント管理を LOCAL AUTOALLOCATEに設定する場合、および
データベースのブロック・サイズが 16KB 以上の場合は、 小で 5 ブ
ロック（64KB に切り上げられる）のエクステントが作成され、セグ
メント領域管理が管理されます。
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flashback_mode_clause 
この句を ALTER DATABASE FLASHBACK句と組み合せて使用すると、FLASHBACK DATABASE
操作に表領域を使用できるかどうかを指定できます。この句は、データベースが FLASHBACK
モードでオープンされているときに、この表領域のフラッシュバック・ログ・データを保持し
ない場合に便利です。

この句は、一時表領域または UNDO 表領域では無効です。

FLASHBACK ON FLASHBACK ONを指定すると、表領域で FLASHBACKモードを有効にでき
ます。この表領域のフラッシュバック・ログ・データが保存され、FLASHBACK DATABASE操
作でこの表領域を使用できるようになります。flashback_mode_clauseを指定しない場合、
デフォルトで FLASHBACK ONが指定されます。

FLASHBACK OFF FLASHBACK OFFを指定すると、表領域で FLASHBACKモードを無効にで
きます。この表領域のフラッシュバック・ログ・データは保存されません。FLASHBACK 
DATABASE操作の実行前に、この表領域のデータ・ファイルをオフラインにするか、または削
除する必要があります。または、表領域全体をオフラインにすることもできます。どちらの場
合も、既存のフラッシュバック・ログは削除されません。

temporary_tablespace_clause
この句を使用すると、ローカル管理一時表領域を作成できます。一時表領域は、一時データを
含むことができるデータベース内の領域の割当てで、この一時データはセッションの存続期間
中のみ保持されます。プロセスまたはインスタンスに障害が発生した場合、この一時データを
リカバリすることはできません。

一時データとは、一時表などのユーザー生成スキーマ・オブジェクト、またはハッシュ結合お
よびソート操作で使用される一時領域などのシステム生成データです。一時表領域、またはこ
の表領域が含まれる表領域グループを特定のユーザーに割り当てると、このユーザーによって
開始されるトランザクションでのソート操作にこの表領域が使用されます。

TEMPFILE句の詳細は、16-75 ページの「DATAFILE | TEMPFILE 句」を参照してください。
extent_management_clauseの詳細は、16-78 ページの「extent_management_clause」を参
照してください。

参照参照参照参照 :

� 自動セグメント領域管理およびその使用については、『Oracle 
Database ストレージ管理者ガイド』を参照してください。

� データ・ディクショナリ・ビューの詳細は、『Oracle Database リファ
レンス』を参照してください。

� 「表領域に対してセグメント領域管理を指定する場合の例 :」（16-84
ページ）

注意注意注意注意 : 表領域の FLASHBACKモードは、個々の表の FLASHBACKモード
に依存しません。

参照参照参照参照 :

� Oracle Flashback Database の詳細は、『Oracle Database バックアップ
およびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

� データベース全体を FLASHBACKモードに設定し、データベースを以
前のバージョンに戻す方法の詳細は、10-9 ページの「ALTER 
DATABASE」および 18-22 ページの「FLASHBACK DATABASE」を
参照してください。

� 18-25 ページの「FLASHBACK TABLE」および 19-15 ページの
「flashback_query_clause」を参照してください。
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tablespace_group_clause
この句は、一時表領域に対してのみ有効です。この句を使用すると、tablespaceが表領域グ
ループに含まれるかどうかを決定できます。表領域グループを使用すると、複数の一時表領域
を 1 人のユーザーに割り当て、一時表領域のアクセス性を向上できます。

� グループ名を指定すると、tablespaceがその表領域グループのメンバーであることを示
すことができます。グループ名に tablespaceまたは他の既存の表領域と同じ名前を指定
することはできません。表領域グループがすでに存在する場合、そのグループに新しい表
領域が追加されます。表領域グループが存在しない場合、グループが作成され、そのグ
ループに新しい表領域が追加されます。

� 空の文字列（' '）を指定すると、tablespaceがいずれの表領域グループにも属さないこ
とを示すことができます。

一時表領域の制限事項一時表領域の制限事項一時表領域の制限事項一時表領域の制限事項 : 一時表領域に格納されたデータは、セッションの存続期間中のみ保持
されます。そのため、CREATE TABLESPACE句のサブセットのみが一時表領域に対して有効で
す。一時表領域に対して指定できるのは、TEMPFILE句、tablespace_group_clauseおよ
び extent_management_clauseのみです。

undo_tablespace_clause
UNDOを指定すると、UNDO 表領域を作成できます。自動 UNDO 管理モードでデータベース
を実行する場合、Oracle Database は、ロールバック・セグメントのかわりに UNDO 表領域を
使用して UNDO 領域を管理します。この句は、自動 UNDO 管理モードで作成しなかったデー
タベースを自動 UNDO 管理モードで実行している場合に便利です。

自動 UNDO 管理モードでデータベースを起動すると、UNDO 表領域が割り当てられます。
UNDO 表領域がインスタンスに割り当てられない場合、SYSTEMロールバック・セグメントが
使用されます。UNDO 表領域の作成によってこれを回避することができ、他の UNDO 表領域
がその時点で割り当てられていない場合、インスタンスに暗黙的に割り当てられます。

DATAFILE句の詳細は、16-75 ページの「DATAFILE | TEMPFILE 句」を参照してください。
extent_management_clauseの詳細は、16-78 ページの「extent_management_clause」を参
照してください。

tablespace_retention_clause 
この句は、UNDO 表領域に対してのみ有効です。

� RETENTION GUARANTEEを指定すると、tablespaceのすべての UNDO セグメントの期
限切れ前の UNDO データが、これらのセグメントの UNDO 領域を必要とする実行中の操
作が失敗する場合でも保持されます。この設定は、Oracle フラッシュバック問合せまたは
Oracle フラッシュバック・トランザクション問合せを発行し、データの問題を診断および
修正する必要がある場合に便利です。

� RETENTION NOGUARANTEEを指定すると、UNDO 動作を通常の動作に戻すことができま
す。実行中のトランザクションで必要な場合には、期限切れ前の UNDO データによって使
用されている UNDO セグメントの領域を使用できます。これはデフォルトです。

参照参照参照参照 : ユーザーに対する一時表領域の割当ての詳細は、『Oracle Database
セキュリティ・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 表領域グループへの表領域の追加の詳細は、12-82 ページの「ALTER 
TABLESPACE」および 16-83 ページの「表領域グループへの一時表領
域の追加例 :」を参照してください。

� ユーザーに対する一時表領域の割当てについては、17-7 ページの
「CREATE USER」を参照してください。

� 表領域グループの詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照し
てください。
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UNDO 表領域の制限事項表領域の制限事項表領域の制限事項表領域の制限事項 : UNDO 表領域には、次の制限事項があります。

� この表領域にはデータベース・オブジェクトを作成できません。システム管理の UNDO
データ用に確保されています。

� ローカル・エクステント管理を指定するために UNDO 表領域に対して指定できるのは、
DATAFILE句および extent_management_clause句のみです。extent_
management_clauseを使用して、ディクショナリ・エクステント管理を指定できませ
ん。すべての UNDO 表領域は、永続的、読取り / 書込み可能およびロギング・モードで
作成されます。MINIMUM EXTENTおよび DEFAULT STORAGEに対する値は、システムで生
成されます。

例例例例

これらの例では、8K ブロックを使用していると想定します。

bigfile 表領域の作成例表領域の作成例表領域の作成例表領域の作成例 : 次の例は、10MB のデータ・ファイル bigtbs_f1.datを持つ
bigfile 表領域 bigtbs_01を作成します。

CREATE BIGFILE TABLESPACE bigtbs_01
  DATAFILE 'bigtbs_f1.dat'
  SIZE 20M AUTOEXTEND ON;

UNDO 表領域の作成例表領域の作成例表領域の作成例表領域の作成例 : 次の例は、10MB の UNDO 表領域 undots1を作成します。

CREATE UNDO TABLESPACE undots1
   DATAFILE 'undotbs_1a.f'
   SIZE 10M AUTOEXTEND ON
   RETENTION GUARANTEE;

一時表領域の作成例一時表領域の作成例一時表領域の作成例一時表領域の作成例 : 次の文は、サンプル・データベースのデータベース・ユーザーに対する
デフォルトの一時表領域を作成します。

CREATE TEMPORARY TABLESPACE temp_demo
   TEMPFILE 'temp01.dbf' SIZE 5M AUTOEXTEND ON;

デフォルトのデータベース・ブロック・サイズを 2KB とした場合、マップの各ビットは 1 つの
エクステントを表し、各ビットは 8000 ブロックをマップします。

次の例は、データ・ファイルを作成するデフォルトの位置を設定し、デフォルトの位置に
Oracle Managed Files の一時ファイルを持つ表領域を作成します。一時ファイルは 100MB で、
大サイズが制限なしで自動拡張されます。これらは、Oracle Managed Files のデフォルト値

です。

ALTER SYSTEM SET DB_CREATE_FILE_DEST = '$ORACLE_HOME/rdbms/dbs';

CREATE TEMPORARY TABLESPACE tbs_05;

参照参照参照参照 :

� 自動 UNDO 管理および UNDO 表領域の詳細は、『Oracle Database 管
理者ガイド』を参照してください。UNDO_MANAGEMENTパラメータの
詳細は、『Oracle Database リファレンス』を参照してください。

� データベースの作成時に UNDO 表領域を作成する方法は、14-16 ペー
ジの「CREATE DATABASE」を参照してください。また、12-82 ペー
ジの「ALTER TABLESPACE」および 18-8 ページの「DROP 
TABLESPACE」を参照してください。

� 「UNDO 表領域の作成例 :」（16-82 ページ）
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表領域グループへの一時表領域の追加例表領域グループへの一時表領域の追加例表領域グループへの一時表領域の追加例表領域グループへの一時表領域の追加例 : 次の文は、tbs_grp_01表領域グループに含まれ
る tbs_temp_02一時表領域を作成します。この表領域グループが存在しない場合、文の実行
中に作成されます。

CREATE TEMPORARY TABLESPACE tbs_temp_02
  TEMPFILE 'temp02.dbf' SIZE 5M AUTOEXTEND ON
  TABLESPACE GROUP tbs_grp_01;

基本的な一時表領域の作成例基本的な一時表領域の作成例基本的な一時表領域の作成例基本的な一時表領域の作成例 : 次の文は、1 つのデータ・ファイルを持つ表領域 tbs_01を作
成します。

CREATE TABLESPACE tbs_01 
   DATAFILE 'tbs_f2.dat' SIZE 40M 
   ONLINE; 

次の文は、1 つのデータ・ファイルを持つ表領域 tbs_03を作成し、すべてのエクステントを
500KB の倍数として割り当てます。

CREATE TABLESPACE tbs_03 
   DATAFILE 'tbs_f03.dbf' SIZE 20M
   LOGGING;

表領域の自動拡張を使用可能にする場合の例表領域の自動拡張を使用可能にする場合の例表領域の自動拡張を使用可能にする場合の例表領域の自動拡張を使用可能にする場合の例 : 次の文は、1 つのデータ・ファイルを持つ表領
域 tbs_02を作成します。さらに領域が必要な場合、500KB のエクステントが 大サイズ
100MB まで追加されます。

CREATE TABLESPACE tbs_02 
   DATAFILE 'diskb:tbs_f5.dat' SIZE 500K REUSE
   AUTOEXTEND ON NEXT 500K MAXSIZE 100M;

ローカル管理表領域の作成例ローカル管理表領域の作成例ローカル管理表領域の作成例ローカル管理表領域の作成例 : 次の文では、データベース・ブロック・サイズが 2KB である
と仮定します。

CREATE TABLESPACE tbs_04 DATAFILE 'file_1.f' SIZE 10M
   EXTENT MANAGEMENT LOCAL UNIFORM SIZE 128K;

この文で、すべてのエクステントが 128KB で、ビットマップの各ビットが 64 ブロックを示す、
ローカル管理表領域を作成します。

次の文は、均一のエクステントを持つローカル管理表領域を作成して、その表領域に格納され
た表の例を示します。

CREATE TABLESPACE lmt1 DATAFILE 'lmt_file2.f' SIZE 100m REUSE
  EXTENT MANAGEMENT LOCAL UNIFORM SIZE 1M;

CREATE TABLE lmt_table1 (col1 NUMBER, col2 VARCHAR2(20))
  TABLESPACE lmt1 STORAGE (INITIAL 2m NEXT 1m MINEXTENTS 5 MAXSIZE 100m);

セグメントの初期サイズは 5MB です。セグメントには、1MB のエクステントが 5 つ割り当て
られています。セグメントの 大サイズは、100MB に制限されています。

次の例は、均一のエクステントを持たないローカル管理表領域を作成します。

CREATE TABLESPACE lmt2 DATAFILE 'lmt_file3.f' SIZE 100m REUSE 
  EXTENT MANAGEMENT LOCAL;

CREATE TABLE lmt_table2 (col1 NUMBER, col2 VARCHAR2(20)) 
  TABLESPACE lmt2 STORAGE (INITIAL 2m NEXT 1m MINEXTENTS 5 MAXSIZE 100m);

表の初期セグメント・サイズは 5MB です。Oracle Database によって、初期セグメント・サイ
ズを満たすように各エクステントのサイズおよび割り当てられるエクステントの合計数が決定
されます。セグメントの 大サイズは、100MB に制限されています。
SQL 文 : CREATE SYNONYM ～ CREATE TRIGGER 16-83



CREATE TABLESPACE
暗号化された表領域の作成例暗号化された表領域の作成例暗号化された表領域の作成例暗号化された表領域の作成例 : 次の文は、暗号化された表領域を作成します。 初にウォレッ
トを開いて、データベースに対して暗号化を有効にする必要があります。

ALTER SYSTEM SET ENCRYPTION KEY IDENTIFIED BY "welcome1";

System altered.

CREATE TABLESPACE encrypt_ts
  DATAFILE '$ORACLE_HOME/dbs/encrypt_df.dat' SIZE 1M
  ENCRYPTION USING '3DES168'
  DEFAULT STORAGE (ENCRYPT);

Tablespace created.

表領域に対してセグメント領域管理を指定する場合の例表領域に対してセグメント領域管理を指定する場合の例表領域に対してセグメント領域管理を指定する場合の例表領域に対してセグメント領域管理を指定する場合の例 : 次の例では、自動セグメント領域管
理の表領域を作成します。

CREATE TABLESPACE auto_seg_ts DATAFILE 'file_2.f' SIZE 1M
   EXTENT MANAGEMENT LOCAL
   SEGMENT SPACE MANAGEMENT AUTO;

Oracle Managed Files の作成例の作成例の作成例の作成例 : 次の例は、データ・ファイルを作成するデフォルトの位置
を設定し、デフォルトの位置にデータ・ファイルを持つ表領域を作成します。データ・ファイ
ルは 100MB で自動拡張可能であり、 大サイズの制限がありません。

ALTER SYSTEM SET DB_CREATE_FILE_DEST = '$ORACLE_HOME/rdbms/dbs';

CREATE TABLESPACE omf_ts1;

次の例は、自動拡張されない 100MB の Oracle Managed Files のデータ・ファイルを持つ表領域
を作成します。

CREATE TABLESPACE omf_ts2 DATAFILE AUTOEXTEND OFF;
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CREATE TRIGGER 

用途用途用途用途

トリガーは PL/SQL を使用して定義されます。このため、この項では一般的な情報について説
明します。構文およびセマンティクスの詳細は『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』
を参照してください。

CREATE TRIGGER文を使用すると、データベース・トリガーデータベース・トリガーデータベース・トリガーデータベース・トリガーを作成できます。データベース・
トリガーとは、次のとおりです。

� 表、スキーマまたはデータベースに対応したストアド PL/SQL ブロック

� 無名 PL/SQL ブロック、あるいは PL/SQL または JAVA で実装されているプロシージャへ
のコール

指定された条件が発生した場合、トリガーは自動的に実行されます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

自分のスキーマ内の表または自分のスキーマ（SCHEMA）に対するトリガーを自分のスキーマ内
に作成する場合は、CREATE TRIGGERシステム権限が必要です。

任意のスキーマ内の表または別のユーザーのスキーマ（schema.SCHEMA）に対するトリガーを
任意のスキーマ内に作成する場合は、CREATE ANY TRIGGERシステム権限が必要です。

前述の権限の他にも、データベースに対するトリガーを作成する場合は、ADMINISTER 
DATABASE TRIGGERシステム権限が必要です。

トリガーが SQL 文を発行、またはプロシージャやファンクションをコールする場合、そのトリ
ガーの所有者には、これらの操作を行うための権限が必要です。これらの権限はロールを介し
て付与するのでなく、所有者に直接付与する必要があります。

構文構文構文構文

トリガーは PL/SQL を使用して定義されます。このため、このマニュアルの構文図では SQL
キーワードのみを示します。PL/SQL の構文、セマンティクスおよび例については、『Oracle 
Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

create_trigger::=

（plsql_sourceについては、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してくだ
さい。）

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

OR REPLACE
OR REPLACEを指定すると、既存のトリガーを再作成できます。この句を指定すると、既存の
トリガーの定義を削除しなくても変更できます。

plsql_source
plsql_sourceの構文およびセマンティクスについては、『Oracle Database PL/SQL 言語リ
ファレンス』を参照してください。

CREATE
OR REPLACE

TRIGGER plsql_source
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17

SQL 文文文文 :

CREATE TYPE ～～～～
DROP ROLLBACK SEGMENT

この章では、次の SQL 文について説明します。

� CREATE TYPE

� CREATE TYPE BODY

� CREATE USER

� CREATE VIEW

� DELETE

� DISASSOCIATE STATISTICS

� DROP CLUSTER

� DROP CONTEXT

� DROP DATABASE

� DROP DATABASE LINK

� DROP DIMENSION

� DROP DIRECTORY

� DROP DISKGROUP

� DROP FLASHBACK ARCHIVE

� DROP FUNCTION

� DROP INDEX

� DROP INDEXTYPE

� DROP JAVA

� DROP LIBRARY

� DROP MATERIALIZED VIEW

� DROP MATERIALIZED VIEW LOG

� DROP OPERATOR

� DROP OUTLINE

� DROP PACKAGE
SEGMENT 17-1



� DROP PROCEDURE

� DROP PROFILE

� DROP RESTORE POINT

� DROP ROLE

� DROP ROLLBACK SEGMENT
17-2 Oracle Database SQL 言語リファレンス



CREATE TYPE
CREATE TYPE 

用途用途用途用途

オブジェクト型は PL/SQL を使用して定義されます。このため、この項では一般的な情報につ
いて説明します。構文およびセマンティクスの詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファ
レンス』を参照してください。

CREATE TYPE文を使用すると、オブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型、SQLJ オブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型オブジェクト型、名前付きの可変配列
（VARRAY）、ネストした表型ネストした表型ネストした表型ネストした表型または不完全なオブジェクト型不完全なオブジェクト型不完全なオブジェクト型不完全なオブジェクト型の仕様部を作成できます。
CREATE TYPE文および CREATE TYPE BODY文を使用してオブジェクト型を作成します。
CREATE TYPE文では、オブジェクト型の名前、オブジェクトの属性、メソッドおよびその他の
プロパティを指定します。CREATE TYPE BODY文には、その型を実装するメソッドに対する
コードが含まれます。

不完全型不完全型不完全型不完全型とは、フォワード型定義によって作成される型です。このオブジェクト型には名前は
ありますが、属性およびメソッドがないため、不完全といわれます。他の型からの参照が可能
なため、互いに参照する型の定義に使用できます。ただし、不完全オブジェクト型を使用して
表やオブジェクト列またはネストした表型の列を作成する場合は、型を完全に指定しておく必
要があります。

前提条件前提条件前提条件前提条件

自分のスキーマ内に型を作成する場合は、CREATE TYPEシステム権限が必要です。他のユー
ザーのスキーマ内に型を作成する場合は、CREATE ANY TYPEシステム権限が必要です。これら
の権限は、明示的に取得することもロールを介して取得することもできます。

サブタイプを作成する場合は、UNDER ANY TYPEシステム権限またはスーパータイプに対する
UNDERオブジェクト権限が必要です。

型の所有者には、型定義内で参照する他のすべての型にアクセスするための EXECUTEオブ
ジェクト権限が必要です。または、EXECUTE ANY TYPEシステム権限が必要です。所有者は、
これらの権限をロールを介して取得することはできません。

型の所有者が、型にアクセスする権限を他のユーザーに付与する場合、所有者には、参照型に
対する Grant Option付きの EXECUTEオブジェクト権限、または Admin Option付きの
EXECUTE ANY TYPEシステム権限が必要です。これらの権限がないと、型の所有者は、型にア
クセスする権限を他のユーザーに付与できません。

注意注意注意注意 :

� 型仕様で属性のみ宣言し、メソッドは宣言しないオブジェクト型を作
成する場合は、型本体を指定する必要はありません。

� SQLJ オブジェクト型を作成する場合は、型本体を指定できません。
型の実装は Java クラスとして指定されます。

参照参照参照参照 :

� 型のメンバー・メソッドの作成については、17-5 ページの「CREATE 
TYPE BODY」を参照してください。

� オブジェクト、不完全型、VARRAY およびネストした表の詳細は、
『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』および『Oracle 

Database オブジェクト・リレーショナル開発者ガイド』を参照してく
ださい。
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CREATE TYPE
構文構文構文構文

型は PL/SQL を使用して定義されます。このため、このマニュアルの構文図では SQL キーワー
ドのみを示します。PL/SQL の構文、セマンティクスおよび例については、『Oracle Database 
PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

create_type::=

（plsql_sourceについては、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してくだ
さい。）

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

OR REPLACE
OR REPLACEを指定すると、既存の型を再作成できます。この句を指定した場合、既存の型の
定義をはじめに削除しなくても、その定義を変更できます。

再作成するオブジェクト型に対する権限があらかじめ付与されている場合は、再作成後にあら
ためて権限を付与されなくてもそのオブジェクト型を使用および参照できます。

ファンクション索引が型に依存している場合、索引に DISABLEDのマークが付きます。

plsql_source
plsql_sourceの構文およびセマンティクスについては、『Oracle Database PL/SQL 言語リ
ファレンス』を参照してください。

CREATE
OR REPLACE

TYPE plsql_source
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CREATE TYPE BODY
CREATE TYPE BODY 

用途用途用途用途

型本体は PL/SQL を使用して定義されます。このため、この項では一般的な情報について説明
します。構文およびセマンティクスの詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』
を参照してください。

CREATE TYPE BODYを使用すると、オブジェクト型仕様部で定義されたメンバー・メソッドを
定義または実装することができます。CREATE TYPE文および CREATE TYPE BODY文を使用し
てオブジェクト型を作成します。CREATE TYPE文では、オブジェクト型の名前、オブジェクト
の属性、メソッドおよびその他のプロパティを指定します。CREATE TYPE BODY文には、その
型を実装するメソッドに対するコードが含まれます。

call_specを定義していないオブジェクト型仕様部に指定された各メソッドには、オブジェク
ト型本体の対応するメソッド本体を指定する必要があります。

前提条件前提条件前提条件前提条件

オブジェクト型用の CREATE TYPE仕様部で行われるすべてのメンバー宣言には、それに対応
する構造が CREATE TYPE文または CREATE TYPE BODY文内に存在する必要があります。

自分のスキーマ内で型本体を作成または再作成する場合は、CREATE TYPEシステム権限または
CREATE ANY TYPEシステム権限が必要です。他のユーザーのスキーマ内でオブジェクト型を作
成する場合は、CREATE ANY TYPEシステム権限が必要です。他のユーザーのスキーマ内でオブ
ジェクト型を置換する場合は、DROP ANY TYPEシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

型本体は PL/SQL を使用して定義されます。このため、このマニュアルの構文図では SQL キー
ワードのみを示します。PL/SQL の構文、セマンティクスおよび例については、『Oracle 
Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

create_type_body::=

（plsql_sourceについては、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してくだ
さい。）

注意注意注意注意 : SQLJ オブジェクト型を作成する場合は、Java クラスとして指定さ
れます。

参照参照参照参照 :

� 型仕様部の作成の詳細は、17-3 ページの「CREATE TYPE」を参照し
てください。

� 型仕様部の変更の詳細は、13-4 ページの「ALTER TYPE」を参照して
ください。

CREATE
OR REPLACE

TYPE BODY plsql_source
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CREATE TYPE BODY
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

OR REPLACE
OR REPLACEを指定すると、既存の型本体を再作成できます。この句を指定した場合、既存の
型本体の定義をはじめに削除しなくても、その定義を変更できます。

再作成されたオブジェクト型本体に対する権限を付与されているユーザーは、権限を再付与さ
れなくても、そのオブジェクト型本体を使用および参照できます。

この句を使用した場合、ALTER TYPE ... REPLACE文によって追加された仕様部に、新規メン
バー・サブプログラム定義を追加できます。

plsql_source
plsql_sourceの構文およびセマンティクスについては、『Oracle Database PL/SQL 言語リ
ファレンス』を参照してください。
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CREATE USER
CREATE USER 

用途用途用途用途

CREATE USER文を使用すると、データベース・ユーザーユーザーユーザーユーザー（データベースにログイン可能なアカ
ウント）を作成および構成でき、Oracle Database がそのユーザーによるアクセスを許可する方
法が確立されます。

この文を自動ストレージ管理クラスタで発行すると、現行のノードの ASM インスタンスに対
してローカルなパスワード・ファイルに、ユーザーおよびパスワードの組合せを追加できます。
各ノードの ASM インスタンスでは、この文を使用して個々のパスワード・ファイルを更新で
きます。このパスワード・ファイル自体は、ORAPWDユーティリティで作成されている必要が
あります。

プロキシ・アプリケーションまたはアプリケーション・サーバーによって、データベースと
ユーザーを接続できます。構文および説明は、13-5 ページの「ALTER USER」を参照してくだ
さい。

前提条件前提条件前提条件前提条件

CREATE USERシステム権限が必要です。CREATE USER文を使用して作成したユーザーの権限
ドメインは空（権限を付与されていない状態）になります。Oracle Database にログオンする
ユーザーには、CREATE SESSIONシステム権限が必要です。そのため、ユーザーを作成した場
合、必ず CREATE SESSIONシステム権限をそのユーザーに付与してください。詳細は、18-31
ページの「GRANT」を参照してください。

AS SYSASMとして認証されたユーザーのみが、このコマンドを発行して、自動ストレージ管理
インスタンスのパスワード・ファイルを変更できます。

構文構文構文構文

create_user::=

（8-42 ページの size_clause::= を参照）

CREATE USER user IDENTIFIED

BY password

EXTERNALLY
AS ’ certificate_DN ’

GLOBALLY
AS ’

directory_DN
’

DEFAULT TABLESPACE tablespace

TEMPORARY TABLESPACE
tablespace

tablespace_group_name

QUOTA
size_clause

UNLIMITED
ON tablespace

PROFILE profile

PASSWORD EXPIRE

ACCOUNT
LOCK

UNLOCK
;
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CREATE USER
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

user
作成するユーザー名を指定します。この名前には、使用しているデータベース・キャラクタ・
セットの文字のみを指定できます。また、2-98 ページの「スキーマ・オブジェクトのネーミン
グ規則」で説明した規則に従う必要があります。データベース・キャラクタ・セットがマルチ
バイト文字を含んでいても、ユーザー名にはシングルバイト文字を 1 つ以上使用することをお
薦めします。

IDENTIFIED 句句句句

IDENTIFIED句を使用すると、Oracle Database によるユーザーの認証方法を指定できます。

BY password
BY password句を使用すると、ローカル・ユーザーローカル・ユーザーローカル・ユーザーローカル・ユーザーを作成し、データベースへのログイン時
に、パスワードの指定が必要であることを指定できます。パスワードは、大 / 小文字が区別さ
れます。この後に、ユーザーをデータベースに接続するために使用される CONNECT文字列で
は、この CREATE USER文または後述の ALTER USER文で使用されているものと同じ文字（大
文字、小文字または混在）を使用してパスワードを指定する必要があります。パスワードには、
データベース・キャラクタ・セットのシングルバイト文字、マルチバイト文字、特殊文字また
はこれらの組合せを含めることができます。

Oracle Database の複雑なパスワード検証ルーチンを使用していない場合、パスワードは、
2-98 ページの「スキーマ・オブジェクトのネーミング規則」にある規則に従う必要があります。
そのルーチンでは、通常のネーミング規則より複雑な文字の組合せが必要です。このルーチン
は、UTLPWDMG.SQLスクリプトを使用して実装します。詳細は、『Oracle Database セキュリ
ティ・ガイド』を参照してください。

EXTERNALLY 句句句句

EXTERNALLYを指定すると、外部ユーザー外部ユーザー外部ユーザー外部ユーザーを作成できます。このユーザーは、外部サービス
（オペレーティング・システムやサード・パーティのサービスなど）で認証する必要がありま
す。その場合、オペレーティング・システムまたはサード・パーティ・サービスによる認証を
使用して、特定の外部ユーザーが特定のデータベース・ユーザーへのアクセス権を所有するこ
とが可能になります。

注意注意注意注意 : ユーザー名およびパスワードは、ご使用のプラットフォームに応
じて、ASCII または EBCDIC 文字のみでエンコードすることをお薦めしま
す。

参照参照参照参照 : 「データベース・ユーザーの作成例 :」（17-11 ページ）

参照参照参照参照 : パスワードでの大 / 小文字の区別、パスワードの複雑さ、その他
パスワードに関するガイドラインについては、『Oracle Database セキュリ
ティ・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : ユーザー名およびパスワードは、ご使用のプラットフォームに応
じて、ASCII または EBCDIC 文字のみでエンコードすることをお薦めしま
す。

参照参照参照参照 : パスワード管理およびパスワード保護の詳細は、『Oracle Database
セキュリティ・ガイド』を参照してください。
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CREATE USER
AS 'certificate_DN' この句は SSL 認証の外部ユーザーに必須で、そのユーザーに対してのみ
使用されます。certificate_DNは、ユーザーのウォレット内のユーザーの PKI 証明書にあ
る識別名です。

GLOBALLY 句句句句

GLOBALLY句を使用すると、グローバル・ユーザーグローバル・ユーザーグローバル・ユーザーグローバル・ユーザーを作成することができます。このユーザー
は、エンタープライズ・ディレクトリ・サービス（Oracle Internet Directory）によって認可さ
れる必要があります。

directory_DN文字列は、次のいずれかの形式になります。

� このユーザーを識別するエンタープライズ・ディレクトリ・サービスの X.509 の名前。
文字列は、CN=username,other_attributesという形式である必要があります。
other_attributesは、ディレクトリ内のユーザーの識別名（DN）以外の部分です。
この形式では、プライベート・グローバル・スキーマプライベート・グローバル・スキーマプライベート・グローバル・スキーマプライベート・グローバル・スキーマが作成されます。

� NULL 文字列（' '）。エンタープライズ・ディレクトリ・サービスが、認証されたグローバ
ル・ユーザーを、このデータベース・スキーマに適切なロール付きでマップすることを示
します。この形式は、GLOBALLYキーワードのみを指定するのと同じで、共有グローバ共有グローバ共有グローバ共有グローバ
ル・スキーマル・スキーマル・スキーマル・スキーマが作成されます。

特定のユーザーとして接続し、ALTER USER文を使用してユーザーのロールをアクティブにす
るために、アプリケーション・サーバーの機能を制御できます。

DEFAULT TABLESPACE 句句句句
ユーザーが作成するオブジェクトを格納するデフォルトの表領域を指定します。この句を省略
した場合、ユーザーのオブジェクトはデータベースのデフォルトの表領域に格納されます。
データベースのデフォルトの表領域が指定されていない場合、ユーザーのオブジェクトは
SYSTEM表領域に格納されます。

デフォルトの表領域の制限事項デフォルトの表領域の制限事項デフォルトの表領域の制限事項デフォルトの表領域の制限事項 : ローカル管理の一時表領域（UNDO 表領域を含む）または
ディクショナリ管理の一時表領域は、ユーザーのデフォルトの表領域として指定できません。

注意注意注意注意 : ご使用のオペレーティング・システムにログインする際のセキュ
リティが十分でない場合は、IDENTIFIED EXTERNALLYを使用しないこ
とをお薦めします。

参照参照参照参照 :

� 外部で識別されるユーザーの詳細は、『Oracle Database エンタープラ
イズ・ユーザー・セキュリティ管理者ガイド』を参照してください。

� 「外部データベース・ユーザーの作成例 :」（17-11 ページ）

参照参照参照参照 :

� グローバル・ユーザーの詳細は、『Oracle Database セキュリティ・ガ
イド』を参照してください。

� 「ALTER USER」（13-5 ページ）

� 「グローバル・データベース・ユーザーの作成例 :」（17-12 ページ）

参照参照参照参照 :

� 表領域の概要および UNDO 表領域の詳細は、16-71 ページの
「CREATE TABLESPACE」を参照してください。

� デフォルトの表領域をユーザーに割り当てる方法の詳細は、『Oracle 
Database セキュリティ・ガイド』を参照してください。
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TEMPORARY TABLESPACE 句句句句

ユーザーの一時セグメントが確保される表領域または表領域グループを指定します。この句を
省略した場合、ユーザーの一時セグメントはデータベースのデフォルトの一時表領域に格納さ
れます。データベースのデフォルトの一時表領域が指定されていない場合は、SYSTEM表領域
に格納されます。

� tablespaceに、ユーザーの一時セグメント表領域を指定します。

� tablespace_group_nameに、ユーザーが一時セグメントを保存できる表領域の表領域
グループを指定します。

一時表領域の制限事項一時表領域の制限事項一時表領域の制限事項一時表領域の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� 表領域は一時表領域で、標準ブロック・サイズである必要があります。

� 表領域は、UNDO 表領域または自動セグメント領域管理の表領域にできません。

QUOTA 句句句句

QUOTA句を使用すると、ユーザーが表領域内に割り当てることができる 大サイズを指定でき
ます。

CREATE USER文では、複数の表領域に対して複数の QUOTA句を指定できます。

UNLIMITEDを使用すると、ユーザーは、表領域の領域を無制限に割り当てることができます。

QUOTA 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : この句は、一時表領域には指定できません。

PROFILE 句句句句

ユーザーに割り当てるプロファイルを指定します。このプロファイルによって、ユーザーが使
用できるデータベース・リソース容量が制限されます。この句を省略した場合、DEFAULTプロ
ファイルがユーザーに割り当てられます。

参照参照参照参照 :

� 表領域グループの詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照し
てください。一時表領域をユーザーに割り当てる方法の詳細は、

『Oracle Database セキュリティ・ガイド』を参照してください。

� UNDO 表領域およびセグメント管理の詳細は、16-71 ページの
「CREATE TABLESPACE」を参照してください。

� 「表領域グループの割当て例 :」（13-10 ページ）

参照参照参照参照 : この句の詳細は、8-42 ページの「size_clause」を参照してくださ
い。表領域の割当て制限の指定については、『Oracle Database セキュリ
ティ・ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : データベース・リソース制限を設定する場合、この SQL プロファ
イルではなく、データベース・リソース・マネージャを使用することをお
薦めします。データベース・リソース・マネージャを使用すると、リソー
ス使用の管理および監査を柔軟に行うことができます。データベース・リ
ソース・マネージャの詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照し
てください。

参照参照参照参照 : 18-31 ページの「GRANT」および 15-47 ページの「CREATE 
PROFILE」を参照してください。
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PASSWORD EXPIRE 句句句句

PASSWORD EXPIREを指定すると、ユーザーのパスワードを期限切れにできます。この設定に
よって、ユーザーがデータベースにログインする前に、ユーザーまたは DBA はパスワードの変
更が必要となります。

ACCOUNT 句句句句

ACCOUNT LOCKを指定すると、ユーザー・アカウントをロックし、アクセスを禁止できます。
ACCOUNT UNLOCKを指定すると、ユーザー・アカウントのロックを解除し、アカウントへのア
クセスを許可できます。

例例例例 
次のすべての例では、example表領域を使用します。この表領域はシード・データベースに存
在し、サンプル・スキーマにアクセス可能です。

データベース・ユーザーの作成例データベース・ユーザーの作成例データベース・ユーザーの作成例データベース・ユーザーの作成例 : PASSWORD EXPIREを指定して新規ユーザーを作成する場
合、データベースにログインする前に、そのユーザーのパスワードを変更する必要があります。
次の文は、sidneyユーザーを作成します。

CREATE USER sidney 
    IDENTIFIED BY out_standing1 
    DEFAULT TABLESPACE example 
    QUOTA 10M ON example 
    TEMPORARY TABLESPACE temp
    QUOTA 5M ON system 
    PROFILE app_user 
    PASSWORD EXPIRE;

前述のユーザー sidneyには次の特性があります。

� パスワード out_standing1 

� 10MB の割当て制限のあるデフォルト表領域 example 

� 一時表領域 temp 

� 5MB の割当て制限のある表領域 SYSTEMへのアクセス 

� プロファイル app_user（15-51 ページの「プロファイルの作成例 :」で作成）によって定
義されているデータベース・リソースの制限

� sidneyがデータベースにログインする前に変更する必要がある期限切れのパスワード

外部データベース・ユーザーの作成例外部データベース・ユーザーの作成例外部データベース・ユーザーの作成例外部データベース・ユーザーの作成例 : 次の例は、データベースにアクセスする前に外部ソー
スによって識別される必要のある、外部ユーザーを作成します。

CREATE USER app_user1
   IDENTIFIED EXTERNALLY
   DEFAULT TABLESPACE example
   QUOTA 5M ON example
   PROFILE app_user;

ユーザー app_user1には次の追加の特性があります。

� デフォルトの表領域 example 

� デフォルトの一時表領域 example 

� 表領域 exampleに 5MB の領域、およびデータベースの一時表領域に無制限の割当て 

� プロファイル app_userによって定義されているデータベース・リソースの制限 
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オペレーティング・システム・アカウントによってのみアクセス可能な別のユーザーを作成す
る場合、ユーザー名に初期化パラメータ OS_AUTHENT_PREFIX値の接頭辞を付けます。たと
えば、この値が「ops$」の場合、次の文を使用して、外部で識別されるユーザー
external_userを作成できます。

CREATE USER ops$external_user
   IDENTIFIED EXTERNALLY
   DEFAULT TABLESPACE example
   QUOTA 5M ON example
   PROFILE app_user;     

グローバル・データベース・ユーザーの作成例グローバル・データベース・ユーザーの作成例グローバル・データベース・ユーザーの作成例グローバル・データベース・ユーザーの作成例 : 次の例は、グローバル・ユーザーを作成しま
す。グローバル・ユーザーを作成する場合、エンタープライズ・ディレクトリ・サーバーで
ユーザーを識別する X.509 の名前を指定することができます。

CREATE USER global_user
   IDENTIFIED GLOBALLY AS 'CN=analyst, OU=division1, O=oracle, C=US'
   DEFAULT TABLESPACE example
   QUOTA 5M ON example;
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CREATE VIEW
CREATE VIEW 

用途用途用途用途

CREATE VIEW文を使用すると、ビュービュービュービューを定義できます。ビューは論理表で、1 つ以上の表また
はビューがベースとなります。ビューにデータそのものが格納されているわけではありません。
ビューの基礎になる表を実表実表実表実表といいます。

LOB、オブジェクト型、REFデータ型、ネストした表または VARRAY 型をサポートするオブオブオブオブ
ジェクト・ビュージェクト・ビュージェクト・ビュージェクト・ビューまたはリレーショナル・ビューを、既存のビュー・メカニズムで作成するこ
ともできます。オブジェクト・ビューとは、ユーザー定義型のビューのことで、ビューの各行
に、それぞれが一意のオブジェクト識別子を持つオブジェクトが含まれます。

XMLTypeビューも作成できます。このビューは、オブジェクト・ビューと似ていますが、
XMLTypeの XML Schema ベースの表のデータを表示します。

前提条件前提条件前提条件前提条件

自分のスキーマ内にビューを作成する場合は、CREATE VIEWシステム権限が必要です。他の
ユーザーのスキーマ内にビューを作成する場合は、CREATE ANY VIEWシステム権限が必要で
す。

サブビューを作成する場合は、UNDER ANY VIEWシステム権限またはスーパービューに対する
UNDERオブジェクト権限が必要です。

ビューが含まれているスキーマの所有者は、そのビューの基礎となっているすべての表または
ビューに対する行の選択、挿入、更新または削除の権限が必要です。また、所有者には、これ
らの権限がロールを介してではなく、直接付与されている必要があります。

オブジェクト・ビューの作成時にオブジェクト型の基本コンストラクタ・メソッドを使用する
場合、次のいずれかの条件を満たしている必要があります。

�  オブジェクト型が作成対象のビューと同じスキーマに属している。

� EXECUTE ANY TYPEシステム権限を持っている。

� そのオブジェクト型に対する EXECUTEオブジェクト権限を持っている。

参照参照参照参照 :

� ビューの様々な種類およびその使用方法については、『Oracle 
Database 概要』、『Oracle Database アドバンスト・アプリケーション
開発者ガイド』および『Oracle Database 管理者ガイド』を参照して
ください。

� XMLTypeビューの詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を参照し
てください。

� ビューの変更およびデータベースからのビューの削除については、
13-12 ページの「ALTER VIEW」および 18-17 ページの「DROP 
VIEW」を参照してください。

参照参照参照参照 : 作成するビューの基礎となる表またはビューに対して、ビューの
所有者に必要な権限の詳細は、19-4 ページの「SELECT」、18-53 ページの

「INSERT」、19-62 ページの「UPDATE」および 17-23 ページの
「DELETE」を参照してください。
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CREATE VIEW
構文構文構文構文

create_view::=

（8-5 ページの inline_constraint::=、8-5 ページの out_of_line_constraint::=、
17-14 ページの object_view_clause::=、17-14 ページの XMLType_view_clause::=、
19-5 ページの subquery::=（SELECT構文の一部）、
17-15 ページの subquery_restriction_clause::= を参照）

object_view_clause::=

（8-5 ページの inline_constraint::= および 8-5 ページの out_of_line_constraint::= を参照）

XMLType_view_clause::=

CREATE
OR REPLACE

NO
FORCE

VIEW

schema .
view

(
alias

inline_constraint

out_of_line_constraint

,

)

object_view_clause

XMLType_view_clause

AS subquery
subquery_restriction_clause

;

OF
schema .

type_name

WITH OBJECT IDENTIFIER

DEFAULT

( attribute

,

)

UNDER
schema .

superview

(
out_of_line_constraint

attribute inline_constraint

,

)

OF XMLTYPE
XMLSchema_spec

WITH OBJECT IDENTIFIER

DEFAULT

( expr

,

)
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XMLSchema_spec::=

subquery_restriction_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

OR REPLACE
OR REPLACEを指定すると、既存のビューを再作成できます。この句を使用した場合、以前に
付与されたオブジェクト権限を削除、再作成、再付与しなくても、既存のビュー定義を変更で
きます。

ビューを再作成した場合、ビュー内で定義された INSTEAD OFトリガーが削除されます。

すべてのマテリアライズド・ビューが viewに依存している場合、そのマテリアライズド・
ビューには UNUSABLEというマークが付けられ、それらが再利用可能になるようにリストアす
る場合は、完全なリフレッシュが必要になります。無効なマテリアライズド・ビューはクエ
リー・リライトで使用されることはなく、また、再コンパイルされるまでリフレッシュされま
せん。

FORCE
FORCEを指定すると、ビューの実表または参照するオブジェクト型が存在しているか、または
そのビューを含むスキーマの所有者が、それらの表やオブジェクト型に対する権限を持ってい
るかにかかわらず、ビューを作成できます。SELECT、INSERT、UPDATEまたは DELETE文を
ビューに対して発行する場合、これらの条件を満たしている必要があります。

ビュー定義が制約を含む場合、実表または参照するオブジェクト型が存在しないと、CREATE 
VIEW ... FORCEは正常に実行されません。また、ビュー定義で存在しない制約が指定される場
合も、CREATE VIEW ... FORCEは正常に実行されません。

NO FORCE
NOFORCEを指定すると、実表が存在し、ビューを含むスキーマの所有者がその実表に対する権
限を持っている場合のみ、ビューを作成できます。これはデフォルトです。

参照参照参照参照 :

� 無効なマテリアライズド・ビューのリフレッシュについては、11-2
ページの「ALTER MATERIALIZED VIEW」を参照してください。

� マテリアライズド・ビューの概要は、『Oracle Database 概要』を参照
してください。

� INSTEAD OF句の詳細は、16-85 ページの「CREATE TRIGGER」を参
照してください。

single_XMLSchema_spec

multiple_XMLSchema_spec

ALLOW
ANYSCHEMA

NONSCHEMA

DISALLOW NONSCHEMA

WITH

READ ONLY

CHECK OPTION
CONSTRAINT constraint
SQL 文 : CREATE TYPE ～ DROP ROLLBACK SEGMENT 17-15



CREATE VIEW
schema 
ビューを含めるスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、自分のスキーマにその
ビューが作成されます。

view
ビューまたはオブジェクト・ビューの名前を指定します。

ビューの制限事項ビューの制限事項ビューの制限事項ビューの制限事項 : あるビューに INSTEAD OFトリガーが含まれている場合、そのビューで
作成されるビューが更新可能であっても、そのビューには INSTEAD OFトリガーが必要です。

alias
ビューを定義する問合せによって選択された式の名前を指定します。別名の数は、ビューに
よって選択された式の数と一致している必要があります。別名は、Oracle Database のスキー
マ・オブジェクトのネーミング規則に従う必要があります。別名は、ビュー内で一意である必
要があります。

別名を省略した場合、別名は問合せの列または列の別名から導出されます。このため、問合せ
に列の名前のみでなく式が含まれている場合は、別名を使用する必要があります。また、
ビュー定義に制約が含まれている場合も、別名を指定する必要があります。

ビューの別名の制限事項ビューの別名の制限事項ビューの別名の制限事項ビューの別名の制限事項 : オブジェクト・ビューの作成時に別名は指定できません。

inline_constraint およびおよびおよびおよび out_of_line_constraint
ビューおよびオブジェクト・ビューには制約を指定できます。out_of_line_constraint句
を使用すると、ビュー・レベルで制約を定義できます。適切な別名の後で
inline_constraint句を使用すると、列定義または属性定義の一部として制約を定義できま
す。

Oracle Database では、ビュー制約を適用していません。制限事項を含むビュー制約の詳細は、
8-17 ページの「ビュー制約」を参照してください。

object_view_clause 
object_view_clauseを使用すると、オブジェクト型にビューを定義できます。

OF type_name 句句句句

この句を使用すると、type_name型のオブジェクト・ビューオブジェクト・ビューオブジェクト・ビューオブジェクト・ビューを明示的に作成できます。オブ
ジェクト・ビューの列は、type_name型の 上位属性に対応しています。各行にはオブジェク
ト・インスタンスが含まれ、また、各インスタンスは WITH OBJECT IDENTIFIER句で指定し
たオブジェクト識別子に関連付けられます。schemaを指定しない場合、自分のスキーマ内に
オブジェクト・ビューが作成されます。

オブジェクト表、XMLType表、オブジェクト・ビューおよび XMLTypeビューには、列名は付
けられません。そのため、システム生成疑似列 OBJECT_IDが定義されます。問合せでこの列
名を使用し、WITH OBJECT IDENTIFIER句を指定して、オブジェクト・ビューを作成できま
す。

参照参照参照参照 : 「ビューの作成例 :」（17-20 ページ）

参照参照参照参照 : 「スキーマ・オブジェクトの構文および SQL 文の構成要素」
（2-102 ページ）

参照参照参照参照 : 「制約付きのビューの作成例 :」（17-20 ページ）

参照参照参照参照 : 「オブジェクト・ビューの作成例 :」（17-21 ページ）
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WITH OBJECT IDENTIFIER 句句句句

WITH OBJECT IDENTIFIER句を使用すると、 上位（ルート）のオブジェクト・ビューを指
定できます。オブジェクト・ビュー内の各行を識別するためのキーとして使用されるオブジェ
クト型の属性を指定します。ほとんどの場合、各属性は実表の主キー列と対応します。属性リ
ストが一意で、ビューの 1 行ずつを識別することを確認する必要があります。

オブジェクト・ビューの制限事項オブジェクト・ビューの制限事項オブジェクト・ビューの制限事項オブジェクト・ビューの制限事項 : オブジェクト・ビューには、次の制限事項があります。

� オブジェクト・ビュー内の複数のインスタンスに変換される主キー REFを参照解除または
確保しようとした場合、データベースはエラーを戻します。

� サブビューはスーパービューのオブジェクト識別子を継承するため、サブビューを作成す
る場合は、この句を指定できません。

オブジェクト・ビューがオブジェクト表またはオブジェクト・ビュー上で定義されている場合
は、この句を省略するか、または DEFAULTを指定します。

DEFAULT DEFAULTを指定すると、基礎となるオブジェクト表またはオブジェクト・ビュー
固有のオブジェクト識別子を使用して、各行を一意に識別できます。

attribute オブジェクト・ビューに対して作成されるオブジェクト識別子の基になるオブジェ
クト型の属性を指定します。

UNDER 句句句句

UNDER句を使用すると、オブジェクト・スーパービューに基づくサブビューを指定できます。

サブビューの制限事項サブビューの制限事項サブビューの制限事項サブビューの制限事項 : サブビューには、次の制限事項があります。

� サブビューは、スーパービューと同じスキーマに作成する必要があります。

� オブジェクト型 type_nameは、superview直属のサブタイプである必要があります。

� 同一のスーパービューには、特定の型のサブビューを 1 つのみ作成できます。

AS subquery
ビューの基になっている表（実表）の列と行を識別する副問合せを指定します。副問合せの
SELECT 構文のリストには 1000 以下の式を指定できます。

リモート表およびリモート・ビューを参照するビューを作成する場合、CREATE DATABASE 
LINK文の CONNECT TO句を使用して、指定するデータベース・リンクを作成しておく必要が
あります。また、ビュー副問合せのスキーマ名で修飾する必要があります。

ビューを定義する問合せで flashback_query_clauseを使用してビューを作成した場合、
AS OF式は作成時には解析されず、ユーザーがビューを問い合せるたびに解析されます。

注意注意注意注意 : Oracle8i リリース 8.0 の構文 WITH OBJECT OIDは、この構文と置
き換えられます。キーワード WITH OBJECT OIDは下位互換用にサポート
されていますが、新しい構文 WITH OBJECT IDENTIFIERを使用すること
をお薦めします。

参照参照参照参照 :

� オブジェクトの作成の詳細は、17-3 ページの「CREATE TYPE」を参
照してください。

� データ・ディクショナリ・ビューの詳細は、『Oracle Database リファ
レンス』を参照してください。

参照参照参照参照 : Oracle フラッシュバック問合せの詳細は、17-20 ページの「結合
ビューの作成例 :」および『Oracle Database アドバンスト・アプリケー
ション開発者ガイド』を参照してください。
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ビューを定義する問合せの制限事項ビューを定義する問合せの制限事項ビューを定義する問合せの制限事項ビューを定義する問合せの制限事項 : ビュー問合せには、次の制限事項があります。

� 副問合せでは、CURRVALおよび NEXTVAL疑似列を選択できません。

� 副問合せで ROWID、ROWNUMまたは LEVELの各疑似列を選択する場合、そのビュー副問合
せには列の別名が必要です。

� 副問合せでアスタリスク（*）を使用して表のすべての列を選択し、後でその表に新しい列
を追加する場合、CREATE OR REPLACE VIEW文を発行してビューを再作成するまで、追加
した列はそのビューに含まれません。

� オブジェクト・ビューの場合、副問合せの SELECT 構文のリスト内の要素数は、そのオブ
ジェクト型の 上位属性数と同じである必要があります。それぞれの選択要素のデータ型
は、対応する 上位属性と同じである必要があります。

� SAMPLE句は指定できません。

� subquery_restriction_clauseも指定する場合は、副問合せで ORDER BY句を指定で
きません。

これらの制限は、マテリアライズド・ビューにも適用されます。

更新可能なビューの注意事項更新可能なビューの注意事項更新可能なビューの注意事項更新可能なビューの注意事項 : 更新可能なビューには、次の注意事項があります。

更新可能なビューとは、実表の行を挿入、更新または削除できるビューです。更新可能な
ビューを作成するか、またはビューに INSTEAD OFトリガーを作成して更新可能にすることが
できます。

更新可能なビューの列を更新する方法を確認するには、USER_UPDATABLE_COLUMNSデータ・
ディクショナリ・ビューを問い合せます。このビューで表示される情報は、更新可能なビュー
のみに意味があります。ビューを更新可能にするには、次の条件が満たされている必要があり
ます。

� ビューの各列は、単一表の列にマップする必要があります。たとえば、ビューの列が
TABLE句の出力にマップする場合（コレクション・ネスト解除）、ビューは更新可能では
ありません。

� ビューには、次の構造体が含まれていない必要があります。

集合演算子
DISTINCT演算子
集計ファンクションまたは分析ファンクション
GROUP BY、ORDER BY、MODEL、CONNECT BYまたは START WITH句
SELECT構文のリストにあるコレクション式
SELECT構文のリストにある副問合せ
WITH READ ONLYが指定された副問合せ
結合（一部の例外を除く。詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してくださ
い。）

� 更新可能なビューが疑似列または式を含む場合は、これらの疑似列または式を参照する
UPDATE文を使用して、実表の行を更新できません。

� 結合ビューを更新可能にする場合、次のすべての条件が満たされている必要があります。

– DML 文は、結合の基になる 1 つの表のみに影響する。

– INSERT文で、WITH CHECK OPTIONを指定してビューを作成しておらず、値が挿入さ
れたすべての列がキー保存表キー保存表キー保存表キー保存表の列である。実表の各主キーまたは一意キーの値に対す
るキー保存表は、結合ビューで一意である。

– UPDATE文で、WITH CHECK OPTIONを指定してビューを作成しておらず、更新される
すべての列はキー保存表から抽出されている。

� DELETE文の場合、結合によって複数のキー保存表が作成されると、ビューが WITH CHECK 
OPTIONを指定して作成されたかどうかにかかわらず、FROM句に指定された 初の表から
削除されます。
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CREATE VIEW
XMLType_view_clause 
この句を使用すると、XMLTypeビューを作成できます。このビューには、XMLTypeの XML 
Schema ベースの表のデータが表示されます。XMLSchema_specは、XML データを対応する
オブジェクト・リレーショナル・データにマップするために使用する XML Schema を示しま
す。XML Schema は、XMLTypeビューを作成する前に作成しておく必要があります。

オブジェクト表、XMLType表、オブジェクト・ビューおよび XMLTypeビューには、列名は付
けられません。そのため、システム生成疑似列 OBJECT_IDが定義されます。問合せでこの列
名を使用し、WITH OBJECT IDENTIFIER句を指定して、オブジェクト・ビューを作成できま
す。

subquery_restriction_clause
subquery_restriction_clauseを使用すると、次のいずれかの方法で、ビューを定義する
問合せを制限できます。

WITH READ ONLY WITH READ ONLYを指定すると、表またはビューを更新禁止にできま
す。

WITH CHECK OPTION WITH CHECK OPTIONを指定すると、副問合せに含まれない行を生
成する表またはビューの変更を禁止できます。この句を DML 文の副問合せ内で使用する場合、
FROM句内の副問合せには指定できますが、WHERE句内の副問合せには指定できません。

CONSTRAINT constraint CHECK OPTION制約の名前を指定します。この識別子を省略した
場合、その制約に SYS_Cnという形式の名前が自動的に割り当てられます。この場合の n は、
その制約名をデータベース内で一意の名前にする整数です。

参照参照参照参照 :

� 更新可能なビューの詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照
してください。

� 更新可能な結合ビューおよびキー保存表の例については、17-20 ペー
ジの「更新可能なビューの作成例 :」および 17-20 ページの「結合
ビューの作成例 :」を参照してください。更新できないビューの
INSTEAD OFトリガーの例については、『Oracle Database PL/SQL 言
語リファレンス』のを参照してください。

参照参照参照参照 :

� XMLTypeビューおよび XMLSchema の詳細は、『Oracle XML DB 開発
者ガイド』を参照してください。

� 17-22 ページの「XMLType ビューの作成例 :」および 17-22 ページの
「XMLType 表のビューの作成例 :」を参照してください。

注意注意注意注意 : 表に WITH CHECK OPTIONを指定すると、挿入および更新処理の
結果、表を定義する副問合せによって選択可能な表が戻されることが保証
されます。ビューでは、次の場合、WITH CHECK OPTIONを指定してもこ
れらの保証はされません。

� 対象のビュー、または対象のビューの基礎となるビューを定義する問
合せ内に、副問合せが含まれている場合。

� INSERT、UPDATEまたは DELETE操作が INSTEAD OFトリガーを使用
して実行された場合。
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CREATE VIEW
subquery_restriction_clause の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : ORDER BY句を指定した場合、この句は指定でき
ません。

例例例例

ビューの作成例ビューの作成例ビューの作成例ビューの作成例 : 次の文は、サンプル表 employeesの emp_viewという名前のビューを作
成します。このビューには、部門 20 の従業員とその年間給与が表示されます。

CREATE VIEW emp_view AS 
   SELECT last_name, salary*12 annual_salary
   FROM employees 
   WHERE department_id = 20;

この場合、副問合せで式 salary*12に列の別名（annual_salary）を使用しているため、
この式に基づく列の名前をビュー宣言で定義する必要はありません。

制約付きのビューの作成例制約付きのビューの作成例制約付きのビューの作成例制約付きのビューの作成例 : 次の文は、サンプル表 hr.employeesの制限付きのビューを作
成し、ビューの列 emailに一意制約を定義し、ビューの列 emp_idにビューに対する主キー制
約を定義します。

CREATE VIEW emp_sal (emp_id, last_name, 
      email UNIQUE RELY DISABLE NOVALIDATE,
   CONSTRAINT id_pk PRIMARY KEY (emp_id) RELY DISABLE NOVALIDATE)
   AS SELECT employee_id, last_name, email FROM employees;

更新可能なビューの作成例更新可能なビューの作成例更新可能なビューの作成例更新可能なビューの作成例 : 次の文は、employees表内の事務員全員の更新可能なビュー
clerkを作成します。従業員の ID、姓、部門番号および職種はビューで参照でき、事務員の行
のこれらの列のみを更新できます。

CREATE VIEW clerk AS
   SELECT employee_id, last_name, department_id, job_id 
   FROM employees
   WHERE job_id = 'PU_CLERK' 
      or job_id = 'SH_CLERK' 
      or job_id = 'ST_CLERK';

このビューでは、購買係の job_idを購買マネージャ（PU_MAN）に変更できます。

UPDATE clerk SET job_id = 'PU_MAN' WHERE employee_id = 118;

次の例は、同じビューを WITH CHECK OPTION付きで作成します。新しい従業員が事務員では
ない場合は、clerkに新しい行を挿入できません。従業員の job_idを他の事務タイプに更新
できますが、事務員以外の job_idの場合はビューが employees にアクセスできないため、正
常に更新できません。

CREATE VIEW clerk AS
   SELECT employee_id, last_name, department_id, job_id 
   FROM employees
   WHERE job_id = 'PU_CLERK' 
      or job_id = 'SH_CLERK' 
      or job_id = 'ST_CLERK'
   WITH CHECK OPTION;

結合ビューの作成例結合ビューの作成例結合ビューの作成例結合ビューの作成例 : 結合ビューは、結合を含むビューの副問合せを持つビューです。副問合
せの結合において、一意索引を持つ列が 1 列以上ある場合、結合ビューで 1 つの実表を変更で
きます。結合ビューの中の列が更新可能であるかどうかは、USER_UPDATABLE_COLUMNSを問
い合せることでわかります。たとえば、次のようになります。

CREATE VIEW locations_view AS
   SELECT d.department_id, d.department_name, l.location_id, l.city
   FROM departments d, locations l

参照参照参照参照 : 「読取り専用ビューの作成例 :」（17-21 ページ）
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CREATE VIEW
   WHERE d.location_id = l.location_id;

SELECT column_name, updatable 
   FROM user_updatable_columns
   WHERE table_name = 'LOCATIONS_VIEW'
   ORDER BY column_name, updatable;

COLUMN_NAME                    UPD
------------------------------ ---
DEPARTMENT_ID                  YES
DEPARTMENT_NAME                YES
LOCATION_ID                    NO
CITY                           NO

前述の例では、locations表の location_id列に対する主キー索引は、locations_view
ビュー内で一意ではありません。そのため、locationsはキー保存表ではなく、その実表の列
は更新できません。

INSERT INTO locations_view VALUES
   (999, 'Entertainment', 87, 'Roma');
INSERT INTO locations_view VALUES
*
ERROR at line 1:
ORA-01776: cannot modify more than one base table through a join view

departments表にマップするビュー内のすべての列に更新可能のマークが付けられていて、
departmentsの主キーがビューに保持されているため、departments実表に対して、行の
挿入、更新または削除を実行できます。

INSERT INTO locations_view (department_id, department_name)
   VALUES (999, 'Entertainment');

1 row created.

読取り専用ビューの作成例読取り専用ビューの作成例読取り専用ビューの作成例読取り専用ビューの作成例 : 次の文は、oe.customers表の customer_roという名前の読
取り専用ビューを作成します。顧客の姓、言語、掛貸限度額のみがこのビューで参照できます。

CREATE VIEW customer_ro (name, language, credit)
      AS SELECT cust_last_name, nls_language, credit_limit
      FROM customers
      WITH READ ONLY;

オブジェクト・ビューの作成例オブジェクト・ビューの作成例オブジェクト・ビューの作成例オブジェクト・ビューの作成例 : 次の例では、ocスキーマ内での inventory_typ型の作成
方法、およびその型を基にした oc_inventoriesビューの作成方法を示します。

CREATE TYPE inventory_typ
 OID '82A4AF6A4CD4656DE034080020E0EE3D'
 AS OBJECT
    ( product_id          NUMBER(6)
    , warehouse           warehouse_typ
    , quantity_on_hand    NUMBER(8)
    ) ;
/
CREATE OR REPLACE VIEW oc_inventories OF inventory_typ

注意注意注意注意 : ビューを使用して表に挿入するには、NOT NULL列に対して
DEFAULT値を指定していないかぎり、結合内のすべての表のすべての
NOT NULL列がビューに含まれている必要があります。

参照参照参照参照 : 結合ビューの更新の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を
参照してください。
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CREATE VIEW
 WITH OBJECT OID (product_id)
 AS SELECT i.product_id,
           warehouse_typ(w.warehouse_id, w.warehouse_name, w.location_id),
           i.quantity_on_hand
    FROM inventories i, warehouses w
    WHERE i.warehouse_id=w.warehouse_id;

XMLType 表のビューの作成例表のビューの作成例表のビューの作成例表のビューの作成例 : 次の例は、XMLType表 xwarehouses（16-60 ページの「例」
で作成）の通常のビューを作成します。

CREATE VIEW warehouse_view AS
   SELECT VALUE(p) AS warehouse_xml
   FROM xwarehouses p;

このビューからは、次のように選択します。

SELECT e.warehouse_xml.getclobval()
   FROM warehouse_view e
   WHERE EXISTSNODE(warehouse_xml, '//Docks') =1;

XMLType ビューの作成例ビューの作成例ビューの作成例ビューの作成例 : オブジェクト・リレーショナル表に、XMLTypeビューを作成する
場合もあります。次の例は、サンプル表 oe.warehouses内の XMLType列 warehouse_spec
と同様のオブジェクト・リレーショナル表を作成し、その表の XMLTypeビューを作成します。

CREATE TABLE warehouse_table 
(
  WarehouseID       NUMBER,
  Area              NUMBER,
  Docks             NUMBER,
  DockType          VARCHAR2(100),
  WaterAccess       VARCHAR2(10),
  RailAccess        VARCHAR2(10),
  Parking           VARCHAR2(20),
  VClearance        NUMBER
);

INSERT INTO warehouse_table 
   VALUES(5, 103000,3,'Side Load','false','true','Lot',15);

CREATE VIEW warehouse_view OF XMLTYPE
 XMLSCHEMA "http://www.example.com/xwarehouses.xsd" 
    ELEMENT "Warehouse"
    WITH OBJECT ID 
    (extract(OBJECT_VALUE, '/Warehouse/Area/text()').getnumberval())
 AS SELECT XMLELEMENT("Warehouse",
            XMLFOREST(WarehouseID as "Building",
                      area as "Area",
                      docks as "Docks",
                      docktype as "DockType",
                      wateraccess as "WaterAccess",
                      railaccess as "RailAccess",
                      parking as "Parking",
                      VClearance as "VClearance"))
  FROM warehouse_table;

このビューは、次のように問い合せます。

SELECT VALUE(e) FROM warehouse_view e;
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DELETE
DELETE 

用途用途用途用途

DELETE文を使用すると、次の表から行を削除できます。

� 非パーティション表またはパーティション表

� ビューの非パーティション実表またはパーティション実表

� 書込み可能なマテリアライズド・ビューの非パーティション・コンテナ表またはパーティ
ション・コンテナ表

� 更新可能なマテリアライズド・ビューの非パーティション・マスター表またはパーティ
ション・マスター表

前提条件前提条件前提条件前提条件 
表から行を削除する場合、その表が自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ
内にない場合は、その表に対する DELETEオブジェクト権限が必要です。

更新可能なマテリアライズド・ビューから行を削除する場合、そのマテリアライズド・ビュー
が自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、そのマテリアラ
イズド・ビューに対する DELETEオブジェクト権限が必要です。

ビューの実表から行を削除する場合、そのビューが含まれるスキーマの所有者には、その実表
に対する DELETEオブジェクト権限が必要です。また、他のスキーマ内にビューが存在してい
る場合は、そのビューに対する DELETEオブジェクト権限が必要です。

DELETE ANY TABLEシステム権限を持っている場合、任意の表、表パーティションまたは任意
のビューの実表から行を削除できます。

次の場合は、削除するオブジェクトに対する SELECTオブジェクト権限も必要です。

� オブジェクトがリモート・データベースに存在する。

� 初期化パラメータ SQL92_SECURITYが TRUEに設定され、DELETE操作が表列
（where_clause内の列など）を参照する。

表のファンクション索引が無効な状態にあるとき、表から行を削除できません。まず、ファク
ション索引を検証する必要があります。

構文構文構文構文

delete::=

（17-24 ページの DML_table_expression_clause::=、17-24 ページの where_clause::=、
17-24 ページの returning_clause::=、17-25 ページの error_logging_clause::= を参照）

DELETE
hint FROM dml_table_expression_clause

ONLY ( dml_table_expression_clause )

t_alias

where_clause returning_clause error_logging_clause
;
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DELETE
DML_table_expression_clause::=

（17-24 ページの partition_extension_clause::=、19-5 ページの subquery::=、
17-24 ページの subquery_restriction_clause::=、17-24 ページの table_collection_expression::= を
参照）

partition_extension_clause::=

subquery_restriction_clause::=

table_collection_expression::=

where_clause::=

returning_clause::=

schema . table

partition_extension_clause

@ dblink

view

materialized view

@ dblink

( subquery
subquery_restriction_clause

)

table_collection_expression

PARTITION

( partition )

FOR ( partition_key_value

,

)

SUBPARTITION

( subpartition )

FOR ( subpartition_key_value

,

)

WITH

READ ONLY

CHECK OPTION
CONSTRAINT constraint

TABLE ( collection_expression )
( + )

WHERE condition

RETURN

RETURNING
expr

,

INTO data_item

,
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DELETE
error_logging_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

hint
文の実行計画を選択する場合に、オプティマイザに指示を与えるためのコメントを指定します。

from_clause 
FROM句を使用すると、行を削除するデータベース・オブジェクトを指定できます。

ONLY構文は、ビューのみに関連します。FROM句のビューがビューの階層に属し、そのいずれ
のサブビューからも行を削除しない場合は、ONLY句を使用します。

DML_table_expression_clause
この句を使用すると、データを削除するオブジェクトを指定できます。

schema 
表またはビューが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、表または
ビューは自分のスキーマにあるとみなされます。

table | view | materialized view | subquery
行を削除する表、ビュー、マテリアライズド・ビュー、列または副問合せの結果の列の名前を
指定します。

更新可能なビューから行を削除すると、実表から行が削除されます。

読取り専用マテリアライズド・ビューからは行を削除できません。書込み可能なマテリアライ
ズド・ビューから行を削除する場合、基礎となるコンテナ表から行が削除されます。ただし、
その削除は次のリフレッシュ操作で上書きされます。マテリアライズド・ビュー・グループ内
の更新可能なマテリアライズド・ビューから行を削除する場合、マスター表の対応する行も削
除されます。

table、viewの実表または materialized_viewのマスター表に、1 列以上のドメイン索引
列が含まれる場合は、この文によって適切な索引タイプの削除ルーチンが実行されます。

表に対して DELETE文を実行すると、その表に定義されている DELETEトリガーが起動されま
す。

行の削除によって解放される表や索引のすべての領域は、表および索引によって引き続き保持
されます。

参照参照参照参照 : ヒントの構文および説明については、2-70 ページの「ヒントの使
用方法」を参照してください。

参照参照参照参照 : これらのルーチンの詳細は、『Oracle Database データ・カート
リッジ開発者ガイド』を参照してください。

LOG ERRORS
INTO

schema .
table ( simple_expression )

REJECT LIMIT
integer

UNLIMITED
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DELETE
partition_extension_clause
オブジェクト内にある削除対象のパーティションまたはサブパーティションの名前またはパー
ティション・キー値を指定します。

パーティション・オブジェクトから値を削除する場合、そのパーティション名を指定する必要
はありません。ただし、パーティション名を指定した方が、複雑な where_clauseより効率
が上がることがあります。

dblink
オブジェクトが格納されているリモート・データベースへのデータベース・リンクの完全名ま
たは部分名を指定します。Oracle Database の分散機能を使用している場合にのみ、リモート・
オブジェクトから行を削除できます。

dblinkを省略した場合、オブジェクトがローカル・データベース上にあるとみなされます。

subquery_restriction_clause
subquery_restriction_clauseを使用すると、次のいずれかの方法で副問合せを制限でき
ます。

WITH READ ONLY WITH READ ONLYを指定すると、表またはビューを更新禁止にできま
す。

WITH CHECK OPTION WITH CHECK OPTIONを指定すると、副問合せに含まれない行を生
成する表またはビューの変更を禁止できます。この句を DML 文の副問合せ内で使用する場合、
FROM句内の副問合せには指定できますが、WHERE句内の副問合せには指定できません。

CONSTRAINT constraint CHECK OPTION制約の名前を指定します。この識別子を省略した
場合、その制約に SYS_Cnという形式の名前が自動的に割り当てられます。この場合の n は、
その制約名をデータベース内で一意の名前にする整数です。

table_collection_expression
table_collection_expressionを使用すると、問合せおよび DML 操作で、
collection_expression値を表として扱うことができます。collection_expressionに
は、副問合せ、列、ファンクションまたはコレクション・コンストラクタのいずれかを指定で
きます。その形式にかかわらず、集合値（ネストした表型または VARRAY 型の値）を戻す必要
があります。このようなコレクションの要素抽出プロセスをコレクション・ネスト解除コレクション・ネスト解除コレクション・ネスト解除コレクション・ネスト解除といい
ます。

TABLE式を親表と結合する場合は、オプションのプラス（+）には大きな意味があります。
+ を指定すると、その 2 つの外部結合が作成され、コレクション式が NULL の場合でも、外部
表の行が問合せで戻されるようになります。

参照参照参照参照 : 2-106 ページの「パーティション表と索引の参照」および 17-29
ページの「パーティションの行の削除例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : データベース・リンクの参照方法の詳細は、2-104 ページの「リ
モート・データベース内のオブジェクトの参照」および 17-29 ページの

「リモート・データベースの行の削除例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「WITH CHECK OPTION 句の使用例 :」（19-39 ページ）

注意注意注意注意 : 以前のリリースの Oracle では、collection_expressionが副
問合せの場合、table_collection_expressionを THE subqueryと
表現していました。現在、このような表現方法は非推奨になっています。
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相関副問合せで table_collection_expressionを使用すると、他の表に存在する値で行
を削除できます。

collection_expression 削除するオブジェクトからネストした表の列を選択する副問合せを指
定します。

dml_table_expression_clause 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� viewまたは materialized_viewの table（実表またはマスター表）に IN_PROGRESS
または FAILEDのマークが付いたドメイン索引がある場合、この文は実行できません。

� 関係する索引パーティションが UNUSABLEとマークされている場合は、パーティションに
挿入できません。

� DML_table_expression_clauseの副問合せでは、ORDER BY句を指定できません。

� ビューを定義する問合せに次のいずれかの構造体が含まれている場合は、INSTEAD OFト
リガーを使用する場合を除いて、ビューから行を削除できません。

集合演算子
DISTINCT演算子
集計ファンクションまたは分析ファンクション
GROUP BY、ORDER BY、MODEL、CONNECT BYまたは START WITH句
SELECT構文のリストにあるコレクション式
SELECT構文のリストにある副問合せ
WITH READ ONLYが指定された副問合せ
結合（一部の例外を除く。詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してくださ
い。）

UNUSABLEのマークが付いている索引、索引パーティションまたは索引サブパーティションを
指定する場合、SKIP_UNUSABLE_INDEXES初期化パラメータが trueに設定されていないか
ぎり、DELETE文は正常に実行されません。

where_clause
where_clauseを使用すると、条件を満たす行のみを削除できます。この条件は、行を削除す
るオブジェクトを参照したり、副問合せを含むことができます。Oracle Database の分散機能を
使用している場合にのみ、リモート・オブジェクトから行を削除できます。conditionの構文
は、第 7 章「条件」を参照してください。

この句がリモート・オブジェクトを参照する subqueryを含む場合、参照がローカル・データ
ベース上でオブジェクトにループバックしないかぎり、DELETEはパラレルで実行されます。
ただし、DML_table_expression_clauseの subqueryがリモート・オブジェクトを参照
する場合は、DELETE操作はシリアルで実行されます。詳細は、16-54 ページの「CREATE 
TABLE」の「parallel_clause」を参照してください。

dblinkを省略した場合、表またはビューがローカル・データベース上にあるとみなされます。

where_clauseを省略した場合、オブジェクトのすべての行が削除されます。

t_alias 文中で参照する表、ビュー、マテリアライズド・ビュー、副問合せまたはコレクショ
ン値の相関名相関名相関名相関名を指定します。DML_table_expression_clauseがいずれかのオブジェクト型
属性またはオブジェクト型メソッドを参照する場合、この別名が必要です。通常、別名は相関
問合せを持つ DELETE文で使用されます。

参照参照参照参照 : 「表のコレクション例 :」（19-44 ページ）

参照参照参照参照 : 「ALTER SESSION」（11-41 ページ）
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returning_clause 
この句を使用すると、削除された列から値を戻すことができるため、DELETE文の後で
SELECTを実行する必要がなくなります。

この句を使用すると、DML 文に影響される行を取り出すことができます。この句は、表、マテ
リアライズド・ビュー、および単一の実表を持つビューに指定できます。

returning_clauseを指定した DML 文を単一行に実行すると、影響された行、ROWID、お
よび処理された行への REFを使用している列式が取り出され、ホスト変数または PL/SQL 変数
に格納されます。

returning_clauseを指定した DML 文を複数行に実行すると、式の値、ROWID および処理
された行に関連する REFがバインド配列に格納されます。

expr exprリストの各項目は、適切な構文で表す必要があります。

INTO INTO句を指定すると、変更された行の値を、data_itemリストに指定する変数に格納
できます。

data_item 取り出された expr値を格納するホスト変数または PL/SQL 変数を指定します。

RETURNINGリストの各式については、INTOリストに、対応する型に互換性がある PL/SQL 変
数またはホスト変数を指定する必要があります。

RETURNING 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : RETURNING句には、次の制限事項があります。

� exprに次の制限事項があります。

– UPDATE文および DELETE文の場合、各 exprは、単純式または単一セットの集計
ファンクション式である必要があります。1 つの returning_clause内に単純式と
単一セットの集計ファンクション式を混在させることはできません。INSERT文の場
合、各 exprは単純式である必要があります。INSERT文の RETURNING句では、集計
ファンクションはサポートされていません。

– 単一セットの集計ファンクション式を DISTINCTキーワードに含めることはできませ
ん。

� exprリストに主キー列またはその他の NOT NULL列が含まれている場合、表に BEFORE 
UPDATEトリガーが定義されていると、UPDATE文は正常に実行されません。

� マルチテーブル・インサートでは returning_clauseを指定できません。

� パラレル DML またはリモート・オブジェクトにはこの句を使用できません。

� LONG型を取り出すことはできません。

� INSTEAD OFトリガーが定義されたビューに対して指定することはできません。

error_logging_clause 
error_logging_clauseの DELETE文での動作は、INSERT文の場合と同じです。詳細は、
18-63 ページの「INSERT」文の「error_logging_clause」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� BULK COLLECT句を使用してコレクション変数に複数の値を戻す場合
は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してくださ
い。

� 「RETURNING 句の使用例 :」（17-29 ページ）

参照参照参照参照 : 「エラー・ロギングによる表への挿入例 :」（18-64 ページ）
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例例例例

行の削除例行の削除例行の削除例行の削除例 : 次の文は、language_id列の値が ARの、サンプル表
oe.product_descriptionsからすべての行を削除します。

DELETE FROM product_descriptions
   WHERE language_id = 'AR';

次の文は、サンプル表 hr.employeesから歩合率が 10% 未満の購買係を削除します。

DELETE FROM employees
   WHERE job_id = 'SA_REP'
   AND commission_pct < .2;

次の文は前述の例と同じ結果を表しますが、副問合せを使用します。

DELETE FROM (SELECT * FROM employees)
   WHERE job_id = 'SA_REP'
   AND commission_pct < .2;

リモート・データベースの行の削除例リモート・データベースの行の削除例リモート・データベースの行の削除例リモート・データベースの行の削除例 : 次の文は、データベース・リンク remoteによって
アクセス可能なデータベースの、ユーザー hrが所有する locations表から指定した行を削除
します。

DELETE FROM hr.locations@remote
   WHERE location_id > 3000;

ネストした表の行の削除例ネストした表の行の削除例ネストした表の行の削除例ネストした表の行の削除例 : ネストした表の行の削除例は、19-44 ページの「表のコレクショ
ン例 :」を参照してください。

パーティションの行の削除例パーティションの行の削除例パーティションの行の削除例パーティションの行の削除例 : 次の例は、sh.sales表のパーティション sales_q1_1998
から行を削除します。

DELETE FROM sales PARTITION (sales_q1_1998)
   WHERE amount_sold > 1000;

RETURNING 句の使用例句の使用例句の使用例句の使用例 : 次の例は、削除された行から salary列を戻し、その結果をバイ
ンド配列 :bnd1に格納します。バインド配列は事前に宣言しておく必要があります。

DELETE FROM employees
   WHERE job_id = 'SA_REP' 
   AND hire_date + TO_YMINTERVAL('01-00') < SYSDATE 
   RETURNING salary INTO :bnd1;
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DISASSOCIATE STATISTICS 

用途用途用途用途

DISASSOCIATE STATISTICS文を使用すると、デフォルトの統計情報または統計タイプと、
列、スタンドアロン・ファンクション、パッケージ、型、ドメイン索引または索引タイプとの
関連付けを解除できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

この文を発行する場合は、基礎となる表、ファンクション、パッケージ、型、ドメイン索引ま
たは索引タイプを変更する適切な権限が必要です。

構文構文構文構文

disassociate_statistics::=

参照参照参照参照 : 統計タイプの関連付けの詳細は、13-21 ページの「ASSOCIATE 
STATISTICS」を参照してください。

DISASSOCIATE STATISTICS FROM

COLUMNS
schema .

table . column

,

FUNCTIONS
schema .

function

,

PACKAGES
schema .

package

,

TYPES
schema .

type

,

INDEXES
schema .

index

,

INDEXTYPES
schema .

indextype

,

FORCE
;
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

FROM COLUMNS | FUNCTIONS | PACKAGES | TYPES | INDEXES | 
INDEXTYPES
統計との関連付けを解除する 1 つ以上の列、スタンドアロン・ファンクション、パッケージ、
型、ドメイン索引または索引タイプを指定します。

schemaを指定しない場合、オブジェクトは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

オブジェクトのユーザー定義の統計情報を収集する場合、FORCEを指定しないかぎり文は実行
されません。

FORCE
FORCEを指定すると、統計タイプを使用するオブジェクトの統計情報の有無にかかわらず、関
連付けが解除されます。統計情報が存在する場合、関連付けが解除される前にその統計情報は
削除されます。

例例例例

統計情報の関連付けの解除例統計情報の関連付けの解除例統計情報の関連付けの解除例統計情報の関連付けの解除例 : 次の文は、emp_mgmtパッケージと統計情報の関連付けを解除
します。hrスキーマにこのパッケージを作成する例については、『Oracle Database PL/SQL 言
語リファレンス』を参照してください。

DISASSOCIATE STATISTICS FROM PACKAGES hr.emp_mgmt;

注意注意注意注意 : 統計タイプが関連付けられているオブジェクトを削除する場合、
FORCEオプションによって統計タイプの関連付けが自動的に解除され、統
計タイプを使用して収集したすべての統計情報が削除されます。
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DROP CLUSTER

用途用途用途用途

DROP CLUSTER文を使用すると、データベースからクラスタを削除できます。

個々の表は非クラスタ化できません。そのかわり、次の手順を実行します。

1. 既存の表と同じ構成および内容で、新しい表を CLUSTER句なしで作成します。

2. 既存の表を削除します。

3. RENAME文を使用して、新しい表に既存の表の名前を指定します。

4. 新しいクラスタ化表に対する権限を付与します。古いクラスタ化表に対する権限は使用で
きません。

前提条件前提条件前提条件前提条件

削除するクラスタが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、
DROP ANY CLUSTERシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_cluster::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema 
クラスタが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、クラスタは自分
のスキーマ内にあるとみなされます。

cluster
削除するクラスタの名前を指定します。クラスタを削除するとクラスタの索引も削除され、そ
の索引のデータ・ブロックを含むクラスタ領域が表領域に戻されます。

INCLUDING TABLES
INCLUDING TABLESを指定すると、クラスタに属するすべての表を削除できます。

注意注意注意注意 : クラスタを削除すると、ごみ箱内のそのクラスタの一部だった表
はごみ箱から消去され、FLASHBACK TABLE操作でもリカバリできなくな
ります。

参照参照参照参照 : これらの手順の詳細は、16-6 ページの「CREATE TABLE」、18-5
ページの「DROP TABLE」、18-82 ページの「RENAME」および 18-31
ページの「GRANT」を参照してください。

DROP CLUSTER
schema .

cluster
INCLUDING TABLES

CASCADE CONSTRAINTS

;
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CASCADE CONSTRAINTS
CASCADE CONSTRAINTSを指定すると、クラスタに含まれる表の主キーまたは一意キーを参照
するクラスタ外の表から、すべての参照整合性制約を削除できます。このような参照整合性制
約があるときにこの句の指定を省略した場合、エラーが戻され、クラスタは削除されません。

例例例例 

クラスタの削除例クラスタの削除例クラスタの削除例クラスタの削除例 : 次の文は、クラスタ（14-7 ページの「CREATE CLUSTER」の「例」で作
成）を削除します。

次の文は、languageクラスタを削除します。

DROP CLUSTER language;

次の文は、dept_10、dept_20およびこれらの表の主キーまたは一意キーを参照する参照整合
性制約とともに personnelクラスタを削除します。

DROP CLUSTER personnel
   INCLUDING TABLES
   CASCADE CONSTRAINTS;
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DROP CONTEXT

用途用途用途用途

DROP CONTEXT文を使用すると、データベースからコンテキスト・ネームスペースを削除でき
ます。

コンテキスト・ネームスペースを削除した場合でも、ユーザー・セッションに設定されたネー
ムスペースのコンテキストは無効になりません。ただし、ユーザーがそのコンテキストを設定
しようとした場合、そのコンテキストは無効になります。

前提条件前提条件前提条件前提条件

DROP ANY CONTEXTシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_context::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

namespace
削除するコンテキスト・ネームスペースの名前を指定します。組込みネームスペース USERENV
は削除できません。

例例例例

アプリケーション・コンテキストの削除例アプリケーション・コンテキストの削除例アプリケーション・コンテキストの削除例アプリケーション・コンテキストの削除例 : 次の文は、コンテキスト（14-8 ページの
「CREATE CONTEXT」で作成）を削除します。

DROP CONTEXT hr_context;

参照参照参照参照 : コンテキストの詳細は、14-8 ページの「CREATE CONTEXT」お
よび『Oracle Database セキュリティ・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : USERENVネームスペースの詳細は、5-184 ページの
「SYS_CONTEXT」を参照してください。

DROP CONTEXT namespace ;
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DROP DATABASE

用途用途用途用途

DROP DATABASE文を使用すると、データベースを削除できます。この文は、テスト・データ
ベースを削除したり、新しいホストへの移行が完了した後に古いデータベースを削除する場合
に便利です。

前提条件前提条件前提条件前提条件

この文を発行するには、SYSDBAシステム権限が必要です。データベースは、排他モードおよ
び制限モードでマウントされている必要があります。また、データベースはクローズ状態であ
る必要があります。

構文構文構文構文

drop_database::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

この文を発行すると、データベースを削除し、すべての制御ファイル、およびその制御ファイ
ルに記述されているデータ・ファイルを削除できます。サーバー・パラメータ・ファイル

（SPFILE）を使用している場合は、それも削除されます。

アーカイブ・ログおよびバックアップは削除されません。これらを削除するには、Recovery 
Manager を使用します。データベースが RAW ディスク上に存在する場合、この文では実際の
RAW ディスクの特殊ファイルは削除されません。

注意注意注意注意 : DROP DATABASE文はロールバックできません。

参照参照参照参照 : データベースの削除の詳細は、『Oracle Database バックアップお
よびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

DROP DATABASE ;
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DROP DATABASE LINK

用途用途用途用途

DROP DATABASE LINK文を使用すると、データベースからデータベース・リンクを削除できま
す。

前提条件前提条件前提条件前提条件

プライベート・データベース・リンクは自分のスキーマにある必要があります。パブリック・
データベース・リンクを削除する場合は、DROP PUBLIC DATABASE LINKシステム権限が必要
です。

構文構文構文構文

drop_database_link::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

PUBLIC
PUBLICを指定すると、パブリック・データベース・リンクを削除できます。 

dblink
削除するデータベース・リンクの名前を指定します。

データベース・リンクの削除の制限事項データベース・リンクの削除の制限事項データベース・リンクの削除の制限事項データベース・リンクの削除の制限事項 : 他のユーザーのスキーマ内のデータベース・リンク
は削除できません。また、データベース・リンク名ではピリオドが許可されるため、スキーマ
名で dblinkを修飾することはできません。そのため、ralph.linktosalesのような名前を
付けた場合、スキーマ ralphの中の linktosalesという名前のデータベース・リンクである
とはみなされず、名前全体が自分のスキーマにあるデータベース・リンク名であると解析され
ます。

例例例例

データベース・リンクの削除例データベース・リンクの削除例データベース・リンクの削除例データベース・リンクの削除例 : 次の文は、パブリック・データベース・リンク remote
（14-31 ページの「パブリック・データベース・リンクの定義例 :」で作成）を削除します。

DROP PUBLIC DATABASE LINK remote; 

参照参照参照参照 : データベース・リンクの作成方法については、14-28 ページの
「CREATE DATABASE LINK」を参照してください。

DROP
PUBLIC

DATABASE LINK dblink ;
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DROP DIMENSION

用途用途用途用途

DROP DIMENSIONを使用すると、指定したディメンションを削除できます。

この文によって、ディメンションに指定された関連を使用するマテリアライズド・ビューが無
効になるわけではありません。ただし、クエリー・リライトによってリライトされた要求が無
効になり、そのようなビューに対する後続の操作の処理速度が遅くなることがあります。

前提条件前提条件前提条件前提条件

この文を使用する場合、ディメンションが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のス
キーマ内にない場合は、DROP ANY DIMENSIONシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_dimension::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema 
ディメンションが格納されているスキーマの名前を指定します。schemaを指定しない場合、
ディメンションは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

dimension
削除するディメンションの名前を指定します。そのディメンションはすでに存在している必要
があります。

例例例例

ディメンションの削除例ディメンションの削除例ディメンションの削除例ディメンションの削除例 : この例は、sh.customers_dimを削除します。

DROP DIMENSION customers_dim;

参照参照参照参照 :

� ディメンションの作成および変更については、14-33 ページの
「CREATE DIMENSION」および 10-43 ページの「ALTER 

DIMENSION」を参照してください。

� ディメンションの概要は、『Oracle Database 概要』を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : ディメンションの作成および変更の例については、14-36 ページの
「ディメンションの作成例 :」および 10-45 ページの「ディメンションの変
更例 :」を参照してください。

DROP DIMENSION
schema .

dimension ;
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DROP DIRECTORY
DROP DIRECTORY

用途用途用途用途

DROP DIRECTORY文を使用すると、データベースからディレクトリ・オブジェクトを削除でき
ます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ディレクトリを削除する場合は、DROP ANY DIRECTORYシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_directory::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

directory_name
削除するディレクトリ・データベース・オブジェクトの名前を指定します。

Oracle Database はディレクトリ・オブジェクトを削除しますが、サーバーのファイル・システ
ム上の関連するオペレーティング・システム・ディレクトリは削除しません。

例例例例

ディレクトリの削除例ディレクトリの削除例ディレクトリの削除例ディレクトリの削除例 : 次の文は、ディレクトリ・オブジェクト bfile_dirを削除します。

DROP DIRECTORY bfile_dir;

参照参照参照参照 : ディレクトリの作成については、14-38 ページの「CREATE 
DIRECTORY」を参照してください。

注意注意注意注意 : PL/SQL または OCI プログラムによる関連ファイル・システム内
のファイルへのアクセス中は、DROP によるディレクトリの削除はできま
せん。

参照参照参照参照 : 「ディレクトリの作成例 :」（14-39 ページ）

DROP DIRECTORY directory_name ;
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DROP DISKGROUP
DROP DISKGROUP

用途用途用途用途

DROP DISKGROUP文を使用すると、自動ストレージ管理ディスク・グループおよびそのディス
ク・グループのすべてのファイルを削除できます。自動ストレージ管理では、 初にディス
ク・グループのファイルが開かれていないことが確認されます。次に、ディスク・グループお
よびそのメンバー・ディスクが削除され、ディスク・ヘッダーが消去されます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

SYSDBAシステム権限が必要です。また、この文を発行する自動ストレージ管理インスタンス
が起動されている必要があります。削除するディスク・グループはマウントされている必要が
あります。

構文構文構文構文

drop_diskgroup::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

diskgroup_name
削除するディスク・グループの名前を指定します。

INCLUDING CONTENTS
INCLUDING CONTENTSを指定すると、自動ストレージ管理によってディスク・グループのす
べてのファイルが削除されます。ディスク・グループにファイルが含まれている場合、この句
を指定する必要があります。

注意注意注意注意 : この SQL 文は、自動ストレージ管理を使用しており、自動スト
レージ管理インスタンスを起動している場合にのみ有効です。この文の発
行は、通常のデータベース・インスタンスからではなく、自動ストレージ
管理インスタンスから行う必要があります。自動ストレージ管理インスタ
ンスの起動の詳細は、『Oracle Database ストレージ管理者ガイド』を参照
してください。

参照参照参照参照 :

� ディスク・グループの作成および変更については、14-40 ページの
「CREATE DISKGROUP」および 10-46 ページの「ALTER 

DISKGROUP」を参照してください。

� 自動ストレージ管理の詳細、およびディスク・グループを使用して
データベース管理を簡略化する方法については、『Oracle Database ス
トレージ管理者ガイド』を参照してください。

DROP DISKGROUP diskgroup_name

FORCE
INCLUDING

EXCLUDING
CONTENTS

;
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DROP DISKGROUP
EXCLUDING CONTENTS
EXCLUDING CONTENTSを指定すると、自動ストレージ管理によって空のディスク・グループ
のみが削除されます。これはデフォルトです。ディスク・グループが空ではない場合、エラー
が戻されます。

FORCE
この句では、ASM インスタンスではマウントできないディスク・グループに属するディスク上
のヘッダーがクリアされます。ディスク・グループは、データベースのインスタンスからはマ
ウントできません。

自動ストレージ管理インスタンスは、ディスク・グループが、同じストレージ・サブシステム
を使用する他の ASM で使用されているかどうかをまず確認します。ディスク・グループが使
用されており、このディスク・グループが同じクラスタまたは同じノードにあるときは、文の
実行に失敗します。ディスク・グループが異なるクラスタにある場合は、さらに、そのディス
ク・グループが別のクラスタ内のインスタンスによってマウントされているかどうかがチェッ
クされます。ディスク・グループがマウントされている場合、この文の実行は失敗します。た
だし、後者のチェックは、同じクラスタのディスク・グループのチェックほど確実なものでは
ありません。そのため、この句の使用には注意が必要です。

例例例例

ディスク・グループの削除例ディスク・グループの削除例ディスク・グループの削除例ディスク・グループの削除例 : 次の文は、自動ストレージ管理ディスク・グループ
dgroup_01（14-44 ページの「ディスク・グループの作成例 :」で作成）およびそのディスク・
グループ内のすべてのファイルを削除します。

DROP DISKGROUP dgroup_01 INCLUDING CONTENTS;
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DROP FLASHBACK ARCHIVE
DROP FLASHBACK ARCHIVE

用途用途用途用途

DROP FLASHBACK ARCHIVE句を使用すると、システムからフラッシュバック・データ・アー
カイブを削除できます。この文では、フラッシュバック・データ・アーカイブとこの中にある
すべての履歴データが削除されますが、フラッシュバック・データ・アーカイブによって使用
されている表領域は削除されません。

前提条件前提条件前提条件前提条件

フラッシュバック・データ・アーカイブを削除するには、FLASHBACK ARCHIVE ADMINISTER
システム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_flashback_archive::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

flashback_archive 
削除するフラッシュバック・データ・アーカイブの名前を指定します。

このフラッシュバック・データ・アーカイブによって履歴追跡が可能なすべての表について、
フラッシュバック・データ・アーカイブが無効化されている場合を除き、デフォルトのフラッ
シュバック・データ・アーカイブを削除することはできません。

参照参照参照参照 : フラッシュバック・データ・アーカイブの作成の詳細およびフ
ラッシュバック・データ・アーカイブの簡単な使用例は、14-45 ページの

「CREATE FLASHBACK ARCHIVE」を参照してください。

DROP FLASHBACK ARCHIVE flashback_archive ;
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DROP FUNCTION
DROP FUNCTION

用途用途用途用途

ファンクションは PL/SQL を使用して定義されます。ファンクションの作成、変更および削除
の詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

DROP FUNCTION文を使用すると、データベースからスタンドアロン・ストアド・ファンク
ションを削除できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

削除するファンクションが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない
場合は、DROP ANY PROCEDUREシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_function::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema 
ファンクションが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、ファンク
ションは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

function_name
削除するファンクションの名前を指定します。

Oracle Database は、削除したファンクションに依存するローカル・オブジェクト、または削除
したファンクションをコールするローカル・オブジェクトを無効にします。後でこれらのオブ
ジェクトを参照した場合、データベースは、そのオブジェクトを再コンパイルしようとします。
削除したファンクションを再作成しないかぎり、エラーが戻されます。

任意の統計タイプがファンクションに関連付けられている場合、FORCE句によって統計タイプ
の関連付けが解除され、統計タイプを使用して収集したユーザー定義のすべての統計情報が削
除されます。

注意注意注意注意 : この文を使用してパッケージの一部のファンクションを削除しな
いでください。かわりに、DROP PACKAGE文を使用してパッケージ全体を
削除するか、または OR REPLACE句を指定した CREATE PACKAGE文を使
用して、そのファンクションを含めずにパッケージを再定義してくださ
い。

参照参照参照参照 :

� リモート・オブジェクトを含むスキーマ・オブジェクト間の依存性を
Oracle Database が管理する方法については、『Oracle Database 概要』
を参照してください。

� 統計タイプの関連付けの詳細は、13-21 ページの「ASSOCIATE 
STATISTICS」および 17-30 ページの「DISASSOCIATE STATISTICS」
を参照してください。

DROP FUNCTION
schema .

function_name ;
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DROP FUNCTION
例例例例

ファンクションの削除例ファンクションの削除例ファンクションの削除例ファンクションの削除例 : 次の文は、サンプル・スキーマ oe内のファンクション
SecondMaxを削除します。この場合、SecondMaxに依存するすべてのオブジェクトは無効に
なります。

DROP FUNCTION oe.SecondMax; 

参照参照参照参照 : SecondMaxファンクションを作成する例については、『Oracle 
Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。
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DROP INDEX
DROP INDEX

用途用途用途用途

DROP INDEX文を使用すると、データベースから索引またはドメイン索引を削除できます。

索引を削除すると、ビュー、パッケージ、パッケージ本体、ファンクション、プロシージャな
ど、基礎となる表に依存するすべてのオブジェクトが無効になります。

グローバル・パーティション索引、レンジ・パーティション索引またはハッシュ・パーティ
ション索引を削除すると、すべての索引パーティションも削除されます。コンポジット・パー
ティション索引を削除した場合、すべての索引パーティションおよびサブパーティションも削
除されます。

また、ドメイン索引を削除すると、次のようになります。

� 適切なルーチンが起動されます。

� 任意の統計情報がドメイン索引に関連付けられている場合、FORCE句によって統計タイプ
の関連付けが解除され、その統計タイプを使用して収集したユーザー定義の統計情報が削
除されます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

削除する索引が自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、
DROP ANY INDEXシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_index::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema 
索引が含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、索引は自分のスキー
マ内にあるとみなされます。

index
削除する索引の名前を指定します。索引を削除すると、その索引に割り当てられていたすべて
のデータ・ブロックが、その索引が含まれていた表領域に戻されます。

参照参照参照参照 :

� ルーチンの詳細は、『Oracle Database データ・カートリッジ開発者ガ
イド』を参照してください。

� 索引の作成および変更の詳細は、14-50 ページの「CREATE INDEX」
および 10-64 ページの「ALTER INDEX」を参照してください。

� ドメイン索引の詳細は、14-50 ページの「CREATE INDEX」の
「domain_index_clause」を参照してください。

� 統計タイプの関連付けの詳細は、13-21 ページの「ASSOCIATE 
STATISTICS」および 17-30 ページの「DISASSOCIATE STATISTICS」
を参照してください。

DROP INDEX
schema .

index
FORCE

;
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DROP INDEX
索引の削除の制限事項索引の削除の制限事項索引の削除の制限事項索引の削除の制限事項 : 索引またはいずれかの索引パーティションに IN_PROGRESSのマー
クが付けられている場合は、ドメイン索引を削除できません。

FORCE
FORCEは、ドメイン索引のみに適用されます。この句を指定すると、索引タイプ・ルーチンの
起動がエラーを戻した場合、または索引に IN PROGRESSのマークが付けられている場合でも、
ドメイン索引を削除できます。FORCEがないと、その索引タイプ・ルーチンの起動がエラーを
戻す場合、または索引に IN PROGRESSマークが付けられている場合にドメイン索引を削除で
きません。

例例例例

索引の削除例索引の削除例索引の削除例索引の削除例 : この文は、索引 ord_customer_ix_demo（14-68 ページの「索引の圧縮例 :」
で作成）を削除します。

DROP INDEX ord_customer_ix_demo;
SQL 文 : CREATE TYPE ～ DROP ROLLBACK SEGMENT 17-45



DROP INDEXTYPE
DROP INDEXTYPE

用途用途用途用途

DROP INDEXTYPE文を使用すると、索引タイプを削除できます。同時に、統計タイプとの関連
付けも解除されます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

削除する索引タイプが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合
は、DROP ANY INDEXTYPEシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_indextype::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema 
索引タイプが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、この索引タイ
プは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

indextype 
削除する索引タイプの名前を指定します。

任意の統計タイプが索引タイプに関連付けられている場合、統計タイプと索引タイプの関連付
けが解除され、統計タイプを使用して収集したすべての統計情報が削除されます。

FORCE
FORCEを指定すると、1 つ以上のドメイン索引から現在参照されている状態でも、その索引タ
イプを削除できます。これらのドメイン索引には、INVALIDマークが付けられます。FORCE
を指定しない場合、任意のドメイン索引で参照されている索引タイプを削除できません。

例例例例

索引タイプの削除例索引タイプの削除例索引タイプの削除例索引タイプの削除例 : 次の文は、索引タイプ position_indextype（E-2 ページの「拡張索
引作成機能の使用方法」で作成）を削除し、この索引タイプで定義されているすべてのドメイ
ン索引に INVALIDのマークを付けます。

DROP INDEXTYPE position_indextype FORCE;

参照参照参照参照 : 索引タイプの詳細は、14-73 ページの「CREATE INDEXTYPE」を
参照してください。

参照参照参照参照 : 統計情報の関連付けの詳細は、13-21 ページの「ASSOCIATE 
STATISTICS」および 17-30 ページの「DISASSOCIATE STATISTICS」を参
照してください。

DROP INDEXTYPE
schema .

indextype
FORCE

;
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DROP JAVA
DROP JAVA

用途用途用途用途

DROP JAVA文を使用すると、Java ソース、クラスまたはリソース・スキーマ・オブジェクトを
削除できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

削除する Java ソース、クラスまたはリソースが自分のスキーマ内にある必要があります。自分
のスキーマ内にない場合は、DROP ANY PROCEDUREシステム権限が必要です。また、このコマ
ンドを使用する場合は、Java クラスに対する EXECUTEオブジェクト権限も必要です。

構文構文構文構文

drop_java::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

JAVA SOURCE
SOURCEを指定すると、Java ソース・スキーマ・オブジェクトおよびそのオブジェクトから導
出されたすべての Java クラス・スキーマ・オブジェクトを削除できます。

JAVA CLASS
CLASSを指定すると、Java クラス・スキーマ・オブジェクトを削除できます。

JAVA RESOURCE
RESOURCEを指定すると、Java リソース・スキーマ・オブジェクトを削除できます。

object_name
既存の Java クラス、ソースまたはリソース・スキーマ・オブジェクトの名前を指定します。
object_nameを二重引用符で囲むと、小文字の名前、または大文字と小文字を組み合せた名
前を指定できます。

例例例例

Java クラス・オブジェクトの削除例クラス・オブジェクトの削除例クラス・オブジェクトの削除例クラス・オブジェクトの削除例 : 次の文は、Java クラス Agent（14-80 ページの「Java
クラス・オブジェクトの作成例 :」で作成）を削除します。

DROP JAVA CLASS "Agent";

参照参照参照参照 :

� Java オブジェクトの作成については、14-76 ページの「CREATE 
JAVA」を参照してください。

� Java ソース、クラスおよびリソースの変換の詳細は、『Oracle 
Database Java 開発者ガイド』を参照してください。

DR0P JAVA

SOURCE

CLASS

RESOURCE

schema .
object_name ;
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DROP LIBRARY
DROP LIBRARY

用途用途用途用途

DROP LIBRARY文を使用すると、データベースから外部プロシージャ・ライブラリを削除でき
ます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

DROP ANY LIBRARYシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_library::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

library_name
削除する外部プロシージャ・ライブラリの名前を指定します。

例例例例

ライブラリの削除例ライブラリの削除例ライブラリの削除例ライブラリの削除例 : 次の文は、ext_libライブラリ（15-3 ページの「ライブラリの作成例
:」で作成）を削除します。

DROP LIBRARY ext_lib;

参照参照参照参照 : ライブラリの作成については、15-2 ページの「CREATE 
LIBRARY」を参照してください。

DROP LIBRARY library_name ;
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DROP MATERIALIZED VIEW
DROP MATERIALIZED VIEW

用途用途用途用途

DROP MATERIALIZED VIEW文を使用すると、データベースから既存のマテリアライズド・
ビューを削除できます。

削除したマテリアライズド・ビューは、ごみ箱内には移動しません。このため、削除したマテ
リアライズド・ビューを消去またはリカバリすることはできません。

前提条件前提条件前提条件前提条件

削除するマテリアライズド・ビューが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキー
マ内にない場合は、DROP ANY MATERIALIZED VIEWシステム権限が必要です。また、データ
ベースがマテリアライズド・ビューのデータを管理するために使用する内部表、ビュー、索引
を削除する権限も必要です。

構文構文構文構文

drop_materialized_view::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema 
マテリアライズド・ビューが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、
このマテリアライズド・ビューは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

注意注意注意注意 : 下位互換性を保つために、MATERIALIZED VIEWのかわりにキー
ワード SNAPSHOTもサポートされています。

参照参照参照参照 :

� 様々なタイプのマテリアライズド・ビューの詳細は、15-4 ページの
「CREATE MATERIALIZED VIEW」を参照してください。

� マテリアライズド・ビューの変更については、11-2 ページの「ALTER 
MATERIALIZED VIEW」を参照してください。

� レプリケーション環境でのマテリアライズド・ビューの詳細は、
『Oracle Database アドバンスト・レプリケーション』を参照してくだ
さい。

� データ・ウェアハウス環境でのマテリアライズド・ビューの詳細は、
『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : マテリアライズド・ビューを管理するために使用するオブジェク
トの削除に必要な権限については、18-5 ページの「DROP TABLE」、18-17
ページの「DROP VIEW」および 17-44 ページの「DROP INDEX」を参照
してください。

DROP MATERIALIZED VIEW
schema .

materialized_view
PRESERVE TABLE

;
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DROP MATERIALIZED VIEW
materialized_view
削除する既存のマテリアライズド・ビューの名前を指定します。

� マスター表から、 後にリフレッシュされた単純マテリアライズド・ビューを削除した場
合、マスター表のマテリアライズド・ビュー・ログのうち、削除されたマテリアライズ
ド・ビューのリフレッシュに必要な行のみが自動的に削除されます。

� 事前作成表で作成されたマテリアライズド・ビューを削除した場合、そのマテリアライズ
ド・ビューが削除され、事前作成表は 1 つの表としての元の形に戻ります。

� マスター表を削除した場合、その表に基づくマテリアライズド・ビューは自動的には削除
されません。ただし、削除したマスター表に基づくマテリアライズド・ビューをリフレッ
シュしようとした場合、エラー・メッセージが戻されます。

� マテリアライズド・ビューを削除した場合、マテリアライズド・ビューを使用するために
リライトされたコンパイル済の要求が無効になり、自動的に再コンパイルされます。その
マテリアライズド・ビューが表に事前作成されていた場合、その表は削除されませんが、
マテリアライズド・ビューのリフレッシュ・メカニズムで管理できなくなります。

PRESERVE TABLE 句句句句

この句を使用すると、マテリアライズド・ビュー・オブジェクトを削除した後も、そのマテリ
アライズド・ビューのコンテナ表およびその内容を保持できます。結果の表の名前は、削除し
たマテリアライズド・ビューと同じになります。

マテリアライズド・ビューに関連付けられているすべてのメタデータは削除されます。ただし、
そのマテリアライズド・ビューの作成時にコンテナ表で自動的に作成されたすべての索引は、
保存されます。また、そのマテリアライズド・ビューにネストした表の列が含まれる場合、そ
の列の記憶表がそのメタデータとともに保存されます。

PRESERVE TABLE 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : この句は、（マテリアライズド・ビューが「スナップ
ショット」と呼ばれていた）Oracle9i より前のリリースからインポートしたマテリアライズ
ド・ビューには無効です。

例例例例

マテリアライズド・ビューの削除例マテリアライズド・ビューの削除例マテリアライズド・ビューの削除例マテリアライズド・ビューの削除例 : 次の文は、サンプル・スキーマ hrのマテリアライズ
ド・ビュー emp_dataを削除します。

DROP MATERIALIZED VIEW emp_data; 

次の文は、sales_by_month_by_stateマテリアライズド・ビューおよびそのマテリアライ
ズド・ビューの基礎となる表を削除します（基礎となる表が ON PREBUILT TABLE句が指定さ
れた CREATE MATERIALIZED VIEW文に登録されていない場合）。

DROP MATERIALIZED VIEW sales_by_month_by_state;
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DROP MATERIALIZED VIEW LOG

用途用途用途用途

DROP MATERIALIZED VIEW LOG文を使用すると、データベースからマテリアライズド・
ビュー・ログを削除できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

マテリアライズド・ビュー・ログを削除する場合は、表を削除する権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_materialized_view_log::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema 
マテリアライズド・ビュー・ログおよびそのマスター表が含まれているスキーマを指定します。
schemaを指定しない場合、マテリアライズド・ビュー・ログおよびマスター表は自分のス
キーマ内にあるとみなされます。

table
削除するマテリアライズド・ビュー・ログに関連付けられたマスター表の名前を指定します。

マテリアライズド・ビュー・ログを削除した場合、マテリアライズド・ビュー・ログのマス
ター表に基づく一部のマテリアライズド・ビューが高速リフレッシュできなくなります。高速
リフレッシュできなくなるマテリアライズド・ビューには、ROWID マテリアライズド・
ビュー、主キー・マテリアライズド・ビューおよび副問合せマテリアライズド・ビューが含ま
れます。

注意注意注意注意 : 下位互換性を保つために、MATERIALIZED VIEWのかわりにキー
ワード SNAPSHOTもサポートされています。

参照参照参照参照 :

� マテリアライズド・ビューの詳細は、15-4 ページの「CREATE 
MATERIALIZED VIEW」および 11-2 ページの「ALTER 
MATERIALIZED VIEW」を参照してください。

� マテリアライズド・ビュー・ログの詳細は、15-26 ページの
「CREATE MATERIALIZED VIEW LOG」を参照してください。

� レプリケーション環境でのマテリアライズド・ビューの詳細は、
『Oracle Database アドバンスト・レプリケーション』を参照してくだ
さい。

� データ・ウェアハウス環境でのマテリアライズド・ビューの詳細は、
『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : 「DROP TABLE」（18-5 ページ）

DROP MATERIALIZED VIEW LOG ON
schema .

table ;
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DROP MATERIALIZED VIEW LOG
例例例例

マテリアライズド・ビュー・ログの削除例マテリアライズド・ビュー・ログの削除例マテリアライズド・ビュー・ログの削除例マテリアライズド・ビュー・ログの削除例 : 次の文は、oe.customersマスター表のマテリ
アライズド・ビュー・ログを削除します。

DROP MATERIALIZED VIEW LOG ON customers; 

参照参照参照参照 : マテリアライズド・ビューの種類については、『Oracle Database
データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。
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DROP OPERATOR

用途用途用途用途

DROP OPERATOR文を使用すると、ユーザー定義演算子を削除できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

削除する演算子が自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、
DROP ANY OPERATORシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_operator::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema 
演算子が含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、その演算子は自分
のスキーマ内にあるとみなされます。

operator
削除する演算子の名前を指定します。

FORCE
FORCEを指定すると、演算子が現在 1 つ以上のスキーマ・オブジェクト（索引タイプ、パッ
ケージ、ファンクション、プロシージャなど）によって参照されている場合でも、その演算子
を削除できます。演算子に依存するこのようなオブジェクトには、INVALIDのマークが付けら
れます。FORCEを使用しないと、任意のスキーマ・オブジェクトに参照されている演算子を削
除できません。

例例例例

ユーザー定義演算子の削除例ユーザー定義演算子の削除例ユーザー定義演算子の削除例ユーザー定義演算子の削除例 : 次の文は、演算子 eq_opを削除します。

DROP OPERATOR eq_op;

FORCE句が指定されていないため、この演算子のバインディングのいずれかが索引タイプに
よって参照されている場合、この操作は実行されません。

参照参照参照参照 :

� 演算子の作成および変更の詳細は、15-32 ページの「CREATE 
OPERATOR」および 11-22 ページの「ALTER OPERATOR」を参照し
てください。

� 演算子の概要については、4-9 ページの「ユーザー定義演算子」およ
び『Oracle Database データ・カートリッジ開発者ガイド』を参照し
てください。

� ユーザー定義索引タイプの演算子の削除については、10-82 ページの
「ALTER INDEXTYPE」を参照してください。

DROP OPERATOR
schema .

operator
FORCE

;
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DROP OUTLINE

用途用途用途用途

DROP OUTLINE文を使用すると、ストアド・アウトラインを削除できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

アウトラインを削除する場合は、DROP ANY OUTLINEシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_outline::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

outline
削除するアウトラインの名前を指定します。

そのアウトラインが削除された後、ストアド・アウトラインが作成された SQL 文がコンパイル
されると、オプティマイザはアウトラインの影響なしに新しい実行計画を生成します。

例例例例

アウトラインの削除例アウトラインの削除例アウトラインの削除例アウトラインの削除例 : 次の文は、ストアド・アウトライン salariesを削除します。

DROP OUTLINE salaries;

注意注意注意注意 : 新規のアプリケーションには SQL 計画管理を使用することをお薦
めします。SQL 計画管理では、ストアド・アウトラインよりも非常に安定
した SQL パフォーマンスを実現する SQL 計画ベースラインが作成されま
す。

DBMS_SPMパッケージの LOAD_PLANS_FROM_CURSOR_CACHEプロシー
ジャまたは LOAD_PLANS_FROM_SQLSETプロシージャを使用して、既存
のストアド・アウトラインを SQL 計画ベースラインに移行できます。移
行が完了したら、ストアド・アウトラインを無効にするか、または削除す
る必要があります。

参照参照参照参照 : SQL 計画管理の詳細は、『Oracle Database パフォーマンス・チュー
ニング・ガイド』を参照してください。DBMS_SPM パッケージの詳細は、

『Oracle Database PL/SQL パッケージ・プロシージャおよびタイプ・リ
ファレンス』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� アウトラインの作成については、15-35 ページの「CREATE 
OUTLINE」を参照してください。

� アウトラインについては、『Oracle Database パフォーマンス・チュー
ニング・ガイド』を参照してください。

DROP OUTLINE outline ;
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DROP PACKAGE

用途用途用途用途

パッケージは PL/SQL を使用して定義されます。パッケージの作成、変更および削除の詳細
は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

DROP PACKAGE文を使用すると、データベースからストアド・パッケージを削除できます。
この文は、パッケージの本体および仕様部を削除します。

前提条件前提条件前提条件前提条件

削除するパッケージが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合
は、DROP ANY PROCEDUREシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_package::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

BODY
BODYを指定すると、パッケージ本体のみを削除できます。この句を省略した場合、パッケージ
本体と仕様部の両方が削除されます。

パッケージ本体のみを削除して仕様部は削除しない場合、依存するオブジェクトは無効になり
ません。ただし、パッケージ本体を再作成しないかぎり、パッケージ仕様部で宣言したプロ
シージャやストアド・ファンクションはコールできません。

schema 
パッケージが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、パッケージは
自分のスキーマ内にあるとみなされます。

package
削除するパッケージの名前を指定します。

そのパッケージ仕様部に依存するすべてのローカル・オブジェクトが無効になります。後でこ
れらのオブジェクトを参照した場合、データベースは、そのオブジェクトを再コンパイルしよ
うとします。削除したパッケージを再作成しないかぎり、エラーが戻されます。

任意の統計タイプがパッケージに関連付けられている場合、FORCE句によって統計タイプの関
連付けが解除され、統計タイプを使用して収集されたユーザー定義のすべての統計情報が削除
されます。

注意注意注意注意 : この文を使用してパッケージから単一のオブジェクトを削除しな
いでください。かわりに、CREATE PACKAGE文および CREATE PACKAGE 
BODY文に OR REPLACE句を指定して、そのオブジェクトを含めずにパッ
ケージを再作成してください。

参照参照参照参照 : 13-21 ページの「ASSOCIATE STATISTICS」および 17-30 ページの
「DISASSOCIATE STATISTICS」を参照してください。

DROP PACKAGE
BODY schema .

package ;
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DROP PACKAGE
例例例例

パッケージの削除例パッケージの削除例パッケージの削除例パッケージの削除例 : 次の文は、emp_mgmtパッケージの仕様部および本体を削除し、その仕
様部に依存するすべてのオブジェクトを無効にします。このパッケージを作成する例について
は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

DROP PACKAGE emp_mgmt; 
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DROP PROCEDURE

用途用途用途用途

プロシージャは PL/SQL を使用して定義されます。プロシージャの作成、変更および削除の詳
細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

DROP PROCEDURE文を使用すると、データベースからスタンドアロンのストアド・プロシー
ジャを削除できます。この文を使用してパッケージの一部であるプロシージャを削除しないで
ください。かわりに、DROP PACKAGE文を使用してパッケージ全体を削除するか、
OR REPLACE句を指定した CREATE PACKAGE文を使用して、そのプロシージャを含めずにパッ
ケージを再定義してください。

前提条件前提条件前提条件前提条件

削除するプロシージャが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場
合は、DROP ANY PROCEDUREシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_procedure::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema 
プロシージャが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、プロシー
ジャは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

procedure
削除するプロシージャの名前を指定します。

プロシージャを削除すると、そのプロシージャに依存するすべてのローカル・オブジェクトは
無効になります。後でこれらのオブジェクトを参照した場合、データベースは、そのオブジェ
クトを再コンパイルしようとします。削除したプロシージャを再作成しないかぎり、エラー・
メッセージが戻されます。

例例例例

プロシージャの削除例プロシージャの削除例プロシージャの削除例プロシージャの削除例 : 次の文は、ユーザー hrが所有するプロシージャ remove_empを削
除し、remove_empに依存するすべてのオブジェクトを無効にします。

DROP PROCEDURE hr.remove_emp; 

DROP PR0CEDURE
schema .

procedure ;
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DROP PROFILE

用途用途用途用途

DROP PROFILE文を使用すると、データベースからプロファイルを削除できます。DEFAULTプ
ロファイル以外のプロファイルを削除できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

DROP PROFILEシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_profile::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

profile
削除するプロファイルの名前を指定します。

CASCADE
CASCADEを指定すると、プロファイルの割当て先のユーザーからプロファイルの割当てを解除
できます。このようなユーザーには、自動的に DEFAULTプロファイルが割り当てられます。
現在、複数のユーザーに割り当てられているプロファイルを削除する場合は、必ずこの句を指
定します。

例例例例

プロファイルの削除例プロファイルの削除例プロファイルの削除例プロファイルの削除例 : 次の文は、プロファイル app_user（15-51 ページの「プロファイル
の作成例 :」で作成）を削除します。プロファイル app_userは削除され、現在 app_userプ
ロファイルが割り当てられているユーザーには DEFAULTプロファイルが割り当てられます。

DROP PROFILE app_user CASCADE; 

参照参照参照参照 : プロファイルの作成および変更の詳細は、15-47 ページの
「CREATE PROFILE」および 11-29 ページの「ALTER PROFILE」を参照し
てください。

DROP PROFILE profile
CASCADE

;
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DROP RESTORE POINT
DROP RESTORE POINT 

用途用途用途用途

DROP RESTORE POINT文を使用すると、通常のリストア・ポイントまたは保証付きリストア・
ポイントをデータベースから削除できます。

� 通常のリストア・ポイントは、ユーザーが削除する必要はありません。必要に応じて古い
ものから順に自動的に削除されます（15-54 ページの「restore_point」の説明を参照）。
ただし、同じ名前を再利用する必要がある場合は、通常のリストア・ポイントをユーザー
が削除することもできます。

� 保証付きリストア・ポイントは、自動的に削除されません。したがって、保証付きリスト
ア・ポイントをデータベースから削除するには、明示的にこの文を使用する必要がありま
す。

前提条件前提条件前提条件前提条件

通常のリストア・ポイントを削除するには、SELECT ANY DICTIONARYまたは FLASHBACK 
ANY TABLEのいずれかのシステム権限が必要です。保証付きリストア・ポイントを削除するに
は、SYSDBAシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

restore_point 削除するリストア・ポイントの名前を指定します。

例例例例

リストア・ポイントの削除例リストア・ポイントの削除例リストア・ポイントの削除例リストア・ポイントの削除例 : 次の例は、good_dataリストア・ポイント（15-55 ページの
「リストア・ポイントを作成して使用する例 :」で作成）を削除します。

DROP RESTORE POINT good_data;

参照参照参照参照 : リストア・ポイントの作成方法および使用方法については、15-53
ページの「CREATE RESTORE POINT」、18-22 ページの「FLASHBACK 
DATABASE」および 18-25 ページの「FLASHBACK TABLE」を参照して
ください。

DROP RESTORE POINT restore_point ;
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DROP ROLE

用途用途用途用途

DROP ROLE文を使用すると、データベースからロールを削除できます。ロールを削除した場
合、そのロールが付与されていたすべてのユーザーおよびロールからそのロールが取り消され、
データベースからも削除されます。すでに使用可能なロールのユーザー・セッションには影響
しません。ただし、削除後は新しいユーザー・セッションでロールを使用可能にできません。

前提条件前提条件前提条件前提条件

Admin Option付きのロールが付与されているか、または DROP ANY ROLEシステム権限を
持っている必要があります。

構文構文構文構文

drop_role::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

role
削除するロールの名前を指定します。

例例例例

ロールの削除例ロールの削除例ロールの削除例ロールの削除例 : 次の文は、ロール dw_manager（15-58 ページの「ロールの作成例 :」で作
成）を削除します。

DROP ROLE dw_manager; 

参照参照参照参照 :

� ロールの作成、およびロールを使用可能にするために必要な認可の変
更については、15-56 ページの「CREATE ROLE」および 11-34 ページ
の「ALTER ROLE」を参照してください。

� 現行のセッションに対するロールの使用禁止化については、19-51
ページの「SET ROLE」を参照してください。

DROP ROLE role ;
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DROP ROLLBACK SEGMENT

用途用途用途用途

DROP ROLLBACK SEGMENT文を使用すると、データベースからロールバック・セグメントを削
除できます。ロールバック・セグメントを削除した場合、ロールバック・セグメントに割り当
てられていたすべての領域が表領域に戻されます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

DROP ROLLBACK SEGMENTシステム権限が必要です。また、ロールバック・セグメントをオフ
ラインにしておく必要があります。

構文構文構文構文

drop_rollback_segment::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

rollback_segment
削除するロールバック・セグメントの名前を指定します。

ロールバック・セグメントの削除の制限事項ロールバック・セグメントの削除の制限事項ロールバック・セグメントの削除の制限事項ロールバック・セグメントの削除の制限事項 : この文には、次の制限事項があります。

� ロールバック・セグメントは、オフラインになっている場合にのみ削除できます。ロール
バック・セグメントがオフラインであるかどうかを判断するには、DBA_ROLLBACK_SEGS
データ・ディクショナリ・ビューを問い合せます。オフラインのロールバック・セグメン
トは、STATUS列の値が AVAILABLEになっています。また、ALTER ROLLBACK SEGMENT
文に OFFLINE句を指定して、ロールバック・セグメントをオフラインにすることもでき
ます。

� SYSTEMロールバック・セグメントは削除できません。

例例例例

ロールバック・セグメントの削除例ロールバック・セグメントの削除例ロールバック・セグメントの削除例ロールバック・セグメントの削除例 : 次の構文は、ロールバック・セグメント（15-61 ページ
の「ロールバック・セグメントの作成例 :」で作成）を削除します。

DROP ROLLBACK SEGMENT rbs_one; 

注意注意注意注意 : データベースが自動 UNDO モードで実行されている場合、ロール
バック・セグメントに有効な操作はこの文のみです。このモードの場合、
ロールバック・セグメントを作成または変更できません。

DROP ROLLBACK SEGMENT rollback_segment ;
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SQL 文 : DROP SEQUENCE ～ R
18

SQL 文文文文 :

DROP SEQUENCE ～～～～ ROLLBACK

この章では、次の SQL 文について説明します。

� DROP SEQUENCE

� DROP SYNONYM

� DROP TABLE

� DROP TABLESPACE

� DROP TRIGGER

� DROP TYPE

� DROP TYPE BODY

� DROP USER

� DROP VIEW

� EXPLAIN PLAN

� FLASHBACK DATABASE

� FLASHBACK TABLE

� GRANT

� INSERT

� LOCK TABLE

� MERGE

� NOAUDIT

� PURGE

� RENAME

� REVOKE

� ROLLBACK
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DROP SEQUENCE
DROP SEQUENCE 

用途用途用途用途

DROP SEQUENCE文を使用すると、データベースから順序を削除できます。

この文を使用すると、順序の削除および再作成を行って、順序を再開することもできます。
たとえば、現在、値が 150 の順序を初期値 27 で再開する場合、順序を削除して同じ名前で再作
成し、START WITH値を 27 にします。

前提条件前提条件前提条件前提条件

削除する順序が自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、
DROP ANY SEQUENCEシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_sequence::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
順序が含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、順序は自分のスキー
マ内にあるとみなされます。

sequence_name
削除する順序の名前を指定します。

例例例例

順序の削除例順序の削除例順序の削除例順序の削除例 : 次の文は、ユーザー oeが所有する順序 customers_seq（15-67 ページの
「順序の作成例 :」で作成）を削除します。この文を発行する場合は、ユーザー oeとして接続
するか、または DROP ANY SEQUENCEシステム権限が必要です。

DROP SEQUENCE oe.customers_seq; 

参照参照参照参照 : 順序の作成および変更の詳細は、15-64 ページの「CREATE 
SEQUENCE」および 11-39 ページの「ALTER SEQUENCE」を参照してく
ださい。

DROP SEQUENCE
schema .

sequence_name ;
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DROP SYNONYM 

用途用途用途用途

DROP SYNONYM文を使用すると、データベースからシノニムを削除できます。また、シノニム
の削除および再作成を行って、シノニムの定義を変更することもできます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

プライベート・シノニムを削除する場合は、シノニムが自分のスキーマ内にある必要がありま
す。自分のスキーマ内にない場合は、DROP ANY SYNONYMシステム権限が必要です。

パブリック・シノニムを削除する場合は、DROP PUBLIC SYNONYMシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_synonym::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

PUBLIC
PUBLICを指定すると、パブリック・シノニムを削除できます。PUBLICを指定した場合、
schemaは指定できません。

schema
シノニムが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、シノニムは自分
のスキーマ内にあるとみなされます。

synonym
削除するシノニムの名前を指定します。

マテリアライズド・ビューを定義する問合せに実際の表名ではなくシノニムが指定されていた
場合に、このマテリアライズド・ビューのマスター表のシノニムを削除すると、このマテリア
ライズド・ビューには使用禁止のマークが付けられます。

依存表またはユーザー定義型を持つオブジェクト型のシノニムを削除するには、FORCEも指定
する必要があります。

FORCE
FORCEを指定すると、依存表またはユーザー定義型を持つシノニムでも強制的に削除できま
す。

参照参照参照参照 : シノニムの詳細は、16-2 ページの「CREATE SYNONYM」を参照
してください。

注意注意注意注意 : FORCEを使用して、依存性のあるオブジェクト型のシノニムを削
除することはお薦めしません。この操作によって、他のユーザー定義型が
無効になるか、またはこのシノニムに依存する表列に UNUSEDのマークが
付く場合があります。型の依存性の詳細は、『Oracle Database オブジェク
ト・リレーショナル開発者ガイド』を参照してください。

DROP
PUBLIC

SYNONYM
schema .

synonym
FORCE

;
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例例例例

シノニムの削除例シノニムの削除例シノニムの削除例シノニムの削除例 : 次の文は、パブリック・シノニム customers（16-4 ページの「Oracle 
Database によるシノニムの変換例 :」で作成）を削除します。

DROP PUBLIC SYNONYM customers; 
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DROP TABLE
DROP TABLE 

用途用途用途用途

DROP TABLE文を使用すると、表またはオブジェクト表をごみ箱に移動したり、表およびそれ
に含まれるすべてのデータをデータベースから完全に削除することができます。

外部表の場合、この文はデータベースにある表のメタデータのみを削除します。データベース
の外部に存在する実際のデータには影響しません。

クラスタの一部である表を削除すると、その表はごみ箱に移動します。ただし、その後にその
クラスタを削除すると、その表はごみ箱から消去され、FLASHBACK TABLE操作でもリカバリ
できなくなります。

表を削除すると、依存オブジェクトが無効になり、表のオブジェクト権限が取り消されます。
表を再作成する際、表のオブジェクト権限を再度付与し、表の索引、整合性制約およびトリ
ガーを再作成し、記憶域パラメータを再指定する必要があります。このような影響は、切捨て
および置換ではありません。そのため、TRUNCATE文による行の削除、または CREATE OR 
REPLACE TABLE文による表の置換えは、表を削除して再作成するよりも効率的です。

前提条件前提条件前提条件前提条件

削除する表が自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、DROP 
ANY TABLEシステム権限が必要です。

セッションがバインドされていない場合にのみ、一時表で DDL 操作（ALTER TABLE、DROP 
TABLE、CREATE INDEXなど）を実行できます。セッションを一時表にバインドするには、一
時表で INSERT操作を実行します。セッションを一時表からアンバインドするには、
TRUNCATE文を発行するか、セッションを終了します。また、トランザクション固有の一時表
からアンバインドするには、COMMITまたは ROLLBACK文を発行します。

構文構文構文構文

drop_table::=

注意注意注意注意 : PURGE句を指定しないかぎり、DROP TABLEを実行しても、他の
オブジェクトが使用できるように領域が解放されて表領域に戻されること
はなく、その領域はユーザーの領域割当てとして計算されたままになりま
す。

参照参照参照参照 :

� 表の作成および変更の詳細は、16-6 ページの「CREATE TABLE」およ
び 12-2 ページの「ALTER TABLE」を参照してください。

� 表からデータを削除する方法については、19-58 ページの
「TRUNCATE TABLE」および 17-23 ページの「DELETE」を参照して
ください。

� 削除した表をごみ箱から取り出す方法については、18-25 ページの
「FLASHBACK TABLE」を参照してください。

DROP TABLE
schema .

table
CASCADE CONSTRAINTS PURGE

;
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
表が含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、表は自分のスキーマ内
にあるとみなされます。

table
削除する表の名前を指定します。Oracle Database によって次の操作が自動的に実行されます。

� 表のすべての行が削除されます。

� 表のすべての索引およびドメイン索引のみでなく、その表に定義されているすべてのトリ
ガーが、作成者やスキーマの所有者とは関係なく削除されます。tableがパーティション
化されている場合、対応するローカル索引パーティションも同様に削除されます。

� tableのネストした表および LOB のすべての記憶表が削除されます。

� レンジ・パーティション表、ハッシュ・パーティション表またはリスト・パーティション
表を削除すると、すべての表パーティションも削除されます。コンポジット・パーティ
ション表を削除した場合、すべてのパーティションおよびサブパーティションが同様に削
除されます。

� PURGEキーワードでパーティション表を削除する場合、その文は一連のサブトランザク
ションとして実行され、それぞれのサブトランザクションで、パーティションまたはサブ
パーティションのサブセットおよびそのメタデータが削除されます。削除操作がこのよう
に複数のサブトランザクションに分割されていることで、特に大きなパーティション表を
削除する場合に、内部システム・リソース（ライブラリ・キャッシュなど）の消費処理が
適化されます。 初のサブトランザクションがコミットされるとすぐに UNUSABLEの

マークが表に付けられます。いずれかのサブトランザクションが失敗した場合、その表に
対して可能な操作は、もう一度 DROP TABLE ... PURGE文を実行することのみです。この場
合、前回の DROP TABLE文が失敗したところから、処理が継続されます。ただし、この処
理は、前回の操作で発生したエラーが修正されていることを前提としています。

このような削除操作で UNUSABLEのマークが付けられた表のリストは、該当する *_
TABLES、*_PART_TABLES、*_ALL_TABLESまたは *_OBJECT_TABLESデータ・ディク
ショナリ・ビューの status列を問い合せて表示できます。

� 索引構成表の場合、索引構成表に定義したマッピング表も削除されます。

� ドメイン索引の場合、適切な削除ルーチンが起動されます。これらのルーチンの詳細は、
『Oracle Database データ・カートリッジ開発者ガイド』を参照してください。

� 任意の統計タイプが表に関連付けられている場合、FORCE句を使用して統計タイプの関連
付けが解除され、統計タイプを使用して収集されたユーザー定義のすべての統計情報が削
除されます。

� 表がクラスタの一部でない場合、表とその索引に割り当てられていたすべてのデータ・ブ
ロックが、表とその索引が格納されていた表領域に戻されます。

DROP CLUSTER文に INCLUDING TABLES句を指定した場合、クラスタおよびそのすべて
の表を削除できます。これによって、表を 1 つずつ削除する必要がなくなります。17-32
ページの「DROP CLUSTER」を参照してください。

参照参照参照参照 : パーティション表の削除の詳細は、『Oracle Database VLDB およ
びパーティショニング・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 統計タイプの関連付けの詳細は、13-21 ページの「ASSOCIATE 
STATISTICS」および 17-30 ページの「DISASSOCIATE STATISTICS」を参
照してください。
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� 表がビュー、マテリアライズド・ビューのコンテナ表またはマスター表の実表である場合、
あるいは表がストアド・プロシージャ、ファンクションまたはパッケージで参照されてい
る場合、依存するオブジェクトは無効になりますが、削除はされません。表を再作成する
か、これらのオブジェクトを一度削除してその表に依存しない形で再作成しないかぎり、
これらのオブジェクトは使用できません。

表を再作成する場合、ストアド・プロシージャ、ファンクションまたはパッケージで参照
する列、およびマテリアライズド・ビューの定義で使用されていた副問合せで選択される
すべての列が、その表に含まれている必要があります。ビュー、ストアド・プロシージャ、
ファンクション、パッケージに対するオブジェクト権限が付与されていたユーザーに、こ
れらの権限を再付与する必要はありません。

表がマテリアライズド・ビューのマスター表の場合、マテリアライズド・ビューの問合せ
はできます。ただし、そのマテリアライズド・ビューを定義する問合せによって選択され
るすべての列を含む表を再作成しないかぎり、リフレッシュはできません。

表がマテリアライズド・ビュー・ログを含む場合、このログおよびその表に関連付けられ
ているダイレクト・パス・インサートのその他のリフレッシュ情報は削除されます。

表の削除の制限事項表の削除の制限事項表の削除の制限事項表の削除の制限事項 :

� ネストした表の記憶表は直接削除できません。かわりに、ALTER TABLE ... DROP COLUMN
句を使用して、ネストした表の列を削除する必要があります。

� 参照パーティション表の親表は削除できません。まず、参照パーティション表のすべての
子表を削除する必要があります。

CASCADE CONSTRAINTS
CASCADE CONSTRAINTSを指定すると、削除される表の主キーまたは一意キーを参照するすべ
ての参照整合性制約を削除できます。このような参照整合性制約があるときにこの句を省略し
た場合、エラーが戻され、表は削除されません。

PURGE
PURGEを指定すると、1 つの手順で、表を削除してその表に関連付けられた領域を解放できま
す。PURGEを指定すると、表およびその依存オブジェクトはごみ箱に移動しません。

この句を使用することは、表を削除してからその表をごみ箱から消去することと同じです。
この句を使用すると、それらの操作を 1 つの手順で実行できます。また、機密情報をごみ箱に
表示しないようにできるため、セキュリティを強化できます。

例例例例

表の削除例表の削除例表の削除例表の削除例 : 次の文は、oe.list_customers表（16-67 ページの「リスト・パーティション
化の例 :」で作成）を削除します。

DROP TABLE list_customers PURGE; 

注意注意注意注意 : PURGE句を指定した DROP TABLE文はロールバックできません。
また、PURGE句で削除した表はリカバリできません。

参照参照参照参照 : ごみ箱の詳細、およびごみ箱内のオブジェクトのネーミング規則
の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。
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DROP TABLESPACE

用途用途用途用途

DROP TABLESPACE文を使用すると、データベースから表領域を削除できます。

 削除した表領域は、ごみ箱内には移動しません。このため、削除した表領域を消去またはリカ
バリすることはできません。

前提条件前提条件前提条件前提条件

DROP TABLESPACEシステム権限が必要です。アクティブ・トランザクションを保持するロー
ルバック・セグメントを含む場合は、表領域を削除できません。

構文構文構文構文

drop_tablespace::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

tablespace
削除する表領域の名前を指定します。

表領域の状態がオンラインまたはオフラインのどちらであっても、その表領域を削除できます。
実行中のトランザクション内の SQL 文で、表領域内のいずれかのオブジェクトにアクセスする
ことがないように、表領域はオフラインにしてから削除することをお薦めします。

SYSTEM表領域は削除できません。SYSAUX表領域は、SYSDBAシステム権限を持ち、
MIGRATEモードでデータベースを起動した場合にのみ削除できます。

削除する表領域がデフォルト表領域または一時表領域として割り当てられていたユーザーにア
ラートを出す必要がある場合があります。表領域が削除された後では、このようなユーザーは
オブジェクトに領域を割り当てたり、表領域内で領域をソートすることはできません。ALTER 
USER文を使用すると、ユーザーに新しいデフォルト表領域および一時表領域を割り当てること
ができます。

以前に表領域から削除し、ごみ箱に移動したオブジェクトがごみ箱から消去されます。表領域
に関連するすべてのメタデータ、および表領域に含まれるすべてのデータ・ファイルと一時
ファイルが、データ・ディクショナリから削除されます。また、表領域にある Oracle Managed 
Files のデータ・ファイルおよび一時ファイルが、オペレーティング・システムから自動的に削
除されます。その他のデータ・ファイルおよび一時ファイルは、INCLUDING CONTENTS AND 
DATAFILESを指定しないかぎり、オペレーティング・システムから削除されません。

この文を使用して表領域グループを削除することはできません。ただし、tablespaceが表領
域グループ内で唯一の表領域である場合、その表領域グループもデータ・ディクショナリから
削除されます。

参照参照参照参照 : 表領域の作成および変更の詳細は、16-71 ページの「CREATE 
TABLESPACE」および 12-82 ページの「ALTER TABLESPACE」を参照し
てください。

DROP TABLESPACE tablespace

INCLUDING CONTENTS

AND

KEEP
DATAFILES

CASCADE CONSTRAINTS

;
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DROP TABLESPACE
表領域の削除の制限事項表領域の削除の制限事項表領域の削除の制限事項表領域の削除の制限事項 : 表領域の削除には、次の制限事項があります。

� ドメイン索引またはドメイン索引によって作成されたオブジェクトを格納している表領域
は削除できません。

� いずれかのインスタンスによって使用されている場合、またはコミットされていないトラ
ンザクションのロールバックに必要な UNDO データを含む場合は、UNDO 表領域を削除
できません。

� データベースのデフォルト表領域に指定されている表領域は削除できません。この表領域
を削除するには、まず他の表領域をデフォルト表領域として再割当てする必要があります。

� データベースのデフォルトの一時表領域グループに属する一時表領域は削除できません。
この表領域を削除するには、まずその表領域をデータベースのデフォルトの一時表領域グ
ループから削除する必要があります。

� ある表領域を削除すると他の表領域の主キー制約または一意制約が無効になる場合、
INCLUDING CONTENTSおよび CASCADE CONSTRAINTS句を指定してもその表領域を削除
できません。たとえば、削除する表領域に主キー列索引が含まれており、主キー列自体が
別の表領域に存在する場合、その別の表領域内の主キー制約を手動で無効にしないかぎり、
表領域を削除できません。

INCLUDING CONTENTS
INCLUDING CONTENTSを指定すると、表領域の中のすべてのデータベース・オブジェクトを
削除できます。データベース・オブジェクトを格納している表領域を削除する場合は、必ずこ
の句を指定します。表領域が空でない場合にこの句を省略した場合、エラーが戻され、表領域
は削除されません。

1 つの表のパーティションまたはサブパーティションが表領域に（すべてではなく）一部含ま
れていると、INCLUDING CONTENTSを指定しても DROP TABLESPACEコマンドが正常に実行
されません。パーティション表のすべてのパーティションまたはサブパーティションが
tablespaceに存在する場合、DROP TABLESPACE ... INCLUDING CONTENTSは、
tablespaceを削除し、関連付けられた索引セグメント、LOB データ・セグメントおよび他の
表領域にある表の LOB 索引セグメントも削除します。

パーティション化された索引構成表の場合、すべての主キー索引セグメントがこの表領域に存
在する場合、この句は、他の表領域にあるオーバーフロー・セグメントも、他の表領域にある
関連するマッピング表と同様に削除します。主キー索引セグメントのいくつかが存在しない場
合、その文は実行されません。その場合、その表領域を削除する前に、ALTER TABLE ... MOVE 
PARTITIONを使用して、それらの主キー索引セグメントをこの表領域に移動し、この表領域に
オーバーフロー・データ・セグメントの存在しないパーティションを削除します。また、パー
ティション化された索引構成表も削除します。

表領域がマテリアライズド・ビューのマスター表を含む場合、マテリアライズド・ビューは無
効になります。

表領域がマテリアライズド・ビュー・ログを含む場合、このログおよびその表に関連付けられ
ているダイレクト・パス・インサートのその他のリフレッシュ情報は削除されます。

AND DATAFILES
INCLUDING CONTENTSを指定するときに AND DATAFILES句を指定すると、関連するオペレー
ティング・システム・ファイルも削除できます。Oracle Database によって、アラート・ログ
に、削除された各オペレーティング・システム・ファイルに関するメッセージが書き込まれま
す。この句は、Oracle Managed Files については不要です。Oracle Managed Files は、AND 
DATAFILESを指定しなくてもシステムから削除されます。

参照参照参照参照 : ドメイン索引の詳細は、『Oracle Database データ・カートリッジ
開発者ガイド』および『Oracle Database 概要』を参照してください。
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KEEP DATAFILES
INCLUDING CONTENTSを指定するときに KEEP DATAFILES句も指定すると、関連するオペ
レーティング・システム・ファイル（Oracle Managed Files も含む）を処理せずにそのままに
しておくことができます。この句を指定する必要があるのは、Oracle Managed Files を使用し
ているときに、関連するオペレーティング・システム・ファイルを INCLUDING CONTENTS句
で削除しない場合です。

CASCADE CONSTRAINTS
CASCADE CONSTRAINTSを指定すると、tablespaceに含まれる表の主キーまたは一意キーを
参照する、tablespaceの外の表からすべての参照整合性制約を削除できます。このような参
照整合性制約があるときにこの句を省略した場合、エラーが戻され、表領域は削除されません。

例例例例

表領域の削除例表領域の削除例表領域の削除例表領域の削除例 : 次の文は、tbs_01表領域を削除し、tbs_01に含まれる主キーおよび一意
キーを参照するすべての参照整合性制約を削除します。

DROP TABLESPACE tbs_01 
    INCLUDING CONTENTS 
        CASCADE CONSTRAINTS; 

オペレーティング・システム・ファイルの削除例オペレーティング・システム・ファイルの削除例オペレーティング・システム・ファイルの削除例オペレーティング・システム・ファイルの削除例 : 次の例は、tbs_02表領域およびそれに関
連するすべてのオペレーティング・システムのデータ・ファイルを削除します。

DROP TABLESPACE tbs_02
   INCLUDING CONTENTS AND DATAFILES;
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DROP TRIGGER
DROP TRIGGER

用途用途用途用途

トリガーは PL/SQL を使用して定義されます。トリガーの作成、変更および削除の詳細は、
『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

DROP TRIGGER文を使用すると、データベースからデータベース・トリガーを削除できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

削除するトリガーが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、
DROP ANY TRIGGERシステム権限が必要です。他のユーザーのスキーマ内のデータベースにあ
るトリガーを削除する場合は、ADMINISTER DATABASE TRIGGERシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_trigger::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
トリガーが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、トリガーは自分
のスキーマ内にあるとみなされます。

trigger 
削除するトリガーの名前を指定します。データベースからトリガーが削除され、再度、起動さ
れることはありません。

例例例例

トリガーの削除例トリガーの削除例トリガーの削除例トリガーの削除例 : 次の文は、hrスキーマ内の salary_checkトリガーを削除します。

DROP TRIGGER hr.salary_check; 

DROP TRIGGER
schema .

trigger ;
SQL 文 : DROP SEQUENCE ～ ROLLBACK 18-11



DROP TYPE
DROP TYPE 

用途用途用途用途

オブジェクト型は PL/SQL を使用して定義されます。オブジェクト型の作成、変更および削除
の詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

DROP TYPE文を使用すると、オブジェクト型、VARRAY 型またはネストした表型の仕様部およ
び本体を削除できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

削除するオブジェクト型、VARRAY 型またはネストした表型が自分のスキーマ内にある必要が
あります。自分のスキーマ内にない場合は、DROP ANY TYPEシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_type::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
型が含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、型は自分のスキーマ内
にあるとみなされます。

type_name
削除するオブジェクト型、VARRAY 型またはネストした表型の名前を指定します。型依存性ま
たは表依存性のない型のみ削除できます。

type_nameがスーパータイプの場合、FORCEも指定しないと、この文は正常に実行されませ
ん。FORCEを指定すると、そのスーパータイプに依存するすべてのサブタイプが無効になりま
す。

type_nameが統計タイプの場合、FORCEも指定しないと、この文は正常に実行されません。
FORCEを指定した場合、 初に type_nameに関連付けられたすべてのオブジェクトの関連付
けが解除され、type_nameが削除されます。

type_nameが統計タイプに関連付けられたオブジェクト型の場合、 初にこの統計タイプから
type_nameの関連付けが解除され、type_nameが削除されます。ただし、統計タイプを使用
して統計情報が収集された場合、この統計タイプから type_nameの関連付けを解除すること
はできません。このため、この文は正常に実行されません。

type_nameが索引タイプの実装タイプの場合、索引タイプに INVALIDのマークが付けられま
す。

type_nameにパブリック・シノニムが定義されている場合、このシノニムも削除されます。

参照参照参照参照 : 統計タイプの詳細は、13-21 ページの「ASSOCIATE STATISTICS」
および 17-30 ページの「DISASSOCIATE STATISTICS」を参照してくださ
い。

DROP TYPE
schema .

type_name

FORCE

VALIDATE
;
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DROP TYPE
FORCEオプションを指定していない場合に削除できるのは、依存性のないスタンドアロンのス
キーマ・オブジェクトとして定義されているオブジェクト型またはネストした表型または
VARRAY 型のみです。これはデフォルトの動作です。

FORCE
FORCEを指定すると、依存するデータベース・オブジェクトを持つ型でも強制的に削除できま
す。削除する型に依存するすべての列に UNUSEDのマークが付けられ、それらの列にアクセス
できなくなります。

VALIDATE
型を削除するときに VALIDATEを指定すると、格納されているこの型のインスタンスがスー
パータイプのいずれかの置換可能な列の範囲であることが検証されます。このようなインスタ
ンスがない場合、削除操作が完了します。

この句はサブタイプのみに意味があります。明示的な型または表依存性のないサブタイプを安
全に削除するために、このオプションの使用をお薦めします。

例例例例

オブジェクト型の削除例オブジェクト型の削除例オブジェクト型の削除例オブジェクト型の削除例 :

次の文は、オブジェクト型 person_tを削除します。このオブジェクト型を作成する例につい
ては、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。person_t に依存す
るすべての列は、UNUSEDのマークが付けられ、アクセスできなくなります。

DROP TYPE person_t FORCE;

参照参照参照参照 : 「CREATE INDEXTYPE」（14-73 ページ）

注意注意注意注意 : FORCEを使用して、依存性のある型を削除することはお薦めしま
せん。この操作はリカバリ不能であり、依存表または列のデータにアクセ
スできなくなる場合があります。
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DROP TYPE BODY
DROP TYPE BODY

用途用途用途用途

オブジェクト型は PL/SQL を使用して定義されます。オブジェクト型の作成、変更および削除
の詳細は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。

DROP TYPE BODY文を使用すると、オブジェクト型、VARRAY 型またはネストした表型の本体
を削除できます。型本体を削除しても、オブジェクト型の仕様部は残ります。また、削除した
型本体は再作成できます。その本体を再作成する場合、型本体を削除したオブジェクト型は引
き続き使用できますが、メンバー・ファンクションはコールできません。

前提条件前提条件前提条件前提条件

オブジェクト型の本体が自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場
合は、DROP ANY TYPEシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_type_body::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
オブジェクト型が含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、オブジェ
クト型は自分のスキーマ内にあるとみなされます。

type_name
削除するオブジェクト型の本体の名前を指定します。

型本体の削除の制限事項型本体の削除の制限事項型本体の削除の制限事項型本体の削除の制限事項 : 型依存性および表依存性がない場合にのみ型の本体を削除できま
す。

例例例例

オブジェクト型の本体の削除例オブジェクト型の本体の削除例オブジェクト型の本体の削除例オブジェクト型の本体の削除例 : 次の文は、オブジェクト型本体 data_typ1を削除します。
このオブジェクト型を作成する例については、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』
を参照してください。

DROP TYPE BODY data_typ1;

DROP TYPE BODY
schema .

type_name ;
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DROP USER
DROP USER

用途用途用途用途

DROP USER文を使用すると、データベース・ユーザーを削除できます。また、オプションで
ユーザーのオブジェクトを削除することもできます。

自動ストレージ管理クラスタでは、AS SYSASMと認証されたユーザーは、この句を使用して、
現行のノードの自動ストレージ管理インスタンスに対してローカルなパスワード・ファイルで
ユーザーを削除できます。

ユーザーを削除すると、そのユーザーのすべてのスキーマ・オブジェクトもごみ箱から消去さ
れます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

DROP USERシステム権限が必要です。自動ストレージ管理クラスタでは、AS SYSASMと認証さ
れる必要があります。

構文構文構文構文

drop_user::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

user
削除するユーザーを指定します。CASCADEを指定しない場合、またはユーザーのオブジェクト
を 初に明示的に削除しない場合、所有するスキーマにオブジェクトが含まれているユーザー
は削除されません。

CASCADE
CASCADEを指定すると、ユーザーを削除する前に、そのユーザーのスキーマ内にあるすべての
オブジェクトを削除できます。所有するスキーマにオブジェクトが含まれているユーザーを削
除する場合は、必ずこの句を指定します。

� ユーザーのスキーマに表がある場合、表が削除され、その表の主キーまたは一意キーを参
照している他のユーザーのスキーマ内にある表の参照整合性制約も自動的に削除されます。

� この句で表が削除される場合、その表の列で作成されたすべてのドメイン索引も削除され、
適切な削除ルーチンが起動されます。

注意注意注意注意 : SYSユーザーまたは SYSTEMユーザーを削除しないでください。
これらのユーザーを削除すると、データベースが破損します。

参照参照参照参照 : ユーザーの作成および変更の詳細は、17-7 ページの「CREATE 
USER」および 13-5 ページの「ALTER USER」を参照してください。

参照参照参照参照 : これらのルーチンの詳細は、『Oracle Database データ・カート
リッジ開発者ガイド』を参照してください。

DROP USER user
CASCADE

;
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DROP USER
� 他のスキーマにある次のオブジェクトは削除されず、無効にされます。

– 削除されたユーザーのスキーマ内のビューまたはシノニム

– 削除されたユーザーのスキーマ内のオブジェクトを問い合せるストアド・プロシー
ジャ、ファンクションまたはパッケージ

� 削除されたユーザーのスキーマ内にある表に基づく他のスキーマ内のマテリアライズド・
ビューは削除されません。ただし、実表は存在しないため、他のスキーマ内のマテリアラ
イズド・ビューはリフレッシュできなくなります。

� ユーザーのスキーマにあるすべてのトリガーは削除されます。

� ユーザーが作成したロールは削除されません。

例例例例

データベース・ユーザーの削除例データベース・ユーザーの削除例データベース・ユーザーの削除例データベース・ユーザーの削除例 : 次の文は、ユーザー sidney のスキーマ内にオブジェクト
がない場合に、sidneyを削除します。

DROP USER sidney; 

sidney のスキーマ内にオブジェクトがある場合は、次の文のように CASCADE句を指定して、
sidneyとそのオブジェクトを削除する必要があります。

DROP USER sidney CASCADE; 

注意注意注意注意 : Oracle Database では、FORCEを使用するとユーザーが所有するす
べての型が削除されます。詳細は、18-13 ページの「DROP TYPE」の
FORCE キーワードを参照してください。
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DROP VIEW
DROP VIEW

用途用途用途用途

DROP VIEW文を使用すると、データベースからビューまたはオブジェクト・ビューを削除でき
ます。ビューを削除して再作成すると、ビューの定義を変更できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

削除するビューが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、
DROP ANY VIEWシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

drop_view::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
ビューが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、ビューは自分のス
キーマ内にあるとみなされます。

view
削除するビューの名前を指定します。

Oracle Database では、ビューに依存するビュー、マテリアライズド・ビューおよびシノニムは
削除されませんが、INVALIDのマークが付けられます。このようなビューおよびシノニムは削
除または再定義するか、無効なビューやシノニムをもう一度有効にするビューを別に定義しま
す。

指定するビューにサブビューが定義されている場合、サブビューも同様に無効になります。
ビューがサブビューを持つかどうかを確認するには、USER_VIEWS、ALL_VIEWSまたは
DBA_VIEWSデータ・ディクショナリ・ビューの SUPERVIEW_NAME列を問い合せます。

CASCADE CONSTRAINTS
CASCADE CONSTRAINTSを指定すると、削除するビューの主キーまたは一意キーを参照するす
べての参照整合性制約を削除できます。このような制約が存在する状態でこの句を省略すると、
DROP文は正常に実行されません。

参照参照参照参照 : ビューの作成および変更の詳細は、17-13 ページの「CREATE 
VIEW」および 13-12 ページの「ALTER VIEW」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 16-6 ページの「CREATE TABLE」および 16-2 ページの「CREATE 
SYNONYM」を参照してください。

� 無効なマテリアライズド・ビューの再検証の詳細は、11-2 ページの
「ALTER MATERIALIZED VIEW」を参照してください。

DROP VIEW
schema .

view
CASCADE CONSTRAINTS

;
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DROP VIEW
例例例例

ビューの削除例ビューの削除例ビューの削除例ビューの削除例 : 次の文は、emp_viewビュー（17-20 ページの「ビューの作成例 :」で作成）
を削除します。

DROP VIEW emp_view; 
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EXPLAIN PLAN 

用途用途用途用途

EXPLAIN PLAN文を使用すると、指定した SQL 文を実行するために Oracle Database が使用す
る実行計画を決定できます。この文によって、実行計画の各手順を記述している行が、指定し
た表に挿入されます。SQL トレース機能の一部として EXPLAIN PLAN文を発行することもでき
ます。

この文によって、文を実行するコストも決まります。表にドメイン索引が定義されている場合、
ユーザー定義の CPU および I/O コストが挿入されます。

配布メディアの SQL スクリプトの中に、サンプル出力表 PLAN_TABLEの定義があります。
使用する出力表は、列の名前およびデータ型がこのサンプル表と同じである必要があります。
このスクリプトの一般的な名前は、UTLXPLAN.SQLです。正確な名前および位置は、使用する
オペレーティング・システムによって異なります。

Oracle Database キャッシュされたカーソルに関する情報は、次の動的パフォーマンス・ビュー
から得られます。

� SQL カーソルが使用する作業領域の詳細は、V$SQL_WORKAREAを問い合せます。

� キャッシュされたカーソルの実行計画の詳細は、V$SQL_PLANを問い合せます。

� キャッシュされたカーソルの各ステップでの実行統計または実行計画の操作（生成された
行数、読み取られたブロック数など）は、V$SQL_PLAN_STATISTICSを問い合せます。

� 前述の 3 つのビューの処理結果を 1 つにまとめた情報を取得する場合は、
V$SQL_PLAN_STATISTICS_ALLを問い合せます。

� この文の実行が監視されている場合、キャッシュされたカーソルの実行計画の各ステップ
または各操作での実行統計は、V$SQL_PLAN_MONITORに表示されます。MONITORヒント
を使用すると、監視を強制的に適用できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

EXPLAIN PLAN文を実行する場合、実行計画を格納する既存の出力表に行を挿入するための権
限が必要です。

出力する実行計画の適用対象である SQL 文を実行するための権限も必要です。この SQL 文で
ビューにアクセスする場合は、このビューの基礎になっているすべての表およびビューへのア
クセス権限が必要です。このビューが別のビューに基づき、さらにこの別のビューが、ある表
に基づいている場合、別のビューとそのビューの基礎になっている表へのアクセス権限が必要
です。

EXPLAIN PLANで作成された実行計画を検証する場合は、出力表へ問い合せる権限が必要です。

EXPLAIN PLAN文はデータ操作言語（DML）文であり、データ定義言語（DDL）文ではありま
せん。そのため、EXPLAIN PLAN文で加えられた変更内容は暗黙的にコミットされません。出
力表の EXPLAIN PLAN文で生成された行を保存する場合は、この文を指定したトランザクショ
ンをコミットする必要があります。

参照参照参照参照 :

� EXPLAIN PLANの出力、SQL トレース機能の使用方法、および実行計
画の生成と解析方法については、『Oracle Database パフォーマンス・
チューニング・ガイド』を参照してください。

� 動的パフォーマンス・ビューの詳細は、『Oracle Database リファレン
ス』を参照してください。

参照参照参照参照 : 計画表の移入および問合せに必要な権限の詳細は、18-53 ページの
「INSERT」および 19-4 ページの「SELECT」を参照してください。
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EXPLAIN PLAN
構文構文構文構文

explain_plan::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

SET STATEMENT_ID 句句句句

実行計画が出力される表の中で、この実行計画に該当する行にある STATEMENT_ID列の値を
指定します。この値によって、実行計画の行を出力表の中の他の行と区別できます。ユーザー
の出力表に多数の実行計画の行が含まれている場合は、必ず、STATEMENT_IDの値を指定しま
す。この句を省略した場合、デフォルトで STATEMENT_ID値が NULL に設定されます。

INTO table 句句句句

出力表の名前を指定し、オプションとしてそのスキーマおよびデータベースの名前も指定しま
す。この表は、EXPLAIN PLAN文を使用する前に作成しておく必要があります。

schemaを指定しない場合、表は自分のスキーマ内にあるとみなされます。

dblinkには、出力表が格納されているリモートの Oracle Database に対するデータベース・リ
ンクの完全な名前または名前の一部を指定します。Oracle Database の分散機能を使用している
場合にのみ、リモート出力表を指定できます。dblinkを省略した場合、表がローカル・デー
タベース上にあるとみなされます。データベース・リンクの参照方法の詳細は、2-104 ページの

「リモート・データベース内のオブジェクトの参照」を参照してください。

INTO句を省略した場合、出力表は、ローカル・データベース上の自分のスキーマ内にある
PLAN_TABLEであるとみなされます。

FOR statement 句句句句
実行計画生成の対象となる SELECT、INSERT、UPDATE、DELETE、CREATE TABLE、CREATE 
INDEXまたは ALTER INDEX ... REBUILD文を指定します。

実行計画の注意事項実行計画の注意事項実行計画の注意事項実行計画の注意事項 : EXPLAIN PLANには、次の注意事項があります。

� statementに parallel_clauseを指定した場合、結果として生成される実行計画はパ
ラレルで実行されます。ただし、EXPLAIN PLANコマンドによって計画表に実際に文が挿
入されるため、ユーザーが発行したパラレル DML 文は、トランザクションの 初の DML
文ではなくなります。これは、トランザクション 1 つにつきパラレル DML 文は 1 つとい
う Oracle Database の制限に違反するため、この文はシリアルで実行されます。文をパラ
レルで実行するには、EXPLAIN PLAN文をコミットまたはロールバックしてから、パラレ
ル DML 文を発行する必要があります。

� 一時表上で操作するための実行計画を判断する場合、EXPLAIN PLANは、同一セッション
から実行する必要があります。これは、一時表内のデータがセッション固有であるためで
す。

EXPLAIN PLAN
SET STATEMENT_ID = string

INTO
schema .

table
@ dblink

FOR statement ;
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EXPLAIN PLAN
例例例例

実行計画の例実行計画の例実行計画の例実行計画の例 : 次の文は、UPDATE文の実行計画およびコストを決定し、実行計画を記述した
行を STATEMENT_ID値 'Raise in Tokyo' とともに、指定した plan_table表に挿入します。

EXPLAIN PLAN 
    SET STATEMENT_ID = 'Raise in Tokyo' 
    INTO plan_table 
    FOR UPDATE employees 
        SET salary = salary * 1.10 
        WHERE department_id =  
           (SELECT department_id FROM departments
               WHERE location_id = 1200); 

次の SELECT文は、plan_table表への問合せを実行し、実行計画およびコストを戻します。

SELECT LPAD(' ',2*(LEVEL-1))||operation operation, options, 
  object_name, position 
    FROM plan_table 
    START WITH id = 0 AND statement_id = 'Raise in Tokyo'
    CONNECT BY PRIOR id = parent_id AND statement_id = 'Raise in Tokyo'
    ORDER BY operation, options, object_name, position;

問合せによって、次の実行計画が戻されます。

OPERATION            OPTIONS         OBJECT_NAME       POSITION
-------------------- --------------- --------------- ----------
UPDATE STATEMENT                                              2
 UPDATE                              EMPLOYEES                1
  TABLE ACCESS       FULL            EMPLOYEES                1
   VIEW                              index$_join$_00          1
                                     2
    HASH JOIN                                                 1
     INDEX           RANGE SCAN      DEPT_LOCATION_I          1
                                     X
     INDEX           FAST FULL SCAN  DEPT_ID_PK               2

POSITION列の 1 行目の値は、文のコストが 2 であることを示しています。

実行計画のパーティション化例実行計画のパーティション化例実行計画のパーティション化例実行計画のパーティション化例 : サンプル表 sh.salesは、time_id列でパーティション化
されています。パーティション sales_q3_2000には、2000 年 10 月 1 日より小さい時刻の値
があり、time_id列にローカル索引 sales_time_bixがあります。

次の問合せを考えてみます。

EXPLAIN PLAN FOR
   SELECT * FROM sales 
      WHERE time_id BETWEEN :h AND '01-OCT-2000';

ここで、:hはすでに宣言されているバインド変数を指します。EXPLAIN PLAN文は、PLAN_
TABLEを出力表とする次の問合せを実行します。次の問合せによって、パーティション情報な
どの基本的な実行計画が得られます。

SELECT operation, options, partition_start, partition_stop,
   partition_id FROM plan_table;
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FLASHBACK DATABASE
FLASHBACK DATABASE

用途用途用途用途

FLASHBACK DATABASE文を使用すると、データベースを過去の時点またはシステム変更番号
（SCN）まで戻すことができます。この文を使用すると、データベースの不完全リカバリと同じ
操作をより高速に実行できます。

FLASHBACK DATABASE操作の後、フラッシュバックされたデータベースに書込みアクセスす
るためには、ALTER DATABASE OPEN RESETLOGS文によってそのデータベースを再オープンす
る必要があります。

前提条件前提条件前提条件前提条件

SYSDBAシステム権限が必要です。フラッシュ・リカバリ領域をデータベースに設定しておく
必要があります。また、データベースを保証付きリストア・ポイントにフラッシュバックする
のでなければ、ALTER DATABASE FLASHBACK ON文を使用して、データベースを FLASHBACK
モードにしておく必要があります。データベースは、マウントされているがオープンされてい
ない状態であることが必要です。また、次のことも必要です。

� データベースは、ARCHIVELOGモードで実行されている必要があります。

� データベースは、現行の制御ファイルとともにマウントされている必要がありますが、
オープンされている必要はありません。制御ファイルは、バックアップおよび再作成する
ことはできません。データベース制御ファイルがバックアップからリストアされるか、ま
たは再作成されると、既存のすべてのフラッシュバック・ログ情報は廃棄されます。

� データベースには、SQL 文 ALTER TABLESPACE ... FLASHBACK OFFを使用して、フラッ
シュバック機能が使用禁止にされたオンライン表領域は含めないでください。

構文構文構文構文

flashback_database::=

参照参照参照参照 : FLASHBACK DATABASEの詳細は、『Oracle Database バックアップ
およびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� データベースを FLASHBACKモードにする方法については、『Oracle 
Database バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』および
10-39 ページの「ALTER DATABASE」の「flashback_mode_clause」を
参照してください。

� リストア・ポイントおよび保証付きリストア・ポイントの詳細は、
15-53 ページの「CREATE RESTORE POINT」を参照してください。

FLASHBACK
STANDBY

DATABASE
database

TO

SCN

TIMESTAMP
expr

RESTORE POINT restore_point

TO BEFORE

SCN

TIMESTAMP
expr

RESETLOGS
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FLASHBACK DATABASE
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

FLASHBACK DATABASE文を発行すると、 初に、必要なすべてのアーカイブ REDO ログおよ
びオンライン REDO ログが使用可能であるかどうかが確認されます。これらのログが使用可能
な場合、データベース内で現在オンラインになっているすべてのデータ・ファイルが、この文
に指定した SCN または時刻まで戻されます。

� データベースに保持されるフラッシュバック・データの量は、
DB_FLASHBACK_RETENTION_TARGET初期化パラメータおよびフラッシュ・リカバリ領域
のサイズによって制御されます。V$FLASHBACK_DATABASE_LOGビューを問い合せること
によって、どの時点までデータベースをフラッシュバックできるかを判断できます。

� フラッシュバックを実行するために十分なデータがデータベースに残っていない場合、標
準のリカバリ手順によってデータベースを過去のある時点の状態にリカバリできます。

� 一連のデータ・ファイルに十分なデータが残っていない場合、エラーが戻されます。その
場合、それらのデータ・ファイルをオフラインにし、この文を再実行してデータベースの
残りのデータ・ファイルをリカバリできます。その後、標準のリカバリ手順を使用して、
オフラインにしたデータ・ファイルをリカバリできます。

STANDBY
STANDBYを指定すると、スタンバイ・データベースを以前の SCN または時点まで戻すことが
できます。スタンバイ・データベースではない場合、エラーが戻されます。この句を省略する
と、databaseには、プライマリ・データベースまたはスタンバイ・データベースのどちらで
も指定できます。

TO SCN 句句句句

システム変更番号（SCN）を指定します。

� TO SCNでは、指定した SCN の状態にデータベースが戻されます。

� TO BEFORE SCNでは、指定した SCN の直前の SCN の状態にデータベースが戻されます。

現行の SCN を判断するには、V$DATABASEビューの CURRENT_SCN列を問い合せます。これ
によって、高リスクのバッチ・ジョブを実行する前などに、SCN をスプール・ファイルに保存
することもできます。

TO TIMESTAMP 句句句句

有効な日時式を指定します。

� TO TIMESTAMPでは、指定したタイムスタンプ時点の状態にデータベースが戻されます。

� TO BEFORE TIMESTAMPでは、指定したタイムスタンプの 1 秒前の状態にデータベースが
戻されます。

 タイムスタンプには、基準の値（SYSDATEなど）からのオフセットか、またはシステム・タ
イムスタンプの絶対値を指定できます。

TO RESTORE POINT 句句句句

この句を使用すると、指定したリストア・ポイントにデータベースをフラッシュバックできま
す。フラッシュバック・データベースが使用可能になっていない場合、この FLASHBACK 
DATABASE文では、この句のみを指定できます。データベースのモードが FLASHBACKでない
場合、前述の「前提条件」で示したように、これは、この文で指定可能な唯一の句です。

参照参照参照参照 : データ・ファイルのリカバリの詳細は、『Oracle Database バック
アップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : スタンバイ・データベースで FLASHBACK DATABASEを使用して
複数の遅延を実現する方法については、『Oracle Data Guard 概要および管
理』を参照してください。
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FLASHBACK DATABASE
RESETLOGS
TO BEFORE RESETLOGSを指定すると、データベースを 後のリセットログ操作（ALTER 
DATABASE OPEN RESETLOGS）の直前の状態にフラッシュバックできます。

例例例例

データベースにフラッシュ・リカバリ領域が設定してあり、メディア・リカバリが使用可能に
なっていると想定します。次の文は、データベースの FLASHBACKモードを有効にして、デー
タベースをオープンします。

STARTUP MOUNT 
ALTER DATABASE FLASHBACK ON;
ALTER DATABASE OPEN;

次の文は、データベースを 1 日以上オープンしていた場合、データベースを 1 日フラッシュ
バックします。

SHUTDOWN DATABASE
STARTUP MOUNT 
FLASHBACK DATABASE TO TIMESTAMP SYSDATE-1;

参照参照参照参照 : この句の詳細は、『Oracle Database バックアップおよびリカバリ・
ユーザーズ・ガイド』を参照してください。
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FLASHBACK TABLE

用途用途用途用途

FLASHBACK TABLE文を使用すると、人為的エラーまたはアプリケーション・エラーが発生し
た場合に、表を以前の状態にリストアできます。表をフラッシュバックできる過去の時点は、
システム内の UNDO データの量によって異なります。また、Oracle Database では、表の構造
を変更する DDL 操作が行われた場合は、表を以前の状態にリストアできません。

FLASHBACK TABLE文はロールバックできません。ただし、もう 1 つ FLASHBACK TABLE文を
発行し、現在の時間の直前の時間を指定することはできます。このため、FLASHBACK TABLE
句を発行する前に、現在の SCN を記録しておくことをお薦めします。

前提条件前提条件前提条件前提条件

表を以前の SCN またはタイムスタンプまでフラッシュバックするには、その表に対する
FLASHBACKオブジェクト権限か、FLASHBACK ANY TABLEシステム権限が必要です。また、そ
の表に対する SELECT、INSERT、DELETEおよび ALTERオブジェクト権限が必要です。

TO BEFORE DROPを使用せずに表をフラッシュバックする場合、フラッシュバック・リスト内
のすべての表で、行の移動を有効にする必要があります。この操作はフラッシュバック削除フラッシュバック削除フラッシュバック削除フラッシュバック削除と
いい、UNDO データではなく、ごみ箱に削除されたデータを使用します。行の移動の有効化の
詳細は、10-39 ページの「row_movement_clause」を参照してください。

表をリストア・ポイントにフラッシュバックするには、SELECT ANY DICTIONARYまたは
FLASHBACK ANY TABLEのいずれかのシステム権限か、SELECT_CATALOG_ROLEロールが必要
です。

DROP TABLE操作の前まで表をフラッシュバックするために必要な権限は、その表の削除に必
要な権限のみです。

注意注意注意注意 : UNDO_MANAGEMENT初期化パラメータをデフォルトの AUTOのま
まにして、データベースを自動 UNDO モードで実行することをお薦めし
ます。また、UNDO_RETENTION初期化パラメータを、必要となる も古
いデータを含むために十分長い期間に設定してください。詳細は、UNDO_
MANAGEMENT初期化パラメータおよび UNDO_RETENTION初期化パラメー
タに関するドキュメントを参照してください。

参照参照参照参照 :

� データベース全体を以前の状態に戻す方法の詳細は、18-22 ページの
「FLASHBACK DATABASE」を参照してください。

� 表から過去のデータを取り出す方法の詳細は、19-15 ページの
「SELECT」の「flashback_query_clause」を参照してください。

� FLASHBACK TABLE文を使用する方法の詳細は、『Oracle Database
バックアップおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してくだ
さい。
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FLASHBACK TABLE
構文構文構文構文

flashback_table::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

Oracle Flashback Table の操作中は、フラッシュバック・リストに指定されたすべての表が、排
他 DML ロックによってロックされます。これらのロックによって、表を以前の状態に戻す操
作の間に、それらの表に他の操作が行われなくなります。

表のフラッシュバック操作は、フラッシュバック・リストに指定された表の数に関係なく、
1 回のトランザクションで実行されます。すべての表が以前の状態に戻されるか、何も戻され
ないかのいずれかです。いずれかの表のフラッシュバック操作が正常に実行されなかった場合、
この文全体が正常に実行されません。

表のフラッシュバック操作が完了すると、表内のデータは、指定した過去の状態のものになっ
ています。ただし、FLASHBACK TABLE TO SCNまたは FLASHBACK TABLE TO TIMESTAMP
では行 ID が保持されず、FLASHBACK TABLE TO BEFORE DROPでは参照制約がリカバリさ
れません。

表に関連付けられた統計情報は、以前の形式には戻されません。表の現行の索引は戻され、フ
ラッシュバック時点での表の状態が反映されます。現行の索引がフラッシュバック時点で存在
していなかった場合、その索引は、フラッシュバック時点の表の状態を反映するように更新さ
れます。ただし、フラッシュバック時点から現時点の間に削除された索引は、リストアされま
せん。

schema
表が含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、表は自分のスキーマ内
にあるとみなされます。

table
以前の状態に戻すデータを含む 1 つ以上の表の名前を指定します。

表のフラッシュバックの制限事項表のフラッシュバックの制限事項表のフラッシュバックの制限事項表のフラッシュバックの制限事項 : この文には、次の制限事項があります。

� 表のフラッシュバック操作は、クラスタ内の表、マテリアライズド・ビュー、アドバンス
ト・キューイング（AQ）表、静的データ・ディクショナリ表、システム表、リモート表、
オブジェクト表、ネストした表、表の個々のパーティションまたはサブパーティションに
は無効です。

� 表のアップグレード、移動、切捨て、表への制約の追加、クラスタへの表の追加、列の変
更または削除、列の暗号化キーの変更、パーティションまたはサブパーティションの追加、
削除、マージ、分割、結合、切捨て（レンジ・パーティションの追加を除く）の DDL 操作
を実行すると表の構造が変更されるため、これらの操作後に TO SCNまたは TO 
TIMESTAMP句を使用して表をその操作以前の時点にフラッシュバックすることはできませ
ん。

FLASHBACK TABLE
schema .

table

,

TO

SCN

TIMESTAMP
expr

RESTORE POINT restore_point

ENABLE

DISABLE
TRIGGERS

BEFORE DROP
RENAME TO table

;
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TO SCN 句句句句

表を戻す時点に対応するシステム変更番号（SCN）を指定します。exprは、有効な SCN に評
価される数値である必要があります。

TO TIMESTAMP 句句句句

表を戻す時点に対応するタイムスタンプ値を指定します。exprは、過去の有効なタイムスタン
プに評価される必要があります。表は、指定したタイムスタンプの約 3 秒以内の時点にフラッ
シュバックされます。

TO RESTORE POINT 句句句句

表をフラッシュバックするリストア・ポイントを指定します。リストア・ポイントは作成済で
ある必要があります。

ENABLE | DISABLE TRIGGERS
デフォルトでは、表のフラッシュバック操作中は、tableに定義したすべての有効なトリガー
が無効にされ、表のフラッシュバック操作の完了後に再度有効にされます。このデフォルト動
作を上書きして、フラッシュバック処理中もトリガーを有効にする必要がある場合、ENABLE 
TRIGGERSを指定します。

この句は、tableに定義され、すでに有効にされているデータベース・トリガーのみに影響し
ます。現在無効になっているトリガーを選択して有効にするには、ALTER TABLE ... 
enable_disable_clauseを使用してから、FLASHBACK TABLE文に ENABLE TRIGGERS句
を指定して発行します。

TO BEFORE DROP 句句句句

この句を使用すると、削除された表およびすべての依存するオブジェクトをごみ箱から取り出
すことができます。表は、SYSTEM表領域以外のローカル管理表領域内に置いておく必要があ
ります。

ユーザーが指定した元の表名か、オブジェクトの削除時にそのオブジェクトに割り当てられた
システム生成名を指定できます。

� ごみ箱内のオブジェクトのシステム生成名は一意です。そのため、システム生成名を指定
すると、その名前を持つ特定のオブジェクトが取り出されます。

ごみ箱の内容を参照するには、USER_RECYCLEBINデータ・ディクショナリ・ビューを問
い合せます。かわりに RECYCLEBINシノニムを使用することもできます。次の 2 つの文
は、同じ行を戻します。

SELECT * FROM RECYCLEBIN;
SELECT * FROM USER_RECYCLEBIN;

� ユーザーが指定した名前を指定し、その名前を持つオブジェクトがごみ箱内に 1 つ以上存
在した場合、ごみ箱に移動した日時が一番近いオブジェクトが取り出されます。その表の
より古い状態で取り出す場合、次のいずれかの操作を実行します。

– 取り出す表の、ごみ箱内でのシステム生成名を指定します。

– 必要な表が取り出されるまで FLASHBACK TABLE ... TO BEFORE DROP文を繰り返し発
行します。

参照参照参照参照 : リストア・ポイントの作成の詳細は、15-53 ページの「CREATE 
RESTORE POINT」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� ごみ箱の詳細、およびごみ箱内のオブジェクトのネーミング規則の詳
細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。

� ごみ箱からオブジェクトを完全に削除する方法の詳細は、18-80 ペー
ジの「PURGE」を参照してください。
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Oracle Database は、元の表名を保持します。元の表が削除された後、同じスキーマ内に削除さ
れた表と同じ名前を持つ新しい表が作成されていた場合、RENAME TO句も指定しないかぎりエ
ラーが戻されます。

RENAME TO 句句句句 この句を使用すると、ごみ箱から取り出される表に新しい名前を指定できま
す。

削除された表のフラッシュバックの注意事項削除された表のフラッシュバックの注意事項削除された表のフラッシュバックの注意事項削除された表のフラッシュバックの注意事項 : 削除された表のフラッシュバックには、次の注
意事項があります。

� ごみ箱から取り出された表に定義されたすべての索引（ビットマップ結合索引以外）が取
り出されます。（ビットマップ結合索引は DROP TABLE操作中にごみ箱に移動しないため、
取り出すことができません。）

� 表に定義されたすべてのトリガーおよび制約も取り出されます。ただし、他の表を参照す
る参照整合制約は取り出されません。

取り出された索引、トリガーおよび制約には、ごみ箱での名前が付けられています。その
ため、FLASHBACK TABLE ... TO BEFORE DROP文を発行する前に、USER_RECYCLEBIN
ビューを問い合せて、取り出されたトリガーおよび制約の名前を使用しやすい名前に変更
することをお薦めします。

� 表を削除すると、その表に定義されたすべてのマテリアライズド・ビュー・ログも削除さ
れますが、これらはごみ箱には移動しません。そのため、マテリアライズド・ビュー・ロ
グを表とともにフラッシュバックすることはできません。

� 表を削除すると、その表の索引も削除され、表とともにごみ箱に移動します。その後領域
が不足すると、領域を再利用するために、まずごみ箱内の索引が消去されます。この場合、
表をフラッシュバックしても、その表に定義されていた索引の一部が戻されない場合があ
ります。

� ユーザーによって、または領域の再利用操作の結果として消去された表は、フラッシュ
バックできません。

例例例例

以前の状態への表のリストア例以前の状態への表のリストア例以前の状態への表のリストア例以前の状態への表のリストア例 : 次の例では、新しい表 employees_testを行の移動を有効
にして作成し、新しい表内の値を更新し、FLASHBACK TABLE文を発行します。

hrサンプル・スキーマの employees表から、employees_test表を、行の移動を有効にし
て作成します。

CREATE TABLE employees_test 
  AS SELECT * FROM employees;

指標として、2500 未満の給与をリストします。

SELECT salary
  FROM employees_test
  WHERE salary < 2500;

    SALARY
----------
      2400
      2200
      2100
      2400
      2200
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表の行の移動を可能にします。

ALTER TABLE employees_test
   ENABLE ROW MOVEMENT;

給与が 2500 未満の従業員の給与を 10% 上げます。

UPDATE employees_test
  SET salary = salary * 1.1
  WHERE salary < 2500;

5 rows updated.
COMMIT;

2 つ目の指標として、10% の昇給後にも 2500 未満である給与をリストします。

SELECT salary
  FROM employees_test
  WHERE salary < 2500;

    SALARY
----------
      2420
      2310
      2420
  
employees_test表を、現在のシステム時間より前の状態にリストアします。この例では、
一連の例を迅速にテストできるように、1 分間（実際にはこのような短い期間は設定しない）
を使用しています。通常の環境では、より長い期間が経過します。

FLASHBACK TABLE employees_test
  TO TIMESTAMP (SYSTIMESTAMP - INTERVAL '1' minute);

2500 未満の給与をリストします。前述の FLASHBACK TABLE文を発行したため、このリストは
1 つ目の指標リストと一致しています。

SELECT salary
  FROM employees_test
  WHERE salary < 2500;

    SALARY
----------
      2400
      2200
      2100
      2400
      2200

削除された表の取出し例削除された表の取出し例削除された表の取出し例削除された表の取出し例 : 次の文は、誤って削除した pm.print_media表を取り出します。

FLASHBACK TABLE print_media TO BEFORE DROP;

pmスキーマ内に別の print_media表が作成されていた場合、RENAME TO句を使用して、取
り出された表の名前を変更します。

FLASHBACK TABLE print_media TO BEFORE DROP RENAME TO print_media_old;

注意注意注意注意 : FLASHBACK TABLE文によって使用されるマッピング表に SCN が
伝播されるまで時間がかかるため、5 分以上待ってから次の文を発行して
ください。この例で、既存の表を使用した場合は、この待機時間は必要あ
りません。
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複数回削除された従業員表を も古い状態で取り出す必要がある場合、USER_RECYLEBIN表を
問い合せてシステム生成名を判断し、その名前を FLASHBACK TABLE文で使用します。（ご使用
のデータベースでのシステム生成名は、ここに示すものとは異なります。）

SELECT object_name, droptime FROM user_recyclebin 
   WHERE original_name = 'PRINT_MEDIA';

OBJECT_NAME                    DROPTIME
------------------------------ -------------------
RB$$45703$TABLE$0              2003-06-03:15:26:39
RB$$45704$TABLE$0              2003-06-12:12:27:27
RB$$45705$TABLE$0              2003-07-08:09:28:01
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GRANT
GRANT 

用途用途用途用途

GRANT文を使用すると、次の権限またはロールを付与できます。

� ユーザーおよびロールに対するシステム権限。

� ユーザーおよびロールに対するロール。権限とロールは、ともにローカル、グローバルま
たは外部になります。表 18-1 に、システム権限のリストを、操作対象のデータベース・オ
ブジェクト別に示します。用意されているロールの詳細は、『Oracle Database セキュリ
ティ・ガイド』を参照してください。

� ユーザー、ロールおよび PUBLICに対する、特定のオブジェクトに対するオブジェクト権
限。表 18-2 に、オブジェクト権限とその権限によって許可される操作を示します。

データベース・ユーザーの認可の注意事項データベース・ユーザーの認可の注意事項データベース・ユーザーの認可の注意事項データベース・ユーザーの認可の注意事項 : データベース・ユーザーを認可する方法は、デー
タベースや GRANT文を介して行う以外にもあります。

� 多くの Oracle Database 権限は、提供される PL/SQL パッケージおよび Java パッケージを介
して付与されます。これらの権限の詳細は、該当するパッケージのドキュメントを参照し
てください。

� オペレーティング・システムによっては、Oracle Database ユーザーに対して、初期化パラ
メータ OS_ROLESでロールを付与できます。オペレーティング・システム機能を使用して
ユーザーにロールを付与する場合、GRANT文を使用してユーザーにシステム権限を付与し
たり、その他のロールにシステム権限およびロールを付与することはできますが、その
ユーザーにロールを付与することはできません。

自動ストレージ管理の注意事項自動ストレージ管理の注意事項自動ストレージ管理の注意事項自動ストレージ管理の注意事項 : AS SYSASMと認証されたユーザーは、この文を使用すると、
システム権限 SYSASM、SYSOPERおよび SYSDBAを現行ノードの自動ストレージ管理パスワー
ド・ファイルのユーザーに付与できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件 
システム権限を付与にするには、次のいずれかの条件が満たされている必要があります。

� GRANT ANY PRIVILEGEシステム権限が付与されている必要があります。この場合、ロー
ルがユーザーのセッションで有効になっていないかぎり、システム権限をロールに付与し
ても、ロールが付与されているユーザーに権限は付与されません。

� ADMIN OPTION付きのシステム権限が付与されている必要があります。この場合、ロール
がユーザーのセッションで有効になっているかどうかに関係なく、システム権限をロール
に付与すると、ロールが付与されているユーザーに権限が付与されます。

参照参照参照参照 :

� ローカル、グローバルおよび外部権限の定義については、17-7 ページ
の「CREATE USER」および 15-56 ページの「CREATE ROLE」を参
照してください。

� その他の認可方法および権限の詳細は、『Oracle Database セキュリ
ティ・ガイド』を参照してください。

� 権限付与の取消しについては、18-84 ページの「REVOKE」を参照し
てください。
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ロールを付与する場合は、Admin Option付きのロールが付与されているか、GRANT ANY 
ROLEシステム権限が付与されているか、または付与するロールが自分で作成したロールである
必要があります。

オブジェクト権限を付与する場合は、オブジェクトの所有者であるか、オブジェクトの所有者
から Grant Option付きのオブジェクト権限が付与されている必要があります。または、
GRANT ANY OBJECT PRIVILEGEシステム権限が付与されている必要があります。GRANT ANY 
OBJECT PRIVILEGEシステム権限を持っている場合は、オブジェクトの所有者が付与可能なオ
ブジェクト権限と同じオブジェクト権限のみを付与できます。その場合、DBA_TAB_PRIVS
ビューの GRANTOR列には、GRANT文を発行したユーザーではなく、オブジェクトの所有者が
表示されます。

構文構文構文構文

grant::=

（18-32 ページの grant_system_privileges::=、18-32 ページの grant_object_privileges::= を参照）

grant_system_privileges::=

（18-33 ページの grantee_clause::= を参照）

grant_object_privileges::=

（18-33 ページの on_object_clause::=、18-33 ページの grantee_clause::= を参照）

GRANT
grant_system_privileges

grant_object_privileges
;

system_privilege

role

ALL PRIVILEGES

,

TO grantee_clause
WITH ADMIN OPTION

object_privilege

ALL
PRIVILEGES

( column

,

)

,

on_object_clause

TO grantee_clause
WITH HIERARCHY OPTION WITH GRANT OPTION
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on_object_clause::=

grantee_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

grant_system_privileges
システム権限を付与するには、次の句を使用します。

system_privilege
付与するシステム権限を指定します。表 18-1 に、システム権限のリストを、操作対象のデータ
ベース・オブジェクト別に示します。

� ユーザーユーザーユーザーユーザーに権限を付与する場合、ユーザーの権限ドメインに権限が登録されます。この
ユーザーはその権限をすぐに使用できます。

� ロールロールロールロールに権限を付与する場合、ロールの権限ドメインに権限が登録されます。ロールが付
与されているまたは使用可能となっているユーザーは、その権限をすぐに使用できます。
なお、ロールが付与されている他のユーザーも、そのロールを使用可能にしてその権限を
使用できます。

� PUBLICに権限を付与する場合、各ユーザーの権限ドメインに権限が登録されます。すべ
てのユーザーは、その権限によって許可される操作をすぐに実行できます。

Oracle Database には、ALL PRIVILEGESというショートカットも用意されており、この
ショートカットを使用すると、SELECT ANY DICTIONARY権限を除き、18-37 ページの表 18-1
に示すすべてのシステム権限を付与できます。

role 
付与するロールを指定します。Oracle Database の事前定義ロールまたはユーザー定義ロールを
付与できます。

� ユーザーユーザーユーザーユーザーにロールを付与する場合、そのユーザーが、付与されたロールを使用できます。
ユーザーはそのロールをすぐに使用可能にし、ロールの権限ドメインに登録されている権
限を使用できます。

参照参照参照参照 : 18-50 ページの「ユーザーに対してシステム権限を付与する例 :」
および 18-50 ページの「ロールに対してシステム権限を付与する例 :」を参
照してください。

ON

schema .
object

DIRECTORY directory_name

JAVA
SOURCE

RESOURCE

schema .
object

user
IDENTIFIED BY password

role

PUBLIC

,
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� 他のロールロールロールロールにロールを付与する場合、権限受領者のロールの権限ドメインに、権限付与者
のロールの権限ドメインが登録されます。権限受領者のロールを付与されているユーザー
は、それを使用可能にした場合、付与されたロールの権限ドメイン内の権限を使用できま
す。

� PUBLICにロールを付与する場合、すべてのユーザーがロールを使用できます。すべての
ユーザーはそのロールをすぐに使用可能にし、ロールの権限ドメインに登録されている権
限を使用できます。

ユーザーに付与する各ロールは ALTER USER ... DEFAULT ROLE文を発行するまでは、デフォル
トのロールになります。この文によって、デフォルトのロールが指定されます。これ以外のす
べてのロール（これまでに付与されたもの、今後付与するもの）は、もう一度 ALTER USER ... 
DEFAULT ROLE文を使用してデフォルトに指定しないかぎり、デフォルトのロールにはなりま
せん。

IDENTIFIED BY 句句句句

この句は、オブジェクト権限ではなくシステム権限を割り当てる場合にのみ有効です。
IDENTIFIED BY句を使用すると、パスワードによって既存ユーザーが明確に識別できるか、
または存在しないユーザーを作成できます。この句は、権限受領者がロールまたは PUBLICの
場合は無効です。grantee_clauseに指定したユーザーが存在しない場合、この句で指定した
パスワードおよび権限とロール付きでユーザーが作成されます。

With Admin Option
With Admin Optionを指定すると、権限受領者は次のことができます。

� ロールが GLOBALロールでない場合、権限またはロールを他のユーザーまたはロールに付
与できます。

� 権限またはロールを他のユーザーまたは他のロールから取り消すことができます。

注意注意注意注意 : ユーザーにロールを付与する場合、ロールはユーザーのデフォル
トのロールとして付与されるため、ログインするとすぐに使用可能になり
ます。保護アプリケーション・ロール保護アプリケーション・ロール保護アプリケーション・ロール保護アプリケーション・ロールのセキュリティを確保するには、
ロールをデフォルトのロールにしないようにする必要があります。ユー
ザーにアプリケーション・ロールを付与した直後に、DEFAULT ROLE ALL 
EXCEPT role句を指定した ALTER USER文を発行し、アプリケーショ
ン・ロールを指定します。これによって、このユーザーによる以降のログ
イン時に、認可済パッケージを使用するアプリケーションのみがこのロー
ルを使用可能にできるというルールが適用されます。

また、ユーザーに保護アプリケーション・ロールを直接付与する必要はあ
りません。ユーザーが適切なセキュリティ・ポリシーを渡すことを前提と
して、関連付けられた PL/SQL パッケージでこの処理を行うことができま
す。詳細は、15-57 ページの「USING package」の「CREATE ROLEセマン
ティクス」および『Oracle Database セキュリティ・ガイド』を参照して
ください。

参照参照参照参照 :

� Oracle の事前定義されているロールの詳細は、『Oracle Database セ
キュリティ・ガイド』を参照してください。

� 「ロールに対してロールを付与する例 :」（18-51 ページ）

� ユーザー定義ロールの作成については、15-56 ページの「CREATE 
ROLE」を参照してください。

参照参照参照参照 : ユーザー名およびパスワードの制限事項については、17-7 ページ
の「CREATE USER」を参照してください。
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� 権限またはロールへのアクセスに必要な認可を変更するため、その権限またはロールを変
更できます。

� 権限またはロールを削除します。

たとえば、With Admin Optionを指定せずにユーザーにロールまたはシステム権限を付与し、
後で With Admin Optionを指定してその権限およびロールを付与した場合、そのユーザーは
その権限またはロールに関して Admin Optionを持つことになります。

システム権限またはロールの Admin Optionをユーザーから取り消す場合、そのユーザーの権
限またはロールを完全に取り消し、その次に Admin Optionを指定せずに権限またはロールを
ユーザーに付与します。

grantee_clause 
TO grantee_clauseを使用すると、システム権限、ロールまたはオブジェクト権限が付与さ
れているユーザーまたはロールを識別できます。

権限受領者の制限事項権限受領者の制限事項権限受領者の制限事項権限受領者の制限事項 : TO grantee_clauseにユーザー、ロールおよび PUBLICを指定で
きるのは 1 回のみです。 

PUBLIC PUBLICを指定すると、すべてのユーザーに権限を付与できます。

システム権限およびロールの付与の制限事項システム権限およびロールの付与の制限事項システム権限およびロールの付与の制限事項システム権限およびロールの付与の制限事項 : 権限およびロールには、次の制限事項がありま
す。

� 付与する権限およびロールのリストに、権限またはロールを指定できるのは 1 回のみです。

� ロールに対してそのロールと同じロールは付与できません。

� ロール IDENTIFIED GLOBALLYは、どのようなユーザーまたはロールに対しても付与でき
ません。

� ロール IDENTIFIED EXTERNALLYは、グローバル・ユーザーまたはグローバル・ロールに
対して付与できません。

� ロールは交互に付与できません。たとえば、ロール bankerをロール tellerに付与した
場合、逆に tellerを bankerに付与することはできません。

grant_object_privileges
オブジェクト権限を付与するには、次の句を使用します。

object_privilege
付与するオブジェクト権限を指定します。表 18-2 に示すいずれかの値を指定します。

オブジェクト権限の制限事項オブジェクト権限の制限事項オブジェクト権限の制限事項オブジェクト権限の制限事項 : 付与する権限のリストに権限を指定できるのは 1 回のみです。

ALL [PRIVILEGES]
ALLを指定すると、Grant Option付きで付与されているオブジェクト権限に対するすべての
権限を付与できます。オブジェクトが定義されているスキーマを所有しているユーザーは、自
動的に Grant Option付きのオブジェクトに対するすべての権限を持っています。キーワード
PRIVILEGESはセマンティクスを明確にするためのものであり、指定は任意です。

参照参照参照参照 : 「Admin Option 付きロールを付与する例 :」（18-50 ページ）

注意注意注意注意 : ビューに対する SELECTを他のユーザーに付与するには、ビュー
の基礎となるすべてのオブジェクトを所有しているか、またはこれらすべ
ての基礎となるオブジェクトに対する SELECTオブジェクト権限を WITH 
GRANT OPTIONで付与されている必要があります。これは、これらの基礎
となるオブジェクトに対する SELECT権限を権限受領者がすでに持ってい
る場合にも当てはまります。
SQL 文 : DROP SEQUENCE ～ ROLLBACK 18-35



GRANT
column 
権限を付与する表またはビューの列を指定します。INSERT、REFERENCESまたは UPDATEの
各権限を付与する場合にのみ、列を指定できます。列を指定しない場合、権限受領者には表ま
たはビューのすべての列に対して指定した権限が付与されます。

既存の列オブジェクトに対して付与された権限については、データ・ディクショナリ・ビュー
USER_COL_PRIVS、ALL_COL_PRIVSまたは DBA_COL_PRIVSを問い合せます。

on_object_clause 
on_object_clauseを指定すると、権限が付与されているオブジェクトを識別できます。
ディレクトリ・スキーマ・オブジェクト、Java ソースおよびリソース・スキーマ・オブジェク
トは、異なるネームスペースに格納されるため、別々に識別されます。

objectの所有者でもなく、object WITH GRANT OPTIONで object_privilegeが付与され
てもいないが、GRANT ANY OBJECT PRIVILEGEシステム権限が付与されているためこの権限
付与を行える場合、この権限付与を行うと、オブジェクト所有者の役割を果たすことになりま
す。*_TAB_PRIVSデータ・ディクショナリ・ビューには、この権限付与が objectの所有者
によって行われたことが反映されます。

With Grant Option
With Grant Optionを指定すると、権限受領者による、他のユーザーまたはロールに対する
オブジェクト権限の付与を許可できます。

With Grant Option の付与の制限事項の付与の制限事項の付与の制限事項の付与の制限事項 : With Grant Optionは、ユーザーまたは PUBLICに
権限を付与する場合にのみ指定できます。ロールに付与する場合は指定できません。

WITH HIERARCHY OPTION
With Hierarchy Optionを指定すると、この文の後に作成されるサブオブジェクトも含め、
objectのすべてのサブオブジェクト（ビューを基に作成したサブビューなど）に対する指定
したオブジェクト権限を付与できます。

この句は、SELECTオブジェクト権限とあわせて指定する場合のみ意味があります。

object 権限を付与するスキーマ・オブジェクトを指定します。objectを schemaで修飾し
なかった場合、そのオブジェクトは自分のスキーマ内にあるとみなされます。オブジェクトに
は次のタイプがあります。

� 表、ビューまたはマテリアライズド・ビュー

� 順序

� プロシージャ、ファンクションまたはパッケージ

� ユーザー定義型

� これらの項目のシノニム

� ディレクトリ、ライブラリ、演算子または索引タイプ

� Java ソース、クラスまたはリソース

参照参照参照参照 : データ・ディクショナリ・ビューの詳細は、『Oracle Database リ
ファレンス』および 18-51 ページの「別々の列に複数のオブジェクト権限
を付与する例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 「ロールに対してオブジェクト権限を付与する例 :」（18-50 ページ）

� GRANT ANY OBJECT PRIVILEGEシステム権限による権限の取消し操
作の詳細は、18-91 ページの「GRANT ANY OBJECT PRIVILEGE を
使用する操作を取り消す例 :」を参照してください。
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パーティション表の単一パーティションに直接権限を付与することはできません。

DIRECTORY directory_name 権限を付与するディレクトリ・スキーマ・オブジェクトを指定
します。directory_nameはスキーマ名で修飾できません。

JAVA SOURCE | RESOURCE JAVA句を使用すると、権限を付与する Java ソースまたはリ
ソース・スキーマ・オブジェクトを指定できます。

システム権限およびオブジェクト権限システム権限およびオブジェクト権限システム権限およびオブジェクト権限システム権限およびオブジェクト権限

参照参照参照参照 : 18-51 ページの「ユーザーに対して表へのオブジェクト権限を付与
する例 :」、18-51 ページの「ビューへのオブジェクト権限を付与する例 :」
および 18-51 ページの「別のスキーマの順序に対してオブジェクト権限を
付与する例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : 14-38 ページの「CREATE DIRECTORY」および 18-51 ページの
「ディレクトリへのオブジェクト権限を付与する例 :」を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : 「CREATE JAVA」（14-76 ページ）

注意注意注意注意 : オブジェクトに対して ANY権限（CREATE ANY CLUSTERなど）を
付与する場合、結果は、O7_DICTIONARY_ACCESSIBILITY初期化パラ
メータの値によって決まります。このパラメータはデフォルトでは FALSE
に設定されているため、ANY権限の受領者はすべてのスキーマ内の該当す
るタイプのオブジェクトにアクセスできますが、SYSスキーマにはアクセ
スできません。O7_DICTIONARY_ACCESSIBILITYを TRUEに設定した場
合、ANY権限の受領者は、SYSスキーマ内の Oracle スケジューラ・オブ
ジェクト以外のすべてのオブジェクトにアクセスできます。セキュリティ
上の理由のため、この設定の使用には注意が必要です。

表表表表 18-1 システム権限システム権限システム権限システム権限

システム権限名システム権限名システム権限名システム権限名 許可される操作許可される操作許可される操作許可される操作

アドバイザ・フレームワーク権限アドバイザ・フレームワーク権限アドバイザ・フレームワーク権限アドバイザ・フレームワーク権限（すべてのア
ドバイザ・フレームワーク権限は、DBA ロール

に含まれています。） 

—

ADVISOR PL/SQL パッケージ（DBMS_ADVISORや DBMS_SQLTUNEなど）を

介したアドバイザ・フレームワークへのアクセス。

これらのパッケージの詳細は、『Oracle Database PL/SQL パッケー

ジ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を参照してくださ
い。

ADMINISTER SQL TUNING SET DBMS_SQLTUNEパッケージを介した、権限受領者が所有する SQL
チューニング・セットの作成、削除、選択（読取り）およびロード

（書込み）

ADMINISTER ANY SQL TUNING SET DBMS_SQLTUNEパッケージを介した、任意のユーザーが所有する

SQL チューニング・セットの作成、削除、選択（読取り）および

ロード（書込み）

CREATE ANY SQL PROFILE Enterprise Manager または DBMS_SQLTUNEパッケージを介してアク

セスする、SQL チューニング・アドバイザが推奨した SQL プロファ

イルの受入れ

DROP ANY SQL PROFILE 既存の SQL プロファイルの削除

ALTER ANY SQL PROFILE 既存の SQL プロファイルの属性の変更
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クラスタクラスタクラスタクラスタ —

CREATE CLUSTER 権限を付与したスキーマ内でのクラスタの作成

CREATE ANY CLUSTER 任意のスキーマ内でのクラスタの作成。CREATE ANY TABLEと同様

に動作します。

ALTER ANY CLUSTER 任意のスキーマ内でのクラスタの変更

DROP ANY CLUSTER 任意のスキーマ内でのクラスタの削除

コンテキストコンテキストコンテキストコンテキスト —

CREATE ANY CONTEXT 任意のコンテキスト・ネームスペースの作成

DROP ANY CONTEXT 任意のコンテキスト・ネームスペースの削除

コンテキストコンテキストコンテキストコンテキスト —

ALTER DATABASE データベースの変更

ALTER SYSTEM ALTER SYSTEM文の発行

AUDIT SYSTEM AUDIT文の発行

データベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンクデータベース・リンク —

CREATE DATABASE LINK 権限を付与したスキーマ内でのプライベート・データベース・リンク
の作成

CREATE PUBLIC DATABASE LINK パブリック・データベース・リンクの作成

DROP PUBLIC DATABASE LINK パブリック・データベース・リンクの削除

デバッグデバッグデバッグデバッグ —

DEBUG CONNECT SESSION デバッガへの現行のセッションの接続

DEBUG ANY PROCEDURE 任意のデータベース・オブジェクトのすべての PL/SQL コードおよ

び Java コードのデバッグ、およびアプリケーションによって実行さ

れたすべての SQL 文に関する情報の表示。

注意注意注意注意 : この権限を付与することは、データベース内の適用可能なすべ

てのオブジェクトについて DEBUGオブジェクト権限を付与すること

と同じです。

ディクショナリディクショナリディクショナリディクショナリ —

ANALYZE ANY DICTIONARY データ・ディクショナリ・オブジェクトの分析

ディメンションディメンションディメンションディメンション —

CREATE DIMENSION 権限を付与したスキーマ内でのディメンションの作成

CREATE ANY DIMENSION 任意のスキーマ内でのディメンションの作成

ALTER ANY DIMENSION 任意のスキーマ内でのディメンションの変更

DROP ANY DIMENSION 任意のスキーマ内でのディメンションの削除

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ —

CREATE ANY DIRECTORY ディレクトリ・データベース・オブジェクトの作成

DROP ANY DIRECTORY ディレクトリ・データベース・オブジェクトの削除

フラッシュバック・データ・アーカイブフラッシュバック・データ・アーカイブフラッシュバック・データ・アーカイブフラッシュバック・データ・アーカイブ —

FLASHBACK ARCHIVE ADMINISTER フラッシュバック・データ・アーカイブの作成、変更または削除

表表表表 18-1 システム権限システム権限システム権限システム権限（続き）（続き）（続き）（続き）

システム権限名システム権限名システム権限名システム権限名 許可される操作許可される操作許可される操作許可される操作
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索引タイプ索引タイプ索引タイプ索引タイプ —

CREATE INDEXTYPE 権限を付与したスキーマ内での索引タイプの作成

CREATE ANY INDEXTYPE 任意のスキーマ内での索引タイプの作成、および任意のスキーマ内の
索引タイプに対するコメントの作成

ALTER ANY INDEXTYPE 任意のスキーマ内での索引タイプの変更

DROP ANY INDEXTYPE 任意のスキーマ内での索引タイプの削除

EXECUTE ANY INDEXTYPE 任意のスキーマ内での索引タイプの参照

索引索引索引索引 —

CREATE ANY INDEX 任意のスキーマでの任意の表に対するドメイン索引または索引の作成

ALTER ANY INDEX 任意のスキーマでの索引の変更

DROP ANY INDEX 任意のスキーマでの索引の削除

ジョブ・スケジューラ・オブジェクトジョブ・スケジューラ・オブジェクトジョブ・スケジューラ・オブジェクトジョブ・スケジューラ・オブジェクト 次の権限は、DBMS_SCHEDULERパッケージのプロシージャを実行す

る場合に必要です。この権限は、データベース・オブジェクトではな
い軽量ジョブには適用されません。軽量ジョブの詳細は、『Oracle 
Database 管理者ガイド』を参照してください。

CREATE JOB 権限を付与したスキーマ内でのジョブ、スケジュールまたはプログラ
ムの作成 

CREATE ANY JOB 任意のスキーマ内でのジョブ、スケジュールまたはプログラムの作
成、変更または削除

注意注意注意注意 : この強力な権限を使用すると、権限受領者は任意のユーザーと

してコードを実行できます。この権限の付与には注意が必要です。

CREATE EXTERNAL JOB 権限を付与したスキーマ内での、オペレーティング・システム上で実
行可能なスケジューラ・ジョブの作成

EXECUTE ANY PROGRAM 権限を付与したスキーマ内でのジョブの任意のプログラムの使用

EXECUTE ANY CLASS 権限を付与したスキーマ内でのジョブのジョブ・クラスの指定

MANAGE SCHEDULER 任意のジョブ・クラス、ウィンドウまたはウィンドウ・グループの作
成、変更または削除

ライブラリライブラリライブラリライブラリ —

CREATE LIBRARY 権限を付与したスキーマ内での外部プロシージャまたはファンクショ
ン・ライブラリの作成

CREATE ANY LIBRARY 任意のスキーマ内での外部プロシージャまたはファンクション・ライ
ブラリの作成

DROP ANY LIBRARY 任意のスキーマ内での外部プロシージャまたはファンクション・ライ
ブラリの削除

マテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビューマテリアライズド・ビュー —

CREATE MATERIALIZED VIEW 権限を付与したスキーマ内でのマテリアライズド・ビューの作成

CREATE ANY MATERIALIZED VIEW 任意のスキーマでのマテリアライズド・ビューの作成

ALTER ANY MATERIALIZED VIEW 任意のスキーマでのマテリアライズド・ビューの変更

DROP ANY MATERIALIZED VIEW 任意のスキーマでのマテリアライズド・ビューの削除

QUERY REWRITE この権限は現在非推奨になっています。ユーザー自身のスキーマ内の
表またはビューを参照するマテリアライズド・ビューのリライトを可
能にする場合、権限は不要です。

表表表表 18-1 システム権限システム権限システム権限システム権限（続き）（続き）（続き）（続き）

システム権限名システム権限名システム権限名システム権限名 許可される操作許可される操作許可される操作許可される操作
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GLOBAL QUERY REWRITE マテリアライズド・ビューが任意のスキーマ内の表またはビューを参
照している場合のそのマテリアライズド・ビューの使用

ON COMMIT REFRESH データベースの任意の表に対する REFRESH ON COMMIT モードの

マテリアライズド・ビューの作成

データベースの任意の表に対する REFRESH ON DEMAND モードの

マテリアライズド・ビューの、REFRESH ON COMMIT モードのマ

テリアライズド・ビューへの変更

FLASHBACK ANY TABLE 任意のスキーマ内の任意の表、ビューまたはマテリアライズド・
ビューでの SQL フラッシュバック問合せの発行。この権限は、

DBMS_FLASHBACKプロシージャの実行には不要です。

マイニング・モデルマイニング・モデルマイニング・モデルマイニング・モデル —

CREATE MINING MODEL 権限を付与したスキーマでの DBMS_DATA_MINING.CREATE_MODEL
プロシージャによるマイニング・モデルの作成

CREATE ANY MINING MODEL 任意のスキーマでの DBMS_DATA_MINING.CREATE_MODELプロシー

ジャによるマイニング・モデルの作成

ALTER ANY MINING MODEL 任意のスキーマでの適切な DBMS_DATA_MININGプロシージャを使

用した、マイニング・モデル名またはモデルの関連付けられたコス
ト・マトリックスの変更

DROP ANY MINING MODEL 任意のスキーマでの DBMS_DATA_MINING.DROP_MODELプロシー

ジャによる任意のマイニング・モデルの削除

SELECT ANY MINING MODEL 任意のスキーマでの任意のモデルのスコアリングまたは表示。スコア
リングの実行には、SQL ファンクションの PREDICTIONファミリ、

または DBMS_DATA_MINING.APPLYプロシージャを使用します。モ

デルの表示は、DBMS_DATA_MINING.GET_MODEL_DETAILS_*プロ

シージャで実行されます。

COMMENT ANY MINING MODEL 任意のスキーマの任意のモデルでの SQL COMMENT文によるコメント

の作成

OLAP キューブキューブキューブキューブ Oracle Database を OLAP オプションで使用している場合は、次の権

限が有効です。

CREATE CUBE 権限を付与したスキーマでの OLAP キューブの作成

CREATE ANY CUBE 任意のスキーマでの OLAP キューブの作成

ALTER ANY CUBE 任意のスキーマでの OLAP キューブの変更

DROP ANY CUBE 任意のスキーマでの任意の OLAP キューブの削除

SELECT ANY CUBE 任意のスキーマでの任意の OLAP キューブの問合せまたは表示

UPDATE ANY CUBE 任意のスキーマでの任意のキューブの更新

OLAP キューブ・メジャー・フォルダキューブ・メジャー・フォルダキューブ・メジャー・フォルダキューブ・メジャー・フォルダ Oracle Database を OLAP オプションで使用している場合は、次の権

限が有効です。

CREATE MEASURE FOLDER 権限を付与したスキーマでの OLAP メジャー・フォルダの作成

CREATE ANY MEASURE FOLDER 任意のスキーマでの OLAP メジャー・フォルダの作成

DELETE ANY MEASURE FOLDER 任意のスキーマでの任意の OLAP メジャー・フォルダからの削除

DROP ANY MEASURE FOLDER 任意のスキーマでの任意のメジャー・フォルダの削除

INSERT ANY MEASURE FOLDER 任意のスキーマでの任意のメジャー・フォルダへのメジャーの挿入

表表表表 18-1 システム権限システム権限システム権限システム権限（続き）（続き）（続き）（続き）

システム権限名システム権限名システム権限名システム権限名 許可される操作許可される操作許可される操作許可される操作
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OLAP キューブ・ディメンションキューブ・ディメンションキューブ・ディメンションキューブ・ディメンション Oracle Database を OLAP オプションで使用している場合は、次の権

限が有効です。

CREATE CUBE DIMENSION 権限を付与したスキーマでの OLAP キューブ・ディメンションの

作成

CREATE ANY CUBE DIMENSION 任意のスキーマでの OLAP キューブ・ディメンションの作成

ALTER ANY CUBE DIMENSION 任意のスキーマでの OLAP キューブ・ディメンションの変更

DELETE ANY CUBE DIMENSION 任意のスキーマでの OLAP キューブ・ディメンションからの削除

DROP ANY CUBE DIMENSION 任意のスキーマでの OLAP キューブ・ディメンションの削除

INSERT ANY CUBE DIMENSION 任意のスキーマでの OLAP キューブ・ディメンションへの挿入

SELECT ANY CUBE DIMENSION 任意のスキーマでの OLAP キューブ・ディメンションの表示または

問合せ

UPDATE ANY CUBE DIMENSION 任意のスキーマでの OLAP キューブ・ディメンションの更新

OLAP キューブの作成プロセスキューブの作成プロセスキューブの作成プロセスキューブの作成プロセス —

CREATE CUBE BUILD PROCESS 権限を付与したスキーマでの OLAP キューブの作成プロセスの作成

CREATE ANY CUBE BUILD PROCESS 任意のスキーマでの OLAP キューブの作成プロセスの作成

DROP ANY CUBE BUILD PROCESS 任意のスキーマでの OLAP キューブの作成プロセスの削除

UPDATE ANY CUBE BUILD PROCESS 任意のスキーマでの OLAP キューブの作成プロセスの更新

演算子演算子演算子演算子 —

CREATE OPERATOR 権限を付与したスキーマ内での演算子およびバインディングの作成

CREATE ANY OPERATOR 任意のスキーマ内での演算子とそのバインディングの作成、および任
意のスキーマ内の演算子に対するコメントの作成

ALTER ANY OPERATOR 任意のスキーマ内での演算子の変更

DROP ANY OPERATOR 任意のスキーマ内での演算子の削除

EXECUTE ANY OPERATOR 任意のスキーマ内での演算子の参照

アウトラインアウトラインアウトラインアウトライン —

CREATE ANY OUTLINE アウトラインを使用する任意のスキーマ内で使用するパブリック・ア
ウトラインの作成

ALTER ANY OUTLINE アウトラインの変更

DROP ANY OUTLINE アウトラインの削除

プロシージャプロシージャプロシージャプロシージャ —

CREATE PROCEDURE 権限受領者のスキーマ内でのストアド・プロシージャ、ストアド・
ファンクションおよびストアド・パッケージの作成

CREATE ANY PROCEDURE 任意のスキーマ内でのストアド・プロシージャ、ストアド・ファンク
ションおよびストアド・パッケージの作成

ALTER ANY PROCEDURE 任意のスキーマ内でのストアド・プロシージャ、ストアド・ファンク
ションおよびストアド・パッケージの変更

DROP ANY PROCEDURE 任意のスキーマ内でのストアド・プロシージャ、ストアド・ファンク
ションおよびストアド・パッケージの削除

表表表表 18-1 システム権限システム権限システム権限システム権限（続き）（続き）（続き）（続き）

システム権限名システム権限名システム権限名システム権限名 許可される操作許可される操作許可される操作許可される操作
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EXECUTE ANY PROCEDURE プロシージャまたはファンクションの実行（スタンドアロンまたは
パッケージ）

任意のスキーマ内でのパブリック・パッケージ変数の参照

プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル —

CREATE PROFILE プロファイルの作成

ALTER PROFILE プロファイルの変更

DROP PROFILE プロファイルの削除

ロールロールロールロール —

CREATE ROLE ロールの作成

ALTER ANY ROLE データベース内の任意のロールの変更

DROP ANY ROLE ロールの削除

GRANT ANY ROLE データベース内の任意のロールの付与

ロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメント —

CREATE ROLLBACK SEGMENT ロールバック・セグメントの作成

ALTER ROLLBACK SEGMENT ロールバック・セグメントの変更

DROP ROLLBACK SEGMENT ロールバック・セグメントの削除

順序順序順序順序 —

CREATE SEQUENCE 権限を付与したスキーマ内での順序の作成

CREATE ANY SEQUENCE 任意のスキーマ内での順序の作成

ALTER ANY SEQUENCE データベース内の任意の順序の変更

DROP ANY SEQUENCE 任意のスキーマ内での順序の削除

SELECT ANY SEQUENCE 任意のスキーマ内での順序の参照

セッションセッションセッションセッション —

CREATE SESSION データベースへの接続

ALTER RESOURCE COST セッション・リソースに対するコストの設定

ALTER SESSION SQL トレース機能の有効と無効の切替え

RESTRICTED SESSION SQL*Plus の STARTUP RESTRICT文を使用した、インスタンス起動

後のログイン

スナップショットスナップショットスナップショットスナップショット マテリアライズド・ビューを参照

シノニムシノニムシノニムシノニム —

CREATE SYNONYM 権限を付与したスキーマ内でのシノニムの作成

CREATE ANY SYNONYM 任意のスキーマ内でのプライベート・シノニムの作成

CREATE PUBLIC SYNONYM パブリック・シノニムの作成

DROP ANY SYNONYM 任意のスキーマ内でのプライベート・シノニムの削除

DROP PUBLIC SYNONYM パブリック・シノニムの削除

表表表表 18-1 システム権限システム権限システム権限システム権限（続き）（続き）（続き）（続き）

システム権限名システム権限名システム権限名システム権限名 許可される操作許可される操作許可される操作許可される操作
18-42 Oracle Database SQL 言語リファレンス



GRANT
表表表表 注意注意注意注意 : 外部表の場合、有効なシステム権限は、CREATE ANY TABLE、
ALTER ANY TABLE、DROP ANY TABLEおよび SELECT ANY TABLEで

す。

CREATE TABLE 権限を付与したスキーマ内での表の作成

CREATE ANY TABLE 任意のスキーマ内での表の作成。なお、表が設定されるスキーマの所
有者は、表領域内にその表を定義するための割当て制限が必要です。

ALTER ANY TABLE スキーマ内の任意の表またはビューの変更

BACKUP ANY TABLE エクスポート・ユーティリティを使用した他のユーザーのスキーマか
らのオブジェクトの増分エクスポート

DELETE ANY TABLE 任意のスキーマ内での表、表パーティションまたはビューからの行の
削除 

DROP ANY TABLE 任意のスキーマ内での表または表パーティションの削除または切捨て

INSERT ANY TABLE 任意のスキーマ内の表またはビューへの行の挿入

LOCK ANY TABLE 任意のスキーマ内の表またはビューのロック

SELECT ANY TABLE 任意のスキーマ内の表、ビューまたはマテリアライズド・ビューの問
合せ

FLASHBACK ANY TABLE 任意のスキーマ内の任意の表、ビューまたはマテリアライズド・
ビューでの SQL フラッシュバック問合せの発行。この権限は、

DBMS_FLASHBACKプロシージャの実行には不要です。

UPDATE ANY TABLE 任意のスキーマ内の表またはビューの行の更新

表領域表領域表領域表領域 —

CREATE TABLESPACE 表領域の作成

ALTER TABLESPACE 表領域の変更

DROP TABLESPACE 表領域の削除

MANAGE TABLESPACE 表領域のオンラインとオフラインの切替え、および表領域のバック
アップの開始と終了の制御

UNLIMITED TABLESPACE 任意の表領域の無制限な使用。この権限は、設定されている任意の割
当て制限を上書きします。ユーザーからこの権限を取り消した場合、
ユーザーのスキーマ・オブジェクトはそのまま残りますが、表領域の
割当て制限が許可されないかぎり、それ以上表領域を割り当てること
はできません。このシステム権限をロールに付与することはできませ
ん。

トリガートリガートリガートリガー —

CREATE TRIGGER 権限を付与したスキーマ内でのデータベース・トリガーの作成

CREATE ANY TRIGGER 任意のスキーマ内でのデータベース・トリガーの作成

ALTER ANY TRIGGER 任意のスキーマ内でのデータベース・トリガーの使用可能化、使用禁
止化またはコンパイル

DROP ANY TRIGGER 任意のスキーマ内でのデータベース・トリガーの削除

ADMINISTER DATABASE TRIGGER データベース内でのトリガーの作成。CREATE TRIGGERまたは

CREATE ANY TRIGGERシステム権限も必要です。

表表表表 18-1 システム権限システム権限システム権限システム権限（続き）（続き）（続き）（続き）

システム権限名システム権限名システム権限名システム権限名 許可される操作許可される操作許可される操作許可される操作
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型型型型 —

CREATE TYPE 権限を付与したスキーマ内でのオブジェクト型およびオブジェクト型
本体の作成

CREATE ANY TYPE 任意のスキーマ内でのオブジェクト型およびオブジェクト型本体の
作成

ALTER ANY TYPE 任意のスキーマ内でのオブジェクト型の変更

DROP ANY TYPE 任意のスキーマ内でのオブジェクト型およびオブジェクト型本体の
削除

EXECUTE ANY TYPE 特定のユーザーに付与した場合、任意のスキーマ内でのオブジェクト
型およびコレクション型を使用および参照した、任意のスキーマ内の
オブジェクト型メソッドの起動。EXECUTE ANY TYPEをロールに付

与した場合、使用可能なロールを保持したユーザーは、任意のスキー
マ内のオブジェクト型メソッドを起動できません。

UNDER ANY TYPE 非 終オブジェクト型のサブタイプの作成 

ユーザーユーザーユーザーユーザー —

CREATE USER ユーザーの作成。この権限によって、次の操作を実行できます。

� 任意の表領域に対する割当て制限の設定

� デフォルトの表領域および一時表領域の設定

� CREATE USER文の一部としてのプロファイルの設定

ALTER USER 任意のユーザーの変更。この権限によって、次の操作を実行できま
す。

� 他のユーザーのパスワードまたは認証方法の変更

� 任意の表領域に対する割当て制限の設定

� デフォルトの表領域および一時表領域の設定

� プロファイルおよびデフォルト・ロールの設定

DROP USER ユーザーの削除

ビュービュービュービュー —

CREATE VIEW 権限を付与したスキーマ内でのビューの作成

CREATE ANY VIEW 任意のスキーマ内でのビューの作成

DROP ANY VIEW 任意のスキーマ内でのビューの削除

UNDER ANY VIEW オブジェクト・ビューのサブビューの作成

FLASHBACK ANY TABLE 任意のスキーマ内の任意の表、ビューまたはマテリアライズド・
ビューでの SQL フラッシュバック問合せの発行。この権限は、

DBMS_FLASHBACKプロシージャの実行には不要です。

MERGE ANY VIEW MERGE ANY VIEW権限が付与されている場合、そのユーザーが発行す

るすべての問合せにおいて、オプティマイザはビューのマージを使用
して問合せのパフォーマンスを向上することができます。このとき、
ビューのマージがビュー作成者のセキュリティ意図に違反しないかど
うかは確認されません。OPTIMIZER_SECURE_VIEW_MERGINGパラ

メータの詳細は『Oracle Database リファレンス』を、ビューのマー

ジの詳細は『Oracle Database パフォーマンス・チューニング・ガイ

ド』を参照してください。

表表表表 18-1 システム権限システム権限システム権限システム権限（続き）（続き）（続き）（続き）

システム権限名システム権限名システム権限名システム権限名 許可される操作許可される操作許可される操作許可される操作
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その他その他その他その他 —

ANALYZE ANY 任意のスキーマ内の任意の表、クラスタまたは索引の分析

AUDIT ANY AUDIT schema_objects文を使用した、任意のスキーマ内の任意の

オブジェクトの監査

BECOME USER データ・ポンプ・インポート・ユーティリティ（impdp）および元の

インポート・ユーティリティ（imp）のユーザーは、第三者が直接実

行できない操作（オブジェクト権限を付与するようなオブジェクトの
ロード）を実行する場合には、別のユーザー・アイデンティティを引
き受けることができます。

Streams 管理者は、取得ユーザーおよび適用ユーザーの作成または変

更を 1 つの Streams 環境で行うことができます。この権限は、デフォ

ルトでは DBA ロールに含まれています。Database Vault では、この

権限は DBA ロールから除外されます。したがって、Streams でこの

権限が必要とされるのは、Database Vault がインストールされている

環境でのみです。

CHANGE NOTIFICATION 問合せの登録の作成と、登録された問合せに関連付けられたオブジェ
クトに対する DML または DDL 変更があったときのデータベース変

更通知の受信。データベース変更通知の詳細は、『Oracle Database ア

ドバンスト・アプリケーション開発者ガイド』を参照してください。

COMMENT ANY TABLE 任意のスキーマ内の任意の表、ビューまたは列についてのコメントの
記述

EXEMPT ACCESS POLICY ファイングレイン・アクセス・コントロールの回避

注意注意注意注意 : 強力なシステム権限で、権限受領者がアプリケーション駆動の

セキュリティ・ポリシーを回避できます。データベース管理者がこの
権限を付与する場合は、注意が必要です。

FORCE ANY TRANSACTION ローカル・データベース内の、インダウト分散トランザクションのコ
ミットまたはロールバック

分散トランザクション・エラーの意図的な発生

FORCE TRANSACTION ローカル・データベース内の、インダウト分散トランザクションのコ
ミットまたはロールバック

GRANT ANY OBJECT PRIVILEGE オブジェクト所有者が付与を許されている任意のオブジェクト権限の
付与

GRANT ANY OBJECT PRIVILEGE権限を持つオブジェクト所有者また

は他のユーザーによって付与されたオブジェクト権限の取消し

GRANT ANY PRIVILEGE 任意のシステム権限の付与

RESUMABLE 再開可能な領域割当ての使用可能化

SELECT ANY DICTIONARY SYSスキーマ内のデータ・ディクショナリ・オブジェクトへの問合

せ。初期化パラメータ O7_DICTIONARY_ACCESSIBILITYのデフォ

ルトの FALSE設定を選択的に上書きします。

SELECT ANY TRANSACTION FLASHBACK_TRANSACTION_QUERYビューの内容の問合せ

注意注意注意注意 : 強力なシステム権限で、権限受領者が、過去のデータも含めて

データベース内のすべてのデータを参照できます。この権限は、
Oracle フラッシュバック・トランザクション問合せ機能を使用する

必要があるユーザーのみに付与してください。

表表表表 18-1 システム権限システム権限システム権限システム権限（続き）（続き）（続き）（続き）

システム権限名システム権限名システム権限名システム権限名 許可される操作許可される操作許可される操作許可される操作
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SYSDBA STARTUPおよび SHUTDOWN操作の実行 

ALTER DATABASE（オープン、マウント、バックアップまたはキャラ

クタ・セットの変更）

CREATE DATABASE

ARCHIVELOGおよび RECOVERY

CREATE SPFILE

RESTRICTED SESSION権限を含みます。

SYSOPER STARTUPおよび SHUTDOWN操作の実行

ALTER DATABASE（オープン、マウントまたはバックアップ）

ARCHIVELOGおよび RECOVERY

CREATE SPFILE

RESTRICTED SESSION権限を含みます。

CONNECT、RESOURCEおよび DBA 以前のリリースとの互換性を確保するためのロールです。
DBA_SYS_PRIVSデータ・ディクショナリ・ビューを問い合せること

によって、これらのロールにまとめられた権限を確認できます。

注意注意注意注意 : データベースのセキュリティを維持するために、独自のロール

を設計することをお薦めします。これらのロールは、今後の Oracle 
Database のリリースでは自動的に作成されない可能性があります。

参照参照参照参照 : DBA_SYS_PRIVSビューの詳細は、『Oracle Database リファレ

ンス』を参照してください。

DELETE_CATALOG_ROLE EXECUTE_CATALOG_
ROLE SELECT_CATALOG_ROLE

データ・ディクショナリ・ビューおよびパッケージへアクセスするた
めのロールです。

参照参照参照参照 :  これらのロールの詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を

参照してください。

EXP_FULL_DATABASE 

IMP_FULL_DATABASE

インポート / エクスポート・ユーティリティを簡単に使用するため

のロールです。

参照参照参照参照 : これらのロールの詳細は、『Oracle Database ユーティリティ』

を参照してください。

AQ_USER_ROLE

AQ_ADMINISTRATOR_ROLE   

Oracle Advanced Queuing を使用する場合、これらのロールが必要

です。

参照参照参照参照 : これらのロールの詳細は、『Oracle Streams アドバンスト・

キューイング・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

SNMPAGENT Oracle Enterprise Manager Management Agent で使用されるロール

です。

参照参照参照参照 : これらのロールの詳細は、『Oracle Enterprise Manager 
Advanced Configuration』を参照してください。

RECOVERY_CATALOG_OWNER リカバリ・カタログを所有するユーザーを作成する場合、このロール
が必要です。

参照参照参照参照 : リカバリ・カタログの詳細は、『Oracle Database バックアップ

およびリカバリ・ユーザーズ・ガイド』を参照してください。

表表表表 18-1 システム権限システム権限システム権限システム権限（続き）（続き）（続き）（続き）

システム権限名システム権限名システム権限名システム権限名 許可される操作許可される操作許可される操作許可される操作
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表表表表 18-2 オブジェクト権限とその権限によって許可される操作オブジェクト権限とその権限によって許可される操作オブジェクト権限とその権限によって許可される操作オブジェクト権限とその権限によって許可される操作

オブジェクト権限オブジェクト権限オブジェクト権限オブジェクト権限 許可される操作許可される操作許可される操作許可される操作

ディレクトリ権限ディレクトリ権限ディレクトリ権限ディレクトリ権限 次のディレクトリ権限ディレクトリ権限ディレクトリ権限ディレクトリ権限では、ディレクトリ・オブジェクトをポインタとして使用
することにより、オペレーティング・システムのディレクトリに格納されている
各ファイルにデータベースから安全にアクセスできるようになります。このディ
レクトリ・オブジェクトには、ファイルが格納されているオペレーティング・シ
ステムのディレクトリへのフルパス名が定義されています。これらのファイルは
実際にはデータベース外に格納されているため、Oracle Database サーバーの各プ

ロセスは、ファイル・システム・サーバーに対して適切なファイル・アクセス権
も持っている必要があります。オペレーティング・システムに対するオブジェク
ト権限ではなく、ディレクトリ・データベース・オブジェクトに対するオブジェ
クト権限を個々のデータベース・ユーザーに付与することによって、データベー
スでファイル運用時のセキュリティが確保されます。

READ ディレクトリ内のファイルの読取り。

WRITE ディレクトリ内へのファイルの書込み。外部表に接続する場合のみに役立ちます。
これによって、権限受領者は、外部表のエージェントがディレクトリに書き込め
るのがログ・ファイルなのか不良ファイルなのかを判断できます。

制限事項制限事項制限事項制限事項 : この権限を持っていても、BFILEへの書込みを行うことはできません。

索引タイプ権限索引タイプ権限索引タイプ権限索引タイプ権限 次の索引タイプ権限索引タイプ権限索引タイプ権限索引タイプ権限は、索引タイプの操作を許可します。

EXECUTE（注意 1） 索引タイプの参照。

フラッシュバック・データ・アーカフラッシュバック・データ・アーカフラッシュバック・データ・アーカフラッシュバック・データ・アーカ
イブ権限イブ権限イブ権限イブ権限

次のフラッシュバック・データ・アーカイブ権限フラッシュバック・データ・アーカイブ権限フラッシュバック・データ・アーカイブ権限フラッシュバック・データ・アーカイブ権限では、フラッシュバック・デー
タ・アーカイブに対する操作を許可します。

FLASHBACK ARCHIVE 表の履歴追跡を使用可能または使用禁止にします。

ライブラリ権限ライブラリ権限ライブラリ権限ライブラリ権限 次のライブラリ権限ライブラリ権限ライブラリ権限ライブラリ権限は、ライブラリの操作を許可します。

EXECUTE（注意 1） 特定のオブジェクトの使用と参照、およびそのメソッドの起動。

マテリアライズド・ビュー権限マテリアライズド・ビュー権限マテリアライズド・ビュー権限マテリアライズド・ビュー権限 次のマテリアライズド・ビュー権限マテリアライズド・ビュー権限マテリアライズド・ビュー権限マテリアライズド・ビュー権限は、マテリアライズド・ビューについての操
作を許可します。DELETE、INSERTおよび UPDATE権限は、更新可能なマテリア

ライズド・ビューにのみ付与できます。

ON COMMIT REFRESH 指定した表に対する REFRESH ON COMMIT モードのマテリアライズド・ビュー

の作成。

QUERY REWRITE 指定した表で使用するクエリー・リライトに対するマテリアライズド・ビューの
作成。

SELECT SELECT文でのマテリアライズド・ビューの問合せ。

マイニング・モデル権限マイニング・モデル権限マイニング・モデル権限マイニング・モデル権限 次のマイニング・モデル権限では、マイニング・モデルに対する操作を許可しま
す。これらの権限は、ユーザー自身のスキーマ内にあるモデルに対しては必要あ
りません。

ALTER 該当する DBMS_DATA_MININGプロシージャを使用して、マイニング・モデル名

または関連のコスト・マトリックスを変更します。

SELECT マイニング・モデルのスコアリングまたは表示。スコアリングの実行には、SQL
ファンクションの PREDICTIONファミリ、または DBMS_DATA_MINING.APPLY
プロシージャを使用します。モデルの表示は、DBMS_DATA_MINING.GET_
MODEL_DETAILS_*プロシージャで実行されます。

オブジェクト型権限オブジェクト型権限オブジェクト型権限オブジェクト型権限 次のオブジェクト型権限オブジェクト型権限オブジェクト型権限オブジェクト型権限は、データベース・オブジェクト型の操作を許可します。

DEBUG オブジェクト型に定義されたすべてのパブリック変数、非パブリック変数、メ
ソッドおよび型へのデバッガを介したアクセス。

型本体内の行または指示境界へのブレークポイントの設定、またはこれらの場所
のいずれかでの停止。

EXECUTE（注意 1） 特定のオブジェクトの使用と参照、およびそのメソッドの起動。

オブジェクト型に定義されたパブリック変数、型およびメソッドへのデバッガを
介したアクセス。
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UNDER 型のサブタイプの作成。この型の直属のスーパータイプに With Grant Option
付きの UNDER ANY TYPE権限を持つ場合のみ、このオブジェクト権限を付与でき

ます。

OLAP 権限権限権限権限 Oracle Database を OLAP オプションで使用している場合は、次のオブジェクト

権限が有効になります。

INSERT メンバーを OLAP キューブ・ディメンションに挿入するか、またはメジャーをメ

ジャー・フォルダに挿入します。

ALTER OLAP キューブ・ディメンションまたはキューブの定義を変更します。

DELETE メンバーを OLAP キューブ・ディメンションから削除するか、またはメジャーを

メジャー・フォルダから削除します。

SELECT OLAP キューブまたはキューブ・ディメンションを表示または問い合せます。

UPDATE OLAP キューブのメジャー値またはキューブ・ディメンションの属性値を更新し

ます。

演算子権限演算子権限演算子権限演算子権限 次の演算子権限演算子権限演算子権限演算子権限は、ユーザー定義演算子の操作を許可します。

EXECUTE（注意 1） 演算子の参照。

プロシージャ、ファンクション、プロシージャ、ファンクション、プロシージャ、ファンクション、プロシージャ、ファンクション、
パッケージ権限パッケージ権限パッケージ権限パッケージ権限

次のプロシージャ、ファンクションおよびパッケージ権限プロシージャ、ファンクションおよびパッケージ権限プロシージャ、ファンクションおよびパッケージ権限プロシージャ、ファンクションおよびパッケージ権限は、プロシージャ、
ファンクションおよびパッケージの操作を許可します。これらの権限は、Java
ソース、クラスおよびリソースソース、クラスおよびリソースソース、クラスおよびリソースソース、クラスおよびリソースにも適用されます。Oracle Database では、これら

はオブジェクト権限の付与のために生成されたプロシージャとして扱われます。

DEBUG オブジェクトに定義されたすべてのパブリック変数、非パブリック変数、メソッ
ドおよび型へのデバッガを介したアクセス。

プロシージャ、ファンクションまたはパッケージ内の行または指示境界へのブ
レークポイントの設定、またはこれらの場所のいずれかでの停止。この権限は、
メソッドまたはパッケージの仕様部および本体の宣言にアクセスする権限を付与
します。

EXECUTE（注意 1） プロシージャかファンクションの直接実行、パッケージの仕様部に宣言された任
意のプログラム・オブジェクトへのアクセス、または現在無効であるかコンパイ
ルされていないファンクションかプロシージャへのコール中の暗黙的なオブジェ
クトのコンパイル。この権限を持っていても、ALTER PROCEDUREまたは ALTER 
FUNCTIONを使用して明示的なコンパイルを実行することはできません。明示的

なコンパイルを実行するには、適切な ALTER SYSTEM権限が必要です。

プロシージャ、ファンクションまたはパッケージに定義されたパブリック変数、
型およびメソッドへのデバッガを介したアクセス。この権限は、メソッドまたは
パッケージの仕様部のみの宣言にアクセスする権限を付与します。

ジョブ・スケジューラ・オブジェクトは、DBMS_SCHEDULERパッケージを使用し

て作成します。作成したオブジェクトに、ジョブ・スケジューラのクラスおよび
プログラムに対する EXECUTEオブジェクト権限を付与できます。ジョブ・スケ

ジューラのジョブ、プログラムおよびスケジュールに対しても ALTER権限を付与

できます。

注意注意注意注意 : プロシージャ、ファンクションまたはパッケージを間接的に実行する場合、

ユーザーはこの権限を持つ必要はありません。

SCHEDULER PRIVILEGES ジョブ・スケジューラ・オブジェクトは、DBMS_SCHEDULERパッケージを使用し

て作成します。これらのオブジェクトを作成した後で、次の権限を付与できます。

EXECUTE ジョブ・クラス、プログラム、チェーンおよび資格証明に対する操作。

ALTER ジョブ、プログラム、チェーン、資格証明およびスケジュールに対する変更。

表表表表 18-2 オブジェクト権限とその権限によって許可される操作（続き）オブジェクト権限とその権限によって許可される操作（続き）オブジェクト権限とその権限によって許可される操作（続き）オブジェクト権限とその権限によって許可される操作（続き）

オブジェクト権限オブジェクト権限オブジェクト権限オブジェクト権限 許可される操作許可される操作許可される操作許可される操作
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順序権限順序権限順序権限順序権限 次の順序権限順序権限順序権限順序権限は、順序の操作を許可します。

ALTER ALTER SEQUENCE文での順序定義の変更。

SELECT CURRVAL疑似列および NEXTVAL疑似列を使用した順序の値の検査および増分。

シノニム権限シノニム権限シノニム権限シノニム権限 シノニム権限シノニム権限シノニム権限シノニム権限は、対象となるオブジェクトに対して付与される権限と同じです。
シノニムに権限を付与することは、基本オブジェクトに権限を付与することと同
じです。同様に、基本オブジェクトに対して権限を付与することは、オブジェク
トのすべてのシノニムに権限を付与することと同じです。あるユーザーにシノニ
ムの権限を付与した場合、そのユーザーは、シノニム名または基本オブジェクト
名を SQL 文に指定して、その権限を使用できます。

表権限表権限表権限表権限 次の表権限表権限表権限表権限は、表の操作を許可します。次のいずれかのオブジェクト権限を持っ
ている場合は、LOCK TABLE文を使用して任意のロック・モードで表をロックで

きます。

注意注意注意注意 : 外部表に有効な権限は、ALTERおよび SELECTのみです。

ALTER ALTER TABLE文での表定義の変更。

DELETE DELETE文での表の行の削除。

注意注意注意注意 : 表がリモート・データベースにある場合は、DELETE権限とともに表に対す

る SELECT権限を付与する必要があります。

DEBUG デバッガを介した次のものへのアクセス。

� 表に定義されているトリガーの本体の PL/SQL コード

� 表を直接参照する SQL 文に関する情報

INDEX CREATE INDEX文での表の索引の作成。

INSERT INSERT文での表への新しい行の追加。

REFERENCES 表参照制約の作成。この権限はロールには付与できません。

SELECT SELECT文での表の問合せ。

UPDATE UPDATE文での表のデータの変更。

注意注意注意注意 : 表がリモート・データベースにある場合は、UPDATE権限とともに表に対す

る SELECT権限を付与する必要があります。

ビュー権限ビュー権限ビュー権限ビュー権限 次のビュー権限ビュー権限ビュー権限ビュー権限は、ビューの操作を許可します。次のいずれかのオブジェクト権
限を持っている場合は、LOCK TABLE文を使用して任意のロック・モードで

ビューをロックできます。

ビューの権限を付与する場合、そのビューのすべての実表に関して Grant 
Option付きの権限が必要です。

DEBUG デバッガを介した次のものへのアクセス。

� ビューに定義されているトリガーの本体の PL/SQL コード

� ビューを直接参照する SQL 文に関する情報

DELETE DELETE文でのビューの行の削除。

INSERT INSERT文でのビューへの新しい行の追加。

MERGE このオブジェクト権限の動作は、権限が ON句で指定されたビューに制限される点

を除き、18-44 ページの MERGE ANY VIEWシステム権限の動作と同じです。指定

されたビューに対して権限受領者が発行するすべての問合せに対して、オプティ
マイザはビューのマージを使用して問合せのパフォーマンスを向上することがで
きます。このとき、ビューのマージがビュー作成者のセキュリティ意図に違反し
ないかどうかは確認されません。

表表表表 18-2 オブジェクト権限とその権限によって許可される操作（続き）オブジェクト権限とその権限によって許可される操作（続き）オブジェクト権限とその権限によって許可される操作（続き）オブジェクト権限とその権限によって許可される操作（続き）

オブジェクト権限オブジェクト権限オブジェクト権限オブジェクト権限 許可される操作許可される操作許可される操作許可される操作
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例例例例

ユーザーに対してシステム権限を付与する例ユーザーに対してシステム権限を付与する例ユーザーに対してシステム権限を付与する例ユーザーに対してシステム権限を付与する例 : 次の文は、サンプル・ユーザー hrに CREATE 
SESSIONシステム権限を付与し、hrが Oracle Database にログインできるようにします。

GRANT CREATE SESSION 
   TO hr; 

ロールに対してシステム権限を付与する例ロールに対してシステム権限を付与する例ロールに対してシステム権限を付与する例ロールに対してシステム権限を付与する例 : 次の文は、データ・ウェアハウス管理者ロール
（15-58 ページの「ロールの作成例 :」で作成）に、適切なシステム権限を付与します。

GRANT
     CREATE ANY MATERIALIZED VIEW
   , ALTER ANY MATERIALIZED VIEW
   , DROP ANY MATERIALIZED VIEW
   , QUERY REWRITE
   , GLOBAL QUERY REWRITE
   TO dw_manager
   WITH ADMIN OPTION;

dw_managerの権限ドメインには、マテリアライズド・ビューに関連するシステム権限が含ま
れます。

Admin Option 付きロールを付与する例付きロールを付与する例付きロールを付与する例付きロールを付与する例 : 次の文は、サンプル・ユーザー shに Admin 
Option付きの dw_managerロールを付与します。

GRANT dw_manager 
   TO sh 
   WITH ADMIN OPTION; 

dw_managerロールによって、shは次の操作を実行できます。

� ロールを使用可能にして、CREATE MATERIALIZED VIEWシステム権限を含むそのロール
の権限ドメインに登録されている権限の使用

� 他のユーザーに対するそのロールの付与および取消し

� ロールの削除

ロールに対してオブジェクト権限を付与する例ロールに対してオブジェクト権限を付与する例ロールに対してオブジェクト権限を付与する例ロールに対してオブジェクト権限を付与する例 : 次の文は、データ・ウェアハウス・ユー
ザー・ロール（15-58 ページの「ロールの作成例 :」で作成）に、SELECTオブジェクト権限を
付与します。

GRANT SELECT ON sh.sales TO warehouse_user;

REFERENCES ビューへの外部キー制約の定義。

SELECT SELECT文でのビューの問合せ。

参照参照参照参照 : ビューに対するこのオブジェクト権限の付与の詳細は、18-35 ページの

「object_privilege」を参照してください。

UNDER ビューのサブビューの作成。このビューの直属のスーパービューに With Grant 
Option付きの UNDER ANY VIEW権限を持つ場合のみ、このオブジェクト権限を

付与できます。

UPDATE UPDATE文でのビューのデータの変更。

表表表表 18-2 オブジェクト権限とその権限によって許可される操作（続き）オブジェクト権限とその権限によって許可される操作（続き）オブジェクト権限とその権限によって許可される操作（続き）オブジェクト権限とその権限によって許可される操作（続き）

オブジェクト権限オブジェクト権限オブジェクト権限オブジェクト権限 許可される操作許可される操作許可される操作許可される操作
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ロールに対してロールを付与する例ロールに対してロールを付与する例ロールに対してロールを付与する例ロールに対してロールを付与する例 : 次の文は、dw_managerロールに、warehouse_user
ロールを付与します （いずれのロールも、15-58 ページの「ロールの作成例 :」で作成）。

GRANT warehouse_user TO dw_manager; 

dw_managerロールには、warehouse_userロールのドメインにあるすべての権限が含まれ
ます。

ディレクトリへのオブジェクト権限を付与する例ディレクトリへのオブジェクト権限を付与する例ディレクトリへのオブジェクト権限を付与する例ディレクトリへのオブジェクト権限を付与する例 : 次の文は、ユーザー hrにディレクトリ
bfile_dirに対する READ権限を Grant Option付きで付与します。

GRANT READ ON DIRECTORY bfile_dir TO hr
   WITH GRANT OPTION;

ユーザーに対して表へのオブジェクト権限を付与する例ユーザーに対して表へのオブジェクト権限を付与する例ユーザーに対して表へのオブジェクト権限を付与する例ユーザーに対して表へのオブジェクト権限を付与する例 : 次の文は、ユーザー hrに対して、
oe.bonuses表（18-74 ページの「表へのマージ例 :」で作成）についてのすべての権限を
Grant Option付きで付与します。

GRANT ALL ON bonuses TO hr 
   WITH GRANT OPTION; 

この結果、hrユーザーは次の操作を実行できます。

� bonuses表に対するすべての権限の使用 

� 他のユーザーまたはロールに対する、bonuses表についての権限の付与 

ビューへのオブジェクト権限を付与する例ビューへのオブジェクト権限を付与する例ビューへのオブジェクト権限を付与する例ビューへのオブジェクト権限を付与する例 : 次の文は、ビュー emp_view（17-20 ページの
「ビューの作成例 :」で作成）についての SELECT権限および UPDATE権限をすべてのユーザー
に付与します。

GRANT SELECT, UPDATE 
   ON emp_view TO PUBLIC; 

この結果、すべてのユーザーが、従業員の詳細についてのビューを問合せおよび更新できるよ
うになります。

別のスキーマの順序に対してオブジェクト権限を付与する例別のスキーマの順序に対してオブジェクト権限を付与する例別のスキーマの順序に対してオブジェクト権限を付与する例別のスキーマの順序に対してオブジェクト権限を付与する例 : 次の文は、ユーザー hrに対し
て、スキーマ oe内の customers_seq順序の SELECT権限を付与します。

GRANT SELECT 
   ON oe.customers_seq TO hr; 

ユーザー hrは、次の文を指定して、順序の次の値を作成できるようになります。

SELECT oe.customers_seq.NEXTVAL 
   FROM DUAL; 

別々の列に複数のオブジェクト権限を付与する例別々の列に複数のオブジェクト権限を付与する例別々の列に複数のオブジェクト権限を付与する例別々の列に複数のオブジェクト権限を付与する例 : 次の文は、ユーザー oeに、スキーマ hr
にある employees表の employee_id列に対する REFERENCES権限、および
employee_id、salary、commission_pct列に対する UPDATE権限を付与します。

GRANT REFERENCES (employee_id), 
      UPDATE (employee_id, salary, commission_pct) 
   ON hr.employees
   TO oe; 

この結果、ユーザー oeは、employee_id列、salary列および commission_pct列の値を
更新できるようになります。ユーザー oeは、employee_id列を参照する参照整合性制約を定
義することもできます。ただし、GRANT文にはこれらの列のみが指定されているため、ユー
ザー oeは employees表の他の列を操作できません。
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たとえば、oeは制約付きの表を作成できます。

CREATE TABLE dependent 
   (dependno   NUMBER, 
    dependname VARCHAR2(10), 
    employee   NUMBER 
   CONSTRAINT in_emp REFERENCES hr.employees(employee_id) );

スキーマ hr内の employees表の従業員に対応する dependent表の依存性が、制約 in_emp
によって保証されます。
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INSERT 

用途用途用途用途 
INSERT文を使用すると、表、ビューの実表、パーティション表のパーティション、コンポ
ジット・パーティション表のサブパーティション、オブジェクト表またはオブジェクト・
ビューの実表に、行を追加できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件 
表に行を挿入する場合は、その表が自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ
内にない場合は、その表に対する INSERT権限が必要です。

ビューの実表に行を挿入する場合、ビューが定義されているスキーマの所有者には、その実表
に対する INSERT権限が必要です。また、他のユーザーのスキーマ内のビューに行を挿入する
場合は、そのビューに対する INSERT権限が必要です。

INSERT ANY TABLEシステム権限があれば、任意の表または任意のビューの実表に行を挿入で
きます。

従来型従来型従来型従来型 INSERT およびダイレクト・パス・インサートおよびダイレクト・パス・インサートおよびダイレクト・パス・インサートおよびダイレクト・パス・インサート

表、パーティションまたはビューにデータを挿入するために使用する INSERT文には、従来型
INSERTおよびダイレクト・パス・インサートの 2 種類があります。従来型 INSERT文を発行
すると、表の空き領域を再利用して挿入され、参照整合性制約が維持されます。ダイレクト・
パス・インサートの場合、表の既存データの後に、挿入したデータが追加されます。データは、
バッファ・キャッシュを回避してデータ・ファイルに直接書き込まれます。既存データの空き
領域は再利用されません。これによって挿入操作中のパフォーマンスが向上します。また、こ
れは Oracle のダイレクト・パスのローダー・ユーティリティ、SQL*Loader の機能に似ていま
す。パラレル・モードで作成された表に挿入する場合は、ダイレクト・パス・インサートがデ
フォルトです。

データベースでの REDO データおよび UNDO データの生成方法は、従来型 INSERTとダイレ
クト・パス・インサートのいずれを使用しているかに一部関係しています。

� 従来型 INSERTでは、表とアーカイブ・ログのロギング設定に関係なく、データとメタ
データの両方に対する変更に対して常に 大の REDO および UNDO が生成され、データ
ベースのロギング設定が強制的に使用されます。

� ダイレクト・パス・インサートでは、メタデータの変更に対して REDO と UNDO の両方が
生成されます。これらは操作のリカバリに必要であるためです。  データの変更に大しては
UNDO と REDO が次のように生成されます。

� ダイレクト・パス・インサートでは、データの変更に対する UNDO の生成が常に回避
されます。 

� データベースが ARCHIVELOGまたは FORCE LOGGINGモードでない場合は、表のロギ
ング設定に関係なく、データの変更に対する REDO は生成されません。

�  データベースが ARCHIVELOGモード（ただし FORCE LOGGINGモードではない）の場
合、ダイレクト・パス・インサートでは、LOGGING表のデータの REDO は生成され
ますが、NOLOGGING表のデータの REDO は生成されません。

� データベースが ARCHIVELOGモードかつかつかつかつ FORCE LOGGINGモードの場合、ダイレク
ト・パス SQL では、LOGGING表と NOLOGGING表の両方のデータの REDO が生成さ
れます。

ダイレクト・パス・インサートには、次の制限があります。これらの制限に違反する場合、他
にエラーがないかぎりメッセージが戻されず、従来型 INSERTがシリアルで実行されます。

� DML 文の有無にかかわらず、1 つのトランザクションで複数のダイレクト・パス・イン
サート文を使用できます。ただし、ある DML 文が特定の表、パーティションまたは索引
を変更した後は、トランザクションの他の DML 文は表、パーティションまたは索引にア
クセスできません。
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� 同じ表、パーティションまたは索引にアクセスする問合せは、ダイレクト・パス・イン
サート文の前であれば許可されますが、後は許可されません。

� シリアルまたはパラレル文が、同じトランザクションからダイレクト・パス・インサート
によって変更された表にアクセスしようとする場合、エラーが戻され、文が拒否されます。

� 対象となる表は、クラスタの一部にはできません。

� 対象となる表は、オブジェクト型列を含むことはできません。

� ダイレクト・パス・インサートは、パーティション化されていない場合、マッピング表を
含んでいる場合またはマテリアライズド・ビューによって参照されている場合は、索引構
成表（IOT）をサポートしません。

� 索引構成表（IOT）の 1 つのパーティションまたは 1 つのパーティションのみ含むパーティ
ション化された IOT へのダイレクト・パス・インサートは、IOT がパラレル・モードで作
成されている場合または APPENDヒントを指定した場合でも、シリアルで実行されます。
ただし、パーティション化された IOT へのダイレクト・パス・インサート操作は、拡張
パーティション名が使用されず、IOT に複数のパーティションが含まれているかぎり、パ
ラレル・モードで実行されません。

� 対象となる表には、トリガーまたは参照整合性制約を定義できません。

� 対象となる表は、レプリケートできません。

� ダイレクト・パス・インサート文を含むトランザクションは、分散できません。

構文構文構文構文

insert::=

（18-54 ページの single_table_insert::=、18-55 ページの multi_table_insert::= を参照）

single_table_insert::=

（18-55 ページの insert_into_clause::=、18-55 ページの values_clause::=、18-55 ページの
returning_clause::=、19-5 ページの subquery::=、18-56 ページの error_logging_clause::= を
参照）

参照参照参照参照 :

� ダイレクト・パス・インサートの詳細は、『Oracle Database 管理者ガ
イド』を参照してください。

� SQL*Loader の詳細は、『Oracle Database ユーティリティ』を参照し
てください。

� パラレル・ダイレクト・パス・インサートをチューニングする方法の
詳細は、『Oracle Database パフォーマンス・チューニング・ガイド』
を参照してください。

INSERT
hint single_table_insert

multi_table_insert
;

insert_into_clause
values_clause

returning_clause

subquery

error_logging_clause
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insert_into_clause::=

（18-56 ページの DML_table_expression_clause::= を参照）

values_clause::=

returning_clause::=

multi_table_insert::=

（18-55 ページの insert_into_clause::=、18-55 ページの values_clause::=、
18-55 ページの conditional_insert_clause::=、19-5 ページの subquery::=、
18-56 ページの error_logging_clause::= を参照）

conditional_insert_clause::=

（18-55 ページの insert_into_clause::=、18-55 ページの values_clause::= を参照）

INTO dml_table_expression_clause
t_alias ( column

,

)

VALUES (
expr

DEFAULT

,

)

RETURN

RETURNING
expr

,

INTO data_item

,

ALL insert_into_clause
values_clause error_logging_clause

conditional_insert_clause
subquery

ALL

FIRST
WHEN condition THEN insert_into_clause

values_clause

ELSE insert_into_clause
values_clause
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DML_table_expression_clause::=

（18-70 ページの partition_extension_clause::=、SELECT構文の項にある
19-5 ページの subquery::=、18-56 ページの subquery_restriction_clause::=、
18-56 ページの table_collection_expression::= を参照）

partition_extension_clause::=

subquery_restriction_clause::=

table_collection_expression::=

error_logging_clause::=

schema . table

partition_extension_clause

@ dblink

view

materialized view

@ dblink

( subquery
subquery_restriction_clause

)

table_collection_expression

PARTITION

( partition )

FOR ( partition_key_value

,

)

SUBPARTITION

( subpartition )

FOR ( subpartition_key_value

,

)

WITH

READ ONLY

CHECK OPTION
CONSTRAINT constraint

TABLE ( collection_expression )
( + )

LOG ERRORS
INTO

schema .
table ( simple_expression )

REJECT LIMIT
integer

UNLIMITED
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セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

hint
文の実行計画を選択する場合に、オプティマイザに指示を与えるためのコメントを指定します。

マルチテーブル・インサートの場合、対象となる表に対して PARALLELヒントを指定すると、
表が PARALLELの指定付きで作成または変更されていなくても、マルチテーブル・インサート
文全体がパラレル化されます。PARALLELヒントを指定しない場合、対象となるすべての表が
PARALLELの指定付きで作成または変更されていないかぎり、挿入操作はパラレル化されませ
ん。

single_table_insert 
シングルテーブル・インサートシングルテーブル・インサートシングルテーブル・インサートシングルテーブル・インサートの場合、明示的に値を指定する、または副問合せで値を検索す
ることによって、表、ビューまたはマテリアライズド・ビューの 1 行に値を挿入します。

副問合せで flashback_query_clauseを使用すると、過去のデータを tableに挿入できま
す。この句の詳細は、19-15 ページの「SELECT」の「flashback_query_clause」を参照してく
ださい。

シングルテーブル・インサートの制限事項シングルテーブル・インサートの制限事項シングルテーブル・インサートの制限事項シングルテーブル・インサートの制限事項 : 副問合せで値を検索する場合、副問合せの
SELECT 構文のリストには INSERT文の列リストと同じ数の列が含まれている必要があります。
列リストを指定しない場合は、副問合せで表の各列の値を指定する必要があります。

insert_into_clause 
INSERT INTO句を使用すると、データを挿入する対象となる表またはオブジェクトを指定でき
ます。

DML_table_expression_clause
INTO DML_table_expression_clauseを使用すると、データを挿入するオブジェクトを指
定できます。

schema 表、ビューまたはマテリアライズド・ビューが含まれているスキーマを指定します。
schemaを指定しない場合、オブジェクトは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

table | view | materialized_view | subquery 行を挿入する表またはオブジェクト表の名前、
ビューまたはオブジェクト・ビューの名前、マテリアライズド・ビューの名前、あるいは副問
合せから戻された列の名前を指定します。ビューまたはオブジェクト・ビューを指定した場合、
そのビューの実表に行が挿入されます。

読取り専用マテリアライズド・ビューには行を挿入できません。書込み可能なマテリアライズ
ド・ビューに行を挿入した場合、基礎となるコンテナ表にその行が挿入されます。ただし、そ
の挿入操作は次のリフレッシュ操作によって上書きされます。マテリアライズド・ビュー・グ
ループ内の更新可能なマテリアライズド・ビューに行を挿入した場合、対応する行もマスター
表に挿入されます。

挿入される値がオブジェクト表に対する REFの場合、およびそのオブジェクト表に主キー・オ
ブジェクト識別子がある場合、REFを挿入する列は、オブジェクト表に対する参照整合性制約
または有効範囲制約を持つ REF列である必要があります。

tableまたは viewの実表に、1 列以上のドメイン索引がある場合は、この文が適切な索引タ
イプの挿入ルーチンを実行します。

参照参照参照参照 :

� ヒントの構文および説明については、2-70 ページの「ヒントの使用方
法」を参照してください。

� 「マルチテーブル・インサートの制限事項 :」（18-62 ページ）

参照参照参照参照 : 「表への値の挿入例 :」（18-64 ページ）
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表に対して INSERT文を発行した場合、その表に対して定義されている INSERTトリガーが起
動します。

DML_table_expression_clause の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� tableまたは viewの実表に、IN_PROGRESSまたは FAILEDとマークされたドメイン索引
がある場合は、この文は実行できません。

� 関係する索引パーティションが UNUSABLEとマークされている場合は、パーティションに
挿入できません。

� DML_table_expression_clauseの subqueryの ORDER BY句に関して、順序付けは、
挿入された行または表の各エクステント内のみに保証されています。既存の行に関連する
新しい行の順序付けは保証されていません。

� WITH CHECK OPTIONを指定してビューを作成した場合、ビューを定義する問合せを満たす
行のみビューに挿入されます。

� 単一の実表を使用してビューを作成した場合、行をビューに挿入し、returning_clause
を使用してその行の値を取り出せます。

� ビューを定義する問合せに次のいずれかの構造体が含まれる場合は、INSTEAD OFトリ
ガーを使用する場合を除いて、そのビューに行を挿入できません。

集合演算子
DISTINCT演算子
集計ファンクションまたは分析ファンクション
GROUP BY、ORDER BY、MODEL、CONNECT BYまたは START WITH句
SELECT構文のリストにあるコレクション式
SELECT構文のリストにある副問合せ
WITH READ ONLYが指定された副問合せ
結合（一部の例外を除く。詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してくださ
い。）

� UNUSABLEのマークが付いている索引、索引パーティションまたは索引サブパーティショ
ンを指定する場合、SKIP_UNUSABLE_INDEXESセッション・パラメータが TRUEに設定
されていないかぎり、INSERT文は正常に実行されません。SKIP_UNUSABLE_INDEXES
セッション・パラメータの詳細は、11-41 ページの「ALTER SESSION」を参照してくださ
い。

partition_extension_clause 挿入先の tableまたは viewの実表内にあるパーティションま
たはサブパーティションの名前またはパーティション・キー値を指定します。

挿入する行が特定のパーティションまたはサブパーティションにマップされない場合、エラー
が戻されます。

ターゲットのパーティションおよびサブパーティションの制限事項ターゲットのパーティションおよびサブパーティションの制限事項ターゲットのパーティションおよびサブパーティションの制限事項ターゲットのパーティションおよびサブパーティションの制限事項 : この句は、オブジェクト
表またはオブジェクト・ビューでは無効です。

dblink 表またはビューが格納されているリモート・データベースへのデータベース・リンク
の完全名または部分名を指定します。Oracle Database の分散機能を使用している場合にのみ、
リモート表またはリモート・ビューに行を挿入できます。

dblinkを指定しない場合、その表またはビューはローカル・データベース内にあるとみなさ
れます。

参照参照参照参照 : これらのルーチンの詳細は、『Oracle Database データ・カート
リッジ開発者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 「パーティション表と索引の参照」（2-106 ページ）
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subquery_restriction_clause subquery_restriction_clauseを使用すると、次のいず
れかの方法で副問合せを制限できます。

WITH READ ONLY WITH READ ONLYを指定すると、表またはビューを更新禁止にできま
す。

WITH CHECK OPTION WITH CHECK OPTIONを指定すると、副問合せに含まれない行を生
成する表またはビューの変更を禁止できます。この句を DML 文の副問合せ内で使用する場合、
FROM句内の副問合せには指定できますが、WHERE句内の副問合せには指定できません。

CONSTRAINT constraint CHECK OPTION制約の名前を指定します。この識別子を省略した
場合、その制約に SYS_Cnという形式の名前が自動的に割り当てられます。この場合の n は、
その制約名をデータベース内で一意の名前にする整数です。

table_collection_expression table_collection_expressionを使用すると、問合せお
よび DML 操作で、collection_expression値を表として扱うことができます。
collection_expressionには、副問合せ、列、ファンクションまたはコレクション・コン
ストラクタのいずれかを指定できます。その形式にかかわらず、集合値（ネストした表型また
は VARRAY 型の値）を戻す必要があります。このようなコレクションの要素抽出プロセスをココココ
レクション・ネスト解除レクション・ネスト解除レクション・ネスト解除レクション・ネスト解除といいます。

TABLE式を親表と結合する場合は、オプションのプラス（+）には大きな意味があります。
+ を指定すると、その 2 つの外部結合が作成され、コレクション式が NULL の場合でも、外部
表の行が問合せで戻されるようになります。

t_alias
相関名相関名相関名相関名を指定します。これは、文中で参照する表、ビュー、マテリアライズド・ビューまたは
副問合せの別名です。

表の別名の制限事項表の別名の制限事項表の別名の制限事項表の別名の制限事項 : t_aliasは、マルチテーブル・インサートに指定できません。

column 
表、ビューまたはマテリアライズド・ビューの列を指定します。挿入された行では、このリス
トにある各列に values_clauseまたは副問合せの値が代入されます。

このリストに 1 つ以上の列を指定しない場合、挿入された行の、指定しなかった列の値には、
表の作成時または 終更新時に指定した列のデフォルト値が使用されます。指定しなかった列
のいずれかに NOT NULL制約があり、デフォルト値がない場合、制約違反のエラーが発生して
INSERT文がロールバックされます。列のデフォルト値の詳細は、16-6 ページの「CREATE 
TABLE」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� データベース・リンクの参照方法の詳細は、2-102 ページの「スキー
マ・オブジェクトの構文および SQL 文の構成要素」および 2-104 ペー
ジの「リモート・データベース内のオブジェクトの参照」を参照して
ください。

� 「リモート・データベースへの挿入例 :」（18-65 ページ）

参照参照参照参照 : 「WITH CHECK OPTION 句の使用例 :」（19-39 ページ）

注意注意注意注意 : 以前のリリースの Oracle では、collection_expressionが副
問合せの場合、table_collection_expressionを THE subqueryと
表現していました。現在、このような表現方法は非推奨になっています。

参照参照参照参照 : 「表のコレクション例 :」（19-44 ページ）
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列リストを指定しない場合は、values_clauseまたは問合せに、表の列をすべて指定する必
要があります。

values_clause 
シングルテーブル・インサートシングルテーブル・インサートシングルテーブル・インサートシングルテーブル・インサート操作の場合、表またはビューに挿入する値の行を指定します。
なお、値は、列リスト内の各列について values_clauseに指定する必要があります。列リス
トを指定しない場合、values_clauseまたは副問合せで、表の各列の値を指定する必要があ
ります。

マルチテーブル・インサートマルチテーブル・インサートマルチテーブル・インサートマルチテーブル・インサート操作の場合、values_clauseの各式は、副問合せの SELECT 構
文のリストによって戻される列を参照する必要があります。values_clauseを省略すると、
副問合せの SELECT 構文のリストによって挿入する値が決定されるため、
insert_into_clauseに対応する列リストと同じ列数を含んでいる必要があります。
insert_into_clauseで列リストを指定しない場合、対象となる表のすべての列に対する値
を計算した行を指定する必要があります。

どちらの挿入操作の場合も、insert_into_clauseで列リストを指定すると、リストの各列
に値の句または副問合せからの対応する値が割り当てられます。values_clauseの任意の値
に対して DEFAULTを指定できます。表またはビューの対応する列に対してデフォルト値を指
定すると、その値が挿入されます。対応する列に対してデフォルト値を指定しない場合、
NULL が挿入されます。有効な式の構文の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」および 19-4 ページ
の「SELECT」を参照してください。

挿入値の制限事項挿入値の制限事項挿入値の制限事項挿入値の制限事項 : この値には、次の制限事項があります。

� BFILEロケータを NULL に、またはディレクトリ名およびファイル名に初期化するまで、
BFILE値を挿入できません。

� リスト・パーティション表に挿入する場合、1 つのパーティションの partition_value
リストに存在していないパーティション化キー列に値を挿入できません。

� ビューに挿入する場合は、DEFAULTを指定できません。

� RAW列に文字列リテラルを挿入する場合、後続の問合せ中に RAW列にある索引は使用され
ずに、全表スキャンが行われます。

注意注意注意注意 : パラレル・ダイレクト・パス・インサートは、values_clause
はサポートせず、INSERT文の副問合せ構文のみサポートします。シリア
ル・ダイレクト・パス・インサートおよびパラレル・ダイレクト・パス・
インサートの詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 :

� BFILE値の初期化の詳細および BFILEへの挿入例については、5-21
ページの「BFILENAME」を参照してください。

� BFILEロケータの初期化の詳細は、『Oracle Database SecureFiles およ
びラージ・オブジェクト開発者ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� XMLType 表への値の挿入の詳細は、E-8 ページの「SQL 文での XML
の使用方法」を参照してください。

� 18-65 ページの「置換可能な表および列への挿入例 :」、18-65 ページの
「TO_LOB ファンクションを使用した挿入例 :」、18-65 ページの「順序
値の挿入例 :」および 18-65 ページの「バインド変数を使用した挿入例
:」を参照してください。
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returning_clause
この句を使用すると、DML 文に影響される行を取り出すことができます。この句は、表、マテ
リアライズド・ビュー、および単一の実表を持つビューに指定できます。

returning_clauseを指定した DML 文を単一行に実行すると、影響された行、ROWID、お
よび処理された行への REFを使用している列式が取り出され、ホスト変数または PL/SQL 変数
に格納されます。

returning_clauseを指定した DML 文を複数行に実行すると、式の値、ROWID および処理
された行に関連する REFがバインド配列に格納されます。

expr exprリストの各項目は、適切な構文で表す必要があります。

INTO INTO句を指定すると、変更された行の値を、data_itemリストに指定する変数に格納
できます。

data_item 取り出された expr値を格納するホスト変数または PL/SQL 変数を指定します。

RETURNINGリストの各式については、INTOリストに、対応する型に互換性がある PL/SQL 変
数またはホスト変数を指定する必要があります。

RETURNING 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : RETURNING句には、次の制限事項があります。

� exprに次の制限事項があります。

– UPDATE文および DELETE文の場合、各 exprは、単純式または単一セットの集計
ファンクション式である必要があります。1 つの returning_clause内に単純式と
単一セットの集計ファンクション式を混在させることはできません。INSERT文の場
合、各 exprは単純式である必要があります。INSERT文の RETURNING句では、集計
ファンクションはサポートされていません。

– 単一セットの集計ファンクション式を DISTINCTキーワードに含めることはできませ
ん。

� exprリストに主キー列またはその他の NOT NULL列が含まれている場合、表に BEFORE 
UPDATEトリガーが定義されていると、UPDATE 文は正常に実行されません。

� マルチテーブル・インサートでは returning_clauseを指定できません。

� パラレル DML またはリモート・オブジェクトにはこの句を使用できません。

� LONG型を取り出すことはできません。

� INSTEAD OFトリガーが定義されたビューに対して指定することはできません。

multi_table_insert 
マルチテーブル・インサートマルチテーブル・インサートマルチテーブル・インサートマルチテーブル・インサートでは、副問合せの評価によって戻された行から導出され、計算さ
れた行が 1 つ以上の表に挿入されます。

副問合せの SELECT 構文のリストでは、表の別名は定義されていません。そのため、SELECT
構文のリストに依存する句では、表の別名は参照できません。たとえば、式内のオブジェクト
列を参照しようとしても、表の別名は参照できません。表の別名とともに式を使用する場合は、
列の別名を使用して式を SELECT 構文のリストに挿入してから、マルチテーブル・インサート
の VALUES句または WHEN条件で列の別名を参照する必要があります。

ALL into_clause
ALLの後に複数の insert_into_clausesを指定すると、無条件のマルチテーブル・イン無条件のマルチテーブル・イン無条件のマルチテーブル・イン無条件のマルチテーブル・イン
サートサートサートサートを実行できます。副問合せによって戻される各行に対して、各 insert_into_clause
が 1 回実行されます。

参照参照参照参照 : BULK COLLECT句を使用してコレクション変数に複数の値を戻す
場合は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してくださ
い。
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conditional_insert_clause 
conditional_insert_clauseを指定すると、条件付きのマルチテーブル・インサート条件付きのマルチテーブル・インサート条件付きのマルチテーブル・インサート条件付きのマルチテーブル・インサートを実
行できます。各 insert_into_clauseは、それに対応する WHEN条件で実行されるかどうか
が判断されます。WHEN条件の各式は、副問合せの SELECT 構文のリストによって戻される列
を参照する必要があります。1 つのマルチテーブル・インサートには、 大 127 個の WHEN句を
指定できます。

ALL ALL（デフォルト値）を指定すると、他の WHEN句の評価結果にかかわらず、各 WHEN句
が評価されます。条件が真と評価された各 WHEN句に対して、対応する INTO句リストが実行
されます。

FIRST FIRSTを指定すると、文で指定されている順序で各 WHEN句が評価されます。真と評
価された 初の WHEN句に対して、対応する INTO句が実行され、指定された行に対する後続
の WHEN句はスキップされます。

ELSE 句句句句 指定された行に対して、WHEN句が真と評価されない場合、次のようになります。

� ELSE句を指定する場合、ELSE句に関連付けられた INTO句リストが実行されます。

� ELSE 句を指定しない場合、その行に対して何も実行されません。

マルチテーブル・インサートの制限事項マルチテーブル・インサートの制限事項マルチテーブル・インサートの制限事項マルチテーブル・インサートの制限事項 : マルチテーブル・インサートには、次の制限事項が
あります。

� 表のみにマルチテーブル・インサートが実行でき、ビューまたはマテリアライズド・
ビューには実行できません。

� リモート表には、マルチテーブル・インサートを実行できません。

� マルチテーブル・インサートの実行時、表のコレクション式は指定できません。

� マルチテーブル・インサートでは、すべての insert_into_clauseで組み合せて指定で
きる列が 大 999 です。

� マルチテーブル・インサートは、対象となる表が索引構成されている場合、または対象と
なる表にビットマップ索引が定義されている場合は、パラレル化されません。

� プラン・スタビリティは、マルチテーブル・インサート文にはサポートされません。

� マルチテーブル・インサート文のどの部分にも順序を指定することはできません。マルチ
テーブル・インサートは、単一の SQL 文とみなされます。したがって、NEXTVALを初め
て参照するときに、その次の番号が生成された後、この番号と同じ番号が、この文の後続
のすべての参照で戻されます。

subquery 
表に挿入される行を戻す副問合せを指定します。副問合せによって、INSERT文の対象となる
表を含む任意の表、ビューおよびマテリアライズド・ビューを参照できます。副問合せで選択
された行が 1 行もない場合、表に行は挿入されません。

subqueryを TO_LOBファンクションと組み合せて、LONG列にある値を、同じ表の異なる列
または別の表にある LOB 値に変換できます。ビュー内で LONG値を別の列の LOB 値に移行す
る場合、実表内で移行を実行してからビューに LOB 列を追加する必要があります。

副問合せを使用する挿入の注意事項副問合せを使用する挿入の注意事項副問合せを使用する挿入の注意事項副問合せを使用する挿入の注意事項 : 副問合せを使用した挿入には、次の注意事項がありま
す。

� subqueryが、既存のマテリアライズド・ビューと部分的または完全に同じビューを戻す
場合、subqueryに指定された 1 つ以上の表のかわりにマテリアライズド・ビューがクエ
リー・リライトに使用されることがあります。

参照参照参照参照 : 「マルチテーブル・インサートの例 :」（18-66 ページ）
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� subqueryがリモート・オブジェクトを参照する場合、参照がローカル・データベース上
でオブジェクトにループバックしないかぎり、INSERTはパラレルで実行されます。ただ
し、DML_table_expression_clauseの subqueryがリモート・オブジェクトを参照
する場合は、INSERT操作はシリアルで実行されます。詳細は、16-54 ページの

「parallel_clause」を参照してください。

error_logging_clause 
error_logging_clauseを使用すると、DML エラーと、その影響を受ける行のログ列値を
取得して、エラー・ロギング表に保存できます。

INTO table エラー・ロギング表の名前を指定します。この句を省略すると、DBMS_ERRLOG
パッケージで生成されたデフォルトの名前が割り当てられます。エラー・ログ表のデフォルト
の名前は、DML 操作の対象となっている表の名前の 初の 25 文字を、ERR$_の後に加えたも
のです。

simple_expression 文のタグとして使用する値を指定します。エラー・ロギング表内のエ
ラーは、この文で識別することになります。この式には、テキスト・リテラル、数値リテラル、
一般の SQL 式（バインド変数など）のいずれかを指定できます。テキスト・リテラルに変換す
る場合は、たとえば TO_CHAR(SYSDATE)のようなファンクション式も使用できます。

REJECT LIMIT この句を使用すると、記録するエラーの数の上限値を整数で指定できます。
エラーの数がこの値を超えると、文が終了し、その文によって変更された内容がロールバック
されます。この拒否の制限のデフォルトは 0（ゼロ）です。パラレル DML 操作の場合、拒否の
制限はパラレル・サーバーごとに適用されます。

DML エラー・ロギングの制限事項エラー・ロギングの制限事項エラー・ロギングの制限事項エラー・ロギングの制限事項 :
� 次の状態では、文の実行が失敗しロールバックは実行されますが、エラー・ロギング機能

は起動されません。

– 遅延制約の違反

– 一意制約違反または一意索引違反を発生する、ダイレクト・パスの INSERTまたは
MERGE操作

– 一意制約違反または一意索引違反を発生する、更新操作の UPDATEまたは MERGE

� エラー・ロギング表では、LONG、LOB またはオブジェクト型の列のエラーは追跡できませ
ん。ただし、DML 操作を行う表に、これらの型の列を含めることができます。

– 対応するエラー・ロギング表を、未サポートの型の列を含めるために作成または修正
する場合、その列の名前が、ターゲットの DML 表の未サポートの列に対応している
と、DML 文が解析時にエラーになります。

– エラー・ロギング表に未サポートの列型が含まれない場合、エラー数が拒否の制限に
達するまで、すべての DML エラーが記録されます。エラーが発生した行では、列の
値とエラー・ロギング表の対応する列が、制御情報とともにログに記録されます。

参照参照参照参照 : マテリアライズド・ビューおよびクエリー・リライトの詳細は、マテリアライズド・ビューおよびクエリー・リライトの詳細は、マテリアライズド・ビューおよびクエリー・リライトの詳細は、マテリアライズド・ビューおよびクエリー・リライトの詳細は、
『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� 「副問合せを持つ値の挿入例 :」（18-64 ページ）

� BFILEへの挿入例については、5-21 ページの「BFILENAME」を参照
してください。

� BFILEの初期化の詳細は、『Oracle Database SecureFiles およびラー
ジ・オブジェクト開発者ガイド』を参照してください。

� 有効な式の構文の詳細は、6-2 ページの「SQL 式」および 19-4 ページ
の「SELECT」を参照してください。
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例例例例

表への値の挿入例表への値の挿入例表への値の挿入例表への値の挿入例 : 次の文は、サンプル表 departmentsに行を挿入します。

INSERT INTO departments
   VALUES (280, 'Recreation', 121, 1700);

manager_id列のデフォルト値が 121 として departments表が作成された場合、次の文を発
行できます。

INSERT INTO departments
   VALUES (280, 'Recreation', DEFAULT, 1700);

次の文は、employees表に 6 つの列で構成される行を挿入します。NULLまたは科学表記の数
値を設定されている列がそれぞれ 1 つ含まれています。

INSERT INTO employees (employee_id, last_name, email, 
      hire_date, job_id, salary, commission_pct) 
   VALUES (207, 'Gregory', 'pgregory@example.com', 
      sysdate, 'PU_CLERK', 1.2E3, NULL);

次の文は、前述の例と同じ結果を表しますが、DML_table_expression_clauseにある副問
合せを使用します。

INSERT INTO 
   (SELECT employee_id, last_name, email, hire_date, job_id, 
      salary, commission_pct FROM employees) 
   VALUES (207, 'Gregory', 'pgregory@example.com', 
      sysdate, 'PU_CLERK', 1.2E3, NULL);

副問合せを持つ値の挿入例副問合せを持つ値の挿入例副問合せを持つ値の挿入例副問合せを持つ値の挿入例 : 次の文は、歩合給が給与の 25% を超える従業員を bonuses表
（18-74 ページの「表へのマージ例 :」で作成）にコピーします。

INSERT INTO bonuses
   SELECT employee_id, salary*1.1 
   FROM employees
   WHERE commission_pct > 0.25; 

エラー・ロギングによる表への挿入例エラー・ロギングによる表への挿入例エラー・ロギングによる表への挿入例エラー・ロギングによる表への挿入例 : 次の文は、サンプル・スキーマ hr内に raises表を
作成し、DBMS_ERRLOGパッケージを使用してエラー・ロギング表を作成して、employees表
のデータを raises表に移入します。raisesのチェック制約に違反する挿入操作があると、
その行を errlogで参照できます。発生したエラーが 10 を超えると、その文は異常終了し、挿
入された内容はロールバックされます。

CREATE TABLE raises (emp_id NUMBER, sal NUMBER 
   CONSTRAINT check_sal CHECK(sal > 8000));

EXECUTE DBMS_ERRLOG.CREATE_ERROR_LOG('raises', 'errlog');

INSERT INTO raises
   SELECT employee_id, salary*1.1 FROM employees
   WHERE commission_pct > .2
   LOG ERRORS INTO errlog ('my_bad') REJECT LIMIT 10;

参照参照参照参照 :

� DBMS_ERRLOGパッケージの create_error_logプロシージャの使
用方法は、『Oracle Database PL/SQL パッケージ・プロシージャおよ
びタイプ・リファレンス』を参照してください。DML エラー・ロギ
ングに関する一般情報は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照し
てください。

� 「エラー・ロギングによる表への挿入例 :」（18-64 ページ）
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SELECT ORA_ERR_MESG$, ORA_ERR_TAG$, emp_id, sal FROM errlog;

ORA_ERR_MESG$               ORA_ERR_TAG$         EMP_ID SAL
--------------------------- -------------------- ------ -------
ORA-02290: check constraint my_bad               161    7700
 (HR.SYS_C004266) violated

リモート・データベースへの挿入例リモート・データベースへの挿入例リモート・データベースへの挿入例リモート・データベースへの挿入例 : 次の文は、データベース・リンク remoteがアクセス
できるデータベース上の、ユーザー hrが所有する employees表に行を挿入します。

INSERT INTO employees@remote
   VALUES (8002, 'Juan', 'Fernandez', 'juanf@hr.example.com', NULL, 
   TO_DATE('04-OCT-1992', 'DD-MON-YYYY'), 'SH_CLERK', 3000, 
   NULL, 121, 20); 

順序値の挿入例順序値の挿入例順序値の挿入例順序値の挿入例 : 次の文は、departments_seq順序の次の値を持つ行を、departments表
に挿入します。

INSERT INTO departments 
   VALUES  (departments_seq.nextval, 'Entertainment', 162, 1400); 

バインド変数を使用した挿入例バインド変数を使用した挿入例バインド変数を使用した挿入例バインド変数を使用した挿入例 : 次の文は、出力バインド変数 bnd1および bnd2に挿入され
た行の値を戻します。バインド変数は 初に宣言しておく必要があります。

INSERT INTO employees 
      (employee_id, last_name, email, hire_date, job_id, salary)
   VALUES 
   (employees_seq.nextval, 'Doe', 'john.doe@example.com', 
       SYSDATE, 'SH_CLERK', 2400) 
   RETURNING salary*12, job_id INTO :bnd1, :bnd2;

置換可能な表および列への挿入例置換可能な表および列への挿入例置換可能な表および列への挿入例置換可能な表および列への挿入例 : 次の例は、persons表（16-61 ページの「置換可能な表お
よび列のサンプル :」で作成）に挿入します。 初の文は、ルート型 person_tを使用します。
2 番目の挿入は、person_tのサブタイプ employee_tを使用し、3 番目の挿入は
employee_tのサブタイプ part_time_emp_tを使用します。

INSERT INTO persons VALUES (person_t('Bob', 1234));
INSERT INTO persons VALUES (employee_t('Joe', 32456, 12, 100000));
INSERT INTO persons VALUES (
   part_time_emp_t('Tim', 5678, 13, 1000, 20));

次の例は、books表（16-61 ページの「置換可能な表および列のサンプル :」で作成）に挿入し
ます。属性値の指定が、置換可能な表の例と同一であることに注意してください。

INSERT INTO books VALUES (
   'An Autobiography', person_t('Bob', 1234));
INSERT INTO books VALUES (
   'Business Rules', employee_t('Joe', 3456, 12, 10000));
INSERT INTO books VALUES (
   'Mixing School and Work', 
   part_time_emp_t('Tim', 5678, 13, 1000, 20));

組込みファンクションおよび条件を使用して、置換可能な表および列からデータを抽出するこ
とができます。その例は、5-215 ページの「TREAT」、5-191 ページの「SYS_TYPEID」および
7-23 ページの「IS OF type 条件」を参照してください。

TO_LOB ファンクションを使用した挿入例ファンクションを使用した挿入例ファンクションを使用した挿入例ファンクションを使用した挿入例 : 次の例は、LONGデータを次の long_tab表に
ある LOB 列にコピーします。

CREATE TABLE long_tab (pic_id NUMBER, long_pics LONG RAW);
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まず、LOB を持つ表を作成します。

CREATE TABLE lob_tab (pic_id NUMBER, lob_pics BLOB);

次に、INSERT ... SELECTを使用して、LONG列のすべての行にあるデータを、新しく作成した
LOB 列にコピーします。

INSERT INTO lob_tab 
   SELECT pic_id, TO_LOB(long_pics) FROM long_tab;

移行が問題なく終了したことを確認したら、long_pics表を削除できます。別の方法として、
表が他の列を含む場合、次のように入力して表から LONG列を削除できます。

ALTER TABLE long_tab DROP COLUMN long_pics;

マルチテーブル・インサートの例マルチテーブル・インサートの例マルチテーブル・インサートの例マルチテーブル・インサートの例 : 次の例はマルチテーブル・インサートの構文を使用して、
サンプル表 sh.salesに、異なる構造の入力表からデータを挿入します。

入力表は次のように構成されています。

SELECT * FROM sales_input_table;

PRODUCT_ID CUSTOMER_ID WEEKLY_ST  SALES_SUN  SALES_MON  SALES_TUE  SALES_WED SALES_THU  SALES_FRI  SALES_SAT
---------- ----------- --------- ---------- ---------- ---------- -------------------- ---------- ----------
       111         222 01-OCT-00        100        200        300        400       500        600        700
       222         333 08-OCT-00        200        300        400        500       600        700        800
       333         444 15-OCT-00        300        400        500        600       700        800        900

マルチテーブル・インサートの文を次に示します。

INSERT ALL
      INTO sales (prod_id, cust_id, time_id, amount)
      VALUES (product_id, customer_id, weekly_start_date, sales_sun)
      INTO sales (prod_id, cust_id, time_id, amount)
      VALUES (product_id, customer_id, weekly_start_date+1, sales_mon)
      INTO sales (prod_id, cust_id, time_id, amount)
      VALUES (product_id, customer_id, weekly_start_date+2, sales_tue)
      INTO sales (prod_id, cust_id, time_id, amount)
      VALUES (product_id, customer_id, weekly_start_date+3, sales_wed)
      INTO sales (prod_id, cust_id, time_id, amount)
      VALUES (product_id, customer_id, weekly_start_date+4, sales_thu)
      INTO sales (prod_id, cust_id, time_id, amount)
      VALUES (product_id, customer_id, weekly_start_date+5, sales_fri)
      INTO sales (prod_id, cust_id, time_id, amount)
      VALUES (product_id, customer_id, weekly_start_date+6, sales_sat)
   SELECT product_id, customer_id, weekly_start_date, sales_sun,
      sales_mon, sales_tue, sales_wed, sales_thu, sales_fri, sales_sat
      FROM sales_input_table;

sales表には次の行のみが存在するものとします。内容は次のとおりです。

SELECT * FROM sales
   ORDER BY prod_id, cust_id, time_id;

   PROD_ID    CUST_ID TIME_ID   C   PROMO_ID QUANTITY_SOLD     AMOUNT       COST
---------- ---------- --------- - ---------- ------------- ---------- ----------
       111        222 01-OCT-00                                   100
       111        222 02-OCT-00                                   200
       111        222 03-OCT-00                                   300

注意注意注意注意 : 例を簡潔に示すために表の列が無視されているため、sales表の
NOT NULL制約は使用禁止になっています。
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INSERT
       111        222 04-OCT-00                                   400
       111        222 05-OCT-00                                   500
       111        222 06-OCT-00                                   600
       111        222 07-OCT-00                                   700
       222        333 08-OCT-00                                   200
       222        333 09-OCT-00                                   300
       222        333 10-OCT-00                                   400
       222        333 11-OCT-00                                   500
       222        333 12-OCT-00                                   600
       222        333 13-OCT-00                                   700
       222        333 14-OCT-00                                   800
       333        444 15-OCT-00                                   300
       333        444 16-OCT-00                                   400
       333        444 17-OCT-00                                   500
       333        444 18-OCT-00                                   600
       333        444 19-OCT-00                                   700
       333        444 20-OCT-00                                   800
       333        444 21-OCT-00                                   900

次の例は、複数の表に挿入します。販売員に様々なサイズの注文に関する情報を提供するとし
ます。小口、中口、大口および特別注文についての表を作成し、これらの表にサンプル表
oe.ordersのデータを移入します。

CREATE TABLE small_orders 
   (order_id       NUMBER(12)   NOT NULL,
    customer_id    NUMBER(6)    NOT NULL,
    order_total    NUMBER(8,2),
    sales_rep_id   NUMBER(6)
   );

CREATE TABLE medium_orders AS SELECT * FROM small_orders;

CREATE TABLE large_orders AS SELECT * FROM small_orders;

CREATE TABLE special_orders 
   (order_id       NUMBER(12)    NOT NULL,
    customer_id    NUMBER(6)     NOT NULL,
    order_total    NUMBER(8,2),
    sales_rep_id   NUMBER(6),
    credit_limit   NUMBER(9,2),
    cust_email     VARCHAR2(30)
   );

初のマルチテーブル・インサートでは、小口、中口および大口注文の表に対してのみ移入を
行います。

INSERT ALL
   WHEN order_total < 1000000 THEN
      INTO small_orders
   WHEN order_total > 1000000 AND order_total < 2000000 THEN
      INTO medium_orders
   WHEN order_total > 2000000 THEN
      INTO large_orders
   SELECT order_id, order_total, sales_rep_id, customer_id
      FROM orders;

large_orders表への挿入のかわりに、ELSE句を使用しても、同じ結果が得られます。

INSERT ALL
   WHEN order_total < 100000 THEN
      INTO small_orders
   WHEN order_total > 100000 AND order_total < 200000 THEN
      INTO medium_orders
   ELSE
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INSERT
      INTO large_orders
   SELECT order_id, order_total, sales_rep_id, customer_id
      FROM orders;

次の例は、前述の例と同様、小口、中口および大口注文の表に挿入し、件数が 2,900,000 を超え
る注文を special_orders表に挿入します。この表は、文を単純にするために列の別名を使
用する方法も示しています。

INSERT ALL
   WHEN ottl < 100000 THEN
      INTO small_orders
         VALUES(oid, ottl, sid, cid)
   WHEN ottl > 100000 and ottl < 200000 THEN
      INTO medium_orders 
         VALUES(oid, ottl, sid, cid)
   WHEN ottl > 200000 THEN
      into large_orders
         VALUES(oid, ottl, sid, cid)
   WHEN ottl > 290000 THEN
      INTO special_orders
   SELECT o.order_id oid, o.customer_id cid, o.order_total ottl,
      o.sales_rep_id sid, c.credit_limit cl, c.cust_email cem
      FROM orders o, customers c
      WHERE o.customer_id = c.customer_id;

後の例は、FIRST句を使用して、件数が 2,900,000 を超える注文を special_orders表に挿
入し、これらの注文を large_orders表から削除します。

INSERT FIRST
   WHEN ottl < 100000 THEN
      INTO small_orders
         VALUES(oid, ottl, sid, cid)
   WHEN ottl > 100000 and ottl < 200000 THEN
      INTO medium_orders
         VALUES(oid, ottl, sid, cid)
   WHEN ottl > 290000 THEN
      INTO special_orders
   WHEN ottl > 200000 THEN
      INTO large_orders
         VALUES(oid, ottl, sid, cid)
   SELECT o.order_id oid, o.customer_id cid, o.order_total ottl,
      o.sales_rep_id sid, c.credit_limit cl, c.cust_email cem
      FROM orders o, customers c
      WHERE o.customer_id = c.customer_id;
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LOCK TABLE
LOCK TABLE 

用途用途用途用途

LOCK TABLE文を使用すると、1 つ以上の表、表パーティションまたは表サブパーティションを
特定のモードでロックできます。操作中の表またはビューに対する他のユーザーによるアクセ
スを許可または制限するため、自動ロックを手動で無効にします。

ロックによっては、同じ表に同時に設定できる場合、または表ごとに 1 つのみ設定できる場合
があります。

ロックされた表は、トランザクションをコミットするか、全体をロールバックするか、または
表をロックする前のセーブポイントにロールバックするまでロックされています。

ロックした場合でも他のユーザーが表を問い合せることができます。問合せによって表がロッ
クされることはありません。読取りプログラムは書込みプログラムをブロックすることはなく、
書込みプログラムが読取りプログラムをブロックすることもありません。

前提条件前提条件前提条件前提条件

表またはビューが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、
LOCK ANY TABLEシステム権限、または表やビューに対するオブジェクト権限が必要です。

構文構文構文構文

lock_table::=

参照参照参照参照 :

� ロック・モードの相互作用については、『Oracle Database 概要』を参
照してください。

� 「COMMIT」（13-44 ページ）

� 「ROLLBACK」（18-92 ページ）

� 「SAVEPOINT」（19-2 ページ）

LOCK TABLE
schema . table

view

partition_extension_clause

@ dblink

,

IN lockmode MODE

NOWAIT

WAIT integer
;
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LOCK TABLE
partition_extension_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

schema
表またはビューが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、表または
ビューは自分のスキーマにあるとみなされます。

table / view 
ロックする表の名前を指定します。

viewを指定した場合、ビューの実表がロックされます。

partition_extension_clauseを指定した場合、Oracle Database では 初にその表が暗黙
的にロックされます。表ロックは、partition または subpartition に指定したロックと同じです。
ただし、次の 2 つの例外があります。

� SHAREロックをサブパーティションに指定した場合、表が暗黙的に ROW SHAREロックされ
ます。

� EXCLUSIVEロックをサブパーティションに指定した場合、表が暗黙的に ROW EXCLUSIVE
ロックされます。

PARTITIONを指定し、tableがコンポジット・パーティション化されている場合、パーティ
ションのすべてのサブパーティションがロックされます。

表のロックの制限事項表のロックの制限事項表のロックの制限事項表のロックの制限事項 : viewが階層の一部である場合、階層のルートである必要がありま
す。

dblink 
表またはビューが格納されている、Oracle Database のリモート・データベースに対するデータ
ベース・リンクを指定します。Oracle 分散機能を使用している場合のみ、リモート・データ
ベースで表およびビューをロックできます。LOCK TABLE文を使用してロックする表は、すべ
て同じデータベース上にある必要があります。

dblinkを指定しない場合、その表またはビューはローカル・データベース内にあるとみなさ
れます。

lockmode 句句句句

次のいずれかのモードを指定します。

ROW SHARE ROW SHAREを指定すると、ロックされた表への同時アクセスは可能になります
が、排他アクセスのために表全体をロックできなくなります。ROW SHAREは、SHARE UPDATE
と同じ意味で、以前のリリースの Oracle Database との互換性を保つために用意されています。

参照参照参照参照 : データベース・リンクの指定方法の詳細は、2-104 ページの「リ
モート・データベース内のオブジェクトの参照」を参照してください。

PARTITION

( partition )

FOR ( partition_key_value

,

)

SUBPARTITION

( subpartition )

FOR ( subpartition_key_value

,

)
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LOCK TABLE
ROW EXCLUSIVE ROW EXCLUSIVEは、ROW SHAREと同じですが、SHAREモードでロックは
できません。ROW EXCLUSIVEロックは、更新、挿入、削除の実行時に自動的に適用されます。

SHARE UPDATE 18-70 ページの「ROW SHARE」を参照してください。

SHARE SHAREを指定すると、同時問合せは実行可能ですが、ロックされた表は更新できな
くなります。

SHARE ROW EXCLUSIVE SHARE ROW EXCLUSIVEは、表全体を見る場合に使用します。こ
れを使用すると他のユーザーがその表内の行を見ることはできますが、SHAREモードで表の
ロックまたは行の更新を行うことはできません。

EXCLUSIVE EXCLUSIVEを指定すると、ロックされた表上での問合せは実行可能ですが、他
のアクティビティは実行できなくなります。

NOWAIT
NOWAITを指定すると、指定した表、パーティションまたは表のサブパーティションが他の
ユーザーによってすでにロックされている場合に、制御をすぐに戻すことができます。この場
合、表、パーティションまたはサブパーティションが他のユーザーによってロックされている
ことを示すエラー・メッセージが戻ります。

WAIT
WAIT句を使用すると、LOCK TABLE文では、DML ロックを取得するまでに指定した時間（秒
数）待機するように指定できます。integerの値に制限はありません。

NOWAITも WAITも指定しない場合には、表が利用可能になり、ロックされ、制御が戻される
まで、データベースは無限に待機します。データベースで DML 文と同時に DDL 文が実行され
ている場合、タイムアウトまたはデッドロックが発生することがあります。このようなタイム
アウトまたはデッドロックが検出されると、エラーが戻されます。

例例例例

表のロック例表のロック例表のロック例表のロック例 : 次の文は、employees表を排他モードでロックします。他のユーザーがすで
に表をロックしている場合でも、待ち状態にはなりません。

LOCK TABLE employees
   IN EXCLUSIVE MODE 
   NOWAIT; 

次の文は、データベース・リンク remoteを介してアクセスできるリモート表 employeesを
ロックします。

LOCK TABLE employees@remote 
   IN SHARE MODE;

参照参照参照参照 : 表のロックの詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照し
てください。
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MERGE
MERGE 

用途用途用途用途

MERGE文を使用すると、1 つ以上のソースから行を選択し、表またはビューに対して更新およ
び挿入できます。対象となる表またはビューに対して更新と挿入のどちらを実行するかを決定
する条件を指定できます。

この文は、複数の操作を組み合せるときに便利です。DML 文 INSERT、UPDATEおよび
DELETEを複数指定する必要がなくなります。

MERGEは、決定的な文です。対象となる表の同じ行を、同一の MERGE文で何度も更新するこ
とはできません。

前提条件前提条件前提条件前提条件

対象となる表に対する INSERTオブジェクト権限と UPDATEオブジェクト権限、およびソース
表に対する SELECTオブジェクト権限が必要です。merge_update_clauseの DELETE句を
指定するには、対象となる表に対する DELETEオブジェクト権限も必要です。

構文構文構文構文

merge::=

（18-72 ページの merge_update_clause::=、18-73 ページの merge_insert_clause::=、
18-73 ページの error_logging_clause::= を参照）

merge_update_clause::=

注意注意注意注意 : MERGE文では、ファイングレイン・アクセス・コントロールが実
行されません。操作対象の 1 つまたは複数の表でファイングレイン・アク
セス・コントロール機能を使用する場合は、MERGE文ではなく、それと等
価な INSERTおよび UPDATE文を使用して、エラー・メッセージを避け、
適正なアクセス制御を行ってください。

MERGE
hint

INTO
schema . table

view

t_alias

USING

schema . table

view

subquery

t_alias
ON ( condition )

merge_update_clause merge_insert_clause error_logging_clause
;

WHEN MATCHED THEN UPDATE SET column =
expr

DEFAULT

,

where_clause DELETE where_clause
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MERGE
merge_insert_clause::=

where_clause::=

error_logging_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

INTO 句句句句

INTO句を使用すると、更新または挿入の対象となる表またはビューを指定できます。データを
ビューにマージする場合、そのビューは更新可能であることが必要です。詳細は、17-18 ページ
の「更新可能なビューの注意事項 :」を参照してください。

USING 句句句句

USING句を使用すると、更新または挿入の対象となるデータのソースを指定できます。ソース
には、表、ビューまたは副問合せの結果を指定できます。

ON 句句句句

ON句を使用すると、MERGEの更新操作または挿入操作の条件を指定できます。対象となる表
の中で検索条件が真となる各行は、ソース表の対応するデータに基づいて行が更新されます。
どの行も条件が真とならない場合、ソース表の対応する行に基づいて対象となる表に行が挿入
されます。

ON 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : MERGE文では、ファイングレイン・アクセス・コントロールが実行されま
せん。操作対象の 1 つまたは複数の表でファイングレイン・アクセス・コントロール機能を使
用する場合は、MERGE文ではなく、それと等価な INSERTおよび UPDATE文を使用して、エ
ラー・メッセージを避け、適正なアクセス制御を行ってください。

merge_update_clause 
merge_update_clauseを指定すると、対象となる表の新しい列値を指定できます。ON句の
条件が真となる場合、更新が実行されます。更新が実行されると、対象となる表に定義されて
いるすべての更新トリガーがアクティブになります。

WHEN NOT MATCHED THEN INSERT
( column

,

)

VALUES (
expr

,

DEFAULT
)

where_clause

WHERE condition

LOG ERRORS
INTO

schema .
table ( simple_expression )

REJECT LIMIT
integer

UNLIMITED
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MERGE
where_clauseを指定すると、指定した条件が真の場合のみに更新操作が実行されるようにで
きます。条件には、データ・ソースまたは対象となる表を参照できます。条件が真ではない場
合、行を表に挿入する際に更新操作がスキップされます。

DELETE where_clauseを指定すると、表の移入中または更新中にその表内のデータをクリー
ンアップできます。この句によって処理される行は、マージ操作によって更新される対象の表
内の行のみです。DELETE WHERE条件は、更新後の値を評価し、UPDATE SET ... WHERE条件に
よって評価された元の値は評価しません。更新先の表の行が DELETE条件を満たし、ON句に
よって定義された結合に含まれていない場合、その行は削除されます。更新先の表に定義され
ている削除トリガーが起動し、各行が削除されます。

この句は、単独で、または merge_insert_clauseとともに指定できます。
merge_insert_clauseとともに指定する場合は、どちらを先に指定してもかまいません。

merge_update_clause の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� 参照する列は、ON condition句で更新できません。

� ビューを更新する場合は、DEFAULTを指定できません。

merge_insert_clause 
merge_insert_clauseを指定すると、ON句の条件が偽となる場合に対象となる表の列に挿
入する値を指定できます。挿入が実行されると、対象となる表に定義されているすべての挿入
トリガーがアクティブになります。INSERTキーワードの後に列リストを指定しない場合、対
象となる表内の列数は、VALUES句内の値の数と一致している必要があります。

すべてのソース行を表に挿入するには、ON句の条件に定数フィルタ条件定数フィルタ条件定数フィルタ条件定数フィルタ条件を使用します。定数
フィルタ条件の一例は ON（0=1）です。Oracle Database はこのような条件を認識すると、す
べてのソース行を無条件に表に挿入します。この方法は、merge_update_clauseを省略する
こととは異なります。merge_update_clause を省略しても、結合は実行されます。定数フィル
タ条件を設定すると、結合は実行されません。

where_clauseを指定すると、指定した条件が真の場合のみに更新操作が実行されるようにで
きます。条件には、データ・ソース表のみを参照できます。条件が真ではないすべての行に対
する挿入操作はスキップされます。

この句は、単独で、または merge_update_clauseとともに指定できます。merge_insert_
clause とともに指定する場合は、どちらを先に指定してもかまいません。

ビューへのマージの制限事項ビューへのマージの制限事項ビューへのマージの制限事項ビューへのマージの制限事項 : ビューを更新する場合は、DEFAULTを指定できません。

error_logging_clause 
error_logging_clause の MERGE文での動作は、INSERT文の場合と同じです。詳細は、18-74 ペー
ジの INSERT文の「error_logging_clause」を参照してください。

例例例例

表へのマージ例表へのマージ例表へのマージ例表へのマージ例 : 次の例は、oeサンプル・スキーマ内の bonuses表（ボーナスのデフォル
トは 100）を使用します。次に、oe.orders表の sales_rep_id列に基づいて販売実績が
あったすべての従業員を、bonuses表に挿入します。 終的に、人事部門マネージャが、給与
が 8000 ドル以下の従業員にボーナスを支給することを決定します。販売実績がなかった従業員
には、給与の 1% がボーナスとして支給されます。販売実績があった従業員には、給与の 1%
がボーナスに加算されて支給されます。MERGE文は、これらの変更を 1 行で実装します。

CREATE TABLE bonuses (employee_id NUMBER, bonus NUMBER DEFAULT 100);

INSERT INTO bonuses(employee_id)
   (SELECT e.employee_id FROM employees e, orders o
   WHERE e.employee_id = o.sales_rep_id
   GROUP BY e.employee_id); 

参照参照参照参照 : 「エラー・ロギングによる表への挿入例 :」（18-64 ページ）
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MERGE
SELECT * FROM bonuses ORDER BY employee_id;

EMPLOYEE_ID      BONUS
----------- ----------
        153        100
        154        100
        155        100
        156        100
        158        100
        159        100
        160        100
        161        100
        163        100

MERGE INTO bonuses D
   USING (SELECT employee_id, salary, department_id FROM employees
   WHERE department_id = 80) S
   ON (D.employee_id = S.employee_id)
   WHEN MATCHED THEN UPDATE SET D.bonus = D.bonus + S.salary*.01
     DELETE WHERE (S.salary > 8000)
   WHEN NOT MATCHED THEN INSERT (D.employee_id, D.bonus)
     VALUES (S.employee_id, S.salary*.01)
     WHERE (S.salary <= 8000);

SELECT * FROM bonuses ORDER BY employee_id;

EMPLOYEE_ID      BONUS
----------- ----------
        153        180
        154        175
        155        170
        159        180
        160        175
        161        170
        179        620
        173        610
        165        680
        166        640
        164        720
        172        730
        167        620
        171        740
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NOAUDIT

用途用途用途用途

NOAUDIT文を使用すると、AUDIT文によって有効になった監査操作を停止できます。

NOAUDIT文は先に発行した AUDIT文と同じ構文である必要があります。また、NOAUDIT 文
は、その特定の AUDIT 文のみを無効にします。たとえば、1 番目の AUDIT文 A は特定のユー
ザーに対する監査を有効にするものとします。2 番目の文 B が、すべてのユーザーに対して監
査を有効にします。すべてのユーザーに対して監査を無効にする NOAUDIT文 C は、文 B を無
効にします。ただし、文 A は無効にされず、文 A が指定したユーザーの監査は継続されます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

SQL 文の監査を停止するには、AUDIT SYSTEMシステム権限が必要です。

スキーマ・オブジェクトの監査を停止するには、監査を停止するオブジェクトが自分のスキー
マ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、AUDIT ANYシステム権限が必要
です。監査の対象として選択するオブジェクトがディレクトリの場合、自分が作成したディレ
クトリであっても、AUDIT ANYシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

noaudit::=

（18-76 ページの audit_operation_clause::=、18-77 ページの audit_schema_object_clause::= を
参照）

audit_operation_clause::=

auditing_by_clause::=

参照参照参照参照 : 監査の詳細は、13-25 ページの「AUDIT」を参照してください。

NOAUDIT

sql_statement_clause

schema_object_clause

NETWORK

WHENEVER
NOT

SUCCESSFUL
;

sql_statement_shortcut

ALL

,

system_privilege

ALL PRIVILEGES

,
auditing_by_clause

BY

proxy

,

user

,
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audit_schema_object_clause::=

auditing_on_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

audit_operation_clause 
audit_operation_clauseを使用すると、特定の SQL 文の監査を停止できます。

statement_option sql_statement_shortcutでは、監査を停止する SQL 文のショート
カットを指定します。SQL 文のショートカットおよびショートカットによって監査される SQL
文の詳細は、13-30 ページの表 13-1 および 13-32 ページの表 13-2 を参照してください。

ALL ALLを指定すると、現在監査されているすべての文オプションの監査を停止できます。

system_privilege 監査を停止するシステム権限を指定します。システム権限および各システ
ム権限によって許可される文については、18-37 ページの表 18-1 を参照してください。

ALL PRIVILEGES ALL PRIVILEGESを指定すると、現在監査されているすべてのシステム権
限の監査を停止できます。

auditing_by_clause auditing_by_clauseを使用すると、特定のユーザーが発行する SQL
文の監査のみを停止できます。この句を指定しない場合、すべてのユーザー文の監査が停止さ
れます。

� 指定したユーザーのそれ以降のセッションで発行される SQL 文の監査のみを取り消す場合
に、BY userを指定します。この句を指定しない場合、すべてのユーザー文の監査が停止
されます。ただし、「WHENEVER SUCCESSFUL」で説明する状況は除きます。

� 特定のユーザーまたは任意のユーザーのかわりに指定されたプロキシによって発行された
SQL 文の監査のみを停止する場合に、BY proxyを指定します。

audit_schema_object_clause 
audit_schema_object_clauseを使用すると、特定のデータベース・オブジェクトの監査
を停止できます。

sql_operation sql_operationの場合、ON句で指定したオブジェクトへの監査を停止する
操作の種類を指定します。これらのオプションのリストは、13-33 ページの表 13-3 を参照して
ください。

sql_operation

,

ALL
auditing_on_clause

ON

schema .
object

DIRECTORY directory_name

MINING MODEL
schema .

model

DEFAULT
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ALL ALLをショートカットに指定することは、オブジェクト・タイプに適用できる SQL 操作
をすべて指定することと同じです。

auditing_on_clause auditing_on_clauseを使用すると、監査を停止する特定のスキー
マ・オブジェクトを指定できます。

� オブジェクトには、表、ビュー、順序、ストアド・プロシージャ、ファンクション、パッ
ケージ、マテリアライズド・ビューまたはライブラリのオブジェクト名を指定します。
objectを schemaで修飾しなかった場合、そのオブジェクトは自分のスキーマ内にある
とみなされます。特定のスキーマ・オブジェクトの監査については、13-25 ページの

「AUDIT」を参照してください。

� DIRECTORYでは、監査を停止するディレクトリ名を指定できます。

� DEFAULTを指定して、オブジェクトを作成した後に、特定のオブジェクト・オプションを
デフォルト・オブジェクト・オプションとして削除します。

NETWORK この句を使用すると、データベース・リンクの使用とログインの監査を停止でき
ます。

WHENEVER [NOT] SUCCESSFUL WHENEVER SUCCESSFULを指定すると、正常に実行され
たスキーマ・オブジェクトに対する SQL 文および操作の監査のみを停止できます。

WHENEVER NOT SUCCESSFULを指定すると、Oracle Database エラーとなった文および操作の
監査のみが停止されます。

この句を指定しない場合、正常に実行されたかどうかにかかわらず、すべての文および操作の
監査が停止されます。

例例例例

ロールに関連するロールに関連するロールに関連するロールに関連する SQL 文の監査の停止例文の監査の停止例文の監査の停止例文の監査の停止例 : 次の文は、ロールを作成または削除するすべての
SQL 文の監査を停止します。

NOAUDIT ROLE; 

特定ユーザーが所有するオブジェクトに対する更新または問合せの監視の停止例特定ユーザーが所有するオブジェクトに対する更新または問合せの監視の停止例特定ユーザーが所有するオブジェクトに対する更新または問合せの監視の停止例特定ユーザーが所有するオブジェクトに対する更新または問合せの監視の停止例 : 次の文は、
ユーザー hrおよび oeによって発行された、表の問合せまたは更新を実行する文を監査してい
る場合、hrの問合せの監査のみを停止します。

NOAUDIT SELECT TABLE BY hr; 

この結果、ユーザー hrの問合せの監査のみが停止されます。oeの問合せと更新、および hr
の更新の監査は継続されます。

特定のオブジェクト権限で許可された文の監査の停止例特定のオブジェクト権限で許可された文の監査の停止例特定のオブジェクト権限で許可された文の監査の停止例特定のオブジェクト権限で許可された文の監査の停止例 : 次の文は、DELETE ANY TABLEシ
ステム権限に許可されたすべての文の監査を停止します。

NOAUDIT DELETE ANY TABLE;

特定のオブジェクトに対する問合せの監査の停止例特定のオブジェクトに対する問合せの監査の停止例特定のオブジェクトに対する問合せの監査の停止例特定のオブジェクトに対する問合せの監査の停止例 : 次の文は、スキーマ hr内の
employees表に問い合せるすべての SQL 文の監査を選択していた場合に、この監査を停止し
ます。

NOAUDIT SELECT 
   ON hr.employees; 
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正常に実行される問合せの監査の停止例正常に実行される問合せの監査の停止例正常に実行される問合せの監査の停止例正常に実行される問合せの監査の停止例 : 次の文は、正常に終了した問合せの監査を停止しま
す。

NOAUDIT SELECT 
   ON hr.employees
   WHENEVER SUCCESSFUL; 

この文は、正常に終了した問合せの監査のみ停止します。Oracle Database エラーが発生した問
合せの監査は継続されます。
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PURGE 

用途用途用途用途

PURGE文を使用すると、ごみ箱内の表または索引を削除してそのオブジェクトに関連付けられ
ていたすべての領域を解放するか、ごみ箱全体を空にするか、または削除された表領域の一部
または全体をごみ箱から削除できます。

ごみ箱の内容を参照するには、USER_RECYCLEBINデータ・ディクショナリ・ビューを問い合
せます。かわりに RECYCLEBINシノニムを使用することもできます。次の 2 つの文は、同じ行
を戻します。

SELECT * FROM RECYCLEBIN;
SELECT * FROM USER_RECYCLEBIN;

前提条件前提条件前提条件前提条件

データベース・オブジェクトが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内に
ない場合は、消去するオブジェクトのタイプに対する DROP ANY... システム権限、または
SYSDBAシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

purge::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

TABLE またはまたはまたはまたは INDEX
ごみ箱内の消去する表または索引の名前を指定します。ユーザーが指定した元の名前か、オブ
ジェクトの削除時にそのオブジェクトに割り当てられたシステム生成名を指定できます。

� ユーザーが指定した名前を指定し、その名前を持つオブジェクトがごみ箱内に 1 つ以上存
在した場合、ごみ箱内に も長く存在しているオブジェクトが消去されます。

� ごみ箱内のオブジェクトのシステム生成名は一意です。そのため、システム生成名を指定
すると、その名前を持つ特定のオブジェクトが消去されます。

注意注意注意注意 : PURGE文はロールバックできません。また、この文によって消去
されたオブジェクトはリカバリできません。

参照参照参照参照 :

� ごみ箱の詳細、およびごみ箱内のオブジェクトのネーミング規則の詳
細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してください。

� 削除した表をごみ箱から取り出す方法については、18-25 ページの
「FLASHBACK TABLE」を参照してください。

PURGE

TABLE table

INDEX index

RECYCLEBIN

DBA_RECYCLEBIN

TABLESPACE tablespace
USER user

;

18-80 Oracle Database SQL 言語リファレンス



PURGE
表が消去されると、その表のすべての表パーティション、LOB と LOB パーティション、索引、
およびその他の依存オブジェクトも消去されます。

RECYCLEBIN
この句を使用すると、現行のユーザーのごみ箱を空にできます。そのユーザーのごみ箱からす
べてのオブジェクトが消去され、そのオブジェクトに関連付けられていたすべての領域が解放
されます。

DBA_RECYCLEBIN
この句は、SYSDBAシステム権限を持っている場合にのみ有効です。この句を使用すると、シ
ステム全体のごみ箱からすべてのオブジェクトを削除できます。これは、各ユーザーのごみ箱
を空にすることと同じです。この操作は、以前のリリースへの移行などの場合に役立ちます。

TABLESPACE tablespace
この句を使用すると、ごみ箱から、指定した領域内に存在するすべてのオブジェクトを消去で
きます。

USER user この句を使用すると、指定したユーザーが、表領域内の領域を再利用できます。
この操作は、特定のユーザーの、特定の表領域に対するディスク領域が割当て制限間近である
場合に特に役立ちます。

例例例例

ごみ箱からのファイルの削除例ごみ箱からのファイルの削除例ごみ箱からのファイルの削除例ごみ箱からのファイルの削除例 : 次の文は、ごみ箱から test表を削除します。複数のバー
ジョンの test 表がごみ箱内に存在する場合、Oracle Database では、ごみ箱内に も長く存在し
ているものが削除されます。

PURGE TABLE test;

ごみ箱から削除する表のシステム生成名を判断するには、ごみ箱に対する SELECT文を発行し
ます。そのオブジェクト名を使用して、次の文に類似した文を発行して表を削除できます。（シ
ステム生成名は、次の例に示すものとは異なります。）

PURGE TABLE RB$$33750$TABLE$0;

ごみ箱の内容の削除例ごみ箱の内容の削除例ごみ箱の内容の削除例ごみ箱の内容の削除例 : 次の文は、ごみ箱のすべての内容を削除します。

PURGE RECYCLEBIN;
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RENAME 

用途用途用途用途

RENAME文を使用すると、表、ビュー、順序またはプライベート・シノニムの名前を変更でき
ます。

� 古いオブジェクトの整合性制約、索引および権限付与は、新しいオブジェクトに自動的に
移行されます。

� 名前を変更した表を参照するビュー、シノニム、ストアド・プロシージャ、ストアド・
ファンクションなど、名前を変更したオブジェクトに依存するオブジェクトはすべて無効
になります。

前提条件前提条件前提条件前提条件

オブジェクトが自分のスキーマ内にある必要があります。

構文構文構文構文

rename::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

old_name
既存の表、ビュー、順序またはプライベート・シノニムの名前を指定します。

new_name
既存のオブジェクトに指定する新しい名前を指定します。新しい名前は、同じネームスペース
内の他のスキーマ・オブジェクトに使用されている名前以外を指定する必要があります。また、
スキーマ・オブジェクトのネーミング規則に従って指定する必要があります。

オブジェクトの名前変更の制限事項オブジェクトの名前変更の制限事項オブジェクトの名前変更の制限事項オブジェクトの名前変更の制限事項 : オブジェクト名の変更には、次の制限事項があります。

� パブリック・シノニムの名前は変更できません。そのかわり、該当するパブリック・シノ
ニムを削除し、新しい名前で別のパブリック・シノニムを作成してください。

� 依存表または依存する有効なユーザー定義オブジェクト型を持つ型のシノニムの名前は変
更できません。

注意注意注意注意 : RENAME文はロールバックできません。

参照参照参照参照 : 16-2 ページの「CREATE SYNONYM」および 18-3 ページの
「DROP SYNONYM」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「スキーマ・オブジェクトのネーミング規則」（2-98 ページ）

RENAME old_name TO new_name ;
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例例例例

データベース・オブジェクトの名前の変更例データベース・オブジェクトの名前の変更例データベース・オブジェクトの名前の変更例データベース・オブジェクトの名前の変更例 : 次の例では、サンプル表 hr.departmentsの
コピーを使用します。次の文は、表の名前を departments_newから emp_departmentsに
変更します。

RENAME departments_new TO emp_departments;

この文では列名を直接変更できません。ただし、ALTER TABLE ... rename_column_clause
を使用すると、列の名前を変更できます。

列名を変更するもう 1 つの方法は、AS副問合せを指定した CREATE TABLE文とともに、
RENAME文を使用する方法です。この方法は、単に列の名前を変更するのではなく、表の構造
を変更する場合に有効です。次の文は、サンプル表 hr.job_historyを再作成し、列の名前
を department_idから dept_idに変更します。

CREATE TABLE temporary 
   (employee_id, start_date, end_date, job_id, dept_id) 
AS SELECT 
     employee_id, start_date, end_date, job_id, department_id
FROM job_history; 

DROP TABLE job_history; 

RENAME temporary TO job_history; 

前述の例の場合、job_history表に定義されている整合性制約は失われます。これらの整合
性制約は、ALTER TABLE文を使用して、新しい job_history表に再定義する必要がありま
す。

参照参照参照参照 : 「rename_column_clause」（12-48 ページ）
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REVOKE 

用途用途用途用途

REVOKE文を使用すると、次の操作を実行できます。

� ユーザーおよびロールからのシステム権限の取消し

� ユーザーおよびロールからのロールの取消し

� ユーザーまたはロールからの特定のオブジェクトに対するオブジェクト権限の取消し

自動ストレージ管理の注意事項自動ストレージ管理の注意事項自動ストレージ管理の注意事項自動ストレージ管理の注意事項 : AS SYSASMと認証されたユーザーは、この文を使用すると、
システム権限 SYSASM、SYSOPERおよび SYSDBAを、現行ノードの自動ストレージ管理パス
ワード・ファイルのユーザーから取り消すことができます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

システム権限システム権限システム権限システム権限を取り消すには、Admin Option付きの権限が必要です。

ロールロールロールロールを取り消すには、Admin Option付きのロールが必要です。なお、GRANT ANY ROLEシ
ステム権限を持っている場合は、ロールを自由に取り消すことができます。

オブジェクト権限オブジェクト権限オブジェクト権限オブジェクト権限を取り消すには、以前にユーザーとロールにオブジェクト権限を付与してい
る、または GRANT ANY OBJECT PRIVILEGEシステム権限を持っている必要があります。後者
の場合は、オブジェクト所有者によって付与されたかまたは所有者の役割を持つユーザー

（GRANT ANY OBJECT PRIVILEGEを持つユーザー）によって付与されたオブジェクト権限を取
り消すことができます。ただし、With Grant Optionによって付与されたオブジェクト権限
を取り消すことはできません。

REVOKE文によって取り消すことができる権限およびロールは、GRANT文によって直接付与さ
れているものにかぎられます。この句では、次の権限を取り消すことはできません。

� 取消し側に付与されていない権限またはロール

� オペレーティング・システムを介して付与されているロールまたはオブジェクト権限

� ロールを介して取消し側に付与されている権限またはロール

構文構文構文構文

revoke::=

（18-85 ページの revoke_system_privileges::=、18-85 ページの revoke_object_privileges::= を
参照）

参照参照参照参照 :

� システム権限およびロールの付与については、18-31 ページの
「GRANT」を参照してください。

� それぞれのオブジェクト型に対するオブジェクト権限の詳細は、18-47
ページの表 18-2 を参照してください。

参照参照参照参照 : 「GRANT ANY OBJECT PRIVILEGE を使用する操作を取り消す例
:」（18-91 ページ）

REVOKE
revoke_system_privilege

revoke_object_privileges
;
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revoke_system_privileges::=

（18-85 ページの grantee_clause::= を参照）

revoke_object_privileges::=

（18-85 ページの on_object_clause::=、18-85 ページの grantee_clause::= を参照）

grantee_clause::=

on_object_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

revoke_system_privileges
システム権限を取り消すには、次の句を使用します。

system_privilege
取り消すシステム権限を指定します。システム権限のリストは、18-37 ページの表 18-1 を参照
してください。

system_privilege

role

ALL PRIVILEGES

,

FROM grantee_clause

object_privilege

ALL
PRIVILEGES

,

on_object_clause

FROM grantee_clause

CASCADE CONSTRAINTS

FORCE

user
IDENTIFIED BY password

role

PUBLIC

,

ON

schema .
object

DIRECTORY directory_name

JAVA
SOURCE

RESOURCE

schema .
object
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ユーザーのシステム権限ユーザーのシステム権限ユーザーのシステム権限ユーザーのシステム権限を取り消す場合、ユーザーの権限ドメインからその権限が取り消され
ます。この取消しはすぐに有効になるため、このユーザーはその権限を使用できなくなります。

ロールのシステム権限ロールのシステム権限ロールのシステム権限ロールのシステム権限を取り消す場合、ロールの権限ドメインからその権限が取り消されます。
この取消しはすぐに有効になるため、そのロールが使用可能となっている場合でも、この権限
は使用できません。また、そのロールが付与されている他のユーザーは、ロールを使用可能に
しても、その権限を使用できなくなります。

PUBLIC のシステム権限のシステム権限のシステム権限のシステム権限を取り消す場合、PUBLICを介して権限を付与されている各ユーザー
の権限ドメインからその権限が取り消されます。この取消しはすぐに有効になるため、ユー
ザーは権限を使用できなくなります。ただし、直接またはロールを介して権限が付与されてい
るユーザーからは、権限を取り消すことはできません。

Oracle Database には、すべてのシステム権限を一度に指定できるショートカットがあります。
ALL PRIVILEGESを指定すると、18-37 ページの表 18-1 に示すすべてのシステム権限を取り消
すことができます。

システム権限の取消しの制限事項システム権限の取消しの制限事項システム権限の取消しの制限事項システム権限の取消しの制限事項 : 取り消す権限のリストに権限を指定できるのは 1 回のみで
す。

role
取り消すロールを指定します。

ユーザーユーザーユーザーユーザーからロールを取り消すと、ユーザーによるロールの使用が禁止されます。そのロール
が使用可能となっている場合に、ロールの権限ドメインの権限が使用可能な場合はその権限を
使用できます。ただし、ユーザーが後からロールを使用可能にできません。

他のロールロールロールロールからロールを取り消すと、取消し側ロールの権限ドメインから、取り消されたロー
ルの権限ドメインが削除されます。取り消されたロールの権限を付与され、そのロールの権限
が使用可能になっているユーザーは、そのロールの権限が使用可能な間は、取り消されたロー
ルの権限ドメインの権限を引き続き使用できます。ただし、取り消された権限を付与されてい
ても、ロールの取消し操作の後でそれを使用可能にしたユーザーは、取り消されたロールの権
限ドメインの権限を使用できません。

PUBLICのロールを取り消すと、PUBLICを介してロールが付与されているすべてのユーザー
に対して、そのロールが使用禁止にされます。そのロールを使用可能としているユーザーは、
権限ドメインの権限が使用可能であるかぎり、権限ドメインでその権限を引き続き使用できま
す。ただし、ユーザーが後からロールを使用可能にすることはできません。直接またはロール
を介して権限が付与されているユーザーからは、ロールを取り消すことはできません。

システム・ロールの取消しの制限事項システム・ロールの取消しの制限事項システム・ロールの取消しの制限事項システム・ロールの取消しの制限事項 : 取り消すロールのリストにシステム・ロールを指定で
きるのは 1 回のみです。事前定義されているロールの詳細は、『Oracle Database セキュリ
ティ・ガイド』を参照してください。

grantee_clause
FROM grantee_clauseを指定すると、システム権限、ロールまたはオブジェクト権限が取り
消されるユーザーまたはロールを識別できます。

PUBLIC PUBLICを指定すると、すべてのユーザーから権限を取り消すことができます。

参照参照参照参照 : 18-89 ページの「ユーザーからシステム権限を取り消す例 :」およ
び 18-89 ページの「ロールからシステム権限を取り消す例 :」を参照してく
ださい。

参照参照参照参照 : 18-89 ページの「ユーザーからロールを取り消す例 :」および 18-89
ページの「ロールからロールを取り消す例 :」を参照してください。
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revoke_object_privileges
オブジェクト権限を取り消すには、次の句を使用します。

object_privilege
取り消すオブジェクト権限を指定します。18-47 ページの表 18-2 に示すどのオブジェクト権限
でも指定できます。

ユーザーのオブジェクト権限ユーザーのオブジェクト権限ユーザーのオブジェクト権限ユーザーのオブジェクト権限を取り消すと、ユーザーの権限ドメインからその権限が取り消さ
れます。この取消しはすぐに有効になるため、このユーザーはその権限を使用できなくなりま
す。

� ユーザーがその権限を他のユーザーまたはロールに付与している場合、他のユーザーまた
はロールの権限も取り消されます。

� 権限を使用する SQL 文を記述したプロシージャ、ファンクションまたはパッケージが定義
されているスキーマを持つユーザーのオブジェクト権限を取り消すと、それらのプロシー
ジャ、ファンクションまたはパッケージは実行できなくなります。

� そのユーザーのスキーマにオブジェクトのビューが含まれる場合、ビューは無効になりま
す。

� 参照整合性制約の定義権限を使用したユーザーの REFERENCESオブジェクト権限を取り消
す場合、CASCADE CONSTRAINTS句も指定する必要があります。

ロールのオブジェクト権限ロールのオブジェクト権限ロールのオブジェクト権限ロールのオブジェクト権限を取り消すと、ロールの権限ドメインからその権限が取り消されま
す。この取消しはすぐに有効になるため、そのロールが使用可能となっている場合でも、この
権限は使用できません。ロールが付与されている他のユーザーは、ロールを使用可能にした場
合でも、権限を使用できなくなります。

PUBLICのオブジェクト権限を取り消すと、PUBLICを介して権限を付与されている各ユー
ザーの権限ドメインからその権限が取り消されます。この取消しはすぐに有効になるため、そ
れらのすべてのユーザーは、その権限を使用できなくなります。ただし、直接またはロールを
介して権限が付与されているユーザーからは、権限を取り消すことはできません。

ALL [PRIVILEGES]
ALLを指定すると、ユーザーまたはロールに付与されているすべてのオブジェクト権限を取り
消すことができます（キーワード PRIVILEGESはセマンティクスを明確にするためのものであ
り、指定は任意です。）

オブジェクトに権限が付与されていない場合、処理は行われず、エラーも戻りません。

オブジェクト権限の取消しの制限事項オブジェクト権限の取消しの制限事項オブジェクト権限の取消しの制限事項オブジェクト権限の取消しの制限事項 : 取り消す権限のリストに権限を指定できるのは 1 回の
みです。FROM句にユーザー、ロールまたは PUBLICを指定できるのは 1 回のみです。

注意注意注意注意 : 操作は権限によって許可されます。権限を取り消すと、取り消さ
れたユーザーは、その操作を実行できなくなります。ただし、複数のユー
ザーが、同じ権限を同一ユーザー、ロールまたは PUBLICに対して付与し
ている場合があります。権限受領者の権限ドメインの権限を取り消す場
合、すべての権限付与者が権限を取り消す必要があります。権限を取り消
さない権限付与者が 1 人でもいれば、権限受領者は引き続きその権限を使
用できます。

参照参照参照参照 : 18-89 ページの「ユーザーからオブジェクト権限を取り消す例 :」、
18-89 ページの「PUBLIC からオブジェクト権限を取り消す例 :」および
18-89 ページの「ユーザーからすべてのオブジェクト権限を取り消す例 :」
を参照してください。
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CASCADE CONSTRAINTS
この句は、REFERENCES権限または ALL [PRIVILEGES] を取り消すときにのみ適用されます。
取消し側で REFERENCES権限（ALL [PRIVILEGES] を付与して明示的または暗黙的に付与され
た権限）を使用して定義した参照整合性制約を削除します。

FORCE
FORCEを指定すると、表または型に依存するユーザー定義型オブジェクトで、EXECUTEオブ
ジェクト権限を取り消すことができます。表に依存するユーザー定義型オブジェクトでは、
FORCEを使用して EXECUTEオブジェクト権限を取り消します。

FORCEを指定した場合、すべての権限が取り消されますが、すべての依存するオブジェクトに
は INVALIDのマークが付けられ、依存表のデータにはアクセスできなくなります。また、す
べての依存するファンクション索引には、UNUSABLEのマークが付けられます。必要な型の権
限を再付与した場合、表に対して再度妥当性チェックが行われます。

on_object_clause
on_object_clauseを指定すると、権限を取り消すオブジェクトを識別できます。

object オブジェクト権限を取り消すオブジェクトを指定します。取り消すことができるオブ
ジェクトは次のとおりです。

� 表、ビュー、順序、プロシージャ、ストアド・ファンクション、パッケージまたはマテリ
アライズド・ビュー

� 表、ビュー、順序、プロシージャ、ストアド・ファンクション、パッケージ、マテリアラ
イズド・ビューまたはユーザー定義型に対するシノニム

� ライブラリ、索引タイプまたはユーザー定義演算子

オブジェクトを schemaで修飾しなかった場合、そのオブジェクトは自分のスキーマ内にある
とみなされます。

システム権限の Grant Optionの有無にかかわらず、SELECTオブジェクト権限をマテリアラ
イズド・ビューまたは表を含むマテリアライズド・ビューから取り消すと、そのマテリアライ
ズド・ビューは無効になります。

システム権限の GRANT OPTIONの有無にかかわらず、マテリアライズド・ビューのマスター表
のいずれかにおける SELECTオブジェクト権限を取り消すと、そのマテリアライズド・ビュー
とそれに含まれる表の両方またはマテリアライズド・ビューが無効になります。

DIRECTORY directory_name 権限を取り消すディレクトリ・オブジェクトを指定します。
directory_nameは schemaで修飾できません。このオブジェクトはディレクトリである必
要があります。

JAVA SOURCE | RESOURCE JAVA句を使用すると、権限を取り消す Java ソースまたはリ
ソース・スキーマ・オブジェクトを指定できます。

参照参照参照参照 : 「CASCADE CONSTRAINTS でオブジェクト権限を取り消す例 :」
（18-90 ページ）

参照参照参照参照 : 型依存性およびユーザー定義オブジェクト権限の詳細は、『Oracle 
Database 概要』を参照してください。

参照参照参照参照 : 「ユーザーから順序のオブジェクト権限を取り消す例 :」
（18-90 ページ）

参照参照参照参照 : 14-38 ページの「CREATE DIRECTORY」および 18-90 ページの
「ユーザーからディレクトリへのオブジェクト権限を取り消す例 :」を参照
してください。
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例例例例

ユーザーからシステム権限を取り消す例ユーザーからシステム権限を取り消す例ユーザーからシステム権限を取り消す例ユーザーからシステム権限を取り消す例 : 次の文は、ユーザー hrおよび oeの DROP ANY 
TABLEシステム権限を取り消します。

REVOKE DROP ANY TABLE 
    FROM hr, oe; 

この結果、hrおよび oeは他のユーザーのスキーマに定義されている表を削除できなくなりま
す。

ユーザーからロールを取り消す例ユーザーからロールを取り消す例ユーザーからロールを取り消す例ユーザーからロールを取り消す例 : 次の文は、ユーザー shのロール dw_managerを取り消
します。

REVOKE dw_manager 
    FROM sh; 

この結果、shユーザーは dw_managerロールを使用可能にできなくなります。

ロールからシステム権限を取り消す例ロールからシステム権限を取り消す例ロールからシステム権限を取り消す例ロールからシステム権限を取り消す例 : 次の文は、ロール dw_managerの CREATE 
TABLESPACEシステム権限を取り消します。

REVOKE CREATE TABLESPACE 
   FROM dw_manager; 

ロール dw_managerを使用可能にしても、ユーザーは表領域を作成できません。

ロールからロールを取り消す例ロールからロールを取り消す例ロールからロールを取り消す例ロールからロールを取り消す例 : 次の文は、ロール dw_managerからロール dw_userを取
り消します。

REVOKE dw_user
  FROM dw_manager; 

この結果、dw_userロールの権限は dw_managerに付与されなくなります。

ユーザーからオブジェクト権限を取り消す例ユーザーからオブジェクト権限を取り消す例ユーザーからオブジェクト権限を取り消す例ユーザーからオブジェクト権限を取り消す例 : 次の文は、orders表に対する DELETE、
INSERT、SELECTおよび UPDATE権限をユーザー hrに付与します。

GRANT ALL 
   ON orders TO hr; 

次の文は、ユーザー hrから表 ordersに対する DELETE権限を取り消します。

REVOKE DELETE 
   ON orders FROM hr; 

ユーザーからすべてのオブジェクト権限を取り消す例ユーザーからすべてのオブジェクト権限を取り消す例ユーザーからすべてのオブジェクト権限を取り消す例ユーザーからすべてのオブジェクト権限を取り消す例 : 次の文は、ユーザー hrの表 orders
に対する残りのすべての権限を取り消します。

REVOKE ALL 
   ON orders FROM hr; 

PUBLIC からオブジェクト権限を取り消す例からオブジェクト権限を取り消す例からオブジェクト権限を取り消す例からオブジェクト権限を取り消す例 : 次の文は、ロール publicに権限を付与するこ
とによって、すべてのユーザーにビュー emp_details_viewに対する SELECT権限および
UPDATE権限を付与します。

GRANT SELECT, UPDATE 
    ON emp_details_view TO public; 
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次の文は、すべてのユーザーから emp_details_viewに対する UPDATE権限を取り消しま
す。

REVOKE UPDATE 
    ON emp_details_view FROM public;

ユーザーは、emp_details_viewビューへの問合せはできますが、更新はできなくなります。
ただし、emp_details_viewに対する UPDATE権限も任意のユーザーに直接またはロールを
介して付与している場合は、これらのユーザーはその権限を保持します。

ユーザーから順序のオブジェクト権限を取り消す例ユーザーから順序のオブジェクト権限を取り消す例ユーザーから順序のオブジェクト権限を取り消す例ユーザーから順序のオブジェクト権限を取り消す例 : 次の文は、ユーザー oeにスキーマ hr
内の departments_seq順序に対する SELECT権限を付与します。

GRANT SELECT 
    ON hr.departments_seq TO oe; 

次の文は、oeから departments_seqに対する SELECT権限を取り消します。

REVOKE SELECT 
    ON hr.departments_seq FROM oe; 

ただし、ユーザー hrが departmentsに対する SELECT権限を shに付与している場合、
shは、hrからの権限付与によって departmentsを使用できます。

CASCADE CONSTRAINTS でオブジェクト権限を取り消す例でオブジェクト権限を取り消す例でオブジェクト権限を取り消す例でオブジェクト権限を取り消す例 : 次の文は、oeに、スキーマ
hr内の employees表に対する REFERENCES権限および UPDATE権限を付与します。

GRANT REFERENCES, UPDATE 
    ON hr.employees TO oe; 

ユーザー oeは、REFERENCES権限を使用して、hrスキーマ内の employees表を参照する
dependent表の制約を定義できます。

CREATE TABLE dependent 
(dependno   NUMBER, 
 dependname VARCHAR2(10), 
 employee   NUMBER                   
    CONSTRAINT in_emp REFERENCES hr.employees(employee_id) ); 

CASCADE CONSTRAINTS句を指定した次の文を発行することによって、oeの hr.employees
に対する REFERENCES権限を取り消すことができます。

REVOKE REFERENCES 
    ON hr.employees 
    FROM oe 
    CASCADE CONSTRAINTS; 

oeの hr.employeesに対する REFERENCES権限を取り消した場合、oeは制約を定義する権
限が必要になるため、in_emp制約が自動的に削除されます。

ただし、oeが他のユーザーから hr.employeesに対する REFERENCES権限を付与されている
場合は、その制約は削除されません。他のユーザーから権限付与されたため、oeは制約に対し
て必要な権限を保持しています。

ユーザーからディレクトリへのオブジェクト権限を取り消す例ユーザーからディレクトリへのオブジェクト権限を取り消す例ユーザーからディレクトリへのオブジェクト権限を取り消す例ユーザーからディレクトリへのオブジェクト権限を取り消す例 : 次の文は、hrの bfile_
dirディレクトリに対する READオブジェクト権限を取り消します。

REVOKE READ ON DIRECTORY bfile_dir FROM hr;
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GRANT ANY OBJECT PRIVILEGE を使用する操作を取り消す例を使用する操作を取り消す例を使用する操作を取り消す例を使用する操作を取り消す例 : データベース管理者に
よってユーザー shに GRANT ANY OBJECT PRIVILEGEが付与されているとします。ユーザー
hrが、employees表に対する UPDATE 権限をユーザー oeに付与します。

CONNECT hr
GRANT UPDATE ON employees TO oe WITH GRANT OPTION;

これによって、オブジェクト権限を別のユーザーに付与する権限がユーザー oeに付与されま
す。

CONNECT oe
GRANT UPDATE ON hr.employees TO pm;

oeには hrによって権限が与えられたため、GRANT ANY OBJECT PRIVILEGEが付与されてい
るユーザー shは、ユーザー hrにかわってユーザー oeの UPDATE 権限を取り消すことがで
きます。

CONNECT sh
REVOKE UPDATE ON hr.employees FROM oe;

pmに権限を付与したのがオブジェクトの所有者（hr）、ユーザー shまたは GRANT ANY 
OBJECT PRIVILEGEを持つ他のユーザーではなく、ユーザー oeであったため、ユーザー sh
は、ユーザー pmの UPDATE 権限を明示的に取り消すことはできません。ただし、前述の文
は、連鎖的な取消しを行い、取り消された権限に依存するすべての権限を取り消します。その
ため、pmのオブジェクト権限も暗黙的に取り消されます。
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ROLLBACK 

用途用途用途用途

ROLLBACK文を使用すると、現行のトランザクションで実行された処理を取り消すことができ
ます。また、インダウト分散トランザクションで実行された処理を手動で取り消すこともでき
ます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

現行のトランザクションをロールバックする場合、権限は不要です。

コミットしたインダウト分散トランザクションを手動でロールバックする場合は、FORCE 
TRANSACTIONシステム権限が必要です。他のユーザーがコミットしたインダウト分散トラン
ザクションを手動でロールバックする場合は、FORCE ANY TRANSACTIONシステム権限が必要
です。

構文構文構文構文

rollback::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

WORK
WORKキーワードの指定は任意です。このキーワードは、SQL 規格との互換性のために提供さ
れています。

注意注意注意注意 : アプリケーション・プログラムでは、COMMITまたは ROLLBACK
文を使用してトランザクションを明示的に終了することをお薦めします。
トランザクションを明示的にコミットせずにプログラムが異常終了した場
合、コミットされていない 後のトランザクションがロールバックされま
す。

参照参照参照参照 :

� トランザクションの詳細は、『Oracle Database 概要』を参照してくだ
さい。

� 分散トランザクションの詳細は、『Oracle Database Heterogeneous 
Connectivity 管理者ガイド』を参照してください。

� 現行トランザクションの特性の設定については、19-53 ページの「SET 
TRANSACTION」を参照してください。

� 13-44 ページの「COMMIT」および 19-2 ページの「SAVEPOINT」を
参照してください。

ROLLBACK
WORK

TO
SAVEPOINT

savepoint

FORCE string
;
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ROLLBACK
TO SAVEPOINT 句句句句

現行のトランザクションをロールバックするセーブポイントを指定します。この句を指定しな
い場合、ROLLBACK文によってトランザクション全体がロールバックされます。

TO SAVEPOINT句を指定しないで ROLLBACKコマンドを実行すると、次の処理が行われます。

� トランザクションの終了

� 現行のトランザクションに対するすべての変更の取消し

� トランザクション中のセーブポイントの消去

� すべてのトランザクション・ロックの解除

TO SAVEPOINT句を指定して ROLLBACKコマンドを実行すると、次の処理が行われます。

� 指定したセーブポイント後のトランザクションへのロールバック。トランザクションは終
了しません。

� 指定したセーブポイントより後に作成されたセーブポイントの消去。指定したセーブポイ
ントはそのまま残るため、そのセーブポイントまで繰り返しロールバックできます。指定
したセーブポイントより前に作成されたセーブポイントも残ります。

� 指定したセーブポイント以降に設定された表と行のロックの解除。セーブポイント後に
ロックされた行へのアクセスを要求した他のトランザクションは、コミットまたはロール
バックされるまで待つ必要があります。行を要求していない他のトランザクションは、す
ぐに行の要求およびアクセスができます。

インダウト・トランザクションの制限事項インダウト・トランザクションの制限事項インダウト・トランザクションの制限事項インダウト・トランザクションの制限事項 : インダウト・トランザクションは、セーブポイン
トまで手動でロールバックできません。

FORCE 句句句句

FORCEを指定すると、インダウト分散トランザクションを手動でロールバックできます。この
トランザクションは、ローカル・トランザクション ID またはグローバル・トランザクション
ID を含む stringで識別されます。このトランザクションの ID を確認する場合は、データ・
ディクショナリ・ビュー DBA_2PC_PENDINGを問い合せます。

FORCE句を指定した ROLLBACK文では、指定したトランザクションのみがロールバックされま
す。この文は、現行のトランザクションには影響しません。

例例例例

ロールバック・トランザクションの例ロールバック・トランザクションの例ロールバック・トランザクションの例ロールバック・トランザクションの例 : 次の文は、現行のトランザクション全体をロールバッ
クします。

ROLLBACK; 

次の文は、現行のトランザクションをセーブポイント banda_salにロールバックします。

ROLLBACK TO SAVEPOINT banda_sal; 

前述の例の詳細は、19-2 ページの「セーブポイントの作成例 :」を参照してください。

次の文は、インダウト分散トランザクションを手動でロールバックします。

ROLLBACK WORK 
    FORCE '25.32.87'; 

参照参照参照参照 : 「SAVEPOINT」（19-2 ページ）

参照参照参照参照 : 分散トランザクションおよびインダウト・トランザクションの
ロールバックの詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してくだ
さい。
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SQL 文 : SAVEPOINT ～
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SQL 文文文文 :

SAVEPOINT ～～～～ UPDATE

この章では、次の SQL 文について説明します。

� SAVEPOINT

� SELECT

� SET CONSTRAINT[S]

� SET ROLE

� SET TRANSACTION

� TRUNCATE CLUSTER

� TRUNCATE TABLE

� UPDATE
UPDATE 19-1



SAVEPOINT
SAVEPOINT 

用途用途用途用途

SAVEPOINT文を使用すると、後でロールバックできるシステム変更番号（SCN）の名前を作
成できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

ありません。

構文構文構文構文

savepoint::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

savepoint
作成するセーブポイントの名前を指定します。

同一トランザクション内のセーブポイント名は、区別する必要があります。同じ識別子のセー
ブポイントを作成した場合、 初のセーブポイントは消去されます。セーブポイントを作成し
た後は、処理の継続、作業のコミット、トランザクション全体のロールバックまたはセーブポ
イントまでのロールバックを実行できます。

例例例例

セーブポイントの作成例セーブポイントの作成例セーブポイントの作成例セーブポイントの作成例 : 次の文は、サンプル表 hr.employeesの Bandaと Greeneの給
与を更新するために、部門の給与合計が 314,000 ドルを超えていないことを確認してから、
Greeneの給与を再入力します。

UPDATE employees 
    SET salary = 7000 
    WHERE last_name = 'Banda';
SAVEPOINT banda_sal;

UPDATE employees 
    SET salary = 12000 
    WHERE last_name = 'Greene';
SAVEPOINT greene_sal;

SELECT SUM(salary) FROM employees;

ROLLBACK TO SAVEPOINT banda_sal;
 

参照参照参照参照 :

� セーブポイントの詳細は、『Oracle Database 概要』を参照してくださ
い。

� トランザクションのロールバックの詳細は、18-92 ページの
「ROLLBACK」を参照してください。

� 現行トランザクションの特性の設定については、19-53 ページの「SET 
TRANSACTION」を参照してください。

SAVEPOINT savepoint ;
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SAVEPOINT
UPDATE employees 
    SET salary = 11000 
    WHERE last_name = 'Greene';
 
COMMIT; 
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SELECT
SELECT 

用途用途用途用途

SELECT文または副問合せを使用すると、1 つ以上の表、オブジェクト表、ビュー、オブジェク
ト・ビューまたはマテリアライズド・ビューからデータを取り出すことができます。

SELECT文の結果（またはその一部）が既存のマテリアライズド・ビューと同じ場合、そのマ
テリアライズド・ビューを SELECT文で指定した 1 つ以上の表のかわりに使用できます。この
ような置換をクエリー・リライトクエリー・リライトクエリー・リライトクエリー・リライトといいます。これは、コストの 適化が有効で、
QUERY_REWRITE_ENABLEDパラメータが TRUEに設定されている場合にのみ行われます。ク
エリー・リライトが行われるかどうかを確認する場合は、EXPLAIN PLAN文を使用してくださ
い。

前提条件前提条件前提条件前提条件

表またはマテリアライズド・ビューからデータを選択する場合、表またはマテリアライズド・
ビューが自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内にない場合は、その表ま
たはマテリアライズド・ビューに対する SELECT権限が必要です。

ビューの実表から行を選択する場合、次の条件を 2 つとも満たしている必要があります。

� ビューに対する SELECT権限を持っている。

� ビューを含むスキーマの所有者が、実表に対する SELECT権限を持っている。

SELECT ANY TABLEシステム権限を持っている場合、任意の表、マテリアライズド・ビューま
たはビューの実表からデータを選択できます。

flashback_query_clauseを使用して Oracle フラッシュバック問合せを発行する場合は、
SELECT 構文のリスト内のオブジェクトに対する SELECT権限が必要です。さらに、SELECT
構文のリスト内のオブジェクトに対する FLASHBACKオブジェクト権限または FLASHBACK ANY 
TABLEシステム権限のいずれかが必要です。

構文構文構文構文

select::=

（19-5 ページの subquery_factoring_clause::=、19-12 ページの for_update_clause::= を参照）

参照参照参照参照 :

� 問合せおよび副問合せの概要は、第 9 章「SQL 問合せおよび副問合
せ」を参照してください。

� マテリアライズド・ビューおよびクエリー・リライトの詳細は、
『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してくださ
い。

� 「EXPLAIN PLAN」（18-19 ページ）

subquery_factoring_clause
subquery

for_update_clause
;
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SELECT
subquery::=

（19-5 ページの query_block::=、19-12 ページの order_by_clause::= を参照）

query_block::=

（19-6 ページの select_list::=、19-6 ページの table_reference::=、19-8 ページの join_clause::=、
19-9 ページの where_clause::=、19-9 ページの hierarchical_query_clause::=、
19-9 ページの group_by_clause::=、19-10 ページの model_clause::= を参照）

subquery_factoring_clause::=

query_block

subquery

UNION
ALL

INTERSECT

MINUS

subquery

( subquery )

order_by_clause

SELECT
hint

DISTINCT

UNIQUE

ALL
select_list

FROM

table_reference

join_clause

( join_clause )

,

where_clause hierarchical_query_clause group_by_clause

HAVING condition model_clause

WITH query_name AS ( subquery )

,
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SELECT
select_list::=

table_reference::=

（19-6 ページの query_table_expression::=、19-6 ページの flashback_query_clause::=、
19-7 ページの pivot_clause::=、19-7 ページの unpivot_clause::= を参照）

flashback_query_clause::=

query_table_expression::=

（19-8 ページの subquery_restriction_clause::=、19-8 ページの table_collection_expression::= を
参照）

*

query_name

schema .
table

view

materialized view

.*

expr

AS
c_alias

,

ONLY ( query_table_expression )

query_table_expression

pivot_clause

unpivot_clause

flashback_query_clause t_alias

VERSIONS BETWEEN
SCN

TIMESTAMP

expr

MINVALUE
AND

expr

MAXVALUE

AS OF
SCN

TIMESTAMP
expr

query_name

schema . table

partition_extension_clause

@ dblink

view

materialized view

@ dblink

sample_clause

( subquery
subquery_restriction_clause

)

table_collection_expression
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SELECT
pivot_clause::=

pivot_for_clause::=

pivot_in_clause::=

unpivot_clause::=

unpivot_in_clause::=

PIVOT
XML

( aggregate_function ( expr )

AS
alias

,

pivot_for_clause pivot_in_clause )

FOR

column

( column

,

)

IN (

expr

( expr

,

)

AS
alias

,

subquery

ANY

,

)

UNPIVOT

INCLUDE

EXCLUDE
NULLS

(

column

( column

,

)

pivot_for_clause unpivot_in_clause )

IN (

column

( column

,

)

AS

constant

( constant

,

)

,

)
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SELECT
sample_clause::=

partition_extension_clause::=

subquery_restriction_clause::=

table_collection_expression::=

join_clause::=

inner_cross_join_clause::=

（19-6 ページの table_reference::= を参照）

SAMPLE
BLOCK

( sample_percent )
SEED ( seed_value )

PARTITION

( partition )

FOR ( partition_key_value

,

)

SUBPARTITION

( subpartition )

FOR ( subpartition_key_value

,

)

WITH

READ ONLY

CHECK OPTION
CONSTRAINT constraint

TABLE ( collection_expression )
( + )

table_reference
inner_cross_join_clause

outer_join_clause

INNER
JOIN table_reference

ON condition

USING ( column

,

)

CROSS

NATURAL
INNER JOIN table_reference
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SELECT
outer_join_clause::=

（19-6 ページの table_reference::=、19-9 ページの query_partition_clause::= を参照）

query_partition_clause::=

outer_join_type::=

where_clause::=

hierarchical_query_clause::=

group_by_clause::=

（19-10 ページの rollup_cube_clause::=、19-10 ページの grouping_sets_clause::= を参照）

query_partition_clause outer_join_type JOIN

NATURAL
outer_join_type

JOIN

table_reference
query_partition_clause

ON condition

USING ( column

,

)

PARTITION BY

expr

,

( expr

,

)

FULL

LEFT

RIGHT

OUTER

WHERE condition

CONNECT BY
NOCYCLE

condition

AND
START WITH condition

START WITH condition CONNECT BY
NOCYCLE

condition

AND

GROUP BY

expr

rollup_cube_clause

grouping_sets_clause

,

HAVING condition
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SELECT
rollup_cube_clause::=

（19-10 ページの grouping_expression_list::= を参照）

grouping_sets_clause::=

（19-10 ページの rollup_cube_clause::=、19-10 ページの grouping_expression_list::= を参照）

grouping_expression_list::=

expression_list::=

model_clause::= 

（19-10 ページの cell_reference_options::=、19-10 ページの return_rows_clause::=、
19-11 ページの reference_model::=、19-11 ページの main_model::= を参照）

cell_reference_options::=

return_rows_clause::=

ROLLUP

CUBE
( grouping_expression_list )

GROUPING SETS (
rollup_cube_clause

grouping_expression_list

,

)

expression_list

,

expr

,

( expr

,

)

MODEL
cell_reference_options return_rows_clause reference_model

main_model

IGNORE

KEEP
NAV UNIQUE

DIMENSION

SINGLE REFERENCE

RETURN
UPDATED

ALL
ROWS
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SELECT
reference_model::=

（19-11 ページの model_column_clauses::=、19-10 ページの cell_reference_options::= を参照）

main_model::=

（19-11 ページの model_column_clauses::=、19-10 ページの cell_reference_options::=、
19-11 ページの model_rules_clause::= を参照）

model_column_clauses::=

model_column::=

model_rules_clause::=

（19-12 ページの model_iterate_clause::=、19-12 ページの cell_assignment::=、
19-12 ページの order_by_clause::= を参照）

REFERENCE reference_model_name ON ( subquery ) model_column_clauses
cell_reference_options

MAIN main_model_name
model_column_clauses

cell_reference_options
model_rules_clause

PARTITION BY ( expr
c_alias

,

)

DIMENSION BY ( expr
c_alias

,

) MEASURES ( expr
c_alias

,

)

expr

AS
c_alias

RULES

UPDATE

UPSERT
ALL

AUTOMATIC

SEQUENTIAL
ORDER

model_iterate_clause

(

UPDATE

UPSERT
ALL

cell_assignment
order_by_clause

= expr

,

)
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SELECT
model_iterate_clause::=

cell_assignment::=

（19-12 ページの single_column_for_loop::=、19-12 ページの multi_column_for_loop::= を参照）

single_column_for_loop::=

multi_column_for_loop::=

order_by_clause::=

for_update_clause::=

ITERATE ( number )
UNTIL ( condition )

measure_column [

condition

expr

single_column_for_loop

,

multi_column_for_loop

]

FOR dimension_column

IN (
literal

,

subquery
)

LIKE pattern
FROM literal TO literal

INCREMENT

DECREMENT
literal

FOR ( dimension_column

,

) IN (
( literal

,

)

,

subquery
)

ORDER
SIBLINGS

BY

expr

position

c_alias

ASC

DESC

NULLS FIRST

NULLS LAST

,

FOR UPDATE
OF

schema . table

view
.

column

,

NOWAIT

WAIT integer

SKIP LOCKED
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SELECT
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

subquery_factoring_clause 
WITH query_name句を使用すると、副問合せブロックに名前を割り当てることができます。
問合せの名前を指定することによって、問合せに複数存在する副問合せブロックを参照するこ
とができます。問合せの名前をインライン・ビューまたは一時表として扱うことによって、問
合せが 適化されます。

上位の SELECT文およびほとんどの副問合せでこの句を指定できます。問合せの名前は、主
問合せおよび後続のすべての副問合せ（自身の問合せ名を定義する副問合せを除く）から参照
できます。

副問合せのファクタリングの制限事項副問合せのファクタリングの制限事項副問合せのファクタリングの制限事項副問合せのファクタリングの制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� subquery_factoring_clauseは、1 つの SQL 文内に１つのみ指定できます。
query_nameは、それ自体の副問合せの中では指定できません。ただし、
subquery_factoring_clauseで定義した query_nameは、その
subquery_factoring_clause内の後続の任意の名前付き問合せブロックで使用できま
す。

� 集合演算子を指定した複合問合せの場合、その問合せを構成する各問合せでは
query_nameを使用できませんが、各問合せの FROM句では query_nameを使用できま
す。

hint
文の実行計画を選択する場合に、オプティマイザに指示を与えるためのコメントを指定します。

DISTINCT | UNIQUE
DISTINCTまたは UNIQUEを指定すると、選択された重複行の 1 行のみを戻すことができます。
これらの 2 つのキーワードは同義です。重複行とは、SELECT 構文のリスト中のそれぞれの式
で一致する値を持つ行のことです。

DISTINCT およびおよびおよびおよび UNIQUE 問合せの制限事項問合せの制限事項問合せの制限事項問合せの制限事項 : このタイプの問合せには、次の制限事項があ
ります。

� DISTINCTまたは UNIQUEを指定する場合、SELECT 構文のリスト中の式すべての総バイト
数は、データ・ブロックのサイズからオーバーヘッド分を引いたサイズに制限されます。
このサイズは、初期化パラメータ DB_BLOCK_SIZEによって指定されます。

� select_listに LOB 列が含まれている場合、DISTINCTは指定できません。

ALL
ALLを指定すると、重複行を含め、選択されたすべての行を戻すことができます。デフォルト
は ALLです。

参照参照参照参照 :

� インライン・ビューの詳細は、『Oracle Database 概要』を参照してく
ださい。

� 19-31 ページの「副問合せのファクタリング例 :」

参照参照参照参照 : ヒントの構文および説明については、2-70 ページの「ヒントの使
用方法」を参照してください。
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SELECT
*（全列ワイルド・カード）（全列ワイルド・カード）（全列ワイルド・カード）（全列ワイルド・カード）

全列ワイルド・カード（アスタリスク）を指定すると、疑似列を除いて、FROM句に指定されて
いるすべての表、ビューまたはマテリアライズド・ビューのすべての列を選択できます。列は、
表、ビューまたはマテリアライズド・ビューの *_TAB_COLUMNSデータ・ディクショナリ・
ビューの COLUMN_IDによって指定されている順序で戻されます。

ビューやマテリアライズド・ビューではなく表から選択する場合、ALTER TABLE SET UNUSED
文によって UNUSEDのマークが付けられた列は選択されません。

select_list
データベースから取り出す列を指定します。

query_name
subquery_factoring_clauseですでに指定されている名前を指定します。select_list
で query_nameを指定するには、subquery_factoring_clauseを指定する必要がありま
す。select_listで query_nameを指定するには、query_table_expression（FROM句）
でも query_nameを指定する必要があります。

table.* | view.* | materialized view.*
オブジェクト名の後にピリオドおよびアスタリスクを指定すると、指定した表、ビューまたは
マテリアライズド・ビューのすべての列を選択できます。オブジェクトの作成時に指定された
順序で列の集合が戻されます。2 つ以上の表、ビューまたはマテリアライズド・ビューの行を
選択する問合せを結合といいます。

他のユーザーのスキーマの表、ビューまたはマテリアライズド・ビューから選択する場合には、
スキーマ修飾子を使用します。schemaを指定しない場合、この表、ビューおよびマテリアラ
イズド・ビューは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

expr
選択する情報を表す式を指定します。リスト中の列が含まれている表、ビューまたはマテリア
ライズド・ビューが FROM句で schema名で指定されている場合のみ、その列名を schema名
で指定できます。オブジェクト型のメンバー・メソッドを指定するときは、メソッドが引数を
とらない場合でも、カッコを使用するメソッド名に従う必要があります。

c_alias 列式の別名を指定します。この別名は、結果セットの列のヘッダーで使用されます。
ASキーワードはオプションです。別名によって、問合せ中に SELECT 構文のリストの項目名を
効果的に変更できます。問合せにおいて、別名は order_by_clauseで使用できますが、他の
句では使用できません。

参照参照参照参照 : 12-2 ページの「ALTER TABLE」、19-31 ページの「単純問合せの
例 :」および 19-48 ページの「DUAL 表からの選択例 :」を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : 「結合」（9-10 ページ）

参照参照参照参照 : 「順序値の選択例 :」（19-48 ページ）

参照参照参照参照 :

� 複数のマテリアライズド・ビューの問合せで、UNION ALL演算子とと
もに expr AS c_alias構文を使用する場合の詳細は、『Oracle 
Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。

� exprの構文については、6-2 ページの「SQL 式」を参照してくださ
い。
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SELECT 構文のリストの制限事項構文のリストの制限事項構文のリストの制限事項構文のリストの制限事項 : SELECT 構文のリストには、次の制限事項があります。

� この文に group_by_clause も指定している場合、この SELECT 構文のリストには次の式の
み指定できます。

– 定数

– 集計ファンクション、USERファンクション、UIDファンクションおよび SYSDATE
ファンクション

– group_by_clauseに指定されているものと同じ式。group_by_clauseが副問合せ
の中にある場合、その副問合せの GROUP BY列は、外部問合せの SELECT 構文のリス
トと対応する必要があります。副問合せの SELECT 構文のリストの列で、GROUP BY
操作に不要なものはすべて無視されます（エラーは発生しません）。

– グループ内のすべての行が同じ値に評価される前述の式を伴っている式

� 結合内のキー保存表が 1 つのみの場合、結合ビューから ROWID を選択することができま
す。表の ROWID がビューの ROWID になります。

� 複数の表に同じ名前の列があり、FROM句で結合を指定した場合、表の名前または表の別名
でその列名を修飾する必要があります。

FROM 句句句句

FROM句を指定すると、どのオブジェクトからデータを選択するかを指定できます。

query_table_expression
query_table_expression句を使用すると、表、ビュー、マテリアライズド・ビュー、パー
ティションまたはサブパーティションの識別、またはオブジェクトを識別する副問合せの指定
を行うことができます。

ONLY ONLY句は、ビューのみに適用されます。FROM句のビューが階層に属し、サブビュー
の行を含めない場合は、ONLY句を使用します。

flashback_query_clause 
flashback_query_clauseを使用すると、表、ビューまたはマテリアライズド・ビューの過
去のデータを問い合せることができます。

この句は、SQL によるフラッシュバックを実装します。この句を使用すると、SELECT 構文の
リスト内の各オブジェクトについて異なるシステム変更番号またはタイムスタンプを指定でき
ます。DBMS_FLASHBACKパッケージを使用して、セッション・レベルのフラッシュバックも実
装できます。

フラッシュバック問合せを使用すると、行に対して行った変更の履歴を取り出すことができま
す。VERSIONS_XID疑似列を使用して、変更を行ったトランザクションの対応する識別子を取
り出すことができます。また、Oracle Flashback Transaction Query を発行して、特定の行バー
ジョンを生成したトランザクションの情報を取り出すこともできます。これを行うには、特定
のトランザクション ID を FLASHBACK_TRANSACTION_QUERYデータ・ディクショナリ・
ビューで問い合せます。

AS OF AS OFを指定すると、特定のシステム変更番号（SCN）またはタイムスタンプでの問
合せによって戻された行の単一のバージョンを取り出すことができます。SCNを指定する場合、
exprは数値に評価される必要があります。TIMESTAMPを指定する場合、exprはタイムスタ
ンプ値に評価される必要があります。指定されたシステム変更番号または時刻に存在した行が
戻されます。

参照参照参照参照 : キー保存表の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照し
てください。

参照参照参照参照 : 「副問合せの使用例 :」（19-41 ページ）
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VERSIONS VERSIONSを指定すると、問合せによって戻された行の複数のバージョンを取り
出すことができます。2 つの SCN または 2 つのタイムスタンプ値の間に存在する、行のすべて
のコミット済バージョンが戻されます。戻された行には、削除後に再度挿入された行のバー
ジョンが含まれます。

� BETWEEN SCN ... を指定すると、2 つの SCN の間に存在する行のバージョンを取り出すこと
ができます。式は、両方とも数値に評価される必要があります。MINVALUEおよび
MAXVALUEは、それぞれ使用可能な一番古いデータおよび 新のデータの SCN に解決され
ます。

� BETWEEN TIMESTAMP ... を指定すると、2 つのタイムスタンプの間に存在する行のバージョ
ンを取り出すことができます。式は、両方ともタイムスタンプ値に評価される必要があり
ます。MINVALUEおよび MAXVALUEは、それぞれ使用可能な一番古いデータおよび 新の
データのタイムスタンプに解決されます。

Oracle Database では、バージョン問合せ疑似列のグループを使用して、様々な行のバージョン
に関する追加情報を取り出すことができます。詳細は、3-6 ページの「バージョン問合せ疑似
列」を参照してください。

両方の句を同時に使用する場合、AS OF句によって、SCN またはデータベースが問合せを発行
した時点が判断されます。VERSIONS句によって、AS OFで指定した時点を基準とした行の
バージョンが判断されます。トランザクションが、BETWEENの 初の値より前に開始したり、
AS OFで指定した時点より後に終了した場合は、行のバージョンとして NULL が戻されます。

フラッシュバック問合せの制限事項フラッシュバック問合せの制限事項フラッシュバック問合せの制限事項フラッシュバック問合せの制限事項 : この問合せには、次の制限事項があります。

� AS OF句の式には、副問合せを指定できません。

� 一時表、外部表またはクラスタの一部である表に対するフラッシュバック問合せでは、
VERSIONS句を使用できません。

� ビューに対するフラッシュバック問合せでは VERSIONS句を使用できません。ただし、
ビューを定義する問合せには、VERSIONS構文を使用できます。

� query_table_expressionで query_nameを指定した場合、この句は指定できません。

partition_extension_clause データを取り出す表のパーティションまたはサブパーティショ
ンの名前を指定します。 

レンジ・パーティション表およびリスト・パーティション・データでは、この句のかわりに、
データの取出しを tableの 1 つ以上のパーティションに制限する条件を WHERE句に指定でき
ます。Oracle Database はこの条件を認識し、これらのパーティションのみからデータをフェッ
チします。ハッシュ・パーティション・データには、この WHERE条件を指定することはできま
せん。

参照参照参照参照 :

� Oracle フラッシュバック問合せの詳細は、『Oracle Database アドバン
スト・アプリケーション開発者ガイド』を参照してください。

� 「フラッシュバック問合せの使用例 :」（19-33 ページ）

� DBMS_FLASHBACKパッケージを使用したセッション・レベルのフ
ラッシュバックの詳細は、『Oracle Database アドバンスト・アプリ
ケーション開発者ガイド』および『Oracle Database PL/SQL パッ
ケージ・プロシージャおよびタイプ・リファレンス』を参照してくだ
さい。

� トランザクションの履歴の詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』、
および『Oracle Database リファレンス』の
FLASHBACK_TRANSACTION_QUERYに関する説明を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : 2-106 ページの「パーティション表と索引の参照」および 19-32
ページの「パーティションからの行の選択例 :」を参照してください。
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dblink 表、ビューまたはマテリアライズド・ビューが存在するリモート・データベースの
データベース・リンクの完全名または部分名を指定します。このデータベースは、Oracle 
Database である必要はありません。

dblinkを指定しない場合、その表、ビューまたはマテリアライズド・ビューは、ローカル・
データベース内にあるものとみなされます。

データベース・リンクの制限事項データベース・リンクの制限事項データベース・リンクの制限事項データベース・リンクの制限事項 : データベース・リンクには、次の制限事項があります。

� リモート表のユーザー定義型またはオブジェクト REFを問い合せることはできません。

� リモート表の ANYTYPE型、ANYDATA型または ANYDATASET型の列を問い合せることはで
きません。

table | view | materialized view データを選択する表、ビューまたはマテリアライズド・
ビューの名前を指定します。

sample_clause 
sample_clauseを指定すると、表全体からではなく、表のランダムなサンプル・データから
選択が行われます。

BLOCK BLOCKを指定すると、ランダムな行サンプリングのかわりに、ランダムなブロック・
サンプリングを実行できます。

ブロック・サンプリングは、全表スキャン中または高速全索引スキャン中にのみ使用可能です。
より効率的な実行パスが存在する場合、ブロック・サンプリングは実行されません。特定の表
または索引に対するブロック・サンプリングを確実に実行する場合は、FULLまたは
INDEX_FFSのヒントを使用します。

sample_percent サンプルに含める行またはブロックの割合（パーセント）を指定します。
0.000001 以上 100 未満の範囲の値を指定します。この割合は、各行（ブロック・サンプリング
の場合は行の各クラスタ）が、サンプルの一部として選択される可能性を示します。
sample_percentに指定した割合の行が表から正確に取り出されるわけではありません。

SEED seed_value この句を指定すると、今回の実行と次の実行で同じサンプルが戻されま
す。seed_valueには、0（ゼロ）～ 4294967295 の整数を指定します。この句を省略した場
合、戻されるサンプルは実行ごとに異なります。

問合せ中のサンプリングの制限事項問合せ中のサンプリングの制限事項問合せ中のサンプリングの制限事項問合せ中のサンプリングの制限事項 : ビューからサンプリングを行う場合、ビューがキー保存
されていることを確認する必要があります。これを確認する方法の 1 つは、CREATE TABLE ... 
AS subquery文を使用して任意の問合せの結果を具体化し、結果として生成された問合せに対
してサンプリングを実行することです。

sample_clause の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : SAMPLE句は、DML 文の副問合せで指定できません。

参照参照参照参照 :

� データベース・リンクの参照方法の詳細は、2-104 ページの「リモー
ト・データベース内のオブジェクトの参照」を参照してください。

� 分散問合せの詳細は、9-14 ページの「分散問合せ」および 19-47 ペー
ジの「分散問合せの使用例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「サンプルの選択例 :」（19-32 ページ）

注意注意注意注意 : 統計的に適切でない想定値でこの機能を使用した場合、不正確な、
または望ましくない結果になります。
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subquery_restriction_clause subquery_restriction_clauseを使用すると、次のいず
れかの方法で副問合せを制限できます。

WITH READ ONLY WITH READ ONLYを指定すると、表またはビューを更新禁止にできま
す。

WITH CHECK OPTION WITH CHECK OPTIONを指定すると、副問合せに含まれない行を生
成する表またはビューの変更を禁止できます。この句を DML 文の副問合せ内で使用する場合、
FROM句内の副問合せには指定できますが、WHERE句内の副問合せには指定できません。

CONSTRAINT constraint CHECK OPTION制約の名前を指定します。この識別子を省略した
場合、その制約に SYS_Cnという形式の名前が自動的に割り当てられます。この場合の n は、
その制約名をデータベース内で一意の名前にする整数です。

table_collection_expression 
table_collection_expressionを使用すると、問合せおよび DML 操作で、
collection_expression値を表として扱うことができます。collection_expressionに
は、副問合せ、列、ファンクションまたはコレクション・コンストラクタのいずれかを指定で
きます。その形式にかかわらず、集合値（ネストした表型または VARRAY 型の値）を戻す必要
があります。このようなコレクションの要素抽出プロセスをコレクション・ネスト解除コレクション・ネスト解除コレクション・ネスト解除コレクション・ネスト解除といい
ます。

TABLE式を親表と結合する場合は、オプションのプラス（+）には大きな意味があります。
+ を指定すると、その 2 つの外部結合が作成され、コレクション式が NULL の場合でも、外部
表の行が問合せで戻されるようになります。

collection_expressionは、FROM句で左側に定義された表の列を参照できます。これを左左左左
相関相関相関相関といいます。左相関は table_collection_expressionのみで行われます。その他の
副問合せは、その副問合せ以外で定義された列を参照することはできません。

オプションの (+)を使用すると、コレクションが NULL または空である場合、すべてのフィー
ルドに NULL が設定された行を table_collection_expressionが戻すように指定できま
す。この (+)は collection_expressionが左相関を使用する場合にのみ有効です。結果
は、外部結合の結果と似ています。

UPDATEまたは DELETE操作で副問合せの WHERE句に (+)構文を使用する場合は、副問合せ
の FROM句に 2 つの表を指定する必要があります。副問合せに結合が存在しないかぎり、外部
結合構文は無視されます。

t_alias 
相関名相関名相関名相関名（表、ビュー、マテリアライズド・ビューまたは問合せを評価するための副問合せの別
名）を指定します。SELECT 構文のリストがオブジェクト型属性またはオブジェクト型メソッ
ドを参照する場合、この別名が必要になります。相関名は、相関問合せ内で も頻繁に使用さ
れます。表、ビューまたはマテリアライズド・ビューを参照する問合せでは、この別名を参照
する必要があります。

参照参照参照参照 : 「WITH CHECK OPTION 句の使用例 :」（19-39 ページ）

注意注意注意注意 : 以前のリリースの Oracle では、collection_expressionが副
問合せの場合、table_collection_expressionを THE subqueryと
表現していました。現在、このような表現方法は非推奨になっています。

参照参照参照参照 :

� 「外部結合」（9-11 ページ）

� 19-44 ページの「表のコレクション例 :」および 19-45 ページの「コレ
クションのネスト解除例 :」を参照してください。
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pivot_clause
pivot_clauseを使用すると、行を列に変換し、変換処理中にデータを集計するクロス集計問
合せを記述できます。ピボット演算の出力には、 初のデータセットよりも多くの列と少ない
行が含まれています。pivot_clauseでは、次の手順が実行されます。

1. 句の先頭で指定されている集計ファンクションが計算されます。集計ファンクションは、
複数の値を戻すように GROUP BY句を指定する必要がありますが、pivot_clauseには、
明示的な GROUP BY句が含まれていません。かわりに、暗黙的な GROUP BYが実行されま
す。暗黙的なグループ化は、pivot_clauseで参照されていないすべての列、および
pivot_in_clauseで指定されている値セットに基づいています。

2. 列のグループ化および手順 1 で計算された集計値は、次のクロス集計出力を生成するよう
に構成されています。

a. 初に、pivot_clauseで参照されていないすべての暗黙的なグループ化列が出力さ
れます。

b. 次に、pivot_in_clause内の値に対応している新しい列が出力されます。集計済の
値はそれぞれ、クロス集計の該当する新しい列に書き換えられます。XMLキーワード
を指定した場合、結果は、XML 文字列としてデータを表記する単一の新しい列となり
ます。

pivot_clauseの副次句のセマンティクスは、次のとおりです。

XML オプションの XMLキーワードは、問合せの XML 出力を生成します。XMLキーワードを
指定すると、pivot_in_clauseには、副問合せまたはワイルド・カード・キーワード ANYを
含めることができます。副問合せおよび ANYワイルド・カードは、pivot_in_clause値が事
前にわかっていない場合に有効です。XML 出力では、ピボット列の値が実行時に評価されま
す。pivot_in_clauseで式を使用して明示的なピボット値を指定する場合は、XMLを指定す
ることができません。

XML 出力が生成される際、集計ファンクションが各ピボット値に適用され、データベースに
よって、値とメジャーのすべてのペアの XML 文字列を含む XMLTypeの列が戻されます。

expr ピボット列の定数値への評価を行う式を指定します。オプションで、各ピボット列値の
別名を指定できます。別名がない場合は、列ヘッダーが引用識別子となります。

subquery subquery は、XMLキーワードとともにのみ使用されます。subquery を指定する
と、subquery によって検出されたすべての値がピボットに使用されます。出力は、XML 以外
のピボット問合せによって戻されるクロス集計書式とは異なります。pivot_in_clauseで指
定されている複数の列のかわりに、subquery では、XML 文字列の列が 1 つ生成されます。各
行の XML 文字列は、その行の暗黙的な GROUP BY値に対応する集計データを保持します。入力
データに対応する行がない場合でも、各出力行の XML 文字列には、subquery によって検出さ
れたすべてのピボット値が含まれています。

subquery は、ピボット問合せの実行時に、一意の値リストを戻します。subquery が一意の値
を戻さない場合、Oracle Database によってランタイム・エラーが生成されます。問合せが一意
の値を戻すかどうかがわからない場合は、subquery に DISTINCTキーワードを使用します。

ANY ANYキーワードは、XMLキーワードとともにのみ使用されます。ANYキーワードは、ワ
イルド・カードとして機能し、subqueryと同様に動作します。出力は、XML 以外のピボット
問合せによって戻されるクロス集計書式とは異なります。pivot_in_clauseで指定されてい
る複数の列のかわりに、ANYキーワードでは、XML 文字列の列が 1 つ生成されます。各行の
XML 文字列は、その行の暗黙的な GROUP BY値に対応する集計データを保持します。ただし、
subqueryを指定した場合と比較すると、ANYワイルド・カードでは、各出力行について、行
に対応する入力データで検出されたピボット値のみを含む XML 文字列が生成されます。

参照参照参照参照 : 「相関副問合せの使用例 :」（19-47 ページ）

参照参照参照参照 : PIVOTおよび UNPIVOTの詳細は、『Oracle Database データ・
ウェアハウス・ガイド』を参照してください。また、19-39 ページの

「PIVOT および UNPIVOT の使用例 :」も参照してください。
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unpivot_clause
unpivot_clauseは、列を行に変換します。

� INCLUDE | EXCLUDE NULLS句により、NULL 値の行を組み込むか、または除外するかを
選択できます。INCLUDE NULLSは、アンピボット操作に NULL 値の行を組み込みます。
EXCLUDE NULLSは、戻り値のセットから NULL 値の行を除外します。この句を省略する
と、アンピボット操作で NULL が除外されます。

� columnには、sales_quantityなどのメジャー値を保持する各出力列の名前を指定しま
す。

� pivot_for_clauseには、四半期または製品などの記述子値を保持する各出力列の名前
を指定します。

� unpivot_in_clauseには、名前が pivot_for_clauseの出力列の値となる入力データ
列を指定します。これらの入力データ列には、Q1、Q2、Q3、Q4 など、カテゴリ値を指定
する名前が含まれています。オプションの aliasを指定すると、必要な値に列名をマップ
することができます。

アンピボット操作は、複数の値列を単一の列に変更します。このため、値列のすべてのデータ
型は、数値、文字などの同じデータ型グループに属している必要があります。

� すべての値列が CHARの場合、アンピボットされる列は CHARになります。値列が
VARCHAR2の場合、アンピボットされる列は VARCHAR2になります。

� すべての値列が NUMBERの場合、アンピボットされる列は NUMBERになります。値列が
BINARY_DOUBLEの場合、アンピボットされる列は BINARY_DOUBLEになります。
BINARY_DOUBLEの値列はないが、いずれかの値列が BINARY_FLOATの場合、アンピ
ボットされる列は BINARY_FLOATになります。

join_clause 
適切な join_clause構文を使用すると、データが選択され、結合の一部となる表を識別でき
ます。inner_cross_join_clauseを使用すると、内部結合またはクロス結合を指定できま
す。outer_join_clauseを使用すると、外部結合を指定できます。

結合する行ソースが 3 つ以上ある場合は、カッコを使用してデフォルトの優先順位を無効にす
ることができます。たとえば、次のような構文があるとします。

SELECT ... FROM a JOIN (b JOIN c) ...

この場合、bと cが結合され、次にその結果と aが結合されます。

内部結合内部結合内部結合内部結合

内部結合は、結合条件を満たす行のみを戻します。

INNER INNERを指定すると、内部結合を明示的に指定できます。

JOIN JOINキーワードを使用すると、結合の実行を明示的に示すことができます。この構文
を使用すると、WHERE句の結合で使用されている、カンマで区切られた表の式を、FROM句の
結合構文に置き換えることができます。

ON condition ON句を使用すると、結合条件を指定できます。これによって、WHERE句の検
索またはフィルタ条件とは分離して結合条件を指定できます。

USING (column) 両方の表で同じ名前の列同士を等価結合する場合、USING column句に使
用する列を指定します。両方の表で同じ名前の列同士を結合する場合のみ、この句を使用でき
ます。この句の中では、列名を表の名前および別名で修飾しないでください。

参照参照参照参照 : 結合の詳細は、9-10 ページの「結合」、19-40 ページの「結合問合
せの使用例 :」、19-41 ページの「自己結合の使用例 :」および 19-41 ページ
の「外部結合の使用例 :」を参照してください。
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クロス結合クロス結合クロス結合クロス結合

CROSSキーワードを使用すると、クロス結合を実行できます。クロス結合は、2 つの関係のク
ロス積を生成します。カンマで区切られたの表記法と基本的に同じです。

外部結合外部結合外部結合外部結合

外部結合は、結合条件を満たすすべての行と、結合条件を満たす他方の表の行を除いた、一方
の表のすべての行を戻します。指定可能な外部結合は、結合の両側に table_reference構文
を使用した従来の外部結合と、いずれかの側に query_partition_clauseを使用したパー
ティション化された外部結合の 2 種類です。パーティション化された外部結合は、内部表の各
パーティションと外部表の間で結合が行われるという点を除いて、従来の外部結合と同じです。
この形式の結合では、対象のディメンションに沿って、選択的に疎データをより密にできます。
このプロセスはデータの稠密化データの稠密化データの稠密化データの稠密化といいます。

outer_join_type 実行する外部結合の種類を指定します。

� RIGHTを指定すると、右側外部結合が実行されます。

� LEFTを指定すると、左側外部結合が実行されます。

� FULLを指定すると、完全な外部結合または両側外部結合が実行されます。内部結合に加
え、内部結合の結果に戻されない両方の表からの行は、保持され、NULL で拡張されます。

� RIGHT、LEFTまたは FULLの後にオプションの OUTERキーワードを指定し、外部結合の実
行を明示的に示すことができます。

query_partition_clause query_partition_clauseを使用すると、パーティション化されパーティション化されパーティション化されパーティション化され
た外部結合た外部結合た外部結合た外部結合を定義できます。このような結合は、問合せによって戻されたパーティションに外
部結合を適用し、従来の外部結合構文を拡張します。PARTITION BY句で指定した各式に対す
る行のパーティションが作成されます。問合せの各パーティションの行は、PARTITION BY式
に対して同じ値を持ちます。

query_partition_clauseは、外部結合のいずれかの側で使用できます。パーティション化
された外部結合の結果は、パーティション化された結果セットの各パーティションの外部結合
と結合の反対側の表との論理和になります。この形式の結果は、疎データの欠損の補完に役立
つため、分析計算が簡単になります。

この句を省略した場合、表の式全体（table_referenceに指定したすべてのもの）が単一の
パーティションとして扱われるため、従来型の外部結合となります。

分析ファンクションで query_partition_clauseを使用するには、構文の上位ブランチ
（カッコなし）を使用します。この句をモデルの問合せ（model_column_clauses内）また
はパーティション化された外部結合（outer_join_clause内）で使用するには、構文の下位
ブランチ（カッコ付き）を使用します。

パーティション化された外部結合の制限事項パーティション化された外部結合の制限事項パーティション化された外部結合の制限事項パーティション化された外部結合の制限事項 : パーティション化された外部結合には、次の制
限事項があります。

� query_partition_clauseは、結合の右側または左側に指定できますが、両方に指定す
ることはできません。

� パーティション化された完全外部結合（FULL）は指定できません。

� ON句を使用して外部結合に query_partition_clauseを指定した場合、ON条件内には
副問合せを指定できません。

参照参照参照参照 :

� 外部結合に関するその他の規則および制限事項については、9-11 ペー
ジの「外部結合」を参照してください。

� パーティション化された外部結合およびデータの稠密化の詳細は、
『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してくださ
い。

� 「パーティション化された外部結合の使用例 :」（19-43 ページ）
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ON condition ON句を使用すると、結合条件を指定できます。これによって、WHERE句の検
索またはフィルタ条件とは分離して結合条件を指定できます。

ON condition 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : NATURAL外部結合を使用してこの句を指定することはできませ
ん。

USING column USING句を含む外部結合の場合、問合せによって単一列が戻されます。この
単一列は、結合内の一致する 2 つの列が結合したものです。この結合は、次のように機能しま
す。

COALESCE (a, b) = a if a NOT NULL, else b.

したがって、次のことがいえます。

� 左側外部結合では、FROM句内の左側の表から共通するすべての列値が戻されます。

� 右側外部結合では、FROM句内の右側の表から共通するすべての列値が戻されます。

� 完全な外部結合では、結合された両方の表から共通するすべての列値が戻されます。

USING column 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 :

� この句の中では、列名を表の名前および別名で修飾しないでください。

� LOB 列またはコレクション列は、USING column句で指定できません。

� NATURAL外部結合を使用してこの句を指定することはできません。

NATURAL JOIN NATURALキーワードを使用すると、自然結合を実行できます。自然結合は、
2 つの表の間で同じ名前のすべての列に基づきます。2 つの表から関連する列の値が等しい行が
選択されます。自然結合で使用する列を指定する場合は、表の名前または別名で列名を修飾し
ないでください。

自然結合またはクロス結合の表の組合せが不明瞭な場合があります。たとえば、次のような結
合構文があるとします。

   a NATURAL LEFT JOIN b LEFT JOIN c ON b.c1 = c.c1

この例は、次のどちらにも解釈できます。

   a NATURAL LEFT JOIN (b LEFT JOIN c ON b.c1 = c.c1) 
   (a NATURAL LEFT JOIN b) LEFT JOIN c ON b.c1 = c.c1

このような不明瞭さをなくすため、カッコを使用して結合する表の組合せを明確にしてくださ
い。このようなカッコがないと、左から右へ表が組み合せられ、左の結合が使用されます。

自然結合の制限事項自然結合の制限事項自然結合の制限事項自然結合の制限事項 : LOB 列、ANYTYPE列、ANYDATA列、ANYDATASET列またはコレク
ション列は、自然結合の一部として指定できません。

where_clause
WHERE条件を指定すると、選択する行を 1 つ以上の条件を満たす行のみに制限できます。
conditionには、有効な SQL 条件を指定します。

この句を省略した場合、FROM句に指定されている表、ビューまたはマテリアライズド・ビュー
のすべての行が戻されます。

参照参照参照参照 : 「外部結合の使用例 :」（19-41 ページ）
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hierarchical_query_clause 
hierarchical_query_clauseを使用すると、階層順序で行を選択できます。

階層問合せを含む SELECT文では、SELECT 構文のリスト内の LEVEL疑似列を使用できます。
LEVELは、ルート・ノードには 1 を、ルート・ノードの子であるノードには 2 を、孫である
ノードには 3 を戻します（以下同様）。階層問合せによって戻されるレベルの数値は、使用可能
なユーザー・メモリーによって制限されます。

Oracle は次のように階層問合せを処理します。

� 初に、結合（指定されている場合）が、FROM句で指定されているか、または WHERE句
述語で指定されているかが評価されます。

� CONNECT BY条件が評価されます。

� 残りの WHERE句述語が評価されます。

この句を指定する場合、ORDER BYおよび GROUP BYを指定すると、CONNECT BY結果の階層順
序が破棄されるため、これらの句のどちらも指定しないでください。同じ親の兄弟である行を
順序付ける場合は、ORDER SIBLINGS BY句を使用します。

START WITH 句句句句

階層問合せのルートとして使用される行を識別する場合の条件を指定します。Oracle Database
では、この条件を満たすすべての行がルートとして使用されます。この句を省略した場合、表
内のすべての行がルート行として使用されます。

CONNECT BY 句句句句

階層の親 / 子の行の関連を識別する条件を指定します。connect_by_conditionには、第 7
章「条件」のどの条件でも含めることができます。ただし、親である行を参照するための
PRIOR演算子を使用する必要があります。

注意注意注意注意 : この句がパーティション表またはパーティション索引の DATE列
を参照している場合、データベースは、次の条件でのみパーティション・
プルーニングを実行します。

� TO_DATEファンクションで 4 桁書式マスクを使用して年を完全に指定
した表または索引パーティションを作成した場合

� TO_DATEファンクションで 2 または 4 桁書式マスクを使用して問合せ
の where_clauseに日付を指定した場合 

参照参照参照参照 :

� 条件の構文については、第 7 章「条件」を参照してください。

� 「パーティションからの行の選択例 :」（19-32 ページ）

参照参照参照参照 : 階層問合せの詳細は、9-3 ページの「階層問合せ」および 19-45
ページの「LEVEL 疑似列の使用例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 :

� LEVELの詳細は、第 3 章「疑似列」を参照してください。

� 階層問合せの概要は、9-3 ページの「階層問合せ」を参照してくださ
い。

� 「階層問合せの例」（19-35 ページ）
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group_by_clause 
GROUP BY句を指定すると、選択した行を各行の exprの値に基づいてグループ化し、各グルー
プのサマリー情報を 1 行戻すことができます。この句に CUBEまたは ROLLUP拡張要素を指定
した場合、標準グループ化の他に超集合グループ化が生成されます。

GROUP BY句の式には、SELECT 構文のリストに指定されている列であるかどうかにかかわら
ず、FROM句の表、ビューおよびマテリアライズド・ビューの列を指定できます。

GROUP BY句は行をグループ化しますが、結果セットの順序は保証しません。グループ化の順
序付けを行うには、ORDER BY句を使用します。

ROLLUP simple_grouping_clauseの ROLLUP操作を使用すると、選択した行を GROUP 
BYで指定した式 n、n-1、n-2、... 0 の 初の値に基づいてグループ化し、各グループのサマ
リー情報を 1 行戻すことができます。ROLLUP操作を SUMファンクションとともに使用すると、
小計値小計値小計値小計値を出力できます。ROLLUPを SUMとともに使用すると、 も詳細なレベルの小計から総
計までが生成されます。COUNTなどの集計ファンクションは、他の種類の超集合の出力に使用
できます。

たとえば、simple_grouping_clauseの ROLLUP句に式を 3 つ指定した場合（n=3）、操作
の結果は n+1=3+1=4 グループになります。

初の n式の値でグループ化した行を標準行標準行標準行標準行、その他を超集合行超集合行超集合行超集合行といいます。

CUBE simple_grouping_clauseの CUBE操作を使用すると、選択した行を、指定した式
のあらゆる組合せの値に基づいてグループ化できます。また、各グループのサマリー情報を
1 行戻すことができます。CUBE操作を使用すると、クロス集計値クロス集計値クロス集計値クロス集計値を出力できます。

たとえば、simple_grouping_clauseの CUBE句に式を 3 つ指定した場合（n=3）、操作の結
果は 2n = 23 = 8 グループになります。n式の値でグループ化した行を標準行標準行標準行標準行、その他を超集合超集合超集合超集合
行行行行といいます。

GROUPING SETS GROUPING SETSは、データを複数にグループ化する GROUP BY句をさら
に拡張したものです。これによって、不要な集計が排除され、効率的に集計できるようになり
ます。必要なグループを指定すると、データベースが CUBEまたは ROLLUPによって生成され
た集計のすべてを実行する必要がなくなります。GROUPING SETS句で指定したすべてのグ
ループ化が計算され、UNION ALL操作で個々のグループ化の結果が組み合されます。UNION 
ALLは、結果セットが重複行を含むことを許可します。

GROUP BY句では、様々な方法で式を組み合せることができます。

� 複合列複合列複合列複合列を指定するには、カッコで列をグループ化します。データベースは、ROLLUP操作
または CUBE操作の計算でこれらを 1 つの単位として処理します。

参照参照参照参照 :

� データを集計する SQL グループ化構文の詳細および例については、
『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してくださ
い。

� この句の例については、5-75 ページの「GROUP_ID」、「GROUPING」
および「GROUPING_ID」を参照してください。

� 「GROUP BY 句の使用例 :」（19-34 ページ）

参照参照参照参照 : マテリアライズド・ビューで ROLLUPを使用する場合の詳細は、
『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� マテリアライズド・ビューで CUBEを使用する場合の詳細は、『Oracle 
Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。

� 「GROUP BY CUBE 句の使用例 :」（19-34 ページ）
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� グルーピング・セットの連結グルーピング・セットの連結グルーピング・セットの連結グルーピング・セットの連結を指定するには、カンマで複数のグルーピング・セット、
ROLLUP操作および CUBE操作を区切ります。データベースは、これらを 1 つの GROUP BY
句に結合します。結果は、各グルーピング・セットからのグループ化のクロス積です。

HAVING 句句句句 
HAVING句を使用すると、戻す行のグループを、指定した条件が TRUEである行のグループの
みに制限できます。この句を省略した場合、すべてのグループのサマリー行が戻されます。

where_clauseおよび hierarchical_query_clauseの後に、GROUP BYおよび HAVING
を指定します。GROUP BYおよび HAVING句を両方指定する場合は、どちらを先に指定しても
かまいません。

GROUP BY 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� LOB 列、ネストした表または VARRAY を exprの一部として指定できません。

� 式には、スカラー副問合せ式を除くすべての形式が可能です。

� group_by_clauseがオブジェクト型列を参照する場合、問合せはパラレル化されません。

model_clause 
model_clauseでは、選択した行を多次元配列として表示し、その配列内のセルにランダムに
アクセスできます。model_clauseを使用すると、一連のセルの割当てを指定できます。この
割当てはルールルールルールルールと呼ばれ、個々のセルおよびセルの範囲に対する計算を実行します。これらの
ルールは問合せの結果を操作しますが、データベース表は更新しません。

問合せで model_clauseを使用する場合、SELECT句および ORDER BY句は、
model_column_clausesで定義された列のみを参照する必要があります。

main_model
main_model句を使用すると、選択した行を多次元配列内で表示する方法および配列内の各セ
ルに適用するルールを定義できます。

model_column_clauses
model_column_clausesを使用すると、問合せの列を、パーティション列、ディメンション
列およびメジャー列の 3 つのグループに定義して分類できます。この 3 つの副次句内の expr
がモデル列の場合、列の別名（c_alias）の指定は任意です。exprがモデル列でない場合、
列の別名は必須です。

PARTITION BY PARTITION BY句を使用すると、選択した行を列の値に基づいてパーティ
ションに分割するために使用する列を指定できます。

DIMENSION BY DIMENSION BY句を使用すると、パーティション内で行を識別する列を指定
できます。ディメンション列およびパーティション列の値は、行のメジャー列に対する配列の
索引として使用されます。

参照参照参照参照 : 「GROUPING SETS 句の使用例 :」（19-34 ページ）

参照参照参照参照 : 「HAVING 条件の使用例 :」（19-35 ページ）

参照参照参照参照 :

� exprの構文については、6-2 ページの「SQL 式」を、conditionの
構文については、第 7 章「条件」を参照してください。

� 詳細および例は、『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』
を参照してください。

� 「MODEL 句の例 :」（19-36 ページ）
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MEASURES MEASURES句を使用すると、計算が実行可能な列を識別できます。個々の行の
メジャー列は、パーティション列およびディメンション列の値を指定することによる参照およ
び更新が可能なセルと同様に扱われます。

model_column model_columnを使用すると、モデルの定義に使用する列を識別できます。
exprが列名ではない場合、列の別名が必要です。モデル式の詳細は、6-11 ページの「モデル
式」を参照してください。

cell_reference_options
cell_reference_options句を使用すると、ルールで NULL または値なしを処理する方法
および列の一意性を制約する方法を指定できます。

IGNORE NAV IGNORE NAVを指定すると、指定したデータ型の NULL または値なしに対し
て、次の値が戻されます。

� 数値データ型 : 0（ゼロ）

� 日時データ型 : 01-JAN-2000

� 文字データ型 : 空の文字列

� その他のデータ型 : NULL

KEEP NAV KEEP NAVを指定すると、NULL または値なしのセル値に対して NULL が戻され
ます。KEEP NAVはデフォルトです。

UNIQUE SINGLE REFERENCE UNIQUE SINGLE REFERENCEを指定すると、問合せの結果
セット全体ではなく、ルールの右側の単一セルの参照のみが一意性をチェックされます。

UNIQUE DIMENSION UNIQUE DIMENSIONを指定すると、PARTITION BYおよび
DIMENSION BYで指定した列が、問合せに対する一意キーであるかどうかが確認されます。
UNIQUE DIMENSIONはデフォルトです。

model_rules_clause
model_rules_clauseを使用すると、更新するセルおよびこれらのセルを更新するルールを
指定できます。オプションで、ルールを適用および処理する方法も指定できます。

各ルールは割当てを表し、左側と右側にわかれています。ルールの左側は、ルールの右側に
よって更新されるセルを識別します。ルールの右側は、ルールの左側で指定されたセルに割り
当てられる値を評価します。

UPSERT ALL UPSERT ALLを使用すると、ルールの左側に位置参照と記号参照の両方がある
ルールに対して UPSERT動作が可能になります。UPSERT ALLルールが評価されると、次の手
順が実行され、アップサートするセル参照のリストが作成されます。

1. セル参照のすべてのシンボリック述語を満たす既存のセルを検索します。

2. 記号参照があるディメンションのみを使用して、これらのセルの異なるディメンション値
の組合せを検索します。

3. 位置参照によって指定されたディメンション値を持つ、これらの値の組合せのクロス積が
実行されます。

UPSERT ALLのセマンティクスの詳細は、『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』
を参照してください。

UPSERT UPSERTを指定すると、ルールの左側で参照されるセルが多次元配列内に存在して
いる場合、セルにルールが適用され、多次元配列内に存在しないセルに対しては新しい行が挿
入されます。UPSERT動作は、ルールの左側で位置参照が使用され、単一セルが参照されてい
る場合にのみ適用されます。UPSERTはデフォルトです。位置参照および単一セル参照の詳細
は、19-27 ページの「cell_assignment」を参照してください。
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UPDATEおよび UPSERTは、個々のルールに同様に指定できます。特定のルールに UPDATEま
たは UPSERTのいずれかを指定した場合、その指定は RULES句に指定したその他のオプション
より優先されます。

UPDATE UPDATEを指定するとルールの左側で参照されるセルが多次元配列内に存在してい
る場合、そのセルにルールが適用されます。セルが存在しない場合、割当ては無視されます。

AUTOMATIC ORDER AUTOMATIC ORDERを指定すると、依存順序に基づいてルールが評価さ
れます。この場合、セルには値が 1 回のみ割り当てられます。

SEQUENTIAL ORDER SEQUENTIAL ORDERを指定すると、表示されている順序でルールが
評価されます。この場合、セルには値が複数回割り当てられます。SEQUENTIAL ORDERはデ
フォルトです。

ITERATE ... [UNTIL] ITERATE...[UNTIL] を使用すると、ルールを繰り返す回数を指定できま
す。また、早期終了条件も指定できます。UNTIL条件を囲むカッコの使用は任意です。

ITERATE ... [UNTIL] を指定した場合、ルールは表示されている順序で評価されます。
model_rules_clauseで AUTOMATIC ORDERおよび ITERATE ... [UNTIL]の両方が指定され
ている場合、エラーが戻されます。

cell_assignment
cell_assignment句は、ルールの左側に使用し、更新する 1 つ以上のセルを指定します。単
一セルを参照する cell_assignmentは、単一セル参照単一セル参照単一セル参照単一セル参照といいます。複数のセルが参照される
場合は、複数セル参照複数セル参照複数セル参照複数セル参照といいます。

model_clauseで定義したすべてのディメンション列は、cell_assignment句で修飾する
必要があります。ディメンションは、記号参照または位置参照を使用して修飾できます。

記号参照記号参照記号参照記号参照は、dimension_column=constantなどのブール条件を使用して、単一のディメン
ション列を修飾します。位置参照位置参照位置参照位置参照では、DIMENSION BY句でディメンション列の位置が示され
ます。記号参照と位置参照の唯一の相違点は、NULL の処理です。

a[x=null,y=2000]のような単一セルの記号参照を使用すると、x=nullが FALSEと評価さ
れるため、該当するセルは存在しません。ただし、a[null,2000]のような単一セルの位置参
照を使用すると、null = null が TRUEと評価されるため、xが NULL、yが 2000 のセルが該当
します。単一セルの位置参照を使用すると、ディメンション列が NULL のセルを参照、更新お
よび挿入できます。

記号参照または位置参照を使用して、ディメンション列の値を表す条件または式を指定できま
す。conditionに集計ファンクションまたは CVファンクションを含めることはできません。
また、conditionは単一のディメンション列を参照する必要があります。exprに副問合せを
含めることはできません。モデル式の詳細は、6-11 ページの「モデル式」を参照してください。

UPSERT [ALL] およびおよびおよびおよび UPDATE に関する注意に関する注意に関する注意に関する注意 : UPSERT ALL、UPSERT
または UPDATEルールに適切な条件が含まれていない場合は、別のタイプ
のルールに暗黙的に変換される場合があります。

� UPSERTルールに存在述語が含まれている場合、そのルールは
UPDATEルールとして処理されます。

� UPSERT ALLルールには、その左側に少なくとも 1 つの存在述語と
1 つの修飾述語が必要です。

– 存在述語がない場合は、UPSERTルールとして処理されます。

– 修飾述語がない場合は、UPDATEルールとして処理されます。
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single_column_for_loop
single_column_for_loop句を使用すると、更新するセルの範囲を単一のディメンション列
内で指定できます。

IN句を使用すると、ディメンション列の値を値のリストまたは副問合せとして指定できます。
副問合せを使用する場合、次の制限事項があります。

� 相関問合せは使用できません。

� 10,000 を超える行を戻すことはできません。

� WITH句で定義された問合せを使用できません。

FROM句を使用すると、ディメンション列の値の範囲を指定できます。範囲内の増分は不連続で
もかまいません。FROM句は、加算および減算がサポートされているデータ型の列にのみ使用で
きます。INCREMENTおよび DECREMENTの値は、正の値である必要があります。

オプションで、FROM句内で LIKE句を指定することができます。LIKE句の patternは、単
一のパターン一致文字 %を含む文字列です。この文字は、実行時に FROM句の現在の増分値ま
たは減分値で置き換えられます。

FORループで使用されるディメンション以外のすべてのディメンションが単一セル参照に関係
する場合は、式で新しい行を挿入できます。FORループによって生成されたディメンション値
の組合せの数は、MODEL句の行制限（10,000）の計算に含まれます。

multi_column_for_loop
multi_column_for_loop句を使用すると、更新するセルの範囲を複数のディメンション列
にまたがって指定できます。IN句を使用すると、ディメンション列の値を複数の値のリストま
たは副問合せとして指定できます。副問合せを使用する場合、次の制限事項があります。

� 相関問合せは使用できません。

� 10,000 を超える行を戻すことはできません。

� WITH句で定義された問合せを使用できません。

FORループで使用されるディメンション以外のすべてのディメンションが単一セル参照に関係
する場合は、式で新しい行を挿入できます。FORループによって生成されたディメンション値
の組合せの数は、MODEL句の行制限（10,000）の計算に含まれます。

order_by_clause
ORDER BY句を使用すると、ルールの左側のセルを評価する順序を指定できます。exprは、
ディメンションまたはメジャー列に変換される必要があります。ORDER BY句を指定しない場
合、DIMENSION BY句で指定した列の順序がデフォルトで使用されます。詳細は、19-29 ペー
ジの「order_by_clause」を参照してください。

order_by_clause 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : モデル・ルールで ORDER BY句を使用する場合には、次の制
限があります。

� model_clause句の order_by_clauseには、SIBLINGS、positionまたは c_alias
を指定できません。

� モデル・ルールの左側にこの句を指定し、右側に FORループも指定することはできません。

expr
ルールの右側に指定した単一または複数のセルの値を表す式を指定します。exprに副問合せを
含めることはできません。モデル式の詳細は、6-11 ページの「モデル式」を参照してください。

参照参照参照参照 : MODEL句で FORループを使用する方法の詳細は、『Oracle 
Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。
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return_rows_clause
return_rows_clauseを使用すると、選択されたすべての行を戻すか、モデル・ルールに
よって更新された行のみを戻すかどうかを指定できます。ALLはデフォルトです。

reference_model
reference_modelは、model_clause内から複数の配列にアクセスする必要がある場合に
使用します。この句は、問合せの結果に基づいて、読取り専用の多次元配列を定義します。

reference_model句の副次句は、main_model句と同じセマンティクスを持ちます。詳細
は、19-26 ページの「cell_reference_options」および 19-25 ページの「model_column_clauses」
を参照してください。

reference_model 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� PARTITION BY列を参照モデルに指定することはできません。

� 参照モデルの副問合せから外部副問合せの列を参照することはできません。

集合演算子集合演算子集合演算子集合演算子 : UNION、、、、UNION ALL、、、、INTERSECT およびおよびおよびおよび MINUS
集合演算子は、2 つの SELECT文によって戻された行を 1 つの結果に結合します。それぞれの
コンポーネント問合せで選択される列の数とデータ型は同じである必要がありますが、列の長
さは異なってもかまいません。結果セット内の列の名前は、集合演算子の前にある SELECT 構
文のリスト内の式の名前です。

集合演算子で 3 つ以上の問合せを結合する場合、隣接する問合せが左から右へ評価されます。
副問合せを囲むカッコは任意指定です。この評価順序を変更する場合、カッコを使用します。

これらの演算子の詳細および使用方法の制限事項については、9-7 ページの「UNION [ALL]、
INTERSECT および MINUS 演算子」を参照してください。

order_by_clause 
ORDER BY句を使用すると、文によって戻された行を順序付けることができます。
order_by_clauseを指定しない場合、同じ問合せで取り出される行の順序が異なることがあ
ります。

SIBLINGS SIBLINGSキーワードは、hierarchical_query_clause（CONNECT BY）を指
定する場合のみに有効です。ORDER SIBLINGS BYは階層問合せ句で指定した任意の順序を保
持し、兄弟関係にある階層に order_by_clauseを適用します。

expr exprを使用すると、exprの値を基準にして行を順番付けることができます。式は、
SELECT 構文のリストの列、あるいは FROM句の表、ビューまたはマテリアライズド・ビュー
の列に基づきます。

position positionを使用すると、SELECT 構文のリストの指定した位置にある式の値に基
づいて行を順序付けることができます。positionには整数を指定する必要があります。

order_by_clauseには複数の式を指定できます。この場合、まず、 初の式の値に基づいて
行がソートされます。次に、 初の式と同じ値を持つ行が 2 番目の式の値に基づいてソートさ
れる、というように処理が行われます。NULL 値は昇順では 後に、降順では先頭にソートさ
れます。問合せ結果の順位付けの詳細は、9-10 ページの「問合せ結果のソート」を参照してく
ださい。

ASC | DESC 昇順か降順かを指定します。デフォルトは ASCです。

NULLS FIRST | NULLS LAST NULL 値を含む戻された行が順序の 初にくるか、 後にくる
かを指定します。

NULLS LASTは昇順のデフォルトで、NULLS FIRSTは降順のデフォルトです。
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ORDER BY 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : ORDER BY句には次の制限事項があります。

� この文中で DISTINCT演算子を指定した場合、SELECT 構文のリストに指定された列でな
いかぎり、この句は列を参照することはできません。

� order_by_clauseには 大 255 個の式を指定できます。

� LOB 列、LONG列、LONG RAW列、ネストした表または VARRAY を使用して順位付けするこ
とはできません。

� 同じ文中で group_by_clause を指定する場合、この order_by_clauseは次の式に制限さ
れます。

– 定数

– 集計ファンクション

– 分析ファンクション

– USERファンクション、UIDファンクションおよび SYSDATEファンクション

– group_by_clauseに指定されているものと同じ式 

– グループ内のすべての行が同じ値に評価されるこれらの式を導出する式

for_update_clause 
FOR UPDATE句を使用すると、トランザクションが終了する前に、選択した行が別のユーザー
によってロックまたは更新されることがないように、選択した行をロックできます。 上位の
SELECT文でのみ、この句を指定できます。副問合せでは指定できません。

親表の行がロックされても、ネストした表の行はロックされません。ネストした表の行をロッ
クする場合、ネストした表を明示的にロックする必要があります。

FOR UPDATE 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� この句を DISTINCT演算子または CURSOR式、集合演算子、group_by_clause、または
集計ファンクションの構造体とともに指定することはできません。

� この句がロックした表は、同じ文で参照された LONG列および順序と同じデータベース内
にある必要があります。

OF ... column
OF ... column句を使用すると、結合内の特定の表またはビューで選択された行のみをロックで
きます。OF句の列は、どの表またはビューの行をロックするかを識別する場合にのみ使用しま
す。指定する列は重要ではありません。ただし、列の別名ではなく、実際の列名を指定する必
要があります。この句を省略した場合、問合せ内のすべての表の選択された行がロックされま
す。

参照参照参照参照 : 「ORDER BY 句の使用例 :」（19-36 ページ）

注意注意注意注意 : LOB 値を更新する場合、その LOB を含む行をロックしておく必
要があります。行をロックする方法の 1 つに、埋込み SELECT ... FOR 
UPDATE文があります。この場合、プログラム言語の 1 つまたは DBMS_
LOBパッケージを使用します。LOB の書込み前に行う行のロックの詳細
は、『Oracle Database SecureFiles およびラージ・オブジェクト開発者ガイ
ド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 「FOR UPDATE 句の使用例 :」（19-38 ページ）
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NOWAIT | WAIT
NOWAITおよび WAIT句を使用すると、他のユーザーによってロックされている行を SELECT
文がロックしようとする場合に処理する方法を Oracle に指示できます。

� NOWAITを指定すると、ロックされている場合に制御がすぐに戻ります。

� WAITを指定すると、行が使用可能になるまで integer秒待機した後で制御が戻されます。

WAITおよび NOWAITのどちらも指定しない場合、行が使用可能になるまで待機した後で
SELECT文の結果が戻されます。

SKIP LOCKED SKIP LOCKEDは、競合するトランザクションを処理するもう 1 つの方法で、
対象のいくつかの行をロックします。SKIP LOCKEDを指定すると、WHERE句で指定された行
をロックし、ロック済であることが検出された行をスキップするようにデータベースに指示す
ることができます。この機能は、問合せの目的が、行の実際の内容ではなく、その数を取得す
ることである場合に有用です。

WAIT 句および句および句および句および SKIP LOCKED 句の注意事項句の注意事項句の注意事項句の注意事項

WAITまたは SKIP LOCKEDを指定したときに排他モードで表がロックされていると、表のロッ
クが解除されるまでは SELECT文の結果が戻りません。WAITでは、指定されている待機時間
にかかわらず、SELECT FOR UPDATE句がブロックされます。

例例例例

副問合せのファクタリング例副問合せのファクタリング例副問合せのファクタリング例副問合せのファクタリング例 : 次の文は、結合を含む初期問合せブロックに対する問合せの名
前 dept_costsおよび avg_costを作成し、主問合せの本体でその問合せの名前を使用しま
す。

WITH 
   dept_costs AS (
      SELECT department_name, SUM(salary) dept_total
         FROM employees e, departments d
         WHERE e.department_id = d.department_id
      GROUP BY department_name),
   avg_cost AS (
      SELECT SUM(dept_total)/COUNT(*) avg
      FROM dept_costs)
SELECT * FROM dept_costs
   WHERE dept_total >
      (SELECT avg FROM avg_cost)
      ORDER BY department_name;

DEPARTMENT_NAME                DEPT_TOTAL
------------------------------ ----------
Sales                              313800
Shipping                           156400

単純問合せの例単純問合せの例単純問合せの例単純問合せの例 : 次の文は、部門番号 30 の従業員表 employeesの行を選択します。

SELECT * 
   FROM employees 
   WHERE department_id = 30
   ORDER BY last_name;

次の文は、部門番号 30 の購買係を除くすべての従業員の名前、職種、給与および部門番号を選
択します。

SELECT last_name, job_id, salary, department_id 
   FROM employees 
   WHERE NOT (job_id = 'PU_CLERK' AND department_id = 30)
   ORDER BY last_name; 
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次の文は、FROM句の副問合せから、すべての従業員数と給与合計がすべての部門に対して占め
る割合を部門ごとに戻します。

SELECT a.department_id "Department",
   a.num_emp/b.total_count "%_Employees",
   a.sal_sum/b.total_sal "%_Salary"
FROM
(SELECT department_id, COUNT(*) num_emp, SUM(salary) sal_sum
   FROM employees
   GROUP BY department_id) a,
(SELECT COUNT(*) total_count, SUM(salary) total_sal
   FROM employees) b
ORDER BY a.department_id;

パーティションからの行の選択例パーティションからの行の選択例パーティションからの行の選択例パーティションからの行の選択例 : FROM句にキーワード PARTITIONを指定することによっ
て、パーティション表の 1 つのパーティションから行を選択できます。次の SQL 文は、サンプ
ル表 sh.salesの sales_q2_2000パーティションへ別名を割り当て、行を取り出します。

SELECT * FROM sales PARTITION (sales_q2_2000) s
   WHERE s.amount_sold > 1500
   ORDER BY cust_id, time_id, channel_id;

次の文は、oe.orders表から、指定した日付より早い注文が含まれる行を選択します。

SELECT * FROM orders
   WHERE order_date < TO_DATE('2000-06-15', 'YYYY-MM-DD');

サンプルの選択例サンプルの選択例サンプルの選択例サンプルの選択例 : 次の問合せは、oe.orders表の注文数を推定します。

SELECT COUNT(*) * 10 FROM orders SAMPLE (10);

COUNT(*)*10
-----------
         70

問合せでは推定値が戻されるため、実際の戻り値は問合せを行うたびに異なる場合があります。

SELECT COUNT(*) * 10 FROM orders SAMPLE (10);

COUNT(*)*10
-----------
         80

次の問合せでは、前述の問合せにシード値を追加します。同じシード値では、常に同じ推定値
が戻されます。

SELECT COUNT(*) * 10 FROM orders SAMPLE(10) SEED (1);

COUNT(*)*10
-----------
        110

SELECT COUNT(*) * 10 FROM orders SAMPLE(10) SEED(4);

COUNT(*)*10
-----------
        120

SELECT COUNT(*) * 10 FROM orders SAMPLE(10) SEED (1);

COUNT(*)*10
-----------
        110
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フラッシュバック問合せの使用例フラッシュバック問合せの使用例フラッシュバック問合せの使用例フラッシュバック問合せの使用例 : 次の文は、サンプル表 hr.employeesの現在の値を表示
し、値を変更します。この例の目的はデモであるため、使用している時間隔が非常に短くなっ
ています。実際の環境での時間隔は、これより長いのが一般的です。

SELECT salary FROM employees
   WHERE last_name = 'Chung';
   
    SALARY
----------
      3800

UPDATE employees SET salary = 4000
   WHERE last_name = 'Chung';
1 row updated.

SELECT salary FROM employees
   WHERE last_name = 'Chung';

    SALARY
----------
      4000

更新前の値を確認するには、次のフラッシュバック問合せを使用します。

SELECT salary FROM employees
   AS OF TIMESTAMP (SYSTIMESTAMP - INTERVAL '1' MINUTE)
   WHERE last_name = 'Chung';
   
    SALARY
----------
      3800

過去の特定の期間における値を確認するには、次のバージョン・フラッシュバック問合せを使
用します。

SELECT salary FROM employees
  VERSIONS BETWEEN TIMESTAMP
    SYSTIMESTAMP - INTERVAL '10' MINUTE AND
    SYSTIMESTAMP - INTERVAL '1' MINUTE
  WHERE last_name = 'Chung';

元の値に戻すには、フラッシュバック問合せを別の UPDATE文の副問合せとして使用します。

UPDATE employees SET salary =      
   (SELECT salary FROM employees
   AS OF TIMESTAMP (SYSTIMESTAMP - INTERVAL '2' MINUTE)
   WHERE last_name = 'Chung')
   WHERE last_name = 'Chung';
1 row updated.

SELECT salary FROM employees
   WHERE last_name = 'Chung';
   
    SALARY
----------
      3800
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GROUP BY 句の使用例句の使用例句の使用例句の使用例 : 次の文は、employees表の各部門について 低給与と 高給与を
戻します。

SELECT department_id, MIN(salary), MAX (salary)
     FROM employees
     GROUP BY department_id
   ORDER BY department_id;

次の文は、各部門の事務員について 高給与と 低給与を戻します。

SELECT department_id, MIN(salary), MAX (salary)
     FROM employees
     WHERE job_id = 'PU_CLERK'
     GROUP BY department_id
   ORDER BY department_id;

GROUP BY CUBE 句の使用例句の使用例句の使用例句の使用例 : 部門および職種のすべての組合せについて、従業員数と平均
年収を戻すには、サンプル表 hr.employeesおよび hr.departmentsに次の問合せを発行し
ます。

SELECT DECODE(GROUPING(department_name), 1, 'All Departments',
      department_name) AS department_name,
   DECODE(GROUPING(job_id), 1, 'All Jobs', job_id) AS job_id,
   COUNT(*) "Total Empl", AVG(salary) * 12 "Average Sal"
   FROM employees e, departments d
   WHERE d.department_id = e.department_id
   GROUP BY CUBE (department_name, job_id)
   ORDER BY department_name, job_id;

DEPARTMENT_NAME                JOB_ID     Total Empl Average Sal
------------------------------ ---------- ---------- -----------
Accounting                     AC_ACCOUNT          1       99600
Accounting                     AC_MGR              1      144000
Accounting                     All Jobs            2      121800
Administration                 AD_ASST             1       52800
. . .
All Departments                ST_MAN              5       87360
All Departments                All Jobs          107  77798.1308

GROUPING SETS 句の使用例句の使用例句の使用例句の使用例 : 次の例は、指定した 3 つのグループで集計した販売の合計を
示します。

� (channel_desc, calendar_month_desc, country_id)

� (channel_desc, country_id)

� (calendar_month_desc, country_id)

GROUPING SETS構文を指定しない場合、SQL はより複雑になり、問合せの効果は低くなりま
す。たとえば、3 つの個別の問合せを実行し、UNION演算を行うか、または CUBE(channel_
desc, calendar_month_desc, country_id)操作を指定した問合せを実行し、生成され
る 8 つのグループから 5 つを除去します。

SELECT channel_desc, calendar_month_desc, co.country_id,
      TO_CHAR(sum(amount_sold) , '9,999,999,999') SALES$
   FROM sales, customers, times, channels, countries co
   WHERE sales.time_id=times.time_id 
      AND sales.cust_id=customers.cust_id 
      AND sales.channel_id= channels.channel_id 
      AND customers.country_id = co.country_id
      AND channels.channel_desc IN ('Direct Sales', 'Internet') 
      AND times.calendar_month_desc IN ('2000-09', '2000-10')
      AND co.country_iso_code IN ('UK', 'US')
  GROUP BY GROUPING SETS( 
      (channel_desc, calendar_month_desc, co.country_id), 
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      (channel_desc, co.country_id), 
      (calendar_month_desc, co.country_id) );

CHANNEL_DESC         CALENDAR CO SALES$
-------------------- -------- -- --------------
Direct Sales         2000-09  UK      1,378,126
Direct Sales         2000-10  UK      1,388,051
Direct Sales         2000-09  US      2,835,557
Direct Sales         2000-10  US      2,908,706
Internet             2000-09  UK        911,739
Internet             2000-10  UK        876,571
Internet             2000-09  US      1,732,240
Internet             2000-10  US      1,893,753
Direct Sales                  UK      2,766,177
Direct Sales                  US      5,744,263
Internet                      UK      1,788,310
Internet                      US      3,625,993
                     2000-09  UK      2,289,865
                     2000-09  US      4,567,797
                     2000-10  UK      2,264,622
                     2000-10  US      4,802,459

階層問合せの例階層問合せの例階層問合せの例階層問合せの例 CONNECT BY句を指定した次の問合せは、親である行の employee_id値が
子である行の manager_id値と等しいという階層関係を定義します。

SELECT last_name, employee_id, manager_id FROM employees
   CONNECT BY employee_id = manager_id
   ORDER BY last_name;

次の CONNECT BY句では、PRIOR演算子が employee_id値のみに適用されます。この条件を
評価するために、データベースは親である行に対しては employee_idの値を評価し、子であ
る行に対しては manager_id、salaryおよび commission_pctのそれぞれの値を評価しま
す。

SELECT last_name, employee_id, manager_id FROM employees
   CONNECT BY PRIOR employee_id = manager_id
   AND salary > commission_pct
   ORDER BY last_name; 

子である行を限定する場合、manager_idの値と親である行の employee_idの値が等しく、
salaryの値が commission_pctの値より大きい必要があります。

HAVING 条件の使用例条件の使用例条件の使用例条件の使用例 : 次の文は、従業員の 低給与が 5,000 ドル未満の部門についての 高
給与と 低給与を戻します。

SELECT department_id, MIN(salary), MAX (salary)
   FROM employees
   GROUP BY department_id
   HAVING MIN(salary) < 5000
   ORDER BY department_id;

DEPARTMENT_ID MIN(SALARY) MAX(SALARY)
------------- ----------- -----------
           10        4400        4400
           30        2500       11000
           50        2100        8200
           60        4200        9000

参照参照参照参照 : これらのファンクションの詳細は、5-75 ページの
「GROUP_ID」、「GROUPING」および「GROUPING_ID」を参照してく
ださい。
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次の例は、HAVING句で相関副問合せを使用して、マネージャのいない部門および部門のない
マネージャを結果セットから除外しています。

SELECT department_id, manager_id 
   FROM employees 
   GROUP BY department_id, manager_id HAVING (department_id, manager_id) IN
   (SELECT department_id, manager_id FROM employees x 
      WHERE x.department_id = employees.department_id)
   ORDER BY department_id;

ORDER BY 句の使用例句の使用例句の使用例句の使用例 : 次の文は、employees表からすべての購買係のレコードを選択し、
その給与によって降順にソートします。

SELECT * 
   FROM employees
   WHERE job_id = 'PU_CLERK' 
   ORDER BY salary DESC; 

次の文は、employees表から情報を選択し、 初に部門番号で昇順にソートした後、給与で降
順にソートします。

SELECT last_name, department_id, salary
   FROM employees
   ORDER BY department_id ASC, salary DESC, last_name; 

次の文は、前述の SELECT文と同じ情報を選択し、ORDER BY位置表記法を使用します。ここ
では、まず department_idで昇順に、次に salaryで降順に、 後に last_nameでアル
ファベット順に順序付けします。

SELECT last_name, department_id, salary 
   FROM employees 
   ORDER BY 2 ASC, 3 DESC, 1; 

MODEL 句の例句の例句の例句の例 : ここで作成されたビューは、サンプル・スキーマ shに基づいており、後述
の例で使用されています。

CREATE OR REPLACE VIEW sales_view_ref AS
  SELECT country_name country,
         prod_name prod,
         calendar_year year,
         SUM(amount_sold) sale,
         COUNT(amount_sold) cnt
    FROM sales,times,customers,countries,products
    WHERE sales.time_id = times.time_id AND
          sales.prod_id = products.prod_id AND
          sales.cust_id = customers.cust_id AND
          customers.country_id = countries.country_id AND
          ( customers.country_id = 52779 OR 
            customers.country_id = 52776 ) AND
          ( prod_name = 'Standard Mouse' OR
            prod_name = 'Mouse Pad' )
    GROUP BY country_name,prod_name,calendar_year;

SELECT country, prod, year, sale
  FROM sales_view_ref
  ORDER BY country, prod, year;

COUNTRY       PROD                                         YEAR        SALE
----------    -----------------------------------      --------   ---------
France        Mouse Pad                                    1998     2509.42
France        Mouse Pad                                    1999     3678.69
France        Mouse Pad                                    2000     3000.72
France        Mouse Pad                                    2001     3269.09
France        Standard Mouse                               1998     2390.83
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France        Standard Mouse                               1999     2280.45
France        Standard Mouse                               2000     1274.31
France        Standard Mouse                               2001     2164.54
Germany       Mouse Pad                                    1998     5827.87
Germany       Mouse Pad                                    1999     8346.44
Germany       Mouse Pad                                    2000     7375.46
Germany       Mouse Pad                                    2001     9535.08
Germany       Standard Mouse                               1998     7116.11
Germany       Standard Mouse                               1999     6263.14
Germany       Standard Mouse                               2000     2637.31
Germany       Standard Mouse                               2001     6456.13
 
16 rows selected.

次の例では、国、製品、年および売上を含む列が存在する sales_view_refから多次元配列
を作成します。また、次の処理も実行されます。

� 2001 年のマウス・パッドの売上を含む行が存在する場合、1999 年および 2000 年のマウス・
パッドの売上を 2001 年のマウス・パッドの売上に割り当てます。

� 2002 年のスタンダード・マウスの売上を含む行が存在しない場合、2001 年のスタンダー
ド・マウスの売上を 2002 年のスタンダード・マウスの売上に割り当てます。

SELECT country,prod,year,s
  FROM sales_view_ref
  MODEL
    PARTITION BY (country)
    DIMENSION BY (prod, year)
    MEASURES (sale s)
    IGNORE NAV
    UNIQUE DIMENSION
    RULES UPSERT SEQUENTIAL ORDER
    (
      s[prod='Mouse Pad', year=2001] =
        s['Mouse Pad', 1999] + s['Mouse Pad', 2000],
      s['Standard Mouse', 2002] = s['Standard Mouse', 2001]
    )
  ORDER BY country, prod, year;
 
COUNTRY       PROD                                         YEAR        SALE
----------    -----------------------------------      --------   ---------
France        Mouse Pad                                    1998     2509.42
France        Mouse Pad                                    1999     3678.69
France        Mouse Pad                                    2000     3000.72
France        Mouse Pad                                    2001     6679.41
France        Standard Mouse                               1998     2390.83
France        Standard Mouse                               1999     2280.45
France        Standard Mouse                               2000     1274.31
France        Standard Mouse                               2001     2164.54
France        Standard Mouse                               2002     2164.54
Germany       Mouse Pad                                    1998     5827.87
Germany       Mouse Pad                                    1999     8346.44
Germany       Mouse Pad                                    2000     7375.46
Germany       Mouse Pad                                    2001     15721.9
Germany       Standard Mouse                               1998     7116.11
Germany       Standard Mouse                               1999     6263.14
Germany       Standard Mouse                               2000     2637.31
Germany       Standard Mouse                               2001     6456.13
Germany       Standard Mouse                               2002     6456.13

18 rows selected.
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初のルールでは、ルールの左側で記号参照が使用されているため、UPDATE動作が使用され
ます。ルールの左側で表される行が存在するため、メジャー列が更新されます。行が存在しな
い場合、何も実行されません。

2 番目のルールでは、ルールの左側で位置参照が使用され、単一セルが参照されているため、
UPSERT動作が使用されます。行が存在しないため、新しい行が追加され、関連するメジャー
列が更新されます。行が存在する場合、メジャー列は更新されません。

次の例は、同じ sales_view_refビューおよび分析ファンクション SUMを使用して、国およ
び年ごとの累計（csum）を計算しています。

SELECT country, year, sale, csum
   FROM 
   (SELECT country, year, SUM(sale) sale
    FROM sales_view_ref
    GROUP BY country, year
   )
   MODEL DIMENSION BY (country, year)
         MEASURES (sale, 0 csum) 
         RULES (csum[any, any]= 
                  SUM(sale) OVER (PARTITION BY country 
                                  ORDER BY year 
                                  ROWS UNBOUNDED PRECEDING) 
                )
   ORDER BY country, year;

COUNTRY               YEAR       SALE       CSUM
--------------- ---------- ---------- ----------
France                1998    4900.25    4900.25
France                1999    5959.14   10859.39
France                2000    4275.03   15134.42
France                2001    5433.63   20568.05
Germany               1998   12943.98   12943.98
Germany               1999   14609.58   27553.56
Germany               2000   10012.77   37566.33
Germany               2001   15991.21   53557.54
 
8 rows selected.

FOR UPDATE 句の使用例句の使用例句の使用例句の使用例 : 次の文は、employees表中のオックスフォード勤務
（location_idは 2500）の購買係の行をロックし、departments表中の購買係が存在する
オックスフォードの部門の行をロックします。

SELECT e.employee_id, e.salary, e.commission_pct
   FROM employees e, departments d
   WHERE job_id = 'SA_REP'
   AND e.department_id = d.department_id
   AND location_id = 2500
   FOR UPDATE
   ORDER BY e.employee_id;

次の文は、employees表中のオックスフォード勤務の購買係の行のみをロックします。
departments表中の行はロックされません。

SELECT e.employee_id, e.salary, e.commission_pct
   FROM employees e JOIN departments d
   USING (department_id)
   WHERE job_id = 'SA_REP'
   AND location_id = 2500
   FOR UPDATE OF e.salary
   ORDER BY e.employee_id;

参照参照参照参照 : 詳細および例は、『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイ
ド』を参照してください。
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WITH CHECK OPTION 句の使用例句の使用例句の使用例句の使用例 : 次の文は、3 番目の値が副問合せ where_clauseの条
件に違反していても有効です。

INSERT INTO (SELECT department_id, department_name, location_id
   FROM departments WHERE location_id < 2000)
   VALUES (9999, 'Entertainment', 2500);

ただし、次の文は WITH CHECK OPTION句を含むため、無効になります。

INSERT INTO (SELECT department_id, department_name, location_id
   FROM departments WHERE location_id < 2000 WITH CHECK OPTION)
   VALUES (9999, 'Entertainment', 2500);
     *
ERROR at line 2:
ORA-01402: view WITH CHECK OPTION where-clause violation

PIVOT およびおよびおよびおよび UNPIVOT の使用例の使用例の使用例の使用例 : oe.orders表には、注文が発注された日時
（order_date）、発注方法（order_mode）および注文の合計数（order_total）に関する情
報とその他の情報が含まれています。次の例は、PIVOT句を使用して、order_mode値を列に
ピボットし、処理中に order_totalデータを集計して発注モードごとの年間合計を取得する
方法を示します。

CREATE TABLE pivot_table AS
SELECT * FROM
(SELECT EXTRACT(YEAR FROM order_date) year, order_mode, order_total FROM orders)
PIVOT
(SUM(order_total) FOR order_mode IN ('direct' AS Store, 'online' AS Internet));

SELECT * FROM pivot_table ORDER BY year;

      YEAR      STORE   INTERNET
---------- ---------- ----------
      1990    61655.7
      1996     5546.6
      1997        310
      1998   309929.8   100056.6
      1999  1274078.8  1271019.5
      2000   252108.3   393349.4
 
6 rows selected.

UNPIVOT句では、入力列ヘッダーが 1 つ以上の記述子列の値として出力され、入力列値が 1 つ
以上のメジャー列の値として出力されるように、指定した列を変換します。次に示す 初の問
合せでは、デフォルトで NULL が除外されています。2 番目の問合せは、INCLUDE NULLS句
を使用して NULL を組み込むことができることを示しています。

SELECT * FROM pivot_table
  UNPIVOT (yearly_total FOR order_mode IN (store AS 'direct', internet AS 'online'))
  ORDER BY year, order_mode;

      YEAR ORDER_ YEARLY_TOTAL
---------- ------ ------------
      1990 direct      61655.7
      1996 direct       5546.6
      1997 direct          310
      1998 direct     309929.8
      1998 online     100056.6
      1999 direct    1274078.8
      1999 online    1271019.5
      2000 direct     252108.3
      2000 online     393349.4
9 rows selected.
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SELECT * FROM pivot_table
  UNPIVOT INCLUDE NULLS 
    (yearly_total FOR order_mode IN (store AS 'direct', internet AS 'online'))
  ORDER BY year, order_mode;

      YEAR ORDER_ YEARLY_TOTAL
---------- ------ ------------
      1990 direct      61655.7
      1990 online
      1996 direct       5546.6
      1996 online
      1997 direct          310
      1997 online
      1998 direct     309929.8
      1998 online     100056.6
      1999 direct    1274078.8
      1999 online    1271019.5
      2000 direct     252108.3
      2000 online     393349.4
 
12 rows selected.

結合問合せの使用例結合問合せの使用例結合問合せの使用例結合問合せの使用例 : 次の例は、問合せにおける様々な表の結合方法を示します。 初の例で
は、等価結合は、それぞれの従業員の名前と職種、およびその従業員が属する部門の番号と名
前を戻します。

SELECT last_name, job_id, departments.department_id, department_name
   FROM employees, departments
   WHERE employees.department_id = departments.department_id
   ORDER BY last_name, job_id;

LAST_NAME           JOB_ID     DEPARTMENT_ID DEPARTMENT_NAME
------------------- ---------- ------------- ----------------------
. . .
Sciarra             FI_ACCOUNT           100 Finance
Urman               FI_ACCOUNT           100 Finance
Popp                FI_ACCOUNT           100 Finance
. . .

従業員の名前および職種は部門名とは別の表に格納されているため、このデータを戻す場合は
結合を使用する必要があります。次の結合条件に従って、2 つの表の行が結合されます。

employees.department_id = departments.department_id 

次の等価結合は、すべての販売マネージャの名前、職種、部門番号および部門名を戻します。

SELECT last_name, job_id, departments.department_id, department_name
   FROM employees, departments
   WHERE employees.department_id = departments.department_id
   AND job_id = 'SA_MAN'
   ORDER BY last_name;

LAST_NAME           JOB_ID     DEPARTMENT_ID DEPARTMENT_NAME
------------------- ---------- ------------- -----------------------
Russell             SA_MAN                80 Sales
Partners            SA_MAN                80 Sales
Errazuriz           SA_MAN                80 Sales
Cambrault           SA_MAN                80 Sales
Zlotkey             SA_MAN                80 Sales

この問合せは、次の where_clause条件を使用して 'SA_MAN' という job値を持つ行のみを戻
すこと以外は、前述の例と同じです。
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副問合せの使用例副問合せの使用例副問合せの使用例副問合せの使用例 : 次の文は、従業員 'Lorentz' と同じ部門で働く従業員を判断します。

SELECT last_name, department_id FROM employees
   WHERE department_id =
     (SELECT department_id FROM employees
      WHERE last_name = 'Lorentz')
   ORDER BY last_name, department_id; 

次の文は、employees表の職種を変更した（job_history表に示される）すべての従業員の
給与を 10% 上げます。

UPDATE employees 
    SET salary = salary * 1.1
    WHERE employee_id IN (SELECT employee_id FROM job_history);

次の文は、departments表から 3 つの列のみを伴って新しい表 new_departmentsを作成し
ます。

CREATE TABLE new_departments 
   (department_id, department_name, location_id)
   AS SELECT department_id, department_name, location_id 
   FROM departments; 

自己結合の使用例自己結合の使用例自己結合の使用例自己結合の使用例 : 次の問合せは、自己結合を使用して、それぞれの従業員の名前およびその
従業員の上司の名前を戻します。出力を短くするために WHERE句が追加されています。

SELECT e1.last_name||' works for '||e2.last_name 
   "Employees and Their Managers"
   FROM employees e1, employees e2 
   WHERE e1.manager_id = e2.employee_id
      AND e1.last_name LIKE 'R%'
   ORDER BY e1.last_name;

Employees and Their Managers   
-------------------------------
Rajs works for Mourgos
Raphaely works for King
Rogers works for Kaufling
Russell works for King

この問合せの結合条件では、サンプル表 employeesに対する別名 e1および e2を使用しま
す。

e1.manager_id = e2.employee_id

外部結合の使用例外部結合の使用例外部結合の使用例外部結合の使用例 : 次の例では、パーティション化された外部結合によって行のデータの欠損
を補完し、分析ファンクションの指定および信頼性の高いレポートの書式設定を簡単にする方
法を示します。この例では、結合で使用する小規模なデータ表を 初に作成します。

SELECT d.department_id, e.last_name
   FROM departments d LEFT OUTER JOIN employees e
   ON d.department_id = e.department_id
   ORDER BY d.department_id, e.last_name;

これは、次に示す以前の Oracle Database の外部結合の構文と同じ問合せです。

SELECT d.department_id, e.last_name
   FROM departments d, employees e
   WHERE d.department_id = e.department_id(+)
   ORDER BY d.department_id, e.last_name;

この構文ではなく、前述の例で示した、より柔軟性が高い FROM句の結合構文を使用すること
をお薦めします。
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左側外部結合では、従業員のいない部門を含むすべての部門が戻されます。右側外側結合が指
定された同一文では、どの部門にも割り当てられていない従業員を含むすべての従業員が戻さ
れます。

SELECT d.department_id, e.last_name
   FROM departments d RIGHT OUTER JOIN employees e
   ON d.department_id = e.department_id
   ORDER BY d.department_id, e.last_name;

DEPARTMENT_ID LAST_NAME
------------- -------------------------
. . .
          110 Higgins
          110 Gietz
              Grant
              Zeuss

この結果からは、Grant と Zeuss という従業員の department_idが NULLかどうか、または
その department_idが departments表に存在するかどうかは不明です。これを確認するに
は、完全な外部結合が必要です。

SELECT d.department_id as d_dept_id, e.department_id as e_dept_id,
      e.last_name
   FROM departments d FULL OUTER JOIN employees e
   ON d.department_id = e.department_id
   ORDER BY d.department_id, e.last_name;

 D_DEPT_ID  E_DEPT_ID LAST_NAME
---------- ---------- -------------------------
  . . .
       110        110 Gietz
       110        110 Higgins
  . . .
       260
       270
                  999 Zeuss
                      Grant

この例の列名は、結合状態にある両方の表で同じであるため、結合構文の USING句を指定する
ことで、共通列機能も使用できます。出力は、一致する 2 つの department_id列が USING
句によって結合されることを除き、前述の例と同じです。

SELECT department_id AS d_e_dept_id, e.last_name
   FROM departments d FULL OUTER JOIN employees e
   USING (department_id)
   ORDER BY department_id, e.last_name;

D_E_DEPT_ID LAST_NAME
----------- -------------------------
  . . .
        110 Higgins
        110 Gietz
  . . .
        260
        270
        999 Zeuss
            Grant

注意注意注意注意 : 前述の例の従業員表には、従業員 Zeuss が追加されていますが、
この従業員はサンプル・データには含まれません。
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パーティション化された外部結合の使用例パーティション化された外部結合の使用例パーティション化された外部結合の使用例パーティション化された外部結合の使用例 : 次の例では、パーティション化された外部結合に
よって行の欠損を補完し、分析計算の指定および信頼性の高いレポートの書式設定を簡単にす
る方法を示します。この例では、結合で使用する単純な表を 初に作成し、移入します。

CREATE TABLE inventory (time_id    DATE,
                        product    VARCHAR2(10),
                        quantity   NUMBER);

INSERT INTO inventory VALUES (TO_DATE('01/04/01', 'DD/MM/YY'), 'bottle', 10);
INSERT INTO inventory VALUES (TO_DATE('06/04/01', 'DD/MM/YY'), 'bottle', 10);
INSERT INTO inventory VALUES (TO_DATE('01/04/01', 'DD/MM/YY'), 'can', 10);
INSERT INTO inventory VALUES (TO_DATE('04/04/01', 'DD/MM/YY'), 'can', 10);

SELECT times.time_id, product, quantity FROM inventory 
   PARTITION BY  (product) 
   RIGHT OUTER JOIN times ON (times.time_id = inventory.time_id) 
   WHERE times.time_id BETWEEN TO_DATE('01/04/01', 'DD/MM/YY') 
      AND TO_DATE('06/04/01', 'DD/MM/YY') 
   ORDER BY  2,1; 

TIME_ID   PRODUCT      QUANTITY
--------- ---------- ----------
01-APR-01 bottle             10
02-APR-01 bottle
03-APR-01 bottle
04-APR-01 bottle
05-APR-01 bottle
06-APR-01 bottle             10
06-APR-01 bottle              8
01-APR-01 can                10
01-APR-01 can                15
02-APR-01 can
03-APR-01 can
04-APR-01 can                10
04-APR-01 can                11
05-APR-01 can
06-APR-01 can

15 rows selected.

これによって、製品ディメンションの各パーティションのデータの密度は、時間ディメンショ
ンに沿ってより密になります。ただし、各パーティションに新しく追加された行の quantity 列
はそれぞれ NULL です。時間順に NULL 値をそれより前の NULLではない値に置き換えて表示
すると、よりわかりやすくなります。これを行うには、問合せ結果の 上位に次のように分析
ファンクション LAST_VALUEを適用します。

SELECT time_id, product, LAST_VALUE(quantity IGNORE NULLS) 
   OVER (PARTITION BY product ORDER BY time_id) quantity 
   FROM ( SELECT times.time_id, product, quantity 
             FROM inventory PARTITION BY  (product) 
                RIGHT OUTER JOIN times ON (times.time_id = inventory.time_id) 
   WHERE times.time_id BETWEEN TO_DATE('01/04/01', 'DD/MM/YY') 
      AND TO_DATE('06/04/01', 'DD/MM/YY')) 
   ORDER BY  2,1; 

TIME_ID   PRODUCT      QUANTITY
--------- ---------- ----------
01-APR-01 bottle             10
02-APR-01 bottle             10
03-APR-01 bottle             10
04-APR-01 bottle             10
05-APR-01 bottle             10
06-APR-01 bottle              8
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06-APR-01 bottle              8
01-APR-01 can                15
01-APR-01 can                15
02-APR-01 can                15
03-APR-01 can                15
04-APR-01 can                11
04-APR-01 can                11
05-APR-01 can                11
06-APR-01 can                11

15 rows selected.

アンチ結合の使用例アンチ結合の使用例アンチ結合の使用例アンチ結合の使用例 : 次の例では、特定の部門の集合に所属していない従業員のリストを選択
します。

SELECT * FROM employees 
   WHERE department_id NOT IN 
   (SELECT department_id FROM departments 
       WHERE location_id = 1700)
   ORDER BY last_name;

セミ結合の使用例セミ結合の使用例セミ結合の使用例セミ結合の使用例 : 次の例では、副問合せに一致する行が employees表に多数存在する場合
でも、departments表から 1 つの行のみが戻されます。employeesの salary列に索引が定
義されていない場合、セミ結合を使用すると、問合せのパフォーマンスが向上します。

SELECT * FROM departments 
   WHERE EXISTS 
   (SELECT * FROM employees 
       WHERE departments.department_id = employees.department_id 
       AND employees.salary > 2500)
   ORDER BY department_name; 

表のコレクション例表のコレクション例表のコレクション例表のコレクション例 : DML 操作は、表の列として定義された場合にのみ、ネストした表で実
行できます。したがって、INSERT、DELETEまたは UPDATE文の query_table_expr_
clauseが table_collection_expressionの場合、コレクション式は、TABLEファンク
ションを使用して表のネストした表の列を選択する副問合せである必要があります。次の例は、
次の使用例に基づいています。

データベースに、department_id列、location_id列、manager_id列を持つ hr_info
表と、マネージャごとのすべての従業員の last_name列、department_id列および
salary列を持つネストした表型 peopleの列が含まれていると仮定します。

CREATE TYPE people_typ AS OBJECT (
   last_name      VARCHAR2(25),
   department_id  NUMBER(4),
   salary         NUMBER(8,2));
/
CREATE TYPE people_tab_typ AS TABLE OF people_typ;
/
CREATE TABLE hr_info (
   department_id   NUMBER(4),
   location_id     NUMBER(4),
   manager_id      NUMBER(6),
   people          people_tab_typ)
   NESTED TABLE people STORE AS people_stor_tab;

INSERT INTO hr_info VALUES (280, 1800, 999, people_tab_typ());

参照参照参照参照 : 時系列計算における欠損補完の詳細および使用例については、
『Oracle Database データ・ウェアハウス・ガイド』を参照してください。
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次の例では、hr_info表の部門番号 280 のネストした表 peopleの列に値を挿入します。

INSERT INTO TABLE(SELECT h.people FROM hr_info h
   WHERE h.department_id = 280)
   VALUES ('Smith', 280, 1750);

次の例では、部門番号 280 のネストした表 peopleを更新します。

UPDATE TABLE(SELECT h.people FROM hr_info h
   WHERE h.department_id = 280) p
   SET p.salary = p.salary + 100;

次の例では、部門番号 280 のネストした表 peopleを削除します。

DELETE TABLE(SELECT h.people FROM hr_info h
   WHERE h.department_id = 280) p
   WHERE p.salary > 1700;

コレクションのネスト解除例コレクションのネスト解除例コレクションのネスト解除例コレクションのネスト解除例 : ネストした表の列からデータを選択するには、TABLEファン
クションを使用して、ネストした表を表の列として処理します。このプロセスをコレクショコレクショコレクショコレクショ
ン・ネスト解除ン・ネスト解除ン・ネスト解除ン・ネスト解除と呼びます。

次の文を使用すると、前述の例で作成した hr_infoからすべての行を取得し、hr_infoのネ
ストした表 peopleの列からすべての行を取得できます。

SELECT t1.department_id, t2.* FROM hr_info t1, TABLE(t1.people) t2
   WHERE t2.department_id = t1.department_id;

peopleは、hr_infoのネストした表の列ではなく、last_name、department_id、
address、hiredateおよび salary列と別の表であると仮定します。次の文を使用して、前
述の例と同じ行を抽出できます。

SELECT t1.department_id, t2.* 
   FROM hr_info t1, TABLE(CAST(MULTISET(
      SELECT t3.last_name, t3.department_id, t3.salary 
         FROM people t3
      WHERE t3.department_id = t1.department_id)
      AS people_tab_typ)) t2;

後に、peopleは hr_info表のネストした表の列でも、表そのものでもないと仮定します。
かわりに、すべての従業員の名前、部門および給与を様々な情報から抽出する people_func
ファンクションを作成しておきます。次の問合せを使用して、前述の例と同様の情報を得るこ
とができます。

SELECT t1.department_id, t2.* FROM hr_info t1, TABLE(CAST
   (people_func( ... ) AS people_tab_typ)) t2;

LEVEL 疑似列の使用例疑似列の使用例疑似列の使用例疑似列の使用例 : 次の文は、すべての従業員を階層順序で戻します。職種が AD_VPで
ある従業員がルート行となるように定義されています。また、親である行の従業員番号が上司
の従業員番号となるように、親である行の子である行が定義されています。

SELECT LPAD(' ',2*(LEVEL-1)) || last_name org_chart, 
        employee_id, manager_id, job_id
    FROM employees
    START WITH job_id = 'AD_VP' 
    CONNECT BY PRIOR employee_id = manager_id; 

ORG_CHART          EMPLOYEE_ID MANAGER_ID JOB_ID
------------------ ----------- ---------- ----------
Kochhar                    101        100 AD_VP
  Greenberg                108        101 FI_MGR
    Faviet                 109        108 FI_ACCOUNT

参照参照参照参照 : コレクション・ネスト解除の別の例は、『Oracle Database オブ
ジェクト・リレーショナル開発者ガイド』を参照してください。
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    Chen                   110        108 FI_ACCOUNT
    Sciarra                111        108 FI_ACCOUNT
    Urman                  112        108 FI_ACCOUNT
    Popp                   113        108 FI_ACCOUNT
  Whalen                   200        101 AD_ASST
  Mavris                   203        101 HR_REP
  Baer                     204        101 PR_REP
  Higgins                  205        101 AC_MGR
    Gietz                  206        205 AC_ACCOUNT
De Haan                    102        100 AD_VP
  Hunold                   103        102 IT_PROG
    Ernst                  104        103 IT_PROG
    Austin                 105        103 IT_PROG
    Pataballa              106        103 IT_PROG
    Lorentz                107        103 IT_PROG

次の文は、前述の例とほぼ同じですが、職種が FI_MGRである従業員を選択しません。

SELECT LPAD(' ',2*(LEVEL-1)) || last_name org_chart, 
        employee_id, manager_id, job_id
    FROM employees
    WHERE job_id != 'FI_MGR'
    START WITH job_id = 'AD_VP' 
    CONNECT BY PRIOR employee_id = manager_id; 

ORG_CHART          EMPLOYEE_ID MANAGER_ID JOB_ID
------------------ ----------- ---------- ----------
Kochhar                    101        100 AD_VP
    Faviet                 109        108 FI_ACCOUNT
    Chen                   110        108 FI_ACCOUNT
    Sciarra                111        108 FI_ACCOUNT
    Urman                  112        108 FI_ACCOUNT
    Popp                   113        108 FI_ACCOUNT
  Whalen                   200        101 AD_ASST
  Mavris                   203        101 HR_REP
  Baer                     204        101 PR_REP
  Higgins                  205        101 AC_MGR
    Gietz                  206        205 AC_ACCOUNT
De Haan                    102        100 AD_VP
  Hunold                   103        102 IT_PROG
    Ernst                  104        103 IT_PROG
    Austin                 105        103 IT_PROG
    Pataballa              106        103 IT_PROG
    Lorentz                107        103 IT_PROG

Greenbergが管理する従業員は戻されますが、マネージャ Greenbergは戻されません。

次の文も、前述の例と同じですが、LEVEL疑似列を使用して管理階層の 初の 2 つのレベルの
みを選択します。

SELECT LPAD(' ',2*(LEVEL-1)) || last_name org_chart, 
employee_id, manager_id, job_id 
    FROM employees
    START WITH job_id = 'AD_PRES' 
    CONNECT BY PRIOR employee_id = manager_id AND LEVEL <= 2; 

ORG_CHART          EMPLOYEE_ID MANAGER_ID JOB_ID
------------------ ----------- ---------- ----------
King                       100            AD_PRES
  Kochhar                  101        100 AD_VP
  De Haan                  102        100 AD_VP
  Raphaely                 114        100 PU_MAN
  Weiss                    120        100 ST_MAN
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  Fripp                    121        100 ST_MAN
  Kaufling                 122        100 ST_MAN
  Vollman                  123        100 ST_MAN
  Mourgos                  124        100 ST_MAN
  Russell                  145        100 SA_MAN
  Partners                 146        100 SA_MAN
  Errazuriz                147        100 SA_MAN
  Cambrault                148        100 SA_MAN
  Zlotkey                  149        100 SA_MAN
  Hartstein                201        100 MK_MAN

分散問合せの使用例分散問合せの使用例分散問合せの使用例分散問合せの使用例 : 次の文は、ローカル・データベース上の departments表と、remote
データベース上の employees表を結合します。

SELECT last_name, department_name 
   FROM employees@remote, departments
   WHERE employees.department_id = departments.department_id; 

相関副問合せの使用例相関副問合せの使用例相関副問合せの使用例相関副問合せの使用例 : 次に、相関副問合せの構文の一般的な例を示します。

SELECT select_list 
    FROM table1 t_alias1 
    WHERE expr operator 
        (SELECT column_list 
            FROM table2 t_alias2 
            WHERE t_alias1.column 
               operator t_alias2.column); 

UPDATE table1 t_alias1 
    SET column = 
        (SELECT expr 
            FROM table2 t_alias2 
            WHERE t_alias1.column = t_alias2.column); 

DELETE FROM table1 t_alias1 
    WHERE column operator 
        (SELECT expr 
            FROM table2 t_alias2 
            WHERE t_alias1.column = t_alias2.column); 

次の文は、部門内の平均給与を超える給与を支給されている従業員の情報を戻します。給与情
報が格納されている empoyees表に別名を割り当て、相関副問合せではその別名を使用しま
す。

SELECT department_id, last_name, salary 
   FROM employees x 
   WHERE salary > (SELECT AVG(salary) 
      FROM employees 
      WHERE x.department_id = department_id) 
   ORDER BY department_id; 

親問合せでは、相関副問合せを使用して同一部門の従業員の平均給与を、employees表の行ご
とに計算します。相関副問合せは、employees表の各行について次の手順を実行します。

1. 行の department_idを判断します。

2. department_idに基づいて親問合せが評価されます。

3. 行の部門の平均給与より高い給与の行がある場合は、その行を戻します。

副問合せは、employees表の各行につき 1 回ずつ評価されます。
SQL 文 : SAVEPOINT ～ UPDATE 19-47



SELECT
DUAL 表からの選択例表からの選択例表からの選択例表からの選択例 : 次の文は、現在の日付を戻します。

SELECT SYSDATE FROM DUAL; 

employees表から簡単に SYSDATEを選択できますが、このとき、employees表のすべての
行に対して 1 件ずつ 14 行の同じ SYSDATEが戻ります。このため、DUALから選択する方が便
利です。

順序値の選択例順序値の選択例順序値の選択例順序値の選択例 : 次の文は、employees_seq順序を増分し、新しい値を戻します。

SELECT employees_seq.nextval 
    FROM DUAL; 

次の文は、employees_seqの現在値を選択します。

SELECT employees_seq.currval 
    FROM DUAL; 
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SET CONSTRAINT[S] 

用途用途用途用途

SET CONSTRAINTS文を使用すると、遅延可能な制約の検証を、各 DML 文の実行後に行うか
（IMMEDIATE）、トランザクションのコミット時に行うか（DEFERRED）をトランザクションご
とに指定できます。この文を使用して、制約名のリストまたは ALL制約のモードを設定できま
す。

SET CONSTRAINTSモードは、トランザクションの存続期間中、または別の SET 
CONSTRAINTS文によってモードがリセットされるまで継続します。

トリガー定義の内部でこの文を指定することはできません。

SET CONSTRAINTSは、分散型の文にすることができます。処理中のトランザクションを持つ
既存のデータベース・リンクには SET CONSTRAINTS ALL文の発行時にその発行が通知され、
新しいリンクにはトランザクションの開始直後にその発行が通知されます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

遅延可能な制約を検証する時期を指定する場合は、表が自分のスキーマ内にある必要がありま
す。自分のスキーマ内にない場合は、制約が適用される表に対する SELECT権限が必要です。

構文構文構文構文

set_constraints::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

constraint
1 つ以上の整合性制約の名前を指定します。

ALL
ALLを指定すると、このトランザクションに対するすべての遅延可能な制約を設定できます。

IMMEDIATE
IMMEDIATEを指定すると、指定された制約が、各制約 DML 文の実行時に即時にチェックされ
ます。Oracle Database では、チェック済のすべての制約に一貫性があり、他の SET 
CONSTRAINTS文が発行されていない場合、トランザクションで以前に遅延された制約が 初
にチェックされ、その後すぐにそのトランザクションの他の文の制約チェックが継続して
チェックされます。制約のチェックに失敗した場合は、エラーが通知されます。その時点で、
COMMIT文を実行すると、トランザクション全体が元に戻されます。

注意注意注意注意 : ALTER SESSION文を SET CONSTRAINTS句とともに使用して、
すべての遅延可能制約を設定することもできます。 これは、現在のセッ
ションの各トランザクションの開始時に SET CONSTRAINTS文を発行する
ことと同等です。

SET
CONSTRAINT

CONSTRAINTS

constraint

,

ALL

IMMEDIATE

DEFERRED
;
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COMMITを正常に実行できるかどうかをチェックする方法としてトランザクションの終了直後
に制約を行います。制約をトランザクション内の 後の文として IMMEDIATEに設定すること
で、予期しないロールバックを回避できます。いずれかの制約のチェックに失敗した場合は、
トランザクションをコミットする前にエラーを解決できます。

DEFERRED
DEFERREDを指定すると、遅延可能な制約によって指定された条件が、トランザクションのコ
ミット時に検証されます。

例例例例

制約の設定例制約の設定例制約の設定例制約の設定例 : 次の文は、このトランザクション内のすべての遅延可能な制約が、各 DML 文
の直後に検証されるように設定します。

SET CONSTRAINTS ALL IMMEDIATE;

次の文は、トランザクションのコミット時に 3 つの遅延制約を検証します。この例では、制約
を NOT DEFERRABLEに設定すると失敗します。

SET CONSTRAINTS emp_job_nn, emp_salary_min ,
   hr.jhist_dept_fk@remote DEFERRED;

注意注意注意注意 : SET CONSTRAINTS ALL IMMEDIATE文を発行することによって、
遅延可能な制約をコミットする前に、それらの制約が完全に適用されたか
どうかを検証できます。
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用途用途用途用途

データベースでは、ユーザー・ログイン時に、ユーザーに明示的に付与されたすべての権限お
よびユーザーのすべてのデフォルトのロールが使用可能になります。セッション中、ユーザー
またはアプリケーションは、SET ROLE文を使用して、そのセッションに対してロールを何度
でも使用可能または使用禁止にできます。

148 を超えるユーザー定義のロールを一度に使用可能にできません。

SESSION_ROLESデータ・ディクショナリ・ビューを問い合せると、現在使用可能なロールを
参照できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

SET ROLE 文に指定するロールが付与されている必要があります。

構文構文構文構文

set_role::=

注意注意注意注意 : ほとんどのロールは、直接的に付与されているか、または他の
ロールを介して付与されていないかぎり、使用可能または使用禁止にでき
ません。ただし、保護アプリケーション・ロールは、関連付けられている
PL/SQL パッケージによって付与して使用可能にすることができます。保
護アプリケーション・ロールについては、15-57 ページの「USING 
package」の CREATE ROLEセマンティクスおよび『Oracle Database セ
キュリティ・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 :

� ロールの作成の詳細は、15-56 ページの「CREATE ROLE」を参照して
ください。

� ユーザーのデフォルト・ロールの変更については、13-5 ページの
「ALTER USER」を参照してください。

� SESSION_ROLESセッション・パラメータの詳細は、『Oracle 
Database リファレンス』を参照してください。

SET ROLE

role
IDENTIFIED BY password

,

ALL
EXCEPT role

,

NONE

;
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SET ROLE
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

role
現行のセッションで使用可能にするロールを指定します。リストされないロールおよび使用可
能でないロールは、現行のセッションで使用禁止になります。

IDENTIFIED BY password句では、ロールに対するパスワードを指定します。ロールにパス
ワードが設定されている場合は、指定する必要があります。

ロールの設定の制限事項ロールの設定の制限事項ロールの設定の制限事項ロールの設定の制限事項 : グローバルに識別されるロールは指定できません。グローバル・
ロールは、ログイン時にデフォルトで使用可能になり、後で再度使用可能にすることはできま
せん。

ALL 句句句句

ALLを指定すると、現行のセッションに対して付与されているすべてのロールを使用可能にで
きます。ただし、EXCEPT句に任意に指定されているロールは除きます。

EXCEPT句に指定するロールは、ユーザーに直接付与されている必要があります。他のロール
によってユーザーに付与されたものは無効です。

直接付与されているロール、および他のロールを介してユーザーに付与されているロールを
EXCEPT句に指定した場合、そのロールの付与先のロールにより、そのロールは使用可能のま
まになります。

ALL 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : このオプションを使用して、ユーザーに直接付与されているパスワード
付きのロールを使用可能にすることはできません。

NONE
NONEを指定すると、現行のセッションで、DEFAULTロールを含むすべてのロールを使用禁止
にできます。

例例例例

ロールの設定例ロールの設定例ロールの設定例ロールの設定例 : 次の文は、現行のセッションのパスワード warehouseによって識別される
ロール dw_managerを使用可能にします。

SET ROLE dw_manager IDENTIFIED BY warehouse; 

次の文は、現行のセッションで付与されているロールをすべて使用可能にします。

SET ROLE ALL; 

次の文は、dw_managerを除くロールをすべて使用可能にします。

SET ROLE ALL EXCEPT dw_manager;

次の文は、現行のセッションで付与されているすべてのロールを使用禁止にします。

SET ROLE NONE; 
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SET TRANSACTION 

用途用途用途用途

SET TRANSACTION文を使用すると、現行のトランザクションを読取り専用または読み書き両
用として設定したり、分離レベルを設定したり、指定したロールバック・セグメントにトラン
ザクションを割り当てることができます。

TX ロックを取得する操作によって、トランザクションが暗黙的に開始されます。

� データを変更する文が発行されたとき

� SELECT ... FOR UPDATE文が発行されたとき

� SET TRANSACTION文またはDBMS_TRANSACTIONパッケージによってトランザクションが
明示的に開始されたとき

COMMIT文または ROLLBACK文を発行すると、現行のトランザクションが明示的に終了されま
す。

SET TRANSACTION文によって実行される処理は、現行のトランザクションのみに影響します。
他のユーザーまたは他のトランザクションには影響しません。COMMIT文または ROLLBACK文
を発行すると、トランザクションは常に終了されます。現行のトランザクションはデータ定義
言語（DDL）文の実行の前後で Oracle Database によって暗黙的にコミットされます。

前提条件前提条件前提条件前提条件

SET TRANSACTION文を使用する場合、トランザクションの先頭に記述する必要があります。
ただし、SET TRANSACTION文が必要ないトランザクションもあります。

構文構文構文構文

set_transaction::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

READ ONLY
READ ONLY句を使用すると、現行のトランザクションを読取り専用に設定できます。この句で
は、トランザクション・レベルの読取り一貫性トランザクション・レベルの読取り一貫性トランザクション・レベルの読取り一貫性トランザクション・レベルの読取り一貫性を設定します。

そのトランザクションの後続のすべての問合せでは、トランザクションの開始前にコミットさ
れた変更のみが参照されます。読取り専用トランザクションは、他のユーザーが更新中の 1 つ
以上の表に対して、複数の問合せを実行するレポートに役立ちます。

ユーザー SYSは、この句を使用できません。SYSによる問合せでは、SYSがトランザクション
を READ ONLYに設定した場合でも、トランザクション中の変更が戻されます。

参照参照参照参照 : 13-44 ページの「COMMIT」および 18-92 ページの「ROLLBACK」
を参照してください。

SET TRANSACTION

READ
ONLY

WRITE

ISOLATION LEVEL
SERIALIZABLE

READ COMMITTED

USE ROLLBACK SEGMENT rollback_segment

NAME string

NAME string

;
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SET TRANSACTION
読取り専用トランザクションの制限事項読取り専用トランザクションの制限事項読取り専用トランザクションの制限事項読取り専用トランザクションの制限事項 : 読取り専用トランザクションは、次の文のみを使用
できます。

� 副問合せ（for_update_clauseを指定しない SELECT文）

� LOCK TABLE 

� SET ROLE 

� ALTER SESSION 

� ALTER SYSTEM 

READ WRITE
READ WRITEを指定すると、現行のトランザクションを読み書き両用に設定できます。この句
では、文レベルの読取り一貫性文レベルの読取り一貫性文レベルの読取り一貫性文レベルの読取り一貫性を設定します。これはデフォルトです。

読み書き両用トランザクションの制限事項読み書き両用トランザクションの制限事項読み書き両用トランザクションの制限事項読み書き両用トランザクションの制限事項 : 同一トランザクション内では、読取り一貫性のレ
ベル（トランザクション・レベルおよび文レベル）を切り替えることができません。

ISOLATION LEVEL 句句句句

ISOLATION LEVEL句を使用すると、データベースを変更するトランザクションがどのように
処理されるかを指定できます。

� SQL92 規格に定義されているシリアライズ可能トランザクション分離モードを設定する場
合に、SERIALIZABLEを指定します。シリアライズ可能トランザクションにデータ操作言
語（DML）が含まれている場合、その DML がシリアライズ可能トランザクションの開始
時にコミットされなかったトランザクション内の更新済のリソースを更新しようとすると、
その DML 文は正常に実行されません。

� Oracle Database のトランザクションでは、デフォルトで READ COMMITTEDが設定されてい
ます。別のトランザクションで行ロックを保持しておく必要がある DML がトランザク
ションに指定されていると、DML 文は行ロックが解除されるまで待ち状態になります。

USE ROLLBACK SEGMENT 句句句句

USE ROLLBACK SEGMENTを指定すると、現行のトランザクションを、指定したロールバッ
ク・セグメントに割り当てることができます。この句によって、現行のトランザクションは暗
黙的に読み書き両用トランザクションに設定されます。

パラレル DML では、複数のロールバック・セグメントが必要です。したがって、トランザク
ションにパラレル DML 操作が含まれている場合、この句は無視されます。

NAME 句句句句

NAME句を使用すると、現行のトランザクションに名前を割り当てることができます。この句
は、分散データベース環境でインダウト・トランザクションを識別および変換する場合に便利
です。string値の 大長は 255 バイトです。

分散トランザクションに対して名前を指定する場合、トランザクションのコミット時に、名前
はコミットのコメントとなり、COMMIT文で明示的に指定した任意のコメントを上書きします。

注意注意注意注意 : この句は、UNDO 用のロールバック・セグメントを使用している
場合にのみ有効です。自動 UNDO 管理モードで UNDO 領域を管理するこ
とをお薦めします。データベースを自動 UNDO モードで実行すると、こ
の句は無視されます。

参照参照参照参照 : トランザクションの名前指定の詳細は、『Oracle Database 概要』
を参照してください。
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SET TRANSACTION
例例例例

トランザクションの設定例トランザクションの設定例トランザクションの設定例トランザクションの設定例 : 次の文は、サンプルの注文入力スキーマ（oe）のトロントの倉
庫にある在庫の製品と量を計算するもので、毎月の 終日の真夜中に実行されます。このレ
ポートは、別の倉庫の在庫を追加および削除する他のユーザーの影響は受けません。

COMMIT; 

SET TRANSACTION READ ONLY NAME 'Toronto'; 

SELECT product_id, quantity_on_hand FROM inventories
   WHERE warehouse_id = 5
   ORDER BY product_id; 

COMMIT; 

初の COMMIT文によって、SET TRANSACTIONがトランザクションの 初の文であることが
保証されます。 後の COMMIT文は、データベースに対する変更を保存するためではありませ
ん。単に、読取り専用トランザクションを終了するためのものです。
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TRUNCATE CLUSTER
TRUNCATE CLUSTER 

用途用途用途用途

TRUNCATE CLUSTER文を使用すると、クラスタからすべての行を削除できます。デフォルト
では、次の処理も実行されます。

� 削除された行が使用していたすべての領域（ただし、MINEXTENTS記憶域パラメータで指
定された領域は除く）の割当てが解除されます。

� NEXT記憶域パラメータが、切捨て処理によってセグメントから 後に削除されたエクステ
ントのサイズに設定されます。

クラスタを削除して再作成するより、TRUNCATE文で行を削除する方が効果的です。クラスタ
を削除して再作成した場合、そのクラスタに依存するオブジェクトが無効になり、クラスタに
対するオブジェクト権限を再度付与する必要があります。また、表の索引とクラスタを再作成
し、その記憶域パラメータを再指定する必要があります。切捨ての場合、このような影響はあ
りません。

TRUNCATE CLUSTER文を使用すると、DELETE文を使用してすべての行を削除するよりも迅
速に削除できます。特に、クラスタに索引およびその他の依存オブジェクトが多数ある場合に
有効です。

前提条件前提条件前提条件前提条件

クラスタを切り捨てるには、自分のスキーマ内にそのクラスタがあるか、または DROP ANY 
TABLEシステム権限が必要です。

構文構文構文構文

truncate_cluster::=

注意注意注意注意 : TRUNCATE CLUSTER文はロールバックできません。

参照参照参照参照 :

� クラスタからデータを削除する他の方法については、17-23 ページの
「DELETE」および 17-32 ページの「DROP CLUSTER」を参照してく
ださい。

� 表の切捨ての詳細は、19-58 ページの「TRUNCATE TABLE」を参照
してください。

参照参照参照参照 : 「表の切捨ての制限事項 :」（19-59 ページ）

TRUNCATE CLUSTER
schema .

cluster

DROP

REUSE
STORAGE

;
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TRUNCATE CLUSTER
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

CLUSTER 句句句句

切り捨てるクラスタが設定されているスキーマと、そのクラスタの名前を指定します。なお、
索引クラスタは切り捨てられますが、ハッシュ・クラスタは切り捨てられません。schemaを
指定しない場合、クラスタは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

クラスタを切り捨てた場合、そのクラスタにある表のすべての索引データも自動的に削除され
ます。

STORAGE 句句句句

STORAGE句を使用すると、行の切捨てによって解放された領域をどのようにするかを指定でき
ます。DROP STORAGE句および REUSE STORAGE句は、対応する索引から削除されたデータの
空き領域にも適用されます。

DROP STORAGE DROP STORAGEを指定すると、クラスタの MINEXTENTSパラメータで割り
当てられた領域を除き、クラスタから削除された行からすべての領域の割当てを解除できます。
この領域は、後で表領域内の他のオブジェクトで使用できます。また、NEXT記憶域パラメータ
が、切捨て処理によってセグメントから 後に削除されたエクステントのサイズに設定されま
す。これはデフォルトです。

REUSE STORAGE REUSE STORAGEを指定すると、クラスタに割り当てられた削除行の領域
を確保できます。STORAGE の値は、表またはクラスタを作成したときの値にリセットされま
せん。この領域は、挿入操作または更新操作によってそのクラスタ内に作成される新規データ
によってのみ使用されます。記憶域パラメータは現行の設定のまま残ります。

切り捨てるオブジェクトに対して複数の空きリストを指定している場合は、REUSE STORAGE
句によって、インスタンスへの空きリストのマッピングも削除され、 高水位標は第 1 エクス
テントの先頭までリセットされます。

例例例例

クラスタの切捨て例クラスタの切捨て例クラスタの切捨て例クラスタの切捨て例 : 次の文は、personnelクラスタ内の表のすべての行を削除しますが、
空き領域は表に割り当てられたままにしておきます。

TRUNCATE CLUSTER personnel REUSE STORAGE;

この文では、personnelクラスタにある表のすべての索引データも削除されます。
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TRUNCATE TABLE
TRUNCATE TABLE 

用途用途用途用途

TRUNCATE TABLEを使用すると、表からすべての行を削除できます。デフォルトでは、次の処
理も実行されます。

� 削除された行が使用していたすべての領域（ただし、MINEXTENTS記憶域パラメータで指
定された領域は除く）の割当てが解除されます。

� NEXT記憶域パラメータが、切捨て処理によってセグメントから 後に削除されたエクステ
ントのサイズに設定されます。

表を削除して再作成するより、TRUNCATE TABLE文で行を削除する方が効果的です。表を削除
して再作成した場合、その表に依存するオブジェクトが無効になり、表に対するオブジェクト
権限を再度付与する必要があります。また、表の索引、整合性制約およびトリガーを再作成し、
その記憶域パラメータを再指定する必要があります。切捨ての場合、このような影響はありま
せん。

TRUNCATE TABLE文を使用すると、DELETE文を使用してすべての行を削除するよりも迅速に
削除できます。特に、表にトリガー、索引およびその他の依存オブジェクトが多数ある場合に
有効です。

前提条件前提条件前提条件前提条件

表を切り捨てるには、自分のスキーマ内にその表があるか、または DROP ANY TABLEシステム
権限が必要です。

構文構文構文構文

truncate_table::=

注意注意注意注意 : TRUNCATE TABLE文をロールバックしたり、FLASHBACK TABLE
文を使用して、切り捨てられた表の内容を取得することはできません。

参照参照参照参照 :

� 表からデータを削除する他の方法については、17-23 ページの
「DELETE」および 18-5 ページの「DROP TABLE」を参照してくださ
い。

� クラスタの切捨ての詳細は、19-56 ページの「TRUNCATE CLUSTER」
を参照してください。

参照参照参照参照 : 「表の切捨ての制限事項 :」（19-59 ページ）

TRUNCATE TABLE
schema .

table

PRESERVE

PURGE
MATERIALIZED VIEW LOG

DROP

REUSE
STORAGE

;
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TRUNCATE TABLE
セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

TABLE 句句句句

切り捨てる表が設定されているスキーマおよびその表の名前を指定します。クラスタを構成す
る表は、切り捨てることができません。schemaを指定しない場合、表が自分のクラスタに定
義されているとみなされます。

� 索引構成表や一時表も切り捨てることができます。一時表を切り捨てた場合、現行のセッ
ションで作成された行のみが削除されます。

� tableの記憶域パラメータ NEXTが、切捨て処理中にセグメントから 後に削除されたエ
クステントのサイズに変更されます。

� tableに対する索引（ローカル索引のレンジ・パーティションとハッシュ・パーティショ
ン、およびローカル索引のサブパーティション）の UNUSABLEのインジケータも、自動的
に切捨ておよびリセットされます。

� tableが空でない場合は、表中の非パーティション索引およびグローバル・パーティショ
ン索引のすべてのパーティションに UNUSABLEのマークが付けられます。ただし、表が切
り捨てられると索引も切り捨てられ、索引セグメントに対して新しい 高水位標が計算さ
れます。この操作は、索引に対して新しいセグメントを作成することと同じです。このた
め、切捨て操作の 後に、索引が再度 USABLEになります。

� ドメイン索引の場合は、この文が、適切な TRUNCATE ルーチンを起動し、ドメイン索引
のデータを切り捨てます。

� 標準表および索引構成表が LOB 列を含む場合、すべての LOB データおよび LOB 索引セグ
メントは切り捨てられます。

� tableがパーティション化されている場合、各パーティションまたはサブパーティション
の LOB データ・セグメントおよび LOB 索引セグメントと同様に、パーティションおよび
サブパーティションも切り捨てられます。

表の切捨ての制限事項表の切捨ての制限事項表の切捨ての制限事項表の切捨ての制限事項 : この文には、次の制限事項があります。

� クラスタを構成する表は、個別に切り捨てることはできません。これを行うには、クラス
タを切り捨てるか、表のすべての行を削除するか、または表を削除して再作成する必要が
あります。

� 使用可能になっている外部キー制約の親である表は、切り捨てることはできません。その
表を切り捨てる場合、制約を無効にしておく必要があります。整合性制約が自己参照型の
場合は、例外として表を切り捨てることができます。

� tableでドメイン索引が定義されている場合、索引および索引パーティションに
IN_PROGRESSのマークを付けることはできません。

� 参照パーティション表の親表は切り捨てることができません。まず、参照パーティション
表の子表を削除する必要があります。

参照参照参照参照 : ドメイン索引の詳細は、『Oracle Database データ・カートリッジ
開発者ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : 表を切り捨てた場合、表の索引データおよび表に対応付けられた
マテリアライズド・ビューのダイレクト・パス・インサート情報はすべ
て、自動的に削除されます。この情報は、マテリアライズド・ビュー・ロ
グのいずれにも依存していません。このダイレクト・パス・インサート情
報を削除した場合、マテリアライズド・ビューの増分リフレッシュのデー
タが失われる場合があります。
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TRUNCATE TABLE
MATERIALIZED VIEW LOG 句句句句

MATERIALIZED VIEW LOG句を使用すると、表が切り捨てられた場合に、この表に定義されて
いるマテリアライズド・ビュー・ログを保存するか、または削除するかを指定できます。この
句を使用した場合、マテリアライズド・ビューのマスター表を、エクスポートまたはインポー
トによって再編成できます。この場合、マスター表で定義された主キー・マテリアライズド・
ビューを高速リフレッシュする機能は影響を受けません。主キー・マテリアライズド・ビュー
の連続高速リフレッシュをサポートする場合、マテリアライズド・ビュー・ログに主キー情報
を記録する必要があります。

PRESERVE PRESERVEを指定すると、マスター表を切り捨てたときにマテリアライズド・
ビュー・ログを保存できます。これはデフォルトです。

PURGE PURGEを指定すると、マスター表を切り捨てたときにマテリアライズド・ビュー・
ログを削除できます。

STORAGE 句句句句

STORAGE句を使用すると、行の切捨てによって解放された領域をどのようにするかを指定でき
ます。DROP STORAGE句および REUSE STORAGE句は、対応する索引から削除されたデータの
空き領域にも適用されます。

DROP STORAGE DROP STORAGEを指定すると、表またはクラスタの MINEXTENTSパラメー
タで割り当てられた領域を除き、表から削除された行からすべての領域の割当てを解除できま
す。この領域は、後で表領域内の他のオブジェクトで使用できます。また、NEXT記憶域パラ
メータが、切捨て処理によってセグメントから 後に削除されたエクステントのサイズに設定
されます。これはデフォルトです。

REUSE STORAGE REUSE STORAGEを指定すると、表に割り当てられた削除行の領域を確保
できます。STORAGE の値は、表またはクラスタを作成したときの値にリセットされません。
この領域は、挿入操作または更新操作によってその表またはクラスタ内に作成される新規デー
タによってのみ使用されます。記憶域パラメータは現行の設定のまま残ります。

切り捨てるオブジェクトに対して複数の空きリストを指定している場合は、REUSE STORAGE
句によって、インスタンスへの空きリストのマッピングも削除され、 高水位標は第 1 エクス
テントの先頭までリセットされます。

例例例例

表の切捨て例表の切捨て例表の切捨て例表の切捨て例 : 次の文は、サンプル表 hr.employeesの仮想コピーのすべての行を削除し
て、解放された領域を employees表が定義されている表領域に戻します。

TRUNCATE TABLE employees_demo; 

ここでは、employees表の索引データもすべて削除され、解放された領域は、それらの索引が
定義されていた表領域に戻されます。

注意注意注意注意 : 下位互換性を保つために、MATERIALIZED VIEWのかわりにキー
ワード SNAPSHOTもサポートされています。

参照参照参照参照 : マテリアライズド・ビュー・ログおよび TRUNCATE文の詳細は、
『Oracle Database アドバンスト・レプリケーション』を参照してくださ
い。
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TRUNCATE TABLE
切捨て後のマテリアライズド・ビュー・ログの保存例切捨て後のマテリアライズド・ビュー・ログの保存例切捨て後のマテリアライズド・ビュー・ログの保存例切捨て後のマテリアライズド・ビュー・ログの保存例 : 次の文は、マテリアライズド・
ビュー・ログを保存する TRUNCATE文の使用例です。

TRUNCATE TABLE sales_demo PRESERVE MATERIALIZED VIEW LOG; 

TRUNCATE TABLE orders_demo;
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UPDATE 

用途用途用途用途

UPDATE文を使用すると、表、ビューの実表またはマテリアライズド・ビューのマスター表の
既存の値を変更できます。

前提条件前提条件前提条件前提条件 
表の値を更新する場合は、表が自分のスキーマ内にある必要があります。自分のスキーマ内に
ない場合は、その表に対する UPDATEオブジェクト権限が必要です。

ビューの実表の値を更新する場合は、次の条件を満たす必要があります。

� そのビューに対する UPDATEオブジェクト権限を持っている。

� そのビューが含まれているスキーマの所有者が、実表に対する UPDATEオブジェクト権限
を持っている。

UPDATE ANY TABLEシステム権限を持っている場合は、任意の表またはビューの実表の値を更
新できます。

次の場合は、更新するオブジェクトに対する SELECTオブジェクト権限も必要です。

� オブジェクトがリモート・データベースに存在する。

� SQL92_SECURITY初期化パラメータが TRUEに設定され、UPDATE操作が表の列
（where_clause内の列など）を参照する。

構文構文構文構文

update::=

（19-62 ページの DML_table_expression_clause::=、19-63 ページの update_set_clause::=、
19-63 ページの where_clause::=、19-63 ページの returning_clause::=、
19-64 ページの error_logging_clause::= を参照）

DML_table_expression_clause::=

（19-63 ページの partition_extension_clause::=、19-5 ページの「SELECT」構文の項にある
subquery::=、19-63 ページの subquery_restriction_clause::=、
19-63 ページの table_collection_expression::= を参照）

UPDATE
hint dml_table_expression_clause

ONLY ( dml_table_expression_clause )

t_alias

update_set_clause
where_clause returning_clause error_logging_clause

;

schema . table

partition_extension_clause

@ dblink

view

materialized view

@ dblink

( subquery
subquery_restriction_clause

)

table_collection_expression
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partition_extension_clause::=

subquery_restriction_clause::=

table_collection_expression::=

update_set_clause::=

where_clause::=

returning_clause::=

PARTITION

( partition )

FOR ( partition_key_value

,

)

SUBPARTITION

( subpartition )

FOR ( subpartition_key_value

,

)

WITH

READ ONLY

CHECK OPTION
CONSTRAINT constraint

TABLE ( collection_expression )
( + )

SET

( column

,

) = ( subquery )

column =

expr

( subquery )

DEFAULT

,

VALUE ( t_alias ) =
expr

( subquery )

WHERE condition

RETURN

RETURNING
expr

,

INTO data_item

,
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error_logging_clause::=

セマンティクスセマンティクスセマンティクスセマンティクス

hint
文の実行計画を選択する場合に、オプティマイザに指示を与えるためのコメントを指定します。

UPDATEキーワードの直後にパラレル・ヒントを指定した場合、基礎となるスキャンおよび
UPDATE操作の両方をパラレル化できます。

DML_table_expression_clause
ONLY句は、ビューのみに適用されます。UPDATE句のビューが階層に属し、そのどのサブ
ビューの行も変更しない場合は、ONLY構文を指定します。

schema
更新するオブジェクトが含まれているスキーマを指定します。schemaを指定しない場合、オ
ブジェクトは自分のスキーマ内にあるとみなされます。

table | view | materialized_view | subquery
更新する対象となる、表、ビュー、マテリアライズド・ビュー、または副問合せから戻された
列の名前を指定します。表に対して UPDATE文を実行した場合、その表に対応付けられた
UPDATEトリガーが起動します。

� viewを指定した場合、ビューの実表が更新されます。ビューを定義する問合せに次のいず
れかの要素が含まれる場合は、INSTEAD OFトリガーを除き、そのビューを更新すること
はできません。

集合演算子
DISTINCT演算子
集計ファンクションまたは分析ファンクション
GROUP BY、ORDER BY、MODEL、CONNECT BYまたは START WITH句
SELECT構文のリストにあるコレクション式
SELECT構文のリストにある副問合せ
WITH READ ONLYが指定された副問合せ
結合（一部の例外を除く。詳細は、『Oracle Database 管理者ガイド』を参照してくださ
い。）

参照参照参照参照 :

� ヒントの構文および説明については、2-70 ページの「ヒントの使用方
法」を参照してください。

� パラレル実行の詳細は、『Oracle Database 概要』を参照してください。

参照参照参照参照 : 19-66 ページの「DML_table_expression_clause の制限事項 :」およ
び 19-69 ページの「表の更新例 :」を参照してください。

LOG ERRORS
INTO

schema .
table ( simple_expression )

REJECT LIMIT
integer

UNLIMITED
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� ビューから、複数の実表は更新できません。

� また、WITH CHECK OPTIONを指定してビューを作成した場合、実行結果がビューを定義す
る問合せの条件を満たす場合にのみ、ビューを更新できます。

� tableまたは viewの実表に、1 つ以上のドメイン索引列がある場合は、この文によって適
切な索引タイプの更新ルーチンが実行されます。

� 読取り専用のマテリアライズド・ビューの行は更新できません。書込み可能なマテリアラ
イズド・ビューの行を更新すると、基礎となるコンテナ表の行も更新されます。ただし、
その更新内容は次のリフレッシュ操作によって上書きされます。マテリアライズド・
ビュー・グループ内の更新可能なマテリアライズド・ビューの行を更新すると、マスター
表の対応する行も更新されます。

partition_extension_clause
更新対象の table内にあるパーティションまたはサブパーティションの名前またはパーティ
ション・キー値を指定します。パーティション表内の値を更新する場合は、パーティション名
を指定する必要はありません。ただし、パーティション名を指定した方が、複雑な
where_clauseを使用するよりも効果的な場合もあります。

dblink
オブジェクトが格納されているリモート・データベースへのデータベース・リンクの完全名ま
たは部分名を指定します。Oracle Database の分散機能を使用している場合にかぎり、データ
ベース・リンクを使用してリモート・オブジェクトを更新できます。

dblinkを省略した場合、オブジェクトがローカル・データベース上にあるとみなされます。

subquery_restriction_clause 
subquery_restriction_clauseを使用すると、次のいずれかの方法で副問合せを制限でき
ます。

WITH READ ONLY WITH READ ONLYを指定すると、表またはビューを更新禁止にできま
す。

WITH CHECK OPTION WITH CHECK OPTIONを指定すると、副問合せに含まれない行を生
成する表またはビューの変更を禁止できます。この句を DML 文の副問合せ内で使用する場合、
FROM句内の副問合せには指定できますが、WHERE句内の副問合せには指定できません。

CONSTRAINT constraint CHECK OPTION制約の名前を指定します。この識別子を省略した
場合、その制約に SYS_Cnという形式の名前が自動的に割り当てられます。この場合の n は、
その制約名をデータベース内で一意の名前にする整数です。

参照参照参照参照 :

� 索引タイプの更新ルーチンの詳細は、『Oracle Database データ・カー
トリッジ開発者ガイド』を参照してください。

� 更新可能なマテリアライズド・ビューについては、15-4 ページの
「CREATE MATERIALIZED VIEW」を参照してください。

参照参照参照参照 : 2-106 ページの「パーティション表と索引の参照」および 19-70
ページの「パーティションの更新例 :」を参照してください。

参照参照参照参照 : データベース・リンクの参照方法の詳細は、2-104 ページの「リ
モート・データベース内のオブジェクトの参照」を参照してください。

参照参照参照参照 : 「WITH CHECK OPTION 句の使用例 :」（19-39 ページ）
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table_collection_expression
table_collection_expressionを使用すると、問合せおよび DML 操作で、
collection_expression値を表として扱うことができます。collection_expressionに
は、副問合せ、列、ファンクションまたはコレクション・コンストラクタのいずれかを指定で
きます。その形式にかかわらず、集合値（ネストした表型または VARRAY 型の値）を戻す必要
があります。このようなコレクションの要素抽出プロセスをコレクション・ネスト解除コレクション・ネスト解除コレクション・ネスト解除コレクション・ネスト解除といい
ます。

TABLE式を親表と結合する場合は、オプションのプラス（+）には大きな意味があります。
+ を指定すると、その 2 つの外部結合が作成され、コレクション式が NULL の場合でも、外部
表の行が問合せで戻されるようになります。

table_collection_expressionを使用して、ある表の行を別の表の行を基にして更新でき
ます。たとえば、四半期ごとの売上表を、年度ごとの売上表にまとめることができます。

t_alias
文中で参照する表、ビューまたは副問合せの相関名相関名相関名相関名（別名）を指定します。
DML_table_expression_clauseがいずれかのオブジェクト型属性またはオブジェクト型メ
ソッドを参照する場合、この別名が必要です。

DML_table_expression_clause の制限事項の制限事項の制限事項の制限事項 : この句には、次の制限事項があります。

� tableまたは viewの実表に、IN_PROGRESSまたは FAILEDとマークされたドメイン索引
がある場合は、この文は実行できません。

� 関係する索引パーティションが UNUSABLEとマークされている場合は、パーティションに
挿入できません。

� DML_table_expression_clauseの副問合せには order_by_clauseを指定できませ
ん。

� UNUSABLEのマークが付いている索引、索引パーティションまたは索引サブパーティショ
ンを指定する場合、SKIP_UNUSABLE_INDEXESセッション・パラメータが TRUEに設定
されていないかぎり、UPDATE文は正常に実行されません。

update_set_clause 
update_set_clauseを使用すると、列の値を設定できます。

column
更新するオブジェクトの列の名前を指定します。update_set_clauseに表の列を指定しない
場合、その列の値は変更されません。

columnが LOB オブジェクト属性を参照している場合、まず空または NULL の値で初期化す
る必要があります。リテラルで更新はできません。また、UPDATE以外の SQL 文を使用して
LOB 値を更新する場合は、LOB を含む行を 初にロックしておく必要があります。詳細は、
19-30 ページの「for_update_clause」を参照してください。

columnが仮想列である場合、ここで指定することはできません。この場合、仮想列の導出元
となっている値を更新する必要があります。

注意注意注意注意 : 以前のリリースの Oracle では、collection_expressionが副
問合せの場合、table_collection_expressionを THE subqueryと
表現していました。現在、このような表現方法は非推奨になっています。

参照参照参照参照 : 「相関更新の例 :」（19-70 ページ）

参照参照参照参照 : SKIP_UNUSABLE_INDEXESセッション・パラメータの詳細は、
11-41 ページの「ALTER SESSION」を参照してください。
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columnがパーティション表のパーティション化キーに含まれる場合、別のパーティションま
たはサブパーティションに行を移動する列の値を変更すると、行の移動を有効にしないかぎり、
UPDATEは正常に実行されません。16-6 ページの「CREATE TABLE」の

「row_movement_clause」または 12-2 ページの「ALTER TABLE」を参照してください。

また、columnがリスト・パーティション表のパーティション化キーの一部である場合、パー
ティションの partition_valueリストに存在していない列の値を指定すると、UPDATEは正
常に実行されません。

subquery
更新される行ごとに 1 行ずつ戻す副問合せを指定します。

� update_set_clauseで 1 列のみを指定した場合、副問合せは 1 つの値のみを戻します。

� update_set_clauseで複数の列を指定した場合、副問合せは指定した列の数の値を戻し
ます。

� 副問合せが行を戻さなかった場合は、列には NULL が割り当てられます。

� subqueryがリモート・オブジェクトを参照する場合、参照がローカル・データベースの
オブジェクトにループバックしないかぎり、UPDATEはパラレルで実行されます。ただし、
DML_table_expression_clauseの subqueryがリモート・オブジェクトを参照する
場合は、UPDATEはシリアルで実行されます。

副問合せ内で flashback_query_clauseを使用すると、過去のデータで tableを更新でき
ます。 この句の詳細は、19-15 ページの「SELECT」の「flashback_query_clause」を参照してく
ださい。

expr
対応する列に割り当てられた新しい値に変換する式を指定します。

DEFAULT DEFAULTを指定すると、以前に列のデフォルト値として指定した値を列に設定で
きます。対応する列に対してデフォルト値を指定していない場合、列に NULL が設定されま
す。

デフォルト値への更新の制限事項デフォルト値への更新の制限事項デフォルト値への更新の制限事項デフォルト値への更新の制限事項 : ビューを更新する場合は、DEFAULTを指定できません。

VALUE 句句句句

VALUE句を使用すると、オブジェクト表の行全体を指定できます。

VALUE 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : この句は、オブジェクト表に対してのみ指定できます。

参照参照参照参照 :

� 19-4 ページの「SELECT」および 9-13 ページの「副問合せの使用方法」
を参照してください。

� 16-57 ページの「CREATE TABLE」の「parallel_clause」を参照して
ください。

参照参照参照参照 : exprの構文については、第 6 章「式」および 19-70 ページの
「オブジェクト表の更新例 :」を参照してください。

注意注意注意注意 : RAW列に文字列リテラルを挿入する場合、後続の問合せ中に RAW
列にある索引は使用されずに、全表スキャンが行われます。

参照参照参照参照 : 「オブジェクト表の更新例 :」（19-70 ページ）
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where_clause 
where_clauseを使用すると、指定した条件が真の行のみが更新されるように制限できます。
この句を指定しない場合、表またはビューのすべての行が更新されます。conditionの構文
は、第 7 章「条件」を参照してください。

where_clauseは、値を更新する行を決定します。where_clauseを指定しない場合、すべ
ての行が更新されます。where_clauseの条件を満たす行ごとに、update_set_clauseの
等号演算子（=）の左側にある列に、演算子の対応する右側の式の値が設定されます。式は行が
更新される場合に評価されます。

returning_clause
この句を使用すると、DML 文に影響される行を取り出すことができます。この句は、表、マテ
リアライズド・ビュー、および単一の実表を持つビューに指定できます。

returning_clauseを指定した DML 文を単一行に実行すると、影響された行、ROWID、お
よび処理された行への REFを使用している列式が取り出され、ホスト変数または PL/SQL 変数
に格納されます。

returning_clauseを指定した DML 文を複数行に実行すると、式の値、ROWID および処理
された行に関連する REFがバインド配列に格納されます。

expr exprリストの各項目は、適切な構文で表す必要があります。

INTO INTO句を指定すると、変更された行の値を、data_itemリストに指定する変数に格納
できます。

data_item 取り出された expr値を格納するホスト変数または PL/SQL 変数を指定します。

RETURNINGリストの各式については、INTOリストに、対応する型に互換性がある PL/SQL 変
数またはホスト変数を指定する必要があります。

RETURNING 句の制限事項句の制限事項句の制限事項句の制限事項 : RETURNING句には、次の制限事項があります。

� exprに次の制限事項があります。

– UPDATE文および DELETE文の場合、各 exprは、単純式または単一セットの集計
ファンクション式である必要があります。1 つの returning_clause内に単純式と
単一セットの集計ファンクション式を混在させることはできません。INSERT文の場
合、各 exprは単純式である必要があります。INSERT文の RETURNING句では、集計
ファンクションはサポートされていません。

– 単一セットの集計ファンクション式を DISTINCTキーワードに含めることはできませ
ん。

� exprリストに主キー列またはその他の NOT NULL列が含まれている場合、表に BEFORE 
UPDATEトリガーが定義されていると、UPDATE文は正常に実行されません。

� マルチテーブル・インサートでは returning_clauseを指定できません。

� パラレル DML またはリモート・オブジェクトにはこの句を使用できません。

� LONG型を取り出すことはできません。

� INSTEAD OFトリガーが定義されたビューに対して指定することはできません。

参照参照参照参照 : BULK COLLECT句を使用してコレクション変数に複数の値を戻す
場合は、『Oracle Database PL/SQL 言語リファレンス』を参照してくださ
い。
19-68 Oracle Database SQL 言語リファレンス



UPDATE
error_logging_clause
error_logging_clause の UPDATE文での動作は、INSERT文の場合と同じです。詳細は、18-63
ページの INSERT文の「error_logging_clause」を参照してください。

例例例例

表の更新例表の更新例表の更新例表の更新例 : 次の文は、職種が SH_CLERKのすべての従業員の歩合に NULL 値を指定しま
す。

UPDATE employees
   SET commission_pct = NULL
   WHERE job_id = 'SH_CLERK';

次の文は、Douglas Grant を部門 20 の管理者に昇格させ、給与を 1,000 ドル引き上げます。

UPDATE employees SET 
    job_id = 'SA_MAN', salary = salary + 1000, department_id = 120 
    WHERE first_name||' '||last_name = 'Douglas Grant'; 

次の文は、remoteデータベースの employees表の従業員の給与を増加します。

UPDATE employees@remote
   SET salary = salary*1.1
   WHERE last_name = 'Baer';

次の例は、UPDATE文の次の構文要素を示します。

� 単一文にまとめた update_set_clauseの 2 つの形式 

� 相関副問合せ

� 更新された行を制限する where_clause

UPDATE employees a 
    SET department_id = 
        (SELECT department_id 
            FROM departments 
            WHERE location_id = '2100'), 
        (salary, commission_pct) = 
        (SELECT 1.1*AVG(salary), 1.5*AVG(commission_pct) 
          FROM employees b 
          WHERE a.department_id = b.department_id) 
    WHERE department_id IN 
        (SELECT department_id 
          FROM departments
          WHERE location_id = 2900 
              OR location_id = 2700); 

この UPDATE文によって、次の処理が実行されます。

� ジュネーブまたはミュンヘン（location_id は 2900 または 2700）で働く従業員のみを更新し
ます。

� これらの従業員の department_idをボンベイ（location_idは 2100）の対応する
department_idに設定します。

� 各従業員の給与を、その部門の平均給与の 110% に上げます。

� 各従業員の歩合を、その部門の平均歩合の 150% に上げます。

参照参照参照参照 : 「エラー・ロギングによる表への挿入例 :」（18-64 ページ）
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UPDATE
パーティションの更新例パーティションの更新例パーティションの更新例パーティションの更新例 : 次の文は、sales表の 1 つのパーティションの値を更新します。

UPDATE sales PARTITION (sales_q1_1999) s
   SET s.promo_id = 494
   WHERE amount_sold > 1000;

オブジェクト表の更新例オブジェクト表の更新例オブジェクト表の更新例オブジェクト表の更新例 : 次の文は、2 つのオブジェクト表 people_demo1および
people_demo2を作成します。ここで使用する people_typオブジェクトは、19-44 ページの

「表のコレクション例 :」で作成したものです。この例では、people_demo2から行を選択して
people_demo1の行を更新する方法を示します。

CREATE TABLE people_demo1 OF people_typ;

CREATE TABLE people_demo2 OF people_typ;

UPDATE people_demo1 p SET VALUE(p) =
   (SELECT VALUE(q) FROM people_demo2 q
    WHERE p.department_id = q.department_id)
   WHERE p.department_id = 10;

この例では、SET句と副問合せの両方で、VALUEオブジェクト参照ファンクションを使用しま
す。

相関更新の例相関更新の例相関更新の例相関更新の例 : 相関副問合せを使用してネストした表の行を更新する例は、19-44 ページの
「表のコレクション例 :」を参照してください。

UPDATE 操作中に操作中に操作中に操作中に RETURNING 句を使用する例句を使用する例句を使用する例句を使用する例 : 次の文は、更新された行の値を戻し、
PL/SQL 変数 bnd1、bnd2、bnd3に結果を格納します。

UPDATE employees
  SET job_id ='SA_MAN', salary = salary + 1000, department_id = 140
  WHERE last_name = 'Jones'
  RETURNING salary*0.25, last_name, department_id
    INTO :bnd1, :bnd2, :bnd3;

次の文は、RETURNING 句の式で単一セットの集計ファンクションを指定できることを示しま
す。

UPDATE employees
   SET salary = salary * 1.1
   WHERE department_id = 100
   RETURNING SUM(salary) INTO :bnd1;
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構文図の読
A

構文図の読み方構文図の読み方構文図の読み方構文図の読み方

この付録では、構文図の読み方について説明します。
み方 A-1



図形構文図
図形構文図図形構文図図形構文図図形構文図
構文図とは、SQL の有効な構文を図で示したものです。構文図は、矢印が示す方向に左から右
へ読んでください。

コマンドおよびキーワードは、四角形の中に大文字で書かれています。コマンドおよびキー
ワードは、四角形の中に書かれているとおりに指定してください。パラメータは、楕円形の中
に小文字で書かれています。パラメータには変数を指定します。句読点、デリミタ、終了記号
は円の中に書かれています。

構文図の中にパスが複数ある場合は、ユーザーがパスを選択できます。次の例では、
NOPARALLELまたは PARALLELのいずれかを指定できます。

parallel_clause::=

キーワード、演算子、パラメータに複数の選択肢がある場合は、選択できるオプションが縦に
並べて書かれています。次の構文図では、スタックにある 4 つのパラメータから 1 つ以上を指
定することができます。

physical_attributes_clause::=

構文図で使用されるパラメータと、各文でそのパラメータに代入する値の例を次の表に示しま
す。

表表表表 A-1 構文のパラメータ構文のパラメータ構文のパラメータ構文のパラメータ

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 例例例例

table パラメータによって指定された型のオブジェクト名で
置き換える必要があります。オブジェクト型の一覧は、
2-97 ページの「スキーマ・オブジェクト」を参照して

ください。

employees

c ご使用のデータベース・キャラクタ・セットの単一文
字で置き換える必要があります。

T

s 

'text' 一重引用符で囲んだテキスト文字列で置き換える必要
があります。'text' の構文は、2-44 ページの「テキス

ト・リテラル」を参照してください。

'Employee records'

char CHARまたは VARCHAR2データ型の式か、一重引用符

で囲んだ文字リテラルで置き換える必要があります。

last_name

'Smith' 

condition TRUEまたは FALSEに評価される条件で置き換える必

要があります。conditionの構文は、第 7 章「条件」

を参照してください。

last_name >'A' 

NOPARALLEL

PARALLEL
integer

PCTFREE integer

PCTUSED integer

INITRANS integer

storage_clause
A-2 Oracle Database SQL 言語リファレンス



図形構文図
必須キーワードとパラメータ必須キーワードとパラメータ必須キーワードとパラメータ必須キーワードとパラメータ 
必須キーワードおよびパラメータは、単独で示されているか、または選択肢のリストとして縦
に並べて書かれています。必須キーワードおよびパラメータが 1 つの場合は、メイン・パス、
つまり現在選択しているパスの線上に書かれています。次の例では、library_nameが必須パ
ラメータです。

drop_library::=

HQ_LIBという名前のライブラリがあるとすると、この図は、次の文を示しています。

DROP LIBRARY hq_lib;

メイン・パスに交わる縦に並んだリストの中に、複数のキーワードまたはパラメータがある場
合、そのうちの 1 つが必須です。複数のキーワードまたはパラメータから、いずれか 1 つを選
択する必要があります。ただし、メイン・パスに存在しなくてもかまいません。次の例では、
いずれかの設定値を選択する必要があります。

key_compression::=

date

d

日付定数または DATEデータ型の式で置き換える必要

があります。

TO_DATE(

'01-Jan-2002',

'DD-MON-YYYY')

expr 6-2 ページの「SQL 式」にある expr の構文の説明で定

義されている任意のデータ型の式で置き換えることが
できます。

salary + 1000 

integer 2-46 ページの「整数リテラル」にある integer の構文

の説明で定義されている整数で置き換える必要があり
ます。

72

number

m

n

NUMBERデータ型の式、または 2-46 ページの「数値リ

テラル」にある number の構文の説明で定義されてい

る数値定数で置き換える必要があります。

AVG(salary)

15 * 7 

raw RAWデータ型の式で置き換える必要があります。 HEXTORAW('7D') 

subquery SELECT文で置き換える必要があります。この

SELECT 文は、別の SQL 文中で使用されます。19-4
ページの「SELECT」を参照してください。

SELECT last_name 

FROM employees

db_name 埋込み SQL プログラム内のデフォルト以外のデータ

ベース名で置き換える必要があります。

sales_db

db_string Oracle Net データベース接続のデータベース識別文字

列で置き換える必要があります。詳細は、ご使用の
Oracle Net プロトコルのユーザーズ・ガイドを参照し

てください。

—

表表表表 A-1 構文のパラメータ構文のパラメータ構文のパラメータ構文のパラメータ（続き）（続き）（続き）（続き）

パラメータパラメータパラメータパラメータ 説明説明説明説明 例例例例

DROP LIBRARY library_name ;

COMPRESS
integer

NOCOMPRESS
構文図の読み方 A-3



図形構文図
オプションのキーワードとパラメータオプションのキーワードとパラメータオプションのキーワードとパラメータオプションのキーワードとパラメータ 
キーワードおよびパラメータが、メイン・パスより上に縦に並べてリストされている場合は、
それらのキーワードおよびパラメータがオプションであることを示しています。次の例では、
上のパスへ進んでも、続けてメイン・パスに沿って進んでもかまいません。

deallocate_unused_clause::=

size_clause::=

これらの図に従うと、次の文はすべて有効です。

DEALLOCATE UNUSED;
DEALLOCATE UNUSED KEEP 1000;
DEALLOCATE UNUSED KEEP 10G;
DEALLOCATE UNUSED 8T; 

構文のループ構文のループ構文のループ構文のループ
ループがある場合、ループ内の構文を何度でも繰り返して実行できます。次の例では、値の式
を 1 つ選択した後、繰り返し別の式を選択できます。式と式の間はカンマで区切ります。

query_partition_clause::=

DEALLOCATE UNUSED
KEEP size_clause

integer

K

M

G

T

P

E

PARTITION BY

expr

,

( expr

,

)
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図形構文図
複数の部分に分割された構文図複数の部分に分割された構文図複数の部分に分割された構文図複数の部分に分割された構文図 
複数の部分に分割された構文図は、すべてのメイン・パスの端と端が結合されているものとし
てみてください。次の例は、3 つに分割された構文図です。

alter_java::=

この図に従うと、次の文は有効です。

ALTER JAVA SOURCE jsource_1 COMPILE; 

データベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクトデータベース・オブジェクト
表や列などの Oracle 識別子名は、30 文字以内に制限されています。先頭文字は英字である必要
がありますが、それ以外は、英字、数字、ドル記号（$）、シャープ記号（#）およびアンダース
コア（_）を任意に組み合せて指定できます。

ただし、Oracle の識別子を二重引用符（"）で囲むと、一重引用符以外の空白を含むすべての有
効な文字を組み合せて指定できます。Oracle の識別子は、二重引用符で囲んだ場合を除いて、
大 / 小文字が区別されません。

参照参照参照参照 : 詳細は、2-98 ページの「スキーマ・オブジェクトのネーミング規
則」を参照してください。

ALTER JAVA
SOURCE

CLASS

schema .
object_name

RESOLVER ( ( match_string
, schema_name

–
) )

COMPILE

RESOLVE

invoker_rights_clause

;

構文図の読み方 A-5



図形構文図
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Oracle と標準
B

Oracle と標準と標準と標準と標準 SQL

この付録では、SQL:2003 規格への Oracle の規格準拠について説明します。SQL:2003 規格の必
須部分は、Core SQL:2003 として知られ、SQL:2003 の Part 2「Foundation」および Part 11

「Schemata」に記載されています。基礎的な機能は、Part 2 の Annex F の「Feature taxonomy 
and definition for mandatory features of SQL/Foundation」表で分析されています。スキーマ
機能は、Part 11 の Annex E の「Feature taxonomy and definition for mandatory features of 
SQL/Schemata」表で分析されています。

この付録では、ANSI（米国規格協会）および ISO（国際標準化機構）によって確立された SQL
規格への Oracle の規格準拠について説明します（ANSI および ISO の SQL 規格は同一です）。

この付録では、次の内容を説明します。

� ANSI 規格

� ISO 規格

� Core SQL:2003 に対する Oracle の準拠

� SQL/Foundation:2003 のオプション機能に対する Oracle のサポート

� SQL/CLI:2003 に対する Oracle の準拠

� SQL/PSM:2003 に対する Oracle の準拠

� SQL/MED:2003 に対する Oracle の準拠

� SQL/OLB:2003 に対する Oracle の準拠

� SQL/XML:2006 に対する Oracle の準拠

� FIPS 127-2 に対する Oracle の準拠

� 標準 SQL に対する Oracle 拡張機能

� 以前の規格に対する Oracle の準拠

� キャラクタ・セットのサポート
SQL B-1



ANSI 規格
ANSI 規格規格規格規格 
SQL に関連する ANSI のドキュメントは、次のとおりです。

� ANSI/ISO/IEC 9075-1:2003, Information technology--Database languages--SQL--Part 1: 
Framework (SQL/Framework) 

� ANSI/ISO/IEC 9075-2:2003, Information technology--Database languages--SQL--Part 2: 
Foundation (SQL/Foundation) 

� ANSI/ISO/IEC 9075-3:2003, Information technology--Database languages--SQL--Part 3: 
Call-Level Interface (SQL/CLI) 

� ANSI/ISO/IEC 9075-4:2003, Information technology--Database languages--SQL--Part 4: 
Persistent Stored Modules (SQL/PSM)

� ANSI/ISO/IEC 9075-9:2003, Information technology--Database languages--SQL--Part 9: 
Management of External Data (SQL/MED)

� ANSI/ISO/IEC 9075-10:2003, Information technology--Database languages--SQL--Part 10: 
Object Language Bindings (SQL/OLB)

� ANSI/ISO/IEC 9075-11:2003, Information technology--Database languages--SQL--Part 11: 
Information and Definition Schemas (SQL/Schemata)

� ANSI/ISO/IEC 9075-13:2003, Information technology--Database languages--SQL--Part 13: 
SQL Routines and Types using the Java Programming Language (SQL/JRT)

� ANSI/ISO/IEC 9075-14:2005, Information technology--Database languages--SQL--Part 14: 
XML-Related Specifications (SQL/XML)

これらの規格は、次の項に示す対応する ISO 規格と同一です。

ANSI 規格のコピーについては、次の宛先に申し込んでください。

American National Standards Institute
25 West 43rd Street
New York, NY 10036 USA
電話番号 : +1.212.642.4900
FAX 番号 : +1.212.398.0023

規格のコピーは、次の Web サイトからも入手できます。

http://webstore.ansi.org/ansidocstore/default.asp

SQL 規格を含む ANSI 規格のサブセットは、INCITS 規格です。これらは、INCITS
（InterNational Committee for Information Technology Standards）から入手できます。URL は、
次のとおりです。

http://www.incits.org/

ISO 規格規格規格規格
SQL に関連する ISO のドキュメントは、次のとおりです。

� ISO/IEC 9075-1:2003, Information technology--Database languages--SQL--Part 1: 
Framework (SQL/Framework) 

� ISO/IEC 9075-2:2003, Information technology--Database languages--SQL--Part 2: 
Foundation (SQL/Foundation) 

� ISO/IEC 9075-3:2003, Information technology--Database languages--SQL--Part 3: Call-Level 
Interface (SQL/CLI)
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Core SQL:2003 に対する Oracle の準拠
� ISO/IEC 9075-4:2003, Information technology--Database languages--SQL--Part 4: Persistent 
Stored Modules (SQL/PSM)

� ISO/IEC 9075-9:2003, Information technology--Database languages--SQL--Part 9: 
Management of External Data (SQL/MED)

� ISO/IEC 9075-10:2003, Information technology--Database languages--SQL--Part 10: Object 
Language Bindings (SQL/OLB)

� ISO/IEC 9075-11:2003, Information technology--Database languages--SQL--Part 11: 
Information and Definition Schemas (SQL/Schemata)

� ISO/IEC 9075-13:2003, Information technology--Database languages--SQL--Part 13: SQL 
Routines and Types using the Java Programming Language (SQL/JRT)

� ISO/IEC 9075-14:2005, Information technology--Database languages--SQL--Part 14: 
XML-Related Specifications (SQL/XML)

ISO 規格のコピーについては、次の宛先に申し込んでください。

International Organization for Standardization
1 Rue de Varembe 
Case postale 56
CH-1211, Geneva 20, Switzerland
電話番号 : +41.22.749.0111
FAX 番号 : +41.22.733.3430
URL: http://www.iso.ch/

Web ストアからも入手できます。URL は、次のとおりです。

http://www.iso.ch/iso/en/prods-services/ISOstore/store.html

Core SQL:2003 に対するに対するに対するに対する Oracle の準拠の準拠の準拠の準拠
ANSI および ISO の SQL 規格では、規格準拠性について明示する箇所に、準拠の種類および実
装されている機能について記載することを義務付けています。規格準拠性についての 小限の
明示を Core SQL:2003 といいます。これは、規格の Part 2「SQL/Foundation」および Part 11

「SQL/Schemata」に定義されています。次の製品は、表 B-1 に示す Core SQL:2003 に完全（ま
たは部分的）に準拠しています。

� Oracle Database サーバー

� Pro*C/C++ リリース 9.2.0

� Pro*COBOL リリース 9.2.0

� Pro*FORTRAN リリース 1.8.77

� SQL Module for Ada （Mod*Ada）リリース 9.2.0

� Pro*COBOL 1.8 リリース 1.8.77

� Pro*PL/I リリース 1.6.28

� OTT（Oracle Type Translator）
Oracle と標準 SQL B-3



Core SQL:2003 に対する Oracle の準拠
表 B-1 に、Oracle が完全にサポートする Core SQL:2003 機能を示します。

表表表表 B-1 完全にサポートする完全にサポートする完全にサポートする完全にサポートする Core SQL:2003 機能機能機能機能

機能識別番号機能識別番号機能識別番号機能識別番号 機能機能機能機能

E011 数値データ型

E031 識別子

E061 基本的な述語および検索条件

E081 基本的な権限

E091 集合ファンクション

E101 基本的なデータ操作

E111 単一行の SELECT文

E131 NULL 値のサポート（値のかわりの NULL）

E141 基本的な整合性制約

E151 トランザクションのサポート

E152 基本的な SET TRANSACTION文

E153 副問合せを持つ更新可能な問合せ

E161 先頭に 2 つの負の符号（-）を付けた SQL 文のコメント

E171 SQLSTATEのサポート

F041 基本的な結合表

F051 基本的な日付および時刻

F081 ビューの UNIONおよび EXCEPT

F131 グループ操作

F181 複数モジュールのサポート

F201 CASTファンクション

F221 明示的なデフォルト

F261 CASE式

F311 スキーマ定義文

F471 スカラー副問合せの値

F481 拡張 NULL述語

T631 1 つのリスト要素を使用した IN述語
B-4 Oracle Database SQL 言語リファレンス



Core SQL:2003 に対する Oracle の準拠
表 B-2 に、Oracle が部分的にサポートする Core SQL:2003 機能を示します。

表表表表 B-2 部分的にサポートする部分的にサポートする部分的にサポートする部分的にサポートする Core SQL:2003 機能機能機能機能

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 部分的なサポート部分的なサポート部分的なサポート部分的なサポート

E021、文字デー

タ型

次の副機能を完全にサポートします。

� E021-01、CHARACTERデータ型

� E021-07、文字の連結

� E021-08、UPPERおよび LOWERファンクション

� E021-09、TRIMファンクション

� E021-10、文字データ型間の暗黙的な加算

� E021-12、文字の比較

次の副機能を部分的にサポートします。

� E021-02、CHARACTER VARYINGデータ型（Oracle は、長さ 0 の VARCHAR
列と NULLを区別しません）

� E021-03、文字リテラル（Oracle は、長さ 0 のリテラル ''を NULL とみな

します）

Oracle は、次の副機能と同等の機能を持ちます。

� E021-04、CHARACTER_LENGTHファンクションのかわりに、LENGTHファ

ンクションを使用します。

� E021-05、OCTET_LENGTHファンクションのかわりに、LENGTHBファンク

ションを使用します。

� E021-06、SUBSTRINGファンクションのかわりに、SUBSTRファンクショ

ンを使用します。

� E021-11、POSITIONファンクションのかわりに、INSTRファンクションを

使用します。

E051、基本的な

問合せ指定

次の副機能を完全にサポートします。

� E051-01、SELECT DISTINCT

� E051-02、GROUP BY句

� E051-04、<SELECT 構文のリスト > にない列を GROUP BYに含めることがで

きます。

� E051-05、SELECT 構文のリスト項目の名前の変更

� E051-06、HAVING句

� E051-07、SELECT 構文のリストでの * の修飾

次の副機能を部分的にサポートします。

� E051-08、FROM句の相関名（Oracle は、相関名をサポートしますが、オプ

ションの ASキーワードはサポートしません）

次の副機能はサポートされません。

� E051-09、FROM句での列の名前の変更
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E071、基本的な

問合せ式

次の副機能を完全にサポートします。

� E071-01、UNION DISTINCT表演算子

� E071-02、UNION ALL表演算子

� E071-05、表演算子によって結合された列の型は同じでなくてもかまいませ

ん。

� E071-06、副問合せの表演算子

Oracle は、次の副機能と同等の機能を持ちます。

� E071-03、EXCEPT DISTINCT表演算子（EXCEPT DISTINCTのかわりに

MINUSを使用します）

E121、基本的な

カーソルの
サポート

次の副機能を完全にサポートします。

� E121-01、DECLARE CURSOR

� E121-02、ORDER BY列は、SELECT 構文のリストになくてもかまいません。

� E121-03、ORDER BY句の値の式

� E121-04、OPEN文

� E121-06、位置付けされた UPDATE文

� E121-07、位置付けされた DELETE文

� E121-08、CLOSE文

� E121-10、FETCH文および暗黙的な NEXT

次の副機能を部分的にサポートします。

� E121-17、WITH HOLDカーソル（規格では、カーソルは ROLLBACK中は保

持されませんが、Oracle では ROLLBACK中も保持されます。）

F031、基本的な

スキーマ操作

次の副機能を完全にサポートします。

� F031-01、実表を作成するための CREATE TABLE文

� F031-02、CREATE VIEW文

� F031-03、GRANT文

次の副機能を部分的にサポートします。

� F031-04、ALTER TABLE文の ADD COLUMN句（Oracle は、この構文のオプ

ションのキーワード COLUMNをサポートしません）

次の副機能はサポートしません（Oracle は、キーワード RESTRICTをサポート

しません）。

� F031-13、DROP TABLE文の RESTRICT句

� F031-16、DROP VIEW文の RESTRICT句

� F031-19、REVOKE文の RESTRICT句

表表表表 B-2 部分的にサポートする部分的にサポートする部分的にサポートする部分的にサポートする Core SQL:2003 機能機能機能機能（続き）（続き）（続き）（続き）

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 部分的なサポート部分的なサポート部分的なサポート部分的なサポート
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F812、基本的な

フラグ付け

Oracle は、フラガーを持っていますが、SQL:2003 よりも SQL-92 に準拠してい

ます。

T321、基本的な

SQL 起動ルーチ

ン

次の副機能を完全にサポートします。

� T321-03、ファンクションの起動

� T321-04、CALL文

Oracle は、次の副機能を異なる構文でサポートします。

� T321-01、オーバーロードしないユーザー定義ファンクション

� T321-02、オーバーロードしないユーザー定義プロシージャ

Oracle の構文 CREATE FUNCTIONおよび CREATE PROCEDUREと規格の構文の

違いは、次のとおりです。

� 規格の構文では、パラメータのモード（IN、OUTまたは INOUT）はパラ

メータ名の前ですが、Oracle 構文では、パラメータ名の後です。

� 規格の構文では、INOUTを使用しますが、Oracle の構文では、IN OUTを使

用します。

� Oracle の構文では、復帰型の後およびルーチン本体の定義の前に ISまたは

ASが必要ですが、規格の構文では、必要ありません。

� ルーチンの本体が C である場合、そのルーチンに名前を付けるとき、規格

の構文では、キーワード LANGUAGE C EXTERNAL NAMEを使用しますが、

Oracle の構文では、LANGUAGE C NAMEを使用します。

� ルーチンの本体が SQL である場合、Oracle では、プロシージャを独自に拡

張した PL/SQL を使用します。

Oracle は、次の副機能を PL/SQL ではサポートしますが、Oracle SQL ではサ

ポートしません。

� T321-05、RETURN文

Oracle は、次の副機能と同等の機能を提供します。

� T321-06、ROUTINESビュー : ALL PROCEDURESメタデータ・ビューを使用

します。

� T321-07、PARAMETERSビュー : ALL_ARGUMENTSメタデータ・ビューおよ

び ALL _METHOD_PARAMS メタデータ・ビューを使用します。

表表表表 B-2 部分的にサポートする部分的にサポートする部分的にサポートする部分的にサポートする Core SQL:2003 機能機能機能機能（続き）（続き）（続き）（続き）

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 部分的なサポート部分的なサポート部分的なサポート部分的なサポート
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Core SQL:2003 に対する Oracle の準拠
Oracle には、表 B-3 で示す機能と同等の機能があります。

表 B-4 に、Oracle がサポートしない Core SQL:2003 機能を示します。

表表表表 B-3 Core SQL:2003 機能と同等の機能機能と同等の機能機能と同等の機能機能と同等の機能

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 同等の機能同等の機能同等の機能同等の機能

F021、基本的な情報スキー

マ

Oracle は、この機能のビューを持ちませんが、同じ情報を別のメタ

データ・ビューで使用可能にします。

� TABLESのかわりに、ALL_TABLESを使用します。

� COLUMNSのかわりに、ALL_TAB_COLUMNSを使用します。

� VIEWSのかわりに、ALL_VIEWSを使用します。

ただし、ユーザーのビューに WITH CHECK OPTIONが定義され

ていたり、更新可能な場合は、Oracle の ALL_VIEWSは表示さ

れません。ビューに WITH CHECK OPTIONが定義されているか

どうかを確認する場合は、ALL_CONSTRAINTSを使用し、

TABLE_NAMEをそのビュー名にして、CONSTRAINT_TYPEが

'V'であるビューを検索します。

� TABLE_CONSTRAINTS、REFERENTIAL_CONSTRAINTSおよび

CHECK_CONSTRAINTSのかわりに、ALL_CONSTRAINTSを使用

します。

ただし、Oracle の ALL_CONSTRAINTSは、制約が遅延可能か初

期遅延かは表示しません。

S011、固有型 固有型は、強い型指定のスカラー型です。固有型は、1 つの属性のみ

を持つオブジェクト型を使用して、Oracle でエミュレートできます。

USER_DEFINED_TYPESと呼ばれる規格の情報スキーマ・ビューは、

Oracle のメタデータ・ビュー ALL_TYPESと同じです。

T695、変換のサポート Oracle の CONVERTファンクションでは、複数のキャラクタ・セット

間での変換が可能です。Oracle には、キャラクタ・セットの変換を

追加したり、削除する機能はありません。

表表表表 B-4 サポートしないサポートしないサポートしないサポートしない Core SQL:2003 機能機能機能機能

機能識別番号機能識別番号機能識別番号機能識別番号 機能機能機能機能

F501 機能および準拠するビュー

注意注意注意注意 : Oracle は、「E182、モジュール言語」をサポートしません。この機
能は、「SQL/Foundation」の表 35 に示されていますが、Core にはモ
ジュール言語と埋込み言語の選択肢があることが示されているのみです。
モジュール言語および埋込み言語は、機能は同じで、SQL 文がホスト・プ
ログラミング言語と関連付けられている点のみが異なります。Oracle は、
埋込み言語をサポートします。
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SQL/Foundation:2003 のオプション機能に対する Oracle のサポート
SQL/Foundation:2003 のオプション機能に対するのオプション機能に対するのオプション機能に対するのオプション機能に対する Oracle のサポートのサポートのサポートのサポート
Oracle は、表 B-5 に示す SQL/Foundation:2003 のオプション機能をサポートします。

表表表表 B-5 完全にサポートする完全にサポートする完全にサポートする完全にサポートする SQL/Foundation:2003 のオプション機能のオプション機能のオプション機能のオプション機能

機能識別番号機能識別番号機能識別番号機能識別番号 機能機能機能機能

B011 埋込み ADA

B012 埋込み C

B013 埋込み COBOL

B014 埋込み Fortran

B021 ダイレクト SQL

（Oracle では SQL*Plus）

F281 LIKE拡張

F411 タイムゾーンの指定

F421 各国語キャラクタ

F442 集合ファンクションでの複合列の参照

F491 制約管理

F555 拡張秒精度

（Oracle は、小数点以下 9 桁までをサポートします）

F561 完全評価式

F721 遅延可能制約

F731 列 INSERT権限

F781 自己参照操作

F801 完全集合ファンクション

S151 型述語

S161 サブタイプ処理

T201 参照制約での比較可能データ型

T351 大カッコで囲まれたコメント

T431 拡張グループ化機能

T441 ABSおよび MODファンクション

T611 基本的な OLAP 演算子

T621 拡張数値ファンクション
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SQL/Foundation:2003 のオプション機能に対する Oracle のサポート
表 B-6 に、Oracle が部分的にサポートする SQL/Foundation:2003 のオプション機能を示しま
す。

表表表表 B-6 部分的にサポートする部分的にサポートする部分的にサポートする部分的にサポートする SQL/Foundation:2003 のオプション機能のオプション機能のオプション機能のオプション機能

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 部分的なサポート部分的なサポート部分的なサポート部分的なサポート

B031、基本的な動的 SQL Oracle はこの機能をサポートしますが、次の制限事項があります。

� Oracle は、記述子の項目のサブセットをサポートします。

� < 句による入力 > の場合、Oracle は < 入力記述子の使用 > のみを

サポートします。

� < 句による出力 > の場合、Oracle は < 記述子への出力 > のみをサ

ポートします。

� 動的パラメータは、コロンの後に疑問符ではなく識別子を指定
する形式で示されます。

B032、拡張動的 SQL Oracle は、この機能からグローバル文およびグローバル・カーソル

を宣言する機能のみを実装します。その他の機能はサポートしませ
ん。

F034、拡張 REVOKE文 Oracle は、この機能の次の部分をサポートします。

� F034-01、スキーマ・オブジェクトの所有者以外のユーザーに

よって実行される REVOKE文

� F034-03、権限受領者が WITH GRANT OPTIONを持つ権限を取り

消す REVOKE文 

Oracle は、この機能のうち、次の部分と同等の機能を提供します。

� CASCADE: Oracle では、REVOKEによってすべての依存オブジェ

クトが無効になります。これにより、この後に CREATEコマン

ドと GRANTコマンドによって、無効になったオブジェクトが正

常に再コンパイルできるようになり、メタデータが変更される
までは、これらのオブジェクトは完全に使用禁止になります。

F052、期間および日時の算術 Oracle は、INTERVAL YEAR TO MONTHおよび INTERVAL DAY TO 
SECONDデータ型のみをサポートします。

F111、SERIALIZABLE以外

の分離レベル

Oracle は、SERIALIZABLEに加えて、READ COMMITTED分離レベ

ルをサポートします。

F191、参照削除アクション Oracle は、ON DELETE CASCADEおよび ON DELETE SET NULLをサ

ポートします。

F302、INTERSECT表演算子 Oracle は INTERSECTをサポートしますが、INTERSECT ALLはサ

ポートしません。

F312、MERGE文 Oracle の MERGE文は規格とほとんど同じですが、次の制限事項が

あります。

� Oracle は、表の別名の前の ASキーワード（オプション）をサ

ポートしません。

� Oracle は、表の別名の後にカッコで囲まれた列名のリストを使

用して、USING句で指定した表の列名を変更する機能をサポー

トしません。

� Oracle は、< 上書き句 > をサポートしません。

F391、長い識別子 Oracle は、 大 30 文字の識別子をサポートします。

F401、拡張結合表 Oracle は、FULL外部結合をサポートします。

F403、パーティション結合表 Oracle は、FULL外部結合を除くこの機能をサポートします。
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F441、拡張集合ファンクショ

ン・サポート

Oracle は、この機能の次の部分をサポートします。

� ビューまたはインライン・ビューのいずれかで集計を使用して
定義された列を参照する WHERE句の機能

� 式の DISTINCTを使用しない COUNT

� 集計問合せに対する外部参照となる列を参照する集計

F461、名前付きのキャラク

タ・セット

Oracle は、Oracle 定義の名前が付いた複数のキャラクタ・セットを

サポートします。Oracle は、この機能の他の部分をサポートしませ

ん。

F531、一時表 Oracle は、GLOBAL TEMPORARY表をサポートします。

F591、導出表 Oracle は < 導出表 > をサポートしますが、次の制限事項がありま

す。

� Oracle は、表の別名の前の ASキーワード（オプション）をサ

ポートしません。

� Oracle は、< 導出列リスト > をサポートしません。

F831、完全カーソル更新 Oracle は、問合せでの FOR UPDATE句と ORDER BY句の組合せをサ

ポートします。

S111、問合せ式での ONLY Oracle は、ビューの階層に対する ONLY句をサポートしますが、実

表の階層はサポートしません。

S162、参照のサブタイプ処理 規格では参照する型の名前をカッコで囲む必要がありますが、
Oracle はこの位置でのカッコの使用をサポートしません。

T041、基本的な LOB データ

型サポート

Oracle は、この機能の次の部分をサポートします。

� キーワード BLOB、CLOBおよび NCLOB

� 連結（CLOB での UPPER、LOWERおよび TRIM）

Oracle は、この機能のうち、次の部分と同等のサポートを提供しま

す。

� POSITIONのかわりに INSTRの使用

� CHAR_LENGTHのかわりに LENGTHの使用

� SUBSTRINGのかわりに SUBSTRの使用

Oracle は、この機能の次の部分をサポートしません。

� BLOB、CLOBおよび NCLOBのそれぞれのシノニムとしてのキー

ワード BINARY LARGE OBJECT、CHARACTER LARGE OBJECT
または NATIONAL CHARACTER LARGE OBJECT

� < バイナリ文字列リテラル >

� LOB や CLOBの長さの上限を指定する機能

� BLOB の結合

T111、更新可能な結合、論理

和および列

Oracle の更新可能な結合ビューは、規格の更新可能な結合機能のサ

ブセットです。

T121、問合せ式での WITH
（RECURSIVEを除く）

Oracle はこの機能をサポートします。ただし、< 問合せの名前 > の

後に続く列名の変更機能はサポートしません。かわりに、< 問合せ

の名前 > の定義である問合せの <SELECT 構文のリスト > の列名を

変更できます。

T122、副問合せでの WITH
（RECURSIVEを除く）

機能 T121 と同じ制限事項があります。

表表表表 B-6 部分的にサポートする部分的にサポートする部分的にサポートする部分的にサポートする SQL/Foundation:2003 のオプション機能のオプション機能のオプション機能のオプション機能（続き）（続き）（続き）（続き）

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 部分的なサポート部分的なサポート部分的なサポート部分的なサポート
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T211、基本的なトリガー機能 Oracle のトリガーと規格のトリガーの違いは、次のとおりです。

� Oracle は、デフォルトではオプションの構文 FOR EACH 
STATEMENT（文トリガー）を提供しません。

� Oracle は、OLD TABLEおよび NEW TABLEをサポートしません。

規格で指定されている遷移表（影響される行のイメージの前後
の多重集合）は使用できません。

� トリガー本体は PL/SQL で記述されています。PL/SQL の機能

は規格の手続き型言語 PSM と同等ですが、同じものではあり

ません。

� トリガー本体では、古い遷移変数と新しい遷移変数が、コロン
で始まる形式で参照されます。

� Oracle の行トリガーは、バッファリングおよびすべての行の処

理後にまとめて実行されるのではなく、行の処理と同時に実行
されます。規格のセマンティクスは決定的ですが、Oracle のリ

アルタイムで実行される行トリガーはより実用的です。

� Oracle の行および文の前のトリガーでは DML 文を実行できま

すが、規格では許可されていません。これに対し、Oracle の行

の後の文では DML 文を実行できませんが、規格では許可され

ています。

� 複数のトリガーが適用される場合、規格ではそれらのトリガー
は定義順に実行されます。Oracle では、実行順序は非決定的で

す。

� Oracle では、規格の（表権限の）TRIGGER権限のかわりに、シ

ステム権限 CREATE TRIGGERおよび CREATE ANY TRIGGERを

使用してトリガーの作成を規制します。

T271、セーブポイント Oracle はこの機能をサポートしますが、次の制限事項があります。

� Oracle は、RELEASE SAVEPOINTをサポートしません。

� Oracle は、セーブポイント・レベルをサポートしません。

T331、基本的なロール Oracle は、REVOKE ADMIN OPTION FORの < ロール名 > を除いて、

この機能をサポートします。

T432、ネストおよび連結した

GROUPING SETS
Oracle は、連結した GROUPING SETSをサポートしますが、ネスト

した GROUPING SETSはサポートしません。

T591、NULL の可能性のあ

る列に対する UNIQUE制約

Oracle では、NULL であることが可能な 1 つ以上の列に対する

UNIQUE制約が可能です。UNIQUE制約の対象が単一列の場合、セ

マンティクスは規格と同じになります（この制約には、指定した列
の NULL である行の数に制限はありません）。UNIQUE制約の対象

が 2 つ以上の列の場合、セマンティクスは規格外になります。

Oracle では、指定したすべての列の NULL である行の数に制限はあ

りません。規格と異なり、指定した列の 1 つ以上の行が NULL 以外

になる場合、制約対象の NULL 以外の列の値と同じ値を持つ別の行

は、制約違反になり、許可されません。

T612、拡張 OLAP 操作 Oracle は、この機能の次の要素をサポートします。PERCENT_
RANK、CUME_DIST、WIDTH_BUCKET、仮想の集合ファンクション、

PERCENTILE_CONTおよび PERCENTILE_DISCです。

Oracle は、この機能の次の要素をサポートしません。

� ウィンドウ名

� ORDER BY句のない ROW_NUMBER

T641、複数列の割当て 割当てソースが副問合せの場合、複数の列を割り当てる規格の構文
がサポートされます。

表表表表 B-6 部分的にサポートする部分的にサポートする部分的にサポートする部分的にサポートする SQL/Foundation:2003 のオプション機能のオプション機能のオプション機能のオプション機能（続き）（続き）（続き）（続き）

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 部分的なサポート部分的なサポート部分的なサポート部分的なサポート
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Oracle には、表 B-7 で示す機能と同等の機能があります。

表表表表 B-7 SQL/Foundation:2003 のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 同等の機能同等の機能同等の機能同等の機能

B031、基本的な動的 SQL Oracle の埋込みプリプロセッサはこの機能を実装していますが、次

の変更が加えられています。

� パラメータは、コロンの後に疑問符ではなく識別子を指定する
形式で示されます。

� 規格の DESCRIBE OUTPUTは、Oracle の DESCRIBE SELECT 
LIST FOR文に置き換えられます。

� Oracle では、動的 SQL 文を準備する PREPARE文の前に、その

動的 SQL 文を使用して物理的にカーソルを宣言する場合、

DECLARE STATEMENTを使用できます。

B032、拡張動的 SQL Oracle の DESCRIBE BIND VARIABLESは、規格の DESCRIBE 
INPUTと同等です。Oracle は、この機能のこれ以外のものを実装し

ません。

B122、ルーチン言語 C Oracle は、C で記述された外部ルーチンをサポートしますが、この

ようなルーチンを作成する規格構文はサポートしません。

F032、CASCADE削除動作 Oracle では、DROPコマンドによって削除されたオブジェクトのす

べての依存オブジェクトが無効になります。無効になったオブジェ
クトを正常に再コンパイルできる方法を使用して、削除されたオブ
ジェクトを再定義するまで、無効になったオブジェクトは完全に使
用禁止になります。

F033、ALTER TABLE文の

DROP COLUMN句

Oracle は DROP COLUMN句を提供しますが、規格で使用される

RESTRICTまたは CASCADEオプションは提供しません。

F121、基本的な診断管理 この機能の大部分の機能は、埋込み言語の SQLCA によって提供さ

れます。

F231、権限表 Oracle は、この情報を次のメタデータ・ビューで使用可能にしま

す。

� TABLE_PRIVILEGESのかわりに、ALL_TAB_PRIVSを使用し

ます。

� COLUMN_PRIVILEGESのかわりに、ALL_COL_PRIVSを使用し

ます。

� Oracle は USAGE権限をサポートしないため、USAGE_
PRIVILEGESと同等の権限は存在しません。

F341、使用状況表 Oracle は、この情報を ALL_DEPENDENCIES、DBA_DEPENDENCIES
および USER_DEPENDENCIESビューで使用可能にします。

F381、拡張スキーマ操作 Oracle は、この機能の次の要素を完全にサポートします。

� Oracle は、ALTER TABLEを使用して、表の制約を追加する規格

の構文をサポートします。

Oracle は、この機能の次の要素を部分的にサポートします。

� Oracle は、表の制約を削除する規格の構文をサポートします

が、RESTRICTはサポートしません。

Oracle は、この機能のうち、次の要素と同等の機能を提供します。

� 列のデフォルト値を変更するには、ALTER TABLEの MODIFYオ

プションを使用します。

Oracle は、この機能の次の部分をサポートしません。

� DROP SCHEMA文

� ALTER ROUTINE文
Oracle と標準 SQL B-13
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F93、リテラルの Unicode エ

スケープ

Oracle の UNISTR機能は、すべての Unicode 文字に対する数値のエ

スケープ・シーケンスをサポートします。

F402、LOB、配列および多重

集合での名前列の結合

Oracle は、宣言した型がネストした表である列での名前付き列の結

合をサポートします。Oracle は、LOB または配列での名前付き列の

結合はサポートしません。

F571、真理値テスト Oracle の LNNVLファンクションは、規格の IS NOT TRUEと似てい

ます。

F690、照合サポート Oracle は、文字式の照合の変更に使用可能なファンクションを提供

します。

F695、変換のサポート Oracle の CONVERTファンクションは、キャラクタ・セット間での

変換に使用できます。

F771、結合管理 Oracle の CONNECT文は規格の CONNECT文と同じ機能を持ちます

が、構文は異なります。規格の SET CONNECTIONを使用するかわり

に、Oracle では SQL 文を実行する必要のある接続を指定する AT句

を提供します。Pro*COBOL では、COMMITまたは ROLLBACKの

RELEASEオプションを使用して接続を切断できます。

S023、基本的な構造型 Oracle のオブジェクト型は、規格の構造型と同等です。

S025、 終構造型 Oracle の 終オブジェクト型は、規格の 終構造型と同等です。

S026、自己参照構造型 Oracle では、オブジェクト型 OT は、OT を参照する参照を持つこ

とができます。

S041、基本的な参照型 Oracle の参照型は、規格の参照型と同等です。

S051、型の表の作成 Oracle のオブジェクト表は、規格の構造型の表と同等です。

S081、サブテーブル Oracle はオブジェクト・ビューの階層をサポートしますが、オブ

ジェクトの実表の階層はサポートしません。実表の階層をエミュ
レートするには、それらの実表にビューの階層を作成します。

S091、配列型 Oracle の VARRAY型は、規格の配列型と同等です。ただし、Oracle
は、LOB の配列の記憶域をサポートしません。添字を使用して配列

の単一要素にアクセスするには、PL/SQL を使用する必要がありま

す。Oracle は、規格以外の構文を使用してこの機能の次の部分をサ

ポートします。

� 空の配列を含む VARRAY 型のインスタンスを構成するには、

VARRAY 型コンストラクタを使用します。

� FROM句で VARRAY をネスト解除するには、TABLE演算子を使

用します。

S092、ユーザー定義型の配列 Oracle は、オブジェクト型の VARRAYをサポートします。

S094、参照型の配列 Oracle は、参照の VARRAYをサポートします。

S095、問合せ別の配列コンス

トラクタ

Oracle は、CAST (MULTISET (SELECT ...) AS varray_type)
を使用して配列コンストラクタをサポートします。ORDER BYを使

用して配列の要素を順序付ける機能はサポートされません。

S097、配列要素割当て PL/SQL では、規格（SQL/PSM）に似た構文を使用して配列要素を

割り当てることができます。

S201、配列での SQL 起動

ルーチン

PL/SQL は、配列をパラメータとして渡し、ファンクションの結果

として配列を返す機能を提供します。

S202、多重集合での SQL 起

動ルーチン

PL/SQL ルーチンは、パラメータとしてネストした表を持つことが

できます。

PL/SQL ルーチンは、ネストした表を戻すことができます。

表表表表 B-7 SQL/Foundation:2003 のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能（続き）（続き）（続き）（続き）

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 同等の機能同等の機能同等の機能同等の機能
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S233、多重集合ロケータ Oracle は、ネストした表のロケータをサポートします。

S241、変換ファンクション Oracle Type Translator（OTT）は、変換と同じ機能を提供します。

S251、ユーザー定義の順序

付け

Oracle のオブジェクト型の順序付け機能は、次のとおり規格の機能

に対応します。

� Oracle の MAP順序付けは、規格の ORDER FULL BY MAP順序付け

に対応します。

� Oracle の ORDER順序付けは、規格の ORDER FULL BY 
RELATIVE順序付けに対応します。

� Oracleのオブジェクト型でMAPまたはORDERのいずれも宣言さ

れていない場合、これは規格の EQUALS ONLY BY STATEに対応

します。

� Oracle には、順序付けられていないオブジェクト型は存在しま

せん。そのため、順序付けは変更できますが、削除することは
できません。

S271、基本的な多重集合のサ

ポート

Oracle では、ネストした表型として規格の多重集合がサポートされ

ます。スカラー型（ST）に基づいた Oracle のネストした表のデータ

型は、規格の用語では、ST 型の単一フィールドを持つ

column_valueという名前の行の多重集合と同じです。オブジェク

ト型に基づいた Oracle のネストした表型は、規格の構造型の多重集

合と同等です。

Oracle は、ネストした表で使用するこの機能のうち、次の要素をサ

ポートします。この場合、規格で多重集合に使用するのと同じ構文
を使用します。

� CARDINALITYファンクション

� SETファンクション

� MEMBER述語

� IS A SET述語

� COLLECT集計

次のように、この機能の他のすべての部分が規格以外の構文でサ
ポートされます。

� 規格に MULTISET[]と表される、空の多重集合を作成するに

は、ネストした表型の空のコンストラクタを使用します。

� 規格では、ELEMENT（< 多重集合値の式 >）と表される、要素

が 1 つ付いた多重集合の要素を 1 つのみ取得するには、スカ

ラー副問合せを使用して、ネストした表から単一要素を選択し
ます。

� 多重集合を列挙ごとに構成するには、ネストした表型のコンス
トラクタを使用します。

� 多重集合を問合せごとに構成するには、多重集合の引数を指定
した CASTを使用して、ネストした表型にキャストします。

� 多重集合をネスト解除するには、FROM句の TABLE演算子を使

用します。

S272、ユーザー定義型の多重

集合

Oracle のネストした表型では、構造型の多重集合が可能です。

Oracle には固有型がないため、固有型の多重集合はサポートされま

せん。

S274、参照型の多重集合 ネストした表型は、参照型の列を 1 つ以上持つことができます。

表表表表 B-7 SQL/Foundation:2003 のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能（続き）（続き）（続き）（続き）

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 同等の機能同等の機能同等の機能同等の機能
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S275、拡張多重集合の

サポート

Oracle は、ネストした表で使用するこの機能のうち、次の要素をサ

ポートします。この場合、規格で多重集合に使用するのと同じ構文
を使用します。

� MULTISET UNION、MULTISET INTERSECTIONおよび

MULTISET EXCEPT演算子

� SUBMULTISET述語

� =および <>述語

Oracle は、FUSIONまたは INTERSECTION集計をサポートしませ

ん。

S281、ネストしたコレクショ

ン型

Oracle では、コレクション型のネストが可能です（VARRAY および

ネストした表）。

T042、拡張 LOB のサポート Oracle は、この機能の次の要素を完全にサポートします。

� CLOB引数の TRIMファンクション

Oracle は、この機能のうち、次の要素と同等の機能を提供します。

� BLOBおよび CLOBサブストリング（SUBSTRを使用してサポー

ト）

� SIMILAR述語（REGEXPR_LIKEを使用し、Perl に似た構文と

のパターン一致を実行してサポート）

この機能の次の要素はサポートされません。

� BLOBまたは CLOBオペランドの付いた比較述語

� BLOBまたは CLOBオペランドの付いた CAST

� OVERLAY（SUBSTRおよび文字列連結を使用してエミュレート

可能）

� BLOBまたは CLOBオペランドの付いた LIKE述語

T051、行型 Oracle のオブジェクト型は、規格の行型のかわりに使用できます。

T061、UCS のサポート Oracle は、この機能のうち、次の要素と同等の機能を提供します。

� Oracle は、文字データ型の宣言では、CHARACTERSと OCTETS
のかわりに、それぞれ CHARと BYTEのキーワードをサポート

します。

� Oracle の COMPOSEファンクションは、規格の NORMALIZEファ

ンクションと同等です。

Oracle は、IS NORMALIZED述語をサポートしません。

T071、BIGINTデータ型 多くの実装では、BIGINTは、19 桁（10 進）の大部分をサポートす

る 64 ビットの 2 進整数型を参照します。Oracle の NUMBER型は、

39 桁（10 進）をサポートします。

T131、再帰的問合せ Oracle の START WITHおよび CONNECT BY句を使用すると、多くの

再帰的問合せを実行できます。

T132、副問合せでの再帰的問

合せ

Oracle の START WITHおよび CONNECT BY句を使用すると、多く

の再帰的問合せを実行できます。

T141、SIMILAR述語 Oracle は、Perl に似た構文とのパターン一致のための

REGEXP_LIKEを提供します。

T172、表定義の AS副問合せ

句

Oracle の CREATE TABLEの AS副問合せ機能は、規格とほとんど同

じ機能を持ちますが、構文の一部が異なります。

表表表表 B-7 SQL/Foundation:2003 のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能（続き）（続き）（続き）（続き）

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 同等の機能同等の機能同等の機能同等の機能
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T175、生成された列 生成された列は、他の列の式で計算された表の列です。Oracle は生

成された列をサポートしませんが、ファンクション索引を使用する
と、式の結果に索引を作成できます。

T176、シーケンス・ジェネ

レータのサポート

Oracle のシーケンスは規格のシーケンスと同じ機能を持ちますが、

構文は異なります。

T322、SQL 起動ファンク

ションおよびプロシージャの
オーバーロード

Oracle は、ファンクションおよびプロシージャのオーバーロードを

サポートします。ただし、特定のデータ型の組合せを処理するルー
ルは、規格と異なります。たとえば、規格では、引数の数値型のみ
が異なる同一名の 2 つのファンクションの共存が許可されますが、

Oracle では許可されません。

T323、外部ルーチンの明示的

なセキュリティ

外部ファンクション、プロシージャまたはパッケージの作成時に使
用される Oracle の構文 AUTHID { CURRENT USER | DEFINER } は、

規格の EXTERNAL SECURITY { DEFINER | INVOKER } と同等です。

T324、外部ルーチンの明示的

なセキュリティ

PL/SQL ファンクション、プロシージャまたはパッケージの作成時

に使用される Oracle の構文 AUTHID { CURRENT USER | DEFINER }
は、規格の SQL SECURITY { DEFINER | INVOKER } と同等です。

T325、修飾された SQL パラ

メータ参照

PL/SQL は、ルーチン名を使用したパラメータ名の修飾をサポート

します。

T326、表ファンクション Oracle は、この機能のうち、次の要素と同等の機能を提供します。

� < 問合せ別の多重集合値コンストラクタ > は、CAST
（MULTISET（< 問合せ式 >）AS < ネストした表型 >）を使用し

てサポートされます。

� < 表ファンクションの導出表 > は、VARRAY またはネストした

表を引数として指定した FROM句の TABLE演算子を使用してサ

ポートされます。

� < コレクション値の式 > は、VARRAY またはネストした表にな

る Oracle の式と同等です。

� < 戻り値の表型 > は、ネストした表を戻す PL/SQL ファンク

ションと同等です。

T433、複数引数ファンクショ

ン GROUPING
Oracle の GROUP_IDファンクションを使用すると、グループ化した

問合せによりグループを適切に区別できます。このファンクション
は、規格の複数引数の GROUPINGファンクションの場合と同じ用途

で使用できます。

T471、結果セットの戻り値 PL/SQL REF カーソルは、規格の結果セット・カーソルのすべての

機能を提供します。

T491、LATERAL導出表 Oracle の FROM句の TABLE演算子は、規格の LATERAL演算子と同

等です。

T571、配列を戻す外部 SQL
起動ファンクション

VARRAY を戻す Oracle の表ファンクションは、外部のプログラミ

ング言語で定義できます。SQL でこのようなファクションを宣言す

る場合は、CREATE FUNCTIONコマンドを PIPELINED USING句

とともに使用します。

T571、多重集合を戻す外部

SQL 起動ファンクション

ネストした表を戻す Oracle の表ファンクションは、外部のプログラ

ミング言語で定義できます。SQL でこのようなファクションを宣言

する場合は、CREATE FUNCTIONコマンドを PIPELINED USING
句とともに使用します。

T581、正規表現のサブストリ

ング・ファンクション

Oracle では、正規表現の一致を使用してサブストリング操作を実行

する REGEXP_SUBSTRファンクションを提供します。

表表表表 B-7 SQL/Foundation:2003 のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能（続き）（続き）（続き）（続き）

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 同等の機能同等の機能同等の機能同等の機能
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SQL/CLI:2003 に対するに対するに対するに対する Oracle の準拠の準拠の準拠の準拠
Oracle の ODBC ドライバは、SQL/CLI:2003 に準拠しています。

SQL/PSM:2003 に対するに対するに対するに対する Oracle の準拠の準拠の準拠の準拠
Oracle の PL/SQL は、キーワードの綴りや構成などの構文の小さな違いはありますが、
SQL/PSM:2003 と同等の機能を提供します。

SQL/MED:2003 に対するに対するに対するに対する Oracle の準拠の準拠の準拠の準拠
Oracle は SQL/MED:2003 に準拠しません。

SQL/OLB:2003 に対するに対するに対するに対する Oracle の準拠の準拠の準拠の準拠
Oracle SQLJ は、SQL/OLB 99 に準拠していますが、SQL/OLB 2003 にはまだ準拠していませ
ん。

SQL/XML:2006 に対するに対するに対するに対する Oracle の準拠の準拠の準拠の準拠
このドキュメントのリリース時点では、新版の SQL/XML（SQL/XML:2006）を想定していま
すが、 終形式ではまだ使用できません。この項には、素案および公認の変更提案に基づいた、
も適切と考えられる内容が反映されています。ただし、SQL/XML:2006 の 終形式には基づ

いていません。

規格の XML データ型は XMLです。Oracle の同等のデータ型は、XMLTypeです。Oracle と規
格の相違点がデータ型の名前の綴りのみである場合、規格の機能は Oracle で完全にサポートさ
れているとみなします。

B-18 ページの表 B-8 に、XML スキーマ組込み型から XQuery の Oracle SQL データ型へのマッ
ピングを示します。

T613、サンプリング Oracle では、規格のキーワード TABLESAMPLEのかわりに、キー

ワード SAMPLEを使用します。Oracle では、規格のキーワード

SYSTEMのかわりに、キーワード BLOCKを使用します。Oracle で

は、行のベルヌーイ・サンプリングの指定に、BLOCKキーワードを

使用しません。規格では、キーワード BERNOULLIでこのサンプリ

ングを指定します。

T652、SQL ルーチンでの

SQL 動的文

PL/SQL は、動的 SQL をサポートします。

T654、外部ルーチンでの

SQL 動的文

Oracle は、埋込み C での動的 SQL をサポートします。これは、外

部ルーチンの作成に使用できます。

T655、循環的な依存ルーチン PL/SQL は、再帰型をサポートします。

表表表表 B-8 XML スキーマ組込み型からスキーマ組込み型からスキーマ組込み型からスキーマ組込み型から XQuery のののの SQL データ型へのマッピングデータ型へのマッピングデータ型へのマッピングデータ型へのマッピング

XML スキーマ型スキーマ型スキーマ型スキーマ型 Oracle SQL 型型型型

string VARCHAR2(4000)

decimal NUMBER

float BINARY_FLOAT

表表表表 B-7 SQL/Foundation:2003 のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能のオプション機能と同等の機能（続き）（続き）（続き）（続き）

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 同等の機能同等の機能同等の機能同等の機能
B-18 Oracle Database SQL 言語リファレンス



SQL/XML:2006 に対する Oracle の準拠
表 B-9 に、Oracle が完全にサポートする規格の XML 機能を示します。

double BINARY_DOUBLE

DateTime TIMESTAMP WITH TIME ZONE

time TIMESTAMP WITH TIME ZONE

date TIMESTAMP WITH TIME ZONE

gDay TIMESTAMP WITH TIME ZONE

gMonth TIMESTAMP WITH TIME ZONE

gYear TIMESTAMP WITH TIME ZONE

gYearMonth TIMESTAMP WITH TIME ZONE

gMonthDay TIMESTAMP WITH TIME ZONE

dayTimeDuration INTERVAL DAY TO SECOND

yearMonthDuration INTERVAL YEAR TO MONTH

normalizedString VARCHAR2(4000)

untypedAtomic VARCHAR2(4000)

integer NUMBER

nonPositiveInteger NUMBER

negativeInteger NUMBER

long NUMBER

int NUMBER

short NUMBER

byte NUMBER

nonNegativeInteger NUMBER

unsignedLong NUMBER

unsignedInt NUMBER

unsignedShort NUMBER

unsignedByte NUMBER

positiveInteger NUMBER

表表表表 B-9 完全にサポートする完全にサポートする完全にサポートする完全にサポートする SQL/XML:2005 の機能の機能の機能の機能

機能識別番号機能識別番号機能識別番号機能識別番号 機能機能機能機能

X010 XML 型

X016 永続 XML 値

X020 XML の連結

X031 XMLElement

X032 XMLForest

表表表表 B-8 XML スキーマ組込み型からスキーマ組込み型からスキーマ組込み型からスキーマ組込み型から XQuery のののの SQL データ型へのマッピングデータ型へのマッピングデータ型へのマッピングデータ型へのマッピング（続き）（続き）（続き）（続き）

XML スキーマ型スキーマ型スキーマ型スキーマ型 Oracle SQL 型型型型
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表 B-9 の注意事項 : 機能 X041 ～ X047（表の基本マッピング）: Oracle の表のマッピングは、
Java インタフェースおよびパッケージを介して実行できます。Oracle の表のマッピングは、表
のみでなく問合せもマップするために汎用化されています。表のみをマップするには、SELECT 
* FROM table_nameを指定します。

X034 XMLAgg

X035 XMLAgg の ORDER BYオプション

X036 XMLComment

X036 XMLPi

X041 表の基本マッピング（NULL なし）

X042 表の基本マッピング（NULL を NIL としてマッピング）

X043 表の基本マッピング（表をフォレストとしてマッピング）

X044 表の基本マッピング（表を要素としてマッピング）

X045 表の基本マッピング（ターゲット・ネームスペースを含む）

X046 表の基本マッピング（データのマッピング）

X047 表の基本マッピング（メタデータのマッピング）

X049 表の基本マッピング（16 進エンコーディング）

X060 XMLParse（文字列の入力および CONTENTオプション）

X061 XMLParse（文字列の入力および DOCUMENTオプション）

X070 XMLSerialize（文字列のシリアライズおよび CONTENTオプション）

X071 XMLSerialize（文字列のシリアライズおよび DOCUMENTオプショ

ン）

X072 XMLSerialize（文字列のシリアライズ）

X086 XMLTable での XML ネームスペースの宣言

X120 SQL ルーチンでの XML パラメータ

X121 外部ルーチンでの XML パラメータ

X201 XMLQuery（RETURNING CONTENT）

X203 XMLQuery（コンテキスト項目の受渡し）

X204 XMLQuery（XQuery 変数の初期化）

X251 XML（DOCUMENT（UNTYPED））型の永続 XML 値

X252 XML（DOCUMENT（ANY））型の永続値

X256 XML（DOCUMENT（XMLSCHEMA））型の永続値

X302 順序性列付きの XMLTable

X303 XMLTable（列のデフォルト・オプション）

X304 XMLTable（コンテキスト項目の受渡し）

X305 XMLTable（XQuery 変数の初期化）

表表表表 B-9 完全にサポートする完全にサポートする完全にサポートする完全にサポートする SQL/XML:2005 の機能の機能の機能の機能（続き）（続き）（続き）（続き）

機能識別番号機能識別番号機能識別番号機能識別番号 機能機能機能機能
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表 B-10 に、部分的にサポートする SQL/XML:2005 の機能を示します。

表表表表 B-10 部分的にサポートする部分的にサポートする部分的にサポートする部分的にサポートする SQL/XML:2005 の機能の機能の機能の機能

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 部分的なサポート部分的なサポート部分的なサポート部分的なサポート

X040、表の基本マッピング Oracle は、この機能の次の要素をサポートします。

� X041、表の基本マッピング（NULL なし）

� X042、表の基本マッピング（NULL を NIL としてマッピング）

� X043、表の基本マッピング（表をフォレストとしてマッピン

グ）

� X044、表の基本マッピング（表を要素としてマッピング）

� X045、表の基本マッピング（ターゲット・ネームスペースを含

む）

� X046、表の基本マッピング（データのマッピング）

� X047、表の基本マッピング（メタデータのマッピング）

� X049、表の基本マッピング（16 進エンコーディング）

Oracle は、この機能の次の要素をサポートしません。

� X048、表の基本マッピング（BASE64 エンコーディング）

X060、XMLParse（文字列の

入力および CONTENTオプ

ション）

Oracle は、{PRESERVE | STRIP} WHITESPACE構文をサポートしま

せん。動作は常に STRIP WHITESPACEになります。

X200、XMLQuery Oracle は、この機能の次の要素を完全にサポートします。

� X201、XMLQuery（RETURNING CONTENT）

� X203、XMLQuery（コンテキスト項目の受渡し）

� X204、XMLQuery（XQuery 変数の初期化）

Oracle は、この機能の次の要素をサポートしません。

� X202、XMLQuery（RETURNING SEQUENCE）

� { NULL | EMPTY } ON EMPTY構文

� PASSING句の必須の BY {REF | VALUE}。（Oracle は値セマン

ティクスのみをサポートします。）

X300、XMLTable Oracle は、列パス式の逆軸をサポートしません。この制限事項を除

き、Oracle は、この機能の次の要素を完全にサポートします。

� X086、XMLTable での XML ネームスペースの宣言

� X302、順序性列付きの XMLTable

� X303、XMLTable（列のデフォルト・オプション）

� X304、XMLTable（コンテキスト項目の受渡し）

� X305、XMLTable（XQuery 変数の初期化）

Oracle は、この機能の次の要素をサポートしません。

� X301、XMLTable（導出列リスト・オプション）

� PASSING句の必須の BY {REF | VALUE}。Oracle は、現時点で

BY VALUEセマンティクスのみをサポートします。
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表 B-11 に、Oracle が同等の機能を介してサポートする SQL/XML:2005 の機能を示します。

表表表表 B-11 SQL/XML:2005 機能と同等の機能機能と同等の機能機能と同等の機能機能と同等の機能

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 同等の機能同等の機能同等の機能同等の機能

X011、XML 型の配列 Oracle では、配列に名前を付ける必要があります。規格では匿名で

す。

X012、XML 型の多重集合 Oracle で XML 型の多重集合に相当するものは、XML 型の単一列を

持つネストした表です。

X013、固有の XML 型 固有型は、1 つの属性のみを持つオブジェクト型を使用してエミュ

レートできます。

X014、XML 型の属性 Oracle では、オブジェクト型の属性は XMLType型にできますが、

この構文はオブジェクト型の作成には標準ではありません。

X025、XMLCast Oracle は、この機能のうち、次の要素と同等の機能を提供します。

� XML からスカラー型にキャストするには、EXTRACTVALUEを

使用します。XML 値が型指定される場合、結果は XML 型に

も類似します。型指定されない場合、結果の型は VARCHAR
（4000）になります。他のスカラー型に変換するには、CASTを

使用します。

� スカラー型から XML にキャストするには、スカラー値を

XMLQuery に渡し、ドキュメント・コンストラクタに挿入しま

す。

Oracle は XML 型を 1 つしか持たないため、XML から XML にキャ

ストする必要はありません。

X076、XMLSerialize の

VERSION オプション

シリアライズの前に XML バージョンを設定するには、XMLRoot を
使用します。

X080、XML 公開時のネーム

スペース

XMLElementの Oracle 実装では、XMLAttributes を使用してネーム

スペースが定義されます（XMLNamespaces は実装されません）。た

だし、XMLAttributes は、XMLForest ではサポートされません。

X090、XML 文書の述語 Oracle では、ISFRAGMENTメソッドを使用して XML 値が文書かど

うかをテストできます。

X096、XMLExists XPath を評価するには、EXISTSNODEを使用します。ノードが検出

された場合は 1 を戻し、検出されない場合は 0 を戻します。XPath
式以外の XQuery 式はサポートされません。また、Oracle は、

XPath 1.0 式をサポートします（XQuery のサブセットである XPath 
2.0 はサポートされません）。

X121、外部ルーチンでの

XML パラメータ

Oracle は、規格以外のインタフェースを使用して外部ルーチンに渡

される XML 値をサポートします。

X141、IS VALID述語（デー

タ駆動形式）

XMLISVALIDメソッドは IS VALID述語と同等で、データ駆動形式

をサポートします。

X142、IS VALID述語

（ACCORDING TO句）

XMLISVALIDメソッドは IS VALID述語と同等で、ACCORDING TO
句に相当するものを含みます。

X143、IS VALID述語

（ELEMENT 句）

XMLISVALIDメソッドは IS VALID述語と同等で、ELEMENT句に

相当するものを含みます。

X144、IS VALID述語（ス

キーマの場所）

XMLISVALIDメソッドは IS VALID述語と同等で、登録済 XML ス

キーマのスキーマの場所の指定をサポートします。

X145、IS VALID述語

（CHECK 制約の外部）

XMLISVALIDメソッドは IS VALID述語と同等で、CHECK 制約の

外部で使用できます。

X151、DOCUMENTオプショ

ン付きの IS VALID述語

XMLISVALIDメソッドは IS VALID述語と同等で、DOCUMENT句と

同等の検証を実行します（XMLISVALIDは「内容」の検証をサポー

トしません）。
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X156、IS VALID述語

（ELEMENT句の付いたオプ

ションの NAMESPACE）

XMLISVALIDメソッドは IS VALID述語と同等で、ネームスペース

の要素の検証に使用できます。

X157、IS VALID述語

（ELEMENT句の付いた NO 
NAMESPACE）

XMLISVALIDメソッドは IS VALID述語と同等で、名前のないネー

ムスペースの要素の検証に使用できます。

X160、登録済 XML スキーマ

の基本情報スキーマ

Oracle の静的データ・ディクショナリ・ビュー ALL_XML_SCHEMAS
は、現行のユーザーがアクセスできる登録済の XML スキーマのリ

ストを提供します。ALL_XML_SCHEMAS.SCHEMA_URL列は、規格の

XML_SCHEMAS.XML_SCHEMA_LOCATION列に対応します。登録済

XML スキーマのターゲット・ネームスペースは、ALL_XML_
SCHEMAS.SCHEMAを調べることによって確認できます。Oracle は、

規格の XML_SCHEMASの他の列に相当する列を持ちません。

X161、登録済 XML スキーマ

の拡張情報スキーマ

Oracle は、規格の XML_SCHEMA_NAMESPACESおよび XML_
SCHEMA_ELEMENTSに対応する静的データ・ディクショナリ・

ビューを持ちません。ただし、登録済 XML スキーマに関するすべ

ての情報は、ALL_XML_SCHEMAS.SCHEMA列にある実際の XML ス

キーマを調べることによって確認できます。これを調べると、登録
済 XML スキーマが非決定的であるかどうかも確認できます。また、

非決定的なネームスペースと要素も確認できます。

X191、XML（DOCUMENT

(XMLSCHEMA））型

Oracle は、この構文をサポートしません。ただし、表の列は登録済

XML スキーマで制約できます。この場合、列のすべての値は XML
（DOCUMENT（XMLSCHEMA））型になります。

X221、XML 受渡しメカニズ

ム BY VALUE
Oracle は値セマンティクスのみをサポートしますが、明示的な BY 
VALUE句はサポートしません。

X232、XML（CONTENT
（ANY））型

Oracle は、この構文を型の修飾子としてサポートしませんが、

Oracle の XMLTypeは、一時値でこのデータ型をサポートします。

永続値は、XML（DOCUMENT（ANY））型になります。この型は、

XML（CONTENT（ANY））のサブセットです。

X241、XML 文書作成時の

RETURNING CONTENT
Oracle は、この構文をサポートしません。Oracle では、文書を作成

するファンクション（XMLAgg、XMLComment、XMLConcat、
XMLElement、XMLForestおよび XMLPi）の動作は、常に

RETURNING CONTENTになります。

X260、XML 型（ELEMENT
句）

Oracle は、この構文をサポートしません。ただし、表の列は登録済

XML スキーマの 上位の要素で制約できます。

X262、XML 型（ELEMENT句

の付いたオプションの
NAMESPACE）

Oracle は、この構文をサポートしません。ただし、表の列は、登録

済 XML スキーマのターゲット・ネームスペース以外のネームス

ペースにある 上位の要素で制約できます。

X263、XML 型（ELEMENT句

の付いた NO NAMESPACE）
Oracle は、この構文をサポートしません。ただし、表の列は登録済

XML スキーマの名前のないネームスペースにある 上位の要素で制

約できます。

X264、XML 型（スキーマの

場所）

Oracle は、この構文をサポートしません。ただし、表の列はスキー

マの場所で識別される登録済 XML スキーマで制約できます。

X271、XMLValidate（データ

駆動形式）

SCHEMAVALIDATEメソッドは XMLValidate と同等で、データ駆動

形式をサポートします。

X272、XMLValidate
（ACCORDING TO句）

SCHEMAVALIDATEメソッドは XMLValidate と同等で、特定の登録

済 XML スキーマの指定に使用できます。

X273、XMLValidate
（ELEMENT句）

SCHEMAVALIDATEメソッドは XMLValidate と同等で、特定の登録

済 XML スキーマの特定要素を指定するために使用できます。

表表表表 B-11 SQL/XML:2005 機能と同等の機能機能と同等の機能機能と同等の機能機能と同等の機能（続き）（続き）（続き）（続き）

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 同等の機能同等の機能同等の機能同等の機能
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* 正確な機能識別番号は、このドキュメントの公開時点では不明です。

表 B-12 に、Oracle がサポートしない SQL/XML:2003 の機能を示します。

X274、XMLValidate（スキー

マの場所）

SCHEMAVALIDATEメソッドは XMLValidate と同等で、スキーマの

場所を示す URL で特定の登録済 XML スキーマを指定するために使

用できます。

X281、DOCUMENTオプショ

ンの付いた XMLValidate
SCHEMAVALIDATEメソッドは XMLValidate と同等です。

SCHEMAVALIDATEは XML 文書の検証のみを実行します（内容の検

証は実行しません）。

X285、XMLValidate
（ELEMENT句の付いたオプ

ションの NAMESPACE）

SCHEMAVALIDATEメソッドは XMLValidate と同等で、特定の登録

済 XML スキーマのターゲット・ネームスペース以外のネームス

ペースにある特定要素を指定するために使用できます。

X286、XMLValidate
（ELEMENT句の付いた NO 
NAMESPACE）

SCHEMAVALIDATEメソッドは XMLValidate と同等で、特定の登録

済 XML スキーマの名前のないネームスペースにある特定要素を指

定するために使用できます。

Xnnn *、XML テキスト・

ノード・コンストラクタ

Oracle の XMLCDataファンクションは、テキスト・ノードの作成に

使用できます。

表表表表 B-12 サポートしないサポートしないサポートしないサポートしない SQL/XML:2003 機能機能機能機能

機能識別番号機能識別番号機能識別番号機能識別番号 機能機能機能機能

X015 XML 型のフィールド

X030 XMLDocument

X048 表の基本マッピング（BASE64 エンコーディング）

X050 表の拡張マッピング

X051 表の拡張マッピング（NULL なし）

X052 表の拡張マッピング（NULL を NIL としてマッピング）

X053 表の拡張マッピング（表をフォレストとしてマッピング）

X054 表の拡張マッピング（表を要素としてマッピング）

X055 表の拡張マッピング（ターゲット・ネームスペースを含む）

X056 表の拡張マッピング（データのマッピング）

X057 表の拡張マッピング（メタデータのマッピング）

X058 表の拡張マッピング（バイナリ文字列の BASE64 エンコーディング）

X059 表の拡張マッピング（バイナリ文字列の 16 進エンコーディング）

X065 XMLParse（BLOB入力および CONTENTオプション）

X066 XMLParse（BLOB入力および DOCUMENTオプション）

X073 XMLSerialize（BLOBシリアライズおよび CONTENTオプション）

X074 XMLSerialize（BLOBシリアライズおよび DOCUMENTオプション）

X075 XMLSerialize（BLOBシリアライズ）

X076 XMLSerialize（VERSION）

表表表表 B-11 SQL/XML:2005 機能と同等の機能機能と同等の機能機能と同等の機能機能と同等の機能（続き）（続き）（続き）（続き）

機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能機能識別子、機能 同等の機能同等の機能同等の機能同等の機能
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X077 XMLSerialize（明示的な ENCODINGオプション）

X078 XMLSerialize（明示的な XML 宣言）

X081 問合せレベルのネームスペースの宣言

X082 DML での XML ネームスペースの宣言

X083 DDL での XML ネームスペースの宣言

X084 複合文での XML ネームスペースの宣言

X085 事前定義のネームスペース接頭辞

X091 XML コンテンツの述語

X100 XML に対するホスト言語のサポート（CONTENTオプション）

X101 XML に対するホスト言語のサポート（DOCUMENTオプション）

X110 XML に対するホスト言語のサポート（VARCHARマッピング）

X111 XML に対するホスト言語のサポート（CLOBマッピング）

X131 問合せレベルの XMLBINARY句

X132 DML の XMLBINARY句

X133 DDL の XMLBINARY句

X134 複合文の XMLBINARY句

X135 副問合せの XMLBINARY句

X152 CONTENTオプション付きの IS VALID述語

X153 SEQUENCEオプション付きの IS VALID述語

X155 IS VALID述語（ELEMENT句のない NAMESPACE）

X170 XML NULL 処理のオプション

X171 NIL ON NO CONTENTオプション

X181 XML（DOCUMENT（UNTYPED））型

X182 XML（DOCUMENT（ANY））型

X190 XML（SEQUENCE）型

X192 XML（CONTENT（XMLSCHEMA））型

X202 XMLQuery（RETURNING SEQUENCE）

X211 XML 1.1 のサポート

X222 XML 受渡しメカニズム BY REF

X231 XML（CONTENT（UNTYPED））型

X242 XML 文書作成時の RETURNING SEQUENCE

X253 XML（CONTENT（UNTYPED））型の永続 XML 値

X254 XML（CONTENT（ANY））型の永続 XML 値

X255 XML（SEQUENCE）型の永続値

表表表表 B-12 サポートしないサポートしないサポートしないサポートしない SQL/XML:2003 機能機能機能機能（続き）（続き）（続き）（続き）

機能識別番号機能識別番号機能識別番号機能識別番号 機能機能機能機能
Oracle と標準 SQL B-25



FIPS 127-2 に対する Oracle の準拠
* 正確な機能識別番号は、このドキュメントの公開時点では不明です。

FIPS 127-2 に対するに対するに対するに対する Oracle の準拠の準拠の準拠の準拠 
Oracle は、 新の FIPS（Federal Information Processing Standard）である FIPS PUB 127-2 に
完全に準拠しています。現在、この規格は、公開されていません。ただし、FIPS 127-2 で定義
されたデータベース要素のサイズに関する情報に依存するアプリケーションを使用するユー
ザーのために、準拠性についての詳細を表 B-13 に示します。

X257 XML（CONTENT（XMLSCHEMA））型の永続値

X261 XML 型（ELEMENT句のない NAMESPACE）

X282 XMLValidate（CONTENTオプション付き）

X283 XMLValidate（SEQUENCEオプション付き）

X284 XMLValidate（ELEMENT句のない NAMESPACE）

X290 名前および識別子のマッピング

X301 XMLTable（導出列リスト・オプション）

Xnnn * XML に対するホスト言語のサポート（BLOBマッピング）

Xnnn * XML に対するホスト言語のサポート（STRIP WHITESPACEオプ

ション）

Xnnn * XML に対するホスト言語のサポート（PRESERVE WHITESPACEオ

プション）

表表表表 B-13 データベース要素のサイズ設定データベース要素のサイズ設定データベース要素のサイズ設定データベース要素のサイズ設定

データベース要素データベース要素データベース要素データベース要素 FIPS Oracle Database

識別子の長さ（バイト単位） 18 30

CHARACTERデータ型の長さ（バイト単位） 240 2000

NUMERICデータ型の 10 進精度 15 38

DECIMALデータ型の 10 進精度 15 38

INTEGERデータ型の 10 進精度 9 38

SMALLINTデータ型の 10 進精度 4 38

FLOATデータ型の 2 進精度 20 126

REALデータ型の 2 進精度 20 63

DOUBLE PRECISION データ型の 2 進精度 30 126

表の中の列 100 1000

INSERT文の中の値 100 1000

UPDATE文内の SET 句（注意 1） 20 1000

行の長さ（注意 2、注意 3） 2,000 2,000,000 

一意制約の中の列 6 32

表表表表 B-12 サポートしないサポートしないサポートしないサポートしない SQL/XML:2003 機能機能機能機能（続き）（続き）（続き）（続き）

機能識別番号機能識別番号機能識別番号機能識別番号 機能機能機能機能
B-26 Oracle Database SQL 言語リファレンス



標準 SQL に対する Oracle 拡張機能
注意注意注意注意 1: UPDATE文の SET句の数とは、SETキーワードの後に続くカンマで区切られる項目の数
のことです。

注意注意注意注意 2: FIPS PUB では、列セットの長さを次の値の合計として規定しています。つまり、列の
数を 2 倍した値、各文字列の長さ（バイト単位）、各真数値列の 10 進精度に 1 を加えた値、各
概数値列の 2 進精度を 4 で割って 1 を加えた値の合計です。

注意注意注意注意 3: 行の 大長に対する Oracle の制限は、長さ 2GB の LONG値とそれぞれの長さが 4000 バ
イトである 999 の VARCHAR2値を含む行の 大長に基づいています。2(254) + 231 + (999(4000))

注意注意注意注意 4: 一意キー制約に対する Oracle の制限は、Oracle データ・ブロックのサイズ（初期化パ
ラメータ DB_BLOCK_SIZEによって指定される）の半分からオーバーヘッドを引いたものにな
ります。

注意注意注意注意 5: Oracle は、GROUP BY句の列数や ORDER BY句のソート指定の数に対して制限を設定し
ません。ただし、GROUP BY句や ORDER BY句のすべての式のサイズの合計は、Oracle データ・
ブロックのサイズ（初期化パラメータ DB_BLOCK_SIZEによって指定される）からオーバー
ヘッドを引いたサイズに制限されています。

注意注意注意注意 6: 同時にオープンできるカーソルの数に対する Oracle の制限は、初期化パラメータ
OPEN_CURSORSによって指定されます。このパラメータの 大値は、使用しているオペレー
ティング・システムで使用可能なメモリーによって異なりますが、どんな場合でも 100 を超え
ます。

標準標準標準標準 SQL に対するに対するに対するに対する Oracle 拡張機能拡張機能拡張機能拡張機能 
Oracle では、標準 SQL 以外でも様々な機能をサポートしています。Oracle アプリケーション
では、Core SQL:2003 の使用と同様に、これらの拡張機能を使用できます。

他の SQL 処理系へのアプリケーションの移植性を考慮する場合、Oracle の FIPS フラガーを使
用して、埋込み SQL プログラムでの Entry SQL92 に Oracle の拡張機能を位置付けてください。
FIPS フラガーは、Oracle プリコンパイラと SQL*Module コンパイラの一部です。

一意制約の長さ（注意 2） 120 （注意 4）

外部キー列リストの長さ（注意 2） 120 （注意 4）

GROUP BY句の中の列 6 255（注意 5）

GROUP BY列のリストの長さ 120 （注意 5）

ORDER BY句の中のソート指定 6 255（注意 5）

ORDER BY列のリストの長さ 120 （注意 5）

参照整合性制約内の列 6 32

SQL 文で参照される表 15 無制限

同時にオープンできるカーソル 10 （注意 6）

SELECT 構文のリストの項目 100 1000

参照参照参照参照 : FIPS フラガーの使用方法の詳細は、『Pro*COBOL プログラマー
ズ・ガイド』および『Pro*C/C++ プログラマーズ・ガイド』を参照して
ください。

表表表表 B-13 データベース要素のサイズ設定データベース要素のサイズ設定データベース要素のサイズ設定データベース要素のサイズ設定（続き）（続き）（続き）（続き）

データベース要素データベース要素データベース要素データベース要素 FIPS Oracle Database
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以前の規格に対する Oracle の準拠
以前の規格に対する以前の規格に対する以前の規格に対する以前の規格に対する Oracle の準拠の準拠の準拠の準拠
今回のリリースの Oracle Database は、 新版の SQL 規格である SQL:2003 に準拠しています。
SQL-92（特に SQL-92 のエントリ・レベル）または SQL:1999 は、SQL:2003 に置き換えられて
いるため、Oracle は、データベースの今回のリリースがこれらの以前の規格に準拠しているこ
とを正式に明示していません。SQL 規格の新旧版の間（SQL-92 と SQL:1999 の間および
SQL:1999 と SQL:2003 の間の両方）に行われた一部の変更（大部分は小規模なもの）は、アプ
リケーションに影響を及ぼす可能性があります。影響のある非互換の詳細については、SQL 規
格またはこの規格に関する説明資料を参照してください。重要な情報の 1 つは、
SQL/Foundation:1999 および SQL/Foundation:2003 の Annex E です。

今回のリリースの Oracle Database では、以前の版の SQL 構造を引続き使用できる場合があり
ます。このようなサポートの多くは、ベンダーによる妥当な拡張機能として容認されています。
これは、データベースのバージョン間の非互換性を 小限にするための Oracle の一般的な方針
です。この方針に基づき、以前の形式が適している場合は、引続き保持されます。いずれにし
ても、以前の SQL と SQL:2003 の間の差異（前述）はあまり重要ではありません。

キャラクタ・セットのサポートキャラクタ・セットのサポートキャラクタ・セットのサポートキャラクタ・セットのサポート
Oracle は、ほとんどの各国語およびベンダー固有のエンコードされたキャラクタ・セットの規
格をサポートしています。Oracle がサポートするキャラクタ・セットの詳細は、『Oracle 
Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してください。

Unicode は、エンコードされたユニバーサル・キャラクタ・セットで、単一キャラクタ・セッ
トを使用したすべての言語の情報を格納できます。Unicode は、XML、Java、JavaScript、
LDAP などの 新の規格で必要です。Unicode は、ISO/IEC 規格 10646 に準拠しています。
ISO/IEC 規格 10646 のコピーについては、次の宛先に申し込んでください。

International Organization for Standardization
1 Rue de Varembé 
Case postale 56
CH-1211, Geneva 20, Switzerland
電話番号 : +41.22.749.0111
FAX 番号 : +41.22.733.3430
URL: http://www.iso.ch/

Oracle Database は、Unicode 規格の 新バージョンである Unicode 4.0 に完全に準拠していま
す。この規格の 新情報については、次の Unicode Consortium の Web サイトを参照してくだ
さい。

http://www.unicode.org

Oracle は、3 つのデータベース・キャラクタ・セット（ASCII ベースのプラットフォーム用の
UTF8 と AL32UTF8、および EBCDIC プラットフォーム用の UTFE）によってエンコードされ
た UTF-8（8 ビット）を使用します。Unicode のサポートを段階的に実装する場合は、SQL の
NCHARデータ型（NCHAR、NVARCHAR2および NCLOB）に対して、Unicode データを、各国語
キャラクタ・セットで、UTF-16 または UTF-8 エンコード形式によって格納できます。

参照参照参照参照 : Oracle のキャラクタ・セットのサポートの詳細は、『Oracle 
Database グローバリゼーション・サポート・ガイド』を参照してくださ
い。
B-28 Oracle Database SQL 言語リファレンス



Oracle の正規表現のサポ
C

Oracle の正規表現のサポートの正規表現のサポートの正規表現のサポートの正規表現のサポート

Oracle による正規表現の実装は、IEEE の Portable Operating System Interface（POSIX）正規
表現規格および Unicode Consortium の Unicode Regular Expression Guidelines に準拠します。

この付録では、次の内容を説明します。

� 多言語の正規表現の構文

� 正規表現の演算子の多言語拡張

� Oracle の正規表現における Perl による拡張機能
ート C-1



多言語の正規表現の構文
多言語の正規表現の構文多言語の正規表現の構文多言語の正規表現の構文多言語の正規表現の構文
表 C-1 に、POSIX 規格の Extended Regular Expression（ERE）の構文に定義されているすべて
の演算子を示します。Oracle は、POSIX 規格に ASCII（英語）データの検索用に定義されてい
るこれらの演算子の完全な構文および検索セマンティクスに従います。演算子とその使用例、
およびそれらの演算子の Oracle 多言語拡張の詳細は、『Oracle Database アドバンスト・アプリ
ケーション開発者ガイド』を参照してください。表の後に示す注意では、演算子とそれらの機
能、およびそれらの演算子の Oracle 多言語拡張の詳細を示します。表 C-2 に、POSIX 演算子の
Oracle のサポートおよび多言語拡張を示します。

表表表表 C-1 正規表現の演算子およびメタ記号正規表現の演算子およびメタ記号正規表現の演算子およびメタ記号正規表現の演算子およびメタ記号

演算子演算子演算子演算子 説明説明説明説明

\ バックスラッシュは、そのコンテキストに応じて、次の 4 つの異なる意味を

持つことができます。

� バックスラッシュ自体

� 次の文字の引用

� 演算子の導入

� 意味なし

* 0（ゼロ）回以上の繰返しに一致します。

+ 1 回以上の繰返しに一致します。

? 0 回または 1 回の繰返しに一致します。

| 代替一致を指定する代替演算子です。

^ デフォルトでは文字列の先頭に一致します。複数行モードでは、ソース文字
列内の任意の行の先頭に一致します。

$ デフォルトでは文字列の末尾に一致します。複数行モードでは、ソース文字
列内の任意の行の末尾に一致します。

. サポートされるキャラクタ・セットの任意の文字（NULLを除く）に一致しま

す。

[ ] 大カッコで囲んだ一致リストのいずれかの正規表現に一致します。非一致リ
ストの正規表現はキャレット（^）で始まり、リストに示されている正規表現

以外の任意の文字に一致するリストを指定します。

( ) グループ化の正規表現で、1 つの部分正規表現として処理されます。

{m} 厳密に m 回の繰返しに一致します。

{m,} m 回以上の繰返しに一致します。

{m,n} m 回以上 n 回以下の繰返しに一致します。

\n 後方参照表現（n は 1 ～ 9 の数字）は、\n の前のカッコで囲まれた n 番目の

部分正規表現に一致します。

[..] 1 つの照合要素を指定します。複数文字要素を指定できます（スペイン語の

[.ch.] など）。

[: :] 文字クラスを指定します（[:alpha:] など）。文字クラス内の任意の文字に一致

します。

[==] 等価クラスを指定します。たとえば、[=a=] は基本文字「a」のすべての文字

に一致します。
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正規表現の演算子の多言語拡張
正規表現の演算子の多言語拡張正規表現の演算子の多言語拡張正規表現の演算子の多言語拡張正規表現の演算子の多言語拡張
Oracle による POSIX 演算子の実装は、多言語データに適用される場合、POSIX 規格に指定さ
れている一致機能を拡張します。表 C-2 に、POSIX 規格のコンテキストの演算子の関係を示し
ます。

� 1 列目に、サポートされる演算子を示します。

� 2 列目と 3 列目に、POSIX 規格（Basic Regular Expression（BRE）および Extended Regular 
Expression（ERE））でその演算子が定義されているかどうかを示します。

� 4 列目に、Oracle による実装で、多言語データを処理するためにその演算子のセマンティ
クスが拡張されているかどうかを示します。

Oracle では、マルチバイト文字を直接入力する手段があるか、またはファンクションを使用し
てマルチバイト文字を構成できる場合は、マルチバイト文字を直接入力できます。書式

「\xxxx」の Unicode エンコーディング値の 16 進数値は使用できません。Oracle は、文字の図
形的な表現ではなく、文字のエンコードに使用されるバイト値に基づいて文字を評価します。

表表表表 C-2 POSIX と多言語の演算子の関係と多言語の演算子の関係と多言語の演算子の関係と多言語の演算子の関係

演算子演算子演算子演算子 POSIX のののの BRE 構文構文構文構文 POSIX のののの ERE 構文構文構文構文 多言語拡張多言語拡張多言語拡張多言語拡張

\ はい はい —

* はい はい —

+ -- はい —

? — はい —

| — はい —

^ はい はい はい

$ はい はい はい

. はい はい はい

[ ] はい はい はい

( ) はい はい —

{m} はい はい —

{m,} はい はい —

{m,n} はい はい —

\n はい はい はい

[..] はい はい はい

[::] はい はい はい

[==] はい はい はい
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Oracle の正規表現における Perl による拡張機能
Oracle の正規表現におけるの正規表現におけるの正規表現におけるの正規表現における Perl による拡張機能による拡張機能による拡張機能による拡張機能
Oracle Database の正規表現ファンクションおよびその条件では、一般的に使用される Perl に
よる演算子の多くが使用可能です。ただし、POSIX 規格の一部は使用できません。表 C-3 に、
使用可能な演算子を示します。詳細とその例については、『Oracle Database アドバンスト・ア
プリケーション開発者ガイド』を参照してください。

表表表表 C-3 Oracle の正規表現におけるの正規表現におけるの正規表現におけるの正規表現における Perl による演算子による演算子による演算子による演算子

演算子演算子演算子演算子 説明説明説明説明

\d 数字です。

\D 数字以外です。

\w 単語構成文字です。

\W 単語構成文字以外です。

\s 空白文字です。

\S 空白文字以外です。

\A 文字列の先頭、または文字列末尾の改行文字の直前のみに一致しま
す。

\Z 文字列の末尾のみに一致します。

*? 先行のパターン要素に 0 回以上一致します（ 短マッチ）。

+? 先行のパターン要素に 1 回以上一致します（ 短マッチ）。

?? 先行のパターン要素に 0 回または 1 回一致します（ 短マッチ）。

{n}? 先行のパターン要素に n回一致します（ 短マッチ）。

{n,}? 先行のパターン要素に n回以上一致します（ 短マッチ）。

{n,m}? 先行のパターン要素に n回以上 m回以下一致します（ 短マッチ）。
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Oracle Database 予
D

Oracle Database 予約語予約語予約語予約語

この付録では、Oracle SQL の予約語を示します。アスタリスク（*）が付いた語は、ANSI の予
約語でもあります。

V$RESERVED_WORDSデータ・ディクショナリ・ビューには、すべてのキーワードに関する追
加情報が表示されます。この情報には、キーワードが常に予約されているか、特定の使用に対
してのみ予約されているかの情報も含まれます。詳細は、『Oracle Database リファレンス』を
参照してください。

ACCESS
ADD *
ALL *
ALTER *
AND *
ANY *
AS *
ASC *
AUDIT
BETWEEN *
BY  *
CHAR *
CHECK *
CLUSTER
COLUMN
COMMENT
COMPRESS
CONNECT *
CREATE *
CURRENT *
DATE *
DECIMAL *
DEFAULT *
DELETE *
DESC *
DISTINCT *
DROP *
ELSE *
EXCLUSIVE
EXISTS

注意注意注意注意 : Oracle では、次の表に示す予約語の他に、暗黙的に生成されるス
キーマ・オブジェクトとサブオブジェクトには「SYS_」で始まるシステ
ム生成名を使用します。名前解決での競合を避けるため、この接頭辞は明
示的に指定するスキーマ・オブジェクト名やサブオブジェクト名では使用
しないでください。
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FILE
FLOAT *
FOR *
FROM *
GRANT *
GROUP *
HAVING *
IDENTIFIED
IMMEDIATE *
IN  *
INCREMENT
INDEX
INITIAL
INSERT *
INTEGER *
INTERSECT *
INTO *
IS *
LEVEL *
LIKE *
LOCK
LONG
MAXEXTENTS
MINUS
MLSLABEL
MODE
MODIFY
NOAUDIT
NOCOMPRESS
NOT *
NOWAIT
NULL *
NUMBER
OF *
OFFLINE
ON *
ONLINE
OPTION *
OR *
ORDER *
PCTFREE
PRIOR *
PRIVILEGES *
PUBLIC *
RAW
RENAME
RESOURCE
REVOKE *
ROW
ROWID
ROWNUM
ROWS *
SELECT *
SESSION *
SET *
SHARE
SIZE *
SMALLINT *
START
SUCCESSFUL
D-2 Oracle Database SQL 言語リファレンス



SYNONYM
SYSDATE
TABLE *
THEN *
TO *
TRIGGER
UID
UNION *
UNIQUE *
UPDATE *
USER *
VALIDATE
VALUES *
VARCHAR *
VARCHAR2
VIEW *
WHENEVER *
WHERE
WITH *
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詳細
E

詳細な例詳細な例詳細な例詳細な例

このマニュアルの本文では、ほぼすべてのリファレンス項目に例を記載しています。この付録
では、単一の SQL 文のコンテキストに適さない詳細な例を示します。これらの例は、特定の
Oracle 機能を活用するために使用する一連の手順を示すためのものです。このリファレンス本
文の個々の SQL 文の構文図およびセマンティクスにかわるものではありません。記載されてい
る参照項目を使用して、必要な権限、制限事項、構文などの補足情報を参照してください。

この付録では、次の内容を説明します。

� 拡張索引作成機能の使用方法

� SQL 文での XML の使用方法
な例 E-1



拡張索引作成機能の使用方法
拡張索引作成機能の使用方法拡張索引作成機能の使用方法拡張索引作成機能の使用方法拡張索引作成機能の使用方法 
この項では、拡張索引作成機能の単純で現実的な使用例で必要となる手順の例を示します。

HR.employees表の給与をランク付けし、10 ～ 20 にランク付けされる給与を検索するとしま
す。この場合、次のように DENSE_RANKファンクションを使用できます。

SELECT last_name, salary FROM
   (SELECT last_name, DENSE_RANK() OVER
      (ORDER BY salary DESC) rank_val, salary FROM employees)
   WHERE rank_val BETWEEN 10 AND 20;

このネストした問合せは多少複雑で、employees表のソートのみではなく全体スキャンも必要
です。同じ結果が得られるもう 1 つの方法には、拡張索引作成機能を使用する方法があります。
この方法による問合せは単純になります。この問合せには、ROWID による索引スキャンおよ
び表アクセスのみ必要です。そのため、問合せが効率的に実行されます。

初の手順では、position_im実装タイプ（索引の定義、メンテナンスおよび作成を行うた
めのメソッド・ヘッダーを含む）を作成します。型本体のほとんどには PL/SQL が使用されて
います。その部分はイタリック体で示しています。

ファンクション ODCIINDEXCREATE()内に EXECUTE IMMEDIATE文が含まれるため、型は、
AUTHID CURRENT_USER句を使用して作成する必要があります。デフォルトでは、このファン
クションは定義者権限で実行されます。後続のドメイン索引の作成でこのファンクションが
コールされる場合、実行者の権限は定義者権限とは異なります。

CREATE OR REPLACE TYPE position_im AUTHID CURRENT_USER AS OBJECT
(
  curnum  NUMBER,
  howmany NUMBER,
  lower_bound NUMBER,  
  upper_bound NUMBER,  
/* lower_bound and upper_bound are used for the
index-based functional implementation */
  STATIC FUNCTION ODCIGETINTERFACES(ifclist OUT SYS.ODCIOBJECTLIST) RETURN NUMBER, 
  STATIC FUNCTION ODCIINDEXCREATE 
    (ia SYS.ODCIINDEXINFO, parms VARCHAR2, env SYS.ODCIEnv) RETURN NUMBER,
  STATIC FUNCTION ODCIINDEXTRUNCATE (ia SYS.ODCIINDEXINFO,
                                     env SYS.ODCIEnv) RETURN NUMBER,
  STATIC FUNCTION ODCIINDEXDROP(ia SYS.ODCIINDEXINFO, 
                                env SYS.ODCIEnv) RETURN NUMBER,
  STATIC FUNCTION ODCIINDEXINSERT(ia SYS.ODCIINDEXINFO, rid ROWID,
                                  newval NUMBER, env SYS.ODCIEnv) RETURN NUMBER,
  STATIC FUNCTION ODCIINDEXDELETE(ia SYS.ODCIINDEXINFO, rid ROWID, oldval NUMBER,
                                  env SYS.ODCIEnv) RETURN NUMBER,
  STATIC FUNCTION ODCIINDEXUPDATE(ia SYS.ODCIINDEXINFO, rid ROWID, oldval NUMBER,
                                  newval NUMBER, env SYS.ODCIEnv) RETURN NUMBER,
  STATIC FUNCTION ODCIINDEXSTART(SCTX IN OUT position_im, ia SYS.ODCIINDEXINFO,
                                 op SYS.ODCIPREDINFO, qi SYS.ODCIQUERYINFO,
                                 strt NUMBER, stop NUMBER, lower_pos NUMBER,
                                 upper_pos NUMBER, env SYS.ODCIEnv) RETURN NUMBER,
  MEMBER FUNCTION ODCIINDEXFETCH(SELF IN OUT position_im, nrows NUMBER, 
                                 rids OUT SYS.ODCIRIDLIST, env SYS.ODCIEnv) 
                                 RETURN NUMBER,

参照参照参照参照 : 「DENSE_RANK」（5-56 ページ）

参照参照参照参照 :

� 17-3 ページの「CREATE TYPE」および 17-5 ページの「CREATE 
TYPE BODY」を参照してください。

� この文の ODCI ルーチンの詳細は、『Oracle Database データ・カート
リッジ開発者ガイド』を参照してください。
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  MEMBER FUNCTION ODCIINDEXCLOSE(env SYS.ODCIEnv) RETURN NUMBER
);
/

CREATE OR REPLACE TYPE BODY position_im
IS
   STATIC FUNCTION ODCIGETINTERFACES(ifclist OUT SYS.ODCIOBJECTLIST)
       RETURN NUMBER IS
   BEGIN
       ifclist := SYS.ODCIOBJECTLIST(SYS.ODCIOBJECT('SYS','ODCIINDEX2'));
       RETURN ODCICONST.SUCCESS;
   END ODCIGETINTERFACES;
 STATIC FUNCTION ODCIINDEXCREATE (ia SYS.ODCIINDEXINFO, parms VARCHAR2, env SYS.ODCIEnv) RETURN
 NUMBER
  IS
   stmt   VARCHAR2(2000);
  BEGIN
/* Construct the SQL statement */
   stmt := 'Create Table ' || ia.INDEXSCHEMA || '.' || ia.INDEXNAME ||
           '_STORAGE_TAB' || '(col_val, base_rowid, constraint pk PRIMARY KEY ' ||
           '(col_val, base_rowid)) ORGANIZATION INDEX AS SELECT ' ||
           ia.INDEXCOLS(1).COLNAME || ', ROWID FROM ' || 
           ia.INDEXCOLS(1).TABLESCHEMA || '.' || ia.INDEXCOLS(1).TABLENAME;
   EXECUTE IMMEDIATE stmt;
   RETURN ODCICONST.SUCCESS;
  END;
  STATIC FUNCTION ODCIINDEXDROP(ia SYS.ODCIINDEXINFO, env SYS.ODCIEnv) RETURN NUMBER IS
   stmt VARCHAR2(2000);
  BEGIN
/* Construct the SQL statement */
   stmt := 'DROP TABLE ' || ia.INDEXSCHEMA || '.' || ia.INDEXNAME ||
   '_STORAGE_TAB';
/* Execute the statement */
   EXECUTE IMMEDIATE stmt;
   RETURN ODCICONST.SUCCESS;
  END;
  STATIC FUNCTION ODCIINDEXTRUNCATE(ia SYS.ODCIINDEXINFO, env SYS.ODCIEnv) RETURN NUMBER IS
   stmt VARCHAR2(2000);
  BEGIN
/* Construct the SQL statement */
   stmt := 'TRUNCATE TABLE ' || ia.INDEXSCHEMA || '.' || ia.INDEXNAME || '_STORAGE_TAB';
   
   EXECUTE IMMEDIATE stmt;
   RETURN ODCICONST.SUCCESS;
  END;
  STATIC FUNCTION ODCIINDEXINSERT(ia SYS.ODCIINDEXINFO, rid ROWID,
                          newval NUMBER, env SYS.ODCIEnv) RETURN NUMBER IS
   stmt VARCHAR2(2000);
  BEGIN
/* Construct the SQL statement */
   stmt := 'INSERT INTO ' || ia.INDEXSCHEMA || '.' || ia.INDEXNAME || 
          '_STORAGE_TAB  VALUES (''' || newval || ''' , ''' || rid || ''' )';
/* Execute the SQL statement */
   EXECUTE IMMEDIATE stmt;
   RETURN ODCICONST.SUCCESS;
  END;
  
  STATIC FUNCTION ODCIINDEXDELETE(ia SYS.ODCIINDEXINFO, rid ROWID, oldval NUMBER,
                                  env SYS.ODCIEnv)
     RETURN NUMBER IS
   stmt VARCHAR2(2000);
  BEGIN
/* Construct the SQL statement */
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   stmt := 'DELETE FROM ' || ia.INDEXSCHEMA || '.' || ia.INDEXNAME || 
          '_STORAGE_TAB WHERE col_val = ''' || oldval || ''' AND base_rowid = ''' || rid || '''';
/* Execute the statement */
   EXECUTE IMMEDIATE stmt;
   RETURN ODCICONST.SUCCESS;
  END;
  STATIC FUNCTION ODCIINDEXUPDATE(ia SYS.ODCIINDEXINFO, rid ROWID, oldval NUMBER,
                          newval NUMBER, env SYS.ODCIEnv) RETURN NUMBER IS 
   stmt VARCHAR2(2000);
  BEGIN
/* Construct the SQL statement */
   stmt := 'UPDATE ' || ia.INDEXSCHEMA || '.' || ia.INDEXNAME || 
          '_STORAGE_TAB SET col_val = ''' || newval || ''' WHERE f2 = '''|| rid ||'''';
/* Execute the statement */
   EXECUTE IMMEDIATE stmt;
   RETURN ODCICONST.SUCCESS;
  END;
  STATIC FUNCTION ODCIINDEXSTART(SCTX IN OUT position_im, ia SYS.ODCIINDEXINFO,
                         op SYS.ODCIPREDINFO, qi SYS.ODCIQUERYINFO,
                         strt NUMBER, stop NUMBER, lower_pos NUMBER,
                         upper_pos NUMBER, env SYS.ODCIEnv) RETURN NUMBER IS
    rid              VARCHAR2(5072);
    storage_tab_name VARCHAR2(65);
    lower_bound_stmt VARCHAR2(2000);
    upper_bound_stmt VARCHAR2(2000);
    range_query_stmt VARCHAR2(2000);
    lower_bound      NUMBER;
    upper_bound      NUMBER;
    cnum             INTEGER;
    nrows            INTEGER;
    
  BEGIN
/* Take care of some error cases.
    The only predicates in which position operator can appear are
       op() = 1     OR
       op() = 0     OR
       op() between 0 and 1 
*/
    IF (((strt != 1) AND (strt != 0)) OR
        ((stop != 1) AND (stop != 0)) OR
        ((strt = 1) AND (stop = 0))) THEN
      RAISE_APPLICATION_ERROR(-20101, 
                              'incorrect predicate for position_between operator');
    END IF;
    IF (lower_pos > upper_pos) THEN
      RAISE_APPLICATION_ERROR(-20101, 'Upper Position must be greater than or
      equal to Lower Position');
    END IF;
    IF (lower_pos <= 0) THEN
      RAISE_APPLICATION_ERROR(-20101, 'Both Positions must be greater than zero');
    END IF;
    storage_tab_name := ia.INDEXSCHEMA || '.' || ia.INDEXNAME ||
                        '_STORAGE_TAB';
    upper_bound_stmt := 'Select MIN(col_val) FROM (Select /*+ INDEX_DESC(' ||
                        storage_tab_name || ') */ DISTINCT ' ||
                        'col_val FROM ' || storage_tab_name || ' ORDER BY ' ||
                        'col_val DESC) WHERE rownum <= ' || lower_pos;
    EXECUTE IMMEDIATE upper_bound_stmt INTO upper_bound;
    IF (lower_pos != upper_pos) THEN
      lower_bound_stmt := 'Select MIN(col_val) FROM (Select /*+ INDEX_DESC(' || 
                          storage_tab_name || ') */ DISTINCT ' ||
                          'col_val FROM ' || storage_tab_name ||
                          ' WHERE col_val < ' || upper_bound || ' ORDER BY ' ||
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                          'col_val DESC) WHERE rownum <= ' || 
                          (upper_pos - lower_pos);
      EXECUTE IMMEDIATE lower_bound_stmt INTO lower_bound;
    ELSE
      lower_bound := upper_bound;
    END IF;
    IF (lower_bound IS NULL) THEN
      lower_bound := upper_bound;
    END IF;
    range_query_stmt := 'Select base_rowid FROM ' || storage_tab_name ||
                        ' WHERE col_val BETWEEN ' || lower_bound || ' AND ' ||
                        upper_bound;
    cnum := DBMS_SQL.OPEN_CURSOR;
    DBMS_SQL.PARSE(cnum, range_query_stmt, DBMS_SQL.NATIVE);
/* set context as the cursor number */
    SCTX := position_im(cnum, 0, 0, 0);
/* return success */
    RETURN ODCICONST.SUCCESS;
  END;
  MEMBER FUNCTION ODCIINDEXFETCH(SELF IN OUT position_im, nrows NUMBER,
                                 rids OUT SYS.ODCIRIDLIST, env SYS.ODCIEnv)
   RETURN NUMBER IS
    cnum    INTEGER;
    rid_tab DBMS_SQL.Varchar2_table;
    rlist   SYS.ODCIRIDLIST := SYS.ODCIRIDLIST();
    i       INTEGER;
    d       INTEGER;
  BEGIN
    cnum := SELF.curnum;
    IF self.howmany = 0 THEN
      dbms_sql.define_array(cnum, 1, rid_tab, nrows, 1);
      d := DBMS_SQL.EXECUTE(cnum);
    END IF;
    d := DBMS_SQL.FETCH_ROWS(cnum);
    IF d = nrows THEN
      rlist.extend(d);
    ELSE
      rlist.extend(d+1);
    END IF;
    DBMS_SQL.COLUMN_VALUE(cnum, 1, rid_tab);
    for i in 1..d loop
      rlist(i) := rid_tab(i+SELF.howmany);
    end loop;
    SELF.howmany := SELF.howmany + d;
    rids := rlist;
    RETURN ODCICONST.SUCCESS;
  END;
  MEMBER FUNCTION ODCIINDEXCLOSE(env SYS.ODCIEnv) RETURN NUMBER IS
    cnum INTEGER;
  BEGIN
    cnum := SELF.curnum;
    DBMS_SQL.CLOSE_CURSOR(cnum);
    RETURN ODCICONST.SUCCESS;
  END;
END;
/

次の手順では、索引タイプに関連付けられる演算子に必要な
function_for_position_betweenファンクション実装を作成します。（PL/SQL ブロック
はカッコで囲んでいます。） 

このファンクションは、索引ベースのファンクション評価で使用するためのものです。そのた
め、索引コンテキストおよびスキャン・コンテキストをパラメータとして指定します。
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CREATE OR REPLACE FUNCTION function_for_position_between
                           (col NUMBER, lower_pos NUMBER, upper_pos NUMBER,
                            indexctx IN SYS.ODCIIndexCtx,
                            scanctx IN OUT position_im,
                            scanflg IN NUMBER)
RETURN NUMBER AS
  rid              ROWID;
  storage_tab_name VARCHAR2(65);
  lower_bound_stmt VARCHAR2(2000);
  upper_bound_stmt VARCHAR2(2000);
  col_val_stmt     VARCHAR2(2000);
  lower_bound      NUMBER;
  upper_bound      NUMBER;
  column_value     NUMBER;
BEGIN
  IF (indexctx.IndexInfo IS NOT NULL) THEN
    storage_tab_name := indexctx.IndexInfo.INDEXSCHEMA || '.' ||
                        indexctx.IndexInfo.INDEXNAME || '_STORAGE_TAB';
    IF (scanctx IS NULL) THEN
/* This is the first call. Open a cursor for future calls.
   First, do some error checking
*/
      IF (lower_pos > upper_pos) THEN
        RAISE_APPLICATION_ERROR(-20101,
          'Upper Position must be greater than or equal to Lower Position');
      END IF;
      IF (lower_pos <= 0) THEN
        RAISE_APPLICATION_ERROR(-20101,
          'Both Positions must be greater than zero');
      END IF;
/* Obtain the upper and lower value bounds for the range we're interested in.
*/
      upper_bound_stmt := 'Select MIN(col_val) FROM (Select /*+ INDEX_DESC(' ||
                        storage_tab_name || ') */ DISTINCT ' ||
                        'col_val FROM ' || storage_tab_name || ' ORDER BY ' ||
                        'col_val DESC) WHERE rownum <= ' || lower_pos;
      EXECUTE IMMEDIATE upper_bound_stmt INTO upper_bound;
      IF (lower_pos != upper_pos) THEN
        lower_bound_stmt := 'Select MIN(col_val) FROM (Select /*+ INDEX_DESC(' ||
                            storage_tab_name || ') */ DISTINCT ' ||
                            'col_val FROM ' || storage_tab_name ||
                            ' WHERE col_val < ' || upper_bound || ' ORDER BY ' ||
                            'col_val DESC) WHERE rownum <= ' ||
                            (upper_pos - lower_pos);
        EXECUTE IMMEDIATE lower_bound_stmt INTO lower_bound;
      ELSE
        lower_bound := upper_bound;
      END IF;
      IF (lower_bound IS NULL) THEN
        lower_bound := upper_bound;
      END IF;
/* Store the lower and upper bounds for future function invocations for
   the positions.
*/
      scanctx := position_im(0, 0, lower_bound, upper_bound);

参照参照参照参照 :

� 索引ベースのファンクション実装を作成する場合の詳細は、『Oracle 
Database データ・カートリッジ開発者ガイド』を参照してください。

� 14-48 ページの「CREATE FUNCTION」および『Oracle Database 
PL/SQL 言語リファレンス』を参照してください。
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    END IF;
/* Fetch the column value corresponding to the rowid, and see if it falls
   within the determined range.
*/
    col_val_stmt := 'Select col_val FROM ' || storage_tab_name ||
                    ' WHERE base_rowid = ''' || indexctx.Rid || '''';
    EXECUTE IMMEDIATE col_val_stmt INTO column_value;
    IF (column_value <= scanctx.upper_bound AND
        column_value >= scanctx.lower_bound AND
        scanflg = ODCICONST.RegularCall) THEN
      RETURN 1;
    ELSE
      RETURN 0;
    END IF;
  ELSE
    RAISE_APPLICATION_ERROR(-20101, 'A column that has a domain index of' ||
                            'Position indextype must be the first argument');
  END IF;
END;
/

次の手順は、function_for_position_betweenファンクションを使用する
position_between演算子を作成します。この演算子には、索引列 NUMBERを 初の引数と
して指定し、その後に NUMBERの下限および上限を 2 番目および 3 番目の引数として指定しま
す。

CREATE OR REPLACE OPERATOR position_between
   BINDING (NUMBER, NUMBER, NUMBER) RETURN NUMBER 
   WITH INDEX CONTEXT, SCAN CONTEXT position_im
   USING function_for_position_between;

索引コンテキストおよびスキャン・コンテキストが、索引ベースのファンクション評価に渡さ
れるように、この CREATE OPERATOR文には WITH INDEX CONTEXT, SCAN CONTEXT 
position_im句が含まれています。

次の手順は、position_operatorに必要な索引タイプ position_indextypeを作成しま
す。

CREATE INDEXTYPE position_indextype
   FOR position_between(NUMBER, NUMBER, NUMBER)
   USING position_im;

演算子 position_betweenは、索引ベースのファンクション実装を使用します。そのため、
索引情報がファンクション評価に渡されるように、参照列にドメイン索引を定義する必要があ
ります。そのため、 後の手順では、索引タイプ position_indextypeを使用してドメイン
索引 salary_indexを作成します。

CREATE INDEX salary_index ON employees(salary) 
   INDEXTYPE IS position_indextype;

これで、演算子 position_betweenを使用して、元の問合せを次のように書き換えることが
できます。

SELECT last_name, salary FROM employees
   WHERE position_between(salary, 10, 20)=1
   ORDER BY salary DESC, last_name;

参照参照参照参照 : 「CREATE OPERATOR」（15-32 ページ）

参照参照参照参照 : 「CREATE INDEXTYPE」（14-73 ページ）

参照参照参照参照 : 「CREATE INDEX」（14-50 ページ）
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LAST_NAME                     SALARY
------------------------- ----------
Tucker                         10000
King                           10000
Baer                           10000
Bloom                          10000
Fox                             9600
Bernstein                       9500
Sully                           9500
Greene                          9500
Hunold                          9000
Faviet                          9000
McEwen                          9000
Hall                            9000
Hutton                          8800
Taylor                          8600
Livingston                      8400
Gietz                           8300
Chen                            8200
Fripp                           8200
Weiss                           8000
Olsen                           8000
Smith                           8000
Kaufling                        7900

SQL 文での文での文での文での XML の使用方法の使用方法の使用方法の使用方法 
この項では、XMLTypeデータをデータベースで使用する方法を説明します。

XMLType 表表表表

サンプル・スキーマ oeには表 warehousesが含まれ、この表には XMLType列
warehouse_specが含まれます。warehouse_spec情報を持つ別の表を作成するとします。
次の例は、暗黙的に CLOB列を 1 列のみ持つ非常に単純な XMLType表を作成します。

CREATE TABLE xwarehouses OF XMLTYPE;

このような表には、次の文に示すように、XMLType構文を使用してデータを挿入することがで
きます。（この例で挿入されるデータは、サンプル表 oe.warehousesの warehouse_spec
列にあるデータに対応します。warehouse_idは 1 です。） 

INSERT INTO xwarehouses VALUES 
  (xmltype('<?xml version="1.0"?>
  <Warehouse>
    <WarehouseId>1</WarehouseId>
    <WarehouseName>Southlake, Texas</WarehouseName>
    <Building>Owned</Building>
    <Area>25000</Area>
    <Docks>2</Docks>
    <DockType>Rear load</DockType>
    <WaterAccess>true</WaterAccess>
    <RailAccess>N</RailAccess>
    <Parking>Street</Parking>
    <VClearance>10</VClearance>
  </Warehouse>'));

参照参照参照参照 : XMLTypeおよびそのメンバー・メソッドの詳細は、『Oracle XML 
DB 開発者ガイド』を参照してください。
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この表の問合せには、次の文を使用します。

SELECT e.getClobVal() FROM xwarehouses e;

データは暗黙的に CLOB列に格納されるため、LOB 列に対するすべての制限事項が適用されま
す。これらの制限事項を回避するには、XMLSchema ベースの表を作成します。XMLSchema
は、XML 要素を対応するオブジェクト・リレーショナル・データにマップします。次の例は、
XMLSchema をローカルに登録します。XMLSchema（xwarhouses.xsd）には、
xwarehouses表と同じ構造が反映されます。（XMLSchema の宣言では PL/SQL および
DBMS_XMLSCHEMAパッケージが使用されています。例では、これらをイタリック体で示してい
ます。）

begin
 dbms_xmlschema.registerSchema(
  'http://www.example.com/xwarehouses.xsd',  
  '<schema xmlns="http://www.w3.org/2001/XMLSchema" 
       targetNamespace="http://www.example.com/xwarehouses.xsd" 
       xmlns:who="http://www.example.com/xwarehouses.xsd"
       version="1.0">
 
  <simpleType name="RentalType">
   <restriction base="string">
    <enumeration value="Rented"/>
    <enumeration value="Owned"/>
   </restriction>
  </simpleType>
 
  <simpleType name="ParkingType">
   <restriction base="string">
    <enumeration value="Street"/>
    <enumeration value="Lot"/>
   </restriction>
  </simpleType>
  
  <element name = "Warehouse">
    <complexType>
     <sequence>
      <element name = "WarehouseId"   type = "positiveInteger"/>
      <element name = "WarehouseName" type = "string"/>
      <element name = "Building"      type = "who:RentalType"/>
      <element name = "Area"          type = "positiveInteger"/>
      <element name = "Docks"         type = "positiveInteger"/>
      <element name = "DockType"      type = "string"/>
      <element name = "WaterAccess"   type = "boolean"/>
      <element name = "RailAccess"    type = "boolean"/>
      <element name = "Parking"       type = "who:ParkingType"/>
      <element name = "VClearance"    type = "positiveInteger"/>
     </sequence>
    </complexType>
  </element>
</schema>',
   TRUE, TRUE, FALSE, FALSE);
end;
/

参照参照参照参照 : XMLSchema の作成の詳細は、『Oracle XML DB 開発者ガイド』を
参照してください。
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これで、次の例に示すように、XMLSchema ベースの表を作成できます。

CREATE TABLE xwarehouses OF XMLTYPE
   XMLSCHEMA "http://www.example.com/xwarehouses.xsd"
   ELEMENT "Warehouse";

デフォルトでは、この表はオブジェクト・リレーショナル表として格納されます。そのため、
次の例に示すように、この表にデータを挿入できます。（この例で挿入されるデータは、サンプ
ル表 oe.warehousesの warehouse_spec列にあるデータに対応します。warehouse_idは
1 です。）

INSERT INTO xwarehouses VALUES(
   xmltype.createxml('<?xml version="1.0"?>
   <who:Warehouse xmlns:who="http://www.example.com/xwarehouses.xsd" 
   xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" 
   xsi:schemaLocation="http://www.example.com/xwarehouses.xsd
   http://www.example.com/xwarehouses.xsd">
      <WarehouseId>1</WarehouseId>
      <WarehouseName>Southlake, Texas</WarehouseName>
      <Building>Owned</Building>
      <Area>25000</Area>
      <Docks>2</Docks>
      <DockType>Rear load</DockType>
      <WaterAccess>true</WaterAccess>
      <RailAccess>false</RailAccess>
      <Parking>Street</Parking>
      <VClearance>10</VClearance>
      </who:Warehouse>'));
...

XMLSchema ベースの表には制約を定義できます。その場合は、XML 要素 Warehouse内の適
切な属性を参照するように、XMLDATA疑似列を使用します。

ALTER TABLE xwarehouses ADD (PRIMARY KEY(XMLDATA."WarehouseId"));

xwarehousesのデータはオブジェクト・リレーショナルに格納されるため、可能な場合に基
礎となる記憶域を参照できるように、この XMLType表への問合せが書き換えられます。その
ため、次の問合せでは、前述の例の主キー制約によって作成された索引を使用します。

SELECT * FROM xwarehouses x 
   WHERE EXISTSNODE(VALUE(x), '/Warehouse[WarehouseId="1"]') = 1,
   'xmlns:who="http://www.example.com/xwarehouses.xsd"') = 1;

SELECT * FROM xwarehouses x
   WHERE EXTRACTVALUE(VALUE(x), '/Warehouse/WarehouseId') = 1,
   'xmlns:who="http://www.example.com/xwarehouses.xsd"') = 1;

XMLSchema ベースの表に索引を明示的に作成すると、後続の問合せのパフォーマンスが大幅
に向上します。XMLType表にオブジェクト・リレーショナル・ビューを作成することも、オブ
ジェクト・リレーショナル表に XMLTypeビューを作成することもできます。

参照参照参照参照 :

� XMLDATA疑似列の詳細は、3-10 ページの「XMLDATA 疑似列」を参
照してください。

� 「XMLType ビューの作成例 :」（17-22 ページ）

� 「XMLType 表の索引の作成例 :」（14-68 ページ）
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SQL 文での XML の使用方法
XMLType 列列列列

サンプル表 oe.warehousesは、XMLType型の warehouse_spec列を使用して作成されまし
た。記憶域は指定していないため、XMLType列は暗黙的に CLOBとして格納されます。この項
の例は、2 つのタイプの記憶域を使用して、簡略化した oe.warehouses表を作成します。

初の例は、CLOBとして格納された XMLType表を持つ表を作成します。この表では
XMLSchema が必要ないため、コンテンツ構造は事前に定義しません。

CREATE TABLE xwarehouses (
   warehouse_id        NUMBER,
   warehouse_spec      XMLTYPE)
   XMLTYPE warehouse_spec STORE AS CLOB
   (TABLESPACE example
    STORAGE (INITIAL 6144 NEXT 6144)
    CHUNK 4000
    NOCACHE LOGGING);

次の例でも前述の例とほぼ同じ表を作成しますが、指定された XMLSchema によって構造が決
められているオブジェクト・リレーショナル XMLType列に、XMLTypeデータが格納されます。

CREATE TABLE xwarehouses (
   warehouse_id    NUMBER,
   warehouse_spec  XMLTYPE)
   XMLTYPE warehouse_spec STORE AS OBJECT RELATIONAL
      XMLSCHEMA "http://www.example.com/xwarehouses.xsd"
      ELEMENT "Warehouse";
詳細な例 E-11



SQL 文での XML の使用方法
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索引索引索引索引
記号記号記号記号

+（プラス記号）

自動ストレージ管理ファイル名，8-28

数字数字数字数字

16 進数値
戻す，2-56

20 世紀，2-62
21 世紀，2-62

A
ABORT LOGICAL STANDBY 句

ALTER DATABASE，10-36
ABS ファンクション，5-15
ACCESSED GLOBALLY 句

CREATE CONTEXT，14-9
ACCOUNT LOCK 句

ALTER USER「CREATE USER」を参照，13-7
CREATE USER，17-11

ACCOUNT UNLOCK 句

ALTER USER「CREATE USER」を参照
CREATE USER，17-11

ACOS ファンクション，5-16
ACTIVATE STANDBY DATABASE 句

ALTER DATABASE，10-33
ADD DATAFILE 句

ALTER TABLESPACE，12-87
ADD LOGFILE GROUP 句

ALTER DATABASE，10-29
ADD LOGFILE MEMBER 句

ALTER DATABASE，10-13，10-30
ADD LOGFILE THREAD 句

ALTER DATABASE，10-29
ADD LOGFILE 句

ALTER DATABASE，10-13
ADD OVERFLOW 句

ALTER TABLE，12-38
ADD PARTITION 句

ALTER TABLE，12-59，12-60
ADD PRIMARY KEY 句

ALTER MATERIALIZED VIEW LOG，11-19
ADD ROWID 句

ALTER MATERIALIZED VIEW，11-19
ALTER MATERIALIZED VIEW LOG，11-19

ADD SUPPLEMENTAL LOG DATA 句
ALTER DATABASE，10-31

ADD SUPPLEMENTAL LOG GROUP 句
ALTER TABLE，12-34

ADD TEMPFILE 句
ALTER TABLESPACE，12-87

ADD VALUES 句
ALTER TABLEMODIFY PARTITION，12-56，12-57

ADD_MONTHS ファンクション，5-16
ADD 句

ALTER DIMENSION，10-44
ALTER INDEXTYPE，10-83
ALTER TABLE，12-39
ALTER VIEW，13-13

ADMINISTER ANY SQL TUNING SET システム権限，
18-37

ADMINISTER DATABASE TRIGGER システム権限，
18-43

ADMINISTER SQL TUNING SET システム権限，18-37
ADVISE 句

ALTER SESSION，11-42
ADVISOR システム権限，18-37
A.D. 日時書式要素，2-61
AD 日時書式要素，2-61
AGENT 句

CREATE LIBRARY，15-3
ALL EXCEPT 句

SET ROLE，19-52
ALL PRIVILEGES 句

GRANT，18-35
REVOKE，18-87

ALL PRIVILEGES ショートカット

AUDIT，13-28
ALL_COL_COMMENTS データ・ディクショナリ・

ビュー，13-42
ALL_INDEXTYPE_COMMENTS データ・ディクショナ

リ・ビュー，13-42
ALL_MVIEW_COMMENTS データ・ディクショナリ・

ビュー，13-42
ALL_OPERATOR_COMMENTS データ・ディクショナ

リ・ビュー，13-42
ALL_ROWS ヒント，2-74
ALL_TAB_COMMENTS データ・ディクショナリ・

ビュー，13-42
ALLOCATE EXTENT 句

ALTER CLUSTER，10-6，10-7
ALTER INDEX，10-70
ALTER MATERIALIZED VIEW，11-6
索引索引索引索引 -1



ALTER TABLE，12-34
ALLOW CORRUPTION 句

ALTER DATABASERECOVER，10-22
ALL 演算子，7-4
ALL 句

SELECT，19-13
SET CONSTRAINTS，19-49
SET ROLE，19-52

ALL ショートカット

AUDIT，13-28
ALTER ANY CLUSTER システム権限，18-38
ALTER ANY CUBE DIMENSION システム権限，18-41
ALTER ANY CUBE システム権限，18-40
ALTER ANY DIMENSION システム権限，18-38
ALTER ANY INDEXTYPE システム権限，18-39
ALTER ANY INDEX システム権限，18-39
ALTER ANY MATERIALIZED VIEW システム権限，

18-39
ALTER ANY MINING MODEL システム権限，18-40
ALTER ANY OPERATOR システム権限，18-41
ALTER ANY OUTLINE システム権限，18-41
ALTER ANY PROCEDURE システム権限，18-41
ALTER ANY ROLE システム権限，18-42
ALTER ANY SEQUENCE システム権限，18-42
ALTER ANY SQL PROFILE システム権限，18-37
ALTER ANY TABLE システム権限，18-43
ALTER ANY TRIGGER システム権限，18-43
ALTER ANY TYPE システム権限，18-44
ALTER CLUSTER 文，10-5
ALTER DATABASE システム権限，18-38
ALTER DATABASE 文，10-9
ALTER DIMENSION 文，10-43
ALTER DISKGROUP 文，10-46
ALTER FLASHBACK ARCHIVE 文，10-60
ALTER FUNCTION 文，10-63
ALTER INDEXTYPE 文，10-82
ALTER INDEX 文，10-64
ALTER JAVA CLASS 文，10-85
ALTER JAVA SOURCE 文，10-85
ALTER MATERIALIZED VIEW LOG 文，11-16
ALTER MATERIALIZED VIEW 文，11-2
ALTER OPERATOR 文，11-22
ALTER OUTLINE 文，11-25
ALTER PACKAGE 文，11-27
ALTER PROCEDURE 文，11-28
ALTER PROFILE システム権限，18-42
ALTER PROFILE 文，11-29
ALTER RESOURCE COST システム権限，18-42
ALTER RESOURCE COST 文，11-32
ALTER ROLE 文，11-34
ALTER ROLLBACK SEGMENT システム権限，18-42
ALTER ROLLBACK SEGMENT 文，11-36
ALTER SEQUENCE 文，11-39
ALTER SESSION システム権限，18-42
ALTER SESSION 文，11-41
ALTER SNAPSHOT LOG「ALTER MATERIALIZED 

VIEW LOG」を参照

ALTER SNAPSHOT「ALTER MATERIALIZED VIEW」
を参照

ALTER SYSTEM システム権限，18-38
ALTER SYSTEM 文，11-52
ALTER TABLESPACE システム権限，18-43
ALTER TABLESPACE 文，12-82

ALTER TABLE 文，12-2
ALTER TRIGGER 文，13-2
ALTER TYPE 文，13-4
ALTER USER システム権限，18-44
ALTER USER 文，13-5
ALTER VIEW 文，13-12
alter_external_table_clause

ALTER TABLE，12-17
ALTER オブジェクト権限

OLAP キューブ，18-48
OLAP キューブ・ディメンション，18-48
順序，18-49
表，18-49
マイニング・モデル，18-47

A.M. 日時書式要素，2-61
AM 日時書式要素，2-61
ANALYZE ANY システム権限，18-45
ANALYZE CLUSTER 文，13-14
ANALYZE INDEX 文，13-14
ANALYZE TABLE 文，13-14
ANCILLARY TO 句

CREATE OPERATOR，15-33
AND DATAFILES 句

DROP TABLESPACE，18-9，18-10
AND 条件，7-8
ANSI「ANSI（米国規格協会）」を参照
ANSI（米国規格協会），B-1

規格，1-2，B-2
サポートしているデータ型，2-5
データ型，2-27

Oracle データ型への変換，2-27
ANY 演算子，7-4
APPENDCHILDXML ファンクション，5-17
APPEND ヒント，2-74
AQ_ADMINISTRATOR_ROLE ロール，18-46
AQ_USER_ROLE ロール，18-46
ARCHIVE LOG 句

ALTER SYSTEM，11-55
ARCHIVELOG 句

ALTER DATABASE，10-13，10-27
CREATE CONTROLFILE，14-14
CREATE DATABASE，14-21

ASCII
キャラクタ・セット，2-37

ASCIISTR ファンクション，5-17
ASCII ファンクション，5-18
ASC 句

CREATE INDEX，14-60
ASIN ファンクション，5-19
ASM_DISKGROUPS 初期化パラメータ

ALTER SYSTEM での設定，10-57，14-40
ASM_DISKSTRING 初期化パラメータ

ALTER SYSTEM での設定，14-42
ASSOCIATE STATISTICS 文，13-21
AS 句

CREATE JAVA，14-79
AS 副問合せ句

CREATE MATERIALIZED VIEW，15-20
CREATE TABLE，16-56
CREATE VIEW，17-17

ATAN2 ファンクション，5-20
ATAN ファンクション，5-19
索引索引索引索引 -2



ATTRIBUTE 句

ALTER DIMENSION，10-44
CREATE DIMENSION，14-34，14-36

AUDIT ANY システム権限，18-45
AUDIT SYSTEM システム権限，18-38
AUTHENTICATED BY 句

CREATE DATABASE LINK，14-31
AUTHENTICATED 句

ALTER USER，13-9
AUTHENTICATION REQUIRED 句

ALTER USER，13-9
AUTHID CURRENT_USER 句

ALTER JAVA，10-86
CREATE JAVA，14-77，14-78

AUTHID DEFINER 句

ALTER JAVA，10-86
CREATE JAVA，14-77，14-78

AUTOALLOCATE 句
CREATE TABLESPACE，16-78

AUTOEXTEND 句
ALTER DATABASE，10-13
CREATE DATABASE，14-18

AVG ファンクション，5-20

B
BACKUP ANY TABLE システム権限，18-43
BACKUP CONTROLFILE 句

ALTER DATABASE，10-14，10-32
B.C. 日時書式要素，2-61
BC 日時書式要素，2-61
BECOME USER システム権限，18-45
BEGIN BACKUP 句

ALTER DATABASE，10-24
ALTER TABLESPACE，12-87

BETWEEN 条件，7-20
BFILE

データ型，2-25
ロケータ，2-25

BFILENAME ファンクション，5-21
BIN_TO_NUM ファンクション，5-22
BINDING 句

CREATE OPERATOR，15-32
BITAND ファンクション，5-23
BITMAP 句

CREATE INDEX，14-56
BLOB データ型，2-25

トランザクションのサポート，2-25
BLOCKSIZE 句

CREATE TABLESPACE，16-76
BUFFER_POOL パラメータ

STORAGE 句，8-48
BUILD DEFERRED 句

CREATE MATERIALIZED VIEW，15-15
BUILD IMMEDIATE 句

CREATE MATERIALIZED VIEW，15-15
BY proxy 句

AUDIT，13-28
BY SESSION 句

AUDIT，13-29
BY user 句

AUDIT，13-28

BYTE キャラクタ・セマンティクス，2-9，2-10
BYTE の長さセマンティクス，12-44

C
CACHE READS 句

ALTER TABLE，12-42
CREATE TABLE，16-53

CACHE 句

ALTER MATERIALIZED VIEW，11-10
ALTER MATERIALIZED VIEW LOG，11-19
ALTER TABLE，16-53
CREATE CLUSTER，14-6
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-15
CREATE MATERIALIZED VIEW LOG，15-29

CACHE パラメータ
ALTER SEQUENCE「CREATE SEQUENCE」を参

照，11-39
CREATE SEQUENCE，15-66

CACHE ヒント，2-75
CALL 文，13-37
CARDINALITY ファンクション，5-25
CASCADE CONSTRAINTS 句

DROP CLUSTER，17-33
DROP TABLE，18-7
DROP TABLESPACE，18-10
DROP VIEW，18-17
REVOKE，18-88

CASCADE 句

CREATE TABLE，16-55
DROP PROFILE，17-58
DROP USER，18-15

CASE 式，6-5
検索，6-5
単純，6-5

CAST ファンクション，5-25
MULTISET パラメータ，5-25

CATSEARCH 条件，4-2，7-2
CEIL ファンクション，5-28
CHANGE CATEGORY 句

ALTER OUTLINE，11-26
CHANGE NOTIFICATION システム権限，18-45
CHARACTER SET パラメータ

CREATE CONTROLFILE，14-15
CREATE DATABASE，14-20

CHARTOROWID ファンクション，5-28
CHAR キャラクタ・セマンティクス，2-9，2-10
CHAR データ型，2-9

VARCHAR2 への変換，2-54
CHAR の長さセマンティクス，12-44
CHECK DATAFILES 句

ALTER SYSTEM，11-57
CHECKPOINT 句

ALTER SYSTEM，11-57
CHECK 句

CREATE TABLE，16-29
制約，8-11

CHECK 制約，8-11
CHR ファンクション，5-29
CHUNK 句

ALTER TABLE，12-42
CREATE TABLE，16-38
索引索引索引索引 -3



CLEAR LOGFILE 句

ALTER DATABASE，10-13，10-28
CLOB データ型，2-26

トランザクションのサポート，2-26
CLOSE DATABASE LINK 句

ALTER SESSION，11-42
CLUSTER_ID ファンクション，5-30
CLUSTER_PROBABILITY ファンクション，5-31
CLUSTER_SET ファンクション，5-32
CLUSTER 句

ANALYZE，13-17
CREATE INDEX，14-57
CREATE TABLE，16-36
TRUNCATE，19-57

CLUSTER ヒント，2-75
COALESCE SUBPARTITION 句

ALTER TABLE，12-56
COALESCE 句

ALTER INDEX，10-76
ALTER TABLE，12-38，12-39，12-56
ALTER TABLESPACE，12-86
パーティション，12-60

COALESCE ファンクション，5-35
様々な CASE 式，5-35

COLLECT ファンクション，5-36
COLUMN_VALUE 疑似列，3-6
COLUMNS 句

ASSOCIATE STATISTICS，13-21，13-22
COMMENT ANY MINING MODEL システム権限，

18-40
COMMENT ANY TABLE システム権限，18-45
COMMENT 句

COMMIT，13-45
COMMENT 文，13-41
COMMIT IN PROCEDURE 句

ALTER SESSION，11-42
COMMIT TO SWITCHOVER 句

ALTER DATABASE，10-35
COMMIT 文，13-44
COMPILE 句

ALTER DIMENSION，10-45
ALTER JAVA SOURCE，10-86
ALTER MATERIALIZED VIEW，11-13
ALTER VIEW，13-13
CREATE JAVA，14-77

COMPOSE ファンクション，5-36
COMPOSITE_LIMIT パラメータ

ALTER PROFILE，11-29
CREATE PROFILE，15-50

COMPRESS 句
ALTER INDEX ...REBUILD，10-74
CREATE TABLE，16-34

CONCAT ファンクション，5-37
CONNECT BY 句

SELECT，9-4，19-23
問合せおよび副問合せ，19-23

CONNECT THROUGH 句

ALTER USER，13-9
CONNECT TO 句

CREATE DATABASE LINK，14-30
CONNECT_BY_ISCYCLE 疑似列，3-2
CONNECT_BY_ISLEAF 疑似列，3-2
CONNECT_BY_ROOT 演算子，4-5

CONNECT_TIME パラメータ

ALTER PROFILE，11-29
ALTER RESOURCE COST，11-32

CONNECT 句
SELECT および副問合せ，19-9

CONNECT ロール，18-46
CONSIDER FRESH 句

ALTER MATERIALIZED VIEW，11-14
CONSTRAINT(S) セッション・パラメータ，11-46
CONTAINS 条件，4-2，7-2
CONTROLFILE REUSE 句

CREATE DATABASE，14-19
controlfile_clauses

ALTER DATABASE，10-14
CONVERT ファンクション，5-38
CORR_K ファンクション，5-42
CORR_S ファンクション，5-42
CORR ファンクション，5-39
COSH ファンクション，5-43
COS ファンクション，5-42
COUNT ファンクション，5-43
COVAR_POP ファンクション，5-45
COVAR_SAMP ファンクション，5-46
CPU_PER_CALL パラメータ

ALTER PROFILE，11-29
CREATE PROFILE，15-49

CPU_PER_SESSION パラメータ

ALTER PROFILE，11-29
ALTER RESOURCE COST，11-32
CREATE PROFILE，15-49

CREATE ANY CLUSTER システム権限，18-38
CREATE ANY CONTEXT システム権限，18-38
CREATE ANY CUBE BUILD PROCESS システム権限，

18-41
CREATE ANY CUBE DIMENSION システム権限，18-41
CREATE ANY CUBE システム権限，18-40
CREATE ANY DIMENSION システム権限，18-38
CREATE ANY DIRECTORY システム権限，18-38
CREATE ANY INDEXTYPE システム権限，18-39
CREATE ANY INDEX システム権限，18-39
CREATE ANY JOB システム権限，18-39
CREATE ANY LIBRARY システム権限，18-39
CREATE ANY MATERIALIZED VIEW システム権限，

18-39
CREATE ANY MEASURE FOLDER システム権限，

18-40
CREATE ANY MINING MODEL システム権限，18-40
CREATE ANY OPERATOR システム権限，18-41
CREATE ANY OUTLINE システム権限，18-41
CREATE ANY PROCEDURE システム権限，18-41
CREATE ANY SEQUENCE システム権限，18-42
CREATE ANY SQL PROFILE システム権限，18-37
CREATE ANY SYNONYM システム権限，18-42
CREATE ANY TABLE システム権限，18-43
CREATE ANY TRIGGER システム権限，18-43
CREATE ANY TYPE システム権限，18-44
CREATE ANY VIEW システム権限，18-44
CREATE CLUSTER システム権限，18-38
CREATE CLUSTER 文，14-2
CREATE CONTEXT 文，14-8
CREATE CONTROLFILE 文，14-10
CREATE CUBE BUILD PROCESS システム権限，18-41
CREATE CUBE DIMENSION システム権限，18-41
索引索引索引索引 -4



CREATE CUBE システム権限，18-40
CREATE DATABASE LINK システム権限，18-38
CREATE DATABASE LINK 文，14-28
CREATE DATABASE 文，14-16
CREATE DATAFILE 句

ALTER DATABASE，10-12，10-25
CREATE DIMENSION

システム権限，18-38
CREATE DIMENSION 文，14-33
CREATE DIRECTORY 文，14-38
CREATE DISKGROUP 文，14-40
CREATE EXTERNAL JOB システム権限，18-39
CREATE FLASHBACK ARCHIVE 文，14-45
CREATE FUNCTION 文，14-48
CREATE INDEX

文，14-50
CREATE INDEXTYPE

文，14-73
CREATE INDEXTYPE システム権限，18-39
CREATE JAVA 文，14-76
CREATE JOB システム権限，18-39
CREATE LIBRARY システム権限，18-39
CREATE LIBRARY 文，15-2
CREATE MATERIALIZED VIEW LOG 文，15-26
CREATE MATERIALIZED VIEW システム権限，18-39
CREATE MATERIALIZED VIEW 文，15-4
CREATE MEASURE FOLDER システム権限，18-40
CREATE MINING MODEL システム権限，18-40
CREATE OPERATOR システム権限，18-41
CREATE OPERATOR 文，15-32
CREATE OUTLINE 文，15-35
CREATE PACKAGE BODY 文，15-41
CREATE PACKAGE 文，15-39
CREATE PFILE 文，15-43
CREATE PROCEDURE システム権限，18-41
CREATE PROCEDURE 文，15-45
CREATE PROFILE システム権限，18-42
CREATE PROFILE 文，15-47
CREATE PUBLIC DATABASE LINK システム権限，

18-38
CREATE PUBLIC SYNONYM システム権限，18-42
CREATE RESTORE POINT 文，15-53
CREATE ROLE システム権限，18-42
CREATE ROLE 文，15-56
CREATE ROLLBACK SEGMENT システム権限，18-42
CREATE ROLLBACK SEGMENT 文，15-59
CREATE SCHEMA 文，15-62
CREATE SEQUENCE システム権限，18-42
CREATE SEQUENCE 文，15-64
CREATE SESSION システム権限，18-42
CREATE SPFILE 文，15-68
CREATE STANDBY CONTROLFILE 句

ALTER DATABASE，10-14，10-32
CREATE SYNONYM システム権限，18-42
CREATE SYNONYM 文，16-2
CREATE TABLESPACE システム権限，18-43
CREATE TABLESPACE 文，16-71
CREATE TABLE システム権限，18-43
CREATE TABLE 文，16-6
CREATE TRIGGER システム権限，18-43
CREATE TRIGGER 文，16-85
CREATE TYPE BODY 文，17-5
CREATE TYPE システム権限，18-44

CREATE TYPE 文，17-3
CREATE USER システム権限，18-44
CREATE USER 文，17-7
CREATE VIEW システム権限，18-44
CREATE VIEW 文，17-13
CUBE_TABLE ファンクション，5-47
CUBE 句

SELECT 文，19-24
CUME_DIST ファンクション，5-48
CURRENT_DATE ファンクション，5-50
CURRENT_SCHEMA セッション・パラメータ，11-46
CURRENT_TIMESTAMP ファンクション，5-50
CURRENT_USER 句

CREATE DATABASE LINK，14-30
CURRVAL 疑似列，3-3，15-64
CURSOR_SHARING_EXACT ヒント，2-75
CURSOR 式，6-7
CV ファンクション，5-51
CYCLE パラメータ

ALTER SEQUENCE「CREATE SEQUENCE」を参
照，11-39

CREATE SEQUENCE，15-66

D
DATAFILE OFFLINE 句

ALTER DATABASE，10-26
DATAFILE ONLINE 句

ALTER DATABASE，10-26
DATAFILE RESIZE 句

ALTER DATABASE，10-27
DATAFILE 句

ALTER DATABASE，10-12，10-26
CREATE DATABASE，14-25

DATAOBJ_TO_PARTITION ファンクション，5-52
DATE データ型，2-17

ユリウス，2-17
DATE 列

日時列への変換，12-43
DAY 日時書式要素，2-61
DB2 データ型，2-27

制限事項，2-28
DBA_2PC_PENDING データ・ディクショナリ・

ビュー，11-42
DBA_COL_COMMENTS データ・ディクショナリ・

ビュー，13-42
DBA_INDEXTYPE_COMMENTS データ・ディクショナ

リ・ビュー，13-42
DBA_MVIEW_COMMENTS データ・ディクショナリ・

ビュー，13-42
DBA_OPERATOR_COMMENTS データ・ディクショナ

リ・ビュー，13-42
DBA_ROLLBACK_SEGS データ・ディクショナリ・

ビュー，17-61
DBA_TAB_COMMENTS データ・ディクショナリ・

ビュー，13-42
DBA ロール，18-46
DBMS_ROWID パッケージ

拡張 ROWID，2-27
DBTIMEZONE ファンクション，5-53
DDL「データ定義言語（DDL）」を参照

DEALLOCATE UNUSED 句
ALTER CLUSTER，10-6，10-7
索引索引索引索引 -5



ALTER INDEX，10-65
ALTER TABLE，12-34

DEBUG ANY PROCEDURE システム権限，18-38
DEBUG オブジェクト権限

オブジェクト型，18-47
ビュー，18-49
表，18-49
ファンクション、プロシージャまたはパッケージ，

18-48
DECODE ファンクション，5-53
DECOMPOSE ファンクション，5-54
DEFAULT COST 句

ASSOCIATE STATISTICS，13-22，13-23
DEFAULT ROLE 句

ALTER USER，13-8
DEFAULT SELECTIVITY 句

ASSOCIATE STATISTICS，13-22，13-23
DEFAULT TABLESPACE 句

ALTER DATABASE，10-37
ALTER USER，13-8
ALTER USER「CREATE USER」を参照

CREATE USER，17-9
DEFAULT TEMPORARY TABLESPACE 句

ALTER DATABASE，10-37
CREATE DATABASE，14-18

DEFAULT 記憶域句
ALTER TABLESPACE，12-85
CREATE TABLESPACE，16-77

DEFAULT 句

ALTER TABLE，12-41
CREATE TABLE，16-26，16-29

DEFAULT プロファイル
ユーザーへの割当て，17-58

DEFERRABLE 句
制約，8-13

DEFERRED 句
SET CONSTRAINTS，19-50

DELETE ANY CUBE DIMENSION システム権限，18-41
DELETE ANY MEASURE FOLDER システム権限，18-40
DELETE ANY TABLE システム権限，18-43
DELETE STATISTICS 句

ANALYZE，13-19
DELETE_CATALOG_ROLE ロール，18-46
DELETEXML ファンクション，5-55
DELETE オブジェクト権限

OLAP キューブ・ディメンション，18-48
OLAP メジャー・フォルダ，18-48
ビュー，18-49
表，18-49

DELETE 文，17-23
エラー・ロギング，17-28

DENSE_RANK ファンクション，5-56
DEREF ファンクション，5-58
DESC 句

CREATE INDEX，14-60
DISABLE ALL TRIGGERS 句

ALTER TABLE，12-72
DISABLE DISTRIBUTED RECOVERY 句

ALTER SYSTEM，11-58
DISABLE NOVALIDATE 制約状態，8-15
DISABLE PARALLEL DML 句

ALTER SESSION，11-43

DISABLE QUERY REWRITE 句

ALTER MATERIALIZED VIEW，11-13
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-19

DISABLE RESTRICTED SESSION 句
ALTER SYSTEM，11-61

DISABLE RESUMABLE 句
ALTER SESSION，11-44

DISABLE ROW MOVEMENT 句
ALTER TABLE，12-36
CREATE TABLE，16-15，16-55

DISABLE STORAGE IN ROW 句

ALTER TABLE，12-42
CREATE TABLE，16-38

DISABLE TABLE LOCK 句
ALTER TABLE，12-72

DISABLE VALIDATE 制約状態，8-15
DISABLE 句

ALTER INDEX，10-75
CREATE TABLE，16-54

DISASSOCIATE STATISTICS 文，17-30
DISCONNECT SESSION 句

ALTER SYSTEM，11-57
DISTINCT 句

SELECT，19-13
DML「データ操作言語（DML）」を参照

domain_index_clause
CREATE INDEX，14-53

DOWNGRADE 句
ALTER DATABASE，10-19

DRIVING_SITE ヒント，2-75
DROP ANY CLUSTER システム権限，18-38
DROP ANY CONTEXT システム権限，18-38
DROP ANY CUBE BUILD PROCESS システム権限，

18-41
DROP ANY CUBE DIMENSION システム権限，18-41
DROP ANY CUBE システム権限，18-40
DROP ANY DIMENSION システム権限，18-38
DROP ANY DIRECTORY システム権限，18-38
DROP ANY INDEXTYPE システム権限，18-39
DROP ANY INDEX システム権限，18-39
DROP ANY LIBRARY システム権限，18-39
DROP ANY MATERIALIZED VIEW システム権限，

18-39
DROP ANY MEASURE FOLDER システム権限，18-40
DROP ANY MINING MODEL システム権限，18-40
DROP ANY OPERATOR システム権限，18-41
DROP ANY OUTLINE システム権限，18-41
DROP ANY PROCEDURE システム権限，18-41
DROP ANY ROLE システム権限，18-42
DROP ANY SEQUENCE システム権限，18-42
DROP ANY SYNONYM システム権限，18-42
DROP ANY TABLE システム権限，18-43
DROP ANY TRIGGER システム権限，18-43
DROP ANY TYPE システム権限，18-44
DROP ANY VIEW システム権限，18-44
DROP CLUSTER 文，17-32
DROP COLUMN 句

ALTER TABLE，12-46
DROP CONSTRAINT 句

ALTER TABLE，12-51
DROP CONTEXT 文，17-34
DROP DATABASE LINK 文，17-36
索引索引索引索引 -6



DROP DATABASE 文，17-35
DROP DIMENSION 文，17-37
DROP DIRECTORY 文，17-38
DROP DISKGROUP 文，17-39
DROP FLASHBACK ARCHIVE 文，17-41
DROP FUNCTION 文，17-42
DROP INDEXTYPE 文，17-46
DROP INDEX 文，17-44
DROP JAVA 文，17-47
DROP LIBRARY 文，17-48
DROP LOGFILE MEMBER 句

ALTER DATABASE，10-13，10-31
DROP LOGFILE 句

ALTER DATABASE，10-13，10-30
DROP MATERIALIZED VIEW LOG 文，17-51
DROP MATERIALIZED VIEW 文，17-49
DROP OPERATOR 文，17-53
DROP OUTLINE 文，17-54
DROP PACKAGE BODY 文，17-55
DROP PACKAGE 文，17-55
DROP PARTITION 句

ALTER INDEX，10-79
ALTER TABLE，12-61

DROP PRIMARY 制約句
ALTER TABLE，12-51

DROP PROCEDURE 文，17-57
DROP PROFILE システム権限，18-42
DROP PROFILE 文，17-58
DROP PUBLIC DATABASE LINK システム権限，18-38
DROP PUBLIC SYNONYM システム権限，18-42
DROP RESTORE POINT 文，17-59
DROP ROLE 文，17-60
DROP ROLLBACK SEGMENT システム権限，18-42
DROP ROLLBACK SEGMENT 文，17-61
DROP SEQUENCE 文，18-2
DROP SUPPLEMENTAL LOG DATA 句

ALTER DATABASE，10-31
DROP SUPPLEMENTAL LOG GROUP 句

ALTER TABLE，12-34
DROP SYNONYM 文，18-3
DROP TABLESPACE システム権限，18-43
DROP TABLESPACE 文，18-8
DROP TABLE 文，18-5
DROP TRIGGER 文，18-11
DROP TYPE BODY 文，18-14
DROP TYPE 文，18-12
DROP UNIQUE 制約句

ALTER TABLE，12-51
DROP USER システム権限，18-44
DROP USER 文，18-15
DROP VALUES 句

ALTER TABLEMODIFY PARTITION，12-56，12-57
DROP VIEW 文，18-17
DROP 句

ALTER DIMENSION，10-44
ALTER INDEXTYPE，10-83

DROP 制約句

ALTER VIEW，13-13
DUAL ダミー表，2-99，9-14
DUMP ファンクション，5-59
DYNAMIC_SAMPLING ヒント，2-76
DY 日時書式要素，2-61

E
EBCDIC キャラクタ・セット，2-37
EMPTY_BLOB ファンクション，5-60
EMPTY_CLOB ファンクション，5-60
ENABLE ALL TRIGGERS 句

ALTER TABLE，12-72
ENABLE DISTRIBUTED RECOVERY 句

ALTER SYSTEM，11-58
ENABLE NOVALIDATE 制約状態，8-14
ENABLE PARALLEL DML 句

ALTER SESSION，11-43
ENABLE QUERY REWRITE 句

ALTER MATERIALIZED VIEW，11-13
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-19

ENABLE RESTRICTED SESSION 句

ALTER SYSTEM，11-61
ENABLE RESUMABLE 句

ALTER SESSION，11-44
ENABLE ROW MOVEMENT 句

ALTER TABLE，12-36
CREATE TABLE，16-15，16-55

ENABLE STORAGE IN ROW 句

ALTER TABLE，12-42
CREATE TABLE，16-38

ENABLE TABLE LOCK 句
ALTER TABLE，12-72

ENABLE VALIDATE 制約状態，8-14
ENABLE 句

ALTER INDEX，10-75
ALTER TRIGGER，13-3
CREATE TABLE，16-54

END BACKUP 句

ALTER DATABASE，10-24
ALTER DATABASEDATAFILE，10-27
ALTER TABLESPACE，12-87

ERROR_ON_OVERLAP_TIME セッション・パラメー

タ，11-46
EXCEPTIONS INTO 句

ALTER TABLE，12-67
EXCHANGE PARTITION 句

ALTER TABLE，12-25，12-66
EXCHANGE SUBPARTITION 句

ALTER TABLE，12-25，12-66
EXCLUDING NEW VALUES 句

ALTER MATERIALIZED VIEW LOG，11-20
CREATE MATERIALIZED VIEW LOG，15-30

EXCLUSIVE ロック・モード，18-71
EXECUTE ANY CLASS システム権限，18-39
EXECUTE ANY INDEXTYPE システム権限，18-39
EXECUTE ANY OPERATOR システム権限，18-41
EXECUTE ANY PROCEDURE システム権限，18-42
EXECUTE ANY PROGRAM システム権限，18-39
EXECUTE ANY TYPE システム権限，18-44
EXECUTE_CATALOG_ROLE ロール，18-46
EXECUTE オブジェクト権限

演算子，18-48
オブジェクト型，18-47
ライブラリ，18-47

EXEMPT ACCESS POLICY システム権限，18-45
EXISTSNODE ファンクション，5-61
EXISTS 条件，7-19，7-21
EXP_FULL_DATABASE ロール，18-46
索引索引索引索引 -7



EXPLAIN PLAN 文，18-19
EXP ファンクション，5-62
EXTENT MANAGEMENT DICTIONARY 句

CREATE TABLESPACE，16-78
EXTENT MANAGEMENT LOCAL 句

CREATE DATABASE，14-22
CREATE TABLESPACE，16-78

EXTENT MANAGEMENT 句
CREATE DATABASE，14-18
CREATE TABLESPACE，16-73，16-78

EXTRACTVALUE ファンクション，5-65
EXTRACT（XML）ファンクション，5-65
EXTRACT（日時）ファンクション，5-62

F
FACT ヒント，2-76
FAILED_LOGIN_ATTEMPTS パラメータ

ALTER PROFILE，11-30
CREATE PROFILE，15-50

FEATURE_ID ファンクション，5-66
FEATURE_SET ファンクション，5-67
FEATURE_VALUE ファンクション，5-69
FIPS

準拠，B-26
フラグ付け，11-47

FIRST_ROWS(n) ヒント，2-77
FIRST_VALUE ファンクション，5-72
FIRST ファンクション，5-71
FLAGGER セッション・パラメータ，11-47
FLASHBACK ANY TABLE システム権限，18-40，

18-43，18-44
FLASHBACK ARCHIVE ADMINISTER システム権限，

18-38
FLASHBACK ARCHIVE オブジェクト権限，18-47
FLASHBACK DATABASE 文，18-22
FLASHBACK TABLE 文，18-25
FLOOR ファンクション，5-74
FLUSH BUFFER_CACHE 句

ALTER SYSTEM，11-59
FLUSH SHARED POOL 句

ALTER SYSTEM，11-58
FM 書式モデル修飾子，2-63
FOR UPDATE 句

CREATE MATERIALIZED VIEW，15-19
SELECT，19-12，19-30

FORCE ANY TRANSACTION システム権限，18-45
FORCE LOGGING 句

ALTER DATABASE，10-28
ALTER TABLESPACE，12-89
CREATE CONTROLFILE，14-14
CREATE DATABASE，14-22
CREATE TABLESPACE，16-77

FORCE PARALLEL DML 句
ALTER SESSION，11-43

FORCE TRANSACTION システム権限，18-45
FORCE 句

COMMIT，13-46
CREATE VIEW，17-15
DISASSOCIATE STATISTICS，17-31
DROP INDEX，17-45
DROP INDEXTYPE，17-46
DROP OPERATOR，17-53

DROP TYPE，18-13
REVOKE，18-88
ROLLBACK，18-25，18-93

FOR 句
CREATE INDEXTYPE，14-74
EXPLAIN PLAN，18-20，18-25

FREELIST GROUPS パラメータ

STORAGE 句，8-47
FREELISTS パラメータ

STORAGE 句，8-47
FREEPOOLS パラメータ

LOB 記憶域，16-39
FROM COLUMNS 句

DISASSOCIATE STATISTICS，17-31
FROM FUNCTIONS 句

DISASSOCIATE STATISTICS，17-31
FROM INDEXES 句

DISASSOCIATE STATISTICS，17-31
FROM INDEXTYPES 句

DISASSOCIATE STATISTICS，17-31
FROM PACKAGES 句

DISASSOCIATE STATISTICS，17-31
FROM TYPES 句

DISASSOCIATE STATISTICS，17-31
FROM_TZ ファンクション，5-74
FROM 句

問合せ，9-11
FULL ヒント，2-77
FX 書式モデル修飾子，2-64

G
general_recovery 句

ALTER DATABASE，10-10，10-19
GLOBAL PARTITION BY HASH 句

CREATE INDEX，14-62
GLOBAL PARTITION BY RANGE 句

CREATE INDEX，14-53，14-62
GLOBAL QUERY REWRITE システム権限，18-40
GLOBAL TEMPORARY 句

CREATE TABLE，16-24
GLOBAL_TOPIC_ENABLED システム・パラメータ，

11-64
GRANT ANY OBJECT PRIVILEGE システム権限，18-45
GRANT ANY PRIVILEGE システム権限，18-45
GRANT ANY ROLE システム権限，18-42
GRANT CONNECT THROUGH 句

ALTER USER，13-6，13-7，13-9
GRANT 句

ALTER USER，13-9
GRAPHIC データ型

DB2，2-28
SQL/DS，2-28

GREATEST ファンクション，5-75
GROUP BY 句

CUBE 拡張，19-24
ROLLUP 拡張，19-24
SELECT および副問合せ，19-9，19-24
重複するグループ化の識別，5-75

GROUP_ID ファンクション，5-75
GROUPING SETS 句

SELECT および副問合せ，19-24
GROUPING_ID ファンクション，5-77
索引索引索引索引 -8



GROUPING ファンクション，5-76
GUARD ALL 句

ALTER DATABASE，10-40
GUARD NONE 句

ALTER DATABASE，10-40
GUARD STANDBY 句

ALTER DATABASE，10-40
GUARD 句

ALTER DATABASE，10-40
上書き，11-42

H
HASH IS 句

CREATE CLUSTER，14-6
HASHKEYS 句

CREATE CLUSTER，14-5
HASH ヒント，2-77
HAVING 条件

GROUP BY 句，19-25
HEXTORAW ファンクション，5-78
HIERARCHY 句

CREATE DIMENSION，14-34，14-35

I
IDENTIFIED BY 句

ALTER ROLE「CREATE ROLE」を参照，11-34
CREATE DATABASE LINK，14-31
SET ROLE，19-52

IDENTIFIED EXTERNALLY 句

ALTER ROLE「CREATE ROLE」を参照
ALTER USER「CREATE USER」を参照

CREATE ROLE，15-57
CREATE USER，17-8

IDENTIFIED GLOBALLY 句
ALTER ROLE「CREATE ROLE」を参照，11-34
CREATE ROLE，15-57
CREATE USER，17-9

IDLE_TIME パラメータ
ALTER PROFILE，11-29

IEEE754
Oracle の規格準拠，2-14
浮動小数点算術，2-14

IMMEDIATE 句

SET CONSTRAINTS，19-49
IMP_FULL_DATABASE ロール，18-46
INCLUDING CONTENTS 句

DROP TABLESPACE，18-9
INCLUDING DATAFILES 句

ALTER DATABASE TEMPFILE DROP 句，10-27
INCLUDING NEW VALUES 句

ALTER MATERIALIZED VIEW LOG，11-20
CREATE MATERIALIZED VIEW LOG，15-30

INCLUDING TABLES 句

DROP CLUSTER，17-32
INCREMENT BY 句

ALTER SEQUENCE「CREATE SEQUENCE」を参照
INCREMENT BY パラメータ

CREATE SEQUENCE，15-65
INDEX_ASC ヒント，2-78
INDEX_COMBINE ヒント，2-79
INDEX_DESC ヒント，2-79

INDEX_FFS ヒント，2-79
INDEX_JOIN ヒント，2-80
INDEX_SS_ASC ヒント，2-80
INDEX_SS_DESC ヒント，2-81
INDEX_SS ヒント，2-80
INDEXTYPE 句

CREATE INDEX，14-53，14-65
INDEX オブジェクト権限

表，18-49
INDEX 句

ANALYZE，13-16
CREATE CLUSTER，14-5

INDEX ヒント，2-78
INITCAP ファンクション，5-78
INITIALIZED EXTERNALLY 句

CREATE CONTEXT，14-9
INITIALIZED GLOBALLY 句

CREATE CONTEXT，14-9
INITIALLY DEFERRED 句

制約，8-14
INITIALLY IMMEDIATE 句

制約，8-14
INITIAL パラメータ

STORAGE 句，8-45
INITRANS パラメータ

ALTER CLUSTER，10-6
ALTER INDEX，10-71
ALTER MATERIALIZED VIEW LOG，11-17
ALTER TABLE，12-33
CREATE INDEX「CREATE TABLE」を参照，14-60
CREATE MATERIALIZED VIEW LOG「CREATE 

TABLE」を参照
CREATE MATERIALIZED VIEW「CREATE TABLE」

を参照
CREATE TABLE，8-41

INSERT
ダイレクト・パスと従来型，18-53

INSERT ANY CUBE DIMENSION システム権限，18-41
INSERT ANY MEASURE FOLDER システム権限，18-40
INSERT ANY TABLE システム権限，18-43
INSERTCHILDXMLAFTER ファンクション，5-80
INSERTCHILDXMLBEFORE ファンクション，5-81
INSERTCHILDXML ファンクション，5-79
INSERTXMLAFTER ファンクション，5-82
INSERTXMLBEFORE ファンクション，5-82
INSERT オブジェクト権限

OLAP キューブ・ディメンション，18-48
OLAP メジャー・フォルダ，18-48
ビュー，18-49
表，18-49

INSERT 句

MERGE，18-73
INSERT 文，18-53

append，2-74
エラー・ロギング，18-63

INSTANCE セッション・パラメータ，11-47
INSTR2 ファンクション，5-83
INSTR4 ファンクション，5-83
INSTRB ファンクション，5-83
INSTRC ファンクション，5-83
INSTR ファンクション，5-83
INTERSECT 集合演算子，4-6，19-29
INTERVAL DAY TO SECOND データ型，2-20
索引索引索引索引 -9



INTERVAL YEAR TO MONTH データ型，2-19
INTO 句

EXPLAIN PLAN，18-20
INSERT，18-57

INVALIDATE GLOBAL INDEXES 句

ALTER TABLE，12-69
IN 条件，7-22
IS [NOT] EMPTY 条件，7-12
IS ANY 条件，7-9
IS NOT NULL 演算子，7-18
IS NULL 演算子，7-18
IS OF type 条件，7-23
IS PRESENT 条件，7-10
ISO「ISO（国際標準化機構）」を参照，1-2
ISOLATION_LEVEL セッション・パラメータ，11-47
ISO（国際標準化機構），B-1

規格，1-2，B-2
ITERATION_NUMBER ファンクション，5-85

J
Java

Java ソース・スキーマ・オブジェクト

作成，14-77
クラス

削除，17-47
作成，14-76，14-77
変換，10-85，14-77

スキーマ・オブジェクト

名前解決，14-79
ソース

コンパイル，10-85，14-77
削除，17-47
作成，14-76

リソース

削除，17-47
作成，14-76，14-77

JOIN KEY 句
ALTER DIMENSION，10-44
CREATE DIMENSION，14-35

JOIN 句

CREATE DIMENSION，14-34

K
KEEP キーワード

FIRST ファンクション，5-71
LAST ファンクション，5-71
集計ファンクションとの使用，5-9

KILL SESSION 句
ALTER SYSTEM，11-58

L
LAG ファンクション，5-86
LAST_DAY ファンクション，5-87
LAST_VALUE ファンクション，5-88
LAST ファンクション，5-87
LEADING ヒント，2-81
LEAD ファンクション，5-90
LEAST ファンクション，5-91
LENGTH2 ファンクション，5-91
LENGTH4 ファンクション，5-91

LENGTHB ファンクション，5-91
LENGTHC ファンクション，5-91
LENGTH ファンクション，5-91
LEVEL 疑似列，3-3，19-23

階層問合せ，3-3
LEVEL 句

ALTER DIMENSION，10-43
CREATE DIMENSION，14-33，14-34

LIKE 演算子で使用する %（パーセント），7-15
LIKE 条件，7-14
LIST CHAINED ROWS 句

ANALYZE，13-18
LNNVL ファンクション，5-93
LN ファンクション，5-92
LOB

外部，2-24
記憶域

インライン，16-38
属性，16-37
特性，8-41

キャッシュへの値の保存，12-42，16-53
旧バージョンの保存，16-38，16-39
処理されるバイト数，16-38
属性の初期化，2-25
ディレクトリの指定，14-38
内部，2-24
表領域

定義，16-30
物理属性の変更，12-49
列

LONG と LONG RAW の違い，2-24
移入，2-25

ロギング属性，16-31
ロケータ，2-24

LOB 記憶域句

ALTER MATERIALIZED VIEW，11-4，11-9
ALTER TABLE，12-13，12-42
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-9，15-10，

15-13，15-14
CREATE TABLE，16-12，16-37
パーティション，12-42

LOB データ型，2-24
LOB 列

LONG 列からの作成，2-15，12-44
圧縮，16-40
暗号化，16-40
記憶域の変更，12-42
結合の制限，9-10
制限事項，2-25
重複除外，16-39
追加，12-39
プロパティの定義

マテリアライズド・ビュー，15-9
変更，12-43
マテリアライズド・ビューの記憶特性，11-9

LOCALTIMESTAMP ファンクション，5-94
LOCAL 句

CREATE INDEX，14-55，14-64
LOCK ANY TABLE システム権限，18-43
LOCK TABLE 文，18-69
LOGFILE GROUP 句

CREATE CONTROLFILE，14-13
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logfile_clauses
ALTER DATABASE，10-13

LOGFILE 句

CREATE DATABASE，14-20
LOGGING 句

ALTER INDEX，10-71
ALTER MATERIALIZED VIEW，11-9
ALTER MATERIALIZED VIEW LOG，11-19
ALTER TABLE，12-33
ALTER TABLESPACE，12-89
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-13
CREATE MATERIALIZED VIEW LOG，15-28
CREATE TABLE，16-31
CREATE TABLESPACE，16-76

LOGICAL_READS_PER_CALL パラメータ

ALTER PROFILE，11-29
LOGICAL_READS_PER_SESSION パラメータ

ALTER PROFILE，11-29
ALTER RESOURCE COST，11-32

LogMiner
サプリメンタル・ロギング，12-34，16-29

LOG ファンクション，5-95
LONG RAW データ型，2-23

CHAR データからの変換，2-24
LONG VARGRAPHIC データ型

DB2，2-28
SQL/DS，2-28

LONG データ型，2-15
トリガー内，2-16

LONG 列
LOB への変換，2-15，12-44
参照先，2-15
制限事項，2-15
テキスト文字列の格納，2-15
ドメイン索引，12-44
ビュー定義の格納，2-15

LOWER ファンクション，5-95
LPAD ファンクション，5-96
LTRIM ファンクション，5-96

M
MAKE_REF ファンクション，5-97
MANAGE SCHEDULER システム権限，18-39
MANAGE TABLESPACE システム権限，18-43
MANAGED STANDBY RECOVERY 句

ALTER DATABASE，10-22
MAPPING TABLE 句

ALTER TABLE，12-58，12-71
MATCHES 条件，4-2，7-2
MAXDATAFILES パラメータ

CREATE CONTROLFILE，14-14
CREATE DATABASE，14-20

MAXEXTENTS パラメータ
STORAGE 句，8-46

MAXINSTANCES パラメータ
CREATE CONTROLFILE，14-14
CREATE DATABASE，14-20

MAXLOGFILES パラメータ

CREATE CONTROLFILE，14-13
CREATE DATABASE，14-21

MAXLOGHISTORY パラメータ
CREATE CONTROLFILE，14-14

CREATE DATABASE，14-21
MAXLOGMEMBERS パラメータ

CREATE CONTROLFILE，14-14
CREATE DATABASE，14-21

MAXSIZE 句

ALTER DATABASE，10-13
MAXTRANS パラメータ

physical_attributes_clause，8-41
MAXVALUE パラメータ

ALTER SEQUENCE「CREATE SEQUENCE」を参
照，11-39

CREATE SEQUENCE，15-66
MAX ファンクション，5-98
MEDIAN ファンクション，5-99
MEMBER 条件，7-12
MERGE ANY VIEW システム権限，18-44
MERGE PARTITIONS 句

ALTER TABLE，12-65
merge_insert_clause

MERGE，18-74
MERGE ヒント，2-82
MERGE 文，18-72，18-73

エラー・ロギング，18-74
更新，18-73
挿入，18-74

MINEXTENTS パラメータ
STORAGE 句，8-46

MINIMIZE RECORDS PER BLOCK 句
ALTER TABLE，12-36

MINIMUM EXTENT 句
ALTER TABLESPACE，12-85
CREATE TABLESPACE，16-76

MINUS 集合演算子，4-6，19-29
MINVALUE パラメータ

ALTER SEQUENCE「CREATE SEQUENCE」を参

照，11-39
CREATE SEQUENCE，15-66

MIN ファンクション，5-101
MODEL_MIN_ANALYSIS ヒント，2-82
MODEL 句

SELECT，19-10，19-25
MODE 句

LOCK TABLE，18-70
MODIFY CONSTRAINT 句

ALTER TABLE，12-10，12-51
ALTER VIEW，13-13

MODIFY DEFAULT ATTRIBUTES 句

ALTER INDEX，10-68，10-77
ALTER TABLE，12-53

MODIFY LOB 記憶域句
ALTER MATERIALIZED VIEW，11-5，11-9
ALTER TABLE，12-49

MODIFY NESTED TABLE 句

ALTER TABLE，12-10，12-49
MODIFY PARTITION 句

ALTER INDEX，10-78
ALTER MATERIALIZED VIEW，11-9
ALTER TABLE，12-54

MODIFY scoped_table_ref_constraint 句
ALTER MATERIALIZED VIEW，11-10

MODIFY SUBPARTITION 句

ALTER INDEX，10-69，10-79
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MODIFY VARRAY 句

ALTER TABLE，12-16，12-50
MODIFY 句

ALTER TABLE，12-43
MOD ファンクション，5-102
MONITORING USAGE 句

ALTER INDEX，10-76
MONITOR ヒント，2-82
MONTHS_BETWEEN ファンクション，5-103
MONTH 日時書式要素，2-61
MON 日時書式要素，2-61
MOUNT 句

ALTER DATABASE，10-18
MOVE ONLINE 句

ALTER TABLE，12-70
MOVE SUBPARTITION 句

ALTER TABLE，12-58
MOVE 句

ALTER TABLE，12-30，12-70
MTS.「共有サーバー」を参照
MULTISET EXCEPT 演算子，4-7
MULTISET INTERSECT 演算子，4-7
MULTISET UNION 演算子，4-8
MULTISET 演算子，4-6

MULTISET EXCEPT，4-7
MULTISET INTERSECT，4-7
MULTISET UNION，4-8

MULTISET パラメータ
CAST ファンクション，5-25

N
NAMED 句

CREATE JAVA，14-78
NAME 句

SET TRANSACTION，19-54
NANVL ファンクション，5-103
NATIONAL CHARACTER SET パラメータ

CREATE DATABASE，14-20
NCHAR データ型，2-10
NCHR ファンクション，5-104
NCLOB データ型，2-26

トランザクションのサポート，2-26
NESTED TABLE 句

ALTER TABLE，12-11，12-41
CREATE TABLE，16-11，16-42

NEW_TIME ファンクション，5-105
NEXT_DAY ファンクション，5-106
NEXTVAL 疑似列，3-3，15-64
NEXT 句

ALTER MATERIALIZED VIEW ...REFRESH，11-12
NEXT パラメータ

STORAGE 句，8-45
NLS_CHARSET_DECL_LEN ファンクション，5-106
NLS_CHARSET_ID ファンクション，5-107
NLS_CHARSET_NAME ファンクション，5-107
NLS_DATE_LANGUAGE 初期化パラメータ，2-61
NLS_INITCAP ファンクション，5-108
NLS_LANGUAGE 初期化パラメータ，2-61，9-10
NLS_LENGTH_SEMANTICS 初期化パラメータ

上書き，2-10
NLS_LOWER ファンクション，5-109
NLS_SORT 初期化パラメータ，9-10

NLS_TERRITORY 初期化パラメータ，2-61
NLS_UPPER ファンクション，5-111
NLSSORT ファンクション，5-109
NLS 文字ファンクション，5-4
NO FORCE LOGGING 句

ALTER DATABASE，10-28
ALTER TABLESPACE，12-89

NO_EXPAND ヒント，2-83
NO_FACT ヒント，2-84
NO_INDEX_FFS ヒント，2-84
NO_INDEX_SS ヒント，2-85
NO_INDEX ヒント，2-84
NO_MERGE ヒント，2-85
NO_MONITOR ヒント，2-85
NO_PARALLEL_INDEX，2-86
NO_PARALLEL ヒント，2-86
NO_PUSH_PRED ヒント，2-86
NO_PUSH_SUBQ ヒント，2-87
NO_PX_JOIN_FILTER ヒント，2-87
NO_QUERY_TRANSFORMATION ヒント，2-87
NO_RESULT_CACHE ヒント，2-87
NO_REWRITE ヒント，2-87
NO_STAR_TRANSFORMATION ヒント，2-88
NO_UNNEST ヒント，2-88
NO_USE_HASH ヒント，2-88
NO_USE_MERGE ヒント，2-88
NO_USE_NL ヒント，2-89
NO_XML_QUERY_REWRITE ヒント，2-89
NO_XMLINDEX_REWRITE ヒント，2-89
NOAPPEND ヒント，2-83
NOARCHIVELOG 句

ALTER DATABASE，10-13，10-28
CREATE CONTROLFILE，14-14
CREATE DATABASE，10-19，14-21

NOAUDIT 文，18-76
NOCACHE 句

ALTER CLUSTER，10-7
ALTER MATERIALIZED VIEW，11-10
ALTER MATERIALIZED VIEW LOG，11-19
ALTER SEQUENCE「CREATE SEQUENCE」を参照
ALTER TABLE，16-53
CREATE CLUSTER，14-6
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-15
CREATE MATERIALIZED VIEW LOG，15-29
CREATE SEQUENCE，15-66

NOCACHE ヒント，2-83
NOCOMPRESS 句

ALTER INDEX ...REBUILD，10-74
CREATE INDEX，14-61
CREATE TABLE，16-34

NOCYCLE パラメータ

ALTER SEQUENCE「CREATE SEQUENCE」を参
照，11-39

CREATE SEQUENCE，15-66
NOFORCE 句

CREATE JAVA，14-77
CREATE VIEW，17-15

NOLOGGING モード
強制ロギング・モード，8-35
パーティション・オブジェクト，8-35
非パーティション・オブジェクト，8-35

NOMAXVALUE パラメータ
ALTER SEQUENCE「CREATE SEQUENCE」を参照
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CREATE SEQUENCE，15-66
NOMINIMIZE RECORDS PER BLOCK 句

ALTER TABLE，12-36
NOMINVALUE パラメータ

ALTER SEQUENCE「CREATE SEQUENCE」を参

照，11-39
CREATE SEQUENCE，15-66

NOMONITORING USAGE 句
ALTER INDEX，10-76

NONE 句
SET ROLE，19-52

NOORDER パラメータ
ALTER SEQUENCE「CREATE SEQUENCE」を参

照，11-39
CREATE SEQUENCE，15-67

NOPARALLEL_INDEX ヒント，2-86
NOPARALLEL 句

CREATE INDEX，8-38，16-54
NOPARALLEL ヒント，2-86
NORELY 句

制約，8-15
NORESETLOGS 句

CREATE CONTROLFILE，14-13
NOREVERSE パラメータ

ALTER INDEX ...REBUILD，10-73，10-74
NOREWRITE ヒント，2-87
NOROWDEPENDENCIES 句

CREATE CLUSTER，14-6
CREATE TABLE，16-54

NOSORT 句
ALTER INDEX，14-61

NOT DEFERRABLE 句
制約，8-13

NOT IDENTIFIED 句
ALTER ROLE「CREATE ROLE」を参照

CREATE ROLE，15-57
NOT IN 副問合せ

NOT EXISTS 副問合せへの変換，5-93
NOT NULL 句

CREATE TABLE，16-29
NOT 条件，7-8
NOWAIT 句

LOCK TABLE，18-71
NTILE ファンクション，5-111
NULL，2-67

0（ゼロ）との違い，2-67
条件，2-68

表，2-68
比較条件，2-68
ファンクション，2-68

NULLIF ファンクション，5-112
CASE 式の書式，5-112

NULL 関連ファンクション，5-8
NULL 条件，7-18
NUMBER データ型，2-11

VARCHAR2 への変換，2-54
位取り，2-11
精度，2-11

NUMTODSINTERVAL ファンクション，5-113
NUMTOYMINTERVAL ファンクション，5-114
NVARCHAR2 データ型，2-10
NVL2 ファンクション，5-115
NVL ファンクション，5-115

O
OBJECT IDENTIFIER 句

CREATE TABLE，16-58
OBJECT_ID 疑似列，3-7，16-58，16-59，17-16，17-19
OBJECT_VALUE 疑似列，3-7
ODCIIndexInsert メソッド

索引タイプのサポート，10-83，14-75
OFFLINE 句

ALTER TABLESPACE，12-90
CREATE TABLESPACE，16-78

OF 句

CREATE VIEW，17-16
OIDINDEX 句

CREATE TABLE，16-59
OID「オブジェクト識別子」を参照，2-30
OLAP ファンクション

CUBE_TABLE，5-47
ON COMMIT REFRESH オブジェクト権限

マテリアライズド・ビュー，18-47
ON COMMIT REFRESH システム権限，18-40
ON COMMIT 句

CREATE TABLE，16-30
ON DEFAULT 句

AUDIT，13-29
NOAUDIT，18-78

ON DELETE CASCADE 句

制約，8-10
ON DELETE SET NULL 句

制約，8-10
ON DIRECTORY 句

AUDIT，13-29
NOAUDIT，18-78

ON MINING MODEL 句
AUDIT，13-29

ON object 句
NOAUDIT，18-78
REVOKE，18-88

ON PREBUILT TABLE
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-12

ONLINE 句

ALTER TABLESPACE，12-90
CREATE INDEX，14-62
CREATE TABLESPACE，16-78

ONLINE パラメータ

ALTER INDEX ...REBUILD，10-74
ON 句

CREATE OUTLINE，15-37
OPEN READ ONLY 句

ALTER DATABASE，10-19
OPEN READ WRITE 句

ALTER DATABASE，10-18
OPEN 句

ALTER DATABASE，10-18
OPT_PARAM ヒント，2-89
OPTIMAL パラメータ

STORAGE 句，8-48
OR REPLACE 句

CREATE CONTEXT，14-8
CREATE DIRECTORY，14-39
CREATE FUNCTION，14-49，14-77
CREATE LIBRARY，15-2
CREATE OUTLINE，15-36
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CREATE PACKAGE，15-40
CREATE PACKAGE BODY，15-42
CREATE PROCEDURE，15-46
CREATE TRIGGER，16-85
CREATE TYPE，17-4
CREATE TYPE BODY，17-6
CREATE VIEW，17-15

ORA_HASH ファンクション，5-116
ORA_ROWSCN 疑似列，3-8
Oracle Call Interface，1-4
Oracle Expression Filter

演算子，4-2
条件，7-2

Oracle Text
CATSEARCH，4-2，7-2
CONTAINS，4-2，7-2
MATCHES，4-2，7-2
組込み条件，4-2，7-2
ドメイン索引の作成，14-65

Oracle のツール製品
SQL のサポート，1-4

Oracle の予約語，D-1
ORDAudio データ型，2-34
ORDDicom データ型，2-35
ORDDoc データ型，2-35
ORDER BY 句

SELECT，9-10，19-12，19-29
ROWNUM，3-9

問合せ，9-10
ORDER SIBLINGS BY 句

SELECT，19-29
ORDERED ヒント，2-90
ORDER 句

ALTER SEQUENCE「CREATE SEQUENCE」を参
照，11-39

ORDER パラメータ
CREATE SEQUENCE，15-66

ORDImageSignature データ型，2-35
ORDImage データ型，2-34
ORDVideo データ型，2-35
ORGANIZATION EXTERNAL 句

CREATE TABLE，16-33，16-34
ORGANIZATION HEAP 句

CREATE TABLE，16-32
ORGANIZATION INDEX 句

CREATE TABLE，16-32
OR 条件，7-8，7-9
out-of-line 制約

CREATE TABLE，16-29
OVERFLOW 句

ALTER INDEX，10-69
ALTER TABLE，12-38
CREATE TABLE，16-34

OVER 句
分析ファンクション，5-10

P
PARALLEL_INDEX ヒント，2-91
PARALLEL 句

ALTER CLUSTER，10-6，10-7
ALTER INDEX，10-71
ALTER MATERIALIZED VIEW，11-6，11-9

ALTER MATERIALIZED VIEW LOG，11-18，11-19
ALTER TABLE，12-70
CREATE CLUSTER，14-6
CREATE INDEX，14-62
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-11，15-15
CREATE MATERIALIZED VIEW LOG，15-28，15-29
CREATE TABLE，16-23，16-54

PARALLEL ヒント，2-90
PARAMETERS 句

CREATE INDEX，14-66
PARTITION BY HASH 句

CREATE TABLE，16-47
PARTITION BY LIST 句

CREATE TABLE，16-48
PARTITION BY RANGE 句

CREATE TABLE，16-17，16-45
PARTITION ...LOB 記憶域句

ALTER TABLE，12-42
partition_storage_clause

ALTER TABLE，12-14
PARTITION 句

ANALYZE，13-16
CREATE INDEX，14-63
CREATE TABLE，16-46
DELETE，17-26
INSERT，18-58
LOCK TABLE，18-70
UPDATE，19-65

PASSWORD EXPIRE 句

ALTER USER「CREATE USER」を参照
CREATE USER，17-11

PASSWORD_GRACE_TIME パラメータ
ALTER PROFILE，11-30
CREATE PROFILE，15-51

PASSWORD_LIFE_TIME パラメータ

ALTER PROFILE，11-30
CREATE PROFILE，15-50

PASSWORD_LOCK_TIME パラメータ
ALTER PROFILE，11-30
CREATE PROFILE，15-50

PASSWORD_REUSE_MAX パラメータ

ALTER PROFILE，11-30
CREATE PROFILE，15-50

PASSWORD_REUSE_TIME パラメータ
ALTER PROFILE，11-30
CREATE PROFILE，15-50

PASSWORD_VERIFY_FUNCTION パラメータ

ALTER PROFILE，11-30
CREATE PROFILE，15-51

PATH_VIEW，7-19
PCT_ACCESS_DIRECT 統計情報

索引構成表，13-15
PCTFREE パラメータ

ALTER CLUSTER，10-6
ALTER INDEX，10-71
ALTER MATERIALIZED VIEW LOG，11-17
ALTER TABLE，12-33
CREATE MATERIALIZED VIEW LOG「CREATE 

TABLE」を参照

CREATE MATERIALIZED VIEW「CREATE TABLE」
を参照

CREATE TABLE，8-40
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PCTINCREASE パラメータ

STORAGE 句，8-46
PCTTHRESHOLD パラメータ

CREATE TABLE，16-33
PCTUSED パラメータ

ALTER CLUSTER，10-6
ALTER INDEX，10-71
ALTER MATERIALIZED VIEW LOG，11-17
ALTER TABLE，12-33
CREATE INDEX「CREATE TABLE」を参照
CREATE MATERIALIZED VIEW LOG「CREATE 

TABLE」を参照，15-28
CREATE MATERIALIZED VIEW「CREATE TABLE」

を参照，15-13
CREATE TABLE，8-40

PCTVERSION パラメータ
LOB 記憶域，16-38
LOB 記憶域句，12-49

PERCENT_RANK ファンクション，5-118
PERCENTILE_CONT ファンクション，5-119
PERCENTILE_DISC ファンクション，5-121
PERMANENT 句

ALTER TABLESPACE，12-91
physical_attributes_clause

ALTER CLUSTER，10-5
ALTER INDEX，10-71
ALTER MATERIALIZED VIEW LOG，11-17
ALTER TABLE，12-33
CREATE CLUSTER，14-3
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-8
CREATE TABLE，16-15，16-30

PLAN_TABLE サンプル表，18-19
P.M. 日時書式要素，2-61
PM 日時書式要素，2-61
POSIX 正規表現規格，C-1
POWERMULTISET_BY_CARDINALITY ファンクショ

ン，5-124
POWERMULTISET ファンクション，5-123
POWER ファンクション，5-122
PQ_DISTRIBUTE ヒント，2-91
PREDICTION_BOUNDS ファンクション，5-127
PREDICTION_COST ファンクション，5-128
PREDICTION_DETAILS ファンクション，5-130
PREDICTION_PROBABILITY ファンクション，5-131
PREDICTION_SET ファンクション，5-133
PREDICTION ファンクション，5-125
PREPARE TO SWITCHOVER 句

ALTER DATABASE，10-35
PRESENTNNV ファンクション，5-135
PRESENTV ファンクション，5-136
PREVIOUS ファンクション，5-137
PRIMARY KEY 句

CREATE TABLE，16-29
制約，8-9

PRIOR 演算子，4-5
PRIOR 句

階層問合せ，9-3
PRIVATE_SGA パラメータ

ALTER PROFILE，11-29
ALTER RESOURCE COST，11-33

PRIVATE 句

CREATE OUTLINE，15-36

PROFILE 句

ALTER USER「CREATE USER」を参照，13-7
CREATE USER，17-10

PUBLIC 句
CREATE OUTLINE，15-36
CREATE SYNONYM，16-3
DROP DATABASE LINK，17-36

PURGE 文，18-80
PUSH_PRED ヒント，2-92
PUSH_SUBQ ヒント，2-93
PX_JOIN_FILTER ヒント，2-93

Q
QB_NAME ヒント，2-93
QUERY REWRITE オブジェクト権限

マテリアライズド・ビュー，18-47
QUERY REWRITE システム権限，18-39
QUIESCE RESTRICTED 句

ALTER SYSTEM，11-60
QUOTA 句

ALTER USER「CREATE USER」を参照
CREATE USER，17-10

R
RANK ファンクション，5-138
RATIO_TO_REPORT ファンクション，5-140
RAWTOHEX ファンクション，5-141
RAWTONHEX ファンクション，5-141
RAW データ型，2-23

CHAR データからの変換，2-24
READ ONLY 句

ALTER TABLESPACE，12-90
READ WRITE 句

ALTER TABLESPACE，12-90
READ オブジェクト権限

マテリアライズド・ディレクトリ，18-47
REBUILD PARTITION 句

ALTER INDEX，10-73
REBUILD SUBPARTITION 句

ALTER INDEX，10-73
REBUILD UNUSABLE LOCAL INDEXES 句

ALTER TABLE，12-68
REBUILD 句

ALTER INDEX，10-72
ALTER OUTLINE，11-26

RECOVER AUTOMATIC 句
ALTER DATABASE，10-20

RECOVER CANCEL 句
ALTER DATABASE，10-10，10-22

RECOVER CONTINUE 句
ALTER DATABASE，10-10，10-22

RECOVER DATABASE 句
ALTER DATABASE，10-10，10-20

RECOVER DATAFILE 句
ALTER DATABASE，10-10，10-21

RECOVER LOGFILE 句
ALTER DATABASE，10-10，10-21

RECOVER MANAGED STANDBY DATABASE 句
ALTER DATABASE，10-11

RECOVER STANDBY DATAFILE 句
ALTER DATABASE，10-21
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RECOVER STANDBY TABLESPACE 句

ALTER DATABASE，10-21
RECOVER TABLESPACE 句

ALTER DATABASE，10-10，10-21
RECOVERABLE，10-72，16-32
「LOGGING 句」を参照

RECOVERY_CATALOG_OWNER ロール，18-46
recovery_clauses

ALTER DATABASE，10-10
RECOVER 句

ALTER DATABASE，10-19
REDO ログ，10-18

アーカイブ位置，11-56
アーカイブ・モードの指定，14-21
グループの切替え，11-59
サイズ，8-31
再利用，8-31
削除，10-27，10-30
指定，8-26，14-20

メディア・リカバリ用，10-21
自動アーカイブ，11-55

開始，11-56
停止，11-56

自動名前生成，10-19，10-20
手動アーカイブ，11-55

SCN，11-55
グループ番号，11-56
現行，11-55
順序番号，11-55
すべて，11-56
次，11-56

消去，10-27
スレッドの使用可能化および使用禁止化，10-27
追加，10-27，10-29
変更の削除，10-18
メンバー

既存のグループへの追加，10-30
削除，10-31
名前の変更，10-25

論理スタンバイ・データベースへの適用，10-36
REDO ログ・ファイル

指定，8-26
制御ファイルのための指定，14-11

REF，2-30，8-11
DANGLING，13-17
オブジェクト識別子のコンテナ，2-30
検証，13-17
更新，13-17

REFERENCES オブジェクト権限

ビュー，18-50
表，18-49

REFERENCES 句
CREATE TABLE，16-29

REFRESH COMPLETE 句
ALTER MATERIALIZED VIEW，11-11
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-15

REFRESH FAST 句

ALTER MATERIALIZED VIEW，11-11
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-15

REFRESH FORCE 句
ALTER MATERIALIZED VIEW，11-11
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-15

REFRESH ON COMMIT 句

ALTER MATERIALIZED VIEW，11-11
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-15

REFRESH ON DEMAND 句
ALTER MATERIALIZED VIEW，11-12
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-15

REFRESH 句

ALTER MATERIALIZED VIEW，11-8，11-10
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-8

REFTOHEX ファンクション，5-142
REF 制約

ALTER TABLE，12-41
マテリアライズド・ビューの有効範囲の定義，11-8

REF 表制約，8-11
CREATE TABLE，16-29

REF ファンクション，5-142
REF 列

指定，16-29
範囲の 限定，11-10
表や列からの指定，16-29

REGEXP_COUNT ファンクション，5-143
REGEXP_INSTR ファンクション，5-144
REGEXP_LIKE 条件，7-17
REGEXP_REPLACE ファンクション，5-147
REGEXP_SUBSTR ファンクション，5-149
REGISTER LOGFILE 句

ALTER DATABASE，10-34
REGISTER 句

ALTER SYSTEM，11-62
REGR_AVGX ファンクション，5-150
REGR_AVGY ファンクション，5-150
REGR_COUNT ファンクション，5-150
REGR_INTERCEPT ファンクション，5-150
REGR_R2 ファンクション，5-150
REGR_SLOPE ファンクション，5-150
REGR_SXX ファンクション，5-150
REGR_SXY ファンクション，5-150
REGR_SYY ファンクション，5-150
RELY 句

制約，8-15
REMAINDER ファンクション，5-155
REMOTE_LOGIN_PASSWORDFILE 初期化パラメータ

データベース，14-16
RENAME CONSTRAINT 句

ALTER TABLE，12-51
RENAME DATAFILE 句

ALTER TABLESPACE，12-87
RENAME FILE 句

ALTER DATABASE，10-9，10-25
RENAME GLOBAL_NAME 句

ALTER DATABASE，10-38
RENAME PARTITION 句

ALTER INDEX，10-78
ALTER TABLE，12-62

RENAME SUBPARTITION 句

ALTER INDEX，10-78
ALTER TABLE，12-62

RENAME 句
ALTER INDEX，10-76
ALTER OUTLINE，11-26
ALTER TABLE，12-37
ALTER TABLESPACE，12-86
ALTER TRIGGER，13-3
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RENAME 文，18-82
REPLACE ファンクション，5-155
RESET COMPATIBILITY 句

ALTER DATABASE，10-9
RESETLOGS パラメータ

CREATE CONTROLFILE，14-13
RESOLVER 句

ALTER JAVA CLASS，10-86
ALTER JAVA SOURCE，10-86
CREATE JAVA，14-79

RESOLVE 句

ALTER JAVA CLASS，10-86
CREATE JAVA，14-77

RESOURCE_VIEW，7-19
RESOURCE ロール，18-46
RESTRICTED SESSION システム権限，18-38，18-42
RESULT_CACHE ヒント，2-93
RESUMABLE システム権限，18-45
RESUME 句

ALTER SYSTEM，11-59
RETENTION パラメータ

LOB 記憶域，16-39
RETURNING 句

DELETE，17-28
INSERT，18-55
UPDATE，19-63，19-64，19-68

RETURN 句

CREATE OPERATOR，15-33
REUSE 句

CREATE CONTROLFILE，14-12
ファイル指定，8-31

REVERSE 句
CREATE INDEX，14-61

REVERSE パラメータ
ALTER INDEX ...REBUILD，10-73，10-74

REVOKE CONNECT THROUGH 句
ALTER USER，13-6，13-7，13-9

REVOKE 句
ALTER USER，13-9

REVOKE 文，18-84
REWRITE ヒント，2-94
ROLLBACK 文，18-92
ROLLUP 句

SELECT 文，19-24
ROUND ファンクション

書式モデル，5-248
数値ファンクション，5-156
日付ファンクション，5-157

ROW EXCLUSIVE ロック・モード，18-71
ROW SHARE ロック・モード，18-70
ROW_NUMBER ファンクション，5-158
ROWDEPENDENCIES 句

CREATE CLUSTER，14-6
CREATE TABLE，16-54

ROWID，2-26
外部キー表，2-27
拡張

基本，2-27
直接利用できない，2-27

索引構成表，2-27
使用方法，3-8
説明，2-26
非物理，2-27

ROWIDTOCHAR ファンクション，5-159
ROWIDTONCHAR ファンクション，5-160
ROWID 疑似列，2-26，2-27，3-8
ROWID データ型，2-26
ROWNUM 疑似列，3-9

使用方法，3-10
RPAD ファンクション，5-160
RR 日時書式要素，2-62
RTRIM ファンクション，5-161

S
SAMPLE 句

SELECT，19-17
SELECT および副問合せ，19-8

SAVEPOINT 文，19-2
SCHEMA 句

CREATE JAVA，14-78
SCOPE FOR 句

ALTER MATERIALIZED VIEW，11-8
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-12

SDO_GEOMETRY データ型，2-33
SDO_GEORASTER データ型，2-33
SDO_TOPO_GEOMETRY データ型，2-34
SEGMENT MANAGEMENT 句

CREATE TABLESPACE，16-79
SELECT ANY CUBE DIMENSION システム権限，18-41
SELECT ANY CUBE システム権限，18-40
SELECT ANY DICTIONARY システム権限，18-45
SELECT ANY MINING MODEL システム権限，18-40
SELECT ANY SEQUENCE システム権限，18-42
SELECT ANY TABLE システム権限，18-43
SELECT_CATALOG_ROLE ロール，18-46
SELECT オブジェクト権限

OLAP キューブ，18-48
OLAP キューブ・ディメンション，18-48
順序，18-49
ビュー，18-50
ビューに対する付与，18-35
表，18-49
マイニング・モデル，18-47
マテリアライズド・ビュー，18-47

SELECT 構文のリスト，9-2
順序付け，9-10

SELECT 文，9-2，19-4
SESSION_ROLES ビュー，19-51
SESSIONS_PER_USER パラメータ

ALTER PROFILE，11-29
SESSIONTIMEZONE ファンクション，5-163
SET CONSTRAINT(S) 文，19-49
SET DANGLING TO NULL 句

ANALYZE，13-17
SET DATABASE 句

CREATE CONTROLFILE，14-12
SET KEY 句

ALTER SYSTEM，11-62
SET ROLE 文，19-51
SET STANDBY DATABASE 句

ALTER DATABASE，10-33
SET STATEMENT_ID 句

EXPLAIN PLAN，18-20
SET TIME_ZONE 句

ALTER DATABASE，10-17，10-39
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ALTER SESSION，11-47
CREATE DATABASE，14-19

SET TRANSACTION 文，19-53
SET UNUSED 句

ALTER TABLE，12-46
SET WALLET 句

ALTER SYSTEM，11-61
SET 句

ALTER SESSION，11-44
ALTER SYSTEM，11-63

SET 条件，7-11
SET ファンクション，5-163
SGA「システム・グローバル領域（SGA）」を参照

SHARE ROW EXCLUSIVE ロック・モード，18-71
SHARE UPDATE ロック・モード，18-71
SHARED 句

CREATE DATABASE LINK，14-29
SHRINK SPACE 句

ALTER INDEX，10-70
ALTER MATERIALIZED VIEW，11-10
ALTER MATERIALIZED VIEW LOG，11-19
ALTER TABLE，12-35

SHUTDOWN 句

ALTER SYSTEM，11-62
SI_AverageColor データ型，2-35
SI_ColorHistogram データ型，2-35
SI_Color データ型，2-35
SI_FeatureList データ型，2-35
SI_PositionalColorHistogram データ型，2-35
SI_StillImage データ型，2-35
SI_Texture データ型，2-35
SIGN ファンクション，5-164
SINGLE TABLE 句

CREATE CLUSTER，14-5
SINH ファンクション，5-165
SIN ファンクション，5-165
SIZE 句

ALTER CLUSTER，10-6
CREATE CLUSTER，14-5
ファイル指定，8-31

SNMPAGENT ロール，18-46
SOME 演算子，7-4
SOUNDEX ファンクション，5-166
SPLIT PARTITION 句

ALTER INDEX，10-79
ALTER TABLE，12-62

SPTH 日時書式要素の接尾辞，2-63
SP 日時書式要素の接尾辞，2-63
SQL Developer，1-4
SQL:99 規格，1-2
SQL/DS データ型，2-27

制限事項，2-28
SQL*Loader の挿入のログの記録，10-71
SQL コメント

XMLCOMMENT，5-232
SQL ファンクション

ABS，5-15
ACOS，5-16
ADD_MONTHS，5-16
APPENDCHILDXML，5-17
ASCII，5-18
ASCIISTR，5-17
ASIN，5-19

ATAN，5-19
ATAN2，5-20
AVG，5-20
BFILENAME，5-21
BIN_TO_NUM，5-22
BITAND，5-23
CARDINALITY，5-25
CAST，5-25
CEIL，5-28
CHARTOROWID，5-28
CHR，5-29
CLUSTER_ID，5-30
CLUSTER_PROBABILITY，5-31
CLUSTER_SET，5-32
COALESCE，5-35
COLLECT，5-36
COMPOSE，5-36
CONCAT，5-37
CONVERT，5-38
CORR，5-39
CORR_K，5-42
CORR_S，5-42
COS，5-42
COSH，5-43
COUNT，5-43
COVAR_POP，5-45
COVAR_SAMP，5-46
CUBE_TABLE，5-47
CUME_DIST，5-48
CURRRENT_DATE，5-50
CURRRENT_TIMESTAMP，5-50
CV，5-51
DATAOBJ_TO_PARTITION，5-52
DBTIMEZONE，5-53
DECOMPOSE，5-54
DELETEXML，5-55
DENSE_RANK，5-56
DEREF，5-58
DUMP，5-59
EMPTY_BLOB，5-60
EMPTY_CLOB，5-60
EXISTSNODE，5-61
EXP，5-62
EXTRACTXML，5-65
EXTRACT（XML），5-65
EXTRACT（日時），5-62
FEATURE_ID，5-66
FEATURE_SET，5-67
FEATURE_VALUE，5-69
FIRST，5-71
FIRST_VALUE，5-72
FLOOR，5-74
FROM_TZ，5-74
GREATEST，5-75
GROUP_ID，5-75
GROUPING，5-76
GROUPING_ID，5-77
HEXTORAW，5-78
INITCAP，5-78
INSERTCHILDXML，5-79
INSERTCHILDXMLAFTER，5-80
INSERTCHILDXMLBEFORE，5-81
INSERTXMLAFTER，5-82
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INSERTXMLBEFORE，5-82
INSTR，5-83
INSTR2，5-83
INSTR4，5-83
INSTRB，5-83
INSTRC，5-83
ITERATION_NUMBER，5-85
LAG，5-86
LAST，5-87
LAST_DAY，5-87
LAST_VALUE，5-88
LEAD，5-90
LEAST，5-91
LENGTH，5-91
LENGTH2，5-91
LENGTH4，5-91
LENGTHB，5-91
LENGTHC，5-91
LN，5-92
LNNVL，5-93
LOB 列への適用，5-2
LOCALTIMESTAMP，5-94
LOG，5-95
LOWER，5-95
LPAD，5-96
LTRIM，5-96
MAKE_REF，5-97
MAX，5-98
MEDIAN，5-99
MIN，5-101
MOD，5-102
MONTHS_BETWEEN，5-103
NANVL，5-103
NCHR，5-104
NEW_TIME，5-105
NEXT_DAY，5-106
NLS_CHARSET_DECL_LEN，5-106
NLS_CHARSET_ID，5-107
NLS_CHARSET_NAME，5-107
NLS_INITCAP，5-108
NLS_LOWER，5-109
NLS_UPPER，5-111
NLSSORT，5-109
NLS 文字，5-4
NLV2，5-115
NTILE，5-111
NULLIF，5-112
NULL 関連，5-8
NUMTODSINTERVAL，5-113
NUMTOYMINTERVAL，5-114
NVL，5-115
ORA_HASH，5-116
PERCENT_RANK，5-118
PERCENTILE_CONT，5-119
PERCENTILE_DISC，5-121
POWER，5-122
POWERMULTISET，5-123
POWERMULTISET_BY_CARDINALITY，5-124
PREDICTION，5-125
PREDICTION_BOUNDS，5-127
PREDICTION_COST，5-128
PREDICTION_DETAILS，5-130
PREDICTION_PROBABILITY，5-131

PREDICTION_SET，5-133
PRESENTNNV，5-135
PRESENTV，5-136
PREVIOUS，5-137
RANK，5-138
RATIO_TO_REPORT，5-140
RAWTOHEX，5-141
RAWTONHEX，5-141
REF，5-142
REFTOHEX，5-142
REGEXP_COUNT，5-143
REGEXP_INSTR，5-144
REGEXP_REPLACE，5-147
REGEXP_SUBSTR，5-149
REGR_AVGX，5-150
REGR_AVGY，5-150
REGR_COUNT，5-150
REGR_INTERCEPT，5-150
REGR_R2，5-150
REGR_SLOPE，5-150
REGR_SXX，5-150
REGR_SXY，5-150
REGR_SYY，5-150
REMAINDER，5-155
REPLACE，5-155
ROUND（数値），5-156
ROUND（日付），5-157
ROW_NUMBER，5-158
ROWIDTOCHAR，5-159
ROWIDTONCHAR，5-160
RPAD，5-160
RTRIM，5-161
SESSIONTIMEZONE，5-163
SET，5-163
SIGN，5-164
SIN，5-165
SINH，5-165
SOUNDEX，5-166
SQRT，5-167
STATS_BINOMIAL_TEST，5-167
STATS_CROSSTAB，5-168
STATS_F_TEST，5-169
STATS_KS_TEST，5-170
STATS_MODE，5-171
STATS_MW_TEST，5-172
STATS_ONE_WAY_ANOVA，5-173
STATS_T_TEST_INDEP，5-174，5-176
STATS_T_TEST_INDEPU，5-174，5-176
STATS_T_TEST_ONE，5-174，5-175
STATS_T_TEST_PAIRED，5-174，5-176
STATS_WSR_TEST，5-177
STDDEV，5-178
STDDEV_POP，5-179
STDDEV_SAMP，5-180
SUBSTR，5-181
SUBSTR2，5-181
SUBSTR4，5-181
SUBSTRB，5-181
SUBSTRC，5-181
SUM，5-182
SYS_CONNECT_BY_PATH，5-184
SYS_CONTEXT，5-184
SYS_DBURIGEN，5-190
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SYS_EXTRACT_UTC，5-190
SYS_GUID，5-191
SYS_TYPEID，5-191
SYS_XMLAGG，5-192
SYS_XMLGEN，5-193
SYSDATE，5-194
SYSTIMESTAMP，5-194
TAN，5-195
TANH，5-195
TIMESTAMP_TO_SCN，5-196
TO_BINARY_DOUBLE，5-196
TO_BINARY_FLOAT，5-198
TO_BLOB，5-198
TO_CHAR（数値），5-201
TO_CHAR（日時），5-200
TO_CHAR（文字），5-199
TO_CLOB，5-203
TO_DATE，5-203
TO_DSINTERVAL，5-205
TO_LOB，5-206
TO_MULTI_BYTE，5-206
TO_NCHAR（数値），5-208
TO_NCHAR（日時），5-207
TO_NCHAR（文字），5-207
TO_NCLOB，5-209
TO_NUMBER，5-209
TO_SINGLE_BYTE，5-210
TO_TIMESTAMP，5-210
TO_YMINTERVAL，5-212
TRANSLATE，5-213
TRANSLATE ... USING，5-214
TREAT，5-215
TRIM，5-216
TRUNC（数値），5-217
TRUNC（日付），5-218
TZ_OFFSET，5-218
t 検定，5-174
UID，5-219
UNISTR，5-219
UPDATEXML，5-220
UPPER，5-221
USER，5-221
USERENV，5-222
VALUE，5-223
VAR_POP，5-223
VAR_SAMP，5-224
VARIANCE，5-225
VSIZE，5-226
WIDTH_BUCKET，5-227
XMLAGG，5-228
XMLCAST，5-229
XMLCDATA，5-230
XMLCONCAT，5-232
XMLDiff，5-233
XMLExists，5-237
XMLPARSE，5-238
XMLPI，5-240
XMLQUERY，5-241
XMLROOT，5-242
XMLSERIALIZE，5-244
XMLTABLE，5-245
XML ファンクション，5-7
一般的な比較ファンクション，5-5

エンコーディングおよびデコーディング，5-8
オブジェクト参照，5-15
階層，5-6
環境および識別子，5-8
集計，5-8
収集，5-6
数値，5-3
線形回帰，5-150
単一行，5-3
データ・マイニング，5-7
日付，5-5
分析，5-10
変換，5-5
文字

数値，5-4
文字値，5-4

モデル，5-15
ラージ・オブジェクト，5-6

SQL 文

ALTER FLASHBACK ARCHIVE，10-60
CREATE FLASHBACK ARCHIVE，14-45
DDL，10-2
DML，10-3
DROP FLASHBACK ARCHIVE，17-41
監査

正常終了，13-30
セッション，13-29
停止，18-76
プロキシ，13-28
ユーザー，13-28

構成，10-4
再開可能な領域割当て，11-44
システム制御，10-3
実行計画の判断，18-19
種類，10-2
セッション制御，10-3
セッション中の実行の監査，13-25
停止およびコンパイル，11-44
トランザクション制御，10-3
取消し，18-92
ロールバック，18-92

SQRT ファンクション，5-167
STAR_TRANSFORMATION_ENABLED 初期化パラメー

タ，2-95
STAR_TRANSFORMATION ヒント，2-94
START LOGICAL STANDBY APPLY 句

ALTER DATABASE，10-36
START WITH 句

ALTER MATERIALIZED VIEW ...REFRESH，11-12
SELECT および副問合せ，19-9
問合せおよび副問合せ，19-23

START WITH パラメータ
CREATE SEQUENCE，15-66

startup_clauses
ALTER DATABASE，10-10

STATS_BINOMIAL_TEST ファンクション，5-167
STATS_CROSSTAB ファンクション，5-168
STATS_F_TEST ファンクション，5-169
STATS_KS_TEST ファンクション，5-170
STATS_MODE ファンクション，5-171
STATS_MW_TEST ファンクション，5-172
STATS_ONE_WAY_ANOVA ファンクション，5-173
STATS_T_TEST_INDEPU ファンクション，5-174，5-176
索引索引索引索引 -20



STATS_T_TEST_INDEP ファンクション，5-174，5-176
STATS_T_TEST_ONE ファンクション，5-174，5-175
STATS_T_TEST_PAIRED ファンクション，5-174，5-176
STATS_WSR_TEST ファンクション，5-177
STDDEV_POP ファンクション，5-179
STDDEV_SAMP ファンクション，5-180
STDDEV ファンクション，5-178
STOP LOGICAL STANDBY 句

ALTER DATABASE，10-36
STORAGE 句

ALTER CLUSTER，10-6
ALTER INDEX，10-71
ALTER MATERIALIZED VIEW LOG，11-17
CREATE MATERIALIZED VIEW LOG，15-27
CREATE MATERIALIZED VIEW LOG「CREATE 

TABLE」を参照
CREATE TABLE，8-41，16-10

STORE IN 句
ALTER TABLE，12-38，16-47

Structured Query Language（SQL）
Oracle のツール製品のサポート，1-4
キーワード，A-3
規格，1-2，B-1
構文，10-4，A-2
説明，1-2
パラメータ，A-3
ファンクション，5-2
文

コストの判断，18-19
SUBMULTISET 条件，7-13
SUBPARTITION BY HASH 句

CREATE TABLE，16-21，16-51
SUBPARTITION BY LIST 句

CREATE TABLE，16-51
SUBPARTITION 句

ANALYZE，13-16
DELETE，17-26
INSERT，18-58
LOCK TABLE，18-70
UPDATE，19-65

SUBSTR2 ファンクション，5-181
SUBSTR4 ファンクション，5-181
SUBSTRB ファンクション，5-181
SUBSTRC ファンクション，5-181
SUBSTR ファンクション，5-181
SUM ファンクション，5-182
SUSPEND 句

ALTER SYSTEM，11-59
SWITCH LOGFILE 句

ALTER SYSTEM，11-59
SYS_CONNECT_BY_PATH ファンクション，5-184
SYS_CONTEXT ファンクション，5-184
SYS_DBURIGEN ファンクション，5-190
SYS_EXTRACT_UTC ファンクション，5-190
SYS_GUID ファンクション，5-191
SYS_NC_ROWINFO$ 列，16-59，17-19
SYS_TYPEID ファンクション，5-191
SYS_XMLAGG ファンクション，5-192
SYS_XMLGEN ファンクション，5-193
SYSAUX 句

CREATE DATABASE，14-23
SYSAUX 表領域

作成，14-23，16-75

SYSDATE ファンクション，5-194
SYSDBA システム権限，18-46
SYSOPER システム権限，18-46
SYSTEM 表領域

ローカル管理，14-22
SYSTEM ユーザー

パスワードの割当て，14-19
SYSTIMESTAMP ファンクション，5-194
SYS ユーザー

パスワードの割当て，14-19

T
TABLESPACE 句

ALTER INDEX ...REBUILD，10-73
CREATE CLUSTER，14-5
CREATE INDEX，14-60
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-13
CREATE MATERIALIZED VIEW LOG，15-28
CREATE TABLE，16-30

TABLE 句

ANALYZE，13-15
INSERT，18-59
SELECT，19-18
TRUNCATE，19-59
UPDATE，19-64，19-66

TANH ファンクション，5-195
TAN ファンクション，5-195
TEMPFILE 句

ALTER DATABASE，10-12，10-27
TEMPORARY TABLESPACE 句

ALTER USER，13-8
ALTER USER「CREATE USER」を参照，13-7
CREATE USER，17-10

TEMPORARY 句

ALTER TABLESPACE，12-91
CREATE TABLESPACE，16-80

TEST 句
ALTER DATABASERECOVER，10-22

THSP 日時書式要素の接尾辞，2-63
TH 日時書式要素の接尾辞，2-63
TIME_ZONE セッション・パラメータ，11-47
TIMESTAMP WITH LOCAL TIME ZONE データ型，

2-19
TIMESTAMP WITH TIME ZONE データ型，2-18
TIMESTAMP_TO_SCN ファンクション，5-196
TIMESTAMP データ型，2-18

DB2，2-28
SQL/DS，2-28

TIME データ型
DB2，2-28
SQL/DS，2-28

TO SAVEPOINT 句

ROLLBACK，18-93
TO_BINARY_DOUBLE ファンクション，5-196
TO_BINARY_FLOAT ファンクション，5-198
TO_BLOB ファンクション，5-198
TO_CHAR

数値変換ファンクション，5-201
日時変換ファンクション，5-200

TO_CHAR ファンクション，2-54，2-57，2-63
TO_CHAR（文字）ファンクション，5-199
TO_CLOB ファンクション，5-203
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TO_DATE ファンクション，2-57，2-62，2-64，5-203
TO_DSINTERVAL ファンクション，5-205
TO_LOB ファンクション，5-206
TO_MULTI_BYTE ファンクション，5-206
TO_NCHAR（数値）ファンクション，5-208
TO_NCHAR（日時）ファンクション，5-207
TO_NCHAR（文字）ファンクション，5-207
TO_NCLOB ファンクション，5-209
TO_NUMBER ファンクション，2-54，5-209
TO_SINGLE_BYTE ファンクション，5-210
TO_TIMESTAMP_TZ ファンクション

SQL ファンクション
TO_TIMESTAMP_TZ，5-211

TO_TIMESTAMP ファンクション，5-210
TO_YMINTERVAL ファンクション，5-212
TRANSLATE ... USING ファンクション，5-214
TRANSLATE ファンクション，5-213
TREAT ファンクション，5-215
TRIM ファンクション，5-216
TRUNCATE PARTITION 句

ALTER TABLE，12-62
TRUNCATE SUBPARTITION 句

ALTER TABLE，12-62
TRUNCATE_CLUSTER 文，19-56
TRUNCATE_TABLE 文，19-58
TRUNC ファンクション

書式モデル，5-248
数値ファンクション，5-217
日付ファンクション，5-218

TZ_OFFSET ファンクション，5-218

U
UID ファンクション，5-219
UNDER ANY TYPE システム権限，18-44
UNDER ANY VIEW システム権限，18-44
UNDER_PATH 条件，7-19
UNDER オブジェクト権限

型，18-48
ビュー，18-50

UNDER 句

CREATE VIEW，17-17
UNDO

システム管理，11-36，14-24
ロールバック，11-36，14-24

UNDO_RETENTION 初期化パラメータ
ALTER SYSTEM での設定，18-25

UNDO のロールバック，11-36，14-24
UNDO 表領域

期限が切れていないデータの保持，12-92，16-81
削除，18-9
作成，14-24，16-81
変更，12-85

UNDO 表領域句
CREATE DATABASE，14-24
CREATE TABLESPACE，16-81

UNIFORM 句

CREATE TABLESPACE，16-78
UNION ALL 集合演算子，4-6，19-29
UNION 集合演算子，4-6，19-29
UNIQUE 句

CREATE INDEX，14-56
CREATE TABLE，16-29

SELECT，19-13
UNISTR ファンクション，5-219
UNLIMITED TABLESPACE システム権限，18-43
UNNEST ヒント，2-95
UNQUIESCE 句

ALTER SYSTEM，11-60
UNRECOVERABLE，10-72，16-32
「NOLOGGING 句」を参照

UNUSABLE LOCAL INDEXES 句

ALTER MATERIALIZED VIEW，11-9
ALTER TABLE，12-68

UNUSABLE 句
ALTER INDEX，10-75

UPDATE ANY CUBE BUILD PROCESS システム権限，
18-41

UPDATE ANY CUBE DIMENSION システム権限，
18-41

UPDATE ANY CUBE システム権限，18-40
UPDATE ANY TABLE システム権限，18-43
UPDATE BLOCK REFERENCES 句

ALTER INDEX，10-76，10-78
UPDATE GLOBAL INDEXES 句

ALTER TABLE，12-69
UPDATE SET 句

MERGE，18-72
UPDATEXML ファンクション，5-220
UPDATE オブジェクト権限

OLAP キューブ，18-48
OLAP キューブ・ディメンション，18-48
ビュー，18-50
表，18-49

UPDATE 文，19-62
UPGRADE 句

ALTER DATABASE，10-19
ALTER TABLE，12-35

UPPER ファンクション，5-221
URL

生成，5-190
UROWID

外部キー表，2-27
索引構成表，2-27
説明，2-27

UROWID データ型，2-27
USE_CONCAT ヒント，2-95
USE_HASH ヒント，2-96
USE_MERGE ヒント，2-96
USE_NL_WITH_INDEX ヒント，2-97
USE_NL ヒント，2-96
USE_PRIVATE_OUTLINES セッション・パラメータ，

11-48
USE_STORED_OUTLINES セッション・パラメータ，

11-49，11-64
USER SYSTEM 句

CREATE DATABASE，14-19
USER SYS 句

CREATE DATABASE，14-19
USER_COL_COMMENTS データ・ディクショナリ・

ビュー，13-42
USER_INDEXTYPE_COMMENTS データ・ディクショ

ナリ・ビュー，13-42
USER_MVIEW_COMMENTS データ・ディクショナリ・

ビュー，13-42
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USER_OPERATOR_COMMENTS データ・ディクショナ

リ・ビュー，13-42
USER_TAB_COMMENTS データ・ディクショナリ・

ビュー，13-42
USERENV ファンクション，5-222
USER ファンクション，5-221
USING BFILE 句

CREATE JAVA，14-79
USING BLOB 句

CREATE JAVA，14-79
USING CLOB 句

CREATE JAVA，14-79
USING INDEX 句

ALTER MATERIALIZED VIEW，11-10
ALTER TABLE，12-31
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-15
CREATE TABLE，16-55
制約，8-15

USING NO INDEX 句

CREATE MATERIALIZED VIEW，15-15
USING ROLLBACK SEGMENT 句

ALTER MATERIALIZED VIEW ...REFRESH，11-12
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-18

USING 句
ALTER INDEXTYPE，10-83
ASSOCIATE STATISTICS，13-22，13-23
CREATE DATABASE LINK，14-31
CREATE INDEXTYPE，14-74

UTC
日時値から抽出，5-190

UTC オフセット

タイムゾーン地域に置換，2-50
UTLCHN.SQL スクリプト，13-18
UTLEXPT1.SQL スクリプト，12-67
UTLXPLAN.SQL スクリプト，18-19

V
VALIDATE REF UPDATE 句

ANALYZE，13-17
VALIDATE STRUCTURE 句

ANALYZE，13-17
VALIDATE 句

DROP TYPE，18-13
VALUES LESS THAN 句

CREATE TABLE，16-46
VALUES 句

CREATE INDEX，14-63
INSERT，18-60

VALUE ファンクション，5-223
VAR_POP ファンクション，5-223
VAR_SAMP ファンクション，5-224
VARCHAR2 データ型，2-10

NUMBER への変換，2-54
VARCHAR データ型，2-11
VARGRAPHIC データ型

DB2，2-28
SQL/DS，2-28

VARIANCE ファンクション，5-225
VARRAY，2-30

アウトラインでの格納，2-30
記憶特性，12-42，12-50，16-41
作成，17-3

仕様部の削除，18-12
ネストした表との比較，2-39
比較規則，2-39
本体の削除，18-14
戻り値の変更，12-49
列プロパティの変更，12-16

VARRAY 句

ALTER TABLE，12-13
VARRAY 列プロパティ

ALTER TABLE，12-13，12-42
CREATE MATERIALIZED VIEW，15-10
CREATE TABLE，16-12，16-41

VARYING 配列「VARRAY」を参照

VSIZE ファンクション，5-226

W
WHENEVER NOT SUCCESSFUL 句

NOAUDIT，18-78
WHENEVER SUCCESSFUL 句

AUDIT sql_statements，13-30
NOAUDIT，18-78

WHERE 句

DELETE，17-27
SELECT，9-4
UPDATE，19-68
問合せおよび副問合せ，19-22

WIDTH_BUCKET ファンクション，5-227
With Admin Option 句

GRANT，18-34
WITH CHECK OPTION 句

CREATE VIEW，17-15，17-19
DELETE，17-26
INSERT，18-59
SELECT，19-8
UPDATE，19-65

With Grant Option 句

GRANT，18-36
With Hierarchy Option

GRANT，18-36
WITH INDEX CONTEXT 句

CREATE OPERATOR，15-34
WITH OBJECT IDENTIFIER 句

CREATE VIEW，17-17
WITH OBJECT ID 句

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG，15-29
WITH OBJECT OID「WITH OBJECT IDENTIFIER」を

参照
WITH PRIMARY KEY 句

ALTER MATERIALIZED VIEW，11-12
CREATE MATERIALIZED VIEW LOG，15-29
CREATE MATERIALIZED VIEW ...REFRESH，15-18

WITH query_name 句
SELECT，19-13

WITH READ ONLY 句

CREATE VIEW，17-15，17-19
DELETE，17-26
INSERT，18-59
SELECT，19-8
UPDATE，19-65

WITH ROWID 句

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG，15-29
CREATE MATERIALIZED VIEW ...REFRESH，15-18
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REF 制約，8-12
WITH SEQUENCE 句

CREATE MATERIALIZED VIEW LOG，15-29
WRITE オブジェクト権限

ディレクトリ，18-47
WRITE 句

COMMIT，13-45

X
XML

例，E-8
XMLAGG ファンクション，5-228
XMLCAST ファンクション，5-229
XMLCDATA ファンクション，5-230
XMLCOMMENT ファンクション，5-232
XMLCONCAT ファンクション，5-232
XMLDATA 疑似列，3-10
XMLDiff ファンクション，5-233
XMLExists ファンクション，5-237
XMLGenFormatType オブジェクト，2-66
XMLIndex

作成，14-66
変更，10-74

XMLPARSE ファンクション，5-238
XMLPI ファンクション，5-240
XMLQUERY ファンクション，5-241
XMLROOT ファンクション，5-242
XMLSchema

単一および複数，16-43
表からの削除，12-43
表への追加，12-43，16-43

XMLSERIALIZE ファンクション，5-244
XMLTABLE ファンクション，5-245
XMLType 記憶域句

CREATE TABLE，16-43
XMLType ビュー，17-19

問合せ，17-19
XMLType 表

索引の作成，14-68
作成，16-59，16-64

XMLType 列
記憶域，16-43
バイナリ XML 書式での保存，16-43
プロパティ，12-43，16-43

XML 出力の出力整形，5-244
XML 条件，7-19
XML 書式モデル，2-66
XML データ

記憶域，16-43
XML データベース・リポジトリ

SQL アクセス，7-19
XML 文書

XML のフラグメントから生成，5-192
データベースからの検索，5-190

XML のフラグメント，5-65
XML ファンクション，5-7

ああああ

アーカイブ REDO ログ

位置，10-20

アーカイブ・モード

指定，14-21
アウトライン

PUBLIC による使用，15-36
置換え，15-36
オプティマイザによる使用，11-64
オプティマイザによるプライベート・アウトラインの

使用，11-48
グループの格納，15-37
現行のセッションによる使用，15-36
異なるカテゴリへの割当て，11-25，11-26，11-27
コピー，15-37
再構築，11-25，11-27
再コンパイル，11-26
作成，15-35
実行計画の生成での使用，11-49，15-35
データベースからの削除，17-54
動的な使用可能化または使用禁止化，15-36
名前の変更，11-25，11-26，11-27
付与

システム権限，18-41
文に対する作成，15-37

空きリスト

LOB に対する指定，16-39
表、パーティション、クラスタまたは索引の指定，

8-47
アスタリスク

問合せの全列ワイルド・カード，19-14
圧縮

索引キー，10-67
アプリケーション

検証，14-8
保護，14-8
ユーザーとしての接続の許可，13-9

アプリケーション・サーバー

ユーザーとしての接続の許可，13-9
暗号化，16-26

表領域，8-49，16-77
暗号化キー

生成，11-62
アンチ結合，9-12
アンピボット操作，19-20

構文，19-7
例，19-39

暗黙的なデータ変換，2-39，2-41

いいいい

移行行

クラスタ，13-17
リスト，13-18

以上 / 以下のテスト，7-4
一意索引，14-56
一意制約

索引，16-55
使用可能，16-55
条件，14-70

一意の問合せ，19-13
一意の要素，5-163
一時表

作成，16-6，16-24
セッション固有，16-24
トランザクション固有，16-24
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一時表領域

作成，16-80
データベース作成時のエクステント管理の指定，

14-18
デフォルト，10-37
ユーザーへの指定，13-8，17-10

一時表領域グループ

ユーザーへの再割当て，13-8
ユーザーへの指定，17-10

一時ファイル
オフライン化，10-27
オンライン化，10-27
サイズ，8-31
サイズ変更，10-27
再利用，8-31
削除，10-27，12-88
指定，8-26
自動拡張，8-31
自動拡張の使用可能化，8-31，10-27
自動拡張の使用禁止化，10-27
縮小，12-88
データベースの定義，14-18
名前の変更，10-25
表領域の定義，16-72，16-73，16-74

位置の透過性，16-2
インサート

MERGE の使用，18-73
従来型，18-53
条件，18-62
シングルテーブル，18-57
ダイレクト・パス，18-53
同時の更新，18-72
マルチテーブル，18-61，18-62
マルチテーブルの例，18-66

インスタンス

索引エクステントの使用可能化，10-70
パラメータの設定，11-63

インスタンス・リカバリ
中断後の継続，10-19

インダウト・トランザクション
強制コミット，13-46
強制実行，13-46
ロールバック，18-92
ロールバックの強制，18-25，18-93

インライン制約

ALTER TABLE，12-41
CREATE TABLE，16-29

インライン・ビュー，9-13

うううう

埋込み SQL，10-4
プリコンパイラのサポート，10-4

ええええ

エクステント

インスタンスを使用したアクセス制限，10-70
オブジェクト作成時に割り当てられるエクステント数

の指定，8-46
オブジェクトの 大エクステント数の指定，8-46
オブジェクトの第 1 エクステントの指定，8-45
オブジェクトの第 2 エクステントの指定，8-45

サイズ増加の割合の指定，8-46
サブパーティションへの割当て，12-34
パーティションへの割当て，12-34
表への割当て，12-34

エラー・ロギング

DELETE 操作，17-28
INSERT 操作，18-63
MERGE 操作，18-74

エンコーディング・ファンクション，5-8
演算

DATE 値，2-20
演算子，4-1

CONNECT_BY_ROOT，4-5
MULTISET EXCEPT，4-7
MULTISET INTERSECT，4-7
MULTISET UNION，4-8
PRIOR，4-5
コメント，13-42
索引タイプからの削除，10-83
索引タイプへの追加，10-83
算術，4-3
実装の指定，15-32
集合，4-6，19-29
単項，4-2
バイナリ，4-2
付与

システム権限，18-41
変更，11-22
ユーザー定義，4-9

削除，17-53
作成，15-32
実装タイプ，15-34
バインド実装方法，15-33
バインドの戻り型，15-33
ファンクションへのバインド，11-23，15-33

ユーザー定義型、コンパイル，11-22
優先順位，4-3
連結，4-4

エンタープライズ・ユーザー

データベース・ユーザーとしての接続の許可，13-9

おおおお

応答時間
適化，2-77

オブジェクト・アクセス式，6-13
オブジェクト・インスタンス

型，7-23
オブジェクト「オブジェクト型」または「データベー

ス・オブジェクト」を参照，17-3
オブジェクト型，2-29

値，3-7
コンポーネント，2-29
作成，17-3
サブタイプの権限，18-36
参照「REF」を参照
識別子，3-7
システム権限の付与，18-44
仕様部の削除，18-12
属性，2-108

階層のメンバーシップ，12-41
型の階層，16-36
代替性，12-41
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統計タイプ，13-21
統計タイプの関連付けの解除，18-12
比較規則，2-39

MAP ファンクション，2-39
ORDER ファンクション，2-39

不完全，17-3
本体

再作成，17-6
作成，17-5

本体の削除，18-14
メソッド，2-108
メンバー・メソッドの定義，17-5

オブジェクト型マテリアライズド・ビュー

作成，15-12
オブジェクト型列

階層のメンバーシップ，12-41
型の階層，16-36
代替性，12-41
プロパティの定義

マテリアライズド・ビュー，15-9
プロパティの変更

表，12-11，12-41
オブジェクト権限

FLASHBACK ARCHIVE，18-47
データベース・オブジェクト

取消し，18-88
取消し，18-85

PUBLIC，18-87
ユーザー，18-84，18-87
ロール，18-84，18-87

付与，15-56
特定の列，18-36
複数，15-62

オブジェクト参照ファンクション，5-15
オブジェクト識別子

REF に含まれる，2-30
オブジェクト・ビュー，17-17
索引の指定，16-59
システム生成，16-58
指定，16-58
主キー，16-58

オブジェクト・ビュー，17-16
作成，17-16
サブビューの作成，17-17
実表

行の追加，18-53
定義，17-13
問合せ，17-16

オブジェクト表

アップグレード，12-35
階層の一部，16-58
行の追加，18-53

新バージョンへの更新，12-35
作成，16-7，16-58
システム生成の列名，16-58，16-59，17-16，17-19
問合せ，16-58

オペランド，4-1
オペレーティング・システム・ファイル

削除，10-27，18-9，18-10
オンライン REDO ログ

再初期化，10-28
オンライン索引，14-62

再構築，12-70

オンライン・バックアップ

表領域のオンライン・バックアップの終了，12-87

かかかか

カーソル
キャッシュ，18-19

下位 N 番のレポート，5-57，5-138，5-158
階層

ディメンションからの削除，10-44
ディメンションの追加，10-44
ディメンションの定義，14-35

階層問合せ，3-3，9-3，19-23
CONNECT_BY_ISCYCLE 疑似列，3-2
CONNECT_BY_ISLEAF 疑似列，3-2
CONNECT_BY_ROOT 演算子，4-5
PRIOR 演算子，4-5
親である行，3-3，9-4
疑似列，3-2
子である行，3-3，9-4
順序付け，19-29
説明，3-3
リーフ行，3-3
ルートおよびノードの値の検出，5-184

階層問合せ句

SELECT および副問合せ，19-9
階層ファンクション，5-6
外部 LOB，2-24
外部キー制約，8-9
外部キー表

ROWID，2-27
外部結合，9-11

制限事項，9-12
外部表，16-33

ORACLE_DATAPUMP アクセス・ドライバ，16-35
ORACLE_LOADER アクセス・ドライバ，16-35
アクセス・ドライバ，16-35
作成，16-34
制限事項，16-35
変更，12-52

外部ファンクション，14-48，15-45
外部プロシージャ，15-45

リモート・データベースからの実行，15-3
外部ユーザー，15-57，17-8
科学表記法，2-55
拡張 ROWID

基本，2-27
直接利用できない，2-27

拡張索引作成機能

例，E-2
拡張サブパーティション表名

DML 文，2-106
構文，2-106
制限事項，2-107

拡張パーティション表名

DML 文，2-106
構文，2-106
制限事項，2-107

数

SQL 構文内，2-46
構文，2-46
精度，2-47
比較規則，2-36
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浮動小数点，2-11，2-13
フルスペルでの表記，2-63

仮想列

作成，16-27
表への追加，12-40
変更，12-40

型「オブジェクト型」または「データ型」を参照

型コンストラクタ式，6-14
各国語キャラクタ・セット

可変長文字列，2-10
固定幅と可変幅，2-10
変更，10-37
マルチバイト・キャラクタ・セット，2-10
マルチバイト・キャラクタ・データ，2-26

空でないサブセット，5-123
環境ファンクション，5-8
監査

SQL 文，13-26
プロキシ，13-26
ユーザー，13-26

SQL 文の停止，18-76
オプション

SQL 文，13-32
システム権限，13-26
スキーマに対する SQL 文，13-26
ディレクトリに対する SQL 文，13-26
方針

値に基づいた方針，13-25
完全な外部結合，19-21
管理スタンバイ・リカバリ

既存の終了，10-23，10-24
制御の復帰，10-23，10-24
遅延の上書き，10-23
バックグラウンド・プロセス，10-23
物理スタンバイから論理スタンバイの作成，10-23

管理リカバリ
データベース，10-11

きききき

キー圧縮，16-34
索引

使用禁止，10-74
索引構成表，16-34
索引再構築，12-71
使用可能化，10-72
使用禁止，10-74，14-61
定義，10-74

キー保存表，17-18
キーワード，2-99

オブジェクト名，2-99
オプション，A-4
必須，A-3

記憶域パラメータ
デフォルトの変更，12-85
リセット，19-56，19-58

期間

演算，2-20
データ型，2-16
リテラル，2-51

期間式，6-10
期間条件，7-20

疑似列，3-1
COLUMN_VALUE，3-6
CONNECT_BY_ISCYCLE，3-2
CONNECT_BY_ISLEAF，3-2
CURRVAL，3-3
LEVEL，3-3
NEXTVAL，3-3
OBJECT_ID，3-7，16-58，16-59，17-16，17-19
OBJECT_VALUE，3-7
ORA_ROWSCN，3-8
ROWID，3-8
ROWNUM，3-9

使用方法，3-10
XMLDATA，3-10
階層問合せ，3-2
バージョン問合せ，3-6

逆索引，14-61
逆分散関数，5-119，5-121
キャッシュされたカーソル

実行計画，18-19
キャラクタ・セット

一般的，2-37
データベースのキャラクタ・セットの指定，14-20
データベースのデータ・ファイルの指定，14-20
変更，10-37
マルチバイト・キャラクタ，2-99

キャラクタ・ラージ・オブジェクト「CLOB」を参照

キューブ
データの抽出，5-47

行
階層順序の選択，9-3
削除

クラスタ，19-56，19-58
パーティションおよびサブパーティション，17-26
表，19-56，19-58
表およびビュー，17-23

制約違反時の格納，12-67
制約の指定，8-11
挿入

サブパーティション，18-58
パーティション，18-58
リモート・データベース，18-58

パーティション間の移動，16-15，16-55
表への追加，18-53

行コンストラクタ，6-15
兄弟関係

階層問合せでの順序付け，19-29
行値

列へのピボット，19-19
行値コンストラクタ，6-15
共有サーバー

システム・パラメータ，11-65
プロセス

終了，11-65
追加プロセスの作成，11-65

共有プール
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抑制，2-63
クエリー・リライト

定義済，19-4
ディメンション，14-33

位取り

NUMBER データ型，2-11
精度より大きい，2-12

クラスタ
SQL 例，17-33
移行行および連鎖行，13-17，13-18
エクステントの割当て，10-6，10-7
キー値

領域の変更，10-6
領域の割当て，14-5

記憶域属性

変更，10-5
記憶特性の変更，10-6
クラスタ索引，14-57
構造の検証，13-17
索引，14-5
作成，14-2
作成表領域，14-5
システム権限の付与，18-38
データベースからの削除，17-32
統計情報の収集，13-17
取り出されたブロックのキャッシュ，14-6
ハッシュ，14-5

シングルテーブル，14-5
ソート，14-4，16-26

表の削除，17-32
表の割当て，16-36
物理属性

指定，14-4
変更，10-5

並列度

作成時，14-6
変更，10-6，10-7

変更，10-5
未使用エクステントの割当て解除，10-6
未使用領域の解放，10-7

グルーピング・セット，19-24
グループ化

重複の排除，5-75
グループ比較条件，7-6
グローバル索引「グローバル・パーティション索引」を

参照
グローバル・パーティション索引，14-62，14-64
グローバル・ユーザー，15-57，17-9
クローン・データベース

マウント，10-18
クロス結合，19-21

けけけけ

桁区切り

指定，2-55
結合，9-10

アンチ結合，9-12
外部，9-11

グループ化された表，9-11
制限事項，9-12
データの稠密化，9-11

完全な外部結合，19-21

クロス，19-21
結合条件のない，9-11
自己，9-11
自然，19-22
条件

定義，9-10
セミ結合，9-13
等価結合，9-10
内部，9-11，19-21
パラレル，2-91
左側外部結合，19-21
右側外部結合，19-21

結合ビュー

更新可能化，17-18
変更，17-27，18-58，19-64
例，17-20

権限

オブジェクト型のサブタイプ，18-36
権限受領者からの取消し，18-85
「システム権限」または「オブジェクト権限」を参照

検証

オンラインのデータベース・オブジェクト，13-18
クラスタ，13-17
索引，13-17
データベース・オブジェクト

オフライン，13-18
表，13-17

ここここ

更新

MERGE の使用，18-72，18-73
同時の挿入，18-72

更新操作
サプリメンタル・ログ・データの収集，10-31

構文図，A-2
複数の部分に分割された図，A-5
ループ，A-4

コール

CPU 時間の制限，15-49
読み込まれたデータ・ブロックの制限，15-49

コール仕様
プロシージャ，15-45

コミット
自動，13-44
非同期，13-45

ごみ箱

オブジェクトの消去，18-80
コメント，2-69

SQL 文，2-69
演算子，13-42
オブジェクトからの削除，13-41
オブジェクトへの追加，13-41
索引タイプ，13-42
指定，2-69
スキーマ・オブジェクト，2-70
データ・ディクショナリからの削除，13-41
トランザクションとの関連付け，13-46
表，13-42
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コレクション

VARRAY，2-30
空のテスト，7-12
行の挿入，18-59
検索メソッドの変更，12-10
ネスト解除，19-18

例，19-45
ネストした表，2-30
表としての扱い，18-59，19-18，19-64，19-66
変更，12-49

コレクション型

マルチレベル，16-42
コレクション型値

データ型への変換，5-25
コレクション・ネスト解除，19-18

例，19-45
コンテキスト

システム権限の付与，18-38
ネームスペースの作成，14-8

コンテキスト・ネームスペース
LDAP ディレクトリを使用した初期化，14-9
OCI を使用した初期化，14-9
インスタンスへのアクセス性，14-9
データベースからの削除，17-34
パッケージへの関連付け，14-8

コンポジット・パーティション化
表の作成時，16-21，16-49
レンジ - リスト，12-55，16-51

コンポジット・レンジ・パーティション，16-49

ささささ

サーバー・ウォレット

キー，11-61
サーバー・パラメータ・ファイル

作成，15-68
メモリー，15-69

サービス名
リモート・データベース，14-31

再開可能な領域割当て，11-44
高水位標

クラスタ，10-7
索引，10-70
表，12-34，13-15

索引，10-71
B ツリー，14-50
UNUSABLE のマーク付け，10-75
XML Type 表，14-68
アプリケーション固有，14-73
一意，14-56
移動，10-72
オプティマイザによる参照不可，10-76，14-61
オンライン，14-62
オンラインの場合の再構築，10-74
キー圧縮，10-74
キー圧縮の使用可能化，10-72
キーの反復の排除，10-72
逆，10-72，10-73，10-74，14-61
クラスタ，14-57
クラスタへの作成，14-51
グローバル・パーティション，14-62，14-64

更新，12-69
グローバル・パーティション索引の作成，14-53

降順，14-60
クエリー・リライト，14-60
ファンクション索引，14-60

構造の検証，13-17
高速全体スキャン，2-79
ごみ箱からの消去，18-80
コンポジット・パーティション表，14-64
コンポジット・パーティション表への作成，14-56
再構築，10-72
再構築操作のログの記録，10-72
再作成，10-72
索引構成表，14-57
索引に基づく，14-65
索引パーティションの削除，17-44
索引パーティション・ブロックの内容のマージ，

10-78
索引ブロックの内容のマージ，10-76
作成，14-50
作成のパラレル化，14-62
サブパーティション

UNUSABLE のマーク付け，10-79
移動，10-72
エクステントの割当て，10-79
記憶特性の変更，10-77
再構築，10-72
再作成，10-72
使用禁止化，10-75
デフォルト属性の変更，10-77
名前の変更，10-78
表領域の指定，10-72，10-73
物理属性の変更，10-71
変更，10-72
未使用領域の解放，10-70，10-79

システム権限の付与，18-39
使用禁止化，10-75
使用禁止として作成，14-67
昇順，14-60
使用の統計情報，10-76
新規エクステントの割当て，10-70
スカラー型オブジェクト属性，14-57
制約の適用，12-51，16-55
属性の変更，10-71，10-72
ダイレクト・パス・インサートのログの記録，10-71
データベースからの削除，17-44
統計情報の収集，13-16
統計タイプの関連付けの解除，17-44
ドメイン，14-50，14-65，14-73
ドメイン例，E-2
名前の変更，10-72，10-76
ネストした表の記憶表，14-57
パーティション，2-106，14-50，14-62

UNUSABLE のマーク付け，10-79，12-68
記憶特性の変更，10-77
再構築，10-72
再作成，10-72
削除，10-77，10-79
実特性の変更，10-78
使用禁止化，10-75
使用禁止のパーティションの再構築，12-68
新規の追加，10-79
デフォルト属性の変更，10-77
名前の変更，10-78
ハッシュ・パーティションの結合，10-79
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表領域の指定，10-72，10-73
物理属性の変更，10-71
分割，10-77，10-79
未使用領域の解放，10-70
ユーザー定義，14-62

パーティション化，14-62
パーティション表，14-57
ハッシュ・パーティションの追加，10-77
ハッシュ・パーティション表，14-64

作成，14-55
ビットマップ，14-56
ビットマップ結合，14-67
表，14-51
表の列，14-57
表領域，14-60
表領域の指定，10-72，10-73
ファンクション，14-50

作成，14-58
ブロック内容のマージ，10-72
並列性の変更，10-71
未使用領域の解放，10-70
未ソート，14-61
リスト・パーティション表

作成，14-55
例，14-68
レンジ・パーティション表，14-64
レンジ・パーティション表への作成，14-55
ローカル・ドメイン，14-66
ローカル・パーティション，14-64

索引キー
圧縮，10-67

索引クラスタ
作成，14-5

索引構成表
2 次索引の更新，10-76
PCT_ACCESS_DIRECT 統計情報，13-15
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移動，12-70
オーバーフロー・セグメント

記憶域の指定，12-38，16-47
再構築，12-70
索引ブロックの内容のマージ，12-39
作成，16-6
主キー索引

結合，12-38
パーティション化、2 次索引の更新，10-78
ビットマップ索引の作成，16-33
変更，12-37，12-39
マッピング表，12-71

移動，12-58
作成，16-33

索引サブパーティション，14-56
索引タイプ

インスタンス，14-50
演算子の追加，10-82
コメント，13-42
索引タイプに基づく索引，14-65
削除ルーチンの起動，17-44
作成，14-73
システム権限の付与，18-39
実装タイプの変更，10-82
データベースからの削除，17-46
統計情報の関連付け，13-22，13-23

統計タイプの関連性の削除，17-46
変更，10-82

索引パーティション

サブパーティションの作成，14-56
削除，18-73
サブタイプ

安全な削除，18-13
サブパーティション

値の変更，19-65
エクステントの割当て，12-34
行の削除，12-62，17-26
行の挿入，18-58
行の追加，18-53
結合，12-56
作成，16-21
指定，16-49
挿入操作のロギング，12-33
追加，12-55
テンプレートの置換え，12-54
テンプレートの削除，12-54
テンプレートの作成，12-54，16-50
名前の変更，12-62
ハッシュ，16-51
非パーティション表への変換，12-66
表との交換，12-25
物理属性

変更，12-33
別のセグメントへの移動，12-58
未使用領域の解放，12-34
リスト，16-51
リスト・サブパーティションの追加，12-55
ロック，18-69

サブパーティション・テンプレート

置換え，12-54
作成，12-54

サプリメンタル・ロギング
小，10-31

識別キー（フル），10-31
算術

演算子，4-3
参照整合性制約，8-9
参照によるパーティション，16-48
参照パーティション化，16-48
参照パーティション表，12-52

メンテナンス操作，12-68

しししし

ジオイメージング，2-33
時間隔パーティション，12-53

時間隔の変更，12-53
パーティション化
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式
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CURSOR，6-7
DUAL 表の計算，9-14
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オブジェクト・アクセス，6-13
型コンストラクタ，6-14
期間，6-10
スカラー副問合せ，6-14
宣言型の変更，5-215
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単純，6-3
日時，6-8
比較，5-53
複合，6-4
プレースホルダ，6-13
モデル，6-11
リスト，6-15
列，6-6

識別子ファンクション，5-8
時刻書式モデル

短い，2-57，2-60
自己結合，9-11
システム・グローバル領域

更新，11-57
フラッシュ，11-58，11-59

システム権限
ADMINISTER ANY SQL TUNING SET，18-37
ADMINISTER DATABASE TRIGGER，18-43
ADMINISTER SQL TUNING SET，18-37
ADVISOR，18-37
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ALTER ANY CUBE，18-40
ALTER ANY CUBE DIMENSION，18-41
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CREATE ANY DIMENSION，18-38
CREATE ANY DIRECTORY，18-38
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CREATE ANY MATERIALIZED VIEW，18-39
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CREATE ANY PROCEDURE，18-41
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CREATE ANY TRIGGER，18-43
CREATE ANY TYPE，18-44
CREATE ANY VIEW，18-44
CREATE CLUSTER，18-38
CREATE CUBE，18-40
CREATE CUBE BUILD PROCESS，18-41
CREATE CUBE DIMENSION，18-41
CREATE DATABASE LINK，18-38
CREATE DIMENSION，18-38
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CREATE INDEXTYPE，18-39
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CREATE LIBRARY，18-39
CREATE MATERIALIZED VIEW，18-39
CREATE MEASURE FOLDER，18-40
CREATE MINING MODEL，18-40
CREATE OPERATOR，18-41
CREATE PROCEDURE，18-41
CREATE PROFILE，18-42
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CREATE TABLE，18-43
CREATE TABLESPACE，18-43
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DELETE ANY CUBE DIMENSION，18-41
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DROP ANY ROLE，18-42
DROP ANY SEQUENCE，18-42
DROP ANY SYNONYM，18-42
DROP ANY TABLE，18-43
DROP ANY TRIGGER，18-43
DROP ANY TYPE，18-44
DROP ANY VIEW，18-44
DROP PROFILE，18-42
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EXECUTE ANY TYPE，18-44
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FLASHBACK ARCHIVE ADMINISTER，18-38
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FORCE TRANSACTION，18-45
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GRANT ANY OBJECT PRIVILEGE，18-45
GRANT ANY PRIVILEGE，18-45
GRANT ANY ROLE，18-42
INSERT ANY CUBE DIMENSION，18-41
INSERT ANY MEASURE FOLDER，18-40
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LOCK ANY TABLE，18-43
MANAGE SCHEDULER，18-39
MANAGE TABLESPACE，18-43
MERGE ANY VIEW，18-44
ON COMMIT REFRESH，18-40
QUERY REWRITE，18-39
RESTRICTED SESSION，18-38，18-42
RESUMABLE，18-45
SELECT ANY CUBE，18-40
SELECT ANY CUBE DIMENSION，18-41
SELECT ANY DICTIONARY，18-45
SELECT ANY MINING MODEL，18-40
SELECT ANY SEQUENCE，18-42
SELECT ANY TABLE，18-43
SYSDBA，18-46
SYSOPER，18-46
UNDER ANY TYPE，18-44
UNDER ANY VIEW，18-44
UNLIMITED TABLESPACE，18-43
UPDATE ANY CUBE，18-40
UPDATE ANY CUBE BUILD PROCESS，18-41
UPDATE ANY CUBE DIMENSION，18-41
UPDATE ANY TABLE，18-43
アドバイザ・フレームワーク，18-37
ジョブ・スケジューラのタスク，18-39
取消し，18-84

PUBLIC，18-86
ユーザー，18-86
ロール，18-86

付与，15-56，18-31
PUBLIC，18-33
ユーザー，18-33

ロール，18-33
リスト，13-25，18-37

システム制御文，10-3
PL/SQL サポート，10-3

システム・パーティション化，16-52
システム・パラメータ

GLOBAL_TOPIC_ENABLED，11-64
システム変更番号

取得，3-8
自然結合，19-22
事前定義されているロール，18-33
実行計画

アウトラインの削除，17-54
判断，18-19
保存，15-35

実行時のコンパイル
回避，11-28，13-12

実行者権限
Java クラスについての変更，10-86
Java クラスの定義，14-77，14-78

自動 UNDO モード，11-36，14-24
自動ストレージ管理

クラスタ内のノードの移行，11-59
自動セグメント領域管理，16-79
シノニム

作成，16-2
シノニム，16-2
定義の変更，18-3
データベースからの削除，18-3
名前の変更，18-82
パブリック，16-3

削除，18-3
付与

システム権限，18-42
プライベート・シノニムの削除，18-3
リモート，16-4
ローカル，16-4

集計ファンクション，5-8
集合演算子，4-6，19-29

INTERSECT，4-6
MINUS，4-6
UNION，4-6
UNION ALL，4-6

収集ファンクション，5-6
主キー

値の生成，15-64
主キー制約，8-9

索引，16-55
使用可能，16-55

順序，3-3，15-64
値の事前割当て，15-66
値の順序付け，11-39
値のリサイクル，11-39
値へのアクセス，15-64
キャッシュされた値の数の変更，11-39
再開，18-2

値，15-66
事前に定義した制限，15-65
異なる番号，11-39
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設定，15-66
設定または変更，11-39
排除，11-39
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大値

設定，15-66
設定または変更，11-39
排除，11-39

再利用，15-64
作成，15-64
事前に定義した制限での停止，15-65
シノニム，16-2
使用場所，3-4
使用方法，3-4
初期値の設定，15-66
増分，15-64
増分値の設定，15-65
データベースからの削除，18-2
名前の変更，18-82
付与

システム権限，18-42
変更

増分値，11-39
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連続する値の保証，15-66
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障害グループ

ディスク・グループ用の作成，10-50，14-42
小計値

導出，19-24
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BETWEEN，7-20
EXISTS，7-19，7-21
IN，7-22
IS [NOT] EMPTY，7-12
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IS OF type，7-23
IS PRESENT，7-10
LIKE，7-14
MEMBER，7-12
NULL，7-18
REGEXP_LIKE，7-17
SET，7-11
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日時式，6-8
日時書式要素，2-58
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RR，2-62
大文字化，2-58
グローバリゼーション・サポート，2-61
接尾辞，2-63

日時データ型，2-16
夏時間，2-22

日時の演算，2-20
境界ケース，11-46
夏時間の演算，2-22

日時ファンクション，5-5
日時フィールド

日時または期間値からの抽出，5-62
日時リテラル，2-48
日時列

DATE 列からの作成，12-43
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ネームスペース
オブジェクトのネーミング規則，2-100
スキーマ・オブジェクト，2-100
非スキーマ・オブジェクト，2-100

ネームスペース、データベース，2-100
ネストした表，2-30，5-123，5-163，7-11

VARRAY との比較，2-39
階層の判断，7-13
記憶特性，12-41，16-42
既存の列からの作成，5-36
組合せ，4-6
索引構成表としての定義，12-41
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作成，17-3
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仕様部の削除，18-12
比較規則，2-39
変更，12-49
本体の削除，18-14
マテリアライズド・ビュー，15-9，15-10
マルチレベル，16-42
戻り値の変更，12-49
列プロパティの変更，12-11

ネストした副問合せ，9-13
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パーティション

LOB 記憶特性，12-42
値の変更，19-65
エクステント

索引への割当て，10-70
エクステントの割当て，12-34
記憶特性，8-41
行の削除，12-62，17-26
行の挿入，18-58
行の追加，18-53
コンポジット

指定，16-49
索引，14-62
削除，12-61
挿入操作のロギング，12-33
追加，12-52
名前の変更，12-62
ハッシュ

結合，12-60
指定，16-47
追加，12-59

非パーティション表への変換，12-66
表との交換，12-25
表領域

定義，16-30
物理属性

変更，12-33
分割，12-62
変更，12-52，12-54
マージ，12-65
未使用領域の解放，12-34
リスト・パーティションの追加，12-60
リテラル値に基づくパーティション，16-48
レンジ

指定，16-45
追加，12-59

ロギング属性，16-31
ロック，18-69

パーティション化

句
ALTER INDEX，10-67
ALTER TABLE，12-52

時間隔パーティションを持つレンジ，16-45
システム，16-52
マテリアライズド・ビュー，11-9，15-7，15-14
マテリアライズド・ビュー・ログ，11-19，15-29
レンジ，16-17
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パーティション化参照制約，12-51，16-48

パーティション交換

制限事項，12-67
パーティション索引，2-106，14-50，14-64

ユーザー定義，14-62
ローカルのパーティション索引の作成，14-55

パーティション表，2-106
バイナリ XML 記憶域，16-43
バイナリ XML 書式，16-43
バイナリ演算子，4-2
バイナリ・ラージ・オブジェクト「BLOB」を参照
バインド

演算子からの削除，11-24
演算子への追加，11-23

パスワード
期限切れ，17-11
使用および再利用の制限，15-50
使用禁止化，15-50
特殊文字，17-8
パラメータ

CREATE PROFILE，15-48
複雑さに対する保証，15-50
猶予期間，15-50
ロック，15-50

パターン一致条件，7-14
バックアップ

増分
ブロック・チェンジ・トラッキング，10-38

バックアップの開始，10-24
パッケージ

再定義，15-40
作成，15-39
シノニム，16-2
データベースからの削除，17-55
統計情報の関連付け，13-22，13-23
統計タイプの関連付けの解除，17-55

パッケージ・プロシージャ
削除，17-57

パッケージ本体
再作成，15-42
作成，15-41
データベースからの削除，17-55

ハッシュ・クラスタ
作成，14-5
単一表の作成，14-5
ハッシュ・ファンクションの指定，14-6

ハッシュ・パーティション
結合，12-56
追加，12-59

ハッシュ・パーティション化句

CREATE TABLE，16-23，16-47
バッファ・キャッシュ

フラッシュ，11-59
パブリック・シノニム，16-3

削除，18-3
パブリック・データベース・リンク

削除，17-36
パラメータ
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オプション，A-4
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パラレル実行

DDL 文，11-43
DML 文，11-43
ヒント，2-90

範囲条件，7-20
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ヒープ構成表

作成，16-6
比較条件，7-4
比較セマンティクス

文字列，2-36
引数

演算子，4-1
非スキーマ・オブジェクト

ネームスペース，2-100
リスト，2-98

ヒストグラム

等幅の作成，5-227
左側外部結合，19-21
日付

演算，2-20
比較規則，2-36

日付書式モデル，2-57，2-59
句読点，2-58
テキスト，2-58
長い，2-59
短い，2-59

日付ファンクション，5-5
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数値への変換，5-22
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結合索引の作成，14-51
非同期のコミット，13-45
ピボット操作，19-19

構文，19-7
例，19-39

ビュー

XMLType，17-19
XMLType の作成，17-22
XMLType ビューの問合せ，17-19
オブジェクト・サブビューの作成，17-17
オブジェクト・ビューの作成，17-16
結合

キー保存表，17-18
結合を使用した更新可能化，17-18
更新可能，17-18
再コンパイル，13-12
再作成，17-15
削除

実表の行，17-23
データベース，18-17

作成
コメント，13-41
実表の前，17-15
複数，15-62

実表
行の追加，18-53

シノニム，16-2
制約の削除，13-13
制約の変更，13-13
定義，17-13

データの取出し，19-4
名前の変更，18-82
副問合せ，17-17

制限，17-19
付与

システム権限，18-44
変更

実表の値，19-62
定義，18-17

リモート・ビューへのアクセス，14-28
ビュー制約，8-17，17-16

削除，18-17
変更，13-13
マテリアライズド・ビュー，8-15

ビューに対する MERGE オブジェクト権限，18-49
表

LOB 記憶特性，8-41
SQL 例，16-60
XMLType の作成，16-59
XMLType ビューの問合せ，16-59
新しいセグメントへの移動，12-70
圧縮，12-34，16-31
移行行および連鎖行，13-18
以前のバージョンへのフラッシュバック，18-25
一時

セッション固有，16-24
データの存続期間，16-30
トランザクション固有，16-24

移動，12-30
エクステントの割当て，12-34
オブジェクト

作成，16-7
問合せ，16-58

外部，16-33
作成，16-34
制限事項，16-35

外部構成，16-33
記憶域属性

定義，16-6
記憶域プロパティ，16-30，16-36
記憶特性

定義，8-41
既存値の変更，19-62
キャッシュへのブロックの保存，16-53
行の削除，17-23
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クラスタへの割当て，16-36
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構造の検証，13-17
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オーバーフロー・セグメント，16-34
索引ブロックの領域，16-33
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削除
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パーティション，18-6
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サブパーティション属性，12-53
参照パーティション，12-52，12-68，16-48
シノニム，16-2
制限

ブロックのレコード，12-36
ダイレクト・パスを使用した挿入，18-53
追跡の有効化，16-56
データの取出し，19-4
データベースからの削除，18-5
データベースの外部へのデータの格納，16-34
デフォルト物理属性

変更，12-33
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統計情報の収集，13-15
統計タイプの関連付けの解除，18-6
名前の変更，12-37，18-82
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記憶特性，16-42
パーティション化，2-106，16-6，16-44
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デフォルト属性，12-53
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パラレル化
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パラレル作成，16-54
ヒープ構成，16-32
非クラスタ化，17-32
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表領域

定義，16-6，16-30
副問合せを使用した行の挿入，16-56
物理属性

変更，12-33
付与

システム権限，18-43
並列度

指定，16-6
並列度の変更，12-70
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CREATE INDEX，14-58
DELETE，17-27

未使用領域の解放，12-34
読取り / 書込みモード，12-37
読取り専用モード，12-37
リモート・ビューへのアクセス，14-28
リレーショナル

作成，16-7
ロギング

挿入操作，12-33
表作成，16-31

ロック，18-69
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表の圧縮，11-9，12-34，15-13，16-31
表パーティション

圧縮，12-34，16-31
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bigfile，16-74
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UNDO
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一時表領域の作成，16-80
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データ・ファイル
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継続期間，18-69
サブパーティション，18-70
使用可能化，12-72
使用禁止，12-72
問合せ，18-69
パーティション，18-70
モード，18-70
リモート・データベース，18-70

ヒント，9-3
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FACT，2-76
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INDEX_FFS，2-79
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NO_INDEX，2-84
NO_INDEX_FFS，2-84
NO_INDEX_SS，2-85
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NO_MONITOR，2-85
NO_PARALLEL，2-86
NO_PARALLEL_INDEX，2-86
NO_PUSH_PRED，2-86
NO_PUSH_SUBQ，2-87
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NO_QUERY_TRANSFORMATION，2-87
NO_REWRITE，2-87
NO_STAR_TRANSFORMATION，2-88
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NO_USE_MERGE，2-88
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STAR_TRANSFORMATION，2-94
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USE_HASH，2-96
USE_MERGE，2-96
USE_NL，2-96
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位置構文，2-71
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ファイル
REDO ログ・ファイル・グループとしての指定，8-26
一時ファイルとしての指定，8-26
データ・ファイルとしての指定，8-26

ファンクション
「SQL ファンクション」を参照

3GL、コール，15-2
COMMIT または ROLLBACK 文の発行，11-42
DECODE，5-53
一般的な比較，5-5
外部，14-48，15-45
逆分散，5-119，5-121
組込み

式，6-10
コール，13-37
再作成，14-49，14-77
索引の定義，14-58
実行，13-37
実行時のコンパイルの防止，10-63
シノニム，16-2
ストアド，14-48
線形回帰，5-150
宣言の変更，14-49
定義の変更，14-49
データベースからの削除，17-42
統計情報、デフォルト・コストの割当て，13-22
統計情報、デフォルト選択性の定義，13-22
統計情報の関連付け，13-22，13-23
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ネーミング規則，2-101
無効なファンクションの再コンパイル，10-63
戻り値の格納，13-39
ユーザー定義，5-249

式，6-10
ファンクション索引，14-50
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不完全なオブジェクト型，17-3
作成，17-3

複合外部キー，8-9
複合式，6-4
複合主キー，8-9
複合条件，7-20
副問合せ，9-2，9-13，19-4

インライン・ビュー，9-13
拡張された副問合せのネスト解除，9-14
過去のデータ，19-15
式のかわりに使用，6-14
スカラー，6-14
相関，9-13
定義済，9-2
名前の割当て，19-13
ネスト，9-13
ネスト解除，9-14
表データの挿入，16-56
ファクタリング，19-13
副問合せを含む，9-13

副問合せのネスト解除，9-14
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プライベート・アウトライン

オプティマイザによる使用，11-48
プライマリ・データベース

物理スタンバイ・データベースへの変換，10-36
フラッシュバック・データ・アーカイブ

権限，18-38
削除，17-41
作成，14-45
表のための指定，12-37，16-56
変更，10-60

フラッシュバック問合せ，19-15
疑似列，3-6
挿入を指定した使用，18-57，19-67

プラン・スタビリティ，15-35
プリコンパイラ，1-4
フルスペルで表した数

指定，2-63
プレースホルダ式，6-13
プロキシ句

ALTER USER，13-6，13-7，13-9
プロシージャ

3GL、コール，15-2
COMMIT または ROLLBACK 文の発行，11-42
依存するローカル・オブジェクトの無効化，17-57
外部，15-45

リモート・データベースからの実行，15-3
コール，13-37
再コンパイル，11-28
再作成，15-46

作成，15-45
実行，13-37
シノニム，16-2
データベースからの削除，17-57
ネーミング規則，2-101
付与

システム権限，18-41
プロファイル

作成，15-47
例，15-51

データベースからの削除，17-58
付与

システム権限，18-42
変更の例，11-30
ユーザーへの割当て，17-10
ユーザーへの割当ての削除，17-58
リソース制限の削除，11-29
リソース制限の追加，11-29
リソース制限の変更，11-29

分散
ヒント，2-91

分散問合せ，9-14
制限事項，9-15

分析ファンクション，5-10
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CORR，5-39
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COVAR_POP，5-45
COVAR_SAMP，5-46
CUME_DIST，5-48
DENSE_RANK，5-56
FIRST，5-71
FIRST_VALUE，5-72
LAG，5-86
LAST，5-87
LAST_VALUE，5-88
LEAD，5-90
MAX，5-98
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NTILE，5-111
OVER 句，5-10
PERCENT_CONT，5-119
PERCENT_DISC，5-121
PERCENT_RANK，5-118
RANK，5-138
RATIO_TO_REPORT，5-140
ROW_NUMBER，5-158
STDDEV，5-178
STDDEV_POP，5-179
STDDEV_SAMP，5-180
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VAR_SAMP，5-224
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変換

ファンクション，5-5
文字列から日付への規則，2-66

まままま

マイニング・モデル

監査，13-29
コメント，13-42

マスター・データベース，15-4
マスター表，15-4
マッピング表

索引構成表，12-71，16-33
変更，12-39

マテリアライズド結合ビュー，15-26
マテリアライズド・ビュー，15-15

LOB 記憶域属性，11-9
ROWID，15-18
ROWID の値

マスター表への記録，11-19
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